
32 

 

SH7261グループ 
 
 

ユーザーズマニュアル ハードウェア編 

Rev.3.00   2010.09 

ルネサス 32ビット RISCマイクロコンピュータ 
SuperHTM RISC engineファミリ／SH7260シリーズ 

 R5S72611 
 R5S72612 
 R5S72613 

改訂一覧
改訂一覧は表紙をクリックして直接ご覧になれます。改訂一覧は改訂箇所をまとめたものであり、詳細については、必ず本文の内容をご確認ください。



1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

  OA AV  

 

   

 

  

8. 

9. 

10. 

RoHS  

11. 

12. 

1.   

2. 1

 



製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処

理」で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の

状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのか

かる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのア

ドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてくださ

い。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、ク

ロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（また

は外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切

り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認下さい。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性

が異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実

施してください。 



 



 

本書の構成 

本書は、以下の構成で制作しています。 
 

1. 製品ご使用上の注意事項 

2. 本書の構成 

3. はじめに 

4. 目次 

5. 概要 

6. 各機能モジュールの説明 

• CPUおよびシステム制御系 

• 内蔵周辺モジュール 

   各モジュールの機能説明の構成は、モジュールごとに異なりますが、一般的には、 

   ①特長、②入出力端子、③レジスタの説明、④動作説明、⑤使用上の注意事項、 

   等の節で構成されています。 

 

本 LSIを用いた応用システムを設計する際、注意事項を十分確認のうえ設計してください。 

各章の本文中には説明に対する注意事項、各章の最後には使用上の注意事項があります。 

必ずお読みください（使用上の注意事項は必要により記載されます）。 

 

   7. レジスタ一覧 

   8. 電気的特性 

   9. 付録 

• 製品型名、外形寸法図など 

   10. 索引 

 



 

はじめに 

本 LSIは、ルネサスオリジナルの RISC方式の CPUをコアにして、システム構成に必要な周辺機能を集積した

RISCマイコンです。 
 

対象者 本マニュアルは、本 LSIを用いた応用システムを設計するユーザを対象としています。本マニュアル

を使用される読者には、電気回路、論理回路、およびマイクロコンピュータに関する基本的な知識を

必要とします。 
 

目的  本マニュアルは、本 LSIのハードウェア機能と電気的特性をユーザに理解していただくことを目的に

しています。 
 

読み方  

• 機能全体を理解しようとするとき 

→ 目次に従って読んでください。 

  本書は、大きく分類すると、CPU、システム制御機能、周辺機能、電気的特性の順に構成されています。 

• CPU機能の詳細を理解したいとき 

 → 別冊の「SH-2A、SH2A-FPU ソフトウェアマニュアル」を参照してください。 

• レジスタ名がわかっていて、詳細機能を知りたいとき 

 → 本書の後ろに、「索引」があります。索引からページ番号を検索してください。 

  「第30章 レジスタ一覧」にアドレス、ビット内容、初期化についてまとめています。 

 
 



 

 

• 凡例 

本マニュアルで使用するレジスタ名やビット名、数字や記号の表記の凡例を以下に説明します。 

14.3.

CMCSR_0

CKS1 CKS0

1

2

14. CMT

14-5

14.2.2 0 1 CMCSR_0 1

14.3.1

CMCSR

WDTOVF TCNT 0

14

2 3

CMCSR CKS1 CKS0 CMSTR STR 1

CMCNT CMCNT

CMCOR CMCNT H'0000 CMCSR CMF

1 CKS1 CKS0 B'01 /4

2 B'xxxx xxxx 16 H'xxxx 10 xxxx

B'11 11 H'EFA0 1234

3

WDTOVF

4

 

 



 

 

• ビット図とビット表の表記 

各レジスタの説明には、ビットの並びを示すビット図とビットに設定する内容を説明するビット表があります。 

ビット番号を示します。
32ビットレジスタの場合は31から0の順に、16ビットレジスタの場合は15から0の順に示します。

レジスタのビット名またはフィールド名を示します。
フィールドでビット桁数を明示する必要があるときは、ASID[3:0]というように桁数の表記を追加します。
また、リザーブビットの場合は「－」と表記します。
ただし、タイムカウンタなどをはじめとして、ビット名の記載をせずに空白のままとしているものもあります。

（1）ビット

（2）ビット名

（1） （2）

各ビットのパワーオンリセット後の値を初期値として示します。
　0 ：初期値は0であることを示します。
　1 ：初期値は1であることを示します。
　－ ：初期値は不定であることを示します。

（3）初期値

（3）

各ビットが読み出し可能か、書き込み可能か、または書き込みも読み出しも不可であるかを示します。
使用する表記を以下に説明します。
　R/W ：読み出しおよび書き込みが可能なビットまたはフィールドです。
　R/(W) ：読み出しおよび書き込みが可能なビットまたはフィールドです。
 　ただし書き込みは、フラグをクリアするための書き込みのみ可能です。
　R ：読み出しが可能なビットまたはフィールドです。
 　ただし、リザーブビットはすべて「R」と表記します。書き込む必要がある場合は、
 　ビット表で指定された値または初期値を書き込んでください。
　W ：書き込みが可能なビットまたはフィールドです。
 　ただし、読み出すときの値は、ビット表に記載してある場合以外は保証されません。

【注】　上記した図中のビット名や文章は例であり、本マニュアルの内容とは関係がありません。

（4）R/W

（4）

ビットを設定することで可能となる機能について説明しています。
（5）説明

（5）

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

ビット：

ビット

15

14～11

10

9

0

0000

0

0

1

R

R/W

R

R

リザーブビット
読み出すと常に0が読み出されます。

アドレス識別子
端子機能の有効／無効を設定できます。

リザーブビット
読み出すと常に0が読み出されます。

リザーブビット
読み出すと常に1が読み出されます。

－

ASID

－

－

－

ビット名 初期値 R/W 説　　　明

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- ASID - - - - - - ACMP[2:0]Q IFE

 

すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属します。 
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1. 概要 

1.1 SH7261グループの特長 

本 LSIは、ルネサスオリジナルの RISC（縮小命令セットコンピュータ）方式の CPUをコアにして、システム

構成に必要な周辺機能を集積したシングルチップ RISCマイコンです。 

本 LSIの CPUには、SH-1、SH-2、SH-2Eマイクロコンピュータとオブジェクトコードレベルでの上位互換性を

特長とする SH-2A CPUを採用しています。RISC方式の命令セットを持っており、スーパースカラアーキテクチ

ャやハーバードアーキテクチャを採用しているため、命令実行速度が飛躍的に向上しています。またダイレクト

メモリアクセスコントローラ（DMAC）とは独立した内部 32ビットバス構成を採用しており、データ処理能力を

強化しています。本 LSIの CPUによって、従来のマイコンでは実現が不可能だった、高速性が要求されるリアル

タイム制御等のアプリケーションでも、より低コストでかつ高性能／高機能なシステムを組むことができるよう

になります。 

本 LSIは、浮動小数点ユニット（FPU）とキャッシュを内蔵しています。さらに本 LSIはシステム構成に必要

な周辺機能として、32KBの高速 RAM、コントローラエリアネットワーク（RCAN-ET）*1、IEBusTM*2コントロー

ラ（IEB）*3、CD-ROMデコーダ（ROM-DEC）、シリアルサウンドインタフェース（SSI）、FIFO内蔵シリアル

コミュニケーションインタフェース（SCIF）、I2Cバスインタフェース 3（IIC3）、マルチファンクションタイマ

パルスユニット 2（MTU2）、8ビットタイマ（TMR）、リアルタイムクロック（RTC）、A/D変換器、D/A変換

器、割り込みコントローラ（INTC）、I/Oポート、アドバンストユーザデバッガ-II（AUD-II）などを内蔵してい

ます。 

また、本 LSIでは外部メモリアクセスサポート機能により、メモリや周辺 LSIと直接接続を行えます。これら

により、システムコストの大幅な低減が可能です。 

本 LSIの特長を表 1.1に示します。 
 

【注】 *1 R5S72611および R5S72613に内蔵しています。 

 *2 IEBusTM（Inter Equipment BusTM）はルネサス エレクトロニクスの商標です。 

 *3 R5S72612および R5S72613に内蔵しています。 
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SH7261グループ

表 1.1 SH7261グループの特長 

項目 特   長 

CPU • ルネサス独自の SuperHアーキテクチャ 

• SH-1、SH-2とオブジェクトコードレベルで互換性あり 

• 32ビット内部データバス 

• 汎用レジスタアーキテクチャ： 

16本の 32ビット汎用レジスタ 

4本の 32ビットコントロールレジスタ 

4本の 32ビットシステムレジスタ 

高速割り込み応答のためのレジスタバンク 

• RISCタイプ命令セット（SHシリーズと上位互換性）： 

命令長：コードの効率改善のための 16ビット基本命令と、性能・使い勝手向上のための 32ビット命令 

ロードストアアーキテクチャ 

遅延分岐命令 

C言語に基づく命令セット 

• FPUを含む 2命令同時実行型スーパースカラ 

• 命令実行時間：最大 2命令／サイクル 

• アドレス空間：4Gバイト 

• 乗算器内蔵 

• 5段パイプライン 

• ハーバードアーキテクチャ 

浮動小数点 

ユニット（FPU） 

• 浮動小数点コプロセッサ内蔵 

• 単精度（32ビット）および倍精度（64ビット）をサポート 

• IEEE754に準拠したデータタイプおよび例外をサポート 

• 丸めモード：近傍および 0方向への丸め 

• 非正規化数の扱い：0への切り捨て 

• 浮動小数点レジスタ 

16本の 32ビット浮動小数点レジスタ 

（単精度×16ワードまたは倍精度×8ワード） 

2本の 32ビット浮動小数点システムレジスタ 

• FMAC（乗算およびアキュムレート）命令をサポート 

• FDIV（除算）／FSQRT（平方根）命令をサポート 

• FLDI0/FLDI1（ロード定数 0/1）命令をサポート 

• 命令実行時間 

レイテンシ（FMAC/FADD/FSUB/FMUL）：3サイクル（単精度）、8サイクル（倍精度） 

ピッチ（FMAC/FADD/FSUB/FMUL）：1サイクル（単精度）、6サイクル（倍精度） 

【注】FMACは単精度に対してのみサポートしています。 

• 5段パイプライン 
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SH7261グループ 

項目 特   長 

キャッシュ • 命令キャッシュ：8Kバイト 

• オペランドキャッシュ：8Kバイト 

• おのおの 128エントリ、4ウェイセットアソシアティブ、16バイトブロック長 

• ライトバック、ライトスルー、LRU置換アルゴリズム 

• キャッシュロック機能あり（オペランドキャッシュのみ）：ウェイ 2、ウェイ 3はロック可能 

割り込み 

コントローラ 

（INTC） 

• 17本の外部割り込み端子（NMI、IRQ7～IRQ0、PINT7～PINT0） 

• 内蔵周辺割り込み：モジュールごとに優先順位を設定 

• 16レベルの優先順位設定が可能 

• レジスタバンクにより割り込み処理に伴うレジスタの退避／復帰を高速に行うことが可能 

バスステート 

コントローラ（BSC） 

【CSC】 

• チップセレクトコントローラ（CSC）：7チャネル 

• 32ビット／16ビット／8ビットバス幅の 3種類の外部デバイスを接続可能 

• サイクルウエイト機能：最大 31ウエイト（ページアクセスサイクル：最大 7ウエイト） 

• ウエイト制御： 

チップセレクト信号のアサート／ネゲートタイミング設定可能 

ライト／リード信号のアサート／ネゲートタイミング設定可能 

データ出力の開始･終了タイミング設定可能 

• ライトアクセスモード：1ライトストローブ／バイトライトストローブモード 

• ページアクセスモード：ページリード・ページライトサポート 

 【SDRAMC】 

• 外部 SDRAMインタフェース：2チャネル 

• リフレッシュ機能： 

オートリフレッシュ（プログラマブルリフレッシュカウンタ内蔵） 

セルフリフレッシュ 

• タイミング設定： 

ロウカラムレイテンシ、カラムレイテンシ、ロウアクティブ期間、 

ライトリカバリ期間、ロウプリチャージ期間、オートリフレッシュ要求間隔、 

初期化プリチャージサイクル数、初期化オートリフレッシュ要求間隔 

• バーストアクセス方式：ランダムカラム（SDRAMバースト長：1） 

• 初期化シーケンサ機能：プリチャージ、オートリフレッシュコマンドを発行 

バス監視 • バス監視機能 

不正アドレスアクセス、バスタイムアウトを検出しバスエラー割り込みを発生 
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項目 特   長 

ダイレクト 

メモリアクセス 

コントローラ

（DMAC） 

• 8チャネル（うち 4チャネルは外部リクエスト可能） 

• DMA要因数：38要因 

内訳：ソフトウェア：1要因、内部要因：33要因、外部要因：4要因 

• 最大転送バイト数：64Mバイト 

• 転送データサイズ： 

1データ転送：8、16、32ビット 

1オペランド転送：1、2、4、8、16、32、64、128データ、バイトカウント 0まで継続 

• 転送方式： 

サイクルスチル転送（デュアルアドレス転送） 

min3クロックサイクル／1データ、READ、WRITE間にバス権解放 

パイプライン転送（デュアルアドレス転送） 

min1クロックサイクル／1データ 

• アドレッシング方式：インクリメント・デクリメント・固定 

• 最高転送サイクル：3クロックサイクル／1データ転送 

• 転送モード：単一オペランド転送、連続オペランド転送、ノンストップ転送 

• 割り込み要求：バイトカウントが 0になったとき 

• リロード機能（ソースアドレス、デスティネーションアドレス、バイトカウント） 

• DMAC停止／再開／中止機能 

• DMAC転送強制終了機能 

クロックパルス 

発振器（CPG） 

• クロックモード：入力クロックを外部入力（EXTALまたは CKIO）または水晶発振子から選択可能 

• 内蔵 PLL回路により入力クロックを最大 16逓倍することが可能 

• 3種類のクロックを生成 

CPUクロック：最大 120MHz 

バスクロック：最大 60MHz 

周辺クロック：最大 40MHz 

ウォッチドッグ 

タイマ（WDT） 

• 1チャネルのウォッチドッグタイマ 

• カウンタのオーバフローにより本 LSIにリセットをかけることが可能 

低消費電力モード • 本 LSIの消費電力をさげるために 4種類の低消費電力モードをサポート 

スリープモード 

ソフトウェアスタンバイモード 

ディープスタンバイモード 

モジュールスタンバイモード 
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項目 特   長 

マルチ 

ファンクション 

タイマパルス 

ユニット 2（MTU2） 

• 16ビットタイマ 6チャネルをベースに最大 16種類のパルス入出力、および 3本のパルス入力が可能 

• 21本のアウトプットコンペアレジスタ兼インプットキャプチャレジスタ 

• インプットキャプチャ機能 

• パルス出力モード 

ワンショット／トグル／PWM／相補 PWM／リセット同期 PWM 

• 複数カウンタの同期化機能 

• 相補 PWM出力モード 

3相のインバータ制御用ノンオーバラップ波形を出力 

デッドタイム自動設定 

PWMデューティを 0～100%任意に設定可能 

A/D変換開始要求ディレイド機能 

山・谷割り込み間引き機能 

• リセット同期 PWMモード 

任意デュ－ティの正相・逆相 PWM波形を 3相出力 

• 位相計数モード 

2相エンコーダ計数処理が可能 

8ビットタイマ

（TMR） 

• 2チャネル 8ビットタイマ 

• 6種類の内部クロック（Pφ/2、Pφ/8、Pφ/32、Pφ/64、Pφ/1024、Pφ/8192）と外部クロックから

選択可能 

• 2つのコンペアマッチ信号の組み合わせでタイマ出力を制御可能 

• 2チャネルのカスケード接続が可能 

リアルタイム 

クロック（RTC） 

• 内蔵クロック、カレンダー機能、アラーム機能 

• 1/256秒の最大分解能（割り込みサイクル）の内蔵 32.768kHz水晶発振器回路 

FIFO内蔵シリアル 

コミュニケーション 

インタフェース 

（SCIF） 

• 8チャネル 

• クロック同期式／調歩同期式モードの選択が可能 

• 送受信を同時に行うことが可能（全二重） 

• 専用のボーレートジェネレータ内蔵 

• 送受信用 FIFOをそれぞれ 16バイト内蔵 

I2Cバス 

インタフェース 3

（IIC3） 

• 3チャネル 

• マスタモード／スレーブモード内蔵 

シリアルサウンド 

インタフェース

（SSI） 

• 2チャネルの双方向シリアル転送 

• 多様なシリアルオーディオフォーマットをサポート 

• マスタ／スレーブ機能をサポート 

• プログラマブルワードクロック、ビットクロック生成機能 

• マルチチャネルフォーマット機能 

• 8/16/18/20/22/24/32ビットデータフォーマットをサポート 

 
 



 

1. 概要 

1-6  R01UH0025JJ0300  Rev.3.00 

  2010.09.15 

SH7261グループ

項目 特   長 

コントローラエリア

ネットワーク

（RCAN-ET） 

【R5S72611】 

【R5S72613】 

• 2チャネル 

• CAN規格 2.0Bをサポート 

• 標準データとリモートフレーム（11ビットの ID） 

• 拡張データとリモートフレーム（18ビットの ID） 

• 標準（11ビット）や拡張（18ビット）の IDフォーマットを用いて独立した 16個のメッセージバッ

ファ 

• 送信または受信に設定可能な 15個のメールボックス 

• 受信のみ可能な 1個のメールボックス 

• IDによるメッセージ受付のフィルタリング 

• 標準メッセージ ID 

• 拡張メッセージ ID 

• ローカル受付フィルタマスク（標準と拡張メッセージ ID）を全てのメールボックスで設定可能 

• 低消費電力のスリープモード 

• 最大 1Mbit/sの CANデータ転送レートを設定可能 

• リアルタイムアプリケーションの優先順位が反転される問題に対する内部順位ソート機能を使った送

信メッセージのキュー 

• ハンドシェイクを使用しないデータバッファアクセス 

IEBusTM 

コントローラ（IEB） 

【R5S72612】 

【R5S72613】 

• IEBusのプロトコル制御（レイア 2）に対応： 

半二重非同期通信 

マルチマスタ方式 

同報通信機能 

伝送速度の異なる 3種類のモードが選択可能 

• モード 2の最大伝送バイト数である 128バイトまで連続送受信が可能なデータ送受信用バッファ（デ

ュアルポート RAM）内蔵 

• 動作周波数： 

6MHz、6.29MHz（Pφまたは AUDIO_X1、AUDIO_X2のクロックを使用） 

12MHz、12.58MHz（Pφまたは AUDIO_X1、AUDIO_X2のクロックを 1/2に分周して使用） 

18MHz、18.87MHz（Pφまたは AUDIO_X1、AUDIO_X2のクロックを 1/3に分周して使用） 

24MHz、25.16MHz（Pφまたは AUDIO_X1、AUDIO_X2のクロックを 1/4に分周して使用） 

30MHz、31.45MHz（Pφまたは AUDIO_X1、AUDIO_X2のクロックを 1/5に分周して使用） 

36MHz、37.74MHz（Pφまたは AUDIO_X1、AUDIO_X2のクロックを 1/6に分周して使用） 
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項目 特   長 

CD-ROMデコーダ 

（ROM -DEC） 

• Mode0、Mode1、Mode2、Mode2 Form1、Mode2 Form2の 5種類のフォーマットをサポート 

• 同期コードの検出・保護 

（保護：検出できなかったときに自動挿入） 

• デスクランブル 

• ECC訂正 

P、Q、PQ、QP訂正 

PQ、QP訂正は、最大 3回まで繰り返し訂正が可能 

• EDCチェック 

ECC前後にチェック可能 

• Mode、Formの自動検出 

• リンクセクタの自動検出 

• バッファリングデータ制御 

同期コード以降の CD-ROMデータに対して、デスクランブル、ECC訂正、EDCチェック後のデータ

を特定フォーマットで転送 

I/Oポート • 109本（入出力）、14本（入力） 

• 入出力ポートはビットごとに入出力切替可能 

A/D変換器（ADC） • 分解能：10ビット 

• 入力：8チャネル 

• 外部トリガ／タイマトリガによる A/D変換の起動が可能 

D/A変換器（DAC） • 分解能：8ビット 

• 出力 2チャネル 

ユーザブレーク 

コントローラ 

（UBC） 

• ブレークチャネル×2チャネル 

• アドレス、データ値、アクセス形式、およびデータサイズをブレーク条件として設定可能 

ユーザデバッグ 

インタフェース 

（H-UDI） 

• E10Aエミュレータのサポート 

• JTAG標準端子配置 

 

アドバンストユーザ

デバッガ-II 

（AUD-II） 

• 8本の入出力端子 

• RAMモニタモードで、内部／外部バスに接続されているモジュール（キャッシュおよび H-UDIを除く）

を読み出し／書き込みする機能をサポート 

内蔵 RAM • 32Kバイトのメモリを内蔵 

電源電圧 • PVcc、VccR、PLLVcc：3.0～3.6V 

パッケージ • LQFP2424-176Cu（0.5ピッチ） 
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1.2 製品一覧 
表 1.2 製品一覧 

略称 製品型名 RCAN-ET IEB 動作温度 

R5S72611 R5S72611RB120FP 搭載 非搭載 －20～70℃（通常仕様品） 

 R5S72611RP100FP   －40～85℃（広温度範囲仕様品） 

R5S72612 R5S72612RB120FP 非搭載 搭載 －20～70℃（通常仕様品） 

 R5S72612RP100FP   －40～85℃（広温度範囲仕様品） 

R5S72613 R5S72613RB120FP 搭載 搭載 －20～70℃（通常仕様品） 

 R5S72613RP100FP   －40～85℃（広温度範囲仕様品） 
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SH7261グループ 

1.3 ブロック図 

図 1.1に SH7261グループのブロック図を示します。 
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CPUコア
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コントローラ
（DMAC）
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発振器（CPG）
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図 1.1 ブロック図 
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1.4 ピン配置図 
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図 1.2 R5S72611のピン配置図 
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図 1.3 R5S72612のピン配置図 
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図 1.4 R5S72613のピン配置図 
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1.5 端子機能 

各端子の機能を表 1.3に示します。 
 

表 1.3 端子機能 

分類 端子名 入出力 名称 機   能 

電源 VCCR 入力 内部降圧 

電源用電源 

内部降圧電源用の電源端子です。VCCR端子をシステムの電源

に接続してください。開放すると動作しません。 

VSSR 入力 内部降圧 

電源用グランド

内部降圧電源用のグランド端子です。VSSR端子をシステム電

源（0V）に接続してください。開放すると動作しません。 

VCL 入力 内部降圧電源 内部降圧電源用の外付け容量端子です。内部降圧電源安定化の

ため外付けコンデンサを介して VSSに接続してください（端

子近くに配置）。 

VSS 入力 内部降圧用 

グランド 

内部降圧用のグランド端子です。内部降圧電源安定化のため外

付けコンデンサを介して VCLに接続してください（端子近くに

配置）。 

PVCC 入力 入出力回路用 

電源 

入出力端子用の電源端子です。すべての PVCC端子をシステム

の電源に接続してください。開放端子があると動作しません。 

PVSS 入力 入出力回路用 

グランド 

入出力端子用のグランド端子です。すべての PVSS端子をシス

テム電源（0V）に接続してください。開放端子があると動作し

ません。 

PLLVCC 入力 PLL用電源 内蔵 PLL発振器用の電源端子です。開放すると動作しません。 

 

PLLVSS 入力 PLL用 

グランド 

内蔵 PLL発振器用のグランド端子です。開放すると動作しませ

ん。 

EXTAL 入力 

XTAL 出力 

水晶発振子／ 

外部クロック 

水晶発振子を接続します。また、EXTAL端子は外部クロックを

入力することもできます。 

クロック 

CKIO 入出力 システムクロッ

ク入出力 

外部クロック入力端子、または外部デバイスにシステムクロッ

クを供給します。 

MD1、MD0 入力 モード設定 動作モードを設定します。これらの端子は動作中に変化させな

いでください。 

動作モード 

コントロール 

MD_CLK1、

MD_CLK0 

入力 クロック 

モード設定 

クロック動作モードを設定します。これらの端子は動作中に変

化させないでください。 

 ASEMD 入力 デバッグ 

モード 

E10A-USBエミュレータ時に使用します。エミュレータを使用

しない場合は、ハイレベルに固定してください。 

RES 入力 パワーオン 

リセット 

この端子がローレベルになると、パワーオンリセット状態にな

ります。 

MRES 入力 マニュアル 

リセット 

この端子がローレベルになると、マニュアルリセット状態にな

ります。 

システム 

制御 

WDTOVF 出力 ウォッチドッグ

タイマオーバ 

フロー 

WDTからのオーバフロー出力信号です。 
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分類 端子名 入出力 名称 機   能 

システム 

制御 

ASEBRKAK 出力 ブレークモード

アクノリッジ 

E10A-USBエミュレータがブレークモードに入ったことを示

します。 

 ASEBRK* 入力 ブレーク要求 E10A-USBエミュレータブレーク入力です。 

割り込み NMI 入力 ノンマスカブル

割り込み 

ノンマスカブル割り込み要求端子です。使用しない場合はハイ

レベルに固定してください。 

IRQ7～IRQ0 入力 割り込み要求 

7～0 

マスク可能な割り込み要求端子です。 

レベル入力、エッジ入力の選択が可能です。エッジ入力の場合、

立ち上がり、立ち下がり、両エッジの選択が可能です。 

 

PINT7～

PINT0 

入力 割り込み要求 

7～0 

マスク可能な割り込み要求端子です。 

レベル入力のみの選択です。 

アドレスバス A27～A0 出力 アドレスバス アドレスを出力します。 

データバス D31～D0 入出力 データバス 双方向のデータバスです。 

バス制御 CS6～CS0 出力 チップセレクト

6～0 

外部メモリまたはデバイスのためのチップセレクト信号です。 

 

RD 出力 読み出し 外部のデバイスから読み出すことを示します。 

WAIT 入力 ウェイト 外部空間をアクセスするときのバスサイクルにウェイトサイ

クルを挿入させる入力です。 

WR0 出力 バイト指定 外部メモリまたはデバイスのデータのビット 7～0に書き込み

することを示します。（8/16/32ビットバスアクセス時） 

WR1 出力 バイト指定 外部メモリまたはデバイスのデータのビット15～8に書き込み

することを示します。（16/32ビットバスアクセス時） 

WR2 出力 バイト指定 外部メモリまたはデバイスのデータのビット 23～16に書き込

みすることを示します。（32ビットバスアクセス時） 

WR3 出力 バイト指定 外部メモリまたはデバイスのデータのビット 31～24に書き込

みすることを示します。（32ビットバスアクセス時） 

BC0 出力 バイト指定 外部メモリまたはデバイスのデータのビット 7～0を選択しま

す。（8/16/32ビットバスアクセス時） 

BC1 出力 バイト指定 外部メモリまたはデバイスのデータのビット15～8を選択しま

す。（16/32ビットバスアクセス時） 

BC2 出力 バイト指定 外部メモリまたはデバイスのデータのビット 23～16を選択し

ます。（32ビットバスアクセス時） 

BC3 出力 バイト指定 外部メモリまたはデバイスのデータのビット 31～24を選択し

ます。（32ビットバスアクセス時） 

DQM0 出力 バイト指定 SDRAM接続時、D7～D0を選択します。 

（8/16/32ビットバスアクセス時） 

DQM1 出力 バイト指定 SDRAM接続時、D15～D8を選択します。 

（16/32ビットバスアクセス時） 

DQM2 出力 バイト指定 SDRAM接続時、D23～D16を選択します。 

（32ビットバスアクセス時） 

 

DQM3 出力 バイト指定 SDRAM接続時、D31～D24を選択します。 

（32ビットバスアクセス時） 
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分類 端子名 入出力 名称 機   能 

SDCS1、

SDCS0 

出力 チップセレクト SDRAM接続時に CS端子に接続します。 バス制御 

SDRAS 出力 RAS SDRAM接続時に RAS端子に接続します。 

 SDCAS 出力 CAS SDRAM接続時に CAS端子に接続します。 

 SDWE 出力 WE SDRAM接続時にWE端子に接続します。 

 SDCKE 出力 CKイネーブル SDRAM接続時に CKE端子に接続します。 

 SDCLK 出力 クロック出力 SDRAM接続時に CLK端子に接続します。 

DREQ0～

DREQ3 

入力 DMA転送要求 外部からの DMA転送要求の入力端子です。 

DACK0～

DACK3 

出力 DMA転送要求 

アクノリッジ 

外部からの DMA転送要求に対する、DMAアクノリッジ出力

端子です。 

DACT0～

DACT3 

出力 DMA転送要求 

アクティブ 

外部からの DMA転送要求に対する、DMAアクティブ出力端

子です。 

ダイレクト 

メモリ 

アクセス 

コントローラ 

（DMAC） 

DTEND0～

DTEND3 

出力 DMA転送終了 

出力 

DMA転送終了出力信号です。 

TCLKA 

TCLKB 

TCLKC 

TCLKD 

入力 MTU2タイマ 

クロック入力 

タイマの外部クロック入力端子です。 マルチ 

ファンクション 

タイマパルス 

ユニット 2 

（MTU2） 
TIOC0A 

TIOC0B 

TIOC0C 

TIOC0D 

入出力 MTU2インプット

キャプチャ／ 

アウトプット 

コンペア 

（チャネル 0） 

TGRA_0～TGRD_0のインプットキャプチャ入力／アウト

プットコンペア出力／PWM出力端子です。 

 TIOC1A 

TIOC1B 

入出力 MTU2インプット

キャプチャ／ 

アウトプット 

コンペア 

（チャネル 1） 

TGRA_1、TGRB_1のインプットキャプチャ入力／アウトプ

ットコンペア出力／PWM出力端子です。 

 TIOC2A 

TIOC2B 

入出力 MTU2インプット

キャプチャ／ 

アウトプット 

コンペア 

（チャネル 2） 

TGRA_2、TGRB_2のインプットキャプチャ入力／アウトプ

ットコンペア出力／PWM出力端子です。 

 TIOC3A 

TIOC3B 

TIOC3C 

TIOC3D 

入出力 MTU2インプット

キャプチャ／ 

アウトプット 

コンペア 

（チャネル 3） 

TGRA_3～TGRD_3のインプットキャプチャ入力／アウト

プットコンペア出力／PWM出力端子です。 
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分類 端子名 入出力 名称 機   能 

マルチ 

ファンクション 

タイマパルス 

ユニット 2 

（MTU2） 

TIOC4A 

TIOC4B 

TIOC4C 

TIOC4D 

入出力 MTU2インプット 

キャプチャ／ 

アウトプット 

コンペア 

（チャネル 4） 

TGRA_4、TGRB_4のインプットキャプチャ入力／

アウトプットコンペア出力／PWM出力端子です。 

 TIC5U 

TIC5V 

TIC5W 

入力 MTU2インプット 

キャプチャ 

（チャネル 5） 

TGRU_5、TGRV_5、TGRW_5のインプットキャプ

チャ入力／デットタイム補償機能の入力端子です。 

8ビットタイマ 

（TMR） 

TMO0 

TMO1 

出力 タイマ出力 アウトプットコンペア機能による波形出力の端子 

です。 

 TMCI0 

TMCI1 

TMRI0 

TMRI1 

入力 タイマクロック／ 

タイマリセット入力

タイマの外部クロック入力／外部リセット入力端子

です。 

リアルタイム RTC_X1 入力 RTC用水晶発振子 32.768kHzの水晶発振子を接続します。 

クロック（RTC） RTC_X2 出力   

TxD7～TxD0 出力 送信データ データ出力端子です。 

RxD7～RxD0 入力 受信データ データ入力端子です。 

FIFO内蔵シリアル 

コミュニケーショ

ンインタフェース 

（SCIF） 
SCK7～SCK0 入出力 シリアルクロック クロック入出力端子です。 

SCL2～SCL0 入出力 シリアルクロック シリアルクロック入出力端子です。 I2Cバス 

インタフェース 3 

（IIC3） 
SDA2～SDA0 入出力 シリアルデータ シリアルデータ入出力端子です。 

SSIDATA0 

SSIDATA1 

入出力 SSIデータ入出力 シリアルデータ入出力端子です。 

SSISCK0 

SSISCK1 

入出力 SSIクロック入出力 シリアルクロック入出力端子です。 

シリアルサウンド

インタフェース

（SSI） 

SSIWS0 

SSIWS1 

入出力 SSIクロック LR 

入出力 

ワード選択入出力端子です。 

 AUDIO_CLK 入力 SSIオーディオ用 

外部クロック 

オーディオ用外部クロックを入力します。

（32/44.1/48kHz×256/384/512倍）AUDIO_X1、

AUDIO_X2の発振クロックと選択して分周器に入力

します。 

AUDIO_X1 入力  

AUDIO_X2 出力 

SSIオーディオ用 

水晶発振子／外部ク

ロック 

オーディオ用水晶発振子を接続します。 

また AUDIO_X1端子は外部クロックを入力すること

もできます。（32/44.1/48kHz×256/384/512倍）

AUDIO_CLK入力クロックと選択して分周器に入力

します。 
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分類 端子名 入出力 名称 機   能 

コントローラ 

エリアネット 

CTx0 

CTx1 

出力 

 

CANバス 

送信データ 

CANバスの送信用端子です。 

 

ワーク

（RCAN-ET） 

【R5S72611】 

【R5S72613】 

CRx0 

CRx1 

入力 

 

CANバス 

受信データ 

CANバスの受信用端子です。 

 

IETxD 出力 IEB送信データ IEBの送信データ出力端子です。 

 

IEBusTM 

コントローラ

（IEB） 

【R5S72612】 

【R5S72613】 

IERxD 入力 IEB受信データ IEBの受信データ入力端子です。 

 

AN7～AN0 入力 アナログ入力 アナログ入力端子です。 A/D変換器 

ADTRG 入力 A/D変換トリガ入力 A/D変換開始のための外部トリガ入力端子です。 

D/A変換器 DA1、DA0 出力 アナログ出力 アナログ出力端子です。 

アナログ電源 AVcc 入力 アナログ電源 A/D変換器および D/A変換器の電源端子です。 

 AVref 入力 アナログ 

リファレンス電源 

A/D変換器および D/A変換器のリファレンス電源端子 

です。 

 AVss 入力 アナロググランド A/D変換器および D/A変換器のグランド端子です。 

I/Oポート PA31～PA0 入出力 汎用ポート 32ビットの汎用入出力ポート端子です。 

 PB31～PB0 入出力 汎用ポート 32ビットの汎用入出力ポート端子です。 

 PC25～PC22 入力 汎用ポート 4ビットの汎用入力ポート端子です。 

PC21～PC0 入出力 汎用ポート 22ビットの汎用入出力ポート端子です。 

PD16、PD15 入力 汎用ポート 2ビットの汎用入力ポート端子です。 

PD14～PD0 入出力 汎用ポート 15ビットの汎用入出力ポート端子です。 

 

PE7～PE0 入力 汎用ポート 8ビットの汎用入力ポート端子です。 

 PF7～PF0 入出力 汎用ポート 8ビットの汎用入出力ポート端子です。 

UDTCK* 入力 テストクロック テストクロック入力端子です。 

UDTMS* 入力 テストモード 

セレクト 

テストモードセレクト信号入力端子です。 

UDTDI* 入力 テストデータ入力 インストラクションとデータのシリアル入力端子です。 

UDTDO 出力 テストデータ出力 インストラクションとデータのシリアル出力端子です。 

ユーザデバッグ 

インタフェース 

（H-UDI） 

UDTRST* 入力 テストリセット 初期化信号入力端子です。 
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分類 端子名 入出力 名称 機   能 

AUDATA3～

AUDATA0 

入出力 AUDデータ モニタアドレス入力／データ入出力端子です。 

AUDCK 入力 AUDクロック 外部クロック入力端子です。 

AUDSYNC 入力 AUD同期信号 データ先頭位置認識信号入力端子です。 

AUDMD 入力 AUDモード AUDのモード選択端子です。 

アドバンストユ

ーザデバッガ-II 

（AUD-II） 

AUDRST 入力 AUDリセット AUDのリセット入力端子です。 

ユーザブレーク

コントローラ 

（UBC） 

UBCTRG 出力 ユーザブレーク 

トリガ出力 

UBC条件一致のトリガ出力です。 

【注】 * プルアップ付き端子です。 
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2. CPU 

2.1 レジスタ構成 

レジスタは、汎用レジスタ（32ビット×16本）、コントロールレジスタ（32ビット×4本）、システムレジス

タ（32ビット×4本）の 3種類があります。 

2.1.1 汎用レジスタ 

図 2.1に汎用レジスタを示します。汎用レジスタは 32ビットの長さで、R0から R15までの 16本あります。汎

用レジスタは、データ処理、アドレス計算に使われます。R0は、インデックスレジスタとしても使用します。い

くつかの命令では使用できるレジスタが R0に固定されています。R15は、ハードウェアスタックポインタ（SP）

として使われます。例外処理でのステータスレジスタ（SR）とプログラムカウンタ（PC）の退避、回復は、R15

を用いてスタックを参照し行います。 

31 0

R0*1

R1

R2

R3

R4

R5

R6

R7

R8

R9

R10

R11

R12

R13

R14

R15、SP（ハードウェアスタックポインタ）*2

【注】*1　インデックス付きレジスタ間接、インデックス付きGBR間接
 　アドレッシングモードのインデックスレジスタとしても使用
 　します。
 　命令によっては、ソースまたはデスティネーションレジスタを
 　R0に固定しているものがあります。
　　　*2　R15は例外処理の中でハードウェアスタックポインタとして
 　使用されます。

 

図 2.1 汎用レジスタ 
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2.1.2 コントロールレジスタ 

コントロールレジスタは 32ビットの長さで、ステータスレジスタ（SR）、グローバルベースレジスタ（GBR）、

ベクタベースレジスタ（VBR）、ジャンプテーブルベースレジスタ（TBR）の 4本があります。 

SRは各種命令の処理の状態を表します。 

GBRは GBR間接アドレッシングモードのベースアドレスとして使用し、内蔵周辺モジュールのレジスタのデ

ータ転送などに使用します。 

VBRは割り込みを含む例外処理ベクタ領域のベースアドレスとして使用します。 

TBRは関数テーブル領域のベースアドレスとして使用します。 

31 01
TS

23456789
I[3:0]QM

1314
CSBO ステータスレジスタ（SR）

31 0
GBR グローバルベースレジスタ（GBR）

31
VBR ベクタベースレジスタ（VBR）

0

31
TBR （TBR）

0

 

図 2.2 コントロールレジスタ 

（1） ステータスレジスタ（SR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 - - 1 1 1 1 0 0 - -
R R/W R/W R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W

- - - - - - - - - - - - - - - -

- BO CS - - - M Q I[3:0] - - S T

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～15 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

14 BO 0 R/W BOビット 

レジスタバンクがオーバフローしていることを示します。 

13 CS 0 R/W CSビット 

CLIP命令の実行で、飽和上限値を上回ったまたは飽和下限値を下回ったこと

を示します。 

12～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 M － R/W 

8 Q － R/W 

Mビット 

Qビット 

DIV0S、DIV0U、DIV1命令で使用します。 

7～4 I[3:0] 1111 R/W 割り込みマスクレベル 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 S － R/W Sビット 

MAC命令の飽和動作を指定します。 

0 T － R/W Tビット 

真／偽条件またはキャリー／ボロービット 

 

（2） グローバルベースレジスタ（GBR） 

GBRは GBR参照MOV命令のベースアドレスとして参照されます。 
 

（3） ベクタベースレジスタ（VBR） 

VBRは例外および割り込み発生時、分岐先のベースアドレスとして参照されます。 
 

（4） ジャンプテーブルベースレジスタ（TBR） 

テーブル参照サブルーチンコール命令 JSR/N @@(disp8,TBR)で、メモリに配置された関数テーブルの先頭アド

レスとして参照します。 
 

2.1.3 システムレジスタ 

システムレジスタは 32ビットの長さで、積和レジスタ（MACH、MACL）、プロシージャレジスタ（PR）、プ

ログラムカウンタ（PC）の 4本があります。MACH、MACLは、乗算または積和演算の結果を格納します。PR

はサブルーチンプロシージャからの戻り先アドレスを格納します。PCは現在実行中の命令の 4バイト先を示し、

処理の流れを制御します。 

31 0

31 0

31
PC

PR

MACL
MACH 積和上位レジスタ（MACH）、積和下位レジスタ（MACL）

乗算、積和演算の結果の格納レジスタです。

プロシージャレジスタ（PR）
サブルーチンプロシージャからの戻り先アドレスの格納レジスタです。

プログラムカウンタ（PC）
PCは現在実行中の命令の4バイト先を示しています。

0

 

図 2.3 システムレジスタ 
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（1） 積和上位レジスタ（MACH）、積和下位レジスタ（MACL） 

MACHおよびMACLは、MAC命令の加算値として用いられます。また、MAC命令、MUL命令の演算結果を

格納するためにも用いられます。 
 

（2） プロシージャレジスタ（PR） 

BSR、BSRF、JSR命令を用いたサブルーチンコールの戻りアドレスは PRに格納されます。PRは、サブルーチ

ンからの復帰命令（RTS）によって参照されます。 
 

（3） プログラムカウンタ（PC） 

PCは現在実行中の命令の 4バイト先を示します。 
 

2.1.4 レジスタバンク 

汎用レジスタの R0～R14、コントロールレジスタの GBR、システムレジスタのMACH、MACL、PRの 19本の

32ビットレジスタは、レジスタバンクを使って、高速なレジスタ退避、復帰を行うことが可能です。バンクへの

退避は、CPUがレジスタバンクを使用する割り込みを受け付けた後、自動的に行われます。バンクからの復帰は、

割り込み処理ルーチンで RESBANK命令を発行することで実行されます。 

本 LSIは 15個のバンクを持ちます。詳細については「SH-2A、SH2A-FPUソフトウェアマニュアル」、「6.8

レジスタバンク」を参照してください。 
 

2.1.5 レジスタの初期値 

リセット後のレジスタの値を表 2.1に示します。 
 

表 2.1 レジスタの初期値 

区分 レジスタ 初期値 

R0～R14 不定 汎用レジスタ 

R15（SP） ベクタアドレステーブル中の SPの値 

SR I[3:0]は 1111（H'F）、BO、CSは 0、 

リザーブビットは 0、その他は不定 

GBR、TBR 不定 

コントロールレジスタ 

VBR H'00000000 

MACH、MACL、PR 不定 システムレジスタ 

PC ベクタアドレステーブル中の PCの値 
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2.2 データ形式 

2.2.1 レジスタのデータ形式 

レジスタオペランドのデータサイズは常にロングワード（32ビット）です。メモリ上のデータをレジスタへロ

ードするとき、メモリオペランドのデータサイズがバイト（8ビット）、もしくはワード（16ビット）の場合は、

ロングワードに符号拡張し、レジスタに格納します。 

31 0

ロングワード  

図 2.4 レジスタのデータ形式 

 

2.2.2 メモリのデータ形式 

バイト、ワード、ロングワードのデータ形式があります。メモリは 8ビットのバイト、16ビットのワード、お

よび 32ビットのロングワードいずれの形でもアクセスすることができます。32ビットに満たないメモリオペラン

ドは、符号拡張またはゼロ拡張されてレジスタに格納されます。 

ワードオペランドはワード境界（2バイト刻みの偶数番地：2n番地）から、ロングワードオペランドはロング

ワード境界（4バイト刻みの偶数番地：4n番地）からアクセスしてください。これを守らない場合は、アドレス

エラーになります。バイトオペランドは、どの番地からでもアクセスできます。 

データフォーマットは、ビッグエンディアンのバイト順のみ選択できます。 

メモリ上のデータ形式を図 2.5に示します。 

m番地

31 23 15 7 0

m＋1番地 m＋2番地 m＋3番地

バイト

ワード 

ロングワード

ワード

バイト バイト バイト

2n番地

4n番地

ビッグエンディアン  

図 2.5 メモリのデータ形式 
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2.2.3 イミディエイトデータのデータ形式 

バイト（8ビット）のイミディエイトデータは命令コードの中に配置します。 

MOV、ADD、CMP/EQ命令ではイミディエイトデータを符号拡張後、ロングワードで演算します。一方、TST、

AND、OR、XOR命令ではイミディエイトデータをゼロ拡張後、ロングワードで演算します。したがって、AND

命令でイミディエイトデータを用いると、デスティネーションレジスタの上位 24ビットは常にクリアされます。 

20ビットのイミディエイトデータは 32ビット長の転送命令MOVI20およびMOVI20Sのコードの中に配置しま

す。MOVI20命令は、イミディエイトを符号拡張してデスティネーションレジスタに格納します。MOVI20S命令

は、イミディエイトを上位に 8ビットシフトし、符号拡張してデスティネーションレジスタに格納します。 

ワードとロングワードのイミディエイトデータは命令コードの中に配置せず、メモリ上のテーブルに配置しま

す。メモリ上のテーブルは、ディスプレースメント付き PC相対アドレッシングモードを使ったイミディエイトデ

ータのデータ転送命令（MOV）で、参照します。 

具体例については、「2.3.1（10）イミディエイトデータ」を参照してください。 
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2.3 命令の特長 

2.3.1 RISC方式 

命令は RISC方式です。特長は次のとおりです。 

（1） 16ビット固定長命令 

基本命令は 16ビット固定長です。これによりプログラムのコード効率が向上します。 
 

（2） 32ビット固定長命令 

SH-2Aでは、32ビット固定長の命令が追加されています。これにより、性能および使い勝手が向上します。 
 

（3） 1命令／1ステート 

パイプライン方式を採用し、基本命令は、1命令を 1ステートで実行できます。 
 

（4） データサイズ 

演算の基本的なデータサイズはロングワードです。メモリのアクセスサイズは、バイト／ワード／ロングワー

ドを選択できます。メモリのバイトとワードのデータは符号拡張後、ロングワードで演算されます。イミディエ

イトデータは算術演算では符号拡張後、論理演算ではゼロ拡張後、ロングワードで演算されます。 
 

表 2.2 ワードデータの符号拡張 

SH-2A CPU 説   明 他の CPUの例 

MOV.W  @(disp,PC),R1 

ADD  R1,R0 

 ････････ 

.DATA.W H'1234 

32ビットに符号拡張され、R1は H'00001234になり

ます。次に ADD命令で演算されます。 

ADD.W #H'1234,R0 

【注】 @(disp,PC)でイミディエイトデータを参照します。 

 

（5） ロードストアアーキテクチャ 

基本演算はレジスタ間で実行します。メモリとの演算は、レジスタにデータをロードし実行します（ロードス

トアアーキテクチャ）。ただし、ANDなどのビットを操作する命令は直接メモリに対して実行します。 
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（6） 遅延分岐 

無条件分岐命令などは、一部の命令を除き遅延分岐命令です。遅延分岐命令の場合、遅延分岐命令の直後の命

令を実行してから分岐します。これにより、分岐時のパイプラインの乱れを軽減しています。 

遅延分岐においては、分岐という動作そのものはスロット命令の実行後に発生しますが、命令の実行（レジス

タの更新など）は、あくまでも遅延分岐命令→遅延スロット命令の順に行われます。たとえば、遅延スロットで

分岐先アドレスが格納されたレジスタを変更しても、変更前のレジスタ内容が分岐先アドレスとなります。 
 

表 2.3 遅延分岐命令 

SH-2A CPU 説   明 他の CPUの例 

BRA TRGET 

ADD R1,R0 

TRGETに分岐する前に ADDを実行します。 ADD.W R1,R0 

BRA TRGET 

 

（7） 遅延スロットなし無条件分岐命令 

SH-2Aでは、遅延スロット命令を実行しない無条件分岐命令を追加しました。これにより、不要な NOP命令の

削減が可能となり、コードサイズを削減できます。 
 

（8） 乗算／積和演算 

16×16→32の乗算を 1～2ステート、16×16＋64→64の積和演算を 2～3ステートで実行します。32×32→64の乗

算や、32×32＋64→64の積和演算を 2～4ステートで実行します。 
 

（9） Tビット 

比較結果はステータスレジスタ（SR）の Tビットに反映し、その真、偽によって条件分岐します。必要最小限

の命令によってのみ Tビットを変化させ、処理速度を向上させています。 
 

表 2.4 Tビット 

SH-2A CPU 説   明 他の CPUの例 

CMP/GE R1,R0 

BT TRGET0 

BF TRGET1 

R0≧R1のとき Tビットがセットされます。 

R0≧R1のとき TRGET0へ 

R0＜R1のとき TRGET1へ分岐します。 

CMP.W R1,R0 

BGE TRGET0 

BLT TRGET1 

ADD #－1,R0 

CMP/EQ #0,R0 

BT TRGET 

ADDでは Tビットが変化しません。 

R0＝0のとき Tビットがセットされます。 

R0＝0のとき分岐します。 

SUB.W #1,R0 

BEQ TRGET 
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（10） イミディエイトデータ 

バイトのイミディエイトデータは命令コードの中に配置します。ワードとロングワードのイミディエイトデー

タは命令コードの中に配置せず、メモリ上のテーブルに配置します。メモリ上のテーブルは、ディスプレースメ

ント付き PC相対アドレッシングモードを使ったイミディエイトデータのデータ転送命令（MOV）で参照します。 

またSH-2Aでは、17～28ビットのイミディエイトデータを命令コードの中に配置することも可能です。ただし、

21～28ビットのイミディエイトデータについては、レジスタ転送後、OR命令を実行する必要があります。 
 

表 2.5 イミディエイトデータによる参照 

区分 SH-2A CPU 他の CPUの例 

8ビットイミディエイト MOV #H'12,R0 MOV.B  #H'12,R0 

16ビットイミディエイト MOVI20 #H'1234, R0 MOV.W #H'1234,R0 

20ビットイミディエイト MOVI20 #H'12345, R0 MOV.L #H'12345,R0 

28ビットイミディエイト MOVI20S #H'12345, R0 

OR #H'67, R0 

MOV.L #H'1234567,R0 

32ビットイミディエイト MOV.L @(disp,PC),R0 

 ････････ 

.DATA.L H'12345678 

MOV.L #H'12345678,R0 

【注】 @(disp,PC)でイミディエイトデータを参照します。 

 

（11） 絶対アドレス 

絶対アドレスでデータを参照するときは、あらかじめ絶対アドレスの値をメモリ上のテーブルに配置しておき

ます。命令実行時にイミディエイトデータをロードする方法で、この値をレジスタに転送し、レジスタ間接アド

レッシングモードでデータを参照します。 

また SH-2Aでは、28ビット以下の絶対アドレスでデータを参照するとき、命令コード中に配置したイミディエ

イトデータをレジスタに転送し、レジスタ間接アドレッシングモードでデータを参照することも可能です。ただ

し、21～28ビットの絶対アドレスでデータを参照するときは、レジスタ転送後、OR命令を使用する必要があり

ます。 
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表 2.6 絶対アドレスによる参照 

区分 SH-2A CPU 他の CPUの例 

20ビット以下 MOVI20 #H'12345, R1 

MOV.B @R1, R0 

MOV.B @H'12345,R0 

21～28ビット MOVI20S #H'12345, R1 

OR #H'67, R1 

MOV.B @R1, R0 

MOV.B @H'1234567,R0 

29ビット以上 MOV.L @(disp,PC),R1 

MOV.B  @R1,R0 

 ････････ 

.DATA.L H'12345678 

MOV.B @H'12345678,R0 

 

（12） 16ビット／32ビットディスプレースメント 

16ビットまたは 32ビットディスプレースメントでデータを参照するときは、あらかじめディスプレースメント

の値をメモリ上のテーブルに配置しておきます。命令実行時にイミディエイトデータをロードする方法でこの値

をレジスタに転送し、インデックス付きレジスタ間接アドレッシングモードでデータを参照します。 
 

表 2.7 ディスプレースメントによる参照 

区分 SH-2A CPU 他の CPUの例 

16ビットディスプレースメント MOV.W @(disp,PC),R0 

MOV.W @(R0,R1),R2 

 ････････ 

.DATA.W H'1234 

MOV.W @(H'1234,R1),R2 
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2.3.2 アドレッシングモード 

アドレッシングモードと実効アドレスの計算方法は次のとおりです。 
 

表 2.8 アドレッシングモードと実効アドレス 

アドレッシングモード 命令フォーマット 実効アドレスの計算方法 計算式 

レジスタ直接 Rn 実効アドレスはレジスタ Rnです。 

（オペランドはレジスタ Rnの内容です。） 

－ 

レジスタ間接 @Rn 実効アドレスはレジスタ Rnの内容です。 

Rn Rn

Rn 

ポストインクリメント

レジスタ間接 

@Rn+ 実効アドレスはレジスタ Rnの内容です。命令実

行後 Rnに定数を加算します。定数はオペランド

サイズがバイトのとき 1、ワードのとき 2、ロン

グワードのとき 4です。 

Rn Rn

1/2/4

＋
Rn＋1/2/4

Rn 

命令実行後 

バイト：Rn＋1→Rn 

ワード：Rn＋2→Rn 

ロングワード：Rn＋4→Rn 

プリデクリメント 

レジスタ間接 

@-Rn 実効アドレスは、あらかじめ定数を減算したレジ

スタ Rnの内容です。定数はバイトのとき 1、ワ

ードのとき 2、ロングワードのとき 4です。 

Rn

Rn－1/2/4

1/2/4

－
Rn－1/2/4

バイト：Rn－1→Rn 

ワード：Rn－2→Rn 

ロングワード：Rn－4→Rn 

（計算後の Rnで命令実行） 

 

ディスプレースメント

付きレジスタ間接 

@(disp:4,Rn) 実効アドレスはレジスタRnに 4ビットディスプ

レースメント dispを加算した内容です。dispは

ゼロ拡張後、オペランドサイズによってバイトで

1倍、ワードで 2倍、ロングワードで 4倍します。

Rn

Rn

＋disp×1/2/4

1/2/4

＋disp(ゼロ拡張)

×

バイト：Rn＋disp 

ワード：Rn＋disp×2 

ロングワード：Rn＋disp×4 
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アドレッシングモード 命令フォーマット 実効アドレスの計算方法 計算式 

ディスプレースメント

付きレジスタ間接 

@(disp:12,Rn) 実効アドレスはレジスタRnに 12ビットディスプ

レースメント dispを加算した内容です。dispはゼ

ロ拡張します。 

＋

Rn

disp(ゼロ拡張)

Rn＋disp

 

バイト：Rn＋disp 

ワード：Rn＋disp 

ロングワード：Rn＋disp 

インデックス付き 

レジスタ間接 

@(R0,Rn) 実効アドレスはレジスタRnにR0を加算した内容

です。 

＋

Rn

R0

Rn＋R0

 

Rn＋R0 

ディスプレースメント 

付き GBR間接 

@(disp:8,GBR) 実効アドレスはレジスタ GBRに 8ビットディス

プレースメント dispを加算した内容です。dispは

ゼロ拡張後、オペランドサイズによってバイトで

1倍、ワードで 2倍、ロングワードで 4倍します。

GBR

GBR

＋disp×1/2/4

1/2/4

＋disp(ゼロ拡張)

×

 

バイト：GBR＋disp 

ワード：GBR＋disp×2 

ロングワード： 

GBR＋disp×4 

インデックス付き 

GBR間接 

@(R0,GBR) 実効アドレスはレジスタGBRにR0を加算した内

容です。 

GBR

GBR＋R0

R0

＋

 

GBR＋R0 

ディスプレースメント

付き TBR二重間接 

@@ (disp:8,TBR) 実効アドレスはレジスタTBRに8ビットディスプ

レースメント dispを加算したアドレスの内容で

す。dispはゼロ拡張後 4倍します。 

TBR

TBR

＋disp×4

(TBR

＋disp×4)4

＋disp(ゼロ拡張)

×

（TBR＋disp×4）アドレ

スの内容 
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アドレッシングモード 命令フォーマット 実効アドレスの計算方法 計算式 

ディスプレースメント

付き PC相対 

@(disp:8,PC) 実効アドレスはレジスタ PCに 8ビットディス

プレースメント dispを加算した内容です。disp

はゼロ拡張後、オペランドサイズによってワー

ドで 2倍、ロングワードで 4倍します。さらに

ロングワードのときは PCの下位 2ビットをマ

スクします。 

PC＋disp×2
または
PC＆

H'FFFFFFFC
＋disp×4

＋

×

2/4

disp(ゼロ拡張)

PC

H'FFFFFFFC

＆
*

* ロングワードのとき

 

ワード：PC＋disp×2 

ロングワード： 

PC&H'FFFFFFFC＋disp×4 

disp:8 実効アドレスはレジスタ PCに 8ビットディス

プレースメント dispを符号拡張後 2倍し、加算

した内容です。 

PC

PC＋disp×2

2

＋disp(符号拡張)

×

PC＋disp×2 

 

disp:12 実効アドレスはレジスタ PCに 12ビットディス

プレースメント dispを符号拡張後 2倍し、加算

した内容です。 

PC

PC＋disp×2

2

＋disp(符号拡張)

×

PC＋disp×2 

 

PC相対 

Rn 実効アドレスはレジスタPCにRnを加算した内

容です。 

＋

PC

Rn

PC＋Rn

PC＋Rn 
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アドレッシングモード 命令フォーマット 実効アドレスの計算方法 計算式 

MOVI20命令の 20ビットイミディエイト

immは符号拡張します。 

符号拡張 imm20ビット

31 19 0

 

－ #imm:20 

MOVI20S命令の 20ビットイミディエイ

ト immは 8ビット左にシフトし、上位側

は符号拡張、下位側はゼロ詰めを行いま

す。 

符号拡張

imm20ビット 00000000

31 27 8 0

 

－ 

#imm:8 TST、AND、OR、XOR命令の 8ビットイ

ミディエイト immはゼロ拡張します。 

－ 

#imm:8 MOV、ADD、CMP/EQ命令の 8ビットイ

ミディエイト immは符号拡張します。 

－ 

#imm:8 TRAPA命令の 8ビットイミディエイト

immはゼロ拡張後、4倍します。 

－ 

イミディエイト 

#imm:3 BAND、BOR、BXOR、BST、BLD、BSET、

BCLR命令の 3ビットイミディエイト

immはビット位置を表します。 

－ 
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2.3.3 命令形式 

命令形式とソースオペランドとデスティネーションオペランドの意味を示します。命令コードによりオペラン

ドの意味が異なります。記号は次のとおりです。 

xxxx ：命令コード 

mmmm ：ソースレジスタ 

nnnn ：デスティネーションレジスタ 

iiii ：イミディエイトデータ 

dddd ：ディスプレースメント 
 

表 2.9 命令形式 

命令形式 ソースオペランド デスティネーション 

オペランド 

命令の例 

0形式 
xxxx xxxx xxxx xxxx

15 0

 
－ － NOP 

－ nnnn：レジスタ直接 MOV T Rn 

コントロールレジスタ 

またはシステムレジスタ 

nnnn：レジスタ直接 STS MACH,Rn 

R0（レジスタ直接） nnnn：レジスタ直接 DIVU R0,  Rn 

コントロールレジスタ 

またはシステムレジスタ 

nnnn： 

プリデクリメント 
レジスタ間接 

STC.L SR,@-Rn 

mmmm：レジスタ直接 R15（プリデクリメント 

レジスタ間接） 

MOVMU.L  Rm, @-R15 

R15（ポストインクリメン

トレジスタ間接） 

nnnn：レジスタ直接 MOVMU.L  @R15+, Rn 

n形式 
xxxx nnnn xxxx xxxx

15 0

 

R0（レジスタ直接） nnnn： 

ポストインクリメント 
レジスタ間接 

MOV.L R0,@Rn+ 

mmmm：レジスタ直接 コントロールレジスタ 

またはシステムレジスタ

LDC Rm,SR 

mmmm： 

ポストインクリメント 
レジスタ間接 

コントロールレジスタ 

またはシステムレジスタ

LDC.L @Rm+,SR 

mmmm：レジスタ間接 － JMP @Rm 

mmmm： 

プリデクリメント 

レジスタ間接 

R0（レジスタ直接） MOV.L @-Rm, R0 

m形式 
xxxx mmmm xxxx xxxx

15 0

 

mmmm： 

Rmを用いた PC相対 

－ BRAF Rm 
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命令形式 ソースオペランド デスティネーション 

オペランド 

命令の例 

mmmm：レジスタ直接 nnnn：レジスタ直接 ADD Rm,Rn 

mmmm：レジスタ直接 nnnn：レジスタ間接 MOV.L Rm,@Rn 

mmmm： 

ポストインクリメント 

レジスタ間接（積和演算） 

nnnn：* 

ポストインクリメント 

レジスタ間接（積和演算） 

MACH,MACL MAC.W @Rm+,@Rn+ 

mmmm： 

ポストインクリメント 

レジスタ間接 

nnnn：レジスタ直接 MOV.L @Rm+,Rn 

mmmm：レジスタ直接 nnnn： 

プリデクリメント 

レジスタ間接 

MOV.L Rm,@-Rn 

nm形式 
xxxx nnnn mmmm xxxx

15 0

mmmm：レジスタ直接 nnnn： 

インデックス付き 

レジスタ間接 

MOV.L Rm,@(R0,Rn) 

md形式 
xxxx xxxx mmmm dddd

15 0 mmmmdddd： 

ディスプレースメント付き

レジスタ間接 

R0（レジスタ直接） MOV.B @(disp,Rm),R0 

nd4 形式 
xxxx xxxx nnnn dddd

15 0 R0（レジスタ直接） nnnndddd： 

ディスプレースメント

付きレジスタ間接 

MOV.B R0,@(disp,Rn) 

mmmm：レジスタ直接 nnnndddd： 

ディスプレースメント

付きレジスタ間接 

MOV.L Rm,@(disp,Rn) nmd形式 
xxxx nnnn mmmm dddd

15 0

mmmmdddd： 

ディスプレースメント付き

レジスタ間接 

nnnn：レジスタ直接 MOV.L @(disp,Rm),Rn 

mmmm：レジスタ直接 nnnndddd： 

ディスプレースメント

付きレジスタ間接 

MOV.L  Rm, @(disp12, Rn) nmd12形式 
xxxx nnnn mmmm xxxx

32 16

xxxx dddd dddd dddd

15 0

mmmmdddd： 

ディスプレースメント付き

レジスタ間接 

nnnn：レジスタ直接 MOV.L @(disp12, Rm), Rn 
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命令形式 ソースオペランド デスティネーション 

オペランド 

命令の例 

dddddddd： 

ディスプレースメント付き

GBR間接 

R0（レジスタ直接） MOV.L @(disp,GBR),R0 

R0（レジスタ直接） dddddddd： 

ディスプレースメント

付き GBR間接 

MOV.L R0,@(disp,GBR) 

dddddddd： 

ディスプレースメント付き

PC相対 

R0（レジスタ直接） MOVA @(disp,PC),R0 

dddddddd： 

ディスプレースメント付き

TBR二重間接 

－ JSR/N  @@(disp8,TBR) 

d形式 
xxxx xxxx dddd dddd

15 0

dddddddd：PC相対 － BF label  

d12形式 
xxxx dddd dddd dddd

15 0 dddddddddddd：PC相対 － BRA label 

 (label=disp+PC) 

nd8形式 
xxxx nnnn dddd dddd

15 0 dddddddd： 

ディスプレースメント付き

PC相対 

nnnn：レジスタ直接 MOV.L @(disp,PC),Rn 

iiiiiiii：イミディエイト インデックス付き 

GBR間接 

AND.B #imm,@(R0,GBR) 

iiiiiiii：イミディエイト R0（レジスタ直接） AND #imm,R0 

i形式 
xxxx xxxx iiii iiii

15 0

iiiiiiii：イミディエイト － TRAPA #imm 

ni形式 
xxxx nnnn iiii iiii

15 0
iiiiiiii：イミディエイト nnnn：レジスタ直接 ADD #imm,Rn 

nnnn：レジスタ直接 

iii：イミディエイト  

－ 

 

BLD #imm3,Rn ni3形式 
xxxx xxxxx nnnn iii

15 0

－ nnnn：レジスタ直接 

iii：イミディエイト

BST #imm3,Rn 

ni20形式 
xxxx nnnn iiii xxxx

32 16

15 0

iiii iiiiiiii iiii

iiiiiiiiiiiiiiiiiiii：

イミディエイト 

nnnn：レジスタ直接 MOVI20 #imm20, Rn 
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命令形式 ソースオペランド デスティネーション 

オペランド 

命令の例 

nnnndddddddddddd： 

ディスプレースメント 

付きレジスタ間接 

iii：イミディエイト 

－ BLD.B #imm3,@ (disp12,Rn) nid形式 
xxxx xxxx nnnn xxxx

32 16

15 0

dddd ddddxiii dddd

－ nnnndddddddddddd：

ディスプレースメント

付きレジスタ間接 

iii：イミディエイト 

BST.B #imm3,@ (disp12,Rn) 

【注】 *  積和命令では nnnnはソースレジスタです。 



 

2. CPU 

R01UH0025JJ0300  Rev.3.00  2-19 

2010.09.15  

 

SH7261グループ 

2.4 命令セット 

2.4.1 分類順命令セット 

命令を分類順に表 2.10に示します。 
 

表 2.10 命令の分類 

分  類 命令の種類 オぺコード 機   能 命令数 

MOV データ転送 

イミディエイトデータの転送 

周辺モジュールデータの転送 

構造体データの転送 

逆スタック転送 

MOVA 実行アドレスの転送 

MOVI20 20ビットイミディエイトデータの転送 

MOVI20S 20ビットイミディエイトデータの転送 

左 8ビットシフト 

MOVML R0～Rnのレジスタ退避･復帰 

MOVMU Rn～R14、PRのレジスタ退避･復帰 

MOVRT Tビット反転 Rnへの転送 

MOVT Tビットの転送 

MOVU 無符号データの転送 

NOTT Tビット反転 

PREF オペランドキャッシュへのプリフェッチ 

SWAP 上位と下位の交換 

データ転送命令 13 

XTRCT 連結レジスタの中央切り出し 

62 

ADD 2進加算 

ADDC キャリー付き 2進加算 

ADDV オーバフロー付き 2進加算 

CMP/cond 比較 

CLIPS 符号付き飽和値比較 

CLIPU 符号なし飽和値比較 

DIVS 符号付き除算（32÷32） 

DIVU 符号なし除算（32÷32） 

DIV1 1ステップ除算 

算術演算命令 26 

DIV0S 符号付き 1ステップ除算の初期化 

40 
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分  類 命令の種類 オぺコード 機   能 命令数 

DIV0U 符号なし 1ステップ除算の初期化 

DMULS 符号付き倍精度乗算 

DMULU 符号なし倍精度乗算 

DT デクリメントとテスト 

EXTS 符号拡張 

EXTU ゼロ拡張 

MAC 積和演算、倍精度積和演算 

MUL 倍精度乗算 

MULR Rn結果格納符号付き乗算 

MULS 符号付き乗算 

MULU 符号なし乗算 

NEG 符号反転 

NEGC ボロー付き符号反転 

SUB 2進減算 

SUBC ボロー付き 2進減算 

算術演算命令 26 

SUBV アンダフロー付き 2進減算 

40 

AND 論理積演算 

NOT ビット反転 

OR 論理和演算 

TAS メモリテストとビットセット 

TST 論理積演算の Tビットセット 

論理演算命令 6 

XOR 排他的論理和演算 

14 

ROTL 1ビット左回転 

ROTR 1ビット右回転 

ROTCL Tビット付き 1ビット左回転 

ROTCR Tビット付き 1ビット右回転 

SHAD ダイナミック算術的シフト 

SHAL 算術的 1ビット左シフト 

SHAR 算術的 1ビット右シフト 

SHLD ダイナミック論理的シフト 

SHLL 論理的 1ビット左シフト 

SHLLn 論理的 nビット左シフト 

SHLR 論理的 1ビット右シフト 

シフト命令 12 

SHLRn 論理的 nビット右シフト 

16 
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分  類 命令の種類 オぺコード 機   能 命令数 

BF 条件分岐、遅延付き条件分岐（T＝0で分岐） 

BT 条件分岐、遅延付き条件分岐（T＝1で分岐） 

BRA 遅延付き無条件分岐 

BRAF 遅延付き無条件分岐 

BSR 遅延付きサブルーチンプロシージャへの分岐 

BSRF 遅延付きサブルーチンプロシージャへの分岐 

JMP 遅延付き無条件分岐 

JSR サブルーチンプロシージャへの分岐 

遅延付きサブルーチンプロシージャへの分岐 

RTS サブルーチンプロシージャからの復帰 

遅延付きサブルーチンプロシージャからの復帰 

分岐命令 10 

RTV/N Rm→R0転送付きサブルーチンプロシージャからの復帰 

15 

CLRT Tビットのクリア 

CLRMAC MACレジスタのクリア 

LDBANK 指定レジスタバンクエントリからのレジスタ復帰 

LDC コントロールレジスタへのロード 

LDS システムレジスタへのロード 

NOP 無操作 

RESBANK レジスタバンクからのレジスタ復帰 

RTE 例外処理からの復帰 

SETT Tビットのセット 

SLEEP 低消費電力状態への遷移 

STBANK 指定レジスタバンクエントリへのレジスタ退避 

STC コントロールレジスタからのストア 

STS システムレジスタからのストア 

システム制御命令 14 

TRAPA トラップ例外処理 

36 

浮動小数点演算命令 19 FABS 浮動小数点数絶対値 48 

  FADD 浮動小数点数加算  

  FCMP 浮動小数点数比較  

  FCNVDS 倍精度から単精度への変換  

  FCNVSD 単精度から倍精度への変換  

  FDIV 浮動小数点数除算  

  FLDI0 浮動小数点数ロードイミディエイト 0  

  FLDI1 浮動小数点数ロードイミディエイト 1  

  FLDS システムレジスタ FPULへの浮動小数点数ロード  

  FLOAT 整数から浮動小数点数への変換  

  FMAC 浮動小数点数積和演算  
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分  類 命令の種類 オぺコード 機   能 命令数 

浮動小数点演算命令 19 FMOV 浮動小数点数転送 48 

  FMUL 浮動小数点数乗算  

  FNEG 浮動小数点数符号反転  

  FSCHG SZビット反転  

  FSQRT 浮動小数点平方根  

  FSTS システムレジスタ FPULからの浮動小数点数ストア  

  FSUB 浮動小数点数減算  

  FTRC 浮動小数点数の整数への切り捨て変換  

FPUに関する 2 LDS 浮動小数点システムレジスタへのロード 8 

CPU命令  STS 浮動小数点システムレジスタからのストア  

BAND ビット論理積 

BCLR ビットクリア 

BLD ビットロード 

BOR ビット論理和 

BSET ビットセット 

BST ビットストア 

BXOR ビット排他的論理和 

BANDNOT ビットノット論理積 

BORNOT ビットノット論理和 

ビット操作命令 10 

BLDNOT ビットノットロード 

14 

 計 112   253 
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命令の命令コード、動作、実行ステートを、以下の形式で分類順に説明します。 
 

命令 命令コード 動作の概略 実行 

ステート 

Tビット 

ニーモニックで表示しています。

 

【記号説明】 

Rm ：ソースレジスタ 

Rn ：デスティネーション 

レジスタ 

imm ：イミディエイトデータ 

disp ：ディスプレースメント*2

MSB ←→ LSBの順で表示 

しています。 

 

【記号説明】 

mmmm：ソースレジスタ 

nnnn：デスティネーションレ

ジスタ 

 0000：R0 

 0001：R1 

 ……… 

 1111：R15 

iiii：イミディエイトデータ 

dddd：ディスプレースメント 

動作の概略を表示しています。 

 

【記号説明】 

→、← ：転送方向 

(xx) ：メモリオペランド 

M/Q/T ：SR内のフラグビット 

& ：ビットごとの論理積 

｜ ：ビットごとの論理和 

^ ：ビットごとの排他的論理和

~ ：ビットごとの論理否定 

<<n ：左 nビットシフト 

>>n ：右 nビットシフト 

ノーウェイトの

ときの値です。*1 

命令実行後の、 

Tビットの値を

表示しています。 

 

【記号説明】 

－：変化しない 

【注】 *1 命令の実行ステートについて 

  表に示した実行ステートは最小値です。実際は、 

  （1）命令フェッチとデータアクセスの競合が起こる場合 

  （2）ロード命令（メモリ→レジスタ）のデスティネーションレジスタと、その直後の命令が使うレジスタが同一

の場合 

  などの条件により、命令実行ステート数は増加します。 

 *2 命令のオペランドサイズなどに応じてスケーリング（×1、×2、×4）されます。 

  詳しくは、「SH-2A、SH2A-FPUソフトウェアマニュアル」を参照してください。 
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2.4.2 データ転送命令 
 

表 2.11 データ転送命令 

適用命令 命   令 命令コード 動   作 実行 

ステート 

Tビット

SH2、 

SH2E 

SH4 SH-2A 

MOV #imm, Rn 1110nnnniiiiiiii imm→符号拡張→Rn 1 － ○ ○ ○ 

MOV.W @(disp, PC), Rn 1001nnnndddddddd (disp×2+PC)→符号拡張→Rn 1 － ○ ○ ○ 

MOV.L @(disp, PC), Rn 1101nnnndddddddd (disp×4+PC)→Rn 1 － ○ ○ ○ 

MOV Rm, Rn 0110nnnnmmmm0011 Rm→Rn 1 － ○ ○ ○ 

MOV.B Rm, @Rn 0010nnnnmmmm0000 Rm→(Rn) 1 － ○ ○ ○ 

MOV.W Rm, @Rn 0010nnnnmmmm0001 Rm→(Rn) 1 － ○ ○ ○ 

MOV.L Rm, @Rn 0010nnnnmmmm0010 Rm→(Rn) 1 － ○ ○ ○ 

MOV.B @Rm, Rn 0110nnnnmmmm0000 (Rm)→符号拡張→Rn 1 － ○ ○ ○ 

MOV.W @Rm, Rn 0110nnnnmmmm0001 (Rm)→符号拡張→Rn 1 － ○ ○ ○ 

MOV.L @Rm, Rn 0110nnnnmmmm0010 (Rm)→Rn 1 － ○ ○ ○ 

MOV.B Rm, @- Rn 0010nnnnmmmm0100 Rn-1→Rn, Rm→(Rn) 1 － ○ ○ ○ 

MOV.W Rm, @- Rn 0010nnnnmmmm0101 Rn-2→Rn, Rm→(Rn) 1 － ○ ○ ○ 

MOV.L Rm, @- Rn 0010nnnnmmmm0110 Rn-4→Rn, Rm→(Rn) 1 － ○ ○ ○ 

MOV.B @Rm+, Rn 0110nnnnmmmm0100 (Rm)→符号拡張→Rn, Rm+1→Rm 1 － ○ ○ ○ 

MOV.W @Rm+, Rn 0110nnnnmmmm0101 (Rm)→符号拡張→Rn, Rm+2→Rm 1 － ○ ○ ○ 

MOV.L @Rm+, Rn 0110nnnnmmmm0110 (Rm)→Rn, Rm+4→Rm 1 － ○ ○ ○ 

MOV.B R0, @(disp, Rn) 10000000nnnndddd R0→(disp+Rn) 1 － ○ ○ ○ 

MOV.W R0, @(disp, Rn) 10000001nnnndddd R0→(disp×2+Rn) 1 － ○ ○ ○ 

MOV.L Rm, @(disp, Rn) 0001nnnnmmmmdddd Rm→(disp×4+Rn) 1 － ○ ○ ○ 

MOV.B @(disp, Rm), R0 10000100mmmmdddd (disp+Rm)→符号拡張→R0 1 － ○ ○ ○ 

MOV.W @(disp, Rm), R0 10000101mmmmdddd (disp×2+Rm)→符号拡張→R0 1 － ○ ○ ○ 

MOV.L @(disp, Rm), Rn 0101nnnnmmmmdddd (disp×4+Rm)→Rn 1 － ○ ○ ○ 

MOV.B Rm, @(R0, Rn) 0000nnnnmmmm0100 Rm→(R0+Rn) 1 － ○ ○ ○ 

MOV.W Rm, @(R0, Rn) 0000nnnnmmmm0101 Rm→(R0+Rn) 1 － ○ ○ ○ 

MOV.L Rm, @(R0, Rn) 0000nnnnmmmm0110 Rm→(R0+Rn) 1 － ○ ○ ○ 

MOV.B @(R0, Rm), Rn 0000nnnnmmmm1100 (R0+Rm)→符号拡張→Rn 1 － ○ ○ ○ 

MOV.W @(R0, Rm), Rn 0000nnnnmmmm1101 (R0+Rm)→符号拡張→Rn 1 － ○ ○ ○ 

MOV.L @(R0, Rm), Rn 0000nnnnmmmm1110 (R0+Rm)→Rn 1 － ○ ○ ○ 

MOV.B R0, @(disp, GBR) 11000000dddddddd R0→(disp+GBR) 1 － ○ ○ ○ 

MOV.W R0, @(disp, GBR) 11000001dddddddd R0→(disp×2+GBR) 1 － ○ ○ ○ 

MOV.L R0, @(disp, GBR) 11000010dddddddd R0→(disp×4+GBR) 1 － ○ ○ ○ 
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適用命令 命   令 命令コード 動   作 実行 

ステート 

Tビット

SH2、 

SH2E 

SH4 SH-2A 

MOV.B @(disp, GBR), R0 11000100dddddddd (disp+GBR)→符号拡張→R0 1 － ○ ○ ○ 

MOV.W @(disp, GBR), R0 11000101dddddddd (disp×2+GBR)→符号拡張→R0 1 － ○ ○ ○ 

MOV.L @(disp, GBR), R0 11000110dddddddd (disp×4+GBR)→R0 1 － ○ ○ ○ 

MOV.B R0, @Rn+ 0100nnnn10001011 R0→(Rn), Rn+1→Rn 1 －   ○ 

MOV.W R0, @Rn+ 0100nnnn10011011 R0→(Rn), Rn+2→Rn 1 －   ○ 

MOV.L R0, @Rn+ 0100nnnn10101011 R0→(Rn), Rn+4→Rn 1 －   ○ 

MOV.B @-Rm, R0 0100mmmm11001011 Rm-1→Rm, (Rm)→符号拡張→R0 1 －   ○ 

MOV.W @-Rm, R0 0100mmmm11011011 Rm-2→Rm, (Rm)→符号拡張→R0 1 －   ○ 

MOV.L @-Rm, R0 0100mmmm11101011 Rm-4→Rm, (Rm)→R0 1 －   ○ 

MOV.B Rm, @(disp12, Rn) 0011nnnnmmmm0001

0000dddddddddddd

Rm→(disp+Rn) 1 － 

 

  ○ 

MOV.W Rm, @(disp12, Rn) 0011nnnnmmmm0001

0001dddddddddddd

Rm→(disp×2+Rn) 1 －   ○ 

MOV.L Rm, @(disp12, Rn) 0011nnnnmmmm0001

0010dddddddddddd

Rm→(disp×4+Rn) 1 －   ○ 

MOV.B @(disp12, Rm), Rn 0011nnnnmmmm0001

0100dddddddddddd

(disp+Rm)→符号拡張→Rn 1 －   ○ 

MOV.W @(disp12, Rm), Rn 0011nnnnmmmm0001

0101dddddddddddd

(disp×2+Rm)→符号拡張→Rn 1 －   ○ 

MOV.L @(disp12, Rm), Rn 0011nnnnmmmm0001

0110dddddddddddd

(disp×4+Rm)→Rn 1 －   ○ 

MOVA @(disp, PC), R0 11000111dddddddd disp×4+PC→R0 1 － ○ ○ ○ 

MOVI20 #imm20, Rn 0000nnnniiii0000

iiiiiiiiiiiiiiii

imm→符号拡張→Rn 1 －   ○ 

MOVI20S #imm20, Rn 0000nnnniiii0001

iiiiiiiiiiiiiiii

imm<<8→符号拡張→Rn 1 －   ○ 

MOVML.L Rm, @-R15 0100mmmm11110001 R15-4→R15, Rm→(R15) 

R15-4→R15, Rm-1→(R15) 

     : 

R15-4→R15, R0→(R15) 

※Rm=R15のとき、Rmを PRに

読み替え 

1～16 －   ○ 
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適用命令 命   令 命令コード 動   作 実行 

ステート 

Tビット

SH2、 

SH2E 

SH4 SH-2A 

MOVML.L @R15+, Rn 0100nnnn11110101 (R15)→R0, R15+4→R15 

(R15)→R1, R15+4→R15 

     : 

(R15)→Rn 

※Rn=R15のとき、Rnを PRに

読み替え 

1～16 －   ○ 

MOVMU.L Rm, @-R15 0100mmmm11110000 R15-4→R15, PR→(R15) 

R15-4→R15, R14→(R15) 

     : 

R15-4→R15, Rm→(R15) 

※Rm=R15のとき、Rmを PR

に読み替え 

1～16 －   ○ 

MOVMU.L @R15+, Rn 0100nnnn11110100 (R15)→Rn, R15+4→R15 

(R15)→Rn+1, R15+4→R15 

     : 

(R15)→R14, R15+4→R15 

(R15)→PR 

※Rn=R15のとき、Rnを PRに

読み替え 

1～16 －   ○ 

MOVRT Rn 0000nnnn00111001 ~T→Rn 1 －   ○ 

MOVT Rn 0000nnnn00101001 T→Rn 1 － ○ ○ ○ 

MOVU.B @(disp12,Rm), Rn 0011nnnnmmmm0001

1000dddddddddddd

(disp+Rm)→ゼロ拡張→Rn 1 

 

－   ○ 

MOVU.W @(disp12,Rm),Rn 0011nnnnmmmm0001

1001dddddddddddd

(disp×2+Rm)→ゼロ拡張→Rn 1 

 

－   ○ 

NOTT 0000000001101000 ~T→T 1 演算結果   ○ 

PREF @Rn 0000nnnn10000011 (Rn)→オペランドキャッシュ 1 －  ○ ○ 

SWAP.B Rm, Rn 0110nnnnmmmm1000 Rm→下位 2バイトの上下バイ

ト交換→Rn 

1 － ○ ○ ○ 

SWAP.W Rm, Rn 0110nnnnmmmm1001 Rm→上下ワード交換→Rn 1 － ○ ○ ○ 

XTRCT Rm, Rn 0010nnnnmmmm1101 Rm:Rnの中央 32ビット→Rn 1 － ○ ○ ○ 
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2.4.3 算術演算命令 
 

表 2.12 算術演算命令 

適用命令 命   令 命令コード 動   作 実行 

ステート

Tビット

SH2、 

SH2E 

SH4 SH-2A 

ADD Rm, Rn 0011nnnnmmmm1100 Rn+Rm→Rn 1 － ○ ○ ○ 

ADD #imm, Rn 0111nnnniiiiiiii Rn+imm→Rn 1 － ○ ○ ○ 

ADDC Rm, Rn 0011nnnnmmmm1110 Rn+Rm+T→Rn, キャリー→T 1 キャリー ○ ○ ○ 

ADDV Rm, Rn 0011nnnnmmmm1111 Rn+Rm→Rn, オーバフロー→T 1 オーバ 

フロー 

○ ○ ○ 

CMP/EQ #imm, R0 10001000iiiiiiii R0=immのとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

1 比較結果 ○ ○ ○ 

CMP/EQ Rm, Rn 0011nnnnmmmm0000 Rn=Rmのとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

1 比較結果 ○ ○ ○ 

CMP/HS Rm, Rn 0011nnnnmmmm0010 無符号で Rn≧Rmのとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

1 比較結果 ○ ○ ○ 

CMP/GE Rm, Rn 0011nnnnmmmm0011 有符号で Rn≧Rmのとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

1 比較結果 ○ ○ ○ 

CMP/HI Rm, Rn 0011nnnnmmmm0110 無符号で Rn>Rmのとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

1 比較結果 ○ ○ ○ 

CMP/GT Rm, Rn 0011nnnnmmmm0111 有符号で Rn>Rmのとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

1 比較結果 ○ ○ ○ 

CMP/PL Rn 0100nnnn00010101 Rn>0のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

1 比較結果 ○ ○ ○ 

CMP/PZ Rn 0100nnnn00010001 Rn≧0のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

1 比較結果 ○ ○ ○ 

CMP/STR Rm, Rn 0010nnnnmmmm1100 いずれかのバイトが等しいとき 1→T

それ以外のとき 0→T 

1 比較結果 ○ ○ ○ 

CLIPS.B Rn 0100nnnn10010001 Rn>(H'0000007F)のとき、 

(H'0000007F) →Rn, 1→CS 

Rn<(H'FFFFFF80)のとき、 

(H'FFFFFF80) →Rn, 1→CS 

1 －   ○ 

CLIPS.W Rn 0100nnnn10010101 Rn>(H'00007FFF)のとき、 

(H'00007FFF) →Rn, 1→CS 

Rn<(H'FFFF8000)のとき、 

(H'FFFF8000) →Rn, 1→CS 

1 －   ○ 
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適用命令 命   令 命令コード 動   作 実行 

ステート

Tビット

SH2、 

SH2E 

SH4 SH-2A 

CLIPU.B Rn 0100nnnn10000001 Rn>(H'000000FF)のとき、 

(H'000000FF) →Rn, 1→CS 

1 －   ○ 

CLIPU.W Rn 0100nnnn10000101 Rn>(H'0000FFFF)のとき、 

(H'0000FFFF) →Rn, 1→CS 

1 －   ○ 

DIV1 Rm, Rn 0011nnnnmmmm0100 1ステップ除算(Rn÷Rm) 1 計算結果 ○ ○ ○ 

DIV0S Rm, Rn 0010nnnnmmmm0111 Rnの MSB→Q, RmのMSB→M,  

M ^ Q→T 

1 計算結果 ○ ○ ○ 

DIV0U 0000000000011001 0→M/Q/T 1 0 ○ ○ ○ 

DIVS R0, Rn 0100nnnn10010100 符号付きで Rn÷R0→Rn   32÷32

→32ビット 

36 －   ○ 

DIVU R0, Rn 0100nnnn10000100 符号なしで Rn÷R0→Rn   32÷32

→32ビット 

34 －   ○ 

DMULS.L Rm, Rn 0011nnnnmmmm1101 符号付きで Rn×Rm→MACH, MACL

32×32→64ビット 

2 

 

－ ○ ○ ○ 

DMULU.L  Rm, Rn 0011nnnnmmmm0101 符号なしで Rn×Rm→MACH, MACL

32×32→64ビット 

2 

 

－ ○ ○ ○ 

DT Rn 0100nnnn00010000 Rn－1→Rn, Rnが 0のとき 1→T 

Rnが 0以外のとき 0→T 

1 比較結果 ○ ○ ○ 

EXTS.B Rm, Rn 0110nnnnmmmm1110 Rmをバイトから符号拡張→Rn 1 － ○ ○ ○ 

EXTS.W Rm, Rn 0110nnnnmmmm1111 Rmをワードから符号拡張→Rn 1 － ○ ○ ○ 

EXTU.B Rm, Rn 0110nnnnmmmm1100 Rmをバイトからゼロ拡張→Rn 1 － ○ ○ ○ 

EXTU.W Rm, Rn 0110nnnnmmmm1101 Rmをワードからゼロ拡張→Rn 1 － ○ ○ ○ 

MAC.L @Rm+, @Rn+ 0000nnnnmmmm1111 符号付きで(Rn)×(Rm)+MAC→MAC

32×32+64→64ビット 

4 － ○ ○ ○ 

MAC.W @Rm+, @Rn+ 0100nnnnmmmm1111 符号付きで(Rn)×(Rm)+MAC→MAC

16×16+64→64ビット 

3 

 

－ ○ ○ ○ 

MUL.L Rm, Rn 0000nnnnmmmm0111 Rn×Rm→MACL 32×32→32ビッ

ト 

2 － ○ ○ ○ 

MULR R0, Rn 0100nnnn10000000 R0×Rn→Rn  32×32→32ビット 2    ○ 

MULS.W Rm, Rn 0010nnnnmmmm1111 符号付きで Rn×Rm→MACL 

16×16→32ビット 

1 － ○ ○ ○ 

MULU.W Rm, Rn 0010nnnnmmmm1110 符号なしで Rn×Rm→MACL 

16×16→32ビット 

1 

 

－ ○ ○ ○ 

NEG Rm, Rn 0110nnnnmmmm1011 0-Rm→Rn 1 － ○ ○ ○ 

NEGC Rm, Rn 0110nnnnmmmm1010 0-Rm-T→Rn, ボロー→T 1 ボロー ○ ○ ○ 

SUB Rm, Rn 0011nnnnmmmm1000 Rn-Rm→Rn 1 － ○ ○ ○ 
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適用命令 命   令 命令コード 動   作 実行 

ステート

Tビット

SH2、 

SH2E 

SH4 SH-2A 

SUBC Rm, Rn 0011nnnnmmmm1010 Rn-Rm-T→Rn, ボロー→T 1 ボロー ○ ○ ○ 

SUBV Rm, Rn 0011nnnnmmmm1011 Rn-Rm→Rn, アンダフロー→T 1 オーバ 

フロー 

○ ○ ○ 

 

2.4.4 論理演算命令 
 

表 2.13 論理演算命令 

適用命令 命   令 命令コード 動   作 実行 

ステート

Tビット

SH2、 

SH2E 

SH4 SH-2A 

AND Rm, Rn 0010nnnnmmmm1001 Rn & Rm→Rn 1 － ○ ○ ○ 

AND #imm, R0 11001001iiiiiiii R0 & imm→R0 1 － ○ ○ ○ 

AND.B #imm, @(R0, 

GBR) 

11001101iiiiiiii (R0+GBR) & imm→(R0+GBR) 3 － ○ ○ ○ 

NOT Rm, Rn 0110nnnnmmmm0111 ~Rm→Rn 1 － ○ ○ ○ 

OR Rm, Rn 0010nnnnmmmm1011 Rn｜Rm→Rn 1 － ○ ○ ○ 

OR #imm, R0 11001011iiiiiiii R0｜imm→R0 1 － ○ ○ ○ 

OR.B #imm, @(R0, 

GBR) 

11001111iiiiiiii (R0+GBR)｜imm→(R0+GBR) 3 － ○ ○ ○ 

TAS.B @Rn 0100nnnn00011011 (Rn)が 0のとき 1→T, 

それ以外のとき 0→T,  

 1→MSB of(Rn) 

3 テスト

結果 

○ ○ ○ 

TST Rm, Rn 0010nnnnmmmm1000 Rn & Rm, 結果が 0のとき 1→T,  

その他 0→T 

1 テスト

結果 

○ ○ ○ 

TST #imm, R0 11001000iiiiiiii R0 & imm, 結果が 0のとき 1→T 

その他 0→T 

1 テスト

結果 

○ ○ ○ 

TST.B #imm, @(R0, 

GBR) 

11001100iiiiiiii (R0+GBR) & imm, 結果が 0のとき 1→T

その他 0→T 

3 テスト

結果 

○ ○ ○ 

XOR Rm, Rn 0010nnnnmmmm1010 Rn ^ Rm→Rn 1 － ○ ○ ○ 

XOR #imm, R0 11001010iiiiiiii R0 ^ imm→R0 1 － ○ ○ ○ 

XOR.B #imm, @(R0, 

GBR) 

11001110iiiiiiii (R0+GBR) ^ imm→(R0+GBR) 3 － ○ ○ ○ 
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2.4.5 シフト命令 
 

表 2.14 シフト命令 

適用命令 命   令 命令コード 動   作 実行 

ステート

Tビット

SH2、 

SH2E 

SH4 SH-2A 

ROTL Rn 0100nnnn00000100 T←Rn←MSB 1 MSB ○ ○ ○ 

ROTR Rn 0100nnnn00000101 LSB→Rn→T 1 LSB ○ ○ ○ 

ROTCL Rn 0100nnnn00100100 T←Rn←T 1 MSB ○ ○ ○ 

ROTCR Rn 0100nnnn00100101 T→Rn→T 1 LSB ○ ○ ○ 

SHAD Rm, Rn 0100nnnnmmmm1100 Rm≧0のとき Rn<<Rm→Rn 

Rm<0のとき Rn>>|Rm|→[MSB→Rn] 

1 －  ○ ○ 

SHAL Rn 0100nnnn00100000 T←Rn←0 1 MSB ○ ○ ○ 

SHAR Rn 0100nnnn00100001 MSB→Rn→T 1 LSB ○ ○ ○ 

SHLD Rm, Rn 0100nnnnmmmm1101 Rm≧0のとき Rn<<Rm→Rn 

Rm<0のとき Rn>>|Rm|→[0→Rn] 

1 －  ○ ○ 

SHLL Rn 0100nnnn00000000 T←Rn←0 1 MSB ○ ○ ○ 

SHLR Rn 0100nnnn00000001 0→Rn→T 1 LSB ○ ○ ○ 

SHLL2 Rn 0100nnnn00001000 Rn<<2→Rn 1 － ○ ○ ○ 

SHLR2 Rn 0100nnnn00001001 Rn>>2→Rn 1 － ○ ○ ○ 

SHLL8 Rn 0100nnnn00011000 Rn<<8→Rn 1 － ○ ○ ○ 

SHLR8 Rn 0100nnnn00011001 Rn>>8→Rn 1 － ○ ○ ○ 

SHLL16 Rn 0100nnnn00101000 Rn<<16→Rn 1 － ○ ○ ○ 

SHLR16 Rn 0100nnnn00101001 Rn>>16→Rn 1 － ○ ○ ○ 
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2.4.6 分岐命令 
 

表 2.15 分岐命令 

適用命令 命   令 命令コード 動   作 実行 

ステート

Tビット

SH2、 

SH2E 

SH4 SH-2A 

BF label 10001011dddddddd T=0のとき disp×2+PC→PC,  

T=1のとき nop 

3/1* － ○ ○ ○ 

BF/S label 10001111dddddddd 遅延分岐、T=0のとき disp×2+PC→PC,

T=1のとき nop 

2/1* 

 

－ ○ ○ ○ 

BT label 10001001dddddddd T=1のとき disp×2+PC→PC,  

T=0のとき nop 

3/1* － ○ ○ ○ 

BT/S label 10001101dddddddd 遅延分岐、T=1のとき disp×2+PC→PC,

T=0のとき nop 

2/1* － ○ ○ ○ 

BRA label 1010dddddddddddd 遅延分岐、disp×2+PC→PC 2 － ○ ○ ○ 

BRAF Rm 0000mmmm00100011 遅延分岐、Rm+PC→PC 2 － ○ ○ ○ 

BSR label 1011dddddddddddd 遅延分岐、PC→PR, disp×2+PC→PC 2 － ○ ○ ○ 

BSRF Rm 0000mmmm00000011 遅延分岐、PC→PR, Rm+PC→PC 2 － ○ ○ ○ 

JMP @Rm 0100mmmm00101011 遅延分岐、Rm→PC 2 － ○ ○ ○ 

JSR @Rm 0100mmmm00001011 遅延分岐、PC→PR, Rm→PC 

           

2 － ○ ○ ○ 

JSR/N @Rm 0100mmmm01001011 PC-2→PR, Rm→PC 3 －   ○ 

JSR/N @@(disp8, TBR) 10000011dddddddd PC-2→PR, (disp×4+TBR)→PC 5 －   ○ 

RTS 0000000000001011 遅延分岐、PR→PC 2 － ○ ○ ○ 

RTS/N 0000000001101011 PR→PC 3 －   ○ 

RTV/N Rm 0000mmmm01111011 Rm→R0, PR→PC 3 －   ○ 

【注】 * 分岐しないときは 1ステートになります。 
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2.4.7 システム制御命令 
 

表 2.16 システム制御命令 

適用命令 命   令 命令コード 動   作 実行 

ステート

Tビット

SH2、 

SH2E 

SH4 SH-2A 

CLRT 0000000000001000 0→T 1 0 ○ ○ ○ 

CLRMAC 0000000000101000 0→MACH,MACL 1 － ○ ○ ○ 

LDBANK @Rm, R0 0100mmmm11100101 （指定レジスタバンクエントリ）→

R0 

6 －   ○ 

LDC Rm, SR 0100mmmm00001110 Rm→SR 3 LSB ○ ○ ○ 

LDC Rm, TBR 0100mmmm01001010 Rm→TBR 1 －   ○ 

LDC Rm, GBR 0100mmmm00011110 Rm→GBR 1 － ○ ○ ○ 

LDC Rm, VBR 0100mmmm00101110 Rm→VBR 1 － ○ ○ ○ 

LDC.L @Rm+, SR 0100mmmm00000111 (Rm)→SR, Rm+4→Rm 5 LSB ○ ○ ○ 

LDC.L @Rm+, GBR 0100mmmm00010111 (Rm)→GBR, Rm+4→Rm 1 － ○ ○ ○ 

LDC.L @Rm+, VBR 0100mmmm00100111 (Rm)→VBR, Rm+4→Rm 1 － ○ ○ ○ 

LDS Rm, MACH 0100mmmm00001010 Rm→MACH 1 － ○ ○ ○ 

LDS Rm, MACL 0100mmmm00011010 Rm→MACL 1 － ○ ○ ○ 

LDS Rm, PR 0100mmmm00101010 Rm→PR 1 － ○ ○ ○ 

LDS.L @Rm+, MACH 0100mmmm00000110 (Rm)→MACH, Rm+4→Rm 1 － ○ ○ ○ 

LDS.L @Rm+, MACL 0100mmmm00010110 (Rm)→MACL, Rm+4→Rm 1 － ○ ○ ○ 

LDS.L @Rm+, PR 0100mmmm00100110 (Rm)→PR, Rm+4→Rm 1 － ○ ○ ○ 

NOP 0000000000001001 無操作 1 － ○ ○ ○ 

RESBANK 0000000001011011 バンク→R0～R14, GBR, MACH, 

MACL, PR 

9* －   ○ 

RTE 0000000000101011 遅延分岐、スタック領域→PC/SR 6 － ○ ○ ○ 

SETT 0000000000011000 1→T 1 1 ○ ○ ○ 

SLEEP 0000000000011011 スリープ 5 － ○ ○ ○ 

STBANK  R0, @Rn 0100nnnn11100001 R0→（指定レジスタバンクエントリ） 7 －   ○ 

STC SR, Rn 0000nnnn00000010 SR→Rn 2 － ○ ○ ○ 

STC TBR, Rn 0000nnnn01001010 TBR→Rn 1 －   ○ 

STC GBR, Rn 0000nnnn00010010 GBR→Rn 1 － ○ ○ ○ 

STC VBR, Rn 0000nnnn00100010 VBR→Rn 1 － ○ ○ ○ 

STC.L SR, @- Rn 0100nnnn00000011 Rn-4→Rn, SR→(Rn) 2 － ○ ○ ○ 

STC.L GBR, @- Rn 0100nnnn00010011 Rn-4→Rn, GBR→(Rn) 1 － ○ ○ ○ 

STC.L VBR, @- Rn 0100nnnn00100011 Rn-4→Rn, VBR→(Rn) 1 － ○ ○ ○ 
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適用命令 命   令 命令コード 動   作 実行 

ステート

Tビット

SH2、 

SH2E 

SH4 SH-2A 

STS MACH, Rn 0000nnnn00001010 MACH→Rn 1 － ○ ○ ○ 

STS MACL, Rn 0000nnnn00011010 MACL→Rn 1 － ○ ○ ○ 

STS PR, Rn 0000nnnn00101010 PR→Rn 1 － ○ ○ ○ 

STS.L MACH, @-Rn 0100nnnn00000010 Rn-4→Rn, MACH→(Rn) 1 － ○ ○ ○ 

STS.L MACL, @-Rn 0100nnnn00010010 Rn-4→Rn, MACL→(Rn) 1 － ○ ○ ○ 

STS.L PR, @-Rn 0100nnnn00100010 Rn-4→Rn, PR→(Rn) 1 － ○ ○ ○ 

TRAPA #imm 11000011iiiiiiii PC/SR→スタック領域、 

(imm×4+VBR)→PC 

5 － ○ ○ ○ 

【注】 命令の実行ステートについて 

 表に示した実行ステートは最小値です。実際は、 

 （1）命令フェッチとデータアクセスの競合が起こる場合 

 （2）ロード命令（メモリ→レジスタ）のデスティネーションレジスタと、その直後の命令が使うレジスタが同一な場合 

 などの条件により、命令実行ステート数は増加します。 

 * バンクのオーバフロー時は、ステート数が 19です。 
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2.4.8 浮動小数点演算命令 

表 2.17 浮動小数点演算命令 

適用命令 命   令 命令コード 動   作 実行 

ステート

Tビット

SH2E SH4 SH-2A/ 

SH2A-

FPU 

FABS FRn 1111nnnn01011101 |FRn|→FRn 1 － ○ ○ ○ 

FABS DRn 1111nnn001011101 |DRn|→DRn 1 －  ○ ○ 

FADD FRm, FRn 1111nnnnmmmm0000 FRn+FRm→FRn 1 － ○ ○ ○ 

FADD DRm, DRn 1111nnn0mmm00000 DRn+DRm→DRn 6 －  ○ ○ 

FCMP/EQ FRm, FRn 1111nnnnmmmm0100 (FRn=FRm)? 1:0→T 1 比較結果 ○ ○ ○ 

FCMP/EQ DRm, DRn 1111nnn0mmm00100 (DRn=DRm)? 1:0→T 2 比較結果  ○ ○ 

FCMP/GT FRm, FRn 1111nnnnmmmm0101 (FRn>FRm)? 1:0→T 1 比較結果 ○ ○ ○ 

FCMP/GT DRm, DRn 1111nnn0mmm00101 (DRn>DRm)? 1:0→T 2 比較結果  ○ ○ 

FCNVDS DRm, FPUL 1111mmm010111101 (float)DRm→FPUL 2 －  ○ ○ 

FCNVSD FPUL, DRn 1111nnn010101101 (double)FPUL→DRn 2 －  ○ ○ 

FDIV FRm, FRn 1111nnnnmmmm0011 FRn/FRm→FRn 10 － ○ ○ ○ 

FDIV  DRm, DRn 1111nnn0mmm00011 DRn/DRm→DRn 23 －  ○ ○ 

FLDI0 FRn 1111nnnn10001101 0×00000000→FRn 1 － ○ ○ ○ 

FLDI1 FRn 1111nnnn10011101 0×3F800000→FRn 1 － ○ ○ ○ 

FLDS FRm, FPUL 1111mmmm00011101 FRm→FPUL 1 － ○ ○ ○ 

FLOAT FPUL,FRn 1111nnnn00101101 (float)FPUL→FRn 1 － ○ ○ ○ 

FLOAT FPUL,DRn 1111nnn000101101 (double)FPUL→DRn 2 －  ○ ○ 

FMAC FR0,FRm,FRn 1111nnnnmmmm1110 FR0×FRm+FRn→FRn 1 － ○ ○ ○ 

FMOV FRm, FRn 1111nnnnmmmm1100 FRm→FRn 1 － ○ ○ ○ 

FMOV DRm, DRn 1111nnn0mmm01100 DRm→DRn 2 －  ○ ○ 

FMOV.S @(R0, Rm), FRn 1111nnnnmmmm0110 (R0+Rm)→FRn 1 － ○ ○ ○ 

FMOV.D @(R0, Rm), DRn 1111nnn0mmmm0110 (R0+Rm)→DRn 2 －  ○ ○ 

FMOV.S @Rm+, FRn 1111nnnnmmmm1001 (Rm)→FRn, Rm+=4 1 － ○ ○ ○ 

FMOV.D @Rm+, DRn 1111nnn0mmmm1001 (Rm)→DRn, Rm+=8 2 －  ○ ○ 

FMOV.S @Rm, FRn 1111nnnnmmmm1000 (Rm)→FRn 1 － ○ ○ ○ 

FMOV.D @Rm, DRn 1111nnn0mmmm1000 (Rm)→DRn 2 －  ○ ○ 

FMOV.S @(disp12,Rm),FRn 0011nnnnmmmm0001 

0111dddddddddddd 

(disp×4+Rm)→FRn 1 －   ○ 

FMOV.D @(disp12,Rm),DRn 0011nnn0mmmm0001 

0111dddddddddddd 

(disp×8+Rm)→DRn 2 －   ○ 

FMOV.S FRm, @( R0,Rn ) 1111nnnnmmmm0111 FRm→(R0+Rn) 1 － ○ ○ ○ 
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適用命令 命   令 命令コード 動   作 実行 

ステート

Tビット

SH2E SH4 SH-2A/ 

SH2A-

FPU 

FMOV.D DRm, @( R0,Rn ) 1111nnnnmmm00111 DRm→(R0+Rn) 2 －  ○ ○ 

FMOV.S FRm, @-Rn 1111nnnnmmmm1011 Rn-=4, FRm→(Rn) 1 － ○ ○ ○ 

FMOV.D DRm, @-Rn 1111nnnnmmm01011 Rn-=8, DRm→(Rn) 2 －  ○ ○ 

FMOV.S FRm, @Rn 1111nnnnmmmm1010 FRm→(Rn) 1 － ○ ○ ○ 

FMOV.D DRm, @Rn 1111nnnnmmm01010 DRm→(Rn) 2 －  ○ ○ 

FMOV.S FRm, @(disp12,Rn) 0011nnnnmmmm0001
0011dddddddddddd 

FRm→(disp×4+Rn) 1 －   ○ 

FMOV.D DRm, @(disp12,Rn) 0011nnnnmmm00001
0011dddddddddddd 

DRm→(disp×8+Rn) 2 －   ○ 

FMUL FRm, FRn 1111nnnnmmmm0010 FRn×FRm→FRn 1 － ○ ○ ○ 

FMUL DRm, DRn 1111nnn0mmm00010 DRn×DRm→DRn 6 －  ○ ○ 

FNEG FRn 1111nnnn01001101 -FRn→FRn 1 － ○ ○ ○ 

FNEG DRn 1111nnn001001101 -DRn→DRn 1 －  ○ ○ 

FSCHG 1111001111111101 FPSCR.SZ=~FPSCR.SZ 1 －  ○ ○ 

FSQRT FRn 1111nnnn01101101 √FRn→FRn 9 －  ○ ○ 

FSQRT DRn 1111nnn001101101 √DRn→DRn 22 －  ○ ○ 

FSTS FPUL,FRn 1111nnnn00001101 FPUL→FRn 1 － ○ ○ ○ 

FSUB FRm, FRn 1111nnnnmmmm0001 FRn-FRm→FRn 1 － ○ ○ ○ 

FSUB DRm, DRn 1111nnn0mmm00001 DRn-DRm→DRn 6 －  ○ ○ 

FTRC FRm, FPUL 1111mmmm00111101 (long)FRm→FPUL 1 － ○ ○ ○ 

FTRC DRm, FPUL 1111mmm000111101 (long)DRm→FPUL 2 －  ○ ○ 
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2.4.9 FPUに関する CPU命令 

表 2.18 FPUに関する CPU命令 

適用命令 命   令 命令コード 動   作 実行 

ステート

Tビット

SH2E SH4 SH-2A/ 

SH2A-

FPU 

LDS Rm,FPSCR 0100mmmm01101010 Rm→FPSCR 1 － ○ ○ ○ 

LDS Rm,FPUL 0100mmmm01011010 Rm→FPUL 1 － ○ ○ ○ 

LDS.L @Rm+, FPSCR 0100mmmm01100110 (Rm)→FPSCR, Rm+=4 1 － ○ ○ ○ 

LDS.L  @Rm+, FPUL  0100mmmm01010110 (Rm)→FPUL, Rm+=4 1 － ○ ○ ○ 

STS FPSCR, Rn 0000nnnn01101010 FPSCR→Rn 1 － ○ ○ ○ 

STS FPUL,Rn 0000nnnn01011010 FPUL→Rn 1 － ○ ○ ○ 

STS.L FPSCR,@-Rn 0100nnnn01100010 Rn-=4, FPSCR→(Rn) 1 － ○ ○ ○ 

STS.L FPUL,@-Rn 0100nnnn01010010 Rn-=4, FPUL→(Rn) 1 － ○ ○ ○ 
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2.4.10 ビット操作命令 
 

表 2.19 ビット操作命令 

適用命令 命   令 命令コード 動   作 実行 

ステート

Tビット

SH2、 

SH2E 

SH4 SH-2A 

BAND.B #imm3,@(disp12,Rn) 0011nnnn0iii1001

0100dddddddddddd

 ( imm of (disp+ Rn))&T 

→ T 

3 演算結果   ○ 

BANDNOT.B #imm3,@(disp12,Rn) 0011nnnn0iii1001

1100dddddddddddd

~( imm of (disp+ Rn))&T 

→ T 

3 演算結果   ○ 

BCLR.B #imm3,@(disp12,Rn) 0011nnnn0iii1001

0000dddddddddddd

0→ ( imm of (disp+ Rn)) 3 －   ○ 

BCLR #imm3, Rn 10000110nnnn0iii 0→ imm of Rn 1 －   ○ 

BLD.B #imm3,@(disp12,Rn) 0011nnnn0iii1001

0011dddddddddddd

(imm of (disp+Rn)) → T 3 演算結果   ○ 

BLD #imm3, Rn 10000111nnnn1iii imm of Rn →T 1 演算結果   ○ 

BLDNOT.B #imm3,@(disp12,Rn) 0011nnnn0iii1001

1011dddddddddddd

~(imm of (disp+Rn))  

→ T 

3 演算結果   ○ 

BOR.B #imm3,@(disp12,Rn) 0011nnnn0iii1001

0101dddddddddddd

( imm of (disp+ Rn)) | T 

→ T 

3 演算結果   ○ 

BORNOT.B #imm3,@(disp12,Rn) 0011nnnn0iii1001

1101dddddddddddd

~( imm of (disp+ Rn)) | T 

→ T 

3 演算結果   ○ 

BSET.B #imm3,@(disp12,Rn) 0011nnnn0iii1001

0001dddddddddddd

1→ ( imm of (disp+Rn)) 3 －   ○ 

BSET #imm3, Rn 10000110nnnn1iii 1→ imm of Rn 1 －   ○ 

BST.B #imm3,@(disp12,Rn) 0011nnnn0iii1001

0010dddddddddddd

T→(imm of (disp+Rn))  3 －   ○ 

BST #imm3, Rn 10000111nnnn0iii T→ imm of Rn 1 －   ○ 

BXOR.B #imm3, @(disp12, Rn) 0011nnnn0iii1001

0110dddddddddddd

( imm of (disp+ Rn)) ^ T 

→ T 

3 演算結果   ○ 
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2.5 処理状態 

CPUの処理状態には、リセット状態、例外処理状態、プログラム実行状態、低消費電力状態の 4種類がありま

す。状態間の遷移を図 2.6に示します。 

すべての状態から

パワーオンリセット

リセット解除

【注】*　IRQはPE7～PE4、PC25～PC22でのみ解除することができます。

すべての状態から

マニュアルリセット

パワーオン
リセット状態

マニュアル
リセット状態

プログラム実行状態

スリープモード
ソフトウェア

スタンバイモード
ディープ

スタンバイモード

例外処理状態

割り込み要因発生または 

DMAアドレスエラー発生

NMI割り込み 

またはIRQ割り込み

要因発生

例外処理要因発生 例外処理終了

STBYビットセット、 

DEEPビットクリアで

SLEEP命令

STBY、DEEP

ビットセットで

SLEEP命令

NMI割り込み

IRQ割り込み*

マニュアルリセット

およびパワーオンリセット

STBYビット

クリアで

SLEEP命令

リセット状態

低消費電力状態

 

図 2.6 処理状態の状態遷移図 

 

（1） リセット状態 

CPUがリセットされている状態です。リセットには、パワーオンリセットとマニュアルリセットの 2種類があ

ります。 
 

（2） 例外処理状態 

リセットや割り込みなどの例外処理要因によって、CPUが処理状態の流れを変えるときの過渡的な状態です。 

リセットの場合は、例外処理ベクタテーブルからプログラムカウンタ（PC）の初期値としての実行開始アドレ

スとスタックポインタ（SP）の初期値を取り出しそれぞれ格納し、スタートアドレスに分岐してプログラムの実

行を開始します。 
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割り込みなどの場合は、SPを参照して、PCとステータスレジスタ（SR）をスタック領域に退避します。例外処

理ベクタテーブルから例外サービスルーチンの開始アドレスを取り出し、そのアドレスに分岐してプログラムの

実行を開始します。 

その後、処理状態はプログラム実行状態となります。 
 

（3） プログラム実行状態 

CPUが順次プログラムを実行している状態です。 
 

（4） 低消費電力状態 

CPUの動作が停止し消費電力が低い状態です。スリープ命令でスリープモード、ソフトウェアスタンバイモー

ド、およびディープスタンバイモードになります。 
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3. 浮動小数点ユニット（FPU） 

3.1 特長 

FPUには次のような特長があります。 
 

• IEEE754規格に準拠 

• 16本の単精度浮動小数点レジスタ（8本の倍精度レジスタとしても参照できます） 

• 2つの丸めモード：近傍および0方向への丸め 

• 非正規化数処理モード：0へのフラッシュ 

• 5つの例外要因： 

無効演算、0による除算、オーバフロー、アンダフロー、不正確 

• 包括命令： 

単精度、倍精度、システム制御 
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3.2 データフォーマット 

3.2.1 浮動小数点フォーマット 

浮動小数点は次の 3つのフィールドから構成されています。 

• 符号（s） 

• 指数（e） 

• 小数部（f） 

 

本 LSIは図 3.1と図 3.2に示すフォーマットを用いて単精度、倍精度浮動小数点を扱うことができます。 

31

s e f

30 23 22 0

 

図 3.1 単精度浮動小数点フォーマット 

63

s e f

62 52 51 0

 

図 3.2 倍精度浮動小数点フォーマット 

指数は次のようにバイアス付きで表します。 
 

 e＝E + bias 
 

バイアスのない指数 Eの範囲は、Emin-1から Emax+1までです。Emin-1と Emax+1の 2つの値は次のように区別しま

す。Emin-1は 0（正、負両方の符号）と非正規化数を表し、Emax+1は正または負の無限大または非数（NaN）を表

します。表 3.1に Eminと Emaxの値を示します。 
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表 3.1 浮動小数点のフォーマットとパラメータ 

パラメータ 単精度 倍精度 

総ビット幅 32ビット 64ビット 

符号ビット 1ビット 1ビット 

指数フィールド 8ビット 11ビット 

小数フィールド 23ビット 52ビット 

精度 24ビット 53ビット 

バイアス +127 +1023 

E
max

 +127 +1023 

E
min

 -126 -1022 

 

浮動小数点の数値 vは次のようにして決められます。 
 

E＝Emax+1かつ f≠0の場合、vは符号 sに関係なく非数（NaN）です。 

E＝Emax+1かつ f＝0の場合、vは(-1)s（無限）「正または負の無限」です。 

Emin≦E≦Emaxの場合、vは(-1)s 2E（1.f）「正規化数」です。 

E＝Emin-1かつ f≠0の場合、vは(-1)s 2Emin（0.f）「非正規化数」です。 

E＝Emin-1かつ f＝0の場合、vは(-1)s 0「正または負の 0」です。 
 

表 3.2に 16進数による各数の範囲を示します。 
 

表 3.2 浮動小数点の範囲 

タイプ 単精度 倍精度 

シグナリング非数 H'7FFF FFFF～H'7FC0 0000 H'7FFF FFFF  FFFF FFFF～H'7FF8 0000  0000 0000 

クワイアット非数 H'7FBF FFFF～H'7F80 0001 H'7FF7 FFFF  FFFF FFFF～H'7FF0 0000  0000 0001 

正の無限大 H'7F80 0000 H'7FF0 0000  0000 0000 

正の正規化数 H'7F7F FFFF～H'0080 0000 H'7FEF FFFF  FFFF FFFF～H'0010 0000  0000 0000 

正の非正規化数 H'007F FFFF～H'0000 0001 H'000F FFFF  FFFF FFFF～H'0000 0000  0000 0001 

正のゼロ H'0000 0000 H'0000 0000  0000 0000 

負のゼロ H'8000 0000 H'8000 0000  0000 0000 

負の非正規化数 H'8000 0001～H'807F FFFF H'8000 0000  0000 0001～H'800F FFFF  FFFF FFFF 

負の正規化数 H'8080 0000～H'FF7F FFFF H'8010 0000  0000 0000～H'FFEF FFFF  FFFF FFFF 

負の無限大 H'FF80 0000 H'FFF0 0000  0000 0000 

クワイアット非数 H'FF80 0001～H'FFBF FFFF H'FFF0 0000  0000 0001～H'FFF7 FFFF  FFFF FFFF 

シグナリング非数 H'FFC0 0000～H'FFFF FFFF H'FFF8 0000  0000 0000～H'FFFF FFFF  FFFF FFFF 
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3.2.2 非数（NaN） 

図 3.3に非数（NaN）のビットパターンを示します。次の場合の値は NaNです。 
 

• 符号ビット：Don't care 

• 指数フィールド：すべてのビットが1 

• 小数フィールド：少なくとも1ビットが1 

 

NaNは、小数フィールドのMSBが 1の場合はシグナリング非数（sNaN）であり、0の場合はクワイアット非数

（qNaN）です。 

31

x 1 1 1 1 1 1 1 1 N x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x

30 23 22 0

N＝1：sNaN

N＝0：qNaN  

図 3.3 単精度の NaNビットパターン 

sNaNは、コピー、FABSまたは FNEG以外の浮動小数点値を生成する演算で入力します。 
 

• FPSCRのEN.Vビットが0の場合、演算結果（出力）はqNaNです。 

• FPSCRのEN.Vビットが1の場合、無効演算例外によるFPU例外処理が発生します。この場合、演算のデステ

ィネーションレジスタの内容は変更しません。 

 

浮動小数点値を生成する演算で qNaNを入力し、その演算に sNaNを入力していない場合、FPSCRの EN.Vビッ

トの設定に関係なく出力は常に qNaNです。この場合、例外は発生しません。 
 

演算結果として生成する qNaNの値は、常に次のような値になります。 

• 単精度qNaN：H'7FBF FFFF 

• 倍精度qNaN：H'7FF7 FFFF FFFF FFFF 

非数（NaN）を入力した場合の浮動小数点演算の詳細についてはそれぞれの命令の説明を参照してください。 
 

3.2.3 非正規化数 

非正規化数の浮動小数点値は、指数フィールドは 0として、小数フィールドは 0以外の値として表現します。 

SH2A-FPUではステータスレジスタ FPSCRの DNビットが常に 1のため、非正規化数（ソースオペランドまた

は演算結果）は、（コピー、FNEG、FABS以外の演算の）値を生成する浮動小数点演算で常に 0にフラッシュさ

れます。 

非正規化数を入力する場合の浮動小数点演算の詳細については、それぞれの命令の説明を参照してください。 
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3.3 レジスタの説明 

3.3.1 浮動小数点レジスタ 

図 3.4に浮動小数点レジスタの構成を示します。16本の 32ビット浮動小数点レジスタ FPR0～FPR15がありま

す。この 16本のレジスタは FR0～FR15、DR0/2/4/6/8/l0/12/14として参照されます。FPRnと参照名の対応は FPSCR

の PRビットと SZビットによって決まります。図 3.4を参照してください。 
 

1. 浮動小数点レジスタ：FPRi（16レジスタ） 

FPR0, FPR l, FPR2, FPR3, FPR4, FPR5, FPR6, FPR7,  

FPR8, FPR9, FPR10, FPR11, FPR12, FPR13, FPR14, FPR15 

2. 単精度浮動小数点レジスタ：FRi（16レジスタ） 

FR0～FR15 は FPR0～FPR15に割り当てられます。 

3. 倍精度浮動小数点レジスタ、または単精度浮動小数点レジスタのペア DRi（8レジスタ） 

DRレジスタは2つのFRレジスタから構成されます。 

DR0＝{FR0, FR1}、DR2＝{FR2, FR3}、DR4＝{FR4, FR5}、DR6＝{FR6, FR7}、 

DR8＝{FR8, FR9}、DR10＝{FR10, FR11}、DR12＝{FR12, FR13}、DR14＝{FR14, FR15} 

FPR0
FPR1
FPR2
FPR3
FPR4
FPR5
FPR6
FPR7
FPR8
FPR9
FPR10
FPR11
FPR12
FPR13
FPR14
FPR15

FR0
FR1
FR2 
FR3
FR4
FR5
FR6
FR7 
FR8 
FR9 
FR10 
FR11
FR12
FR13
FR14
FR15

DR0

DR2 

DR4

DR6

DR8 

DR10 

DR12

DR14

転送命令の場合：

参照名 レジスタ名

FPSCR.SZ＝0 FPSCR.SZ＝1
演算命令の場合： FPSCR.PR＝0 FPSCR.PR＝1

 

図 3.4 浮動小数点レジスタ 
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3.3.2 浮動小数点ステータス／コントロールレジスタ（FPSCR） 

FPSCRは 32ビットのレジスタで、浮動小数点命令の制御、FPU例外の設定、および丸めの使用方法を選択し

ます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
R R R R R R R R R R/W R R/W R/W R R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - - - - - - - - QIS - SZ PR DN Cause

Cause Enable Flag RM1 RM0

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～23 

 

－ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

22 QIS 0 R/W 非数処理モード 

0：qNaNあるいは±∞をそのまま処理します。 

1：qNaNあるいは±∞を sNaNと同様に扱います（FPSCRのイネーブル 

V＝1のときのみ有効です）。 

21 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

20 SZ 0 R/W 転送サイズモード 

0：FMOV命令のデータサイズは 32ビットです。 

1：FMOV命令のデータサイズは 32ビットペア（64ビット）です。 

19 PR 0 R/W 精度モード 

0：浮動小数点命令を単精度演算として実行します。 

1：浮動小数点命令を倍精度演算として実行します。 

18 DN 1 R 非正規化モード（SH2A-FPUでは常に１固定です） 

1：非正規化数を 0として扱います。 

17～12 Cause すべて 0 R/W 

11～7 Enable すべて 0 R/W 

6～2 Flag すべて 0 R/W 

FPU例外要因フィールド 

FPU例外イネーブルフィールド 

FPU例外フラグフィールド 

浮動小数点演算命令を実行すると、FPU例外要因フィールドは最初に 0にク

リアされます。次に、浮動小数点演算によって FPU例外が発生すると、FPU

例外要因フィールドおよび FPU例外フラグフィールドに該当するビットは 1

にセットされます。FPU例外フラグフィールドは、ソフトウェアによって 0

にクリアされるまで 1の値を保持します。 

FPU例外イネーブルフィールドの該当するビットが 1にセットされていると

き、FPU例外処理が発生します。 

各フィールドのビットの割り付けについては表 3.3を参照してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 

0 

RM1 

RM0 

0 

1 

R/W 

R/W 

丸めモード 

丸めの方法を選択します。 

00：近傍への丸め 

01：0方向への丸め 

10：リザーブ 

11：リザーブ 

 

表 3.3 FPU例外処理に関連するビットの割り付け 

  FPUエラー

(E) 

無効演算 

(V) 

0除算 

(Z) 

オーバ 

フロー(O) 

アンダ 

フロー(U) 

不正確 

( I ) 

Cause FPU例外要因 

フィールド 

ビット 17 ビット 16 ビット 15 ビット 14 ビット 13 ビット 12 

Enable FPU例外イネーブル

フィールド 

なし ビット 11 ビット 10 ビット 9 ビット 8 ビット 7 

Flag FPU例外フラグ 

フィールド 

なし ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 

【注】  SH2A-FPUでは FPUエラーは発生しません。 

 

3.3.3 浮動小数点通信レジスタ（FPUL） 

FPUと CPU間の情報伝達は FPULを介して行われます。FPULは 32ビットのシステムレジスタで、LDS、STS

命令によって CPUからもアクセスします。たとえば、汎用レジスタ R1に格納した整数を単精度浮動小数点に変

換する処理フローは次のとおりです。 
 

 R1 → （LDS命令）→ FPUL → （単精度 FLOAT命令） → FR1 
 

3.4 丸め 

浮動小数点命令において、丸めは中間結果から最終演算結果を生成する際に実行されます。したがって、FMAC

のような組み合わせ命令の結果は、FADD、FSUB、FMULなどの基本命令だけを用いた結果とは異なります。FMAC

は 1度、FADD、FSUBおよび FMULは 2度というように丸めの回数が異なるためです。 

丸めには 2つの方法があり、使用する方法は FPSCRの RMフィールドで決まります。 

FPSCR.RM[1:0]＝00：近傍への丸め 

FPSCR.RM[1:0]＝01：0方向への丸め 

（1） 近傍への丸め 

演算結果はもっとも近い表現可能な値に丸められます。もっとも近い表現可能な値が 2つある場合、LSBが 0

の方を選択します。 

丸め前の値が 2Emax(2-2-p)以上であれば丸め前と同じ符号の無限となります。ここで Emax、pは単精度でそれぞれ

127、24、倍精度で 1023、53です。 
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（2） 0方向への丸め 

丸め前の値の丸めビット以下の桁は切り捨てられます。 

ただし、丸め前の値が表現可能な最大絶対値数よりも大きい場合、表現可能な最大絶対値の数になります。 
 

3.5 FPU例外 

3.5.1 FPU例外要因 

FPU例外は浮動小数点演算命令で発生する可能性があり、その要因は次のとおりです。 

• FPUエラー（E） ：FPSCRのDNビットが0かつ非正規化数の入力時（SH2A-FPUでは発生しません） 

• 無効演算（V） ：NaN入力のような無効な演算の場合 

• 0による除算（Z） ：除数0による除算 

• オーバフロー（O） ：演算結果がオーバフローする場合 

• アンダフロー（U） ：演算結果がアンダフローする場合 

• 不正確例外（I） ：オーバフロー、アンダフロー、丸めが発生する場合 

 

FPSCRの FPU例外要因フィールドには上記 E、V、Z、O、U、Iのすべてに該当するビットが含まれ、FPSCR

のフラグおよびイネーブルフィールドには V、Z、O、U、Iに該当するビットが含まれていますが Eに該当するビ

ットは含まれていません。このように FPUエラーはディスエーブルにすることができません。 

FPU例外が発生すると、FPU例外要因フィールドの該当するビットは 1にセットされ FPU例外フラグフィール

ドに該当するビットに 1が累積されます。FPU例外が発生しない場合、FPU例外要因フィールドの該当するビッ

トは 0にクリアされ、FPU例外フラグフィールドに該当するビットは変更されません。 
 

3.5.2 FPU例外処理 

FPU例外処理は次の場合に発生します。 

• FPUエラー（E） ：FPSCRのDNビットが0かつ非正規化数の入力時（SH2A-FPUでは発生しません） 

• 無効演算（V） ：FPSCRのEnableのVビットが1かつ無効演算の場合 

• 0による除算（Z） ：FPSCRのEnableのZビットが1かつ除数0による除算 

• オーバフロー（O） ：FPSCRのEnableのOビットが1かつ演算結果がオーバフローする可能性のある命令 

• アンダフロー（U） ：FPSCRのEnableのUビットが1かつ演算結果がアンダフローする可能性のある命令 

• 不正確例外（I） ：FPSCRのEnableのIビットが1かつ演算結果が不正確になる可能性のある命令 
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浮動小数点演算による各例外処理の可能性については各命令の説明で示します。浮動小数点演算に起因するす

べての例外事象は、同一の FPU例外処理事象として割り付けられています。浮動小数点演算によって発生した例

外の意味内容は、FPSCRを読み出して、保持されている情報を解釈することでソフトウェアにより決定します。

また、FPU例外処理が発生した場合は、デスティネーションレジスタは変更されません。 
 

上記以外は V、Z、O、U、Iに対する該当ビットを 1にセットし、演算結果としてデフォルト値を生成します。 

• 無効演算（V） ：結果としてqNaNを生成します。 

• 0による除算（Z） ：丸め前と同じ符号付きの無限大を生成します。 

• オーバフロー（O） ： 

－0方向への丸めのとき、丸め前と同じ符号付き最大正規化数を生成します。 

－近傍への丸めのとき、丸め前と同じ符号付き無限大を生成します。 

• アンダフロー（U） ：丸め前と同じ符号付き0を生成します。 

• 不正確例外（I） ：不正確な結果を生成します。 
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4. クロックパルス発振器（CPG） 

本 LSIは、クロックパルス発振器を内蔵しており、CPUクロック（Iφ）、周辺クロック（Pφ）、およびバス

クロック（Bφ）を生成します。クロックパルス発振器は、水晶発振器、PLL回路、および分周回路で構成されま

す。 

4.1 特長 

• 3種類のクロック動作モード 

使用する周波数範囲、PLLのオン／オフ、および水晶発振子直付けか外部クロック入力かによって、3種類の

クロック動作モードから選択できます。 

•  3種類のクロック 

CPU、キャッシュで使用するCPUクロック（Iφ）、周辺モジュールで使用する周辺クロック（Pφ）、さら

に外部バスインタフェースで使用するバスクロック（Bφ＝CKIO）を独立に生成できます。 

•  周波数変更機能 

CPG内部のPLL（Phase Locked Loop）回路や分周回路により、CPUクロックと周辺クロックの周波数を独立

に変更できます。周波数変更は、周波数制御レジスタ（FRQCR）の設定により、ソフトウェアで行います。 

•  低消費電力モードの制御 

スリープモード、ソフトウェアスタンバイモード、ディープスタンバイモードでのクロック停止、およびモ

ジュールスタンバイ機能での特定モジュールの停止が可能です。なお、低消費電力モードの制御については、

「第27章 低消費電力モード」を参照してください。 
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図 4.1にクロックパルス発振器のブロック図を示します。 

CKIO

PLL回路1

（×1、2、3、4、6、8）

PLL回路2

（×2、4）

水晶発振器

内蔵発振器

周辺バス

バスインタフェース

FRQCR
STBCR
STBCR2
STBCR3
STBCR4 
STBCR5

【記号説明】

：周波数制御レジスタ
：スタンバイコントロールレジスタ
：スタンバイコントロールレジスタ2
：スタンバイコントロールレジスタ3
：スタンバイコントロールレジスタ4 
：スタンバイコントロールレジスタ5

EXTAL

XTAL

MD_CLK1

MD_CLK0

FRQCR STBCR STBCR2 STBCR3 STBCR4 STBCR5

CPG制御部

クロック周波数
制御回路

スタンバイ
制御回路

×1
×1/2
×1/3
×1/4
×1/6
×1/8
×1/12

CPUクロック
（Iφ Max.：120MHz（通常仕様品）、

周辺クロック
（Pφ Max.：40MHz）

バスクロック
（Bφ＝CKIO Max.：60MHz）

分周器 

100MHz （広温度範囲仕様品））

 

図 4.1 クロックパルス発振器のブロック図 

 



 

4. クロックパルス発振器（CPG） 

R01UH0025JJ0300  Rev.3.00  4-3 

2010.09.15  

 

SH7261グループ 

クロックパルス発振器の各ブロックは、次のように機能します。 
 

（1） PLL回路 1 

PLL回路 1は、CKIO端子からのクロック周波数を 1倍、2倍、3倍、4倍、6倍、または 8倍に逓倍する機能を

持ちます。逓倍率は、周波数制御レジスタで設定します。このとき、バスクロックの立ち上がりエッジの位相は

CKIO端子の立ち上がりエッジの位相に一致するように制御されます。 
 

（2） PLL回路 2 

PLL回路 2は、水晶発振器または EXTAL端子からの入力クロック周波数を 2倍、または 4倍に逓倍する機能

を持ちます。逓倍率は、クロック動作モードにより固定されます。クロック動作モードは、MD_CLK1、MD_CLK0

端子で設定します。クロック動作モードについては、表 4.2を参照してください。 

なお、これらの端子を動作途中に切り替えないでください。切り替えた場合、本 LSIの動作を保証できません。 
 

（3） 水晶発振器 

XTALまたは EXTAL端子に水晶発振子を接続して使用する場合の発振回路です。水晶発振器は、クロック動作

モードの設定により使用可能となります。 
 

（4） 分周器 

分周器は、CPUクロックまたは周辺クロックで使用する動作周波数のクロックを生成する機能を持ちます。PLL

回路 1の出力周波数に対して、1倍、1/2倍、1/3倍、1/4倍、1/6倍、1/8倍、または 1/12倍の選択が可能です。分

周率は、周波数制御レジスタで設定します。 
 

（5） クロック周波数制御回路 

クロック周波数制御回路は、MD_CLK1、MD_CLK0端子、周波数制御レジスタ（FRQCR）によりクロック周波

数を制御します。 
 

（6） スタンバイ制御回路 

スタンバイ制御回路は、クロック切り替え時またはスリープモード、ソフトウェアスタンバイモード、および

ディープスタンバイモード時の内蔵発振回路の状態、および他のモジュールの状態を制御します。 
 

（7） 周波数制御レジスタ（FRQCR） 

周波数制御レジスタ（FRQCR）には、ソフトウェアスタンバイモード時の CKIO端子からのクロック出力の有

無、PLL回路 1の周波数逓倍率、CPUクロック、および周辺クロック（Pφ）の周波数分周率の各制御ビットが割

り当てられています。 
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（8） スタンバイコントロールレジスタ 

スタンバイコントロールレジスタには、低消費電力モードの各制御ビットが割り当てられています。スタンバ

イコントロールレジスタについては、「第 27章 低消費電力モード」を参照してください。 
 

4.2 入出力端子 

クロックパルス発振器の端子構成と機能を表 4.1に示します。 
 

表 4.1 発振回路の端子構成と機能 

名称 端子名 入出力 機能（クロック動作モード 0、2） 機能（クロック動作モード 3） 

MD_CLK0 入力 クロック動作モードを設定します。 モード制御端子 

MD_CLK1 入力 クロック動作モードを設定します。 

XTAL 出力 水晶発振子を接続します。 

（水晶発振子を使用しない場合は、

端子を開放してください） 

端子を開放してください。 クリスタル入出力端子 

（クロック入力端子） 

EXTAL 入力 水晶発振子を接続、または外部クロ

ック入力端子として使用します。 

端子をプルアップしてください。 

クロック入出力端子 CKIO 入出力 クロック出力端子になります。 クロック入力端子になります。 
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4.3 クロック動作モード 

モード制御端子（MD_CLK1、MD_CLK0）の組み合わせとクロック動作モードの関係を表 4.2に示します。 

クロック動作モードの使用可能周波数範囲を表 4.2に示します。 
 

表 4.2 クロック動作モード 

端子組み合わせ クロック入出力 モード 

MD_ 

CLK1 

MD_

CLK0

供給源 出力 

PLL回路 2 PLL回路 1 CKIOの周波数 

0 0 0 EXTAL／水晶発振子 CKIO ON（X4） ON（X1､2､3､4） （EXTAL／水晶）×4 

2 1 0 EXTAL／水晶発振子 CKIO ON（X2） ON（X1､2､3､4､6､8） （EXTAL／水晶）×2 

3 1 1 CKIO － OFF ON（X1､2､3､4､6､8） （CKIO） 

 

• モード0 

EXTAL端子または水晶発振器からクロックを入力し、PLL回路2で周波数を4倍に逓倍して本LSI内部に供給

するので、外部で生成するクロック周波数および使用する水晶発振子の周波数を低くすることができます。

EXTAL端子入力および水晶発振子ともに発振周波数が10MHzから15MHzまでのものを使用でき、CKIOの周

波数レンジは40MHzから60MHzとなります。 

• モード2 

EXTAL端子または水晶発振器からクロックを入力し、PLL回路2で周波数を2倍に逓倍して本LSI内部に供給

するので、外部で生成するクロック周波数および使用する水晶発振子の周波数を低くすることができます。

EXTAL端子入力は発振周波数が10MHzから30MHzのものを、水晶発振子は発振周波数が10MHzから20MHz

のものを使用でき、CKIOの周波数レンジは20MHzから60MHzとなります。 

• モード3 

モード3ではCKIO端子は入力になり、この端子に外部クロックを入力して、PLL回路1で波形成形および周波

数制御レジスタの設定により周波数逓倍を行い、本LSIに供給します。CKIO端子入力は発振周波数が20MHz

から60MHzのものを使用できます。なお、消費電流削減のため、モード3で使用する場合には、EXTAL端子

をプルアップし、XTAL端子は開放としてください。 
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表 4.3 クロック動作モードと設定可能な周波数範囲 

PLL逓倍率 設定可能な周波数範囲（MHz） クロック 

動作 

モード 

FRQCR 

レジスタ 

設定値 

PLL回路1 PLL回路2 

内部 

クロック比 

（I：B：P）*1

入力 

クロック*2

出力クロック 

（CKIO端子）*3

CPUクロック

（Iφ）*3 

バスクロック 

（Bφ）*3 

周辺クロック 

（Pφ）*3 

0 H'1000 ON（×1） ON（×4） 4：4：4 10 40 40 40 40 

 H'1001 ON（×1） ON（×4） 4：4：2 10～15 40～60 40～60 40～60 20～30 

 H'1002 ON（×1） ON（×4） 4：4：4/3 10～15 40～60 40～60 40～60 13.33～20 

 H'1003 ON（×1） ON（×4） 4：4：1 10～15 40～60 40～60 40～60 10～15 

 H'1004 ON（×1） ON（×4） 4：4：2/3 10～15 40～60 40～60 40～60 6.7～10 

 H'1005 ON（×1） ON（×4） 4：4：1/2 10～15 40～60 40～60 40～60 5～7.5 

 H'1006 ON（×1） ON（×4） 4：4：1/3 10～15 40～60 40～60 40～60 3.33～5 

 H'1101 ON（×2） ON（×4） 8：4：4 10 40 80 40 40 

H'1103 ON（×2） ON（×4） 8：4：2 10～15 40～60 80～120 40～60 20～30 

H'1104 ON（×2） ON（×4） 8：4：4/3 10～15 40～60 80～120 40～60 13.33～20 

H'1105 ON（×2） ON（×4） 8：4：1 10～15 40～60 80～120 40～60 10～15 

H'1106 ON（×2） ON（×4） 8：4：2/3 10～15 40～60 80～120 40～60 6.7～10 

H’1111 ON（×2） ON（×4） 4：4：4 10 40 40 40 40 

H’1113 ON（×2） ON（×4） 4：4：2 10～15 40～60 40～60 40～60 20～30 

H’1114 ON（×2） ON（×4） 4：4：4/3 10～15 40～60 40～60 40～60 13.33～20 

H’1115 ON（×2） ON（×4） 4：4：1 10～15 40～60 40～60 40～60 10～15 

H’1116 ON（×2） ON（×4） 4：4：2/3 10～15 40～60 40～60 40～60 6.7～10 

H’1202 ON（×3） ON（×4） 4：4：4 10 40 120 40 40 

H’1204 ON（×3） ON（×4） 4：4：2 10 40 120 40 20 

H’1206 ON（×3） ON（×4） 4：4：1 10 40 120 40 10 

H’1222 ON（×3） ON（×4） 4：4：4 10 40 120 40 40 

H’1224 ON（×3） ON（×4） 4：4：2 10 40 120 40 20 

H'122C ON（×3） ON（×4） 4：4：2 10～15 40～60 40～60 40～60 20～30 

H'1226 ON（×3） ON（×4） 4：4：1 10 40 40 40 40 

H'122E ON（×3） ON（×4） 4：4：1 10～15 40～60 40～60 40～60 10～15 

H'1313 ON（×4） ON（×4） 8：4：4 10 40 80 40 40 

H'1315 ON（×4） ON（×4） 8：4：2 10～12.5 40～50 80～100 40～50 20～25 

H'1316 ON（×4） ON（×4） 8：4：4/3 10～12.5 40～50 80～100 40～50 13.33～16.67 

H'1333 ON（×4） ON（×4） 4：4：4 10 40 40 40 40 

H'1335 ON（×4） ON（×4） 4：4：2 10～12.5 40～50 40～50 40～50 20～25 

 

H'1336 ON（×4） ON（×4） 4：4：4/3 10～12.5 40～50 40～50 40～50 13.33～16.67 
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PLL逓倍率 設定可能な周波数範囲（MHz） クロック 

動作 

モード 

FRQCR 

レジスタ 

設定値 

PLL回路1 PLL回路2 

内部 

クロック比 

（I：B：P）*1

入力 

クロック*2

出力クロック 

（CKIO端子）*3

CPUクロック

（Iφ）*3 

バスクロック 

（Bφ）*3 

周辺クロック 

（Pφ）*3 

H'1000 ON（×1） ON（×2） 2：2：2 10～20 20～40 20～40 20～40 20～40 

H'1001 ON（×1） ON（×2） 2：2：1 10～30 20～60 20～60 20～60 10～30 

H'1002 ON（×1） ON（×2） 2：2：2/3 10～30 20～60 20～60 20～60 6.67～20 

H'1003 ON（×1） ON（×2） 2：2：1/2 10～30 20～60 20～60 20～60 5～15 

2 

H'1004 ON（×1） ON（×2） 2：2：1/3 10～30 20～60 20～60 20～60 3.33～10 

H'1005 ON（×1） ON（×2） 2：2：1/4 10～30 20～60 20～60 20～60 2.5～7.5 

H'1006 ON（×1） ON（×2） 2：2：1/6 10～30 20～60 20～60 20～60 1.67～5 

H'1101 ON（×2） ON（×2） 4：2：2 10～20 20～40 40～80 20～40 20～40 

 

H'1103 ON（×2） ON（×2） 4：2：1 10～30 20～60 40～120 20～60 10～30 

H'1104 ON（×2） ON（×2） 4：2：2/3 10～30 20～60 40～120 20～60 6.67～20 

H'1105 ON（×2） ON（×2） 4：2：1/2 10～30 20～60 40～120 20～60 5～15 

H'1106 ON（×2） ON（×2） 4：2：1/3 10～30 20～60 40～120 20～60 3.3～10 

H'1111 ON（×2） ON（×2） 2：2：2 10～20 20～40 20～40 20～40 20～40 

H'1113 ON（×2） ON（×2） 2：2：1 10～30 20～60 20～60 20～60 10～30 

H'1114 ON（×2） ON（×2） 2：2：2/3 10～30 20～60 20～60 20～60 6.67～20 

H'1115 ON（×2） ON（×2） 2：2：1/2 10～30 20～60 20～60 20～60 5～15 

H'1116 ON（×2） ON（×2） 2：2：1/3 10～30 20～60 20～60 20～60 3.3～10 

 

H'1202 ON（×3） ON（×2） 6：2：2 10～20 20～40 60～120 20～40 20～40 

H'120C ON（×3） ON（×2） 6：2：1 20 40 120 40 20 

H'1206 ON（×3） ON（×2） 6：2：1/2 10～20 20～40 60～120 20～40 5～10 

H'120E ON（×3） ON（×2） 6：2：1/2 20 40 120 40 10 

H'1222 ON（×3） ON（×2） 2：2：2 10～20 20～40 20～40 20～40 20～40 

H'1224 ON（×3） ON（×2） 2：2：1 10～20 20～40 20～40 20～40 10～20 

H'122C ON（×3） ON（×2） 2：2：1 20～30 40～60 40～60 40～60 20～30 

 

H'1226 ON（×3） ON（×2） 2：2：1/2 10～20 20～40 20～40 20～40 5～10 

H'1303 ON（×4） ON（×2） 8：2：2 10～15 20～30 80～120 20～30 20～30 

H'1305 ON（×4） ON（×2） 8：2：1 10～15 20～30 80～120 20～30 10～15 

H'1306 ON（×4） ON（×2） 8：2：2/3 10～15 20～30 80～120 20～30 6.67～10 

H'1313 ON（×4） ON（×2） 4：2：2 10～20 20～40 40～80 20～40 20～40 

H'1315 ON（×4） ON（×2） 4：2：1 10～25 20～50 40～100 20～50 10～25 

H'1316 ON（×4） ON（×2） 4：2：2/3 10～25 20～50 40～100 20～50 6.67～16.67 

H'1333 ON（×4） ON（×2） 2：2：2 10～20 20～40 20～40 20～40 20～40 

H'1335 ON（×4） ON（×2） 2：2：1 10～25 20～50 20～50 20～50 10～25 

H'1336 ON（×4） ON（×2） 2：2：2/3 10～25 20～50 20～50 20～50 6.67～16.67 

 

H'1404 ON（×6） ON（×2） 12：2：2 10 20 120 20 20 
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PLL逓倍率 設定可能な周波数範囲（MHz） クロック 

動作 

モード 

FRQCR 

レジスタ 

設定値 

PLL回路1 PLL回路2 

内部 

クロック比 

（I：B：P）*1

入力 

クロック*2

出力クロック 

（CKIO端子）*3

CPUクロック

（Iφ）*3 

バスクロック 

（Bφ）*3 

周辺クロック 

（Pφ）*3 

2 H'1406 ON（×6） ON（×2） 12：2：1 10 20 120 20 10 

H'1414 ON（×6） ON（×2） 6：2：2 10～16.67 20～33.33 60～100 20～33.33 20～33.33 

H'1416 ON（×6） ON（×2） 6：2：1 10～16.67 20～33.33 60～100 20～33.33 10～16.67 

H'1424 ON（×6） ON（×2） 4：2：2 10～16.67 20～33.33 40～66.67 20～33.33 20～33.33 

H'1426 ON（×6） ON（×2） 4：2：1 10～16.67 20～33.33 40～66.67 20～33.33 10～16.67 

H'1444 ON（×6） ON（×2） 2：2：2 10～16.67 20～33.33 20～33.33 20～33.33 20～33.33 

 

H'1446 ON（×6） ON（×2） 2：2：1 10～16.67 20～33.33 20～33.33 20～33.33 10～16.67 

H'1515 ON（×8） ON（×2） 8：2：2 10～12.5 20～25 80～100 20～25 20～25  

H'1535 ON（×8） ON（×2） 4：2：2 10～12.5 20～25 40～50 20～25 20～25 

 H'1555 ON（×8） ON（×2） 2：2：2 10～12.5 20～25 20～25 20～25 20～25 

H'1000 ON（×1） OFF 1：1：1 20～40 － 20～40 20～40 20～40 

H'1001 ON（×1） OFF 1：1：1/2 20～60 － 20～60 20～60 10～30 

H'1002 ON（×1） OFF 1：1：1/3 20～60 － 20～60 20～60 6.67～20 

H'1003 ON（×1） OFF 1：1：1/4 20～60 － 20～60 20～60 5～15 

H'1004 ON（×1） OFF 1：1：1/6 20～60 － 20～60 20～60 3.33～10 

H'1005 ON（×1） OFF 1：1：1/8 20～60 － 20～60 20～60 2.5～7.5 

H'1006 ON（×1） OFF 1：1：1/12 20～60 － 20～60 20～60 1.67～5 

H'1101 ON（×2） OFF 2：1：1 20～40 － 40～80 20～40 20～40 

H'1103 ON（×2） OFF 2：1：1/2 20～60 － 40～120 20～60 10～30 

H'1104 ON（×2） OFF 2：1：1/3 20～60 － 40～120 20～60 6.67～20 

H'1105 ON（×2） OFF 2：1：1/4 20～60 － 40～120 20～60 5～15 

H'1106 ON（×2） OFF 2：1：1/6 20～60 － 40～120 20～60 3.33～10 

H'1111 ON（×2） OFF 1：1：1 20～40 － 20～40 20～40 20～40 

H'1113 ON（×2） OFF 1：1：1/2 20～60 － 20～60 20～60 10～30 

H'1114 ON（×2） OFF 1：1：1/3 20～60 － 20～60 20～60 6.67～20 

H'1115 ON（×2） OFF 1：1：1/4 20～60 － 20～60 20～60 5～15 

H'1116 ON（×2） OFF 1：1：1/6 20～60 － 20～60 20～60 3.33～10 

3 

H'1202 ON（×3） OFF 3：1：1 20～40 － 60～120 20～40 20～40 

H'120C ON（×3） OFF 3：1：1/2 40 － 120 40 20  

H'1206 ON（×3） OFF 3：1：1/4 20～40 － 60～120 20～40 5～10 

H'1222 ON（×3） OFF 1：1：1 20～40 － 20～40 20～40 20～40 

H'1224 ON（×3） OFF 1：1：1/2 20～40 － 20～40 20～40 10～20 

 

H'122C ON（×3） OFF 1：1：1/2 20～60 － 40～60 40～60 20～30 

 H'1226 ON（×3） OFF 1：1：1/4 20～40 － 20～40 20～40 5～10 

 H'122E ON（×3） OFF 1：1：1/4 40～60 － 40～60 40～60 10～15 
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PLL逓倍率 設定可能な周波数範囲（MHz） クロック 

動作 

モード 

FRQCR 

レジスタ 

設定値 

PLL回路1 PLL回路2 

内部 

クロック比 

（I：B：P）*1

入力 

クロック*2

出力クロック 

（CKIO端子）*3

CPUクロック

（Iφ）*3 

バスクロック 

（Bφ）*3 

周辺クロック 

（Pφ）*3 

H'1303 ON（×4） OFF 4：1：1 20～30 － 80～120 20～30 20～30 

H'1305 ON（×4） OFF 4：1：1/2 20～30 － 80～120 20～30 10～15 

H'1306 ON（×4） OFF 4：1：1/3 20～30 － 80～120 20～30 6.67～10 

H'1313 ON（×4） OFF 2：1：1 20～40 － 40～80 20～40 20～40 

H'1315 ON（×4） OFF 2：1：1/2 20～50 － 40～100 20～50 10～25 

H'1316 ON（×4） OFF 2：1：1/3 20～50 － 40～100 20～50 6.67～16.67 

3 

H'1333 ON（×4） OFF 1：1：1 20～40 － 20～40 20～40 20～40 

H'1335 ON（×4） OFF 1：1：1/2 20～50 － 20～50 20～50 10～25 

H'1336 ON（×4） OFF 1：1：1/3 20～50 － 20～50 20～50 6.67～16.67 

H'1404 ON（×6） OFF 6：1：1 20 － 120 20 20 

H'1406 ON（×6） OFF 6：1：1/2 20 － 120 20 10 

H'1414 ON（×6） OFF 3：1：1 20～33.33 － 60～100 20～33.33 20～33.33 

H'1416 ON（×6） OFF 3：1：1/2 20～33.33 － 60～100 20～33.33 10～16.67 

H'1424 ON（×6） OFF 2：1：1 20～33.33 － 40～66.67 20～33.33 20～33.33 

H'1426 ON（×6） OFF 2：1：1/2 20～33.33 － 40～66.67 20～33.33 10～16.67 

H'1444 ON（×6） OFF 1：1：1 20～33.33 － 20～33.33 20～33.33 20～33.33 

 

H'1446 ON（×6） OFF 1：1：1/2 20～33.33 － 20～33.33 20～33.33 10～16.67 

H'1515 ON（×8） OFF 4：1：1 20～25 － 80～100 20～25 20～25 

H'1535 ON（×8） OFF 2：1：1 20～25 － 40～50 20～25 20～25 

 

H'1555 ON（×8） OFF 1：1：1 20～25 － 20～25 20～25 20～25 

【注】 *1 入力クロック周波数を 1としたときのクロック比です。 

 *2 モード 0、2のとき、EXTAL端子からのクロック入力または水晶発振子の周波数です。 

モード 3のとき、CKIO端子からのクロック入力周波数です。 

 *3 Iφは通常仕様品では 120MHz以下、広温度範囲仕様品では 100MHz以下、CKIO、Bφは 60MHz以下、Pφは 5MHz 

以上、40MHz以下で使用してください。 

【注意事項】 

 表 4.3以外の周波数設定以外で本 LSIを使用しないでください。 
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4.4 レジスタの説明 

クロックパルス発振器には以下のレジスタがあります。 
 

表 4.4 レジスタ構成 

レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス アクセス 

サイズ 

周波数制御レジスタ FRQCR R/W H'1003 H'FFFE0010 16 

CKIOコントロールレジスタ CKIOCR R/W H'10/H'00 H'FFFE3894 8、16、32 

 

4.4.1 周波数制御レジスタ（FRQCR） 

FRQCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ソフトウェアスタンバイモード時の CKIO端

子からクロック出力の有無、PLL回路 1の周波数逓倍率、CPUクロック、および周辺クロック（Pφ）の周波数分

周率の指定ができます。FRQCRは、ワードアクセスのみ可能です。 

FRQCRは、パワーオンリセットおよびディープスタンバイ時のみ H'1003に初期化されます。マニュアルリセ

ットおよびソフトウェアスタンバイモード時には、前の値を保持しています。WDTオーバフローによる内部リセ

ット時にも、値は保持されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
R R R R/W R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - - CKOEN - STC[2:0] - IFC[2:0] RNGS PFC[2:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12 CKOEN 1 R/W クロック出力イネーブル 

CKOENは、ソフトウェアスタンバイモード時およびソフトウェアスタンバ

イモード解除時に CKIO端子からクロックを出力するか、CKIO端子をレベ

ル固定するかを指定します。 

0を設定した場合は、ソフトウェアスタンバイモード時およびソフトウェア

スタンバイモード解除時に、CKIO端子がローレベルに固定されます。これ

により、ソフトウェアスタンバイモード解除時の不安定な CKIOクロックに

よって外部回路が誤動作することを防ぐことができます。クロック動作モー

ド 3のときは、このビットの値によらず CKIO端子が入力になります。 

0：ソフトウェアスタンバイモード時およびソフトウェアスタンバイモー

ド解除時に CKIO端子をローレベルに固定する。 

1：CKIO端子からクロックを出力する（ソフトウェアスタンバイモード 

中は、ローレベル）。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10～8 STC[2:0] 000 R/W PLL回路 1の周波数逓倍率 

000：×1倍 

001：×2倍 

010：×3倍 

011：×4倍 

100：×6倍 

101：×8倍 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6～4 IFC[2:0] 000 R/W CPUクロック周波数の分周率 

PLL回路 1の出力周波数に対しての CPUクロック周波数の分周率を指定し

ます。 

000：×1倍 

001：×1/2倍 

010：×1/3倍 

011：×1/4倍 

100：×1/6倍 

101：×1/8倍 

3 RNGS 0 R/W PLL回路 1出力レンジ選択 

PLL回路 1の逓倍率を×3倍に設定したとき、PLL回路 1の出力周波数に応

じて設定してください。 

0：低周波数モード 

（PLL回路 1の出力周波数が 120MHz以下の場合） 

1：高周波数モード 

（PLL回路 1が×3倍で、その出力周波数が 120MHzを超える場合） 

2～0 PFC[2:0] 011 R/W 周辺クロック周波数の分周率 

PLL回路 1の出力周波数に対しての周辺クロック周波数の分周率を指定しま

す。 

000：×1倍 

001：×1/2倍 

010：×1/3倍 

011：×1/4倍 

100：×1/6倍 

101：×1/8倍 

110：×1/12倍 
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4.4.2 CKIOコントロールレジスタ（CKIOCR） 

CKIOCRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで、CKIOの出力制御を行います。クロック動作モ

ード 3で起動した場合、本レジスタへの 1書き込みは無効になります。 

CKIOCRは、クロック動作モード 3で起動した場合、RES端子によるパワーオンリセット、ディープスタンバ

イモードで H'00に、クロック動作モード 0、2で起動した場合、RES端子によるパワーオンリセット、ディープ

スタンバイモードで H'01に初期化されます。WDTのオーバフローによる内部リセット、マニュアルリセット、

スリープモード、ソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0/1*
R R R R R R R R/W

- - - - - - - CKIOOE

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 CKIOOE 0/1* R/W CKIO出力イネーブル 

CKIO端子の出力制御を行います。 

0：CKIOは出力しない 

1：CKIOは出力する 

【注】 * LSIのクロック動作モードにより初期値が異なります。 
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4.5 周波数変更方法 

CPUクロック（Iφ）および周辺クロック（Pφ）の周波数を変更するには、PLL回路 1の逓倍率を変える方法

と、分周器の分周率を変える方法があります。これらはいずれも周波数制御レジスタ（FRQCR）によってソフト

ウェアで制御します。以下にこれらの方法について示します。 
 

4.5.1 逓倍率の変更 

PLL回路 1の逓倍率を変更する場合は、PLL安定時間が必要になります。内蔵WDTにより安定時間のカウン

トを行います。 

1. 初期状態では、PLL回路1の逓倍率は1になっています。 

2. WDTに、指定された発振安定時間になるように値をセットし、WDTを停止します。次の設定が必要です。 

WTCSR.TME＝0：WDTの停止 

WTCSR.CKS[2:0]：WDTカウントクロックの分周率 

WTCNT：カウンタの初期値 

3. STC[2:0]を目的とする値に設定します。同時にIFC[2:0]、PFC[2:0]に分周率を設定することも可能です。 

4. 本LSI内部は、一時的に停止し、WDTのカウントアップを開始します。CPUクロックと周辺クロックが停止

し、WDTにのみクロックが供給されます。また、CKIO端子にはクロックが出力され続けます。 

本状態は、ソフトウェアスタンバイモード状態と同じであり、モジュールによってはレジスタの初期化が行

われます。詳細は「第27章 低消費電力モード」を参照してください。 

5. WDTのカウントオーバフローで設定されたクロックが供給され始め、本LSIは動作を再開します。WDTはオ

ーバフロー後、停止します。 

 

4.5.2 分周率の変更 

分周率変更のみで、同時に逓倍率の変更を行わない場合は、WDTによるカウントは行いません。 

1. 初期状態では、IFC[2:0]＝B'000、PFC[2:0]＝B'011になっています。 

2. IFC[2:0]、PFC[2:0]ビットを目的とする値に設定します。クロックモードやPLL回路1の逓倍率との関係で設定

可能な値は限られます。誤った値を設定すると本LSIは誤動作するので注意してください。 

3. レジスタの各ビット（IFC[2:0]、PFC[2:0]）が設定されると、設定されたクロックに切り替わります。 

 

【注】  周波数変更後 SLEEP命令を実行する場合、周波数制御レジスタ（FRQCR）を 3回リードしてから SLEEP命令を

実行してください。 
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4.6 使用上の注意事項 

4.6.1 外部クロック入力時の注意 

外部クロック入力の接続例を図 4.2に示します。XTAL端子をオープン状態にする場合、寄生容量は 10pF以下

にしてください。外部クロックを入力する場合でも PLL安定時間の確保のため、電源投入時やスタンバイ解除時

は、発振安定時間以上待つようにしてください。 

EXTAL

XTAL

外部クロック入力

オープン状態

XTAL端子をオープンにする接続例  

図 4.2 外部クロックの接続例 

 

外部クロックの入力条件は「31.3.1 クロックタイミング」を参照してください。 
 

4.6.2 水晶発振子使用時の注意 

水晶発振子と容量 CL1、CL2は、できるだけ XTAL、EXTAL端子の近くに置いてください。配線は極力短くし

てください。また、誘導を避け、正しい発振を行うために、発振子に付加するコンデンサの接地点は共通にし、

これらの部品の近くには配線パターンを置かないでください。 

信号配線禁止

CL1、CL2は、使用する水晶発振子の
メーカと評価検討の上、値を決めて
ください。

CL1 CL2

EXTAL XTAL

本LSI

【注】

参考値
CL1＝10～22pF 

CL2＝10～22pF

 

図 4.3 水晶発振子使用時の注意 
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4.6.3 発振子に関する注意 

発振子に関する諸特性は、ユーザのボード設計に密接に関係しますので本章で案内する発振子の接続例を参考

に、ユーザ側での十分な評価を実施してご使用願います。発振子の回路定格は発振子、実装回路の浮遊容量など

により異なるため、発振子メーカーと十分ご相談の上決定してください。発振端子に印加される電圧が最大定格

を超えないようにしてください。 
 

4.6.4 PLL発振回路使用時の注意 

PLL用 PLLVccと PLLVssの接続パターンはボード電源供給端子からの配線長を短くし、パターン幅は広くして

インダクタンス成分を減らしてください。 

クロック動作モード 3のときは、EXTAL端子をプルアップし、XTAL端子は開放にしてください。 

PLLのアナログ電源系はノイズ等に敏感であるため、他の電源との干渉によってシステム全体として誤動作を

生じさせる可能性があります。このため、本アナログ電源系と VccR、PVccのデジタル電源系は、極力基板上で

同一リソースを供給しないでください。 

PLLVcc

PLLVss

Vcc

Vss

電源

信号配線禁止

 

図 4.4 PLL発振回路使用時の注意 

 

4.6.5 逓倍率変更時の注意 

DMACが転送中に、周波数制御レジスタ（FRQCR）により逓倍率を変更すると、転送の終了を待たずに DMAC

が停止するため、DMA転送が保証されません。したがって、周波数制御レジスタ（FRQCR）により逓倍率を変

更するときは、DMA転送の終了を待つか、もしくは DMA転送を停止してから周波数制御レジスタ（FRQCR）の

変更を行ってください。 
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5. 例外処理 

5.1 概要 

5.1.1 例外処理の種類と優先順位 

例外処理は、表 5.1に示すようにリセット、アドレスエラー、バスエラー、レジスタバンクエラー、割り込み、

および命令の各要因によって起動されます。例外要因には、表 5.1に示すように優先順位が設けられており、複

数の例外要因が同時に発生した場合は、この優先順位に従って受け付けられ、処理されます。 
 

表 5.1 例外要因の種類と優先順位 

種類 例外処理 優先順位 

リセット パワーオンリセット 高 

 マニュアルリセット  

アドレスエラー CPUアドレスエラー  

バスエラー バスエラー  

命令 FPU例外  

 整数除算例外（0除算）  

 整数除算例外（オーバフロー）  

レジスタバンクエラー バンクアンダフロー 

 バンクオーバフロー 

割り込み NMI 

 ユーザブレーク 

 H-UDI 

 IRQ 

 PINT 

 

 内蔵周辺 A/D変換器（ADC）  

 モジュール CD-ROMデコーダ（ROM-DEC）  

  マルチファンクションタイマパルスユニット 2（MTU2）  

  リアルタイムクロック（RTC）  

  ウォッチドッグタイマ（WDT）  

  I2Cバスインタフェース 3（IIC3）  

  ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC）  

  FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF）  

  コントローラエリアネットワーク（RCAN-ET）  

  IEBusTMコントローラ（IEB） 低 
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種類 例外処理 優先順位 

割り込み 内蔵周辺 シリアルサウンドインタフェース（SSI） 高 

 モジュール 8ビットタイマ（TMR）  

トラップ命令（TRAPA命令）  

一般不当命令（未定義コード）  

命令 

スロット不当命令（遅延分岐命令*1直後に配置された未定義コード、PCを書き換え

る命令*2、32ビット命令*3、RESBANK命令、DIVS命令または DIVU命令） 

 

低 

【注】 *1 遅延分岐命令：JMP、JSR、BRA、BSR、RTS、RTE、BF/S、BT/S、BSRF、BRAF 

 *2 PCを書き換える命令：JMP、JSR、BRA、BSR、RTS、RTE、BT、BF、TRAPA、BF/S、BT/S、BSRF、BRAF、

JSR/N、RTV/N 

 *3 32ビット命令：BAND.B、BANDNOT.B、BCLR.B、BLD.B、BLDNOT.B、BOR.B、BORNOT.B、BSET.B、BST.B、

BXOR.B、MOV.B@disp12、MOV.W@disp12、MOV.L@disp12、MOVI20、MOVI20S、MOVU.B、MOVU.W 

 

5.1.2 例外処理の動作 

各例外要因は表 5.2に示すタイミングで検出され、処理が開始されます。 
 

表 5.2 例外要因検出と例外処理開始タイミング 

例外処理 要因検出および処理開始タイミング 

リセット 

 

パワーオンリセット RES端子のローレベルからハイレベルへの変化、H-UDIリセットアサートコマンド

をセットした後に H-UDIリセットネゲートコマンドのセット、またはWDTのオー

バフローで開始されます。 

 マニュアルリセット MRES端子のローレベルからハイレベルへの変化、またはWDTのオーバフローで

開始されます。 

アドレスエラー  

バスエラー  

割り込み  

命令のデコード時に検出され、この前までに実行中の命令が完了後開始されます。 

レジスタバンク

エラー 

バンクアンダフロー レジスタバンクに退避が行われていないときに、RESBANK命令を実行しようとす

ると開始されます。 

 バンクオーバフロー 割り込みコントローラでレジスタバンクオーバフロー例外を受け付けるように設定

（INTCの IBNRの BOVEビット＝1）されており、レジスタバンクを使用する割り

込みが発生し、CPUに受け付けられたとき、レジスタバンクのすべての領域に退避

がすでに行われていたときに開始されます。 

命令 トラップ命令 TRAPA命令の実行により開始されます。 

 一般不当命令 遅延分岐命令直後（遅延スロット）以外にある未定義コードがデコードされると開

始されます。 

 スロット不当命令 遅延分岐命令直後（遅延スロット）に配置された未定義コード、PCを書き換える

命令、32ビット命令、RESBANK命令、DIVS命令または DIVU命令がデコードさ

れると開始されます。 

 整数除算例外 ゼロによる除算例外、または負の最大値（H'80000000）を－1で除算することによ

るオーバフロー例外が検出されると開始されます。 
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例外処理 要因検出および処理開始タイミング 

命令 FPU例外 浮動小数点演算命令の無効演算例外（IEEE754規定）、ゼロによる除算例外、オー

バフロー、アンダフローまたは、不正確例外により開始されます。また、FPSCR

の QISビットがセットされているとき、qNaNもしくは±∽を浮動小数点演算命令

のソースに入力すると開始されます。 

 

例外処理が起動されると、CPUは次のように動作します。 
 

（1） リセットによる例外処理 

プログラムカウンタ（PC）とスタックポインタ（SP）の初期値を例外処理ベクタテーブル（PC、SPをそれぞ

れ、パワーオンリセット時に H'00000000番地、H'00000004番地、マニュアルリセット時に H'00000008番地、

H'0000000C番地）から取り出します。例外処理ベクタテーブルについては、「5.1.3 例外処理ベクタテーブル」

を参照してください。次にベクタベースレジスタ（VBR）を H'00000000に、ステータスレジスタ（SR）の割り込

みマスクレベルビット（I3～I0）を H'F（B'1111）に、BOビットおよび CSビットを 0に初期化します。また割り

込みコントローラ（INTC）の IBNRの BNビットを 0に初期化します。さらにパワーオンリセット時には、FPSCR

を H'00040001に初期化します。例外処理ベクタテーブルから取り出した PCのアドレスからプログラムの実行を

開始します。 
 

（2） アドレスエラー、バスエラー、レジスタバンクエラー、割り込み、命令による例外処理 

SRと PCを R15で示すスタック上に退避します。NMIおよびユーザブレーク以外の割り込み例外処理で、レジ

スタバンクを使用する設定が行われている場合、汎用レジスタ R0～R14、コントロールレジスタ GBR、システム

レジスタMACH、MACL、PRおよび実行される割り込み例外処理のベクタ番号を、レジスタバンクに退避します。

アドレスエラー、バスエラー、レジスタバンクエラー、NMI割り込み、ユーザブレーク割り込み、命令による例

外処理の場合、レジスタバンクへの退避は行われません。また、レジスタバンクのすべてのバンクに退避が行わ

れていた場合には、レジスタバンクの代わりにスタックへの自動退避が行われます。この場合、割り込みコント

ローラにおいて、レジスタバンクオーバフロー例外を受け付けないように設定（INTCの IBNRの BOVEビット＝

0）されている必要があります。レジスタバンクオーバフロー例外を受け付けるように設定（INTCの IBNRの BOVE

ビット＝1）されている場合には、レジスタバンクオーバフロー例外が発生します。割り込み例外処理の場合、割

り込み優先レベルを SRの I3～I0ビットに書き込みます。アドレスエラー、命令による例外処理の場合、I3～I0

ビットは影響を受けません。次に例外処理ベクタテーブルから開始アドレスを取り出し、そのアドレスからプロ

グラムの実行を開始します。 
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5.1.3 例外処理ベクタテーブル 

例外処理実行前には、あらかじめ例外処理ベクタテーブルがメモリ上に設定されている必要があります。例外

処理ベクタテーブルには、例外サービスルーチンの開始アドレスを格納しておきます（リセット例外処理のテー

ブルには、PCと SPの初期値を格納しておきます）。 

各例外要因には、それぞれ異なるベクタ番号とベクタテーブルアドレスオフセットが割り当てられています。

ベクタテーブルアドレスは、対応するベクタ番号やベクタテーブルアドレスオフセットから算出されます。例外

処理では、このベクタテーブルアドレスが示す例外処理ベクタテーブルから、例外サービスルーチンの開始アド

レスが取り出されます。 

ベクタ番号とベクタテーブルアドレスオフセットを表 5.3に、ベクタテーブルアドレスの算出法を表 5.4に示し

ます。 
 

表 5.3 例外処理ベクタテーブル 

例外要因 ベクタ番号 ベクタテーブルアドレスオフセット 

PC 0 H'00000000～H'00000003 パワーオンリセット 

SP 1 H'00000004～H'00000007 

PC 2 H'00000008～H'0000000B マニュアルリセット 

SP 3 H'0000000C～H'0000000F 

一般不当命令 4 H'00000010～H'00000013 

（システム予約） 5 H'00000014～H'00000017 

スロット不当命令 6 H'00000018～H'0000001B 

7 H'0000001C～H'0000001F （システム予約） 

8 H'00000020～H'00000023 

CPUアドレスエラー 9 H'00000024～H'00000027 

バスエラー 10 H'00000028～H'0000002B 

NMI 11 H'0000002C～H'0000002F 割り込み 

ユーザブレーク 12 H'00000030～H'00000033 

FPU例外 13 H'00000034～H'00000037 

H-UDI 14 H'00000038～H'0000003B 

バンクオーバフロー 15 H'0000003C～H'0000003F 

バンクアンダフロー 16 H'00000040～H'00000043 

整数除算例外（0除算） 17 H'00000044～H'00000047 

整数除算例外（オーバフロー） 18 H'00000048～H'0000004B 

（システム予約） 19 

： 

31 

H'0000004C～H'0000004F 

： 

H'0000007C～H'0000007F 
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例外要因 ベクタ番号 ベクタテーブルアドレスオフセット 

トラップ命令（ユーザベクタ） 32 

： 

63 

H'00000080～H'00000083 

： 

H'000000FC～H'000000FF 

外部割り込み（IRQ、PINT）、内蔵周辺モジュール* 64 

： 

255 

H'00000100～H'00000103 

： 

H'000003FC～H'000003FF 

【注】 * 外部割り込み、各内蔵周辺モジュール割り込みのベクタ番号とベクタテーブルアドレスオフセットは「第 6章 割

り込みコントローラ（INTC）」の表 6.4を参照してください。 

 

表 5.4 例外処理ベクタテーブルアドレスの算出法 

例外要因 ベクタテーブルアドレス算出法 

リセット ベクタテーブルアドレス＝（ベクタテーブルアドレスオフセット） 

 ＝（ベクタ番号）×4 

アドレスエラー、 

バスエラー 

レジスタバンクエラー、 

割り込み、命令 

ベクタテーブルアドレス＝VBR＋（ベクタテーブルアドレスオフセット） 

 ＝VBR＋（ベクタ番号）×4 

【注】 1. ベクタテーブルアドレスオフセット：表 5.3を参照 

 2. ベクタ番号：表 5.3を参照 
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5.2 リセット 

5.2.1 入出力端子 

リセット関連の端子構成を表 5.5に示します。 
 

表 5.5 端子構成 

名称 端子名 入出力 機   能 

パワーオンリセット RES 入力 端子にローレベルを入力することにより、パワーオンリセッ

ト処理へ遷移します。 

マニュアルリセット MRES 入力 端子にローレベルを入力することにより、マニュアルリセッ

ト処理へ遷移します。 

 

5.2.2 リセットの種類 

リセットは最も優先順位の高い例外処理要因です。リセットには、パワーオンリセットとマニュアルリセット

の 2種類があります。表 5.6に示すように、パワーオンリセット、マニュアルリセットのどちらでも CPU状態は

初期化されます。FPU状態はパワーオンリセットでは初期化され、マニュアルリセットでは初期化されません。

また、内蔵周辺モジュールのレジスタは一部のレジスタを除き、パワーオンリセットで初期化されますが、マニ

ュアルリセットでは初期化されません。 
 

表 5.6 リセット状態 

リセット状態への遷移条件 内部状態 種類 

RES H-UDI 

コマンド 

MRES WDT 

オーバフロー

CPU 内蔵周辺 

モジュール、 

I/Oポート 

WDTのWRCSR、 

CPGの FRQCR 

ロー － － － 初期化 初期化*1 初期化 

ハイ H-UDIリセット 

アサートコマンド

をセット 

－ － 初期化 初期化*1 初期化 

パワーオン

リセット 

ハイ H-UDIリセット 

アサート以外の 

コマンドをセット 

－ パワーオン 初期化 初期化*1 初期化しない 

ハイ H-UDIリセット 

アサート以外の 

コマンドをセット 

ロー － 初期化 初期化しない*2 初期化しない マニュアル

リセット 

ハイ H-UDIリセット 

アサート以外の 

コマンドをセット 

ハイ マニュアル 初期化 初期化しない*2 初期化しない 

【注】 *1 一部のレジスタを除きます。詳細は｢30.3 各動作モードにおけるレジスタの状態｣を参照してください。 

 *2 ただし、INTCの IBNRの BNビットは初期化されます。 
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5.2.3 パワーオンリセット 

（1） RES端子によるパワーオンリセット 

RES端子をローレベルにすると、本 LSIはパワーオンリセット状態になります。本 LSIを確実にリセットする

ために、電源投入時またはソフトウェアスタンバイモード時（クロックが停止している場合）は発振安定時間の

間、クロックが動作している場合は最低 20 tcycの間 RES端子をローレベルに保持してください。パワーオンリセ

ット状態では、CPUの内部状態と内蔵周辺モジュールのレジスタがすべて初期化されます。パワーオンリセット

状態での各端子の状態は「付録 A. 端子状態」を参照してください。 

パワーオンリセット状態で、RES端子を一定期間ローレベルに保持した後ハイレベルにすると、パワーオンリ

セット例外処理が開始されます。このとき、CPUは次のように動作します。 

1. プログラムカウンタ（PC）の初期値（実行開始アドレス）を、例外処理ベクタテーブルから取り出します。 

2. スタックポインタ（SP）の初期値を、例外処理ベクタテーブルから取り出します。 

3. ベクタベースレジスタ（VBR）をH'00000000にクリアし、ステータスレジスタ（SR）の割り込みマスクレベ

ルビット（I3～I0）をH'F（B'1111）に、BOビットおよびCSビットを0に初期化します。またINTCのIBNRの

BNビットを0に初期化します。さらに、FPSCRをH'00040001に初期化します。 

4. 例外処理ベクタテーブルから取り出した値をそれぞれPCとSPに設定し、プログラムの実行を開始します。 

 

なお、パワーオンリセット処理は、システムの電源投入時、必ず行うようにしてください。 
 

（2） H-UDIリセットアサートコマンドによるパワーオンリセット 

H-UDIリセットアサートコマンドをセットすると、パワーオンリセット状態になります。H-UDIリセットアサ

ートコマンドは、RES端子によるパワーオンリセットと同等です。H-UDIリセットネゲートコマンドをセットす

ることにより、パワーオンリセット状態が解除されます。H-UDIリセットアサートコマンドと H-UDIリセットネ

ゲートコマンド間に必要な時間は、パワーオンリセットをかけるために RES端子をローレベルに保つ時間と同じ

です。H-UDIリセットアサートコマンドによるパワーオンリセット状態で、H-UDIリセットネゲートコマンドを

セットすると、パワーオンリセット例外処理が開始されます。このときの CPUの動作は、RES端子によるパワー

オンリセットのときと同様です。 
 

（3） WDTによるパワーオンリセット 

WDTのウォッチドッグタイマモードでパワーオンリセットを発生する設定にし、WDTのWTCNTがオーバフ

ローするとパワーオンリセット状態になります。 

このとき、WDTによるリセット信号ではWDTのWRCSR、CPGの FRQCRは初期化されません。 

また、RES端子、H-UDIリセットアサートコマンドによるリセットとWDTのオーバフローによるリセットが

同時に発生したときは RES端子、H-UDIリセットアサートコマンドによるリセットが優先され、WRCSRのWOVF

ビットは 0にクリアされます。WDTによりパワーオンリセット例外処理が開始されたときの CPU動作は、RES

端子によるパワーオンリセットのときと同様です。 
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5.2.4 マニュアルリセット 

（1） MRES端子によるマニュアルリセット 

MRES端子をローレベルにすると、本 LSIはマニュアルリセット状態になります。本 LSIを確実にリセットす

るために最低 20 tcycの間MRES端子をローレベルに保持してください。マニュアルリセット状態では、CPUの

内部状態が初期化され、内蔵周辺モジュールのレジスタは初期化されません。マニュアルリセット状態で、MRES

端子を一定期間ローレベルに保持した後ハイレベルにすると、マニュアルリセット例外処理が開始されます。こ

のとき、CPUは次のように動作します。 

1. プログラムカウンタ（PC）の初期値（実行開始アドレス）を、例外処理ベクタテーブルから取り出します。 

2. スタックポインタ（SP）の初期値を、例外処理ベクタテーブルから取り出します。 

3. ベクタベースレジスタ（VBR）をH'00000000にクリアし、ステータスレジスタ（SR）の割り込みマスクレベ

ルビット（I3～I0）をH'F（B'1111）に、BOビットおよびCSビットを0に初期化します。またINTCのIBNRの

BNビットを0に初期化します。 

4. 例外処理ベクタテーブルから取り出した値をそれぞれPCとSPに設定し、プログラムの実行を開始します。 

 

（2） WDTによるマニュアルリセット 

WDTのウォッチドッグタイマモードでマニュアルリセットが発生する設定にしWDTのWTCNTがオーバフロ

ーすると、マニュアルリセット状態になります。 

WDTによりマニュアルリセット例外処理が開始されたときの CPU動作は、MRES端子によるマニュアルリセ

ットのときと同様です。 
 

（3） マニュアルリセット時の注意事項 

マニュアルリセット発生時、バスサイクルは保持されます。そのため、CPUがバス権を獲得するまでマニュア

ルリセット例外処理は保留されます。マニュアルリセットでは CPUおよび INTCの IBNRの BNビットを初期化

します。FPUやその他のモジュールは初期化されません。 
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5.3 アドレスエラー 

5.3.1 アドレスエラー発生要因 

アドレスエラーは、表 5.7に示すように命令フェッチ、データ読み出し／書き込み時に発生します。 
 

表 5.7 バスサイクルとアドレスエラー 

バスサイクル 

種類 バスマスタ

バスサイクルの内容 アドレスエラーの発生 

偶数アドレスから命令をフェッチ なし（正常） 

奇数アドレスから命令をフェッチ アドレスエラー発生 

キャッシュのアドレスアレイ空間*1の H'F0000000～H'F5FFFFFF

以外から命令をフェッチ 

なし（正常） 

命令フェッチ CPU 

キャッシュのアドレスアレイ空間*1の H'F0000000～H'F5FFFFFF

から命令をフェッチ 

アドレスエラー発生 

ワードデータを偶数アドレスからアクセス なし（正常） 

ワードデータを奇数アドレスからアクセス アドレスエラー発生 

ロングワードデータをロングワード境界からアクセス なし（正常） 

ロングワードデータをロングワード境界以外からアクセス アドレスエラー発生 

ダブルロングワードデータをダブルロングワード境界から 

アクセス 

なし（正常） 

ダブルロングワードデータをダブルロングワード境界以外から 

アクセス 

アドレスエラー発生 

ワードデータ、バイトデータを内蔵周辺モジュール空間*2で 

アクセス 

なし（正常） 

ロングワードデータを 16ビットの内蔵周辺モジュール空間*2で 

アクセス 

なし（正常） 

データ読み出し

／書き込み 

CPU 

ロングワードデータを 8ビットの内蔵周辺モジュール空間*2で 

アクセス 

なし（正常） 

【注】 *1 キャッシュのアドレスアレイ空間については、「第 8章 キャッシュ」を参照してください。 

 *2 内蔵周辺モジュール空間については、「第 9章 バスステートコントローラ（BSC）」を参照してください。 
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5.3.2 アドレスエラー例外処理 

アドレスエラーが発生すると、アドレスエラーを起こしたバスサイクルが終了し*、実行中の命令が完了してか

らアドレスエラー例外処理が開始されます。このとき、CPUは次のように動作します。 

1. 発生したアドレスエラーに対応する例外サービスルーチン開始アドレスを、例外処理ベクタテーブルから取

り出します。 

2. ステータスレジスタ（SR）をスタックに退避します。 

3. プログラムカウンタ（PC）をスタックに退避します。退避するPCの値は、最後に実行した命令の次命令の先

頭アドレスです。 

4. 例外処理ベクタテーブルから取り出したアドレスへジャンプして、プログラムの実行を開始します。このと

きのジャンプは遅延分岐ではありません。 

【注】 * データ読み出し／書き込みによるアドレスエラー時、命令フェッチによるアドレスエラー時は、上記動作終了まで

にアドレスエラーを起こしたバスサイクルが終了しない場合、当該バスサイクル終了まで、CPUは再度アドレス

エラー例外処理を開始します。 

 

5.4 バスエラー 

5.4.1 バスエラー発生要因 

バス監視において、CPUへのバスエラー発生通知が設定されており、不正アドレスアクセス、バスタイムアウ

トを検出したときに発生します。詳細は「第 10章 バス監視」を参照してください。 
 

5.4.2 バスエラー例外処理 

バスエラーが発生すると、バスエラーを起こしたバスサイクルが終了し、実行中の命令が完了してからバスエ

ラー例外処理が開始されます。このとき、CPUは次のように動作します。 

1. 発生したバスエラーに対応する例外サービスルーチン開始アドレスを、例外処理ベクタテーブルから取り出

します。 

2. ステータスレジスタ（SR）をスタックに退避します。 

3. プログラムカウンタ（PC）をスタックに退避します。退避するPCの値は、最後に実行した命令の次命令の先

頭アドレスです。 

4. 例外処理ベクタテーブルから取り出したアドレスへジャンプして、プログラムの実行を開始します。このと

きのジャンプは遅延分岐ではありません。 
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5.5 レジスタバンクエラー 

5.5.1 レジスタバンクエラー発生要因 

（1） バンクオーバフロー 

割り込みコントローラにおいて、レジスタバンクオーバフロー例外を受け付けるように設定（INTCの IBNRの

BOVEビット＝1）されており、レジスタバンクを使用する割り込みが発生し、CPUに受け付けられたとき、レジ

スタバンクのすべての領域に退避がすでに行われていた場合 
 

（2） バンクアンダフロー 

レジスタバンクに退避が行われていないときに、RESBANK命令を実行しようとした場合 
 

5.5.2 レジスタバンクエラー例外処理 

レジスタバンクエラーが発生すると、レジスタバンクエラー例外処理が発生します。このとき、CPUは次のよ

うに動作します。 

1. 発生したレジスタバンクエラーに対応する例外サービスルーチン開始アドレスを、例外処理ベクタテーブル

から取り出します。 

2. ステータスレジスタ（SR）をスタックに退避します。 

3. プログラムカウンタ（PC）をスタックに退避します。退避するPCの値は、バンクオーバフロー時は最後に実

行した命令の次命令の先頭アドレス、アンダフロー時は実行したRESBANK命令の先頭アドレスです。 

バンクオーバフロー時は多重割り込みを防止するために、バンクオーバフローの要因となった割り込みのレ

ベルをステータスレジスタ（SR）の割り込みマスクレベルビット（I3～I0）に書き込みます。 

4. 例外処理ベクタテーブルから取り出したアドレスへジャンプして、プログラムの実行を開始します。このと

きのジャンプは遅延分岐ではありません。 
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5.6 割り込み 

5.6.1 割り込み要因 

割り込み例外処理を起動させる要因には、表 5.8に示すように NMI、ユーザブレーク、H-UDI、IRQ、PINT、

内蔵周辺モジュールがあります。 
 

表 5.8 割り込み要因 

種類 要求元 要因数 

NMI NMI端子（外部からの入力） 1 

ユーザブレーク ユーザブレークコントローラ（UBC） 1 

H-UDI ユーザデバッグインタフェース（H-UDI） 1 

IRQ IRQ0～IRQ7端子（外部からの入力） 8 

PINT PINT0～PINT7端子（外部からの入力） 8 

内蔵周辺モジュール A/D変換器（ADC） 1 

 CD-ROMデコーダ（ROM-DEC） 6 

 マルチファンクションタイマパルスユニット 2（MTU2） 28 

 リアルタイムクロック（RTC） 3 

 ウォッチドッグタイマ（WDT） 1 

 I2Cバスインタフェース 3（IIC3） 15 

 ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC） 9 

 FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF） 32 

 コントローラエリアネットワーク（RCAN-ET） 2 

 IEBusTMコントローラ（IEB） 1 

 シリアルサウンドインタフェース（SSI） 2 

 8ビットタイマ（TMR） 6 

 

各割り込み要因には、それぞれ異なるベクタ番号とベクタテーブルオフセットが割り当てられています。ベク

タ番号とベクタテーブルアドレスオフセットについては「第 6章 割り込みコントローラ（INTC）」の表 6.4を

参照してください。 
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5.6.2 割り込み優先順位 

割り込み要因には優先順位が設けられており、複数の割り込みが同時に発生した場合（多重割り込み）、割り

込みコントローラ（INTC）によって優先順位が判定され、その判定結果に従って例外処理が起動されます。 

割り込み要因の優先順位は、優先レベル 0～16の値で表され、優先レベル 0が最低で、優先レベル 16が最高で

す。NMI割り込みは、優先レベル 16のマスクできない最優先の割り込みで、常に受け付けられます。ユーザブレ

ーク割り込み、および H-UDIの優先レベルは 15です。IRQ割り込み、PINT割り込みと内蔵周辺モジュール割り

込みの優先レベルは、INTCの割り込み優先レベル設定レジスタ 01、02、05～16（IPR01、IPR02、IPR05～IPR16）

で自由に設定することができます（表 5.9）。設定できる優先レベルは 0～15で、優先レベル 16は設定できませ

ん。IPR01、IPR02、IPR05～IPR16については「6.3.1 割り込み優先レベル設定レジスタ 01、02、05～16（IPR01、

IPR02、IPR05～IPR16）」を参照してください。 
 

表 5.9 割り込み優先順位 

種類 優先レベル 備考 

NMI 16 優先レベル固定、マスク不可能 

ユーザブレーク 15 優先レベル固定 

H-UDI 15 優先レベル固定 

IRQ 0～15 割り込み優先レベル設定レジスタ 01、02、05～16 

PINT  （IPR01、IPR02、IPR05～IPR16）により設定 

内蔵周辺モジュール 0～15 割り込み優先レベル設定レジスタ 01、02、05～16 

（IPR01、IPR02、IPR05～IPR16）により設定 
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5.6.3 割り込み例外処理 

割り込みが発生すると、割り込みコントローラ（INTC）によって優先順位が判定されます。NMIは常に受け付

けられますが、それ以外の割り込みは、その優先レベルがステータスレジスタ（SR）の割り込みマスクレベルビ

ット（I3～I0）に設定されている優先レベルより高い場合だけ受け付けられます。 

割り込みが受け付けられると割り込み例外処理が開始されます。割り込み例外処理では、CPUは受け付けた割

り込みに対応する例外サービスルーチン開始アドレスを例外処理ベクタテーブルから取り出し、SRとプログラム

カウンタ（PC）をスタックに退避します。NMI、ユーザブレーク以外の割り込み例外処理で、レジスタバンクを

使用する設定が行われている場合には、汎用レジスタ R0～R14、コントロールレジスタ GBR、システムレジスタ

MACH、MACL、PRおよび実行される例外処理のベクタ番号をレジスタバンクに退避します。アドレスエラー、

バスエラー、NMI割り込み、ユーザブレーク割り込み、命令による例外処理の場合、レジスタバンクへの退避は

行われません。また、レジスタバンクのすべてのバンク（0～14）に退避が行われていた場合には、レジスタバン

クの代わりにスタックへの自動退避が行われます。この場合、割り込みコントローラにおいて、レジスタバンク

オーバフロー例外を受け付けないように設定（INTCの IBNRの BOVEビット＝0）されている必要があります。

レジスタバンクオーバフロー例外を受け付けるように設定（INTCの IBNRの BOVEビット＝1）されている場合

には、レジスタバンクオーバフロー例外が発生します。次に、受け付けた割り込みの優先レベル値を SRの I3～I0

ビットに書き込みます。ただし、NMIの場合の優先レベルは 16ですが、I3～I0ビットに設定される値は H'F（レ

ベル 15）です。その後、例外処理ベクタテーブルから取り出した割り込み例外サービスルーチンの開始アドレス

にジャンプして、プログラムの実行を開始します。このときのジャンプは遅延分岐ではありません。割り込み例

外処理の詳細については「6.6 動作説明」を参照してください。 
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5.7 命令による例外 

5.7.1 命令による例外の種類 

例外処理を起動する命令には、表 5.10に示すように、トラップ命令、スロット不当命令、一般不当命令、整数

除算例外、FPU例外があります。 
 

表 5.10 命令による例外の種類 

種類 要因となる命令 備考 

トラップ命令 TRAPA  

スロット不当命令 遅延分岐命令直後（遅延スロット）に配置

された未定義コード、PCを書き換える命

令、32ビット命令、RESBANK命令, 

DIVS命令または DIVU命令 

遅延分岐命令：JMP、JSR、BRA、BSR、RTS、RTE、

BF/S、BT/S、BSRF、BRAF 

PCを書き換える命令：JMP、JSR、BRA、BSR、RTS、

RTE、BT、BF、TRAPA、BF/S、BT/S、BSRF、BRAF、

JSR/N、RTV/N 

32ビット命令：BAND.B、BANDNOT.B、BCLR.B、BLD.B、

BLDNOT.B、BOR.B、BORNOT.B、BSET.B、BST.B、

BXOR.B、MOV.B@disp12、MOV.W@disp12、

MOV.L@disp12、MOVI20、MOVI20S、MOVU.B、MOVU.W 

一般不当命令 遅延スロット以外にある未定義コード  

整数除算例外 ゼロ除算 DIVU、DIVS 

 負の最大値÷（－1） DIVS 

FPU例外 IEEE754規格で定義された無効演算例外ま

たは、ゼロによる除算例外を引き起こす命

令、オーバフロー、アンダフローおよび不

正確例外を引き起こす可能性のある命令 

FADD、FSUB、FMUL、FDIV、FMAC、FCMP/EQ、

FCMP/GT、FLOAT、FTRC、FCNVDS、FCNVSD、FSQRT 

 

5.7.2 トラップ命令 

TRAPA命令を実行すると、トラップ命令例外処理が開始されます。このとき、CPUは次のように動作します。 

1. TRAPA命令で指定したベクタ番号に対応する例外サービスルーチン開始アドレスを、例外処理ベクタテーブ

ルから取り出します。 

2. ステータスレジスタ（SR）をスタックに退避します。 

3. プログラムカウンタ（PC）をスタックに退避します。退避するPCの値は、TRAPA命令の次命令の先頭アド

レスです。 

4. 例外処理ベクタテーブルから取り出したアドレスへジャンプして、プログラムの実行を開始します。このと

きのジャンプは遅延分岐ではありません。 
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5.7.3 スロット不当命令 

遅延分岐命令の直後に配置された命令のことを「遅延スロットに配置された命令」と呼びます。遅延スロット

に配置された命令が未定義コード、PCを書き換える命令、32ビット命令、RESBANK命令、DIVS命令、または

DIVU命令のとき、これらの命令がデコードされるとスロット不当命令例外処理が開始されます。スロット不当命

令例外処理のとき、CPUは次のように動作します。 

1. 例外サービスルーチン開始アドレスを例外処理ベクタテーブルから取り出します。 

2. ステータスレジスタ（SR）をスタックに退避します。 

3. プログラムカウンタ（PC）をスタックに退避します。退避するPCの値は、未定義コード、PCを書き換える

命令、32ビット命令、RESBANK命令、DIVS命令、またはDIVU命令の直前にある遅延分岐命令の飛び先アド

レスです。 

4. 例外処理ベクタテーブルから取り出したアドレスへジャンプして、プログラムの実行を開始します。このと

きのジャンプは遅延分岐ではありません。 

 

5.7.4 一般不当命令 

遅延分岐命令の直後（遅延スロット）以外に配置された未定義コードをデコードすると、一般不当命令例外処

理が開始されます。このとき、CPUはスロット不当命令例外処理と同じ手順で動作します。ただし、退避する PC

の値は、スロット不当命令例外処理と異なり、この未定義コードの先頭アドレスになります。 
 

5.7.5 整数除算例外 

整数除算命令がゼロによる除算を実行した場合、または整数除算の結果がオーバフローしたとき、整数除算例

外が発生します。ゼロによる除算例外の要因となる命令は DIVUと DIVSです。オーバフロー例外の要因となる

命令は DIVSのみで、負の最大値を－1で除算する場合にのみ発生します。整数除算例外が発生すると CPUは次

のように動作します。 

1. 発生した整数除算例外に対応する例外サービスルーチン開始アドレスを、例外処理ベクタテーブルから取り

出します。 

2. ステータスレジスタ（SR）をスタックに退避します。 

3. プログラムカウンタ（PC）をスタックに退避します。退避するPCの値は、例外を発生した整数除算命令の先

頭アドレスです。 

4. 例外処理ベクタテーブルから取り出したアドレスへジャンプして、プログラムの実行を開始します。このと

きのジャンプは遅延分岐ではありません。 
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5.7.6 FPU例外 

浮動小数点ステータス／コントロールレジスタ（FPSCR）の FPU例外イネーブルフィールド（Enable）中の V、

Z、O、U、または Iビットがセットされているとき、FPU例外処理が発生します。これは浮動小数点演算命令が

IEEE754規格で定義された無効演算例外、ゼロによる除算例外、オーバフロー（可能性のある命令）、アンダフ

ロー（可能性のある命令）、および不正確例外（可能性のある命令）を引き起こしたことを示します。 

FPU例外処理の発生要因となる浮動小数点演算命令には以下の命令があります。 

FADD、FSUB、FMUL、FDIV、FMAC、FCMP/EQ、FCMP/GT、FLOAT、FTRC、FCNVDS、FCNVSD、FSQRT 
 

該当する FPU例外イネーブルビット（Enable）がセットされているときのみ、FPU例外処理が発生します。FPU

が浮動小数点演算による例外要因を検出すると、FPUの動作は中断されて CPUに FPU例外処理の発生を通知し

ます。CPUは例外処理を開始すると次のように動作します。 

1. 発生したFPU例外処理に対応する例外サービスルーチンの開始アドレスを、例外処理ベクタテーブルから取

り出します。 

2. ステータスレジスタ（SR）をスタックに退避します。 

3. プログラムカウンタ（PC）をスタックに退避します。退避するPCの値は最後に実行した命令の次の命令の先

頭アドレスです。 

4. 例外処理ベクタテーブルから取り出した例外サービスルーチンの開始アドレスにジャンプして、プログラム

の実行を開始します。このときのジャンプは遅延分岐ではありません。 

 

FPSCRの FPU例外フラグフィールド（Flag）は、FPU例外処理が受け付けられたか否かにかかわらず常に更新

され、ユーザが明示的に命令でクリアするまでセットされたままです。FPSCRの FPU例外要因フィールド（Cause）

は浮動小数点演算命令が実行されるごとに変化します。 

また、FPSCRの FPU例外イネーブルフィールド（Enable）中の Vビットがセットされ、かつ FPSCRの QISビ

ットがセットされているとき、qNaNまたは±∞を浮動小数点演算命令のソースに入力すると FPU例外処理が発

生します。 

5.8 例外処理が受け付けられない場合 

アドレスエラー、バスエラー、FPU例外、レジスタバンクエラー（オーバフロー）および割り込みは、表 5.11

に示すように、遅延分岐命令の直後に発生すると、すぐに受け付けられず保留される場合があります。この場合、

例外を受け付けられる命令がデコードされたときに受け付けられます。 
 

表 5.11 遅延分岐命令の直後の例外要因発生 

例外要因 発生した時点 

アドレスエラー バスエラー FPU例外 レジスタバンクエラー 

（オーバフロー） 

割り込み 

遅延分岐命令*の直後 × × × × × 

【記号説明】 ×：受け付けられない 
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【注】 * 遅延分岐命令：JMP、JSR、BRA、BSR、RTS、RTE、BF/S、BT/S、BSRF、BRAF 

5.9 例外処理後のスタックの状態 

例外処理終了後のスタックの状態は、表 5.12に示すようになります。 
 

表 5.12 例外処理終了後のスタックの状態 

種類 スタックの状態 種類 スタックの状態 

アドレス

エラー SP

SR

実行済命令の
次命令アドレス

（32ビット）

（32ビット）

割り込み 

SP

SR

実行済命令の
次命令アドレス

（32ビット）

（32ビット）

 

バス 

エラー SP

SR

実行済命令の
次命令アドレス

（32ビット）

（32ビット）

FPU例外

SP

SR

実行済命令の
次命令アドレス

（32ビット）

（32ビット）

 

レジスタ

バンク 

エラー

（オーバ

フロー） 

SP

SR

実行済命令の
次命令アドレス

（32ビット）

（32ビット）

レジスタ

バンク 

エラー 

（アンダ

フロー） 

SP

SR

当該RESBANK
命令の先頭アドレス

（32ビット）

（32ビット）

 

トラップ

命令 SP

SR

TRAPA命令の
次命令アドレス

（32ビット）

（32ビット）

スロット

不当命令 SP

SR

遅延分岐命令の
飛び先アドレス

（32ビット）

（32ビット）

 

一般不当

命令 SP

SR

一般不当命令の
先頭アドレス

（32ビット）

（32ビット）

整数除算

例外 SP

SR

当該整数除算
命令の先頭アドレス

（32ビット）

（32ビット）
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5.10 使用上の注意事項 

5.10.1 スタックポインタ（SP）の値 

SPの値は必ず 4の倍数になるようにしてください。SPが 4の倍数以外のとき、例外処理でスタックがアクセス

されるとアドレスエラーが発生します。 
 

5.10.2 ベクタベースレジスタ（VBR）の値 

VBRの値は必ず 4の倍数になるようにしてください。VBRが 4の倍数以外のとき、例外処理でスタックがアク

セスされるとアドレスエラーが発生します。 
 

5.10.3 アドレスエラー例外処理のスタッキングで発生するアドレスエラー 

SPが 4の倍数になっていないと、例外処理（割り込みなど）のスタッキングでアドレスエラーが発生し、その

例外処理終了後、アドレスエラー例外処理に移ります。アドレスエラー例外処理でのスタッキングでもアドレス

エラーが発生しますが、無限にアドレスエラー例外処理によるスタッキングが続かないように、そのときのアド

レスエラーは受け付けないようになっています。これにより、プログラムの制御をアドレスエラー例外サービス

ルーチンに移すことができ、エラー処理を行うことができます。 

なお、例外処理のスタッキングでアドレスエラーが発生した場合、スタッキングのバスサイクル（ライト）は

実行されます。SRと PCのスタッキングでは、SPがそれぞれ－4されるので、スタッキング終了後も SPの値は 4

の倍数になっていません。また、スタッキング時に出力されるアドレスの値は SPの値で、エラーの発生したアド

レスそのものが出力されます。このとき、スタッキングされたライトデータは不定です。 
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6. 割り込みコントローラ（INTC） 

割り込みコントローラ（INTC）は、割り込み要因の優先順位を判定し、CPUへの割り込み要求を制御します。

INTCには、各割り込みの優先順位を設定するためのレジスタがあり、ユーザがこのレジスタに設定した優先順位

に従って、割り込み要求が処理されます。 

6.1 特長 

• 割り込み優先順位を16レベル設定可能 

14本の割り込み優先レベル設定レジスタにより、IRQ割り込み、PINT割り込み、および内蔵周辺モジュール

割り込みの優先順位を要求元別に16レベルまで設定することができます。 

• NMIノイズキャンセラ機能 

NMI端子の状態を示すNMI入力レベルビットを持っています。割り込み例外サービスルーチンでこのビット

を読むことにより端子状態を確認でき、ノイズキャンセラ機能として使用できます。 

• レジスタバンク 

本LSIでは、レジスタバンクを内蔵しており、割り込み処理に伴うレジスタの退避、復帰を高速に行うことが

できます。 
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図 6.1に INTCのブロック図を示します。 

UBC

H-UDI

ADC 

ROM-DEC

MTU2

RTC

WDT

IIC3

DMAC

SCIF

RCAN-ET 

IEB

SSI

TMR

UBC
H-UDI
ADC 
ROM-DEC
MTU2
RTC
WDT
IIC3
DMAC
SCIF
RCAN-ET 
IEB
SSI
TMR

：ユーザブレークコントローラ
：ユーザデバッグインタフェース
：A/D変換器
：CD-ROMデコーダ 
：マルチファンクションタイマパルスユニット2
：リアルタイムクロック
：ウォッチドッグタイマ
：I2Cバスインタフェース3
：ダイレクトメモリアクセスコントローラ
：FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース
：コントローラエリアネットワーク 
：IEBusTMコントローラ
：シリアルサウンドインタフェース
：8ビットタイマ

ICR0
ICR1
ICR2
IRQRR
PINTER
PIRR
IBCR
IBNR
IPR01、02、05～16

：割り込みコントロールレジスタ0
：割り込みコントロールレジスタ1
：割り込みコントロールレジスタ2
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図 6.1 INTCのブロック図 
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6.2 入出力端子 

INTCの端子を表 6.1に示します。 
 

表 6.1 端子構成 

名称 端子名 入出力 機   能 

ノンマスカブル割り込み入力端子 NMI 入力 マスク不可能な割り込み要求信号を入力 

IRQ7～IRQ0 入力 割り込み要求入力端子 

PINT7～PINT0 入力 

マスク可能な割り込み要求信号を入力 

 

6.3 レジスタの説明 

INTCには以下のレジスタがあります。これらのレジスタにより、割り込み優先順位の設定や、外部割り込み入

力信号の検出制御などを行います。 
 

表 6.2 レジスタ構成 

レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス アクセス 

サイズ 

割り込みコントロールレジスタ 0 ICR0 R/W *1 H'FFFD9400 16、32 

割り込みコントロールレジスタ 1 ICR1 R/W H'0000 H'FFFD9402 16 

割り込みコントロールレジスタ 2 ICR2 R/W H'0000 H'FFFD9404 16、32 

IRQ割り込み要求レジスタ IRQRR R/(W)*2 H'0000 H'FFFD9406 16 

PINT割り込みイネーブルレジスタ PINTER R/W H'0000 H'FFFD9408 16、32 

PINT割り込み要求レジスタ PIRR R H'0000 H'FFFD940A 16 

バンクコントロールレジスタ IBCR R/W H'0000 H'FFFD940C 16、32 

バンク番号レジスタ IBNR R/W H'0000 H'FFFD940E 16 

割り込み優先レベル設定レジスタ 01 IPR01 R/W H'0000 H'FFFD9418 16、32 

割り込み優先レベル設定レジスタ 02 IPR02 R/W H'0000 H'FFFD941A 16 

割り込み優先レベル設定レジスタ 05 IPR05 R/W H'0000 H'FFFD9420 16 

割り込み優先レベル設定レジスタ 06 IPR06 R/W H'0000 H'FFFD9800 16、32 

割り込み優先レベル設定レジスタ 07 IPR07 R/W H'0000 H'FFFD9802 16 

割り込み優先レベル設定レジスタ 08 IPR08 R/W H'0000 H'FFFD9804 16、32 

割り込み優先レベル設定レジスタ 09 IPR09 R/W H'0000 H'FFFD9806 16 

割り込み優先レベル設定レジスタ 10 IPR10 R/W H'0000 H'FFFD9808 16、32 

割り込み優先レベル設定レジスタ 11 IPR11 R/W H'0000 H'FFFD980A 16 

割り込み優先レベル設定レジスタ 12 IPR12 R/W H'0000 H'FFFD980C 16、32 

割り込み優先レベル設定レジスタ 13 IPR13 R/W H'0000 H'FFFD980E 16 

割り込み優先レベル設定レジスタ 14 IPR14 R/W H'0000 H'FFFD9810 16、32 
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レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス アクセス 

サイズ 

割り込み優先レベル設定レジスタ 15 IPR15 R/W H'0000 H'FFFD9812 16 

割り込み優先レベル設定レジスタ 16 IPR16 R/W H'0000 H'FFFD9814 16 

DMA転送要求イネーブルレジスタ 0 DREQER0 R/W H'00 H'FFFF1600 8、16、32 

DMA転送要求イネーブルレジスタ 1 DREQER1 R/W H'00 H'FFFF1601 8 

DMA転送要求イネーブルレジスタ 2 DREQER2 R/W H'00 H'FFFF1602 8、16 

DMA転送要求イネーブルレジスタ 3 DREQER3 R/W H'00 H'FFFF1603 8 

【注】 *1 NMI端子がハイレベルのとき：H'8000、ローレベルのとき：H'0000です。 

 *2 フラグをクリアするため、1を読み出した後に 0を書き込むことのみ可能です。 
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6.3.1 割り込み優先レベル設定レジスタ 01、02、05～16 

（IPR01、IPR02、IPR05～IPR16） 

IPR01、IPR02、IPR05～IPR16は、それぞれ読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、IRQ割り込み、

PINT割り込み、および内蔵周辺モジュール割り込みの優先順位（レベル 0～15）を設定します。割り込み要求元

と IPR01、IPR02、IPR05～IPR16の各ビットの対応を表 6.3に示します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W  

 

表 6.3 割り込み要求元と IPR01、IPR02、IPR05～IPR16 

レジスタ名 ビット 

 15～12 11～8 7～4 3～0 

割り込み優先レベル設定レジスタ 01 IRQ0 IRQ1 IRQ2 IRQ3 

割り込み優先レベル設定レジスタ 02 IRQ4 IRQ5 IRQ6 IRQ7 

割り込み優先レベル設定レジスタ 05 PINT0～PINT7 予約 ADI 予約 

割り込み優先レベル設定レジスタ 06 ROM-DEC MTU0 

（TGI0A～TGI0D）

MTU0 

（TCI0V、TGI0E、

TGI0F） 

MTU1 

（TGI1A、TGI1B） 

割り込み優先レベル設定レジスタ 07 MTU1 

（TCI1V、TCI1U）

MTU2 

（TGI2A、TGI2B）

MTU2 

（TCI2V、TCI2U） 

MTU3 

（TGI3A～TGI3D） 

割り込み優先レベル設定レジスタ 08 MTU3（TGI3V） MTU4 

（TGI4A～TGI4D）

MTU4 

（TGI4V） 

MTU5 

（TGI5U、TGI5V、

TGI5W） 

割り込み優先レベル設定レジスタ 09 RTC WDT IIC0 予約 

割り込み優先レベル設定レジスタ 10 IIC1 IIC2 DMAC0 DMAC1 

割り込み優先レベル設定レジスタ 11 DMAC2 DMAC3 SCIF0 SCIF1 

割り込み優先レベル設定レジスタ 12 SCIF2 SCIF3 SCIF4 SCIF5 

割り込み優先レベル設定レジスタ 13 SCIF6 SCIF7 DMINTA DMAC4 

割り込み優先レベル設定レジスタ 14 DMAC5 DMAC6 DMAC7 予約 

割り込み優先レベル設定レジスタ 15 予約 RCAN-ET0 RCAN-ET1 IEB 

割り込み優先レベル設定レジスタ 16 SSI0 SSI1 TMR0 TMR1 

 

表 6.3に示すように、ビット 15～12、ビット 11～8、ビット 7～4、ビット 3～0の各 4ビットに H'0（0000）か

ら H'F（1111）の範囲の値をセットすることによって、それぞれに対応する割り込みの優先順位が設定されます。

割り込み優先順位は、H'0をセットすると優先レベル 0（最低）に、H'Fをセットすると優先レベル 15（最高）に

なります。 

IPR01、IPR02、IPR05～IPR16は、パワーオンリセットとディープスタンバイモードで H'0000に初期化されま

す。 
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6.3.2 割り込みコントロールレジスタ 0（ICR0） 

ICR0は、16ビットのレジスタで、外部割り込み入力端子 NMIの入力信号検出モードを設定し、NMI端子への

入力レベルを示します。ICR0はパワーオンリセットとディープスタンバイモードで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

* 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R/W R R R R R R R R

【注】 NMI端子がハイレベルのとき1、ローレベルのとき0です。*

NMIL - - - - - - NMIE - - - - - - - -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 NMIL * R NMI入力レベル 

NMI端子に入力されている信号のレベルが設定されます。本ビットを読むこと

によって、NMI端子のレベルを知ることができます。書き込みは無効です。 

0：NMI端子にローレベルが入力されている。 

1：NMI端子にハイレベルが入力されている。 

14～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 NMIE 0 R/W NMIエッジセレクト 

NMI入力の立ち下がりまたは立ち上がりのどちらで割り込み要求信号を検出

するかを選択します。 

0：NMI入力の立ち下がりエッジで割り込み要求を検出。 

1：NMI入力の立ち上がりエッジで割り込み要求を検出。 

7～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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6.3.3 割り込みコントロールレジスタ 1（ICR1） 

ICR1は、外部割り込み入力端子 IRQ7～IRQ0に対してローレベル、立ち下がりエッジ、立ち上がりエッジ、両

エッジの検出モードを個別に指定する 16ビットのレジスタです。ICR1はパワーオンリセットとディープスタン

バイモードで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

IRQ71S IRQ70S IRQ61S IRQ60S IRQ51S IRQ50S IRQ41S IRQ40S IRQ31S IRQ30S IRQ21S IRQ20S IRQ11S IRQ10S IRQ01S IRQ00S

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 IRQ71S 0 R/W 

14 IRQ70S 0 R/W 

13 IRQ61S 0 R/W 

12 IRQ60S 0 R/W 

11 IRQ51S 0 R/W 

10 IRQ50S 0 R/W 

9 IRQ41S 0 R/W 

8 IRQ40S 0 R/W 

7 IRQ31S 0 R/W 

6 IRQ30S 0 R/W 

5 IRQ21S 0 R/W 

4 IRQ20S 0 R/W 

3 IRQ11S 0 R/W 

2 IRQ10S 0 R/W 

1 IRQ01S 0 R/W 

0 IRQ00S 0 R/W 

IRQセンスセレクト 

IRQ7～IRQ0端子に対する割り込み信号をローレベル、立ち下がりエッジ、立

ち上がりエッジ、両エッジのどれで検出するかを選択します。 

00：割り込み要求を IRQn入力のローレベルで検出する。 

01：割り込み要求を IRQn入力の立ち下がりエッジで検出する。 

10：割り込み要求を IRQn入力の立ち上がりエッジで検出する。 

11：割り込み要求を IRQn入力の両エッジで検出する。 

【記号説明】 n＝7～0 
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6.3.4 割り込みコントロールレジスタ 2（ICR2） 

ICR2は、外部割り込み入力端子 PINT7～PINT0に対してローレベル、ハイレベルの検出モードを個別に指定す

る 16ビットのレジスタです。ICR2はパワーオンリセットとディープスタンバイモードで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - - - - - - - PINT7S PINT6S PINT5S PINT4S PINT3S PINT2S PINT1S PINT0S

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7 PINT7S 0 R/W 

6 PINT6S 0 R/W 

5 PINT5S 0 R/W 

4 PINT4S 0 R/W 

3 PINT3S 0 R/W 

2 PINT2S 0 R/W 

1 PINT1S 0 R/W 

0 PINT0S 0 R/W 

PINTセンスセレクト 

PINT7～PINT0端子に対する割り込み信号をローレベル、ハイレベルのいずれ

で検出するかを選択します。 

0：割り込み要求を PINTn入力のローレベルで検出する。 

1：割り込み要求を PINTn入力のハイレベルで検出する。 

【記号説明】 n＝7～0 
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6.3.5 IRQ割り込み要求レジスタ（IRQRR） 

IRQRRは、16ビットのレジスタで、外部割り込み入力端子 IRQ7～IRQ0の割り込み要求を示します。IRQ7～IRQ0

割り込みをエッジ検出に設定している場合、IRQ7F～IRQ0F＝1をリード後、IRQ7F～IRQ0Fに 0をライトするこ

とにより、保持されている割り込み要求を取り下げることができます。 

IRQRRはパワーオンリセットとディープスタンバイモードで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)*

【注】 フラグをクリアするため、1を読み出した後に0を書き込むことのみ可能です。*

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

- - - - - - - - IRQ7F IRQ6F IRQ5F IRQ4F IRQ3F IRQ2F IRQ1F IRQ0F

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7 IRQ7F 0 R/(W)*

6 IRQ6F 0 R/(W)*

5 IRQ5F 0 R/(W)*

4 IRQ4F 0 R/(W)*

3 IRQ3F 0 R/(W)*

2 IRQ2F 0 R/(W)*

1 IRQ1F 0 R/(W)*

0 IRQ0F 0 R/(W)*

IRQ割り込み要求 

IRQ7～IRQ0割り込み要求のステータスを表示します。 

 

レベル検出時 

0：IRQn割り込み要求が存在しません。 

［クリア条件］ 

• IRQn入力がハイレベルのとき 

1：IRQn割り込み要求が存在します。 

［セット条件］ 

• IRQn入力がローレベルのとき 

 

エッジ検出時 

0：IRQn割り込み要求が検出されていません。 

［クリア条件］ 

• IRQnF＝1の状態をリード後に 0をライトしたとき 

• IRQn割り込み例外処理を実行したとき 

1：IRQn割り込み要求が検出されています。 

［セット条件］ 

• IRQn端子に ICR1の IRQn1S、IRQn0Sに対応するエッジが発生したとき 

【記号説明】 n＝7～0 
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6.3.6 PINT割り込みイネーブルレジスタ（PINTER） 

PINTERは、外部割り込み入力端子 PINT7～PINT0に対する割り込み要求入力を許可する 16ビットのレジスタ

です。PINTERはパワーオンリセットとディープスタンバイモードで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - - - - - - - PINT7E PINT6E PINT5E PINT4E PINT3E PINT2E PINT1E PINT0E

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7 PINT7E 0 R/W 

6 PINT6E 0 R/W 

5 PINT5E 0 R/W 

4 PINT4E 0 R/W 

3 PINT3E 0 R/W 

2 PINT2E 0 R/W 

1 PINT1E 0 R/W 

0 PINT0E 0 R/W 

PINTイネーブルビット 

PINT7～PINT0端子に対する割り込み要求入力を許可するかどうか選択しま

す。 

0：PINTn入力割り込み要求をディスエーブルにする。 

1：PINTn入力割り込み要求をイネーブルにする。 

【記号説明】 n＝7～0 
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6.3.7 PINT割り込み要求レジスタ（PIRR） 

PIRRは、16ビットのレジスタで、外部割り込み PINT7～PINT0の割り込み要求を示します。PIRRはパワーオ

ンリセットとディープスタンバイモードで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

- - - - - - - - PINT7R PINT6R PINT5R PINT4R PINT3R PINT2R PINT1R PINT0R

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7 PINT7R 0 R 

6 PINT6R 0 R 

5 PINT5R 0 R 

4 PINT4R 0 R 

3 PINT3R 0 R 

2 PINT2R 0 R 

1 PINT1R 0 R 

0 PINT0R 0 R 

PINT割り込み要求 

PINT7～PINT0割り込み要求を示します。 

0：PINTn端子に割り込みなし。 

1：PINTn端子に割り込みあり。 

【記号説明】 n＝7～0 
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6.3.8 バンクコントロールレジスタ（IBCR） 

IBCRは、割り込み優先レベルに対してレジスタバンク使用の許可／禁止を設定することができます。IBCRは

パワーオンリセットとディープスタンバイモードで H'0000に初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R

E15 E14 E13 E12 E11 E10 E9 E8 E7 E6 E5 E4 E3 E2 E1 -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 E15 0 R/W 

14 E14 0 R/W 

13 E13 0 R/W 

12 E12 0 R/W 

11 E11 0 R/W 

10 E10 0 R/W 

9 E9 0 R/W 

8 E8 0 R/W 

7 E7 0 R/W 

6 E6 0 R/W 

5 E5 0 R/W 

4 E4 0 R/W 

3 E3 0 R/W 

2 E2 0 R/W 

1 E1 0 R/W 

イネーブル 

割り込み優先レベル 15～1に対してレジスタバンク使用の許可／禁止を設定

します。ただし、ユーザブレーク割り込みは常にレジスタバンク使用禁止です。 

0：レジスタバンクの使用を禁止します。 

1：レジスタバンクの使用を許可します。 

0 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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6.3.9 バンク番号レジスタ（IBNR） 

IBNRは、レジスタバンク使用の許可／禁止、およびレジスタバンクオーバフロー例外の許可／禁止を設定しま

す。また、BN3～BN0により次に退避されるバンク番号を示します。 

IBNRはパワーオンリセットとディープスタンバイモードで H'0000に初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R R R R R R R R R R R R R

BE[1:0] BOVE - - - - - - - - - BN[3:0]*

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 BE[1:0] 00 R/W レジスタバンクイネーブル 

レジスタバンク使用の許可／禁止を設定します。 

00：すべての割り込みでバンクの使用を禁止します。IBCRの設定は無視し

ます。 

01：NMI、ユーザブレーク以外のすべての割り込みでバンクの使用を許可しま

す。IBCRの設定は無視されます。 

10：予約（設定禁止） 

11：レジスタバンクの使用は、IBCRの設定に従います。 

13 BOVE 0 R/W レジスタバンクオーバフローイネーブル 

レジスタバンクオーバフロー例外の許可／禁止を設定します。 

0：レジスタバンクオーバフロー例外の発生を禁止します。 

1：レジスタバンクオーバフロー例外の発生を許可します。 

12～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3～0 BN[3:0]* 0000 R バンク番号 

次に退避されるバンク番号を示します。レジスタバンクを使用した割り込みが

受け付けられたとき、BN3～BN0が示すレジスタバンクに退避を行い、BNを

＋1します。レジスタバンク復帰命令の実行により、BNを－1した後、レジ

スタバンクから復帰を行います。 

【注】 * BN[3:0]は、マニュアルリセットで初期化されます。 
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6.3.10 DMA転送要求イネーブルレジスタ 0（DREQER0） 

DMA転送要求イネーブルレジスタ 0（DREQER0）は、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで、IIC3

の DMA転送要求の許可／禁止、CPU割り込み要求の許可／禁止の設定を行います。 

DMA転送要求イネーブルレジスタ 0は、パワーオンリセットとディープスタンバイモードで初期化されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

予約 IIC3
0ch RX

IIC3
2ch TX予約 IIC3

2ch RX
IIC3

1ch TX
IIC3

1ch RX
IIC3

0ch TX

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 予約 0 R/W 

6 予約 0 R/W 

5 IIC3 2ch TX 0 R/W 

4 IIC3 2ch RX 0 R/W 

3 IIC3 1ch TX 0 R/W 

2 IIC3 1ch RX 0 R/W 

DMA転送要求許可ビット 

DMA転送要求許可の許可／禁止、CPU割り込み要求の許可／禁止の設定を行

います。 

0：DMA転送要求禁止、CPU割り込み要求許可 

1：DMA転送要求許可、CPU割り込み要求禁止 

1 IIC3 0ch TX 0 R/W  

0 IIC3 0ch RX 0 R/W  

 

6.3.11 DMA転送要求イネーブルレジスタ 1（DREQER1） 

DMA転送要求イネーブルレジスタ 1（DREQER1）は、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで、SCIF

（0ch～3ch）の DMA転送要求の許可／禁止、CPU割り込み要求の許可／禁止の設定を行います。 

DMA転送要求イネーブルレジスタ 1は、パワーオンリセットとディープスタンバイモードで初期化されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

SCIF
0ch RX

SCIF
2ch TX

SCIF
2ch RX

SCIF
1ch TX

SCIF
1ch RX

SCIF
0ch TX

SCIF
3ch TX

SCIF
3ch RX

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 SCIF 3ch TX 0 R/W 

6 SCIF 3ch RX 0 R/W 

5 SCIF 2ch TX 0 R/W 

4 SCIF 2ch RX 0 R/W 

3 SCIF 1ch TX 0 R/W 

DMA転送要求許可ビット 

DMA転送要求許可の許可／禁止、CPU割り込み要求の許可／禁止の設定を行

います。 

0：DMA転送要求禁止、CPU割り込み要求許可 

1：DMA転送要求許可、CPU割り込み要求禁止 

2 SCIF 1ch RX 0 R/W  

1 SCIF 0ch TX 0 R/W  

0 SCIF 0ch RX 0 R/W  
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6.3.12 DMA転送要求イネーブルレジスタ 2（DREQER2） 

DMA転送要求イネーブルレジスタ 2（DREQER2）は、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで、SCIF

（4ch～7ch）の DMA転送要求の許可／禁止、CPU割り込み要求の許可／禁止の設定を行います。 

DMA転送要求イネーブルレジスタ 2は、パワーオンリセットとディープスタンバイモードで初期化されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

SCIF
4ch RX

SCIF
6ch TX

SCIF
6ch RX

SCIF
5ch TX

SCIF
5ch RX

SCIF
4ch TX

SCIF
7ch TX

SCIF
7ch RX

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 SCIF 7ch TX 0 R/W 

6 SCIF 7ch RX 0 R/W 

5 SCIF 6ch TX 0 R/W 

4 SCIF 6ch RX 0 R/W 

3 SCIF 5ch TX 0 R/W 

2 SCIF 5ch RX 0 R/W 

DMA転送要求許可ビット 

DMA転送要求許可の許可／禁止、CPU割り込み要求の許可／禁止の設定を行

います。 

0：DMA転送要求禁止、CPU割り込み要求許可 

1：DMA転送要求許可、CPU割り込み要求禁止 

1 SCIF 4ch TX 0 R/W  

0 SCIF 4ch RX 0 R/W  

 

6.3.13 DMA転送要求イネーブルレジスタ 3（DREQER3） 

DMA転送要求イネーブルレジスタ 3（DREQER3）は、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで、ADC、

MTU2（0ch～4ch）、RCAN-ET（0ch、1ch）の DMA転送要求の許可／禁止、CPU割り込み要求の許可／禁止の

設定を行います。 

DMA転送要求イネーブルレジスタ 3は、パワーオンリセットとディープスタンバイモードで初期化されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

RCAN-ET
0ch

MTU2
3ch

MTU2
2ch

MTU2
1ch

MTU2
0ch

RCAN-ET
1ch

ADC MTU2
4ch

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ADC 0 R/W 

6 MTU2 4ch 0 R/W 

5 MTU2 3ch 0 R/W 

4 MTU2 2ch 0 R/W 

3 MTU2 1ch 0 R/W 

2 MTU2 0ch 0 R/W 

DMA転送要求許可ビット 

DMA転送要求許可の許可／禁止、CPU割り込み要求の許可／禁止の設定を行

います。 

0：DMA転送要求禁止、CPU割り込み要求許可 

1：DMA転送要求許可、CPU割り込み要求禁止 

1 RCAN-ET 1ch 0 R/W  

0 RCAN-ET 0ch 0 R/W  
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6.4 割り込み要因 

割り込み要因は、NMI、ユーザブレーク、H-UDI、IRQ、PINT、内蔵周辺モジュールの 6つに分類されます。各

割り込みの優先順位は割り込み優先レベル値（0～16）で表され、レベル 0が最低でレベル 16が最高です。レベ

ル 0に設定すると、その割り込みは常にマスクされます。 

6.4.1 NMI割り込み 

NMI割り込みは、レベル 16の割り込みで、常に受け付けられます。NMI端子からの入力はエッジで検出され、

検出エッジは、割り込みコントロールレジスタ 0（ICR0）の NMIエッジセレクトビット（NMIE）の設定によっ

て立ち上がりエッジまたは立ち下がりエッジを選択できます。 

NMI割り込み例外処理によって、NMI割り込みの優先レベルは 16ですがステータスレジスタ（SR）の割り込

みマスクレベルビット（I3～I0）は 15に設定されます。 
 

6.4.2 ユーザブレーク割り込み 

ユーザブレーク割り込みは、ユーザブレークコントローラ（UBC）で設定したブレーク条件が成立したときに

発生する割り込みで、優先レベルは 15です。ユーザブレーク例外処理によって、SRの I3～I0ビットは 15に設定

されます。ユーザブレークについては、「第 7章 ユーザブレークコントローラ（UBC）」を参照してください。 
 

6.4.3 H-UDI割り込み 

ユーザデバッグインタフェース（H-UDI）割り込みは、優先順位レベル 15を持ち、H-UDI割り込みのインスト

ラクションをシリアル入力すると発生します。H-UDI割り込み要求はエッジで検出され、受け付けられるまで保

持されます。H-UDI例外処理により、SRの I3～I0ビットは 15に設定されます。H-UDI割り込みについては、「第

28章 ユーザデバッグインタフェース（H-UDI）」を参照してください。 
 

6.4.4 IRQ割り込み 

IRQ割り込みは IRQ7～IRQ0端子からの入力による割り込みです。IRQ7～IRQ0端子の設定方法については、「第

25章 ピンファンクションコントローラ（PFC）」を参照してください。IRQ割り込みは、割り込みコントロー

ルレジスタ 1（ICR1）の IRQセンスセレクトビット（IRQ71S～IRQ01S、IRQ70S～IRQ00S）の設定によって、端

子ごとにローレベル、立ち下がりエッジ、立ち上がりエッジ、両エッジ検出を選択できます。また、割り込み優

先レベル設定レジスタ 01、02（IPR01、IPR02）によって、端子ごとに優先レベルを 0～15の範囲で設定できます。 

IRQ割り込みをローレベル検出に設定している場合、IRQ7～IRQ0端子がローレベルの期間、INTCに割り込み

要求信号が送られます。IRQ7～IRQ0端子がハイレベルになると、割り込み要求信号は INTCに送られません。IRQ

割り込み要求レジスタ（IRQRR）の IRQ割り込み要求ビット（IRQ7F～IRQ0F）をリードすることにより割り込

み要求を確認できます。 
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IRQ割り込みをエッジ検出に設定している場合、IRQ7～IRQ0端子の変化により割り込み要求が検出され、INTC

に割り込み要求信号が送られます。IRQ割り込み要求の検出結果は、その割り込み要求が受け付けられるまで保

持されます。また、IRQRRの IRQ7F～IRQ0Fットをリードすることにより IRQ割り込み要求が検出されているか

どうかを確認でき、1をリードした後に 0をライトすることにより IRQ割り込み要求の検出結果を取り下げるこ

とができます。 

IRQ割り込み例外処理では、SRの I3～I0ビットは、受け付けた IRQ割り込みの優先レベル値に設定されます。 

IRQ割り込み例外サービスルーチンから復帰する際は、誤って再度受け付けないように、IRQ割り込み要求レ

ジスタ（IRQRR）で割り込み要求がクリアされていることを確認してから RTE命令を実行してください。 
 

6.4.5 PINT割り込み 

PINT割り込みは、PINT7～PINT0端子からの入力による割り込みです。PINT7～PINT0端子の設定方法につい

ては、「第 25章 ピンファンクションコントローラ（PFC）」を参照してください。PINT割り込みイネーブル

レジスタ（PINTER）の PINTイネーブルビット（PINT7E～PINT0E）により、割り込み要求入力を許可されます。

PINT7～PINT0は、割り込みコントロールレジスタ 2（ICR2）の PINTセンスセレクトビット（PINT7S～PINT0S）

の設定によって、端子ごとにローレベル、ハイレベル検出を選択できます。優先レベルは、割り込み優先レベル

設定レジスタ 05（IPR05）のビット 15～12により、PINT7～PINT0を一括して、レベル 0～15の範囲で設定でき

ます。 

PINT7～PINT0をローレベル検出に設定している場合、PINT端子がローレベルの期間、INTCに割り込み要求信

号が送られます。PINT端子がハイレベルになると、割り込み要求信号は INTCに送られません。PINT割り込み要

求レジスタ（PIRR）の PINT割り込み要求ビット（PINT7R～PINT0R）をリードすることにより割り込み要求のレ

ベルを確認できます。ハイレベル検出に設定している場合も、極性が反対となる以外は同様です。PINT割り込み

例外処理では、SRの I3～I0は、PINT割り込みの優先レベル値に設定されます。 

PINT割り込み例外サービスルーチンから復帰する際は、誤って再度受け付けないように、PINT割り込み要求

レジスタ（PIRR）で割り込み要求がクリアされていることを確認してから RTE命令を実行してください。 
 

6.4.6 内蔵周辺モジュール割り込み 

内蔵周辺モジュール割り込みは、以下に示す内蔵周辺モジュールで発生する割り込みです。 

• A/D変換器（ADC） 

• CD-ROMデコーダ（ROM-DEC） 

• マルチファンクションタイマパルスユニット2（MTU2） 

• リアルタイムクロック（RTC） 

• ウォッチドッグタイマ（WDT） 

• I2Cバスインタフェース3（IIC3） 

• ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC） 

• FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF） 

• コントローラエリアネットワーク（RCAN-ET） 
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• IEBusTMコントローラ（IEB） 

• シリアルサウンドインタフェース（SSI） 

• 8ビットタイマ（TMR） 

 

要因ごとに異なる割り込みベクタが割り当てられているため、例外サービスルーチンで要因を判定する必要は

ありません。優先順位は、割り込み優先レベル設定レジスタ 05～16（IPR05～IPR16）によって、モジュールごと

に優先レベル 0～15の範囲で設定できます。内蔵周辺モジュール割り込み例外処理では、SRの I3～I0ビットは、

受け付けた内蔵周辺モジュール割り込みの優先レベル値に設定されます。 
 

6.5 割り込み例外処理ベクタテーブルと優先順位 

表 6.4に、割り込み要因とベクタ番号、ベクタテーブルアドレスオフセット、割り込み優先順位を示します。 

各割り込み要因には、それぞれ異なるベクタ番号とベクタテーブルアドレスオフセットが割り当てられていま

す。ベクタテーブルアドレスは、このベクタ番号やベクタテーブルアドレスオフセットから算出されます。割り

込み例外処理では、このベクタテーブルアドレスが示すベクタテーブルから例外サービスルーチンの開始アドレ

スが取り出されます。ベクタテーブルアドレスの算出法は、「第 5章 例外処理」の表 5.4の例外処理ベクタテ

ーブルアドレスの算出方法を参照してください。 

IRQ割り込み、PINT割り込み、および内蔵周辺モジュール割り込みの優先順位は、割り込み優先レベル設定レ

ジスタ 01、02、05～16（IPR01、IPR02、IPR05～IPR16）によって、端子またはモジュールごとに優先レベル 0～

15の範囲で任意に設定できます。ただし、IPR05～IPR16で同一 IPR内の割り込みが複数発生した場合の優先順位

は、表 6.4のデフォルト優先順位に示すように定められており、変更できません。IRQ割り込み、PINT割り込み、

および内蔵周辺モジュール割り込みの優先順位は、パワーオンリセットによって優先レベル 0に設定されます。

複数の割り込み要因の優先順位を同じレベルに設定した場合、それらの割り込みが同時に発生したときは、表 6.4

に示すデフォルト優先順位に従って処理されます。 
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表 6.4 割り込み例外ベクタと優先順位 

割り込みベクタ 割り込み要因 

ベクタ ベクタテーブル 

アドレスオフセット 

割り込み 

優先順位 

（初期値） 

対応する IPR 

（ビット） 

IPR設定単位内

の優先順位 

デフォルト 

優先順位 

NMI 11 H'0000002C～H'0000002F 16 － － 高 

ユーザブレーク 12 H'00000030～H'00000033 15 － －  

H-UDI 14 H'00000038～H'0000003B 15 － －  

IRQ IRQ0 64 H'00000100～H'00000103 0～15（0） IPR01（15～12） －  

 IRQ1 65 H'00000104～H'00000107 0～15（0） IPR01（11～8） －  

 IRQ2 66 H'00000108～H'0000010B 0～15（0） IPR01（7～4） －  

 IRQ3 67 H'0000010C～H'0000010F 0～15（0） IPR01（3～0） －  

 IRQ4 68 H'00000110～H'00000113 0～15（0） IPR02（15～12） －  

 IRQ5 69 H'00000114～H'00000117 0～15（0） IPR02（11～8） －  

 IRQ6 70 H'00000118～H'0000011B 0～15（0） IPR02（7～4） －  

 IRQ7 71 H'0000011C～H'0000011F 0～15（0） IPR02（3～0） －  

PINT PINT0 80 H'00000140～H'00000143 0～15（0） IPR05（15～12） 1  

 PINT1 81 H'00000144～H'00000147   2  

 PINT2 82 H'00000148～H'0000014B   3  

 PINT3 83 H'0000014C～H'0000014F   4  

 PINT4 84 H'00000150～H'00000153   5  

 PINT5 85 H'00000154～H'00000157   6  

 PINT6 86 H'00000158～H'0000015B   7  

 PINT7 87 H'0000015C～H'0000015F   8  

ADC ADI 92 H'00000170～H'00000173 0～15（0） IPR05（7～4） －  

ROM-DEC ISY 102 H'00000198～H'0000019B 0～15（0） IPR06（15～12） 1  

 IERR 103 H'0000019C～H'0000019F   2  

 ITARG 104 H'000001A0～H'000001A3   3  

 ISEC 105 H'000001A4～H'000001A7   4  

 IBUF 106 H'000001A8～H'000001AB   5  

 IREADY 107 H'000001AC～H'000001AF   6  

MTU2 MTU0 TGI0A 108 H'000001B0～H'000001B3 0～15（0） IPR06（11～8） 1  

  TGI0B 109 H'000001B4～H'000001B7   2  

  TGI0C 110 H'000001B8～H'000001BB   3  

  TGI0D 111 H'000001BC～H'000001BF   4  

  TCI0V 112 H'000001C0～H'000001C3 0～15（0） IPR06（7～4） 1  

  TCI0E 113 H'000001C4～H'000001C7   2  

  TCI0F 114 H'000001C8～H'000001CB   3 低 
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割り込みベクタ 割り込み要因 

ベクタ ベクタテーブル 

アドレスオフセット 

割り込み 

優先順位 

（初期値） 

対応する IPR 

（ビット） 

IPR設定単位内

の優先順位 

デフォルト 

優先順位 

MTU2 MTU1 TGI1A 116 H'000001D0～H'000001D3 0～15（0） IPR06（3～0） 1 高 

  TGI1B 117 H'000001D4～H'000001D7   2  

  TCI1V 120 H'000001E0～H'000001E3 0～15（0） IPR07（15～12） 1  

  TCI1U 121 H'000001E4～H'000001E7   2  

 MTU2 TGI2A 124 H'000001F0～H'000001F3 0～15（0） IPR07（11～8） 1  

  TGI2B 125 H'000001F4～H'000001F7   2  

  TCI2V 128 H'00000200～H'00000203 0～15（0） IPR07（7～4） 1  

  TCI2U 129 H'00000204～H'00000207   2  

 MTU3 TGI3A 132 H'00000210～H'00000213 0～15（0） IPR07（3～0） 1  

  TGI3B 133 H'00000214～H'00000217   2  

  TGI3C 134 H'00000218～H'0000021B   3  

  TGI3D 135 H'0000021C～H'0000021F   4  

  TCI3V 136 H'00000220～H'00000223 0～15（0） IPR08（15～12） －  

 MTU4 TGI4A 140 H'00000230～H'00000233 0～15（0） IPR08（11～8） 1  

  TGI4B 141 H'00000234～H'00000237   2  

  TGI4C 142 H'00000238～H'0000023B   3  

  TGI4D 143 H'0000023C～H'0000023F   4  

  TCI4V 144 H'00000240～H'00000243 0～15（0） IPR08（7～4） －  

 MTU5 TGI5U 148 H'00000250～H'00000253 0～15（0） IPR08（3～0） 1  

  TGI5V 149 H'00000254～H'00000257   2  

  TGI5W 150 H'00000258～H'0000025B   3  

RTC ARM  152 H'00000260～H'00000263 0～15（0） IPR09（15～12） 1  

 PRD  153 H'00000264～H'00000267   2  

 CUP  154 H'00000268～H'0000026B   3  

WDT ITI  156 H'00000270～H'00000273 0～15（0） IPR09（11～8） －  

IIC3 IIC0 STPI0 157 H'00000274～H'00000277 0～15（0） IPR09（7～4） 1  

  NAKI0 158 H'00000278～H'0000027B   2  

  RXI0 159 H'0000027C～H'0000027F   3  

  TXI0 160 H'00000280～H'00000283   4  

  TEI0 161 H'00000284～H'00000287   5  

 IIC1 STPI1 164 H'00000290～H'00000293 0～15（0） IPR10（15～12） 1  

  NAKI1 165 H'00000294～H'00000297   2  

  RXI1 166 H'00000298～H'0000029B   3  

  TXI1 167 H'0000029C～H'0000029F   4  

  TEI1 168 H'000002A0～H'000002A3   5 低 
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割り込み要因 割り込みベクタ 割り込み 

優先順位 

（初期値） 

対応する IPR 

（ビット） 

IPR設定単位内

の優先順位 

デフォルト 

優先順位 

IIC3 IIC2 STPI2 170 H'000002A8～H'000002AB 0～15（0） IPR10（11～8） 1 高 

  NAKI2 171 H'000002AC～H'000002AF   2  

  RXI2 172 H'000002B0～H'000002B3   3  

  TXI2 173 H'000002B4～H'000002B7   4  

  TEI2 174 H'000002B8～H'000002BB   5  

DMAC DMAC0 DMINT0 176 H'000002C0～H'000002C3 0～15（0） IPR10（7～4） －  

 DMAC1 DMINT1 177 H'000002C4～H'000002C7 0～15（0） IPR10（3～0） －  

 DMAC2 DMINT2 178 H'000002C8～H'000002CB 0～15（0） IPR11（15～12） －  

 DMAC3 DMINT3 179 H'000002CC～H'000002CF 0～15（0） IPR11（11～8） －  

SCIF SCIF0 BRI0 180 H'000002D0～H'000002D3 0～15（0） IPR11（7～4） 1  

  ERI0 181 H'000002D4～H'000002D7   2  

  RXI0 182 H'000002D8～H'000002DB   3  

  TXI0 183 H'000002DC～H'000002DF   4  

 SCIF1 BRI1 184 H'000002E0～H'000002E3 0～15（0） IPR11（3～0） 1  

  ERI1 185 H'000002E4～H'000002E7   2  

  RXI1 186 H'000002E8～H'000002EB   3  

  TXI1 187 H'000002EC～H'000002EF   4  

 SCIF2 BRI2 188 H'000002F0～H'000002F3 0～15（0） IPR12（15～12） 1  

  ERI2 189 H'000002F4～H'000002F7   2  

  RXI2 190 H'000002F8～H'000002FB   3  

  TXI2 191 H'000002FC～H'000002FF   4  

 SCIF3 BRI3 192 H'00000300～H'00000303 0～15（0） IPR12（11～8） 1  

  ERI3 193 H'00000304～H'00000307   2  

  RXI3 194 H'00000308～H'0000030B   3  

  TXI3 195 H'0000030C～H'0000030F   4  

 SCIF4 BRI4 196 H'00000310～H'00000313 0～15（0） IPR12（7～4） 1  

  ERI4 197 H'00000314～H'00000317   2  

  RXI4 198 H'00000318～H'0000031B   3  

  TXI4 199 H'0000031C～H'0000031F   4  

 SCIF5 BRI5 200 H'00000320～H'00000323 0～15（0） IPR12（3～0） 1  

  ERI5 201 H'00000324～H'00000327   2  

  RXI5 202 H'00000328～H'0000032B   3  

  TXI5 203 H'0000032C～H'0000032F   4 低 
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割り込み要因 割り込みベクタ 割り込み 

優先順位 

（初期値） 

対応する IPR 

（ビット） 

IPR設定単位内

の優先順位 

デフォルト 

優先順位 

SCIF SCIF6 BRI6 204 H'00000330～H'00000333 0～15（0） IPR13（15～12） 1 高 

  ERI6 205 H'00000334～H'00000337   2  

  RXI6 206 H'00000338～H'0000033B   3  

  TXI6 207 H'0000033C～H'0000033F   4  

 SCIF7 BRI7 208 H'00000340～H'00000343 0～15（0） IPR13（11～8） 1  

  ERI7 209 H'00000344～H'00000347   2  

  RXI7 210 H'00000348～H'0000034B   3  

  TXI7 211 H'0000034C～H'0000034F   4  

DMAC DMINTA  212 H'00000350～H'00000353 0～15（0） IPR13（7～4） －  

 DMAC4 DMINT4 216 H'00000360～H'00000363 0～15（0） IPR13（3～0） －  

 DMAC5 DMINT5 217 H'00000364～H'00000367 0～15（0） IPR14（15～12） －  

 DMAC6 DMINT6 218 H'00000368～H'0000036B 0～15（0） IPR14（11～8） －  

 DMAC7 DMINT7 219 H'0000036C～H'0000036F 0～15（0） IPR14（7～4） －  

RCAN-ET RCAN-ET0 ERS 228 H'00000390～H'00000393 0～15（0） IPR15（11～8） 1  

  OVR 229 H'00000394～H'00000397   2  

  SLE 230 H'00000398～H'0000039B   3  

  RM0 231 H'0000039C～H'0000039F   4  

  RM1 232 H'000003A0～H'000003A3   5  

 RCAN-ET1 ERS 234 H'000003A8～H'000003AB 0～15（0） IPR15（7～4） 1  

  OVR 235 H'000003AC～H'000003AF   2  

  SLE 236 H'000003B0～H'000003B3   3  

  RM0 237 H'000003B4～H'000003B7   4  

  RM1 238 H'000003B8～H'000003BB   5  

IEB   240 H'000003C0～H'000003C3 0～15（0） IPR15（3～0） －  

SSI SSI0  244 H'000003D0～H'000003D3 0～15（0） IPR16（15～12） －  

 SSI1  245 H'000003D4～H'000003D7 0～15（0） IPR16（11～8） －  

TMR TMR0 CMIA0 246 H'000003D8～H'000003DB 0～15（0） IPR16（7～4） 1  

  CMIB0 247 H'000003DC～H'000003DF   2  

  OVI0 248 H'000003E0～H'000003E3   3  

 TMR1 CMIA1 252 H'000003F0～H'000003F3 0～15（0） IPR16（3～0） 1  

  CMIB1 253 H'000003F4～H'000003F7   2  

  OVI1 254 H'000003F8～H'000003FB   3 低 
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6.6 動作説明 

6.6.1 割り込み動作の流れ 

割り込み発生時の動作の流れを以下に説明します。また、図 6.2に動作フローを示します。 

1. 割り込みコントローラに対して、各割り込み要求元から割り込み要求信号が送られます。 

2. 割り込みコントローラでは、送られた割り込み要求の中から、割り込み優先レベル設定レジスタ01、02、05

～16（IPR01、IPR02、IPR05～IPR16）に従って最も優先順位の高い割り込みが選択され、それより優先順位

の低い割り込みは無視*されます。このとき、同一優先順位に設定された割り込みまたは同一IPR設定内の割

り込みが複数発生した場合は、表6.4に示すデフォルト優先順位とIPR設定単位内の優先順位に従って、最も

優先順位の高い割り込みが選択されます。 

3. 割り込みコントローラで選択された割り込みの優先レベルとCPUのステータスレジスタ（SR）の割り込みマ

スクレベルビット（I3～I0）とが比較されます。I3～I0ビットに設定されているレベルと同じか低い優先レベ

ルの割り込みは無視されます。I3～I0ビットのレベルより高い優先レベルの割り込みだけが受け付けられ、

CPUへ割り込み要求信号が送られます。 

4. 割り込みコントローラから送られた割り込み要求は、CPUが実行しようとしている命令のデコード時に検出

され、その命令の実行が割り込み例外処理に置き換えられます（図6.4参照）。 

5. 受け付けられた割り込みに対応する例外処理ベクタテーブルから、割り込み例外サービスルーチンの開始ア

ドレスを取り出します。 

6. ステータスレジスタ（SR）がスタックに退避され、SRのI3～I0ビットに受け付けられた割り込みの優先レベ

ルが書き込まれます。 

7. プログラムカウンタ（PC）がスタックに退避されます。 

8. 取り出した割り込み例外サービスルーチンの開始アドレスにジャンプして、プログラムの実行が開始されま

す。このときのジャンプは遅延分岐ではありません。 

 

【注】 割り込み要因フラグは、割り込みハンドラ中でクリアしてください。割り込み要因フラグをクリアしてから実際に CPU

への割り込み要因が取り下げられるまでに、表 6.5に記載している「割り込み要求発生から、割り込みコントローラで

優先順位判定および SRのマスクビットとの比較後、CPUへ割り込み要求信号が送られるまでの時間」を必要としま

す。そのためクリアしたはずの割り込み要因を誤って再度受け付けないように、クリア後割り込み要因フラグをリード

し、その後 RTE命令を実行します。 

 * エッジ検出に設定されている割り込み要求は受け付けられるまで保留されます。ただし IRQ割り込みの場合は、IRQ

割り込み要求レジスタ（IRQRR）のアクセスにより取り下げることができます。詳しくは「6.4.4 IRQ割り込み」

を参照してください。 

また、エッジ検出により保留されている割り込みはパワーオンリセットとディープスタンバイモードでクリアされま

す。 
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プログラム実行状態

割り込み発生？

ユーザ
ブレーク？

No

No

No

No

Yes

Yes

Yes

Yes

Yes

Yes

No

Yes

No Yes

Yes Yes

No

No

No

No

NMI？

H-UDI
割り込み？

例外処理ベクタテーブルを
リード

SRをスタックに退避

割り込みレベルを
I3～I0にコピー

PCをスタックに退避

割り込み例外サービス 
ルーチンへ分岐

レベル15の
割り込み？

I3～I0が
レベル14以下？

レベル14の
割り込み？

I3～I0が
レベル13以下？

レベル1の
割り込み？

I3～I0が
レベル0？

 

図 6.2 割り込み動作フロー 
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6.6.2 割り込み例外処理終了後のスタックの状態 

割り込み例外処理終了後のスタックの状態は、図 6.3に示すようになります。 

Address

SP*24n-8 PC*1 32ビット

【注】 *1
*2

PC：実行済み命令の次命令（戻り先命令）の先頭アドレス
SPは必ず4の倍数になるようにしてください。

SR 32ビット4n-4

4n

 

図 6.3 割り込み例外処理終了後のスタック状態 
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6.7 割り込み応答時間 

割り込み要求が発生してから、割り込み例外処理が行われ、割り込み例外サービスルーチンの先頭命令のフェ

ッチが開始されるまでの時間（割り込み応答時間）を表 6.5に示します。割り込み処理は、バンキングなし、バ

ンキングありかつレジスタバンクオーバフローなし、バンキングありかつレジスタバンクオーバフローありのと

きで動作が異なります。バンキングなしのときの、パイプライン動作例を図 6.4、図 6.5に示します。バンキング

ありかつレジスタバンクオーバフローなしのときの、パイプライン動作例を図 6.6、図 6.7に示します。バンキン

グありかつレジスタバンクオーバフローありのときの、パイプライン動作例を図 6.8、図 6.9に示します。 
 

表 6.5 割り込み応答時間 

ステート数 項   目 

NMI ユーザ 

ブレーク

H-UDI  IRQ、 

PINT 

周辺 

モジュール 

備考 

割り込み要求発生から、割り込みコントローラで優先

順位判定および SRのマスクビットとの比較後、CPU

へ割り込み要求信号が送られるまでの時間 

2Icyc+ 

2Bcyc+ 

1Pcyc 

3Icyc 2Icyc+ 

1Pcyc 

2Icyc+ 

3Bcyc+ 

1Pcyc 

2Icyc+ 

1Bcyc+ 

1Pcyc 

 

最小値 3Icyc+m1+m2 レジスタバンク 

なし。 最大値 4Icyc+2(m1+m2)+m3 

最小値は、割り込み

待ち時間 0のとき。 

最大値は、割り込み

例外処理中に、さら

に上位の割り込み要

求が発生したとき。 

最小値 － 3Icyc+m1+m2 レジスタバンク 

あり。 

レジスタバンク 

オーバフローなし。

最大値 － 12Icyc+m1+m2 

最小値は、割り込み

待ち時間 0のとき。 

最大値は、

RESBANK命令実行

中に割り込み要求が

発生したとき。 

最小値 － 3Icyc+m1+m2 

CPUに割り込み要求

信号が入力されてか

ら、実行中のシーケン

スを終了後、割り込み

例外処理を開始し、割

り込み例外サービス

ルーチンの先頭命令

をフェッチするまで

の時間 

レジスタバンク 

あり。 

レジスタバンク 

オーバフローあり。

最大値 － 3Icyc+m1+m2+19(m4) 

最小値は、割り込み

待ち時間 0のとき。 

最大値は、

RESBANK命令実行

中に割り込み要求が

発生したとき。 
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ステート数 項   目 

NMI ユーザ 

ブレーク 

H-UDI  IRQ、 

PINT 

周辺 

モジュール 

備考 

最小値 5Icyc+2Bcyc+ 

1Pcyc+m1+ 

m2 

6Icyc+m1+ 

m2 

5Icyc+1Pcyc+

m1+m2 

5Icyc+3Bcyc+

1Pcyc+m1+ 

m2 

5Icyc+1Bcyc+ 

1Pcyc+m1+ 

m2 

120MHz動作時

*1*2： 

0.067～0.142μs 

レジスタバンク 

なし。 

最大値 6Icyc+2Bcyc+ 

1Pcyc+ 

2(m1+m2)+ 

m3 

7Icyc+ 

2(m1+m2)+ 

m3 

6Icyc+1Pcyc+

2(m1+m2)+ 

m3 

6Icyc+3Bcyc+

1Pcyc+ 

2(m1+m2)+ 

m3 

6Icyc+1Bcyc+ 

1Pcyc+ 

2(m1+m2)+ 

m3 

120MHz動作時

*1*2： 

0.100～0.175μs 

最小値 － － 5Icyc+1Pcyc+

m1+m2 

5Icyc+3Bcyc+

1Pcyc+m1+ 

m2 

5Icyc+1Bcyc+ 

1Pcyc+m1+ 

m2 

120MHz動作時

*1*2： 

0.092～0.142μs 

レジスタバンク 

あり。 

レジスタバンク 

オーバフローなし。
最大値 － － 14Icyc+1Pcyc

+m1+m2 

14Icyc+3Bcyc+

1Pcyc+m1+m2

14Icyc+1Bcyc 

+1Pcyc+m1+ 

m2 

120MHz動作時

*1*2： 

0.167～0.217μs 

最小値 － － 5Icyc+1Pcyc+

m1+m2 

5Icyc+3Bcyc+

1Pcyc+m1+ 

m2 

5Icyc+1Bcyc+ 

1Pcyc+m1+ 

m2 

120MHz動作時

*1*2： 

0.092～0.142μs 

応答時間 

レジスタバンク 

あり。 

レジスタバンク 

オーバフローあり。
最大値 － － 5Icyc+1Pcyc+

m1+m2+ 

19(m4) 

5Icyc+3Bcyc+

1Pcyc+m1+ 

m2+19(m4) 

5Icyc+1Bcyc+ 

1Pcyc+m1+ 

m2+19(m4) 

120MHz動作時

*1*2： 

0.245～0.300μs 

【注】 m1～m4は下記のメモリアクセスに要するステート数です。 

 m1 ：ベクタアドレスリード（ロングワードリード） 

 m2 ：SRの退避（ロングワードライト） 

 m3 ：PCの退避（ロングワードライト） 

 m4 ：バンク対象レジスタ（R0～R14、GBR、MACH、MACL、PR）のスタックからの復帰 

 *1 ：m1=m2=m3=m4=1Icycの場合 

 *2 ：（Iφ、Bφ、Pφ）=（120MHz、60MHz、30MHz）の場合 
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F

2Icyc+3Bcyc+1Pcyc 3Icyc m1 m2 m3

3Icyc+m1+m2

IRQ

命令（割り込み例外処理に
置き換わる命令）

m1
m2
m3
F
D
E
M

：ベクタアドレスリード
：SRの退避（スタック）
：PCの退避（スタック）
：命令フェッチ。プログラムが格納されているメモリから命令を取り込みます。
：命令デコード。取り込んだ命令を解読します。
：命令実行。解読結果に従い、データ演算やアドレス計算を行います。
：メモリアクセス。メモリのデータアクセスを行います。

【記号説明】

割り込みサービスルーチン先頭命令

割り込み受け付け

D E E M M M

F D E

 

図 6.4 IRQ割り込みを受け付けるときのパイプライン動作例（レジスタバンクなし） 

m1
m2
m3

：ベクタアドレスリード
：SRの退避（スタック）
：PCの退避（スタック）

【記号説明】

F

2Icyc+3Bcyc+1Pcyc 1Icyc+m1+2(m2)+m3

m1 m2 m3

3Icyc+m1

IRQ

割り込み
サービスルーチン
先頭命令

多重割り込み
サービスルーチン
先頭命令

D E E M M M

D E E M M M

F D

F D

m1 m2

割り込み受け付け 多重割り込み受け付け

 

図 6.5 多重割り込み時のパイプライン動作例（レジスタバンクなし） 
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m1
m2
m3

：ベクタアドレスリード
：SRの退避（スタック）
：PCの退避（スタック）

【記号説明】

F

2Icyc+3Bcyc+1Pcyc 3Icyc m1 m2 m3

3Icyc+m1+m2

IRQ

命令（割り込み例外処理に
置き換わる命令）

割り込みサービスルーチン先頭命令

割り込み受け付け

D E E M M M E

F D E

 

図 6.6 IRQ割り込みを受け付けるときのパイプライン動作例 

（レジスタバンクあり、レジスタバンクオーバフローなし） 

F

2Icyc+3Bcyc+1Pcyc 3Icyc+m1+m2

m1 m2 m3

9Icyc

IRQ

RESBANK命令

命令（割り込み例外処理に
置き換わる命令）

割り込みサービスルーチン
先頭命令

D E E E E E E E E E

D E E M M M E

F D

割り込み受け付け

m1
m2
m3

：ベクタアドレスリード
：SRの退避（スタック）
：PCの退避（スタック）

【記号説明】

 

図 6.7 RESBANK命令時に割り込みを受け付けるときのパイプライン動作例 

（レジスタバンクあり、レジスタバンクオーバフローなし） 
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m1
m2
m3

：ベクタアドレスリード
：SRの退避（スタック）
：PCの退避（スタック）

【記号説明】

F

2Icyc+3Bcyc+1Pcyc 3Icyc m1 m2 m3

3Icyc+m1+m2

IRQ

命令（割り込み例外処理に
置き換わる命令）

割り込みサービスルーチン先頭命令

割り込み受け付け

D E E M M … M

…

M

F … D

 

図 6.8 IRQ割り込みを受け付けるときのパイプライン動作例 

（レジスタバンクあり、レジスタバンクオーバフローあり） 

F

2Icyc+3Bcyc+1Pcyc 1Icyc+m1+m2+2(m4)

m1

m1
m2
m3
m4

m2 m3

2Icyc+17(m4)

IRQ

RESBANK命令

命令（割り込み例外処理に
置き換わる命令）

：ベクタアドレスリード
：SRの退避（スタック）
：PCの退避（スタック）
：バンク対象レジスタの復帰

割り込みサービスルーチン
先頭命令

D E M M M … M M M W

D E E M M M …

F D

m4 m4

割り込み受け付け

…

【記号説明】

 

図 6.9 RESBANK命令時に割り込みを受け付けるときのパイプライン動作例 

（レジスタバンクあり、レジスタバンクオーバフローあり） 
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6.8 レジスタバンク 

本 LSIは、割り込み処理に伴うレジスタの退避、復帰を高速に行うために 15本のレジスタバンクを内蔵してい

ます。レジスタバンクの構成を図 6.10に示します。 

汎用レジスタ

バンクコントロールレジスタ

バンク番号レジスタ

バンク制御レジスタ（割り込みコントローラ）

：バンク対象レジスタ

：ベクタテーブルアドレスオフセット

【注】

割り込み発生
（退避）

RESBANK命令
（復帰）

レジスタ レジスタバンク

バンク0
バンク1
……
バンク14

R0
R1

:
:

R14
R15

SR
GBR
VBR
TBR

MACH
MACL

PR
PC

コントロール
レジスタ

システム
レジスタ

R0
R1

:
:

R14

GBR

VTO

VTO

IBCR

IBNR

MACH
MACL

PR

 

図 6.10 レジスタバンクの構成の概要 

6.8.1 レジスタバンクとバンク制御レジスタ 

（1） バンクの対象レジスタ 

汎用レジスタ（R0～R14）、グローバルベースレジスタ（GBR）、積和レジスタ（MACH、MACL）、プロシー

ジャレジスタ（PR）と、ベクタテーブルアドレスオフセット（VTO）をバンクの対象とします。 
 

（2） バンクの入出力方式 

レジスタバンクは、バンク 0からバンク 14までの 15個のバンクを持ちます。レジスタバンクは先入れ後出し

（FILO）式のスタックになっており、退避はバンク 0から順番に行い、復帰は最後に退避したバンクから行いま

す。 
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6.8.2 バンク退避、復帰の動作 

（1） バンクへの退避 

図 6.11にレジスタバンクへの退避の動作を示します。割り込みが発生し、CPUで受け付けられた割り込みのレ

ジスタバンク使用が許可されている場合、次のように動作します。 

（a） 割り込み発生前のバンク番号レジスタ（IBNR）のバンク番号ビット（BN）の値を iとします。 

（b） BNの示すバンク iに、レジスタ R0～R14、GBR、MACH、MACL、PRと、受け付けられた割り込みの

VTOを退避します。 

（c） BNの値を＋1します。 

バンク0

レジスタバンク レジスタ

バンク1
:
:

:
:

バンクi
バンクi+1

バンク14

+1

(a)

(c)

(b)

BN GBR
MACH
MACL

PR

VTO

R0～R14

 

図 6.11 バンク退避の動作 

 

図 6.12にレジスタバンク退避のタイミングを示します。レジスタバンクへの退避は、割り込み例外処理開始か

ら例外サービスルーチンの先頭命令のフェッチを開始するまでの間に実行されます。 
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F

2Icyc+3Bcyc+1Pcyc 3Icyc m1

m1
m2
m3

m2 m3

3Icyc+m1+m2

IRQ

(1) VTO,PR,GBR,MACL

(2) R12,R13,R14,MACH

(3) R8,R9,R10,R11

(4) R4,R5,R6,R7

(5) R0,R1,R2,R3

命令（割り込み例外処理に
置き換わる命令）

：ベクタアドレスリード
：SRの退避（スタック）
：PCの退避（スタック）

【記号説明】

オーバランフェッチ

バンク退避

D E E M M M E

F

割り込みサービスルーチン先頭命令 F D E

 

図 6.12 バンク退避のタイミング 

 

（2） バンクからの復帰 

バンクに退避したデータを復帰するには、バンク復帰命令 RESBANKを使います。割り込みサービスルーチン

の最後に、RESBANK命令でバンク復帰を行った後、RTE命令で例外処理からの復帰を行ってください。 
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6.8.3 すべてのバンクに退避が行われた状態での退避、復帰 

レジスタバンクのすべてのバンクに退避が行われている状態で、割り込みが発生し、CPUで受け付けられた割

り込みがレジスタバンクの使用を許可されている場合、バンク番号レジスタ（IBNR）の BOVEビットが 0のとき、

レジスタバンクの代わりに自動的にスタックに退避を行います。また、IBNRの BOVEビットを 1にセットして

いるときは、レジスタバンクオーバフロー例外が発生し、スタックへの退避は行われません。 

スタックへの退避、復帰の動作は次のようになります。 
 

（1） スタックへの退避 

1. 割り込み例外処理時に、ステータスレジスタ（SR）、プログラムカウンタ（PC）をスタックします。 

2. バンク対象レジスタ（R0～R14、GBR、MACH、MACL、PR）をスタックに退避します。スタックに退避す

るレジスタの順番は、MACL、MACH、GBR、PR、R14、R13、……、R1、R0の順となります。 

3. SRのレジスタバンクオーバフロービット（BO）を1にセットします。 

4. バンク番号レジスタ（IBNR）のバンク番号ビット（BN）は最大値15のまま変化しません。 

 

（2） スタックからの復帰 

SRのレジスタバンクオーバフロービット（BO）が 1にセットされている状態で、バンク復帰命令 RESBANK

を実行すると、次のように動作します。 

1. バンク対象レジスタ（R0～R14、GBR、MACH、MACL、PR）をスタックから復帰します。スタックから復

帰するレジスタの順番は、R0、R1、……、R13、R14、PR、GBR、MACH、MACLの順となります。 

2. バンク番号レジスタ（IBNR）のバンク番号ビット（BN）は最大値15のまま変化しません。 
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6.8.4 レジスタバンクの例外 

レジスタバンクの例外（レジスタバンクエラー）には、レジスタバンクオーバフローとレジスタバンクアンダ

フローの 2種類があります。 
 

（1） レジスタバンクオーバフロー 

レジスタバンクのすべてのバンクに退避が行われている状態で、割り込みが発生し、CPUで受け付けられた割

り込みがレジスタバンクの使用を許可されている場合、バンク番号レジスタ（IBNR）の BOVEビットが 1にセッ

トされているときに発生します。このとき、バンク番号レジスタ（IBNR）のバンク番号ビット（BN）はバンク数

15のまま変化せず、レジスタバンクへの退避は行われません。 
 

（2） レジスタバンクアンダフロー 

レジスタバンクに退避がまったく行われていない状態で、レジスタバンク復帰命令を実行した場合に発生しま

す。このとき R0～R14、GBR、MACH、MACL、PRの値は変化しません。また、バンク番号レジスタ（IBNR）

のバンク番号ビット（BN）は 0のまま変化しません。 
 

6.8.5 レジスタバンクエラー例外処理 

レジスタバンクエラーが発生すると、レジスタバンクエラー例外処理が開始されます。このとき、CPUは次の

ように動作します。 

1. 発生したレジスタバンクエラーに対応する例対処理ベクタテーブルから例外サービスルーチン開始アドレス

を取り出します。 

2. ステータスレジスタ（SR）をスタックに退避します。 

3. プログラムカウンタ（PC）をスタックに退避します。レジスタバンクオーバフロー時の退避するPCの値は、

最後に実行した命令の次命令の先頭アドレスです。レジスタバンクアンダフロー時の退避するPCの値は、当

該のRESBANK命令の先頭アドレスです。また、レジスタバンクオーバフロー時は多重割り込みを防止する

ためにレジスタバンクオーバフローの要因となった割り込みのレベルをステータスレジスタ（SR）の割り込

みマスクレベルビット（I3～I0）に書き込みます。 

4. 例外サービスルーチン開始アドレスからプログラムを実行します。 
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6.9 割り込み要求信号によるデータ転送 

割り込み要求信号により DMACを起動し、データ転送を行うことができます。 

割り込み要因の中で、DMAC起動要因に指定されているものは DREQER0～DREQER3の DMA転送許可ビット

を 1にセットすることにより、INTCに入力されずにマスクされます。 

6.9.1 割り込み要求信号を CPUの割り込み要因とし、DMACの起動要因としない場合 

1. DREQER0～DREQER3のDMA転送要求許可ビットを0にクリアします。 

2. 割り込みが発生すると、CPUに割り込みを要求します。 

3. CPUは割り込み処理ルーチンで、割り込み要因をクリアし、所要の処理をします。 

 

6.9.2 割り込み要求信号を DMACの起動要因とし、CPUの割り込み要因としない場合 

1. DMACで要因を選択*し、DREQER0～DREQER3のDMA転送要求許可ビットを1にセットします。割り込み優

先レベルレジスタの設定によらずCPU割り込み要因はマスクされます。 

2. 割り込みが発生すると、DMACに起動要因が与えられます。 

3. DMACは、転送時に起動要因をクリアします。 

 

【注】 * DMAC要求要因の選択方法については「第 11章 ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC）」を参照して

ください。 

 

6.10 使用上の注意事項 

6.10.1 割り込み要因クリアのタイミング 

割り込み要因フラグは、割り込みハンドラ中でクリアしてください。割り込み要因フラグをクリアしてから実

際に CPUへの割り込み要因が取り下げられるまでに、表 6.5に記載している「割り込み要求発生から、割り込み

コントローラで優先順位判定および SRのマスクビットとの比較後、CPUへ割り込み要求信号が送られるまでの

時間」を必要とします。そのため、クリアしたはずの割り込み要因を誤って再度受け付けないように、クリア後

割り込み要因フラグをリードし、その後 RTE命令を実行します。 
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7. ユーザブレークコントローラ（UBC） 

ユーザブレークコントローラ（UBC）は、プログラムデバッグを容易にする機能を提供します。この機能を使

用することにより、セルフモニタデバッガを容易に作成でき、インサーキットエミュレータを使用しなくても、

本 LSI単体で手軽にプログラムをデバッグできます。UBCに設定できるブレーク条件として、命令フェッチまた

は CPUデータの読み出し／書き込み、データのサイズ、データの内容、アドレスの値、および命令フェッチのと

きの停止タイミングをサポートします。本 LSIはハーバードアーキテクチャを採用しているため、CPUバス（C

バス）上での命令フェッチは命令フェッチバス（Fバス）にバスサイクルを発行し、Cバス上のデータアクセスは

メモリアクセスバス（Mバス）にバスサイクルを発行します。UBCはこれら Cバスと内部バス（Iバス）をモニ

タします。 

7.1 特長 

1. 次のようなブレーク比較条件を設定できます 

ブレークチャネル数：2チャネル（チャネル0と1） 

ユーザブレークは、チャネル0、1独立に設定することができます。 

• アドレス 

アドレス32ビットの比較はビットごとにマスク可能です。 

3種類のアドレスバス（Fバスアドレス（FAB）、Mバスアドレス（MAB）、Iバスアドレス（IAB））を選択

できます。 

• データ 

データ32ビットの比較はビットごとにマスク可能です。 

2種類のデータバス（Mバスデータ（MDB）、Iバスデータ（IDB））の1つを選択可能です。 

• バスサイクル 

命令フェッチ（Cバス選択時のみ）またはデータアクセス 

• 読み出しまたは書き込み 

• オペランドサイズ 

バイト、ワード、およびロングワードをサポート。 

2. 命令フェッチサイクルにおいて、ユーザブレーク割り込み例外処理の実行開始を命令の実行の前に設定する

か、後に設定するかを指定可能。 

3. ブレーク条件成立をUBCTRG端子に出力できます。 
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図 7.1に UBCのブロック図を示します。 

制御

アクセス
コンパレータ

アクセス
コントロール IDB IAB MAB FABMDB

アドレス
コンパレータ

データ
コンパレータ

チャネル0

BBR
BAR
BAMR

BDR
BDMR
BRCR

【記号説明】

アクセス
コンパレータ

ユーザブレーク要求

UBCTRG端子出力

アドレス
コンパレータ

データ
コンパレータ

チャネル1

BBR_0

BBR_1

BAR_0

BAMR_0

BDR_0

BDMR_0

BAR_1

BAMR_1

BDR_1

BDMR_1

BRCR

内部バス
（Iバス）

内部バス
（Iバス）

CPUバス
（Cバス）

 

図 7.1 UBCのブロック図 
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7.2 入出力端子 

UBCの端子構成を表 7.1に示します。 
 

表 7.1 UBCの端子構成 

名称 端子名 入出力 機   能 

UBCトリガ UBCTRG 出力 UBCのチャネル 0、1のいずれかで設定条件が成立したことを

示します 

 

7.3 レジスタの説明 

UBCには以下のレジスタがあります。 
 

表 7.2 レジスタ構成 

チャネル レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス アクセス 

サイズ 

ブレークアドレスレジスタ_0 BAR_0 R/W H'00000000 H'FFFC0400 32 

ブレークアドレスマスクレジスタ_0 BAMR_0 R/W H'00000000 H'FFFC0404 32 

ブレークバスサイクルレジスタ_0 BBR_0 R/W H'0000 H'FFFC04A0 16 

ブレークデータレジスタ_0 BDR_0 R/W H'00000000 H'FFFC0408 32 

0 

ブレークデータマスクレジスタ_0 BDMR_0 R/W H'00000000 H'FFFC040C 32 

ブレークアドレスレジスタ_1 BAR_1 R/W H'00000000 H'FFFC0410 32 

ブレークアドレスマスクレジスタ_1 BAMR_1 R/W H'00000000 H'FFFC0414 32 

ブレークバスサイクルレジスタ_1 BBR_1 R/W H'0000 H'FFFC04B0 16 

ブレークデータレジスタ_1 BDR_1 R/W H'00000000 H'FFFC0418 32 

1 

ブレークデータマスクレジスタ_1 BDMR_1 R/W H'00000000 H'FFFC041C 32 

共通 ブレークコントロールレジスタ BRCR R/W H'00000000 H'FFFC04C0 32 

 



 

7. ユーザブレークコントローラ（UBC） 

7-4  R01UH0025JJ0300  Rev.3.00 

  2010.09.15 

SH7261グループ

7.3.1 ブレークアドレスレジスタ（BAR） 

BARは、32ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。BARは、各チャネルのブレーク条件とするア

ドレスを指定します。ブレーク条件の対象とするアドレスバスは 3種類あり、ブレークバスサイクルレジスタ

（BBR）の制御ビットの CD[1:0]により選択します。BARはパワーオンリセットおよびディープスタンバイで

H'00000000に初期化されますが、ソフトウェアスタンバイモード、スリープモード、およびマニュアルリセット

では前の値を保持します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

BA31 BA30 BA29 BA28 BA27 BA26 BA25 BA24 BA23 BA22 BA21 BA20 BA19 BA18 BA17 BA16

BA15 BA14 BA13 BA12 BA11 BA10 BA9 BA8 BA7 BA6 BA5 BA4 BA3 BA2 BA1 BA0

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 BA31～ 

BA0 

すべて 0 R/W ブレークアドレス 

ブレーク条件を指定する CPUアドレスバス（FABまたは MAB）または IAB

のアドレスを格納します。 

BBRにより Cバスかつ命令フェッチサイクルを選択した場合は、BA31～

BA0に FABのアドレスを指定します｡ 

BBRにより Cバスかつデータアクセスサイクルを選択した場合は、BA31

～BA0に MABのアドレスを指定します｡ 

【注】 ブレーク条件として命令フェッチサイクルを設定する場合は、BARの LSBを 0にクリアしてください。 

 

7.3.2 ブレークアドレスマスクレジスタ（BAMR） 

BAMRは、32ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。BAMRは、BARで指定するブレークアドレ

スビットのうち、マスクするビットを指定します。BAMRはパワーオンリセットおよびディープスタンバイで

H'00000000に初期化されますが、ソフトウェアスタンバイモード、スリープモード、およびマニュアルリセット

では前の値を保持します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

BAM31 BAM30 BAM29 BAM28 BAM27 BAM26 BAM25 BAM24 BAM23 BAM22 BAM21 BAM20 BAM19 BAM18 BAM17 BAM16

BAM15 BAM14 BAM13 BAM12 BAM11 BAM10 BAM9 BAM8 BAM7 BAM6 BAM5 BAM4 BAM3 BAM2 BAM1 BAM0
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 BAM31～

BAM0 

すべて 0 R/W ブレークアドレスマスク 

BAR（BA31～BA0）によって指定されるブレークアドレスビットのうち、

マスクするビットを指定します。 

0：ブレークアドレスビット BAnは、ブレーク条件に含まれる 

1：ブレークアドレスビット BAnはマスクされ、ブレーク条件に含まれな

い 

【注】n＝31～0 

 

7.3.3 ブレークデータレジスタ（BDR） 

BDRは、32ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。ブレーク条件の対象とするデータバスは 2種類

あり、ブレークバスサイクルレジスタ（BBR）の制御ビット CD[1:0]により選択します。BDRはパワーオンリセ

ットおよびディープスタンバイで H'00000000に初期化されますが、ソフトウェアスタンバイモード、スリープモ

ード、およびマニュアルリセットでは前の値を保持します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

BD31 BD30 BD29 BD28 BD27 BD26 BD25 BD24 BD23 BD22 BD21 BD20 BD19 BD18 BD17 BD16

BD15 BD14 BD13 BD12 BD11 BD10 BD9 BD8 BD7 BD6 BD5 BD4 BD3 BD2 BD1 BD0

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 BD31～ 

BD0 

すべて 0 R/W ブレークデータビット 

ブレーク条件を指定するデータを格納します｡ 

BBRにより Iバスを選択した場合は、BD31～BD0に IDBのブレークデータ

を指定します｡ 

BBRにより Cバスを選択した場合は、BD31～BD0に MDBのブレークデー

タを指定します｡ 

【注】 1. ブレーク条件にデータバスの値を含める場合は、オペランドサイズを指定してください。 

 2. ブレーク条件としてバイトサイズを指定する場合は、BDRにおけるブレークデータとして、ビット 31～24、23

～16、15～8、7～0に同一のバイトデータを、またワードサイズを指定する場合はビット 31～16、15～0に同一

のワードデータをセットしてください。 
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7.3.4 ブレークデータマスクレジスタ（BDMR） 

BDMRは、32ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。BDMRは、BDRで指定するブレークデータ

ビットのうちマスクするビットを指定します。BDMRはパワーオンリセットおよびディープスタンバイで

H'00000000に初期化されますが、ソフトウェアスタンバイモード、スリープモード、およびマニュアルリセット

では前の値を保持します。 
  

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

BDM31 BDM30 BDM29 BDM28 BDM27 BDM26 BDM25 BDM24 BDM23 BDM22 BDM21 BDM20 BDM19 BDM18 BDM17 BDM16

BDM15 BDM14 BDM13 BDM12 BDM11 BDM10 BDM9 BDM8 BDM7 BDM6 BDM5 BDM4 BDM3 BDM2 BDM1 BDM0

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 BDM31～ 

BDM0 

すべて 0 R/W ブレークデータマスク 

BDR（BD31～BD0）によって指定されるブレークデータビットのうちマス

クするビットを指定します。 

0：ブレークデータビット BDnは、ブレーク条件に含まれる 

1：ブレークデータビット BDnはマスクされ、ブレーク条件に含まれな

い 

【注】n＝31～0 

【注】 1. ブレーク条件にデータバスの値を含める場合は、オペランドサイズを指定してください。 

 2. ブレーク条件としてバイトサイズを指定する場合は、BDMRにおけるブレークマスクデータとして、ビット 31～

24、23～16、15～8、7～0に同一のバイトデータを、またワードサイズを指定する場合はビット 31～16、15～0

に同一のワードデータをセットしてください。 
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7.3.5 ブレークバスサイクルレジスタ（BBR） 

BBRは、ブレーク条件として（1）ユーザブレーク割り込みの禁止／許可、（2）データバスの値を含める／含

めない、（3）Iバスのバスマスタ、（4）Cバスサイクルまたは Iバスサイクル、（5）命令フェッチまたはデー

タアクセス、（6）読み出しまたは書き込み、および（7）オペランドサイズを指定する 16ビットの読み出しまた

は書き込み可能なレジスタです。BBRはパワーオンリセットおよびディープスタンバイで H'0000に初期化されま

すが、ソフトウェアスタンバイモード、スリープモード、およびマニュアルリセットでは前の値を保持します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - UBID DBE CP[3:0] CD[1:0] ID[1:0] RW[1:0] SZ[1:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13 UBID 0 R/W ユーザブレーク割り込みディスエーブル 

条件一致時にユーザブレーク割り込み要求の禁止／許可を指定します。 

0：ユーザブレーク割り込み要求を許可する 

1：ユーザブレーク割り込み要求を禁止する 

12 DBE 0 R/W データブレークイネーブル 

データバス条件がブレーク条件に含まれるかどうかを選択します。 

0：データバス条件がブレーク条件に含まれない 

1：データバス条件がブレーク条件に含まれる 

11～8 CP[3:0] 0000 R/W Iバスのバスセレクト 

ブレーク条件のバスサイクルが Iバスサイクルの場合のバスマスタを選択

します。ただし、バスサイクルが Cバスサイクルの場合、本ビットは無効

（CPUサイクルのみ）となります。 

xxx1：ブレーク条件は、CPUサイクルを含みます 

xx1x：リザーブです。設定しないでください 

x1xx：リザーブです。設定しないでください 

1xxx：リザーブです。設定しないでください 

7、6 CD[1:0] 00 R/W Cバスサイクル／Iバスサイクルセレクト 

ブレーク条件のバスサイクルとしてCバスサイクルまたは Iバスサイクルを

選択します。 

00：条件比較を行わない 

01：ブレーク条件は、Cバス（Fバス、Mバス）サイクル 

10：ブレーク条件は、Iバスサイクル 

11：ブレーク条件は、Cバス（Fバス、Mバス）サイクル 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5、4 ID[1:0] 00 R/W 命令フェッチ／データアクセスセレクト 

ブレーク条件のバスサイクルとして命令フェッチサイクルまたはデータア

クセスサイクルを選択します。命令フェッチサイクルを選択した場合は C

バスサイクルを選択してください。 

00：条件比較を行わない 

01：ブレーク条件は、命令フェッチサイクル 

10：ブレーク条件は、データアクセスサイクル 

11：ブレーク条件は、命令フェッチサイクルまたはデータアクセスサイ

クル 

3、2 RW[1:0] 00 R/W 読み出し／書き込みセレクト 

ブレーク条件のバスサイクルとして読み出しサイクルまたは書き込みサイ

クルを選択します。 

00：条件比較を行わない 

01：ブレーク条件は、読み出しサイクル 

10：ブレーク条件は、書き込みサイクル 

11：ブレーク条件は、読み出しサイクルまたは書き込みサイクル 

1、0 SZ[1:0] 00 R/W オペランドサイズセレクト 

ブレーク条件のバスサイクルのオペランドサイズを選択します。 

00：ブレーク条件には、オペランドサイズを含まない 

01：ブレーク条件は、バイトアクセス 

10：ブレーク条件は、ワードアクセス 

11：ブレーク条件は、ロングワードアクセス 

【記号説明】 x：Don’t care 
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7.3.6 ブレークコントロールレジスタ（BRCR） 

BRCRは、次の条件を設定します。 

1. 命令フェッチサイクルによるユーザブレーク割り込み例外処理の実行開始を命令実行の前に設定するか後に

設定するかを指定します。 

2. ブレーク条件一致時のUBCTRG出力のパルス幅を設定します。 

 

BRCRは、ブレーク条件一致フラグとその他のブレーク条件をセットするためのビットを持つ 32ビットの読み

出し／書き込み可能なレジスタです。ビット 15～12の条件一致フラグのみ、1書き込みは無効（前値保持）で 0

書き込みのみ可能なビットですので、クリアする場合はクリアするフラグビットに 0、それ以外のフラグビットに

1を書き込んでください。BRCRはパワーオンリセットおよびディープスタンバイで H'00000000に初期化されま

すが、ソフトウェアスタンバイモード、スリープモード、およびマニュアルリセットでは前の値を保持します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R R R R R R/W R/W R R R R R

- - - - - - - - - - - - - - CKS[1:0]

SCMFC
0

SCMFC
1

SCMFD
0

SCMFD
1 - - - - - PCB1 PCB0 - - - - -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～18 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

17、16 CKS[1:0] 00 R/W クロックセレクト 

条件一致時、UBCTRGに出力するパルス幅を指定します。 

00：UBCTRGのパルス幅をバスクロック 1周期分にする 

01：UBCTRGのパルス幅をバスクロック 2周期分にする 

10：UBCTRGのパルス幅をバスクロック 4周期分にする 

11：UBCTRGのパルス幅をバスクロック 8周期分にする 

15 SCMFC0 0 R/W Cバスサイクル条件一致フラグ 0 

チャネル 0にセットしたブレーク条件のCバスサイクル条件を満足すると、

このフラグは 1にセットされます。このフラグをクリアするには、このビ

ットに 0を書き込みます。 

0：チャネル 0に対する Cバスサイクル条件不一致 

1：チャネル 0に対する Cバスサイクル条件一致 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

14 SCMFC1 0 R/W Cバスサイクル条件一致フラグ 1 

チャネル 1にセットしたブレーク条件のCバスサイクル条件を満足すると、

このフラグは 1にセットされます。このフラグをクリアするには、このビ

ットに 0を書き込みます。 

0：チャネル 1に対する Cバスサイクル条件不一致 

1：チャネル 1に対する Cバスサイクル条件一致 

13 SCMFD0 0 R/W Iバスサイクル条件一致フラグ 0 

チャネル 0にセットしたブレーク条件の Iバスサイクル条件を満足すると、

このフラグは 1にセットされます。このフラグをクリアするには、このビ

ットに 0を書き込みます。 

0：チャネル 0に対する Iバスサイクル条件不一致 

1：チャネル 0に対する Iバスサイクル条件一致 

12 SCMFD1 0 R/W Iバスサイクル条件一致フラグ 1 

チャネル 1にセットしたブレーク条件の Iバスサイクル条件を満足すると、

このフラグは 1にセットされます。このフラグをクリアするには、このビ

ットに 0を書き込みます。 

0：チャネル 1に対する Iバスサイクル条件不一致 

1：チャネル 1に対する Iバスサイクル条件一致 

11～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6 PCB1 0 R/W PCブレークセレクト 1 

チャネル 1に対する命令フェッチサイクルのブレークタイミングが命令実

行の前か後かを選択します。 

0：チャネル 1の PCブレークを命令実行前に設定 

1：チャネル 1の PCブレークを命令実行後に設定 

5 PCB0 0 R/W PCブレークセレクト 0 

チャネル 0に対する命令フェッチサイクルのブレークタイミングが命令実

行の前か後かを選択します。 

0：チャネル 0の PCブレークを命令実行前に設定 

1：チャネル 0の PCブレークを命令実行後に設定 

4～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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7.4 動作説明 

7.4.1 ユーザブレーク動作の流れ 

ブレーク条件の設定からユーザブレーク例外処理までの動作の流れは、次のとおりです。 

1. ブレークアドレスを、ブレークアドレスレジスタ（BAR）に指定します。マスクするアドレスを、ブレーク

アドレスマスクレジスタ（BAMR）に指定します。ブレークデータを、ブレークデータレジスタ（BDR）に

指定します。マスクするデータを、ブレークデータマスクレジスタ（BDMR）に指定します。バスブレーク

条件を、ブレークバスサイクルレジスタ（BBR）に指定します。BBRの3つの制御ビットペア、すなわちCバ

スサイクルまたはIバスサイクルセレクト、命令フェッチまたはデータアクセスセレクト、読み出しまたは書

き込みセレクトの3つの制御ビットペアのどれか1つでも00の場合は、ユーザブレークは発生しません。ブレ

ーク制御は、BRCRのビットにセットします。すべてのブレーク関連レジスタの設定後にBBRの設定を行い、

最後に書き込んだレジスタを読み出してから分岐を発生させてください。分岐先の命令から新しく書き込ん

だレジスタ値が有効となります。 

2. ブレーク条件を満足し、ユーザブレーク割り込み要求を許可する設定の場合は、UBCはユーザブレーク要求

をINTCに通知するとともに、それぞれのチャネルに対するCバス条件一致フラグ（SCMFC）、Iバス条件一

致フラグ（SCMFD）をセットし、UBCTRG端子にCKS1、CKS0ビットで設定されたパルス幅で出力します。

また、BBRのUBIDビットを1にセットすることにより、ユーザブレーク割り込みを要求せず外部でトリガ出

力をモニタすることも可能です。 

3. ユーザブレーク割り込み要求信号を受け取ると、INTCは優先順位判定を行います。ユーザブレーク割り込み

は優先レベル15なので、ステータスレジスタ（SR）の割り込みマスクレベルビット（I3～I0）がレベル14以

下のとき、受け付けられます。I3～I0ビットがレベル15のとき、ユーザブレーク割り込みは受け付けられま

せんが、条件判定は行われ、一致した場合は条件一致フラグがセットされます。優先順位判定については、

「第6章 割り込みコントローラ（INTC）」を参照してください。 

4. 設定条件の一致または不一致をチェックするため、該当する条件一致フラグ（SCMFC、SCMFD）を使用す

ることができます。ユーザブレーク割り込み例外処理ルーチン中に条件一致フラグビットをクリアする動作

を行ってください。この動作を行わないと再度割り込みが発生してしまいます。 

5. チャネル0およびチャネル1で設定したブレークがほぼ同時に発生する場合があります。INTCに対するブレー

ク割り込み要求は1つだけであっても、これらの2つのブレークチャネル一致フラグは2つともセットされる場

合があります。 

6. ブレーク条件としてIバスを選択した場合は、次のことに注意してください。 

• CPUがCバス上で発行したアクセスがIバス上に発行されるかどうかは、キャッシュの設定により異なります。

キャッシュ条件によるIバスの動作については、「第8章 キャッシュ」の表8.8を参照してください。 

• Iバスにブレーク条件を設定している場合は、データアクセスサイクルのみ監視し、命令フェッチサイクル（キ

ャッシュ更新サイクルを含む）は監視しません。 

• Iバスにブレーク条件を設定している場合は、CPUが実行した命令に起因したIバスサイクルで条件が一致し

たときでも、どの命令でブレークを受け付けるかを一意に決定することはできません。 
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7.4.2 命令フェッチサイクルでのブレーク 

1. ブレークバスサイクルレジスタ（BBR）にCバス／命令フェッチ／読み出し／ワードまたはロングワードが

設定されると、ブレーク条件はFABバスの命令フェッチになります。ユーザブレーク割り込み例外処理の実

行開始を命令実行の前にブレークするか後にブレークするかは、該当するチャネルに対するブレークコント

ロールレジスタ（BRCR）のPCB0またはPCB1ビットで選択できます。ブレーク条件として命令フェッチサイ

クルを設定する場合は、ブレークアドレスレジスタ（BAR）のLSBを0にクリアしてください。このビットが

1にセットされているとブレークは発生しません。 

2. 命令フェッチによるブレークがその命令を実行する前に行われるように設定されている状態で条件が一致し

た場合は、命令がフェッチされて命令を実行することが確定した時点でブレークが生じます。したがって、

オーバラン（分岐または割り込みの遷移中にフェッチされ、しかも実行されない命令）によってフェッチさ

れる命令ではブレークは発生しません。遅延分岐命令の遅延スロットに対してこの種のブレークが設定され

ると、分岐先の最初の命令実行前までユーザブレーク割り込み要求は受け付けられません。 

【注】 遅延条件分岐命令が分岐しなかった場合は、その後続命令は遅延スロットとはみなされません｡ 

 

3. ブレーク条件でブレークが命令実行後に起こるように設定している場合は、ブレーク条件と一致した命令が

実行され、次の命令の実行前にブレークが発生します。実行前のブレークの場合と同様、オーバランフェッ

チ命令ではブレークは発生しません。遅延分岐命令およびその遅延スロットに対してこの種のブレークが設

定されると、分岐先の最初の命令までユーザブレーク割り込み要求は受け付けられません。 

4. 命令フェッチサイクルが設定されるとブレークデータレジスタ（BDR）は、無視されます。したがって、命

令フェッチサイクルのブレークには、ブレークデータを設定することはできません。 

5. 命令フェッチサイクルでのブレークにおいてIバスを設定した場合は無効となります｡ 
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7.4.3 データアクセスサイクルでのブレーク 

1. データアクセスブレークにおいて、ブレーク条件としてCバスを指定した場合は、実行された命令によりア

クセスされたアドレス（およびデータ）に対して条件比較を行いブレークを発生します｡ブレーク条件として

Iバスを指定した場合は、Iバスセレクトで指定したバス上のデータアクセスサイクルのアドレス（およびデ

ータ）に対して条件比較を行いブレークを発生します。Iバス上に発行されるCPUのバスサイクルに関しては、

「7.4.1 ユーザブレーク動作の流れ」の6.の項を参照してください｡ 

2. 表7.3にデータアクセスサイクルアドレスと各オペランドサイズについての比較条件の関係を示します。 

 

表 7.3 データアクセスサイクルアドレスおよびオペランドサイズの比較条件 

アクセスサイズ 比較アドレス 

ロングワード ブレークアドレスレジスタのビット 31～2とアドレスバスのビット 31～2を比較 

ワード ブレークアドレスレジスタのビット 31～1とアドレスバスのビット 31～1を比較 

バイト ブレークアドレスレジスタのビット 31～0とアドレスバスのビット 31～0を比較 

 

これは、たとえばブレークアドレスレジスタ（BAR）にアドレスH'00001003を設定するとき、ブレーク条件

を満足するバスサイクルには、（他のすべての条件が満足されると仮定した場合）以下が含まれることを意

昧します。 

 

H'00001000でのロングワードアクセス 

H'00001002でのワードアクセス 

H'00001003でのバイトアクセス 
 

3. ブレーク条件にデータ値が含まれる場合 

ブレーク条件にデータ値が含まれる場合は、ブレークバスサイクルレジスタ（BBR）にロングワード、ワー

ド、またはバイトをオペランドサイズとして指定します。データ値がブレーク条件に含まれる場合は、アド

レス条件とデータ条件が一致するときブレークが発生します。この場合、バイトデータを指定するためには、

ブレークデータレジスタ（BDR）とブレークデータマスクレジスタ（BDMR）のビット31～24、ビット23～

16、ビット15～8、ビット7～0の4バイトに同じデータを指定します。ワードデータを指定するためには、ビ

ット31～16、ビット15～0の2ワードに同じデータを指定します。 

4. PREF命令は、アクセスデータのないロングワードの読み出しアクセスとして扱います。したがって、PREF

命令のブレーク条件にデータ値が含まれる場合は、ブレークは発生しません。 

5. データアクセスサイクルを選択している場合は、ブレークの発生する命令を特定することはできません。 
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7.4.4 退避されるプログラムカウンタの値 

ユーザブレーク割り込み受け付け時は、実行を再開すべき命令のアドレスをスタックに退避し、例外処理状態

に移行します｡ブレーク条件として Cバス（FAB）／命令フェッチを指定している場合は、ブレークの発生する命

令を一意に決定することができます。ブレーク条件として Cバス／データアクセスサイクル、または Iバス／デ

ータアクセスサイクルを指定している場合は、ブレークの発生する命令を一意に決定することはできません。 

1. Cバス（FAB）／命令フェッチを（命令実行前）ブレーク条件として指定する場合 

スタックには、ブレーク条件と一致した命令のアドレスが退避されます。条件が一致した命令は実行されず、

その前にブレークが発生します。ただし、遅延スロット命令で条件が一致した場合は、それらの命令は実行

され、分岐先のアドレスがスタックに退避されます。 

2. Cバス（FAB）／命令フェッチを（命令実行後）ブレーク条件として指定する場合 

スタックには、ブレーク条件と一致した命令の次の命令のアドレスが退避されます。条件が一致した命令は

実行され、次の命令の実行前にブレークが発生します。遅延分岐命令やその遅延スロットで一致した場合は、

それらの命令は実行され、分岐先のアドレスがスタックに退避されます。 

3. Cバス／データアクセスサイクルまたはIバス／データアクセスサイクルをブレーク条件として指定する場合 

スタックには、ブレーク条件と一致した命令の数命令分の命令実行後のアドレスが退避されます｡ 

 

7.4.5 使用例 

（1） Cバス命令フェッチサイクルに指定したブレーク条件 

（例 1-1） 

• レジスタ指定 

BAR_0＝H'00000404、BAMR_0＝H'00000000、BBR_0＝H'0054、BAR_1＝H'00008010、BAMR_1＝H'00000006、 

BBR_1＝H'0054、BDR_1＝H'00000000、BDMR_1＝H'00000000、BRCR＝H'00000020 

＜チャネル 0＞ 

アドレス：H'00000404、アドレスマスク：H'00000000 

バスサイクル：Cバス／命令フェッチ（命令実行後）／読み出し（オペランドサイズは条件に含まれません） 

＜チャネル 1＞ 

アドレス：H'00008010、アドレスマスク：H'00000006 

データ：H'00000000、データマスク：H'00000000 

バスサイクル：Cバス／命令フェッチ（命令実行前）／読み出し（オペランドサイズは条件に合まれません） 

 

ユーザブレークは、アドレスH'00000404の命令実行後、またはアドレスH'00008010～H'00008016の命令の実

行前に発生します。 
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（例 1-2） 

• レジスタ指定 

BAR_0＝H'00027128、BAMR_0＝H'00000000、BBR_0＝H'005A、BAR_1＝H'00031415、BAMR_1＝H'00000000、 

BBR_1＝H'0054、BDR_1＝H'00000000、BDMR_1＝H'00000000、BRCR＝H'00000000 

＜チャネル 0＞ 

アドレス：H'00027128、アドレスマスク：H'00000000 

バスサイクル：Cバス／命令フェッチ（命令実行前）／書き込み／ワード 

＜チャネル 1＞ 

アドレス：H'00031415、アドレスマスク：H'00000000 

データ：H'00000000、データマスク：H'00000000 

バスサイクル：Cバス／命令フェッチ（命令実行前）／読み出し（オペランドサイズは条件に含まれません） 

 

チャネル0では、命令フェッチは書き込みサイクルではないのでユーザブレークは生じません。チャネル1で

は、命令フェッチは偶数アドレスに対して実行されるのでユーザブレークは発生しません。 

 

（例 1-3） 

• レジスタ指定 

BAR_0＝H'00008404、BAMR_0＝H'00000FFF、BBR_0＝H'0054、BAR_1＝H'00008010、BAMR_1＝H'00000006、

BBR_1＝H'0054、BDR_1＝H'00000000、BDMR_1＝H'00000000、BRCR＝H'00000020 

＜チャネル 0＞ 

アドレス：H'00008404、アドレスマスク：H'00000FFF 

バスサイクル：Cバス／命令フェッチ（命令実行後）／読み出し（オペランドサイズは条件に含まれません） 

＜チャネル 1＞ 

アドレス：H'00008010、アドレスマスク：H'00000006 

データ：H'00000000、データマスク：H'00000000 

バスサイクル：Cバス／命令フェッチ（命令実行前）／読み出し（オペランドサイズは条件に含まれません） 

 

ユーザブレークは、アドレスH'00008000～H'00008FFEの命令の実行後、またはアドレスH'00008010～

H'00008016の命令の実行前に生じます。 
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（2） Cバスデータアクセスサイクルに指定したブレーク条件 

（例 2-1） 

• レジスタ指定 

BAR_0＝H'00123456、BAMR_0＝H'00000000、BBR_0＝H'0064、BAR_1＝H'000ABCDE、 

BAMR_1＝H'000000FF、BBR_1＝H'106A、BDR_1＝H'A512A512、BDMR_1＝H'00000000、BRCR＝H'00000000 

＜チャネル 0＞ 

アドレス：H'00123456、アドレスマスク：H'00000000 

バスサイクル：Cバス／データアクセス／読み出し（オペランドサイズは条件に含まれません） 

＜チャネル 1＞ 

アドレス：H'000ABCDE、アドレスマスク：H'000000FF 

データ：H'0000A512、データマスク：H'00000000 

バスサイクル：Cバス／データアクセス／書き込み／ワード 

 

チャネル0では、ユーザブレークはアドレスH'00123454に対するロングワードの読み出し、アドレス

H'00123456に対するワード読み出し、あるいはアドレスH'00123456に対するバイト読み出しで生じます。チ

ャネル1では、ユーザブレークはH'000ABC00～H'000ABCFEにワードH'A512を書き込むときに生じます。 

 

（3） Iバスデータアクセスサイクルに指定されたブレーク条件 

（例 3-1） 

• レジスタ指定： 

BAR_0＝H'00314156、BAMR_0＝H'00000000、BBR_0＝H'0094、BAR_1＝H'00055555、BAMR_1＝H'00000000、 

BBR_1＝H'11A9、BDR_1＝H'78787878、BDMR_1＝H'0F0F0F0F、BRCR＝H'00000000 

＜チャネル 0＞ 

アドレス：H'00314156、アドレスマスク：H'00000000 

バスサイクル：Iバス／命令フェッチ／読み出し（オペランドサイズは条件に含まれません） 

＜チャネル 1＞ 

アドレス：H'00055555、アドレスマスク：H'00000000 

データ：H'00000078、データマスク：H'0000000F 

バスサイクル：Iバス／データアクセス／書き込み／バイト 

 

チャネル0では、Iバス上の命令フェッチの設定であり無効となります。チャネル1では、ユーザブレークはI

バス上でCPUがバイトH'7xをアドレスH'00055555に書き込むときに生じます。 
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7.5 使用上の注意事項 

1. UBCのレジスタの読み出しまたは書き込みは、Iバス経由で行われます。したがって、UBCのレジスタを書き

換える命令を実行してから実際にその値が反映されるまでの期間は、所望のブレークが発生しない場合があ

ります。UBCレジスタが変更されるタイミングを知るためには、最後に書き込んだレジスタを読み出してく

ださい。それ以降の命令は、新しく書き込んだレジスタ値に対して有効です。 

2. UBCはCバスサイクルとIバスサイクルを同じチャネルで監視することはできません。 

3. ユーザブレーク割り込み要求と他の例外が同一命令で発生した場合は、「第5章 例外処理」の表5.1に定め

られた優先順位で判定が行われます。より高い優先度の例外が発生した場合は、ユーザブレーク割り込み要

求は受け付けられません｡ 

4. 遅延スロットでブレークが発生する場合は、次の注意事項があります。 

遅延スロット命令に対して命令実行前ブレークを設定した場合は、その分岐先の実行前までユーザブレーク

割り込み要求は受け付けられません｡ 

5. UBCモジュールスタンバイ時は、ユーザブレーク機能を使用できません。また、モジュールスタンバイ中は、

UBCレジスタを読み書きしないでください。読み書きした場合は、その値は保証されません。 

6. 割り込み優先レベルが15以上（ユーザブレーク割り込みを含む）である割り込み例外処理のルーチンが置か

れるアドレスをブレークアドレスとして設定しないでください。 

7. SLEEP命令および遅延スロットがSLEEP命令となる分岐命令には命令実行後ブレークを設定しないでくださ

い。 

8. 32ビット命令にブレークアドレスを設定する場合、前の16ビット側になるように設定してください。後ろ16

ビット側にブレークアドレスを設定した場合、ブレーク条件として命令実行前に設定したとしても命令実行

後扱いとなります。 

9. DIVU、DIVS命令に命令実行後ブレークを設定しないでください。DIVU、DIVS命令に対して命令実行後ブ

レークを設定した場合、実行中に例外または割り込みが発生し、DIVU、DIVS実行が中断されても命令実行

後ブレークが発生します。 

10. DIVU、DIVS命令の次命令に命令実行前ブレークを設定しないでください。DIVU、DIVS命令の次命令に対

して命令実行前ブレークを設定した場合、DIVU、DIVS命令実行中に例外、割り込みが発生し、DIVU、DIVS

命令の実行が中断されても、次命令の命令実行前ブレークが発生します。 

11. 同一アドレスに命令実行前ブレークと命令実行後ブレークを同時に設定しないでください。例えば、同一ア

ドレスに対して、同時にチャネル0命令実行前／チャネル1命令実行後ブレークを設定した場合、チャネル0

で命令実行前にブレークが発生してもチャネル1の命令実行後の条件一致フラグが成立します。 
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8. キャッシュ 

8.1 特長 

• 容量 

命令キャッシュ：8Kバイト 

オペランドキャッシュ：8Kバイト 

• 構成：命令／データ分離、4ウェイセットアソシアティブ 

• ロック機能（オペランドキャッシュのみ）：ウェイ2、ウェイ3はロック可能 

• ラインサイズ：16バイト 

• エントリ数：128エントリ 

• ライト方式：ライトバック方式とライトスルー方式より選択可能 

• 置換方式：LRU置換アルゴリズム 

 

8.1.1 キャッシュの構成 

キャッシュは、命令／データ分離型の 4ウェイセットアソシアティブ方式です。4つのウェイ（バンク）で構成

され、おのおののウェイはアドレス、データに分かれています。 

アドレスとデータはおのおの 128のエントリで構成されます。エントリのデータをラインと呼びます。1ライン

は 16バイト（4バイト×4）です。1ウェイあたりのデータ容量は、2Kバイト（16バイト×128エントリ）で、

キャッシュ全体（4ウェイ）では 8Kバイトの容量となります。 
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オペランドキャッシュの構成を図 8.1に示します。命令キャッシュの構成は、Uビットがないことを除いてオ

ペランドキャッシュの構成と同じです。 

エントリ0

エントリ1

エントリ127

23（1+1+21）ビット 128（32×4）ビット

LW0～LW3：ロングワードデータ0～3

0

1

127

V U タグアドレス LW0 LW1 LW2 LW3

データアレイ（ウェイ0～3）アドレスアレイ（ウェイ0～3）

6ビット

0

1

127

LRU

 

図 8.1 オペランドキャッシュの構成 

 

（1） アドレスアレイ 

Vビットは、エントリのデータが有効かどうかを示します。Vビットが 1で有効、0で無効を示します。 

Uビット（オペランドキャッシュのみ）は、ライトバックモードで、そのエントリに書き込みがあったことを

示します。Uビットが 1で書き込みあり、0で書き込みなしを示します。 

タグアドレスは、外部メモリのアクセスに使用されるアドレスを保持します。キャッシュ検索時の比較に使用

される 21ビット（アドレス 31～11）からなります。本 LSIでは、キャッシュ有効空間のアドレスが H'00000000

～H'1FFFFFFFであるため（「第 9章 バスステートコントローラ（BSC）」参照）、タグアドレスの上位 3ビッ

トに 0が入ります。 

V、Uビットは、パワーオンリセットおよびディープスタンバイで 0に初期化されますが、マニュアルリセット

およびソフトウェアスタンバイモード時は初期化されません。タグアドレスは、パワーオンリセット、マニュア

ルリセット、およびソフトウェアスタンバイモード時には初期化されませんが、ディープスタンバイ後は不定値

になります。 
 

（2） データアレイ 

16バイトの命令あるいはデータを保持します。キャッシュへのエントリの登録の単位は、ライン単位（16バイ

ト単位）で行います。 

データアレイは、パワーオンリセット、マニュアルリセット、およびソフトウェアスタンバイモード時には初

期化されませんが、ディープスタンバイ後は不定値になります。 
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（3） LRU 

4ウェイセットアソシアティブ方式では、エントリアドレスが同じ命令、データを 4つまでキャッシュに登録で

きます。エントリを登録するとき、4つのウェイのうち、どのウェイに登録するかを LRUビットが示します。LRU

ビットは 6ビットからなり、ハードウェアで制御します。ウェイ選択のアルゴリズムとして、最も以前にアクセ

スされたウェイを選ぶ LRU（Least Recently Used）アルゴリズムを使用しています。 

キャッシュミスの際にリプレースされるウェイは、6ビットの LRUビットによって指定されます。キャッシュ

ロック機能（オペランドキャッシュのみ）を使用しない場合の LRUビットとリプレースされるウェイの関係を表

8.1に示します（キャッシュロック機能を使用する場合に関しては｢8.2.2 キャッシュ制御レジスタ 2（CCR2）｣

を参照してください）。表 8.1に示した以外の LRUビットをソフトウェアで指定した場合、キャッシュは正しく

動作しません。LRUビットをソフトウェアで変更するときは、表 8.1に示すパターンを設定してください。 

LRUビットは、パワーオンリセットおよびディープスタンバイで B'000000に初期化されますが、マニュアルリ

セットおよびソフトウェアスタンバイモード時は初期化されません。 
 

表 8.1 LRUビットと置き換えられるウェイ（キャッシュロック機能を使用しない場合） 

LRU（ビット 5～0） 置き換えられるウェイ 

000000、000100、010100、100000、110000、110100 3 

000001、000011、001011、100001、101001、101011 2 

000110、000111、001111、010110、011110、011111 1 

111000、111001、111011、111100、111110、111111 0 
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8.2 レジスタの説明 

キャッシュには以下のレジスタがあります。 
 

表 8.2 レジスタ構成 

レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス アクセスサイズ 

キャッシュ制御レジスタ 1 CCR1 R/W H'00000000 H'FFFC1000 32 

キャッシュ制御レジスタ 2 CCR2 R/W H'00000000 H'FFFC1004 32 

 

8.2.1 キャッシュ制御レジスタ 1（CCR1） 

命令キャッシュは ICEビットでイネーブルまたはディスエーブルを指定します。ICFビットは命令キャッシュ

の全エントリの無効化を制御します。OCEビットでオペランドキャッシュのイネーブルまたはディスエーブルを

指定します。OCFビットはオペランドキャッシュの全エントリの無効化を制御します。WTビットではオペラン

ドキャッシュのライトスルーモード、ライトバックモードを切り替えます。 

CCR1の内容を変更するプログラムは、キャッシングしないアドレス空間に配置し、CCR1の内容を読み出した

後にキャッシングするアドレス空間をアクセスしてください。 

CCR1は、パワーオンリセットおよびディープスタンバイで H'00000000に初期化されますが、マニュアルリセ

ットおよびソフトウェアスタンバイモード時は初期化されません｡ 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R R R/W R R R R R/W R R/W R/W

- - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - ICF - - ICE - - - - OCF - WT OCE

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11 ICF 0 R/W 命令キャッシュフラッシュ 

1を書き込むと、命令キャッシュの全エントリの V、LRUビットを 0にク

リア（フラッシュ）します。読み出すと 0が読み出されます。フラッシュ

の際、外部メモリへの書き戻しは行いません。 

10、9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

8 ICE 0 R/W 命令キャッシュ有効 

命令キャッシュ機能のイネーブル／ディスエーブルを指定します。 

0：命令キャッシュディスエーブル 

1：命令キャッシュイネーブル 

7～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3 OCF 0 R/W オペランドキャッシュフラッシュ 

1を書き込むと、オペランドキャッシュの全エントリの V、U、LRUビッ

トを 0にクリア（フラッシュ）します。読み出すと 0が読み出されます。

フラッシュの際、外部メモリへの書き戻しは行いません。 

2 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 WT 0 R/W ライトスルー 

ライトバック／ライトスルー切り替え 

0：ライトバックモード 

1：ライトスルーモード 

0 OCE 0 R/W オペランドキャッシュ有効 

オペランドキャッシュ機能のイネーブル／ディスエーブルを指定します。 

0：オペランドキャッシュディスエーブル 

1：オペランドキャッシュイネーブル 
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8.2.2 キャッシュ制御レジスタ 2（CCR2） 

CCR2は、オペランドキャッシュのキャッシュロック機能を制御するレジスタです。キャッシュロック機能はキ

ャッシュロックモード時のみ有効です。キャッシュロックモードとは、CCR2のロックイネーブルビット（LEビ

ット）＝1の状態です。非キャッシュロックモードでは、キャッシュロック機能は無効です。 

キャッシュロックモード時にプリフェッチ命令（PREF @Rn）を実行し、キャッシュミスした場合、CCR2のビ

ット 9、8（W3LOAD、W3LOCK）およびビット 1、0（W2LOAD、W2LOCK）の設定に従って Rnが指し示した 1

ライン分のデータをキャッシュに取り込みます。プリフェッチ命令を実行した場合の各ビットの設定と置換され

るウェイの関係は表 8.3に示すとおりです。一方プリフェッチ命令を実行し、キャッシュヒットした場合、新た

なデータの取り込みは行われず、すでに有効となっているエントリが保持されます。たとえば Rnが指し示す 1ラ

イン分のデータがすでにウェイ 0に存在する状態で、キャッシュロックモード、W3LOAD＝1かつW3LOCK＝1

と設定し、プリフェッチ命令を実行した場合、キャッシュヒットとなり、ウェイ 3へのデータの取り込みは行わ

れません。 

キャッシュロックモード時のプリフェッチ命令以外でのキャッシュアクセスでは、W3LOCK、W2LOCKビット

によって置換されるウェイが制限されます。CCR2の各ビットの設定と置換されるウェイの関係は表 8.4に示すと

おりです。 

CCR2の内容を変更するプログラムは、キャッシングしないアドレス空間に配置し、CCR2の内容を読み出した

後にキャッシングするアドレス空間をアクセスしてください。 

CCR2は、パワーオンリセットおよびディープスタンバイで H'00000000に初期化されますが、マニュアルリセ

ットおよびソフトウェアスタンバイモード時は初期化されません｡ 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R R R R R R R/W R/W

【注】 W3LOADとW2LOADを同時に1にセットしないでください。*

- - - - - - - - - - - - - - - LE

- - - - - - W3
LOAD*

W3
LOCK

W2
LOAD*

W2
LOCK- - - - - -
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～17 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

16 LE 0 R/W ロックイネーブル 

キャッシュロックモードかどうかを制御します。 

0：非キャッシュロックモード 

1：キャッシュロックモード 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 

8 

 W3LOAD*

W3LOCK 

0 

0 

R/W 

R/W 

ウェイ 3ロード 

ウェイ 3ロック 

W3LOCK＝1、W3LOAD＝1、かつキャッシュロックモードの場合、プリフ

ェッチ命令でキャッシュミスしたデータは常にウェイ 3に読み込まれま

す。その他のすべての条件では、キャッシュミスしたデータは LRUの示す

ウェイに読み込まれます。 

7～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 

0 

 W2LOAD*

W2LOCK 

0 

0 

R/W 

R/W 

ウェイ 2ロード 

ウェイ 2ロック 

W2LOCK＝1、W2LOAD＝1、かつキャッシュロックモードの場合、プリフ

ェッチ命令でキャッシュミスしたデータは常にウェイ 2に読み込まれま

す。その他のすべての条件では、キャッシュミスしたデータは LRUの示す

ウェイに読み込まれます。 

【注】 * W3LOADとW2LOADを同時に 1にセットしないでください。 

 

表 8.3 PREF命令がキャッシュミスした場合に置き換えられるウェイ 

LE W3LOAD* W3LOCK W2LOAD* W2LOCK 置き換えられるウェイ 

0 x x x x LRUに従う（表 8.1） 

1 x 0 x 0 LRUに従う（表 8.1） 

1 x 0 0 1 LRUに従う（表 8.5） 

1 0 1 x 0 LRUに従う（表 8.6） 

1 0 1 0 1 LRUに従う（表 8.7） 

1 0 x 1 1 ウェイ 2 

1 1 1 0 x ウェイ 3 

【記号説明】 x：Don't care 

【注】 * W3LOAD＝1かつW2LOAD＝1には設定しないでください。 
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表 8.4 PREF命令以外がキャッシュミスした場合に置換されるウェイ 

LE W3LOAD* W3LOCK W2LOAD* W2LOCK 置き換えられるウェイ 

0 x x x x LRUに従う（表 8.1） 

1 x 0 x 0 LRUに従う（表 8.1） 

1 x 0 x 1 LRUに従う（表 8.5） 

1 x 1 x 0 LRUに従う（表 8.6） 

1 x 1 x 1 LRUに従う（表 8.7） 

【記号説明】 x：Don't care 

【注】 * W3LOAD＝1かつW2LOAD＝1には設定しないでください。 

 

表 8.5 LRUビットと置き換えられるウェイ（W2LOCK＝1かつW3LOCK＝0の場合） 

LRU（ビット 5～0） 置き換えられるウェイ 

000000, 000001, 000100, 010100, 100000, 100001, 110000, 110100 3 

000011, 000110, 000111, 001011, 001111, 010110, 011110, 011111 1 

101001, 101011, 111000, 111001, 111011, 111100, 111110, 111111 0 

 

表 8.6 LRUビットと置き換えられるウェイ（W2LOCK＝0かつW3LOCK＝1の場合） 

LRU（ビット 5～0） 置き換えられるウェイ 

000000, 000001, 000011, 001011, 100000, 100001, 101001, 101011 2 

000100, 000110, 000111, 001111, 010100, 010110, 011110, 011111 1 

110000, 110100, 111000, 111001, 111011, 111100, 111110, 111111 0 

 

表 8.7 LRUビットと置き換えられるウェイ（W2LOCK＝1かつW3LOCK＝1の場合） 

LRU（ビット 5～0） 置き換えられるウェイ 

000000, 000001, 000011, 000100, 000110, 000111, 001011, 001111, 010100, 010110, 

011110, 011111 

1 

100000, 100001, 101001, 101011, 110000, 110100, 111000, 111001, 111011, 111100, 

111110, 111111 

0 
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8.3 動作説明 

オペランドキャッシュについて説明します。命令キャッシュについては、アドレスアレイに Uビットがない、

プリフェッチ動作がない、ライト動作がない、ライトバックバッファがないことを除いてオペランドキャッシュ

と同様です。 

8.3.1 キャッシュの検索 

オペランドキャッシュがイネーブルのとき（CCR1レジスタの OCEビット＝1）、キャッシング有効空間のデー

タにアクセスすると、キャッシュが検索され、目的のデータがキャッシュに存在するか調べます。キャッシュの

検索方法の概念図を図 8.2に示します。 

メモリへのアクセスアドレスのビット 10～4でエントリを選択し、そのエントリのタグアドレスを読み出しま

す。このとき、タグアドレスの上位 3ビットは常に 0です。メモリへのアクセスアドレスのビット 31～11と、読

み出したタグアドレスを比較します。アドレスの比較は 4ウェイとも行います。比較の結果、一致しており、か

つ比較されたエントリが有効である（V＝1）場合に、キャッシュヒットとなります。それ以外の場合はキャッシ

ュミスとなります。ウェイ 1がヒットした場合を図 8.2に示します。 

0

1

127

0

1

127

V U タグアドレス LW0 LW1 LW2 LW3

アドレスアレイ（ウェイ0～3） データアレイ（ウェイ0～3）

31 1011 4 3 2 1 0

アクセスアドレス

CMP0 CMP1 CMP2 CMP3

CMP0～3：比較回路0～3

【記号説明】 ヒット信号（ウェイ1）

エントリ選択 ロングワード（LW）選択

・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・

 

図 8.2 キャッシュの検索方法 
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8.3.2 リード動作 

（1） リードヒット 

キャッシュから CPUにデータが転送されます。ヒットしたウェイが最新となるように LRUが更新されます。 
 

（2） リードミス 

外部バスサイクルを起動し、エントリを更新します。置換するウェイは表 8.4に従います。エントリの更新の

単位は 16バイトです。外部メモリから目的のデータがキャッシュに登録されると同時に、CPUにそのデータが転

送されます。キャッシュに登録されるときに、Vビットが 1にセットされ、置換されたウェイが最新となるよう

に LRUが更新されます。オペランドキャッシュではさらに Uビットが 0にセットされ、ライトバックモードでエ

ントリの更新によって置換されるエントリの Uビットが 1の場合には、そのエントリがライトバックバッファに

転送されてからキャッシュ更新サイクルを開始します。キャッシュ更新サイクルが終了後、ライトバックバッフ

ァに転送したエントリをメモリへ書き戻します。書き戻しの単位は 16バイトです。 
 

8.3.3 プリフェッチ動作（オペランドキャッシュのみ） 

（1） プリフェッチヒット 

ヒットしたウェイが最新となるようにLRUが更新されます。その他のキャッシュの内容は変更されません。CPU

へのデータの転送は行われません。 
 

（2） プリフェッチミス 

CPUへのデータの転送が行われず、置換するウェイは表 8.3に従います。その他の動作はリードミスの場合と

同じです。 
 

8.3.4 ライト動作（オペランドキャッシュのみ） 

（1） ライトヒット 

ライトバックモードでは、キャッシュにデータがライトされ、外部メモリへのライトサイクルは発行されませ

ん。ライトされたエントリの Uビットが 1にセットされ、ヒットしたウェイが最新になるように LRUが更新され

ます。 

ライトスルーモードでは、キャッシュにデータがライトされ、外部メモリへのライトサイクルが発行されます。

ライトされたエントリの Uビットは更新されず、ヒットしたウェイが最新になるように LRUが更新されます。 
 

（2） ライトミス 

ライトバックモードでは、ライトミス時に外部バスサイクルを起動し、エントリを更新します。置換するウェ

イは表 8.4に従います。エントリの更新によって置き換えられるエントリの U ビットが 1の場合には、そのエン

トリがライトバックバッファに転送されてからキャッシュ更新サイクルを開始します。キャッシュにデータがラ

イトされ、Uビットが 1 にセットされ、V ビットも 1 にセットされます。置換したウェイが最新になるように

LRUが更新されます。キャッシュ更新サイクル終了後、ライトバックバッファに転送したエントリをメモリへ書

き戻します。書き戻しの単位は 16バイトです。 
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ライトスルーモードでは、ライトミス時にキャッシュへのライトを行わず、外部メモリにのみライトを行いま

す。 
 

8.3.5 ライトバックバッファ（オペランドキャッシュのみ） 

ライトバックモードで置き換えられるエントリの Uビットが 1のとき、外部メモリへの書き戻しが必要になり

ます。性能向上のため、置き換えられるエントリをまずライトバックバッファに転送し、キャッシュへの新エン

トリの取り込みを書き戻しに優先させます。キャッシュへの新エントリの取り込み終了後、ライトバックバッフ

ァが外部メモリへの書き戻しを行います。この書き戻し中は、キャッシュはアクセス可能です。 

ライトバックバッファはキャッシュの 1ライン分のデータ（16バイト）とそのアドレスを保持可能です。ライ

トバックバッファの構成を図 8.3に示します。 

A(31～4) ロングワード0 ロングワード1 ロングワード2 ロングワード3

A（31～4）：　外部メモリに書き戻すアドレス（上位3ビットは0）
ロングワード0～3：　外部メモリに書き戻すキャッシュ1ライン分のデータ  

図 8.3 ライトバックバッファの構成 

 

以上の「8.3.2 リード動作」～「8.3.5 ライトバックバッファ（オペランドキャッシュのみ）」のキャッシュ

動作を表 8.8に示します。 
 

表 8.8 キャッシュ動作 

キャッシュの

種類 

CPU 

サイクル 

ヒット／

ミス 

ライトバック

モード／ 

ライトスルー

モード 

U 

ビット

外部メモリへの 

アクセス 

（内部バス経由） 

キャッシュの 

内容 

命令 命令フェッチ ヒット － － 発生しません 更新されません 

キャッシュ  ミス － － キャッシュ更新サイ

クルが発生します 

左記更新サイクルの

内容で更新されます 

ヒット どちらの 

モードでも 

x 発生しません 更新されません 

ライトスルー

モード 

－ キャッシュ更新サイ

クルが発生します 

左記更新サイクルの

内容で更新されます 

0 キャッシュ更新サイ

クルが発生します 

左記更新サイクルの

内容で更新されます 

オペランド 

キャッシュ 

プリフェッチ／

リード 

ミス 

ライトバック

モード 

1 キャッシュ更新サイ

クルが発生します 

その後ライトバック

バッファの書き戻し

サイクルが発生しま

す 

左記更新サイクルの

内容で更新されます 
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キャッシュの

種類 

CPU 

サイクル 

ヒット／

ミス 

ライトバック

モード／ 

ライトスルー

モード 

U 

ビット

外部メモリへの 

アクセス 

（内部バス経由） 

キャッシュの 

内容 

ライトスルー

モード 

－ CPUが発行したライ

トサイクルが発生し

ます 

CPUが発行したライ

トサイクルの内容で

更新されます 

ヒット 

ライトバック

モード 

x 発生しません CPUが発行したライ

トサイクルの内容で

更新されます 

ライトスルー

モード 

－ CPUが発行したライ

トサイクルが発生し

ます 

更新されません* 

0 キャッシュ更新サイ

クルが発生します 

左記更新サイクルの

内容で更新された後、

CPUが発行したライ

トサイクルの内容で

さらに更新されます 

オペランド 

キャッシュ 

ライト 

ミス 

ライトバック

モード 

1 キャッシュ更新サイ

クルが発生します 

その後ライトバック

バッファの書き戻し

サイクルが発生しま

す 

左記更新サイクルの

内容で更新された後、

CPUが発行したライ

トサイクルの内容で

さらに更新されます 

【記号説明】x：Don't care 

【注】 キャッシュ更新サイクル：16バイトのリードアクセス 

 ライトバックバッファの書き戻しサイクル：16バイトのライトアクセス 

 * LRUも更新されません。これ以外のすべてのケースで、LRUは更新されます。 

 

8.3.6 キャッシュと外部メモリとのコヒーレンシ 

キャッシュと外部メモリとのコヒーレンシはソフトウェアで保証してください。 

本 LSIと他の装置との共有メモリをキャッシングするアドレス空間に配置する場合には、必要に応じてメモリ

割り付けキャッシュを操作し無効化およびライトバックを行ってください。本 LSI内の CPUと DMACとの共有

メモリについても同様にしてください。 
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8.4 メモリ割り付けキャッシュの構成 

キャッシュをソフトウェアで管理するために、MOV命令により、キャッシュの内容の読み出し、書き込みが可

能です。命令キャッシュのアドレスアレイは H'F0000000～H'F07FFFFFに、データアレイは H'F1000000～

H'F17FFFFFに割り付けられています。オペランドキャッシュのアドレスアレイは H'F0800000～H'F0FFFFFFに、

データアレイは H'F1800000～H'F1FFFFFFに割り付けられています。アドレスアレイ、データアレイともアクセス

サイズはロングワード固定であり、命令フェッチは行えません。 

8.4.1 アドレスアレイ 

アドレスアレイのアクセスには 32ビットのアドレスの指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータの

指定（書き込み時）が必要です。 

アドレスにはエントリを選択するためのエントリアドレス、ウェイを選択するためのWビット、連想動作の有

無を指定する Aビットを指定します。Wビットは、B'00がウェイ 0、B'01がウェイ 1、B'10がウェイ 2、B'11が

ウェイ 3を示します。アクセスはロングワードサイズ固定なので、アドレスのビット 1～0には B'00を指定して

ください。 

データにはタグアドレス、LRUビット、Uビット（オペランドキャッシュのみ）および Vビットを指定します。

タグアドレスの上位 3ビット（ビット 31～29）には常に 0を指定してください。 

アドレスおよびデータのフォーマットについては、図 8.4を参照してください。 

アドレスアレイに対しては次の 3種類の操作が可能です。 
 

（1） アドレスアレイリード 

アドレスに指定されたエントリアドレスおよびウェイに対応するエントリからタグアドレス、LRUビット、U

ビット（オペランドキャッシュのみ）および Vビットを読み出します。リードの場合、アドレスに指定される連

想ビット（Aビット）は 1でも 0でも連想動作は行いません。 
 

（2） アドレスアレイライト（連想なし） 

アドレスの連想ビット（Aビット）は 0にしてライトした場合、アドレスに指定されたエントリアドレスおよ

びウェイに対応するエントリに対して、データで指定されたタグアドレス、LRUビット、Uビット（オペランド

キャッシュのみ）および Vビットを書き込みます。オペランドキャッシュのアドレスアレイに対する書き込みを

Uビットが 1、Vビットが 1のキャッシュラインに対して行った場合、そのキャッシュラインの書き戻しを行った

後、データで指定されたタグアドレス、LRUビット、Uビットおよび Vビットを書き込みます。ただし、Vビッ

トに 0を書き込むときは、必ずそのエントリの Uビットにも 0を書き込んでください。 
 

（3） アドレスアレイライト（連想あり） 

アドレスの連想ビット（Aビット）を 1にしてライトした場合、アドレスで指定されたエントリの 4ウェイす

べてに対して、データで指定されたタグアドレスとの間で一致判定が行われます。一致判定の結果ヒットしたウ

ェイに対して、データで指定された Uビット（オペランドキャッシュのみ）と Vビットをエントリに書き込みま

す。ただしタグアドレスと LRUビットは変更されません。どのウェイにもヒットしなかった場合は書き込みを行
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わず、ノーオペレーションとなります。本動作はキャッシュの特定エントリの無効化に用いられます。 

オペランドキャッシュの場合は、ヒットしたエントリの Uビットが 1だった場合、書き戻しが発生します。た

だし、Vビットに 0を書き込むときは、必ずそのエントリの Uビットにも 0を書き込んでください。 
 

8.4.2 データアレイ 

データアレイのアクセスには、32ビットのアドレスの指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータの指

定（書き込み時）が必要です。アドレスにはアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、データには

データアレイに書き込むロングワードデータを指定します。 

アドレスにはエントリを選択するためのエントリアドレス、1ライン（16バイト）中のロングワード位置を示

す L、ウェイを指定するためのWビットを指定します。Lビットは B'00がロングワード 0、B'01がロングワード

1、B'10がロングワード 2、B'11がロングワード 3を示します。Wビットは、B'00がウェイ 0、B'01がウェイ 1、

B'10がウェイ 2、B'11がウェイ 3を示します。アクセスはロングワードサイズ固定なので、アドレスのビット 1、

0には B'00を指定してください。 

アドレスおよびデータのフォーマットについては、図 8.3を参照してください。 

データアレイに対しては次の 2種類の操作が可能です。なおこの操作によってアドレスアレイの情報が変更さ

れることはありません。 
 

（1） データアレイリード 

アドレスに指定されたエントリアドレスおよびウェイに対応するエントリから、アドレスの Lビットで指定さ

れたデータを読み出します。 
 

（2） データアレイライト 

アドレスに指定されたエントリアドレスおよびウェイに対応するエントリのうち、アドレスの Lビットで指定

された位置に、データで指定されたロングワードデータを書き込みます。 
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（1）命令キャッシュ

（a）アドレス指定

読み出し時

書き込み時

(b)データ(読み出し、書き込み共通)

（1-2）データアレイアクセス(読み出し、書き込み共通)

（a）アドレス指定

31 23 22 13 12 11

31 29 28

10 4 3 2 1 0

111100000

111100000

111100010

*----------*

*----------*

*----------*

*----------*

*----------*

*----------*

Ｗ エントリアドレス *

LRU XX0 0 0 Xタグアドレス (28～11) VE

（b）データ

ロングワードデータ

*：　Don't care

E：　読み出し時はエントリアドレスのビット10、書き込み時はDon't care

X：　読み出し時は 0 、書き込み時はDon't care

0 0 0

31 23 22 13 12 11 10 4 3 2 1 0

31 0

Ｗ エントリアドレス 0L 0

31 23 22 13 12 11 10

11 10 9

4 3 2 1 0

4 3 2 1 0

Ｗ エントリアドレス *A 0 0

（2）オペランドキャッシュ

（a）アドレス指定

（1-1）アドレスアレイアクセス （2-1）アドレスアレイアクセス

読み出し時

書き込み時

（b）データ(読み出し、書き込み共通)

（2-2）データアレイアクセス(読み出し、書き込み共通)

（a）アドレス指定

31 23 22 13 12 11

31 29 28

10 4 3 2 1 0

111100001

111100001

111100011

Ｗ エントリアドレス *

LRU XX0 0 0 Uタグアドレス (28～11) VE

（b）データ

ロングワードデータ

0 0 0

31 23 22 13 12 11 10 4 3 2 1 0

31 0

Ｗ エントリアドレス 0L 0

31 23 22 13 12 11 10

11 10 9

4 3 2 1 0

4 3 2 1 0

Ｗ エントリアドレス *A 0 0

 

図 8.4 メモリ割り付けキャッシュアクセスのアドレス、データ指定方法 

 



 

8. キャッシュ 

8-16  R01UH0025JJ0300  Rev.3.00 

  2010.09.15 

SH7261グループ

8.4.3 使用例 

（1） 特定エントリの無効化 

キャッシュの特定エントリの無効化は、メモリ割り付けキャッシュアクセスにおいてそのエントリの Vビット

に 0を書き込むことで実現できます。Aビットを 1とし、書き込みデータで指定されるタグアドレスを、エント

リアドレスで選択されたキャッシュ中のタグアドレスと比較し、一致したときに書き込みデータで指定された V

ビットおよび Uビットを書き込みます。一致しない場合はノーオペレーションです。アドレスアレイのあるエン

トリの Vビットを 0にすると、そのエントリの Uビットが 1のときそのエントリがライトバックされます。 

以下に、R0に書き込みデータ、R1にアドレスを指定した場合の例を示します。 
 

；R0＝H'0110 0010; タグアドレス(28～11)＝B'0 0001 0001 0000 0000 0、U＝0、V＝0 

；R1＝H'F080 0088; オペランドキャッシュアドレスアレイアクセス、エントリ＝B'000 1000、A＝1 

； 

 MOV.L   R0, @R1 
 

（2） 特定エントリのデータ部の読み出し 

特定エントリのデータ部の読み出しは、メモリ割り付けキャッシュアクセスで可能です。図 8.4のデータアレ

イのデータ部に示されるロングワードがレジスタに読み出されます。 

以下に、R0にアドレスを指定し、R1に読み出す例を示します。 
 

；R0＝H'F100 004C; 命令キャッシュデータアレイアクセス、エントリ＝B'000 0100、ウェイ＝0、 

ロングワードアドレス＝3 

； 

 MOV.L   ＠R0, R1 
 

8.4.4 注意事項 

1. オペランドキャッシュのメモリ割り付けキャッシュをアクセスするプログラムは、キャッシュ無効空間に配

置してください。命令キャッシュのメモリ割り付けキャッシュをアクセスするプログラムは、キャッシュ無

効空間に配置し、その先頭と最後でそれぞれ2回以上、内蔵周辺モジュールまたは外部アドレス空間（キャッ

シュ無効アドレス）へのリードアクセスを実行してください。 

2. 同時に複数のウェイがヒットするようにアドレスアレイの内容を書き換えることは禁止します。同時に複数

のウェイがヒットするようにアドレスアレイの内容を書き換えた場合の動作は保証しません。 

3. メモリ割り付けキャッシュは、CPUでのみアクセス可能です。DMACではアクセスできません。レジスタは、

CPUおよびDMACでアクセス可能です。 
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9. バスステートコントローラ（BSC） 

バスステートコントローラ（BSC）は、外部アドレス空間に接続された各種メモリ、外部デバイスに対し制御

信号を出力します。これにより、SRAM、SDRAMなどの各種メモリおよび外部デバイスを直接接続することがで

きます。 

9.1 特長 

1. 外部アドレス空間 

• CS0～CS6の各空間、SDRAM空間をそれぞれ最大64Mバイトまでサポート（CS6は最大256Mバイト） 

• 空間ごとに、データバス幅（8ビット、16ビット、または32ビット）を選択可能 

 

2. 通常空間インタフェース 

• SRAMとの直結が可能なインタフェースをサポート 

• サイクルウェイト機能：最大31ウェイト（ページアクセスサイクルは、最大7ウェイト） 

• ウェイト制御： 

チップセレクト信号のアサート・ネゲートタイミング設定可能 

リード・ライトストローブ信号のアサート・ネゲートタイミング設定可能 

データ出力の開始・終了タイミング設定可能 

チップセレクト信号の延長設定可能 

• ライトアクセスモード：1ライトストローブ／バイトライトストローブモード 

• ページアクセスモード：ページリード・ライトサポート（ページ単位は、64ビット/128ビット/256ビット） 

 

3. SDRAMインタフェース 

• 最大2つのエリアでSDRAMを設定可能 

• リフレッシュ機能： 

オートリフレッシュ（プログラマブルリフレッシュカウンタ内蔵） 

セルフリフレッシュ 

• アクセスタイミング設定可能（ロウカラムレイテンシ、カラムレイテンシ、ロウアクティブ期間設定可能） 

• 初期化シーケンサ機能、パワーダウン機能、ディープパワーダウン機能、モードレジスタ設定機能内蔵 
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図 9.1に BSCのブロック図を示します。 

エリア制御部 
（CSC）

アクセス制御部

SDRAM制御部 
（SDRAMC）

内
部
バ
ス

【記号説明】

【注】

CSMODn 
CS1WCNTn 
CS2WCNTn
CSnCNT
CSnREC
SDCmCNT
SDRFCNT0/1
SDIR0/1
SDmADR 
SDmTR
SDmMOD
SDPWDCNT 
SDDPWDCNT
SDSTR
SDCKSCNT

：CSnモードレジスタ
：CSnウエイト制御レジスタ1 
：CSnウエイト制御レジスタ2
：CSn制御レジスタ
：CSnリカバリサイクル設定レジスタ
：SDRAMCm制御レジスタ
：SDRAMリフレッシュ制御レジスタ0/1
：SDRAM初期化レジスタ0/1
：SDRAMmアドレスレジスタ
：SDRAMmタイミングレジスタ
：SDRAMmモードレジスタ
：SDRAMパワーダウン制御レジスタ
：SDRAMディープパワーダウン制御レジスタ
：SDRAMステータスレジスタ
：SDRAMクロックストップ制御信号設定レジスタ

CS6～CS0

RD

WR3～WR0 

WAIT

A27～A0
BC3～BC0 

D31～D0

SDCS1、SDCS0

SDRAS、SDCAS

SDWE、SDCKE
DQM3～DQM0

CSMODn
CS1WCNTn
CS2WCNTn

SDRFCNT0/1
SDIR0/1
SDmADR
SDmTR
SDmMOD

SDPWDCNT
SDDPWDCNT
SDSTR
SDCKSCNT

CSnCNT
CSnREC
SDCmCNT

n＝0～6、m＝0、1  

図 9.1 BSCのブロック図 
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9.2 入出力端子 

BSCの端子構成を表 9.1に示します。 
 

表 9.1 端子構成 

端子名 入出力 機   能 

A27～A0 出力 アドレスバス 

D31～D0 入出力 データバス 

CS6～CS0 出力 チップセレクト 

RD 出力 リードパルス信号（リードデータ出力許可信号） 

WR3 出力 32ビットバス空間アクセス時 

D31～D24対応のバイト書き込み指示 

WR2 出力 32ビットバス空間アクセス時 

D23～D16対応のバイト書き込み指示 

WR1 出力 32ビットバス空間アクセス時 

D15～D8対応のバイト書き込み指示 

16ビットバス空間アクセス時 

D15～D8対応のバイト書き込み指示 

WR0 出力 D7～D0対応のバイト書き込み指示 

BC3 出力 32ビットバス空間アクセス時 

D31～D24対応のバイトアクセス指示 

BC2 出力 32ビットバス空間アクセス時 

D23～D16対応のバイトアクセス指示 

BC1 出力 32ビットバス空間アクセス時 

D15～D8対応のバイトアクセス指示 

16ビットバス空間アクセス時 

D15～D8対応のバイトアクセス指示 

BC0 出力 D7～D0対応のバイトアクセス指示 

SDCS1、SDCS0 出力 SDRAM接続時は、CS端子に接続 

SDRAS 出力 SDRAM接続時は、RAS端子に接続 

SDCAS 出力 SDRAM接続時は、CAS端子に接続 

SDWE 出力 SDRAM接続時は、WE端子に接続 

SDCKE 出力 SDRAM接続時は、CKE端子に接続 

DQM3 出力 32ビット SDRAM接続時は、DQMUU端子に接続 

DQM2 出力 32ビット SDRAM接続時は、DQMUL端子に接続 

DQM1 出力 32ビット SDRAM接続時は、DQMLU端子に接続 

16ビット SDRAM接続時は、DQMU端子に接続 

DQM0 出力 32ビット SDRAM接続時は、DQMLL端子に接続 

16ビット SDRAM接続時は、DQML端子に接続 

8ビット SDRAM接続時は、DQM端子に接続 

WAIT 入力 外部ウェイト入力 
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9.3 エリアの概要 

9.3.1 アドレスマップ 

本 LSIは、アーキテクチャとして 32ビットのアドレス空間を有しており、上位ビットで、キャッシュ有効空間、

キャッシュ無効空間、内蔵空間（内蔵 RAM、内蔵周辺モジュール、予約）に分割されています。 

CS5～CS0の外部アドレス空間は、内部アドレスの A29＝0のときにキャッシュ有効、A29＝1のときにキャッ

シュ無効となります。CS6空間は常にキャッシュ無効です。 

接続されるメモリの種類およびデータバス幅は、各部分空間ごとに指定します。外部アドレス空間のアドレス

マップは、下表のとおりです。 
 

表 9.2 アドレスマップ 

内部アドレス 空間 メモリ種類 キャッシュ 

H'00000000～H'03FFFFFF CS0 通常空間 有効 

H'04000000～H'07FFFFFF CS1 通常空間  

H'08000000～H'0BFFFFFF SDRAM0 SDRAM  

H'0C000000～H'0FFFFFFF SDRAM1 SDRAM  

H'10000000～H'13FFFFFF CS2 通常空間  

H'14000000～H'17FFFFFF CS3 通常空間  

H'18000000～H'1BFFFFFF CS4 通常空間  

H'1C000000～H'1FFFFFFF CS5 通常空間  

H'20000000～H'23FFFFFF CS0 通常空間 無効 

H'24000000～H'27FFFFFF CS1 通常空間  

H'28000000～H'2BFFFFFF SDRAM0 SDRAM  

H'2C000000～H'2FFFFFFF SDRAM1 SDRAM  

H'30000000～H'33FFFFFF CS2 通常空間  

H'34000000～H'37FFFFFF CS3 通常空間  

H'38000000～H'3BFFFFFF CS4 通常空間  

H'3C000000～H'3FFFFFFF CS5 通常空間  

H'40000000～H'4FFFFFFF CS6 通常空間 無効 

H'50000000～H'E7FFFFFF その他 予約エリア* － 

H'E8000000～H'EFFFFFFF その他 内蔵周辺モジュール、予約エリア* － 

H'F0000000～H'FF3FFFFF その他 キャッシュのアドレスアレイ空間、予約エリア* － 

H'FF400000～H'FFF7FFFF その他 内蔵周辺モジュール、予約エリア* － 

H'FFF80000～H'FFFBFFFF その他 内蔵 RAM、予約エリア* － 

H'FFFC0000～H'FFFFFFFF その他 内蔵周辺モジュール、予約エリア* － 

【注】 * 内蔵 RAM空間は「第 26章 内蔵 RAM」で示すアドレスにアクセスしてください。内蔵周辺モジュール空間のアク

セスは「第 30章 レジスタ一覧」で示すアドレスにアクセスしてください。これらに記載のないアドレスにはアク

セスしないでください。アクセスした場合は、動作の保証はできません。 
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9.3.2 各エリアのデータバス幅と、端子機能設定 

本 LSIは、パワーオンリセット時に外部端子を用いてエリア 0のデータバス幅を、8、16、32ビットのいずれか

に設定することができます。エリア 1～6のデータバス幅は、レジスタの設定によりプログラム中で変更できます。

設定するメモリタイプによっては、データバス幅が限定されるものがありますのでご注意ください。 

パワーオンリセット後は、エリア 0に割り当てられた外部メモリに格納されているプログラムで起動します。 

端子設定の詳細は、「第 25章 ピンファンクションコントローラ（PFC）」を参照してください。 
 

表 9.3 外部端子（MD1、MD0）設定とデータバス幅の関係 

MD1 MD0 データバス幅 

1 32ビット 1 

0 16ビット 

1 8ビット 0 

0 予約（設定しないでください） 
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9.4 レジスタの説明 

BSCには以下のレジスタがあります。すべてのレジスタは、パワーオンリセットおよびディープスタンバイモ

ード時に初期化されます。 

接続メモリとのインタフェースの設定が終了するまでは、エリア 0空間以外はアクセスしないでください。 
 

表 9.4 レジスタ構成 

レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス アクセスサイズ 

CS0制御レジスタ CS0CNT R/W H'00010000/ H'FF420000 8、16、32 

   H'00110000/   

   H'00210000*   

CS0リカバリサイクル設定レジスタ CS0REC R/W H'00000000 H'FF420008 8、16、32 

CS1制御レジスタ CS1CNT R/W H'00000000 H'FF420010 8、16、32 

CS1リカバリサイクル設定レジスタ CS1REC R/W H'00000000 H'FF420018 8、16、32 

CS2制御レジスタ CS2CNT R/W H'00000000 H'FF420020 8、16、32 

CS2リカバリサイクル設定レジスタ CS2REC R/W H'00000000 H'FF420028 8、16、32 

CS3制御レジスタ CS3CNT R/W H'00000000 H'FF420030 8、16、32 

CS3リカバリサイクル設定レジスタ CS3REC R/W H'00000000 H'FF420038 8、16、32 

CS4制御レジスタ CS4CNT R/W H'00000000 H'FF420040 8、16、32 

CS4リカバリサイクル設定レジスタ CS4REC R/W H'00000000 H'FF420048 8、16、32 

CS5制御レジスタ CS5CNT R/W H'00000000 H'FF420050 8、16、32 

CS5リカバリサイクル設定レジスタ CS5REC R/W H'00000000 H'FF420058 8、16、32 

CS6制御レジスタ CS6CNT R/W H'00000000 H'FF420060 8、16、32 

CS6リカバリサイクル設定レジスタ CS6REC R/W H'00000000 H'FF420068 8、16、32 

SDRAMC0制御レジスタ SDC0CNT R/W H'00000000 H'FF420100 8、16、32 

SDRAMC1制御レジスタ SDC1CNT R/W H'00000000 H'FF420110 8、16、32 

CS0モードレジスタ CSMOD0 R/W H'00000000 H'FF421000 8、16、32 

CS0ウェイト制御レジスタ 1 CS1WCNT0 R/W H'1F1F0707 H'FF421004 8、16、32 

CS0ウェイト制御レジスタ 2 CS2WCNT0 R/W H'00000007 H'FF421008 8、16、32 

CS1モードレジスタ CSMOD1 R/W H'00000000 H'FF421010 8、16、32 

CS1ウェイト制御レジスタ 1 CS1WCNT1 R/W H'1F1F0707 H'FF421014 8、16、32 

CS1ウェイト制御レジスタ 2 CS2WCNT1 R/W H'00000007 H'FF421018 8、16、32 

CS2モードレジスタ CSMOD2 R/W H'00000000 H'FF421020 8、16、32 

CS2ウェイト制御レジスタ 1 CS1WCNT2 R/W H'1F1F0707 H'FF421024 8、16、32 

CS2ウェイト制御レジスタ 2 CS2WCNT2 R/W H'00000007 H'FF421028 8、16、32 

CS3モードレジスタ CSMOD3 R/W H'00000000 H'FF421030 8、16、32 

CS3ウェイト制御レジスタ 1 CS1WCNT3 R/W H'1F1F0707 H'FF421034 8、16、32 

CS3ウェイト制御レジスタ 2 CS2WCNT3 R/W H'00000007 H'FF421038 8、16、32 
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レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス アクセスサイズ 

CS4モードレジスタ CSMOD4 R/W H'00000000 H'FF421040 8、16、32 

CS4ウェイト制御レジスタ 1 CS1WCNT4 R/W H'1F1F0707 H'FF421044 8、16、32 

CS4ウェイト制御レジスタ 2 CS2WCNT4 R/W H'00000007 H'FF421048 8、16、32 

CS5モードレジスタ CSMOD5 R/W H'00000000 H'FF421050 8、16、32 

CS5ウェイト制御レジスタ 1 CS1WCNT5 R/W H'1F1F0707 H'FF421054 8、16、32 

CS5ウェイト制御レジスタ 2 CS2WCNT5 R/W H'00000007 H'FF421058 8、16、32 

CS6モードレジスタ CSMOD6 R/W H'00000000 H'FF421060 8、16、32 

CS6ウェイト制御レジスタ 1 CS1WCNT6 R/W H'1F1F0707 H'FF421064 8、16、32 

CS6ウェイト制御レジスタ 2 CS2WCNT6 R/W H'00000007 H'FF421068 8、16、32 

SDRAMリフレッシュ制御レジスタ 0 SDRFCNT0 R/W H'00000000 H'FF422000 8、16、32 

SDRAMリフレッシュ制御レジスタ 1 SDRFCNT1 R/W H'0000xxxx H'FF422004 16、32 

SDRAM初期化レジスタ 0 SDIR0 R/W H'00000xxx H'FF422008 8、16、32 

SDRAM初期化レジスタ 1 SDIR1 R/W H'00000000 H'FF42200C 8、16、32 

SDRAMパワーダウン制御レジスタ SDPWDCNT R/W H'00000000 H'FF422010 8、16、32 

SDRAMディープパワーダウン制御 

レジスタ 

SDDPWDCNT R/W H'00000000 H'FF422014 8、16、32 

SDRAM0アドレスレジスタ SD0ADR R/W H'00000x0x H'FF422020 8、16、32 

SDRAM0タイミングレジスタ SD0TR R/W H'000xxx0x H'FF422024 8、16、32 

SDRAM0モードレジスタ SD0MOD R/W H'0000xxxx H'FF422028 16、32 

SDRAM1アドレスレジスタ SD1ADR R/W H'00000x0x H'FF422040 8、16、32 

SDRAM1タイミングレジスタ SD1TR R/W H'000xxx0x H'FF422044 8、16、32 

SDRAM1モードレジスタ SD1MOD R/W H'0000xxxx H'FF422048 16、32 

SDRAMステータスレジスタ SDSTR R/W H'00000000 H'FF4220E4 8、16、32 

SDRAMクロックストップ制御信号 

設定レジスタ 

SDCKSCNT R/W H'0000000F H'FF4220E8 8、16、32 

AC特性切り替えレジスタ ACSWR R/W H'00000000 H'FFFD8808 8、16、32 

【注】 * MD端子の設定により異なります。 
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9.4.1 CSn制御レジスタ（CSnCNT）（n＝0～6） 

CSnCNTは、CSCインタフェースにおける外部バス幅の選択および動作制御を行います。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R/W R/W R R R R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

*1 *1 *2

- - - - - - - - - - BSIZE[1:0] - - - EXENB

- - - - - - - - - - - - - - - -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～22 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

21、20 BSIZE[1:0] 00*1 R/W 外部バス幅選択 

このビットにより、CSCの各チャネルに対応する外部デバイスのデータバス幅

を設定します。なお、CSCのチャネル 0（CS0）のデータバス幅の初期値は、

MD1、MD0端子設定によって異なります。 

10：8ビットバス 

00：16ビットバス 

01：32ビットバス 

19～17 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

16 EXENB 0*2 R/W 動作許可 

このビットにより、CSCの各チャネルの動作許可／禁止を設定します。CS0

に対応する初期値のみ、動作許可（EXENB＝1）となります。 

0：動作禁止 

1：動作許可 

15～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

【注】 *1 CS0の BSIZEの初期値は、MD1、MD0端子設定によって異なります。 

 *2 CS0の EXENBの初期値は 1となります。 

 

各チャネルを動作禁止（EXENB＝0）にする場合、内部のライトバッファに一時的に保持したデータを強制的

に外部に書き出すために、以下の手順で実施ください。 

1. まず動作禁止にするチャネルへのリードアクセスを行う。 

2. 次に、EXENBビットに0ライト（動作禁止）を行う。 
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9.4.2 CSnリカバリサイクル設定レジスタ（CSnREC）（n＝0～6） 

CSnRECは、リードまたはライトアクセス後に挿入するデータリカバリサイクル数を設定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W R R R R R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

- - - - WRCV[3:0] - - - - RRCV[3:0]

- - - - - - - - - - - - - - - -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

27～24 WRCV[3:0] 

 

0000 R/W ライト後データリカバリサイクル設定 

このビットにより、外部バスに対するライトアクセス後に挿入するデータリカ

バリサイクル数を設定します。0以外を設定すると、外部バスに対するライト

アクセス後に外部バスに対するリードアクセスがある場合に、1～15サイクル

のデータリカバリサイクルが挿入されます（CSCの同じチャネルに対する連続

アクセスでも、データリカバリサイクルが挿入されます）。なお、外部アクセ

ス間にアイドルサイクルが存在する場合には、挿入されるデータリカバリサイ

クルはアイドルサイクル分だけ短縮されます。 

0000：0サイクル  

 0001：1サイクル 

   ： 

 1111：15サイクル 

23～20 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

19～16 RRCV[3:0] 

 

0000 R/W リード後データリカバリサイクル設定 

このビットにより、外部バスに対するリードアクセス後に挿入するデータリカ

バリサイクル数を設定します。0以外を設定すると、以下の場合にデータリカ

バリサイクルが挿入されます。 

外部バスに対するリードアクセス後に外部バスのライトアクセスがある場合

（CSCの同じチャネルに対する連続アクセスでも、データリカバリサイクルが

挿入されます。）外部バスに対するリードアクセス後、CSCの異なったチャネ

ルに対するリードアクセスがある場合（CSCの同じチャネルに対する連続アク

セスについては、データリカバリサイクルが挿入されません。） 

なお、外部アクセス間にアイドルサイクルが存在する場合には、挿入されるデ

ータリカバリサイクルはアイドルサイクル分だけ短縮されます 

0000：0サイクル  

0001：1サイクル 

   ： 

 1111：15サイクル 

15～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

【注】 1. SDRAMに対するアクセスの場合、タイミング的にバス上のデータ衝突はありえません。したがって、SDRAMに

対するデータリカバリサイクルの設定はありません（0サイクル固定）。 

 2. CSnリカバリサイクル設定レジスタ（CSnREC）への書き込みは、対応するチャネルの CSCを動作禁止（EXENB

＝0）にして行ってください。チャネル 0（CS0）のみ動作許可（EXENB＝1）での変更が可能ですが、このとき

は、DMACを停止状態とし、かつ、リセット解除後 CS0へのデータライトアクセスを行う前にのみ行ってくださ

い。 
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9.4.3 SDRAMCm制御レジスタ（SDCmCNT）（m＝0、1） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R/W R/W R R R R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

- - - - - - - - - - BSIZE[1:0] - - - EXENB

- - - - - - - - - - - - - - - -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～22 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

21、20 BSIZE[1:0] 00 R/W 外部バス幅選択 

このビットにより、SDRAMCの各チャネルに対応する外部デバイスのデータ

バス幅を設定します。 

10：8ビットバス 

00：16ビットバス 

01：32ビットバス 

19～17 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

16 EXENB 0 R/W 動作許可 

このビットにより SDRAMCの各チャネルの動作許可／禁止を設定します。 

0：動作禁止 

1：動作許可 

15～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

各チャネルを動作禁止（EXENB＝0）にする場合、内部のライトバッファに一時的に保持したデータを強制的

に外部に書き出すために、以下の手順で実施ください。 

1. まず動作禁止にするチャネルへのリードアクセスを行う。 

2. 次に、EXENBビットに0ライト（動作禁止）を行う。 
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9.4.4 CSnモードレジスタ（CSMODn）（n＝0～6） 

CSMODnは、ページリードアクセスモード選択、ページアクセス境界選択、ページリード／ライトアクセス許

可、外部ウェイト許可およびライトアクセスモード選択を制御するレジスタです。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R R/W R/W R R R/W R/W R R R R R/W R R R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

PRMOD - PBCNT[1:0] - - PWENB PRENB - - - - EWENB - - WRMOD

- - - - - - - - - - - - - - - -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 PRMOD 0 R/W ページリードアクセスモード選択 

このビットにより、ページリードアクセス時の動作モードを選択します。0を

設定すると、ノーマルアクセス互換モードになります。このとき、1データを

リードするごとに RD信号がネゲートされ、RDアサートウェイトが挿入され

ます。1を設定すると、外部データリード連続アサートモードになります。こ

のとき、ページアクセスの間連続して RDがアサートされ続けます。 

0：ノーマルアクセス互換モード 

1：外部データリード連続アサートモード 

30 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

29、28 PBCNT[1:0]

 

00 R/W ページアクセスビット境界選択 

このビットにより、ページアクセス動作のビット境界を選択します。ページア

クセス動作中に、このビットで設定したビット境界を超えると、ページアクセ

ス動作を一時終了（CSn信号をネゲート）し、再度ページアクセス動作を開始

します。このビットへの書き込みは、PWENBビット、PRENBビットのいず

れかを 1に設定したときのみ有効になります。 

00：64ビット境界 

01：128ビット境界 

10：256ビット境界 

11：設定禁止 

27、26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

25 PWENB 0 R/W ページライトアクセス許可 

このビットにより、ページライトアクセスの許可を選択します。 

0：ページライトアクセス禁止 

1：ページライトアクセス許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

24 PRENB 0 R/W ページリードアクセス許可 

このビットにより、ページリードアクセスの許可を選択します。 

0：ページリードアクセス禁止 

1：ページリードアクセス許可 

23～20 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

19 EWENB 0 R/W 外部ウェイト許可 

このビットにより、外部ウェイトの許可／禁止を設定します。 

1を設定すると、外部ウェイト許可となり、外部ウェイト信号（WAIT）により、

各サイクルのウェイト数を任意に制御することが可能になります。この場合、

WAIT信号が Lの間、ウェイトサイクルが挿入されます。 

0であれば、WAIT信号は無効になります。 

0：外部ウェイト禁止 

1：外部ウェイト許可 

18、17 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

16 WRMOD 0 R/W ライトアクセスモード選択 

このビットにより、ライトアクセス時の動作モードを選択します。0を設定す

ると、バイトライトストローブモードになります。このとき、それぞれのバイ

ト位置に対応した複数のライト信号（WR3～WR0）によりデータ書き込みの制

御を行います。1を設定すると、1ライトストローブモードになります。この

とき、それぞれのバイト位置に対応した複数のバイトコントロール信号（BC3

～BC0）と単一のライト信号（8ビットバス幅チャネルの場合WR0、16ビッ

トバス幅チャネルの場合WR1、32ビットバス幅チャネルの場合WR3）により

データ書き込みの制御を行います。 

0：バイトライトストローブモード 

1：1ライトストローブモード 

15～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

CSnモードレジスタ（CSMODn）への書き込みは、対応するチャネルの CSCを動作禁止（EXENB＝0）にして

行ってください。チャネル 0（CS0）のみ動作許可（EXENB＝1）での変更が可能ですが、このときは、DMACを

停止状態とし、かつ、リセット解除後 CS0へのデータライトアクセスを行う前にのみ行ってください。 
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9.4.5 CSnウェイト制御レジスタ 1（CS1WCNTn）（n＝0～6） 

CS1WCNTnは、リード／ライトサイクル、またはページリード／ページライトサイクルに挿入するウェイト数

を設定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 1 1 1 1 1 0 0 0 1 1 1 1 1
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R R R R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 1 1 1
R R R R R R/W R/W R/W R R R R R R/W R/W R/W

- - - CSRWAIT[4:0] - - - CSWWAIT[4:0]

- - - - - CSPRWAIT[2:0] - - - - - CSPWWAIT[2:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

28～24 CSRWAIT 

[4:0] 

11111 R/W リードサイクルウェイト選択 

このビットにより、ノーマルリードサイクルおよびページリードサイクルの最

初のサイクルに挿入するウェイト数を設定します。 

00000：0ウェイト 

 ： 

11111：31ウェイト 

23～21 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

20～16 CSWWAIT 

[4:0] 

11111 R/W ライトサイクルウェイト選択 

このビットにより、ノーマルライトサイクルおよびページライトサイクルの最

初のサイクルに挿入するウェイト数を設定します。 

00000：0ウェイト 

 ： 

11111：31ウェイト 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10～8 CSPRWAIT 

[2:0] 

111 R/W ページリードサイクルウェイト選択 

このビットにより、ページリードサイクルの 2サイクル目以降に挿入するウェ

イト数を設定します。本設定は、ページリードアクセス許可ビット（PRENB）

が 1のとき、有効になります。 

000：0ウェイト 

 ： 

111：7ウェイト 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2～0 CSPWWAIT 

[2:0] 

 

111 R/W ページライトサイクルウェイト選択 

このビットにより、ページライトサイクルの 2サイクル目以降に挿入するウェ

イト数を設定します。本設定は、ページライトアクセス許可ビット（PWENB）

が 1のとき、有効になります。 

000：0ウェイト 

 ： 

111：7ウェイト 

【注】 1. ページリード／ライトサイクルウェイト（CSPRWAIT、CSPWWAIT）は、リード／ライトサイクルウェイト

（CSRWAIT、CSWWAIT）の範囲内で設定してください。各ウェイト数の選択は、使用するシステム構成に応じ

て検討してください。 

 2. CSnウェイト制御レジスタ 1（CS1WCNTn）への書き込みは、対応するチャネルの CSCを動作禁止（EXENB＝0）

にして行ってください。チャネル 0（CS0）のみ動作許可（EXENB＝1）での変更が可能ですが、このときは、DMAC

を停止状態とし、かつ、リセット解除後 CS0へのデータライトアクセスを行う前にのみ行ってください。 

 

9.4.6 CSnウェイト制御レジスタ 2（CS2WCNTn）（n＝0～6） 

CS2WCNTnは、各ウェイト数および延長サイクル数の選択を行います。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1
R R R R R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W

- CSON[2:0] - WDON[2:0] - WRON[2:0] - RDON[2:0]

- - - - - WDOFF[2:0] - CSWOFF[2:0] - CSROFF[2:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

30～28 CSON 

[2:0] 

000 R/W CSアサートウェイト選択 

このビットにより、外部チップセレクト信号（CSn）のアサート前に挿入する

ウェイト数を設定します。 

000：0ウェイト 

   ： 

111：7ウェイト 

27 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

26～24 WDON 

[2:0] 

000 R/W ライトデータ出力ウェイト選択 

このビットにより、外部データバスを出力する前に挿入するウェイト数を設定

します。 

000：0ウェイト 

： 

111：7ウェイト 

23 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

22～20 WRON 

[2:0] 

000 R/W WRアサートウェイト選択 

このビットにより、外部データライト信号（WR3～WR0）のアサート前に挿入

するウェイト数を設定します。 

000：0ウェイト 

： 

111：7ウェイト 

19 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

18～16 RDON 

[2:0] 

000 R/W RDアサートウェイト選択 

このビットにより、外部データリード信号（RD）のアサート前に挿入するウェ

イト数を設定します。 

000：0ウェイト 

： 

111：7ウェイト 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10～8 WDOFF 

[2:0] 

000 R/W ライトデータ出力延長サイクル選択 

このビットにより、ライト時のウェイトサイクル終了時（WR3～WR0信号の

ネゲート時）から外部データバスをネゲートするまでのサイクル数を設定しま

す。 

000：0ウェイト 

： 

111：7ウェイト 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6～4 CSWOFF 

[2:0] 

000 R/W ライト時 CS延長サイクル選択 

このビットにより、ライトアクセス時のウェイトサイクル終了時（WR3～WR0

信号のネゲート時）から CS6～CS0信号をネゲートするまでのサイクル数を設

定します。 

000：0ウェイト 

： 

111：7ウェイト 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2～0 CSROFF 

[2:0] 

111 R/W リード時 CS延長サイクル選択 

このビットにより、リードアクセス時のウェイトサイクル終了時（RD信号の

ネゲート時）から CS6～CS0信号をネゲートするまでのサイクル数を設定しま

す。 

000：0ウェイト 

： 

111：7ウェイト 

【注】 1. 各ウェイト数、延長サイクル数の選択は、使用するシステム構成に応じて検討してください。 

 2. CSnウェイト制御レジスタ 2（CS2WCNTn）への書き込みは、対応するチャネルの CSCを動作禁止（EXENB＝0）

にして行ってください。チャネル 0（CS0）のみ動作許可（EXENB＝1）での変更が可能ですが、このときは、DMAC

を停止状態とし、かつ、リセット解除後 CS0へのデータライトアクセスを行う前にのみ行ってください。 

 3. 各ビットは、以下の制約の範囲内で設定ください。 

  ページアクセス禁止時（PRENB、PWENB＝0） 

  CSON ≦ min（CSRWAIT、CSWWAIT）、WDON ≦ CSWWAIT、 

  WRON ≦ CSWWAIT、RDON ≦ CSRWAIT 

  WDOFF ≦ CSWOFF 

  ページアクセス許可時（PRENB=1 or PWENB=1） 

  ページアクセス禁止時の制約に加えて、以下の制約を追加。 

  CSON ≦ min（CSPRWAIT、CSPWWAIT） 

  WRON ≦ CSPWWAIT、RDON ≦ CSPRWAIT 

  WDON ≦ CSPWWAIT 
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9.4.7 SDRAMリフレッシュ制御レジスタ 0（SDRFCNT0） 

SDRFCNT0は、セルフリフレッシュ動作を制御します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

- - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - DSFEN

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 DSFEN 0 R/W SDRAM共通セルフリフレッシュ動作有効 

このビットによりセルフリフレッシュ動作を制御します。制御は、全チャネル

同時に行われます。1をセットした場合、オートリフレッシュサイクル動作を

行い、その直後にセルフリフレッシュ動作を開始します。0にクリアした場合、

セルフリフレッシュ動作を終了し、その直後にオートリフレッシュ動作を行い

ます。このビットに書き込んだ値は、1をセットした場合はセルフリフレッシ

ュ動作開始時に、0にクリアした場合はセルフリフレッシュ動作終了後のオー

トリフレッシュ開始時に反映されます。 

0：セルフリフレッシュ無効 

1：セルフリフレッシュ有効 
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9.4.8 SDRAMリフレッシュ制御レジスタ 1（SDRFCNT1） 

SDRFCNT1は、オートリフレッシュ動作を制御します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - - - - - - - - - - - - - - DRFEN

DREFW[3:0] DRFC[11:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～17 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

16 DRFEN 0 R/W オートリフレッシュ動作有効 

このビットにより、オートリフレッシュ動作を制御します。制御は全チャネル

同時に行われます。このビットを 0にクリアした場合、オートリフレッシュ動

作を行いません。このビットを 1にセットした場合、オートリフレッシュ動作

を行います。オートリフレッシュ有効時にこのビットを 0クリアすると、次の

オートリフレッシュサイクル終了後に DRFENビットが 0クリアされ、オート

リフレッシュ動作が停止します。オートリフレッシュ無効時に 1セットすると、

DRFENビットに 1がセットされるとともにオートリフレッシュを行い、その

後カウンタにより定期的にリフレッシュ要求が発生します。リフレッシュ要求

の発生間隔は、オートリフレッシュ間隔選択ビット（DRFC）で設定した値に

従います。リフレッシュ要求は、SDRAMへのアクセス中は受け付けられず、

アクセス完了まで待たされます。SDRAMへのアクセスとリフレッシュ要求が

同時に発生した場合は、リフレッシュ要求が優先されます。 

0：オートリフレッシュ無効 

1：オートリフレッシュ有効 

15～12 DREFW 

[3:0] 

不定 R/W オートリフレッシュサイクル／セルフリフレッシュ解除サイクル数設定 

このビットにより、オートリフレッシュサイクル数、セルフリフレッシュ解除

サイクル数を設定します。このビットへの書き込みは、オートリフレッシュ動

作有効ビット（DRFEN）の状態にかかわらず行うことができます。オートリフ

レッシュ無効時、このビットへ書き込んだ値は、直ちに反映されます。オート

リフレッシュ有効時にこのビットへ書き込んだ値は、オートリフレッシュサイ

クル中でなければ直ちに反映され、オートリフレッシュサイクル中であれば終

了後に反映されます。 

0000：1サイクル 

0001：2サイクル 

0010：3サイクル 

： 

1111：16サイクル 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11～0 DRFC[11:0] 不定 R/W オートリフレッシュ要求間隔設定 

このビットにより、オートリフレッシュ間隔を設定します。このビットへの書

き込みは、オートリフレッシュ動作有効ビット（DRFEN）の状態にかかわらず

行うことができます。オートリフレッシュ無効時、このビットへ書き込んだ値

は、直ちにリフレッシュカウンタへ反映されます。オートリフレッシュ有効時

にこのビットへ書き込んだ値は、次のオートリフレッシュ要求発行時にリフレ

ッシュカウンタに反映されます。 

000000000000：設定禁止 

000000000001：2サイクル 

000000000010：3サイクル 

： 

111111111111：4096サイクル 

【注】 複数リード、複数ライトアクセス中、DMACによる転送中はオートリフレッシュ要求を受け付けないサイクルがあり

ますので、オートリフレッシュ間隔が広がることがあります。使用する SDRAMのオートリフレッシュ間隔規定を満た

すようにオートリフレッシュ要求間隔を決定し、DRFCビットを設定してください。このとき、オートリフレッシュ要

求間隔はオートリフレッシュサイクルより長くなるように設定してください。 

 

（a） オートリフレッシュ要求間隔と DRFC設定値の関係 

SDRAMCには、12ビットのリフレッシュカウンタが内蔵されており、定期的にオートリフレッシュ要求を発生

します。オートリフレッシュ要求間隔から DRFCビットの設定値を求める計算式を以下に示します。 
 

DRFC＝（オートリフレッシュ要求間隔／バスクロック周期）- 1 
 

オートリフレッシュ要求は SDRAMアクセス中には受け付けられず、アクセス終了まで待たされますが、要求

が受け付けられたか否かにかかわらずカウンタ値は更新されます。アクセス中に 2回以上オートリフレッシュ要

求が発生した場合、2回目以降のリフレッシュ要求は無視されますので注意してください。 
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9.4.9 SDRAM初期化レジスタ 0（SDIR0） 

SDIR0は SDRAMの初期化シーケンスのタイミングを設定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0
R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - - -

- - - -

-

-

- - -

DPC[2:0]

- - - - - - - -

DARFC[3:0] DARFI[3:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10～8 DPC[2:0] 不定 R/W 初期化プリチャージサイクル数設定 

このビットにより、SDRAMの初期化シーケンスにおけるプリチャージサイク

ル数を設定します。 

000：3サイクル 

001：4サイクル 

： 

111：10サイクル 

7～4 DARFC 

[3:0] 

不定 R/W 初期化オートリフレッシュ回数 

このビットにより、SDRAMの初期化シーケンスにおけるオートリフレッシュ

回数を設定します。 

0000：設定禁止 

0001：1回 

： 

1111：15回 

3～0 DARFI 

[3:0] 

不定 R/W 初期化オートリフレッシュ間隔 

このビットにより、SDRAMの初期化シーケンスにおけるオートリフレッシュ

コマンドの発行間隔を設定します。 

0000：3サイクル 

0001：4サイクル 

0010：5サイクル 

： 

1111：18サイクル 

【注】 初期化シーケンス開始前に、接続する SDRAMの仕様を満たすように設定してください。 
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9.4.10 SDRAM初期化レジスタ 1（SDIR1） 

SDIR1は、SDRAM初期化シーケンスの起動を制御します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

- - - - - - - - - - - - - - - DINIST

- - - - - - - - - - - - - - - DINIRQ

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～17 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

16 DINIST 0 R/W 初期化ステータス 

このビットに 1がセットされているときは、SDRAM0、SDRAM1のいずれか

のチャネルが SDRAM初期化シーケンス実行中であることを示します。 

0：初期化シーケンス中ではない 

1：初期化シーケンス中 

15～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 DINIRQ 0 R/W 共通初期化シーケンス開始 

このビットに 1をセットすると、SDRAM初期化シーケンスが開始され、自動

的に初期化ステータスビット（DINIST）が 1にセットされます。初期化シーケ

ンス終了後、初期化ステータスビット（DINIST）が自動的にクリアされます。

DINIRQビットへ書き込んだ値は保持されません。 

0：無効 

1：初期化シーケンス開始 
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9.4.11 SDRAMパワーダウン制御レジスタ（SDPWDCNT） 

SDPWDCNTは、パワーダウンモードへの移行と復帰を制御します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

- - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - DPWD

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 DPWD 0 R/W SDRAM共通パワーダウン有効 

このビットにより、パワーダウンモードへの移行と復帰を制御します。制御は、

全チャネル同時に行われます。このビットに 1をセットした場合、全チャネル

がパワーダウンモードへ移行します。このビットを 0にクリアした場合、全チ

ャネルがパワーダウンモードから復帰します。パワーダウンモードへの移行

は、オートリフレッシュ中はオートリフレッシュが完了するまで待たされま

す。 

0：パワーダウン無効 

1：パワーダウン有効 
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9.4.12 SDRAMディープパワーダウン制御レジスタ（SDDPWDCNT） 

SDDPWDCNTはディープパワーダウンモードへの移行と復帰を制御します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

- - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - DDPD

 
 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 DDPD 0 R/W SDRAM共通ディープパワーダウン有効 

このビットにより、ディープパワーダウンモードへの移行と復帰を制御しま

す。制御は、全チャネル同時に行われます。このビットに 1をセットした場合、

SDRAM全チャネルがディープパワーダウンモードへ移行します。このビット

を 0にクリアした場合、SDRAM全チャネルがディープパワーダウンモードか

ら復帰します。ディープパワーダウンモードへの移行は、オートリフレッシュ

中はオートリフレッシュが完了するまで待たされます。 

0：ディープパワーダウン無効 

1：ディープパワーダウン有効 
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9.4.13 SDRAMmアドレスレジスタ（SDmADR）（m＝0、1） 

SDmADRは、SDRAMのデータバス幅およびチャネルサイズを選択します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R R R R R R/W R/W R/W

- - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - DDBW[1:0] - - - - - DSZ[2:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9、8 DDBW[1:0] 不定 R/W SDRAMデータバス幅設定 

このビットにより，使用する SDRAMのデータバス幅を指定します。 

00：8ビット 

01：16ビット 

10：32ビット 

11：設定禁止 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2～0 DSZ[2:0] 不定 R/W チャネルサイズ設定 

このビットにより、チャネル 0、1のサイズを指定します。SDRAM領域 0、1

よりも小さいサイズを選択した場合、ゴーストが発生します。16ビットバス幅

の SDRAMに対して 32ビットデータのアクセスを行った場合は、先に前半ア

ドレス（A1＝0）の 16ビットのアクセスを行い、次に後半アドレスの 16ビッ

ト（A1＝1）のアクセスが順に行われます。 
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9.4.14 SDRAMmタイミングレジスタ（SDmTR）（m＝0、1） 

SDmTRは、SDRAMのリード／ライトアクセスのタイミングを設定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0
R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R R/W R/W R/W

- - - - - - - -

DWR

- - - - - DRAS[2:0]

- - DRCD[1:0] DPCG[2:0] - - - - - DCL[2:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～19 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

18～16 DRAS[2:0] 不定 R/W ロウアクティブ期間設定 

このビットにより、SDRAMの行活性化（ACT）コマンドから非活性化（PRA）

までの最短期間を設定します。 

000：1サイクル 

： 

111：8サイクル 

15、14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13、12 DRCD[1:0] 不定 R/W ロウカラムレイテンシ設定 

このビットにより、SDRAMのロウ－カラムレイテンシを設定します。 

00：1サイクル 

01：2サイクル 

10：3サイクル 

11：4サイクル 

11～9 DPCG[2:0] 不定 R/W ロウプリチャージ期間設定 

このビットにより、SDRAMの非活性化（PRA）コマンドから次の有効なコマ

ンドまでの最短期間を設定します。 

000：1サイクル 

： 

111：8サイクル 

8 DWR 0 R/W ライトリカバリ期間設定 

このビットにより、SDRAMのライト（WRITE）コマンドから非活性化（PRA）

までの期間を設定します。 

0：1サイクル 

1：2サイクル 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2～0 DCL[2:0] 不定 R/W SDRAMコントローラカラムレイテンシ設定 

このビットにより、SDRAMコントローラのカラムレイテンシを設定します。

この設定は、SDRAMコントローラ側のレイテンシ設定のみに影響し、外部に

接続する SDRAMへのカラムレイテンシ設定は、後述する別途 SDRAMmモー

ドレジスタ（SDmMOD）で行う必要があります。 

000：設定禁止 

001：1サイクル 

010：2サイクル 

011：3サイクル 

1xx：設定禁止 

【記号説明】 x：Don't care 
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9.4.15 SDRAMmモードレジスタ（SDmMOD）（m＝0、1） 

SDmMODは SDRAMモードレジスタ、エクステンデッドモードレジスタに書き込む値を設定します。このレジ

スタに書き込むとこにより、自動的に SDRAMへのモードセットコマンド、エクステンデッドモードレジスタセ

ットコマンドの発行が行われます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0
R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - - - - - - - - - - - - - - -

- DMR[14:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～15 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

14～0 DMR[14:0] 不定 R/W モードレジスタ設定 

このビットへの書き込みにより、SDRAMに対しモードレジスタセットコマン

ド、エクステンデッドモードレジスタセットコマンドを発行します。このとき、

DMRビットに設定する値を A16～A2に出力します。SDRAMはバンクアドレ

スによってモードレジスタセットとエクステンデッドモードレジスタセット

を区別します。 

書き込み実行：モードレジスタセットコマンド発行 

 

    DMRビット b14 b13 ・・・ b0  

     ↓ ↓  ↓  

    A16～A2信号 A16 A15 ・・・ A2  

          

【注】 SDRAMmモードレジスタ設定においては、以下の点に注意してください。 

 1. SDRAMに対してバースト長 1が設定されるように設定してください。バースト長 1以外が設定された場合、動作

は保証されません。 

 2. SDRAMのカラムレイテンシは、SDRAMCの SDRAMコントローラカラムレイテンシ設定ビット（DCL）の設定

と必ず一致させてください。異なるレイテンシが設定された場合、動作は保証されません。 

 3. SDRAMステータスレジスタ（SDSTR）のステータスビット（DSRFST、DPWDST、DDPDST、DMRSST）がす

べて 0になっていることを必ず確認してください。 
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9.4.16 SDRAMステータスレジスタ（SDSTR） 

SDSTRは、セルフリフレッシュ、初期化シーケンス、パワーダウンモード、ディープパワーダウンモードおよ

びモードレジスタセットの動作を示すステータスフラグで構成されています。 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

- - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - DSRFST DINIST DPWDST DDPDST DMRSST

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 DSRFST 0 R セルフリフレッシュ移行・復帰ステータス 

このビットに 1がセットされているときは、SDRAM0、SDRAM1のいずれか

のチャネルがセルフリフレッシュへの移行・復帰動作中であることを示しま

す。 

0：移行・復帰動作中ではない 

1：移行・復帰動作中 

3 DINIST 0 R 初期化ステータス 

このビットに 1がセットされているときは、SDRAM0、SDRAM1のいずれか

のチャネルが SDRAM初期化シーケンス実行中であることを示します。 

このビットは SDIR1レジスタの DINISTビットと同じ機能です。 

0：初期化シーケンス中ではない 

1：初期化シーケンス中 

2 DPWDST 0 R パワーダウン移行・復帰ステータス 

このビットに 1がセットされているときは、SDRAM0、SDRAM1のいずれか

のチャネルがパワーダウンモードへの移行・復帰動作中であることを示しま

す。 

0：移行・復帰動作中ではない 

1：移行・復帰動作中 

1 DDPDST 0 R ディープパワーダウン移行・復帰ステータス 

このビットに 1がセットされているときは、SDRAM0、SDRAM1のいずれか

のチャネルがディープパワーダウンモードへの移行・復帰動作中であることを

示します。 

0：移行・復帰動作中ではない 

1：移行・復帰動作中 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 DMRSST 0 R モードレジスタセットステータス 

このビットに 1がセットされているときは、SDRAM0、SDRAM1のいずれか

のチャネルがモードレジスタセット動作中であることを示します。 

0：モードレジスタセット動作中ではない 

1：モードレジスタセット動作中 

 
移行・復帰動作中とは、表 9.5に示す各ビットへの書き込みからそれぞれのコマンドが発行されるまでの期間

を表します。 
 

表 9.5 ステータスビット確認が必要なレジスタ、ビット名一覧 

機能 レジスタ名 ビット名 

セルフリフレッシュ SDRFCNT0 DSFENCm、DSFEN 

初期化シーケンス SDIR1 DINIRQCm、DINIRQ 

パワーダウン SDPWDCNT DPWDCm、DPWD 

ディープパワーダウン SDDPDCNT DDPDCm、DDPD 

モードレジスタセット SDmMOD DMR 

【注】 セルフリフレッシュ、パワーダウン、ディープパワーダウンへの移行・復帰、および初期化シーケンス、モードレジス

タセットの実行は、すべてのステータスビットが 0時のみに行ってください。 

ステータスビット（DSRFST、DINIST、DPWDST、DDPDST、DMRSST）のいずれかが 1のときは、表 9.5に示すレジ

スタ（ビット）を書き換えないでください。 
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9.4.17 SDRAMクロックストップ制御信号設定レジスタ（SDCKSCNT） 

SDCKSCNTは、チップ内部信号であるクロックストップ制御信号の有効／無効とアサートサイクル数を設定し

ます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - - - - - - - - - - - - - - DCKSEN

- - - - - - - - DCKSC[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～17 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

16 DCKSEN 0 R/W クロックストップ制御信号有効 

このビットにより、クロックストップ制御信号（チップ内部信号）の有効／無

効を切り替えます。クロックストップ制御信号を有効にした場合、ディープパ

ワーダウンモードへの移行と復帰時にクロックストップ制御信号が動作して、

CKIOが停止（Highレベル）します。無効に設定した場合は、クロックストッ

プ制御信号は常に Lowとなります。 

0：クロックストップ制御信号無効 

1：クロックストップ制御信号有効 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7～0 DCKSC 

[7:0] 

H'0F R/W クロックストップ制御信号アサートサイクル数設定 

このビットにより、ディープパワーダウン移行コマンドが発行されてからクロ

ックストップ制御信号が Highに変化して、CKIOが停止（Highレベル）する

までの期間と、クロックストップ信号が Lowに変化して CKIOが動作してから

復帰コマンドが発行されるまでの期間を設定します。 

00000000：0サイクル 

： 

00001111：15サイクル 

： 

11111111：255サイクル 
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9.4.18 AC特性切り替えレジスタ（ACSWR） 

ACSWRは、パワーオンリセット例外処理、ディープスタンバイモードの解除処理内で、外部アドレス空間に

対してライトする前および SDRAMの設定を行う前に、必ず ACOSW[3:0]ビットを B'0011に設定してください。 

ACSWRは、パワーオンリセット、ディープスタンバイモードで H'00000000に初期化されます。マニュアルリ

セット、スリープモード、ソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - - - - - - - - - - -

- - - -

- - - -

- - - - - - - - ACOSW[3:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～4 － すべて 0 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3～0 ACOSW 

[3:0] 

0000 R/W AC特性スイッチ 

AC特性の切り替えを設定します。 

0000：遅延時間を延長しない 

0011：切り替えを行い、遅延時間を延長する 

上記以外：設定禁止 
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9.5 動作説明 

9.5.1 CSCインタフェース 

（1） ノーマルアクセス 

ページリード・ライトアクセスを無効（PRENB＝0、PWENB＝0）に設定した場合、すべてのバスアクセスはノ

ーマルリード／ライト動作を行います。ページリード・ライトアクセスを許可（PRENB＝1、PWENB＝1）にした

場合でも、ページアクセス動作にあてはまらないバスアクセスは、ノーマルリード／ライト動作となります。図

9.2にリード動作時、図 9.3にライト動作時の外部バス制御信号の基本動作を示します。 

リードサイクルウェイト

リード時 
CS延長サイクル

次バスアクセスの
開始可能ポイント

CSアサートウェイト

RDアサートウェイト

CKIO

Ts Tw1 Tw2 Tend 
(Trd)

Twn Tn1 Tn2 Tnm

A27～A0

CSn

RD

WR

D31～D0

 

図 9.2 基本バスタイミング（リード動作） 

 



 

9. バスステートコントローラ（BSC） 

9-34  R01UH0025JJ0300  Rev.3.00 

  2010.09.15 

SH7261グループ

ライトサイクルウェイト

ライト時 
CS延長サイクル

次バスアクセスの
開始可能ポイント

CSアサートウェイト

ライトデータ出力ウェイト

CKIO

Ts Tw1 Tw2 TendTwn Tn1 Tnm

A27～A0

CSn

RD

WR

D31～D0

ライトデータ出力延長サイクル

WRアサートウェイト

 

図 9.3 基本バスタイミング（ライト動作） 

 

1. Ts（内部バスアクセス開始） 

内部バスマスタから外部バスに対するバスアクセス要求サイクルです。CSnは必ずHとなります。次のサイク

ルでA27～A0、ライトデータが変化します。 

2. Tw1～Twn（リードサイクルウェイト、ライトサイクルウェイト） 

内部バスアクセス開始から、ウェイト終了サイクルの間のサイクル期間です。0～31クロックを選択できます。

この期間内に、CSn、RD、WRの各制御信号が、ウェイト設定に応じてLアサートされます。アサートするタ

イミングは、CSn制御レジスタ1、2のCSアサートウェイト、RDアサートウェイト、WRアサートウェイト、

ライトデータ出力ウェイトにより制御可能です。ウェイトのサイクル数は、内部バスアクセス開始（Ts）の

次のサイクルを起点に数え、0～7クロックを選択可能です。選択可能なクロック数は、リード・ライトサイ

クルウェイトのサイクル数以内です。 

3. Tend（ウェイト終了サイクル） 

リードサイクルウェイト・ライトサイクルウェイトの終了サイクルです。次のサイクルで、RD、WR信号が

Hネゲートされます。 
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4. Tn1～Tnm（CS延長サイクル） 

ウェイト終了サイクルからCSnをHネゲートするまでのサイクル期間です。ネゲートされるタイミングは、ラ

イトデータ出力延長サイクルにより制御可能です。サイクル数は、ウェイト終了サイクルを起点に数えます。

ライトアクセス時、またはリード時CS延長サイクル期間が0、1以外の場合、CS延長サイクル終了の次のサイ

クルで、後続のバスアクセスが開始可能です。リードアクセス時のリード時CS延長サイクルが0、1の場合、

リードデータサンプルサイクル（後述）の終了後、後続のバスアクセスが開始可能になります。 

5. Trd（リードデータサンプルサイクル） 

リードデータのサンプルサイクルです。 

 

（2） ページアクセス 

ページライトアクセス許可（PWENB＝1）、ページリードアクセス許可（PRENB＝1）を選んだ場合は、ページ

アクセス動作にあてはまるバスアクセスは、ページリード・ライト動作となります。ページアクセスは以下の場

合に発生します。 

1. CPUのバーストアクセス時（キャッシュリプレース時） 

2. 8ビットまたは16ビット幅の外部データバスに対して、ロングワードアクセス（32ビット）を行ったとき 

3. 8ビット幅の外部データバスに対して、ワードアクセス（16ビット）を行ったとき 

 

上記 1.の場合のアドレス変化の仕方を表 9.6に示します。 
 

表 9.6 バーストアクセス時のアドレス変化 

バスマスタ バーストモード アドレスの変化 

CPU インクリメント 1回の転送バイト数分だけインクリメント。 

【注】 * ラップ境界：1回の転送バイト数×バースト転送長 

 

図 9.4にページリード動作時、図 9.5にページライト動作時の外部バス制御信号の基本動作を示します。なお、

1回のバーストでアクセスされるデータビット数が、モードレジスタの PBCNTビットで設定した 1ページアクセ

スビット境界より大きい場合、1回のバーストアクセスに対して複数回のページアクセスが起動されます。バース

トモードがインクリメントかラップアラウンドであるかにかかわらず、アドレスがページ境界を超えた時点でペ

ージアクセスを一時終了（CSn信号をネゲート）し、再度ページアクセス動作を開始します。1回のバーストでア

クセスされるデータビット数がページ境界のビット数より小さい場合は、1回のページアクセスで処理されます。 
 
 



 

9. バスステートコントローラ（BSC） 

9-36  R01UH0025JJ0300  Rev.3.00 

  2010.09.15 

SH7261グループ

バスアクセス（第1回） バスアクセス（第2回以降）

リード時 
CS延長サイクル

リード時 
CS延長サイクル 
（最後のみ）

次バスアクセスの
開始可能ポイント

CSアサートウェイト

RDアサートウェイト RDアサートウェイト*

【注】*　第2回以降のバスアクセスのRDアサートウェイトの動作は、ページリードアクセスモードの設定により異なります。
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図 9.4 基本バスタイミング（ページリード動作） 
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図 9.5 基本バスタイミング（ページライト動作） 

 

1. Ts（内部バスアクセス開始） 

内部バスマスタから外部バスに対するバスアクセス要求サイクルです。CSnは必ずHとなります。次のサイク

ルで、A27～A0、ライトデータが変化します。 

2. Tw1～Twn（リードサイクルウェイト、ライトサイクルウェイト） 

ページアクセスの第1回目のアクセスについては、内部バスアクセス開始からウェイト終了サイクルまでのウ

ェイト制御は、ノーマルアクセスと同様となります。 

3. Tend（第1回ウェイト終了サイクル） 

1回目のリードサイクルウェイト・ライトサイクルウェイトの終了サイクルです。ライトアクセス時のライト

データ出力延長サイクルが設定されている（0以外の値）場合を除いて、次のサイクルで2回目以降のページ

アクセスが開始されます。RDアサートウェイト、WRアサートウェイトの設定が0以外の場合、次のサイクル

でRD、WR信号がHネゲートされます。0の場合、Lアサートが継続されます。CSn信号はネゲートされず、

常にLアサートを継続します。ページリードアクセスでは、リードデータサンプルサイクル（Trd）を待たず

に、後続のバスアクセスを開始します。 
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4. Tdw1～Tdwn（ライトデータ出力延長サイクル） 

ライトアクセス時で、ライトデータ出力延長ウェイトが0以外の設定の場合、ライトデータ出力延長サイクル

が、ウェイト終了サイクルと後続のページアクセスの間に挿入されます。この期間、アドレス、出力データ

のアサートが延長されます。また、WR信号はHネゲートされます。 

5. Tpw1～Tpwn（ページリードサイクルウェイト、ページライトサイクルウェイト） 

ページアクセスの第2回目以降のバスサイクルについては、リードサイクルウェイト・ライトサイクルウェイ

トの設定の代わりに、ページリードサイクルウェイト、ページライトサイクルウェイトの設定が使用されま

す。WRアサートウェイトの設定は、第1回目と同様に働きます。RDアサートウェイトの設定は、ページリー

ドアクセスモード（PRMOD）の設定値によって動作が異なります。 

 PRMOD＝0の場合：RDアサートウェイトの設定は第1回目と同様の動作 

 PRMOD＝1の場合：RDアサートウェイトの設定は無効 

 RDアサートウェイト0設定と同様の動作 

6. Tend/Tdw1～Tdwn（ウェイト終了サイクル／ライトデータ出力延長サイクル） 

第1回目のアクセスと同様の動作（3、4）を行います。 

7. Tn1～Tnm（CS延長サイクル） 

最後のウェイト終了サイクルからCSnをHネゲートするまでのサイクル期間です。CS延長サイクル数は、ウ

ェイト終了サイクルを起点に数えます。 

8. Trd（最後のリードデータサンプルサイクル） 

最後のリードデータのサンプルサイクルです。 

 

（3） 外部ウェイト機能 

外部ウェイト信号（WAIT）により、CSnウェイト制御レジスタ（CSWCNTn）で設定したサイクルウェイト

（CSRWAIT、CSWWAIT）やページアクセスサイクルウェイト（CSPRWAIT、CSPWWAIT）を超えて、ウェイト

サイクルを延長することができます。外部ウェイト許可（EWENB＝1）にすると、WAIT信号が Lの期間、ウェ

イトサイクルが挿入されます。外部ウェイト禁止（EWENB＝0）であれば、WAIT信号は無効です。 

なお、CSnウェイト制御レジスタ（CSWCNTn）で設定した各ウェイトは、WAIT信号にかかわらず、挿入され

ます。 

（a） ノーマルリード／ライト動作 

WAIT信号は常時サンプリングされていますが、その結果は 2サイクル後に反映されます。サイクルウェイト

が終了した時点で、その 2サイクル前のWAIT信号が Lであれば、外部ウェイトサイクルが挿入されます。WAIT

信号が Hになれば、その 2サイクル後がウェイトサイクルの終了となります。 

（b） ページアクセス動作 

最初のデータリード・ライト動作は、ノーマルリード・ライト動作と同じです。サイクルウェイトが終了した

サイクル（（Tend））の 2サイクル前のWAIT信号が Lであれば外部ウェイトが挿入され、WAIT信号が Hにな

た 2サイクル後にウェイトサイクルを終了（Tend）します。 

2番目以降のリードアクセスに関しては、ページアクセスウェイトサイクルの終了時点（（Tend））で、2サイ
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クル前のWAIT信号に従ってページウェイトサイクルを延長し、WAIT信号が Hになった 2サイクル後にページ

ウェイトサイクルを終了します（Tend）。 

図 9.6に、16ビット幅設定のチャネルへのロングワード（32ビット）アクセスによるページリードアクセスを

例に、外部ウェイトタイミングを示します。 
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Tend Tend Tend Tend

A27～A0

CSn

WAIT

RD

WR

D31～D0

サイクル
ウェイト

外部
ウェイト

ページサイクル
ウェイト

外部
ウェイト

 

図 9.6 外部ウェイトタイミング例（16ビット幅チャネルへのページリードアクセス） 
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（4） アクセスタイプとデータアライメント 

（a） 32ビットバス幅チャネルの場合 

CSn制御レジスタの外部バス幅選択ビットにて、32ビットバスを選んだ場合、A27～A2がロングワード単位の

アドレス信号として有効になり、A1、A0は無効（L固定）になります。表 9.7にデータサイズとバイトアドレス

に応じたデータアライメントの一覧を示します。 

バイトストローブモード（WRMOD＝0）を選択した場合、WR3～WR0端子が有効になります。BC3～BC0端

子は使用しません。 

1ライトストローブモード（WRMOD＝1）を選択した場合、WR3端子のみ有効となり、データサイズに関わり

なくライトアクセス時には、WR3端子より Lが出力されます。このとき、WR2～WR0端子は無効（H固定）に

なります。有効なバイト位置は、BC3～BC0端子により表します。 
 

表 9.7 データアライメント（32ビットバス幅チャネル） 

Data Size Byte Address  DATA   WR/BC  

 （lower 2bit） [31:24] [23:16] [15:8] [7:0] [3] [2] [1] [0] 

バイト 0 ○ × × × L H H H 

 1 × ○ × × H L H H 

 2 × × ○ × H H L H 

 3 × × × ○ H H H L 

ワード 0 ○ ○ × × L L H H 

 2 × × ○ ○ H H L L 

ロングワード 0 ○ ○ ○ ○ L L L L 

【注】 各データサイズにおけるデータバスの有効ビットを○で表示します。 

×で表示されたデータビットバスは、不定を示します。 
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（b） 16ビットバス幅チャネルの場合 

CSn制御レジスタの外部バス幅選択ビットにて、16ビットバスを選んだ場合、A27～A1がワード単位のアドレ

ス信号として有効になり、A0は無効（L固定）になります。表 9.8にデータサイズとバイトアドレスに応じたデ

ータアライメントの一覧を示します。 

バイトストローブモード（WRMOD＝0）を選択した場合、WR1、WR0端子が有効になります。WR3、WR2端

子は無効（H固定）となります。BC3～BC0端子は使用しません。 

1ライトストローブモード（WRMOD＝1）を選択した場合、WR1端子のみ有効となり、データサイズに関わり

なくライトアクセス時には、WR1端子より Lが出力されます。このとき、WR0端子は無効（H固定）になります。

有効なバイト位置は、BC1、BC0端子により表します。 
 

表 9.8 データアライメント（16ビットバス幅チャネル） 

Data Size Byte Address  DATA   WR/BC  

 （lower 2bit） [31:24] [23:16] [15:8] [7:0] [3] [2] [1] [0] 

バイト 0 × × ○ × ＊ ＊ L H 

 1 × × × ○ ＊ ＊ H L 

 2 × × ○ × ＊ ＊ L H 

 3 × × × ○ ＊ ＊ H L 

ワード 0 × × ○ ○ ＊ ＊ L L 

 2 × × ○ ○ ＊ ＊ L L 

ロングワード 0（1st） × × ○ ○ ＊ ＊ L L 

 2（2nd） × × ○ ○ ＊ ＊ L L 

【注】 各データサイズにおけるデータバスの有効ビットを○で表示します。 

×で表示されたデータビットバスは、不定を示します。 

＊で表示されたライト／バイトコントロールビットは、無効（H固定）を示します。 
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（c） 8ビットバス幅チャネルの場合 

CSn制御レジスタの外部バス幅選択ビットにて、8ビットバスを選んだ場合、A27～A0がバイト単位のアドレ

ス信号として有効になります。表 9.9にデータサイズとバイトアドレスに応じたデータアライメントの一覧を示

します。 

8ビットバス幅チャネルの場合、バイトストローブモードの設定にかかわらず、WR0のみが有効になります。

WR0には、ライトアクセス時に Lが出力されます。BC0は常に L出力となります。WR3～WR1、BC3～BC1端子

は使用しません。 
 

表 9.9 データアライメント（8ビットバス幅チャネル） 

Data Size Byte Address  DATA   WR/BC  

 （lower 2bit） [31:24] [23:16] [15:8] [7:0] [3] [2] [1] [0] 

バイト 0 × × × ○ ＊ ＊ ＊ L 

 1 × × × ○ ＊ ＊ ＊ L 

 2 × × × ○ ＊ ＊ ＊ L 

 3 × × × ○ ＊ ＊ ＊ L 

ワード 0（1st） × × × ○ ＊ ＊ ＊ L 

 1（2nd） × × × ○ ＊ ＊ ＊ L 

 2（1st） × × × ○ ＊ ＊ ＊ L 

 3（2nd） × × × ○ ＊ ＊ ＊ L 

ロングワード 0（1st） × × × ○ ＊ ＊ ＊ L 

 1（2nd） × × × ○ ＊ ＊ ＊ L 

 2（3rd） × × × ○ ＊ ＊ ＊ L 

 3（4th） × × × ○ ＊ ＊ ＊ L 

【注】 各データサイズにおけるデータバスの有効ビットを○で表示します。 

×で表示されたデータビットバスは、不定を示します。 

＊で表示されたライト／バイトコントロールビットは、無効（H固定）を示します。 
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9.5.2 SDRAMインタフェース 

ここでは、SDRAM制御部（SDRAMC）の動作許可、SDRAMバス幅の設定、SDRAMに対して行う各動作（リ

ード、ライト、オートリフレッシュ、セルフリフレッシュ、初期化シーケンス、モードレジスタ設定）について

説明します。 

（1） SDRAMのアクセス有効／無効、SDRAMバス幅設定 

SDRAMのアクセス有効、無効の設定はそれぞれ、SDRAMCm制御レジスタで SDRAMCを動作許可、禁止に設

定することにより行います。また、SDRAMバス幅の設定も同様のレジスタで行います。 

SDRAMC制御で SDRAMCを動作禁止状態に設定した場合でも、セルフリフレッシュもしくはオートリフレッ

シュ動作が有効に設定されているときには、リフレッシュ動作は行われます。 
 

（2） SDRAMコマンド 

SDRAMCは、バスサイクルごとに「コマンド」を発行することにより SDRAMの制御を行います。「コマンド」

は、RAS/CAS/WE/CKE/CS等の組み合わせにより定義します。 

表 9.10に SDRAMCが発行するコマンドを示します。 
 

表 9.10 SDRAMCコマンド 

略称 コマンド SDCS SDRAS SDCAS SDWE SDCKE BA1 BA0 

DSL ディセレクト H X X X X X X 

ACT 行およびバンク活性化 L L H H H V V 

RD リード L H L H H V V 

WR ライト L H L L H V V 

PRA プリチャージオールバンク L L H L H X X 

RFA オートリフレッシュ L L L H H X X 

MRS モードレジスタセット L L L L H L L 

EMRS エクステンデッドモードレジスタセット L L L L H H L 

RFS セルフリフレッシュエントリ L L L H H→L X X 

RFX セルフリフレッシュイグジット H X X X L→H X X 

DPD ディープパワーダウン L H H L H→L X X 

DPDX ディープパワーダウンイグジット X X X X L→H X X 

【記号説明】 

H：High Level、L：Low Level、V：Valid、X：Don’t Care 
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（3） SDRAMCレジスタ設定条件 

SDRAMCの各レジスタを書き換える場合は、表 9.11の条件をすべて満たしている場合にのみ行ってください。 
 

表 9.11 レジスタ書き換え条件 

機能・動作 レジスタ名 条件 

セルフリフレッシュ SDRFCNT0 • SDRAMアクセス無効 （SDRAMCmにて設定*1） 

• オートリフレッシュ有効 （DRFEN＝1） 

• パワーダウン無効 （DPWD/DPWDCI＝0） 

• ディープパワーダウン無効 （DDPD/DDPDCI＝0） 

オートリフレッシュ SDRFCNT1 • セルフリフレッシュ無効 （DSFEN/DSFENCI＝0） 

• パワーダウン無効 （DPWD/DPWDCI＝0） 

SDIR0 • 初期化シーケンス開始前 初期化シーケンス 

SDIR1 • リセット後、またはディープパワーダウンからの復帰後 

パワーダウン SDPWDCNT • SDRAMアクセス無効 （SDRAMCmにて設定*1） 

• オートリフレッシュ有効 （DRFEN＝1） 

• セルフリフレッシュ無効 （DSFEN/DSFENCI＝0） 

• ディープパワーダウン無効 （DDPD/DDPDCI＝0） 

ディープパワーダウン SDDPDCNT • SDRAMアクセス無効 （SDRAMCmにて設定*1） 

• セルフリフレッシュ無効 （DSFEN/DSFENCI＝0） 

• オートリフレッシュ無効 （DRFEN＝0） 

• パワーダウン無効 （DPWD/DPWDCI＝0） 

アドレスレジスタ設定  SD0ADR、 

SD1ADR 

• オートリフレッシュ無効 （DRFEN＝0） 

• SDRAMアクセス無効 （SDRAMCmにて設定*1） 

• セルフリフレッシュ無効 （DSFEN/DSFENCI＝0） 

• パワーダウン無効 （DPWD/DPWDCI＝0） 

• ディープパワーダウン無効 （DDPD/DDPDCI＝0） 

タイミングレジスタ設定  SD0TR、 

SD1TR 

• セルフリフレッシュ動作中 （DSFEN/DSFENCI＝1） 

または 

• セルフリフレッシュ無効 （DSFEN/DSFENCI＝0） 

• オートリフレッシュ無効 （DRFEN＝0） 

• SDRAMアクセス無効 （SDRAMCmにて設定*1） 

モードレジスタ設定 SD0MOD、 

SD1MOD*2 

• SDRAMアクセス無効 （SDRAMCmにて設定*1） 

• セルフリフレッシュ無効 （DSFEN/DSFENCI＝0） 

• パワーダウン無効 （DPWD/DPWDCI＝0） 

• ディープパワーダウン無効 （DDPD/DDPDCI＝0） 

クロックストップ制御信号設定 SDCKSCNT • ディープパワーダウン無効 （DDPD/DDPDCI＝0） 

【注】 *1 EXENBへの 0書き込み後に EXENBビットが 0クリアされることを確認してください。 

 *2 書き換え前に SDRAMステータスレジスタ（SDSTR）のステータスビットがすべて 0になっていることを必ず確

認してください。 
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（4） セルフリフレッシュ 

SDRAMリフレッシュ制御レジスタ 0（SDRFCNT0）の設定により、セルフリフレッシュモードへの移行・復帰

を制御することができます。セルフリフレッシュモードへの移行・復帰は全チャネル同時に行われます。 

セルフリフレッシュモードへの移行直前には、オートリフレッシュサイクル動作が行われます。セルフリフレ

ッシュモード中は、CKE信号が Lレベルになります。セルフリフレッシュモードからの復帰直後には、オートリ

フレッシュサイクルが起動されます。 

図 9.7にセルフリフレッシュモードへの移行タイミングを、図 9.8に復帰タイミング例を示します。 

CKIO

DSL
RFA
RFS

：ディセレクトコマンド 
：オートリフレッシュコマンド
：セルフリフレッシュエントリコマンド

SDRAMコマンド

CKE L
オート

RFA DSL

DREFW

DSL RFS

 

図 9.7 セルフリフレッシュモード移行タイミング例（DREFWビット設定値：0010の場合） 

 

CKIO

DSL
RFA
RFX

：ディセレクトコマンド 
：オートリフレッシュコマンド
：セルフリフレッシュイグジットコマンド

SDRAMコマンド

CKE L

REX DSL

DREFW DREFW

DSL RFA DSL DSL

 

図 9.8 セルフリフレッシュモード復帰タイミング例（DREFWビット設定値：0010の場合） 
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（5） オートリフレッシュ 

オートリフレッシュサイクルは、SDRAMリフレッシュ制御レジスタ 1（SDRFCNT1）のオートリフレッシュ動

作有効ビット（DRFEN）に 1をセットすると開始されます。以後リフレッシュカウンタにより定期的にリフレッ

シュ要求が発生し、オートリフレッシュサイクルが起動されます。ただし、リフレッシュ要求はリード・ライト

アクセス中には受け付けられないため、オートリフレッシュサイクルの起動が待たされることがあります。 

なお、オートリフレッシュ有効時に SDRAMリフレッシュ制御レジスタ 1（SDRFCNT1）のオートリフレッシ

ュ動作有効ビット（DRFEN）に 1をセットした場合、直ちにリフレッシュ要求が発生します。 

リフレッシュカウンタはセルフリフレッシュ中、ディープパワーダウン中は停止します。セルフリフレッシュ、

ディープパワーダウン復帰後は、オートリフレッシュサイクルを起動した後、カウンタ値がリセットされカウン

トが再開されます。 

オートリフレッシュの設定は、SDRAMリフレッシュ制御レジスタ 1（SDRFCNT1）で行ってください。なお、

リフレッシュサイクルは全チャネルの SDRAMに対して行われます。図 9.9にオートリフレッシュサイクルのタ

イミング例を示します。 

CKIO

DSL
RFA

：ディセレクトコマンド 
：オートリフレッシュコマンド

SDRAMコマンド

オート

RFA DSL

DREFW

DSL

 

図 9.9 オートリフレッシュサイクルタイミング例（DREFWビット設定値：0010の場合） 
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（6） 初期化シーケンサ 

SDRAMCは、SDRAMを初期化するためのコマンドを発行するシーケンサを備えています。初期化シーケンス

の起動はリセット後（全チャネル）、およびディープパワーダウンからの復帰後（該当チャネル）に必ず 1回の

み行ってください。行わなかった場合、複数回行った場合の動作は保証されません。 

SDRAMの初期化シーケンサは、プリチャージオールバンクコマンドの発行、および n（n＝1～15）回のオート

リフレッシュコマンドの発行を順に行います。初期化シーケンサのタイミング設定は SDRAM初期化レジスタ 0

（SDIR0）で行ってください。初期化シーケンスの起動は SDRAM初期化レジスタ 1（SDIR1）で行ってください。 

なお、初期化シーケンスは DINIRQビットにより SDRAM0、SDRAM1同時に行われます。 

図 9.10に初期化シーケンスの動作タイミング例を示します。DARFCが 2回以上に設定されている場合は、初

期化オートリフレッシュサイクルが繰り返されます。 

CKIO

DSL
RFA
PRA

：ディセレクトコマンド 
：オートリフレッシュコマンド
：プリチャージオールバンクコマンド

SDRAMコマンド

初期化プリチャージサイクル
初期化オート

リフレッシュサイクル

DINISTビットの
値が0に変化

PRA DSL

DPC DARFI

DSL DSL RFA DSL DSL DSL

 

図 9.10 初期化シーケンスタイミング例 

（DPCビット設定値：001、DARFIビット設定値：0001、DARFCビット設定値：001の場合） 
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（7） パワーダウンモード 

SDRAMCはSDRAMのパワーダウンモードをサポートしています。パワーダウンモードになるとSDRAMCは、

SDCKE信号を Lにします。パワーダウンモード中も SDRAMリフレッシュ制御レジスタ 1（SDRFCNT1）のオー

トリフレッシュ要求間隔設定ビット（DRFC）により設定された間隔でオートリフレッシュ動作を行います。オー

トリフレッシュコマンドを発行するときのみ SDCKE信号は Hになります。 

パワーダウンモードへの移行・復帰は SDRAMパワーダウン制御レジスタ（SDPWDCNT）で行ってください。 

DPWDビットに 1をセットすることにより、SDRAMCはパワーダウンモードへ移行します。DPWDビットを 0

にクリアするとパワーダウンモードから復帰します。 

パワーダウンモードから復帰すると SDRAMCは、SDCKE信号を Hにします。 

CKIO

SDCKE

SDRAMCパワーダウンモード

 

図 9.11 SDRAMCパワーダウンモード 

 

CKIO

SDCKE

SDRAM

SDRAMCパワーダウンモード

オートリフレッシュコマンド

RFA

 

図 9.12 SDRAMCパワーダウンモード時のオートリフレッシュ動作 
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（8） ディープパワーダウンモード 

SDRAMCは SDRAMのディープパワーダウンモードをサポートしています。ディープパワーダウンモードにな

ると SDRAMCは、ディープパワーダウンコマンドを発行し、SDCKE信号を Lにします。 

ディープパワーダウンモードへの移行と復帰は SDRAMディープパワーダウン制御レジスタ（SDDPDCNT）に

よって行います。 

DDPDビットに 1をセットすることにより、SDRAMCは SDRAM0、SDRAM1がディープパワーダウンモード

になります。また、DDPDビットを 0にクリアすることにより、SDRAMCはディープパワーダウンモードから復

帰します。 

ディープパワーダウンモードから復帰すると SDRAMCは、ディープパワーダウンイグジットコマンドを発行し、

SDCKE信号を Hにします。 

ディープパワーダウンモードからの復帰後はご使用の SDRAMで規定されている所定の時間待ったあと初期化

シーケンスを実行してください。 

CKIO

SDCKE

SDRAM

SDRAMCパワーダウンモード

ディープパワーダウンコマンド

DPD

ディープパワーダウンイジェクトコマンド

DPDX

 

図 9.13 SDRAMCパワーダウンモード 
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（9） リード／ライトアクセス 

リード／ライトアクセスには、以下の 2種類があります。 

• 複数リード／複数ライト 

• シングルリード／シングルライト 

 

複数リード／複数ライトアクセスは、以下の場合に発生します。 

1. CPUのバーストアクセス時（キャッシュリプレース時） 

2. 8ビットまたは16ビット幅のSDRAMデータバスに対して、ロングワードアクセス（32ビット）を行ったとき 

3. 8ビット幅のSDRAMデータバスに対して、ワードアクセス（16ビット）を行ったとき 

4. DMAパイプライン転送で、複数データを転送するとき 

 

アクセスタイミングは、SDRAMmタイミングレジスタ（SDmTR）によりチャネルごとに設定してください。

以下に、アクセスタイミング例を示します。 

（a） 複数リード／複数ライトアクセス 

図 9.14に 4データの複数リード、図 9.15に 4データの複数ライトを行う場合のタイミング例を示します。 

DMA転送時は、1オペランドの転送数、転送データのサイズや SDRAMバス幅等に応じて転送数が変化します。

リードコマンドやライトコマンドは、バスマスタからのアクセス要求に応じて、連続して発行される場合と連続

して発行されない場合があります。リードコマンド/ライトコマンドが連続して発行されない場合、リードコマン

ド間/ライトコマンド間にディセレクトコマンドが発行されます。 

また、DMA転送中に SDRAMの行アドレスが変化する場合、自動的に行の非活性化、活性化を行います。 

図 9.16に 4データの複数リード、図 9.17に 4データの複数ライトで連続してリードコマンド/ライトコマンド

が発行されない場合のタイミング例を示します。図 9.18に複数ライトで行アドレスが変化する場合のタイミング

例を示します。 

アクセスタイミングは、SDRAMmタイミングレジスタ（SDmTR）の設定によって変化します。 

CKIO

ACT
RD
PRA

：行およびバンク活性化コマンド
：リードコマンド
： コマンド

SDRAMコマンド

データバス

ACT RD RD RD RD PRA

d0 d1 d2 d3

 

図 9.14 複数リードタイミング例（4データ複数リード、最短タイミング設定時）連続リードコマンド発行 
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CKIO

ACT
WR
PRA

：行およびバンク活性化コマンド
：ライトコマンド
： コマンド

SDRAMコマンド

データバス

ACT WR WR WR WR PRA

d0 d1 d2 d3

 

図 9.15 複数ライトタイミング例（4データ複数ライト、最短タイミング設定時）連続ライトコマンド発行 

CKIO

ACT
RD
PRA 
DSL

：行およびバンク活性化コマンド
：リードコマンド
： コマンド 
：ディセレクトコマンド

SDRAMコマンド

データバス

ACT RD DSL RD DSL RD DSL RD PRA

d1 d2 d3d0

 

図 9.16 複数リードタイミング例（4データ複数リード、最短タイミング設定時）非連続リードコマンド発行 

CKIO

ACT
WR
PRA 
DSL

：行およびバンク活性化コマンド
：ライトコマンド
： コマンド 
：ディセレクトコマンド

SDRAMコマンド

データバス

ACT WR DSL WR DSL WR DSL WR PRA

d1 d2 d3d0

 

図 9.17 複数ライトタイミング例（4データ複数ライト、最短タイミング設定時）非連続ライトコマンド発行 

 



 

9. バスステートコントローラ（BSC） 

9-52  R01UH0025JJ0300  Rev.3.00 

  2010.09.15 

SH7261グループ

CKIO

ACT
WR
PRA

：行およびバンク活性化コマンド
：ライトコマンド
： コマンド

SDRAMコマンド

データバス

A B

ACT WR WR WR PRA ACT WR PRA

d0 d1 d2 d3

 

図 9.18 複数ライトタイミング例（4データ複数ライト、最短タイミング設定時） 行アドレスまたぎ 

 

（b） シングルリード／シングルライトアクセス 

図 9.19にシングルリード、図 9.20にシングルライトを行う場合のタイミング例を示します。アクセスタイミ

ングは、SDRAMmタイミングレジスタ（SDmTR）の設定によって変化します。 

CKIO

ACT
RD
PRA

：行およびバンク活性化コマンド
：リードコマンド
： コマンド

SDRAMコマンド

データバス

ACT RD PRA

d0

 

図 9.19 シングルリードタイミング例（最短タイミング設定時） 

 



 

9. バスステートコントローラ（BSC） 

R01UH0025JJ0300  Rev.3.00  9-53 

2010.09.15  

 

SH7261グループ 

CKIO

ACT
WR
PRA

：行およびバンク活性化コマンド
：ライトコマンド
： コマンド

SDRAMコマンド

データバス

ACT WR PRA

d0

 

図 9.20 シングルライトタイミング例（最短タイミング設定時） 

 

（c） DQMによるバイトアクセス制御 

図 9.21、図 9.22に 16ビットバス幅の SDRAMに対してバイトアクセスを行う場合のタイミング例を示します。

DQM信号はデータをマスクする必要がある SDRAMアクセスでアサートされます。 

CKIO

DQM1

DQM0

SDRAMコマンド

データバス [7:0]

データバス [15:8]

ローレベル

Hi-Z

ACT WR PRA

d0

 

図 9.21 16ビットバス幅 SDRAMに対するバイトライト例 
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CKIO

DQM1

DQM0

SDRAMコマンド

データバス [7:0]

データバス [15:8]

ローレベル

Hi-Z

ACT RD DSL PRA

d0

 

図 9.22 16ビットバス幅 SDRAMに対するバイトリード例 

 

（10） モードレジスタ設定 

SDRAMmモードレジスタ（SDmMOD）に書き込むことにより、各チャネルの SDRAMに対し、モードレジス

タ設定コマンド、エクステンドモードレジスタ設定コマンドを発行します。SDRAMmモードレジスタ（SDmMOD）

はチャネルごとに設定してください。 

図 9.23に、モードレジスタ設定の動作タイミングを示します。 

CKIO

DSL
MRS
EMRS

：ディセレクトコマンド
：モードレジスタ設定コマンド
： コマンド

SDRAMコマンド

3サイクル（固定） 3サイクル（固定）

MRS DSL DSL EMRS DSL DSL

 

図 9.23 モードレジスタ設定動作タイミング 
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（11） クロックストップ制御信号 

SDRAMCはクロックストップ制御信号（CLKSTOP：チップ内部信号）にて CKIOの出力を制御します。SDRAM

クロックストップ制御信号設定レジスタ（SDCKSCNT）の DCKSENビットにより、CLKSTOPの有効・無効を切

り替えることができます。 

クロックストップ制御信号無効時には、CLKSTOP信号は常に Lとなります。 

クロックストップ制御信号有効時には、ディープパワーダウンモードへの移行と復帰にあわせて CLKSTOP信

号と CKIOが動作します。 

ディープパワーダウンモード移行時には、ディープパワーダウンエントリコマンドが発行されてから CLKSTOP

信号が Hになり、CKIOが停止 Hになります。ディープパワーダウンモード復帰時には、DDPDビットの 0クリ

アが SDRAMCに受け付けられると CLKSTOP信号が Lになり、ディープパワーダウンイグジットコマンドが発行

され、CKIOが動作します。 

ディープパワーダウンエントリ・イグジットコマンドから CLKSTOPと、CKIOの変化までのタイミング DCKSC

は SDRAMクロックストップ制御信号設定レジスタで設定することができます。 

図 9.24、図 9.25にクロックストップ制御信号の動作タイミングを示します。 

ディープパワーダウンモード

DDPDSTビットの値が0に変化

CLKSTOP

SDCKE

CKIO

DCKSC

DPDSDRAM

DPD：ディ－プパワーダウンエントリコマンド

（内部信号）

 

図 9.24 クロックストップ制御信号動作タイミング（ディープパワーダウンモード移行時） 
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ディープパワーダウンモード

DDPDビットを0クリア
DDPDSTビットの値が1に変化

DDPDSTビットの値が0に変化

CKIO

CLKSTOP

SDCKE

DCKSC

DPDXSDRAM

DPDX：ディ－プパワーダウンイグジットコマンド

（内部信号）

 

図 9.25 クロックストップ制御信号動作タイミング（ディープパワーダウンモード復帰時） 

 

（12） SDRAMC設定例 

ここでは、SDRAMCの設定手順、タイミングレジスタの設定例、セルフリフレッシュモード、パワーダウンモ

ード、ディープパワーダウンモードへの移行・復帰手順について説明します。 
 

（a） SDRAMCの設定手順 

図 9.26に SDRAMCの設定手順を示します。 

なお、使用される SDRAMにより、パワーアップシーケンス等の仕様が異なる場合があります。 

SDRAMの仕様を十分ご検討の上、システム設計を行ってください。 
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リセット

使用する全チャネルのSDRAMエリアをダミーリードする

SDRAMアクセス可能

【注】*　一部のSDRAMにおいて初期化シーケンス前にDQM端子をHighにすることを推奨しているものがあるため、
　　　　その場合に設定する必要があります

初期化シーケンス 
（1）SDIR0 DPC/DARFC/DARFIビットを設定する 
（2）SDIR1 DINIRQビットに1セットする 
（3）SDIR1 DINISTビットが0クリアされるのを待つ

チャネルmの再設定 
（1）SDSTR すべてのステータスビットが0クリアされていることを確認する 
（2）SDmMOD モードレジスタを設定する 
（3）SDmTR DRAS/DRCD/DPCG/DCL/DWRビットを設定する 
（4）SDmADR DSZビットを設定する

オートリフレッシュの開始 
SDRFCNT1のDRFENビットを1セットする

アクセス許可 
SDRAMCm制御レジスタ動作許可設定

アクセス許可 
SDRAMCm制御レジスタ動作許可設定

アクセス禁止 
SDRAMCm制御レジスタ動作禁止設定

使用する全チャネルに 
対して設定する。

チャネルmの設定 
（1）SDSTR すべてのステータスビットが0クリアされていることを確認する 
（2）SDmMOD モードレジスタを設定する 
（3）SDmTR.DRAS/DRCD/DPCG/DCL/DWRビットを設定する 
（4）SDmADR.DSZビットを設定する

使用する全チャネルに 
対して設定する。

PORTのPFC設定にてすべてのSDRAM制御端子をポート出力に設定し、
Highを出力する

PORTCのPFC設定にてDQM端子を除く*SDRAM制御端子をSDRAMの設定にする

PORTCのPFC設定にてDQM端子をDQMの設定にする*

 

図 9.26 SDRAMC設定手順 
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（b） セルフリフレッシュモードへの移行・復帰手順 

図 9.27にセルフリフレッシュモードへの移行・復帰手順を示します。 

セルフリフレッシュモード

初期化シーケンス 
（1）SDRAM領域にアクセスするDMAがあれば停止する 
（2）SDRAM領域以外に配置したプログラム中でSDRAMC全チャネルのアクセス 
　　 を禁止（EXENB＝0）する 
（3）EXENBが"0"クリアされることを確認する

セルフリフレッシュ開始 
（1）SDSTRのすべてのステータスビットが"0"クリアされていることを確認する 
（2）SDRAM領域以外に配置したプログラム中でDSFENビットに1をセットする

セルフリフレッシュ終了
（1）SDSTRのすべてのステータスビットが0クリアされていることを確認する 
（2）SDRAM領域以外に配置したプログラム中でDSFENビットに0をセットする

アクセス可能状態 
（DRFEN＝1、EXENB＝1）

アクセス許可 
SDRAM領域以外に配置したプログラム中で、SDRAMCのアクセスを許可 
（EXENB＝1）する

アクセス可能状態 
（DRFEN＝1、EXENB＝1）

 

図 9.27 セルフリフレッシュモードへの移行・復帰手順 

【注】 セルフリフレッシュモードへの移行・復帰時には、該当チャネルへの SDRAMアクセスを禁止する必要があります。し

たがって SDRAMをアクセスするプログラム／DMAの動作中には、セルフリフレッシュモードへの移行、復帰はできま

せん。プログラミングに当たっては、以下の点に注意してください。 

 1. セルフリフレッシュモードに移行する前に、該当チャネルの SDRAM領域にアクセスする DMAチャネルの転送を

禁止してください。 

 2. セルフリフレッシュ移行時、セルフリフレッシュモード中、セルフリフレッシュモード復帰に実行するプログラム

は、SDRAM領域へのオペランドアクセス、命令フェッチ（プリフェッチを含む）が生じないようにしてください。 
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（c） ディープパワーダウンモードへの移行・復帰手順 

図 9.28にディープパワーダウンモードへの移行手順を示します。 

アクセス禁止 
（1）該当チャネル領域にアクセスするDMAがあれば停止する 
（2）該当チャネル領域以外に配置したプログラム中で該当チャネルのアクセス 
　　 を禁止(EXENB="0")する 
（3）EXENBが"0"クリアされることを確認する

オートリフレッシュの停止 
SDRFCNT1のDRFENビットを"0"クリアする

アクセス可能状態 
SDRAMC制御レジスタのEXENB="1"

ディープパワーダウン開始 
（1）SDSTRの全てのステータスビットが"0"クリアされていることを確認する 
（2）該当チャネル領域以外に配置したプログラム中でディープパワーダウン有効 
 ビットに"1"をセットする

ディープパワーダウンモード
 

図 9.28 ディープパワーダウンモードへの移行手順 
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図 9.29にディープパワーダウンモードからの復帰手順を示します。 

ディープパワーダウンモード

アクセス可能状態 
（EXENB＝1）

ディープパワーダウン終了 
（1）SDSTRの全てのステータスビットが0クリアされていることを確認する 
（2）該当チャネル領域以外に配置したプログラム中でディープパワーダウン有効 
         ビットに0にクリアする

待機 
パワーオンシーケンスで指定されている待機時間と同じ時間だけタイマーなどで 
待機する（御使用のSDRAM仕様に従ってください）

初期化シーケンス 
（1）該当チャネル領域以外に配置したプログラム中で初期化シーケンス開始 
         ビット（DINIRQm）に1をセット 
（2）初期化ステータスビット（DINISTm）が0クリアされるまで待つ

モードレジスタセット 
（1）モードレジスタをセットする 
（2）エクステンデッドモードレジスタをセットする

オートリフレッシュの開始 
SDRFCNT1のDRFENビットを1セットする

 

図 9.29 ディープパワーダウンモードからの復帰手順 

【注】 ディープパワーダウンモードへの移行・復帰時には、該当チャネルへの SDRAMアクセスを禁止する必要があります。

したがって SDRAMをアクセスするプログラム／DMAの動作中には、ディープパワーダウンモードへの移行、復帰はで

きません。プログラミングに当たっては、以下の点に注意してください。 

 1. ディープパワーダウンモードに移行する前に、該当チャネルの SDRAM領域にアクセスする DMAチャネルの転送

を禁止してください。 

 2. ディープパワーダウン移行時、ディープパワーダウンモード中、ディープパワーダウンモード復帰に実行するプロ

グラムは、SDRAM領域へのオペランドアクセス、命令フェッチ（プリフェッチを含む）が生じないようにしてく

ださい。 
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（d） タイミングレジスタ設定値とアクセスタイミング 

リード・ライトアクセスタイミングと、SDRAMmタイミングレジスタ（SDmTR）設定値の関連について説明

します。 

• 複数リードタイミング設定例 

図 9.30～図 9.32に、4データの複数リード時のタイミングと SDRAMmタイミングレジスタ（SDmTR）設定値

の関係を示します。表 9.12に、それぞれの図と SDRAMmタイミングレジスタ（SDmTR）設定値の対応を示しま

す。 
 

表 9.12 SDITR設定値対応表（複数リードタイミング） 

図 DRAS DRCD DPCG DCL 

図 9.30 010 00 001 010 

図 9.31 000 01 001 010 

図 9.32 000 01 001 011 

 

CKIO

ACT
RD
PRA

：行およびバンク活性化コマンド
：リードコマンド
： コマンド

SDRAMコマンド

データバス

ACT RD RD RD RD PRA DSL

d0

DRCD
（ACT-RD）

DRAS
（ACT-PRA）

DCL
（RD-d）

DPCG
（PRA-next）

d1 d2 d3

 

図 9.30 複数リードタイミング例 1 
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CKIO

ACT
RD
PRA

：行およびバンク活性化コマンド
：リードコマンド
： コマンド

SDRAMコマンド

データバス

ACT DSL RD RD RD RD PRA DSL

d0

DRCD
（ACR-RD）

DRAS
（ACT-PRA）

DCL
（RD-d）

DPCG
（PRA-next）

d1 d2 d3

 

図 9.31 複数リードタイミング例 2 

 

CKIO

ACT
RD
PRA

：行およびバンク活性化コマンド
：リードコマンド
： コマンド

SDRAMコマンド

データバス

ACT DSL RD RD RD RD PRA DSL DSL

d0

DRCD
（ACT-RD）

DRAS
（ACT-PRA）

DCL
（RD-d）

DPCG
（PRA-next）

d1 d2 d3

 

図 9.32 複数リードタイミング例 3 
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• 複数ライトタイミング設定例 

図 9.33～図 9.35に、4データの複数ライト時のタイミングと SDRAMmタイミングレジスタ（SDmTR）設定値

の関係を示します。表 9.13にそれぞれの図と SDRAMmタイミングレジスタ（SDmTR）設定値の対応を示します。 

 

表 9.13 SDITR設定値対応表（複数ライトタイミング） 

図 DRAS DRCD DPCG DWR 

図 9.33 010 00 001 0 

図 9.34 000 01 001 0 

図 9.35 000 01 001 1 

 

CKIO

ACT
WR
PRA

：行およびバンク活性化コマンド
：ライトコマンド
： コマンド

SDRAMコマンド

データバス

ACT WR WR WR WR PRA DSL

d0

DRCD
（ACT-WR）

DRAS
（ACT-PRA）

DWR
（WR-PRA）

DPCG
（PRA-next）

d1 d2 d3

 

図 9.33 複数ライトタイミング例 1 
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CKIO

ACT
WR
PRA

：行およびバンク活性化コマンド
：ライトコマンド
： コマンド

SDRAMコマンド

データバス

ACT DSL WR WR WR WR PRA DSL

d0

DRCD
（ACR-WR）

DRAS
（ACT-PRA）

DWR 
（WR-PRA）

DPCG
（PRA-next）

d1 d2 d3

 

図 9.34 複数ライトタイミング例 2 

 

CKIO

ACT
WR
PRA

：行およびバンク活性化コマンド
：ライトコマンド
： コマンド

SDRAMコマンド

データバス

ACT DSL WR WR WR WR DSL PRA DSL

d0

DRCD
（ACT-WR）

DRAS
（ACT-PRA）

DWR 
（WR-PRA）

DPCG
（PRA-next）

d1 d2 d3

 

図 9.35 複数ライトタイミング例 3 
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• シングルリードタイミング設定例 

図 9.36～図 9.38に、シングルリードタイミングと SDRAMmタイミングレジスタ（SDmTR）設定値の関係を

示します。表 9.14にそれぞれの図と SDRAMmタイミングレジスタ（SDmTR）設定値の対応を示します。 
 

表 9.14 SDITR設定値対応表（シングルリードタイミング） 

図 DRAS DRCD DPCG DCL 

図 9.36 010 00 001 010 

図 9.37 000 01 001 010 

図 9.38 000 01 001 011 

 

CKIO

ACT
RD
PRA

：行およびバンク活性化コマンド
：リードコマンド
： コマンド

SDRAMコマンド

データバス

ACT RD DSL PRA DSL

DRCD
（ACT-RD）

DRAS
（ACT-PRA）

DCL
（RD-d）

DPCG
（PRA-next）

d

 

図 9.36 シングルリードタイミング例 1 
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CKIO

ACT
RD 
DSL
PRA

：行およびバンク活性化コマンド
：リードコマンド
： コマンド 
： コマンド

SDRAMコマンド

データバス

DRAS RD RD PRA

ACT DSL RD PRA DSL

DRCD
（ACT-RD）

DRAS
（ACT-PRA）

DCL
（RD-d）

DPCG
（PRA-next）

d

 

図 9.37 シングルリードタイミング例 2 

 

CKIO

ACT
RD
PRA

：行およびバンク活性化コマンド
：リードコマンド
： コマンド

SDRAMコマンド

データバス

ACT DSL RD PRA DSL

DRCD
（ACT-RD）

DRAS
（ACT-PRA）

DCL
（RD-d）

DPCG
（PRA-next）

d

 

図 9.38 シングルリードタイミング例 3 
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• シングルライトタイミング設定例 

図 9.39～図 9.41に、シングルライトタイミングと SDRAMmタイミングレジスタ（SDmTR）設定値の関係を

示します。表 9.15にそれぞれの図と SDRAMmタイミングレジスタ（SDmTR）設定値の対応を示します。 
 

表 9.15 SDITR設定値対応表（シングルライトタイミング） 

図 DRAS DRCD DPCG DWR 

図 9.39 010 00 001 0 

図 9.40 000 01 001 0 

図 9.41 000 01 001 1 

 

CKIO

ACT
WR 
DSL
PRA

：行およびバンク活性化コマンド
：ライトコマンド
： コマンド 
： コマンド

SDRAMコマンド

データバス

【注】　DRASで設定した期間がWRコマンド発行からDWR期間経過するよりも長い場合、DRAS設定が適用されます。

ACT WR DSL PRA DSL

DRCD
（ACT-WR）

DWR
（WR-PRA）

DPCG
（PRA-next）

DRAS
（ACT-PRA）

d

 

図 9.39 シングルライトタイミング例 1 
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CKIO

ACT
WR 
DSL
PRA

：行およびバンク活性化コマンド
：ライトコマンド
： コマンド 
： コマンド

SDRAMコマンド

データバス

【注】　DRASで設定した期間がWRコマンド発行からDRAS期間経過するよりも長い場合、DWR設定が適用されます。

ACT DSL WR PRA DSL

DRCD
（ACT-WR）

DWR
（WR-PRA）

DPCG
（PRA-next）

DRAS
（ACT-PRA）

d

 

図 9.40 シングルライトタイミング例 2 

 

CKIO

ACT
WR 
DSL
PRA

：行およびバンク活性化コマンド
：ライトコマンド
： コマンド 
： コマンド

SDRAMコマンド

データバス

ACT DSL WR DSL PRA DSL

DRCD
（ACT-WR）

DWR
（WR-PRA）

DPCG
（PRA-next）

DRAS
（ACT-PRA）

d

 

図 9.41 シングルライトタイミング例 3 
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（13） 外部アドレス／SDRAMアドレス信号マルチプレクス 

（a） アドレスマルチプレクス 

外部デバイスアクセスに用いるアドレスと、SDRAMアクセスに用いるアドレスはどちらも外部アドレス端子

より出力されます。SDRAMアドレスは、SDmADRレジスタの DDBW、DSZと SDCmCNTレジスタの BSIZEの

設定により内部でシフトされ、バンクアドレスが A16、A15に、アドレスが A14～A2に出力されます。 
 

表 9.16 外部アドレスピン／SDRAMアドレスピン 

ピン名 機   能 

A27 外部アドレス 

A26 外部アドレス 

A25 外部アドレス 

A24 外部アドレス 

A23 外部アドレス 

A22 外部アドレス 

A21 外部アドレス 

A20 外部アドレス 

A19 外部アドレス 

A18 外部アドレス 

A17 外部アドレス 

A16(/BA1) 外部アドレス／SDRAMバンクアドレス 

A15(/BA0) 外部アドレス／SDRAMバンクアドレス 

A14(/MA12) 外部アドレス／SDRAMアドレス 

A13(/MA11) 外部アドレス／SDRAMアドレス 

A12(/MA10) 外部アドレス／SDRAMアドレス 

A11(/MA9) 外部アドレス／SDRAMアドレス 

A10(/MA8) 外部アドレス／SDRAMアドレス 

A9(/MA7) 外部アドレス／SDRAMアドレス 

A8(/MA6) 外部アドレス／SDRAMアドレス 

A7(/MA5) 外部アドレス／SDRAMアドレス 

A6(/MA4) 外部アドレス／SDRAMアドレス 

A5(/MA3) 外部アドレス／SDRAMアドレス 

A4(/MA2) 外部アドレス／SDRAMアドレス 

A3(/MA1) 外部アドレス／SDRAMアドレス 

A2(/MA0) 外部アドレス／SDRAMアドレス 

A1 外部アドレス 

A0 外部アドレス 
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（b） アドレスレジスタ設定値とサポートする SDRAMの構成一覧 

バス幅が 8ビット、16ビット、32ビットのときに、サポートする SDRAMの構成を表 9.17～表 9.19に示しま

す。これらの表は、サポートする SDRAMのアドレスとアドレスマルチプレクスの関係を示すために掲載したも

のです。 

ここで addr27～addr0は、CPUや DMACが SDRAMをアクセスするための論理的なアドレスです。以下の表は、

DSZと DDBWの設定ごとに SDRAMアクセス用の端子にどのような信号が出力されるかを示しています。 
 

表 9.17 外部データバス幅＝8ビット（BSIZE*1＝（1、0））のとき 

SDRAM 

種類、個数 

64Mbit（×8）、1個 128Mbit（×8）、1個 256Mbit（×8）、1個 512Mbit（×8）、1個 

DSZ*2 001（8MB） 010（16MB） 011（32MB） 100（64MB） 

DDBW*3 00（8bit） 00（8bit） 00（8bit） 00（8bit） 

本 LSIの 

アドレス端子 

行アドレス 列アドレス 行アドレス 列アドレス 行アドレス 列アドレス 行アドレス 列アドレス 

A16(/BA1)*4 addr22*5 addr22*5 addr23*5 addr23*5 addr24*5 addr24*5 addr25*5 addr25*5 

A15(/BA0)*4 addr21*5 addr21*5 addr22*5 addr22*5 addr23*5 addr23*5 addr24*5 addr24*5 

A14(/MA12)*4 L L L L addr22*5 L addr23*5 L 

A13(/MA11)*4 addr20*5 L addr21*5 L addr21*5 L addr22*5 addr10*5 

A12(/MA10)*4 addr19*5 *6 addr20*5 *6 addr20*5 *6 addr21*5 *6 

A11(/MA9)*4 addr18*5 L addr19*5 addr9*5 addr19*5 addr9*5 addr20*5 addr9*5 

A10(/MA8)*4 addr17*5 addr8*5 addr18*5 addr8*5 addr18*5 addr8*5 addr19*5 addr8*5 

A9(/MA7)*4 addr16*5 addr7*5 addr17*5 addr7*5 addr17*5 addr7*5 addr18*5 addr7*5 

A8(/MA6)*4 addr15*5 addr6*5 addr16*5 addr6*5 addr16*5 addr6*5 addr17*5 addr6*5 

A7(/MA5)*4 addr14*5 addr5*5 addr15*5 addr5*5 addr15*5 addr5*5 addr16*5 addr5*5 

A6(/MA4)*4 addr13*5 addr4*5 addr14*5 addr4*5 addr14*5 addr4*5 addr15*5 addr4*5 

A5(/MA3)*4 addr12*5 addr3*5 addr13*5 addr3*5 addr13*5 addr3*5 addr14*5 addr3*5 

A4(/MA2)*4 addr11*5 addr2*5 addr12*5 addr2*5 addr12*5 addr2*5 addr13*5 addr2*5 

A3(/MA1)*4 addr10*5 addr1*5 addr11*5 addr1*5 addr11*5 addr1*5 addr12*5 addr1*5 

A2(/MA0)*4 addr9*5 addr0*5 addr10*5 addr0*5 addr10*5 addr0*5 addr11*5 addr0*5 

【注】 *1 BSIZEは SDRAMCm制御レジスタの BSIZEビットを示します。 

 *2 DSZは SDRAMmアドレスレジスタの DSZビットを示します。 

 *3 DDBWは SDRAMmアドレスレジスタの DDBWビットを示します。 

 *4 BA1、BA0、MA12～MA0は、それぞれ SDRAMバンクアドレス、SDRAMアドレスを示します。 

 *5 addr25～addr0は、CPUや DMACが SDRAMをアクセスするための論理的なアドレスを示します。 

 *6 RD、WR、PRAコマンドの発行時に、プリチャージオプションを示します。 
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表 9.18 外部データバス幅＝16ビット（BSIZE*1＝（0、0））のとき（1） 

SDRAM 

種類、個数 

64Mbit（×16）、1個 64Mbit（×8）、2個 128Mbit（×16）、1個 128Mbit（×8）、2個 

DSZ*2 001（8MB） 010（16MB） 010（16MB） 011（32MB） 

DDBW*3 01（16bit） 00（8bit） 01（16bit） 00（8bit） 

本 LSIの 

アドレス端子 

行アドレス 列アドレス 行アドレス 列アドレス 行アドレス 列アドレス 行アドレス 列アドレス 

A16(/BA1)*4 addr22*5 addr22*5 addr23*5 addr23*5 addr23*5 addr23*5 addr24*5 addr24*5 

A15(/BA0)*4 addr21 addr21*5 addr22*5 addr22*5 addr22*5 addr22*5 addr23*5 addr23*5 

A14(/MA12)*4 L L L L L L L L 

A13(/MA11)*4 addr20*5 L addr21*5 L addr21*5 L addr22*5 L 

A12(/MA10)*4 addr19*5 *6 addr20*5 *6 addr20*5 *6 addr21*5 *6 

A11(/MA9)*4 addr18*5 L addr19*5 L addr19*5 L addr20*5 addr10*5 

A10(/MA8)*4 addr17*5 L addr18*5 addr9*5 addr18*5 addr9*5 addr19*5 addr9*5 

A9(/MA7)*4 addr16*5 addr8*5 addr17*5 addr8*5 addr17*5 addr8*5 addr18*5 addr8*5 

A8(/MA6)*4 addr15*5 addr7*5 addr16*5 addr7*5 addr16*5 addr7*5 addr17*5 addr7*5 

A7(/MA5)*4 addr14*5 addr6*5 addr15*5 addr6*5 addr15*5 addr6*5 addr16*5 addr6*5 

A6(/MA4)*4 addr13*5 addr5*5 addr14*5 addr5*5 addr14*5 addr5*5 addr15*5 addr5*5 

A5(/MA3)*4 addr12*5 addr4*5 addr13*5 addr4*5 addr13*5 addr4*5 addr14*5 addr4*5 

A4(/MA2)*4 addr11*5 addr3*5 addr12*5 addr3*5 addr12*5 addr3*5 addr13*5 addr3*5 

A3(/MA1)*4 addr10*5 addr2*5 addr11*5 addr2*5 addr11*5 addr2*5 addr12*5 addr2*5 

A2(/MA0)*4 addr9*5 addr1*5 addr10*5 addr1*5 addr10*5 addr1*5 addr11*5 addr1*5 

【注】 *1 BSIZEは SDRAMCm制御レジスタの BSIZEビットを示します。 

 *2 DSZは SDRAMmアドレスレジスタの DSZビットを示します。 

 *3 DDBWは SDRAMmアドレスレジスタの DDBWビットを示します。 

 *4 BA1、BA0、MA12～MA0は、それぞれ SDRAMバンクアドレス、SDRAMアドレスを示します。 

 *5 addr24～addr0は、CPUや DMACが SDRAMをアクセスするための論理的なアドレスを示します。 

 *6 RD、WR、PRAコマンドの発行時に、プリチャージオプションを示します。 
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表 9.18 外部データバス幅＝16ビット（BSIZE*1＝（0、0））のとき（2） 

SDRAM 

種類、個数 

256Mbit（×16）、1個 256Mbit（×8）、2個 512Mbit（×16）、1個 512Mbit（×8）、2個 

DSZ*2 011（32MB） 100（64MB） 100（64MB） 101（128MB） 

DDBW*3 01（16bit） 00（8bit） 01（16bit） 00（8bit） 

本 LSIの 

アドレス端子 

行アドレス 列アドレス 行アドレス 列アドレス 行アドレス 列アドレス 行アドレス 列アドレス 

A16(/BA1)*4 addr24*5 addr24*5 addr25*5 addr25*5 addr25*5 addr25*5 addr26*5 addr26*5 

A15(/BA0)*4 addr23*5 addr23*5 addr24*5 addr24*5 addr24*5 addr24*5 addr25*5 addr25*5 

A14(/MA12)*4 addr22*5 L addr23*5 L addr23*5 L addr24*5 L 

A13(/MA11)*4 addr21*5 L addr22*5 L addr22*5 L addr23*5 addr11*5 

A12(/MA10)*4 addr20*5 *6 addr21*5 *6 addr21*5 *6 addr22*5 *6 

A11(/MA9)*4 addr19*5 L addr20*5 addr10*5 addr20*5 addr10*5 addr21*5 addr10*5 

A10(/MA8)*4 addr18*5 addr9*5 addr19*5 addr9*5 addr19*5 addr9*5 addr20*5 addr9*5 

A9(/MA7)*4 addr17*5 addr8*5 addr18*5 addr8*5 addr18*5 addr8*5 addr19*5 addr8*5 

A8(/MA6)*4 addr16*5 addr7*5 addr17*5 addr7*5 addr17*5 addr7*5 addr18*5 addr7*5 

A7(/MA5)*4 addr15*5 addr6*5 addr16*5 addr6*5 addr16*5 addr6*5 addr17*5 addr6*5 

A6(/MA4)*4 addr14*5 addr5*5 addr15*5 addr5*5 addr15*5 addr5*5 addr16*5 addr5*5 

A5(/MA3)*4 addr13*5 addr4*5 addr14*5 addr4*5 addr14*5 addr4*5 addr15*5 addr4*5 

A4(/MA2)*4 addr12*5 addr3*5 addr13*5 addr3*5 addr13*5 addr3*5 addr14*5 addr3*5 

A3(/MA1)*4 addr11*5 addr2*5 addr12*5 addr2*5 addr12*5 addr2*5 addr13*5 addr2*5 

A2(/MA0)*4 addr10*5 addr1*5 addr11*5 addr1*5 addr11*5 addr1*5 addr12*5 addr1*5 

【注】 *1 BSIZEは SDRAMCm制御レジスタの BSIZEビットを示します。 

 *2 DSZは SDRAMmアドレスレジスタの DSZビットを示します。 

 *3 DDBWは SDRAMmアドレスレジスタの DDBWビットを示します。 

 *4 BA1、BA0、MA12～MA0は、それぞれ SDRAMバンクアドレス、SDRAMアドレスを示します。 

 *5 addr26～addr0は、CPUや DMACが SDRAMをアクセスするための論理的なアドレスを示します。 

 *6 RD、WR、PRAコマンドの発行時に、プリチャージオプションを示します。 
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表 9.19 外部データバス幅＝32ビット（BSIZE*1＝（0、1））のとき（1） 

SDRAM 

種類、個数 

64Mbit（×32）、1個 64Mbit（×16）、2個 128Mbit（×32）、1個 64Mbit（×8）、4個 

DSZ*2 001（8MB） 010（16MB） 010（16MB） 011（32MB） 

DDBW*3 10（32bit） 01（16bit） 10（32bit） 00（8bit） 

本 LSIの 

アドレス端子 

行アドレス 列アドレス 行アドレス 列アドレス 行アドレス 列アドレス 行アドレス 列アドレス 

A16(/BA1)*4 addr22*5 addr22*5 addr23*5 addr23*5 addr23*5 addr23*5 addr24*5 addr24*5 

A15(/BA0)*4 addr21*5 addr21*5 addr22*5 addr22*5 addr22*5 addr22*5 addr23*5 addr23*5 

A14(/MA12)*4 L L L L L L L L 

A13(/MA11)*4 L L addr21*5 L addr21*5 L addr22*5 L 

A12(/MA10)*4 addr20*5 *6 addr20*5 *6 addr20*5 *6 addr21*5 *6 

A11(/MA9)*4 addr19*5 L addr19*5 L addr19*5 L addr20*5 L 

A10(/MA8)*4 addr18*5 L addr18*5 L addr18*5 L addr19*5 addr10*5 

A9(/MA7)*4 addr17*5 addr9*5 addr17*5 addr9*5 addr17*5 addr9*5 addr18*5 addr9*5 

A8(/MA6)*4 addr16*5 addr8*5 addr16*5 addr8*5 addr16*5 addr8*5 addr17*5 addr8*5 

A7(/MA5)*4 addr15*5 addr7*5 addr15*5 addr7*5 addr15*5 addr7*5 addr16*5 addr7*5 

A6(/MA4)*4 addr14*5 addr6*5 addr14*5 addr6*5 addr14*5 addr6*5 addr15*5 addr6*5 

A5(/MA3)*4 addr13*5 addr5*5 addr13*5 addr5*5 addr13*5 addr5*5 addr14*5 addr5*5 

A4(/MA2)*4 addr12*5 addr4*5 addr12*5 addr4*5 addr12*5 addr4*5 addr13*5 addr4*5 

A3(/MA1)*4 addr11*5 addr3*5 addr11*5 addr3*5 addr11*5 addr3*5 addr12*5 addr3*5 

A2(/MA0)*4 addr10*5 addr2*5 addr10*5 addr2*5 addr10*5 addr2*5 addr11*5 addr2*5 

【注】 *1 BSIZEは SDRAMCm制御レジスタの BSIZEビットを示します。 

 *2 DSZは SDRAMmアドレスレジスタの DSZビットを示します。 

 *3 DDBWは SDRAMmアドレスレジスタの DDBWビットを示します。 

 *4 BA1、BA0、MA12～MA0は、それぞれ SDRAMバンクアドレス、SDRAMアドレスを示します。 

 *5 addr24～addr0は、CPUや DMACが SDRAMをアクセスするための論理的なアドレスを示します。 

 *6 RD、WR、PRAコマンドの発行時に、プリチャージオプションを示します。 
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表 9.19 外部データバス幅＝32ビット（BSIZE*1＝（0、1））のとき（2） 

SDRAM 

種類、個数 

128Mbit（×16）、2個 256Mbit（×32）、1個 128Mbit（×8）、4個 256Mbit（×16）、2個 

DSZ*2 011（32MB） 011（32MB） 100（64MB） 100（64MB） 

DDBW*3 01（16bit） 10（32bit） 00（8bit） 01（16bit） 

本 LSIの 

アドレス端子 

行アドレス 列アドレス 行アドレス 列アドレス 行アドレス 列アドレス 行アドレス 列アドレス 

A16(/BA1)*4 addr24*5 addr24*5 addr24*5 addr24*5 addr25*5 addr25*5 addr25*5 addr25*5 

A15(/BA0)*4 addr23*5 addr23*5 addr23*5 addr23*5 addr24*5 addr24*5 addr24*5 addr24*5 

A14(/MA12)*4 L L L L L L addr23*5 L 

A13(/MA11)*4 addr22*5 L addr22*5 L addr23*5 L addr22*5 L 

A12(/MA10)*4 addr21*5 *6 addr21*5 *6 addr22*5 *6 addr21*5 *6 

A11(/MA9)*4 addr20*5 L addr20*5 L addr21*5 addr11*5 addr20*5 L 

A10(/MA8)*4 addr19*5 addr10*5 addr19*5 addr10*5 addr20*5 addr10*5 addr19*5 addr10*5 

A9(/MA7)*4 addr18*5 addr9*5 addr18*5 addr9*5 addr19*5 addr9*5 addr18*5 addr9*5 

A8(/MA6)*4 addr17*5 addr8*5 addr17*5 addr8*5 addr18*5 addr8*5 addr17*5 addr8*5 

A7(/MA5)*4 addr16*5 addr7*5 addr16*5 addr7*5 addr17*5 addr7*5 addr16*5 addr7*5 

A6(/MA4)*4 addr15*5 addr6*5 addr15*5 addr6*5 addr16*5 addr6*5 addr15*5 addr6*5 

A5(/MA3)*4 addr14*5 addr5*5 addr14*5 addr5*5 addr15*5 addr5*5 addr14*5 addr5*5 

A4(/MA2)*4 addr13*5 addr4*5 addr13*5 addr4*5 addr14*5 addr4*5 addr13*5 addr4*5 

A3(/MA1)*4 addr12*5 addr3*5 addr12*5 addr3*5 addr13*5 addr3*5 addr12*5 addr3*5 

A2(/MA0)*4 addr11*5 addr2*5 addr11*5 addr2*5 addr12*5 addr2*5 addr11*5 addr2*5 

【注】 *1 BSIZEは SDRAMCm制御レジスタの BSIZEビットを示します。 

 *2 DSZは SDRAMmアドレスレジスタの DSZビットを示します。 

 *3 DDBWは SDRAMmアドレスレジスタの DDBWビットを示します。 

 *4 BA1、BA0、MA12～MA0は、それぞれ SDRAMバンクアドレス、SDRAMアドレスを示します。 

 *5 addr25～addr0は、CPUや DMACが SDRAMをアクセスするための論理的なアドレスを示します。 

 *6 RD、WR、PRAコマンドの発行時に、プリチャージオプションを示します。 
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表 9.19 外部データバス幅＝32ビット（BSIZE*1＝（0、1））のとき（3） 

SDRAM 

種類、個数 

512Mbit（×32）、1個 256Mbit（×8）、4個 512Mbit（×16）、2個 512Mbit（×8）、4個 

DSZ*2 100（64MB） 101（128MB） 101（128MB） 110（256MB） 

DDBW*3 10（32bit） 00（8bit） 01（16bit） 00（8bit） 

本 LSIの 

アドレス端子 

行アドレス 列アドレス 行アドレス 列アドレス 行アドレス 列アドレス 行アドレス 列アドレス 

A16(/BA1)*4 addr25*5 addr25*5 addr26*5 addr26*5 addr26*5 addr26*5 addr27*5 addr27*5 

A15(/BA0)*4 addr24*5 addr24*5 addr25*5 addr25*5 addr25*5 addr25*5 addr26*5 addr26*5 

A14(/MA12)*4 addr23*5 L addr24*5 L addr24*5 L addr25*5 L 

A13(/MA11)*4 addr22*5 L addr23*5 L addr23*5 L addr24*5 addr12*5 

A12(/MA10)*4 addr21*5 *6 addr22*5 *6 addr22*5 *6 addr23*5 *6 

A11(/MA9)*4 addr20*5 L addr21*5 addr11*5 addr21*5 addr11*5 addr22*5 addr11*5 

A10(/MA8)*4 addr19*5 addr10*5 addr20*5 addr10*5 addr20*5 addr10*5 addr21*5 addr10*5 

A9(/MA7)*4 addr18*5 addr9*5 addr19*5 addr9*5 addr19*5 addr9*5 addr20*5 addr9*5 

A8(/MA6)*4 addr17*5 addr8*5 addr18*5 addr8*5 addr18*5 addr8*5 addr19*5 addr8*5 

A7(/MA5)*4 addr16*5 addr7*5 addr17*5 addr7*5 addr17*5 addr7*5 addr18*5 addr7*5 

A6(/MA4)*4 addr15*5 addr6*5 addr16*5 addr6*5 addr16*5 addr6*5 addr17*5 addr6*5 

A5(/MA3)*4 addr14*5 addr5*5 addr15*5 addr5*5 addr15*5 addr5*5 addr16*5 addr5*5 

A4(/MA2)*4 addr13*5 addr4*5 addr14*5 addr4*5 addr14*5 addr4*5 addr15*5 addr4*5 

A3(/MA1)*4 addr12*5 addr3*5 addr13*5 addr3*5 addr13*5 addr3*5 addr14*5 addr3*5 

A2(/MA0)*4 addr11*5 addr2*5 addr12*5 addr2*5 addr12*5 addr2*5 addr13*5 addr2*5 

【注】 *1 BSIZEは SDRAMCm制御レジスタの BSIZEビットを示します。 

 *2 DSZは SDRAMmアドレスレジスタの DSZビットを示します。 

 *3 DDBWは SDRAMmアドレスレジスタの DDBWビットを示します。 

 *4 BA1、BA0、MA12～MA0は、それぞれ SDRAMバンクアドレス、SDRAMアドレスを示します。 

 *5 addr27～addr0は、CPUや DMACが SDRAMをアクセスするための論理的なアドレスを示します。 

 *6 RD、WR、PRAコマンドの発行時に、プリチャージオプションを示します。 
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（c） SDRAM接続例 

図 9.42、図 9.43に本 LSIと SDRAMとの接続例を示します。 
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図 9.42 32ビットデータ幅 SDRAM接続例 
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図 9.43 16ビットデータ幅 SDRAM接続例 

9.6 使用上の注意事項 

9.6.1 パワーオンリセット例外処理、ディープスタンバイモードの解除処理時の注意

事項 

パワーオンリセット例外処理、ディープスタンバイモードの解除処理内で、外部アドレス空間に対してライト

する前および SDRAMの設定を行う前に、必ず ACSWRの ACOSW[3:0]ビットを B'0011に設定してください。 
 

9.6.2 ライトバッファ 

通常空間や SDRAM空間にライトアクセスでは、ライトデータを一度 BSC内部のライトバッファに格納し、そ

の後で実際に通常空間や SDRAM空間に接続されたデバイス（外部デバイス）に書き込みを行います。ライトバ

ッファから外部デバイスへの書き込みは自動的に行われるため、ソフトウェアによって何か処理をする必要はあ

りません。 

しかしながら、次の点には注意が必要です。CPUや DMACからのライトアクセスは、上記ライトバッファに格

納した時点で見かけ上完了します。つまり、CPUや DMAコントローラのライトアクセスが完了した時点では、

外部デバイスへの書き込みは完了していない場合があります。外部デバイスへの書き込みの完了を確認するには、

通常空間や SDRAM空間へのダミーリードを実行してください。ダミーリードの完了によって、それ以前のライ

トアクセスによる外部デバイスへの書き込み完了を保証することができます。ダミーリードの対象は、ライトア

クセスと同じデバイスである必要はありません。また、同じ空間である必要もありません。 
 



 

9. バスステートコントローラ（BSC） 

9-78  R01UH0025JJ0300  Rev.3.00 

  2010.09.15 

SH7261グループ

9.6.3 ソフトウェアスタンバイモードまたはディープスタンバイモード遷移時の注意

事項 

通常空間や SDRAM空間へのライトアクセスの実行後に、ソフトウェアスタンバイモードまたはディープスタ

ンバイモードに遷移する場合、BSC内のライトバッファ内にデータが残っている可能性があります。ライトバッ

ファ内にデータが残っていないことを確認するためには、上記と同様に、外部デバイスへのダミーリードを実行

してください。 
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10. バス監視 

バス監視は、各種バスのバスエラーを監視するモジュールです。不正アドレスアクセス、バスタイムアウトを

検出し、バスエラー割り込みを発生、バスタイムアウト検出時にアクセスキャンセル信号を出力します。（バス

タイムアウト機能は、デバッグ時に使用） 

図 10.1にバス監視のブロック図を示します。 

バス監視

バス監視許可レジスタ

SH2A
CPUコアバ

ス
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

バス監視ステータスレジスタ1

バス監視ステータスレジスタ2

バスエラー制御レジスタ

周辺バス

バスエラー信号

 

図 10.1 バス監視ブロック図 

 

10.1 レジスタの説明 

バス監視には以下のレジスタがあります。 

すべてのレジスタは、パワーオンリセットおよびディープスタンバイモード時に初期化されます。 
 

表 10.1 レジスタ構成 

レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス アクセスサイズ 

バス監視許可レジスタ SYCBEEN R/W H'00 H'FF400000 8、16、32 

バス監視ステータスレジスタ 1 SYCBESTS1 R/W H'00 H'FF400004 8、16、32 

バス監視ステータスレジスタ 2 SYCBESTS2 R/W H'00 H'FF400008 8、16、32 

バスエラー制御レジスタ SYCBESW R/W H'00 H'FF40000C 8、16、32 
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10.1.1 バス監視許可レジスタ（SYCBEEN） 

SYCBEENはバス監視ステータスレジスタのクリアおよび検出機能の制御を行います。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R R R R R R R R R R R R R/W R/W R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

STSCLR - - - - - - - - - - - - TOEN IGAEN -

- - - - - - - - - - - - - - - -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 STSCLR 0 R/W ステータスクリア 

このビットに 1を書き込むと、バス監視ステータスレジスタをクリアすること

ができます。0書き込み、読み出しデータには意味を持ちません。 

0：無効 

1：バス監視ステータスレジスタクリア 

30～19 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

18 TOEN 0 R/W タイムアウト検出許可 

このビットにより、各バスのバスタイムアウトを検出する機能の起動／停止を

切り替えます。 

0：バスタイムアウト検出機能停止 

1：バスタイムアウト検出機能動作 

17 IGAEN 0 R/W 不正アドレスアクセス検出許可 

このビットにより、各バスの不正アドレスアクセスを検出する機能の起動／停

止を切り替えます。 

0：不正アドレスアクセス検出機能停止 

1：不正アドレスアクセス検出機能動作 

16～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

【注】 検出機能停止（TOEN＝0）にしてバスアクセスを行った場合、バスがフリーズすることがあります。 
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10.1.2 バス監視ステータスレジスタ 1（SYCBESTS1） 

SYCBESTS1は、最初のバスエラーが発生したとき、各スレーブバス（周辺バス（1）／周辺バス（3））にタイ

ムアウトまたは不正アドレスアクセスが発生したことを示します。また、各スレーブバスにアクセスしていたバ

スマスタを示します。表 10.2にバス空間とスレーブバスの対応を示します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

- - - - - - - - - - - - - - - -

- PTO PER - - - PMST[1:0] - CTO CER - - - CMST[1:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～15 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

14 PTO 0 R タイムアウト 

このビットは、最初のバスエラーが発生した時点での、周辺バス（1）にタイ

ムアウトが発生したことを示します。 

0：タイムアウトは発生していない 

1：タイムアウトが発生した 

13 PER 0 R 不正アドレスアクセス 

このビットは、最初のバスエラーが発生した時点での、周辺バス（1）に不正

アドレスアクセスが発生したことを示します。 

0：不正アドレスアクセスは発生していない 

1：不正アドレスアクセスが発生した 

12～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9、8 PMST[1:0] 00 R バスマスタ 

このビットは、最初のバスエラーが発生した時点での、周辺バス（1）にアク

セスしていたバスマスタを示します。 

00：CPU 

01：DMAC（デスティネーション側） 

10：設定禁止 

11：DMAC（ソース側） 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6 CTO 0 R タイムアウト 

このビットは、最初のバスエラーが発生した時点での、周辺バス（3）にタイ

ムアウトが発生したことを示します。 

0：タイムアウトは発生していない 

1：タイムアウトが発生した 

5 CER 0 R 不正アドレスアクセス 

このビットは、最初のバスエラーが発生した時点での、周辺バス（3）に不正

アドレスアクセスが発生したことを示します。 

0：不正アドレスアクセスは発生していない 

1：不正アドレスアクセスが発生した 

4～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1、0 CMST[1:0] 00 R バスマスタ 

このビットは、最初のバスエラーが発生した時点での、周辺バス（3）にアク

セスしていたバスマスタを示します。 

00：CPU 

01：DMAC（デスティネーション側） 

10：設定禁止 

11：DMAC（ソース側） 

 

表 10.2 バス空間とスレーブバス 

アドレス バス空間 スレーブバス 

H'0000 0000～H'4FFF FFFF 外部バス空間 外部バス 

H'5000 0000～H'E7FF FFFF 予約エリア （その他*1） 

H'E800 0000～H'E800 FFFF 内蔵周辺モジュール（3） 周辺バス（3） 

H'E801 0000～H'EFFF FFFF 予約エリア （その他*1） 

H'F000 0000～H'F1FF FFFF キャッシュのアドレスアレイ空間 －*2 

H'F200 0000～H'F5FF FFFF 予約エリア －*2 

H'F600 0000～H'FF3F FFFF 予約エリア （その他*1） 

H'FF40 0000～H'FF5F FFFF 内蔵周辺モジュール（1） 周辺バス（1） 

H'FF60 0000～H'FFF7 FFFF 予約エリア （その他*1） 

H'FFF8 0000～H'FFF8 7FFF 内蔵 RAM －*2 

H'FFF8 8000～H'FFFB FFFF 予約エリア －*2 

H'FFFC 0000～H'FFFF FFFF 内蔵周辺モジュール（2） 周辺バス（2） 

【注】 *1 スレーブバス空間で外部バス、周辺バス（1）、周辺バス（2）、周辺バス（3）に該当しないバス空間。 

 *2 不正アドレスアクセスエラーは発生しません。 
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10.1.3 バス監視ステータスレジスタ 2（SYCBESTS2） 

SYCBESTS2は、最初のバスエラーが発生したとき、各スレーブバス（外部バス／周辺バス（2）／その他）に

タイムアウトまたは不正アドレスアクセスが発生したことを示します。また、各スレーブバスにアクセスしてい

たバスマスタを示します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

- ETO EER - - - EMST[1:0] - - - - - - - -

- - OER - - - OMST[1:0] - - SHER - - - SHMST[1:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

30 ETO 0 R タイムアウトビット 

このビットは、最初のバスエラーが発生した時点での、外部バスにタイムアウ

トが発生したことを示します。 

0：タイムアウトは発生していない 

1：タイムアウトが発生した 

29 EER 0 R 不正アドレスアクセスビット 

このビットは、最初のバスエラーが発生した時点での、外部バスに不正アドレ

スアクセスが発生したことを示します。 

0：不正アドレスアクセスは発生していない 

1：不正アドレスアクセスが発生した 

28～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

25、24 EMST[1:0] 00 R バスマスタビット 

このビットは、最初のバスエラーが発生した時点での、外部バスにアクセスし

ていたバスマスタを示します。 

00：CPU 

01：DMAC（デスティネーション側） 

10：設定禁止 

11：DMAC（ソース側） 

23～14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

13 OER 0 R 不正アドレスアクセスビット 

このビットは、最初のバスエラーが発生した時点での、その他にアクセスして

いたバスマスタを示します。 

0：不正アドレスアクセスは発生していない 

1：不正アドレスアクセスが発生した 

12～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9、8 OMST[1:0] 00 R バスマスタビット 

このビットは、最初のバスエラーが発生した時点での、その他にアクセスして

いたバスマスタを示します。 

00：CPU 

01：DMAC（デスティネーション側） 

10：設定禁止 

11：DMAC（ソース側） 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5 SHER 0 R 不正アドレスアクセスビット 

このビットは、最初のバスエラーが発生した時点での、周辺バス（2）に不正

アドレスアクセスが発生したことを示します。 

0：不正アドレスアクセスは発生していない 

1：不正アドレスアクセスが発生した 

4～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1、0 SHMST[1:0] 00 R バスマスタビット 

このビットは、最初のバスエラーが発生した時点での、周辺バス（2）にアク

セスしていたバスマスタを示します。 

00：CPU 

01：DMAC（デスティネーション側） 

10：設定禁止 

11：DMAC（ソース側） 
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10.1.4 バスエラー制御レジスタ（SYCBESW） 

SYCBESWは、各種バスエラーの CPUへの通知を制御します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R R/W R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

00CPEN 01CPEN 11CPEN -- - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 00CPEN 0 R/W バスエラー制御（CPU→CPU） 

CPUが原因で起きたバスエラーを CPUに通知する／しないの切り替えを行い

ます。 

0：通知しない 

1：通知する 

30 01CPEN 0 R/W バスエラー制御（DMACデスティネーション側→CPU） 

DMACデスティネーションが原因で起きたバスエラーを CPUに通知する／し

ないの切り替えを行います。 

0：通知しない 

1：通知する 

29 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

28 11CPEN 0 R/W バスエラー制御（DMACソース側→CPU） 

DMACソースが原因で起きたバスエラーを CPUに通知する／しないの切り替

えを行います。 

0：通知しない 

1：通知する 

27～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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10.2 バス監視機能 

バス監視機能とは、不正アドレスアクセス、バスタイムアウトの 2種類のバスエラーを検出する機能です。バ

スエラーの検出は、1バスアクセス単位に行われます。 

バースト転送などの複数回バスアクセスにわたるデータ転送時にも、1バスアクセスごとにバスエラーを検出で

きます。 

10.2.1 バスエラー検出時の動作 

バスエラーを検出するとバス監視ステータスレジスタ 1（SYCBESTS1）、バス監視ステータスレジスタ 2

（SYCBESTS2）に状態を保存し、CPUにバスエラーが発生したことを通知します。 

（1） バス監視ステータスレジスタ、バス監視ステータスレジスタ 2へのステータス保存 

バスエラーが発生すると、その時点の状態（どのバスマスタから、どのバスにアクセス中、どのバスエラーが

発生したか）をバス監視ステータスレジスタ 1（SYCBESTS1）、バス監視ステータスレジスタ 2（SYCBESTS2）

に保持します。 

その後にバスエラーが発生してもバス監視ステータスレジスタ（SYCBESTS）、バス監視ステータスレジスタ 2

（SYCBESTS2）の値は更新されません。同時に複数のバスエラーが発生した場合には、複数のステータスビット

がセットされることもあります。 

バス監視ステータスレジスタ 1（SYCBESTS1）、バス監視ステータスレジスタ 2（SYCBESTS2）は、バスマス

タからバス監視許可レジスタ（SYCBEEN）のステータスクリアビット（STSCLR）に 1を書き込むことでクリア

できます。クリア以後のバスエラー発生時には、再度バス監視ステータスレジスタ 1（SYCBESTS1）、バス監視

ステータスレジスタ 2（SYCBESTS2）に状態が保持されます。 

クリアとバスエラー発生が同時に起こった場合には、クリア動作が優先されバスエラーは無視されます。 
 

（2） CPUへのエラー通知 

バス監視ステータスレジスタ 1（SYCBESTS1）およびバス監視ステータスレジスタ 2（SYCBESTS2）のタイム

アウトビット（PTO/CTO/ETO）、不正アドレスアクセスビット（PER/CER/EER/OER/SHER）の OR条件で CPU

へバスエラーの通知を行います。バスエラー割り込みはバスエラー制御レジスタ（SYCBESW）の設定に従い CPU

へ通知されます。 

CPUからバス監視ステータスレジスタ 1（SYCBESTS1）、バス監視ステータスレジスタ 2（SYCBESTS2）をク

リアすると、バスエラー割り込み信号もネゲートされます。 
 

（3） バスアクセスの終了 

バスエラーが検出されると該当するバスアクセスが終了します。詳細は「10.2.4 マスタとバスエラーの組み合

わせ」を参照してください。 

また、各エラー検出時の詳細な動作については「10.2.2 不正アドレスアクセス検出機能」、「10.2.3 バスタ

イムアウト検出機能」を参照してください。 
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10.2.2 不正アドレスアクセス検出機能 

不正アドレスアクセス検出機能は、不正なアドレスに対するアクセスがあったことを検出する機能です。 

（1） 不正アドレスアクセスエラー発生条件 

不正アドレスアクセスエラーは、以下の不正なアドレスに対するアクセスを行うと発生します。 

• BSCの制御レジスタの動作許可ビット（EXENB）を”動作許可”にセットしていない外部領域 

• どのスレーブバスにもマッピングされていないその他のアドレス領域 

• 各スレーブバスにマッピングされているが、対応するスレーブデバイスがないアドレス領域 

 

表 10.3～表 10.5に周辺バス（1）（2）（3）のスレーブデバイスがないアドレス領域を示します。 
 

表 10.3 周辺バス（1）スレーブデバイスがないアドレス領域 

FF401000～FF41FFFF 

FF423000～FF45FFFF 

FF464000～FF5FFFFF 

 

表 10.4 周辺バス（2）スレーブデバイスがないアドレス領域 

FFFC0000～FFFDFFFF 

FFFE0020～FFFE03FF 

FFFE0420～FFFE07FF 

FFFE0900～FFFE37FF 

FFFE3830～FFFE387F 

FFFE3910～FFFE3FFF 

FFFE4400～FFFE53FF 

FFFE5410～FFFE57FF 

FFFE5840～FFFE67FF 

FFFE6804～FFFE7FFF 

FFFE8100～FFFE87FF 

FFFE8900～FFFE8FFF 

FFFE9100～FFFE97FF 

FFFE9900～FFFE9FFF 

FFFEA100～FFFEA7FF 

FFFEA900～FFFEAFFF 

FFFEB100～FFFEB7FF 

FFFEB900～FFFECFFF 

FFFED010～FFFED07F 

FFFED090～FFFEDFFF 

FFFEE010～FFFEE07F 

FFFEE090～FFFEE0FF 

FFFEE110～FFFEFFFF 

FFFF1408～FFFF14FF 
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FFFF1508～FFFF15FF 

FFFF1608～FFFF16FF 

FFFF1720～FFFF17FF 

FFFF1820～FFFF18FF 

FFFF1910～FFFFFFFF 

 

表 10.5 周辺バス（3）スレーブデバイスがないアドレス領域 

E8000050～E80000FF 

E8000110～E80001FF 

E8000206～E800FFFF 

 

10.2.3 バスタイムアウト検出機能 

バスタイムアウト検出機能は、768サイクル以上に延びたバスアクセスを検出する機能です。 

（1） バスタイムアウトエラー発生条件 

バスタイムアウトは以下のケースで発生します。なお、本機能はソフトウェアデバッグ時に使用してください。 

• 周辺バス（1）でバスアクセスが終了しない場合 

• 周辺バス（3）でバスアクセスが終了しない場合 

• 外部バスアクセスでWAIT信号がアサートされたままの場合 

 

（2） バスタイムアウトエラー発生時の動作 

以下にバスタイムアウト時の動作を説明します。 

1. バスアクセス開始の次サイクルからタイムアウトカウンタはカウントを開始します。 

2. 768サイクル間バスアクセス終了しないと、バスタイムアウトが発生しアクセスキャンセル信号が256サイク

ル間アサートされます。 

アドレス、データ、BC、リード／ライト、バーストなどのバス信号は保持しています。 

バス監視ステータスレジスタ1（SYCBESTS1）、バス監視ステータスレジスタ2（SYCBESTS2）にタイムア

ウトエラーを記録します。 

バスエラー割り込みを発生しCPUに通知します。 

3. バスアクセスを強制終了します。 

4. CPUはバスエラー処理を行います。 

各バスのロック状態は、すべて解除されます。 
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（3） 連続アクセス中のバスタイムアウト動作 

複数のバスアクセスが発生する転送（バースト転送など）では、バスタイムアウトが発生しても、後続のバス

アクセスを中断できない場合があります。この場合、連続してバスタイムアウトが発生する可能性があります。 

バスタイムアウトが連続した場合でも、タイムアウト処理は 1回目と同様のバスアクセスの強制終了動作を行

います。ただし、バス監視ステータスレジスタ 1（SYCBESTS1）、バス監視ステータスレジスタ 2（SYCBESTS2）

への状態保持は初回のみ行われます。 
 

10.2.4 マスタとバスエラーの組み合わせ 

マスタの種類またはアクセスモードによって検出可能なバスエラーの種類が異なります。 
 

（1） CPUの転送モードと発生するバスエラーの種類 

表 10.6に CPUからのアクセスにより発生する可能性のあるバスエラーの種類を示します。 
 

表 10.6 CPUのアクセス種類と発生するバスエラーの種類 

アクセス種類 ノーマルアクセス バーストアクセス 

不正アドレスアクセス*1 ○*2 ○*2*3 

バスタイムアウト*1 ○*2 ○*2*3 

【記号説明】 ○：バスエラーが発生します 

  ―：バスエラーが発生しません 

【注】 *1 バスエラー検出を有効にするにはバス監視許可レジスタ（SYCBEEN）による設定が必要です。 

 *2 バスエラーを CPUへ通知するにはバスエラー制御レジスタ（SYCBESW）00CPENビットを 1にセットすること

により「CPUへエラーを通知する」に設定する必要があります。 

 *3 エラーとなるアクセス回数分のバスエラーが検出されます。 

 

（2） DMACの転送モードと各バスの動作 

DMACの転送モードと DMACからのアクセスにより発生する可能性のあるバスエラーの種類を表 10.7に示し

ます。 
 

表 10.7 DMAC転送モードと発生するバスエラーの種類 

DMAC転送モード サイクルスチル パイプライン 

不正アドレスアクセス* ○ ○ 

バスタイムアウト* ○ ○ 

【記号説明】 ○：バスエラーが発生します 

  ―：バスエラーが発生しません 

【注】 * バスエラー検出を有効にするにはバス監視許可レジスタ（SYCBEEN）による設定が必要です。 
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10.3 使用上の注意事項 

10.3.1 CPUへバスエラー通知しない場合の動作 

バスエラー検出を有効にした状態（バス監視許可レジスタ（SYCBEEN）による設定）で CPUへのバスエラー

通知を無効にした場合には表 10.8に示す動作となります。 
 

表 10.8 マスタへバスエラー通知しない場合の動作 

不正アドレスアクセス 所定の転送回数分の不正アドレスアクセスエラーが発生し、該当アクセスはその都度強制終了される 

バスタイムアウト 所定の転送回数分のバスタイムアウトが発生し、該当アクセスはその都度強制終了される 
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11. ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC） 

ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC）は、ソフトウェア、内蔵周辺 I/O、または外部端子（外部モ

ジュール）からの要求により、CPUを介さず高速なデータ転送を行います。ただし、DMAC単体としては、内蔵

周辺 I/O、外部端子（外部モジュール）要求の区別はありません。メモリ⇔メモリ間、メモリ⇔I/O間、および I/O

⇔I/O間の転送をサポートしています。 

11.1 特長 

• チャネル数：最大8チャネル（うち4チャネルは外部リクエスト可能） 

• 転送要求：ソフトウェアトリガ、内蔵周辺I/O、または外部端子（外部モジュール）からの要求（38要因） 

• 最大転送バイト数：64Mバイト 

• アドレス空間：4Gバイト 

• 転送データサイズ： 

1データ転送：8ビット、16ビット、32ビット、64ビット、128ビット 

1オペランド転送 ：1データ、2データ、4データ、8データ、16データ、32データ、64データ、128データ 

ノンストップ転送：バイトカウント0まで 

• 転送モード： 

サイクルスチル転送（デュアルアドレス転送） 

パイプライン転送（デュアルアドレス転送） 

• 最高転送速度： 

サイクルスチル転送：min3クロックサイクル/1データ転送 

パイプライン転送：min1クロックサイクル/1データ転送 

• 転送条件： 

1回のDMA要求で1オペランド分のデータを転送する、単一オペランド転送、1回のDMA要求で1オペランド

転送を繰り返し、バイトカウント0まで転送する、連続オペランド転送および1回のDMA要求でバイトカウン

ト0まで転送する、ノンストップ転送の選択が可能 

• チャネル優先度：チャネル0＞チャネル1＞…＞チャネル6＞チャネル7（優先順位固定） 

• 割り込み要求： 

2種類の割り込み要求（バイトカウントが0になったときに発生） 

チャネルごとの割り込み要求信号と各チャネルをまとめた共用割り込み要求信号 

• リロード機能（ソースアドレス、デスティネーションアドレス、バイトカウント）設定可能 

• ローテート機能設定可能 

• DMAC停止／再開／中止機能設定可能 
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【注】 本章では以下のように用語を定義します。 

 1. 1データ転送：DMACによる 1リードサイクルと 1ライトサイクルの転送（デュアルアドレス転送時） 

 2. 1オペランド転送：1チャネルの DMACが連続して行うデータ転送（データ転送数はレジスタ設定による） 

 3. 1DMA転送：スタートアドレスからエンドアドレスまでのバイトカウントレジスタに設定された数の転送 

 4. チャネル番号：n＝0、1、…、6、7 

 5. 要求要因番号：k＝1、2、…、37 、m＝0、1、2、…、37 

 6. BIU：Bus Interface Unit（内蔵モジュール）を示します。接続先により以下の種類があります。 

  BIU_E：外部空間（通常空間と SDRAM空間） 

  BIU_P：周辺バス（1）（図 1.1を参照） 

  BIU_SH：周辺バス（2）（図 1.1を参照）、内蔵 RAM空間 

  BIU_C：周辺バス（3）（図 1.1を参照） 
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図 11.1に DMACのブロック図を示します。 
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DMA要求転送

【記号説明】

DMAC 
制御回路

DMA要求転送 
CPUI/F  
メモリI/F 
内蔵メモリ 
ワークレジスタ 
DMAC制御回路 
データバッファ

：DMA要求の調停とDMAC Coreへの要求信号を生成
：CPUからのレジスタアクセスのリードライト制御
：CPUとDMAC Coreからのメモリアクセス制御
：DMACの設定情報と転送情報を格納 
：DMAC Coreが参照するレジスタ（CPUからのアクセス不可）
：DMAC制御回路
：DMAデータバッファ

外部（DREQ）または
内蔵周辺回路からのDMA要求

DMAアクティブ（DACT）

DMAアクノリッジ（DACK）

DMA終了（DTEND）

DMA割り込み要求
DMA共用割り込み要求

CPU系

制御信号 CPU
I/F

メモリ I/F

DMAC Core

DMAC

データ
バッファ

DMAC系

制御信号

（ワークレジスタ）

メモリ
ロード／ストア制御

ソース
アドレスレジスタ

デスティネーション
アドレスレジスタ

バイトカウント 
レジスタ

モードレジスタ

カレント
レジスタ

リロード
レジスタ

Ch0 DMA設定情報

Chn DMA設定情報

Ch0 DMA転送情報

Chn DMA転送情報

内蔵メモリ

 

図 11.1 DMACブロック図 

 

11.2 入出力端子 
 

表 11.1 端子構成 

端子名 入出力 名称・機能 

DREQm（m＝0～3） 入力 DMA転送の外部要求 

DACKm（m＝0～3） 出力 DMA転送の外部要求に対する DMAアクノリッジ（L：アクティブ） 

DACTm（m＝0～3） 出力 DMA転送の外部要求に対する DMAアクティブ（L：アクティブ） 

DTENDm（m＝0～3） 出力 DMA転送の外部要求に対する DMA終了（L：終了） 
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11.3 レジスタの説明 

DMACは以下のレジスタがあります。すべてのレジスタは、パワーオンリセットおよびディープスタンバイモ

ード時に初期化されます。 
 

表 11.2 レジスタ構成 

チャネル レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス アクセス 

サイズ 

0 DMAカレントソースアドレスレジスタ 0 DMCSADR0 R/W 不定 H'FF460000 32 

 

 

DMAカレントデスティネーション 

アドレスレジスタ 0 

DMCDADR0 R/W 不定 H'FF460004 32 

 DMAカレントバイトカウントレジスタ 0 DMCBCT0 R/W 不定 H'FF460008 32 

 DMAモードレジスタ 0 DMMOD0 R/W 不定 H'FF46000C 32 

 DMAリロードソースアドレスレジスタ 0 DMRSADR0 R/W 不定 H'FF460200 32 

 
DMAリロードデスティネーション 

アドレスレジスタ 0 

DMRDADR0 R/W 不定 H'FF460204 32 

 DMAリロードバイトカウントレジスタ 0 DMRBCT0 R/W 不定 H'FF460208 32 

 DMA制御レジスタ A0 DMCNTA0 R/W H'00000000 H'FF460400 8、16、32 

 DMA制御レジスタ B0 DMCNTB0 R/W H'00000000 H'FF460404 8、16、32 

1 DMAカレントソースアドレスレジスタ 1 DMCSADR1 R/W 不定 H'FF460010 32 

 

 

DMAカレントデスティネーション 

アドレスレジスタ 1 

DMCDADR1 R/W 不定 H'FF460014 32 

 DMAカレントバイトカウントレジスタ 1 DMCBCT1 R/W 不定 H'FF460018 32 

 DMAモードレジスタ 1 DMMOD1 R/W 不定 H'FF46001C 32 

 DMAリロードソースアドレスレジスタ 1 DMRSADR1 R/W 不定 H'FF460210 32 

 
DMAリロードデスティネーション 

アドレスレジスタ 1 

DMRDADR1 R/W 不定 H'FF460214 32 

 DMAリロードバイトカウントレジスタ 1 DMRBCT1 R/W 不定 H'FF460218 32 

 DMA制御レジスタ A1 DMCNTA1 R/W H'00000000 H'FF460408 8、16、32 

 DMA制御レジスタ B1 DMCNTB1 R/W H'00000000 H'FF46040C 8、16、32 

2 DMAカレントソースアドレスレジスタ 2 DMCSADR2 R/W 不定 H'FF460020 32 

 

 

DMAカレントデスティネーション 

アドレスレジスタ 2 

DMCDADR2 R/W 不定 H'FF460024 32 

 DMAカレントバイトカウントレジスタ 2 DMCBCT2 R/W 不定 H'FF460028 32 

 DMAモードレジスタ 2 DMMOD2 R/W 不定 H'FF46002C 32 

 DMAリロードソースアドレスレジスタ 2 DMRSADR2 R/W 不定 H'FF460220 32 

 
DMAリロードデスティネーション 

アドレスレジスタ 2 

DMRDADR2 R/W 不定 H'FF460224 32 

 DMAリロードバイトカウントレジスタ 2 DMRBCT2 R/W 不定 H'FF460228 32 

 DMA制御レジスタ A2 DMCNTA2 R/W H'00000000 H'FF460410 8、16、32 

 DMA制御レジスタ B2 DMCNTB2 R/W H'00000000 H'FF460414 8、16、32 
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チャネル レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス アクセス 

サイズ 

3 DMAカレントソースアドレスレジスタ 3 DMCSADR3 R/W 不定 H'FF460030 32 

 

 

DMAカレントデスティネーション 

アドレスレジスタ 3 

DMCDADR3 R/W 不定 H'FF460034 32 

 DMAカレントバイトカウントレジスタ 3 DMCBCT3 R/W 不定 H'FF460038 32 

 DMAモードレジスタ 3 DMMOD3 R/W 不定 H'FF46003C 32 

 DMAリロードソースアドレスレジスタ 3 DMRSADR3 R/W 不定 H'FF460230 32 

 
DMAリロードデスティネーション 

アドレスレジスタ 3 

DMRDADR3 R/W 不定 H'FF460234 32 

 DMAリロードバイトカウントレジスタ 3 DMRBCT3 R/W 不定 H'FF460238 32 

 DMA制御レジスタ A3 DMCNTA3 R/W H'00000000 H'FF460418 8、16、32 

 DMA制御レジスタ B3 DMCNTB3 R/W H'00000000 H'FF46041C 8、16、32 

4 DMAカレントソースアドレスレジスタ 4 DMCSADR4 R/W 不定 H'FF460040 32 

 

 

DMAカレントデスティネーション 

アドレスレジスタ 4 

DMCDADR4 R/W 不定 H'FF460044 32 

 DMAカレントバイトカウントレジスタ 4 DMCBCT4 R/W 不定 H'FF460048 32 

 DMAモードレジスタ 4 DMMOD4 R/W 不定 H'FF46004C 32 

 DMAリロードソースアドレスレジスタ 4 DMRSADR4 R/W 不定 H'FF460240 32 

 
DMAリロードデスティネーション 

アドレスレジスタ 4 

DMRDADR4 R/W 不定 H'FF460244 32 

 DMAリロードバイトカウントレジスタ 4 DMRBCT4 R/W 不定 H'FF460248 32 

 DMA制御レジスタ A4 DMCNTA4 R/W H'00000000 H'FF460420 8、16、32 

 DMA制御レジスタ B4 DMCNTB4 R/W H'00000000 H'FF460424 8、16、32 

5 DMAカレントソースアドレスレジスタ 5 DMCSADR5 R/W 不定 H'FF460050 32 

 

 

DMAカレントデスティネーション 

アドレスレジスタ 5 

DMCDADR5 R/W 不定 H'FF460054 32 

 DMAカレントバイトカウントレジスタ 5 DMCBCT5 R/W 不定 H'FF460058 32 

 DMAモードレジスタ 5 DMMOD5 R/W 不定 H’FF46005C 32 

 DMAリロードソースアドレスレジスタ 5 DMRSADR5 R/W 不定 H'FF460250 32 

 
DMAリロードデスティネーション 

アドレスレジスタ 5 

DMRDADR5 R/W 不定 H’FF460254 32 

 DMAリロードバイトカウントレジスタ 5 DMRBCT5 R/W 不定 H’FF460258 32 

 DMA制御レジスタ A5 DMCNTA5 R/W H'00000000 H'FF460428 8、16、32 

 DMA制御レジスタ B5 DMCNTB5 R/W H'00000000 H'FF46042C 8、16、32 
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チャネル レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス アクセス 

サイズ 

6 DMAカレントソースアドレスレジスタ 6 DMCSADR6 R/W 不定 H'FF460060 32 

 

 

DMAカレントデスティネーション 

アドレスレジスタ 6 

DMCDADR6 R/W 不定 H'FF460064 32 

 DMAカレントバイトカウントレジスタ 6 DMCBCT6 R/W 不定 H'FF460068 32 

 DMAモードレジスタ 6 DMMOD6 R/W 不定 H'FF46006C 32 

 DMAリロードソースアドレスレジスタ 6 DMRSADR6 R/W 不定 H'FF460260 32 

 
DMAリロードデスティネーション 

アドレスレジスタ 6 

DMRDADR6 R/W 不定 H'FF460264 32 

 DMAリロードバイトカウントレジスタ 6 DMRBCT6 R/W 不定 H'FF460268 32 

 DMA制御レジスタ A6 DMCNTA6 R/W H'00000000 H'FF460430 8、16、32 

 DMA制御レジスタ B6 DMCNTB6 R/W H'00000000 H'FF460434 8、16、32 

7 DMAカレントソースアドレスレジスタ 7 DMCSADR7 R/W 不定 H'FF460070 32 

 

 

DMAカレントデスティネーション 

アドレスレジスタ 7 

DMCDADR7 R/W 不定 H'FF460074 32 

 DMAカレントバイトカウントレジスタ 7 DMCBCT7 R/W 不定 H'FF460078 32 

 DMAモードレジスタ 7 DMMOD7 R/W 不定 H'FF46007C 32 

 DMAリロードソースアドレスレジスタ 7 DMRSADR7 R/W 不定 H'FF460270 32 

 
DMAリロードデスティネーション 

アドレスレジスタ 7 

DMRDADR7 R/W 不定 H'FF460274 32 

 DMAリロードバイトカウントレジスタ 7 DMRBCT7 R/W 不定 H'FF460278 32 

 DMA制御レジスタ A7 DMCNTA7 R/W H'00000000 H'FF460438 8、16、32 

 DMA制御レジスタ B7 DMCNTB7 R/W H'00000000 H'FF46043C 8、16、32 

共通 DMA起動制御レジスタ DMSCNT R/W H'00000000 H'FF460500 8、16、32 

 DMA割り込み制御レジスタ DMICNT R/W H'00000000 H'FF460508 8、16、32 

 DMA共用割り込み制御レジスタ DMICNTA RW H'00000000 H'FF46050C 8、16、32 

 DMA割り込みステータスレジスタ DMISTS R H'00000000 H'FF460510 8、16、32 

 DMA転送終了検出レジスタ DMEDET R/W H'00000000 H'FF460514 8、16、32 

 
DMAアービトレーション 

ステータスレジスタ 

DMASTS R/W H'00000000 H'FF460518 8、16、32 
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11.3.1 DMAカレントソースアドレスレジスタ（DMCSADR） 

DMCSADRは、転送元の開始アドレスを設定するためのレジスタです。このレジスタの値は、DMA転送開始時

にワークソースアドレスレジスタに移されます。オペランド転送終了時に、ワークソースアドレスレジスタの内

容がこのレジスタに戻されます。ただし、ソース側ローテート設定（SAMOD＝011）のときは、ワークソースア

ドレスレジスタの内容は戻されません。また、ソースアドレスリロード機能が有効のときは、DMA転送終了時に

DMAリロードソースアドレスレジスタ（DMRSADRn）に格納されている内容がこのレジスタに戻されます。こ

のレジスタは、リロード機能の有効、無効にかかわらず設定する必要があります。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

CSA

CSA

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 CSA 不定 R/W ソースアドレス A31～A0 

 

【注】 1. このレジスタには、以下のように選択された転送データサイズに対して、アライメントのとれたアドレス境界内で

DMA転送が行われるように設定してください。 

  ・転送データサイズが 16ビット設定の場合（SZSEL＝001） ：（b0）＝0 

  ・転送データサイズが 32ビット設定の場合（SZSEL＝010） ：（b1,b0）＝（0,0） 

 2. このレジスタへの書き込みは、対応するチャネルが 1オペランド転送中でなく（DMAアービトレーションステー

タスレジスタ（DMASTS）の対応するチャネルの DASTS＝0）、かつ DMA転送が禁止（DMA起動制御レジスタ

（DMSCNT）のDMST＝0またはDMA制御レジスタ B（DMCNTBn）の DEN＝0）に設定されている場合にのみ

行ってください。それ以外の場合に、このレジスタに書き込みを行った場合の動作は保証されません。 
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11.3.2 DMAカレントデスティネーションアドレスレジスタ（DMCDADR） 

DMCDADRは、転送先の開始アドレスを設定するためのレジスタです。このレジスタの値は、DMA転送開始

時にワークデスティネーションアドレスレジスタに移されます。オペランド転送終了時に、ワークデスティネー

ションアドレスレジスタの内容がこのレジスタに戻されます。ただし、デスティネーション側ローテート設定

（DAMOD＝011）のときは、ワークデスティネーションアドレスレジスタの内容は戻されません。また、デステ

ィネーションアドレスリロード機能が有効のときは、DMA転送終了時に DMAリロードデスティネーションアド

レスレジスタ（DMRDADRn）に格納されている内容がこのレジスタに戻されます。このレジスタは、リロード機

能の有効、無効にかかわらず設定する必要があります。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

CDA

CDA

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 CDA 不定 R/W デスティネーションアドレス A31～A0 

 

【注】 1. このレジスタには、以下のように選択された転送データサイズに対して、アライメントのとれたアドレス境界内で

DMA転送が行われるように設定してください。 

  ・転送データサイズが 16ビット設定の場合（SZSEL＝001） ：（b0）＝0 

  ・転送データサイズが 32ビット設定の場合（SZSEL＝010） ：（b1,b0）＝（0,0） 

 2. このレジスタへの書き込みは、対応するチャネルが１オペランド転送中でなく（DMAアービトレーションステー

タスレジスタ（DMASTS）の対応するチャネルの DASTS＝0）、かつ DMA転送が禁止（DMA起動制御レジスタ

（DMSCNT）のDMST＝0またはDMA制御レジスタ B（DMCNTBn）の DEN＝0）に設定されている場合にのみ

行ってください。それ以外の場合に、このレジスタに書き込みを行った場合の動作は保証されません。 
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11.3.3 DMAカレントバイトカウントレジスタ（DMCBCT） 

DMCBCTは、DMA転送するバイト数を設定するためのレジスタです。このレジスタの値は、DMA転送開始時

にワークバイトカウントレジスタに移され、1データ転送ごとに、転送バイト数分減少します。減少数は以下のと

おりです。 

• 転送データサイズが8ビット設定の場合（SZSEL＝000） ：－1 

• 転送データサイズが16ビット設定の場合（SZSEL＝001） ：－2 

• 転送データサイズが32ビット設定の場合（SZSEL＝010） ：－4 

ワークバイトカウントレジスタの値が H'000 0000になった時点で DMA転送終了（バイトカウント＝0による終

了）となります。このとき、DMA転送終了検出レジスタ（DMEDET）の対応するビットが 1にセットされます。

DMA転送のチャネルが切り替わるとき、または DMA転送終了（バイトカウントリロード機能無効）時に、ワー

クバイトカウントレジスタに格納されている内容がこのレジスタに戻されます。バイトカウントリロード機能が

有効の場合は、DMA転送終了時に DMAリロードバイトカウントレジスタ（DMRBCTn）に格納されている内容

がこのレジスタに戻されます。このレジスタは、リロード機能の有効、無効にかかわらず設定する必要がありま

す。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - - - - - CBC

CBC

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

25～0 CBC 不定 R/W DMA転送バイト数 

【注】 1. 設定値が H'000 0000の場合、最大転送バイト数の 64Mバイトを転送しますので、注意してください。 

 2. このレジスタには、以下のように DMA転送の最終データ転送時にバイトカウント＝0となるように設定してくだ

さい。 

  ・転送データサイズが 16ビット設定の場合（SZSEL＝001） ：（b0）＝0 

  ・転送データサイズが 32ビット設定の場合（SZSEL＝010） ：（b1,b0）＝（0,0） 

 3. このレジスタへの書き込みは、対応するチャネルが１オペランド転送中でなく（DMAアービトレーションステー

タスレジスタ（DMASTS）の対応するチャネルの DASTS＝0）、かつ DMA転送が禁止（DMA起動制御レジスタ

（DMSCNT）のDMST＝0またはDMA制御レジスタ B（DMCNTBn）の DEN＝0）に設定されている場合にのみ

行ってください。それ以外の場合に、このレジスタに書き込みを行った場合の動作は保証されません。 
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11.3.4 DMAリロードソースアドレスレジスタ（DMRSADR） 

DMRSADRは、DMAカレントソースアドレスレジスタ（DMCSADRn）にリロードするアドレスを設定するた

めのレジスタです。リロード機能を有効にするには DMA制御レジスタ A（DMCNTAn）の DMAソースアドレス

リロード機能有効ビット（SRLOD）を 1にセットしてください。この場合、DMAカレントソースアドレスレジ

スタ（DMCSADRn）、および DMAリロードソースアドレスレジスタ（DMRSADRn）の両方に設定を行う必要が

あります。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

RSA

RSA

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 RSA 不定 R/W リロードソースアドレス A31～A0 

 

【注】 このレジタには、以下のように選択された転送データサイズに対して、アライメントのとれたアドレス境界内で DMA転

送が行われるように設定してください。 

 ・転送データサイズが 16ビット設定の場合（SZSEL＝001） ：（b0）＝0 

 ・転送データサイズが 32ビット設定の場合（SZSEL＝010） ：（b1,b0）＝（0,0） 
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11.3.5 DMAリロードデスティネーションアドレスレジスタ（DMRDADR） 

DMRDADRは、DMAカレントデスティネーションアドレスレジスタ（DMCDADRn）にリロードするアドレス

を設定するためのレジスタです。リロード機能を有効にするには DMA制御レジスタ A（DMCNTAn）の DMAデ

スティネーションアドレスリロード機能有効ビット（DRLOD）を 1にセットしてください。この場合、DMAカ

レントデスティネーションアドレスレジスタ（DMCDADRn）、および DMAリロードデスティネーションアドレ

スレジスタ（DMRDADRn）の両方に設定を行う必要があります。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

RDA

RDA

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 RDA 不定 R/W リロードデスティネーションアドレス A31～A0 

 

【注】 このレジスタには、以下のように選択された転送データサイズに対して、アライメントのとれたアドレス境界内で DMA

転送が行われるように設定してください。 

 ・転送データサイズが 16ビット設定の場合（SZSEL＝001） ：（b0）＝0 

 ・転送データサイズが 32ビット設定の場合（SZSEL＝010） ：（b1,b0）＝（0,0） 
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11.3.6 DMAリロードバイトカウントレジスタ（DMRBCT） 

DMRBCTは、DMAカレントバイトカウントレジスタ（DMCBCTn）にリロードするバイトカウントを設定する

ためのレジスタです。リロード機能を有効にするには DMA制御レジスタ A（DMCNTAn）の DMAバイトカウン

トリロード機能有効ビット（BRLOD）を 1にセットしてください。この場合、DMAカレントバイトカウントレ

ジスタ（DMCBCTn）、および DMAリロードバイトカウントレジスタ（DMRBCTn）の両方に設定を行う必要が

あります。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - - - - - RBC

RBC

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

25～0 RBC 不定 R/W DMAリロード転送バイト数 

 

【注】 このレジスタには、以下のように DMA転送の最終データ転送時にバイトカウント＝0となるように設定してください。 

 ・転送データサイズが 16ビット設定の場合（SZSEL＝001） ：（b0）＝0 

 ・転送データサイズが 32ビット設定の場合（SZSEL＝010） ：（b1,b0）＝（0,0） 
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11.3.7 DMAモードレジスタ（DMMOD） 

DMMODは、データ数、データサイズ選択、アドレス方向制御および各種信号出力を制御します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W R R R R R R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0
R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R R R R R/W R/W R/W R/W

- - - - OPSEL[3:0] - - - - - SZSEL[2:0]

- SAMOD[2:0] - DAMOD[2:0] - - - - SACT DACT DTCM[1:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

27～24 OPSEL 

[3:0] 

不定 R/W 1オペランド転送データ数選択 

このビットにより、1オペランド転送のデータ転送数を設定します。このビッ

トで設定されたデータ数分の転送を連続的に行います。この設定数分のデータ

転送（1オペランド転送）を終了するまでは、チャネル調停は行いません。 

なお、DMA制御レジスタ A（DMCNTAn）の DMA転送条件選択ビット（DSEL）

でノンストップ転送（DSEL＝11）を選択した場合は、このビットは無効にな

ります。 

【注】オペランド転送の最終データ転送時に DMAカレントバイトカウントレ

ジスタ（DMCBCTn）＝H000 0000となるように、DMAカレントバイト

カウントレジスタ（DMCBCTn）を設定してください。 

・転送データサイズが 8ビット設定の場合（SZSEL＝000）  

 ：1オペランド転送データ数の整数倍（×1,×2,×3,･･･） 

・転送データサイズが 16ビット設定の場合（SZSEL＝001）  

 ：1オペランド転送データ数の 2の倍数倍（×2,×4,×6,･･･） 

・転送データサイズが 32ビット設定の場合（SZSEL＝010）  

 ：1オペランド転送データ数の 4の倍数倍（×4,×8,×12,･･･） 

上記以外の値を設定した場合の動作は保証されません（詳細は、「11.3.3 DMA

カレントバイトカウントレジスタ（DMCBCT）」、および「11.3.6 DMAリ

ロードバイトカウントレジスタ（DMRBCT）」を参照） 

0000：1データ 

0001：2データ 

0010：4データ 

0011：8データ 

0100：16データ 

0101：32データ 

0110：64データ 

0111：128データ 

1000～1111：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

23～19 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

18～16 SZSEL[2:0] 不定 R/W 転送データサイズ選択 

このビットにより、1データ転送のビットサイズを設定します。 

転送単位は、バイト（8ビット）、ワード（16ビット）、ロングワード（32

ビット）に設定可能です（詳細は、「11.9 転送単位と転送バイト位置」を参

照）。なお、この転送サイズは、DMA転送を行うときに使用するソース側およ

びデスティネーション側がサポートしているデータバスのビット幅を超えて設

定することはできません。データバスのバス幅はハードウェア固定です。 

000：バイト（8ビット） 

001：ワード（16ビット） 

010：ロングワード（32ビット） 

011～111：設定禁止 

15 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

14～12 SAMOD 

[2:0] 

不定 R/W ソースアドレス方向制御 

このビットにより、ソースアドレスのカウント方向を設定します。 

000：固定 

001：インクリメント 

010：デクリメント 

011：ローテート 

100～111：設定禁止 

11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10～8 DAMOD 

[2:0] 

不定 R/W デスティネーションアドレス方向制御 

このビットにより、デスティネーションアドレスのカウント方向を設定します。 

000：固定 

001：インクリメント 

010：デクリメント 

011：ローテート 

100～111：設定禁止 

7～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 SACT 不定 R/W ソース用 DMAアクティブ信号出力制御 

このビットにより、DCTGビットで設定した要求要因に対応するソース用 DMA

アクティブ信号（DACT）出力を制御します。このビットに 0を設定した場合、

DACT信号は有効出力されずH固定となります。このビットに 1を設定した場合、

DACT信号はDMACのリードサイクル開始の次のサイクルより有効（L）出力さ

れます。なお、DMA要求要因選択ビット（DCTG）でソフトウェアトリガの場

合は、DACT信号に出力されます。また、要求要因（DCTG）で内蔵周辺回路

からの要求要因の場合には、このビットの設定にかかわらず DACT信号は有効

出力されません。 

0：ソース用 DMAアクティブ信号出力停止 

1：リードアクセス時にソース用 DMAアクティブ信号出力 

2 DACT 不定 R/W デスティネーション用 DMAアクティブ信号出力制御 

このビットにより、DCTGビットで設定した要求要因に対応するデスティネー

ション用 DMAアクティブ信号（DACT）出力を制御します。このビットに 0を

設定した場合、DACT信号は有効出力されずH固定となります。このビットに 1

を設定した場合、DACT信号はDMACのライトサイクル開始の次のサイクルより

有効（L）出力されます。なお、DMA要求要因選択ビット（DCTG）でソフト

ウェアトリガの場合は、DACT信号に出力されます。また、要求要因（DCTG）

で内蔵周辺回路からの要求要因の場合には、このビットの設定にかかわらず

DACT信号は有効出力されません。 

0：デスティネーション用 DMAアクティブ信号出力停止 

1：ライトアクセス時にデスティネーション用 DMAアクティブ信号出力 

1、0 DTCM[1:0] 不定 R/W DMA終了信号出力制御 

このビットにより、DMA転送終了条件検出時の DMA終了信号（DTEND）出

力を制御します。このビットに 00を設定した場合、DMA転送が終了しても

DTEND信号は有効出力されず H固定となります。このビットに 01を設定した

場合、DTEND信号はDMA転送終了直前のリードサイクル開始の次のサイクル

より有効出力されます。このビットに 10を設定した場合、DTEND信号はDMA

転送終了直前のライトサイクル開始の次のサイクルより有効出力されます。 

このビットに 11を設定した場合、DTEND信号は DMA転送終了割り込みと同

じタイミングで、1クロック分の Lパルス信号が出力されます（詳細は、図 11.9

を参照）。なお、DMA要求要因選択ビット（DCTG）でソフトウェアトリガの

場合は、DTEND信号に出力されます。また、要求要因（DCTG）で内蔵周辺

回路からの要求要因の場合には、このビットの設定にかかわらず DTEND信号

は有効出力されません。 

00：DTEND信号出力停止 

01：最後のリードサイクル時に DTEND信号出力 

10：最後のライトサイクル時に DTEND信号出力 

11：DMA終了後に DTEND信号出力 

【注】 このレジスタへの書き込みは、対応するチャネルが 1オペランド転送中でなく（DMAアービトレーションステータスレ

ジスタ（DMASTS）の DASTS＝0）、かつ DMA転送が禁止（DMA起動制御レジスタ（DMSCNT）の DMST＝0または

DMA制御レジスタ B（DMCNTBn）の DEN＝0）に設定されている場合にのみ行ってください。それ以外の場合にこの

レジスタに書き込みを行った場合の動作は保証されません。 

 SACT＝1かつ DACT＝1に設定した場合、DACT信号は DMACのリードおよびライトサイクルの次のサイクルより有効

（L）出力されます。 
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表 11.3に DMAソース／デスティネーションアドレスレジスタを示します（アドレッシングモードのローテー

トの詳細は、「11.11 ローテート機能」を参照）。また、バーストアクセスをサポートしている外部デバイス、

モジュールに対して、パイプライン転送を行う場合は、必ずアドレスがプラスインクリメントされるプラス方向

（001）、ローテート（011）を設定してください。 
 

表 11.3 DMAソース／デスティネーションアドレスレジスタのカウンタ増減値 

転送データサイズ 

選択ビット SZSEL 

アドレッシングモード 

SAMODまたは DAMOD 

 000（固定） 001（プラス方向） 010（マイナス方向） 011（ローテート） 

000（8ビット） ±0 ＋1 －1 ＋1 

001（16ビット） ±0 ＋2 －2 ＋2 

010（32ビット） ±0 ＋4 －4 ＋4 
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11.3.8 DMA制御レジスタ A（DMCNTA） 

DMCNTAは、転送モード、転送条件の選択、各種リロード機能の制御および DMA要因の選択を設定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W R/W R R R/W R/W R R R R R R R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - MDSEL[1:0] - - DSEL[1:0] - - - - - - STRG[1:0]

- - - - - BRLOD SRLOD DRLOD - - DCTG[5:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31、30 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

29、28 MDSEL 

[1:0] 

00 R/W DMA転送モード選択 

このビットにより、DMA転送モードを設定します。このビットに 00を設定し

た場合、サイクルスチル転送モードになります。このビットに 01を設定した

場合、パイプライン転送モードになります。なお、このビットに 10、11は設

定しないでください。10、11に設定した場合の動作は保証されません（詳細は、

「11.4.1 DMA転送モード」を参照）。 

00：サイクルスチル転送 

01：パイプライン転送 

10：設定禁止 

11：設定禁止 

【注】 同一 BIU間へのパイプライン転送はできません。BIUに関しては 

「11.1 特長」の注記をご参照ください。 

27、26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

25、24 DSEL[1:0] 00 R/W DMA転送条件選択 

このビットにより、DMA転送条件を設定します。このビットに 00を設定した

場合、単一オペランド転送になります。このビットに 01を設定した場合、連

続オペランド転送になります。このビットに 11を設定した場合、ノンストッ

プ転送になります（詳細は、「11.4.2 DMA転送条件」を参照）。なお、この

ビットに 10は設定しないでください。10に設定した場合の動作は保証されま

せん。 

00：単一オペランド転送 

01：連続オペランド転送 

10：設定禁止 

11：ノンストップ転送 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

23～18 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

17、16 STRG[1:0] 00 R/W 入力センスモード選択 

このビットにより、DMA要求要因選択ビット（DCTG）により選択された要求

要因から、DMACに対して入力される DMA要求信号の入力センスモードを設

定します。要求要因でソフトウェアトリガ（DCTG＝000000）を選択している

場合は、立ち上がりエッジセンス 00を、IIC3、SCIF、SSI、RCAN-ET、MTU2、

ADC、ROM-DEC（DCTG＝000101～100101）を選択している場合は、立ち下

がりエッジセンス 10を設定してください。表 11.4に DMA要求要因と入力セ

ンスモードの関係を示します。 

00：立ち上がりエッジセンス 

01：Highレベルセンス 

10：立ち下がりエッジセンス 

11：Lowレベルセンス 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10 BRLOD

  

0 R/W DMAバイトカウントリロード機能有効 

このビットにより、DMA転送終了条件が検出された場合にバイトカウンタをリ

ロードするか、しないかを選択します。このビットを 0にクリアした場合、リ

ロードは行われません。このビットを 1にセットした場合、DMA転送終了条

件が検出されると DMAリロードバイトカウントレジスタ（DMRBCTn）の内

容が DMAカレントバイトカウントレジスタ（DMCBCTn）にリロードされま

す。 

0：バイトカウントリロード機能無効 

1：バイトカウントリロード機能有効 

9 SRLOD

  

0 R/W DMAソースアドレスリロード機能有効 

このビットにより、DMA転送終了条件が検出された場合にソースアドレスをリ

ロードするか、しないかを選択します。このビットを 0にクリアした場合、リ

ロードは行われません。このビットを 1にセットした場合、DMA転送終了条

件が検出されると DMAリロードソースアドレスレジスタ（DMRSADRn）の内

容が DMAカレントソースアドレスレジスタ（DMCSADRn）にリロードされま

す。 

0：ソースアドレスリロード機能無効 

1：ソースアドレスリロード機能有効 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

8 DRLOD

  

0 R/W DMAデスティネーションアドレスリロード機能有効 

このビットにより、DMA転送終了条件が検出された場合にデスティネーション

アドレスをリロードするか、しないかを選択します。このビットを 0にクリア

した場合、リロードは行われません。このビットを 1にセットした場合、DMA

転送終了条件が検出されると DMAリロードデスティネーションアドレスレジ

スタ（DMRDADRn）の内容が DMAカレントデスティネーションアドレスレジ

スタ（DMCDADRn）にリロードされます。 

0：デスティネーションアドレスリロード機能無効 

1：デスティネーションアドレスリロード機能有効 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5～0 DCTG[5:0] 000000 R/W DMA要求要因選択 

このビットにより、DMA要求要因を設定します。IIC3、SCIF、RCAN-ET、MTU2、

ADCの DMA要求要因を選択する場合は、INTCの DREQER0～DREQER3の

DMA転送要求許可ビットを設定してください。DREQER0～DREQER3の設定

方法については、「第 6章 割り込みコントローラ（INTC）」を参照してくだ

さい。 

    000000：ソフトウェアトリガ 

000001：DREQ0端子 

000010：DREQ1端子 

000011：DREQ2端子 

000100：DREQ3端子 

000101：IIC3 0ch RX 

000110：IIC3 0ch TX 

000111：IIC3 1ch RX 

001000：IIC3 1ch TX 

    001001：IIC3 2ch RX 

001010：IIC3 2ch TX 

001011：SCIF 0ch RX 

001100：SCIF 0ch TX 

001101：SCIF 1ch RX 

001110：SCIF 1ch TX 

001111：SCIF 2ch RX 

    010000：SCIF 2ch TX 

010001：SCIF 3ch RX 

010010：SCIF 3ch TX 

010011：SCIF 4ch RX 

    010100：SCIF 4ch TX 

010101：SCIF 5ch RX 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5～0 DCTG[5:0] 000000 R/W 010110：SCIF 5ch TX  

010111：SCIF 6ch RX 

    011000：SCIF 6ch TX 

011001：SCIF 7ch RX 

011010：SCIF 7ch TX 

011011：SSI 0ch  

011100：SSI 1ch 

011101：RCAN-ET 0ch 

011110：RCAN-ET 1ch 

    011111：MTU2 0ch 

100000：MTU2 1ch 

100001：MTU2 2ch 

100010：MTU2 3ch 

100011：MTU2 4ch 

100100：ADC 

100101：ROM-DEC 

100110～111111：設定禁止 

【注】 各リロード機能有効ビット（BRLOD、SRLOD、DRLOD）以外の DMA制御レジスタ A（DMCNTAn）の設定値変更は、

対応するチャネルが 1オペランド転送中でなく（DMAアービトレーションステータスレジスタ（DMASTS）の DASTS

＝0）、かつ DMA転送が禁止（DMA起動制御レジスタ（DMSCNT）の DMST＝0または DMA制御レジスタ B（DMCNTBn）

の DEN＝0）に設定されている場合にのみ行ってください。それ以外の場合にこのレジスタに書き込みを行った場合の動

作は保証されません。 

 

表 11.4 DMA要求要因と入力センスモードの関係 

DMA  STRGビットの設定  DCTGビット 

要求要因 00：立ち上がり 

エッジセンス 

01：Highレベル

センス 

10：立ち下がり 

エッジセンス 

11：Lowレベル 

センス 

の設定 

ソフトウェアトリガ ○ × × × 000000 

DREQ0端子 ○ ○ ○ ○ 000001 

DREQ1端子 ○ ○ ○ ○ 000010 

DREQ2端子 ○ ○ ○ ○ 000011 

DREQ3端子 ○ ○ ○ ○ 000100 

IIC3 0ch RX × × ○ × 000101 

IIC3 0ch TX × × ○ × 000110 

IIC3 1ch RX × × ○ × 000111 

IIC3 1ch TX × × ○ × 001000 

IIC3 2ch RX × × ○ × 001001 

IIC3 2ch TX × × ○ × 001010 

SCIF 0ch RX × × ○ × 001011 

SCIF 0ch TX × × ○ × 001100 
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DMA  STRGビットの設定  DCTGビット 

要求要因 00：立ち上がり 

エッジセンス 

01：Highレベル

センス 

10：立ち下がり 

エッジセンス 

11：Lowレベル 

センス 

の設定 

SCIF 1ch RX × × ○ × 001101 

SCIF 1ch TX × × ○ × 001110 

SCIF 2ch RX × × ○ × 001111 

SCIF 2ch TX × × ○ × 010000 

SCIF 3ch RX × × ○ × 010001 

SCIF 3ch TX × × ○ × 010010 

SCIF 4ch RX × × ○ × 010011 

SCIF 4ch TX × × ○ × 010100 

SCIF 5ch RX × × ○ × 010101 

SCIF 5ch TX × × ○ × 010110 

SCIF 6ch RX × × ○ × 010111 

SCIF 6ch TX × × ○ × 011000 

SCIF 7ch RX × × ○ × 011001 

SCIF 7ch TX × × ○ × 011010 

SSI 0ch × × ○ × 011011 

SSI 1ch × × ○ × 011100 

RCAN-ET 0ch × × ○ × 011101 

RCAN-ET 1ch × × ○ × 011110 

MTU2 0ch × × ○ × 011111 

MTU2 1ch × × ○ × 100000 

MTU2 2ch × × ○ × 100001 

MTU2 3ch × × ○ × 100010 

MTU2 4ch × × ○ × 100011 

ADC × × ○ × 100100 

ROM-DEC × × ○ × 100101 

【記号説明】 

○：設定可能 

×：設定禁止 
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11.3.9 DMA制御レジスタ B（DMCNTB） 

DMCNTBは、DMA転送許可制御、転送許可クリア、内部状態クリアの制御を行います。また、DMA要求のス

テータスを参照することができます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R/W R R R R R R R R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R/W R R R R R R R R/W

- - - - - - - DEN - - - - - - - DREQ

- - - - - - - ECLR - - - - - - - DSCLR

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～25 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

24 

 

DEN 0 R/W DMA転送許可 

このビットにより、DMA転送の禁止、許可を設定します。このビットを 0に

クリアした場合、そのチャネルの DMA転送が禁止状態になります。このビッ

トを 1にセットした場合、そのチャネルの DMA転送が許可状態になります

（DMA転送の起動に関しては、「11.4.3 DMAの起動」を参照）。このビッ

トが 0にクリアされていても DMACへの DMA要求入力により DMA要求ビッ

ト（DREQ）は変化します。このビットは DMA転送許可クリアビット（ECLR）

＝1の場合に、DMA転送終了条件が検出されると自動的に 0にクリアされます。

また、DMA転送中に 0にクリアすることで、1オペランド転送終了後、そのチ

ャネルを停止させることができます（詳細は、「11.6 DMA転送の一時停止と

再開、中止」を参照）。 

0：DMA転送禁止 

1：DMA転送許可 

23～17 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

16 DREQ 0 R/W DMA要求 

このビットにより、DMA要求の有無を参照することができます。また、DMA

要求要因選択ビット（DCTG）でソフトウェアトリガを選択した場合（DCTG

＝000000）、このビットにより DMA要求の操作を行います。このビットは、

DMACモジュール起動ビット（DMST）、および DMA転送許可ビット（DEN）

の設定にかかわらず、DMACへの DMAリクエスト入力の状態により変化し、

そのセット、クリアの条件は DMA要求要因選択ビット（DCTG）、および入

力センスモード選択ビット（STRG）の設定により以下のように変化します。 

（a）DMA要求要因選択ビット（DCTG）でソフトウェアトリガを選択した 

場合 

• 1セット条件 

ソフトウェアによりこのビットに1を書き込んだ場合に1にセットされます。

これにより DMA要求が発生します。 

• 0クリア条件 

以下のいずれかの条件を満たした場合、0にクリアされます。 

・ソフトウェアによりこのビットに 0を書き込んだ場合 

・このビットに対応するオペランド転送が開始された場合 

（b）DMA要求要因選択ビット（DCTG）でソフトウェアトリガ以外を選択し、

かつレベルセンスを選択した場合 

• 1セット条件 

入力センスモード選択ビット（STRG）で設定したレベルと DMAリクエスト

入力のレベルが一致した場合（DMA要求がある場合）に 1にセットされます。 

• 0クリア条件 

入力センスモード選択ビット（STRG）で設定したレベルと DMAリクエスト

入力のレベルが一致しなくなった場合（DMA要求がなくなった場合）に 0に

クリアされます 

（DMA要求受付前に DMA要求がなくなった場合、その DMA要求は保持さ

れず DMA要求ビット（DREQ）はクリアされます。したがって、レベルセン

スで使用する場合は、DMA要求受付まで DMA要求を保持してください）。 

【注】選択された要求要因がソフトウェアトリガ以外の場合には、ソフトウェ

アによって DMA要求ビット（DREQ）に 1を書き込まないでください。

1を書き込んだ場合の動作は保証されません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

16 DREQ 0 R/W （c）DMA要求要因選択ビット（DCTG）でソフトウェアトリガ以外を選択し、

かつエッジセンスを選択した場合 

• 1セット条件 

入力センスモード選択ビット（STRG）で設定したエッジが検出された場合

（DMA要求がある場合）に 1にセットされます。 

1にセットされた場合、その後の DMA要求信号の状態にかかわらず、0クリ

ア条件が満たされるまでは、DMA要求ビット（DREQ）はセットされたまま

となります。 

• 0クリア条件 

以下のいずれかの条件を満たした場合、0にクリアされます。 

・ソフトウェアによりこのビットに 0を書き込んだ場合 

・このビットに対するオペランド転送が開始された場合 

【注】1. 選択された要求要因がソフトウェアトリガ以外の場合には、ソフトウ

ェアによって DMA要求ビット（DREQ）に 1を書き込まないでくだ

さい。1を書き込んだ場合の動作は保証されません。 

      2. DMA制御レジスタ A（DMCNTAn）の DMA要求要因選択ビット

（DCTG）、入力センスモード選択ビット（STRG）を設定した場合、

必ず設定したチャネルの DMA要求ビット（DREQ）を 0にクリアし

た後、DMA転送許可（DMST＝1、DEN＝1）にしてください。 

0：DMA要求なし 

1：DMA要求あり 

15～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 ECLR 0 R/W DMA転送許可クリア 

このビットにより、DMA転送終了条件が検出された場合に、DMA転送許可ビ

ット（DEN）を 0にクリアするか、しないかを選択します。 

このビットを 0にクリアした場合、DMA転送終了条件が検出されても DMA転

送許可ビット（DEN）は 0にクリアされません。 

このビットを 1にセットした場合、DMA転送終了条件が検出されると DMA転

送許可ビット（DEN）が 0にクリアされます。 

【注】1オペランド転送中のチャネルに対して DMA転送許可クリアビットへ

の書き込みを行った場合の動作は保証されません。 

0：DMA転送終了条件検出により DMA転送許可ビットを 0にクリアしない 

1：DMA転送終了条件検出により DMA転送許可ビットを 0にクリアする 

7～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 DSCLR 0 R/W DMAC内部状態クリア 

このビットにより、1DMA転送の途中（バイトカウントが 0になる前）で、残

りの DMA転送を中止し DMACの内部状態を初期化することができます。この

ビットに 1を書き込むことでクリアされるのは、DMAC内部回路の転送ステー

タスのみで、各レジスタについては初期化されません。0書き込みは無効で、1

書き込みのデータは保持されません。読み出し時は、常に 0が読み出されます。 

【注】本ビットへの書き込みは、対応するチャネルが 1オペランド転送中でな

く（DMAアービトレーションステータスレジスタ（DMASTS）の DASTS

＝0）、かつ DMA転送が禁止（DMA起動制御レジスタ（DMSCNT）の

DMST＝0または DMA制御レジスタ B（DMCNTBn）の DEN＝0）に設

定されている場合にのみ行ってください。それ以外の場合に本ビットを

セットした場合の動作は保証されません。 

読み出し時 

0リード 

書き込み時： 

0：無効 

1：DMACの内部状態の初期化 

【注】 DMA要求要因にソフトウェアトリガを選択している場合、DMA要求ビット（DREQ）の 1セットは、DMA転送許可ビ

ット（DEN）や DMACモジュール起動ビット（DMST）の設定、オペランド転送状態に関係なく行うことが可能です。

ただし、DMA要求要因にソフトウェアトリガを選択している場合でも、DMA要求ビット（DREQ）の 0クリア、および

DMAC内部状態クリアビット（DSCLR）への書き込みは、対応するチャネルが 1オペランド転送中でなく（DMAアー

ビトレーションステータスレジスタ（DMASTS）の DASTS＝0）、かつ DMA転送が禁止（DMA起動制御レジスタ

（DMSCNT）の DMST＝0または DMA制御レジスタ B（DMCNTBn）の DEN＝0）に設定されている場合にのみ行って

ください。それ以外の場合にこのレジスタに書き込みを行った場合の動作は保証されません。 
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11.3.10 DMA起動制御レジスタ（DMSCNT） 

DMSCNTは、DMACの動作制御を行います。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

- - - - - - - - - - - - - - - DMST

- - - - - - - - - - - - - - - -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～17 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

16 

 

DMST 0 R/W DMACモジュール起動 

このビットにより、DMACモジュールの動作/停止を設定します。このビットを

0にクリアした場合、DMACモジュールは停止状態になります。このビットを

1にセットした場合、DMACモジュールは動作状態になります（詳細は、「11.4.3 

DMAの起動」、および「11.6 DMA転送の一時停止と再開、中止」を参照）。 

0：DMAC停止 

1：DMAC動作 

15～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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11.3.11 DMA割り込み制御レジスタ（DMICNT） 

DMICNTは、各チャネルに対して DMA割り込みの制御を行います。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

DINTM - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 DINTM すべて 0 R/W DMA割り込み制御 

このビットにより、チャネルごとの DMA転送終了割り込みを割り込みコント

ローラに対して、発生するかどうかを制御します。このビットを 0にクリアし

た場合、割り込みコントローラへの割り込み要求は発生しません。このビット

を 1にセットした場合、DMA転送終了条件を検出すると割り込みコントロー

ラへの割り込み要求が発生します（詳細は、「11.5.2 DMA割り込み要求」を

参照）。 

0：割り込み禁止 

1：割り込み許可 

23～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

【注】 各ビット（ビット 31～ビット 24）は、チャネル 0～チャネル 7に対応します。（ビット 31：チャネル 0、ビット 30：

チャネル 1･･･ビット 24：チャネル 7） 
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11.3.12 DMA共用割り込み制御レジスタ（DMICNTA） 

DMICNTAは、各チャネルに対して共用割り込み信号の対象にする／しないを設定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

DINTA - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 DINTA すべて 0 R/W DMA共用割り込み要求信号制御 

このビットにより、共用割り込み要求信号の対象にするかどうかを設定します。 

このビットを 1にセットしたチャネルのみが共用割り込み要求信号として 1本

にまとめられます。このビットを 0にクリアした場合、共用割り込み要求信号

の対象になりません。また、このビットに 1をセットしたチャネルのみが、共

用割り込み要求信号発生時に DMA割り込みステータスレジスタ（DMISTS）に

反映されます（詳細は、「11.5.2 DMA割り込み要求」を参照）。 

0：共用割り込み要求の対象にしない 

1：共用割り込み要求の対象にする 

23～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

【注】 各ビット（ビット 31~ビット 24）は、チャネル 0～チャネル 7に対応します。（ビット 31：チャネル 0、ビット 30：チ

ャネル 1･･･ビット 24：チャネル 7） 
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11.3.13 DMA割り込みステータスレジスタ（DMISTS） 

DMISTSは、DMA割り込み要求ステータスビットで構成されています。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

DISTS - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 DISTS すべて 0 R DMA割り込み要求ステータス 

このビットにより、割り込みコントローラに対する共用割り込み要求の発生状

態を参照することができます。 

• 1セット条件 

DMA共用割り込み要求信号制御ビット（DINTA）を 1に設定しているときに、

DMA転送終了条件を検出すると、対応するチャネルのビットに 1がセットさ

れます。なお、DMA割り込み制御ビット（DINTM）の設定には影響されませ

ん。 

• 0クリア条件 

割り込みが発生しているチャネルに対応した、DMA転送終了検出レジスタ

（DMEDET）の DMA転送終了条件検出ビット（DEDET）をクリアすると、

このビットは 0にクリアされます（詳細は、「11.5.2 DMA割り込み要求」

を参照）。 

0：割り込み要求なし 

1：割り込み要求あり 

23～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

【注】 1. このレジスタは読み出し専用です。 

 2. 各ビット（ビット 31～ビット 24）は、チャネル 0～チャネル 7に対応します。（ビット 31：チャネル 0、ビット

30：チャネル 1･･･ビット 24：チャネル 7） 
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11.3.14 DMA転送終了検出レジスタ（DMEDET） 

DMEDETは、各チャネルの DMA転送終了検出のステータスを参照します。なお、DEDETビットへの 0書き込

みは無効で、1書き込みのデータは保持されません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

DEDET - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 DEDET すべて 0 R/W 読み出し時：DMA転送終了条件検出 

書き込み時：DMA転送終了条件検出、DMA割り込み要求ステータスクリア 

このビットにより、各チャネルの DMA転送終了条件検出の状態を参照するこ

とができます。このレジスタは、レジスタ読み出しによる自動クリアは行いま

せん。1にセットされた場合、ソフトウェアによるビットクリアを行わない限

り、常に値を保持しています。 

• 1セット条件 

DMA転送終了条件を検出すると、このビットに 1がセットされます。 

• 0クリア条件 

クリアするビットに 1を書き込むことにより 0にクリアされます。 

このときクリアを行わないビットには 0を書き込んでください。0を書き込

んだビットに対してはソフトウェアによる書き込みの影響はなく、書き込み

前の値が保持されます。 

DMA転送終了割り込みを使用する場合には、割り込みハンドラ中で、割り込み

要求が発生しているチャネルの DMA転送終了条件検出ビット（DEDET）に 1

を書き込んでください。転送終了条件検出ビット（DEDET）が 0にクリアされ

るとともに、DMA割り込み要求ステータスビット（DISTS）もクリアされます。 

読み出し時： 

0：DMA転送終了条件検出なし 

1：DMA転送終了条件検出あり 

書き込み時： 

0：無効 

1：DMA転送終了条件検出、および DMA割り込み要求ステータスのクリア 

23～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

【注】 各ビット（ビット 31～ビット 24）は、チャネル 0～チャネル 7に対応します。（ビット 31：チャネル 0、ビット 30：

チャネル 1･･･ビット 24：チャネル 7） 
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11.3.15 DMAアービトレーションステータスレジスタ（DMASTS） 

DMASTSは、各チャネルの DMA転送実行状態を参照することができます。なお、DASTSビットへの 0書き込

みは無効で、1書き込みのデータは保持されません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

DASTS - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 DASTS すべて 0 R 読み出し時：DMAアービトレーションステータス 

書き込み時：DMAアービトレーションステータスクリア 

このビットにより、各チャネルの DMA転送実行状態を参照することができま

す。 

• 1セット条件 

オペランド転送（ノンストップ転送）が開始されたチャネルのビットに 1が

セットされます。 

• 0クリア条件 

以下のいずれかの条件を満たした場合、0にクリアされます。 

・1オペランド転送（ノンストップ転送）が正常終了した場合 

・クリアするビットに 1を書き込んだ場合 

外部からの DMA転送強制終了信号で DMACを強制終了させた場合、この

ビットは 0クリアされませんので、1を書き込むことで 0にクリアしてく

ださい。 

【注】外部デバイスへの DMA転送では、外部バスアクセス終了前（最後のデ

ータライトは開始されています）に DMAアービトレーションステータ

スビット（DASTS）がクリアされることがあります。 

読み出し時： 

0：オペランド転送中でない 

1：オペランド転送中 

書き込み時： 

0：無効 

1：DMAアービトレーションステータスのクリア 

23～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

【注】 各ビット（ビット 31～ビット 24）は、チャネル 0～チャネル 7に対応します。（ビット 31：チャネル 0、ビット 30：

チャネル 1･･･ビット 24：チャネル 7） 
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11.4 動作説明 

11.4.1 DMA転送モード 

DMA転送モードには、サイクルスチル転送モード、パイプライン転送モードとがあり DMA制御レジスタ A

（DMCNTAn）の DMA転送モード選択ビット（MDSEL）で選択できます。 

図 11.2に、DMA転送モードと DMAC/CPUのバス権の状態例を示します。 

（1） サイクルスチル転送モード 

DMA転送モード選択ビット（MDSEL）を"00"に設定した場合、サイクルスチル転送モードになります。 

サイクルスチル転送モードの場合、DMACは１データ転送のリードアクセス起動とライトアクセス起動の間に

少なくとも１サイクル空いて動作します。したがって、この間に CPUからのアクセス（ソースまたはデスティネ

ーションとなっているターゲットの BIU部へのアクセス）が可能となります。BIUに関しては、「11.1 特長」

の注記をご参照ください。 
 

（2） パイプライン転送モード 

DMA転送モード選択ビット（MDSEL）を"01"に設定した場合、パイプライン転送モードになります。 

パイプライン転送モードの場合、DMACはバスアクセス（リードアクセス/ライトアクセス）起動を連続的に行

います。したがって、1オペランド転送終了まで CPUからのアクセス（ソースまたはデスティネーションとなっ

ているターゲットの BIU部へのアクセス）は受け付けられません。 

また、同一 BIU間へのパイプライン転送はできません。 
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リード

・サイクルスチル転送モード（異種BIU間転送）の場合

①　DMACのリード側BIU以外へのCPUアクセスは可

②　DMACのライト側BIU以外へのCPUアクセスは可　

④　DMACのリード側BIU以外へのCPUアクセスは可

⑤　DMACのリード側／ライト側BIU以外へのCPUアクセスは可　

⑥　DMACのライト側BIU以外へのCPUアクセスは可

ただし、CPUが外部アドレス空間にアクセスし、かつ直前のDMAアクセスが外部アドレス空間へのアクセスで

あった場合には、CPUアクセスが受け付けられない場合があります。

③　DMACのリード側/ライト側BIU以外へのCPUアクセスは可

システムクロック

DMAC

CPU

リード リード リード

ライト ライト ライト ライト

1オペランド転送 1オペランド転送

リード

・サイクルスチル転送モード（同一BIU間転送）の場合

システムクロック

DMAC

CPU

リード リード リード

ライト ライト ライト ライト

1オペランド転送 1オペランド転送

リードリードリード

・パイプライン転送モード（異種BIU間転送）の場合

システムクロック

DMAC

CPU

リード リードリードリードリード

ライトライトライトライト ライトライトライトライト

1オペランド転送 1オペランド転送

① ②

④ ⑥⑤ ④ ⑥⑤

② ② ②① ① ①

③ ③ ③ ③ ③③

 

図 11.2 DMA転送モードと DMAC/CPUのバス権の状態例 
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11.4.2 DMA転送条件 

DMA転送の条件には、単一オペランド転送、連続オペランド転送、ノンストップ転送があり DMA制御レジス

タ A（DMCNTAn）の DMA転送条件選択ビット（DSEL）で選択できます。以下にそれぞれについて説明します。 

また、表 11.5、図 11.3に DMA転送条件の一覧を示します。 

（1） 単一オペランド転送 

DMA転送条件選択ビット（DSEL）を"00"に設定すると、単一オペランド転送となります。 

1回の DMA要求で、DMAモードレジスタ（DMMODn）の 1オペランド転送データ数選択ビット（OPSEL）で

設定されているデータ数分のデータが転送されます。 

1オペランド転送を繰り返し、バイトカウントが"0"になった時点で 1DMA転送の終了となります。 

DMA転送条件が単一オペランド転送かつ DMA要求の入力センスモードがレベルセンスの場合、1オペランド

転送終了後のチャネル調停期間にて DMA要求のマスク期間が存在します（詳細は「11.7.3 DMA要求のセンス

モード」を参照ください）。そのため、1オペランド転送終了後のチャネル調停期間において、転送中のチャネル

よりも優先順位の高いチャネルの DMA要求がなく優先順位の低いチャネルの DMA要求が有効な場合、優先順位

の低いチャネルの DMA転送が開始します。優先順位の高いチャネルを連続して転送する場合には、DMA転送条

件を連続オペランド転送かノンストップ転送に設定してください。 
 

（2） 連続オペランド転送 

DMA転送条件選択ビット（DSEL）を"01"に設定すると、連続オペランド転送となります。 

1回の DMA要求で、1オペランド転送データ数選択ビット（OPSEL）で設定されているデータ数を 1つの単位

（1オペランド転送）とし、1DMA転送終了まで（バイトカウントが"0"になるまで）転送されます。1オペラン

ド転送が終了するごとにチャネル調停が行われ、優先順位の高いチャネルの DMA要求がなければ、自動的に現

在のチャネルの転送が継続されます。 

DMA転送条件が連続オペランド転送の場合、DMA要求の入力センスモードがレベルセンスであっても、バイ

トカウントが 0になるまではマスク期間がありません。そのため、転送中のチャネルよりも優先順位の低いチャ

ネルの転送が開始されることはありません。 
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（3） ノンストップ転送 

DMA転送条件選択ビット（DSEL）を"11"に設定すると、ノンストップ転送となります。 

1回の DMA要求で、1DMA転送終了まで（バイトカウントが"0"になるまで）連続的に転送されます。この間、

チャネル調停は行われず、優先順位の高いチャネルの DMA要求があっても受け付けられません。 

なお、ノンストップ転送時、1オペランド転送データ数選択ビット（OPSEL）の設定は無効となります。 
 

表 11.5 DMA転送条件一覧 

DMA転送条件選択ビット（DSEL） DMA転送条件 備   考 

DSEL="00" 単一オペランド転送 

• 1回の DMA要求で 1オペランド転送データ数（OPSEL） 

分の転送を行う 

• 1オペランド転送終了後にチャネル調停を行う 

 

DSEL="01" 連続オペランド転送 

• 1回の DMA要求でバイトカウントが"0"まで、転送を行う 

• 1オペランド転送終了ごとにチャネル調停を行う 

 

DSEL="11" ノンストップ転送 

• 1回の DMA要求でバイトカウントが"0"まで、続けて転送を

行う 

• 転送開始後、チャネル調停は行われない 

OPSELビットは無効 
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・単一オペランド転送

DMA要求

割り込み

DTEND

転送データ
バイトカウント

チャネル調停 チャネル調停

オペランド1 オペランド2 オペランド3

・連続オペランド転送

DMA要求

割り込み

DTEND

転送データ
バイトカウント

チャネル調停 チャネル調停

オペランド1 オペランド2 オペランド3

・ノンストップ転送

DMA要求

割り込み

DTEND

転送データ バイトカウント  

図 11.3 DMA転送条件 

 

表 11.6に DMA転送モードと DMA転送条件の組み合わせを示します。 
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表 11.6 DMA転送モードと DMA転送条件の組み合わせ 

 DMA転送条件    

単一オペランド転送 

DSEL＝"00" 

連続オペランド転送 

DSEL＝"01" 

ノンストップ転送 

DSEL＝"11" 

転送 

モード 

サイクルスチル転送

MDSEL＝"00" 

可 

（全 BIU間） 

可 

（全 BIU間） 

可 

（全 BIU間） 

 パイプライン転送 

MDSEL＝"01" 

可 

（全 BIU間） 

可 

（全 BIU間） 

一部可* 

（BIU_E以外の BIU間のみ） 

【注】 * 外部 SDRAMへのパイプライン転送モードでのノンストップ転送の設定はできません。 

 

11.4.3 DMAの起動 

（1） DMACの初期設定 

各レジスタの初期設定は、DMA転送許可ビットをセット（DEN="1"）する前に行ってください。いったん、転

送が開始すると、これらの設定は変更できません。 
 

以下に DMACの初期設定例を示します。 

1. DMAモードレジスタ（DMMODn） 

2. DMA制御レジスタA（DMCNTAn） 

3. DMA制御レジスタB（DMCNTBn） 

4. DMAカレントソースアドレスレジスタ（DMCSADRn） 

5. DMAリロードソースアドレスレジスタ（DMRSADRn） 

… リロード機能使用時 

6. DMAカレントデスティネーションアドレスレジスタ（DMCDADRn） 

7. DMAリロードデスティネーションアドレスレジスタ（DMRDADRn） 

…  リロード機能使用時 

8. DMAカレントバイトカウントレジスタ（DMCBCTn） 

9. DMAリロードバイトカウントレジスタ（DMRBCTn） 

…  リロード機能使用時 

10. DMA割り込み制御レジスタ（DMICNT） 

…  割り込み使用時 

11. DMA共用割り込み制御レジスタ（DMICNTA） 

…  割り込み使用時 

12. DMA転送許可ビット（DEN） 

13. DMA起動制御レジスタ（DMSCNT） 

（2） DMAの起動 

各チャネルの DMA制御レジスタ B（DMCNTBn）の DMA転送許可ビット（DEN）を"1"にセットし、DMA起
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動制御レジスタ（DMSCNT）の DMACモジュール起動ビット（DMST）を"1"にセットすることにより、該当チャ

ネルの DMA転送が可能となります。 

DMA転送要求があるとチャネル間の優先順位判断を行い、優先順位の高いチャネルの DMA要求が受け付けら

れ、DMA転送を開始します。 

DMA要求の有無は DMA制御レジスタ B（DMCNTBn）の DMA要求ビット（DREQ）で参照することができま

す。 

DMA要求が受け付けられDMA転送が開始されると、DMAアービトレーションステータスレジスタ（DMASTS）

の対応するチャネルの DMAアービトレーションステータスビット（DASTS）が"1"にセットされます。 
 

11.5 DMA転送の終了と割り込み 

11.5.1 DMA転送の終了 

DMAカレントバイトカウントレジスタ（DMCBCTn）の値が、"H'0000 0000"（全データの転送終了）になった

場合、DMA転送終了条件検出となり、1DMA転送が終了します。 

以下に、DMA転送終了条件検出により行われる動作を示します。 
 

• DMA転送終了検出： 

DMA転送終了検出レジスタ（DMEDET）の対応するチャネルのDMA転送終了条件検出ビット（DEDET）に

"1"がセットされます。 

• 割り込み要求の発生： 

DMA割り込み制御レジスタ（DMICNT）、およびDMA共用割り込み制御レジスタ（DMICNTA）の設定によ

り、割り込みコントローラに対する割り込み要求を発生します。 

• DMA終了信号の出力： 

DMAモードレジスタ（DMMODn）のDMA終了信号出力制御ビット（DTCM）の設定に合わせて、DMA終了

（DTENDm）信号が出力されます。 

• DMA転送許可ビット（DEN）のクリア： 

DMA制御レジスタB（DMCNTBn）のDMA転送許可クリアビット（ECLR）が"1"にセットされている場合、

DMA制御レジスタB（DMCNTBn）のDENビットは"0"にクリアされ、以降そのチャネルのDMA転送は行われ

ません。 

DMA転送許可クリアビット（ECLR）が"0"にクリアされている場合、DENビットはクリアされません。 

• ソースアドレスレジスタのリロード： 

DMA制御レジスタA（DMCNTAn）のDMAソースアドレスリロード機能有効ビット（SRLOD）が"1"にセッ

トされている場合、DMAリロードソースアドレスレジスタ（DMRSADRn）の値をDMAカレントソースアド

レスレジスタ（DMCSADRn）にリロードします。 

• デスティネーションアドレスレジスタのリロード： 

DMA制御レジスタA（DMCNTAn）のDMAデスティネーションアドレスリロード機能有効ビット（DRLOD）

が"1"にセットされている場合、DMAリロードデスティネーションアドレスレジスタ（DMRDADRn）の値を
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DMAカレントデスティネーションアドレスレジスタ（DMCDADRn）にリロードします。 

• バイトカウントレジスタのリロード： 

DMA制御レジスタA（DMCNTAn）のDMAバイトカウントリロード機能有効ビット（BRLOD）が"1"にセッ

トされている場合、DMAリロードバイトカウントレジスタ（DMRBCTn）の値をDMAカレントバイトカウン

トレジスタ（DMCBCTn）にリロードします。 

 

【注】 リロードを行わない場合は、ECLR="1"に設定して DENビットをクリアされるようにしてください。 

 

11.5.2 DMA割り込み要求 

割り込みコントローラに対する割り込み要求信号には、チャネルごとの割り込み要求信号（DMINT_N）と、チ

ャネルごとの割り込み要求を 1本にまとめた共用割り込み要求信号（DMINTA_N）の 2種類あります。 

図 11.4に、チャネルごとの割り込み要求信号、および共用割り込み要求信号生成ブロック図を示します。 
 

DMA転送が終了すると、DMA割り込み制御レジスタ（DMICNT）の対応するチャネルの DMA割り込み制御

ビット（DINTM）に"1"が設定されている場合、対応するチャネルの割り込み要求が発生します。 

また、DMA共用割り込み制御レジスタ（DMICNTA）の対応するチャネルの DMA共用割り込み要求信号制御

ビット（DINTA）に"1"が設定されているチャネルのみが 1本にまとめられ共用割り込み要求信号として出力され

ます。 

発生した割り込み要求は、対応するチャネルの DMA転送終了条件検出ビット（DEDET）に"1"を書き込むこと

でクリアすることができます。 
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図 11.4 チャネルごとの割り込み要求信号、および共用割り込み要求信号生成ブロック図 

 

11.5.3 DMA終了信号の出力 

DMAモードレジスタ（DMMODn）の対応するチャネルの DMA終了信号出力制御ビット（DTCM）の設定によ

り、DMA終了信号（DTENDm）の出力が異なります。 

• DTCM＝"00"を設定した場合、DMA転送が終了してもDTEND信号は有効出力されず"H"固定となります。 

• DTCM＝"01"を設定した場合、DTEND信号はDMA転送終了直前のリードサイクル（最後の1データ転送のリ

ードサイクル）時に有効出力されます。 

• DTCM＝"10"を設定した場合、DTEND信号はDMA転送終了直前のライトサイクル（最後の1データ転送のラ

イトサイクル）時に有効出力されます。 

• DTCM＝"11"を設定した場合、DTEND信号はDMA転送終了割り込みと同じタイミングで、1クロック分の"L"

パルス信号が出力されます。 
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なお、内蔵周辺回路からの DMA要求の場合には、このビットの設定にかかわらず DTEND信号は有効出力され

ず"H"固定となります。 

図 11.5に、DMA終了信号出力タイミングを示します。 
 

【注】 BSCはライトバッファを備えています。外部デバイスへのライト時、このライトバッファにデータをライトとすると

チップ内部のバスアクセスは終了します。このため、外部デバイスへの DMA転送では、外部バスアクセス終了前に

DTEND信号が無効（"H"）となります。この場合、DTEND信号は外部バスアクセスとは同期していません。 

CKIO

RD1 RD2 RD1 RD2
DMA（S）

DMA（D）

DTEND（00）

DACK

DMINT_N

DTEND（01）

DTEND（11）

DTEND（10）

1DMA転送

1オペランド転送（リード1ウェイト） 1オペランド転送（リード1ウェイト）

1オペランド転送（リード0ウェイト）1オペランド転送（リード0ウェイト）

・サイクルスチル転送モード時

1DMA転送の 
最後のリード

DTCMの設定 1DMA転送の 
最後のライト

1DMA 
転送終了

1DMA 
転送終了

1DMA転送の 
最後のリード

DTCMの設定 1DMA転送の 
最後のライト

WR1 WR2 WR1 WR2

CKIO

DMA（S）

DMA（D）

DMA（S）：DMACソース側内部アクセスサイクル

DMA（D）：DMACデスティネーション側内部アクセスサイクル

DTEND（00）

DACK

DMINT_N

DTEND（01）

DTEND（11）

DTEND（10）

・パイプライン転送モード

WR1 WR2 WR3 WR4

RD1 RD2 RD3 RD4

WR1 WR2 WR3 WR4

RD1 RD2 RD3 RD4

1DMA転送

【記号説明】

 

図 11.5 DMA終了信号出力タイミング 
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11.6 DMA転送の一時停止と再開、中止 

11.6.1 DMA転送の一時停止と再開 

DMA起動制御レジスタ（DMSCNT）の DMACモジュール起動ビット（DMST）を"0"にクリアすることによっ

て、DMAC（全チャネル）を一時停止させることができます。また、対応するチャネルの DMA制御レジスタ B

（DMCNTBn）の DMA転送許可ビット（DEN）を"0"にクリアすることによって、該当チャネルを一時停止させ

ることができます。 

単一オペランド転送条件、または連続オペランド転送条件で 1オペランド転送中に、DMSTビット、もしくは

DENビットが"0"クリアされた場合、各転送モード（サイクルスチル転送モード、パイプライン転送モード）によ

らず、1オペランド転送が終了してから一時停止となります。 

ノンストップ転送条件で転送中に、DMSTビット、もしくは DENビットが"0"クリアされた場合、一時停止状

態にはならず、DMA転送終了まで（バイトカウント"0"まで）転送を行います。 

一時停止したチャネルの再開は、クリアした DMSTビット、DENビットを"1"にセットすることで、DMA転送

動作を再開します。 
 

11.6.2 各チャネルの DMA転送の中止 

各チャネルの中止は、一時停止させた状態で中止したいチャネルの DMA制御レジスタ B（DMCNTBn）の DMAC

内部状態クリアビット（DSCLR）に"1"を書き込むことで DMAC内部を初期化し中止します。この場合、初期化

されるのは、DMAC内部回路の転送ステータスのみで、各レジスタについては初期化されません。 
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11.7 DMA要求 

11.7.1 DMA要求要因 

DMA要求要因には、ソフトウェアトリガによる要因と DMA要求信号入力による 38要因があります。DMA要

求要因は、各チャネルの DMA制御レジスタ A（DMCNTAn）の DMA要求要因選択ビット（DCTG）で選択しま

す。 
 

11.7.2 DMA要求信号入力の同期回路 

DMACの各チャネルには、非同期に入力された DMAリクエスト入力に対応するために同期回路が設けてあり

ます。したがって、DMAリクエストが有効になってから、実際に DMA制御レジスタ B（DMCNTBn）の DMA

要求ビット（DREQ）に反映されるまでに数クロックのブランク期間が生じます。図 11.6に DMAリクエスト入

力に対する DMA要求ビットタイミング例を示します。 

・エッジセンス設定の場合（立ち下がりエッジセンス）

・レベルセンス設定の場合（Lレベルセンス）

システムクロック

DMAリクエスト入力

DMA要求ビット

システムクロック

有効エッジ入力により
DMA要求ビットがセット

DMAリクエスト入力のレベルが 
変化してもDMA要求ビットは保持

有効レベルが2クロック間
サンプリングされることにより
DMA要求ビットがセット

無効レベルのサンプリングにより
DMA要求ビットがクリア

DMAリクエスト入力

DMA要求ビット

○：DMAリクエストのサンプリングポイント

【記号説明】

 

図 11.6 DMAリクエスト入力に対する DMA要求ビットタイミング例 
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11.7.3 DMA要求のセンスモード 

DMA要求要因選択ビット（DCTG）で DREQ0～3端子（DCTG="000001"～"000100"）を選択した場合、DMA

制御レジスタ A（DMCNTAn）の入力センスモード選択ビット（STRG）によって、レベルセンス（"01"、"11"）

またはエッジセンス（"00"、"10"）を選択できます。 

なお、要求要因でソフトウェアトリガ（DCTG="000000"）を選択している場合は、立ち上がりエッジセンス（"00"）

を、IIC3、SCIF、SSI、RCAN-ET、MTU2、ADC、ROM-DEC（DCTG="000001"～"100101"）を選択した場合は、

立ち下がりエッジセンス（"10"）を選択してください。 

次にレベルセンスとエッジセンスについて説明します。 

（1） レベルセンス 

レベルセンス選択（STRG="01"または"11"）時は、DMA要求信号のレベルにより、DMA要求の有無を判断し

ます。DMA要求は DMAC内部では保持されないため、DMA要求が受け付けられたことを確認するまで、DMA

要求信号のレベルを保持してください。 

図 11.7にレベルセンス時の DMA要求受け付け処理例を示します。 

1オペランド転送開始

DMAリクエストは、要求が受け付けられたことにより、
DMAアクノリッジ出力が有効になるまで、保持してください。

システムクロック

DMAC リード ライト

DMAリクエスト入力 
（Lレベルセンス）

DMA

DMA要求ビット

○：DMAリクエストのサンプリングポイント

【記号説明】

 

図 11.7 レベルセンス時の DMA要求受け付け処理例 

 

レベルセンスモードを選択している場合、DMA要求信号の要求取り下げ期間に余裕をもたせるため、そのチャ

ネルの DMA要求は、1オペランド転送の最後のライトアクセス開始から 1オペランド転送終了後 4クロック（シ

ステムクロック）間、DMA要求ビットはマスクされます。 
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図 11.8にレベルセンス時の DMA要求ビットマスク期間を示します。 

チャネル調停開始

1オペランド転送期間が短い場合に、DMAリクエストを取り下げたことにより、
DMA要求ビットのクリアが間に合わず、次チャネル調停に影響を与えることが 
ないように、この期間のDMA要求ビットは無視されます。

システムクロック

DMAC

（DMA ）

DMAリクエスト入力 
（Lレベルセンス）

DMA

DMA要求ビット

1オペランド転送

○：DMAリクエストのサンプリングポイント

【記号説明】

リード ライト

 

図 11.8 レベルセンス時の DMA要求ビットマスク期間 

 

したがって、レベルセンス選択されているチャネルにおいて、DMA要求が受け付けられた後にそのまま DMA

要求信号のレベルを保持した（DMA転送を要求しつづけた）場合でも、DMA要求ビットマスク期間中は DMA

要求がないものと判断されるため、他チャネルの DMA要求があればそちらが受け付けられます。 

ただし、連続オペランド転送の場合、バイトカウント 0時のオペランド転送終了時点でのみ本マスク期間が有

効となります。バイトカウント 0以外でのオペランド転送終了時点では、DMA要求はマスクされずにチャネル調

停が行われます。また、ノンストップ転送の場合は、バイトカウント 0での DMA転送終了時点で本マスク期間

が有効となります。 

なお、連続して DMA転送を行わない場合は、1オペランド転送終了後 3サイクル以内に DMA要求を取り下げ

る必要があります。 
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（2） エッジセンス 

エッジセンス選択（STRG="00"または"10"）時は、DMA要求信号の立ち上がり／立ち下がり遷移を DMA要求

として認識します。 

有効エッジを検出すると DMA制御レジスタ B（DMCNTBn）の DMA要求ビット（DREQ）が"1"にセットされ

ます。その後、DMA要求信号の入力レベルが変化しても、DMA要求ビット（DREQ）の値は保持されています。

DMA要求が受け付けられ、DMAアクノリッジ信号が有効出力されると、DMA要求ビット（DREQ）は自動的に

"0"クリアされます。 

このように、エッジセンスモードの DMA要求の保持は DMA要求ビット（DREQ）で行っていますので、DMA

要求ビット（DREQ）が"1"にセットされている状態での、新たな DMA要求信号によるエッジは無視されます。

図 11.9にエッジセンス時の DMA要求受け付け処理例を示します。 

有効エッジ検出により 
DMA要求ビットがセットされます。 
DMAリクエスト入力のレベルが変化しても 
DMA要求ビットは保持されています。

DMA要求ビットがクリアされている場合に、 
DMAリクエストの有効ビットが検出されると
DMA要求ビットは再びセットされます。
（1回分のDMAリクエストは保持されます。）

DMA要求が受け付けられると、DMAアクノリッジが
有効出力され、DMA要求ビットはクリアされます。

システムクロック

DMAC

DMAリクエスト入力 
（立ち下がりエッジセンス）

DMA

DMA要求ビット

1オペランド転送開始

○：DMAリクエストのサンプリングポイント

【記号説明】

リード ライト リード

 

図 11.9 エッジセンス時の DMA要求受け付け処理例 
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11.8 DMAチャネルの優先順位判断 

11.8.1 チャネル優先順位 

チャネル間の優先順位はチャネル 0が最優先で、以下、 

チャネル 0 ＞ チャネル 1 ＞ チャネル 2 ＞ … ＞ チャネル 5 ＞ チャネル 6 ＞ チャネル 7   

の順で固定です。 
 

11.8.2 多重 DMA要求時の動作 

DMACは、1オペランド転送ごとに優先順位判断を行います。 

あるチャネルの転送中に優先順位の高いチャネルの DMA要求が発生した場合、実行中のチャネルのオペラン

ド転送が終了した後に、優先順位の高いチャネルの転送が開始します。図 11.10に多重 DMA要求時の概略動作

例を示します。図 11.10中の太線は、DMA要求信号が"L"期間（ch0、ch2、ch3はレベルセンス、ch1はエッジセ

ンスの設定）を表します。 
 

1. チャネル2はマスク期間になるためDMA要求がないものとみなされ、チャネル3の転送が開始します。 

2. 優先順位の一番高いチャネル0の転送が開始します。 

3. 優先順位の一番高いチャネル2の転送が再開します。 

4. 他の要求がないため、チャネル3の転送が開始します。 

5. チャネル0、チャネル1、チャネル3のDMA要求が同時に発生した場合、最も優先順位が高いチャネル0の転送

が開始します。 

6. チャネル0の転送が終了すると、次に優先順位が高いチャネル１の転送が開始します。 

7. チャネル1のDMA転送中にチャネル1のDMA要求（"L"または"H"の要求エッジ）があると、チャネル1の転送

終了後再度チャネル1の転送が開始します。エッジセンス設定の場合、マスク期間はありません。 

8. チャネル1の転送が終了すると、他の要求がないため、チャネル3の転送が開始します。 

9. チャネル3のマスク期間中、他に要求がないため転送は開始されず、マスク期間終了後チャネル3の転送が開

始します。 
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ch2DMA ch3DMA ch0DMA ch2DMA ch3DMA ch0DMA ch1DMA ch1DMA ch3DMA ch3DMA

DMA要求(ch0）

DMA要求(ch1）

DMA要求(ch2）

DMA要求(ch3）

DMA受付チャネル
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

ch0、 ch2、ch3レベルセンス設定
ch1エッジセンス設定

太線は、DREQビットの状態を示します。

【注】

マスク期間

マスク期間 マスク期間

 

図 11.10 多重 DMA要求時の概略動作例 

 

11.8.3 DMAアクノリッジ信号出力と DMAアクティブ信号出力 

DMAアクティブ信号（DACT）は、DMAモードレジスタの対応するチャネルのソース用／デスティネーショ

ン用 DMAアクティブ信号出力制御ビット（SACT/DACT）の設定により出力が異なります。 

SACT＝1を設定した場合、DACT信号はリードアクセス時に有効出力されます。 

DACT＝1を設定した場合、DACT信号はライトアクセス時に有効出力されます。 

SACT＝1かつ DACT＝1に設定した場合、DACT信号はリードおよびライトアクセス時に有効出力されます。 

また、内蔵周辺回路からの DMA要求の場合には、このビットの設定にかかわらず DACT信号は有効出力され

ません。 

DMAアクノリッジ信号（DACK）は、1オペランド転送の開始から終了まで出力されます。 

図 11.11に DMAアクノリッジ信号と DMAアクティブ信号の出力タイミングを示します。 

【注】 BSCはライトバッファを備えています。外部デバイスへのライト時、このライトバッファにデータをライトすると、

チップ内部のバスアクセスは終了します。このため、外部デバイスへの DMA転送では、外部バスアクセス終了前に

DACT信号、DACK信号が無効（H）となります。この場合、これらの信号は外部バスアクセスとは同期していません。 
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CKIO

Hi

DMA（S）

DMA（D）

DACT（SACT＝1、DACT＝0時）

DACT（SACT＝0、DACT＝0時）

DACT（SACT＝0、DACT＝1時）

DACK

DACT（SACT＝1、DACT＝1時）

1オペランド転送（0ウェイト）
・サイクルスチル転送モード時

DMA（S）：DMACソース側内部アクセスサイクル

DMA D ：DMACデスティネーション側内部アクセスサイクル

・パイプライン転送モード

【記号説明】

CKIO

Hi

DMA（S）

DMA（D）

DACT（SACT＝1、DACT＝0時）

DACT（SACT＝0、DACT＝0時）

DACT（SACT＝0、DACT＝1時）

DACK

DACT（SACT＝1、DACT＝1時）

1オペランド転送（0ウェイト）

RD1 RD2 RD3 RD3

WR1 WR2 WR3 WR3

RD1 RD2

WR1 WR2

 

図 11.11 DMAアクノリッジ信号と DMAアクティブ信号の出力タイミング 
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11.9 転送単位と転送バイト位置 

1データ転送のビットサイズ（転送データサイズ）は、バイト（8ビット）、ワード（16ビット）、ロングワー

ド（32ビット）に設定可能です。 

図 11.12に、32ビットバス幅の場合の DMAデータバイトコントロール例を示します。 

なお、この転送データサイズは、DMA転送を行うときに使用するソース側およびデスティネーション側がサポ

ートしているデータバスのビット幅を超えて設定することはできません。データバスのバス幅はハードウェア固

定です。 

ソース側 デスティネーション側

デスティネーション側

DMAC内蔵32ビットデータバフッァ

DMAC内蔵32ビットデータバフッァ

ステート
アドレス

ステート
アドレス

ステート
アドレス

：アクティブなバイトを示します。

ステート
アドレス

ソース側

・8ビット転送例

・16ビット転送例

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

H'FF00 4000

H'FF00 4001

H'FF00 8002

H'FF00 8004

H'FF00 4002

H'FF00 4003

H'0040 0203
D0-31D0-31

D0-31D0-31

H'0040 0204

H'FF60 0806

H'FF60 0808

H'0040 0205

H'0040 0206

 

図 11.12 32ビットバス幅の場合の DMAデータバイトコントロール例 

 

11.10 リロード機能 

リロード機能の設定は、チャネルおよび転送パラメータ（ソースアドレス、デスティネーションアドレス、バ

イトカウント）ごとに、DMA制御レジスタ A（DMCNTAn）の各リロード機能有効ビットをセットすることによ

り行います。DMA転送終了条件を検出した場合、DMA転送パラメータを自動的にリロードします。 

（1） リロードレジスタとカレントレジスタ 

リロード機能を使用しない場合、カレントレジスタにデータを設定してください。リロード機能を使用する場

合、リロードレジスタとカレントレジスタの両方にデータを設定してください。 

なお、1オペランド転送途中にカレントレジスタに書き込みを行わないでください。書き込みを行った場合の動

作は保証されません。リロードレジスタについては、1オペランド転送途中でも設定可能ですが、DMA転送終了

となる最後のオペランド転送の開始までには設定してください。最後のオペランド転送開始後に設定した場合、

DMA転送終了後のリロード時に間に合わない場合があります。 
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（2） 離散配置された領域への連続転送 

リロード機能を使用すると、離散配置された領域への連続転送が可能です。 

転送が終了する前に DMAリロードソース／デスティネーションアドレスレジスタ（DMRSADRn/DMRDADRn）

や DMAリロードバイトカウントレジスタ（DMRBCTn）に値を書き込むことによって、実行中の DMA転送（カ

レントレジスタ）に影響を及ぼすことなく次の転送パラメータの準備ができます。したがって、転送領域やバイ

ト数の異なる複数の転送ブロックを同一チャネルで連続的に転送することができます。 

図 11.13にリロード機能を用いた離散配置されたブロックの転送例を示します。 

AAA

アドレス

リロード

カレント

リロード

カレント

リロード

カレント

リロード

カレント

リロード

カレント

ソフトウェア処理

①ブロックA設定

⑤ブロックC設定

②ブロックB設定

③リロード機能有効
　ビットセット

⑥リロード機能有効
　ビットセット

④DMA転送許可
　セット

＜DMACレジスタの状態＞

DMAC転送開始

ブロックA、B、C転送終了

デスティネーション
アドレスレジスタ

ブロックB転送
設定自動ロード

ブロックC転送
設定自動ロード

不定 不定

AAAA An

BBBB Bn

BBBB Bn

BBBB Bn

ブロックA 
転送終了による
割り込み

AAAA An

CCCC Cn

CCCC Cn

CCCC Cn

BBBB Bn

バイトカウント
レジスタ

離散配置された
ブロック

ブロックA 
バイト数An

ブロックB 
バイト数Bn

ブロックC 
バイト数Cn

開始

開始

開始

終了

終了

終了

A

BBBB

CCCC

 

図 11.13 リロード機能を用いた離散配置されたブロックの転送例 
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11.11 ローテート機能 

アドレッシングモードでローテートを選択した場合、アドレスはインクリメントされます。1オペランド転送終

了後、ローテート設定された方のワークソースアドレスレジスタまたはワークデスティネーションアドレスレジ

スタの内容は、DMA転送開始時に設定された DMAカレントソースアドレスレジスタ（DMCSADRn）または DMA

カレントデスティネーションアドレスレジスタ（DMCDADRn）の値となります。 

図 11.14に、ローテートを用いた転送例（ソース：ローテート、デスティネーション：インクリメント）を示

します。 

・転送バイト数：96バイト

・オペランド転送データ数：8バイト

カレントソースアドレス設定値

オペランド 
転送データ

オペランド転送 オペランド転送 オペランド転送

転送データ数

割り込み要求

DMA終了

転送データ

オペランド 
転送データ

オペランド 
転送データ

転送元データ
8データ

（32バイト）

ブロック1
8データ

（32バイト）

ブロック2
8データ

（32バイト）

ブロック3
8データ

（32バイト）

カレントデスティネーション 
アドレス設定値

 

図 11.14 ローテートを用いた転送例（ソース：ローテート、デスティネーション：インクリメント） 
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11.12 転送速度 

転送速度の計算方法を以下に示します。 

（1） 計算条件 

• DMA転送モード：サイクルスチル転送モード／パイプライン転送モード  

• 転送単位（1データサイズ）：アライメントがとれている32ビットデータ 

• 動作クロック：60MHz 

• 外部デバイスへのアクセスサイクル数 

：リード時4サイクルアクセス 

：ライト時2サイクルアクセス 

 

（2） 計算式 

• サイクルスチル転送モード 

（1データサイズ）／（リードサイクル数＋ライトサイクル数＋１アイドルサイクル）×動作クロック 

• パイプライン転送モード 

（1データサイズ）／（リードサイクル数とライトサイクル数の多い方のサイクル数）×動作クロック 

【注】 パイプライン転送モード時、リードサイクルとライトサイクルは重なって行われます。 

 

以下に、転送速度の計算例を示します。 

• 内蔵RAM間の転送 

内蔵 RAM（0ウエイト） ⇔ 内蔵 RAM（0ウエイト）間 の最大転送速度 

• サイクルスチル転送モード時 

4バイト/（1リードサイクル＋1ライトサイクル＋1アイドルサイクル）× 60MHz ＝ 79.8Mバイト/秒 

• パイプライン転送モード時 

同一BIU間のパイプライン転送はできません。「11.4.1（2）パイプライン転送モード」参照 

 

• 外部デバイスへの転送 

CPUブロック内蔵資源（0ウエイト） ⇒ 外部デバイス（2ライトサイクル） の最大転送速度 

• サイクルスチル転送モード 

4バイト/（1リードサイクル＋2ライトサイクル＋1アイドルサイクル）× 60MHz ＝ 60Mバイト/秒 

• パイプライン転送モード 

4バイト/（2ライトサイクル）× 60MHz ＝ 120Mバイト/秒 
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外部デバイス（4リードサイクル） ⇒ CPUブロック内蔵資源（0ウェイト）の最大転送速度 

• サイクルスチル転送モード 

4バイト/（4リードサイクル＋1ライトサイクル＋1アイドルサイクル）× 60MHz ＝ 39.6Mバイト/秒 

• パイプライン転送モード 

4バイト/（4リードサイクル）× 60MHz ＝ 60Mバイト/秒 

 

外部デバイス（4リードサイクル） ⇒ 外部デバイス（2ライトサイクル） の最大転送速度 

• サイクルスチル転送モード 

4バイト/（4リードサイクル＋2ライトサイクル＋1アイドルサイクル）× 60MHz ＝ 34.2Mバイト/秒 

• パイプライン転送モード 

外部デバイス間のパイプライン転送はできません。 

【注】 外部デバイスへのアクセス制御は、BSCの制御レジスタにて行います（詳細は、「第 9章 バスステートコントロー

ラ（BSC）」を参照）。 

 

11.13 使用上の注意事項 

11.13.1 ソフトウェアスタンバイモードまたはディープスタンバイモード遷移時の注意

事項 

DMACが転送中に、ソフトウェアスタンバイモードまたはディープスタンバイモードへ遷移するための SLEEP

命令を実行すると、転送の終了を待たずに DMACが停止するため、DMA転送が保証されません。したがって、

ソフトウェアスタンバイモードまたはディープスタンバイモードに遷移するときは、DMA転送の終了を待つか、

もしくは DMA転送を停止してから SLEEP命令を実行してください。 
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12. マルチファンクションタイマパルスユニット 2
（MTU2） 

本 LSIは、6チャネルの 16ビットタイマにより構成されるマルチファンクションタイマパルスユニット 2

（MTU2）を内蔵しています。 

12.1 特長 

• 最大16本のパルス入出力、3本のパルス入力が可能 

• 各チャネルごとに8種類のカウンタ入力クロックを選択可能（チャネル5は4種類） 

• チャネル0～4は次の動作を設定可能：コンペアマッチによる波形出力、インプットキャプチャ機能、カウン

タクリア動作、複数のタイマカウンタ（TCNT）への同時書き込み、コンペアマッチ／インプットキャプチ

ャによる同時クリア、カウンタの同期動作による各レジスタの同期入出力、同期動作と組み合わせることに

よる最大12相のPWM出力 

• チャネル0、3、4はバッファ動作を設定可能 

• チャネル1、2はそれぞれ独立に位相計数モードを設定可能 

• カスケード接続動作 

• 内部16ビットバスによる高速アクセス 

• 28種類の割り込み要因 

• レジスタデータの自動転送が可能 

• A/D変換器の変換スタートトリガを生成可能 

• モジュールスタンバイモードの設定可能 

• チャネル3、4連動動作により相補PWM、リセットPWM3相のポジ、ネガ計6相波形出力設定可能 

• チャネル0、3、4を連動して、相補PWM、リセットPWMを用いたAC同期モータ（ブラシレスDCモータ）駆

動モードが設定可能で、2種（チョッピング、レベル）の波形出力が選択可能 

• チャネル5により、デッドタイム補償用カウンタ機能が可能 

• 相補PWMモード時、カウンタの山／谷での割り込み、およびA/D変換器の変換スタートトリガを間引くこと

が可能 
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表 12.1 MTU2の機能一覧 

項   目 チャネル 0 チャネル 1 チャネル 2 チャネル 3 チャネル 4 チャネル 5 

カウントクロック Pφ／1 

Pφ／4 

Pφ／16 

Pφ／64 

TCLKA 

TCLKB 

TCLKC 

TCLKD 

Pφ／1 

Pφ／4 

Pφ／16 

Pφ／64 

Pφ／256 

TCLKA 

TCLKB 

Pφ／1 

Pφ／4 

Pφ／16 

Pφ／64 

Pφ／1024 

TCLKA 

TCLKB 

TCLKC 

Pφ／1 

Pφ／4 

Pφ／16 

Pφ／64 

Pφ／256 

Pφ／1024  

TCLKA 

TCLKB 

Pφ／1 

Pφ／4 

Pφ／16 

Pφ／64 

Pφ／256 

Pφ／1024  

TCLKA 

TCLKB 

Pφ／1 

Pφ／4 

Pφ／16 

Pφ／64 

ジェネラルレジスタ

（TGR） 

TGRA_0 

TGRB_0 

TGRE_0 

TGRA_1 

TGRB_1 

TGRA_2 

TGRB_2 

TGRA_3 

TGRB_3 

TGRA_4 

TGRB_4 

TGRU_5 

TGRV_5 

TGRW_5 

ジェネラルレジスタ／ 

バッファレジスタ 

TGRC_0 

TGRD_0 

TGRF_0 

－ － TGRC_3 

TGRD_3 

TGRC_4 

TGRD_4 

－ 

入出力端子 TIOC0A 

TIOC0B 

TIOC0C 

TIOC0D 

TIOC1A 

TIOC1B 

TIOC2A 

TIOC2B 

TIOC3A 

TIOC3B 

TIOC3C 

TIOC3D 

TIOC4A 

TIOC4B 

TIOC4C 

TIOC4D 

入力端子 

TIC5U 

TIC5V 

TIC5W 

カウンタクリア機能 TGRの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

コンペア 0出力 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ － 

マッチ出力 1出力 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ － 

 トグル出力 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ － 

インプットキャプチャ機能 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

同期動作 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ － 

PWMモード 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ － 

PWMモード 2 ◯ ◯ ◯ － － － 

相補 PWMモード － － － ◯ ◯ － 

リセット PWMモード － － － ◯ ◯ － 

AC同期モータ駆動モード ◯ － － ◯ ◯ － 

位相計数モード － ◯ ◯ － － － 

バッファ動作 ◯ － － ◯ ◯ － 

デッドタイム補償用 

カウンタ機能 

－ － － － － ◯ 
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項   目 チャネル 0 チャネル 1 チャネル 2 チャネル 3 チャネル 4 チャネル 5 

DMACの起動 TGRの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャと

TCNT 

オーバフロー／ 

アンダフロー 

－ 

A/D変換開始トリガ TGRA_0の 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRE_0の 

コンペアマッチ 

TGRA_1の 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRA_2の 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRA_3の 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRA_4の 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

相補 PWM 

モード時

TCNT_4の 

アンダフロー

（谷） 

－ 

割り込み要因 7要因 

• コンペアマッ

チ／インプッ

トキャプチャ

0A 

• コンペアマッ

チ／インプッ

トキャプチャ

0B 

• コンペアマッ

チ／インプッ

トキャプチャ

0C 

• コンペアマッ

チ／インプッ

トキャプチャ

0D 

• コンペアマッ

チ 0E 

• コンペアマッ

チ 0F 

• オーバフロー 

 

4要因 

• コンペアマッ

チ／インプッ

トキャプチャ

1A 

• コンペアマッ

チ／インプッ

トキャプチャ

1B 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

• オーバフロー 

• アンダフロー 

4要因 

• コンペアマッ

チ／インプッ

トキャプチャ

2A 

• コンペアマッ

チ／インプッ

トキャプチャ

2B 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

• オーバフロー 

• アンダフロー 

5要因 

• コンペアマッ

チ／インプッ

トキャプチャ

3A 

• コンペアマッ

チ／インプッ

トキャプチャ

3B 

• コンペアマッ

チ／インプッ

トキャプチャ

3C 

• コンペアマッ

チ／インプッ

トキャプチャ

3D 

 

 

 

 

• オーバフロー 

 

5要因 

• コンペアマッ

チ／インプッ

トキャプチャ

4A 

• コンペアマッ

チ／インプッ

トキャプチャ

4B 

• コンペアマッ

チ／インプッ

トキャプチャ

4C 

• コンペアマッ

チ／インプッ

トキャプチャ

4D 

 

 

 

 

• オーバフロー

／アンダフロー 

3要因 

• コンペアマッ

チ／インプッ

トキャプチャ

5U 

• コンペアマッ

チ／インプッ

トキャプチャ

5V 

• コンペアマッ

チ／インプッ

トキャプチャ

5W 
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項   目 チャネル 0 チャネル 1 チャネル 2 チャネル 3 チャネル 4 チャネル 5 

A/D変換開始要求 

ディレイド機能 

－ － － － • TADCORA_4

と TCNT_4の

一致で、A/D変

換開始要求 

• TADCORB_4

と TCNT_4の

一致で、A/D変

換開始要求 

－ 

割り込み間引き機能 － － － • TGRA_3のコ

ンペアマッチ

割り込みを間

引き 

• TCIV_4割り込

みを間引き 

－ 

【記号説明】 

◯：可能 

－：不可 
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図 12.1にMTU2のブロック図を示します。 

［入出力端子］
チャネル3 ：TIOC3A　

 TIOC3B　
 TIOC3C　
 TIOC3D　

チャネル4：TIOC4A　
 TIOC4B　
 TIOC4C　
 TIOC4D　

［入力端子］
チャネル5：TIC5U　

 TIC5V　
 TIC5W　

［割り込み要求信号］
チャネル3：TGIA_3　

  TGIB_3　
  TGIC_3　
  TGID_3　
  TCIV_3　

チャネル4： TGIA_4　
  TGIB_4　
  TGIC_4　
  TGID_4　
  TCIV_4　

チャネル5：TGIU_5　
  TGIV_5　
  TGIW_5　

［クロック入力］
 内部クロック：Pφ/1　

 Pφ/4　
 Pφ/16　
Pφ/64　

 Pφ/256　
 Pφ/1024　

外部クロック：TCLKA　
 TCLKB　
 TCLKC　
 TCLKD　

［割り込み要求信号］
チャネル0：TGIA_0　

  TGIB_0　
  TGIC_0　
  TGID_0　
  TGIE_0　

TGIF_0　
TCIV_0　

チャネル1：TGIA_1　
  TGIB_1　
  TCIV_1　
  TCIU_1　

チャネル2：TGIA_2　
  TGIB_2　
  TCIV_2　
  TCIU_2　

［入出力端子］
チャネル0：TIOC0A

  TIOC0B
  TIOC0C
  TIOC0D

チャネル1：TIOC1A
  TIOC1B

チャネル2：TIOC2A
  TIOC2B

周辺バス

A/D変換開始要求信号

T
C

N
T

T
G

R
A

T
G

R
B

T
G

R
C

T
G

R
DT

M
D

R
T

C
R

T
IO

R
L

T
IO

R
H

T
S

R
T

IE
R

チ
ャ
ネ
ル

 3

T
C

N
T

T
G

R
A

T
G

R
B

T
G

R
C

T
G

R
DT

M
D

R
T

C
R

T
IO

R
L

T
IO

R
H

T
S

R
T

IE
R

チ
ャ
ネ
ル

 4

T
C

N
T

S

T
C

B
R

T
D

D
R

T
C

D
R

T
O

E
R

T
O

C
R

T
G

C
R

B
U

S
 I/

F

共
通

T
C

N
T

T
G

R
A

T
G

R
BT
M

D
R

T
C

R

T
IO

R

T
S

R
T

IE
R

T
S

Y
R

T
S

T
R

チ
ャ
ネ
ル

 2

T
C

N
T

T
G

R
A

T
G

R
BT
M

D
R

T
C

R

T
IO

R

T
S

R
T

IE
R

チ
ャ
ネ
ル

 1

T
C

N
T

T
G

R
A

T
G

R
B

T
G

R
C

T
G

R
D

T
G

R
E

T
G

R
FT
M

D
R

T
C

R

T
IO

R
L

T
IO

R
H

T
S

R
T

IE
R

チ
ャ
ネ
ル

 0

T
C

N
T

U

T
G

R
U

T
C

N
T

V

T
G

R
V

T
C

N
T

W

T
G

R
W

T
C

R

T
IO

R

T
IE

R

T
S

R

チ
ャ
ネ
ル

5

コ
ン
ト
ロ
ー
ル

ロ
ジ
ッ
ク

モ
ジ
ュ
ー
ル
デ
ー
タ
バ
ス

チ
ャ
ネ
ル

0～
2

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ロ
ジ
ッ
ク

チ
ャ
ネ
ル

3,
4

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ロ
ジ
ッ
ク

【記号説明】

TSTR ：タイマスタートレジスタ
TSYR ：タイマシンクロレジスタ
TCR ：タイマコントロールレジスタ
TMDR ：タイマモードレジスタ
TIOR        ：タイマI/Oコントロールレジスタ
TIORH ：タイマI/OコントロールレジスタH
TIORL ：タイマI/OコントロールレジスタL
TIER ：タイマインタラプトイネーブルレジスタ
TGCR ：タイマゲートコントロールレジスタ
TOER ：タイマアウトプットマスタイネーブルレジスタ
TOCR ：タイマアウトプットコントロールレジスタ
TSR ：タイマステータスレジスタ
TCNT ：タイマカウンタ
TCNTS ：タイマサブカウンタ

TCDR ：タイマ周期データレジスタ
TCBR ：タイマ周期バッファレジスタ
TDDR ：タイマデッドタイムデータレジスタ
TGRA ：タイマジェネラルレジスタA
TGRB ：タイマジェネラルレジスタB
TGRC ：タイマジェネラルレジスタC
TGRD ：タイマジェネラルレジスタD
TGRE ：タイマジェネラルレジスタE
TGRF ：タイマジェネラルレジスタF
TGRU ：タイマジェネラルレジスタU
TGRV ：タイマジェネラルレジスタV
TGRW ：タイマジェネラルレジスタW

 

図 12.1 MTU2のブロック図 
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12.2 入出力端子 
 

表 12.2 端子構成 

チャネル 端子名 入出力 機   能 

TCLKA 入力 外部クロック A入力端子（チャネル 1の位相計数モード A相入力） 

TCLKB 入力 外部クロック B入力端子（チャネル 1の位相計数モード B相入力） 

TCLKC 入力 外部クロック C入力端子（チャネル 2の位相計数モード A相入力） 

共通 

TCLKD 入力 外部クロック D入力端子（チャネル 2の位相計数モード B相入力） 

TIOC0A 入出力 TGRA_0のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

TIOC0B 入出力 TGRB_0のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

TIOC0C 入出力 TGRC_0のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

0 

TIOC0D 入出力 TGRD_0のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

TIOC1A 入出力 TGRA_1のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 1 

TIOC1B 入出力 TGRB_1のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

TIOC2A 入出力 TGRA_2のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 2 

TIOC2B 入出力 TGRB_2のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

TIOC3A 入出力 TGRA_3のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

TIOC3B 入出力 TGRB_3のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

TIOC3C 入出力 TGRC_3のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

3 

TIOC3D 入出力 TGRD_3のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

TIOC4A 入出力 TGRA_4のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

TIOC4B 入出力 TGRB_4のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

TIOC4C 入出力 TGRC_4のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

4 

TIOC4D 入出力 TGRD_4のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

5 TIC5U 入力 TGRU_5のインプットキャプチャ入力／外部パルス入力端子 

 TIC5V 入力 TGRV_5のインプットキャプチャ入力／外部パルス入力端子 

 TIC5W 入力 TGRW_5のインプットキャプチャ入力／外部パルス入力端子 

【注】 相補 PWMモードの端子構成は「12.4.8 相補 PWMモード」の表 12.54を参照してください。 
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12.3 レジスタの説明 

MTU2には各チャネルに以下のレジスタがあります。これらのレジスタのアドレスおよび各処理状態における

レジスタの状態については「第 30章 レジスタ一覧」を参照してください。各チャネルのレジスタ名については

チャネル 0の TCRは TCR_0と表記してあります。 
 

表 12.3 レジスタ構成 

チャネル レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス アクセス 

サイズ 

0 タイマコントロールレジスタ_0 TCR_0 R/W H'00 H'FFFE4300 8、16、32 

 タイマモードレジスタ_0 TMDR_0 R/W H'00 H'FFFE4301 8 

 タイマ I/Oコントロールレジスタ H_0 TIORH_0 R/W H'00 H'FFFE4302 8、16 

 タイマ I/Oコントロールレジスタ L_0 TIORL_0 R/W H'00 H'FFFE4303 8 

 タイマインタラプトイネーブル 

レジスタ_0 

TIER_0 R/W H'00 H'FFFE4304 8、16、32 

 タイマステータスレジスタ_0 TSR_0 R/W H'C0 H'FFFE4305 8 

 タイマカウンタ_0 TCNT_0 R/W H'0000 H'FFFE4306 16 

 タイマジェネラルレジスタ A_0 TGRA_0 R/W H'FFFF H'FFFE4308 16、32 

 タイマジェネラルレジスタ B_0 TGRB_0 R/W H'FFFF H'FFFE430A 16 

 タイマジェネラルレジスタ C_0 TGRC_0 R/W H'FFFF H'FFFE430C 16、32 

 タイマジェネラルレジスタ D_0 TGRD_0 R/W H'FFFF H'FFFE430E 16 

 タイマジェネラルレジスタ E_0 TGRE_0 R/W H'FFFF H'FFFE4320 16、32 

 タイマジェネラルレジスタ F_0 TGRF_0 R/W H'FFFF H'FFFE4322 16 

 タイマインタラプトイネーブル 

レジスタ 2_0 

TIER2_0 R/W H'00 H'FFFE4324 8、16 

 タイマステータスレジスタ 2_0 TSR2_0 R/W H'C0 H'FFFE4325 8 

 タイマバッファ動作転送モード 

レジスタ_0 

TBTM_0 R/W H'00 H'FFFE4326 8 

1 タイマコントロールレジスタ_1 TCR_1 R/W H'00 H'FFFE4380 8、16 

 タイマモードレジスタ_1 TMDR_1 R/W H'00 H'FFFE4381 8 

 タイマ I/Oコントロールレジスタ_1 TIOR_1 R/W H'00 H'FFFE4382 8 

 タイマインタラプトイネーブル 

レジスタ_1 

TIER_1 R/W H'00 H'FFFE4384 8、16、32 

 タイマステータスレジスタ_1 TSR_1 R/W H'C0 H'FFFE4385 8 

 タイマカウンタ_1 TCNT_1 R/W H'0000 H'FFFE4386 16 

 タイマジェネラルレジスタ A_1 TGRA_1 R/W H'FFFF H'FFFE4388 16、32 

 タイマジェネラルレジスタ B_1 TGRB_1 R/W H'FFFF H'FFFE438A 16 

 

 

タイマインプットキャプチャ 

コントロールレジスタ 

TICCR R/W H'00 H'FFFE4390 8 
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チャネル レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス アクセス 

サイズ 

2 タイマコントロールレジスタ_2 TCR_2 R/W H'00 H'FFFE4000 8、16 

 タイマモードレジスタ_2 TMDR_2 R/W H'00 H'FFFE4001 8 

 タイマ I/Oコントロールレジスタ_2 TIOR_2 R/W H'00 H'FFFE4002 8 

 タイマインタラプトイネーブル 

レジスタ_2 

TIER_2 R/W H'00 H'FFFE4004 8、16、32 

 タイマステータスレジスタ_2 TSR_2 R/W H'C0 H'FFFE4005 8 

 タイマカウンタ_2 TCNT_2 R/W H'0000 H'FFFE4006 16 

 タイマジェネラルレジスタ A_2 TGRA_2 R/W H'FFFF H'FFFE4008 16、32 

 タイマジェネラルレジスタ B_2 TGRB_2 R/W H'FFFF H'FFFE400A 16 

3 タイマコントロールレジスタ_3 TCR_3 R/W H'00 H'FFFE4200 8、16、32 

 タイマモードレジスタ_3 TMDR_3 R/W H'00 H'FFFE4202 8、16 

 タイマ I/Oコントロールレジスタ H_3 TIORH_3 R/W H'00 H'FFFE4204 8、16、32 

 タイマ I/Oコントロールレジスタ L_3 TIORL_3 R/W H'00 H'FFFE4205 8 

 タイマインタラプトイネーブル 

レジスタ_3 

TIER_3 R/W H'00 H'FFFE4208 8、16 

 タイマカウンタ_3 TCNT_3 R/W H'0000 H'FFFE4210 16、32 

 タイマジェネラルレジスタ A_3 TGRA_3 R/W H'FFFF H'FFFE4218 16、32 

 タイマジェネラルレジスタ B_3 TGRB_3 R/W H'FFFF H'FFFE421A 16 

 タイマジェネラルレジスタ C_3 TGRC_3 R/W H'FFFF H'FFFE4224 16、32 

 タイマジェネラルレジスタ D_3 TGRD_3 R/W H'FFFF H'FFFE4226 16 

 タイマステータスレジスタ_3 TSR_3 R/W H'C0 H'FFFE422C 8、16 

 タイマバッファ動作転送モード 

レジスタ_3 

TBTM_3 R/W H'00 H'FFFE4238 8、16 

4 タイマコントロールレジスタ_4 TCR_4 R/W H'00 H'FFFE4201 8 

 タイマモードレジスタ_4 TMDR_4 R/W H'00 H'FFFE4203 8 

 タイマ I/Oコントロールレジスタ H_4 TIORH_4 R/W H'00 H'FFFE4206 8、16 

 タイマ I/Oコントロールレジスタ L_4 TIORL_4 R/W H'00 H'FFFE4207 8 

 タイマインタラプトイネーブル 

レジスタ_4 

TIER_4 R/W H'00 H'FFFE4209 8 

 タイマカウンタ_4 TCNT_4 R/W H'0000 H'FFFE4212 16 

 タイマジェネラルレジスタ A_4 TGRA_4 R/W H'FFFF H'FFFE421C 16、32 

 タイマジェネラルレジスタ B_4 TGRB_4 R/W H'FFFF H'FFFE421E 16 

 タイマジェネラルレジスタ C_4 TGRC_4 R/W H'FFFF H'FFFE4228 16、32 

 タイマジェネラルレジスタ D_4 TGRD_4 R/W H'FFFF H'FFFE422A 16 

 タイマステータスレジスタ_4 TSR_4 R/W H'C0 H'FFFE422D 8 

 タイマバッファ動作転送モード 

レジスタ_4 

TBTM_4 R/W H'00 H'FFFE4239 8 
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チャネル レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス アクセス 

サイズ 

4 タイマ A/D変換開始要求周期設定 

レジスタ A_4 

TADCORA_4 R/W H'FFFF H'FFFE4244 16、32 

 タイマ A/D変換開始要求周期設定 

レジスタ B_4 

TADCORB_4 R/W H'FFFF H'FFFE4246 16 

 

 

タイマ A/D変換開始要求周期設定 

バッファレジスタ A_4 

TADCOBRA_4 R/W H'FFFF H'FFFE4248 16、32 

 

 

タイマ A/D変換開始要求周期設定 

バッファレジスタ B_4 

TADCOBRB_4 R/W H'FFFF H'FFFE424A 16 

5 タイマカウンタ U_5 TCNTU_5 R/W H'0000 H'FFFE4080 16、32 

 タイマジェネラルレジスタ U_5 TGRU_5 R/W H'FFFF H'FFFE4082 16 

 タイマコントロールレジスタ U_5 TCRU_5 R/W H'00 H'FFFE4084 8 

 タイマ I/Oコントロールレジスタ U_5 TIORU_5 R/W H'00 H'FFFE4086 8 

 タイマカウンタ V_5 TCNTV_5 R/W H'0000 H'FFFE4090 16、32 

 タイマジェネラルレジスタ V_5 TGRV_5 R/W H'FFFF H'FFFE4092 16 

 タイマコントロールレジスタ V_5 TCRV_5 R/W H'00 H'FFFE4094 8 

 タイマ I/Oコントロールレジスタ V_5 TIORV_5 R/W H'00 H'FFFE4096 8 

 タイマカウンタW_5 TCNTW_5 R/W H'0000 H'FFFE40A0 16、32 

 タイマジェネラルレジスタW_5 TGRW_5 R/W H'FFFF H'FFFE40A2 16 

 タイマコントロールレジスタW_5 TCRW_5 R/W H'00 H'FFFE40A4 8 

 タイマ I/OコントロールレジスタW_5 TIORW_5 R/W H'00 H'FFFE40A6 8 

 タイマステータスレジスタ_5 TSR_5 R/W H'00 H'FFFE40B0 8 

 タイマインタラプトイネーブル 

レジスタ_5 

TIER_5 R/W H'00 H'FFFE40B2 8 

 タイマスタートレジスタ_5 TSTR_5 R/W H'00 H'FFFE40B4 8 

 タイマコンペアマッチクリアレジスタ TCNTCMPCLR R/W H’00 H’FFFE40B6 8 

共通 タイマスタートレジスタ TSTR R/W H’00 H’FFFE4280 8、16 

 タイマシンクロレジスタ TSYR R/W H’00 H’FFFE4281 8 

 タイマカウンタシンクロスタート 

レジスタ 

TCSYSTR R/W H’00 H’FFFE4282 8 

 タイマリードライトイネーブルレジスタ TRWER R/W H’01 H’FFFE4284 8 

3/4共通 タイマアウトプットマスタイネーブル 

レジスタ 

TOER R/W H'C0 H'FFFE420A 8 

 タイマゲートコントロールレジスタ TGCR R/W H'80 H'FFFE420D 8 

 タイマアウトプットコントロール 

レジスタ 1 

TOCR1 R/W H'00 H'FFFE420E 8、16 

 タイマアウトプットコントロール 

レジスタ 2 

TOCR2 R/W H'00 H'FFFE420F 8 

 タイマ周期データレジスタ TCDR R/W H'FFFF H'FFFE4214 16、32 
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チャネル レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス アクセス 

サイズ 

3/4共通 タイマデッドタイムデータレジスタ TDDR R/W H'FFFF H'FFFE4216 16 

 タイマサブカウンタ TCNTS R H'0000 H'FFFE4220 16、32 

 タイマ周期バッファレジスタ TCBR R/W H'FFFF H'FFFE4222 16 

 タイマ割り込み間引き設定レジスタ TITCR R/W H'00 H'FFFE4230 8、16 

 タイマ割り込み間引き回数カウンタ TITCNT R H'00 H'FFFE4231 8 

 タイマバッファ転送設定レジスタ TBTER R/W H'00 H'FFFE4232 8 

 タイマデッドタイムイネーブルレジスタ TDER R/W H'01 H'FFFE4234 8 

 タイマアウトプットレベルバッファ 

レジスタ 

TOLBR R/W H'00 H'FFFE4236 8 

 タイマ A/D変換開始要求コントロール 

レジスタ 

TADCR R/W H'0000 H'FFFE4240 16 

 タイマ波形コントロールレジスタ TWCR R/W H'00 H'FFFE4260 8 
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12.3.1 タイマコントロールレジスタ（TCR） 

TCRは、各チャネルの TCNTを制御する 8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。MTU2には、チ

ャネル 0～4に各 1本、チャネル 5には TCRU/V/W_5の 3本、計 8本の TCRがあります。TCRの設定は、TCNT

の動作が停止した状態で行ってください。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

CCLR[2:0] CKEG[1:0] TPSC[2:0]

 
 

 

ビット 

ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～5 CCLR[2:0] 000 R/W カウンタクリア 2～0 

TCNTのカウンタクリア要因を選択します。詳細は表 12.4、表 12.5を参

照してください。 

4、3 CKEG[1:0] 00 R/W クロックエッジ 1、0 

入力クロックのエッジを選択します。内部クロックを両エッジでカウン

トすると、入力クロックの周期が 1／2になります（例：Pφ／4の両エ

ッジ＝Pφ／2の立ち上がりエッジ）。チャネル 1、2で位相計数モード

を使用する場合は、本設定は無視され、位相計数モードの設定が優先さ

れます。内部クロックのエッジ選択は、入力クロックが Pφ／4もしくは

それより遅い場合に有効です。入力クロックに Pφ／1、あるいは他のチ

ャネルのオーバフロー／アンダフローを選択した場合、値は書き込めま

すが、動作は初期値となります。 

00：立ち上がりエッジでカウント 

01：立ち下がりエッジでカウント 

1x：両エッジでカウント 

2～0 TPSC[2:0] 000 R/W タイマプリスケーラ 2～0 

TCNTのカウンタクロックを選択します。各チャネル独立にクロックソー

スを選択することができます。詳細は表 12.6～表 12.10を参照してくだ

さい。 

【記号説明】x：Don't care 
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表 12.4 CCLR2～CCLR0（チャネル 0、3、4） 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 チャネル 

CCLR2 CCLR1 CCLR0 

説   明 

0 0 0 TCNTのクリア禁止 

0 0 1 TGRAのコンペアマッチ／インプットキャプチャで TCNTクリア 

0 1 0 TGRBのコンペアマッチ／インプットキャプチャで TCNTクリア 

0 1 1 同期クリア／同期動作をしている他のチャネルのカウンタクリア

で TCNTをクリア*1 

1 0 0 TCNTのクリア禁止 

1 0 1 TGRCのコンペアマッチ／インプットキャプチャで TCNTクリア*2 

1 1 0 TGRDのコンペアマッチ／インプットキャプチャで TCNTクリア*2 

0、3、4 

1 1 1 同期クリア／同期動作をしている他のチャネルのカウンタクリア

で TCNTをクリア*1 

【注】 *1 同期動作の設定は、TSYRの SYNCビットを 1にセットすることにより行います。 

 *2 TGRCまたは TGRDをバッファレジスタとして使用している場合は、バッファレジスタの設定が優先され、コン

ペアマッチ／インプットキャプチャが発生しないため、TCNTはクリアされません。 

 

表 12.5 CCLR2～CCLR0（チャネル 1、2） 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 チャネル 

 リザーブ*2 CCLR1 CCLR0 

説   明 

0 0 0 TCNTのクリア禁止 

0 0 1 TGRAのコンペアマッチ／インプットキャプチャで TCNTクリア 

0 1 0 TGRBのコンペアマッチ／インプットキャプチャで TCNTクリア 

1、2 

0 1 1 同期クリア／同期動作をしている他のチャネルのカウンタクリア

で TCNTをクリア*1 

【注】 *1 同期動作の設定は、TSYRの SYNCビットを 1にセットすることにより行います。 

 *2 チャネル 1、2ではビット 7はリザーブです。読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みは無効です。 
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表 12.6 TPSC2～TPSC0（チャネル 0） 

ビット 2 ビット 1 ビット 0 チャネル 

TPSC2 TPSC1 TPSC0 

説   明 

0 0 0 内部クロック：Pφ／1でカウント 

0 0 1 内部クロック：Pφ／4でカウント 

0 1 0 内部クロック：Pφ／16でカウント 

0 1 1 内部クロック：Pφ／64でカウント 

1 0 0 外部クロック：TCLKA端子入力でカウント 

1 0 1 外部クロック：TCLKB端子入力でカウント 

1 1 0 外部クロック：TCLKC端子入力でカウント 

0 

1 1 1 外部クロック：TCLKD端子入力でカウント 

 

表 12.7 TPSC2～TPSC0（チャネル 1） 

ビット 2 ビット 1 ビット 0 チャネル 

TPSC2 TPSC1 TPSC0 

説   明 

0 0 0 内部クロック：Pφ／1でカウント 

0 0 1 内部クロック：Pφ／4でカウント 

0 1 0 内部クロック：Pφ／16でカウント 

0 1 1 内部クロック：Pφ／64でカウント 

1 0 0 外部クロック：TCLKA端子入力でカウント 

1 0 1 外部クロック：TCLKB端子入力でカウント 

1 1 0 内部クロック：Pφ／256でカウント 

1 

1 1 1 TCNT_2のオーバフロー／アンダフローでカウント 

【注】 チャネル 1が位相計数モード時、この設定は無効になります。 

 

表 12.8 TPSC2～TPSC0（チャネル 2） 

ビット 2 ビット 1 ビット 0 チャネル 

TPSC2 TPSC1 TPSC0 

説   明 

0 0 0 内部クロック：Pφ／1でカウント 

0 0 1 内部クロック：Pφ／4でカウント 

0 1 0 内部クロック：Pφ／16でカウント 

0 1 1 内部クロック：Pφ／64でカウント 

1 0 0 外部クロック：TCLKA端子入力でカウント 

1 0 1 外部クロック：TCLKB端子入力でカウント 

1 1 0 外部クロック：TCLKC端子入力でカウント 

2 

1 1 1 内部クロック：Pφ／1024でカウント 

【注】 チャネル 2が位相計数モード時、この設定は無効になります。 
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表 12.9 TPSC2～TPSC0（チャネル 3、4） 

ビット 2 ビット 1 ビット 0 チャネル 

TPSC2 TPSC1 TPSC0 

説   明 

0 0 0 内部クロック：Pφ／1でカウント 

0 0 1 内部クロック：Pφ／4でカウント 

0 1 0 内部クロック：Pφ／16でカウント 

0 1 1 内部クロック：Pφ／64でカウント 

1 0 0 内部クロック：Pφ／256でカウント 

1 0 1 内部クロック：Pφ／1024でカウント 

1 1 0 外部クロック：TCLKA端子入力でカウント 

3、4 

1 1 1 外部クロック：TCLKB端子入力でカウント 

 

表 12.10 TPSC1、TPSC0（チャネル 5） 

ビット 1 ビット 0 チャネル 

TPSC1 TPSC0 

説   明 

0 0 内部クロック：Pφ／1でカウント 

0 1 内部クロック：Pφ／4でカウント 

1 0 内部クロック：Pφ／16でカウント 

5 

1 1 内部クロック：Pφ／64でカウント 

【注】 チャネル 5では、ビット 7～2はリザーブビットです。読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にして

ください。 
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12.3.2 タイマモードレジスタ（TMDR） 

TMDRは、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、各チャネルの動作モードの設定を行います。MTU2

には、チャネル 0～4に各 1本、計 5本の TMDRがあります。TMDRの設定は、TCNTの動作が停止した状態で

行ってください。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- BFE BFB BFA MD[3:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6 BFE 0 R/W バッファ動作 E 

TGRE_0と TGRF_0を通常動作またはバッファ動作させるかどうかを選択しま

す。 

TGRFをバッファレジスタとして使用した場合も TGRFのコンペアマッチは発

生します。 

チャネル 1、2、3、4ではリザーブビットです。読み出すと常に 0が読み出され

ます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0：TGRE_0と TGRF_0は通常動作 

1：TGRE_0と TGRF_0はバッファ動作 

5 BFB 0 R/W バッファ動作 B 

TGRBを通常動作させるか、TGRBと TGRDを組み合わせてバッファ動作させ

るかを設定します。TGRDをバッファレジスタとして使用した場合、相補 PWM

モード以外では TGRDのインプットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生

しませんが相補 PWMモード時は、TGRDのコンペアマッチが発生します。ま

た、コンペアマッチが相補 PWMモードの tb区間に発生した場合は TGFDがセ

ットされますので、タイマインタラプトイネーブルレジスタ_3/4（TIER_3/4）

の TGIEDビットは 0にしてください。 

TGRDを持たないチャネル 1、2ではこのビットはリザーブビットになります。

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0：TGRBと TGRDは通常動作 

1：TGRBと TGRDはバッファ動作 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 BFA 0 R/W バッファ動作 A 

TGRAを通常動作させるか、TGRAと TGRCを組み合わせてバッファ動作させ

るかを設定します。TGRCをバッファレジスタとして使用した場合は、相補

PWMモード以外では TGRCのインプットキャプチャ／アウトプットコンペア

は発生しませんが相補 PWMモード時は、TGRCのコンペアマッチが発生しま

す。また、チャネル 4のコンペアマッチが相補 PWMモードの tb区間に発生し

た場合は TGFCがセットされますので、タイマインタラプトイネーブルレジス

タ_4（TIER_4）の TGIECビットは 0にしてください。 

TGRCを持たないチャネル 1、2ではこのビットはリザーブビットになります。

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0：TGRAと TGRCは通常動作 

1：TGRAと TGRCはバッファ動作 

3～0 MD[3:0] 0000 R/W モード 3～0 

MD3～MD0はタイマの動作モードを設定します。 

詳細は表 12.11を参照してください。 

 

表 12.11 MD3～MD0ビットによる動作モードの設定 

ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0

MD3 MD2 MD1 MD0 

説   明 

0 0 0 0 通常動作 

0 0 0 1 設定禁止 

0 0 1 0 PWMモード 1 

0 0 1 1 PWMモード 2*1 

0 1 0 0 位相計数モード 1*2 

0 1 0 1 位相計数モード 2*2 

0 1 1 0 位相計数モード 3*2 

0 1 1 1 位相計数モード 4*2 

1 0 0 0 リセット同期 PWMモード*3 

1 0 0 1 設定禁止 

1 0 1 x 設定禁止 

1 1 0 0 設定禁止 

1 1 0 1 相補 PWMモード 1（山で転送）*3 

1 1 1 0 相補 PWMモード 2（谷で転送）*3 

1 1 1 1 相補 PWMモード 3（山･谷で転送）*3 

【記号説明】ｘ：Don't care 

【注】 *1 チャネル 3、4では、PWMモード 2の設定はできません。 

 *2 チャネル 0、3、4では、位相計数モードの設定はできません。 

 *3 リセット同期 PWMモード、相補 PWMモードの設定は、チャネル 3のみ可能です。 

チャネル 3をリセット同期 PWMモードまたは相補 PWMモードに設定した場合、チャネル 4の設定は無効となり

自動的にチャネル 3の設定に従います。ただし、チャネル 4にはリセット同期 PWMモード、相補 PWMモードを

設定しないでください。 

チャネル 0、1、2では、リセット同期 PWMモード、相補 PWMモードの設定はできません。 
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12.3.3 タイマ I/Oコントロールレジスタ（TIOR） 

TIORは、TGRを制御する 8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。MTU2には、チャネル 0、3、4

に各 2本、チャネル 1、2に各 1本、チャネル 5には TIORU/V/W_5の 3本、計 11本の TIORがあります。 

TIORは TMDRの設定が、通常動作、PWMモード、位相計数モードの場合に設定します。 

TIORで指定した初期出力はカウンタ停止した（TSTRのCSTビットを 0にクリアした）状態で有効になります。

また、PWMモード 2の場合にはカウンタが 0にクリアされた時点での出力を指定します。 

TGRC、あるいは TGRDをバッファ動作に設定した場合は、本設定は無効となり、バッファレジスタとして動

作します。 

• TIORH_0、TIOR_1、TIOR_2、TIORH_3、TIORH_4 

 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

IOB[3:0] IOA[3:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～4 IOB[3:0] 0000 R/W I/Oコントロール B3～B0 

  IOB3～IOB0ビットは TGRBの機能を設定します。 

下記の表を参照してください。 

TIORH_0：表 12.12  TIOR_1：表 12.14  TIOR_2：表 12.15 

TIORH_3：表 12.16  TIORH_4：表 12.18 

3～0 IOA[3:0] 0000 R/W I/Oコントロール A3～A0 

IOA3～IOA0は TGRAの機能を設定します。 

下記の表を参照してください。 

TIORH_0：表 12.20  TIOR_1：表 12.22  TIOR_2：表 12.23 

TIORH_3：表 12.24  TIORH_4：表 12.26 
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• TIORL_0、TIORL_3、TIORL_4 

 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

IOD[3:0] IOC[3:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～4 IOD[3:0] 0000 R/W I/Oコントロール D3～D0 

  IOD3～IOD0ビットは TGRDの機能を設定します。 

下記の表を参照してください。 

TIORL_0：表 12.13  TIORL_3：表 12.17  TIORL_4：表 12.19 

3～0 IOC[3:0] 0000 R/W I/Oコントロール C3～C0 

IOC3～IOC0ビットは TGRCの機能を設定します。 

下記の表を参照してください。 

TIORL_0：表 12.21  TIORL_3：表 12.25  TIORL_4：表 12.27 

 

• TIORU_5、TIORV_5、TIORW_5 

 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R/W R/W R/W R/W

- - - IOC[4:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4～0 IOC[4:0] 00000 R/W I/Oコントロール C4～C0 

IOC4～IOC0ビットは TGRU/V/W_5の機能を設定します。 

詳細については表 12.28を参照してください。 
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表 12.12 TIORH_0（チャネル 0） 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 説   明 

IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 TGRB_0の機能 TIOC0B端子の機能 

0 0 0 0 出力保持* 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力保持 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

アウトプットコンペア

レジスタ 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 0 0 0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 1 x 両エッジでインプットキャプチャ 

1 1 x x 

インプットキャプチャ

レジスタ 

キャプチャ入力元はチャネル 1／カウントクロック 

TCNT_1のカウントアップ／カウントダウンでイン

プットキャプチャ 

【記号説明】x：Don't care 

【注】 * パワーオンリセット後、TIORを設定するまでは 0が出力されます。 
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表 12.13 TIORL_0（チャネル 0） 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 説   明 

IOD3 IOD2 IOD1 IOD0 TGRD_0の機能 TIOC0D端子の機能 

0 0 0 0 出力保持*1 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力保持 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

アウトプットコンペア

レジスタ*2 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 0 0 0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 1 x 両エッジでインプットキャプチャ 

1 1 x x 

インプットキャプチャ

レジスタ*2 

キャプチャ入力元はチャネル 1／カウントクロック 

TCNT_1のカウントアップ／カウントダウンでイン

プットキャプチャ 

【記号説明】x：Don't care 

【注】 *1 パワーオンリセット後、TIORを設定するまでは 0が出力されます。 

 *2 TMDR_0の BFBビットを 1にセットして TGRD_0をバッファレジスタとして使用した場合は、本設定は無効に

なり、インプットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しません。 
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表 12.14 TIOR_1（チャネル 1） 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 説   明 

IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 TGRB_1の機能 TIOC1B端子の機能 

0 0 0 0 出力保持* 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力保持 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

TGRB_1はアウトプッ

トコンペアレジスタ 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 0 0 0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 1 x 両エッジでインプットキャプチャ 

1 1 x x 

インプットキャプチャ

レジスタ 

TGRC_0のコンペアマッチ／インプットキャプチャ

の発生でインプットキャプチャ 

【記号説明】x：Don't care 

【注】 * パワーオンリセット後、TIORを設定するまでは 0が出力されます。 
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表 12.15 TIOR_2（チャネル 2） 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 説   明 

IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 TGRB_2の機能 TIOC2B端子の機能 

0 0 0 0 出力保持* 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力保持 

0 1 0 1 

TGRB_2はアウトプッ

トコンペアレジスタ 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 x 0 0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 x 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 x 1 x 

インプットキャプチャ

レジスタ 

両エッジでインプットキャプチャ 

【記号説明】x：Don't care 

【注】 * パワーオンリセット後、TIORを設定するまでは 0が出力されます。 
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表 12.16 TIORH_3（チャネル 3） 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 説   明 

IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 TGRB_3の機能 TIOC3B端子の機能 

0 0 0 0 出力保持* 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力保持 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

アウトプットコンペア

レジスタ 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 x 0 0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 x 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 x 1 x 

インプットキャプチャ

レジスタ 

両エッジでインプットキャプチャ 

【記号説明】x：Don't care 

【注】 * パワーオンリセット後、TIORを設定するまでは 0が出力されます。 
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表 12.17 TIORL_3（チャネル 3） 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 説   明 

IOD3 IOD2 IOD1 IOD0 TGRD_3の機能 TIOC3D端子の機能 

0 0 0 0 出力保持*1 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力保持 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

アウトプットコンペア

レジスタ*2 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 x 0 0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 x 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 x 1 x 

インプットキャプチャ

レジスタ*2 

両エッジでインプットキャプチャ 

【記号説明】x：Don't care 

【注】 *1 パワーオンリセット後、TIORを設定するまでは 0が出力されます。 

 *2 TMDR_3の BFBビットを 1にセットして TGRD_3をバッファレジスタとして使用した場合は、本設定は無効に

なり、インプットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しません。 
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表 12.18 TIORH_4（チャネル 4） 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 説   明 

IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 TGRB_4の機能 TIOC4B端子の機能 

0 0 0 0 出力保持* 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力保持 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペマッチで 1出力 

0 1 1 1 

TGRB_4はアウトプッ

トコンペアレジスタ 

初期出力は 1出力 

コンペマッチでトグル出力 

1 x 0 0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 x 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 x 1 x 

インプットキャプチャ

レジスタ 

両エッジでインプットキャプチャ 

【記号説明】x：Don't care 

【注】 * パワーオンリセット後、TIORを設定するまでは 0が出力されます。 
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表 12.19 TIORL_4（チャネル 4） 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 説   明 

IOD3 IOD2 IOD1 IOD0 TGRD_4の機能 TIOC4D端子の機能 

0 0 0 0 出力保持*1 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力保持 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

アウトプットコンペア

レジスタ*2 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 x 0 0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 x 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 x 1 x 

インプットキャプチャ

レジスタ*2 

両エッジでインプットキャプチャ 

【記号説明】x：Don't care 

【注】 *1 パワーオンリセット後、TIORを設定するまでは 0が出力されます。 

 *2 TMDR_4の BFBビットを 1にセットして、TGRD_4をバッファレジスタとして使用した場合は、本設定は無効に

なりインプットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しません。 
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表 12.20 TIORH_0（チャネル 0） 

ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

IOA3 IOA2 IOA1 IOA0 TGRA_0の機能 TIOC0A端子の機能 

0 0 0 0 出力保持* 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力保持 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

アウトプットコンペア

レジスタ 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 0 0 0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 1 x 両エッジでインプットキャプチャ 

1 1 x x 

インプットキャプチャ

レジスタ 

キャプチャ入力元はチャネル 1／カウントクロック 

TCNT_1のカウントアップ／カウントダウンでイン

プットキャプチャ 

【記号説明】x：Don't care 

【注】 * パワーオンリセット後、TIORを設定するまでは 0が出力されます。 
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表 12.21 TIORL_0（チャネル 0） 

ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

IOC3 IOC2 IOC1 IOC0 TGRC_0の機能 TIOC0Cの端子の機能 

0 0 0 0 出力保持*1 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力保持 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

アウトプットコンペア

レジスタ*2 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 0 0 0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 1 x 両エッジでインプットキャプチャ 

1 1 x x 

インプットキャプチャ

レジスタ*2 

キャプチャ入力元はチャネル 1／カウントクロック 

TCNT_1のカウントアップ／カウントダウンでイン

プットキャプチャ 

【記号説明】x：Don't care 

【注】 *1 パワーオンリセット後、TIORを設定するまでは 0が出力されます。 

 *2 TMDR_0の BFAビットを 1にセットして TGRC_0をバッファレジスタとして使用した場合は、本設定は無効に

なり、インプットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しません。 
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表 12.22 TIOR_1（チャネル 1） 

ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

IOA3 IOA2 IOA1 IOA0 TGRA_1の機能 TIOC1A端子の機能 

0 0 0 0 出力保持* 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力保持 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

アウトプットコンペア

レジスタ 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 0 0 0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 1 x 両エッジでインプットキャプチャ 

1 1 x x 

インプットキャプチャ

レジスタ 

TGRA_0のコンペアマッチ／インプットキャプチャ

の発生でインプットキャプチャ 

【記号説明】x：Don't care 

【注】 * パワーオンリセット後、TIORを設定するまでは 0が出力されます。 
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表 12.23 TIOR_2（チャネル 2） 

ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

IOA3 IOA2 IOA1 IOA0 TGRA_2の機能 TIOC2A端子の機能 

0 0 0 0 出力保持* 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力保持 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

アウトプットコンペア

レジスタ 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 x 0 0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 x 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 x 1 x 

インプットキャプチャ

レジスタ 

両エッジでインプットキャプチャ 

【記号説明】x：Don't care 

【注】 * パワーオンリセット後、TIORを設定するまでは 0が出力されます。 
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表 12.24 TIORH_3（チャネル 3） 

ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

IOA3 IOA2 IOA1 IOA0 TGRA_3の機能 TIOC3A端子の機能 

0 0 0 0 出力保持* 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力保持 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

アウトプットコンペア

レジスタ 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 x 0 0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 x 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 x 1 x 

インプットキャプチャ

レジスタ 

両エッジでインプットキャプチャ 

【記号説明】x：Don't care 

【注】 * パワーオンリセット後、TIORを設定するまでは 0が出力されます。 
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表 12.25 TIORL_3（チャネル 3） 

ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

IOC3 IOC2 IOC1 IOC0 TGRC_3の端子 TIOC3C端子の機能 

0 0 0 0 出力保持*1 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力保持 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

アウトプットコンペア

レジスタ*2 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 x 0 0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 x 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 x 1 x 

インプットキャプチャ

レジスタ*2 

両エッジでインプットキャプチャ 

【記号説明】x：Don't care 

【注】 *1 パワーオンリセット後、TIORを設定するまでは 0が出力されます。 

 *2 TMDR_3の BFAビットを 1にセットして TGRC_3をバッファレジスタとして使用した場合は、本設定は無効に

なり、インプットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しません。 
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表 12.26 TIORH_4（チャネル 4） 

ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

IOA3 IOA2 IOA1 IOA0 TGRA_4の機能 TIOC4A端子の機能 

0 0 0 0 出力保持* 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力保持 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 

アウトプットコンペア

レジスタ 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1  初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 x 0 0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 x 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 x 1 x 

インプットキャプチャ

レジスタ 

両エッジでインプットキャプチャ 

【記号説明】x：Don't care 

【注】 * パワーオンリセット後、TIORを設定するまでは 0が出力されます。 
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表 12.27 TIORL_4（チャネル 4） 

ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

IOC3 IOC2 IOC1 IOC0 TGRC_4の機能 TIOC4C端子の機能 

0 0 0 0 出力保持*1 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力保持 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

アウトプットコンペア

レジスタ*2 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 x 0 0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 x 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 x 1 x 

インプットキャプチャ

レジスタ*2 

両エッジでインプットキャプチャ 

【記号説明】x：Don't care 

【注】 *1 パワーオンリセット後、TIORを設定するまでは 0が出力されます。 

 *2 TMDR_4の BFAビットを 1にセットして、TGRC_4をバッファレジスタとして使用した場合は、本設定は無効に

なり、インプットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しません。 
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表 12.28 TIORU_5、TIORV_5、TIORW_5（チャネル 5） 

ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

IOC4 IOC3 IOC2 IOC1 IOC0 TGRU_5、TGRV_5、

TGRW_5の機能 

TIC5U、TIC5V、TIC5W端子の機能 

0 0 0 0 0 コンペアマッチ 

0 0 0 0 1 設定禁止 

0 0 0 1 x 設定禁止 

0 0 1 x x 設定禁止 

0 1 x x x 

コンペアマッチ 

レジスタ 

設定禁止 

1 0 0 0 0 設定禁止 

1 0 0 0 1 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 0 1 0 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 0 1 1 両エッジでインプットキャプチャ 

1 0 1 x x 設定禁止 

1 1 0 0 0 設定禁止 

1 1 0 0 1 外部入力信号の Lowパルス幅測定用 

谷でキャプチャ 

1 1 0 1 0 外部入力信号の Lowパルス幅測定用 

山でキャプチャ 

1 1 0 1 1 外部入力信号の Lowパルス幅測定用 

山と谷でキャプチャ 

1 1 1 0 0 設定禁止 

1 1 1 0 1 外部入力信号の Highパルス幅測定用 

谷でキャプチャ 

1 1 1 1 0 外部入力信号の Highパルス幅測定用 

山でキャプチャ 

1 1 1 1 1 

インプットキャプチャ

レジスタ 

外部入力信号の Highパルス幅測定用 

山と谷でキャプチャ 

【記号説明】x：Don't care 
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12.3.4 タイマコンペアマッチクリアレジスタ（TCNTCMPCLR） 

TCNTCMPCLRは、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、TCNTU_5、TCNTV_5、TCNTW_5のク

リア要求を設定することができます。MTU2には、チャネル 5に 1本の TCNTCMPCLRがあります。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R/W R/W

- - - - - CMP
CLR5U

CMP
CLR5V

CMP
CLR5W

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 CMPCLR5U 0 R/W TCNTコンペアクリア 5U 

TGRU_5のコンペアマッチ／インプットキャプチャによる、TCNTU_5クリア

要求を許可または禁止します。 

0：TCNTU_5と TGRU_5のコンペアマッチ／インプットキャプチャによ 

る、TCNTU_5の H'0000クリアを禁止 

1：TCNTU_5と TGRU_5のコンペアマッチ／インプットキャプチャによ 

る、TCNTU_5の H'0000クリアを許可 

1 CMPCLR5V 0 R/W TCNTコンペアクリア 5V 

TGRV_5のコンペアマッチ／インプットキャプチャによる、TCNTV_5クリア

要求を許可または禁止します。 

0：TCNTV_5と TGRV_5のコンペアマッチ／インプットキャプチャによ 

る、TCNTV_5の H'0000クリアを禁止 

1：TCNTV_5と TGRV_5のコンペアマッチ／インプットキャプチャによ 

る、TCNTV_5の H'0000クリアを許可 

0 CMPCLR5W 0 R/W TCNTコンペアクリア 5W 

TCNTW_5と TGRW_5のコンペアマッチ／インプットキャプチャによる、

TCNTW_5クリア要求を許可または禁止します。 

0：TCNTW_5と TGRW_5のコンペアマッチ／インプットキャプチャによ 

る、TCNTW_5の H'0000クリアを禁止 

1：TCNTW_5と TGRW_5のコンペアマッチ／インプットキャプチャによ 

る、TCNTW_5の H'0000クリアを許可 
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12.3.5 タイマインタラプトイネーブルレジスタ（TIER） 

TIERは、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、各チャネルの割り込み要求の許可、禁止を制御し

ます。MTU2には、チャネル 0に 2本、チャネル 1～5に各 1本、計 7本の TIERがあります。 
 

• TIER_0、TIER_1、TIER_2、TIER_3、TIER_4 

 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TTGE TTGE2 TCIEU TCIEV TGIED TGIEC TGIEB TGIEA

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 TTGE 0 R/W A/D変換開始要求イネーブル 

TGRAのインプットキャプチャ／コンペアマッチによるA/D変換器開始要求の

発生を許可または禁止します。 

0：A/D変換開始要求の発生を禁止 

1：A/D変換開始要求の発生を許可 

6 TTGE2 0 R/W A/D変換開始要求イネーブル 2 

相補 PWMモードで、TCNT_4のアンダフロー（谷）による A/D変換要求の発

生を許可または禁止します。 

チャネル 0～3ではリザーブビットです。読み出すと常に 0が読み出されます。

書き込む値も常に 0にしてください。 

0：TCNT_4のアンダフロー（谷）による A/D変換要求を禁止 

1：TCNT_4のアンダフロー（谷）による A/D変換要求を許可 

5 TCIEU 0 R/W アンダフローインタラプトイネーブル 

チャネル 1、2で TSRの TCFUフラグが 1にセットされたとき、TCFUフラグ

による割り込み要求（TCIU）を許可または禁止します。 

チャネル 0、3、4ではリザーブビットです。読み出すと常に 0が読み出されま

す。書き込む値も常に 0にしてください。 

0：TCFUによる割り込み要求（TCIU）を禁止 

1：TCFUによる割り込み要求（TCIU）を許可 

4 TCIEV 0 R/W オーバフローインタラプトイネーブル 

TSRの TCFVフラグが 1にセットされたとき、TCFVフラグによる割り込み要

求（TCIV）を許可または禁止します。 

0：TCFVによる割り込み要求（TCIV）を禁止 

1：TCFVによる割り込み要求（TCIV）を許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

3 TGIED 0 R/W TGRインタラプトイネーブル D 

チャネル 0、3、4で TSRの TGFDビットが 1にセットされたとき、TGFDビ

ットによる割り込み要求（TGID）を許可または禁止します。 

チャネル 1、2ではリザーブビットです。読み出すと常に 0が読み出されます。

書き込む値も常に 0にしてください。 

0：TGFDビットによる割り込み要求（TGID）を禁止 

1：TGFDビットによる割り込み要求（TGID）を許可 

2 TGIEC 0 R/W TGRインタラプトイネーブル C 

チャネル 0、3、4で TSRの TGFCビットが 1にセットされたとき、TGFCビ

ットによる割り込み要求（TGIC）を許可または禁止します。 

チャネル 1、2ではリザーブビットです。読み出すと常に 0が読み出されます。

書き込む値も常に 0にしてください。 

0：TGFCビットによる割り込み要求（TGIC）を禁止 

1：TGFCビットによる割り込み要求（TGIC）を許可 

1 TGIEB 0 R/W TGRインタラプトイネーブル B 

TSRの TGFBビットが 1にセットされたとき、TGFBビットによる割り込み要

求（TGIB）を許可または禁止します。 

0：TGFBビットによる割り込み要求（TGIB）を禁止 

1：TGFBビットによる割り込み要求（TGIB）を許可 

0 TGIEA 0 R/W TGRインタラプトイネーブル A 

TSRの TGFAビットが 1にセットされたとき、TGFAビットによる割り込み要

求（TGIA）を許可または禁止します。 

0：TGFAビットによる割り込み要求（TGIA）を禁止 

1：TGFAビットによる割り込み要求（TGIA）を許可 
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• TIER2_0 

 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R R R R R R/W R/W

TTGE2 - - - - - TGIEF TGIEE

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 TTGE2 0 R/W A/D変換開始要求イネーブル 2 

TCNT_0と TGRE_0のコンペアマッチによる A/D変換開始要求の発生を許可

または禁止します。 

0：TCNT_0と TGRE_0のコンペアマッチによる A/D変換開始要求を禁止 

する 

1：TCNT_0と TGRE_0のコンペアマッチによる A/D変換開始要求を許可 

する 

6～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 TGIEF 0 R/W TGRインタラプトイネーブル F 

TCNT_0とTGRF_0のコンペアマッチによる割り込み要求の発生を許可または

禁止します。 

0：TGFEビットによる割り込み要求（TGIF）を禁止 

1：TGFEビットによる割り込み要求（TGIF）を許可 

0 TGIEE 0 R/W TGRインタラプトイネーブル E 

TCNT_0と TGRE_0のコンペアマッチによる割り込み要求の発生を許可また

は禁止します。 

0：TGEEビットによる割り込み要求（TGIE）を禁止 

1：TGEEビットによる割り込み要求（TGIE）を許可 
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• TIER_5 

 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R/W R/W

- - - - - TGIE5U TGIE5V TGIE5W

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 TGIE5U 0 R/W TGRインタラプトイネーブル 5U 

TSR_5の CMFU5ビットに 1がセットされたとき、CMFU5ビットによる割り

込み要求（TGIU_5）を許可または禁止します。 

0：TGIU_5割り込み要求を禁止 

1：TGIU_5割り込み要求を許可 

1 TGIE5V 0 R/W TGRインタラプトイネーブル 5V 

TSR_5の CMFV5ビットに 1がセットされたとき、CMFV5ビットによる割り

込み要求（TGIV_5）を許可または禁止します。 

0：TGIV_5割り込み要求を禁止 

1：TGIV_5割り込み要求を許可 

0 TGIE5W 0 R/W TGRインタラプトイネーブル 5W 

TSR_5の CMFW5ビットに 1がセットされたとき、CMFW5ビットによる割り

込み要求（TGIW_5）を許可または禁止します。 

0：TGIW_5割り込み要求を禁止 

1：TGIW_5割り込み要求を許可 
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12.3.6 タイマステータスレジスタ（TSR） 

TSRは、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、各チャネルのステータスの表示を行います。MTU2

には、チャネル 0に 2本、チャネル 1～5に各 1本、計 7本の TSRがあります。 
 

• TSR_0、TSR_1、TSR_2、TSR_3、TSR_4 

 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 0 0 0 0 0 0
R R R/(W)*1R/(W)*1R/(W)*1R/(W)*1R/(W)*1R/(W)*1

【注】  フラグをクリアするため、1を読み出した後に0を書き込むことのみ可能です。*1

TCFD - TCFU TCFV TGFD TGFC TGFB TGFA

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 TCFD 1 R カウント方向フラグ 

チャネル 1～4の TCNTのカウント方向を示すステータスフラグです。 

チャネル 0ではリザーブビットです。読み出すと常に 1が読み出されます。書き

込む値も常に 1にしてください。 

0：TCNTはダウンカウント 

1：TCNTはアップカウント 

6 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

5 TCFU 0 R/(W)*1 アンダフローフラグ 

チャネル 1、2が位相計数モードのとき、TCNTのアンダフローの発生を示すステ

ータスフラグです。フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 

チャネル 0、3、4ではリザーブビットです。読み出すと常に 0が読み出されます。

書き込む値も常に 0にしてください。 

［セット条件］ 

• TCNTの値がアンダフロー（H'0000→H'FFFF）したとき 

［クリア条件］ 

• TCFU＝1の状態で TCFUをリード後、TCFUに 0をライトしたとき*2 

4 TCFV 0 R/(W)*1 オーバフローフラグ 

TCNTのオーバフローの発生を示すステータスフラグです。フラグをクリアするた

めの 0ライトのみ可能です。 

［セット条件］ 

• TCNTの値がオーバフローしたとき（H'FFFF→ H'0000） 

チャネル 4では相補 PWMモードで TCNT_4の値がアンダフロー（H'0001→

H'0000）したときにも本フラグがセットされます。 

［クリア条件］ 

• TCFV＝1の状態で TCFVをリード後、TCFVに 0をライトしたとき*2 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 TGFD 0 R/(W)*1 インプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグ D 

チャネル 0、3、4の TGRDのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生

を示すステータスフラグです。フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。

チャネル 1、2ではリザーブビットです。読み出すと常に 0が読み出されます。書

き込む値も常に 0にしてください。 

［セット条件］ 

• TGRDがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT＝

TGRDになったとき 

• TGRDがインプットキャプチャとして機能している場合、インプットキャプチャ

信号により TCNTの値が TGRDに転送されたとき 

［クリア条件］ 

• TGFD＝1の状態で TGFDをリード後、TGFDに 0をライトしたとき*2 

2 TGFC 0 R/(W)*1 インプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグ C 

チャネル 0、3、4の TGRCのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生

を示すステータスフラグです。フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。

チャネル 1、2ではリザーブビットです。読み出すと常に 0が読み出されます。書

き込む値も常に 0にしてください。 

［セット条件］ 

• TGRCがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT＝

TGRCになったとき 

• TGRCがインプットキャプチャとして機能している場合、インプットキャプチャ

信号により TCNTの値が TGRCに転送されたとき 

［クリア条件］ 

• TGFC＝1の状態で TGFCをリード後、TGFCに 0をライトしたとき*2 

1 TGFB 0 R/(W)*1 インプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグ B 

TGRBのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフ

ラグです。フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 

［セット条件］ 

• TGRBがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT＝

TGRBになったとき 

• TGRBがインプットキャプチャとして機能している場合、インプットキャプチャ

信号により TCNTの値が TGRBに転送されたとき 

［クリア条件］ 

• TGFB＝1の状態で TGFBをリード後、TGFBに 0をライトしたとき*2 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 TGFA 0 R/(W)*1 インプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグ A 

TGRAのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフ

ラグです。フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 

［セット条件］ 

• TGRAがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT＝

TGRAになったとき 

• TGRAがインプットキャプチャとして機能している場合、インプットキャプチャ

信号により TCNTの値が TGRAに転送されたとき 

［クリア条件］ 

• TGIA割り込みにより DMACが起動されたとき 

• TGFA＝1の状態で TGFAをリード後、TGFAに 0をライトしたとき*2 

【注】 *1 フラグをクリアするため、1を読み出した後に 0を書き込むことのみ可能です。 

 *2 タイマステータスレジスタ（TSR）へのライトは、1リード後にクリアしたいビットのみ 0ライト、その他のビッ

トは 1ライトを行ってください。1ライトに関しては実際には行われず、前値を保持します。 

 

• TSR2_0 

 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/(W)*1 R/(W)*1

【注】  フラグをクリアするため、1を読み出した後に0を書き込むことのみ可能です。*1

- - - - - - TGFF TGFE

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7、6 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

5～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 TGFF 0 R/(W)*1 コンペアマッチフラグ F 

TCNT_0と TGRF_0のコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 

［セット条件］ 

• TGRF_0をコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT_0＝TGRF_0

になったとき 

［クリア条件］ 

• TGFF＝1の状態で TGFFをリード後、TGFFに 0をライトしたとき*2 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 TGFE 0 R/(W)*1 コンペアマッチフラグ E 

TCNT_0と TGRE_0のコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 

［セット条件］ 

• TGRE_0をコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT_0＝TGRE_0

になったとき 

［クリア条件］ 

• TGFE＝1の状態で TGFEをリード後、TGFEに 0をライトしたとき*2 

【注】 *1 フラグをクリアするため、1を読み出した後に 0を書き込むことのみ可能です。 

 *2 タイマステータスレジスタ（TSR）へのライトは、1リード後にクリアしたいビットのみ 0ライト、その他のビッ

トは 1ライトを行ってください。1ライトに関しては実際には行われず、前値を保持します。 

 

• TSR_5 

 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/(W)*1 R/(W)*1R/(W)*1

【注】  フラグをクリアするため、1を読み出した後に0を書き込むことのみ可能です。*1

- - - - - CMFU5 CMFV5 CMFW5

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 CMFU5 0 R/(W)*1 コンペアマッチ／インプットキャプチャフラグ U5 

TGRU_5のインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータ

スフラグです。フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 

［セット条件］ 

• TGRU_5がコンペアマッチレジスタとして機能している場合、TCNTU_5＝

TGRU_5になったとき 

• TGRU_5がインプットキャプチャとして機能している場合、インプットキャ

プチャ信号により TCNTU_5の値が TGRU_5に転送されたとき 

• TGRU_5が外部入力信号のパルス幅測定として機能している場合、TCNTU_5

の値が TGRU_5に転送されたとき*2 

［クリア条件］ 

• CMFU5＝1の状態で CMFU5をリード後、CMFU5に 0をライトしたとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 CMFV5 0 R/(W)*1 コンペアマッチ／インプットキャプチャフラグ V5 

TGRV_5のインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータ

スフラグです。フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 

［セット条件］ 

• TGRV_5がコンペアマッチレジスタとして機能している場合、TCNTV_5＝

TGRV_5になったとき 

• TGRV_5がインプットキャプチャとして機能している場合、インプットキャ

プチャ信号により TCNTV_5の値が TGRV_5に転送されたとき 

• TGRV_5が外部入力信号のパルス幅測定として機能している場合、TCNTV_5

の値が TGRV_5に転送されたとき*2 

［クリア条件］ 

• CMFV5＝1の状態で CMFV5をリード後、CMFV5に 0をライトしたとき 

0 CMFW5 0 R/(W)*1 コンペアマッチ／インプットキャプチャフラグW5 

TGRW_5のインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステー

タスフラグです。 

［セット条件］ 

• TGRW_5がコンペアマッチレジスタとして機能している場合、TCNTW_5＝

TGRW_5になったとき 

• TGRW_5がインプットキャプチャとして機能している場合、インプットキャ

プチャ信号により TCNTW_5の値が TGRW_5に転送されたとき 

• TGRW_5が外部入力信号のパルス幅測定として機能している場合、

TCNTW_5の値が TGRW_5に転送されたとき*2 

［クリア条件］ 

• CMFW5＝1の状態で CMFW5をリード後、CMFW5に 0をライトしたとき 

【注】 *1 フラグをクリアするため、1を読み出した後に 0を書き込むことのみ可能です。 

 *2 転送するタイミングは、タイマ I/Oコントロールレジスタ U_5/V_5/W_5（TIORU_5/V_5/W_5）の IOCビットで

設定します。 
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12.3.7 タイマバッファ動作転送モードレジスタ（TBTM） 

TBTMは、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、PWMモード時のバッファレジスタからタイマジ

ェネラルレジスタへの転送タイミングの設定を行います。MTU2には、チャネル 0、3、4に各 1本、計 3本の TBTM

があります。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R/W R/W

- - - - - TTSE TTSB TTSA

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 TTSE 0 R/W タイミングセレクト E 

バッファ動作時の TGRF_0から TGRE_0への転送タイミングを設定します。

チャネル 3、4ではリザーブビットです。読み出すと常に 0が読み出されます。

書き込む値も常に 0にしてください。 

なお、チャネル 0を PWMモード以外で使用する場合は、本ビットを 1に設定

しないでください。 

0：チャネル 0のコンペアマッチ E発生時 

1：TCNT_0クリア時 

1 TTSB 0 R/W タイミングセレクト B 

各チャネルのバッファ動作時の TGRDから TGRBへの転送タイミングを設定

します。 

なお、PWMモード以外で使用するチャネルでは、本ビットを 1に設定しない

でください。 

0：各チャネルのコンペアマッチ B発生時 

1：各チャネルの TCNTクリア時 

0 TTSA 0 R/W タイミングセレクト A 

各チャネルのバッファ動作時の TGRCから TGRAへの転送タイミングを設定

します。 

なお、PWMモード以外で使用するチャネルでは、本ビットを 1に設定しない

でください。 

0：各チャネルのコンペアマッチ A発生時 

1：各チャネルの TCNTクリア時 
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12.3.8 タイマインプットキャプチャコントロールレジスタ（TICCR） 

TICCRは、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、TCNT_1と TCNT_2のカスケード接続時のイン

プットキャプチャ条件を制御します。MTU2には、チャネル 1に 1本の TICCRがあります。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W

- - - - I2BE I2AE I1BE I1AE

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3 I2BE 0 R/W インプットキャプチャイネーブル 

TGRB_1のインプットキャプチャ条件にTIOC2B端子を追加する／しないを選

択します。 

0：TIOC2B端子を TGRB_1のインプットキャプチャ条件に追加しない 

1：TIOC2B端子を TGRB_1のインプットキャプチャ条件に追加する 

2 I2AE 0 R/W インプットキャプチャイネーブル 

TGRA_1のインプットキャプチャ条件にTIOC2A端子を追加する／しないを選

択します。 

0：TIOC2A端子を TGRA_1のインプットキャプチャ条件に追加しない 

1：TIOC2A端子を TGRA_1のインプットキャプチャ条件に追加する 

1 I1BE 0 R/W インプットキャプチャイネーブル 

TGRB_2のインプットキャプチャ条件にTIOC1B端子を追加する／しないを選

択します。 

0：TIOC1B端子を TGRB_2のインプットキャプチャ条件に追加しない 

1：TIOC1B端子を TGRB_2のインプットキャプチャ条件に追加する 

0 I1AE 0 R/W インプットキャプチャイネーブル 

TGRA_2のインプットキャプチャ条件にTIOC1A端子を追加する／しないを選

択します。 

0：TIOC1A端子を TGRA_2のインプットキャプチャ条件に追加しない 

1：TIOC1A端子を TGRA_2のインプットキャプチャ条件に追加する 

 



 

12. マルチファンクションタイマパルスユニット 2（MTU2） 

12-48  R01UH0025JJ0300  Rev.3.00 

  2010.09.15 

SH7261グループ

12.3.9 タイマ A/D変換開始要求コントロールレジスタ（TADCR） 

TADCRは、16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、A/D変換開始要求の許可／禁止の設定と、割

り込み間引きと A/D変換開始要求を連動する／しないを設定します。MTU2には、チャネル 4に 1本の TADCR

があります。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0* 0 0* 0* 0* 0* 0*
R/W R/W R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

【注】 相補PWMモード以外では、1に設定しないでください。*

BF[1:0] - - - - - - UT4AE DT4AE UT4BE DT4BE ITA3AE ITA4VE ITB3AE ITB4VE

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 BF[1:0] 00 R/W TADCOBRA/B_4転送タイミングセレクト 

TADCOBRA/B_4から TADCORA/B_4への転送タイミングを選択します。 

詳細は表 12.29を参照してください。 

13～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7 UT4AE 0 R/W アップカウント TRG4ANイネーブル 

TCNT_4のアップカウント時に A/D変換の開始要求（TRG4AN）の許可／禁止

を設定します。 

0：TCNT_4のアップカウント時に A/D変換の開始要求（TRG4AN）を禁止 

1：TCNT_4のアップカウント時に A/D変換の開始要求（TRG4AN）を許可 

6 DT4AE 0* R/W ダウンカウント TRG4ANイネーブル 

TCNT_4のダウンカウント時に A/D変換の開始要求（TRG4AN）の許可／禁止

を設定します。 

0：TCNT_4のダウンカウント時に A/D変換の開始要求（TRG4AN）を禁止 

1：TCNT_4のダウンカウント時に A/D変換の開始要求（TRG4AN）を許可 

5 UT4BE 0 R/W アップカウント TRG4BNイネーブル 

TCNT_4のアップカウント時に A/D変換の開始要求（TRG4BN）の許可／禁止

を設定します。 

0：TCNT_4のアップカウント時に A/D変換の開始要求（TRG4BN）を禁止 

1：TCNT_4のアップカウント時に A/D変換の開始要求（TRG4BN）を許可 

4 DT4BE 0* R/W ダウンカウント TRG4BNイネーブル 

TCNT_4のダウンカウント時に A/D変換の開始要求（TRG4BN）の許可／禁止

を設定します。 

0：TCNT_4のダウンカウント時に A/D変換の開始要求（TRG4BN）を禁止 

1：TCNT_4のダウンカウント時に A/D変換の開始要求（TRG4BN）を許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 ITA3AE 0* R/W TGIA_3割り込み間引き連動イネーブル 

A/D変換の開始要求（TRG4AN）を TGIA_3割り込み間引き機能と連動する／

しないを選択します。 

0：TGIA_3割り込み間引き機能と連動しない 

1：TGIA_3割り込み間引き機能と連動する 

2 ITA4VE 0* R/W TCIV_4割り込み間引き連動イネーブル 

A/D変換の開始要求（TRG4AN）を TCIV_4割り込み間引き機能と連動する／

しないを選択します。 

0：TCIV_4割り込み間引き機能と連動しない 

1：TCIV_4割り込み間引き機能と連動する 

1 ITB3AE 0* R/W TGIA_3割り込み間引き連動イネーブル 

A/D変換の開始要求（TRG4BN）を TGIA_3割り込み間引き機能と連動する／

しないを選択します。 

0：TGIA_3割り込み間引き機能と連動しない 

1：TGIA_3割り込み間引き機能と連動する 

0 ITB4VE 0* R/W TCIV_4割り込み間引き連動イネーブル 

A/D変換の開始要求（TRG4BN）を TCIV_4割り込み間引き機能と連動する／

しないを選択します。 

0：TCIV_4割り込み間引き機能と連動しない 

1：TCIV_4割り込み間引き機能と連動する 

【注】 1. TADCRの 8ビット単位でのアクセスは禁止です。常に 16ビット単位でアクセスしてください。 

 2. 割り込み間引きが禁止のとき（タイマ割り込み間引き設定レジスタ（TITCR）の T3AEN、T4VENビットを 0に設

定したとき、または TITCRの間引き回数設定ビット（3ACOR、4VCOR）を 0に設定したとき）は、必ず割り込

み間引き機能と連動しない（タイマ A/D変換開始要求コントロールレジスタ（TADCR）の ITA3AE、ITA4VE、

ITB3AE、ITB4VEビットを 0に設定）設定にしてください。 

 3. 割り込み間引きが禁止のときに、割り込み間引きと連動する設定にした場合、A/D変換の開始要求が行われません。 

 * 相補 PWMモード以外では、1に設定しないでください。 

 

表 12.29 BF1、BF0ビットによる転送タイミングの設定 

ビット 7 ビット 6 

BF1 BF0 

説   明 

0 0 周期設定バッファレジスタから周期設定レジスタへ転送しない 

0 1 TCNT_4の山で周期設定バッファレジスタから周期設定レジスタへ転送する*1 

1 0 TCNT_4の谷で周期設定バッファレジスタから周期設定レジスタへ転送する*2 

1 1 TCNT_4の山と谷で周期設定バッファレジスタから周期設定レジスタへ転送する*2 

【注】 *1 相補 PWMモードでは TCNT_4の山、リセット同期 PWMモードでは TCNT_3が TGRA_3とコンペアマッチした

とき、PWMモード 1／通常動作モードでは TCNT_4が TGRA_4とコンペアマッチしたときに、周期設定バッフ

ァレジスタから周期設定レジスタへ転送します。 

 *2 相補 PWMモード以外では設定禁止です。 
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12.3.10 タイマ A/D変換開始要求周期設定レジスタ（TADCORA/B_4） 

TADCORA/B_4は、16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。TCNT_4と一致したとき、対応する

A/D変換開始要求を発生します。 

TADCORA/B_4の初期値は H'FFFFです。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

【注】 TADCORA/B_4の8ビット単位でのアクセスは禁止です。常に16ビット単位でアクセスしてください。

                

 
 

12.3.11 タイマ A/D変換開始要求周期設定バッファレジスタ（TADCOBRA/B_4） 

TADCOBRA/B_4は、16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。TADCORA/B_4のバッファレジス

タから山か谷で TADCORA/B_4に転送します。 

TADCOBRA/B_4の初期値は H'FFFFです。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

【注】 TADCOBRA/B_4の8ビット単位でのアクセスは禁止です。常に16ビット単位でアクセスしてください。

                

 
 

12.3.12 タイマカウンタ（TCNT） 

TCNTは、16ビットの読み出し／書き込み可能なカウンタです。チャネル 0～4に各 1本、チャネル 5に

TCNTU/V/W_5の 3本、計 8本の TCNTがあります。 

TCNTは、リセット時にH'0000に初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

【注】 TCNTの8ビット単位でのアクセスは禁止です。常に16ビット単位でアクセスしてください。
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12.3.13 タイマジェネラルレジスタ（TGR） 

TGRは、16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。チャネル 0に 6本、チャネル 1、2に各 2本、

チャネル 3、4に各 4本、チャネル 5に 3本、計 21本のジェネラルレジスタがあります。 

TGRA、TGRB、TGRC、TGRDはアウトプットコンペア／インプットキャプチャ兼用のレジスタです。チャネ

ル 0、3、4の TGRCと TGRDは、バッファレジスタとして動作設定することができます。TGRとバッファレジス

タの組み合わせは、TGRA－TGRC、TGRB－TGRDになります。 

TGRE_0、TGRF_0はコンペアレジスタとして機能し、TCNT_0と TGRE_0が一致したとき、A/D変換開始要求

を発生することができます。TGRFは、バッファレジスタとして動作設定することができます。TGRとバッファ

レジスタの組み合わせは、TGRE－TGRFになります。 

TGRU_5、TGRV_5、TGRW_5はコンペアマッチ／インプットキャプチャ／外部パルス幅測定兼用のレジスタで

す。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

【注】 TGRの8ビット単位でのアクセスは禁止です。常に16ビット単位でアクセスしてください。TGRの初期値は、H'FFFFです。
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12.3.14 タイマスタートレジスタ（TSTR） 

TSTRは、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、チャネル 0～4の TCNTの動作／停止を選択しま

す。 

TSTR_5は、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、チャネル 5の TCNTU/V/W_5の動作／停止を選

択します。 

TMDRへ動作モードを設定する場合や TCRへ TCNTのカウントクロックを設定する場合は、TCNTのカウンタ

動作を停止してから行ってください。 
 

• TSTR 

 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R R R R/W R/W R/W

CST4 CST3 - - - CST2 CST1 CST0

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 CST4 0 R/W 

6 CST3 0 R/W 

カウンタスタート 4、3 

TCNTの動作または停止を選択します。 

TIOC端子を出力状態で動作中に、CSTビットに 0をライトするとカウンタは

停止しますが、TIOC端子のアウトプットコンペア出力レベルは保持されます。

CSTビットが 0の状態で TIORへのライトを行うと、設定した初期出力値に端

子の出力レベルが更新されます。 

0：TCNT_4、TCNT_3のカウント動作は停止 

1：TCNT_4、TCNT_3はカウント動作 

5～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 CST2 0 R/W 

1 CST1 0 R/W 

0 CST0 0 R/W 

カウンタスタート 2～0 

TCNTの動作または停止を選択します。 

TIOC端子を出力状態で動作中に、CSTビットに 0をライトするとカウンタは

停止しますが、TIOC端子のアウトプットコンペア出力レベルは保持されます。

CSTビットが 0の状態で TIORへのライトを行うと、設定した初期出力値に端

子の出力レベルが更新されます。 

0：TCNT_2～TCNT_0のカウント動作は停止 

1：TCNT_2～TCNT_0はカウント動作 
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• TSTR_5 

 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R/W R/W

- - - - - CSTU5 CSTV5 CSTW5

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 CSTU5 0 R/W カウンタスタート U5 

TCNTU_5の動作または停止を選択します。 

0：TCNTU_5のカウンタ動作は停止 

1：TCNTU_5のカウンタ動作 

1 CSTV5 0 R/W カウンタスタート V5 

TCNTV_5の動作または停止を選択します。 

0：TCNTV_5のカウンタ動作は停止 

1：TCNTV_5のカウンタ動作 

0 CSTW5 0 R/W カウンタスタートW5 

TCNTW_5の動作または停止を選択します。 

0：TCNTW_5のカウンタ動作は停止 

1：TCNTW_5のカウンタ動作 
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12.3.15 タイマシンクロレジスタ（TSYR） 

TSYRは、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、チャネル 0～4の TCNTの独立動作または同期動

作を選択します。対応するビットを 1にセットしたチャネルが同期動作を行います。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R R R R/W R/W R/W

SYNC4 SYNC3 - - - SYNC2 SYNC1 SYNC0

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 SYNC4 0 R/W 

6 SYNC3 0 R/W 

タイマ同期 4、3 

他のチャネルとの独立動作または同期動作を選択します。 

同期動作を選択すると、複数の TCNTの同期プリセットや、他チャネルのカウ

ンタクリアによる同期クリアが可能となります。 

同期動作の設定には、最低 2チャネルの SYNCビットを 1にセットする必要

があります。同期クリアの設定には、SYNCビットの他に TCRの CCLR2～

CCLR0ビットで、TCNTのクリア要因を設定する必要があります。 

0：TCNT_4、TCNT_3は独立動作（TCNTのプリセット／クリアは他チャ

ネルと無関係） 

1：TCNT_4、TCNT_3は同期動作 

TCNTの同期プリセット／同期クリアが可能 

5～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 SYNC2 0 R/W 

1 SYNC1 0 R/W 

0 SYNC0 0 R/W 

タイマ同期 2～0 

他のチャネルとの独立動作または同期動作を選択します。 

同期動作を選択すると、複数の TCNTの同期プリセットや、他チャネルのカウ

ンタクリアによる同期クリアが可能となります。 

同期動作の設定には、最低 2チャネルの SYNCビットを 1にセットする必要

があります。同期クリアの設定には、SYNCビットの他に TCRの CCLR2～

CCLR0ビットで、TCNTのクリア要因を設定する必要があります。 

0：TCNT_2～TCNT_0は独立動作（TCNTのプリセット／クリアは他チャ

ネルと無関係） 

1：TCNT_2～TCNT_0は同期動作 

TCNTの同期プリセット／同期クリアが可能 
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12.3.16 タイマカウンタシンクロスタートレジスタ（TCSYSTR） 

TCSYSTRは、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、MTU2のカウンタの同期スタートを行います。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R R R

【注】 レジスタをセットするために1を書き込むことのみ可能です。*

SCH0 SCH1 SCH2 SCH3 SCH4 - - -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 SCH0 0 R/(W)* シンクロスタート 

MTU2の TCNT_0のシンクロスタートを制御します。 

0：MTU2の TCNT_0をシンクロスタートしない 

1：MTU2の TCNT_0をシンクロスタートする 

［クリア条件］ 

• SCH0＝1の状態で、MTU2の TSTRの CST0ビットに 1をセットしたとき 

6 SCH1 0 R/(W)* シンクロスタート 

MTU2の TCNT_1のシンクロスタートを制御します。 

0：MTU2の TCNT_1をシンクロスタートしない 

1：MTU2の TCNT_1をシンクロスタートする 

［クリア条件］ 

• SCH1＝1の状態で、MTU2の TSTRの CST1ビットに 1をセットしたとき 

5 SCH2 0 R/(W)* シンクロスタート 

MTU2の TCNT_2のシンクロスタートを制御します。 

0：MTU2の TCNT_2をシンクロスタートしない 

1：MTU2の TCNT_2をシンクロスタートする 

［クリア条件］ 

• SCH2＝1の状態で、MTU2の TSTRの CST2ビットに 1をセットしたとき 

4 SCH3 0 R/(W)* シンクロスタート 

MTU2の TCNT_3のシンクロスタートを制御します。 

0：MTU2の TCNT_3をシンクロスタートしない 

1：MTU2の TCNT_3をシンクロスタートする 

［クリア条件］ 

• SCH3＝1の状態で、MTU2の TSTRの CST3ビットに 1をセットしたとき 

3 SCH4 0 R/(W)* シンクロスタート 

MTU2の TCNT_4のシンクロスタートを制御します。 

0：MTU2の TCNT_4をシンクロスタートしない 

1：MTU2の TCNT_4をシンクロスタートする 

［クリア条件］ 

• SCH4＝1の状態で、MTU2の TSTRの CST4ビットに 1をセットしたとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

【注】 * レジスタをセットするために 1を書き込むことのみ可能です。 

 

12.3.17 タイマリードライトイネーブルレジスタ（TRWER） 

TRWERは、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。チャネル 3、4の誤書き込み防止の対象レジ

スタ／カウンタのアクセス許可／禁止を設定します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 1
R R R R R R R R/W

- - - - - - - RWE

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 RWE 1 R/W リードライトイネーブル 

誤書き込み防止のレジスタへのリードライト許可／禁止を設定します。 

0：レジスタのリードライトを禁止する 

1：レジスタのリードライトを許可する 

［クリア条件］ 

• RWE＝1の状態で RWEをリード後、RWEに 0をライトしたとき 

 

• 誤書き込み防止の対象レジスタ／カウンタ 

TCR_3、4、TMDR_3、4、TIORH_3、4、TIORL_3、4、TIER_3、4、TGRA_3、4、TGRB_3、4、TOER、TOCR1、

TOCR2、TGCR、TCDR、TDDRと TCNT_3、4の計 22レジスタです。 
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12.3.18 タイマアウトプットマスタイネーブルレジスタ（TOER） 

TOERは、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、出力端子の TIOC4D、TIOC4C、TIOC3D、TIOC4B、

TIOC4A、TIOC3Bの出力設定の許可／禁止を行います。これらの端子は TOERの各ビットの設定をしないと正し

く出力されません。チャネル 3、4において、TOERはチャネル 3、4の TIOR設定の前に値をセットしてください。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 0 0 0 0 0 0
R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - OE4D OE4C OE3D OE4B OE4A OE3B

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7、6 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

5 OE4D 0 R/W マスタイネーブル TIOC4D 

TIOC4D端子の MTU2出力を許可／禁止します。 

0：MTU2出力禁止（非アクティブレベル）* 

1：MTU2出力許可 

4 OE4C 0 R/W マスタイネーブル TIOC4C 

TIOC4C端子の MTU2出力を許可／禁止します。 

0：MTU2出力禁止（非アクティブレベル）* 

1：MTU2出力許可 

3 OE3D 0 R/W マスタイネーブル TIOC3D 

TIOC3D端子の MTU2出力を許可／禁止します。 

0：MTU2出力禁止（非アクティブレベル）* 

1：MTU2出力許可 

2 OE4B 0 R/W マスタイネーブル TIOC4B 

TIOC4B端子の MTU2出力を許可／禁止します。 

0：MTU2出力禁止（非アクティブレベル）* 

1：MTU2出力許可 

1 OE4A 0 R/W マスタイネーブル TIOC4A 

TIOC4A端子の MTU2出力を許可／禁止します。 

0：MTU2出力禁止（非アクティブレベル）* 

1：MTU2出力許可 

0 OE3B 0 R/W マスタイネーブル TIOC3B 

TIOC3B端子の MTU2出力を許可／禁止します。 

0：MTU2出力禁止（非アクティブレベル）* 

1：MTU2出力許可 

【注】 * 非アクティブレベルは、タイマアウトプットコントロールレジスタ 1/2（TOCR1/2）の設定によります。詳細は、

「12.3.19 タイマアウトプットコントロールレジスタ 1（TOCR1）」、「12.3.20 タイマアウトプットコントロー

ルレジスタ 2（TOCR2）」を参照してください。なお、相補 PWMモード／リセット同期 PWMモード以外で MTU2

出力する場合は 1に設定してください。0に設定した場合ローレベルが出力されます。 
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12.3.19 タイマアウトプットコントロールレジスタ 1（TOCR1） 

TOCR1は、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、相補 PWMモード／リセット同期 PWMモード

の PWM周期に同期したトグル出力の許可／禁止、および PWM出力の出力レベル反転の制御を行います。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W R R R/(W)* R/W R/W R/W

【注】 パワーオンリセット後、1回のみ1を書き込みできます。1を書き込み後は、0を書き込むことはできません。*

- PSYE - - TOCL TOCS OLSN OLSP

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6 PSYE 0 R/W PWM同期出力イネーブル 

PWM周期に同期したトグル出力の許可／禁止を設定します。 

0：トグル出力を禁止 

1：トグル出力を許可 

5、4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3 TOCL 0 R/(W)* TOCレジスタ書き込み禁止ビット*1 

TOCR1レジスタの TOCSビット、OLSNビット、OLSPビットへの書き込み

禁止／許可の設定をします。 

0：TOCSビット、OLSNビット、OLSPビットへの書き込みを許可 

1：TOCSビット、OLSNビット、OLSPビットへの書き込みを禁止 

2 TOCS 0 R/W TOCセレクトビット 

相補 PWMモード／リセット同期 PWMモードの出力レベルの設定を TOCR1

と TOCR2のどちらの設定を有効にするか選択します。 

0：TOCR1の設定を有効にする 

1：TOCR2の設定を有効にする 

1 OLSN 0 R/W 出力レベルセレクト N*2 

リセット同期 PWMモード／相補 PWMモード時に、逆相の出力レベルを選択

します。表 12.30を参照してください。 

0 OLSP 0 R/W 出力レベルセレクト P*2 

リセット同期 PWMモード／相補 PWMモード時に、正相の出力レベルを選択

します。表 12.31を参照してください。 

【注】 *1 TOCLビットを 1に設定することにより、CPU暴走時の誤書き込みを防止することができます。 

 *2 TOCSビットを 0に設定することにより、本設定が有効になります。 
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表 12.30 出力レベルセレクト機能 

ビット 1 機   能 

コンペアマッチ出力 OLSN 初期出力 アクティブ 

レベル アップカウント ダウンカウント 

0 ハイレベル ローレベル ハイレベル ローレベル 

1 ローレベル ハイレベル ローレベル ハイレベル 

【注】 逆相波形の初期出力値は、カウント開始後デッドタイム経過後にアクティブレベルに変化します。 

 

表 12.31 出力レベルセレクト機能 

ビット 0 機   能 

コンペアマッチ出力 OLSP 初期出力 アクティブ 

レベル アップカウント ダウンカウント 

0 ハイレベル ローレベル ローレベル ハイレベル 

1 ローレベル ハイレベル ハイレベル ローレベル 

 

OLSN=1、OLSP=1の場合の相補 PWMモードの出力例（1相分）を図 12.2に示します。 

TCNT_3、TCNT_4の値

TGRA_3

TGRA_4

TDDR

H'0000 時間

TCNT_4

TCNT_3

正相出力

逆相出力

アクティブレベル

コンペアマッチ出力
（アップカウント）

初期出力

初期出力

アクティブ
レベル

コンペアマッチ出力
（ダウンカウント）

コンペアマッチ出力
（ダウンカウント）

コンペアマッチ出力
（アップカウント） アクティブレベル

 

図 12.2 相補 PWMモードの出力レベルの例 
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12.3.20 タイマアウトプットコントロールレジスタ 2（TOCR2） 

TOCR2は、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、相補 PWMモード／リセット同期 PWMモード

における PWM出力の出力レベル反転の制御を行います。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

BF[1:0] OLS3N OLS3P OLS2N OLS2P OLS1N OLS1P

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7、6 BF[1:0] 00 R/W TOLBRバッファ転送タイミングセレクト 

TOLBRから TOCR2へのバッファ転送タイミングを選択します。 

詳細は表 12.32を参照してください。 

5 OLS3N 0 R/W 出力レベルセレクト 3N* 

リセット同期 PWMモード／相補 PWMモード時に、TIOC4Dの出力レベルを

選択します。表 12.33を参照してください。 

4 OLS3P 0 R/W 出力レベルセレクト 3P* 

リセット同期 PWMモード／相補 PWMモード時に、TIOC4Bの出力レベルを

選択します。表 12.34を参照してください。 

3 OLS2N 0 R/W 出力レベルセレクト 2N* 

リセット同期 PWMモード／相補 PWMモード時に、TIOC4Cの出力レベルを

選択します。表 12.35を参照してください。 

2 OLS2P 0 R/W 出力レベルセレクト 2P* 

リセット同期 PWMモード／相補 PWMモード時に、TIOC4Aの出力レベルを

選択します。表 12.36を参照してください。 

1 OLS1N 0 R/W 出力レベルセレクト 1N* 

リセット同期 PWMモード／相補 PWMモード時に、TIOC3Dの出力レベルを

選択します。表 12.37を参照してください。 

0 OLS1P 0 R/W 出力レベルセレクト 1P* 

リセット同期 PWMモード／相補 PWMモード時に、TIOC3Bの出力レベルを

選択します。表 12.38を参照してください。 

【注】 * TOCR1の TOCSビットを 1に設定することにより、本設定が有効になります。 
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表 12.32 BF1、BF0ビットの設定 

ビット 7 ビット 6 説   明 

BF1 BF0 相補 PWMモード時 リセット PWMモード時 

0 0 バッファレジスタ（TOLBR）から TOCR2へ

転送しない 

バッファレジスタ（TOLBR）から TOCR2へ

転送しない 

0 1 TCNT_4の山でバッファレジスタ（TOLBR）

から TOCR2へ転送する 

TCNT_3/4カウンタクリア時にバッファレジ

スタ（TOLBR）から TOCR2へ転送する 

1 0 TCNT_4の谷でバッファレジスタ（TOLBR）

から TOCR2へ転送する 

設定禁止 

1 1 TCNT_4の山と谷でバッファレジスタ

（TOLBR）から TOCR2へ転送する 

設定禁止 

 

表 12.33 TIOC4D出力レベルセレクト機能 

ビット 5 機   能 

コンペアマッチ出力 OLS3N 初期出力 アクティブ 

レベル アップカウント ダウンカウント 

0 ハイレベル ローレベル ハイレベル ローレベル 

1 ローレベル ハイレベル ローレベル ハイレベル 

【注】 逆相波形の初期出力値は、カウント開始後デッドタイム経過後にアクティブレベルに変化します。 

 

表 12.34 TIOC4B出力レベルセレクト機能 

ビット 4 機   能 

コンペアマッチ出力 OLS3P 初期出力 アクティブ 

レベル アップカウント ダウンカウント 

0 ハイレベル ローレベル ローレベル ハイレベル 

1 ローレベル ハイレベル ハイレベル ローレベル 

 

表 12.35 TIOC4C出力レベルセレクト機能 

ビット 3 機   能 

コンペアマッチ出力 OLS2N 初期出力 アクティブ 

レベル アップカウント ダウンカウント 

0 ハイレベル ローレベル ハイレベル ローレベル 

1 ローレベル ハイレベル ローレベル ハイレベル 

【注】 逆相波形の初期出力値は、カウント開始後デッドタイム経過後にアクティブレベルに変化します。 
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表 12.36 TIOC4A出力レベルセレクト機能 

ビット 2 機   能 

コンペアマッチ出力 OLS2P 初期出力 アクティブ 

レベル アップカウント ダウンカウント 

0 ハイレベル ローレベル ローレベル ハイレベル 

1 ローレベル ハイレベル ハイレベル ローレベル 

 

表 12.37 TIOC3D出力レベルセレクト機能 

ビット 1 機   能 

コンペアマッチ出力 OLS1N 初期出力 アクティブ 

レベル アップカウント ダウンカウント 

0 ハイレベル ローレベル ハイレベル ローレベル 

1 ローレベル ハイレベル ローレベル ハイレベル 

【注】 逆相波形の初期出力値は、カウント開始後デッドタイム経過後にアクティブレベルに変化します。 

 

表 12.38 TIOC3B出力レベルセレクト機能 

ビット 0 機   能 

コンペアマッチ出力 OLS1P 初期出力 アクティブ 

レベル アップカウント ダウンカウント 

0 ハイレベル ローレベル ローレベル ハイレベル 

1 ローレベル ハイレベル ハイレベル ローレベル 
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12.3.21 タイマアウトプットレベルバッファレジスタ（TOLBR） 

TOLBRは TOCR2のバッファレジスタで、相補 PWMモード／リセット同期 PWMモードにおける PWM出力

レベルの設定を行います。TOLBRレジスタは 8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - OLS3N OLS3P OLS2N OLS2P OLS1N OLS1P

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5 OLS3N 0 R/W TOCR2の OLS3Nビットにバッファ転送する値を設定してください。 

4 OLS3P 0 R/W TOCR2の OLS3Pビットにバッファ転送する値を設定してください。 

3 OLS2N 0 R/W TOCR2の OLS2Nビットにバッファ転送する値を設定してください。 

2 OLS2P 0 R/W TOCR2の OLS2Pビットにバッファ転送する値を設定してください。 

1 OLS1N 0 R/W TOCR2の OLS1Nビットにバッファ転送する値を設定してください。 

0 OLS1P 0 R/W TOCR2の OLS1Pビットにバッファ転送する値を設定してください。 

 

PWM出力レベルの設定をバッファ動作で行う場合の設定手順例を図 12.3に示します。 

TOCSビットの設定

TOCR2の設定

TOLBRの設定

［1］

［2］

［3］

［1］ TOCR1のTOCSビットを1に設定し、TOCR2の設定を
      有効にします。

［2］ TOCR2のBF1、BF0ビットで、TOLBRのバッファ転送
      タイミングを選択します。OLS3N/2N/1N、OLS3P/2P/1P
      ビットでPWMの出力レベルを設定します。

［3］ TOLBRの初期設定は、TOCR2のOLS3N/2N/1N、
          OLS3P/2P/1Pビットと同じ値を設定してください。

 

図 12.3 PWM出力レベルの設定をバッファ動作で行う場合の設定手順例 
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12.3.22 タイマゲートコントロールレジスタ（TGCR） 

TGCRは、リセット同期 PWMモード／相補 PWMモード時、ブラシレス DCモータ制御に必要な波形出力の制

御を行います。TGCRレジスタは 8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。相補 PWMモード／リセッ

ト同期 PWMモード以外では、本レジスタの設定は無効です。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 0 0 0 0 0 0 0
R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- BDC N P FB WF VF UF

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

6 BDC 0 R/W ブラシレス DCモータ 

本レジスタの機能を有効にするか、無効にするかを選択します。 

0：通常出力 

1：本レジスタの機能を有効 

5 N 0 R/W 逆相出力（N）制御 

逆相端子（TIOC3D端子、TIOC4C端子、TIOC4D端子）を出力時、レベル出

力するか、リセット同期 PWM／相補 PWM出力するかの選択をします。 

0：レベル出力 

1：リセット同期 PWM／相補 PWM出力 

4 P 0 R/W 正相出力（P）制御 

正相端子の出力（TIOC3B端子、TIOC4A端子、TIOC4B端子）を出力時、レ

ベル出力をするか、リセット同期 PWM／相補 PWM出力するかを選択します。 

0：レベル出力 

1：リセット同期 PWM／相補 PWM出力 

3 FB 0 R/W 外部フィードバック信号許可 

正相／逆相の出力の切り替えを MTU2／チャネル 0の TGRA、TGRB、TGRC

のインプットキャプチャ信号で自動的に行うか、TGCRのビット 2～0に 0ま

たは 1を書き込むことによって行うかを選択します。 

0：出力の切り替えは、外部入力（入力元は、チャネル 0の TGRA、TGRB、

TGRCのインプットキャプチャ信号） 

1：出力の切り替えはソフトウェアで行う（TGCRの UF、VF、WFの設定 

値） 

2 

1 

0 

WF 

VF 

UF 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

出力相切り替え 2～0 

正相／逆相の出力相の ON、OFFを設定します。これらのビットの設定は本レ

ジスタの FBビットが 1のときのみ有効です。このときは、ビット 2～0の設定

が、外部入力の代りになります。表 12.39を参照してください。 
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表 12.39 出力レベルセレクト機能 

ビット 2 ビット 1 ビット 0 機   能 

TIOC3B TIOC4A TIOC4B TIOC3D TIOC4C TIOC4D WF VF UF 

U相 V相 W相 U相 V相 W相 

0 0 0 OFF OFF OFF OFF OFF OFF 

0 0 1 ON OFF OFF OFF OFF ON 

0 1 0 OFF ON OFF ON OFF OFF 

0 1 1 OFF ON OFF OFF OFF ON 

1 0 0 OFF OFF ON OFF ON OFF 

1 0 1 ON OFF OFF OFF ON OFF 

1 1 0 OFF OFF ON ON OFF OFF 

1 1 1 OFF OFF OFF OFF OFF OFF 

 

12.3.23 タイマサブカウンタ（TCNTS） 

TCNTSは、相補 PWMモードに設定したときのみ使用される 16ビットの読み出し専用カウンタです。TCNTS

の初期値は H'0000です。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

【注】 TCNTSの8ビット単位でのアクセスは禁止です。常に16ビット単位でアクセスしてください。

                

 
 

12.3.24 タイマデッドタイムデータレジスタ（TDDR） 

TDDRは、相補 PWMモード時のみ使用される 16ビットのレジスタで、相補 PWMモード時 TCNT_3と TCNT_4

カウンタのオフセット値を設定します。相補 PWMモード時に TCNT_3、TCNT_4カウンタをクリアして再スター

トするときは、TDDRレジスタの値が TCNT_3カウンタにロードされカウント動作を開始します。TDDRの初期

値は H'FFFFです。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

【注】 TDDRの8ビット単位でのアクセスは禁止です。常に16ビット単位でアクセスしてください。
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12.3.25 タイマ周期データレジスタ（TCDR） 

TCDRは、相補 PWMモード時のみ使用される 16ビットのレジスタです。TCDRレジスタの値は PWMキャリ

ア周期の 1/2の値を設定してください。本レジスタは、相補 PWMモード時 TCNTSカウンタと常時比較され、一

致すると TCNTSカウンタはカウント方向を切り換えます（ダウンカウント→アップカウント）。TCDRの初期値

は H'FFFFです。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

【注】 TCDRの8ビット単位でのアクセスは禁止です。常に16ビット単位でアクセスしてください。

                

 
 

12.3.26 タイマ周期バッファレジスタ（TCBR） 

TCBRは、相補 PWMモード時のみ使用される 16ビットのレジスタで、TCDRレジスタのバッファレジスタと

して機能します。TMDRレジスタで設定した転送タイミングで TCBRレジスタの値が TCDRレジスタに転送され

ます。TCBRの初期値は H'FFFFです。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

【注】 TCBRの8ビット単位でのアクセスは禁止です。常に16ビット単位でアクセスしてください。
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12.3.27 タイマ割り込み間引き設定レジスタ（TITCR） 

TITCRは、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、割り込み間引きの禁止／許可、割り込み間引き

回数の設定を制御します。MTU2には 1本の TITCRがあります。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

T3AEN 3ACOR[2:0] T4VEN 4VCOR[2:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 T3AEN 0 R/W T3AEN 

TGIA_3割り込みの間引きの禁止／許可を設定します。 

0：TGIA_3割り込みの間引きを禁止する 

1：TGIA_3割り込みの間引きを許可する 

6～4 3ACOR[2:0] 000 R/W TGIA_3割り込みの間引き回数を 0～7回で設定します。* 

詳細は表 12.40を参照してください。 

3 T4VEN 0 R/W T4VEN 

TCIV_4割り込みの間引きの禁止／許可を設定します。 

0：TCIV_4割り込みの間引きを禁止する 

1：TCIV_4割り込みの間引きを許可する 

2～0 4VCOR[2:0] 000 R/W TCIV_4割り込みの間引き回数を 0～7回で設定します。* 

詳細は表 12.41を参照してください。 

【注】 * 割り込み間引き回数に 0を設定すると間引きは行いません。 

また、割り込み間引き回数の設定前に、必ず T3AEN、T4VENビットを 0に設定して間引き回数カウンタ（TITCNT）

をクリアしてください。 

 

表 12.40 3ACOR2～3ACOR0ビットによる割り込み間引き回数の設定 

ビット 6 ビット 5 ビット 4 

3ACOR2 3ACOR1 3ACOR0 

説   明 

0 0 0 TGIA_3の割り込み間引きを行わない 

0 0 1 TGIA_3の割り込み間引き回数を 1回に設定 

0 1 0 TGIA_3の割り込み間引き回数を 2回に設定 

0 1 1 TGIA_3の割り込み間引き回数を 3回に設定 

1 0 0 TGIA_3の割り込み間引き回数を 4回に設定 

1 0 1 TGIA_3の割り込み間引き回数を 5回に設定 

1 1 0 TGIA_3の割り込み間引き回数を 6回に設定 

1 1 1 TGIA_3の割り込み間引き回数を 7回に設定 
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表 12.41 4VCOR2～4VCOR0ビットによる割り込み間引き回数の設定 

ビット 2 ビット 1 ビット 0 

4VCOR2 4VCOR1 4VCOR0 

説   明 

0 0 0 TCIV_4の割り込み間引きを行わない 

0 0 1 TCIV_4の割り込み間引き回数を 1回に設定 

0 1 0 TCIV_4の割り込み間引き回数を 2回に設定 

0 1 1 TCIV_4の割り込み間引き回数を 3回に設定 

1 0 0 TCIV_4の割り込み間引き回数を 4回に設定 

1 0 1 TCIV_4の割り込み間引き回数を 5回に設定 

1 1 0 TCIV_4の割り込み間引き回数を 6回に設定 

1 1 1 TCIV_4の割り込み間引き回数を 7回に設定 

 

12.3.28 タイマ割り込み間引き回数カウンタ（TITCNT） 

TITCNTは、8ビットの読み出し可能なカウンタです。MTU2には1本のTITCNTがあります。TITCNTは、TCNT_3

および TCNT_4のカウント動作停止後も、値を保持します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

- 3ACNT[2:0] - 4VCNT[2:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

6～4 3ACNT[2:0] 000 R TGIA_3割り込みカウンタ 

TITCRの T3AENビットに 1を設定時、TGIA_3割り込み要因が発生したときに

1カウントアップします。 

［クリア条件］ 

• TITCRの 3ACOR2～3ACOR0と TITCNTの 3ACNT2～3ACNT0が一致したと

き 

• TITCRの T3AENビットが 0のとき 

• TITCRの 3ACOR2～3ACOR0が 0のとき 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2～0 4VCNT[2:0] 000 R TCIV_4割り込みカウンタ 

TITCRの T4VENビットに 1を設定時、TCIV_4割り込み要因が発生したときに

1カウントアップします。 

［クリア条件］ 

• TITCRの 4VCOR2～4VCOR0と TITCNTの 4VCNT2～4VCNT0が一致したと

き 

• TITCRの T4VENビットが 0のとき 

• TITCRの 4VCOR2～4VCOR0が 0のとき 

【注】 TITCNTの値をクリアするには、TITCRの T3AENビットと T4VENビットを 0にクリアしてください。 

 

12.3.29 タイマバッファ転送設定レジスタ（TBTER） 

TBTERは、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、相補 PWMモードで使用するバッファレジスタ*

からテンポラリレジスタへの転送を抑止する／しない、または割り込み間引き機能と連動する／しないを設定し

ます。MTU2には 1本の TBTERがあります。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W

- - - - - - BTE[1:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1、0 BTE[1:0] 00 R/W 相補 PWMモードで使用するバッファレジスタ*からテンポラリレジスタへの転

送を抑止する／しない、または割り込み間引き機能と連動する／しないを設定

します。詳細は表 12.42を参照してください。 

【注】 * 対象バッファレジスタ 

TGRC_3、TGRD_3、TGRC_4、TGRD_4、TCBR 
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表 12.42 BTE1、BTE0ビットの設定 

ビット 1 ビット 0 

BTE1 BTE0 

説   明 

0 0 バッファレジスタからテンポラリレジスタへの転送を抑止しない*1 

また、割り込み間引き機能と連動しない 

0 1 バッファレジスタからテンポラリレジスタへの転送を抑止する 

1 0 バッファレジスタからテンポラリレジスタへの転送を割り込み間引き機能と連動する*2 

1 1 設定禁止 

【注】 *1 TMDRの MD3～MD0の設定に従い転送します。詳細は「12.4.8 相補 PWMモード」を参照してください。 

 *2 割り込み間引きが禁止のとき（タイマ割り込み間引き設定レジスタ（TITCR）の T3AEN、T4VENビットを 0に設

定したとき、または TITCRの間引き回数設定ビット（3ACOR、4VCOR）を 0に設定したとき）は、必ずバッフ

ァ転送を割り込み間引きと連動しない設定（タイマバッファ転送レジスタ（TBTER）の BTE1を 0に設定）にし

てください。 

割り込み間引きが禁止のときに、バッファ転送を割り込み間引きと連動する設定にした場合、バッファ転送は行わ

れません。 

 

12.3.30 タイマデッドタイムイネーブルレジスタ（TDER） 

TDERは、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。チャネル 3に 1本あり、相補 PWMモードのデ

ッドタイム生成を制御できます。MTU2には 1本の TDERがあります。TDERの設定は、TCNTの動作が停止した

状態で行ってください。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 1
R R R R R R R R/(W)

- - - - - - - TDER

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 TDER 1 R/(W) デッドタイムイネーブルレジスタ 

デッドタイムの生成をする／しないを設定します。 

0：デッドタイムを生成しない 

1：デッドタイムを生成する* 

［クリア条件］ 

• TDER＝1の状態で TDERをリード後、TDERに 0をライトしたとき 

【注】 * TDDR≧1に設定してください。 
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12.3.31 タイマ波形コントロールレジスタ（TWCR） 

TWCRは、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。相補 PWMモードで TNCT_3、TNCT_4の同期

カウンタクリアが発生した場合の出力波形の制御と、TGRA_3のコンペアマッチによるカウンタクリアをする／

しないを設定します。TWCRの CCEビット、WREビットの設定は、TCNTの動作が停止した状態で行ってくだ

さい。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

【注】 相補PWMモード1のとき以外は、1に設定しないでください。*

0* 0 0 0 0 0 0 0
R/(W) R R R R R R R/(W)

CCE - - - - - - WRE

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 CCE 0* R/(W) コンペアマッチクリアイネーブル 

相補 PWMモードで、TGRA_3のコンペアマッチによるカウンタクリアをする

／しないを設定します。 

0：TGRA_3のコンペアマッチによるカウンタクリアをしない 

1：TGRA_3のコンペアマッチによるカウンタクリアをする 

［セット条件］ 

• CCE＝0の状態で CCEをリード後、CCEに 1をライトしたとき 

6～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 WRE 0 R/(W) 初期出力抑止イネーブル 

相補 PWMモードで同期カウンタクリアが起きたときの出力波形を選択します。 

本機能によって初期出力が抑止されるのは、相補 PWMモードの谷の Tb区間で

同期クリアが発生したときのみです。それ以外のときに同期クリアが発生した

場合は、WREビットの設定によらず、TOCRレジスタで設定した初期値を出力

します。また、TCNT_3、TCNT_4スタート直後の谷の Tb区間で同期クリアが

発生した場合も、TOCRレジスタで設定した初期値を出力します。 

相補 PWMモードの谷の Tb区間については、図 12.40を参照してください。 

0：TOCRレジスタで設定した初期出力値を出力 

1：初期出力を抑止する 

［セット条件］ 

• WRE＝0の状態でWREをリード後、WREに 1をライトしたとき 
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12.3.32 バスマスタとのインタフェース 

タイマカウンタ（TCNT）、ジェネラルレジスタ（TGR）、タイマサブカウンタ（TCNTS）、タイマ周期バッフ

ァレジスタ（TCBR）、タイマデッドタイムデータレジスタ（TDDR）、タイマ周期データレジスタ（TCDR）、

タイマ A/D変換開始要求コントロールレジスタ（TADCR）、タイマ A/D変換開始要求周期設定レジスタ（TADCOR）、

およびタイマ A/D変換開始要求周期設定バッファレジスタ（TADCOBR）は 16ビットのレジスタです。バスマス

タとの間のデータバスは 16ビット幅なので、16ビット単位での読み出し／書き込みが可能です。8ビット単位で

の読み出し／書き込みはできません。常に 16ビット単位でアクセスしてください。 

上記以外のレジスタは 8ビットのレジスタです。CPUとの間のデータバスは 16ビット幅なので、16ビット単

位での読み出し／書き込みが可能です。また、8ビット単位での読み出し／書き込みもできます。 
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12.4 動作説明 

12.4.1 基本動作 

各チャネルには、TCNTと TGRがあります。TCNTは、アップカウント動作を行い、フリーランニング動作、

周期カウンタ動作、または外部イベントカウント動作が可能です。 

TGRは、それぞれインプットキャプチャレジスタまたはアウトプットコンペアレジスタとして使用することが

できます。 

MTU2の外部端子の機能設定は必ずピンファンクションコントローラ（PFC）で行ってください。 
 

（1） カウンタの動作 

TSTRの CST0～CST4ビット、TSTR_5の CSTU5、CSTV5、CSTW5ビットを 1にセットすると、対応するチャ

ネルの TCNTはカウント動作を開始します。フリーランニングカウンタ動作、周期カウンタ動作などが可能です。 

（a） カウント動作の設定手順例 

カウント動作の設定手順例を図 12.4に示します。 

カウンタクロックの選択

動作選択

カウンタクリア要因の選択

周期カウンタ

周期設定

アウトプットコンペア
レジスタの選択

カウント動作開始

〈周期カウンタ〉

［1］

［2］

［4］

［3］

［5］

フリーランニングカウンタ

カウント動作開始

〈フリーランニングカウンタ〉

［5］

［1］TCRのTPSC2～TPSC0
ビットでカウンタクロッ
クを選択してください。
同時にTCRのCKEG1、
CKEG0ビットで入力ク
ロックのエッジを選択し
てください。

［2］周期カウント動作の場合
TCRのCCLR2～CCLR0
ビットでTCNTのクリア
要因とするTGRを選択し
てください。

［3］［2］で選択したTGRを
TIORにより、アウトプッ
トコンペアレジスタに設
定してください。

［4］ ［2］で選択したTGRに周
期カウンタの周期を設定
してください。

［5］TSTRのCSTビットを1に
セットしてカウント動作
を開始してください。  

図 12.4 カウンタ動作設定手順例 
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（b） フリーランニングカウント動作と周期カウント動作 

MTU2の TCNTは、リセット直後はすべてフリーランニングカウンタの設定となっており、TSTRの対応するビ

ットを 1にセットするとフリーランニングカウンタとしてアップカウント動作を開始します。TCNTがオーバフ

ロー(H'FFFF→H'0000)すると、TSRの TCFVビットが 1にセットされます。このとき、対応する TIERの TCIEV

ビットが 1ならば、MTU2は割り込みを要求します。TCNTはオーバフロー後、H'0000からアップカウント動作

を継続します。 

フリーランニングカウンタの動作を図 12.5に示します。 

TCNTの値

H'FFFF

H'0000

CSTビット

TCFV

時間

 

図 12.5 フリーランニングカウンタの動作 

 

TCNTのクリア要因にコンペアマッチを選択したときは、対応するチャネルの TCNTは周期カウント動作を行

います。周期設定用の TGRをアウトプットコンペアレジスタに設定し、TCRの CCLR2～CCLR0ビットによりコ

ンペアマッチによるカウンタクリアを選択します。設定後、TSTRの対応するビットを 1にセットすると、周期カ

ウンタとしてアップカウント動作を開始します。カウント値が TGRの値と一致すると、TSRの TGFビットが 1

にセットされ、TCNTは H'0000にクリアされます。 

このとき対応する TIERの TGIEビットが 1ならば、MTU2は割り込みを要求します。TCNTはコンペアマッチ

後、H'0000からアップカウント動作を継続します。 

周期カウンタの動作を図 12.6に示します。 
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TCNTの値

TGR

H'0000

CSTビット

TGF

時間

TGRのコンペアマッチで
カウンタクリア

ソフトウェアまたはDMACの 
起動によるフラグクリア

 

図 12.6 周期カウンタの動作 

 

（2） コンペアマッチによる波形出力機能 

MTU2は、コンペアマッチにより対応する出力端子から 0出力／1出力／トグル出力を行うことができます。 

（a） コンペアマッチによる波形出力動作の設定手順例 

コンペアマッチによる波形出力動作の設定手順例を図 12.7に示します。 

波形出力モードの選択

出力選択

出力タイミングの設定

カウント動作開始

〈波形出力〉

［1］

［2］

［3］

［1］ TIORにより初期値の0出力／1出
力とコンペアマッチ出力値の0出
力／1出力／トグル出力を選択し
てください。最初のコンペアマッ
チが発生するまでの期間、TIOC
端子には設定した初期値が出力さ
れます。

［2］ TGRにコンペアマッチを発生させ
るタイミングを設定してくださ
い。

［3］ TSTRのCSTビットを1にセット
してカウント動作を開始してくだ
さい。

 

図 12.7 コンペアマッチによる波形出力動作例 
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（b） 波形出力動作例 

0出力／1出力例を図 12.8に示します。 

TCNTをフリーランニングカウント動作とし、コンペアマッチ Aにより 1出力、コンペアマッチ Bにより 0出

力となるように設定した場合の例です。設定したレベルと端子のレベルが一致した場合には、端子のレベルは変

化しません。 

TCNTの値

H'FFFF

H'0000

TIOCA

TIOCB

時間

TGRA

TGRB

変化しません 変化しません

変化しません 変化しません

1出力

0出力
 

図 12.8 0出力／1出力の動作例 

 

トグル出力の例を図 12.9に示します。 

TCNTを周期カウント動作（コンペアマッチ Bによりカウンタクリア）に、コンペアマッチ A、Bともトグル

出力となるように設定した場合の例です。 

TCNTの値

H'FFFF

H'0000

TIOCB

TIOCA

時間

TGRB

TGRA

トグル出力

トグル出力

TGRBのコンペアマッチでカウンタクリア

 

図 12.9 トグル出力の動作例 
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（3） インプットキャプチャ機能 

TIOC端子の入力エッジを検出して TCNTの値を TGRに転送することができます。 

検出エッジは立ち上がりエッジ／立ち下がりエッジ／両エッジから選択できます。また、チャネル 0、1は別の

チャネルのカウンタ入力クロックやコンペアマッチ信号をインプットキャプチャの要因とすることもできます。 

【注】 チャネル 0、1で別のチャネルのカウンタ入力クロックをインプットキャプチャ入力とする場合は、インプットキャプ

チャ入力とするカウンタ入力クロックに Pφ／1を選択しないでください。Pφ／1を選択した場合は、インプットキ

ャプチャは発生しません。 

 

（a） インプットキャプチャ動作の設定手順例 

インプットキャプチャ動作の設定手順例を図 12.10に示します。 

インプットキャプチャ入力の選択

入力選択

カウント動作開始

〈インプットキャプチャ動作〉

［1］

［2］

［1］TIORによりTGRをインプットキャ
プチャレジスタに設定し、イン
プットキャプチャ要因と入力信号
のエッジを立ち上がりエッジ／立
ち下がりエッジ／両エッジから選
択してください。

［2］TSTRのCSTビットを1にセットし
てカウント動作を開始してくださ
い。

 

図 12.10 インプットキャプチャ動作の設定例 
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（b） インプットキャプチャ動作例 

インプットキャプチャ動作例を図 12.11に示します。 

TIOCA端子のインプットキャプチャ入力エッジは立ち上がり／立ち下がりの両エッジ、また TIOCB端子のイ

ンプットキャプチャ入力エッジは立ち下がりエッジを選択し、TCNTは TGRBのインプットキャプチャでカウン

タクリアされるように設定した場合の例です。 

TCNTの値

H'0180

H'0000

TIOCA

TGRA

時間

H'0010

H'0005

TIOCBの入力（立ち下がりエッジ）
でカウンタクリア

H'0160

H'0005 H'0160 H'0010

TGRB H'0180

TIOCB

 

図 12.11 インプットキャプチャ動作例 
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12.4.2 同期動作 

同期動作は、複数の TCNTの値を同時に書き換えることができます（同期プリセット）。また、TCRの設定に

より複数の TCNTを同時にクリアすることができます（同期クリア）。 

同期動作により、1つのタイムベースに対して動作する TGRの本数を増加することができます。 

チャネル 0～4はすべて同期動作の設定が可能です。 

チャネル 5は同期動作できません。 
 

（1） 同期動作の設定手順例 

同期動作の設定手順例を図 12.12に示します。 

同期動作の設定

同期動作選択

TCNTの設定

同期プリセット

〈同期プリセット〉

［1］

［2］

同期クリア

カウンタクリア要因の選択

〈カウンタクリア〉

［3］

カウント動作の開始 ［5］

カウンタ同期クリア設定

〈同期クリア〉

［4］

カウント動作の開始 ［5］

クリア要因発生
チャネル？

No

Yes

［1］

［2］

［3］

［4］

［5］

同期動作に設定するチャネルに対応したTSYRのSYNCビットを1にセットしてください。

同期動作に設定したチャネルのいずれかのTCNTにライトすると、他のTCNTにも同じ値が同時
にライトされます。

TCRのCCLR2～CCLR0ビットで、インプットキャプチャ／アウトプットコンペアなどでTCNT
をクリアするように設定してください。

TCRのCCLR2～CCLR0ビットで、カウンタクリア要因を同期クリアに設定してください。

対象となるチャネルに対応するTSTRのCSTビットを1にセットしてカウント動作を開始してく
ださい。  

図 12.12 同期動作の設定手順例 
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（2） 同期動作の例 

同期動作の例を図 12.13に示します。 

チャネル 0～2を同期動作かつ PWMモード 1に設定し、チャネル 0のカウンタクリア要因を TGRB_0のコンペ

アマッチ、またチャネル 1、2のカウンタクリア要因を同期クリアに設定した場合の例です。 

3相の PWM波形を TIOC0A、TIOC1A、TIOC2A端子から出力します。このとき、チャネル 0～2の TCNTは同

期プリセット、TGRB_0のコンペアマッチによる同期クリアを行い、TGRB_0に設定したデータが PWM周期とな

ります。 

PWMモードについては、「12.4.5 PWMモード」を参照してください。 

TCNT_0～TCNT_2の値

H'0000

TIOC0A

TIOC1A

時間

TGRB_0

TGRB_0のコンペアマッチで同期クリア

TGRA_2

TGRA_1

TGRB_2

TGRA_0

TGRB_1

TIOC2A
 

図 12.13 同期動作の動作例 
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12.4.3 バッファ動作 

バッファ動作は、チャネル 0、3、4が持つ機能です。TGRCと TGRDをバッファレジスタとして使用すること

ができます。また、チャネル 0は TGRFもバッファレジスタとして使用することができます。 

バッファ動作は、TGRをインプットキャプチャレジスタに設定した場合と、コンペアマッチレジスタに設定し

た場合のそれぞれで動作内容が異なります。 

【注】 TGRE_0はインプットキャプチャレジスタに設定できません。コンペアマッチレジスタとしてのみ動作します。 

 

表 12.43にバッファ動作時のレジスタの組み合わせを示します。 
 

表 12.43 レジスタの組み合わせ 

チャネル タイマジェネラルレジスタ バッファレジスタ 

TGRA_0 TGRC_0 

TGRB_0 TGRD_0 

0 

TGRE_0 TGRF_0 

TGRA_3 TGRC_3 3 

TGRB_3 TGRD_3 

TGRA_4 TGRC_4 4  

TGRB_4 TGRD_4 

 

•  TGRがアウトプットコンペアレジスタの場合 

コンペアマッチが発生すると、対応するチャネルのバッファレジスタの値がタイマジェネラルレジスタに転送

されます。 

この動作を図 12.14に示します。 

バッファ
レジスタ

タイマジェネラル
レジスタ

TCNT比較器

コンペアマッチ信号

 

図 12.14 コンペアマッチバッファ動作 
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•  TGRがインプットキャプチャレジスタの場合 

インプットキャプチャが発生すると、TCNTの値を TGRに転送すると同時に、それまで格納されていた TGR

の値をバッファレジスタに転送します。 

この動作を図 12.15に示します。 

バッファ
レジスタ

タイマジェネラル
レジスタ

TCNT

インプット
キャプチャ信号

 

図 12.15 インプットキャプチャバッファ動作 

 

（1） バッファ動作の設定手順例 

バッファ動作の設定手順例を図 12.16に示します。 

TGRの機能の選択

バッファ動作

バッファ動作の設定

カウント動作開始

〈バッファ動作〉

［1］

［2］

［3］

［1］TIORによりTGRをインプットキャプチャ
レジスタまたはアウトプットコンペアレジ
スタに設定してください。

［2］TMDRのBFA、BFBビットにより、TGRを
バッファ動作に設定してください。

［3］TSTRのCSTビットを1にセットしてカウン
ト動作を開始してください。

 

図 12.16 バッファ動作の設定手順例 
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（2） バッファ動作例 

（a） TGRがアウトプットコンペアレジスタの場合 

チャネル 0を PWMモード 1に設定し、TGRAと TGRCをバッファ動作に設定した場合の動作例を図 12.17に

示します。TCNTはコンペアマッチ Bによりクリア、出力はコンペアマッチ Aで 1出力、コンペアマッチ Bで 0

出力に設定した例です。この例では、TBTMの TTSAビットは 0に設定しています。 

バッファ動作が設定されているため、コンペアマッチ Aが発生すると出力を変化させると同時に、バッファレ

ジスタ TGRCの値がタイマジェネラルレジスタ TGRAに転送されます。この動作は、コンペアマッチ Aが発生す

るたびに繰り返されます。 

PWMモードについては、「12.4.5 PWMモード」を参照してください。 

TCNTの値

TGRB_0

H'0000

TGRC_0

時間

TGRA_0

H'0200 H'0520

TIOCA

H'0200

H'0450 H'0520

H'0450

TGRA_0 H'0450H'0200

転送

 

図 12.17 バッファ動作例（1） 

 

（b） TGRがインプットキャプチャレジスタの場合 

TGRAをインプットキャプチャレジスタに設定し、TGRAと TGRCをバッファ動作に設定したときの動作例を

図 12.18に示します。 

TCNTは TGRAのインプットキャプチャでカウンタクリア、TIOCA端子のインプットキャプチャ入力エッジは

立ち上がりエッジ／立ち下がりエッジの両エッジが選択されています。 

バッファ動作が設定されているため、インプットキャプチャ Aにより TCNTの値が TGRAに格納されると同時

に、それまで TGRAに格納されていた値が TGRCに転送されます。 
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TCNTの値

H'09FB

H'0000

TGRC

時間

H'0532

TIOCA

TGRA H'0F07H'0532

H'0F07

H'0532

H'0F07

H'09FB

 

図 12.18 バッファ動作例（2） 

 

（3） バッファ動作時のバッファレジスタからタイマジェネラルレジスタへの転送タイミング選択 

バッファ動作転送モードレジスタ（TBTM_0、TBTM_3、TBTM_4）を設定することで、チャネル 0では PWM

モード 1、2時の、チャネル 3、4では PWMモード 1時の、バッファレジスタからタイマジェネラルレジスタへ

の転送タイミングを選択できます。選択できるバッファ転送タイミングは、コンペアマッチ発生時（初期値）と

TCNTクリア時のいずれか一方です。ここで TCNTのクリア時とは次の条件のいずれかが成立したときです。 
 

• TCNTがオーバフローしたとき（H'FFFF→H'0000） 

• カウンタ動作中、TCNTにH'0000がライトされたとき 

• TCRのCCLR2～CCLR0ビットで設定したクリア要因で、TCNTがH'0000になったとき 

【注】 TBTMの設定は TCNTが停止した状態で行ってください。 

 

チャネル 0を PWMモード 1に設定し、TGRA_0と TGRC_0をバッファ動作に設定した場合の動作例を図 12.19

に示します。TCNT_0はコンペアマッチ Bによりクリア、出力はコンペアマッチ Aで 1出力、コンペアマッチ B

で 0出力、TBTM_0の TTSAビットは 1に設定しています。 
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TCNT_0の値

H'0000

TGRA_0

時間

TIOCA

TGRC_0 H'0520

H'0520

H'0450

H'0450

H'0200

H'0520H'0450H'0200

H'0200

TGRB_0

TGRA_0

転送

 

図 12.19 TGRC_0から TGRA_0のバッファ転送タイミングを TCNT_0クリア時に選択した場合の動作例 

 

12.4.4 カスケード接続動作 

カスケード接続動作は、2チャネルの 16ビットカウンタを接続して 32ビットカウンタとして動作させる機能で

す。 

この機能は、チャネル 1のカウンタクロックを TCRの TPSC2～TPSC0ビットで TCNT_2のオーバフロー／ア

ンダフローでカウントに設定することにより動作します。 

アンダフローが発生するのは、下位 16ビットの TCNTが位相計数モードのときのみです。 

表 12.44にカスケード接続の組み合わせを示します。 
 

【注】 チャネル 1を位相計数モードに設定した場合は、カウンタクロックの設定は無効となり、独立して位相計数モードで動

作します。 

表 12.44 カスケード接続組み合わせ 

組み合わせ 上位 16ビット 下位 16ビット 

チャネル 1とチャネル 2 TCNT_1 TCNT_2 

 

カスケード動作時に、TCNT_1と TCNT_2の同時インプットキャプチャをする場合、インプットキャプチャコ

ントロールレジスタ（TICCR）で設定することで、インプットキャプチャ条件となる入力端子を追加することが

できます。カスケード接続時のインプットキャプチャについては「12.7.22 カスケード接続における TCNT_1、

TCNT_2同時インプットキャプチャ」を参照してください。 

TICCR設定値とインプットキャプチャ入力端子の対応を表 12.45に示します。 
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表 12.45 TICCR設定値とインプットキャプチャ入力端子の対応 

対象となるインプットキャプチャ TICCR設定値 インプットキャプチャ入力端子 

I2AEビット＝0（初期値） TIOC1A TCNT_1から TGRA_1への 

インプットキャプチャ I2AEビット＝1 TIOC1A、TIOC2A 

I2BEビット＝0（初期値） TIOC1B TCNT_1から TGRB_1への 

インプットキャプチャ I2BEビット＝1 TIOC1B、TIOC2B 

I1AEビット＝0（初期値） TIOC2A TCNT_2から TGRA_2への 

インプットキャプチャ I1AEビット＝1 TIOC2A、TIOC1A 

I1BEビット＝0（初期値） TIOC2B TCNT_2から TGRB_2への 

インプットキャプチャ I1BEビット＝1 TIOC2B、TIOC1B 

 

（1） カスケード接続動作の設定手順例 

カスケード接続動作の設定手順例を図 12.20に示します。 

カスケード接続設定

カスケード接続動作

カウンタ動作開始

〈カスケード接続動作〉

［1］

［2］

［1］チャネル1のTCRのTPSC2～
TPSC0ビットをB'111に設定し
て、TCNT_2のオーバフロー／ア
ンダフローでカウントを選択して
ください。

［2］上位、下位のチャネルに対応する
TSTRのCSTビットを1にセットし
てカウント動作を開始してくださ
い。

 

図 12.20 カスケード接続動作設定手順 

 

（2） カスケード接続動作例（a） 

TCNT_1は TCNT_2のオーバフロー／アンダフローでカウント、チャネル 2を位相計数モードに設定したとき

の動作を図 12.21に示します。 

TCNT_1は、TCNT_2のオーバフローでアップカウント、TCNT_2のアンダフローでダウンカウントされます。 

TCLKC

TCNT_2 FFFD

TCNT_1 0001

TCLKD

FFFE FFFF 0000 0001 0002 0001 0000 FFFF

0000 0000  

図 12.21 カスケード接続動作例（a） 
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（3） カスケード接続動作例（b） 

TCNT_1、TCNT_2をカスケード接続し、TICCRの I2AEビットに 1をセットして、TIOC2A端子を TGRA_1の

インプットキャプチャ条件に追加した場合の動作を図 12.22に示します。この例では TIOR_1の IOA0～IOA3の

設定は、（TIOC1Aの）立ち上がりエッジでインプットキャプチャに設定しています。また、TIOR_2の IOA0～IOA3

の設定は、（TIOC2Aの）立ち上がりエッジでインプットキャプチャに設定しています。 

この場合、TIOC1Aと TIOC2Aの両方の立ち上がりエッジが TGRA_1のインプットキャプチャ条件に設定され

ます。また、TGRA_2のインプットキャプチャ条件は TIOC2Aの立ち上がりエッジとなります。 

TCNT_2の値

H'0000

TGRA_1

TGRA_2

時間

TIOC1A

TIOC2A

TCNT_1 H'0514H'0513H'0512

H'0513H'0512

H'C256

H'C256

H'FFFF

H'6128

TICCR / I1AE = 0のため、TIOC1AではTGRA_2にインプットキャプチャしません。  

図 12.22 カスケード接続動作例（b） 
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（4） カスケード接続動作例（c） 

TCNT_1、TCNT_2をカスケード接続し、TICCRの I2AEビットと I1AEに1をセットして、TIOC2A端子をTGRA_1

のインプットキャプチャ条件に追加し、TIOC1A端子を TGRA_2のインプットキャプチャ条件に追加した場合の

動作を図 12.23に示します。この例では TIOR_1、TIOR_2の IOA0～IOA3の設定は、どちらも両エッジでインプ

ットキャプチャに設定しています。この場合、TIOC1Aと TIOC2A入力の ORが TGRA_1および TGRA_2のイン

プットキャプチャ条件となります。 

TCNT_2の値

H'0000

TGRA_1

TGRA_2

時間

TIOC1A

TIOC2A

TCNT_1 H'0514

H'0514

H'0513H'0512

H'0513H'0512

H'C256

H'C256

H'FFFF

H'6128

H'6128

H'2064

H'2064

H'9192

H'9192  

図 12.23 カスケード接続動作例（c） 

 

（5） カスケード接続動作例（d） 

TCNT_1、TCNT_2をカスケード接続し、TICCRの I2AEビットに 1をセットして、TIOC2A端子を TGRA_1の

インプットキャプチャ条件に追加した場合の動作を図 12.24に示します。この例では TIOR_1の IOA0～IOA3の

設定は、TGRA_0のコンペアマッチ／インプットキャプチャの発生でインプットキャプチャに設定しています。

また、TIOR_2の IOA0～IOA3の設定は、（TIOC2Aの）立ち上がりエッジでインプットキャプチャに設定してい

ます。 

この場合、TIOR_1の設定が TGRA_0のコンペアマッチ／インプットキャプチャの発生でインプットキャプチ

ャのため、TICCRの I2AEビットを 1にセットしても TIOC2Aのエッジが TGRA_1のインプットキャプチャ条件

になることはありません。 
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TCNT_2の値

H'0000

H'0000

TGRA_1

TGRA_2

時間

TIOC1A

TIOC2A

TCNT_1 H'0513H'0512

H'0513

H'D000

H'FFFF

H'D000

TCNT_0の値

時間

TGRA_0

TCNT_0とTGRA_0のコンペアマッチ

 

図 12.24 カスケード接続動作例（d） 

 

12.4.5 PWMモード 

PWMモードは出力端子よりそれぞれ PWM波形を出力するモードです。各 TGRのコンペアマッチによる出力

レベルは 0出力／1出力／トグル出力の中から選択可能です。 

各 TGRの設定により、デューティ 0～100%の PWM波形が出力できます。 

TGRのコンペアマッチをカウンタクリア要因とすることにより、そのレジスタに周期を設定することができま

す。全チャネル独立に PWMモードに設定できます。同期動作も可能です。 

PWMモードは次に示す 2種類あります。 
 

（a） PWMモード 1 

TGRAと TGRB、TGRCと TGRDをペアで使用して、TIOCA、TIOCC端子から PWM出力を生成します。TIOCA、

TIOCC端子からコンペアマッチ A、Cによって TIORの IOA3～IOA0、IOC3～IOC0ビットで指定した出力を、ま

た、コンペアマッチ B、Dによって TIORの IOB3～IOB0、IOD3～IOD0ビットで指定した出力を行います。初期

出力値は TGRA、TGRCに設定した値になります。ペアで使用する TGRの設定値が同一の場合、コンペアマッチ

が発生しても出力値は変化しません。 

PWMモード 1では、最大 8相の PWM出力が可能です。 
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（b） PWMモード 2 

TGRの 1本を周期レジスタ、他の TGRをデューティレジスタに使用して PWM出力を生成します。コンペアマ

ッチによって、TIORで指定した出力を行います。また、同期レジスタのコンペアマッチによるカウンタのクリア

で各端子の出力値は TIORで設定した初期値が出力されます。周期レジスタとデューティレジスタの設定値が同

一の場合、コンペアマッチが発生しても出力値は変化しません。 

PWMモード 2では、同期動作と併用することにより最大 8相の PWM出力が可能です。 

PWM出力端子とレジスタの対応を表 12.46に示します。 
 

表 12.46 各 PWM出力のレジスタと出力端子 

出力端子 チャネル レジスタ 

PWMモード 1 PWMモード 2  

TGRA_0 TIOC0A 

TGRB_0 

TIOC0A 

TIOC0B 

TGRC_0 TIOC0C 

0 

TGRD_0 

TIOC0C 

TIOC0D 

TGRA_1 TIOC1A 1 

TGRB_1 

TIOC1A 

TIOC1B 

TGRA_2 TIOC2A 2 

TGRB_2 

TIOC2A 

TIOC2B 

TGRA_3 

TGRB_3 

TIOC3A 

TGRC_3 

3 

TGRD_3 

TIOC3C 

TGRA_4 

TGRB_4 

TIOC4A 

TGRC_4 

4 

TGRD_4 

TIOC4C 

設定できません 

【注】 PWMモード 2のとき、周期を設定した TGRの PWM出力はできません。 
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PWMモードの設定手順例 

PWMモードの設定手順例を図 12.25に示します。 

カウンタクロックの選択

PWMモード

カウンタクリア要因の選択

波形出力レベルの選択

〈PWMモード〉

［1］

［2］

［3］

TGRの設定 ［4］

PWMモードの設定 ［5］

カウント動作開始 ［6］

［1］TCRのTPSC2～TPSC0ビットで
カウンタクロックを選択してくだ
さい。同時にTCRのCKEG1、
CKEG0ビットで入力クロックの
エッジを選択してください。

［2］TCRのCCLR2～CCLR0ビットで
TCNTのクリア要因とするTGRを
選択してください。

［3］TIORによりアウトプットコンペ
アレジスタに設定し、初期値と出
力値を選択してください。

［4］ ［2］で選択したTGRに周期を設
定し、他のTGRにデューティを
設定してください。

［5］TMDRのMD3～MD0ビットで
PWMモードを選択してくださ
い。

［6］TSTRのCSTビットを1にセットし
てカウント動作を開始してくださ
い。

 

図 12.25 PWMモードの設定手順例 

 

（2） PWMモードの動作例 

PWMモード 1の動作例を図 12.26に示します。 

この図は、TCNTのクリア要因を TGRAのコンペアマッチとし、TGRAの初期出力値と出力値を 0、TGRBの出

力値を 1に設定した場合の例です。 

この場合、TGRAに設定した値が周期となり、TGRBに設定した値がデューティになります。 

TCNTの値

TGRA

H'0000

TIOCA

時間

TGRB

TGRAのコンペアマッチで
カウンタクリア

 

図 12.26 PWMモードの動作例 
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PWMモード 2の動作例を図 12.27に示します。 

この図は、チャネル 0と 1を同期動作させ、TCNTのクリア要因を TGRB_1のコンペアマッチとし、他の TGR

（TGRA_0～TGRD_0、TGRA_1）の初期出力値を 0、出力値を 1に設定して 5相の PWM波形を出力させた場合の

例です。 

この場合、TGRB_1に設定した値が周期となり、他の TGRに設定した値がデューティになります。 

TCNTの値

TGRB_1

H'0000

TIOC0A

TGRB_1のコンペアマッチで
カウンタクリア

時間

TGRA_1
TGRD_0
TGRC_0
TGRB_0
TGRA_0

TIOC0B

TIOC0C

TIOC0D

TIOC1A
 

図 12.27 PWMモードの動作例 
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PWMモードで、デューティ 0％、デューティ 100％の PWM波形を出力する例を図 12.28に示します。 

TCNTの値

TGRA

H'0000

TIOCA

時間

TGRB

デューティ0%

TGRB書き換え

TGRB書き換え
TGRB書き換え

TCNTの値

TGRA

H'0000

TIOCA

時間

TGRB

デューティ100%

TGRB書き換え

TGRB書き換え

TGRB書き換え

周期レジスタとデューティレジスタのコンペアマッチ
が同時に発生すると出力は変化しません

TCNTの値

TGRA

H'0000

TIOCA

時間

TGRB

デューティ100%

TGRB書き換え

TGRB書き換え

TGRB書き換え

周期レジスタとデューティレジスタのコンペアマッチ
が同時に発生すると出力は変化しません

デューティ0%
 

図 12.28 PWMモード動作例 
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12.4.6 位相計数モード 

位相計数モードは、チャネル 1、2の設定により、2本の外部クロック入力の位相差を検出し、TCNTをアップ

／ダウンカウントします。 

位相計数モードに設定すると、TCRの TPSC2～TPSC0ビット、CKEG1、CKEG0ビットの設定にかかわらずカ

ウンタ入力クロックは外部クロックを選択し、TCNTはアップ／ダウンカウンタとして動作します。ただし、TCR

の CCLR1、CCLR0ビット、TIOR、TIER、TGRの機能は有効ですので、インプットキャプチャ／コンペアマッチ

機能や割り込み機能は使用することができます。 

2相エンコーダパルスの入力として使用できます。 

TCNTがアップカウント時、オーバフローが発生すると TSRの TCFVフラグがセットされます。また、ダウン

カウント時にアンダフローが発生すると、TCFUフラグがセットされます。 

TSRの TCFDビットはカウント方向フラグです。TCFDフラグをリードすることにより、TCNTがアップカウ

ントしているかダウンカウントしているかを確認することができます。 

表 12.47に外部クロック端子とチャネルの対応を示します。 
 

表 12.47 位相計数モードクロック入力端子 

外部クロック端子 チャネル 

A相 B相 

チャネル 1を位相計数モードとするとき TCLKA TCLKB 

チャネル 2を位相計数モードとするとき TCLKC TCLKD 

 

（1） 位相計数モードの設定手順例 

位相計数モードの設定手順例を図 12.29に示します。 

位相計数モードの選択

位相計数モード

カウント動作開始

〈位相計数モード〉

［1］

［2］

［1］TMDRのMD3～MD0ビットで位
相計数モードを選択してくださ
い。

［2］TSTRのCSTビットを1にセット
してカウント動作を開始してく
ださい。

 

図 12.29 位相計数モードの設定手順例 
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（2） 位相計数モードの動作例 

位相計数モードでは、2本の外部クロックの位相差で TCNTがアップ／ダウンカウントします。また、カウン

ト条件により 4つのモードがあります。 

（a） 位相計数モード 1 

位相計数モード 1の動作例を図 12.30に、TCNTのアップ／ダウンカウント条件を表 12.48に示します。 

TCNTの値

時間

ダウンカウントアップカウント

TCLKA（チャネル1）
TCLKC（チャネル2）

TCLKB（チャネル1）
TCLKD（チャネル2）

 

図 12.30 位相計数モード 1の動作例 

 

表 12.48 位相計数モード 1のアップ／ダウンカウント条件 

TCLKA（チャネル 1） 

TCLKC（チャネル 2） 

TCLKB（チャネル 1） 

TCLKD（チャネル 2） 

動作内容 

Highレベル  アップカウント 

Lowレベル   

 Lowレベル  

 Highレベル  

Highレベル  ダウンカウント 

Lowレベル   

 Highレベル  

 Lowレベル  

【記号説明】 
：立ち上がりエッジ 

：立ち下がりエッジ 
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（b） 位相計数モード 2 

位相計数モード 2の動作例を図 12.31に、TCNTのアップ／ダウンカウント条件を表 12.49に示します。 

TCNTの値

時間

ダウンカウントアップカウント

TCLKA（チャネル1）
TCLKC（チャネル2）

TCLKB（チャネル1）
TCLKD（チャネル2）

 

図 12.31 位相計数モード 2の動作例 

 

表 12.49 位相計数モード 2のアップ／ダウンカウント条件 

TCLKA（チャネル 1） 

TCLKC（チャネル 2） 

TCLKB（チャネル 1） 

TCLKD（チャネル 2） 

動作内容 

Highレベル  カウントしない（Don't care） 

Lowレベル  カウントしない（Don't care） 

 Lowレベル カウントしない（Don't care） 

 Highレベル アップカウント 

Highレベル  カウントしない（Don't care） 

Lowレベル  カウントしない（Don't care） 

 Highレベル カウントしない（Don't care） 

 Lowレベル ダウンカウント 

【記号説明】 

：立ち上がりエッジ 

：立ち下がりエッジ 
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（c） 位相計数モード 3 

位相計数モード 3の動作例を図 12.32に、TCNTのアップ／ダウンカウント条件を表 12.50に示します。 

TCNTの値

時間

アップカウント

TCLKA（チャネル1）
TCLKC（チャネル2）

TCLKB（チャネル1）
TCLKD（チャネル2）

ダウンカウント

 

図 12.32 位相計数モード 3の動作例 

 

表 12.50 位相計数モード 3のアップ／ダウンカウント条件 

TCLKA（チャネル 1） 

TCLKC（チャネル 2） 

TCLKB（チャネル 1） 

TCLKD（チャネル 2） 

動作内容 

Highレベル  カウントしない（Don't care） 

Lowレベル  カウントしない（Don't care） 

 Lowレベル カウントしない（Don't care） 

 Highレベル アップカウント 

Highレベル  ダウンカウント 

Lowレベル  カウントしない（Don't care） 

 Highレベル カウントしない（Don't care） 

 Lowレベル カウントしない（Don't care） 

【記号説明】 

：立ち上がりエッジ 

：立ち下がりエッジ 
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（d） 位相計数モード 4 

位相計数モード 4の動作例を図 12.33に、TCNTのアップ／ダウンカウント条件を表 12.51に示します。 

TCNTの値

時間

TCLKA（チャネル1）
TCLKC（チャネル2）

TCLKB（チャネル1）
TCLKD（チャネル2）

アップカウント
ダウンカウント

 

図 12.33 位相計数モード 4の動作例 

 

表 12.51 位相計数モード 4のアップ／ダウンカウント条件 

TCLKA（チャネル 1） 

TCLKC（チャネル 2） 

TCLKB（チャネル 1） 

TCLKD（チャネル 2） 

動作内容 

Highレベル  アップカウント 

Lowレベル   

 Lowレベル カウントしない（Don't care） 

 Highレベル  

Highレベル  ダウンカウント 

Lowレベル   

 Highレベル カウントしない（Don't care） 

 Lowレベル  

【記号説明】 

：立ち上がりエッジ 

：立ち下がりエッジ 
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（3） 位相計数モード応用例 

チャネル 1を位相計数モードに設定し、チャネル 0と連携してサーボモータの 2相エンコーダパルスを入力し

て位置または速度を検出する例を図 12.34に示します。 

チャネル 1は位相計数モード 1に設定し、TCLKAと TCLKBにエンコーダパルスの A相、B相を入力します。 

チャネル 0は TCNTを TGRC_0のコンペアマッチでカウンタクリアとして動作させ、TGRA_0と TGRC_0はコ

ンペアマッチ機能で使用して、速度制御周期と位置制御周期を設定します。TGRB_0はインプットキャプチャ機

能で使用し、TGRB_0と TGRD_0をバッファ動作させます。TGRB_0のインプットキャプチャ要因は、チャネル 1

のカウンタ入力クロックとし、2相エンコーダの 4逓倍パルスのパルス幅を検出します。 

チャネル 1の TGRA_1と TGRB_1は、インプットキャプチャ機能に設定し、インプットキャプチャ要因はチャ

ネル 0の TGRA_0と TGRC_0のコンペアマッチを選択し、それぞれの制御周期時のアップ／ダウンカウンタの値

を格納します。 

これにより、正確な位置／速度検出を行うことができます。 

TCNT_1

TCNT_0

チャネル1

TGRA_1（速度周期キャプチャ）

TGRA_0（速度制御周期）

TGRB_1（位置周期キャプチャ）

TGRC_0（位置制御周期）

TGRB_0（パルス幅キャプチャ）

TGRD_0（バッファ動作）

チャネル0

TCLKA

TCLKB

エッジ
検出回路

+
-

+
-

 

図 12.34 位相計数モードの応用例 
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12.4.7 リセット同期 PWMモード 

リセット同期 PWMモードは、チャネル 3、4を組み合わせることにより、一方の波形変化点が共通の関係とな

る PWM波形（正相・逆相）を 3相出力します。 

リセット同期 PWMモードに設定すると、TIOC3B、TIOC3D、TIOC4A、TIOC4C、TIOC4B、および TIOC4D端

子は PWM出力端子となり、タイマカウンタ 3（TCNT_3）はアップカウンタとして機能します。 

使用される PWM出力端子を表 12.52に、使用するレジスタの設定を表 12.53に示します。 
 

表 12.52 リセット同期 PWMモード時の出力端子 

チャネル 出力端子 説   明 

TIOC3B
 

PWM出力端子 1 3 

TIOC3D
 

PWM出力端子 1'（PWM出力 1の逆相波形） 

TIOC4A PWM出力端子 2 

TIOC4C PWM出力端子 2'（PWM出力 2の逆相波形） 

TIOC4B
 

PWM出力端子 3 

4
 

TIOC4D
 

PWM出力端子 3'（PWM出力 3の逆相波形） 

 

表 12.53 リセット同期 PWMモード時のレジスタ設定 

レジスタ 設定内容 

TCNT_3 H'0000を初期設定 

TCNT_4 H'0000を初期設定 

TGRA_3
 

TCNT_3のカウント周期を設定 

TGRB_3
 

TIOC3B、TIOC3D端子より出力される PWM波形の変化点を設定 

TGRA_4 TIOC4A、TIOC4C端子より出力される PWM波形の変化点を設定 

TGRB_4 TIOC4B、TIOC4D端子より出力される PWM波形の変化点を設定 
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（1） リセット同期 PWMモードの設定手順例 

リセット同期 PWMモードの設定手順例を図 12.35に示します。 

［1］

［2］

［3］

［4］

［5］

［6］

［7］

［8］

［10］

タイマスタートレジスタ（TSTR）のCST3、CST4ビットを0にクリアし、
タイマカウンタ（TCNT）のカウント動作を停止してください。リセッ
ト同期PWMモードの設定はTCNT_3、TCNT_4が停止した状態で行って
ください。

タイマコントロールレジスタ3（TCR_3）のTPSC2～TPSC0ビットと　
CKEG1、CKEG0ビットでチャネル3のカウンタクロックとクロックのエッ
ジを設定してください。CCLR2～CCLR0ビットでカウンタクリア要因
をTGRAのコンペアマッチに設定してください。

ブラシレスDCモータ用の制御をする場合、タイマゲートコントロール
レジスタ（TGCR）のBDCビットをセットし、フィードバック信号の入
力元と出力のチョッピングまたはゲート信号直接出力を設定してくださ
い。

TGRA_3は周期レジスタです。TGRA_3には周期を設定してください。
TGRB_3、TGRA_4、TGRB_4にはPWM出力波形変化タイミングを設
定してください。ただし、設定値はTCNT_3とコンペアマッチする範囲
で設定してください。

タイマアウトプットコントロールレジスタ（TOCR1）のPSYEビット
でPWM周期に同期したトグル出力の許可／禁止を選択し、OLSP、
OLSNビットでPWM出力レベルを設定してください。TOCR2、TOLBR
レジスタにより、PWM出力レベルの設定をバッファ動作で行う場合は、
図12.3を参照してください。

タイマモードレジスタ3（TMDR_3）のMD3～MD0ビットをB'1000に
セットしてリセット同期PWMモードを設定してください。
TMDR_4には設定しないでください。

タイマアウトプットマスタイネーブルレジスタ（TOER）でPWM波形
出力端子の出力の許可／禁止を設定してください。

［9］ポートコントロールレジスタとポートI/Oレジスタの設定をしてくださ
い。

TSTRのCST3ビットを1にセットして、カウント動作を開始してください。

TCNT_3、TCNT_4はH'0000としてください。

X≦TGRA_3 （X：設定値）

【注】 X=TGRA_3すなわち周期＝デューティの設定を行うと出力波形は
TCNT_3=TGRA_3=Xのポイントでトグル動作します。

リセット同期PWMモード

カウント動作停止

カウンタクロック、
カウンタクリア要因の選択

ブラシレスDCモータ制御
の設定

TCNTの設定

TGRの設定

PWM周期出力の許可、
PWM出力レベルの設定

リセット同期PWM
モード設定

波形出力の許可

カウント動作開始

＜リセット同期PWMモード＞

［1］

［2］

［3］

［4］

［5］

［6］

［7］

［8］

PFCの設定 ［9］

［10］

 

図 12.35 リセット同期 PWMモードの設定手順例 
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（2） リセット同期 PWMモードの動作例 

リセット同期 PWMモードの動作例を図 12.36に示します。 

リセット同期 PWMモードでは、TCNT_3と TCNT_4はアップカウンタとして動作します。TCNT_3が TGRA_3

とコンペアマッチするとカウンタはクリアされ H'0000からカウントアップを再開します。PWM出力端子は、そ

れぞれ TGRB_3、TGRA_4、TGRB_4のコンペアマッチおよびカウンタクリアが発生するたびにトグル出力を行い

ます。 

TCNT_3、TCNT_4の値

TGRA_3

TGRB_3

TGRA_4

TGRB_4

H'0000

TIOC3B

TIOC4A

TIOC4B

TIOC4C

TIOC4D

TIOC3D

時間

 

図 12.36 リセット同期 PWMモードの動作例（TOCRの OLSN＝1、OLSP＝1に設定した場合） 
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12.4.8 相補 PWMモード 

相補 PWMモードは、チャネル 3、4を組み合わせることにより、正相と逆相がノンオーバラップの関係にある

PWM波形を 3相出力します。ノンオーバラップ時間を持たない設定も可能です。 

相補 PWMモードに設定すると、TIOC3B、TIOC3D、TIOC4A、TIOC4B、TIOC4C、TIOC4D端子は PWM出力

端子となり、TIOC3A端子は PWM周期に同期したトグル出力として設定することが可能です。 

また、TCNT_3と TCNT_4はアップ／ダウンカウンタとして機能します。 

使用される PWM出力端子を表 12.54に、使用するレジスタの設定を表 12.55に示します。 
 

表 12.54 相補 PWMモード時の出力端子 

チャネル 出力端子 説   明 

TIOC3A
 

PWM周期に同期したトグル出力（または入出力ポート） 

TIOC3B
 

PWM出力端子 1 

TIOC3C
 

入出力ポート* 

3 

TIOC3D
 

PWM出力端子 1'（PWM出力 1とノンオーバラップ関係にある逆相波形。ノンオーバラップ

時間を持たない設定も可能） 

TIOC4A PWM出力端子 2 

TIOC4C PWM出力端子 2'（PWM出力 2とノンオーバラップ関係にある逆相波形。ノンオーバラップ

時間を持たない設定も可能） 

TIOC4B
 

PWM出力端子 3 

4
 

TIOC4D
 

PWM出力端子 3'（PWM出力 3とノンオーバラップ関係にある逆相波形。ノンオーバラップ

時間を持たない設定も可能） 

【注】 * TIOC3C端子は相補 PWMモード時、タイマ入出力端子に設定しないでください。 

 

表 12.55 相補 PWMモード時のレジスタ設定 

チャネル カウンタ／

レジスタ 

説   明 CPUからの 

読み出し／書き込み 

TCNT_3 デッドタイムレジスタに設定した値からカウン

トアップスタート 

TRWERの設定*によりマスク可能 

TGRA_3 TCNT_3 の上限値を設定（キャリア周期の 1/2＋

デッドタイム） 

TRWERの設定*によりマスク可能 

TGRB_3 PWM出力 1のコンペアレジスタ TRWERの設定*によりマスク可能 

TGRC_3 TGRA_3のバッファレジスタ 常に読み出し／書き込み可能 

3 

TGRD_3 PWM出力 1/TGRB_3のバッファレジスタ 常に読み出し／書き込み可能 

TCNT_4 H'0000を初期設定しカウントアップスタート TRWERの設定*によりマスク可能 

TGRA_4 PWM出力 2のコンペアレジスタ TRWERの設定*によりマスク可能 

TGRB_4 PWM出力 3のコンペアレジスタ TRWERの設定*によりマスク可能 

TGRC_4 PWM出力 2/TGRA_4のバッファレジスタ 常に読み出し／書き込み可能 

4 

TGRD_4 PWM出力 3/TGRB_4のバッファレジスタ 常に読み出し／書き込み可能 
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チャネル カウンタ／

レジスタ 

説   明 CPUからの 

読み出し／書き込み 

タイマデッドタイムデータ 

レジスタ（TDDR） 

TCNT_4と TCNT_3のオフセット値（デッドタイ

ムの値）を設定 

TRWERの設定*によりマスク可能 

タイマ周期データレジスタ

（TCDR） 

TCNT_4 の上限値の値を設定（キャリア周期の

1/2） 

TRWERの設定*によりマスク可能 

タイマ周期バッファレジスタ

（TCBR） 

TCDRのバッファレジスタ 常に読み出し／書き込み可能 

サブカウンタ（TCNTS） デッドタイム生成のためのサブカウンタ 読み出しのみ可能 

テンポラリレジスタ 1

（TEMP1） 

PWM出力 1/TGRB_3のテンポラリレジスタ 読み出し／書き込み不可 

テンポラリレジスタ 2

（TEMP2） 

PWM出力 2/TGRA_4のテンポラリレジスタ 読み出し／書き込み不可 

テンポラリレジスタ 3

（TEMP3） 

PWM出力 3/TGRB_4のテンポラリレジスタ 読み出し／書き込み不可 

【注】 * TRWER（タイマリードライトイネーブルレジスタ）の設定によりアクセスの許可／禁止が可能です。 
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図 12.37 相補 PWMモード時のチャネル 3、4ブロック図 
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（1） 相補 PWMモードの設定手順例 

相補 PWMモードの設定手順例を図 12.38に示します。 

［1］

［2］

［3］

［4］

［5］

［6］

［8］

［9］

［10］

タイマスタートレジスタ（TSTR）のCST3、CST4ビットを0にクリアし、
タイマカウンタ（TCNT）のカウント動作を停止してください。相補
PWMモードの設定はTCNT_3、TCNT_4が停止した状態で行ってくださ
い。

タイマコントロールレジスタ（TCR）のTPSC2～TPSC0ビットと
CKEG1、CKEG0ビットでチャネル3、4に同一のカウンタクロックとク
ロックのエッジを設定してください。CCLR2～CCLR0ビットは相補
PWMモードの動作中に他チャネルからの同期クリアで再スタートさせ
る場合のみ同期クリアを設定してください。

ブラシレスDCモータ用の制御をする場合、タイマゲートコントロール
レジスタ（TGCR）のBDCビットをセットし、フィードバック信号の入
力元と出力のチョッピングまたはゲート信号直接出力を設定してくださ
い。

相補PWMモードの動作中に他チャネルからの同期クリアで再スタート
させる場合のみ設定してください。このときタイマシンクロレジスタ
（TSYR）でチャネル3、4と同期クリアを発生するチャネルを同期させ
てください。

出力するPWMデューティをデューティレジスタ（TGRB_3、TGRA_4、
TGRB_4）とバッファレジスタ（TGRD_3、TGRC_4、TGRD_4）に設
定します。各対応するTGRには同じ初期値を設定してください。

デッドタイムレジスタ（TDDR）にデッドタイムを設定し、キャリア周
期データレジスタ（TCDR）、キャリア周期バッファレジスタ
（TCBR）にキャリア周期の1/2を、TGRA_3とTGRC_3にキャリア周期
の1/2にデッドタイム分加えた値を設定してください。デッドタイムを
生成しない設定をした場合は、TDDRに1、TGRA_3とTGRC_3にキャリ
ア周期の1/2+1を設定してください。

［7］デッドタイムを生成しない場合のみ設定してください。タイマデッドタ
イムイネーブルレジスタ（TDER）でデッドタイムを生成しないを選択
します。

タイマアウトプットコントロールレジスタ（TOCR1）のPSYEビットで
PWM周期に同期したトグル出力の許可／禁止を選択し、OLSP、OLSN
ビットでPWM出力レベルを設定してください。
TOCR_2、TOLBRレジスタにより、PWM出力レベルの設定をバッファ
動作で行う場合は、図12.3を参照してください。

タイマモードレジスタ3（TMDR_3）で相補PWMモードを選択してくだ
さい。TMDR_4には設定しないでください。

［11］タイマアウトプットマスタイネーブルレジスタ（TOER）でPWM波形出
力端子の出力の許可／禁止を設定してください。

［13］TSTRのCST3、CST4ビットを1にセットして、カウント動作を開始して
ください。

［12］ポートコントロールレジスタとポートI/Oレジスタの設定をしてください。

TCNT_3にはデッドタイムを設定してください。TCNT_4はH'0000とし
てください。

相補PWMモード

カウント動作停止

カウンタクロック、
カウンタクリア要因の選択

ブラシレスDCモータ制御
の設定

TCNTの設定

チャネル間の同期設定

TGRの設定

デッドタイム、
キャリア周期の設定

PWM周期出力の許可、
PWM出力レベルの設定

相補PWMモード設定

［13］

［11］

［1］

［2］

［3］

［4］

［5］

［6］

［8］

デッドタイム生成の
有無を設定

［7］

［9］

［10］

波形出力の許可

カウント動作開始

［12］PFCの設定

＜相補PWMモード＞

 

図 12.38 相補 PWMモードの設定手順例 
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（2） 相補 PWMモードの動作概要 

相補 PWMモードでは、6相の PWM出力が可能です。図 12.39に相補 PWMモードのカウンタの動作を示しま

す。図 12.40に相補 PWMモードの動作例を示します。 

（a） カウンタの動作 

相補 PWMモードでは、TCNT_3、TCNT_4および TCNTSの 3本のカウンタがアップダウンカウント動作を行

います。 

TCNT_3は、相補 PWMモードに設定され TSTRの CSTビットが 0のとき、TDDRに設定された値が自動的に

初期値として設定されます。 

CSTビットが 1に設定されると、TGRA_3に設定された値までアップカウント動作を行い、TGRA_3と一致

するとダウンカウントに切り替わります。その後、TDDRと一致するとアップカウントに切り替わり、この動作

を繰り返します。 

また、TCNT_4は、初期値として H'0000を設定します。 

CSTビットが 1に設定されると、TCNT_3に同期して動作しアップカウントを行い、TCDRと一致するとダ

ウンカウントに切り替わります。この後、H'0000と一致するとアップカウントに切り替わり、この動作を繰り返

します。 

TCNTSは、読み出しのみ可能なカウンタです。初期値を設定する必要はありません。 

TCNT_3、4がアップダウンカウント時、TCNT_3が TCDRと一致するとダウンカウントを開始し、TCNTSが

TCDRと一致するとアップカウントに切り替わります。また、TGRA_3と一致すると H'0000にクリアされます。 

TCNT_3、TCNT_4がダウンカウント時、TCNT_4が TDDRと一致するとアップカウントを開始し、TCNTS

が TDDRと一致するとダウンカウントに切り替わります。また、H'0000に一致すると TCNTSは TGRA_3の値が

設定されます。 

TCNTSは、カウント動作をしている期間だけ PWMデューティが設定されているコンペアレジスタおよびテン

ポラリレジスタと比較されます。 

カウンタ値

TGRA_3

TCDR

TDDR

H'0000

TCNT_4 TCNTS

TCNT_3

TCNT_3

TCNT_4

TCNTS

時間 

図 12.39 相補 PWMモードのカウンタ動作 
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（b） レジスタの動作 

相補 PWMモードでは、コンペアレジスタ、バッファレジスタおよびテンポラリレジスタの 9本のレジスタを

使用します。図 12.40に相補 PWMモードの動作例を示します。 

PWM出力を行うためにカウンタと常に比較されているレジスタが、TGRB_3、TGRA_4、TGRB_4です。これ

らのレジスタとカウンタが一致するとタイマアウトプットコントロールレジスタ（TOCR）の OLSN、OLSPビッ

トで設定した値が出力されます。 

これらのコンペアレジスタのバッファレジスタが、TGRD_3、TGRC_4、TGRD_4です。 

また、バッファレジスタとコンペアレジスタの間にはテンポラリレジスタがあります。テンポラリレジスタは、

CPUからアクセスできません。 

コンペアレジスタのデータを変更するためには、対応するバッファレジスタに変更するデータを書き込んでく

ださい。バッファレジスタは、常時読み出し／書き込みが可能です。 

バッファレジスタに書き込まれたデータは、Ta区間では常時テンポラリレジスタに転送されます。また Tb区

間では、テンポラリレジスタには転送されません。この区間でバッファレジスタに書き込まれたデータは Tb区間

が終了後テンポラリレジスタに転送されます。 

テンポラリレジスタに転送された値は、Tb区間が終了する TCNTSがアップカウント時に TGRA_3が一致した

とき、またはダウンカウント時に H'0000と一致したときにコンペアレジスタに転送されます。この、テンポラリ

レジスタからコンペアレジスタに転送するタイミングは、タイマモードレジスタ（TMDR）のMD3～MD0ビット

で選択できます。図 12.40は、谷で変更するモードを選択した例です。 

テンポラリレジスタへのデータの転送が行われない Tb（図 12.40では Tb1）区間では、テンポラリレジスタは、

コンペアレジスタと同じ機能を持ち、カウンタと比較されます。このため、この区間では、1相の出力に対して 2

本のコンペアマッチレジスタを持つことになり、コンペアレジスタには変更前のデータ、テンポラリレジスタに

は新しく変更するデータが入っています。この区間では、TCNT_3、4および TCNTSの 3本のカウンタとコンペ

アレジスタ、テンポラリレジスタの 2本のレジスタが比較され、PWM出力を制御します。 



 

12. マルチファンクションタイマパルスユニット 2（MTU2） 

R01UH0025JJ0300  Rev.3.00  12-109 

2010.09.15  

 

SH7261グループ 

TGRA_3

TCDR

TGRA_4

TGRC_4

TDDR

H'0000

バッファレジスタTGRC_4

テンポラリレジスタTEMP2

コンペアレジスタTGRA_4

出力波形

出力波形

Tb2 Ta Tb1 Ta Tb2 Ta

TCNT_3

TCNT_4

TCNTS

（出力波形はローアクティブです）

H'6400 H'0080

H'6400

H'6400 H'0080

H'0080

テンポラリレジスタから
コンペアレジスタへ転送

テンポラリレジスタから
コンペアレジスタへ転送

 

図 12.40 相補 PWMモード動作例 
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（c） 初期設定 

相補 PWMモードでは、初期設定の必要なレジスタが 6本あります。また、デッドタイム生成の有無を設定す

るレジスタが 1本あります（デッドタイムを生成しない場合のみ設定してください）。 

タイマモードレジスタ（TMDR）のMD3～MD0ビットで相補 PWMモードに設定する前に、次のレジスタの初

期値を設定してください。 

TGRC_3は TGRA_3のバッファレジスタとして動作し、PWMキャリア周期の 1/2＋デッドタイム Tdを設定し

ます。タイマ周期バッファレジスタ（TCBR）は、タイマ周期データレジスタ（TCDR）のバッファレジスタとし

て動作し、PWMキャリア周期の 1/2を設定します。また、タイマデッドタイムデータレジスタ（TDDR）には、

デッドタイム Tdを設定します。 

デッドタイムを生成しない場合は、タイマデッドタイムイネーブルレジスタ（TDER）の TDERビットを 0に設

定し、TGRC_3、TGRA_3には、PWMキャリア周期の 1/2+1を、TDDRには 1を設定します。 

バッファレジスタ TGRD_3、TGRC_4、TGRD_4の 3本には、それぞれ PWMデューティの初期値を設定します。 

TDDRを除く 5本のバッファレジスタに設定した値は、相補 PWMモードに設定すると同時にそれぞれ対応す

るコンペアレジスタに転送されます。 

また、TCNT_4は、相補 PWMモードに設定する前に H'0000に設定してください。 
 

表 12.56 初期設定の必要なレジスタとカウンタ 

レジスタ／カウンタ 設定値 

TGRC_3 PWMキャリア周期の 1/2＋デッドタイム Td 

（TDERでデッドタイム生成をなしに設定した場合は PWMキャリア周期の 1/2+1） 

TDDR デッドタイム Td（TDERでデッドタイム生成をなしに設定した場合 1） 

TCBR PWMキャリア周期の 1/2 

TGRD_3、TGRC_4、TGRD_4 各相の PWMデューティの初期値 

TCNT_4 H'0000 

【注】 TGRC_3の設定値は、必ず、TCBRに設定する PWMキャリア周期の 1/2の値と TDDRに設定するデッドタイム Tdの値

の和としてください。ただし、TDERでデッドタイム生成をなしに設定した場合は、PWMキャリア周期の 1/2+1として

ください。 
 

（d） PWM出力レベルの設定 

相補 PWMモードでは、PWMパルスの出力レベルをタイマアウトプットコントロールレジスタ 1（TOCR1）の

OLSN、OLSPビット、または、タイマアウトプットコントロールレジスタ 2（TOCR2）の OLS1P～OLS3P、OLS1N

～OLS3Nビットで設定します。 

出力レベルは、6相出力の正相の 3相、逆相の 3相ごとに設定できます。 

なお、出力レベルの設定／変更は、相補 PWMモードを解除した状態で行ってください。 
 

（e） デッドタイムの設定 

相補 PWMモードでは、正相と逆相がノンオーバラップの関係にある PWMパルスを出力します。また、このノ

ンオーバラップ時間をデッドタイム時間と呼びます。 

ノンオーバラップ時間は、タイマデッドタイムデータレジスタ（TDDR）に設定します。TDDRに設定した値が、

TCNT_3のカウンタスタート値となり、TCNT_3と TCNT_4のノンオーバラップを生成します。TDDRの内容変更

は、相補 PWMモードを解除した状態で行ってください。 
 



 

12. マルチファンクションタイマパルスユニット 2（MTU2） 

R01UH0025JJ0300  Rev.3.00  12-111 

2010.09.15  

 

SH7261グループ 

（f） デッドタイムを生成しない設定 

デッドタイムを生成しない設定は、タイマデッドタイムイネーブルレジスタ（TDER）の TDERビットを 0に設

定します。TDERは、TDER＝1の状態で TDERをリード後、TDERに 0をライトしたときのみ、0に設定できま

す。 

TGRA_3、TGRC_3には PWMキャリア周期の 1/2+1を設定し、タイマデッドタイムデータレジスタ（TDDR）

には 1を設定します。 

デッドタイムを生成しない設定にすると、デッドタイムなしの PWM波形を出力できます。図 12.41にデッド

タイムを生成しない場合の動作例を示します。 

TGRA_3=TCDR+1

TCDR

TGRA_4
TGRC_4

TDDR=1

H'0000

バッファレジスタTGRC_4

テンポラリレジスタTEMP2

コンペアレジスタTGRA_4

出力波形

出力波形

Ta Tb1 Ta Tb2 Ta

TCNT_3

TCNT_4

TCNTS

（出力波形はローアクティブです）

Data1 Data2

Data1 Data2

Data1 Data2

テンポラリレジスタから
コンペアレジスタへ転送

テンポラリレジスタから
コンペアレジスタへ転送

 

図 12.41 デッドタイムを生成しない場合の動作例 
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（g） PWM周期の設定 

相補 PWMモードでは、PWMパルスの周期を TCNT3の上限値を設定する TGRA_3と TCNT_4の上限値を設定

する TCDRの 2つのレジスタに設定します。これらの 2つのレジスタの関係は、次の関係になるよう設定してく

ださい。 
 

デッドタイム生成あり：TGRA_3の設定値＝TCDRの設定値＋TDDRの設定値 

デッドタイム生成なし：TGRA_3の設定値＝TCDRの設定値＋1 
 

また、TGRA_3、TCDRの設定は、バッファレジスタの TGRC_3、TCBRに値を設定することで行ってください。

TGRC_3、TCBRに設定した値は、タイマモードレジスタ（TMDR）のMD3～MD0で選択した転送タイミングで

TGRA_3、TCDRに同時に転送されます。 

変更した PWM周期は、データ更新が山で行われる場合は次の周期から、谷で行われる場合はその周期から反

映されます。図 12.42に PWM周期を山で変更する場合の動作例を示します。 

なお、各バッファレジスタのデータの更新方法については、次の「（h）レジスタデータの更新」の項を参照し

てください。 

カウンタ値
TGRC_3変更 TGRA_3変更

TGRA_3

TCNT_3

TCNT_4

時間 

図 12.42 PWM周期の変更例 
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（h） レジスタデータの更新 

相補 PWMモードでは、コンペアレジスタのデータを更新する場合はバッファレジスタを使用します。更新デ

ータは、バッファレジスタに常時書き込むことができます。また、バッファレジスタを持った動作中に変更可能

なレジスタは、PWMデューティ用およびキャリア周期用の 5本あります。 

これらのレジスタとバッファレジスタの間には、それぞれテンポラリレジスタがあります。サブカウンタTCNTS

がカウント動作していない期間では、バッファレジスタのデータが更新されるとテンポラリレジスタの値も書き

換ります。TCNTSがカウント動作中は、バッファレジスタからテンポラリレジスタへの転送は行われず、TCNTS

が停止後、バッファレジスタに書かれている値が転送されます。 

テンポラリレジスタの値は、タイマモードレジスタ（TMDR）のMD3～MD0ビットで設定したデータ更新タイ

ミングでコンペアレジスタへ転送されます。図 12.43に相補 PWMモード時のデータ更新例を示します。この図

は、カウンタの山と谷の両方でデータが更新されるモードの例です。 

また、バッファレジスタのデータを書き換える場合は、最後に必ず TGRD_4への書き込みを行ってください。

バッファレジスタからテンポラリレジスタへのデータ転送は、TGRD_4に書き込みした後、5本すべてのレジスタ

同時に行われます。 

なお、5本すべてのレジスタの更新を行わない場合、または TGRD_4のデータを更新しない場合も、更新する

レジスタのデータを書き込んだ後、必ず TGRD_4に書き込み動作を行ってください。またこのとき、TGRD_4に

書き込むデータは、書き込み動作以前と同じデータを書き込んでください。 
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図 12.43 相補 PWMモードのデータ更新例 
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（i） 相補 PWMモードの初期出力 

相補 PWMモードでは、タイマアウトプットコントロールレジスタ 1（TOCR1）の OLSN、OLSPビットの設定

または、タイマアウトプットコントロールレジスタ 2（TOCR2）の OLS1N～OLS3N、OLS1P～OLS3Pビットの設

定で、初期出力が決まります。 

この初期出力は、PWMパルスのノンアクティブレベルで、タイマモードレジスタ（TMDR）で相補 PWMモー

ドを設定してから TCNT_4がデッドタイムレジスタ（TDDR）に設定された値より大きくなるまで出力されます。

図 12.44に相補 PWMモードの初期出力例を示します。 

また、PWMデューティの初期値が TDDRの値より小さい場合の波形例を図 12.45に示します。 

●タイマアウトプットコントロールレジスタの設定

OLSNビット／0（初期出力：ハイレベル、アクティブレベル：ローレベル）
OLSPビット／0（初期出力：ハイレベル、アクティブレベル：ローレベル）

TCNT_3,4の値

TGRA_4

TDDR

TCNT_3

TCNT_4

初期出力 デッドタイム
時間

アクティブレベル

アクティブレベル

TCNT_3,4
カウントスタート
（TSTR設定）

相補PWMモード
（TMDR設定）

正相出力

逆相出力

 

図 12.44 相補 PWMモードの初期出力例（1） 
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●タイマアウトプットコントロールレジスタの設定

OLSNビット／0（初期出力：ハイレベル、アクティブレベル：ローレベル）
OLSPビット／0（初期出力：ハイレベル、アクティブレベル：ローレベル）

TCNT_3,4の値

TGRA_4
TDDR

TCNT_3

TCNT_4

初期出力
時間

アクティブレベル

TCNT_3,4
カウントスタート
（TSTR設定）

相補PWMモード
（TMDR設定）

正相出力

逆相出力

 

図 12.45 相補 PWMモードの初期出力例（2） 

 

（j） 相補 PWMモードの PWM出力生成方法 

相補 PWMモードでは、正相と逆相がノンオーバラップ時間を持った PWM波形を 3相出力します。このノンオ

ーバラップ時間をデッドタイムと呼びます。 

PWM波形は、カウンタとデータレジスタのコンペアマッチが発生したとき、タイマアウトプットコントロー

ルレジスタで選択した出力レベルが出力されることで生成されます。また、TCNTSがカウント動作する期間では、

0～100%まで連続した PWMパルスを作るため、データレジスタの値とテンポラリレジスタの値が同時に比較され

ます。このとき、ON、OFFのコンペアマッチが発生するタイミングが前後することがありますが、デッドタイム

を確保し正相／逆相の ON時間が重ならないようにするため、各相を OFFするコンペアマッチが優先されます。

図 12.46～図 12.48に相補 PWMモードの波形生成例を示します。 
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正相／逆相の OFFタイミングは、実線のカウンタとのコンペアマッチで生成され、ONタイミングは実線のカ

ウンタからデッドタイム分遅れて動作している点線のカウンタとのコンペアマッチで生成されます。ここで、T1

期間では、逆相を OFFする aのコンペアマッチが最優先され、aより先に発生したコンペアマッチは無視されま

す。また、T2期間では、正相を OFFする cのコンペアマッチが最優先され、cより先に発生したコンペアマッチ

は無視されます。 

また、図 12.46に示すように通常の場合のコンペアマッチは、a→b→c→d（または c→d→a'→b'）の順番で発生

します。 

コンペアマッチが a→b→c→dの順番からはずれる場合は、逆相の OFFされている時間がデッドタイムの 2倍よ

り短いため、正相が ONしないことを示します。または c→d→a'→b'の順番からはずれる場合は、正相の OFFされ

ている時間がデッドタイムの 2倍より短いため、逆相が ONしないことを示します。 

図 12.47に示すように aのコンペアマッチの次に cのコンペアマッチが先に発生した場合は、bのコンペアマッ

チを無視して dのコンペアマッチで、逆相を OFFします。これは、正相の ONタイミングである bのコンペアマ

ッチより正相の OFFである cのコンペアマッチが先に発生することにより、正相を OFFすることが優先されるた

めです（ゆえに正相は OFFから OFFのため波形は変化しません）。 

同様に、図 12.48に示す例では、cのコンペアマッチより前にテンポラリレジスタの新しいデータとのコンペア

マッチ a'が発生しますが、正相を OFFする cが起こるまで他のコンペアマッチは無視されます。このため、逆相

は ONしません。 

このように、相補 PWMモードでは、OFFするタイミングのコンペアマッチが優先され、ONするタイミングの

コンペアマッチが OFFより先に発生しても無視されます。 

T2期間T1期間 T1期間

a b

c

a' b'

d

TGRA_3

TCDR

TDDR

H'0000

正相出力

逆相出力  

図 12.46 相補 PWMモード波形出力例（1） 
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T2期間T1期間 T1期間

TGRA_3

TCDR

TDDR

H'0000

正相出力

逆相出力

c d

a

a

b

b

 

図 12.47 相補 PWMモード波形出力例（2） 

a b

c

a' b'

d

T1期間 T2期間 T1期間

TGRA_3

TCDR

TDDR

H'0000

正相出力

逆相出力  

図 12.48 相補 PWMモード波形出力例（3） 
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a b

c d

a' b'

T2期間T1期間 T1期間

TGRA_3

TCDR

TDDR

H'0000

正相出力

逆相出力  

図 12.49 相補 PWMモード 0%、100%波形出力例（1） 

T2期間T1期間 T1期間

TGRA_3

TCDR

TDDR

H'0000

正相出力

逆相出力

a

c d

a b

b

 

図 12.50 相補 PWMモード 0%、100%波形出力例（2） 
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T2期間T1期間 T1期間

a b

c d
TGRA_3

TCDR

TDDR

H'0000

正相出力

逆相出力  

図 12.51 相補 PWMモード 0%、100%波形出力例（3） 

TGRA_3

TCDR

TDDR

H'0000

正相出力

逆相出力

T2期間T1期間 T1期間

a b

c  b' d  a'

 

図 12.52 相補 PWMモード 0%、100%波形出力例（4） 
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c a d b
T2期間T1期間 T1期間

TGRA_3

TCDR

TDDR

H'0000

正相出力

逆相出力  

図 12.53 相補 PWMモード 0%、100%波形出力例（5） 

 

（k） 相補 PWMモードのデューティ 0%、100%出力 

相補 PWMモードでは、デューティ 0%、100%を任意に出力可能です。図 12.49～図 12.53に出力例を示します。 

デューティ 100%出力は、データレジスタの値を H'0000に設定すると出力されます。このときの波形は、正相

が 100%ON状態の波形です。また、デューティ 0%出力は、データレジスタの値を TGRA_3の値と同じ値を設定

すると出力されます。このときは、正相が 100%OFF状態の波形です。 

このとき、コンペアマッチは ON、OFF同時に発生しますが、同じ相の ONするコンペアマッチと OFFするコ

ンペアマッチが同時に発生すると、両方のコンペアマッチとも無視をされ波形は変化しません。 
 

（l） PWM周期に同期したトグル出力 

相補 PWMモードでは、タイマアウトプットコントロールレジスタ（TOCR）の PSYEビットを 1にセットする

ことにより PWMキャリア周期に同期したトグル出力が可能です。トグル出力の波形例を図 12.54に示します。 

この出力は、TCNT_3と TGRA_3のコンペアマッチと TCNT4とH'0000のコンペアマッチでトグルを行います。 

このトグル出力の出力端子は、TIOC3A端子です。また、初期出力は 1出力です。 
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TGRA_3

H'0000

トグル出力

TIOC3A端子

TCNT_4

TCNT_3

 

図 12.54 PWM出力に同期したトグル出力波形例 

（m）他のチャネルによるカウンタクリア 

相補 PWMモード時、タイマシンクロレジスタ（TSYR）により他のチャネルとの同期モードに設定し、またタ

イマコントロールレジスタ（TCR）の CCLR2～CCLR0により同期クリアを選択することにより他のチャネルによ

る TCNT_3、TCNT_4および TCNTSのクリアをすることが可能です。 

図 12.55に動作例を示します。 

この機能を使うことによって、外部信号によるカウンタクリアおよび再スタートが可能です。 

TGRA_3

TCDR

TDDR

H'0000

チャネル1
インプットキャプチャA

TCNT_1

TCNT_3

TCNT_4

TCNTS

●チャネル1のインプットキャプチャAでカウンタの同期クリア設定  

図 12.55 他のチャネルに同期したカウンタクリア 
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（n） 相補 PWMモードでの同期カウンタクリア時出力波形制御 

TWCRレジスタのWREビットを 1に設定することにより、相補 PWMモードの谷の Tb区間で同期カウンタク

リアが起こった場合の初期出力を抑止することができます。これにより、同期カウンタクリア時の急激なデュー

ティの変化を抑止することができます。 

WREビットを 1に設定することで初期出力を抑止することができるのは、同期クリアが図 12.56の⑩、⑪のよ

うな谷の Tb区間で入ってきたときのみです。それ以外のタイミングで同期クリアが起こった場合は、TOCRレジ

スタの OLSビットで設定した初期値が出力されます。また、谷の Tb区間であっても、図 12.56の①で示すカウ

ンタスタート直後の初期出力期間で同期クリアが起こった場合には、初期出力の抑止は行いません。 

初期出力を抑止する場合、コンペアレジスタ TGRB_3、TGRA_4、TGRB_4のすべてが、デットタイムデータレ

ジスタ TDDRの 2倍以上になるように設定してください。TDDRが 2倍未満の状態で同期クリアすると、PWM出

力のデッドタイムが短くなる（消失）、もしくは、初期出力の抑止期間中に PWM逆相出力から、不正なアクテ

ィブレベルが出力される場合があります。詳細は、「12.7.23 相補 PWMモードでの同期カウンタクリア時出力

波形制御における注意事項」を参照してください。 

MTU2のカウンタクリア要因はMTU2のチャネル 0～2からの同期クリアです。 

Tb区間Tb区間 Tb区間

TGRA_3

TGRB_3

TCDR TCNT_3

TCNT_4

TDDR

H'0000

正相

逆相

（出力波形はローアクティブです）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

カウンタ
スタート

 

図 12.56 同期カウンタクリアタイミング 
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• 相補PWMモードでの同期カウンタクリア時出力波形制御の設定手順例 

相補 PWMモードでの同期カウンタクリア時出力波形制御の設定手順例を図 12.57に示します。 

カウント動作停止

同期カウンタクリア時
出力波形制御機能

TWCR設定と
相補PWMモードの設定

カウント動作開始

同期カウンタクリア時
出力波形制御機能

［1］

［2］

［3］

［1］ タイマスタートレジスタ（TSTR）の
CST3、CST4ビットを0にクリアし、
カウント動作を停止してください。
TWCRの設定は、TCNT_3、TCNT_4
が停止した状態で行ってください。

［2］ TWCRのWREビットをいったんリー
ドした後、1を書き込んで、カウンタ
クリア時初期出力抑止を有効にしま
す。

［3］ TSTRのCST3、CST4ビットを1に
セットしてカウント動作を開始して
ください。

 

図 12.57 相補 PWMモードでの同期カウンタクリア時出力波形制御の設定手順例 

 

• 相補PWMモードでの同期カウンタクリア時出力波形制御動作例 

図 12.58～図 12.61に、TWCRのWREビットを 1に設定した状態でMTU2を相補 PWM動作をさせ、同期カウ

ンタクリアをした場合の動作例を示します。ここで、図 12.58～図 12.61の同期カウンタクリアのタイミングは、

それぞれ図 12.56の③、⑥、⑧、⑪で示したタイミングです。 
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TGRA_3

TGRB_3

TCDR

TDDR

H'0000

正相

逆相

（出力波形はローアクティブです）

同期クリア

TCNT_3
（MTU2）

TCNT_4
（MTU2）

WREビット＝1

 

図 12.58 アップカウント中のデッドタイム時に同期クリアが発生した場合 

（図 12.56のタイミング③、MTU2の TWCRレジスタのWREビット＝1） 

TCNT_3
（MTU2）

TCNT_4
（MTU2）

WREビット＝1

TGRA_3

TGRB_3

TCDR

TDDR

H'0000

正相

逆相

（出力波形はローアクティブです）

同期クリア

 

図 12.59 山の Tb区間で同期クリアが発生した場合 

（図 12.56のタイミング⑥、MTU2の TWCRレジスタのWREビット＝1） 
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TCNT_3
（MTU2）

TCNT_4
（MTU2）

WREビット＝1

TGRA_3

TGRB_3

TCDR

TDDR

H'0000

正相

逆相

（出力波形はローアクティブです）

同期クリア

 

図 12.60 ダウンカウント中のデッドタイム時に同期クリアが発生した場合 

（図 12.56のタイミング⑧、TWCRレジスタのWREビット＝1） 

TGRA_3

TGRB_3

TCDR

TDDR

H'0000

正相

逆相

（出力波形はローアクティブです）

同期クリア

初期出力は抑止されます

TCNT_3
（MTU2）

TCNT_4
（MTU2）

WREビット＝1

 

図 12.61 谷の Tb区間で同期クリアが発生した場合 

（図 12.56のタイミング⑪、TWCRレジスタのWREビット＝1） 



 

12. マルチファンクションタイマパルスユニット 2（MTU2） 

R01UH0025JJ0300  Rev.3.00  12-127 

2010.09.15  

 

SH7261グループ 

（o） TGRA_3のコンペアマッチによるカウンタクリア 

相補 PWMモードでは、タイマ波形コントロールレジスタ（TWCR）の CCEビットを設定することにより、

TGRA_3のコンペアマッチで TCNT_3、TCNT_4および TCNTSをクリアすることが可能です。 

図 12.62に動作例を示します。 

【注】 1. 相補 PWMモード 1（山で転送）でのみ使用してください。 

 2. 他のチャネルとの同期クリア機能に設定しないでください。（タイマシンクロレジスタ（TSYR）の SYNC0～SYNC4

ビットを 1に設定しないでください） 

 3. PWMデューティは、H'0000を設定しないでください。 

 4. タイマアウトプットコントロールレジスタ 1（TOCR1）の PSYEビットを 1に設定しないでください。 

TGRA_3

TGRB_3

TCDR

TDDR

H'0000

出力波形

出力波形

（出力波形はハイアクティブです）

TGRA_3のコンペアマッチで
カウンタをクリア

 

図 12.62 TGRA_3のコンペアマッチにおけるカウンタクリアの動作例 

（p） AC同期モータ（ブラシレス DCモータ）の駆動波形出力例 

相補 PWMモードでは、タイマゲートコントロールレジスタ（TGCR）を使ってブラシレス DCモータを簡単に

制御することができます。図 12.63～図 12.66にTGCRを使用したブラシレスDCモータの駆動波形例を示します。 

3相ブラシレス DCモータの出力相の切り替えに、ホール素子などで検出した外部信号で行う場合、TGCRの

FBビットを 0に設定します。この場合、磁極位置を示す外部信号をチャネル 0のタイマ入力端子TIOC0A、TIOC0B、

TIOC0C端子に入力します（PFCで設定してください）。TIOC0A、TIOC0B、TIOC0C端子の 3つの端子にエッジ

が発生すると、出力の ON/OFFが自動的に切り替わります。 

FBビットが 1の場合は、TGCRのUF、VF、WFビットの各ビットに 0または 1を設定すると、出力の ON/OFFが

切り換わります。 

駆動波形の出力は、相補 PWMモードの 6相出力端子から出力されます。 
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この 6相出力は Nビットまたは Pビットを 1に設定することにより、ON出力時、相補 PWMモードの出力を

使用し、チョッピング出力を行うことが可能です。Nビットまたは Pビットが 0の場合は、レベル出力になりま

す。 

また、6相出力のアクティブレベル（ON出力時レベル）は、Nビットおよび Pビットの設定にかかわらず、タ

イマアウトプットコントロールレジスタ（TOCR）の OLSNビット、OLSPビットで設定できます。 

外部入力 TIOC0A端子

TIOC0B端子

TIOC0C端子

TIOC3B端子

TIOC3D端子

TIOC4A端子

TIOC4C端子

TIOC4B端子

TIOC4D端子

6相出力

■BDC=1、N=0、P=0、FB=0、出力のアクティブレベル；Highの場合 

図 12.63 外部入力による出力相の切り替え動作例（1） 

外部入力 TIOC0A端子

TIOC0B端子

TIOC0C端子

TIOC3B端子

TIOC3D端子

TIOC4A端子

TIOC4C端子

TIOC4B端子

TIOC4D端子

6相出力

■BDC=1、N=1、P=1、FB=0、出力のアクティブレベル；Highの場合  

図 12.64 外部入力による出力相の切り替え動作例（2） 
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TGCR UFビット

VFビット

WFビット

TIOC3B端子

TIOC3D端子

TIOC4A端子

TIOC4C端子

TIOC4B端子

TIOC4D端子

6相出力

■BDC=1、N=0、P=0、FB=1、出力のアクティブレベル；Highの場合 

図 12.65 UF、VF、WFビット設定による出力相の切り替え動作例（1） 

TGCR UFビット

VFビット

WFビット

TIOC3B端子

TIOC3D端子

TIOC4A端子

TIOC4C端子

TIOC4B端子

TIOC4D端子

6相出力

■BDC=1、N=1、P=1、FB=1、出力のアクティブレベル；Highの場合  

図 12.66 UF、VF、WFビット設定による出力相の切り替え動作例（2） 

 

（q） A/D変換開始要求の設定 

相補 PWMモード時、A/D変換の開始要求は TGRA_3のコンペアマッチ、TCNT_4のアンダフロー（谷）、チ

ャネル 3、4以外のチャネルのコンペアマッチを使用して行うことが可能です。 

TGRA_3のコンペアマッチを使用して開始要求を設定すると、TCNT_3の山で A/D変換をスタートさせること

ができます。 

A/D変換の開始要求は、タイマインタラプトイネーブルレジスタ（TIER）の TTGEビットを 1にセットするこ

とで設定できます。TCNT_4のアンダフロー（谷）の A/D変換の開始要求は、TIER_4の TTGE2ビットを 1にセ

ットすることで設定できます。 
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（3） 相補 PWMモードの割り込み間引き機能 

チャネル 3とチャネル 4の TGIA_3（山の割り込み）、および TCIV_4（谷の割り込み）は、タイマ割り込み間

引き設定レジスタ（TITCR）を設定することにより、最大で 7回まで割り込みを間引くことが可能です。 

タイマバッファ転送レジスタ（TBTER）を設定することにより、バッファレジスタからテンポラリレジスタ／

コンペアレジスタへの転送を連動して間引くことが可能です。バッファレジスタとの連動については、「（c） 割

り込み間引きと連動したバッファ転送制御」を参照してください。 

タイマ A/D変換要求コントロールレジスタ（TADCR）を設定することにより、A/D変換開始要求ディレイド機

能の A/D変換開始要求を連動して間引くことが可能です。A/D変換開始要求ディレイド機能との連動については

「12.4.9 A/D変換開始要求ディレイド機能」を参照してください。 

タイマ割り込み間引き設定レジスタ（TITCR）の設定は、TIER_3、TIER_4レジスタの設定で TGIA_3と TCIV_4

割り込み要求を禁止した状態かつコンペアマッチによる TGFA_3、TCFV_4フラグセットが発生しない状態で行っ

てください。また、間引き回数の変更前に、必ず T3AEN、T4VENビットを 0にして、間引きカウンタをクリア

してください。 
 

（a） 割り込み間引き機能の設定手順例 

割り込み間引き機能の設定手順例を図 12.67に示します。また、割り込み間引き回数の変更可能期間を図 12.68

に示します。 

間引きカウンタのクリア

割り込み間引き機能

間引き回数の設定と
間引き機能の許可設定

＜割り込み間引き＞

［1］

［2］

［1］ タイマ割り込み間引き設定レジスタ（TITCR）
のT3AEN、T4VENビットを0に設定し、間引き
カウンタをクリアしてください。

［2］ TITCRの3ACOR2～3ACOR0および、4VCOR2
～4VCOR0ビットには0～7回の割り込み間引き
回数を設定し、T3AEN、T4VENビットで割り
込み間引き機能を許可します。

【注】TITCRの変更はTIER_3、TIER_4レジスタの設
定でTGIA_3とTCIV_4割り込み要求を禁止した
状態かつコンペアマッチによるTGFA_3、
TCFV_4フラグセットが発生しない状態で行っ
てください。また、間引き回数の変更前に、必
ずT3AEN、T4VENビットを0に設定して、間引
きカウンタをクリアしてください。  

図 12.67 割り込み間引き機能の設定手順例 
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TCNT_3

TCNT_4

間引き回数
変更可能期間

間引き回数
変更可能期間

間引き回数
変更可能期間

間引き回数
変更可能期間

 

図 12.68 割り込み間引き回数の変更可能期間 

（b） 割り込み間引き機能の動作例 

タイマ割り込み間引き設定レジスタ（TITCR）の 3ACORビットで割り込みの間引き回数を 3回に設定し、T3AEN

ビットを 1に設定した場合の、TGIA_3割り込み間引きの動作例を図 12.69に示します。 

TGIA_3割り込み
フラグセット信号

間引きカウンタ

TGFA_3フラグ

割り込み間引き期間

00 01 02 03 00 01 02 03

割り込み間引き期間

 

図 12.69 割り込み間引き機能の動作例 

（c） 割り込み間引きと連動したバッファ転送制御 

タイマバッファ転送設定レジスタ（TBTER）レジスタの BTE1、BTE0ビットを設定することで、相補 PWMモ

ード時、バッファレジスタからテンポラリレジスタへのバッファ転送をする／しない、または割り込み間引きと

連動する／しないを選択することが可能です。 

バッファ転送を抑止する設定（BTE1＝0、BTE0＝1）にした場合の動作例を図 12.70に示します。設定期間中は、

バッファレジスタからテンポラリレジスタへの転送を行いません。 

バッファ転送を割り込み間引きと連動する設定（BTE1＝1、BTE0＝0）にした場合の動作例を図 12.71に示しま

す。この設定にした場合は、バッファ転送許可期間以外ではバッファレジスタからテンポラリレジスタへの転送

を行いません。 

なお、タイマ割り込み間引き設定レジスタ（TITCR）の T3AENビットを 1に設定した場合、T4VENビットを 1

に設定した場合、T3AEN/T4VENビットを 1に設定した場合で、それぞれバッファ転送許可期間が異なります。

TITCRの T3AEN、T4VENビットの設定とバッファ転送許可期間の関係を図 12.72に示します。 
 

【注】 本機能は、割り込み間引き機能と組み合わせて使用してください。 
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 割り込み間引きが禁止のとき（タイマ割り込み間引き設定レジスタ（TITCR）の T3AEN、T4VENビットを 0に設定し

たとき、または TITCRの間引き回数設定ビット（3ACOR、4VCOR）を 0に設定したとき）は、必ずバッファ転送を

割り込み間引きと連動しない設定（タイマバッファ転送設定レジスタ（TBTER）の BTE1を 0に設定）してください。 

 割り込み間引きが禁止のときに、バッファ転送を割り込み間引きと連動する設定にした場合、バッファ転送は行われま

せん。 

バッファレジスタ

テンポラリレジスタ

ジェネラルレジスタ

TCNT_3

TCNT_4

Data1 Data2

Data* Data2

Data* Data2

【注】 *     山でのバッファ転送を選択時

data1

TBTER/BTE1ビット

TBTER/BTE0ビット

①　バッファ転送を抑止期間中（TBTERのBTE1/0ビットを0、1に設定）
　　は、バッファレジスタからテンポラリレジスタへの転送をしない。

②　バッファ転送を抑止期間中も、テンポラリレジスタからジェネラ
　　ルレジスタへの転送は行われる。

③　バッファ転送を抑止解除後に、バッファレジスタからテンポラリ
　　レジスタへの転送が行われる。

【記号説明】

 

図 12.70 バッファ転送を抑止する設定（BTE1＝0、BTE0＝1）にした場合の動作例 
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（1）TGIA_3割り込みから1キャリア以内にバッファレジスタの書き換えを行ったとき

バッファレジスタの書き換えタイミング

TGIA_3割り込み発生 TGIA_3割り込み発生

バッファレジスタの書き換えタイミング
バッファ転送

許可期間

TITCR[6:4]

TCNT_3

0

Data Data1 Data2

Data Data1 Data2

Data Data1 Data2

1 0 12

2

TCNT_4

TITCNT[6:4]

バッファレジスタ

テンポラリレジスタ

ジェネラルレジスタ

（2）TGIA_3割り込みから1キャリア経過後にバッファレジスタの書き換えを行ったとき

TMDR_3のMD[3:0]=1101、山でのバッファ転送を選択。
間引き回数を2回に設定。
T3AENを1、T4VENを0に設定。

【注】

バッファレジスタの書き換えタイミング

TGIA_3割り込み発生 TGIA_3割り込み発生

バッファ転送
許可期間

TITCR[6:4]

TCNT_3

0

Data Data1

Data Data1

Data Data1

1 0 12

2

TCNT_4

TITCNT[6:4]

バッファレジスタ

テンポラリレジスタ

ジェネラルレジスタ

 

図 12.71 バッファ転送を割り込み間引きと連動する設定（BTE1＝1、BTE0＝0）にした場合の動作例 
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間引き回数カウンタ
3ACNT

間引き回数カウンタ
4VCNT

バッファ転送許可期間
(T3AENを1に設定)

バッファ転送許可期間
(T4VENを1に設定)

バッファ転送許可期間
(T3AEN/T4VENを1に設定)

TMDR_3のMD[3:0]=1111、山と谷でのバッファ転送を選択。
間引き回数を3回に設定。
T3AENを1、T4VENを1に設定。

【注】

0 1 2 3 0 1 2 3

0 01 2 3 0 1 2 3

 

図 12.72 タイマ割り込み間引き設定レジスタ（TITCR）の T3AEN、T4VENビットの設定と 

バッファ転送許可期間の関係 
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（4） 相補 PWMモードの出力保護機能 

相補 PWMモードの出力は、次の保護機能をもっています。 
 

（a） レジスタ、カウンタの誤書き込み防止機能 

相補 PWMモードで使用するレジスタ、カウンタのうち常に書き換えを行うバッファレジスタを除くモードレ

ジスタ、コントロールレジスタ、コンペアレジスタおよびカウンタは、タイマリードライトイネーブルレジスタ

（TRWER）の RWEビットの設定により CPUからのアクセスの許可／禁止を選択することが可能です。対象とな

るレジスタはチャネル 3および 4のレジスタの一部が対象となっており、次のレジスタに適用されます。 

TCR_3および TCR_4、TMDR_3および TMDR_4、TIORH_3および TIORH_4、TIORL_3および TIORL_4、 

TIER_3および TIER_4、TCNT_3および TCNT_4、TGRA_3および TGRA_4、TGRB_3および TGRB_4、 

TOER、TOCR、TGCR、TCDR、TDDR 計 21レジスタ 

この機能で、モードレジスタ、コントロールレジスタやカウンタを CPUからアクセス禁止に設定することによ

り、CPUの暴走による誤書き込みを防止することが可能です。アクセス禁止状態では、対象レジスタの読み出し

時は不定値が読み出され、書き込みは無効です。 
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12.4.9 A/D変換開始要求ディレイド機能 

チャネル 4のタイマ A/D変換開始要求コントロールレジスタ（TADCR）、タイマ A/D起動要求用周期レジス

タ（TADCORA_4、TADCORB_4）、タイマ A/D起動要求用周期バッファレジスタ（TADCOBRA_4、TADCOBRB_4）

を設定することで、A/D変換の開始要求を行うことが可能です。 

A/D変換開始要求ディレイド機能は、TCNT_4とTADCORA_4、TADCORB_4を比較し、TCNT_4とTADCORA_4、

TADCORB_4が一致したとき、それぞれの A/D変換の開始要求（TRG4AN、TRG4BN）を行います。 

また、TADCRの ITA3AE、ITA4VE、ITB3AE、ITB4VEビットの設定により、割り込み間引き機能と連動して

A/D変換の開始要求（TRG4AN、TRG4BN）を間引くことが可能です。 

（a） A/D変換開始要求ディレイド機能の設定手順例 

A/D変換開始要求ディレイド機能の設定手順例を図 12.73に示します。 

A/D起動要求周期の設定

A/D変換開始要求
ディレイド機能

・周期設定バッファレジスタの
  転送タイミングを設定
・割り込み間引きとの連動を
  設定
・A/D変換開始要求ディレイド
  機能の許可

A/D変換開始要求
ディレイド機能

［1］

［2］

［1］ タイマA/D起動要求用周期バッファレジスタ
（TADCOBRA/B_4）とタイマA/D起動要求用周期レ
ジスタ（TADCORA/B_4）に、周期を設定します。
（初期設定は、周期バッファレジスタと周期レジスタ
には同じ値を設定してください。）

［2］ タイマA/D変換開始要求コントロールレジスタ
（TADCR）のBF1、BF2ビットには、タイマA/D起動
要求用周期バッファレジスタからA/D起動要求用周期
レジスタへのバッファ転送タイミングを設定します。

　　　・ITA3AE、ITA4VE、ITB3AE、ITB4VEビットで、割 
              り込み間引き機能と連動するか設定します。
　　　・UT4AE、DT4AE、UT4BE、DT4BEビットを設定
              し、A/D変換の開始要求（TRG4AN、TRG4BN）を
              許可します。

【注】 1.  TADCRの設定は、TCNT_4が停止した状態で    
行ってください。

            2.  相補PWMモード以外では、BF1を1に設定しない
でください。

            3.  相補PWMモード以外では、ITA3AE/4VE、
ITB3AE/4VE、DT4AE/4BEを1に設定しないでく
ださい。  

図 12.73 A/D変換開始要求ディレイド機能の設定手順例 
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（b） A/D変換開始要求ディレイド機能の基本動作例 

バッファ転送タイミングを TCNT_4の谷に設定し、TCNT_4のダウンカウント時に A/D変換の開始要求信号

（TRG4AN）を出力する設定にした場合の、A/D変換の開始要求信号（TRG4AN）の基本動作例を図 12.74に示

します。 

TADCORA_4

TADCOBRA_4

TCNT_4

周期バッファレジスタから
周期レジスタへ転送

周期バッファレジスタから
周期レジスタへ転送

周期バッファレジスタから
周期レジスタへ転送

A/D変換の開始要求
（TRG4AN）

（相補PWMモード）  

図 12.74 A/D変換の開始要求信号（TRG4AN）の基本動作例 

 

（c） バッファ転送 

タイマ A/D起動要求用周期設定レジスタ（TADCORA/B_4）のデータ更新は、タイマ A/D起動要求用周期設定

バッファレジスタ（TADCOBRA/B_4）にデータを書き込むことにより行います。タイマ A/D起動要求用周期設定

バッファレジスタからタイマ A/D起動要求用周期設定レジスタへの転送タイミングは、タイマ A/D変換開始要求

コントロールレジスタ（TADCR_4）の BF1、BF0ビットを設定することにより選択することができます。 
 

（d） 割り込み間引き機能と連動した A/D変換開始要求ディレイド機能 

タイマ A/D変換開始要求コントロールレジスタ（TADCR）の ITA3AE、ITA4VE、ITB3AE、ITB4VEビットの

設定により、割り込み間引き機能と連動して A/D変換の開始要求（TRG4AN、TRG4BN）を行うことが可能です。

TCNT_4のアップカウント時、およびダウンカウント時に TRG4AN出力を許可する設定にし、割り込み間引き機

能と連動した場合の A/D変換の開始要求信号（TRG4AN）の動作例を図 12.75に示します。 

また、TCNT_4のアップカウント時に TRG4AN出力を許可する設定にし、割り込み間引き機能と連動した場合

の A/D変換の開始要求信号（TRG4AN）の動作例を図 12.76に示します。 
 

【注】 本機能は割り込み間引き機能と組み合わせて使用してください。 

割り込み間引きが禁止のとき（タイマ割り込み間引き設定レジスタ（TITCR）の T3AEN、T4VENビットを 0に設定し

たとき、または TITCRの間引き回数設定ビット（3ACOR、4VCOR）を 0に設定したとき）は、必ず割り込み間引き

機能と連動しない（タイマ A/D変換開始要求コントロールレジスタ（TADCR）の ITA3AE、ITA4VE、ITB3AE、ITB4VE

ビットを 0に設定）設定にしてください。 
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TADCORA_4

TCNT_4

A/D変換の開始要求（TRG4AN）

【注】 *    割り込み間引き回数が2回の場合

TGIA_3割り込みの
間引きカウンタ

TCIV_4割り込みの
間引きカウンタ

TGIA_3のA/D要求
許可期間

TCIV_4のA/D要求
許可期間

TGIA_3、TCIV_4割り込み間引きと
連動する設定にした場合

TGIA_3割り込み間引きと
連動する設定にした場合

TCIV_4割り込み間引きと
連動する設定にした場合

00 01 00 0102

00 01 00 0102

（UT4AE/DT4AE＝1）

 

図 12.75 割り込み間引き機能と連動した場合の A/D変換の開始要求信号（TRG4AN）の動作例 
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TADCORA_4

TCNT_4

A/D変換の開始要求（TRG4AN）

【注】 *    割り込み間引き回数が2回の場合

TGIA_3割り込みの
間引きカウンタ

TCIV_4割り込みの
間引きカウンタ

TGIA_3のA/D要求
許可期間

TCIV_4のA/D要求
許可期間

TGIA_3、TCIV_4割り込み間引きと
連動する設定にした場合

TGIA_3割り込み間引きと
連動する設定にした場合

TCIV_4割り込み間引きと
連動する設定にした場合

00 01 00 0102

00 01 00 0102

UT4AE＝1
DT4AE＝0

 

図 12.76 割り込み間引き機能と連動した場合の A/D変換の開始要求信号（TRG4AN）の動作例 

 

12.4.10 外部パルス幅測定機能 

チャネル 5は、最大 3本の外部パルス幅を測定することができます。 

（1） 外部パルス幅測定の設定手順例 

カウンタクロック選択

外部パルス幅測定選択

パルス幅測定条件の選択

カウント動作開始

外部パルス幅測定動作

［1］

［2］

［3］

［1］TCRのTPSC1、TPSC0ビットでカウンタ
クロックを選択します。

［2］TIORにより、パルス幅測定条件をハイレ
ベル／ローレベルから選択してください。

　　 
［3］TSTRのCSTビットを1にセットしてカウン

ト動作を開始してください。

【注】1.  TCNTCMPCLRのCMPCLR5U/V/W
ビットを1に設定しないでください。

           2.  TIER_5のTGIE5U/V/Wビットを1に設
定しないでください。

           3.  TCNTの値は、TGRへキャプチャされ
ません。

 

図 12.77 外部パルス幅測定の設定手順例 
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（2） 外部パルス幅測定動作例 

0000 0001 0002 0003 0004 0005 0006 0007 0008 0009

TIC5U

TCNT5_U

Pφ

 

図 12.78 外部パルス幅測定の動作例（ハイパルス幅測定） 

 

12.4.11 デッドタイム補償用機能 

外部パルス幅測定機能により、出力波形の遅れを測定してデューティに反映することで、相補 PWM動作時の

デッドタイム補償機能として使用することができます。 

Tdead

Tdelay

上アーム信号

下アーム信号

インバータ出力検出信号

デッドタイム遅れ信号

 

図 12.79 相補 PWM動作時のデッドタイム遅れ 
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（1） デッドタイム補償用機能の設定手順例 

チャネル 5の 3本のカウンタを使用したデッドタイム補償用機能の設定手順例を図 12.80に示します。 

TCNT_5のインプット
キャプチャ発生

外部パルス幅測定機能

相補PWMモード

割り込み処理

チャネル3、4、5
カウンタ動作開始

［3］

［4］*

［1］

［2］

［5］

［1］チャネル3、4に相補PWMモードの設定をします。詳細は
「12.4.8　相補PWMモード」を参照してください。

［2］使用するチャネル5のTIORに外部パルス幅測定機能の設
定をします。詳細は「12.4.10　外部パルス幅測定機能」
を参照してください。

［3］ TSTRのCST3、CST4とTSTR2のCST5U、CST5V、
CST5Wに1をセットして、カウント動作を開始してくだ
さい。

［4］TIORに設定したキャプチャ条件が発生したとき、
TCNT_5の値をTGR_5に取り込みます。

［5］U相のデッドタイム補償は、相補PWMモードの山
（TGIA_3）もしくは谷（TCIV_4）の割り込み処理で、
TGRU_5の値を読み出し、TGRB_3との時間差を算出し
て、補正した値をTGRD_3に書き込みます。
V相とW相についても同様にTGRV_5とTGRW_5の値を
TGRC_4とTGRD_4に補正した値を書き込みます。
TCNT_5のクリアは、TCNTCMPCLRの設定もしくはソ
フトウェアで行ってください。

【注】1.  PFCの設定は前もって完了しておいてください。
            *   TIORに設定したキャプチャ条件で割り込みフラグが

セットされるので、TIER_5に割り込み要求の許可を
設定しないでください。  

図 12.80 デッドタイム補償用機能の設定手順例 

MTU

チャネル3/4

チャネル5

相補PWM出力

デッドタイム
遅れ入力 インバータ出力

モニタ信号

- +

U

V

W

U
V

W

U

V

W
moter
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図 12.81 モータ制御回路構成例 
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12.4.12 相補 PWMの「山／谷」での TCNTキャプチャ動作 

相補 PWM動作時、TCNTの値を「山、谷、山谷」で TGRへ保存します。TGRに取り込むタイミングの切り替

えは、TIORで選択します。 

TCNTがフリーランでクリアせずに使用し、設定した「山、谷」で TGRにキャプチャを行った動作例を図 12.82

に示します。 

Tdead

Tdelay

上アーム信号

下アーム信号

インバータ出力モニタ信号

デッドタイム遅れ信号

TGRA_4

3DE7 3E5B

3E5B

3ED3

3ED3

3F37

3F37

3FAF

3FAF3DE7

TCNT[15:0]

TGR[15:0]

カウンタUp/Down信号udflg

 

図 12.82 相補 PWMの「山／谷」での TCNTキャプチャ動作 
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12.5 割り込み要因 

12.5.1 割り込み要因と優先順位 

MTU2の割り込み要因には、TGRのインプットキャプチャ／コンペアマッチ、TCNTのオーバフロー、アンダ

フローの 3種類があります。各割り込み要因は、それぞれ専用のステータスフラグと、許可／禁止ビットを持っ

ているため、割り込み要求信号の発生を独立に許可または禁止することができます。 

割り込み要因が発生すると、TSRの対応するステータスフラグが 1にセットされます。このとき TIERの対応

する許可／禁止ビットが 1にセットされていれば、割り込みを要求します。ステータスフラグを 0にクリアする

ことで割り込み要求は解除されます。 

チャネル間の優先順位は、割り込みコントローラにより変更可能です。チャネル内の優先順位は固定です。詳

細は「第 6章 割り込みコントローラ（INTC）」を参照してください。 

表 12.57にMTU2の割り込み要因の一覧を示します。 
 

表 12.57 MTU2割り込み要因 

チャネル 名称 割り込み要因 割り込みフラグ DMACの起動 優先順位 

0 TGIA_0 TGRA_0のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFA_0 可 高 

 TGIB_0 TGRB_0のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFB_0 不可  

 TGIC_0 TGRC_0のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFC_0 不可  

 TGID_0 TGRD_0のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFD_0 不可  

 TCIV_0 TCNT_0のオーバフロー TCFV_0 不可  

 TGIE_0 TGRE_0のコンペアマッチ TGFE_0 不可  

 TGIF_0 TGRF_0のコンペアマッチ TGFF_0 不可  

1 TGIA_1 TGRA_1のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFA_1 可  

 TGIB_1 TGRB_1のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFB_1 不可  

 TCIV_1 TCNT_1のオーバフロー TCFV_1 不可  

 TCIU_1 TCNT_1のアンダフロー TCFU_1 不可  

2 TGIA_2 TGRA_2のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFA_2 可  

 TGIB_2 TGRB_2のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFB_2 不可  

 TCIV_2 TCNT_2のオーバフロー TCFV_2 不可  

 TCIU_2 TCNT_2のアンダフロー TCFU_2 不可  

3 TGIA_3 TGRA_3のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFA_3 可  

 TGIB_3 TGRB_3のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFB_3 不可  

 TGIC_3 TGRC_3のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFC_3 不可  

 TGID_3 TGRD_3のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFD_3 不可  

 TCIV_3 TCNT_3のオーバフロー TCFV_3 不可 低 
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チャネル 名称 割り込み要因 割り込みフラグ DMACの起動 優先順位 

4 TGIA_4 TGRA_4のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFA_4 可 高 

 TGIB_4 TGRB_4のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFB_4 不可  

TGIC_4 TGRC_4のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFC_4 不可   

 TGID_4 TGRD_4のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFD_4 不可  

 TCIV_4 TCNT_4のオーバフロー／アンダフロー TCFV_4 不可  

5 TGIU_5 TGRU_5のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFU_5 不可  

 TGIV_5 TGRV_5のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFV_5 不可  

 TGIW_5 TGRW_5のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFW_5 不可 低 

【注】 リセット直後の初期状態について示しています。チャネル間の優先順位は割り込みコントローラにより変更可能です。 

 

（1） インプットキャプチャ／コンペアマッチ割り込み 

各チャネルの TGRのインプットキャプチャ／コンペアマッチの発生により、TSRの TGFフラグが 1にセット

されたとき、TIERの TGIEビットが 1にセットされていれば、割り込みを要求します。TGFフラグを 0にクリア

することで割り込み要求は解除されます。MTU2には、チャネル 0に 6本、チャネル 3、4に各 4本、チャネル 1、

2に各 2本、チャネル 5に各 3本、計 21本のインプットキャプチャ／コンペアマッチ割り込みがあります。チャ

ネル 0の TGFE_0、TGFF_0フラグは、インプットキャプチャではセットされません。 
 

（2） オーバフロー割り込み 

各チャネルのTCNTのオーバフローの発生により、TSRのTCFVフラグが 1にセットされたとき、TIERのTCIEV

ビットが 1にセットされていれば、割り込みを要求します。TCFVフラグを 0にクリアすることで割り込み要求は

解除されます。MTU2には、各チャネルに 1本、計 5本のオーバフロー割り込みがあります。 
 

（3） アンダフロー割り込み 

各チャネルのTCNTのアンダフローの発生により、TSRのTCFUフラグが 1にセットされたとき、TIERのTCIEU

ビットが 1にセットされていれば、割り込みを要求します。TCFUフラグを 0にクリアすることで割り込み要求は

解除されます。MTU2には、チャネル 1、2に各 1本、計 2本のアンダフロー割り込みがあります。 
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12.5.2 DMACの起動 

各チャネルの TGRAのインプットキャプチャ／コンペアマッチ割り込みによって、DMACを起動することがで

きます。詳細は｢第 11章 ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC）｣を参照してください。 

MTU2では、チャネル 0～4の各チャネル 1本、計 5本の TGRAレジスタのインプットキャプチャ／コンペアマ

ッチ割り込みを DMACの起動要因とすることができます。 
 

12.5.3 A/D変換器の起動 

MTU2では、次の 3種類の方法で A/D変換器を起動することができます。 

各割り込み要因と A/D変換開始要求の対応を、表 12.58に示します。 

（1） TGRAのインプットキャプチャ／コンペアマッチと、相補 PWMモード時の TCNT_4の谷での A/D起動 

各チャネルの TGRAのインプットキャプチャ／コンペアマッチによって、A/D変換器を起動することができま

す。また、TIER_4のTTGE2ビットに 1をセットした状態で、相補 PWM動作をさせた場合は、TCNT_4が谷（TCNT_4

＝H'0000）になったときも A/D変換器を起動することができます。 

次に示す条件で、A/D変換器に対して A/D変換開始要求 TRGANを発生します。 

• 各チャネルのTGRAのインプットキャプチャ／コンペアマッチの発生により、TSRのTGFAフラグが1にセッ

トされたとき、TIERのTTGEビットが1にセットされていた場合 

• TIER_4のTTGE2ビットに1をセットした状態で、相補PWM動作をさせ、TCNT_4が谷（TCNT_4＝H'0000）に

なった場合 

これらのときA/D変換器側でMTU2の変換開始トリガTRGANが選択されていれば、A/D変換が開始されます。 
 

（2） TCNT_0と TGRE_0のコンペアマッチによる A/D起動 

チャネル 0の TCNT_0と TGRE_0のコンペアマッチによって、A/D変換開始要求 TRG0Nを発生し、A/D変換

器を起動することができます。 

チャネル 0の TCNT_0と TGRE_0のコンペアマッチの発生により、TSR2_0の TGFEフラグが 1にセットされ

たとき、TIER2_0の TTGE2ビットが 1にセットされていれば、A/D変換器に対して A/D変換開始要求 TRG0Nを

発生します。このとき、A/D変換器側でMTU2の変換開始トリガ TRG0Nが選択されていれば、A/D変換が開始

されます。 
 

（3） A/D変換開始要求ディレイド機能による A/D起動 

A/D変換開始要求コントロールレジスタ（TADCR）の UT4AE、DT4AE、UT4BE、DT4BEビットに 1をセット

した場合、TADCORA、TADCORBと TCNT_4の一致によって、TRG4AN、TRG4BNを発生し、A/D変換器を起

動することができます。詳細は「12.4.9 A/D変換開始要求ディレイド機能」を参照してください。 

TRG4ANが発生したとき、A/D変換器側でMTU2の変換開始トリガ TRG4ANが選択されていれば、A/D変換

が開始されます。また、TRG4BNが発生したとき、A/D変換器側でMTU2の変換開始トリガ TRG4BNが選択され

ていれば、A/D変換が開始されます。 
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表 12.58 各割り込み要因と A/D変換開始要求の対応 

対   象 割り込み要因 A/D変換開始要求 

TGRA_0と TCNT_0 

TGRA_1と TCNT_1 

TGRA_2と TCNT_2 

TGRA_3と TCNT_3 

TGRA_4と TCNT_4 

インプットキャプチャ／コンペアマッチ 

TCNT_4 相補 PWMモード時の TCNT_4の谷 

TRGAN 

TGRE_0と TCNT_0 TRG0N 

TADCORAと TCNT_4 TRG4AN 

TADCORBと TCNT_4 

コンペアマッチ 

TRG4BN 
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12.6 動作タイミング 

12.6.1 入出力タイミング 

（1） TCNTのカウントタイミング 

内部クロック動作の場合の TCNTのカウントタイミングを図 12.83、図 12.84に示します。また、外部クロッ

ク動作（ノーマルモード）の場合の TCNTのカウントタイミングを図 12.85に、外部クロック動作（位相計数モ

ード）の場合の TCNTのカウントタイミングを図 12.86に示します。 

Pφ

内部クロック

TCNT入力

TCNT

クロック

立ち下がりエッジ 立ち上がりエッジ

N-1 N N+1  

図 12.83 内部クロック動作時のカウントタイミング（チャネル 0～4） 

Pφ

内部クロック

TCNT入力

TCNT

クロック

立ち上がりエッジ

N-1 N  

図 12.84 内部クロック動作時のカウントタイミング（チャネル 5） 

Pφ

外部クロック

TCNT入力

TCNT

クロック

立ち下がりエッジ 立ち上がりエッジ

N-1 N N+1  

図 12.85 外部クロック動作時のカウントタイミング（チャネル 0～4） 
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Pφ

外部クロック

TCNT入力

TCNT

クロック

立ち下がりエッジ立ち上がりエッジ

N-1 N N-1  

図 12.86 外部クロック動作時のカウントタイミング（位相計数モード） 

 

（2） アウトプットコンペア出力タイミング 

コンペアマッチ信号は、TCNTと TGRが一致した最後のステート（TCNTが一致したカウント値を更新するタ

イミング）で発生します。コンペアマッチ信号が発生したとき、TIORで設定した出力値がアウトプットコンペア

出力端子（TIOC端子）に出力されます。TCNTと TGRが一致した後、TCNT入力クロックが発生するまで、コン

ペアマッチ信号は発生しません。 

アウトプットコンペア出力タイミング（ノーマルモード、PWMモード）を図 12.87に、アウトプットコンペア

出力タイミング（相補 PWMモード、リセット同期 PWMモード）を図 12.88に示します。 

Pφ

TCNT入力

TCNT

クロック

N N+1

TGR

コンペア
マッチ信号

TIOC端子

N

 

図 12.87 アウトプットコンペア出力タイミング（ノーマルモード、PWMモード） 
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Pφ

TCNT入力

TCNT

クロック

N N+1

TGR

コンペア
マッチ信号

TIOC端子

N

 

図 12.88 アウトプットコンペア出力タイミング（相補 PWMモード、リセット同期 PWMモード） 

 

（3） インプットキャプチャ信号タイミング 

インプットキャプチャのタイミングを図 12.89に示します。 

TCNT

インプット
キャプチャ
入力

Pφ

N N＋1 N＋2

N N＋2TGR

インプット
キャプチャ
信号

 

図 12.89 インプットキャプチャ入力信号タイミング 
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（4） コンペアマッチ／インプットキャプチャによるカウンタクリアタイミング 

コンペアマッチの発生によるカウンタクリアを指定した場合のタイミングを図 12.90、図 12.91に示します。 

インプットキャプチャの発生によるカウンタクリアを指定した場合のタイミングを図 12.92に示します。 

TCNT

カウンタクリア
信号

コンペア
マッチ信号

Pφ

TGR N

N H'0000

 

図 12.90 カウンタクリアタイミング（コンペアマッチ）（チャネル 0～4） 

TCNT

カウンタクリア
信号

コンペア
マッチ信号

Pφ

TGR N

N－1 H'0000

 

図 12.91 カウンタクリアタイミング（コンペアマッチ）（チャネル 5） 
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TCNT

カウンタクリア
信号

インプット
キャプチャ
信号

Pφ

TGR

N H'0000

N
 

図 12.92 カウンタクリアタイミング（インプットキャプチャ）（チャネル 0～5） 

 

（5） バッファ動作タイミング 

バッファ動作の場合のタイミングを図 12.93～図 12.95に示します。 

TGRA、
TGRB

コンペアマッチ
バッファ信号

TCNT

Pφ

TGRC、
TGRD

n N

N

n n＋1

 

図 12.93 バッファ動作タイミング（コンペアマッチ） 
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TGRA、
TGRB

TCNT

インプット
キャプチャ
信号

Pφ

TGRC、
TGRD

N

n

n N＋1

N

N N＋1

 

図 12.94 バッファ動作タイミング（インプットキャプチャ） 

TGRA、TGRB、
TGRE

TCNT
クリア信号

バッファ転送
信号

TCNT

Pφ

TGRC、TGRD、
TGRF

n N

N

n H'0000

 

図 12.95 バッファ動作タイミング（TCNTクリア時） 
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（6） バッファ転送タイミング（相補 PWMモード時） 

相補 PWMモード時のバッファ転送のタイミングを図 12.96～図 12.98に示します。 

バッファ
レジスタ

TGRD_4
ライト信号

テンポラリレジスタ
転送信号

TCNTS

Pφ

テンポラリ
レジスタ

n N

n N

H'0000

 

図 12.96 バッファレジスタからテンポラリレジスタへの転送タイミング（TCNTS停止中） 

バッファ
レジスタ

TGRD_4
ライト信号

TCNTS

Pφ

テンポラリ
レジスタ

n N

n N

P－x P H'0000

 

図 12.97 バッファレジスタからテンポラリレジスタへの転送タイミング（TCNTS動作中） 
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TCNTS

Pφ

コンペア
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N

n N

P－1 P H'0000

 

図 12.98 テンポラリレジスタからコンペアレジスタへの転送タイミング 

 

12.6.2 割り込み信号タイミング 

（1） コンペアマッチ時の TGFフラグのセットタイミング 

コンペアマッチの発生による TSRの TGFフラグのセットタイミングと、TGI割り込み要求信号のタイミングを

図 12.99、図 12.100に示します。 

TGR

TCNT

TCNT入力
クロック

Pφ

N

N N＋1

コンペア
マッチ信号

TGFフラグ

TGI割り込み
 

図 12.99 TGI割り込みタイミング（コンペアマッチ）（チャネル 0～4） 
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TGR
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TCNT入力
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Pφ

N
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コンペア
マッチ信号

TGFフラグ

TGI割り込み
 

図 12.100 TGI割り込みタイミング（コンペアマッチ）（チャネル 5） 

 

（2） インプットキャプチャ時の TGFフラグのセットタイミング 

インプットキャプチャの発生による TSRの TGFフラグのセットタイミングと、TGI割り込み要求信号のタイミ

ングを図 12.101、図 12.102に示します。 

TGR

TCNT

インプット
キャプチャ
信号

Pφ

N

N

TGFフラグ

TGI割り込み
 

図 12.101 TGI割り込みタイミング（インプットキャプチャ）（チャネル 0～4） 
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TGFフラグ

TGI割り込み
 

図 12.102 TGI割り込みタイミング（インプットキャプチャ）（チャネル 5） 

 

（3） TCFVフラグ／TCFUフラグのセットタイミング 

オーバフローの発生による TSRの TCFVフラグのセットタイミングと、TCIV割り込み要求信号のタイミング

を図 12.103に示します。 

アンダフローの発生による TSRの TCFUフラグのセットタイミングと、TCIU割り込み要求信号のタイミング

を図 12.104に示します。 

オーバフロー
信号

  TCNT
（オーバフロー）

TCNT入力
クロック

Pφ

H'FFFF H'0000

TCFVフラグ

TCIV割り込み

 

図 12.103 TCIV割り込みのセットタイミング 
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アンダフロー
信号

  TCNT
（アンダフロー）

TCNT入力
クロック

Pφ

H'0000 H'FFFF

TCFUフラグ

TCIU割り込み
 

図 12.104 TCIU割り込みのセットタイミング 

 

（4） ステータスフラグのクリアタイミング 

ステータスフラグは CPUが 1の状態をリードした後、0をライトするとクリアされます。CPUによるステータ

スフラグのクリアタイミングを図 12.105、図 12.106に、DMACによるステータスフラグのクリアのタイミング

を図 12.107に示します。 

ステータス
フラグ

ライト信号

アドレス

Pφ

TSRアドレス

割り込み
要求信号

TSRライトサイクル
T1 T2

 

図 12.105 CPUによるステータスフラグのクリアタイミング（チャネル 0～4） 
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ステータス
フラグ

ライト信号

アドレス

Pφ

TSRアドレス

割り込み
要求信号

TSRライトサイクル
T1 T2

 

図 12.106 CPUによるステータスフラグのクリアタイミング（チャネル 5） 

 

割り込み
要求信号

ステータス
フラグ

アドレス

Pφ、Bφ

ソースアドレス

フラグクリア
信号

DMACリードサイクル

デスティネーションアドレス

DMACライトサイクル

 

図 12.107 DMACの起動によるステータスフラグのクリアタイミング（チャネル 0～4） 
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12.7 使用上の注意事項 

12.7.1 モジュールスタンバイモードの設定 

MTU2は、スタンバイコントロールレジスタにより、本モジュールの動作禁止／許可を設定することが可能で

す。初期値では、MTU2の動作は停止します。モジュールスタンバイモードを解除することにより、レジスタの

アクセスが可能になります。詳細は、「第 27章 低消費電力モード」を参照してください。 
 

12.7.2 入力クロックの制限事項 

入力クロックのパルス幅は、単エッジの場合は 1.5ステートクロック以上、両エッジの場合は 2.5ステート以上

が必要です。これ以下のパルス幅では正しく動作しませんのでご注意ください。 

位相計数モードの場合は、2本の入力クロックの位相差およびオーバラップはそれぞれ 1.5ステート以上、パル

ス幅は 2.5ステート以上必要です。位相計数モードの入力クロックの条件を図 12.108に示します。 

オーバラップ 位相差 位相差オーバラップ

TCLKA
（TCLKC）

TCLKB
（TCLKD）

パルス幅 パルス幅

パルス幅 パルス幅

位相差、オーバラップ
パルス幅

：1.5ステート以上
：2.5ステート以上

【注】
 

図 12.108 位相計数モード時の位相差、オーバラップ、およびパルス幅 

12.7.3 周期設定上の注意事項 

コンペアマッチによるカウンタクリアを設定した場合、TCNTは TGRの値と一致した最後のステート（TCNT

が一致したカウント値を更新するタイミング）でクリアされます。このため、実際のカウンタの周波数は次の式

のようになります。 
  

• チャネル0～4の場合 

（N＋1）

Pφ
f＝

 

• チャネル5の場合 

N

Pφ
f＝

 
 

f ：カウンタ周波数 

Pφ ：MTU2クロック動作周波数 

N ：TGRの設定値 
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12.7.4 TCNTのライトとクリアの競合 

TCNTのライトサイクル中の T2ステートで、カウンタクリア信号が発生すると、TCNTへのライトは行われず

に、TCNTのクリアが優先されます。 

このタイミングを図 12.109に示します。 

カウンタクリア
信号

ライト信号

アドレス

Pφ

TCNTアドレス

TCNT

TCNTライトサイクル
T1 T2

N H'0000
 

図 12.109 TCNTのライトとクリアの競合 

 

12.7.5 TCNTのライトとカウントアップの競合 

TCNTのライトサイクル中の T2ステートで、カウントアップが発生しても、カウントアップされず、TCNTへ

のライトが優先されます。 

このタイミングを図 12.110に示します。 

TCNT
入力クロック

ライト信号

アドレス

Pφ

TCNTアドレス

TCNT

TCNTライトサイクル
T1 T2

N M

TCNTライトデータ  

図 12.110 TCNTのライトとカウントアップの競合 
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12.7.6 TGRのライトとコンペアマッチの競合 

TGRのライトサイクル中の T2ステートでコンペアマッチが発生した場合、TGRのライトが実行され、コンペ

アマッチ信号も発生します。 

このタイミングを図 12.111に示します。 

コンペア
マッチ信号

ライト信号

アドレス

Pφ

TGRアドレス

TCNT

TGRライトサイクル
T1 T2

N M

TGRライトデータ

TGR

N N＋1

 

図 12.111 TGRのライトとコンペアマッチの競合 
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12.7.7 バッファレジスタのライトとコンペアマッチの競合 

TGRのライトサイクル中の T2ステートでコンペアマッチが発生すると、バッファ動作によって TGRに転送さ

れるデータは書き込み前のデータです。 

 このタイミングを図 12.112に示します。 

Pφ

アドレス

ライト信号

コンペアマッチ
信号

コンペアマッチ
バッファ信号

TGRライトサイクル

T1 T2

バッファレジスタの
アドレス

N

N M

バッファレジスタライトデータ

バッファレジスタ

TGR  

図 12.112 バッファレジスタのライトとコンペアマッチの競合 



 

12. マルチファンクションタイマパルスユニット 2（MTU2） 

R01UH0025JJ0300  Rev.3.00  12-163 

2010.09.15  

 

SH7261グループ 

12.7.8 バッファレジスタのライトと TCNTクリアの競合 

バッファ転送モードレジスタ（TBTM）でバッファ転送タイミングを TCNTクリア時に設定した場合、TGRの

ライトサイクル中の T2ステートで TCNTクリアが発生すると、バッファ動作によって TGRに転送されるデータ

は書き込み前のデータです。 

このタイミングを図 12.113に示します。 

Pφ

アドレス

ライト信号

TCNTクリア信号

バッファ転送信号

TGRライトサイクル

T1 T2

バッファレジスタの
アドレス

N

N M

バッファレジスタライトデータ

バッファレジスタ

TGR  

図 12.113 バッファレジスタのライトと TCNTクリアの競合 
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12.7.9 TGRのリードとインプットキャプチャの競合 

TGRのリードサイクル中の T1ステートでインプットキャプチャ信号が発生すると、リードされるデータはチ

ャネル 0～4はインプットキャプチャ転送前のデータとなり、チャネル 5はインプットキャプチャ転送後のデータ

となります。 

このタイミングを図 12.114、図 12.115に示します。 

インプット
キャプチャ信号

読み出し信号

アドレス

Pφ

TGRリードサイクル
T1 T2

NTGR M

N内部データバス

TGRアドレス

 

図 12.114 TGRのリードとインプットキャプチャの競合（チャネル 0～4） 

インプット
キャプチャ信号

読み出し信号

アドレス

Pφ

TGRリードサイクル
T1 T2

NTGR M

M内部データバス

TGRアドレス

 

図 12.115 TGRのリードとインプットキャプチャの競合（チャネル 5） 
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12.7.10 TGRのライトとインプットキャプチャの競合 

TGRのライトサイクル中の T2ステートでインプットキャプチャ信号が発生すると、チャネル 0～4は TGRへ

のライトは行われず、インプットキャプチャが優先され、チャネル 5は TGRへのライトが実行され、インプット

キャプチャ信号も発生します。 

このタイミングを図 12.116、図 12.117に示します。 

インプット
キャプチャ信号

ライト信号

アドレス

Pφ

TCNT

TGRライトサイクル
T1 T2

MTGR

M

TGRアドレス

 

図 12.116 TGRのライトとインプットキャプチャの競合（チャネル 0～4） 

インプット
キャプチャ信号

ライト信号

アドレス

Pφ

TCNT

TGRライトサイクル
T1 T2

NTGR

M

TGRアドレス

TGRライトデータ

 

図 12.117 TGRのライトとインプットキャプチャの競合（チャネル 5） 
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12.7.11 バッファレジスタのライトとインプットキャプチャの競合 

バッファのライトサイクル中の T2ステートでインプットキャプチャ信号が発生すると、バッファレジスタへの

ライトは行われず、バッファ動作が優先されます。 

このタイミングを図 12.118に示します。 

インプット
キャプチャ信号

ライト信号

アドレス

Pφ

TCNT

バッファレジスタライトサイクル
T1 T2

NTGR

N

M

Mバッファ
レジスタ

バッファレジスタ
のアドレス

 

図 12.118 バッファレジスタのライトとインプットキャプチャの競合 

 

12.7.12 カスケード接続における TCNT_2のライトとオーバフロー／アンダフローの 

競合 

タイマカウンタ（TCNT_1と TCNT_2）をカスケード接続し、TCNT_1がカウントする瞬間（TCNT_2がオーバ

フロー／アンダフローする瞬間）と TCNT_2の書き込みサイクル中の T2ステートが競合すると、TCNT_2への書

き込みが行われ、TCNT_1のカウント信号が禁止されます。このとき、TGRA_1がコンペアマッチレジスタとし

て動作し TCNT_1の値と一致していた場合、コンペアマッチ信号が発生します。 

また、チャネル 0のインプットキャプチャ要因に TCNT_1カウントクロックを選択した場合には、TGRA_0～

D_0はインプットキャプチャ動作します。さらに TGRB_1のインプットキャプチャ要因に TGRC_0のコンペアマ

ッチ／インプットキャプチャを選択した場合には、TGRB_1はインプットキャプチャ動作します。 

このタイミングを図 12.119に示します。 

また、カスケード接続動作で TCNTのクリア設定を行う場合には、チャネル 1とチャネル 2の同期設定を行っ

てください。 
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TCNTライトサイクル

T1 T2

Pφ

アドレス

書き込み信号

TCNT_2

TCNT_1
入力クロック

TCNT_1

TGRA_1

TGRB_1

TCNT_0

TGRA_0～D_0

チャネル2コンペアマッチ信号A～B

チャネル1インプットキャプチャ信号B

チャネル0インプットキャプチャ信号A～D

チャネル1コンペアマッチ信号A

TGRA_2～B_2

TCNT_2アドレス

H'FFFE H'FFFF

H'FFFF

N N+1

TCNT_2書き込みデータ

禁止されます

M

M

N

P

Q P

M

 

図 12.119 カスケード接続における TCNT_2のライトとオーバフロー／アンダフローの競合 
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12.7.13 相補 PWMモード停止時のカウンタ値 

TCNT_3、TCNT_4が相補 PWMモードで動作しているときにカウント動作を停止すると、TCNT_3はタイマデ

ッドタイムレジスタ（TDDR）の値、TCNT_4は H'0000になります。 

相補 PWMを再スタートすると自動的に初期状態からカウントを開始します。 

この説明図を図 12.120に示します。 

また、他の動作モードでカウントを開始する場合は TCNT_3、TCNT_4にカウント初期値の設定を行ってくださ

い。 

TGRA_3

TCDR

TDDR

H'0000

TCNT_3

TCNT_4

相補PWMモード動作 相補PWMモード動作

カウント動作停止 相補PWM再スタート  

図 12.120 相補 PWMモード停止時のカウンタ値 

 

12.7.14 相補 PWMモードでのバッファ動作の設定 

相補 PWMモードでは、PWM周期設定レジスタ（TGRA_3）、タイマ周期データレジスタ（TCDR）、デュー

ティ設定レジスタ（TGRB_3、TGRA_4、TGRB_4）の書き換えは、バッファ動作で行ってください。 

相補 PWMモード時のチャネル 3および 4のバッファ動作は、TMDR_3の BFA、BFBビットの設定に従い動作

します。TMDR_3の BFAビットを 1にセットした場合、TGRC_3は TGRA_3のバッファレジスタとして機能しま

す。同時に TGRC_4は TGRA_4のバッファレジスタとして機能し、さらに TCBRは TCDRのバッファレジスタと

して機能します。 
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12.7.15 リセット同期 PWMモードのバッファ動作とコンペアマッチフラグ 

リセット同期 PWMモードでバッファ動作を設定する場合には、TMDR_4の BFA、BFBビットを 0に設定して

ください。TMDR_4の BFAビットを 1に設定すると、TIOC4C端子の波形出力ができなくなります。 

リセット同期 PWMモード時のチャネル 3および 4のバッファ動作は TMDR_3の BFA、BFBビットの設定に従

い動作します。たとえば、TMDR_3の BFAビットを 1にセットした場合、TGRC_3は TGRA_3のバッファレジス

タとして機能します。同時に TGRC_4は TGRA_4のバッファレジスタとして機能します。 

TSR_3および TSR_4の TGFCビットと TGFDビットは TGRC_3、TGRD_3がバッファレジスタとして動作して

いる場合、セットされることはありません。 

TMDR_3の BFA、BFBビットを 1にセットし、TMDR_4の BFA、BFBビットを 0にセットした場合の TGR_3、

TGR_4、TIOC3、TIOC4の動作例を図 12.121に示します。 

TGRA_3

TGRC_3

TGRB_3,TGRA_4
TGRB_4

TGRD_3,TGRC_4
TGRD_4

H'0000

TIOC3A

TIOC3B

TIOC3D

TIOC4A

TIOC4C

TIOC4B

TIOC4D

TGFC

TGFD

TCNT3

a点

b点

コンペアマッチA3でバッファ転送

TGRA_3,
TGRC_3

TGRB_3,TGRD_3
TGRA_4,TGRC_4
TGRB_4,TGRD_4

セットされません

セットされません
 

図 12.121 リセット同期 PWMモードのバッファ動作とコンペアマッチフラグ 
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12.7.16 リセット同期 PWMモードのオーバフローフラグ 

リセット同期 PWMモードを設定し、TSTRの CST3ビットを 1に設定すると、TCNT_3と TCNT_4のカウント

動作が開始します。このとき、TCNT_4のカウントクロックソースとカウントエッジは TCR_3の設定に従います。 

リセット同期 PWMモードで周期レジスタ TGRA_3の設定値を H'FFFFとし、カウンタクリア要因に TGRA_3

のコンペアマッチを指定した場合、TCNT_3、TCNT_4がアップカウントし H'FFFFになると、TGRA_3とのコン

ペアマッチが発生し、TCNT_3、TCNT_4ともにカウントクリアされます。このとき、TSRのオーバフローフラグ

TCFVビットはセットされません。 

リセット同期 PWMモードで周期レジスタ TGRA_3の設定値を H'FFFFとし、カウンタクリア要因に TGRA_3

のコンペアマッチを指定し、同期設定していない場合の TCFVビットの動作例を図 12.122に示します。 

TGRA_3
(H'FFFF)

H'0000

TCFV_3

TCFV_4

コンペアマッチ3Aでカウンタクリア

セットされません

セットされません

TCNT_3=TCNT_4

 

図 12.122 リセット同期 PWMモードのオーバフローフラグ 
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12.7.17 オーバフロー／アンダフローとカウンタクリアの競合 

オーバフロー／アンダフローとカウンタクリアが同時に発生すると、TSRの TCFV／TCFUフラグはセットされ

ず、TCNTのクリアが優先されます。 

TGRのコンペアマッチをクリア要因とし、TGRに H'FFFFを設定した場合の動作タイミングを図 12.123に示し

ます。 

カウンタクリア
信号

  TCNT

TCNT入力
クロック

Pφ

H'FFFF H'0000

TGF

TCFV 禁止されます
 

図 12.123 オーバフローとカウンタクリアの競合 

12.7.18 TCNTのライトとオーバフロー／アンダフローの競合 

TCNTのライトサイクル中の T2ステートで、カウントアップ／カウントダウンが発生し、オーバフロー／アン

ダフローが発生しても、TCNTへのライトが優先され、TSRの TCFV／TCFUフラグはセットされません。 

TCNTのライトとオーバフロー競合時の動作タイミングを図 12.124に示します。 

禁止されます

ライト信号

アドレス

Pφ

TCNTアドレス

TCNT

TCNTライトサイクル
T1 T2

H'FFFF M

TCNTライトデータ

TCFVフラグ
 

図 12.124 TCNTのライトとオーバフローの競合 



 

12. マルチファンクションタイマパルスユニット 2（MTU2） 

12-172  R01UH0025JJ0300  Rev.3.00 

  2010.09.15 

SH7261グループ

12.7.19 通常動作または PWMモード 1からリセット同期 PWMモードへ遷移する場合

の注意事項 

チャネル3、4の通常動作またはPWMモード1からリセット同期PWMモードへ遷移する場合、出力端子（TIOC3B、

TIOC3D、TIOC4A、TIOC4C、TIOC4B、TIOC4D）をハイレベルの状態にしたままカウンタを止め、リセット同期

PWMモードに遷移して動作させると、端子の初期出力が正しく出力されませんのでご注意ください。 

通常動作からリセット同期 PWMモードに遷移する場合には、TIORH_3、TIORL_3、TIORH_4、TIORL_4レジ

スタに H'11を書いて出力端子をローレベルに初期化した後、レジスタの初期値 H'00を設定してからモード遷移を

行ってください。 

PWMモード 1からリセット同期 PWMモードに遷移する場合には、いったん通常動作に遷移してから出力

端子をローレベルへ初期化した後、レジスタの初期値 H'00を設定してからリセット同期 PWMモードに遷移して

ください。 
 

12.7.20 相補 PWMモード、リセット同期 PWMモードの出力レベル 

チャネル 3、4が相補 PWMモードまたはリセット同期 PWMモードの場合、PWM波形の出力レベルはタイマ

アウトプットコントロールレジスタ（TOCR）の OLSP、OLSNビットで設定します。相補 PWMモードまたはリ

セット同期 PWMモードの場合、TIORは H'00としてください。 
 

12.7.21 モジュールスタンバイ時の割り込み 

割り込みが要求された状態でモジュールスタンバイになると、CPUの割り込み要因、または DMAC起動要因の

クリアができません。 

事前に割り込みをディスエーブルするなどしてからモジュールスタンバイモードとしてください。  
 

12.7.22 カスケード接続における TCNT_1、TCNT_2同時インプットキャプチャ 

タイマカウンタ 1、2（TCNT_1と TCNT_2）をカスケード接続して、32ビットカウンタとして動作させている

場合、TIOC1Aと TIOC2A、または TIOC1Bと TIOC2Bに同時にインプットキャプチャ入力を行っても、TCNT_1、

TCNT_2に入力される外部からのインプットキャプチャ信号を、内部クロックに同期させて内部に取り込む際に、

TIOC1A、TIOC2A、または TIOC1Bと TIOC2Bの取り込みタイミングにずれが生じ、カスケードカウンタ値を正

常にキャプチャできない可能性があります。 

例として、TCNT_1（上位 16ビットのカウンタ）が TCNT_2（下位 16ビットのカウンタ）のオーバフローによ

るカウントアップ値をキャプチャすべきところを、カウントアップ前のカウント値をキャプチャします。その場

合、正しくは TCNT_1=H'FFF1、TCNT_2=H'0000の値を TGRA_1と TGRA_2、もしくは TGRB_1と TGRB_2に転

送すべきところを誤って TCNT_1=H'FFF0、TCNT_2=H'0000の値を転送します。 
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12.7.23 相補 PWMモードでの同期カウンタクリア時出力波形制御における注意事項 

相補 PWMモードにて、同期カウンタクリア時出力波形制御を有効（TWCRレジスタのWRE=1）とした状態で、

条件（1）、条件（2）のいずれかを満たすと、下記の現象が発生します。 

• PWM出力端子のデッドタイムが短くなる（もしくは消失）。 

• PWM逆相出力端子から、アクティブレベル出力期間以外でアクティブレベルが出力される。 

 

条件（1） 初期出力の抑止期間⑩にて、PWM出力がデッドタイム期間中に、同期クリアする（図 12.125）。 

条件（2） 初期出力の抑止期間⑩、⑪にて、TGRB_3≦TDDR、TGRA_4≦TDDR、TGRB_4≦TDDRのいずれ

かが成立する状態で、同期クリアする（図 12.126）。 

Tb期間Tb期間
TCNT3

TCNT4

TDDR

TGRA_3

TGR
TDDR

PWM出力（逆相）

PWM出力（正相）

0

同期クリア

初期出力抑止
デッドタイムが短くなる

デッドタイム

※PWM出力はLowアクティブ

⑩ ⑪⑩ ⑪

 

図 12.125 条件（1）の同期クリア例 
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Tb期間Tb期間

同期クリア

⑩ ⑪⑩ ⑪

初期出力抑止

デッドタイム消失

デッドタイム

アクティブレベル出力期間は存在しないのに、
同期クリアでアクティブレベル出力する

※PWM出力はLowアクティブ

TCNT3

TCNT4

TGRA_3

TGR
TDDR

PWM出力（逆相）

PWM出力（正相）

0

 

図 12.126 条件（2）の同期クリア例 

本現象は下記の方法により、回避することができます。 

コンペアレジスタ TGRB_3、TGRA_4、TGRB_4のすべてが、デットタイムデータレジスタ TDDRの 2倍以上に

なるように設定した状態で、同期クリアする。 
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12.8 MTU2出力端子の初期化方法 

12.8.1 動作モード 

MTU2には以下の 6つの動作モードがあり、いずれのモードでも波形出力することができます。 

• ノーマルモード（チャネル0～4） 

• PWMモード1（チャネル0～4） 

• PWMモード2（チャネル0～2） 

• 位相計数モード1～4（チャネル1、2） 

• 相補PWMモード（チャネル3、4） 

• リセット同期PWMモード（チャネル3、4） 

ここでは、各モードでのMTU2出力端子の初期化方法について示します。 
 

12.8.2 リセットスタート時の動作 

MTU2の出力端子（TIOC*）はパワーオンリセット時に Lに初期化されます。MTU2の端子機能の選択はピン

ファンクションコントローラ（PFC）で行うため、PFCが設定された時点でそのときのMTU2の端子の状態がポ

ートに出力されます。パワーオンリセット直後に PFCでMTU2の出力を選択した場合、ポート出力にはMTU2

出力の初期状態 Lがそのまま出力されます。アクティブレベルが Lの場合、ここでシステムが動作してしまうた

め、PFCの設定はMTU2の出力端子の初期設定終了後に行ってください。 

【注】 * チャネル番号+ポート記号が入ります。 

 

12.8.3 動作中の異常などによる再設定時の動作 

MTU2の動作中に異常が発生した場合、システムでMTU2の出力を遮断してください。遮断は端子の出力を PFC

でポート出力に切り替え、アクティブレベルの反転を出力することにより行います。以下、動作中の異常などに

よる再設定時の端子の初期化手順と、再設定後別の動作モードで再スタートする場合の手順について示します。 

MTU2には前述のように 6つの動作モードがあります。モード遷移の組み合わせは 36通りとなりますがチャネ

ルとモードの組み合わせ上存在しない遷移が存在します。この一覧表を表 12.59に示します。 
 

ただし、下記の表記を使用します。 

 Normal：ノーマルモード  PWM1：PWMモード 1  PWM2：PWMモード 2 

 PCM：位相計数モード 1～4  CPWM：相補 PWMモード  RPWM：リセット同期 PWMモード 
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表 12.59 モード遷移の組み合わせ 

 Normal PWM1 PWM2 PCM CPWM RPWM 

Normal （1） （2） （3） （4） （5） （6） 

PWM1 （7） （8） （9） （10） （11） （12） 

PWM2 （13） （14） （15） （16） none none 

PCM （17） （18） （19） （20） none none 

CPWM （21） （22） none none （23）（24） （25） 

RPWM （26） （27） none none （28） （29） 

 

12.8.4 動作中の異常などによる端子の初期化手順、モード遷移の概要 

• タイマI/Oコントロールレジスタ（TIOR）の設定で端子の出力レベルを選択するモード（Normal、PWM1、

PWM2、PCM）に遷移する場合はTIORの設定により端子を初期化してください。 

• PWMモード1ではTIOC*B（TIOC*D）端子に波形が出力されないため、TIORを設定しても端子は初期化され

ません。初期化したい場合にはノーマルモードで初期化した後、PWMモード1に遷移してください。 

• PWMモード2では周期レジスタの端子に波形が出力されないため、TIORを設定しても端子は初期化されませ

ん。初期化したい場合にはノーマルモードで初期化した後、PWMモード2遷移してください。 

• ノーマルモードまたはPWMモード2ではTGRC、TGRDがバッファレジスタとして動作している場合、TIOR

を設定してもバッファレジスタの端子は初期化されません。初期化したい場合にはバッファモードを解除し

て初期化した後、バッファモードを再設定してください。 

• PWMモード1ではTGRC、TGRDのいずれか一方がバッファレジスタとして動作している場合、TIORを設定

してもTGRCの端子は初期化されません。TGRCの端子を初期化したい場合にはバッファモードを解除して初

期化した後、バッファモードを再設定してください。 

• タイマアウトプットコントロールレジスタ（TOCR）の設定で端子の出力レベルを選択するモード（CPWM、

RPWM）に遷移する場合は、ノーマルモードに遷移しTIORで初期化、TIORを初期値に戻したのちタイマア

ウトプットマスタイネーブルレジスタ（TOER）でチャネル3、4を一度出力禁止としてください。その後モ

ード設定手順（TOCR設定、TMDR設定、TOER設定）に従い動作させてください。 

 

【注】 本項記述中の*にはチャネル番号が入ります。 

 

以下、表 12.59の組み合わせ No.に従い端子の初期化手順を示します。なお、アクティブレベルは Lとします。 
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（1） ノーマルモードで動作中に異常が発生し、ノーマルモードで再スタートする場合の動作 

ノーマルモードで異常が発生し、再設定後ノーマルモードで再スタートする場合の説明図を図 12.127に示しま

す。 

(1)
パワーオン 
リセット

(2)
TMDR

(normal)

(3)
TOER

(1)

(5)
PFC

(MTU2)

(4)
TIOR
(1 init
0 out)

(6)
TSTR

(1)

(7)
match

(8)
異常
発生

(9)
PFC

(ポート)

(10)
TSTR

(0)

(11)
TMDR

(normal)

(12)
TIOR
(1 init
0 out)

(13)
PFC

(MTU2)

(14)
TSTR

(1)

MTU2モジュール出力

TIOC*A

*1 
*2

TIOC*B

PORT出力

TIOC*A
TIOC*B

PB、PC、PD*1

PB、PC、PD*2

【注】

Hi-Z

Hi-Z

 

図 12.127 ノーマルモードで異常が発生し、ノーマルモードで復帰する場合 

（1）パワーオンリセットによりMTU2出力は Lowレベル、ポートはハイインピーダンスになります。 

（2）パワーオンリセットにより TMDRはノーマルモード設定になります。 

（3）チャネル 3、4では TIORで端子を初期化する前に TOERで出力を許可してください。 

（4） TIORで端子を初期化してください（例は初期出力はハイレベル、コンペアマッチでローレベル出力です）。 

（5）PFCでMTU2出力としてください。 

（6）TSTRでカウント動作を開始します。 

（7）コンペアマッチの発生によりローレベルを出力します。 

（8）異常が発生しました。 

（9）PFCでポート出力とし、アクティブレベルの反転を出力してください。 

（10）TSTRでカウント動作を停止します。 

（11）ノーマルモードで再スタートする場合は必要ありません。 

（12）TIORで端子を初期化してください。 

（13）PFCでMTU2出力としてください。 

（14）TSTRで再スタートします。 
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（2） ノーマルモードで動作中に異常が発生し、PWMモード 1で再スタートする場合の動作 

ノーマルモードで異常が発生し、再設定後 PWMモード 1で再スタートする場合の説明図を図 12.128に示しま

す。 
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(5)
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(MTU2)

(4)
TIOR
(1 init
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(6)
TSTR
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Hi-Z

●初期化されません（TIOC*B）
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(1)
パワーオン 
リセット

 

図 12.128 ノーマルモードで異常が発生し、PWMモード 1で復帰する場合 

（1）～（10）は図 12.127と共通です。 

（11）PWMモード 1を設定します。 

（12）TIORで端子を初期化してください（PWMモード 1では TIOC*B側は初期化されません。初期化したい

場合はノーマルモードで初期化した後、PWMモード 1に遷移してください）。 

（13）PFCでMTU2出力としてください。 

（14）TSTRで再スタートします。 
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（3） ノーマルモードで動作中に異常が発生し、PWMモード 2で再スタートする場合の動作 

ノーマルモードで異常が発生し、再設定後 PWMモード 2で再スタートする場合の説明図を図 12.129に示しま

す。 
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図 12.129 ノーマルモードで異常が発生し、PWMモード 2で復帰する場合 

（1）～（10）は図 12.127と共通です。 

（11）PWMモード 2を設定します。 

（12）TIORで端子を初期化してください（PWMモード 2では周期レジスタの端子は初期化されません。初期

化したい場合にはノーマルモードで初期化した後 PWMモード 2に遷移してください）。 

（13）PFCでMTU2出力としてください。 

（14）TSTRで再スタートします。 

【注】 PWMモード 2はチャネル 0～2でのみ設定可能です。したがって TOERの設定は不要です。 
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（4） ノーマルモードで動作中に異常が発生し、位相計数モードで再スタートする場合の動作 

ノーマルモードで異常が発生し、再設定後位相計数モードで再スタートする場合の説明図を図 12.130に示しま

す。 

(2)
TMDR

(normal)

(3)
TOER

(1)

(5)
PFC

(MTU2)

(4)
TIOR
(1 init
0 out)

(6)
TSTR

(1)

(7)
match

(8)
異常
発生

(9)
PFC

(ポート)

(10)
TSTR

(0)

(11)
TMDR
(PCM)

(12)
TIOR
(1 init
0 out)

(13)
PFC

(MTU2)

(14)
TSTR

(1)

MTU2モジュール出力

TIOC*A

TIOC*B

PORT出力

Hi-Z

Hi-Z

(1)
パワーオン 
リセット

PB、PC、PD*1

PB、PC、PD*2

*1 
*2

TIOC*A
TIOC*B

【注】
 

図 12.130 ノーマルモードで異常が発生し、位相計数モードで復帰する場合 

（1）～（10）は図 12.127と共通です。 

（11）位相計数モードを設定します。 

（12）TIORで端子を初期化してください。 

（13）PFCでMTU2出力としてください。 

（14）TSTRで再スタートします。 

【注】 位相計数モードはチャネル 1、2でのみ設定可能です。したがって TOERの設定は不要です。 
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（5） ノーマルモードで動作中に異常が発生し、相補 PWMモードで再スタートする場合の動作 

ノーマルモードで異常が発生し、再設定後相補 PWMモードで再スタートする場合の説明図を図 12.131に示し

ます。 
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図 12.131 ノーマルモードで異常が発生し、相補 PWMモードで復帰する場合 

（1）～（10）は図 12.127と共通です。 

（11）TIORでノーマルモードの波形生成部を初期化してください。 

（12）TIORでノーマルモードの波形生成部の動作を禁止してください。 

（13）TOERでチャネル 3、4の出力を禁止してください。 

（14）TOCRで相補 PWMの出力レベルと周期出力の許可禁止を選択してください。 

（15）相補 PWMを設定します。 

（16）TOERでチャネル 3、4の出力を許可してください。 

（17）PFCでMTU2出力としてください。 

（18）TSTRで再スタートします。 
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（6） ノーマルモードで動作中に異常が発生し、リセット同期 PWMモードで再スタートする場合の動作 

ノーマルモードで異常が発生し、再設定後リセット同期 PWMモードで再スタートする場合の説明図を図

12.132に示します。 
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図 12.132 ノーマルモードで異常が発生し、リセット同期 PWMモードで復帰する場合 

（1）～（13）は図 12.127と共通です。 

（14）TOCRでリセット同期 PWMの出力レベルと周期出力の許可禁止を選択してください。 

（15）リセット同期 PWMを設定します。 

（16）TOERでチャネル 3、4の出力を許可してください。 

（17）PFCでMTU2出力としてください。 

（18）TSTRで再スタートします。 
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（7） PWMモード 1で動作中に異常が発生し、ノーマルモードで再スタートする場合の動作 

PWMモード 1で異常が発生し、再設定後ノーマルモードで再スタートする場合の説明図を図 12.133に示しま

す。 
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【注】
 

図 12.133 PWMモード 1で異常が発生し、ノーマルモードで復帰する場合 

（1）パワーオンリセットによりMTU2出力はローレベル、ポートはハイインピーダンスになります。 

（2）PWMモード 1を設定してください。 

（3）チャネル 3、4では TIORで端子を初期化する前に TOERで出力を許可してください。 

（4） TIORで端子を初期化してください（例は初期出力はハイレベル、コンペアマッチでローレベル出力です。

PWMモード 1では TIOC*B側は初期化されません）。 

（5）PFCでMTU2出力としてください。 

（6）TSTRでカウント動作を開始します。 

（7）コンペアマッチの発生により Lを出力します。 

（8）異常が発生しました。 

（9）PFCでポート出力とし、アクティブレベルの反転を出力してください。 

（10）TSTRでカウント動作を停止します。 

（11）ノーマルモードを設定してください。 

（12）TIORで端子を初期化してください。 

（13）PFCでMTU2出力としてください。 

（14）TSTRで再スタートします。 
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（8） PWMモード 1で動作中に異常が発生し、PWMモード 1で再スタートする場合の動作 

PWMモード 1で異常が発生し、再設定後 PWMモード 1で再スタートする場合の説明図を図 12.134に示しま

す。 
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図 12.134 PWMモード 1で異常が発生し、PWMモード 1で復帰する場合 

（1）～（10）は図 12.133と共通です。 

（11）PWMモード 1で再スタートする場合には必要ありません。 

（12）TIORで端子を初期化してください（PWMモード 1では TIOC*B側は初期化されません）。 

（13）PFCでMTU2出力としてください。 

（14）TSTRで再スタートします。 
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（9） PWMモード 1で動作中に異常が発生し、PWMモード 2で再スタートする場合の動作 

PWMモード 1で異常が発生し、再設定後 PWMモード 2で再スタートする場合の説明図を図 12.135に示しま

す。 
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図 12.135 PWMモード 1で異常が発生し、PWMモード 2で復帰する場合 

（1）～（10）は図 12.133と共通です。 

（11）PWMモード 2を設定します。 

（12）TIORで端子を初期化してください（PWMモード 2では周期レジスタの端子は初期化されません）。 

（13）PFCでMTU2出力としてください。 

（14）TSTRで再スタートします。 

【注】 PWMモード 2はチャネル 0～2でのみ設定可能です。したがって TOERの設定は不要です。 
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（10） PWMモード 1で動作中に異常が発生し、位相計数モードで再スタートする場合の動作 

PWMモード 1で異常が発生し、再設定後位相計数モードで再スタートする場合の説明図を図 12.136に示しま

す。 
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図 12.136 PWMモード 1で異常が発生し、位相計数モードで復帰する場合 

（1）～（10）は図 12.133と共通です。 

（11）位相計数モードを設定します。 

（12）TIORで端子を初期化してください。 

（13）PFCでMTU2出力としてください。 

（14）TSTRで再スタートします。 

【注】 位相計数モードはチャネル 1、2でのみ設定可能です。したがって TOERの設定は不要です。 
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（11） PWMモード 1で動作中に異常が発生し、相補 PWMモードで再スタートする場合の動作 

PWMモード 1で異常が発生し、再設定後相補 PWMモードで再スタートする場合の説明図を図 12.137に

示します。 
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図 12.137 PWMモード 1で異常が発生し、相補 PWMモードで復帰する場合 

（1）～（10）は図 12.133と共通です。 

（11）波形生成部の初期化のためノーマルモードを設定してください。 

（12）TIORで PWMモード 1の波形生成部を初期化してください。 

（13）TIORで PWMモード 1の波形生成部の動作を禁止してください 

（14）TOERでチャネル 3、4の出力を禁止してください。 

（15）TOCRで相補 PWMの出力レベルと周期出力の許可禁止を選択してください。 

（16）相補 PWMを設定します。 

（17）TOERでチャネル 3、4の出力を許可してください。 

（18）PFCでMTU2出力としてください。 

（19）TSTRで再スタートします。 
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（12） PWMモード 1で動作中に異常が発生し、リセット同期 PWMモードで再スタートする場合の動作 

PWMモード 1で異常が発生し、再設定後リセット同期 PWMモードで再スタートする場合の説明図を図 12.138

に示します。 
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図 12.138 PWMモード 1で異常が発生し、リセット同期 PWMモードで復帰する場合 

（1）～（14）は図 12.137と共通です。 

（15）TOCRでリセット同期 PWMの出力レベルと周期出力の許可禁止を選択してください。 

（16）リセット同期 PWMを設定します。 

（17）TOERでチャネル 3、4の出力を許可してください。 

（18）PFCでMTU2出力としてください。 

（19）TSTRで再スタートします。 
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（13） PWMモード 2で動作中に異常が発生し、ノーマルモードで再スタートする場合の動作 

PWMモード 2で異常が発生し、再設定後ノーマルモードで再スタートする場合の説明図を図 12.139に示しま

す。 

(2)
TMDR

(PWM2)

(3)
TIOR
(1 init
0 out)

(5)
TSTR

(1)

(4)
PFC

(MTU2)

(6)
match

(7)
異常
発生

(8)
PFC

(ポート)

(9)
TSTR

(0)

(10)
TMDR

(normal)

(11)
TIOR
(1 init
0 out)

(12)
PFC

(MTU2)

(13)
TSTR

(1)

MTU2モジュール出力

TIOC*A

TIOC*B

PORT出力

Hi-Z

Hi-Z

●初期化されません（周期レジスタ）

(1)
パワーオン 
リセット

PB、PC、PD*1

PB、PC、PD*2

*1 
*2

TIOC*A
TIOC*B

【注】
 

図 12.139 PWMモード 2で異常が発生し、ノーマルモードで復帰する場合 

（1）リセットによりMTU2出力はローレベル、ポートはハイインピーダンスになります。 

（2）PWMモード 2を設定してください。 

（3） TIORで端子を初期化してください（例は初期出力はハイレベル、コンペアマッチでローレベル出力です。

PWMモード 2では周期レジスタの端子は初期化されません。例は TIOC*Aが周期レジスタの場合です）。 

（4）PFCでMTU2出力としてください。 

（5）TSTRでカウント動作を開始します。 

（6）コンペアマッチの発生によりローレベルを出力します。 

（7）異常が発生しました。 

（8）PFCでポート出力とし、アクティブレベルの反転を出力してください。 

（9）TSTRでカウント動作を停止します。 

（10）ノーマルモードを設定してください。 

（11）TIORで端子を初期化してください。 

（12）PFCでMTU2出力としてください。 

（13）TSTRで再スタートします。 
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（14） PWMモード 2で動作中に異常が発生し、PWMモード 1で再スタートする場合の動作 

PWMモード 2で異常が発生し、再設定後 PWMモード 1で再スタートする場合の説明図を図 12.140に示しま

す。 
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図 12.140 PWMモード 2で異常が発生し、PWMモード 1で復帰する場合 

（1）～（9）は図 12.139と共通です。 

（10）PWMモード 1を設定します。 

（11）TIORで端子を初期化してください（PWMモード 1では TIOC*B側は初期化されません）。 

（12）PFCでMTU2出力としてください。 

（13）TSTRで再スタートします。 
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（15） PWMモード 2で動作中に異常が発生し、PWMモード 2で再スタートする場合の動作 

PWMモード 2で異常が発生し、再設定後 PWMモード 2で再スタートする場合の説明図を図 12.141に示しま

す。 
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図 12.141 PWMモード 2で異常が発生し、PWMモード 2で復帰する場合 

（1）～（9）は図 12.139と共通です。 

（10）PWMモード 2で再スタートする場合には必要ありません。 

（11）TIORで端子を初期化してください（PWMモード 2では周期レジスタの端子は初期化されません）。 

（12）PFCでMTU2出力としてください。 

（13）TSTRで再スタートします。 
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（16） PWMモード 2で動作中に異常が発生し、位相計数モードで再スタートする場合の動作 

PWMモード 2で異常が発生し、再設定後位相計数モードで再スタートする場合の説明図を図 12.142に示しま

す。 
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図 12.142 PWMモード 2で異常が発生し、位相計数モードで復帰する場合 

（1）～（9）は図 12.139と共通です。 

（10）位相計数モードを設定します。 

（11）TIORで端子を初期化してください。 

（12）PFCでMTU2出力としてください。 

（13）TSTRで再スタートします。 
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（17） 位相計数モードで動作中に異常が発生し、ノーマルモードで再スタートする場合の動作 

位相計数モードで異常が発生し、再設定後ノーマルモードで再スタートする場合の説明図を図 12.143に示しま

す。 
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図 12.143 位相計数モードで異常が発生し、ノーマルモードで復帰する場合 

（1）パワーオンリセットによりMTU2出力はローレベル、ポートはハイインピーダンスになります。 

（2）位相計数モードを設定してください。 

（3） TIORで端子を初期化してください（例は初期出力はハイレベル、コンペアマッチでローレベル出力です）。 

（4）PFCでMTU2出力としてください。 

（5）TSTRでカウント動作を開始します。 

（6）コンペアマッチの発生によりローレベルを出力します。 

（7）異常が発生しました。 

（8）PFCでポート出力とし、アクティブレベルの反転を出力してください。 

（9）TSTRでカウント動作を停止します。 

（10）ノーマルモードで設定してください。 

（11）TIORで端子を初期化してください。 

（12）PFCでMTU2出力としてください。 

（13）TSTRで再スタートします。 
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（18） 位相計数モードで動作中に異常が発生し、PWMモード 1で再スタートする場合の動作 

位相計数モードで異常が発生し、再設定後 PWMモード 1で再スタートする場合の説明図を図 12.144に示しま

す。 
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図 12.144 位相計数モードで異常が発生し、PWMモード 1で復帰する場合 

（1）～（9）は図 12.143と共通です。 

（10）PWMモード 1を設定します。 

（11）TIORで端子を初期化してください（PWMモード 1では TIOC*B側は初期化されません）。 

（12）PFCでMTU2出力としてください。 

（13）TSTRで再スタートします。 
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（19） 位相計数モードで動作中に異常が発生し、PWMモード 2で再スタートする場合の動作 

位相計数モードで異常が発生し、再設定後 PWM2モードで再スタートする場合の説明図を図 12.145に示しま

す。 

(2)
TMDR
(PCM)

(3)
TIOR
(1 init
0 out)

(5)
TSTR

(1)

(4)
PFC

(MTU2)

(6)
match

(7)
異常
発生

(8)
PFC

(ポート)

(9)
TSTR

(0)

(10)
TMDR

(PWM2)

(11)
TIOR
(1 init
0 out)

(12)
PFC

(MTU2)

(13)
TSTR

(1)

TIOC*A

TIOC*B

PORT出力

Hi-Z

Hi-Z

●初期化されません（周期レジスタ）

MTU2モジュール出力

(1)
パワーオン 
リセット

*1 
*2

TIOC*A
TIOC*B

PB、PC、PD*1

PB、PC、PD*2

【注】
 

図 12.145 位相計数モードで異常が発生し、PWMモード 2で復帰する場合 

（1）～（9）は図 12.143と共通です。 

（10）PWMモード 2を設定します。 

（11）TIORで端子を初期化してください（PWMモード 2では周期レジスタの端子は初期化されません）。 

（12）PFCでMTU2出力としてください。 

（13）TSTRで再スタートします。 
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（20） 位相計数モードで動作中に異常が発生し、位相計数モードで再スタートする場合の動作 

位相計数モードで異常が発生し、再設定後位相計数モードで再スタートする場合の説明図を図 12.146に示しま

す。 
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図 12.146 位相計数モードで異常が発生し、位相計数モードで復帰する場合 

（1）～（9）は図 12.143と共通です。 

（10）位相計数モードで再スタートする場合には必要ありません。 

（11）TIORで端子を初期化してください。 

（12）PFCでMTU2出力としてください。 

（13）TSTRで再スタートします。 
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（21） 相補 PWMモードで動作中に異常が発生し、ノーマルモードで再スタートする場合の動作 

相補 PWMモードで異常が発生し、再設定後ノーマルモードで再スタートする場合の説明図を図 12.147に示し

ます。 
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図 12.147 相補 PWMモードで異常が発生し、ノーマルモードで復帰する場合 

（1）パワーオンリセットによりMTU2出力はローレベル、ポートはハイインピーダンスになります。 

（2）TOCRで相補 PWMの出力レベルと周期出力の許可禁止を選択してください。 

（3）相補 PWMを設定します。 

（4）TOERでチャネル 3、4の出力を許可してください。 

（5）PFCでMTU2出力としてください。 

（6）TSTRでカウント動作を開始します。 

（7）コンペアマッチの発生により相補 PWM波形を出力します。 

（8）異常が発生しました。 

（9）PFCでポート出力とし、アクティブレベルの反転を出力してください。 

（10）TSTRでカウント動作を停止します（MTU2出力は相補 PWM出力初期値となります）。 

（11）ノーマルモードを設定してください（MTU2出力はローレベルとなります）。 

（12）TIORで端子を初期化してください。 

（13）PFCでMTU2出力としてください。 

（14）TSTRで再スタートします。 
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（22） 相補 PWMモードで動作中に異常が発生し、PWMモード 1で再スタートする場合の動作 

相補 PWMモードで異常が発生し、再設定後 PWMモード 1で再スタートする場合の説明図を図 12.148に示し

ます。 
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図 12.148 相補 PWMモードで異常が発生し、PWMモード 1で復帰する場合 

（1）～（10）は図 12.147と共通です。 

（11）PWMモード 1を設定してください（MTU2出力はローレベルとなります）。 

（12）TIORで端子を初期化してください（PWMモード 1では TIOC*B側は初期化されません）。 

（13）PFCでMTU2出力としてください。 

（14）TSTRで再スタートします。 
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（23） 相補 PWMモードで動作中に異常が発生し、相補 PWMモードで再スタートする場合の動作 

相補 PWMモードで異常が発生し、再設定後相補 PWMモードで再スタートする場合の説明図を図 12.149に示

します（周期、デューティ設定をカウンタを止めた時の値から再スタートする場合）。 
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図 12.149 相補 PWMモードで異常が発生し、相補 PWMモードで復帰する場合 

（1）～（10）は図 12.147と共通です。 

（11）PFCでMTU2出力としてください。 

（12）TSTRで再スタートします。 

（13）コンペアマッチの発生により相補 PWM波形を出力します。 
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（24） 相補 PWMモードで動作中に異常が発生し、相補 PWMモードで新たに再スタートする場合の動作 

相補 PWMモードで異常が発生し、再設定後相補 PWMモードで再スタートする場合の説明図を図 12.150に示

します（周期、デューティ設定を全く新しい設定値で再スタートする場合）。 
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図 12.150 相補 PWMモードで異常が発生し、相補 PWMモードで復帰する場合 

（1）～（10）は図 12.147と共通です。 

（11）ノーマルモードを設定し新しい設定値を設定してください（MTU2出力はローレベルとなります）。 

（12）TOERでチャネル 3、4の出力を禁止してください。 

（13）TOCRで相補 PWMモードの出力レベルと周期出力の許可禁止を選択してください。 

（14）相補 PWMを設定します。 

（15）TOERでチャネル 3、4の出力を許可してください。 

（16）PFCでMTU2出力としてください。 

（17）TSTRで再スタートします。 
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（25） 相補 PWMモードで動作中に異常が発生し、リセット同期 PWMモードで再スタートする場合の動作 

相補 PWMモードで異常が発生し、再設定後リセット同期 PWMモードで再スタートする場合の説明図を図

12.151に示します。 
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図 12.151 相補 PWMモードで異常が発生し、リセット同期 PWMモードで復帰する場合 

（1）～（10）は図 12.147と共通です。 

（11）ノーマルモードを設定してください（MTU2出力はローレベルとなります）。 

（12）TOERでチャネル 3、4の出力を禁止してください。 

（13）TOCRでリセット同期 PWMモードの出力レベルと周期出力の許可禁止を選択してください。 

（14）リセット同期 PWMを設定します。 

（15）TOERでチャネル 3、4の出力を許可してください。 

（16）PFCでMTU2出力としてください。 

（17）TSTRで再スタートします。 
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（26） リセット同期 PWMモードで動作中に異常が発生し、ノーマルモードで再スタートする場合の動作 

リセット同期 PWMモードで異常が発生し、再設定後ノーマルモードで再スタートする場合の説明図を図

12.152に示します。 
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図 12.152 リセット同期 PWMモードで異常が発生し、ノーマルモードで復帰する場合 

（1）パワーオンリセットによりMTU2出力はローレベル、ポートはハイインピーダンスになります。 

（2）TOCRでリセット同期 PWMの出力レべルと周期出力の許可禁止を選択してください。 

（3）リセット同期 PWMを設定します。 

（4）TOERでチャネル 3、4の出力を許可してください。 

（5）PFCでMTU2出力としてください。 

（6）TSTRでカウント動作を開始します。 

（7）コンペアマッチの発生によりリセット同期 PWM波形を出力します。 

（8）異常が発生しました。 

（9）PFCでポート出力とし、アクティブレベルの反転を出力してください。 

（10）TSTRでカウント動作を停止します（MTU2出力はリセット同期 PWM出力初期値となります）。 

（11）ノーマルモードを設定してください（MTU2出力は正相側がローレベル、逆相側がハイレベルとなりま

す）。 

（12）TIORで端子を初期化してください。 

（13）PFCでMTU2出力としてください。 

（14）TSTRで再スタートします。 
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（27） リセット同期 PWMモードで動作中に異常が発生し、PWMモード 1で再スタートする場合の動作 

リセット同期 PWMモードで異常が発生し、再設定後 PWMモード 1で再スタートする場合の説明図を図 12.153

に示します。 
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図 12.153 リセット同期 PWMモードで異常が発生し、PWMモード 1で復帰する場合 

（1）～（10）は図 12.152と共通です。 

（11） PWMモード1を設定してください（MTU2出力は正相側がローレベル、逆相側がハイレベルとなります）。 

（12）TIORで端子を初期化してください（PWMモード 1では TIOC*B側は初期化されません）。 

（13）PFCでMTU2出力としてください。 

（14）TSTRで再スタートします。 
 



 

12. マルチファンクションタイマパルスユニット 2（MTU2） 

12-204  R01UH0025JJ0300  Rev.3.00 

  2010.09.15 

SH7261グループ

（28） リセット同期 PWMモードで動作中に異常が発生し、相補 PWMモードで再スタートする場合の動作 

リセット同期 PWMモードで異常が発生し、再設定後相補 PWMモードで再スタートする場合の説明図を図

12.154に示します。 
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図 12.154 リセット同期 PWMモードで異常が発生し、相補 PWMモードで復帰する場合 

（1）～（10）は図 12.152と共通です。 

（11）TOERでチャネル 3、4の出力を禁止してください。 

（12）TOCRで相補 PWMの出力レベルと周期出力の許可禁止を選択してください。 

（13）相補 PWMを設定します（MTU2の周期出力端子はローレベルになります）。 

（14）TOERでチャネル 3、4の出力を許可してください。 

（15）PFCでMTU2出力としてください。 

（16）TSTRで再スタートします。 
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（29） リセット同期 PWMモードで動作中に異常が発生し、リセット同期 PWMモードで再スタートする場合の

動作 

リセット同期 PWMモードで異常が発生し、再設定後リセット同期 PWMモードで再スタートする場合の説明図

を図 12.155に示します。 
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図 12.155 リセット同期 PWMモードで異常が発生し、リセット同期 PWMモードで復帰する場合 

（1）～（10）は図 12.152と共通です。 

（11）PFCでMTU2出力としてください。 

（12）TSTRで再スタートします。 

（13）コンペアマッチの発生によりリセット同期 PWM波形を出力します。 
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13. 8ビットタイマ（TMR） 

本 LSIは、8ビットのカウンタをベースにした 2チャネルの 8ビットタイマを内蔵しています。外部イベントの

カウントが可能なほか、2本のレジスタとのコンペアマッチ信号により、カウンタのリセット、割り込み要求、任

意のデューティ比のパルス出力など、多機能タイマとして種々の応用が可能です。 

図 13.1にブロック図を示します。 

13.1 特長 

• 7種類のクロックを選択可能 

6種類の内部クロック（Pφ/8、Pφ/64、Pφ/8192、Pφ/2、Pφ/32、Pφ/1024）と外部クロックのうちから選択

できます。 

• カウンタのクリア指定が可能 

コンペアマッチA、コンペアマッチB、または外部リセット信号のうちから選択できます。 

• 2つのコンペアマッチ信号の組み合わせでタイマ出力を制御 

独立に動作可能な2つのコンペアマッチ信号の組み合わせによって、任意のデューティのパルス出力やPWM

出力など種々の応用が可能です。 

• 2チャネルのカスケード接続が可能（TMR_0、TMR_1） 

TMR_0を上位、TMR_1を下位とする16ビットタイマとして動作可能です （16ビットカウントモード）。 

TMR_1はTMR_0のコンペアマッチをカウント可能です（コンペアマッチカウントモード）。 

• 複数の割り込み要因 

コンペアマッチA、コンペアマッチB、オーバフローの3種類があります。 

• A/D変換器の変換スタートトリガを生成可能 
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【記号説明】

割り込み信号

 

図 13.1 8ビットタイマのブロック図 
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13.2 入出力端子 

TMRの端子構成を表 13.1に示します。 
 

表 13.1 端子構成 

チャネル 名  称 略称 入出力 機  能 

0 タイマ出力端子 TMO0 出力 コンペアマッチ出力 

タイマクロック入力端子 TMCI0 入力 カウンタ外部クロック入力  

タイマリセット入力端子 TMRI0 入力 カウンタ外部リセット入力 

タイマ出力端子 TMO1 出力 コンペアマッチ出力 

タイマクロック入力端子 TMCI1 入力 カウンタ外部クロック入力 

1 

タイマリセット入力端子 TMRI1 入力 カウンタ外部リセット入力 

 

13.3 レジスタの説明 

TMRには以下のレジスタがあります。 
 

チャネル 0： 

• タイマカウンタ_0（TCNT_0） 

• タイムコンスタントレジスタA_0（TCORA_0） 

• タイムコンスタントレジスタB_0（TCORB_0） 

• タイマコントロールレジスタ_0（TCR_0） 

• タイマカウンタコントロールレジスタ_0（TCCR_0） 

• タイマコントロール／ステータスレジスタ_0（TCSR_0） 

 

チャネル 1： 

• タイマカウンタ_1（TCNT_1） 

• タイムコンスタントレジスタA_1（TCORA_1） 

• タイムコンスタントレジスタB_1（TCORB_1） 

• タイマコントロールレジスタ_1（TCR_1） 

• タイマカウンタコントロールレジスタ_1（TCCR_1） 

• タイマコントロール／ステータスレジスタ_1（TCSR_1） 
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13.3.1 タイマカウンタ（TCNT） 

TCNTは 8ビットのリード／ライト可能なアップカウンタです。TCNT_0、TCNT_1を 16ビットレジスタとし

てワードアクセスすることも可能です。クロックは、TCRの CKS2～CKS0ビット、および TCCRの ICKS1、ICKS0

ビットにより選択します。TCNTは、外部リセット入力信号またはコンペアマッチ A信号、コンペアマッチ B信

号によりクリアすることができます。いずれの信号でクリアするかは、TCRの CCLR1、CCLR0ビットにより選

択します。また、TCNTがオーバフロー（H'FF→H'00）すると、TCSRの OVFが 1にセットされます。TCNTの

初期値は H'00です。 
 

TCNT_0 TCNT_1

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W  

 

13.3.2 タイムコンスタントレジスタ A（TCORA） 

TCORAは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタです。TCORA_0、TCORA_1を 16ビットレジスタとして

ワードアクセスすることも可能です。TCORAの値は TCNTと常に比較され、一致すると TCSRの CMFAが 1に

セットされます。ただし、TCORAへのライトサイクルの T2ステートでの比較は禁止されています。また、この

一致信号（コンペアマッチ A）と TCSRの OS1、OS0ビットの設定により、TMO端子からのタイマ出力を制御す

ることができます。TCORAの初期値は H'FFです。 
 

TCORA_0 TCORA_1

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 5 4 3 2 1 0

1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W  

 

13.3.3 タイムコンスタントレジスタ B（TCORB） 

TCORBは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタです。TCORB_0、TCORB_1を 16ビットレジスタとして

ワードアクセスすることも可能です。TCORBの値は TCNTと常に比較され、一致すると TCSRの CMFBが 1に

セットされます。ただし、TCORBへのライトサイクルの T2ステートでの比較は禁止されています。また、この

一致信号（コンペアマッチ B）と TCSRの OS3、OS2ビットの設定により、TMO端子からのタイマ出力を制御す

ることができます。TCORBの初期値は H'FFです。 
 

TCORB_0 TCORB_1

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 5 4 3 2 1 0

1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W  
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13.3.4 タイマコントロールレジスタ（TCR） 

TCRは TCNTの入力クロックの選択、TCNTのクリア条件指定、各割り込み要求の制御を行います。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

CMIEB CMIEA OVIE CCLR[1:0] CKS[2:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 CMIEB 0 R/W コンペアマッチインタラプトイネーブル B 

TCSRの CMFBが 1にセットされたとき、CMFBによる割り込み要求（CMIB）

の許可または禁止を選択します。 

0：CMFBによる割り込み要求（CMIB）を禁止 

1：CMFBによる割り込み要求（CMIB）を許可 

6 CMIEA 0 R/W コンペアマッチインタラプトイネーブル A 

TCSRの CMFAが 1にセットされたとき、CMFAによる割り込み要求（CMIA）

の許可または禁止を選択します。 

0：CMFAによる割り込み要求（CMIA）を禁止 

1：CMFAによる割り込み要求（CMIA）を許可 

5 OVIE 0 R/W タイマオーバフローインタラプトイネーブル 

TCSRの OVFが 1にセットされたとき、OVFによる割り込み要求（OVI）の

許可または禁止を選択します。 

0：OVFによる割り込み要求（OVI）を禁止 

1：OVFによる割り込み要求（OVI）を許可 

4、3 CCLR[1:0] 00 R/W カウンタクリア 1、0* 

TCNTのクリア条件を指定します。 

00：クリアを禁止 

01：コンペアマッチ Aによりクリア 

10：コンペアマッチ Bによりクリア 

11：外部リセット入力の立ち上がりエッジ（TCCRの TMRIS=0）、 

  または、ハイレベル（TCCRの TMRIS=1）によりクリア 

2～0 CKS[2:0] 000 R/W クロックセレクト 2～0* 

TCNTに入力するクロックとカウント条件を選択します。表 13.2を参照してく

ださい。 

【注】 *  外部リセット、外部クロックを使用する場合は、該当する端子の機能設定をピンファンクションコントローラで行っ

てください。詳細は「第 25章  ピンファンクションコントローラ（PFC）」を参照してください。 
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13.3.5 タイマカウンタコントロールレジスタ（TCCR） 

TCCRは TCNTの内部クロックの選択、外部リセット入力の制御を行います。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - - - TMRIS - ICKS[1:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～4 － すべて 0 R/W リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。ライトする値は常に 0にしてください。 

3 TMRIS 0 R/W タイマリセット入力セレクト 

TCRの CCLR1、CCLR0ビットが B'11のとき、外部リセット入力を選択しま

す。 

0：外部リセットの立ち上がりでクリア 

1：外部リセットのハイレベルでクリア 

2 － 0 R/W リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。ライトする値は常に 0にしてください。 

1、0 ICKS[1:0] 

 

00 R/W インターナルクロックセレクト 1、0 

ICKS1、0は、TCRの CKS2～CKS0ビットとともに、内部クロックを選択し

ます。表 13.2を参照してください。 
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表 13.2 TCNTに入力するクロックとカウント条件 

チャネル TCR TCCR  

 ビット 2 ビット 1 ビット 0 ビット 1 ビット 0 説   明 

 CKS2 CKS1 CKS0 ICKS1 ICKS0  

TMR_0 0 0 0 － － クロック入力を禁止 

0 0 内部クロック：Pφ/8立ち上がりエッジでカウント 

0 1 内部クロック：Pφ/2立ち上がりエッジでカウント 

1 0 内部クロック：Pφ/8立ち下がりエッジでカウント 

 0 0 1 

1 1 内部クロック：Pφ/2立ち下がりエッジでカウント 

0 0 内部クロック：Pφ/64立ち上がりエッジでカウント 

0 1 内部クロック：Pφ/32立ち上がりエッジでカウント 

1 0 内部クロック：Pφ/64立ち下がりエッジでカウント 

 0 1 0 

1 1 内部クロック：Pφ/32立ち下がりエッジでカウント 

0 0 内部クロック：Pφ/8192立ち上がりエッジでカウント 

0 1 内部クロック：Pφ/1024立ち上がりエッジでカウント 

1 0 内部クロック：Pφ/8192立ち下がりエッジでカウント 

 0 1 1 

1 1 内部クロック：Pφ/1024立ち下がりエッジでカウント 

 1 0 0 － － TCNT_1のオーバフロー信号でカウント*1 

TMR_1 0 0 0 － － クロック入力を禁止 

0 0 内部クロック：Pφ/8立ち上がりエッジでカウント 

0 1 内部クロック：Pφ/2立ち上がりエッジでカウント 

1 0 内部クロック：Pφ/8立ち下がりエッジでカウント 

 0 0 1 

1 1 内部クロック：Pφ/2立ち下がりエッジでカウント 

0 0 内部クロック：Pφ/64立ち上がりエッジでカウント 

0 1 内部クロック：Pφ/32立ち上がりエッジでカウント 

1 0 内部クロック：Pφ/64立ち下がりエッジでカウント 

 0 1 0 

1 1 内部クロック：Pφ/32立ち下がりエッジでカウント 

0 0 内部クロック：Pφ/8192立ち上がりエッジでカウント 

0 1 内部クロック：Pφ/1024立ち上がりエッジでカウント 

1 0 内部クロック：Pφ/8192立ち下がりエッジでカウント 

 0 1 1 

1 1 内部クロック：Pφ/1024立ち下がりエッジでカウント 

 1 0 0 － － TCNT_0のコンペアマッチ Aでカウント*1 

共通 1 0 1 － － 外部クロックの立ち上がりエッジでカウント*2 

 1 1 0 － － 外部クロックの立ち下がりエッジでカウント*2 

 1 1 1 － － 外部クロックの立ち上がり／立ち下がり両エッジでカ

ウント*2 

【注】 *1 TMR_0のクロック入力を TCNT_1のオーバフロー信号とし、TMR_1のクロック入力を TCNT_0のコンペアマッ

チ信号とするとカウントアップクロックが発生しません。この設定は行わないでください。 

 *2 外部クロックを使用する場合は、該当する端子の機能設定をピンファンクションコントローラ（PFC）で行ってく

ださい。詳細は「第 25章  ピンファンクションコントローラ（PFC）」を参照してください。 
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13.3.6 タイマコントロール／ステータスレジスタ（TCSR） 

TCSRはステータスフラグの表示およびコンペアマッチによる出力制御を行います。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0
R/(W)* R/(W)* R/(W)* R R/W R/W R/W R/W

CMFB CMFA OVF ADTE OS[3:2] OS[1:0]

・TCSR_0

CMFB CMFA OVF - OS[3:2] OS[1:0]

・TCSR_1

【注】　*　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。  
 

• TCSR_0 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 CMFB 0 R/(W)*1 コンペアマッチフラグ B 

［セット条件］ 

TCNTの値と TCORBの値が一致したとき 

［クリア条件］ 

CMFB＝1の状態で CMFBをリードした後、CMFBに 0をライトしたとき 

6 CMFA 0 R/(W)*1 コンペアマッチフラグ A 

［セット条件］ 

TCNTの値と TCORAの値が一致したとき 

［クリア条件］ 

CMFA＝1の状態で CMFAをリードした後、CMFAに 0をライトしたとき 

5 OVF 0 R/(W)*1 タイマオーバフローフラグ 

［セット条件］ 

TCNTの値が H'FFから H'00にオーバフローしたとき 

［クリア条件］ 

OVF＝1の状態で OVFをリードした後、OVFに 0をライトしたとき 

4 ADTE 0 R/W A/Dトリガイネーブル 

コンペアマッチ Aによる A/D変換開始要求の許可または禁止を選択します。 

0：コンペアマッチ Aによる A/D変換開始要求を禁止 

1：コンペアマッチ Aによる A/D変換開始要求を許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3、2 OS[3:2] 00 R/W アウトプットセレクト 3、2*2 

TCORBと TCNTのコンペアマッチ Bによる TMO端子の出力方法を選択します。 

00：変化しない 

01：0出力 

10：1出力 

11：反転出力（トグル出力） 

1、0 OS[1:0] 00 R/W アウトプットセレクト 1、0*2 

TCORAと TCNTのコンペアマッチ Aによる TMO端子の出力方法を選択します。 

00：変化しない 

01：0出力 

10：1出力 

11：反転出力（トグル出力） 

【注】 *1 フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 

 *2 OS3～OS0ビットがすべて 0の場合にはタイマ出力は禁止されます。リセット後、最初のコンペアマッチが起こ

るまでのタイマ出力は 0です。 

 

• TCSR_1 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 CMFB 0 R/(W)*1 コンペアマッチフラグ B 

［セット条件］ 

TCNTの値と TCORBの値が一致したとき 

［クリア条件］ 

CMFB＝1の状態で CMFBをリードした後、CMFBに 0をライトしたとき 

6 CMFA 0 R/(W)*1 コンペアマッチフラグ A 

［セット条件］ 

TCNTの値と TCORAの値が一致したとき 

［クリア条件］ 

CMFA＝1の状態で CMFAをリードした後、CMFAに 0をライトしたとき 

5 OVF 0 R/(W)*1 タイマオーバフローフラグ 

［セット条件］ 

TCNTの値が H'FFから H'00にオーバフローしたとき 

［クリア条件］ 

OVF＝1の状態で OVFをリードした後、OVFに 0をライトしたとき 

4 ― 0 R リザーブビット 

このビットはリードのみ有効で、ライトは無効です。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3、2 OS[3:2] 00 R/W アウトプットセレクト 3、2*2 

TCORBと TCNTのコンペアマッチ Bによる TMO端子の出力方法を選択します。 

00：変化しない 

01：0出力 

10：1出力 

11：反転出力（トグル出力） 

1、0 OS[1:0] 00 R/W アウトプットセレクト 1、0*2 

TCORAと TCNTのコンペアマッチ Aによる TMO端子の出力方法を選択します。 

00：変化しない 

01：0出力 

10：1出力 

11：反転出力（トグル出力） 

【注】 *1 フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 

 *2 OS3～OS0ビットがすべて 0の場合にはタイマ出力は禁止されます。リセット後、最初のコンペアマッチが起こ

るまでのタイマ出力は 0です。 

 

13.4 動作説明 

13.4.1 パルス出力 

任意のデューティパルスを出力させる例を図 13.2に示します。 

1. TCORAのコンペアマッチによりTCNTがクリアされるようにTCRのCCLR1ビットを0にクリア、CCLR0ビッ

トを1にセットします。 

2. TCORAのコンペアマッチにより1出力、TCORBのコンペアマッチにより0出力になるようにTCSRのOS3～

OS0ビットをB'0110に設定します。 

以上の設定により周期が TCORA、パルス幅が TCORBの波形をソフトウェアの介在なしに出力できます。 

リセット後、最初のコンペアマッチが起こるまでのタイマ出力は 0です。 

TCNT
H'FF

カウンタクリア

TCORA

TCORB

H'00

TMO  

図 13.2 パルス出力例 
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13.4.2 リセット入力 

TMRI入力に対する任意の遅延時間のパルスを出力させる例を図 13.3に示します。 

1. TMRI入力のハイレベルでTCNTがクリアされるように、TCRのCCLR1、CCLR0ビットを1にセットし、TCCR

のTMRISビットを1にセットします。 

2. TCORAのコンペアマッチにより1出力、TCORBのコンペアマッチにより0出力になるようにTCSRのOS3～

OS0ビットをB'0110に設定します。 

 

以上の設定により TMRI入力からの遅延が TCORA、パルス幅が（TCORB-TCORA）の波形を出力できます。 

TCNT

H'00

TMRI

TMO

TCORA

TCORB

 

図 13.3 リセット入力例 
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13.5 動作タイミング 

13.5.1 TCNTのカウントタイミング 

内部クロック動作の場合の TCNTのカウントタイミングを図 13.4に示します。また、外部クロック動作の場合

の TCNTのカウントタイミングを図 13.5に示します。なお外部クロックのパルス幅は、単エッジの場合は 1.5ス

テート以上、両エッジの場合は 2.5ステート以上必要です。これ以下のパルス幅では正しく動作しませんので注意

してください。 

Pφ

内部クロック

TCNT入力
クロック

TCNT N－1 N N＋1
 

図 13.4 内部クロック動作時のカウントタイミング 

 

Pφ

外部クロック
入力端子

TCNT入力
クロック

TCNT N－1 N N＋1
 

図 13.5 外部クロック動作時のカウントタイミング 
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13.5.2 コンペアマッチ時の CMFA、CMFBフラグのセットタイミング 

TCSRの CMFA、CMFBフラグは、TCORと TCNTの値が一致したとき出力されるコンペアマッチ信号により 1

にセットされます。コンペアマッチ信号は、一致した最後のステート（TCNTが一致したカウント値を更新する

タイミング）で発生します。したがって、TCNTと TCORの値が一致した後、TCNT入力クロックが発生するま

でコンペアマッチ信号は発生しません。CMFフラグのセットタイミングを図 13.6に示します。 

Pφ

TCNT N N＋1

TCOR N

コンペアマッチ信号

CMF
 

図 13.6 コンペアマッチ時の CMFフラグのセットタイミング 

 

13.5.3 コンペアマッチ時のタイマ出力タイミング 

コンペアマッチ信号が発生したとき、TCSRの OS3～OS0ビットで設定される出力値がタイマ出力端子に出力

されます。コンペアマッチ A信号によるトグル出力の場合のタイマ出力タイミングを図 13.7に示します。 

Pφ

コンペアマッチA
信号

タイマ出力端子  

図 13.7 コンペアマッチ A信号によるトグル出力のタイマ出力タイミング 
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13.5.4 コンペアマッチによるカウンタクリアタイミング 

TCNTは、TCRの CCLR1、CCLR0ビットの選択によりコンペアマッチ Aまたはコンペアマッチ Bでクリアさ

れます。コンペアマッチによるカウンタクリアタイミングを図 13.8に示します。 

Pφ

N H'00

コンペアマッチ信号

TCNT  

図 13.8 コンペアマッチによるカウンタクリアタイミング 

13.5.5 TCNTの外部リセットタイミング 

TCNTは、TCRの CCLR1、CCLR0ビットの選択により外部リセット入力の立ち上がりエッジ、またはハイレベ

ルでクリアされます。クリアまでのパルス幅は 2ステート以上必要となります。外部リセット入力によるクリア

タイミングを図 13.9、図 13.10に示します。 

Pφ

クリア信号

外部リセット
入力端子

TCNT N H'00N－1  

図 13.9 外部リセット入力によるクリアタイミング（立ち上がりエッジ） 

Pφ

クリア信号

外部リセット
入力端子

TCNT N H'00N－1  

図 13.10 外部リセット入力によるクリアタイミング（ハイレベル） 
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13.5.6 オーバフローフラグ（OVF）のセットタイミング 

TCSRの OVFは、TCNTがオーバフロー（H'FF→H'00）したとき出力されるオーバフロー信号により 1にセッ

トされます。OVFフラグのセットタイミングを図 13.11に示します。 

Pφ

OVF

オーバフロー信号

TCNT H'FF H'00

 

図 13.11 OVFフラグのセットタイミング 

13.6 カスケード接続時の動作 

TCR_0、TCR_1のいずれか一方の CKS2～CKS0ビットを B'100に設定すると、2チャネルの 8ビットタイマは

カスケード接続されます。この場合、1本の 16ビットタイマとして使用する 16ビットカウントモードか、または

チャネル 0の 8ビットタイマのコンペアマッチをチャネル 1のタイマでカウントするコンペアマッチカウントモ

ードにすることができます。 

13.6.1 16ビットカウントモード 

TCR_0の CKS2～CKS0ビットが B'100のとき、タイマはチャネル 0を上位 8ビット、チャネル 1を下位 8ビッ

トとする 1チャネルの 16ビットタイマとして動作します。 

（1） コンペアマッチフラグのセット 

• TCSR_0のCMFフラグは、16ビットのコンペアマッチが発生したとき1にセットされます。 

• TCSR_1のCMFフラグは、下位8ビットのコンペアマッチが発生したとき1にセットされます。 
 

（2） カウンタクリア指定 

• TCR_0のCCLR1、CCLR0ビットでコンペアマッチによるカウンタクリアを設定した場合、16ビットのコンペ

アマッチが発生したとき16ビットカウンタ（TCNT_0、TCNT_1の両方）がクリアされます。また、TMRI0端

子によるカウンタクリアを設定した場合も、16ビットカウンタ（TCNT_0、TCNT_1の両方）がクリアされま

す。 

• TCR_1のCCLR1、CCLR0ビットの設定は無効になります。下位8ビットのみのカウンタクリアはできません。 
 

（3） 端子出力 

• TCSR_0のOS3～OS0ビットによるTMO0端子の出力制御は16ビットのコンペアマッチ条件に従います。 

• TCSR_1のOS3～OS0ビットによるTMO1端子の出力制御は下位8ビットのコンペアマッチ条件に従います。 
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13.6.2 コンペアマッチカウントモード 

TCR_1の CKS2～CKS0ビットが B'100のとき、TCNT_1はチャネル 0のコンペアマッチ Aをカウントします。

チャネル 0、1の制御はそれぞれ独立に行われます。CMFフラグのセット、割り込みの発生、TMO端子の出力、

カウンタクリアなどは各チャネルの設定に従います。 
 

13.7 割り込み要因 

13.7.1 割り込み要因 

8ビットタイマ TMR_0、TMR_1の割り込み要因は、CMIA、CMIB、OVIの 3種類があります。表 13.3に各割

り込み要因と優先順位を示します。各割り込み要因は、TCRまたは TCSRの各割り込みイネーブルビットにより

許可または禁止が設定され、それぞれ独立に割り込みコントローラに送られます。 
 

表 13.3 8ビットタイマ TMR_0、TMR_1の割り込み要因 

名称 割り込み要因 割り込みフラグ 優先順位 

CMIA0 TCORA_0のコンペアマッチ CMFA 高 

CMIB0 TCORB_0のコンペアマッチ CMFB  

OVI0 TCNT_0のオーバフロー OVF 低 

CMIA1 TCORA_1のコンペアマッチ CMFA 高 

CMIB1 TCORB_1のコンペアマッチ CMFB  

OVI1 TCNT_1のオーバフロー OVF 低 

 

13.7.2 A/D変換器の起動 

TMR_0のコンペアマッチ Aのみ、A/D変換器を起動することができます。 

TMR_0のコンペアマッチ Aの発生により、TCSR_0の CMFAフラグが 1にセットされたとき、ADTEビットが

1にセットされていれば、A/D変換器に対して A/D変換の開始を要求します。このとき A/D変換器側で、8ビッ

トタイマの変換トリガが選択されていれば、A/D変換が開始されます。 
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13.8 使用上の注意事項 

13.8.1 周期設定上の注意 

コンペアマッチによるカウンタクリアを設定した場合、TCNTは TCORの値と一致した最後のステート（TCNT

が一致したカウント値を更新するタイミング）でクリアされます。このため、カウンタの周波数は次の式になり

ます（f：カウンタ周波数、Pφ：動作周波数、N：TCORの設定値）。 
 

f＝Pφ/（N＋1） 
 

13.8.2 TCNTのライトとカウンタクリアの競合 

図 13.12のように TCNTのライトサイクル中の T2ステートでカウンタクリアが発生すると、カウンタへのライ

トは行われずクリアが優先されます。 

Pφ

アドレス TCNTアドレス

内部ライト信号

カウンタクリア信号

TCNT N H'00

T1 T2

CPUによるTCNTライトサイクル

 

図 13.12 TCNTのライトとクリアの競合 
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13.8.3 TCNTのライトとカウントアップの競合 

図 13.13のように TCNTのライトサイクル中の T2ステートでカウントアップが発生しても、カウントアップさ

れずカウンタライトが優先されます。 

Pφ

アドレス TCNTアドレス

内部ライト信号

TCNT入力クロック

TCNT N M

T1 T2

CPUによるTCNTライトサイクル

カウンタライトデータ  

図 13.13 TCNTのライトとカウントアップの競合 
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13.8.4 TCORのライトとコンペアマッチの競合 

図 13.14のように TCORのライトサイクル中の T2ステートでコンペアマッチが発生しても、TCORのライトが

優先されコンペアマッチ信号は禁止されます。 

Pφ

アドレス TCORアドレス

内部ライト信号

TCNT

TCOR N M

T1 T2

CPUによるTCORライトサイクル

TCORライトデータ

N N＋1

コンペアマッチ信号

禁止されます  

図 13.14 TCORのライトとコンペアマッチの競合 

 

13.8.5 コンペアマッチ A、Bの競合 

コンペアマッチ A、コンペアマッチ Bが同時に発生すると、コンペアマッチ Aに対して設定されている出力状

態と、コンペアマッチ Bに対して設定されている出力状態のうち、表 13.4に示すタイマ出力の優先順位に従って

動作します。 
 

表 13.4 タイマ出力の優先順位  

出力設定 優先順位 

トグル出力 高 

1出力  

0出力  

変化しない 低 
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13.8.6 内部クロックの切り替えと TCNTの動作 

内部クロックを切り替えるタイミングによっては、TCNTがカウントアップされてしまう場合があります。内

部クロックの切り替えタイミング（CKS1、CKS0ビットの書き換え）と TCNT動作の関係を表 13.5に示します。 

内部クロックから TCNTクロックを生成する場合、内部クロックの立ち上がりエッジ、または立ち下がりエッ

ジで検出しています。そのため、例えば立ち下がりエッジを選択している場合表 13.5の No.3のように、High→

Lowレベルになるようなクロックの切り替えを行うと、切り替えタイミングを立ち下がりエッジとみなしてTCNT

クロックが発生し、TCNTがカウントアップされてしまいます。立ち上がりエッジを選択している場合も同様で

す。 

また、内部クロックの立ち上がりエッジと立ち下がりエッジを切り替えるとき、および、内部クロックと外部

クロックを切り替えるときも、TCNTがカウントアップされることがあります。 
 

表 13.5 内部クロックの切り替えと TCNTの動作 

No CKS1、CKS0ビット 

書き換えタイミング 

TCNTクロックの動作 

1 Low→Lowレベル*1 

の切り替え 
切り替え前の
クロック

切り替え後の
クロック

TCNT入力
クロック

TCNT

CKSビット書き換え

N N＋1

 

2 Low→Highレベル*2 

の切り替え 
切り替え前の
クロック

切り替え後の
クロック

TCNT入力
クロック

TCNT

CKSビット書き換え

N N＋1 N＋2
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No CKS1、CKS0ビット 

書き換えタイミング 

TCNTクロックの動作 

3 High→Lowレベル*3 

の切り替え 
切り替え前の
クロック

切り替え後の
クロック

TCNT入力
クロック

TCNT

CKSビット書き換え

N N＋1 N＋2

*4

 

4 High→Highレベル 

の切り替え 
切り替え前の
クロック

切り替え後の
クロック

TCNT入力
クロック

TCNT

CKSビット書き換え

N N＋1 N＋2

 

【注】 *1 Lowレベル→停止、および停止→Lowレベルの場合を含みます。 

 *2 停止→Highレベルの場合を含みます。 

 *3 Highレベル→停止の場合を含みます。 

 *4 切り替えのタイミングを立ち下がりエッジとみなすために発生し、TCNTはカウントアップされてしまいます。 
 

13.8.7 カスケード接続時のモード設定 

16ビットカウンタモードとコンペアマッチカウントモードを同時に設定した場合、TCNT_0、TCNT_1の入力ク

ロックが発生しなくなるためカウンタが停止して動作しません。この設定は行わないでください。 
 

13.8.8 モジュールスタンバイの設定 

スタンバイコントロールレジスタにより、TMRの動作禁止／許可を設定することが可能です。初期値では、TMR

の動作は停止します。モジュールスタンバイを解除することにより、レジスタのアクセスが可能になります。詳

細は、「第 27章 低消費電力モード」を参照してください。 
 

13.8.9 モジュールスタンバイ時の割り込み 

割り込みが要求された状態でモジュールスタンバイにすると、CPUの割り込み要因のクリアができません。事

前に割り込みをディスエーブルにするなどしてから、モジュールスタンバイとしてください。 
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14. ウォッチドッグタイマ（WDT） 

本 LSIは、ウォッチドッグタイマ（WDT）を内蔵しており、システムの暴走などによりカウンタ値が書き換え

られずにオーバフローした場合、外部にオーバフロー信号（WDTOVF）を出力します。同時に、本 LSIの内部リ

セット信号を発生することができます。 

WDTは、1チャネルのタイマで、ソフトウェアスタンバイモードや周波数変更時の一時的なスタンバイ状態の

解除のためのクロック発振安定時間のカウントに使用します。通常のウォッチドッグタイマまたはインターバル

タイマとしても使用可能です。 

14.1 特長 

• クロック発振安定時間の確保に使用可能 

ソフトウェアスタンバイモード、クロック周波数変更時の一時的なスタンバイ状態の解除時に使用します。 

• ウォッチドッグタイマモードとインターバルタイマモードを切り替え可能 

• ウォッチドッグタイマモード時、WDTOVF信号を出力 

カウンタがオーバフローすると、外部にWDTOVF信号を出力します。このとき、同時に本LSI内部を 

リセットするかどうかを選択できます。この内部リセットは、パワーオンリセットまたはマニュアルリセッ

トを選択できます。 

• インターバルタイマモード時、割り込みを発生 

カウンタオーバフローにより、インターバルタイマ割り込みを発生します。 

• 8種類のカウンタ入力クロックを選択可能 

周辺クロックを分周した8種類のクロック（Pφ×1～×1/16384）から選択できます。 
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図 14.1にWDTのブロック図を示します。 

スタンバイ解除

割り込み要求

WDTOVF

スタンバイ
コントロール

リセット
コントロール

割り込み
コントロール クロック選択

オーバフロー クロック

バスインタフェース

クロック選択器

スタンバイモード

周辺クロック

WTCSR WTCNTWRCSR

分周器

内部リセット要求*

WTCSR
WTCNT
WRCSR

：ウォッチドッグタイマコントロール／ステータスレジスタ
：ウォッチドッグタイマカウンタ
：ウォッチドッグリセットコントロール／ステータスレジスタ

【記号説明】

【注】 *　内部リセット信号は、レジスタの設定により発生させることができます。

WDT

 

図 14.1 WDTのブロック図 
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14.2 入出力端子 

WDTの端子を表 14.1に示します。 
 

表 14.1 端子構成 

名称 端子名 入出力 機   能 

ウォッチドッグタイマ 

オーバフロー 

WDTOVF 出力 ウォッチドッグタイマモード時のカウンタオーバフロー

信号出力 

 

14.3 レジスタの説明 

WDTには以下のレジスタがあります。 
 

表 14.2 レジスタ構成 

レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス アクセス 

サイズ 

ウォッチドッグタイマカウンタ WTCNT R/W H'00 H'FFFE0002 16* 

ウォッチドッグタイマコントロール／ 

ステータスレジスタ 

WTCSR R/W H'18 H'FFFE0000 16* 

ウォッチドッグリセットコントロール／ 

ステータスレジスタ 

WRCSR R/W H'1F H'FFFE0004 16* 

【注】 * アクセスサイズは、「14.3.4 レジスタアクセス時の注意」を参照してください。 

 

14.3.1 ウォッチドッグタイマカウンタ（WTCNT） 

WTCNTは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで、選択されたクロックでカウントアップするカ

ウンタです。オーバフローすると、ウォッチドッグタイマモードのときはウォッチドッグタイマオーバフロー信

号（WDTOVF）が発生し、インターバルタイマモードのときは割り込みが発生します。WTCNTは、RES端子に

よるパワーオンリセットおよびディープスタンバイモード、ソフトウェアスタンバイモードのとき H'00に初期化

されます。 

WTCNTへの書き込みは、上位バイトを H'5Aにしてワードサイズで行ってください。読み出しは、バイトサイ

ズで行ってください。 

【注】 本レジスタは、誤って書き換えられないように、書き込み方法が一般のレジスタと異なっています。詳しくは、「14.3.4 

レジスタアクセス時の注意」を参照してください。 

 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W  
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14.3.2 ウォッチドッグタイマコントロール／ステータスレジスタ（WTCSR） 

WTCSRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで、カウントに使用するクロックの選択を行うビッ

ト、オーバフローフラグおよびイネーブルビットからなります。 

WTCSRは、RES端子によるパワーオンリセットおよびディープスタンバイモード、ソフトウェアスタンバイ

モード時に H'18に初期化されます。ソフトウェアスタンバイモード解除時のクロック発振安定時間のカウントに

使用するときには、カウンタオーバフロー後、値が保持されます。 

WTCSRへの書き込みは、上位バイトを H'A5にしてワードサイズで行ってください。読み出しは、バイトサイ

ズで行ってください。 

【注】 本レジスタは、誤って書き換えられないように、書き込み方法が一般のレジスタと異なっています。詳しくは、「14.3.4 

レジスタアクセス時の注意」を参照してください。 

 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 1 1 0 0 0
R/(W) R/W R/W R R R/W R/W R/W

IOVF WT/IT TME - - CKS[2:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 IOVF 0 R/(W) インターバルタイマオーバフロー 

インターバルタイマモードでWTCNTがオーバフローしたことを示します。

ウォッチドッグタイマモードでは、セットされません。 

0：オーバフローなし 

1：インターバルタイマモードでWTCNTがオーバフローした 

［クリア条件］ 

• IOVFを読み出してから 0を書き込む 

6 WT/IT 0 R/W タイマモードセレクト 

ウォッチドッグタイマとして使用するか、インターバルタイマとして使用

するかを指定します。 

0：インターバルタイマモード 

1：ウォッチドッグタイマモード 

【注】 ウォッチドッグタイマモードでは、WTCNTがオーバフローしたと

きWDTOVF信号を外部へ出力 

WDTの動作中にWT/ITを書き換えるとカウントアップが正しく行

われないことがあります。 

5 TME 0 R/W タイマイネーブル 

タイマ動作の開始または停止を設定します。ソフトウェアスタンバイモー

ドやクロック周波数変更時にWDTを使用する場合には、このビットを 0

にしてください。 

0：タイマディスエーブル 

カウントアップを停止し、WTCNTの値を保持する。 

1：タイマイネーブル 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4、3 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

2～0 CKS[2:0] 000 R/W クロックセレクト 

周辺クロック（Pφ）を分周して得られる 8種類のクロックから、WTCNT

のカウントに使用するクロックを選択します。かっこ内に示すオーバフロ

ー周期は、周辺クロック（Pφ）＝25MHzの場合の値です。 

  クロック分周比        オーバフロー周期 

000：1ｘPφ （10.2μs） 

001：1/64ｘPφ （655.4μs） 

010：1/128ｘPφ （1.3ms） 

011：1/256ｘPφ （2.6ms） 

100：1/512ｘPφ （5.2ms） 

101：1/1024ｘPφ （10.5ms） 

110：1/4096ｘPφ （41.9ms） 

111：1/16384ｘPφ （167.8ms） 

【注】 WDTの動作中に CKS2～CKS0ビットを書き換えると、カウントア

ップが正しく行われない場合があります。CKS2～CKS0ビットを書

き換える場合は、必ずWDTを停止させてください。 
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14.3.3 ウォッチドッグリセットコントロール／ステータスレジスタ（WRCSR） 

WRCSRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで、ウォッチドッグタイマカウンタ（WTCNT）の

オーバフローによる内部リセット信号の発生を制御します。 

WRCSRは、RES端子からのリセット信号およびディープスタンバイで H'1Fに初期化されますが、WDTのオ

ーバフローによる内部リセット信号では初期化されません。ソフトウェアスタンバイモード時には、H'1Fに初期

化されます。 

【注】 本レジスタは、誤って書き換えられないように、書き込み方法が一般のレジスタと異なっています。詳しくは、「14.3.4 

レジスタアクセス時の注意」を参照してください。 

 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 1 1 1 1 1
R/(W) R/W R/W R R R R R

WOVF RSTE RSTS - - - - -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 WOVF 0 R/(W) ウォッチドッグタイマオーバフロー 

ウォッチドッグタイマモードでWTCNTがオーバフローしたことを示しま

す。インターバルタイマモードでは、セットされません。 

0：オーバフローなし 

1：ウォッチドッグタイマモードでWTCNTがオーバフローした 

［クリア条件］ 

• WOVFを読み出してから 0を書き込む 

6 RSTE 0 R/W リセットイネーブル 

ウォッチドッグタイマモードでWTCNTがオーバフローしたとき本 LSI内

部をリセットする信号を発生するかどうかを選択します。インターバルタ

イマモードの場合は、設定値は無視されます。 

0：WTCNTがオーバフローしたとき､内部リセットしない* 

1：WTCNTがオーバフローしたとき､内部リセットする 

【注】* 本 LSI内部はリセットされませんが､WDT内のWTCNT､WTCSR

はリセットされます。 

5 RSTS 0 R/W リセットセレクト 

ウォッチドッグタイマモードでWTCNTがオーバフローしたときのリセッ

トの種類を選択します。インターバルタイマモードの場合は、設定値は無

視されます。 

0：パワーオンリセット 

1：マニュアルリセット 

4～0 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 
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14.3.4 レジスタアクセス時の注意 

ウォッチドッグタイマカウンタ（WTCNT）、ウォッチドッグタイマコントロール／ステータスレジスタ

（WTCSR）、ウォッチドッグリセットコントロール／ステータスレジスタ（WRCSR）は、容易に書き換えられ

ないように、書き込み方法が一般のレジスタと異なっています。次の方法で、読み出しまたは書き込みを行って

ください。 

（1） WTCNTおよびWTCSRへの書き込み 

WTCNTおよびWTCSRへ書き込むときは、必ずワード転送命令を使用してください。バイト転送およびロング

ワード転送命令では書き込めません。 

図 14.2に示すように、WTCNTへ書き込むときは上位バイトを H'5Aにし、下位バイトを書き込みデータにし

て転送してください。WTCSRへ書き込むときは上位バイトを H'A5にし、下位バイトを書き込みデータにして転

送してください。このように転送すると、下位バイトのデータがWTCNTまたはWTCSRへ書き込まれます。 

＜WTCNTへ書き込むとき＞

アドレス：H'FFFE0002

＜WTCSRへ書き込むとき＞

アドレス：H'FFFE0000

H'5A ライトデータ

15 8 7 0

H'A5 ライトデータ

15 8 7 0

 

図 14.2 WTCNTおよびWTCSRへの書き込み 

（2） WRCSRへの書き込み 

WRCSRへ書き込むときは、アドレス H'FFFE0004に対してワード転送を行ってください。バイト転送命令およ

びロングワード転送命令では書き込めません。 

WOVFビット（ビット 7）へ 0を書き込む場合と、RSTEビット（ビット 6）と RSTSビット（ビット 5）に書

き込む場合では、図 14.3に示すように、書き込みの方法が異なります。 

WOVFビットへ 0を書き込むときは、上位バイトを H'A5にし、下位バイトを H'00にして転送してください。

このようにすると、WOVFビットが 0にクリアされます。このとき、RSTE、RSTSビットは影響を受けません。

RSTE、RSTSビットに書き込むときは、上位バイトを H'5Aにし、下位バイトを書き込みデータにして転送してく

ださい。このようにすると、下位バイトのビット 6と 5の値が RSTEビットと RSTSビットにそれぞれ書き込ま

れます。このとき、WOVFビットは影響を受けません。 

＜WOVFビットへ0を書き込むとき＞

アドレス：H'FFFE0004

＜RSTE、RSTSビットへ書き込むとき＞

アドレス：H'FFFE0004

H'A5 H'00

15 8 7 0

H'5A ライトデータ

15 8 7 0

 

図 14.3 WRCSRへの書き込み 
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（3） WTCNT、WTCSR、WRCSRからの読み出し 

読み出しは、一般のレジスタと同様の方法で行うことができます。WTCSRはアドレス H'FFFE0000に、WTCNT

はアドレス H'FFFE0002に、WRCSRはアドレス H'FFFE0004に割り当てられています。読み出すときは、必ずバ

イト転送命令を使用してください。 
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14.4 WDTの使用方法 

14.4.1 ソフトウェアスタンバイモード解除の手順 

WDTは、ソフトウェアスタンバイモードを NMIなどの割り込みで解除する場合に使用します。この手順を以

下に示します（リセットで解除する場合は、WDTは動作しないため、クロックの発振が安定するまで RES端子

またはMRES端子をローレベルに保ってください）。 

1. ソフトウェアスタンバイモードへの遷移前に、必ずWTCSRのTMEビットを0に設定してください。TMEビッ

トが1に設定されていると、カウントオーバフロー時に誤ってリセットまたはインターバルタイマ割り込みが

発生することがあります。 

2. WTCSRのCKS[2:0]ビットに使用するカウントクロックの種類とWTCNTに初期値を設定しておきます。これ

らの値は、カウントオーバフローまでの時間がクロック発振安定時間以上になるように設定してください。 

3. スタンバイコントロールレジスタ（STBCR：「第27章 低消費電力モード」参照）のSTBYビットに1、DEEP

ビットに0を設定後、SLEEP命令実行によりソフトウェアスタンバイモードに遷移して、クロックは停止しま

す。 

4. NMI信号変化のエッジなどの割り込み検出により、WDTがカウントを開始します。 

5. WDTがカウントオーバフローすると、CPGがクロック供給を開始して、本LSIが動作を再開します。このと

き、WRCSRのWOVFはセットされません。 

 

14.4.2 周波数変更の手順 

PLLを使用した周波数変更時に、WDTを使用します。分周器の切り換えのみによる周波数変更の場合は、WDT

は使用しません。 

1. 周波数変更前に、必ずWTCSRのTMEビットを0に設定してください。TMEビットが1に設定されていると、

カウントオーバフロー時に誤ってリセットまたはインターバルタイマ割り込みが発生することがあります。 

2. WTCSRのCKS[2:0]ビットに使用するカウントクロックの種類とWTCNTに初期値を設定しておきます。こ

れらの値は、カウントオーバフローまでの時間がクロック発振安定時間以上になるように設定してください。

ただし、WDTのカウントアップは、設定後のクロックでカウントアップされます。 

3. 周波数制御レジスタ（FRQCR）を書き換えると、プロセッサ内部は一時的に停止して、WDTはカウントを

開始します。 

4. WDTはカウントオーバフローすると、CPGがクロック供給を再開して、本LSIが動作を再開します。このと

きは、WRCSRのWOVFはセットされません。 

5. カウンタは、H'00の値で停止します。 

6. 周波数変更命令の後、WTCNTを書き換える場合には、WTCNTを読み出してH'00になっていることを確認し

てから書き換えてください。 
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14.4.3 ウォッチドッグタイマモードの使用法 

1. WTCSRのWT/ITビットに1を設定して、CKS[2:0]にカウントクロックの種類、WRCSRのRSTEビットに本LSI

の内部をリセットするかしないか、RSTSビットにこのときのリセットのタイプ、およびWTCNTに初期値を

設定します。 

2. WTCSRのTMEビットに1をセットすると、ウォッチドッグタイマモードでカウントを開始します。 

3. ウォッチドッグタイマモードで動作中は、カウンタがオーバフローしないように定期的にカウンタをH'00に

書き換えてください。 

4. カウンタがオーバフローすると、WDTはWRCSRのWOVFを1にセットして、WDTOVF信号が外部に出力され

ます。これを図14.4に示します。このWDTOVF信号を用いて､システムをリセットすることができます。

WDTOVF信号は、64×Pφクロックの間出力されます。 

5. WRCSRのRSTEビットを1にセットしておくと、WDTOVF信号と同時に本LSIの内部をリセットする信号を発

生させることができます。このリセットは、WRCSRのRSTSビットの設定によってパワーオンリセットまた

はマニュアルリセットを選択できます。内部リセット信号は、128×Pφクロックの間出力されます。 

6. RES端子からの入力信号によるリセットとWDTのオーバフローによるリセットが同時に発生したときは、

RES端子によるリセットが優先され、WRCSRのWOVFビットは0にクリアされます。 

H'FF

WT/IT＝1
TME＝1

WOVF＝1

64×Pφクロック

WDTOVFと内部リセットを発生

WTCNTにH'00を
書き込み

WTCNTにH'00を
書き込み

WT/IT＝1
TME＝1

H'00

WDTOVF信号

内部リセット信号*

WTCNTの値

時間

オーバフロー

128×Pφクロック

WT/IT
TME

：タイマモードセレクトビット
：タイマイネーブルビット

【記号説明】

【注】*　内部リセット信号は、RSTEビットが1にセットされているときだけ発生します。  

図 14.4 ウォッチドッグタイマモード時の動作 
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14.4.4 インターバルタイマモードの使用法 

インターバルタイマモードで動作中は、カウンタがオーバフローするたびにインターバルタイマ割り込みを発

生します。したがって、一定時間ごとに割り込みを発生させることができます。 

1. WTCSRのWT/ITビットに0をセットして、CKS[2:0]ビットにカウントクロックの種類、WTCNTに初期値を設

定します。 

2. WTCSRのTMEビットに1をセットするとインターバルタイマモードでカウントを開始します。 

3. WDTは、カウンタがオーバフローするとWTCSRのIOVFに1をセットし、インターバルタイマ割り込み要求

をINTCに送ります。カウンタはカウントを続行します。 

ITI：インターバルタイマ割り込み要求発生
【記号説明】

H'FF

WT/IT＝0
TME＝1

ITI ITI ITI ITI

H'00

WTCNTの値

時間

オーバフローオーバフロー オーバフローオーバフロー

 

図 14.5 インターバルタイマモード時の動作 
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14.5 使用上の注意事項 

インターバルタイマモードおよびウォッチドッグタイマモードにおいて、以下の注意事項があります。 

14.5.1 タイマ誤差 

タイマ動作開始後のWTCNTレジスタの最初のカウントアップタイミングは、パワーオンリセットを基点とし

たWTCSRレジスタの TMEビットのセットタイミングによって、Pφの 1サイクル後（最短）から、CKS[2:0]で

選択した分周タイミング（最長）までの間となります。2回目以降のカウントアップタイミングは選択した分周タ

イミングとなります。したがって、上記の最初のカウントアップまでの時間差がタイマ誤差となります。タイマ

動作中､WTCNTレジスタ書き換え後､最初のカウントアップタイミングも同様です。 
 

14.5.2 WTCNTの設定値として H'FFは設定禁止 

WDTではWTCNTの値が H'FFになったことをオーバフローと判定します。したがって、WTCNTに H'FFを設

定すると、CKS[2:0]の選択クロックにかかわらず、すぐにインターバルタイマ割り込みまたはWDTリセットが発

生します。 
 

14.5.3 インターバルタイマオーバフローフラグ 

WTCNTの値が H'FFのときには、WTCSRの IOVFフラグはクリアできません。 

WTCNTの値が H'00になってからクリアを行うか、WTCNTの値を H'FF以外の値に書き換えてから IOVFフラ

グをクリアしてください。 
 

14.5.4 WDTOVF信号によるシステムリセット 

WDTOVF信号を本 LSIの RES端子に入力すると、本 LSIを正しく初期化できません。 

WDTOVF信号は、本 LSIの RES端子に論理的に入力しないようにしてください。WDTOVF信号でシステム全

体をリセットするときは、図 14.6に示すような回路で行ってください。 

リセット入力
（ローアクティブ）

システム全体へのリセット信号
（ローアクティブ）

RES

WDTOVF

 

図 14.6 WDTOVF信号によるシステムリセット回路例 

 



 

14. ウォッチドッグタイマ（WDT） 

R01UH0025JJ0300  Rev.3.00  14-13 

2010.09.15  

 

SH7261グループ 

14.5.5 ウォッチドッグタイマモードのマニュアルリセット 

ウォッチドッグタイマモードによるマニュアルリセット発生時、バスサイクルは保持されます。DMACバース

ト転送中にマニュアルリセットが発生すると、CPUがバス権を獲得するまでマニュアルリセット例外処理は保留

されます。 
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15. リアルタイムクロック（RTC） 

本 LSIは、リアルタイムクロック（RTC：Real Time Clock）および RTC用の 32.768kHz水晶発振回路を内蔵し

ています。 

15.1 特長 

• 時計・カレンダ機能（BCD表示）を搭載 

秒、分、時、曜日、日、月、年をカウント 

• 1～64Hzタイマ（バイナリ表示）を搭載 

64Hzカウンタが、RTCの分周回路のうち64Hz～1Hzの状態を示します。 

• スタート／ストップ機能 

• 30秒調整機能 

• アラーム割り込み 

アラーム割り込み条件として、秒、分、時、曜日、日、月、年のいずれと比較するか選択可能 

• 周期割り込み 

割り込み周期として、1/256秒、1/64秒、1/16秒、1/4秒、1/2秒、1秒、2秒周期から選択可能 

• 桁上げ割り込み 

秒カウンタ桁上げ、または64Hzカウンタの読み出し時に64Hzカウンタ桁上げが発生したことを示す桁上げ割

り込み機能 

• うるう年自動補正機能 
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図 15.1に RTCのブロック図を示します。 

RHRCNT

RSECCNT
RMINCNT
RHRCNT
RWKCNT
RDAYCNT
RMONCNT
RYRCNT
R64CNT
RCR1

：秒カウンタ（8ビット）
：分カウンタ（8ビット）
：時カウンタ（8ビット）
：曜日カウンタ（8ビット）
：日カウンタ（8ビット）
：月カウンタ（8ビット）
：年カウンタ（16ビット）
：64Hzカウンタ（8ビット）
：RTCコントロールレジスタ1（8ビット）

RMINCNT

割り込み
制御部

RDAYCNT
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RMONCNT

発振回路

RTC_X1

RTC_X2
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RDAYAR

RWKAR

外付け回路
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R64CNT RSECCNT RSECAR

カウント

割り込み信号

RSECAR
RMINAR
RHRAR
RWKAR
RDAYAR
RMONAR
RYRAR
RCR2
RCR3

：秒アラームレジスタ（8ビット）
：分アラームレジスタ（8ビット）
：時アラームレジスタ（8ビット）
：曜日アラームレジスタ（8ビット）
：日アラームレジスタ（8ビット）
：月アラームレジスタ（8ビット）
：年アラームレジスタ（16ビット）
：RTCコントロールレジスタ2（8ビット）
：RTCコントロールレジスタ3（8ビット）

RMONAR
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図 15.1 RTCのブロック図 
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15.2 入出力端子 

RTCの端子構成を表 15.1に示します。 
 

表 15.1 端子構成 

名称 端子名 入出力 機   能 

RTC用水晶発振子端子 RTC_X1 入力 RTC用に 32.768kHzの水晶発振子を接続します。 

RTC用水晶発振子端子 RTC_X2 出力 RTC用に 32.768kHzの水晶発振子を接続します。 

 

15.3 レジスタの説明 

RTCには、以下のレジスタがあります。 
 

表 15.2 レジスタ構成 

レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス アクセス 

サイズ 

64Hzカウンタ R64CNT R H'xx H'FFFE0800 8 

秒カウンタ RSECCNT R/W H'xx H'FFFE0802 8 

分カウンタ RMINCNT R/W H'xx H'FFFE0804 8 

時カウンタ RHRCNT R/W H'xx H'FFFE0806 8 

曜日カウンタ RWKCNT R/W H'0x H'FFFE0808 8 

日カウンタ RDAYCNT R/W H'xx H'FFFE080A 8 

月カウンタ RMONCNT R/W H'xx H'FFFE080C 8 

年カウンタ RYRCNT R/W H'xxxx H'FFFE080E 16 

秒アラームレジスタ RSECAR R/W H'xx H'FFFE0810 8 

分アラームレジスタ RMINAR R/W H'xx H'FFFE0812 8 

時アラームレジスタ RHRAR R/W H'xx H'FFFE0814 8 

曜日アラームレジスタ RWKAR R/W H'0x H'FFFE0816 8 

日アラームレジスタ RDAYAR R/W H'xx H'FFFE0818 8 

月アラームレジスタ RMONAR R/W H'xx H'FFFE081A 8 

年アラームレジスタ RYRAR R/W H'xxxx H'FFFE0820 16 

RTCコントロールレジスタ 1 RCR1 R/W H'00 H'FFFE081C 8 

RTCコントロールレジスタ 2 RCR2 R/W H'09 H'FFFE081E 8 

RTCコントロールレジスタ 3 RCR3 R/W H'00 H'FFFE0824 8 
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15.3.1 64Hzカウンタ（R64CNT） 

R64CNTは、RTCの分周回路のうち、64Hz～1Hzの状態を示します。 

128Hz分周段からの桁上げが発生したときに、このレジスタを読み出すと、RTCコントロールレジスタ 1（RCR1）

の CFビットが 1にセットされ、桁上げと 64Hzカウンタ読み出しが重なったことを示します。この場合、読み出

した値は有効ではないため、RCR1の CFビットに 0を書き込んでクリアした後、R64CNTを再度読み出す必要が

あります。 

RTCコントロールレジスタ 2（RCR2）の RESETビットを 1にセットするか、RCR2の ADJビットを 1にセッ

トすると、RTCの分周回路が初期化され、R64CNTは H'00に初期化されます。 

R64CNTは、パワーオンリセット、マニュアルリセット、ディープスタンバイモード、およびソフトウェアス

タンバイモード時のいずれでも、初期化されません。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R R R R R R R R

- 1Hz 2Hz 4Hz 8Hz 16Hz 32Hz 64Hz

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6 1Hz 不定 R 

5 2Hz 不定 R 

4 4Hz 不定 R 

3 8Hz 不定 R 

2 16Hz 不定 R 

1 32Hz 不定 R 

0 64Hz 不定 R 

RTCの分周回路のうち、1Hz～64Hzの状態を示します。 
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15.3.2 秒カウンタ（RSECCNT） 

RSECCNTは、RTCの BCDコード化された秒部分の設定・カウント用のカウンタであり、64Hzカウンタの 1

秒ごとのキャリーによってカウント動作を行います。 

設定可能範囲は、10進（BCD）で 00～59です。それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。また、

書き込みの処理は、RCR2の STARTビットでカウント動作を停止させてから行ってください。 

RSECCNTは、パワーオンリセット、マニュアルリセット、ディープスタンバイモード、およびソフトウェアス

タンバイモード時のいずれでも初期化されません。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- 10 1

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6～4 10秒 不定 R/W 秒十位カウント 

秒十位は 0から 5をカウントして、60秒のカウントを行います。 

3～0 1秒 不定 R/W 秒一位カウント 

秒一位は 1秒ごとに 0から 9をカウントします。桁上がりを発生すると、

秒十位が＋1されます。 
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15.3.3 分カウンタ（RMINCNT） 

RMINCNTは、RTCの BCDコード化された分部分の設定・カウント用のカウンタであり、秒カウンタの 1分ご

とのキャリーによってカウント動作を行います。 

設定可能範囲は、10進（BCD）で 00～59です。それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。また、

書き込みの処理は、RCR2の STARTビットでカウント動作を停止させてから行ってください。 

RMINCNTは、パワーオンリセット、マニュアルリセット、ディープスタンバイモード、およびソフトウェア

スタンバイモード時のいずれでも初期化されません。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- 10 1

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6～4 10分 不定 R/W 分十位カウント 

分十位は 0から 5をカウントして、60分のカウントを行います。 

3～0 1分 不定 R/W 分一位カウント 

分一位は 1分ごとに 0から 9をカウントします。桁上がりを発生すると、

分十位が＋1されます。 
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15.3.4 時カウンタ（RHRCNT） 

RHRCNTは、RTCの BCDコード化された時部分の設定・カウント用のカウンタであり、分カウンタの 1時間

ごとのキャリーによってカウント動作を行います。 

設定可能範囲は、10進（BCD）で 00～23です。それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。また、

書き込みの処理は、RCR2の STARTビットでカウント動作を停止させてから行ってください。 

RHRCNTは、パワーオンリセット、マニュアルリセット、ディープスタンバイモード、およびソフトウェアス

タンバイモード時のいずれでも初期化されません。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - 10 1

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5、4 10時間 不定 R/W 時十位カウント 

時十位は 0から 2をカウントします。 

3～0 1時間 不定 R/W 時一位カウント 

時一位は 1時間ごとに 0から 9をカウントします。桁上がりを発生すると、

時十位が＋1されます。 
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15.3.5 曜日カウンタ（RWKCNT） 

RWKCNTは、RTCの BCDコード化された曜日部分の設定・カウント用のカウンタであり、時カウンタの 1日

ごとのキャリーによってカウント動作を行います。 

設定可能範囲は、10進（BCD）で 0～6です。それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。また、書

き込みの処理は、RCR2の STARTビットでカウント動作を停止させてから行ってください。 

RWKCNTは、パワーオンリセット、マニュアルリセット、ディープスタンバイモード、およびソフトウェアス

タンバイモード時のいずれでも初期化されません。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 不定 不定 不定
R R R R R R/W R/W R/W

- - - - -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2～0 曜日 不定 R/W 曜日カウント 

バイナリコードで曜日を表します。 

000：日 

001：月 

010：火 

011：水 

100：木 

101：金 

110：土 

111：予約（設定禁止） 
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15.3.6 日カウンタ（RDAYCNT） 

RDAYCNTは、RTCの BCDコード化された日部分の設定・カウント用のカウンタであり、時カウンタの 1日

ごとのキャリーによってカウント動作を行います。 

設定可能範囲は、10進（BCD）で 01～31です。それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。また、

書き込みの処理は、RCR2の STARTビットでカウント動作を停止させてから行ってください。 

RDAYCNTは、パワーオンリセット、マニュアルリセット、ディープスタンバイモード、およびソフトウェア

スタンバイモード時のいずれでも初期化されません。 

RDAYCNTの設定範囲は、月ごとおよびうるう年によって変化しますので。確認の上、設定してください。う

るう年は年カウンタ（RYRCNT）を西暦として、400、100、4で割り切れるかどうかにより計算されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - 10日 1日

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5、4 10日 不定 R/W 日十位カウント 

3～0 1日 不定 R/W 日一位カウント 

日一位は 1日ごとに 0～9をカウントします。桁上がりを発生すると日十

位が＋1されます。 
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15.3.7 月カウンタ（RMONCNT） 

RMONCNTは、RTCの BCDコード化された月部分の設定・カウント用のカウンタであり、日カウンタの月ご

とのキャリーによってカウント動作を行います。 

設定可能範囲は、10進（BCD）で 01～12です。それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。また、

書き込みの処理は、RCR2の STARTビットでカウント動作を停止させてから行ってください。 

RMONCNTは、パワーオンリセット、マニュアルリセット、ディープスタンバイモード、およびソフトウェア

スタンバイモード時のいずれでも初期化されません。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 不定 不定 不定 不定 不定
R R R R/W R/W R/W R/W R/W

- - - 10月 1月

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 10月 不定 R/W 月十位カウント 

3～0 1月 不定 R/W 月一位カウント 

月一位は 1月ごとに 0～9をカウントします。桁上がりを発生すると月十

位が＋1されます。 

 

15.3.8 年カウンタ（RYRCNT） 

RYRCNTは、RTCの BCDコード化された年部分の設定・カウント用のカウンタであり、月カウンタの 1年ご

とのキャリーによって、カウント動作を行います。 

設定可能範囲は、10進（BCD）で 0000～9999です。それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。ま

た、書き込みの処理は、RCR2の STARTビットでカウント動作を停止させてから行ってください。 

RYRCNTは、パワーオンリセット、マニュアルリセット、ディープスタンバイモード、およびソフトウェアス

タンバイモード時のいずれでも初期化されません。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

1000年 100年 10年 1年

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 1000年 不定 R/W 年千位カウント 

11～8 100年 不定 R/W 年百位カウント 

7～4 10年 不定 R/W 年十位カウント 

3～0 1年 不定 R/W 年一位カウント 
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15.3.9 秒アラームレジスタ（RSECAR） 

RSECARは、RTCの BCDコード化された秒部分のカウンタ RSECCNTに対応するアラームレジスタです。ENB

ビットが 1にセットされていると、RSECCNTの値と比較を行います。アラームレジスタ（RSECAR、RMINAR、

RHRAR、RWKAR、RDAYAR、RMONAR、RCR3）のうち、ENBビットが 1にセットされているもののみ、カウ

ンタとアラームレジスタの比較を行い、おのおのがすべて一致するとき、RCR1のアラームフラグが 1にセットさ

れます。 

設定可能範囲は、10進（BCD）で 00～59＋ENBビットであり、それ以外の値が設定されると、正常に動作し

ません。 

RSECARの ENBビットは、パワーオンリセットおよびディープスタンバイモードで 0に初期化されます。他の

ビットは、パワーオンリセット、マニュアルリセット、ディープスタンバイモード、およびソフトウェアスタン

バイモード時のいずれでも初期化されません。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ENB 10秒 1秒

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ENB 0 R/W 1にセットされていると、RSECCNTの値と比較を行います。 

6～4 10秒 不定 R/W 秒十位の設定値 

3～0 1秒 不定 R/W 秒一位の設定値 
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15.3.10 分アラームレジスタ（RMINAR） 

RMINARは、RTCの BCDコード化された分部分のカウンタ RMINCNTに対応するアラームレジスタです。ENB

ビットが 1にセットされていると、RMINCNTの値と比較を行います。アラームレジスタ（RSECAR、RMINAR、

RHRAR、RWKAR、RDAYAR、RMONAR、RCR3）のうち、ENBビットが 1にセットされているもののみ、カウ

ンタとアラームレジスタの比較を行い、おのおのがすべて一致するとき、RCR1のアラームフラグが 1にセットさ

れます。 

設定可能範囲は、10進（BCD）で 00～59＋ENBビットであり、それ以外の値が設定されると、正常に動作し

ません。 

RMINARの ENBビットは、パワーオンリセットおよびディープスタンバイモードで初期化されます。他のビッ

トは、パワーオンリセット、マニュアルリセット、ディープスタンバイモード、およびソフトウェアスタンバイ

モード時のいずれでも初期化されません。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ENB 10分 1分

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ENB 0 R/W 1にセットされていると、RMINCNTの値と比較を行います。 

6～4 10分 不定 R/W 分十位の設定値 

3～0 1分 不定 R/W 分一位の設定値 
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15.3.11 時アラームレジスタ（RHRAR） 

RHRARは、RTCの BCDコード化された時部分のカウンタ RHRCNTに対応するアラームレジスタです。ENB

ビットが 1にセットされていると、RHRCNTの値と比較を行います。アラームレジスタ（RSECAR、RMINAR、

RHRAR、RWKAR、RDAYAR、RMONAR、RCR3）のうち、ENBビットが 1にセットされているもののみ、カウ

ンタとアラームレジスタの比較を行い、おのおのがすべて一致するとき、RCR1のアラームフラグが 1にセットさ

れます。 

設定可能範囲は、10進（BCD）で 00～23＋ENBビットであり、それ以外の値が設定されると、正常に動作し

ません。 

RHRARの ENBビットは、パワーオンリセットおよびディープスタンバイモードで初期化されます。他のビッ

トは、パワーオンリセット、マニュアルリセット、ディープスタンバイモード、およびソフトウェアスタンバイ

モード時のいずれも初期化されません。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ENB - 10時間 1時間

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ENB 0 R/W 1にセットされていると、RHRCNTの値と比較を行います。 

6 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5、4 10時間 不定 R/W 時十位の設定値 

3～0 1時間 不定 R/W 時一位の設定値 
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15.3.12 曜日アラームレジスタ（RWKAR） 

RWKARは、RTCのBCDコード化された曜日部分のカウンタRWKCNTに対応するアラームレジスタです。ENB

ビットが 1にセットされていると、RWKCNTの値と比較を行います。アラームレジスタ（RSECAR、RMINAR、

RHRAR、RWKAR、RDAYAR、RMONAR、RCR3）のうち、ENBビットが 1にセットされているもののみ、カウ

ンタとアラームレジスタの比較を行い、おのおのがすべて一致するとき、RCR1のアラームフラグが 1にセットさ

れます。 

設定可能範囲は、10進（BCD）で 0～6＋ENBビットであり、それ以外の値が設定されると、正常に動作しま

せん。 

RWKARの ENBビットは、パワーオンリセットおよびディープスタンバイモード時は初期化されます。他のビ

ットは、パワーオンリセット、マニュアルリセット、ディープスタンバイモード、およびソフトウェアスタンバ

イモード時のいずれでも初期化されません。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 不定 不定 不定
R/W R R R R R/W R/W R/W

ENB - - - -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ENB 0 R/W 1にセットされていると、RWKCNTの値と比較を行います。 

6～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2～0 曜日 不定 R/W 曜日の設定値 

000：日 

001：月 

010：火 

011：水 

100：木 

101：金 

110：土 

111：予約（設定禁止） 
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15.3.13 日アラームレジスタ（RDAYAR） 

RDAYARは、RTCの BCDコード化された日部分のカウンタRDAYCNTに対応するアラームレジスタです。ENB

ビットが 1にセットされていると、RDAYCNTの値と比較を行います。アラームレジスタ（RSECAR、RMINAR、

RHRAR、RWKAR、RDAYAR、RMONAR、RCR3）のうち、ENBビットが 1にセットされているもののみ、カウ

ンタとアラームレジスタの比較を行い、おのおのがすべて一致するとき、RCR1のアラームフラグが 1にセットさ

れます。 

設定可能範囲は、10進（BCD）で 01～31＋ENBビットであり、それ以外の値が設定されると、正常に動作し

ません。 

RDAYARの ENBビットは、パワーオンリセットおよびディープスタンバイモードで初期化されます。他のビ

ットは、パワーオンリセット、マニュアルリセット、ディープスタンバイモード、およびソフトウェアスタンバ

イモード時のいずれでも初期化されません。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ENB - 10 1

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ENB 0 R/W 1にセットされていると、RDAYCNTの値と比較を行います。 

6 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5、4 10日 不定 R/W 日十位の設定値 

3～0 1日 不定 R/W 日一位の設定値 
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15.3.14 月アラームレジスタ（RMONAR） 

RMONARは、RTCの BCDコード化された月部分のカウンタ RMONCNTに対応するアラームレジスタです。

ENBビットが 1にセットされていると、RMONCNTの値と比較を行います。アラームレジスタ（RSECAR、RMINAR、

RHRAR、RWKAR、RDAYAR、RMONAR、RCR3）のうち、ENBビットが 1にセットされているもののみ、カウ

ンタとアラームレジスタの比較を行い、おのおのがすべて一致するとき、RCR1のアラームフラグが 1にセットさ

れます。 

設定可能範囲は、10進（BCD）で 01～12＋ENBビットであり、それ以外の値が設定されると、正常に動作し

ません。 

RMONARの ENBビットは、パワーオンリセットおよびディープスタンバイモードで初期化されます。他のビ

ットは、パワーオンリセット、マニュアルリセット、ディープスタンバイモード、およびソフトウェアスタンバ

イモード時のいずれでも初期化されません。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W

ENB - - 10月 1月

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ENB 0 R/W 1にセットされていると、RMONCNTの値と比較を行います。 

6、5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 10月 不定 R/W 月十位の設定値 

3～0 1月 不定 R/W 月一位の設定値 

 

15.3.15 年アラームレジスタ（RYRAR） 

RYRARは、RTCの BCDコード化された年部分のカウンタ RYRCNTに対応するアラームレジスタです。 

設定可能範囲は、10進（BCD）で 0000～9999であり、それ以外の値が設定されると、正常に動作しません。 

RYRARは、パワーオンリセット、マニュアルリセット、ディープスタンバイモードおよびソフトウェアスタン

バイモード時のいずれでも初期化されません。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

1000年 100年 10年 1年

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 1000年 不定 R/W 年千位の設定値 

11～8 100年 不定 R/W 年百位の設定値 

7～4 10年 不定 R/W 年十位の設定値 

3～0 1年 不定 R/W 年一位の設定値 
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15.3.16 RTCコントロールレジスタ 1（RCR1） 

RCR1は、桁上げおよびアラームフラグに関するレジスタです。また、おのおののフラグについて、割り込みを

発生するかどうか選択できます。 

パワーオンリセット、マニュアルリセット、およびディープスタンバイモード時は、H'00に初期化されます。

ただし、CFフラグは、分周回路がリセット（RCR2の RESETビットと ADJビットを 1にセット）されるまでは

不定になります。CFフラグを使用する場合は、使用前に必ず分周回路をリセットしてください。ソフトウェアス

タンバイモード時には、初期化されません。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

不定 0 0 0 0 0 0 0
R/W R R R/W R/W R R R/W

CF - - CIE AIE - - AF

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 CF 不定 R/W 桁上げフラグ 

このフラグが 1にセットされた場合、秒カウンタ桁上げ、または 64Hzカウ

ンタ読み出し時に 64Hzカウンタ桁上げが発生したことを示し、この時点で

読み出したカウントレジスタの値は、保証されません。再度の読み出しが必

要です。 

0：秒カウンタ桁上げおよび 64Hzカウンタ読み出し時の 64Hzカウンタ

桁上げなし 

【クリア条件】CFに 0を書き込んだとき 

1：秒カウンタ桁上げおよび 64Hzカウンタ読み出し時の 64Hzカウンタ

桁上げあり 

【セット条件】秒カウンタ桁上げまたは 64Hzカウンタ桁上げ時の読み出

し時の 64Hzカウンタ桁上げあり、または CFに 1を書き

込んだとき 

6、5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 CIE 0 R/W 桁上げ割り込みイネーブルフラグ 

桁上げフラグ（CF）が 1にセットされているとき、割り込み発生を許可す

るビットです。 

0：CFフラグが 1にセットされたとき、桁上げ割り込みを発生させない 

1：CFフラグが 1にセットされたとき、桁上げ割り込みを発生させる 

3 AIE 0 R/W アラーム割り込みイネーブルフラグ 

アラームフラグ（AF）が 1にセットされているとき、割り込み発生を許可

するビットです。 

0：AFフラグが 1にセットされたとき、アラーム割り込みを発生させな

い 

1：AFフラグが 1にセットされたとき、アラーム割り込みを発生させる 

 



 

15. リアルタイムクロック（RTC） 

15-18  R01UH0025JJ0300  Rev.3.00 

  2010.09.15 

SH7261グループ

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2、1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 AF 0 R/W アラームフラグ 

アラームレジスタ（RSECAR、RMINAR、RHRAR、RWKAR、RDAYAR、

RMONAR、RYRAR）で設定したアラーム時刻（ENBビットを 1に設定し

たレジスタのみ）とカウンタが一致したとき 1にセットされるフラグです。 

0：アラームレジスタとカウンタは不一致 

【クリア条件】AFに 0を書き込んだとき 

1：アラームレジスタとカウンタは一致* 

【セット条件】アラームレジスタ（ENBビットを 1に設定したレジスタ

のみ）とカウンタが一致したとき 

【注】* 1を書き込むと、元の値が保持されます。 

 

15.3.17 RTCコントロールレジスタ 2（RCR2） 

RCR2は、周期割り込み制御、30秒調整、分周回路リセット、RTCカウント制御に関するレジスタです。 

パワーオンリセット、およびディープスタンバイモード時はH'09に初期化されます。マニュアルリセット時は、

RTCENビットおよび STARTビット以外が初期化されます。ソフトウェアスタンバイモード時は初期化されず、

それまでの値が保持されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 1 0 0 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PEF PES[2:0] RTCEN ADJ RESET START

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PEF 0 R/W 周期割り込みフラグ 

PES2～PES0ビットで設定された周期で割り込み発生を示すフラグです。

このフラグが 1にセットされた場合、周期割り込みを発生します。 

0：PES2～PES0ビットで設定された周期で割り込み発生なし 

【クリア条件】PEFに 0を書き込んだとき 

1：PES2～PES0ビットで設定された周期で割り込み発生あり 

【セット条件】PES2～PES0ビットで設定された周期で割り込みが発生

したとき、または PEFに 1を書き込んだとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6～4 PES[2:0] 000 R/W 割り込みイネーブルフラグ 

周期割り込みの周期を設定します。 

000：周期割り込み発生なし 

001：周期割り込み発生の周期を 1/256秒ごとにする 

010：周期割り込み発生の周期を 1/64秒ごとにする 

011：周期割り込み発生の周期を 1/16秒ごとにする 

100：周期割り込み発生の周期を 1/4秒ごとにする 

101：周期割り込み発生の周期を 1/2秒ごとにする 

110：周期割り込み発生の周期を 1秒ごとにする 

111：周期割り込み発生の周期を 2秒ごとにする 

3 RTCEN 1 R/W 発振器有効 

RTC用水晶発振器の動作を制御します。 

0：RTC用水晶発振器を停止させる 

1：RTC用水晶発振器を動作させる 

2 ADJ 0 R/W 30秒調整 

30秒調整用であり、1が書き込まれることによって、29秒以前は 00秒に

切り捨て、30秒以降は 1分に桁上げします。このとき、分周回路（RTCプ

リスケーラおよび R64CNT）も同時にリセットされます。自動的にこの ADJ

ビットは 0になりますので、とくに 0を書き込む必要はなく、ビットの読

み出しは常に 0が読み出されます。 

【重要】本ビットを使用する場合、「15.5.5 30秒調整設定手順」を参照し

てください。 

0：通常の時計動作 

1：30秒の調整を行う 

1 RESET 0 R/W リセット 

1を書き込むことによって、分周回路が初期化されます。なお、1が書き込

まれた場合、分周回路（RTCプリスケーラおよび R64CNT）がリセットさ

れた後、自動的にこの RESETビットは 0になりますので、とくに 0を書き

込む必要はなく、ビットの読み出しは常に 0が読み出されます。 

0：通常の時計動作 

1：分周回路をリセット 

0 START 1 R/W STARTビット 

カウンタ（時計）動作を停止させたり、再起動をかけるビットです。 

0：秒、分、時、日、曜日、月、年カウンタは停止* 

1：秒、分、時、日、曜日、月、年カウンタは通常動作* 

【注】*  64Hzカウンタは、RTCENビットで停止させないかぎり動作しま

す。 
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15.3.18 RTCコントロールレジスタ 3（RCR3） 

RCR3の ENBビットが 1にセットされていると、RYRCNTの値と RYRARの値の比較を行います。アラームレ

ジスタ（RSECAR、RMINAR、RHRAR、RWKAR、RDAYAR、RMONAR、RCR3）のうち、ENBビットが 1にセ

ットされているもののみ、カウンタとアラームレジスタの比較を行い、おのおのがすべて一致するとき、RCR1

のアラームフラグが 1にセットされます。 

RCR3の ENBビットは、パワーオンリセットおよびディープスタンバイモードで初期化されます。RCR3の残

りのフィールドは、パワーオンリセット、マニュアルリセット、ディープスタンバイモード、およびソフトウェ

アスタンバイモード時のいずれでも初期化されません。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R R R R R R R

ENB - - - - - - -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ENB 0 R/W 1にセットされていると、RYRCNTの値と比較を行います。 

6～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

15.4 動作説明 

RTCの使用例を示します。 

15.4.1 電源投入後のレジスタの初期設定 

電源投入後すべてのレジスタを初期設定してください。 
 

15.4.2 時刻設定手順 

時刻設定手順例を図 15.2に示します。 

時計停止
分周回路リセット

秒、分、時間、日、
曜日、月、年を設定

時計動作開始 RCR2レジスタのSTARTビットを1にセット

RCR2レジスタのRESETビットを1にセット
RCR2レジスタのSTARTビットを0にクリア

順序不問

 

図 15.2 時刻設定手順 
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15.4.3 時刻読み出し手順 

時刻読み出し手順を図 15.3に示します。 

（a）割り込みを使用しないで時刻を読み出す方法

桁上げ割り込みディスエーブル

桁上げフラグクリア

カウンタレジスタ読み出し

桁上げフラグ＝1
Yes

No

（b）割り込みを使用して時刻を読み出す方法

カウンタレジスタ読み出し

割り込み
発生

発生せず

桁上げ割り込みディスエーブル

RCR1レジスタを読み出し
CFフラグをチェック

RCR1レジスタのCFを0にクリア
（アラームフラグをクリアしないように
　RCR1レジスタのAFは1を書き込む）

RCR1レジスタのCFを0にクリア
（アラームフラグをクリアしないように
　RCR1レジスタのAFは1を書き込む）

RCR1レジスタを読み出し
CFフラグをチェック

RCR1レジスタのCIEビットを1にセット

RCR1レジスタのCIEビットを0にクリア

RCR1レジスタのCIEビットを0にクリア

桁上げフラグクリア

桁上げ割り込みイネーブル

桁上げフラグクリア

 

図 15.3 時刻読み出し手順 

 

時刻読み出し中に桁上げが起こると正しい時刻が得られないため、再度読み出す必要があります。割り込みを

使用しない方法を図 15.3の（a）に、桁上げ割り込みを使用する方法を図 15.3の（b）に示します。通常、プロ

グラムを容易にするために、割り込みを使用しない方法を利用します。 
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15.4.4 アラーム機能 

アラーム機能の使用例を図 15.4に示します。 

アラーム割り込みイネーブル

アラーム時刻設定

誤割り込みを避けるために、
RCR1レジスタのAIEビットを0にクリア

アラーム時刻監視
（割り込みを待つ、または
  アラームチェックフラグ）

アラーム割り込みディスエーブル

時計動作中

アラームフラグクリア
アラーム時刻設定中にフラグが設定
されたことを考慮して必ずリセットする

RCR1レジスタのAIEビットを1にセット

 

図 15.4 アラーム機能の使用方法 

 

アラームは、秒、分、時、曜日、日、月、年のいずれか、あるいは組み合わせで発生させることができます。

アラームの対象とするアラームレジスタの ENBビットに 1を書き込み、下位ビットにアラーム時刻を設定します。

アラームの対象外のレジスタは、ENBビットに 0を書き込みます。 

カウンタとアラーム時刻が一致した場合は、RCR1レジスタの AFビットに 1がセットされます。アラームの検

出はこのビットを読み出すことにより確認できますが、通常は割り込みで行います。RCR1レジスタの AIEビッ

トに 1が書き込まれている場合、アラーム割り込みが発生し、アラームを検出することができます。 

アラームフラグは、カウンタとアラーム時刻が一致しているとセットされます。しかし、アラームフラグに 0

を書き込むとクリアされます。 
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15.5 使用上の注意事項 

15.5.1 RTCカウント動作時のレジスタ書き込みについて 

RTCカウント動作時（RCR2レジスタの STARTビット＝1のとき）は、カウントレジスタ（RSECCNT、RMINCNT、

RHRCNT、RDAYCNT、RWKCNT、RMONCNT、RYRCNT）に対して書き込みを行わないでください。RTCカウ

ント動作時に書き込みを行った場合、書き込み命令実行直後に正しくカウントレジスタを読み出せない場合があ

ります。カウントレジスタへ書き込みを行う場合は、一度 RTCのカウント動作を停止してから書き込んでくださ

い。 
 

15.5.2 リアルタイムクロック（RTC）の周期割り込みの使用について 

周期割り込みの使用方法を図 15.5に示します。 

周期割り込みは、RCR2レジスタの PES0～PES2ビットで設定した周期で定期的に割り込みを発生させることが

できます。PES0～PES2ビットで設定した時間が経過すると PEFが 1にセットされます。 

PEFは、PES0～PES2ビット設定時および周期割り込み発生時に 0にクリアします。周期割り込みの発生は、こ

のビットを読み出すことで確認できますが、通常は割り込み機能を使用します。 

周期セット、PEFクリア

周期設定時間経過

PEFクリア PEFを0にクリア

RCR2レジスタのPES0～PES2ビットを設定し、 
PEFを0にクリア

 

図 15.5 周期割り込み機能の使用方法 

 

15.5.3 レジスタ設定後のスタンバイ遷移について 

RTC内のレジスタ設定後にスタンバイ状態へ遷移すると、正しくカウントできない場合があります。必ずレジ

スタ設定後は、2カウントクロック以上待ってからスタンバイ状態に遷移してください。 
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15.5.4 RTC用水晶発振回路 

RTC用水晶発振回路の各定数（推奨値）を表 15.2に、RTC用水晶発振回路を図 15.6に示します。 
 

表 15.2 水晶発振回路の定数（推奨値） 

f
osc

 C
in
 C

out
 

32.768kHz 10～22pF 10～22pF 

 

本LSI

RTC_X1 RTC_X2

XTAL

Cin Cout

Rf

RD

【注】　1.　 
　　　　
 2.　
　　　　3.　
                     
　　　　4.　
                     
　　　　5.　
                     
　　　　 　
　　　　
  
               6. 

               7.　

周波数調整用の可変コンデンサは、調整範囲、安定度などの要求から
Cin側かCout側の一方に決めます。
内蔵の抵抗値Rf（Typ値）=10MΩ、RD（Typ値）=400kΩ
Cin、Cout 値は、配線による浮遊容量を含めた値です。ベタアース基板
を使用する場合には、ご注意ください。
水晶発振の発振安定時間は、実装回路の定数、浮遊容量等により異な
るため、水晶発振子メーカと十分ご相談の上、決定してください。　
水晶発振子および負荷容量Cin、Coutは、できるだけLSIの近くに配置
してください。配線は極力短くしてください。発振回路の近くには信
号線を通過させないでください。
（RTC_X1、RTC_X2端子に外部からのノイズが誘導されると、正しい
発振ができなくなる恐れがあります。）
水晶発振子接続端子（RTC_X1、RTC_X2）は、GNDを除く他の電源線
あるいは信号線からできるだけ離して配線するようにしてください。 
RTC用水晶発振回路を使用しない場合は、RTC_X1端子を固定（プル
アップ／プルダウン／電源接続／グランド接続）し、RTC_X2端子を
オープンとしてください。  

図 15.6 RTC用水晶発振回路接続例 
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15.5.5 30秒調整設定手順 

30秒調整の設定手順を図 15.7に示します。 

RCR2レジスタのSTARTビットを0にクリア時計停止

分、時間、日、
曜日、月、年を
書き込む

ADJビットセット

時計動作開始

順序不問
各カウンタを読み出し後、読み出し値を書き込む

RCR2レジスタのADJビットを1にセット

RCR2レジスタのSTARTビットを1にセット
 

図 15.7 30秒調整設定手順 

 

30秒調整を使用する場合、分、時間、日、曜日、月、年カウンタに対し書き込みを行う必要があります。その

ため RCR2レジスタの STARTビットを 0にクリアし、分、時間、日、曜日、月、年カウンタを読み出し後、読み

出し値を書き込んでから RCR2レジスタの ADJビットを 1にセットしてください。30秒調整後、RCR2レジスタ

の STARTビットを 1にセットして時計動作を開始します。 
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16. FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェ
ース（SCIF） 

本 LSIは、調歩同期式通信とクロック同期式通信の 2方式をサポートする 8チャネルの FIFO内蔵シリアルコミ

ュニケーションインタフェース（SCIF）を備えています。また、各チャネルとも独立に送信／受信用に 16段の

FIFOレジスタを内蔵し、本 LSIの効率的かつ高速な連続通信を可能にしています。 

16.1 特長 

• 調歩同期式シリアル通信 

キャラクタ単位で同期をとる調歩同期方式でシリアルデータの通信を行います。Universal Asynchronous 

Receiver/Transmitter（UART）やAsynchronous Communication Interface Adapter（ACIA）など標準の調歩同期式

通信用LSIとのシリアルデータ通信が可能です。シリアルデータ通信フォーマットを8種類のフォーマットか

ら選択できます。 

データ長 ：7ビット、または8ビット 

ストップビット長 ：1ビット、または2ビット 

パリティ ：偶数パリティ、奇数パリティ、またはパリティなし 

受信エラーの検出 ：パリティエラー、フレーミングエラー、オーバランエラーを検出 

ブレークの検出 ：フレーミングエラー発生後、引き続き1フレーム長以上スペース0（ローレベル）の場合、

ブレークが検出されます。またフレーミングエラー発生時にRxD端子のレベルをシリア

ルポートレジスタから直接読み出すことによってもブレークを検出できます。 

• クロック同期式シリアル通信 

クロックに同期してシリアルデータ通信を行います。クロック同期式通信機能を持つ他のLSIとのシリアルデ

ータ通信が可能です。シリアルデータ通信フォーマットは1種類です。 

データ長 ：8ビット 

受信エラーの検出 ：オーバランエラーを検出 

• 全二重通信が可能 

独立した送信部と受信部を備えているので、送信と受信を同時に行うことができます。また、送信部および

受信部ともに16段のFIFOバッファ構造になっているので、シリアルデータの高速連続送信、連続受信ができ

ます。 

•  内蔵ボーレートジェネレータにより任意のビットレートを選択可能 
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•  内部または外部送受信クロックソース 

ボーレートジェネレータ（内部クロック）、またはSCK端子（外部クロック）から選択可能 

• 4種類の割り込み要因 

送信FIFOデータエンプティ、ブレーク、受信FIFOデータフル、および受信エラー割り込みの4種類の割り込

み要因があり、それぞれ独立に要求することができます。 

• SCIFを使用しないときは、消費電力低減のためSCIFに対してクロックの供給を止めて動作を停止させること

ができます。 

• 送信、および受信FIFOレジスタのデータ数、および受信FIFOレジスタの受信データの受信エラー数を検出で

きます。 

• 調歩同期モード受信時、タイムアウトエラー（DR）を検出できます。 

 

図 16.1に SCIFのブロック図を示します。 

： 受信シフトレジスタ
： 受信FIFOデータレジスタ
： 送信シフトレジスタ
： 送信FIFOデータレジスタ
： シリアルモードレジスタ
： シリアルコントロールレジスタ

バ
ス
イ
ン
タ
フ
ェ
｜
ス

周
辺
バ
ス

Pφ

SCFRDR（16段）

モジュールデータバス

SCFTDR（16段）

SCRSR SCTSR

SCSMR

SCLSR

SCFDR

SCFCR

SCFSR

SCSCR

SCSPTR

SCBRR

送受信コントロール

ボーレート
ジェネレータ

クロック

TXI
RXI
ERI
BRI

外部クロック

パリティ発生

パリティチェック

Pφ/4

Pφ/16

Pφ/64

SCK

TxD

RxD

 
SCIF  

： シリアルステータスレジスタ
： ビットレートレジスタ
： シリアルポートレジスタ
： FIFOコントロールレジスタ
： FIFOデータ数レジスタ
： ラインステータスレジスタ     

【記号説明】

SCRSR
SCFRDR
SCTSR
SCFTDR
SCSMR
SCSCR

SCFSR
SCBRR
SCSPTR
SCFCR
SCFDR
SCLSR  

図 16.1 SCIFのブロック図 
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16.2 入出力端子 

SCIFの端子構成を表 16.1に示します。 
 

表 16.1 端子構成 

チャネル 名称 端子名 入出力 機   能 

シリアルクロック端子 SCK0～SCK7 入出力 クロック入出力 

受信データ端子 RxD0～RxD7 入力 受信データ入力 

0～7 

送信データ端子 TxD0～TxD7 出力 送信データ出力 

 

16.3 レジスタの説明 

SCIFには以下のレジスタがあります。 
 

表 16.2 レジスタ構成 

チャネル レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス アクセス 

サイズ 

シリアルモードレジスタ_0 SCSMR_0 R/W H'0000 H'FFFE8000 16 

ビットレートレジスタ_0 SCBRR_0 R/W H'FF H'FFFE8004 8 

シリアルコントロールレジスタ_0 SCSCR_0 R/W H'0000 H'FFFE8008 16 

送信 FIFOデータレジスタ_0 SCFTDR_0 W 不定 H'FFFE800C 8 

シリアルステータスレジスタ_0 SCFSR_0 R/(W)*1 H'0060 H'FFFE8010 16 

受信 FIFOデータレジスタ_0 SCFRDR_0 R 不定 H'FFFE8014 8 

FIFOコントロールレジスタ_0 SCFCR_0 R/W H'0000 H'FFFE8018 16 

FIFOデータカウントセットレジスタ_0 SCFDR_0 R H'0000 H'FFFE801C 16 

シリアルポートレジスタ_0 SCSPTR_0 R/W H'0050 H'FFFE8020 16 

0 

ラインステータスレジスタ_0 SCLSR_0 R/(W)*2 H'0000 H'FFFE8024 16 

シリアルモードレジスタ_1 SCSMR_1 R/W H'0000 H'FFFE8800 16 

ビットレートレジスタ_1 SCBRR_1 R/W H'FF H'FFFE8804 8 

シリアルコントロールレジスタ_1 SCSCR_1 R/W H'0000 H'FFFE8808 16 

送信 FIFOデータレジスタ_1 SCFTDR_1 W 不定 H'FFFE880C 8 

シリアルステータスレジスタ_1 SCFSR_1 R/(W)*1 H'0060 H'FFFE8810 16 

受信 FIFOデータレジスタ_1 SCFRDR_1 R 不定 H'FFFE8814 8 

FIFOコントロールレジスタ_1 SCFCR_1 R/W H'0000 H'FFFE8818 16 

FIFOデータカウントセットレジスタ_1 SCFDR_1 R H'0000 H'FFFE881C 16 

シリアルポートレジスタ_1 SCSPTR_1 R/W H'0050 H'FFFE8820 16 

1 

ラインステータスレジスタ_1 SCLSR_1 R/(W)*2 H'0000 H'FFFE8824 16 
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チャネル レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス アクセス 

サイズ 

2 シリアルモードレジスタ_2 SCSMR_2 R/W H'0000 H'FFFE9000 16 

ビットレートレジスタ_2 SCBRR_2 R/W H'FF H'FFFE9004 8 

シリアルコントロールレジスタ_2 SCSCR_2 R/W H'0000 H'FFFE9008 16 

送信 FIFOデータレジスタ_2 SCFTDR_2 W 不定 H'FFFE900C 8 

シリアルステータスレジスタ_2 SCFSR_2 R/(W)*1 H'0060 H'FFFE9010 16 

受信 FIFOデータレジスタ_2 SCFRDR_2 R 不定 H'FFFE9014 8 

FIFOコントロールレジスタ_2 SCFCR_2 R/W H'0000 H'FFFE9018 16 

FIFOデータカウントセットレジスタ_2 SCFDR_2 R H'0000 H'FFFE901C 16 

シリアルポートレジスタ_2 SCSPTR_2 R/W H'0050 H'FFFE9020 16 

 

ラインステータスレジスタ_2 SCLSR_2 R/(W)*2 H'0000 H'FFFE9024 16 

シリアルモードレジスタ_3 SCSMR_3 R/W H'0000 H'FFFE9800 16 

ビットレートレジスタ_3 SCBRR_3 R/W H'FF H'FFFE9804 8 

シリアルコントロールレジスタ_3 SCSCR_3 R/W H'0000 H'FFFE9808 16 

送信 FIFOデータレジスタ_3 SCFTDR_3 W 不定 H'FFFE980C 8 

シリアルステータスレジスタ_3 SCFSR_3 R/(W)*1 H'0060 H'FFFE9810 16 

受信 FIFOデータレジスタ_3 SCFRDR_3 R 不定 H'FFFE9814 8 

FIFOコントロールレジスタ_3 SCFCR_3 R/W H'0000 H'FFFE9818 16 

FIFOデータカウントセットレジスタ_3 SCFDR_3 R H'0000 H'FFFE981C 16 

シリアルポートレジスタ_3 SCSPTR_3 R/W H'0050 H'FFFE9820 16 

3 

ラインステータスレジスタ_3 SCLSR_3 R/(W)*2 H'0000 H'FFFE9824 16 

シリアルモードレジスタ_4 SCSMR_4 R/W H'0000 H'FFFEA000 16 

ビットレートレジスタ_4 SCBRR_4 R/W H'FF H'FFFEA004 8 

シリアルコントロールレジスタ_4 SCSCR_4 R/W H'0000 H'FFFEA008 16 

送信 FIFOデータレジスタ_4 SCFTDR_4 W 不定 H'FFFEA00C 8 

シリアルステータスレジスタ_4 SCFSR_4 R/(W)*1 H'0060 H'FFFEA010 16 

受信 FIFOデータレジスタ_4 SCFRDR_4 R 不定 H'FFFEA014 8 

FIFOコントロールレジスタ_4 SCFCR_4 R/W H'0000 H'FFFEA018 16 

FIFOデータカウントセットレジスタ_4 SCFDR_4 R H'0000 H'FFFEA01C 16 

シリアルポートレジスタ_4 SCSPTR_4 R/W H'0050 H'FFFEA020 16 

4 

ラインステータスレジスタ_4 SCLSR_4 R/(W)*2 H'0000 H'FFFEA024 16 
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チャネル レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス アクセス 

サイズ 

5 シリアルモードレジスタ_5 SCSMR_5 R/W H'0000 H'FFFEA800 16 

ビットレートレジスタ_5 SCBRR_5 R/W H'FF H'FFFEA804 8 

シリアルコントロールレジスタ_5 SCSCR_5 R/W H'0000 H'FFFEA808 16 

送信 FIFOデータレジスタ_5 SCFTDR_5 W 不定 H'FFFEA80C 8 

シリアルステータスレジスタ_5 SCFSR_5 R/(W)*1 H'0060 H'FFFEA810 16 

受信 FIFOデータレジスタ_5 SCFRDR_5 R 不定 H'FFFEA814 8 

FIFOコントロールレジスタ_5 SCFCR_5 R/W H'0000 H'FFFEA818 16 

FIFOデータカウントセットレジスタ_5 SCFDR_5 R H'0000 H'FFFEA81C 16 

シリアルポートレジスタ_5 SCSPTR_5 R/W H'0050 H'FFFEA820 16 

 

ラインステータスレジスタ_5 SCLSR_5 R/(W)*2 H'0000 H'FFFEA824 16 

シリアルモードレジスタ_6 SCSMR_6 R/W H'0000 H'FFFEB000 16 

ビットレートレジスタ_6 SCBRR_6 R/W H'FF H'FFFEB004 8 

シリアルコントロールレジスタ_6 SCSCR_6 R/W H'0000 H'FFFEB008 16 

送信 FIFOデータレジスタ_6 SCFTDR_6 W 不定 H'FFFEB00C 8 

シリアルステータスレジスタ_6 SCFSR_6 R/(W)*1 H'0060 H'FFFEB010 16 

受信 FIFOデータレジスタ_6 SCFRDR_6 R 不定 H'FFFEB014 8 

FIFOコントロールレジスタ_6 SCFCR_6 R/W H'0000 H'FFFEB018 16 

FIFOデータカウントセットレジスタ_6 SCFDR_6 R H'0000 H'FFFEB01C 16 

シリアルポートレジスタ_6 SCSPTR_6 R/W H'0050 H'FFFEB020 16 

6 

ラインステータスレジスタ_6 SCLSR_6 R/(W)*2 H'0000 H'FFFEB024 16 

シリアルモードレジスタ_7 SCSMR_7 R/W H'0000 H'FFFEB800 16 

ビットレートレジスタ_7 SCBRR_7 R/W H'FF H'FFFEB804 8 

シリアルコントロールレジスタ_7 SCSCR_7 R/W H'0000 H'FFFEB808 16 

送信 FIFOデータレジスタ_7 SCFTDR_7 W 不定 H'FFFEB80C 8 

シリアルステータスレジスタ_7 SCFSR_7 R/(W)*1 H'0060 H'FFFEB810 16 

受信 FIFOデータレジスタ_7 SCFRDR_7 R 不定 H'FFFEB814 8 

FIFOコントロールレジスタ_7 SCFCR_7 R/W H'0000 H'FFFEB818 16 

FIFOデータカウントセットレジスタ_7 SCFDR_7 R H'0000 H'FFFEB81C 16 

シリアルポートレジスタ_7 SCSPTR_7 R/W H'0050 H'FFFEB820 16 

7 

ラインステータスレジスタ_7 SCLSR_7 R/(W)*2 H'0000 H'FFFEB824 16 

【注】 *1 フラグをクリアするために 0のみ書き込むことができます。ビット 15～8、3、2は読み出し専用であり書き込む

ことはできません。 

 *2 フラグクリアするために 0のみ書き込むことができます。ビット 15～1は読み出し専用であり書き込むことはで

きません。 
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16.3.1 受信シフトレジスタ（SCRSR） 

SCRSRは、シリアルデータを受信するためのレジスタです。SCIFは、SCRSRに RxD端子から入力されたシリ

アルデータを LSB（ビット 0）から受信した順にセットし、パラレルデータに変換します。1バイトのデータ受信

を終了すると、データは自動的に受信 FIFOデータレジスタ（SCFRDR）へ転送されます。 

CPUから直接 SCRSRの読み出し／書き込みをすることはできません。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - - - - - - -
- - - - - - - -  

 

16.3.2 受信 FIFOデータレジスタ（SCFRDR） 

SCFRDRは、受信したシリアルデータを格納する 16段 FIFOレジスタです。SCIFは、1バイトのシリアルデー

タの受信が終了すると、受信シフトレジスタ（SCRSR）から SCFRDRへ受信したシリアルデータを転送して格納

し、受信動作を完了します。16バイトの格納が終了するまで連続した受信動作が可能です。CPUは SCFRDRから

読み出しはできますが書き込みはできません。受信 FIFOデータレジスタに受信データがない状態でデータを読み

出すと値は不定になります。 

SCFRDRが受信データでいっぱいになると、それ以降に受信したシリアルデータは失われます。 

SCFRDRは、パワーオンリセット、およびディープスタンバイモード時に不定となります。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - - - - - - -
R R R R R R R R  

 

16.3.3 送信シフトレジスタ（SCTSR） 

SCTSRは、シリアルデータを送信するためのレジスタです。SCIFは、送信 FIFOデータレジスタ（SCFTDR）

から送信データをいったん SCTSRに転送し、LSB（ビット 0）から順に TxD端子に送り出すことでシリアルデー

タ送信を行います。1バイトのデータ送信を終了すると自動的に SCFTDRから SCTSRへ次の送信データを転送し、

送信を開始します。 

CPUから、直接 SCTSRの読み出し／書き込みをすることはできません。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - - - - - - -
- - - - - - - -  
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16.3.4 送信 FIFOデータレジスタ（SCFTDR） 

SCFTDRは、シリアル送信するデータを格納する 16段 FIFOレジスタです。SCIFは、送信シフトレジスタ

（SCTSR）の空を検出すると、SCFTDRに書き込まれた送信データを SCTSRに転送してシリアル送信を開始しま

す。SCFTDRの送信データが空になるまで連続シリアル送信ができます。SCFTDRは常に CPUによる書き込みが

可能です。 

SCFTDRが送信データでいっぱい（16バイト）になると、次のデータを書き込むことができません。書き込み

を試みてもデータは無視されます。 

SCFTDRは、パワーオンリセット、およびディープスタンバイモード時に不定となります。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - - - - - - -
W W W W W W W W  

 

16.3.5 シリアルモードレジスタ（SCSMR） 

SCSMRは、SCIFのシリアル通信フォーマットの設定と、ボーレートジェネレータのクロックソースを選択す

るためのレジスタです。 

SCSMRは、常に CPUによる読み出し／書き込みが可能です。SCSMRは、パワーオンリセット、およびディー

プスタンバイモード時に H'0000に初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R R/W R/W

- - - - - - - - C/A CHR PE O/E STOP - CKS[1:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7 C/A 0 R/W コミュニケーションモード 

SCIFの動作モードを調歩同期式モードとクロック同期式モードのいずれかか

ら選択します。 

0：調歩同期式モード 

1：クロック同期式モード 

6 CHR 0 R/W キャラクタレングス 

調歩同期式モードのデータ長を 7ビット／8ビットデータのいずれかから選択

します。クロック同期式モードでは、CHRの設定にかかわらず、データ長は 8

ビットデータ固定です。 

0：8ビットデータ 

1：7ビットデータ* 

【注】*  7ビットデータを選択した場合、送信 FIFOデータレジスタの MSB（ビ

ット 7）は送信されません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 PE 0 R/W パリティイネーブル 

調歩同期式モードでは、送信時にパリティビットの付加を、受信時にパリティ

ビットのチェックを行うかどうかを選択します。クロック同期式モードでは、

PEビットの設定にかかわらずパリティビットの付加およびチェックは行いま

せん。 

0：パリティビットの付加、およびチェックを禁止 

1：パリティビットの付加、およびチェックを許可* 

【注】* PEビットに 1をセットすると、送信時には O/Eビットで指定した偶

数または奇数パリティを送信データに付加して送信します。受信時に

は、受信したパリティビットが O/Eビットで指定した偶数または奇数

パリティになっているかどうかをチェックします。 

4 O/E 0 R/W パリティモード 

パリティの付加やチェックを偶数パリティまたは奇数パリティのいずれで行う

かを選択します。O/Eビットの設定は、調歩同期式モードで PEビットに 1を設

定しパリティビットの付加やチェックを許可したときのみ有効になります。ク

ロック同期式モードや調歩同期式モードでパリティの付加やチェックを禁止し

ている場合には、O/Eビットの指定は無効です。 

0：偶数パリティ*1 

1：奇数パリティ*2 

【注】*1 偶数パリティに設定すると、送信時には、パリティビットと送信キ

ャラクタをあわせて、その中の 1の数の合計が偶数になるようにパ

リティビットを付加して送信します。 

受信時には、パリティビットと受信キャラクタをあわせて、その中

の 1の数の合計が偶数であるかどうかをチェックします。 

*2 奇数パリティに設定すると、送信時には、パリティビットと送信キ

ャラクタをあわせて、その中の 1の数の合計が奇数になるようにパ

リティビットを付加して送信します。 

受信時には、パリティビットと受信キャラクタをあわせて、その中

の 1の数の合計が奇数であるかどうかをチェックします。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 STOP 0 R/W ストップビットレングス 

調歩同期式モードでのストップビットの長さを 1ビット／2ビットのいずれか

から選択します。STOPビットの設定は調歩同期式モードでのみ有効になりま

す。クロック同期式モードに設定した場合にはストップビットは付加されませ

んので、このビットの設定は無効です。なお、受信時には STOPビットの設定

にかかわらず、受信したストップビットの 1ビット目のみをチェックします。

ストップビットの 2ビット目が 1の場合はストップビットとして扱いますが、0

の場合は次の送信キャラクタのスタートビットとして扱います。 

0：1ストップビット 

送信時には、送信キャラクタの最後尾に 1ビットの 1（ストップビット）

を付加して送信します。 

1：2ストップビット 

送信時には、送信キャラクタの最後尾に 2ビットの 1（ストップビット）

を付加して送信します。 

2 － 0 R  リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1、0 CKS[1:0] 00 R/W クロックセレクト 

内蔵ボーレートジェネレータの内部クロックソースを選択します。 

クロックソースと、ビットレートレジスタの設定値、およびボーレートの関係

については、「16.3.8 ビットレートレジスタ（SCBRR）」を参照してくださ

い。 

00：Pφクロック 

01：Pφ/4クロック 

10：Pφ/16クロック 

11：Pφ/64クロック 

【注】 Pφ：周辺クロック 
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16.3.6 シリアルコントロールレジスタ（SCSCR） 

SCSCRは、SCIFの送信／受信動作、割り込み要求の許可／禁止、および送信／受信クロックソースの選択を行

うレジスタです。SCSCRは、常に CPUによる読み出し／書き込みが可能です。SCSCRは、パワーオンリセット、

およびディープスタンバイモード時に H'0000に初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R R/W R/W

- - - - - - - - TIE RIE TE RE REIE - CKE[1:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7 TIE 0 R/W 送信インタラプトイネーブル 

送信 FIFOデータレジスタ（SCFTDR）から送信シフトレジスタ（SCTSR）ヘ

シリアル送信データが転送され、送信 FIFOデータレジスタのデータ数が指定送

信トリガ数より少なくなり、シリアルステータスレジスタ（SCFSR）の TDFE

フラグが 1にセットされたときに、送信 FIFOデータエンプティ割り込み（TXI）

要求の発生を許可／禁止します。 

0：送信 FIFOデータエンプティ割り込み（TXI）要求を禁止 

1：送信 FIFOデータエンプティ割り込み（TXI）要求を許可* 

【注】* TXIの解除は、SCFTDRに指定した送信トリガ数より大きな量の送信

データを書き込み、TDFEフラグの 1を読み出した後 0にクリアする

か、または TIEを 0にクリアすることで行うことができます。 

6 RIE 0 R/W 受信インタラプトイネーブル 

シリアルステータスレジスタ（SCFSR）の RDFフラグまたは DRフラグが 1

にセットされたときの受信 FIFOデータフル割り込み（RXI）要求、SCFSRの

ERフラグが 1にセットされたときの受信エラー割り込み（ERI）要求、および

SCFSRの BRKフラグまたはラインステータスレジスタ（SCLSR）の ORER

フラグが 1にセットされたときのブレーク割り込み（BRI）要求の発生を許可／

禁止します。 

0：受信データフル割り込み（RXI）要求、受信エラー割り込み（ERI）要求、

およびブレーク割り込み（BRI）要求を禁止 

1：受信データフル割り込み（RXI）要求、受信エラー割り込み（ERI）要求、

およびブレーク割り込み（BRI）要求を許可* 

【注】* RXI割り込み要求の解除は、DRまたは RDFフラグの 1を読み出した

後、0にクリアするか、RIEビットを 0にクリアすることで行えます。

ERI、BRI割り込み要求の解除は、ER、BRK、または ORERフラグの

1を読み出した後、0にクリアするか、RIE、REIEビットを 0にクリ

アすることで行えます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 TE 0 R/W 送信イネーブル 

シリアル送信動作の開始を許可／禁止します。 

0：送信動作を禁止 

1：送信動作を許可* 

【注】* この状態で SCFTDRに送信データを書き込むとシリアル送信を開始

します。なお、TEビットを 1にセットする前に必ず SCSMRおよび

SCFCRの設定を行い、送信フォーマットを決定し、送信 FIFOをリ

セットてください。 

4 RE 0 R/W 受信イネーブル 

SCIFのシリアル受信動作の開始を許可／禁止します。 

0：受信動作を禁止*1 

1：受信動作を許可*2 

【注】*1 REビットを 0にクリアしても DR、ER、BRK、RDF、FER、PER、

ORERの各ビットは影響を受けず、状態を保持しますので注意して

ください。 

*2 この状態で調歩同期式モードの場合はスタートビットを、クロック

同期式モードの場合は同期クロック入力をそれぞれ検出すると、シ

リアル受信を開始します。なお、REビットを 1にセットする前に必

ずシリアルモードレジスタ（SCSMR）、FIFOコントロールレジス

タ（SCFCR）の設定を行い、受信フォーマットを決定し、受信 FIFO

をリセットしてください。 

3 REIE 0 R/W 受信エラーインタラプトイネーブル 

受信エラー割り込み（ERI）要求、ブレーク割り込み（BRI）要求の発生を許可

／禁止します。ただし、REIEビットの設定は RIEビットが 0のときのみ有効で

す。 

0：受信エラー割り込み（ERI）要求、ブレーク割り込み（BRI）要求を禁止 

1：受信エラー割り込み（ERI）要求、ブレーク割り込み（BRI）要求を許可* 

【注】* ERI、BRI割り込み要求の解除は、ER、BRK、または ORERフラグ

の 1を読み出した後、0にクリアするか、RIE、REIEビットを 0にク

リアすることで行えます。RIEを 0に設定しても、REIEを 1に設定

すれば、ERI、BRI割り込み要求は発生します。 

2 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1、0 CKE[1:0] 00 R/W クロックイネーブル 

SCIFのクロックソースの選択、および SCK端子からのクロック出力の許可／

禁止を設定します。CKE1ビットと CKE0ビットの組み合わせによって SCK端

子をシリアルクロック出力端子にするか、またはシリアルクロック入力端子に

するかが決まります。クロック同期式モードで同期クロック出力に設定する場

合は、SCSMRの C/Aビットを 1に設定してから CKE1、CKE0ビットを設定し

てください。 

• 調歩同期式モード 

00：内部クロック／SCK端子は入力端子（入力信号は無視） 

01：内部クロック／SCK端子はクロック出力 

（ビットレートの 16倍の周波数のクロックを出力） 

10：外部クロック／SCK端子はクロック入力 

（ビットレートの 16倍の周波数のクロックを入力） 

11：設定禁止 

• クロック同期式モード 

00：内部クロック／SCK端子は同期クロック出力 

01：内部クロック／SCK端子は同期クロック出力 

10：外部クロック／SCK端子は同期クロック入力 

11：設定禁止 

 

16.3.7 シリアルステータスレジスタ（SCFSR） 

SCFSRは、16ビットのレジスタです。上位 8ビットは受信 FIFOデータレジスタのデータの受信エラー数を、

下位 8ビットは SCIFの動作状態を示すステータスフラグを示します。 

SCFSRは常に CPUから読み出し／書き込みができます。ただし、ER、TEND、TDFE、BRK、RDF、DRの各ス

テータスフラグヘ 1を書き込むことはできません。また、これらを 0にクリアするためには、あらかじめ 1を読

み出しておく必要があります。さらに、ビット 3（FER）、およびビット 2（PER）は読み出し専用であり、書き

込むことはできません。パワーオンリセット、およびディープスタンバイモード時に初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R R R/(W)* R/(W)*

【注】 フラグをクリアするため、1を読み出した後に0を書き込むことのみ可能です。*

PER[3:0] FER[3:0] ER TEND TDFE BRK FER PER RDF DR
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 PER[3:0] 0000 R パリティエラー数 

受信 FIFOデータレジスタ（SCFRDR）に格納されている受信データでパリテ

ィエラーの発生しているデータ数を示します。 

SCFSRの ERビットがセットされた後、ビット 15～12で示される値がパリテ

ィエラー発生データ数を表示します。SCFRDRの 16バイト受信データすべて

がパリティエラーを伴う場合、PER3～PER0は 0を表示します。 

11～8 FER[3:0] 0000 R フレーミングエラー数 

受信 FIFOデータレジスタ（SCFRDR）に格納されている受信データでフレー

ミングエラーの発生しているデータ数を示します。 

SCFSRの ERビットがセットされた後、ビット 11～8で示される値がフレーミ

ングエラーの発生しているデータ数を表示します。SCFRDRの 16バイト受信

データすべてがフレーミングエラーを伴う場合、FER3～FER0は 0を表示しま

す。 

7 ER 0 R/(W)* 受信エラー 

フレーミングエラー、またはパリティを含むデータの受信時にパリティエラー

が発生したことを示します。*1 

0：受信中、または正常に受信を完了したことを表示 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット 

• ER＝1の状態を読み出した後、0を書き込んだとき 

1：受信時にフレーミングエラーまたはパリティエラーが発生したことを表示 

［セット条件］ 

• 1回のデータ受信の終わりで受信データの最後のストップビットが 1であるか

どうかをチェックし、ストップビットが 0の場合*2 

• 受信時の受信データとパリティビットを合わせた 1の数が、シリアルモードレ

ジスタ（SCSMR）の O/Eビットで指定した偶数パリティ／奇数パリティの設

定と一致しなかったとき 

【注】*1 SCSCRの REビットを 0にクリアしたときには、ERビットは影響

を受けず以前の状態を保持します。受信エラーが発生しても受信デ

ータは SCFRDRに転送され受信動作は継続します。SCFRDRから

読み出したデータに受信エラーが含まれるかどうかは、SCFSRの

FERビットと PERビットで判定できます。 

*2 2ストップモードのときは第 1ストップビットのみチェックされ、

第 2ストップビットはチェックされません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6 TEND 1 R/(W)* 送信エンド 

送信キャラクタの最後尾ビットの送信時に SCFTDRに有効なデータがなく、送

信を終了したことを示します。 

0：送信中であることを表示 

［クリア条件］ 

• SCFTDRへ送信データを書き込み、TEND=1の状態を読み出した後、TEND

フラグに 0を書き込んだとき* 

1：送信を終了したことを表示 

［セット条件］ 

• パワーオンリセット 

• SCSCRの TEビットが 0のとき 

• 1バイトのシリアル送信キャラクタの最後尾ビット送信時に SCFTDRに送信

データがないとき 

【注】* TXI割り込み要求により DMACで SCFTDRへデータのライトを行っ

た場合、送信終了フラグとして使用しないでください。 

5 TDFE 1 R/(W)* 送信 FIFOデータエンプティ 

送信 FIFOデータレジスタ（SCFTDR）から送信シフトレジスタ（SCTSR）に

データが転送され、SCFTDRのデータ数が FIFOコントロールレジスタ

（SCFCR）の TTRG1ビットと TTRG0ビットで指定した送信トリガデータ数

より少なくなり、SCFTDRへの送信データの書き込みが許可されることを示し

ます。 

0：SCFTDRに書き込んだ送信データ数が指定送信トリガ数より多いことを 

表示 

［クリア条件］ 

• TDFE＝1の状態を読み出した後、指定送信トリガ数より多いデータを

SCFTDRに書き込み、TDFEに 0を書き込んだとき 

• 送信 FIFOデータエンプティ割り込み（TXI）により DMACを起動し、指定送

信トリガ数より多いデータを SCFTDRに書き込んだとき 

1：SCFTDRに書き込んだ送信データ数が指定送信トリガ数以下であること*

を表示 

［セット条件］ 

• パワーオンリセット 

• 送信の結果 SCFTDRに書き込んだ送信データ数が指定送信トリガ数以下のと

き 

【注】* SCFTDRは 16バイトの FIFOレジスタであるため、TDFE＝1の状態

で書き込むことができるデータの最大数は「16から指定した送信トリ

ガ数を引いた数」になります。それ以上のデータを書き込もうとして

もデータは無視されます。SCFTDRのデータ数は SCFDRの上位 8ビ

ットで示されます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 BRK 0 R/(W)* ブレーク検出 

受信データにブレーク信号が検出されたことを示します。 

0：ブレーク信号なし 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット 

• BRK＝1の状態を読み出した後、BRKフラグに 0を書き込んだとき 

1：ブレーク信号を受信* 

［セット条件］ 

• フレーミングエラーを含むデータを受信し、引き続き 1フレーム長以上スペー

ス 0（ローレベル）の場合 

【注】* ブレークが検出されると、検出後 SCFRDRへの受信データ（H'00）

の転送は停止します。ブレークが終了し、受信信号がマーク 1になる

と、受信データの転送が再開します。 

3 FER 0 R フレーミングエラー表示 

調歩同期式モードで、受信 FIFOデータレジスタ（SCFRDR）から読み出した

データにフレーミングエラーがあったかどうかを表示します。 

0：次に SCFRDRから読み出す受信データにフレーミングエラーが発生しな

かったことを表示 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット 

• 次の SCFRDR読み出しデータにフレーミングエラーなし 

1：次に SCFRDRから読み出す受信データにフレーミングエラーが発生した

ことを表示 

［セット条件］ 

• 次の SCFRDR読み出しデータにフレーミングエラーあり 

2 PER 0 R パリティエラー表示 

調歩同期式モードで、受信 FIFOデータレジスタ（SCFRDR）から読み出した

データにパリティエラーがあったかどうかを表示します。 

0：次に SCFRDRから読み出す受信データにパリティエラーが発生しなかっ

たことを表示 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット 

• 次の SCFRDR読み出しデータにパリティエラーなし 

1：次に SCFRDRから読み出す受信データにパリティエラーが発生したこと

を表示 

［セット条件］ 

• 次の SCFRDR読み出しデータにパリティエラーあり 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 RDF 0 R/(W)* 受信 FIFOデータフル 

受信データが受信 FIFOデータレジスタ（SCFRDR）に転送され、SCFRDRの

データ数が FIFOコントロールレジスタ（SCFCR）の RTRG1ビットおよび

RTRG0ビットで指定した受信トリガ数より多くなったことを示します。 

0：SCFRDRの書き込まれた受信データ数が指定受信トリガ数より少ないこ

とを表示 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット 

• RDF＝1を読み出した後、SCFRDRの受信データ数が指定受信トリガ数より

少なくなるまで SCFRDRを読み出し、RDFに 0を書き込んだとき 

• DMACが SCFRDRの受信データ数が指定受信トリガ数より少なくなるまで

SCFRDRを読み出したとき 

1：SCFRDRの受信データ数が指定受信トリガ数以上であることを表示 

［セット条件］ 

• 指定受信トリガ数以上の受信データ数が SCFRDRに格納されるとき* 

【注】* SCFRDRは 16バイトの FIFOレジスタであるため、RDFが 1のとき

読み出すことができるデータの最大数は指定受信トリガ数となりま

す。SCFRDRのすべてのデータを読み出した後、さらに読み出しを続

けるとデータは不定になります。SCFRDRの受信データ数は SCFDR

の下位 8ビットで示されます。 

0 DR 0 R/(W)* 受信データレディ 

調歩同期式モードで、受信 FIFOデータレジスタ（SCFRDR）に指定受信トリ

ガ数より少ないデータを格納し、最後のストップビットから 15ETUの時間経過

後も次のデータが受信されないことを示します。クロック同期式モードに設定

した場合はセットされません。 

0：受信中であるか、正常に受信完了後 SCFRDRに受信データが残っていな

いことを表示 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット 

• DR=1の状態を読み出した後、SCFRDR内の受信データをすべて読み出し、0

を書き込んだとき 

• 受信 FIFOデータフル割り込み（RXI）により DMACを起動し、SCFRDR内

の受信データをすべて読み出したとき 

1：次の受信データが受信されていないことを表示 

［セット条件］ 

• 指定受信トリガ数未満のデータを SCFRDRが格納し、最後のストップビット

から 15ETUの時間経過*後も次のデータが受信されないとき 

【注】* 8ビット、1ストップビットのフォーマットの 1.5フレーム分に相当

します。（ETU：Element Time Unit：要素時間単位） 

【注】 * フラグをクリアするため、1を読み出した後に 0を書き込むことのみ可能です。  
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16.3.8 ビットレートレジスタ（SCBRR） 

SCBRRは、シリアルモードレジスタ（SCSMR）の CKS1、CKS0ビットで選択されるボーレートジェネレータ

の動作クロックとあわせて、シリアル送信／受信のビットレートを設定する 8ビットのレジスタです。 

SCBRRは、常に CPUによる読み出し／書き込みが可能です。SCBRRは、パワーオンリセット、およびディー

プスタンバイモード時に H'FFに初期化されます。なお、チャネルごとにボーレートジェネレータのコントロール

が独立していますので、8つのチャネルにはそれぞれ異なる値を設定することができます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W  

 

SCBRRの設定値は以下の計算式で求められます。 

【調歩同期式モード】 

N =
64 × 2       × B2n-1

Pφ
× 106 －1

 
 

【クロック同期式モード】 

N =
8 × 2        × B2n-1

Pφ
× 106 －1

 
 

B ：ビットレート（bit/s） 

N ：ボーレートジェネレータの SCBRRの設定値（0≦N≦255） 

（電気的特性を満足する設定値としてください） 

Pφ ：周辺モジュール用動作周波数（MHz） 

n ：ボーレートジェネレータ入力クロック（n＝0、1、2、3） 

（nとクロックの関係は、表 16.3を参照してください） 
 

表 16.3 SCSMRの設定 

SCSMRの設定値 n クロック 

CKS1 CKS0 

0 Pφ 0 0 

1 Pφ/4 0 1 

2 Pφ/16 1 0 

3 Pφ/64 1 1 
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調歩同期式モードのビットレート誤差は、以下の計算式で求められます。 
 

誤差（％）＝
（N+1）× B × 64 × 2 

-1    × 100
2n-1

Pφ×106

｛　　　　　　　　　　　　　　　｝

 
 

表 16.4に調歩同期式モードの SCBRRの設定例を、表 16.5にクロック同期式モードの SCBRRの設定例を示し

ます。 
 

表 16.4 ビットレートに対する SCBRRの設定例〔調歩同期式モード〕（1） 

Pφ（MHz） 

5 6 6.144 7.37288 

ビットレート 

(bit/s) 

n N 誤差 

(％) 

n N 誤差 

(％) 

n N 誤差 

(％) 

n N 誤差 

(％) 

110 2 88 －0.25 2 106 －0.44 2 108 0.08 2 130 －0.07 

150 2 64 0.16 2 77 0.16 2 79 0.00 2 95 0.00 

300 1 129 0.16 1 155 0.16 1 159 0.00 1 191 0.00 

600 1 64 0.16 1 77 0.16 1 79 0.00 1 95 0.00 

1200 0 129 0.16 0 155 0.16 0 159 0.00 0 191 0.00 

2400 0 64 0.16 0 77 0.16 0 79 0.00 0 95 0.00 

4800 0 32 －1.36 0 38 0.16 0 39 0.00 0 47 0.00 

9600 0 15 1.73 0 19 －2.34 0 19 0.00 0 23 0.00 

19200 0 7 1.73 0 9 －2.34 0 9 0.00 0 11 0.00 

31250 0 4 0.00 0 5 0.00 0 5 2.40 0 6 5.33 

38400 0 3 1.73 0 4 －2.34 0 4 0.00 0 5 0.00 
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表 16.4 ビットレートに対する SCBRRの設定例〔調歩同期式モード〕（2） 

Pφ（MHz） 

8 9.8304 10 12 

ビットレート 

(bit/s) 

n N 誤差 

(％) 

n N 誤差 

(％) 

n N 誤差 

(％) 

n N 誤差 

(％) 

110 2 141 0.03 2 174 －0.26 2 177 －0.25 2 212 0.03 

150 2 103 0.16 2 127 0.00 2 129 0.16 2 155 0.16 

300 1 207 0.16 1 255 0.00 2 64 0.16 2 77 0.16 

600 1 103 0.16 1 127 0.00 1 129 0.16 1 155 0.16 

1200 0 207 0.16 0 255 0.00 1 64 0.16 1 77 0.16 

2400 0 103 0.16 0 127 0.00 0 129 0.16 0 155 0.16 

4800 0 51 0.16 0 63 0.00 0 64 0.16 0 77 0.16 

9600 0 25 0.16 0 31 0.00 0 32 －1.36 0 38 0.16 

19200 0 12 0.16 0 15 0.00 0 15 1.73 0 19 －2.34 

31250 0 7 0.00 0 9 －1.70 0 9 0.00 0 11 0.00 

38400 0 6 －6.99 0 7 0.00 0 7 1.73 0 9 －2.34 

 

表 16.4 ビットレートに対する SCBRRの設定例〔調歩同期式モード〕（3） 

Pφ（MHz） 

12.288 14.7456 16 19.6608 

ビットレート 

(bit/s) 

n N 誤差 

(％) 

n N 誤差 

(％) 

n N 誤差 

(％) 

n N 誤差 

(％) 

110 2 217 0.08 3 64 0.70 3 70 0.03 3 86 0.31 

150 2 159 0.00 2 191 0.00 2 207 0.16 2 255 0.00 

300 2 79 0.00 2 95 0.00 2 103 0.16 2 127 0.00 

600 1 159 0.00 1 191 0.00 1 207 0.16 1 255 0.00 

1200 1 79 0.00 1 95 0.00 1 103 0.16 1 127 0.00 

2400 0 159 0.00 0 191 0.00 0 207 0.16 0 255 0.00 

4800 0 79 0.00 0 95 0.00 0 103 0.16 0 127 0.00 

9600 0 39 0.00 0 47 0.00 0 51 0.16 0 63 0.00 

19200 0 19 0.00 0 23 0.00 0 25 0.16 0 31 0.00 

31250 0 11 2.40 0 14 －1.70 0 15 0.00 0 19 －1.70 

38400 0 9 0.00 0 11 0.00 0 12 0.16 0 15 0.00 
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表 16.4 ビットレートに対する SCBRRの設定例〔調歩同期式モード〕（4） 

Pφ（MHz） 

20 24 24.576 28.7 

ビットレート 

(bit/s) 

n N 誤差 

(％) 

n N 誤差 

(％) 

n N 誤差 

(％) 

n N 誤差 

(％) 

110 3 88 －0.25 3 106 －0.44 3 108 0.08 3 126 0.31 

150 3 64 0.16 3 77 0.16 3 79 0.00 3 92 0.46 

300 2 129 0.16 2 155 0.16 2 159 0.00 2 186 －0.08 

600 2 64 0.16 2 77 0.16 2 79 0.00 2 92 0.46 

1200 1 129 0.16 1 155 0.16 1 159 0.00 1 186 －0.08 

2400 1 64 0.16 1 77 0.16 1 79 0.00 1 92 0.46 

4800 0 129 0.16 0 155 0.16 0 159 0.00 0 186 －0.08 

9600 0 64 0.16 0 77 0.16 0 79 0.00 0 92 0.46 

19200 0 32 －1.36 0 38 0.16 0 39 0.00 0 46 －0.61 

31250 0 19 0.00 0 23 0.00 0 24 －1.70 0 28 －1.03 

38400 0 15 1.73 0 19 －2.34 0 19 0.00 0 22 1.55 

 

表 16.4 ビットレートに対する SCBRRの設定例〔調歩同期式モード〕（5） 

Pφ（MHz） 

30 33 36 38 40 

ビット 

レート 

(bit/s) 
n N 誤差 

(％) 

n N 誤差 

(％) 

n N 誤差 

(％) 

n N 誤差 

(％) 

n N 誤差 

(％) 

110 3 132 0.13 3 145 0.33 3 159 -0.12 3 168 -0.19 3 177 -0.25 

150 3 97 -0.35 3 106 0.39 3 116 0.16 3 123 -0.24 3 129 0.16 

300 2 194 0.16 2 214 -0.07 2 233 0.16 2 246 0.16 3 64 0.16 

600 2 97 -0.35 2 106 0.39 2 116 0.16 2 123 -0.24 2 129 0.16 

1200 1 194 0.16 1 214 -0.07 1 233 0.16 1 246 0.16 2 64 0.16 

2400 1 97 -0.35 1 106 0.39 1 116 0.16 1 123 -0.24 1 129 0.16 

4800 0 194 0.16 0 214 -0.07 0 233 0.16 0 246 0.16 1 64 0.16 

9600 0 97 -0.35 0 106 0.39 0 116 0.16 0 123 -0.24 0 129 0.16 

19200 0 48 -0.35 0 53 -0.54 0 58 -0.69 0 61 -0.24 0 64 0.16 

31250 0 29 0.00 0 32 0.00 0 35 0.00 0 37 0.00 0 39 0.00 

38400 0 23 1.73 0 26 -0.54 0 28 1.02 0 30 -0.24 0 32 -1.36 

【注】 誤差は、なるべく 1％以内になるように設定してください。 
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表 16.5 ビットレートに対する SCBRRの設定例〔クロック同期式モード〕（1） 

Pφ（MHz） 

5 8 16 28.7 30 

ビットレート 

(bit/s) 

n N n N n N n N n N 

250 3 77 3 124 3 249     

500 3 38 2 249 3 124 3 223 3 233 

1k 2 77 2 124 2 249 3 111 3 116 

2.5k 1 124 1 199 2 99 2 178 2 187 

5k 0 249 1 99 1 199 2 89 2 93 

10k 0 124 0 199 1 99 1 178 1 187 

25k 0 49 0 79 0 159 1 71 1 74 

50k 0 24 0 39 0 79 0 143 0 149 

100k ― ― 0 19 0 39 0 71 0 74 

250k 0 4 0 7 0 15 ― ― 0 29 

500k ― ― 0 3 0 7 ― ― 0 14 

1M ― ―   0 3 ― ― ― ― 

2M       ― ― ― ― 

 

表 16.5 ビットレートに対する SCBRRの設定例〔クロック同期式モード〕（2） 

Pφ（MHz） 

33 36 38 40 

ビットレート 

(bit/s) 

n N n N n N n N 

250         

500 3 255 ― ―     

1k 3 128 3 140 3 147 3 155 

2.5k 2 205 2 224 2 237 2 249 

5k 2 102 2 112 2 118 2 124 

10k 1 205 1 224 1 237 1 249 

25k 1 82 1 89 1 94 1 99 

50k 0 164 0 179 0 189 0 199 

100k 0 82 0 89 0 94 0 99 

250k 0 32 0 35 0 37 0 39 

500k ― ― 0 17 0 18 0 19 

1M ― ― 0 8 ― ― 0 9 

2M ― ― ― ― ― ― 0 4 
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【記号説明】 

 空欄 ：設定できません。または、通信相手にかかわらず本 LSI自身の電気的特性を満たすことができません。 

 － ：設定可能ですが誤差がでます。 

 

表 16.6にボーレートジェネレータを使用する場合の調歩同期式モードの各周波数における最大ビットレートを

示します。また、表 16.7と表 16.8に外部クロック入力（tScyc＝12tpcyc時*）の最大ビットレートを示します。 

【注】 * 本 LSIと通信相手先の電気的特性を満足することを確認してください。 

 

表 16.6 ボーレートジェネレータを使用する場合の各周波数における最大ビットレート（調歩同期式モード） 

設定値 Pφ（MHz） 最大ビットレート（bit/s） 

n N 

5 156250 0 0 

8 250000 0 0 

9.8304 307200 0 0 

12 375000 0 0 

14.7456 460800 0 0 

16 500000 0 0 

19.6608 614400 0 0 

20 625000 0 0 

24 750000 0 0 

24.576 768000 0 0 

28.7 896875 0 0 

30 937500 0 0 

33 1031250 0 0 

36 1125000 0 0 

38 1187500 0 0 

40 1250000 0 0 
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表 16.7 外部クロック入力時の最大ビットレート（調歩同期式モード） 

Pφ（MHz） 外部入力クロック（MHz） 最大ビットレート（bit/s） 

5 1.2500 78125 

8 2.0000 125000 

9.8304 2.4576 153600 

12 3.0000 187500 

14.7456 3.6864 230400 

16 4.0000 250000 

19.6608 4.9152 307200 

20 5.0000 312500 

24 6.0000 375000 

24.576 6.1440 384000 

28.7 7.1750 448436 

30 7.5000 468750 

33 8.2500 515625 

36 9.0000 562500 

38 9.5000 593750 

40 10.0000 625000 

  

表 16.8 外部クロック入力時の最大ビットレート（クロック同期式モード、tScyc＝12tpcyc時） 

Pφ（MHz） 外部入力クロック（MHz） 最大ビットレート（bit/s） 

5 0.4166 416666.6 

8 0.6666 666666.6 

16 1.3333 1333333.3 

24 2.0000 2000000.0 

28.7 2.3916 2391666.6 

30 2.5000 2500000.0 

33 2.7500 2750000.0 

36 3.0000 3000000.0 

38 3.1666 3166666.6 

40 3.3333 3333333.3 

 



 

16. FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF） 

16-24  R01UH0025JJ0300  Rev.3.00 

  2010.09.15 

SH7261グループ

16.3.9 FIFOコントロールレジスタ（SCFCR） 

SCFCRは、送信 FIFOデータレジスタおよび受信 FIFOデータレジスタのデータ数のリセット、トリガデータ数

の設定を行うレジスタです。また、ループバックテストの許可ビットを含んでいます。 

SCFCRは、常に CPUによる読み出し／書き込みが可能です。SCFCRは、パワーオンリセット、およびディー

プスタンバイモード時に H'0000に初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W

- - - - - - - - RTRG[1:0] TTRG[1:0] - TFRST RFRST LOOP

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7、6 RTRG[1:0] 00 R/W 受信 FIFOデータ数トリガ 

シリアルステータスレジスタ（SCFSR）の RDFフラグをセットする基準とな

る受信データ数（指定受信トリガ数）を設定します。受信 FIFOデータレジスタ

（SCFRDR）に格納された受信データ数が以下に示す設定トリガ数以上になっ

たとき RDFフラグは 1にセットされます。 

• 調歩同期式モード 

00：1 

01：4 

10：8 

11：14 

• クロック同期式モード 

00：1 

01：2 

10：8 

11：14 

【注】クロック同期式モードのとき、DMACにより受信データを転送する場合、

受信トリガ数を 1に設定してください。1以外に設定した場合、CPUに

より SCFRDRに残っている受信データを読み出す必要があります。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5、4 TTRG[1:0] 00 R/W 送信 FIFOデータ数トリガ 

シリアルステータスレジスタ（SCFSR）の TDFEフラグをセットする基準とな

る送信データ数（指定送信トリガ数）を設定します。送信 FIFOデータレジスタ

（SCFTDR）に格納された送信データ数が以下に示す設定トリガ数以下になっ

たとき TDFEフラグは 1にセットされます。 

00：8（8）* 

01：4（12）* 

10：2（14）* 

11：0（16）* 

【注】* （ ）内の数値は TDFEフラグが 1にセットされるときの SCFTDR

レジスタの空きバイト数を意味します。 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 TFRST 0 R/W 送信 FIFOデータレジスタリセット 

送信 FIFOデータレジスタ内の送信データを無効にし、データが空の状態にリセ

ットします。 

0：リセット動作を禁止* 

1：リセット動作を許可 

【注】* パワーオンリセット時にはリセット動作が行われます。 

1 RFRST 0 R/W 受信 FIFOデータレジスタリセット 

受信 FIFOデータレジスタ内の受信データを無効にし、データを空の状態にリセ

ットします。 

0：リセット動作を禁止* 

1：リセット動作を許可 

【注】* パワーオンリセット時にはリセット動作が行われます。 

0 LOOP 0 R/W ループバックテスト 

送信出力端子（TxD）と受信入力端子（RxD）を内部で接続しループバックテス

トを許可します。 

0：ループバックテストを禁止 

1：ループバックテストを許可 
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16.3.10 FIFOデータ数レジスタ（SCFDR） 

SCFDRは、送信 FIFOデータレジスタ（SCFTDR）と受信 FIFOデータレジスタ（SCFRDR）に格納されている

データ数を示します。 

上位 8ビットで SCFTDRの送信データ数を、下位 8ビットで SCFRDRの受信データ数を示します。SCFDRは、

常にCPUから読み出しが可能です。SCFDRは、パワーオンリセット、およびディープスタンバイモード時にH'0000

に初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

- - - T[4:0] - - - R[4:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～13 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12～8 T[4:0] 00000 R SCFTDRに格納された未送信データ数を示します。 

H'00は送信データがないことを、H'10は送信データのすべてが SCFTDRに格

納されていることを示します。 

7～5 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4～0 R[4:0] 00000 R SCFRDRに格納された受信データ数を示します。 

H'00は受信データがないことを、H'10は受信データのすべてが SCFRDR格納

されていることを示します。 

 

16.3.11 シリアルポートレジスタ（SCSPTR） 

SCSPTRは、SCIFの端子にマルチプレクスされたポートの入出力およびデータを制御します。ビット 3、2で

SCK端子に対して、データの読み出しおよび出力データを書き込むことができます。ビット 1、0によって RxD

端子から入力データを読み出し、TxD端子へ出力データを書き込むことができ、シリアル送受信のブレークを制

御します。 

SCSPTRは、常に CPUによる読み出し／書き込みが可能です。SCSPTRは、パワーオンリセット、およびディ

ープスタンバイモード時に H'0050に初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0
R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

- - - - - - - - - - - - SCKIO SCKDT SPB2IOSPB2DT

 
 



 

16. FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF） 

R01UH0025JJ0300  Rev.3.00  16-27 

2010.09.15  

 

SH7261グループ 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

5 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

3 SCKIO 0 R/W SCKポート入出力 

シリアルポートの SCK端子の入出力を指定します。実際に SCK端子をポート

出力端子として SCKDTビットで設定した値を出力する場合は、SCSCRの

CKE1、CKE0ビットを 0に設定してください。 

0：SCK端子に SCKDTビットの値を出力しない 

1：SCK端子に SCKDTビットの値を出力する 

2 SCKDT 不定 R/W SCKポートデータ 

シリアルポートの SCK端子の入出力データを指定します。入力か出力かは

SCKIOビットで指定します。出力の場合、SCKDTビットの値が SCK端子に

出力されます。SCKIOビットの値にかかわらず、SCKDTビットからは SCK

端子の値が読み出されます。ただし PFCで SCK入出力に設定しておく必要が

あります。 

0：入出力データがローレベル 

1：入出力データがハイレベル 

1 SPB2IO 0 R/W シリアルポートブレーク入出力 

シリアルポートの TxD端子の出力条件を指定します。実際に TxD端子をポー

ト出力端子として SPB2DTビットで設定した値を出力する場合は、SCSCRの

TEビットを 0に設定してください。 

0：TxD端子に SPB2DTビットの値を出力しない 

1：TxD端子に SPB2DTビットの値を出力する 

0 SPB2DT 不定 R/W シリアルポートブレークデータ 

シリアルポートの RxD端子の入力データおよび TxD端子の出力データを指定

します。入力か出力かは SPB2IOビットで指定します。TxD端子を出力に設定

した場合、SPB2DTビットの値が TxD端子に出力されます。SPB2IOビットの

値にかかわらず、SPB2DTビットからは RxD端子の値が読み出されます。た

だし PFCで RxD入力、TxD出力に設定しておく必要があります。 

0：入出力データがローレベル 

1：入出力データがハイレベル 
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16.3.12 ラインステータスレジスタ（SCLSR） 

SCLSRは、常に CPUから読み出し／書き込みが可能です。ただし、ORERのステータスフラグヘ 1を書き込む

ことはできません。0にクリアするためには、あらかじめ 1を読み出しておく必要があります。 

SCLSRは、パワーオンリセット、およびディープスタンバイモード時に H'0000に初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/(W)*

【注】 フラグをクリアするため、1を読み出した後に0を書き込むことのみ可能です。*

- - - - - - - - - - - - - - - ORER

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 ORER 0 R/(W)* オーバランエラー 

受信時にオーバランエラーが発生して異常終了したことを示します。 

0：受信中、または正常に受信を完了したことを表示*1 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット 

• ORER＝1の状態を読み出した後、0を書き込んだとき 

1：受信時にオーバランエラーが発生したことを表示*2 

［セット条件］ 

• 受信 FIFOにいっぱいの 16バイトのデータが受信された状態で次のシリアル

受信を完了したとき 

【注】*1 シリアルコントロールレジスタ（SCSCR）の REビットを 0にクリ

アしたときには、ORERフラグは影響を受けず以前の状態を保持し

ます。 

*2 受信 FIFOデータレジスタ（SCFRDR）ではオーバランエラーが発

生する前の受信データを保持し、後から受信したデータが失われま

す。さらに、ORER=1にセットされた状態で、以降のシリアル受信

を続けることはできません。 
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16.4 動作説明 

16.4.1 概要 

SCIFは、キャラクタ単位で同期をとりながら通信する調歩同期式モードと、クロックパルスにより同期をとり

ながら通信するクロック同期式モードの 2方式でシリアル通信ができます。 

送信／受信のそれぞれに 16段の FIFOバッファを内蔵しており、CPUのオーバヘッドを減らし、高速連続通信

が可能です。送受信フォーマットの選択は、シリアルモードレジスタ（SCSMR）で行います。これを表 16.9に示

します。また、SCIFのクロックソースは、シリアルコントロールレジスタ（SCSCR）の CKE1、CKE0の組み合

わせで決まります。これを表 16.10に示します。 
 

（1） 調歩同期式モード 

• データ長：7ビット／8ビットから選択可能 

• パリティの付加および1ビット／2ビットのストップビットの付加を選択可能 

（これらの組み合わせにより送信／受信フォーマット、およびキャラクタ長を決定） 

• 受信時にフレーミングエラー、パリティエラー、受信FIFOデータフル、オーバランエラー、受信データレデ

ィ、およびブレークの検出が可能 

• 送受信FIFOレジスタそれぞれの格納データ数を表示 

• SCIFのクロックソース：内部クロック／外部クロックから選択可能 

内部クロックを選択した場合：SCIFはボーレートジェネレータのクロックで動作 

外部クロックを選択した場合：ビットレートの16倍の周波数のクロックを入力することが必要  

（内蔵ボーレートジェネレータを使用しない） 

 

（2） クロック同期式モード 

• 送信／受信フォーマット：8ビットデータ固定 

• 受信時にオーバランエラーの検出可能 

• SCIFのクロックソース：内部クロック／外部クロックから選択可能 

内部クロックを選択した場合：SCIFはボーレートジェネレータのクロックで動作し、同期クロックを外部へ

出力 

外部クロックを選択した場合：内部ボーレートジェネレータを使用せず、入力された同期クロックで動作 
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表 16.9 SCSMRの設定値と SCIF送信／受信フォーマット 

SCSMR SCIF送信／受信フォーマット 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 3 

C/A CHR PE STOP 

モード 

データ長 パリティ 

ビット 

ストップ 

ビット長 

0 1ビット 0 

1 

なし 

2ビット 

0 1ビット 

0 

1 

1 

調歩同期式モード 8ビット 

あり 

2ビット 

0 1ビット 0 

1 

なし 

2ビット 

0 1ビット 

0 

1 

1 

1 

 7ビット 

あり 

2ビット 

1 x x x クロック同期式モード 8ビット なし なし 

【記号説明】 x：Don't care 

 

表 16.10 SCSMR、SCSCRの設定値と SCIFのクロックソースの選択 

SCSMR SCSCR 

ビット 7 ビット 1 ビット 0

C/A CKE1 CKE0 

モード クロック

ソース 

SCK端子の機能 

0 SCIFは SCK端子を使用しません 0 

1 

内部 

ビットレートの 16倍の周波数のクロックを出力 

0 外部 ビットレートの 16倍の周波数のクロックを入力 

0 

1 

1 

調歩同期式モード 

設定禁止 

0 x 内部 同期クロックを出力 

0 外部 同期クロックを入力 

1 

1 

1 

クロック同期式モード 

設定禁止 

【記号説明】 x：Don't care 
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16.4.2 調歩同期式モード時の動作 

調歩同期式モードは、通信開始を意味するスタートビットと通信終了を意味するストップビットとをデータに

付加したキャラクタを送信／受信し、1キャラクタ単位で同期をとりながらシリアル通信を行うモードです。 

SCIF内部では、送信部と受信部は独立していますので、全二重通信を行うことができます。また、送信部と受

信部がともに 16段の FIFOバッファ構造になっていますので、送信／受信中にデータの読み出し／書き込みがで

きるので、連続送信／受信が可能です。 

調歩同期式シリアル通信の一般的なフォーマットを図 16.2に示します。 

調歩同期式シリアル通信では、通信回線は通常、マーク状態（ハイレベル）に保たれています。SCIFは通信回

線を監視し、スペース（ローレベル）になったところをスタートビットとみなしてシリアル通信を開始します。 

シリアル通信の 1キャラクタは、スタートビット（ローレベル）から始まり、データ（LSBファースト：最下

位ビットから）、パリティビット（ハイ／ローレベル）、最後にストップビット（ハイレベル）の順で構成され

ています。 

調歩同期式モードでは、SCIFは受信時にスタートビットの立ち下がりエッジで同期化を行います。また SCIF

は、データを 1ビット期間の 16倍の周波数のクロックの 8番目でサンプリングしますので、各ビットの中央で通

信データが取り込まれます。 

0

1

D0 D1 D3 D4 D5 D6D2 0/1 1 1

1

D7

1ビット

スタート
ビット

シリアル
データ

パリティ
ビット

ストップビット

アイドル状態(マーク状態)

1ビット
または
なし

1ビット
または
2ビット

7ビットまたは8ビット

送信／受信データ

通信データの1単位（キャラクタまたはフレーム）

（LSB） （MSB）

 

図 16.2 調歩同期式通信のデータフォーマット 

（8ビットデータ／パリティあり／2ストップビットの例） 

 



 

16. FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF） 

16-32  R01UH0025JJ0300  Rev.3.00 

  2010.09.15 

SH7261グループ

（1） 送信／受信フォーマット 

設定可能な送信／受信フォーマットを、表 16.11に示します。 

送信／受信フォーマットは 8種類あり、シリアルモードレジスタ（SCSMR）の設定により選択できます。 
 

表 16.11 シリアル送信／受信フォーマット（調歩同期式モード） 

SCSMRの設定

CHR PE STOP

0 0 0 START 8ビットデータ STOP

0

1

1

1

1 0 0

1 0

1

1

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

シリアル送信／受信フォーマットとフレーム長

START 8ビットデータ STOP STOP

START 8ビットデータ P STOP

START 8ビットデータ P STOP STOP

START 7ビットデータ STOP

START 7ビットデータ STOP STOP

START 7ビットデータ P STOP

START 7ビットデータ P STOP STOP
 

【記号説明】 

 START ：スタートビット 

 STOP ：ストップビット 

 P ：パリティビット 

 

（2） クロック 

SCIFの送受信クロックは、SCSMRの C/Aビットおよびシリアルコントロールレジスタ（SCSCR）の CKE1、

CKE0ビットの設定により、内蔵ボーレートジェネレータの生成した内部クロックまたは SCK端子から入力され

た外部クロックの 2種類から選択できます。SCIFのクロックソースの選択については表 16.10を参照してくださ

い。 

外部クロックを SCK端子に入力する場合には、使用するビットレートの 16倍の周波数のクロックを入力して

ください。 

内部クロックで動作させるとき、SCK端子からクロックを出力することができます。このとき出力されるクロ

ックの周波数はビットレートの 16倍の周波数です。 
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（3） データの送信／受信動作 

• SCIF初期化（調歩同期式モード） 

データの送信／受信前には、まずシリアルコントロールレジスタ（SCSCR）のTEビットおよびREビットを0

にクリアした後、以下の順でSCIFを初期化してください。 

動作モードの変更、通信フォーマットの変更などの場合には、必ずTEビットおよびREビットを0にクリアし

てから次の手順で変更を行ってください。TEビットを0にクリアすると、送信シフトレジスタ（SCTSR）は

初期化されます。しかし、TEビットとREビットを0にクリアしても、シリアルステータスレジスタ（SCFSR）、

送信FIFOデータレジスタ（SCFTDR）、受信FIFOデータレジスタ（SCFRDR）は初期化されず、それらの内

容は保持されますのでご注意ください。TEビットの0クリアは、送信データをすべて送信し、SCFSRのTEND

フラグがセットされた後に行ってください。TEビットは送信中でも0クリア可能ですが、送信データは0クリ

アした後、マーク状態になります。また再度TEビットを1にセットして送信開始する前にSCFCRのTFRSTビ

ットを1にセットしてSCFTDRをリセットしてください。 

外部クロックを使用している場合には、動作が不確実になりますので、初期化を含めた動作中にクロックを

止めないでください。図16.3にSCIFの初期化フローチャートの例を示します。 

SCSCRのTE、REビットを0にクリア

初期化

シリアルモードレジスタ（SCSMR）に送信／
受信フォーマットを設定します。

（2）

シリアルコントロールレジスタ（SCSCR）に
クロック選択を設定してください。なお、TIE、
RIE、TE、REビットは必ず0を設定してください。

（1）

ビットレートレジスタ（SCBRR）にビットレート
に対応する値を書き込みます。ただし、外部クロッ
クを使用する場合には必要ありません。

（3）

使用する外部端子のPFC設定を行います。
受信時にはRxD入力、送信時にはTxD出力になる
ように設定します。
なお、調歩同期式モードでCKE[1:0]が00の場合は
SCK端子の設定は不要です。

（4）

シリアルコントロールレジスタ（SCSCR）のTE
ビットまたはREビットを1にセットします。
また、TIE、RIE、REIEビットを設定してください。
TE、REビットを設定することによりTxD、RxD
端子が使用可能になります。
送信時にはマーク状態となり、受信時には
スタートビット待ちのアイドル状態になります
内部クロック出力設定の場合、この時点でSCK端
子からクロックが出力され始めます。

（5）

（2）

（1）

（3）

（5）

（4）

SCFCRのTFRST、RFRSTビットを1にセット

SCSCRのCKE[1:0]ビットを設定
（TIE、RIE、TE、REビットは0）

SCSMRに送信／受信フォーマットを設定

SCFSRのER、DR、BRK、SCLSRの
各フラグを読み出した後0書き込みでクリア

SCBRRに値を設定

SCFCRのRTRG[1:0]、TTRG[1:0]ビットを
設定しTFRST、RFRSTビットを0にクリア

SCSCRのTE、REビットを1にセット、
およびTIE、RIE、REIEビットを設定

使用する外部端子のPFC設定
SCK、TxD、RxD

終了  

図 16.3 SCIF初期化フローチャートの例 
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• シリアルデータ送信（調歩同期式モード） 

図16.4にシリアル送信のフローチャートの例を示します。 

SCIFの送信を可能にした後、シリアルデータ送信は以下の手順に従い行ってください。 

SCFSRのTDFEビットを読み出し

SCFSRのTENDビットを読み出し

送信開始 SCIFの状態を確認して、送信データを書き込み：
シリアルステータスレジスタ（SCFSR）を読み出して、
TDFEフラグが1であることを確認した後、送信FIFO 
データレジスタ（SCFTDR）に送信データを書き込み、
TDFEフラグとTENDフラグの1を読み出した後、
これらのフラグを0にクリアします。書き込み可能な
送信データ数は16-(送信トリガ設定数)になります。

シリアル送信の継続手順：
シリアル送信を続けるときには、必ずTDFEフラグの1を
読み出して書き込み可能であることを確認した後に
SCFTDRにデータを書き込み、続いてTDFEビットを0に
クリアしてください。

シリアル送信時にブレーク出力：
シリアル送信時にブレークを出力するときには、シリア
ルポートレジスタ（SCSPTR）のSPB2DTビットを0に
クリアし、SPB2IOビットを1にセットした後に、シリア
ルコントロールレジスタ（SCSCR）のTEビットを0に
クリアします。

（1）

（2）

（3）

（1）

（2）

（3）

SCFTDRに送信データを書き込み、
SCFSRのTDFEとTENDフラグの

1を読み出した後、0にクリア

SPB2DTを0にクリア
SPB2IOを1にセット

SCSCRのTEビットを0にクリア

TDFE＝1？

全データ送信？

TEND＝1？

ブレーク出力？

No

No

No

Yes

Yes

Yes

No

Yes

送信完了

なお、ステップ（1）（2）において、FIFOデータレジスタ
（SCFDR）の上位8ビットで示されるSCFTDRの送信データ
バイト数により、書き込み可能なデータバイト数を確認する
ことができます。

 

図 16.4 シリアル送信のフローチャートの例 
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SCIFは、シリアル送信時には以下のように動作します。 

1. SCIFは、送信FIFOデータレジスタ（SCFTDR）にデータが書き込まれると、SCFTDRから送信シフトレジス

タ（SCTSR）にデータを転送します。送信データをSCFTDRに書き込む前に、シリアルステータスレジスタ

（SCFSR）のTDFEフラグが1にセットされていることを確認してください。書き込み可能な送信データバイ

ト数は（16－送信トリガ設定数）です。 

2. SCFTDRからSCTSRヘデータを転送し、送信を開始すると、SCFTDRの送信データがなくなるまで連続して

送信動作を実行します。SCFTDRの送信データバイト数がFIFOコントロールレジスタ（SCFCR）で設定した

送信トリガ数以下になると、TDFEフラグがセットされます。このとき、シリアルコントロールレジスタ

（SCSCR）のTIEビットが1にセットされていると送信FIFOデータエンプティ割り込み（TXI）要求を発生し

ます。 

シリアル送信データは、以下の順にTxD端子から送り出されます。 

（a）スタートビット ：1ビットの0が出力されます。 

（b）送信データ ：8ビットまたは7ビットのデータがLSBから順に出力されます。 

（c）パリティビット ：1ビットのパリティビット（偶数パリティ、または奇数パリティ）が出力されます 

（なお、パリティビットを出力しないフォーマットも選択できます）。 

（d）ストップビット ：1ビットまたは2ビットの1（ストップビット）が出力されます。 

（e）マーク状態 ：次の送信を開始するスタートビットを送り出すまで1を出力し続けます。 

3. SCIFは、ストップビットを送出するタイミングでSCFTDR送信データをチェックします。データがあると、

SCFTDRからSCTSRにデータを転送し、ストップビットを送り出した後、次フレームのシリアル送信を開始

します。 

 

調歩同期式モードでの送信時の動作例を図16.5に示します。 

TXI割り込み処理ルーチンでSCFTDRに
データを書き込み、TDFEフラグの1を
読み取った後、0にクリア

TDFE

0 0/1 1

1 1

D0 D1 D7 0 0/1 1D0 D1 D7

TEND

TXI割り込み
要求の発生

TXI割り込み
要求の発生

1フレーム

スタート
ビット

シリアル
データ

スタート
ビットデータ データパリティ

ビット
ストップ
ビット

パリティ
ビット

ストップ
ビット

アイドル状態
（マーク状態）

 

図 16.5 送信時の動作例（8ビットデータ／パリティあり／1ストップビットの例） 
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• シリアルデータ受信（調歩同期式モード） 

図16.6、図16.7にシリアル受信フローチャートの例を示します。 

SCIFの受信を可能に設定した後、シリアルデータ受信は次の手順に従い行ってください。 

SCFSRのER、DR、BRK、SCLSRの
ORERフラグを読み出し

SCFSRのRDFフラグを読み出し

SCSCRのREビットを0にクリア

受信開始

エラー処理

受信エラー処理とブレークの検出：
受信エラーが発生したときには、シリアル
ステータスレジスタ（SCFSR）のDR、ER、
BRK、ラインステータスレジスタ（SCLSR）
のORERの各フラグを読み出してエラーを
判定し、所定のエラー処理を行った後、DR、
ER、BRK、ORERの各フラグをすべて0に
クリアしてください。また、フレーミング
エラー時にRxD端子の値を読み出すことで
ブレークの検出ができます。

SCIFの状態を確認して受信データを読み出し：
シリアルステータスレジスタ（SCFSR）を
読み出して、RDF＝1であることを確認した
後、受信FIFOデータレジスタ（SCFRDR）
の受信データを読み出し、RDFフラグの1を
読み出した後、RDFフラグを0にクリアしま
す。RDFフラグが0から1に変化したことは、
RXI割り込みによって知ることができます。

シリアル受信の継続手順：
シリアル受信を続けるときには、少なくとも
SCFRDRから受信データバイトの受信トリガ
設定数を読み出し、RDFフラグから1を読み出
した後、RDFフラグを0にクリアします。
SCFRDRの受信データバイト数はSCFDRの
下位ビットを読み出すことによって確認でき
ます。

（1）

（2）

（3）

（1）

（2）

（3）

SCFRDRの受信データを読み出し、
SCFSRのRDFフラグを0にクリア

ER or 
DR or BRK or ORER

＝1？

RDF＝1？

全数受信？

No

No

No

Yes

Yes

Yes

受信終了  

図 16.6 シリアル受信のフローチャートの例（1） 
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オーバランエラー処理

ブレーク処理

SCFRDRの受信データの読み出し

SCFSRのDR、ER、BRKを0にクリア
SCLSRのORERフラグを0にクリア

エラー処理

終了

受信FIFOデータレジスタ（SCFRDR）から読み出した
受信データにフレーミングエラー、パリティエラーが発生し
ているかどうかは、シリアルステータスレジスタ（SCFSR）
のFER、PERビットで知ることができます。

ORER＝1？

BRK＝1？

DR＝1？

No

Yes

No

Yes

No

Yes

受信エラー処理

ER＝1？
No

Yes

ブレーク信号の受信時、BRKフラグがセットされている場合、
受信データはSCFRDRに転送されません。ただし、SCFRDRの
最後尾のデータはH'00で、フレーミングエラーが発生した
ブレークデータが格納されることに注意してください。

 

図 16.7 シリアル受信のフローチャートの例（2） 
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SCIFは受信時に以下のように動作します。 

1. SCIFは通信回線を監視し、スタートビットの0を検出すると内部を同期化し、受信を開始します。 

2. 受信したデータをSCRSRのLSBからMSBの順に格納します。 

3. パリティビットおよびストップビットを受信します。 

受信後、SCIFは以下のチェックを行います。 

（a）ストップビットチェック：ストップビットが1であるかをチェックします。ただし、2ストップビットの

場合、1ビット目のストップビットのみをチェックします。 

（b）受信データを受信シフトレジスタ（SCRSR）からSCFRDRに転送できる状態であるかをチェックします。 

（c）オーバランエラーチェック：オーバランエラーが発生していないことを示すORERフラグが0であるか

どうかをチェックします。 

（d）ブレークチェック：ブレーク状態がセットされていないことを示すBRKフラグが0であるかどうかをチ

ェックします。 

以上のチェックがすべてパスしたとき、SCFRDRに受信データが格納されます。 

【注】 パリティエラー、フレーミングエラーが発生しても受信動作を続けます。 

 

4. RDFまたはDRフラグが1になったとき、SCSCRのRIEビットが1にセットされていると、受信FIFOデータフル

割り込み（RXI）要求を発生します。また、ERフラグが1になったとき、SCSCRのRIEビットまたはREIEビッ

トが1にセットされていると、受信エラー割り込み（ERI）要求を発生します。さらに、BRKフラグまたはORER

フラグが1になったとき、SCSCRのRIEビットまたはREIEビットが1にセットされていると、ブレーク受信割

り込み（BRI）要求を発生します。 

 

調歩同期式モード受信時の動作例を図16.8に示します。 

RXI割り込み処理ルーチンで
データを読み出し、RDFフラグ
の1を読み出した後、0にクリア

RDF

0 0/1 1

1 1

D0 D1 D7 0 0/1 1D0 D1 D7

FER

RXI割り込み
要求の発生

受信エラーで
ERI割り込み
要求の発生

1フレーム

スタート
ビット

シリアル
データ

スタート
ビットデータ データパリティ

ビット
ストップ
ビット

パリティ
ビット

ストップ
ビット

アイドル状態
（マーク状態）

 

図 16.8 SCIFの受信時の動作例 （8ビットデータ／パリティあり／1ストップビットの例） 
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16.4.3 クロック同期式モード時の動作 

クロック同期式モードは、クロックパルスに同期してデータを送信／受信するモードで、高速シリアル通信に

適しています。 

SCIF内部では、送信部と受信部は独立していますので、クロックを共有することで全二重通信ができます。ま

た、送信部と受信部がともに 16段の FIFOバッファ構造になっていますので、送信／受信中にデータの読み出し

／書き込みができ、連続送信／受信が可能です。 

クロック同期式シリアル通信の一般的なフォーマットを図 16.9に示します。 

同期
クロック

シリアル
データ

ビット0 ビット1 ビット2 ビット3 ビット4 ビット5 ビット6 ビット7

* *

LSB MSB

Don't careDon't care

【注】*　連続送信／受信のとき以外はハイレベル

通信データの1単位（キャラクタまたはフレーム）

 

図 16.9 クロック同期式通信のデータフォーマット 

 

クロック同期式シリアル通信では、通信回線のデータは同期クロックの立ち下がりから次の立ち下がりまで出

力されます。また、同期クロックの立ち上がりでデータの確定が保証されます。 

シリアル通信の 1キャラクタは、データの LSBから始まり最後にMSBが出力されます。MSB出力後の通信回

線の状態はMSBの状態を保ちます。 

クロック同期式モードでは、SCIFは同期クロックの立ち上がりに同期してデータを受信します。 
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（1） 送信／受信フォーマット 

8ビットデータ固定です。 

パリティビットの付加はできません。 
 

（2） クロック 

SCSMRの C/Aビットと SCSCRの CKE1、CKE0ビットの設定により内蔵ボーレートジェネレータの生成した

内部クロック、または SCK端子から入力された外部同期クロックの 2種類から選択できます。 

内部クロックで動作させるとき、SCK端子から同期クロックが出力されます。同期クロックは 1キャラクタの

送受信で 8パルス出力され、送信／受信を行わないときにはハイレベルに固定されます。受信動作のみの場合、

内部クロックを選択すると SCSCRの REビットが 1の間、受信 FIFO内データ数が受信トリガ設定数に達するま

でクロックパルスが出力されます。 
 

（3） データの送信／受信動作 

• SCIFの初期化（クロック同期式モード） 

データの送信／受信前にシリアルコントロールレジスタ（SCSCR）のTE、REビットを0にクリアした後、以

下の手順でSCIFを初期化してください。 

モードの変更、通信フォーマットの変更などの場合には必ず、TE、およびREビットを0にクリアしてから下

記手順で変更してください。TEビットを0にクリアすると送信シフトレジスタ（SCTSR）が初期化されます。

REビットを0にクリアしてもRDF、PER、FER、ORERの各フラグ、および受信データレジスタ（SCRDR）の

内容は保持されますので注意してください。 
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図 16.10に SCIFの初期化フローチャートの例を示します。 

SCSCRのTE、REビットを0にクリア

初期化

（1）

（1）

（3）CKE[1:0]を設定します。

（2）

（4）

（6）

（2）

（3）

（4）

（6）

（5）

SCFCRのTFRST、RFRSTビットを
1にセットし、FIFOバッファをクリア

SCFSRのER、DR、BRK、SCLSRの
各フラグを読み出した後0書き込みでクリア

SCSMRに送信／受信フォーマットを設定

SCSCRのCKE[1:0]を設定
（TE、RE、TIE、RIEビットは0）

SCBRRに値を設定

SCFCRのRTRG[1:0]、TTRG[1:0]を設定し、
TFRST、RFRSTビットを0にクリア

SCSCRのTE、REビットを1にセット、
およびTIE、RIE、REIEビットを設定

終了

初期化終了の直前まで、TE、REビットは０にしてください。

SCSCRのTEビットまたはREビットを１にセットします。
またTIE、RIE、REIEビットを設定してください。この時点で
TxD、RxD、SCK端子が使用可能になります。
送信時にTxD端子はマーク状態となります。
クロック同期式モード受信でかつ、同期クロック出力（クロック
マスタ）設定の場合、この時点でSCK端子からクロックが出力
され始めます。

ビットレートレジスタ（SCBRR）にビットレートに対応する
値を書き込みます。ただし、外部クロックを使用する場合には
必要ありません。

SCSMRに送信／受信フォーマットを設定します。

使用する外部端子のPFC設定を行います。
受信時にはRxD入力、送信時にはTxD出力になるように設定し
ます。

（5）

使用する外部端子のPFC設定
SCK、TxD、RxD

 

図 16.10 SCIF初期化フローチャートの例 
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• シリアルデータ送信（クロック同期式モード） 

図16.11にシリアル送信のフローチャートの例を示します。 

シリアルデータ送信は、SCIFを送信動作可能状態に設定した後、以下の手順で行ってください。 

SCFSRのTDFEフラグを読み出し

終了

送信開始

TDFE=1？
No

Yes

全データ送信？
No

Yes

SCFSRのTENDフラグを読み出し

TEND=1？
No

Yes

SCSCRのTEビットを0にクリア

SCFTDRに送信データを書き込み、
SCFSRのTDFEとTENDフラグの1を

読み出した後、0にクリア

（1）

（2）

（1）

（2）

SCIFの状態を確認して、送信データを書き込み：
SCFSRを読み出して、TDFEフラグが1であることを
確認した後、送信FIFOデータレジスタ（SCFTDR）
に送信データを書き込み、TDFEフラグとTENDフラグの
1を読み出した後、これらのフラグを0にクリアします。

シリアル送信の継続手順：
シリアル送信を続けるときには、必ずTDFEフラグ
の1を読み出して書き込み可能であることを確認した
後にSCFTDRにデータを書き込み、続いてTDFEフラ
グを0にクリアしてください。

 

図 16.11 シリアル送信のフローチャートの例 
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SCIFはシリアル送信時に以下のように動作します。 

1. SCIFは、送信FIFOデータレジスタ（SCFTDR）にデータが書き込まれると、SCFTDRから送信シフトレジス

タ（SCTSR）にデータを転送します。送信データをSCFTDRに書き込む前に、シリアルステータスレジスタ

（SCFSR）のTDFEフラグが1にセットされていることを確認してください。書き込み可能な送信データバイ

ト数は（16－送信トリガ設定数）です。 

2. SCFTDRからSCTSRヘデータが転送され、送信を開始すると、SCFTDRに送信データがなくなるまで連続し

て送信動作を続けます。SCFTDRの送信データバイト数がFIFOコントロールレジスタ（SCFCR）で設定した

送信トリガ数以下になると、TDFEフラグがセットされます。このとき、シリアルコントロールレジスタ

（SCSCR）のTIEビットが1にセットされていると送信FIFOデータエンプティ割り込み（TXI）要求を発生し

ます。 

クロック出力モードに設定したときには、SCIFは同期クロックを8パルス出力します。外部クロックに設定

したときには、入力クロックに同期してデータを出力します。シリアル送信データは、LSB（ビット0）～

MSB（ビット7）の順にTxD端子から送り出されます。 

3. SCIFは、最終ビットを送出するタイミングでSCFTDR送信データをチェックします。送信データがあると

SCFTDRからSCTSRにデータを転送し、次のフレームのシリアル送信を開始します。データがないと、SCFSR

のTENDフラグを1にセットし、最終ビットを送り出した後、TxD端子は状態を保持します。 

4. シリアル送信終了後は、SCK端子はハイレベル固定になります。 

 

図16.12にSCIFの送信時の動作例を示します。 

同期
クロック

シリアル
データ

ビット0 ビット1 ビット7 ビット0 ビット1 ビット6 ビット7

LSB MSB

TXI割り込み処理ルーチンで
SCFTDRにデータを書き込み、
TDFEフラグを0にクリア

TDFE

TEND

TXI割り込み
要求の発生

TXI割り込み
要求の発生

1フレーム  

図 16.12 SCIFの送信時の動作例 
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• シリアルデータ受信（クロック同期式モード） 

図16.13、図16.14にシリアル受信のフローチャートの例を示します。 

シリアルデータ受信は、SCIFを受信動作可能状態に設定した後、以下の手順に従って行ってください。 

SCIFの初期化を行わずに動作モードを調歩同期式モードからクロック同期式モードに切り換える際には、必

ず、ORER、PER、FERの各フラグが0にクリアされていることを確認してください。 

SCLSRのORERフラグを読み出し

SCFSRのRDFフラグを読み出し

SCSCRのREビットを0にクリア

SCFRDRの受信データを読み出し、
SCFSRのRDFフラグを0にクリア

受信開始

エラー処理

終了

受信エラー処理：
受信エラーが発生したときには、SCLSRのORER
フラグを読み出してから、所定のエラー処理を行っ
た後、ORERフラグを0にクリアしてください。
ORERフラグが1にセットされた状態では受信を
再開できません。

SCIFの状態を確認して受信データを読み出し：
SCFSRを読み出してRDFフラグが1であることを
確認した後、SCFRDRの受信データを読み出し、
RDFフラグを0にクリアします。RDFフラグが0から
1へ変化したことは、RXI割り込みによっても知る
ことができます。

（2）

シリアル受信の継続手順：
シリアル受信を続けるときには、SCFRDR内の
データを少なくとも受信トリガ設定数読み出して、
RDFフラグの1を読み出した後0を書き込んで
ください。SCFRDR内の受信データ数はSCFDRの
下位ビットを読み出すことで知ることができます。
ただし、RXIでDMACを起動し、SCFRDRの値を
読み出す場合には、RDFビットクリアは自動的に
行われますので必要ありません。

（3）

（1）

（1）

（3）

（2）

ORER＝1？

RDF＝1？

全数受信？

Yes

No

No

Yes

No

Yes

 

図 16.13 シリアル受信のフローチャートの例（1） 
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オーバランエラー処理

エラー処理

SCLSRのORERフラグを0にクリア

終了

ORER＝1？

Yes

No

 

図 16.14 シリアル受信のフローチャートの例（2） 

SCIFはシリアル受信時に以下のように動作します。 

1. SCIFは同期クロックの入力または出力に同期して受信を開始します。 

2. 受信したデータを受信シフトレジスタ（SCRSR）のLSBからMSBの順に格納します。受信後、SCIFは受信デ

ータをSCRSRからSCFRDRに転送できる状態であるかをチェックします。このチェックがパスしたときRDF

フラグが1にセットされ、SCFRDRに受信データが格納されます。エラーチェックでオーバランエラーを検出

すると、以後の受信動作ができません。 

3. RDFフラグが1になったとき、シリアルコントロールレジスタ（SCSCR）のRIEビットが1にセットされてい

ると受信データフル割り込み（RXI）要求を発生します。また、ORERフラグが1になったとき、SCSCRのRIE

ビットまたはREIEビットが1にセットされているとブレーク割り込み（BRI）要求を発生します。 
 

図16.15にSCIFの受信時の動作例を示します。 

同期
クロック

シリアル
データ

ビット7 ビット0

LSB MSB

ビット7 ビット0 ビット1 ビット6 ビット7

RXI割り込み処理ルーチンで
SCFRDRのデータを読み出し、
RDFフラグを0にクリア

RDF

ORER

RXI割り込み
要求の発生

RXI割り込み
要求の発生

1フレーム

オーバランエラーで
BRI割り込み要求の発生

 

図 16.15 SCIFの受信時の動作例 
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• シリアルデータ送受信同時動作（クロック同期式モード） 

図16.16にシリアル送受信同時動作のフローチャートの例を示します。 

シリアルデータの送受信同時動作は、SCIFを送受信動作可能状態に設定した後、以下の手順に従って行って

ください。 

SCFSRのTDFEビットを読み出し

SCFTDRに送信データを書き込み、
SCFSRのTDFEとTENDフラグの1を

読み出した後、0にクリア

SCLSRのORERフラグを読み出し

初期化

SCSCRのTE、REビットを0にクリア

SCFRDRの受信データを読み出し、
SCFSRのRDFフラグを0にクリア

送受信開始

エラー処理

終了

SCIFの状態を確認して受信データを読み出し：
SCFSRを読み出してRDF＝1であることを確認した後、
SCFRDRの受信データを読み出し、RDFフラグを0にク
リアします。RDFフラグの0から1への変化はRXI割り込み
によっても知ることができます。

シリアル送受信の継続手順：
シリアル送受信を続けるときには、現在のフレームのMSBを
受信する前に、RDFフラグとSCFRDRを読み出し、RDF
フラグの0クリアを終了しておいてください。
また、現在のフレームのMSBを送信する前に、TDFEフラグ
の1を読み出して書き込み可能であることを確認してくだ
さい。さらにSCFTDRにデータを書き込み、TDFEフラグを
0にクリアしておいてください。

（3）

受信エラー処理：
受信エラーが発生したときには、SCLSRのORERフラグ
を読み出してから、所定のエラー処理を行った後、ORER
フラグを0にクリアしてください。
ORERフラグが1にセットされた状態では受信を再開でき
ません。

SCIFの状態確認と送信データの書き込み：
SCFSRを読み出して、TDFE=1であることを確認した
後、SCFTDRに送信データを書き込み、TDFEフラグ
とTENDフラグの1を読み出した後、これらのフラグを
0にクリアします。TDFEフラグの0から1への変化は、
TXI割り込みによっても知ることができます。

（1）

（4）

（2）

（1）

（2）

（4）

（3）

TDFE＝1？

ORER＝1？

全数受信？

Yes

No

No

SCFSRのRDFフラグを読み出し

RDF＝1？
No

Yes

No

Yes

Yes

【注】　送信、または受信動作から同時送受信に切り替え
　　　　るときにはTEビットとREビットを0にクリアして
　　　　からTEビットとREビットを同時に1にセットして
　　　　ください。

 

図 16.16 シリアルデータ送受信フローチャートの例 
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16.5 SCIFの割り込み 

SCIFは、送信 FIFOデータエンプティ割り込み（TXI）要求、受信エラー割り込み（ERI）要求、受信 FIFOデ

ータフル割り込み（RXI）要求、ブレーク割り込み（BRI）要求の 4種類の割り込み要因を持っています。 

表 16.12に各割り込み要因と優先順位を示します。各割り込み要因は、SCSCRの TIE、RIE、REIEビットで、

許可または禁止できます。また、各割り込み要求はそれぞれ独立に割り込みコントローラに送られます。 

TIEビットにより TXIが許可されている場合、シリアルステータスレジスタ（SCFSR）の TDFEフラグが 1に

セットされると、TXI割り込み要求が発生します。この TXI割り込み要求で DMACを起動して、データ転送を行

うことができます。このとき、CPUへの割り込み要求は発生しません。 

RIEビットにより RXIが許可されている場合、SCFSRの RDFフラグまたは DRフラグが 1にセットされると、

RXI割り込み要求が発生します。このRXI割り込み要求でDMACを起動して、データ転送を行うことができます。

このとき、CPUへの割り込み要求は発生しません。また、DRフラグが 1にセットされたことによる RXI割り込

み要求は、調歩同期モード時のみ発生します。 

SCSCRの RIEビットを 0に設定し、REIEビットを 1に設定すると、RXI割り込み要求を出さずに ERI割り込

み要求または BRI割り込み要求を出すことができます。 

なお、TXI割り込みは送信データを書き込み可能なことを示し、RXI割り込みは SCFRDRに受信データがある

ことを示しています。 
 

表 16.12 SCIF割り込み要因 

割り込み要因 内   容 DMAC 

の起動 

リセット解除時 

優先順位 

BRI ブレーク（BRK）またはオーバラン（ORER）による割り込み 不可 

ERI 受信エラー（ER）による割り込み 不可 

RXI 受信 FIFOデータフル（RDF）またはデータレディ（DR）による割り込み 可 

高 

TXl 送信 FIFOデータエンプティ（TDFE）による割り込み 可 低 
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16.6 使用上の注意事項 

SCIFを使用する際は、以下のことに注意してください。 

16.6.1 SCFTDRへの書き込みと TDFEフラグ 

シリアルステータスレジスタ（SCFSR）の TDFEフラグは、送信 FIFOデータレジスタ（SCFTDR）に書き込ま

れた送信データバイト数が FIFOコントロールレジスタ（SCFCR）の TTRG1ビット、TTRG0ビットで設定した送

信トリガ数より少なくなるとセットされます。TDFEがセットされた後、送信データは SCFTDRの空バイト数ま

で書き込むことができ、効率のよい連続送信が可能です。 

ただし、SCFTDRに書き込んだデータバイト数が送信トリガ数以下の場合、TDFEフラグは 1を読み出した後 0

にクリアしても再び 1にセットされます。したがって、TDFEのクリアは、SCFTDRに書き込んだデータバイト数

が送信トリガ数を上回るときに 1を読み出した後に実行してください。 

SCFTDRの送信データバイト数は FIFOデータカウントレジスタ（SCFDR）の上位 8ビットから知ることがで

きます。 
 

16.6.2 SCFRDRの読み出しと RDFフラグ 

シリアルステータスレジスタ（SCFSR）の RDFフラグは、受信 FIFOデータレジスタ（SCFRDR）の受信デー

タバイト数が FIFOコントロールレジスタ（SCFCR）の RTRG1、RTRG0ビットで設定した受信トリガ数以上にな

るとセットされます。RDFがセットされた後、トリガ数分の受信データを SCFRDRから読み出すことができ、効

率のよい連続受信が可能です。 

ただし、SCFRDRのデータバイト数が受信トリガ数を上回る場合、RDFフラグは、1を読み出した後 0にクリ

アしても再び 1にセットされます。したがって、RDFのクリアは、受信 FIFOデータレジスタ（SCFRDR）内のデ

ータ数がトリガ数より少なくなるように受信データを読み出した後、RDFフラグの 1を読み出し 0にクリアして

ください。SCFRDRの受信データバイト数は、FIFOデータカウントレジスタ（SCFDR）の下位 8ビットから知る

ことができます。 
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16.6.3 DMAC使用上の制約事項 

1. TXI割り込み要求によりDMACでSCFTDRへデータのライトを行った場合、TENDフラグの状態は不定となり

ます。したがって、この場合TENDフラグを転送終了フラグとして使用しないでください。 

2. ひとつのチャネルを、送信側をDMAC、受信側をCPUという全二重通信で使用しているとき、シリアルステ

ータスレジスタ（SCFSR）のRDFまたはDRフラグがセットされた後、受信FIFOデータレジスタ（SCFRDR）

から受信データを読み出すと、RDFおよびDRフラグがクリアされることがあります。 

3. ひとつのチャネルを、受信側をDMAC、送信側をCPUという全二重通信で使用しているとき、シリアルステ

ータスレジスタ（SCFSR）のTDFEまたはTENDフラグがセットされた後、送信FIFOデータレジスタ（SCFTDR）

に送信データを書き込むと、TDFEおよびTENDフラグがクリアされることがあります。 

 

16.6.4 ブレークの検出と処理 

フレーミングエラー（FER）検出時に RxD端子の値を直接読み出すことで、ブレークを検出できます。ブレー

クでは、RxD端子からの入力がすべて 0になりますので、FERフラグがセットされ、またパリティエラーフラグ

（PER）もセットされる場合があります。 

SCIFは、ブレークを検出すると SCFRDRへの受信データの転送は停止しますが、受信動作は続けます。 
 

16.6.5 ブレークの送り出し 

TxD端子の入出力条件とレベルは、シリアルポートレジスタ（SCSPTR）の SPB2IOビットと SPB2DRビットで

決まります。これを利用してブレークの送り出しができます。 

シリアル送信の初期化から TEビットを 1にセット（送信可能）するまでは、TxD端子として機能しません。

この間は、マーク状態は SPB2DTビットの値で代替されます。このため、最初は SPB2IOと SPB2DTビットを 1

（ハイレベル出力）に設定しておきます。 

シリアル送信時にブレーク信号を送り出すためには、SPB2DTビットを 0にクリア（ローレベルを指定）した

後、TEビットを 0にクリア（送信停止）します。TEビットを 0にクリアすると現在の送信状態とは無関係に送

信部は初期化され、TxD端子から 0が出力されます。 
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16.6.6 調歩同期式モードの受信データサンプリングタイミングと受信マージン 

SCIFは転送レートの 16倍の周波数の基本クロックで動作しています。受信時に SCIFは、スタートビットの立

ち下がりを基本クロックでサンプリングして、内部を同期化します。また、受信データを基本クロックの 8クロ

ック目の立ち上がりエッジで内部に取り込みます。このタイミングを図 16.17に示します。 

D0 D1

基本クロック

受信データ
（RxD）

同期化
サンプリング
タイミング

データ
サンプリング
タイミング

スタートビット

16クロック

8クロック

－7.5クロック ＋7.5クロック

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 0 1 2 3 4 5 0 1 2 3 4 56 7 8 9 10 11 12 13 14 15

 

図 16.17 調歩同期式モードでの受信データサンプリングタイミング 

 

したがって、調歩同期式モードでの受信マージンは式（1）のように表すことができます。 
 

M ＝　（0.5－　　 ）－（L－0.5）F－　　　　 （1＋Ｆ）　×100[％]　　…式（1）
2N
1

N

|D－0.5|

 
M：受信マージン（%） 

N：ビットレートに対するクロック周波数の比（N=16） 

D：クロックデューティ（D:0～1.0） 

L：フレーム長（L＝9～12） 

F：クロック周波数の偏差の絶対値 
 

式（1）で、F＝0、D＝0.5とすると、受信マージンは式（2）より 46.875%となります。 
 
D＝0.5、F＝0のとき

M＝（0.5－1／(2×16)）×100％＝46.875％　　　　　    　　　　　 　　…式（2）  
 

ただし、この値はあくまでも計算上の値ですので、システム設計の際には 20～30%の余裕を持たせてください。 
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17. I2Cバスインタフェース 3（IIC3） 

本 LSIは、3チャネルの I2Cバスインタフェース 3を内蔵しています。I2Cバスインタフェース 3は、フィリッ

プス社が提唱する I2Cバス（Inter IC Bus）インタフェース方式に準拠しており、サブセット機能を備えています。

ただし I2Cバスを制御するレジスタの構成が一部フィリップス社と異なりますので注意してください。 

17.1 特長 

• I2Cバスフォーマットまたはクロック同期式シリアルフォーマットを選択可能 

• 連続送信／受信可能 

シフトレジスタ、送信データレジスタ、受信データレジスタがそれぞれ独立しているため、連続送信／受信

が可能 

 

I2Cバスフォーマット 

• マスタモードでは開始条件、停止条件の自動生成 

• 受信時、アクノリッジの出力レベルを選択可能 

• 送信時、アクノリッジビットを自動ロード 

• ビット同期／ウェイト機能内蔵 

マスタモードではビットごとにSCLの状態をモニタして自動的に同期を取ります。転送準備ができていない

場合には、SCLをLowレベルにして待機させます。 

• 割り込み要因：6種類 

送信データエンプティ（スレーブアドレス一致時を含む）、送信終了、受信データフル（スレーブアドレス

一致時を含む）、アービトレーションロスト、NACK検出、停止条件検出 

• 送信データエンプティ割り込みと受信データフル割り込みにより、ダイレクトメモリアクセスコントローラ

（DMAC）を起動させてデータの転送を行うことができます。 

• バスを直接駆動可能 

SCL0～SCL2、SDA0～SDA2の2端子は、バス駆動機能選択時NMOSオープンドレイン出力 

 

クロック同期式シリアルフォーマット 

• 割り込み要因：4種類 

送信データエンプティ、送信終了、受信データフル、オーバランエラー 

• 送信データエンプティ割り込みと受信データフル割り込みにより、ダイレクトメモリアクセスコントローラ

（DMAC）を起動させてデータの転送を行うことができます。 
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図 17.1に I2Cバスインタフェース 3のブロック図を示します。 

SCL

ICCR1

ICCR2

ICMR

アドレス比較回路

転送クロック 
生成回路

アービトレーション
判定回路

バス状態
判定回路

ノイズ
除去回路

出力
制御

ノイズ
除去回路

出力
制御

送信/受信
制御回路

ICSR

ICIER

ICDRR

ICDRS

ICDRT

割り込み
発生回路

割り込み要求【記号説明】
ICCR1
ICCR2
ICMR
ICSR
ICIER
ICDRT
ICDRR
ICDRS
SAR
NF2CYC

:
:
:
:
:
:
:
:
:
:

I2Cバスコントロールレジスタ1
I2Cバスコントロールレジスタ2
I2Cバスモードレジスタ
I2Cバスステータスレジスタ
I2Cバスインタラプトイネーブルレジスタ
I2Cバス送信データレジスタ
I2Cバス受信データレジスタ
I2Cバスシフトレジスタ
スレーブアドレスレジスタ
NF2CYCレジスタ

SAR
SDA

周

辺

バ

ス

NF2CYC

 

図 17.1 I2Cバスインタフェース 3のブロック図 
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17.2 入出力端子 

I2Cバスインタフェース 3で使用する端子構成を表 17.1に示します。I2Cバスインタフェースの入出力端子は通

常ポートと端子構造が違うため、端子に印加可能な電圧仕様が異なっています。詳細は「第 31章 電気的特性」

を参照してください。 
 

表 17.1 端子構成 

チャネル 名称 端子名 入出力 機   能 

0～2 シリアルクロック端子 SCL0～SCL2 入出力 I2Cシリアルクロック入出力端子 

 シリアルデータ端子 SDA0～SDA2 入出力 I2Cシリアルデータ入出力端子 

 

図 17.2に入出力端子の外部回路接続例を示します。I2Cバスインタフェースの入出力端子は通常ポートと端子

構造が違うため、端子に印加可能な電圧仕様が異なっています。詳細は「第 31章 電気的特性」を参照してくだ

さい。 

I2Cバス
電源*

I2Cバス
電源*

SCL in  

SCL out

SCL

SDA in  

SDA out

（マスタ）

SDA

SCL

SDA

SCL in  

SCL out

S
C

L

SDA in  

SDA out

（スレーブ1）

S
D

A

SCL in  

SCL out

S
C

L

SDA in  

SDA out

（スレーブ2）

S
D

A

【注】*  I2Cバス電源と本LSIのPVccのオン／オフは同時に制御してください。  

図 17.2 入出力端子の外部回路接続例 
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17.3 レジスタの説明 

I2Cバスインタフェース 3には以下のレジスタがあります。 
 

表 17.2 レジスタ構成 

チャネル レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス アクセス 

サイズ 

0 I2Cバスコントロールレジスタ 1 ICCR1 R/W H'00 H'FFFEE000 8 

 I2Cバスコントロールレジスタ 2 ICCR2 R/W H'7D H'FFFEE001 8 

 I2Cバスモードレジスタ ICMR R/W H'38 H'FFFEE002 8 

 I2Cバスインタラプトイネーブルレジスタ ICIER R/W H'00 H'FFFEE003 8 

 I2Cバスステータスレジスタ ICSR R/W H'00 H'FFFEE004 8 

 スレーブアドレスレジスタ SAR R/W H'00 H'FFFEE005 8 

 I2Cバス送信データレジスタ ICDRT R/W H'FF H'FFFEE006 8 

 I2Cバス受信データレジスタ ICDRR R/W H'FF H'FFFEE007 8 

 NF2CYCレジスタ NF2CYC R/W H'02 H'FFFEE008 8 

1 I2Cバスコントロールレジスタ 1 ICCR1 R/W H'00 H'FFFEE080 8 

 I2Cバスコントロールレジスタ 2 ICCR2 R/W H'7D H'FFFEE081 8 

 I2Cバスモードレジスタ ICMR R/W H'38 H'FFFEE082 8 

 I2Cバスインタラプトイネーブルレジスタ ICIER R/W H'00 H'FFFEE083 8 

 I2Cバスステータスレジスタ ICSR R/W H'00 H'FFFEE084 8 

 スレーブアドレスレジスタ SAR R/W H'00 H'FFFEE085 8 

 I2Cバス送信データレジスタ ICDRT R/W H'FF H'FFFEE086 8 

 I2Cバス受信データレジスタ ICDRR R/W H'FF H'FFFEE087 8 

 NF2CYCレジスタ NF2CYC R/W H'02 H'FFFEE088 8 

2 I2Cバスコントロールレジスタ 1 ICCR1 R/W H'00 H'FFFEE100 8 

 I2Cバスコントロールレジスタ 2 ICCR2 R/W H'7D H'FFFEE101 8 

 I2Cバスモードレジスタ ICMR R/W H'38 H'FFFEE102 8 

 I2Cバスインタラプトイネーブルレジスタ ICIER R/W H'00 H'FFFEE103 8 

 I2Cバスステータスレジスタ ICSR R/W H'00 H'FFFEE104 8 

 スレーブアドレスレジスタ SAR R/W H'00 H'FFFEE105 8 

 I2Cバス送信データレジスタ ICDRT R/W H'FF H'FFFEE106 8 

 I2Cバス受信データレジスタ ICDRR R/W H'FF H'FFFEE107 8 

 NF2CYCレジスタ NF2CYC R/W H'02 H'FFFEE108 8 
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17.3.1 I2Cバスコントロールレジスタ 1（ICCR1） 

ICCR1は、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、I2Cバスインタフェース 3の動作／停止、送信／

受信制御、マスタモード／スレーブモード、送信／受信、マスタモード転送クロック周波数の選択を行います。 

ICCR1は、パワーオンリセット、およびディープスタンバイモードで H'00に初期化されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ICE RCVD MST TRS CKS[3:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ICE 0 R/W I2Cバスインタフェース 3イネーブル 

0：SCL/SDAの出力禁止（SCL/SDAへの入力は有効） 

1：本モジュールは転送動作可能状態 

6 RCVD 0 R/W 受信ディスエーブル 

TRS＝0の状態で ICDRRをリードしたときに次の動作の継続／禁止を設定しま

す。 

0：次の受信動作を継続 

1：次の受信動作を禁止 

5 

4 

MST 

TRS 

0 

0 

R/W 

R/W 

マスタ／スレーブ選択 

送信／受信選択 

I2Cバスフォーマットのマスタモードでバス競合負けをすると、MST、TRSと

もにハードウェアによってリセットされてスレーブ受信モードに変わります。

なお TRSの変更は転送フレーム間で行ってください。 

また、スレーブ受信モードで開始条件後の 7ビットが SARに設定したスレーブ

アドレスと一致し、8ビット目が 1の場合、TRSが自動的に 1にセットされま

す。クロック同期式シリアルフォーマットのマスタ受信モードでオーバランエ

ラーが発生した場合、MSTは 0にクリアされ、スレーブ受信モードに変わりま

す。 

MSTと TRSとの組み合わせにより、以下の動作モードになります。またクロ

ック同期式シリアルフォーマットを選択した場合、MST＝1のとき、クロック

出力となります。 

00：スレーブ受信モード 

01：スレーブ送信モード 

10：マスタ受信モード 

11：マスタ送信モード 

3～0 CKS[3:0] 0000 R/W 転送クロック選択 

マスタモードのとき、必要な転送レート（表 17.3参照）にあわせて設定してく

ださい。 
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表 17.3 転送レート 

ビット 

3 

ビット 

2 

ビット

1 

ビット

0 

転送レート 

CKS 

[3] 

CKS 

[2] 

CKS 

[1] 

CKS 

[0] 

クロック 

Pφ

=16.7MHz

Pφ

=20.0MHz

Pφ

=25.0MHz

Pφ

=30.0MHz

Pφ

=33.3MHz 

Pφ

=40MHz 

0 Pφ/28 595kHz 714kHz 893kHz 1071kHz 1189kHz 1430kHz 0 

1 Pφ/40 417kHz 500kHz 625kHz 750kHz 833kHz 1000kHz 

0 Pφ/48 347kHz 417kHz 521kHz 625kHz 694kHz 833kHz 

0 

1 

1 Pφ/64 260kHz 313kHz 391kHz 469kHz 520kHz 625kHz 

0 Pφ/80 208kHz 250kHz 313kHz 375kHz 416kHz 500kHz 0 

1 Pφ/100 167kHz 200kHz 250kHz 300kHz 333kHz 400kHz 

0 Pφ/112 149kHz 179kHz 223kHz 268kHz 297kHz 357kHz 

0 

1 

1 

1 Pφ/128 130kHz 156kHz 195kHz 234kHz 260kHz 313kHz 

0 Pφ/112 149kHz 179kHz 223kHz 268kHz 297kHz 357kHz 0 

1 Pφ/160 104kHz 125kHz 156kHz 188kHz 208kHz 250kHz 

0 Pφ/192 86.8kHz 104kHz 130kHz 156kHz 173kHz 208kHz 

0 

1 

1 Pφ/256 65.1kHz 78.1kHz 97.7kHz 117kHz 130kHz 156kHz 

0 Pφ/320 52.1kHz 62.5kHz 78.1kHz 93.8kHz 104kHz 125kHz 0 

1 Pφ/400 41.7kHz 50.0kHz 62.5kHz 75.0kHz 83.3kHz 100kHz 

0 Pφ/448 37.2kHz 44.6kHz 55.8kHz 67.0kHz 74.3kHz 89.3kHz 

1 

1 

1 

1 Pφ/512 32.6kHz 39.1kHz 48.8kHz 58.6kHz 65.0kHz 78.1kHz 

【注】 外部仕様を満足するよう設定してください。 
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17.3.2 I2Cバスコントロールレジスタ 2（ICCR2） 

ICCR2は、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、開始／停止条件発行、SDA端子の操作、SCL端

子のモニタ、I2Cバスのコントロール部のリセットを制御します。 

ICCR2はパワーオンリセット、およびディープスタンバイモードで H'7Dに初期化されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 1 1 1 1 1 0 1
R/W R/W R/W R/W R R R/W R

BBSY SCP SDAO SDAOP SCLO - IICRST -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 BBSY 0 R/W バスビジー 

I2Cバスの占有／解放状態を示すフラグ機能とマスタモードの開始／停止条件

発行機能の 2つがあります。クロック同期式シリアルフォーマットの場合、本

ビットをリードすると常に 0が読み出されます。I2Cバスフォーマットの場合、

SCL＝Highレベルの状態で SDAが Highレベルから Lowレベルに変化すると、

開始条件が発行されたと認識して 1にセットされます。SCL＝Highレベルの状

態で SDAが Lowレベルから Highレベルに変化すると、停止条件が発行された

と認識して 0にクリアされます。開始条件を発行する場合は BBSYに 1、SCP

に 0をライトします。開始条件再送時も同様に行います。停止条件の発行は

BBSYに 0、SCPに 0をライトすることで行います。 

6 SCP 1 R/W 開始／停止条件発行禁止 

SCPビットはマスタモードで開始条件／停止条件の発行を制御します。開始条

件を発行する場合、BBSYに 1、SCPに 0をライトします。開始条件の再送信

時も同様に行います。停止条件の発行は BBSYに 0、SCPに 0をライトするこ

とで行います。本ビットはリードすると常に 1が読み出されます。1をライト

してもデータは格納されません。 

5 SDAO 1 R/W SDA出力値制御 

SDAOは SDAの出力レベルを変更する場合に、ビット 4の SDAOPと組み合

わせて使用します。なお本ビットの操作は転送中に行わないでください。 

0：リード時、SDA端子出力が Lowレベル 

ライト時、SDA端子出力を Lowレベルに変更 

1：リード時、SDA端子出力が Highレベル 

ライト時、SDA端子出力を Hi-Zに変更（外部プルアップ抵抗により High

レベル出力） 

4 SDAOP 1 R/W SDAOライトプロテクト 

SDAOビット書き換えによる SDA端子の出力レベルの変更を制御します。出

力レベルを変更する場合には SDAOに 0かつ SDAOPに 0、または SDAOに 1

かつ SDAOPに 0をライトします。本ビットは読み出すと常に 1が読み出され

ます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 SCLO 1 R SCL出力レベル 

SCLOは SCLの出力レベルをモニタします。リード時に SCLOが 1の場合 SCL

端子出力は Highレベル、SCLOが 0の場合 SCL端子出力は Lowレベルとなり

ます。 

2 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

1 IICRST 0 R/W IICコントロール部リセット 

IICRSTは ICMRの BC[2:0]ビットと内部回路をリセットします。I2Cバスの動

作中に通信不具合等によりハングアップしたとき、IICRSTビットを 1にセッ

トすると ICMRの BC[2:0]ビットと内部回路をリセットすることができます。 

0 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

 

17.3.3 I2Cバスモードレジスタ（ICMR） 

ICMRは、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、MSBファースト／LSBファーストの選択、マス

タモードウェイトの制御、転送ビット数の選択を行います。 

ICMRはパワーオンリセット、およびディープスタンバイモードで H'38に初期化されます。また、ICCR2の

IICRSTにより BC[2:0]が H'0に初期化されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 1 1 1 0 0 0
R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W

MLS WAIT - - BCWP BC[2:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 MLS 0 R/W MSBファースト／LSBファースト選択 

0：MSBファースト 

1：LSBファースト 

I2Cバスフォーマットで使用するときは 0に設定してください。 

6 WAIT 0 R/W ウェイト挿入 

WAITは I2Cバスフォーマットでマスタモード時に、アクノリッジを除いたデー

タ転送後にウェイト状態にするかどうかを設定します。WAITに 1を設定した

場合、データの最終ビットのクロックが立ち下がった後、2転送クロック分 Low

期間を延ばします。WAITが 0の場合ウェイトは挿入されず、データとアクノ

リッジを連続して転送します。 

なお I2Cバスフォーマットのスレーブモードおよびクロック同期式シリアルフ

ォーマットの場合、本ビットの設定値は無効です。 

5、4 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 BCWP 1 R/W BCライトプロテクト 

BC[2:0]の書き込みを制御します。BC[2:0]を書き換える場合は、本ビットを 0

に設定してください。なおクロック同期式シリアルフォーマットでは BC[2:0]

の書き換えは行わないでください。 

0：ライト時、BC[2:0]の値を設定 

1：リード時、常に 1をリード 

ライト時、BC[2:0]設定値は無効 

ビットカウンタ 

次に転送するデータのビット数を指定します。リードすると残りの転送ビット

数を知ることができます。I2Cバスフォーマットでは、データにアクノリッジ 1

ビットが加算されて転送されます。設定は転送フレーム間で行ってください。

また、B'000以外の値を設定する場合は、SCLが Low状態で行ってください。

これらのビットはアクノリッジを含むデータ転送終了後、自動的に B'000に戻

ります。また、停止条件検出後は自動的に B'111になります。本ビットは、パ

ワーオンリセット、ディープスタンバイモード、ソフトウェアスタンバイモー

ド、モジュールスタンバイモード、および ICCR2の IICRSTを 1セットするこ

とによりクリアされます。クロック同期式シリアルフォーマットを選択した場

合は書き換えないでください。 

I2Cバスフォーマット クロック同期式シリアルフォーマット 

2～0 BC[2:0] 000 R/W 

000：9ビット 

001：2ビット 

010：3ビット 

011：4ビット 

100：5ビット 

101：6ビット 

110：7ビット 

111：8ビット 

000：8ビット 

001：1ビット 

010：2ビット 

011：3ビット 

100：4ビット 

101：5ビット 

110：6ビット 

111：7ビット 
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17.3.4 I2Cバスインタラプトイネーブルレジスタ（ICIER） 

ICIERは、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、各種割り込み要因の許可、アクノリッジの有効／

無効の選択、送信アクノリッジの設定および受信アクノリッジの確認を行います。 

ICIERはパワーオンリセット、およびディープスタンバイモードで H'00に初期化されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R/W

TIE TEIE RIE NAKIE STIE ACKE ACKBR ACKBT

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 TIE 0 R/W トランスミットインタラプトイネーブル 

ICSRの TDREがセットされたとき、送信データエンプティ割り込み（TXI）を

許可／禁止します。 

0：送信データエンプティ割り込み要求（TXI）の禁止 

1：送信データエンプティ割り込み要求（TXI）の許可 

6 TEIE 0 R/W トランスミットエンドインタラプトイネーブル 

TEIEは、ICSRの TDREが 1の状態で 9クロック目が立ち上がったとき、送信

終了割り込み（TEI）の許可／禁止を選択します。なお TEIは、TENDを 0に

クリアするか、TEIEを 0にクリアすることで解除できます。 

0：送信終了割り込み要求（TEI）の禁止 

1：送信終了割り込み要求（TEI）の許可 

5 RIE 0 R/W レシーブインタラプトイネーブル 

RIEは受信データが ICDRSから ICDRRに転送され、ICSRの RDRFが 1にセ

ットされたとき、受信データフル割り込み要求（RXI）の許可／禁止を選択し

ます。なお RXIは、RDRFを 0にクリアするか、または RIEを 0にクリアする

ことで解除できます。 

0：受信データフル割り込み要求（RXI）の禁止 

1：受信データフル割り込み要求（RXI）の許可 

4 NAKIE 0 R/W NACK受信インタラプトイネーブル 

NAKIEは、ICSRの NACKFまたは AL/OVEがセットされたとき、NACK検出

アービトレーションロスト／オーバランエラー割り込み要求（NAKI）の許可／

禁止を選択します。なお NAKIは、NACKFまたは AL/OVEを 0にクリアする

か、NAKIEを 0にクリアすることで解除できます。 

0：NACK受信割り込み要求（NAKI）の禁止 

1：NACK受信割り込み要求（NAKI）の許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 STIE 0 R/W 停止条件検出インタラプトイネーブル 

STIEは、ICSRの STOPがセットされたとき、停止条件（STPI）の許可／禁止

を選択します。 

0：停止条件検出割り込み要求（STPI）の禁止 

1：停止条件検出割り込み要求（STPI）の許可 

2 ACKE 0 R/W アクノリッジビット判定選択 

0：受信アクノリッジの内容を無視して連続的に転送を行う 

1：受信アクノリッジが 1の場合、転送を中断する 

1 ACKBR 0 R 受信アクノリッジ 

送信モード時、受信デバイスから受け取ったアクノリッジビットの内容を格納

しておくビットです。ライトは無効です。また本ビットは、ICCR2の BBSYを

1にセットするとクリアされます。 

0：受信アクノリッジ＝0 

1：受信アクノリッジ＝1 

0 ACKBT 0 R/W 送信アクノリッジ 

受信モード時、アクノリッジのタイミングで送出するビットを設定します。 

0：アクノリッジのタイミングで 0を送出 

1：アクノリッジのタイミングで 1を送出 
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17.3.5 I2Cバスステータスレジスタ（ICSR） 

ICSRは、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、各種割り込み要求フラグおよびステータスの確認

を行います。 

ICSRはパワーオンリセット、およびディープスタンバイモードで H'00に初期化されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TDRE TEND RDRF NACKF STOP AL/OVE AAS ADZ

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 TDRE 0 R/W トランスミットデータエンプティ 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

• ICDRTへデータをライトしたとき 

［セット条件］ 

• ICDRTから ICDRSにデータ転送が行われ、ICDRTがエンプティになったと

き 

• TRSをセットしたとき 

• 開始条件（再送含む）を発行したとき 

• スレーブモードで受信モードから送信モードになったとき 

6 TEND 0 R/W トランスミットエンド 

［クリア条件］  

• 1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

• ICDRTへデータをライトしたとき 

［セット条件］ 

• I2Cバスフォーマットの場合、TDREが 1の状態で SCLの 9クロック目が立

ち上がったとき 

• クロック同期式シリアルフォーマットの場合、送信フレームの最終ビットを

送出したとき 

5 RDRF 0 R/W レシーブデータレジスタフル 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

• ICDRRをリードしたとき 

［セット条件］ 

• ICDRSから ICDRRに受信データが転送されたとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 NACKF 0 R/W ノーアクノリッジ検出フラグ 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

［セット条件］ 

• ICIERの ACKE＝1の状態で、送信時、受信デバイスからアクノリッジがなか

ったとき 

3 STOP 0 R/W 停止条件検出フラグ 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

［セット条件］ 

• マスタモード時、フレームの転送の完了後に停止条件を検出したとき 

• スレーブモード時、開始条件検出後の第 1バイトのスレーブアドレスと SAR

に設定したアドレスが一致した後、停止条件を検出したとき 

2 AL/OVE 0 R/W アービトレーションロストフラグ／オーバランエラーフラグ 

AL/OVEは、I2Cバスフォーマットの場合、マスタモード時にバス競合負けをし

たことを示します。またクロック同期式シリアルフォーマットの場合、RDRF

＝1の状態で最終ビットを受信したことを示します。 

複数のマスタがほぼ同時にバスを占有しようとしたときに I2Cバスインタフェ

ース 3は SDAをモニタし、自分が出したデータと異なった場合、ALフラグを

1にセットしてバスが他のマスタによって占有されたことを示します。 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

［セット条件］ 

• マスタ送信モードの場合、SCLの立ち上がりで内部 SDAと SDA端子のレベ

ルが不一致のとき 

• マスタモードの場合、開始条件検出時、SDA端子が Highレベルのとき 

• クロック同期式シリアルフォーマットの場合、RDRF＝1の状態で最終ビット

を受信したとき 

1 AAS 0 R/W スレーブアドレス認識フラグ 

スレーブ受信モードで開始条件直後の第一フレームが SARの SVA6～SVA0と

一致した場合にセットされます。 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

［セット条件］ 

• スレーブ受信モードでスレーブアドレスを検出したとき 

• スレーブ受信モードでゼネラルコールアドレスを検出したとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 ADZ 0 R/W ゼネラルコールアドレス認識フラグ 

I2Cバスフォーマットのスレーブ受信モードのとき有効 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

［セット条件］ 

• スレーブ受信モードかつゼネラルコールアドレスを検出したとき 

 

17.3.6 スレーブアドレスレジスタ（SAR） 

SARは、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、フォーマットの選択、スレーブアドレスを設定し

ます。I2Cバスフォーマットでスレーブモードの場合、開始条件後に送られてくる第 1フレームの上位 7ビットと

SARの上位 7ビットが一致したとき、スレーブデバイスとして動作します。 

SARはパワーオンリセット、およびディープスタンバイモードで H'00に初期化されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

SVA[6:0] FS

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～1 SVA[6:0] 0000000 R/W スレーブアドレス 

I2Cバスにつながる他のスレーブと異なるユニークなアドレスを設定します。 

0 FS 0 R/W フォーマットセレクト 

0：I2Cバスフォーマット選択 

1：クロック同期式シリアルフォーマット選択 

 

17.3.7 I2Cバス送信データレジスタ（ICDRT） 

ICDRTは、送信データを格納する 8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、シフトレジスタ（ICDRS）

の空きを検出すると ICDRTに書き込まれた送信データを ICDRSに転送し、データ送信を開始します。ICDRSの

データ送信中に、次に送信するデータを ICDRTにライトしておくと、連続送信が可能です。ICDRTの初期値は

H'FFです。 

ICDRTはパワーオンリセット、およびディープスタンバイモード時 H'FFに初期化されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W  
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17.3.8 I2Cバス受信データレジスタ（ICDRR） 

ICDRRは、受信データを格納する 8ビットのレジスタです。1バイトのデータの受信が終了すると、受信した

データを ICDRSから ICDRRへ転送し、次のデータを受信可能にします。なお ICDRRは受信専用レジスタですの

で、CPUからライトできません。 

ICDRRはパワーオンリセット、およびディープスタンバイモードで H'FFに初期化されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1
R R R R R R R R  

 

17.3.9 I2Cバスシフトレジスタ（ICDRS） 

ICDRSは、データを送信／受信するためのレジスタです。送信時は ICDRTから送信データが ICDRSに転送さ

れ、データが SDA端子から送出されます。受信時は 1バイトのデータの受信が終了すると、データが ICDRSか

ら ICDRRへ転送されます。なお本レジスタは CPUから直接リードできません。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - - - - - - -
- - - - - - - -  

 

17.3.10 NF2CYCレジスタ（NF2CYC） 

NF2CYCは、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、SCL端子、SDA端子のノイズ除去幅を選択す

ることができます。詳細動作については、「17.4.7 ノイズ除去回路」を参照してください。 

NF2CYCはパワーオンリセット、およびディープスタンバイモードで H'02に初期化されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 1 0
R R R R R R R R/W

- - - - - - - NF2
CYC

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

0 NF2CYC 0 R/W ノイズ除去幅選択 

0：周辺クロックで 1サイクル周期以内のノイズを除去することができます 

1：周辺クロックで 2サイクル周期以内のノイズを除去することができます 
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17.4 動作説明 

I2Cバスインタフェース 3には、SARの FSの設定により、I2Cバスフォーマットとクロック同期式シリアルフ

ォーマットで通信することができます。 

17.4.1 I2Cバスフォーマット 

I2Cバスフォーマットを図 17.3に、I2Cバスのタイミングを図 17.4に示します。開始条件に続く第 1フレーム

は必ず 8ビット構成となります。 

S ASLA

7 n

R/W DATA A

1

1 m

1 11

A/A

1

P

1 転送ビット数
（n＝1～8）

転送フレーム数
（m＝1～）

S SLA

7 n1 7

R/W A DATA

1 1

1 m1

1

A/A

1

S

1

SLA R/W

1

1 m2

A

1

DATA

n2

A/A

1

P

1

上段：転送ビット数（n1、n2＝1～8）

下段：転送フレーム数（m1、m2＝1～）

（a）I2Cバスフォーマット（FS＝0）

（b）I2Cバスフォーマット（開始条件再送時、FS＝0）

 

図 17.3 I2Cバスフォーマット 

SDA

SCL

S SLA R/W A

981-7 981-7 981-7

DATA A DATA A P  

図 17.4 I2Cバスタイミング 

【記号説明】 

 S ：開始条件。マスタデバイスが SCL＝Highレベルの状態で SDAを Highレベルから Lowレベルに変化させます。 

 SLA ：スレーブアドレス 

 R/W ：送受信の方向を示します。1のときスレーブデバイスからマスタデバイスへ、0のときマスタデバイスからスレ 

ーブデバイスへデータを送信します。 

 A ：アクノリッジ。受信デバイスが SDAを Lowレベルにします。 

 DATA ：送受信データ 

 P ：停止条件。マスタデバイスが SCL＝Highレベルの状態で SDAを Lowレベルから Highレベルに変化させます。 
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17.4.2 マスタ送信動作 

マスタ送信モードでは、マスタデバイスが送信クロックと送信データを出力し、スレーブデバイスがアクノリ

ッジを返します。マスタ送信モードの動作タイミングについては図 17.5と図 17.6を参照してください。以下に

マスタ送信モードの送信手順と動作を示します。 

1. ICCR1のICEビットを1に設定します。またICMRのWAIT、ICCR1のCKS[3:0]等を設定します（初期設定）。 

2. ICCR2のBBSYフラグをリードしてバスが解放状態であることを確認後、ICCR1のMST、TRSをマスタ送信モ

ードに設定します。その後、BBSY＝1とSCP＝0をライトします（開始条件発行）。これにより開始条件を生

成します。 

3. ICSRのTDREがセットされたことを認識した後、ICDRTに送信データ（1バイト目はスレーブアドレスとR/W

を示すデータ）をライトします。このときTDREは自動的に0にクリアされ、ICDRTからICDRSにデータが転

送されて、再びTDREがセットされます。 

4. TDREがセットされた状態で1バイト送信が完了し、送信クロックの9クロック目の立ち上がりでICSRのTEND

がセットされます。ICIERのACKBRをリードし、スレーブデバイスが選択されたことを認識した後、2バイ

ト目のデータをICDRTにライトします。ACKBRが1のときはスレーブデバイスが認識されていないため、停

止条件を発行します。停止条件の発行はBBSY＝0とSCP＝0を、ライトすることにより行います。なおデータ

の準備ができるまで、または停止条件を発行するまではSCLがLowレベルに固定されます。 

5. 2バイト目以降の送信データは、TDREがセットされるたびにICDRTにデータをライトします。 

6. 送信するバイト数をICDRTにライトしたら、その後はTDREがセットされた状態でTENDがセット（最終バイ

ト送出完了）されるまで待ちます。または、ICIERのACKEをセットした状態で受信デバイスからのNACK

（ICSRのNACKF＝1）を待ちます。その後、停止条件を発行してTEND、あるいはNACKFをクリアします。 

7. ICSRのSTOPがセットされたらスレーブ受信モードに戻します。 
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SDA
（マスタ出力）

SDA
（スレーブ出力）

TDRE

TEND

ICDRT

ICDRS

ユーザの処理

1

ビット7 ビット6 ビット5 ビット4 ビット3 ビット2 ビット1 ビット0 ビット7 ビット6

2 1 23 4 5 6 7 8 9

A

R/W

SCL
（マスタ出力）

スレーブアドレス

アドレス+R/W データ1 データ2

アドレス+R/W データ1

[2]開始条件発行命令

[3]ICDRTにデータライト（1バイト目）

[4]ICDRTにデータライト（2バイト目）

[5]ICDRTにデータライト（3バイト目） 

図 17.5 マスタ送信モード動作タイミング（1） 

SDA
（マスタ出力）

SDA
（スレーブ出力）

TDRE

TEND

ICDRT

ICDRS

ユーザの処理

19

ビット7 ビット6 ビット5 ビット4 ビット3 ビット2 ビット1 ビット0

2 3 4 5 6 7 8 9

A A/A

SCL
（マスタ出力）

データn

データn

[5]ICDRTにデータライト [6]停止条件発行、TENDクリア

[7]スレーブ受信モードに設定  

図 17.6 マスタ送信モード動作タイミング（2） 
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17.4.3 マスタ受信動作 

マスタ受信モードでは、マスタデバイスが受信クロックを出力し、スレーブデバイスからデータを受信してア

クノリッジを返します。マスタ受信モードの動作タイミングについては図 17.7と図 17.8を参照してください。 

以下にマスタ受信モードの受信手順と動作を示します。 

1. ICSRのTENDをクリア後、ICCR1のTRSをクリアしてマスタ送信モードからマスタ受信モードに切り替えま

す。その後、TDREをクリアします。 

2. ICDRRをダミーリードすると受信を開始*し、内部クロックに同期して受信クロックを出力し、データを受

信します。マスタデバイスは受信クロックの9クロック目にICIERのACKBTに設定したレベルをSDAに出力し

ます。 

3. 1フレームのデータ受信が終了し、受信クロックの9クロック目の立ち上がりでICSRのRDRFがセットされま

す。このとき、ICDRRをリードすることにより、受信したデータを読み出すことができ、同時にRDRFはク

リアされます。 

4. RDRFがセットされるたびにICDRRをリードすることにより、連続的に受信できます。なお別処理でRDRFが

セットされた状態でICDRRのリードが遅れて8クロック目が立ち下がった場合、ICDRRをリードするまでSCL

がLowレベルに固定されます。 

5. 次の受信が最終フレームの場合、ICDRRをリードする前にICCR1のRCVDをセットします。これにより次の

受信後、停止条件発行可能状態になります。 

6. 受信クロックの9クロック目の立ち上がりでRDRFがセットされたら、停止条件を発行します。 

7. ICSRのSTOPがセットされたらICDRRをリードします。その後、RCVDをクリアします。 

8. スレーブ受信モードに戻します。 

 

【注】 * 1バイトだけ受信したい場合は、ICCR1の RCVDセット後、ICDRRのダミーリードを行ってください。 
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SDA
（マスタ出力）

SDA
（スレーブ出力）

TDRE

TEND

ICDRS

ICDRR

ユーザの処理

1

ビット7A ビット6 ビット5 ビット4 ビット3 ビット2 ビット1 ビット0 ビット7

2 13 4 5 6 7 8 99

A

SCL
（マスタ出力）

マスタ送信モード マスタ受信モード

データ1

TRS

RDRF

データ1

[1]TEND、TRSクリア後、
TDREクリア

[2]ICDRRダミーリード [3]ICDRRリード

 

図 17.7 マスタ受信モード動作タイミング（1） 

SDA
（マスタ出力）

SDA
（スレーブ出力）

RDRF

RCVD

ICDRS

ICDRR

ユーザの処理

19

ビット7 ビット6 ビット5 ビット4 ビット3 ビット2 ビット1 ビット0

2 3 4 5 6 7 8 9

A A/A

SCL
（マスタ出力）

データn-1 データn

[5]RCVDセット後、ICDRRリード [7]ICDRRリードし、
     RCVDをクリア

[6]停止条件発行

[8]スレーブ受信
　　モードに設定

データn-1 データn

 

図 17.8 マスタ受信モード動作タイミング（2） 
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17.4.4 スレーブ送信動作 

スレーブ送信モードでは、スレーブデバイスが送信データを出力し、マスタデバイスが受信クロックを出力し

てアクノリッジを返します。スレーブ送信モードの動作タイミングについては図 17.9と図 17.10を参照してくだ

さい。 

以下にスレーブ送信モードの送信手順と動作を示します。 

1. ICCR1のICEビットを1にセットします。また、ICCR1のCKS[3:0]等を設定します（初期設定）。ICCR1のMST、

TRSをスレーブ受信モードにしてスレーブアドレスが一致するまで待ちます。 

2. 開始条件を検出した後の第1フレームでスレーブアドレスが一致したとき、9クロック目の立ち上がりでスレ

ーブデバイスはSDAにICIERのACKBTに設定したレベルを出力します。このとき、8ビット目のデータ（R/W）

が1のとき、ICCR1のTRSおよびICSRのTDREがセットされ、自動的にスレーブ送信モードに切り替わります。

TDREがセットされるたびにICDRTに送信データをライトすると、連続送信が可能です。 

3. 最終送信データをICDRTにライトした後にTDREがセットされたとき、TDRE＝1の状態で、ICSRのTENDが

セットされるまで待ちます。TENDがセットされたら、TENDをクリアします。 

4. 終了処理のためTRSをクリアし、ICDRRをダミーリードします。これによりSCLを開放します。 

5. TDREをクリアします。 

SDA
（マスタ出力）

SDA
（スレーブ出力）

TDRE

TEND

ICDRS

ICDRR

ユーザの処理

1

ビット7A ビット6 ビット5 ビット4 ビット3 ビット2 ビット1 ビット0 ビット7

2 13 4 5 6 7 8 99

A

SCL
（マスタ出力）

スレーブ受信モード スレーブ送信モード

データ1 データ2 データ3

データ2データ1

SCL
（スレーブ出力）

TRS

ICDRT

[2]ICDRTにデータライト
　（データ1）

[2]ICDRTにデータライト
　（データ2）

[2]ICDRTにデータライト
　（データ3）  

図 17.9 スレーブ送信モード動作タイミング（1） 
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SDA
（マスタ出力）

SDA
（スレーブ出力）

TDRE

TEND

ICDRS

ICDRR

ユーザの処理

19

ビット7 ビット6 ビット5 ビット4 ビット3 ビット2 ビット1 ビット0

2 3 4 5 6 7 8 9
SCL

（マスタ出力）

TRS

ICDRT

[4]TRSクリア後
 ICDRRダミーリード

[5]TDREクリア[3]TENDクリア

SCL
（スレーブ出力）

A A

データn

スレーブ送信モード

スレーブ受信
モード

 

図 17.10 スレーブ送信モード動作タイミング（2） 

17.4.5 スレーブ受信動作 

スレーブ受信モードでは、マスタデバイスが送信クロック、送信データを出力し、スレーブデバイスがアクノ

リッジを返します。スレーブ動作モードタイミングについては図 17.11と図 17.12を参照してください。以下に

スレーブ受信モードの受信手順と動作を示します。 

1. ICCR1のICEビットを1にセットします。また、ICCR1のCKS[3:0]等を設定します（初期設定）。ICCR1のMST、

TRSをスレーブ受信モードにしてスレーブアドレスが一致するまで待ちます。 

2. 開始条件を検出後の第一フレームでスレーブアドレスが一致したとき、9クロック目の立ち上がりでスレーブ

デバイスはSDAにICIERのACKBTに設定したレベルを出力します。同時にICSRのRDRFがセットされますの

で、ICDRRをダミーリード（リードデータはスレーブアドレス＋R/Wを示すので不要）します。 

3. RDRFがセットされるたびにICDRRをリードします。RDRFがセットされた状態で8クロック目が立ち下がる

とICDRRをリードするまでSCLをLowに固定します。ICDRRをリードする前に行ったマスタデバイスに返す

アクノリッジの設定変更は次の転送フレームに反映されます。 

4. 最終バイトのリードも同様にICDRRのリードにより行います。 
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SDA
（マスタ出力）

SCL
（スレーブ出力）

SDA
（スレーブ出力）

ICDRS

ICDRR

ユーザの処理

1 2 13 4 5 6 7 8 99

AA

SCL
（マスタ出力）

データ2データ1

RDRF

データ1

ビット7 ビット6 ビット5 ビット4 ビット3 ビット2 ビット1 ビット0 ビット7

[2]ICDRRダミーリード [2]ICDRRリード  

図 17.11 スレーブ受信モード動作タイミング（1） 

SDA
（マスタ出力）

SCL
（スレーブ出力）

SDA
（スレーブ出力）

ICDRS

ICDRR

ユーザの処理

1 2 3 4 5 6 7 8 99

AA

SCL
（マスタ出力）

データ2データ1

RDRF

データ1

ビット7 ビット6 ビット5 ビット4 ビット3 ビット2 ビット1 ビット0

[4]ICDRRリード[3]ICDRRリード  

図 17.12 スレーブ受信モード動作タイミング（2） 
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17.4.6 クロック同期式シリアルフォーマット 

本モジュールは、SARの FSを 1にセットすることにより、クロック同期式シリアルフォーマットとして動作

させることができます。ICCR1のMST＝1のとき SCLから転送クロック出力となり、MST＝0のとき転送クロッ

ク入力となります。 
 

（1） データ転送フォーマット 

クロック同期式シリアルフォーマットの転送フォーマットを図 17.13に示します。 

転送データは SCLクロックの立ち下がりから立ち下がりまで出力され、SCLクロックの立ち上がりエッジのデ

ータの確定が保証されます。データの転送順は ICMRのMLSにより、MSBファーストか LSBファーストかを選

択可能です。また ICCR2の SDAOにより、転送待機中に SDAの出力レベルを変更することができます。 

SDA ビット0 ビット1 ビット2 ビット3 ビット4 ビット5 ビット6 ビット7

SCL

 

図 17.13 クロック同期式シリアルフォーマットの転送フォーマット 
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（2） 送信動作 

送信モードでは転送クロックの立ち下がりに同期して送信データを SDAから出力します。転送クロックは

ICCR1のMST＝1のとき出力、MST＝0のとき入力となります。送信モード動作タイミングは図 17.14を参照し

てください。以下に送信モードの手順と動作を示します。 

1. ICCR1のICEビットを1にセットします。またICCR1のMST、CKS[3:0]などを設定します（初期設定）。 

2. ICCR1のTRSを設定して送信モードにします。これにより、ICSRのTDREがセットされます。 

3. TDREがセットされていることを認識したら、ICDRTに送信データをライトします。これによりICDRTから

ICDRSにデータが転送され、自動的にTDREがセットされます。TDREがセットされるたびにICDRTにデータ

をライトすると連続送信が可能です。なお送信モードから受信モードに切り替える場合、TDREがセットさ

れた状態でTRSをクリアしてください。 

SDA
（出力） ビット0

1 2 7 8 1 7 8 1

データ1 データ2 データ3

データ1 データ2 データ3

ビット1 ビット6 ビット7 ビット0 ビット6 ビット7 ビット0

SCL

TRS

TDRE

ICDRT

ICDRS

ユーザの処理

[2]TRSセット

[3]ICDRTに
 データライト

[3]ICDRTに
 データライト

[3]ICDRTに
 データライト

[3]ICDRTに
 データライト

 

図 17.14 送信モード動作タイミング 
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（3） 受信動作 

受信モードでは転送クロックの立ち上がりでデータをラッチします。転送クロックは ICCR1のMST＝1のとき

出力、MST＝0のとき入力となります。受信モード動作タイミングについては図 17.15を参照してください。以下

に受信モードの手順と動作を示します。 

1. ICCR1のICEビットを1にセットします。またICCR1のCKS[3:0]等を設定します（初期設定）。 

2. 転送クロックを出力時、MST＝1にします。これにより受信クロックの出力を開始します。 

3. 受信が完了すると、ICDRSからICDRRにデータが転送され、ICSRのRDRFがセットされます。MST＝1のとき

は次バイトが受信可能状態のため、連続してクロックを出力します。RDRFがセットされるたびにICDRRを

リードすることにより連続的に受信可能です。RDRFがセットされた状態で8クロック目が立ち上がるとオー

バランを検出し、ICSRのAL/OVEがセットされます。このときICDRRの値は前の受信データを保持します。 

4. MST＝1のとき、受信を停止するためには、ICCR1のRCVDをセットしてから、ICDRRをリードします。これ

により次バイトの受信完了後、SCLがHighレベルに固定されます。 

 

【注】 MST＝1で 1バイトだけ受信したい場合は下記手順で行ってください。動作タイミングについては図 17.16を参照して

ください。 

 1. ICCR1の ICEビットを 1セットします。また ICCR1の CKS[3:0]等を設定します（初期設定）。 

 2. ICCR1の RCVDビットが 0の状態で、MST＝1にセットします。これにより受信クロックの出力を開始します。 

 3. ICMRの BC[2]ビットが 1セットされたことを確認後、ICCR1の RCVD＝1にセットしてください。これにより受

信クロックを 1バイト分出力した後、SCLが Highレベルに固定されます。 

SDA
（入力） ビット0

1 2 7 8 1 7 8 1 2

データ1 データ2 データ3

データ1 データ2

ビット1 ビット6 ビット7 ビット0 ビット6 ビット7 ビット0 ビット1

SCL

MST

TRS

RDRF

ICDRS

ICDRR

ユーザの処理 [2]MSTセット
 （クロック出力時）

[3]ICDRRリード [3]ICDRRリード

 

図 17.15 受信モード動作タイミング 
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SDA
（入力） ビット0

1 2 3 4 5 6 7 8

000

ビット1 ビット2 ビット3 ビット4 ビット5 ビット6 ビット7

SCL

MST

RCVD

BC2～0

[2]MSTセット

111 110 101 100 011 010 001 000

[3]BC2=1確認後、RCVDセット  

図 17.16 1バイト受信動作タイミング（MST＝1） 

 

17.4.7 ノイズ除去回路 

SCL端子および SDA端子の状態はノイズ除去回路を経由して内部に取り込まれます｡図 17.17にノイズ除去回

路のブロック図を示します。 

ノイズ除去回路は 3段直列に接続されたラッチ回路と一致検出回路で構成されます。SCL端子入力信号（また

は SDA端子入力信号）が周辺クロックでサンプリングされ、NF2CYCレジスタが 0のときは、2つのラッチ出力

が一致したときに後段へレベルを伝えます。また NF2CYCレジスタが 1のときは、3つのラッチ出力が一致した

ときに後段へレベルを伝えます。一致しない場合は前の値を保持します。 

SCL入力信号
または

SDA入力信号
内部SCL信号
または

内部SDA信号

サンプリングクロック

サンプリング
クロック

周辺クロック
周期

C

ラッチ
QD

C

ラッチ
QD

一致検出
回路

C

ラッチ
Q

1

0

D

一致検出
回路

NF2CYC

 

図 17.17 ノイズ除去回路のブロック図 
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17.4.8 使用例 

I2Cバスインタフェース 3を使用する場合の各モードでのフローチャート例を図 17.18～図 17.21に示します。 

開始

終了

初期設定

ICCR2のBBSYリード

ICSRのTENDリード

ICIERのACKBRリード

ICSRのSTOPリード

ICSRのTENDクリア

ICSRのTDREクリア

ICSRのTDREリード

ICDRTに送信データをライト

ICDRTに送信データをライト

マスタ受信モード

MST＝1、TRS＝1
（ICCR1）を設定

MST＝0、TRS＝0
（ICCR1）を設定

BBSY＝1、SCP＝0
をライト

BBSY＝0、SCP＝0を
ライト

ICDRTに送信データを
ライト

BBSY＝0？
No

TEND＝1？
No

Yes

Yes

ACKBR＝0？
No

Yes

送信モード？

TDRE＝1？

最終バイト？

STOP＝1？

No

No

No

No

No

Yes

Yes

ICSRのTENDリード

TEND＝1？

Yes

Yes

Yes

（1）　SCL、SDAラインの状態判定

（2）　マスタ送信モードに設定

（3）　開始条件発行

（4）　第１バイト（スレーブアドレス+R/W）の
　　　  送信データの設定

（9）　最終バイトの送信データの設定

（10）　最終バイトの送信終了待ち

（6）　指定したスレーブデバイスからの
  　　　アクノリッジの判定

（5）　1バイト送信終了待ち

（8）　ICDRTエンプティ待ち

（11）　TENDフラグクリア

（12）　STOPフラグクリア

（14）　停止条件生成待ち

（15）　スレーブ受信モードに設定
 TDREをクリア

（13）　停止条件発行

（7）　2バイト目以降（最終バイトを除く）の送信
 データの設定

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

（8）

（9）

（10）

（11）

ICSRのSTOPクリア （12）

（13）

（14）

（15）

 

図 17.18 マスタ送信モードのフローチャート例 
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終了

ICSRのTENDクリア

ICDRRリード

ICDRRリード

RCVD＝1（ICCR1）を
設定

ACKBT＝0（ICIER）を
設定

ICDRRダミーリード

ICSRのTDREをクリア

TRS＝0（ICCR1）を設定

MST＝0（ICCR1）を
設定

BBSY＝0、SCP＝0を
ライト

最後の受信-1？

No

Yes

ICSRのRDRFリード

RDRF＝1？
No

Yes

ICSRのRDRFリード

RDRF＝1？

No

Yes

ACKBT＝1（ICIER）を
設定

ICDRRリード

RCVD＝0（ICCR1）を
設定

（4）　1バイト受信完了待ち

（1）　TENDをクリア、マスタ受信モードに設定
　　　 その後TDREをクリア *

（2）　送信デバイスへのアクノリッジを設定 *

（7）　最終バイトのアクノリッジ設定。
 連続受信禁止（RCVD＝1）に設定

（3）　ICDRRダミーリード *

（5）　（最後の受信－1）判定

（8）　（最終バイト－1）の受信データをリード

（9）　最終バイトの受信完了待ち

（11）　停止条件発行

（12）　停止条件生成待ち

（13）　最終バイトの受信データをリード

（14）　RCVDをクリア

（10）　STOPフラグクリア

（15）　スレーブ受信モードに設定

（6）　受信データをリード

マスタ受信モード

ICSRのSTOPリード

STOP＝1？
No

Yes

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

（8）

ICSRのSTOPクリア （10）

（9）

（11）

（12）

（13）

（14）

（15）

【注】 *   （1）～（3）の処理中に割り込みが入らな
         いようにしてください。

【補足】 1バイト受信の場合は（1）の後、（2）～
　　　　 （6）を省略し、（7）の処理へジャンプし
　　　　 ます。（8）はICDRRダミーリードとな
         ります。

 

図 17.19 マスタ受信モードのフローチャート例 
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終了

ICDRTに送信データを
ライト

ICSRのTDREクリア

ICSRのTENDリード

ICSRのTENDクリア

TRS＝0（ICCR1）を設定

ICDRRダミーリード

ICSRのTDREリード

TDRE＝1？

Yes

Yes

No

No

No

（1）

（4）

（5）

（6）

（7）

（8）

（9）

（2）

（3）

スレーブ送信モード

ICDRTに送信データを
ライト

Yes

最終バイト？

TEND＝1？

ICSRのAASクリア

（1）　AASフラグクリア

（6）　TENDフラグクリア

（9）　TDREフラグクリア

（8）　SCLを開放するため、ICDRRダミーリード

（3）　ICDRTエンプティ待ち

（4）　最終バイトの送信データの設定

（5）　最終バイトの送信終了待ち

（7）　スレーブ受信モードに設定

（2）　ICDRT送信データ（最終バイトを除く）
 の設定

 

図 17.20 スレーブ送信モードのフローチャート例 
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終了

ICSRのAASクリア

ICDRRリード

ICDRRリード

ACKBT＝0（ICIER）を
設定

ICDRRダミーリード

最後の受信-1？

No

Yes

ICSRのRDRFリード

RDRF＝1？
No

Yes

ICSRのRDRFリード

RDRF＝1？

No

Yes

ACKBT＝1（ICIER）を
設定

ICDRRリード

（4）　1バイト受信完了待ち

（1）　 AASフラグクリア

（2）　送信デバイスへのアクノリッジを設定

（7）　最終バイトのアクノリッジ設定

（3）　ICDRRダミーリード

（5）　（最後の受信－1）判定

（8）　（最終バイト－1）の受信データをリード

（9）　最終バイトの受信完了待ち

（10） 最終バイトの受信データをリード

（6）　受信データをリード

スレーブ受信モード

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

（8）

（9）

（10）

【補足】 1バイト受信の場合は（1）の後、（2）～
　　　　 （6）を省略し、（7）の処理へジャンプし
　　　　 ます。（8）はICDRRダミーリードとな
         ります。

 

図 17.21 スレーブ受信モードのフローチャート例 
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17.5 割り込み要求 

本モジュールの割り込み要求には、送信データエンプティ、送信終了、受信データフル、NACK検出、停止条

件検出、アービトレーションロスト／オーバランエラーの 6種類があります。表 17.4に各割り込み要求の内容を

示します。 
 

表 17.4 割り込み要求一覧 

割り込み要求 略称 割り込み条件 I2Cバス 

フォーマット 

クロック同期式 

シリアル 

フォーマット 

送信データエンプティ TXI (TDRE＝1)・(TIE＝1) ○ ○ 

送信終了 TEI (TEND＝1)・(TEIE＝1) ○ ○ 

受信データフル RXI (RDRF＝1)・(RIE＝1) ○ ○ 

停止条件検出 STPI (STOP＝1)・(STIE＝1) ○ × 

NACK検出 ○ × 

アービトレーションロスト／

オーバランエラー 

NAKI {(NACKF＝1)＋(AL＝1)}・(NAKIE＝1)

○ ○ 

 

表 17.4の割り込み条件が 1のとき、CPUは割り込み例外処理を実行します。なお TXIと RXIは、DMACの起

動設定を行っている場合は、DMACを起動できます。その場合、CPUへの割り込みは発生しません。例外処理の

中でそれぞれの割り込み要因をクリアしてください。ただし TDRE、TENDは ICDRTに送信データをライトする

ことで、RDRFは ICDRRをリードすることで自動的にクリアされますので注意してください。特にTDREは ICDRT

に送信データをライトしたとき同時に再度 TDREがセットされ、さらに TDREをクリアすると、余分に 1バイト

送信する場合があります。 
 

17.6 ビット同期回路 

本モジュールはマスタモード設定時に、 

• スレーブデバイスによりSCLがLowレベルに引っ張られた場合 

• SCLラインの負荷（負荷容量、プルアップ抵抗）によりSCLの立ち上がりがなまった場合 

の 2つの状態で Highレベル期間が短くなる可能性があるため、SCLをモニタしてビットごとに同期をとりながら

通信を行います。 

ビット同期回路のタイミングを図 17.22に、SCLを Low出力→Hi-Zにしてから SCLをモニタするまでの時間

を表 17.5に示します。 
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同期クロック*1

SCL端子

内部SCLモニタ

同期クロック*1

SCL端子

内部SCLモニタ

同期クロック*1

SCL端子

内部SCLモニタ

V
IH

内部遅延*2

内部遅延*2

モニタ値はローレベル

SCLをローレベル 
出力しない

SCLをローレベル出力しない

SCLモニタ時間

V
IH

内部遅延*2

V
IH

モニタ値はローレベル
モニタ値は 
ハイレベル

SCLモニタ時間 SCLモニタ時間 SCLモニタ時間

設定した周波数より
遅くなります。

スレーブ
ローレベル出力

モニタ値はハイレベル

内部遅延*2

V
IH

SCLモニタ時間

モニタ値はハイレベル

【注】 *1 I2Cバスコントロールレジスタ1（ICCR1）のCKS[3:0]ビットで設定した転送レートのクロック。
 *2 NF2CYC（NF2CYC）のNF2CYCビットが0のときは3～4 tpcyc、1のときは4～5 tpcyc。

（1） 正常な場合

（2） 最初スレーブデバイスがローレベルに引っ張った場合

（3） SCLの立ち上がりがなまった場合

 

図 17.22 ビット同期回路のタイミング 
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表 17.5 SCLをモニタする時間 

CKS[3] CKS[2] SCLをモニタする時間*1 

0 9tpcyc*2 0 

1 21tpcyc*2 

0 39tpcyc*2 1 

1 87tpcyc*2 

【注】 *1 「SCLモニタタイミング基準クロック」立ち上がりから数えて「SCLをモニタする時間」（pcyc）後の「（ボー

ド上）SCL」レベルをモニタします。 

 *2 pcyc＝Pφ×cyc 

 

17.7 使用上の注意事項 

17.7.1 停止条件の発行および開始条件（再送）の発行 

停止条件の発行および開始条件（再送）の発行は 9クロック目の立ち下がりを認識してから行ってください。9

クロック目の立ち下がりは I2Cコントロールレジスタ 2（ICCR2）の SCLOビットをチェックすることにより認識

することができます。下記 1.または 2.の条件下で、かつ特定のタイミングで停止条件の発行および開始条件（再

送）の発行を行ったとき、停止条件および開始条件（再送）が正常に出力されない場合があります。 

1. SCLバスの負荷（負荷容量、プルアップ抵抗）によりSCLの立ち上がりが「17.6 ビット同期回路」の項に

規定されている時間以上なまっている場合 

2. スレーブデバイスが8クロック目と9クロック目のLowレベル期間を引っ張ってビット同期回路が働いた場合 

 

17.7.2 マルチマスタで使用時の注意 

マルチマスタで使用し、本モジュール転送レートの設定（ICCR1 CKS[3:0]）が他のマスタより遅いとき、まれ

に SCLに予期しない幅の SCLが出力される場合があります。 

他のマスタの一番速い転送レートより 1/1.8以上の転送レートを設定する必要があります。 
 

17.7.3 マスタ受信モード時の注意 

8クロック目の立ち下がり付近で ICDRRをリードした場合、受信データが取れなくなる場合があります。 

また、受信バッファフルかつ 8クロック目の立ち下がり付近で RCVD＝1に設定すると、停止条件の発行ができ

なくなる場合があります。 

以下の、1.か 2.の方法どちらかで対応してください。 

1. マスタ受信モードでICDRRをリードする処理は8クロックの立ち上がりまでに行ってください。 

2. マスタ受信モードはRCVD＝1にし、1バイトごとの通信で処理を行ってください。 
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17.7.4 マスタ受信モード、ACKBT設定時の注意 

マスタ受信モード動作時、連続転送している最終データの 8つ目の SCLが立ち下がる前に ACKBTを設定して

ください。スレーブ送信側デバイスがオーバランする恐れがあります。 
 

17.7.5 アービトレーションロスト時の MSTと TRNビットの状態についての注意 

マルチマスタで使用時、MST、TRSを順次ビット操作しマスタ送信に設定した場合、TRSのビット操作命令実

行中のアービトレーションロストが発生するタイミングによっては、ICSRの AL＝1かつマスタ送信モード（MST

＝1、TRS＝1）のように矛盾した状態になっている場合があります。 

この現象を回避するためには下記の方法があります。 

• マルチマスタで使用時、MST、TRSの設定はMOV命令で行ってください。 

• アービトレーションロストした場合、MST＝0、TRS＝0を確認してください。 

万一、MST＝0、TRS＝0以外の状態の場合、MST＝0、TRS＝0を設定し直してください。 
 

17.7.6 IICRST、BBSYビットに関する注意事項 

ICCR2の IICRSTビットに 1をライトすると、本 LSIは SCL、SDA端子を解放します。そのとき、端子が SCL

＝Highレベルの状態で SDAが Lowレベルから Highレベルに変化すると、停止条件と認識して ICCR2の BBSY

ビットが 0にクリアされます。 
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18. シリアルサウンドインタフェース（SSI） 

シリアルサウンドインタフェース（SSI）は、I2Sバス方式と互換性のあるさまざまなデバイスと音声データの

送受信を行うモジュールです。他の一般的フォーマットだけでなく、マルチチャネルモードにも対応しています。 

18.1 特長 

• チャネル数：2チャネル 

• 動作モード：非圧縮モード 

非圧縮モードは、チャネルに分割されるシリアルオーディオストリームをサポートします。 

• トランスミッタまたはレシーバのいずれとしても動作可能 

• シリアルバスフォーマットを使用可能 

• データバッファとシフトレジスタ間は非同期転送 

• シリアルバスインタフェースで使用されるクロックの分周比が選択可能 

• DMACまたは割り込みで、データ送受信を制御可能 

• オーバサンプルクロックをAUDIO_CLK端子もしくはAUDIO_X1、AUDIO_X2端子から選択可能 

AUDIO_CLK端子もしくはAUDIO_X1、AUDIO_X2端子からの外部クロック入力：1～40MHz 

AUDIO_X1、AUDIO_X2端子の水晶発振子周波数：10～25MHz 

 

図 18.1に SSIモジュールの概略図を示します。 

SSIWS0
SSISCK0 SSI0

SSIDATA0

SSIWS1
SSISCK1 SSI1

SSIDATA1

AUDIO_X1
AUDIO_X2

AUDIO_CLK

 

図 18.1 SSIモジュールの概略図 
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図 18.2に SSIモジュールのブロック図を示します。 

SSISCK

SSIWS

SSIDATA

AUDIO_CLK

シリアル
オーディオバス

レジスタ
SSICR
SSISR
SSITDR
SSIRDR

SSIモジュール

DMAリクエスト
割り込み
リクエスト

データバッファ

バレルシフタ

制御回路

ビットカウンタ

シリアルクロック制御

分周器

LSBMSB シフトレジスタ

AUDIO_X1

AUDIO_X2

【記号説明】

SSICR
SSISR
SSITDR
SSIRDR

：コントロールレジスタ
：ステータスレジスタ 
：トランスミットデータレジスタ 
：レシーブデータレジスタ  

図 18.2 SSIのブロック図 
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18.2 入出力端子 

SSIモジュールに関係する端子構成を表 18.1に示します。 
 

表 18.1 端子構成 

名称 本数 入出力 機   能 

SSISCK0 1 入出力 シリアルビットクロック 

SSIWS0 1 入出力 ワード選択 

SSIDATA0 1 入出力 シリアルデータ入出力 

SSISCK1 1 入出力 シリアルビットクロック 

SSIWS1 1 入出力 ワード選択 

SSIDATA1 1 入出力 シリアルデータ入出力 

AUDIO_CLK 1 入力 オーディオ用外部クロック（オーバサンプルクロック） 

AUDIO_X1 1 入力 オーディオ用水晶発振子（オーバサンプルクロック） 

AUDIO_X2 1 出力  

 

18.3 レジスタの説明 

SSIには以下のレジスタがあります。また本文中では、チャネルによる区別を省略して説明しています。 
 

表 18.2 レジスタ構成 

チャネル レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス アクセス 

サイズ 

コントロールレジスタ 0 SSICR0 R/W H'00000000 H'FFFED000 32 

ステータスレジスタ 0 SSISR0 R/W* H'02000003 H'FFFED004 32 

トランスミットデータレジスタ 0 SSITDR0 R/W H'00000000 H'FFFED008 32 

0 

レシーブデータレジスタ 0 SSIRDR0 R H'00000000 H'FFFED00C 32 

コントロールレジスタ 1 SSICR1 R/W H'00000000 H'FFFED080 32 

ステータスレジスタ 1 SSISR1 R/W* H'02000003 H'FFFED084 32 

トランスミットデータレジスタ 1 SSITDR1 R/W H'00000000 H'FFFED088 32 

1 

レシーブデータレジスタ 1 SSIRDR1 R H'00000000 H'FFFED08C 32 

【注】 * 本レジスタのビット 27とビット 26は読み出し／書き込み可能ですが、それ以外のビットは読み出し専用です。 

詳細は、「18.3.2 ステータスレジスタ（SSISR）」を参照してください。 
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18.3.1 コントロールレジスタ（SSICR） 

SSICRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、IRQの制御、各極性の状態の選択、動作モード

の設定を行います。 

SSICRは、パワーオンリセットおよび、ディープスタンバイモード時に H'00000000に初期化されます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R/W R R/W R/W

- - - DMEN UIEN OIEN IIEN DIEN CHNL[1:0] DWL[2:0] SWL[2:0]

SCKD SWSD SCKP SWSP SPDP SDTA PDTA DEL - CKDV[2:0] MUEN - TRMD EN

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

28 DMEN 0 R/W DMAイネーブル 

DMA要求を許可／禁止します。 

0：DMA要求を禁止 

1：DMA要求を許可 

27 UIEN 0 R/W アンダフロー割り込みイネーブル 

0：アンダフロー割り込みを禁止 

1：アンダフロー割り込みを許可 

26 OIEN 0 R/W オーバフロー割り込みイネーブル 

0：オーバフロー割り込みを禁止 

1：オーバフロー割り込みを許可 

25 IIEN 0 R/W アイドルモード割り込みイネーブル 

0：アイドルモード割り込みを禁止 

1：アイドルモード割り込みを許可 

24 DIEN 0 R/W データ割り込みイネーブル 

0：データ割り込みを禁止 

1：データ割り込みを許可 

23、22 CHNL[1:0] 00 R/W チャネル 

各システムワードのチャネル数を示します。 

00：各システムワードは 1チャネルで構成されています。 

01：各システムワードは 2チャネルで構成されています。 

10：各システムワードは 3チャネルで構成されています。 

11：各システムワードは 4チャネルで構成されています。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

21～19 DWL[2:0] 000 R/W データワード長 

データワードのビット数を示します。 

000：8ビット 

001：16ビット 

010：18ビット 

011：20ビット 

100：22ビット 

101：24ビット 

110：32ビット 

111：設定禁止 

18～16 SWL[2:0] 000 R/W システムワード長 

システムワードのビット数を示します。 

000：8ビット 

001：16ビット 

010：24ビット 

011：32ビット 

100：48ビット 

101：64ビット 

110：128ビット 

111：256ビット 

15 SCKD 0 R/W シリアルビットクロック方向 

0：シリアルビットクロック入力、スレーブモード 

1：シリアルビットクロック出力、マスタモード 

【注】  （SCKD、SWSD）＝（0、0）と（1、1）の設定のみ可能です。

それ以外の設定は禁止です。 

14 SWSD 0 R/W シリアルWS方向 

0：シリアルワード選択入力、スレーブモード 

1：シリアルワード選択出力、マスタモード 

【注】  （SCKD、SWSD）＝（0、0）と（1、1）の設定のみ可能です。

それ以外の設定は禁止です。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

13 SCKP 0 R/W シリアルビットクロック極性 

0：SSIWSと SSIDATAは SSISCKの立ち下がりエッジで変化 

（SCK立ち上がりエッジでサンプリング） 

1：SSIWSと SSIDATAは SSISCKの立ち上がりエッジで変化 

（SCK立ち下がりエッジでサンプリング） 

SCKP＝0 SCKP＝1

受信時（TRMD＝0）SSIDATA
入力サンプリングタイミング

送信時（TRMD＝1）SSIDATA
出力変化タイミング

スレーブモード時（SWSD＝0）
SSIWS　入力サンプリングタイミング

マスタモード時（SWSD＝1）
SSIWS　出力変化タイミング

SSISCK
立ち上がりエッジ

SSISCK
立ち下がりエッジ

SSISCK
立ち下がりエッジ

SSISCK
立ち上がりエッジ

SSISCK
立ち上がりエッジ

SSISCK
立ち下がりエッジ

SSISCK
立ち下がりエッジ

SSISCK
立ち上がりエッジ

 

12 SWSP 0 R/W シリアルWS極性 

0：SSIWSは第 1チャネルではローレベル、第 2チャネルではハイレベル 

1：SSIWSは第 1チャネルではハイレベル、第 2チャネルではローレベル 

11 SPDP 0 R/W シリアルパディング極性 

0：パディングビットはローレベル 

1：パディングビットはハイレベル 

【注】  MUEN＝1のとき、パディングビットはローレベルになります。 

（MUTE機能が優先されます） 

10 SDTA 0 R/W シリアルデータアラインメント 

0：シリアルデータ、パディングビットの順に送受信 

1：パディングビット、シリアルデータの順に送受信 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 PDTA 0 R/W パラレルデータアラインメント 

データワード長が 32、16、8ビットのとき、このビットは意味を持ちませ

ん。 

このビットは、受信モード時の SSIRDRと送信モード時の SSITDRに適用

します。 

0：パラレルデータ（SSITDR、SSIRDR）を左詰め 

1：パラレルデータ（SSITDR、SSIRDR）を右詰め 

• DWL＝000（データワード長 8ビット時）、PDTA設定は無視 

SSIRDRか SSITDRの全データビットがシリアルオーディオバス上で使

用されます。各 32ビットアクセスには 4データワードが送受信されます。

ビット 7～0には第 1のデータワード、ビット 15～8には第 2のデータワ

ード、ビット 23～16には第 3のデータワード、そしてビット 31～24に

は第 4のデータワードが格納されています。 

• DWL＝001（データワード長 16ビット時）、PDTA設定は無視 

SSIRDRか SSITDRの全データビットがシリアルオーディオバス上で使

用されます。各 32ビットアクセスには 2データワードが送受信されます。

ビット 15～0には第 1のデータワード、そしてビット 31～16には第 2

のデータワードが格納されています。 

• DWL＝010、011、100、101（データワード長 18、20、22、24ビット時）、

PDTA＝0（左詰め） 

SSIRDRかSSITDRのデータビットで使用されるのは以下のビットです。 

ビット 31～ビット（32－DWLによって設定されたデータワード長の 

ビット数） 

つまり、DWL＝011のとき、データワード長は 20ビットになり、SSIRDR

か SSITDRのビット 31～12が使用されます。他のすべてのビットは無視さ

れるかリザーブビットになります。 

• DWL＝010、011、100、101（データワード長 18、20、22、24ビット時）、

PDTA＝1（右詰め） 

SSIRDRかSSITDRのデータビットで使用されるのは以下のビットです。 

ビット（DWLによって設定されたデータワード長のビット数－1）～ 

ビット 0 

つまり、DWL＝011のとき、データワード長は 20ビットになり、SSIRDR

か SSITDRのビット 19～0が使用されます。他のすべてのビットは無視

されるかリザーブビットになります。 

• DWL＝110（データワード長 32ビット時）、PDTA設定は無視 

SSIRDRか SSITDRの全データビットがシリアルオーディオバス上で使用

されます。 

8 DEL 0 R/W シリアルデータディレイ 

0：SSIWSと SSIDATA間で 1クロックサイクルの遅延 

1：SSIWSと SSIDATA間の遅延なし 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

 



 

18. シリアルサウンドインタフェース（SSI） 

18-8  R01UH0025JJ0300  Rev.3.00 

  2010.09.15 

SH7261グループ

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6～4 CKDV[2:0] 000 R/W シリアルオーバサンプルクロック分周比 

オーバサンプルクロック*（AUDIO_CLKもしくは AUDIO_X1、AUDIO_X2）

とシリアルビットクロックの分周比を設定します。また、スタンバイコン

トロールレジスタ（STBCR5）の CKDV3ビットと組み合わせることでさら

に 1/4に分周することができます。SCKD＝0のとき、これらのビットは無

視されます。シリアルビットクロックはシフトレジスタで使われ、SSISCK

端子から供給されます。 

• CKDV3＝1のとき 

000：シリアルビットクロック周波数＝オーバサンプルクロック 

周波数／1 

001：シリアルビットクロック周波数＝オーバサンプルクロック 

周波数／2 

010：シリアルビットクロック周波数＝オーバサンプルクロック 

周波数／4 

011：シリアルビットクロック周波数＝オーバサンプルクロック 

周波数／8 

100：シリアルビットクロック周波数＝オーバサンプルクロック 

周波数／16 

101：シリアルビットクロック周波数＝オーバサンプルクロック 

周波数／6 

110：シリアルビットクロック周波数＝オーバサンプルクロック 

周波数／12 

111：設定禁止 

• CKDV3＝0のとき 

000：シリアルビットクロック周波数＝オーバサンプルクロック 

周波数／4 

001：シリアルビットクロック周波数＝オーバサンプルクロック 

周波数／8 

010：シリアルビットクロック周波数＝オーバサンプルクロック 

周波数／16 

011：シリアルビットクロック周波数＝オーバサンプルクロック 

周波数／32 

100：シリアルビットクロック周波数＝オーバサンプルクロック 

周波数／64 

101：シリアルビットクロック周波数＝オーバサンプルクロック 

周波数／24 

110：シリアルビットクロック周波数＝オーバサンプルクロック 

周波数／48 

111：設定禁止 

【注】*  オーバサンプルクロックは、PFCのポート Dコントロールレジ

スタ 1（PDCR1）の PD0MD0ビットが 0のとき AUDIO_X1、

AUDIO_X2が選択されます。1のとき AUDIO_CLKが選択されま

す。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 MUEN 0 R/W ミュートイネーブル 

0：SSIモジュールはミュート状態でない 

1：SSIモジュールはミュート状態 

2 － 0 R リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

1 TRMD 0 R/W 送信／受信モード選択 

0：SSIモジュールは受信モード 

1：SSIモジュールは送信モード 

0 EN 0 R/W SSIモジュールイネーブル 

0：SSIモジュール動作を禁止 

1：SSIモジュール動作を許可 
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18.3.2 ステータスレジスタ（SSISR） 

SSISRは、SSIモジュールの動作状態を示すステータスフラグと、現在のチャネル番号とワード番号を示すビッ

トで構成されます。 

SSISRは、パワーオンリセットおよびディープスタンバイモード時に H'02000003に初期化されます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 1*2 0
R R R R R/W*1 R/W*1 R R R R R R R R R R

0 0 1 1*2

R R R R R R R R R R R R R R R R

- - - DMRQ UIRQ OIRQ IIRQ DIRQ - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - CHNO[1:0] SWNO IDST

【注】 読み出し／書き込み可能。0を書き込むとビットは初期化されますが、1の書き込みは無視されます。
SSIがアイドル状態を示すまでSSIクロックを供給し続けなければなりません。

*1
*2  

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

28 DMRQ 0 R DMA要求ステータスフラグ 

本ステータスフラグにより、CPUは SSIモジュールの DMAリクエストの

状態を知ることができます。 

[TRMD＝0（受信モード）のとき] 

• DMRQ＝1のとき、SSIRDRに未読データがあります。 

• SSIRDRが読み出された場合、次の未読データがくるまで DMRQ＝0に

なります。 

[TRMD＝1（送信モード）のとき] 

• DMRQ＝1のとき、SSITDRは、シリアルオーディオバス上の送信を継

続できるようデータの書き込みを要求します。 

• SSITDRにデータが書き込まれた場合、次の送信データの要求があるま

で DMRQ＝0になります。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

27 UIRQ 0 R/W*1 アンダフローエラー割り込みステータスフラグ 

本ステータスフラグは要求レートより低いレートでデータが供給されたこ

とを示します。 

このビットは、UIENビットの設定にかかわらず 1にセットされます。0

にクリアするには、0を書き込んでください。 

UIRQ＝1かつ UIEN＝1のとき、割り込みが発生します。 

[TRMD＝0（受信モード）のとき] 

UIRQ＝1のとき、DMRQや DIRQビットが新しい未読データの存在を示

す前に、SSIRDRが読み出されたことを示しています。このとき、同じ

受信データがホストによって 2回格納される可能性があり、マルチチャ

ネルデータの破壊につながる恐れがあります。 

[TRMD＝1（送信モード）のとき] 

UIRQ＝1のとき、送信する前に SSITDRに送信データが書き込まれなか

ったことを示しています。これにより同じデータが 1回多く送信される

可能性があり、マルチチャネルデータの破壊につながる恐れがあります。

結果として間違った SSIデータが出力されるため、このエラーは、受信

モードのアンダフローより深刻です。 

【注】 アンダフローエラーが発生すると、次のデータが書き込まれるま

で、データバッファ中にあるデータが送信されます。 

26 OIRQ 0 R/W*1 オーバフローエラー割り込みステータスフラグ 

本ステータスフラグは要求レートより高いレートでデータが供給されたこ

とを示します。 

このビットは OIENビットの設定にかかわらず 1にセットされます。0に

クリアするには、0を書き込んでください。 

OIRQ＝1かつ OIEN＝1のとき、割り込みが発生します。 

[TRMD＝0（受信モード）のとき] 

OIRQ＝1のとき、SSIRDRに、新しい未読データが書き込まれる前に以

前の未読データが読み出されなかったことを示しています。これにより

データが損失される可能性があり、マルチチャネルデータの破壊につな

がる恐れがあります。 

【注】 オーバフローエラーが発生すると、データバッファ中にあるデー

タは、SSIインタフェースから送られてくる次のデータに上書き

されます。 

[TRMD＝1（送信モード）のとき] 

OIRQ＝1のとき、SSITDR中のデータがシフトレジスタに転送される前

に SSITDRにデータが書き込まれたことを示しています。これによりデ

ータが損失される可能性があり、マルチチャネルデータの破壊につなが

る恐れがあります。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

25 IIRQ 1*2 R アイドルモード割り込みステータスフラグ 

本ステータスフラグは SSIモジュールがアイドル状態であるかどうかを示

します。ポーリングを可能にするため、このビットは、IIENビットの設定

にかかわらず 1にセットされます。 

割り込みは、IIENビットを 0にクリアすることでマスクできますが、この

ビットに 0を書き込んでも割り込みをクリアできません。 

IIRQ＝1かつ IIEN＝1のとき、割り込みが発生します。 

0：SSIモジュールはアイドル状態でない 

1：SSIモジュールはアイドル状態 

24 DIRQ 0 R データ割り込みステータスフラグ 

本ステータスフラグは SSIモジュールがデータの読み出しか書き込みを必

要としていることを示します。 

ポーリングを可能にするため、このビットは、DIENビットの設定にかか

わらず 1にセットされます。 

割り込みは、DIENビットを 0にクリアすることでマスクできますが、こ

のビットに 0を書き込んでも割り込みをクリアできません。 

DIRQ＝1かつ DIEN＝1のとき、割り込みが発生します。 

[TRMD＝0（受信モード）のとき] 

0：SSIRDRに未読データなし 

1：SSIRDRに未読データあり 

[TRMD＝1（送信モード）のとき] 

0：送信バッファはフル 

1：送信バッファは空で、SSITDRへのデータ書き込みを要求しています 

23～4 － 不定 R リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

3、2 CHNO 

[1:0] 

00 R チャネル番号 

現在のチャネルを示します。 

[TRMD＝0（受信モード）のとき] 

このビットは、SSIRDR内の現在のデータがどのチャネルのものかを表

します。シフトレジスタからの転送により SSIRDR中のデータが更新さ

れるとこの値は変化します。 

[TRMD＝1（送信モード）のとき] 

このビットは、SSITDRにどのチャネルのデータを書き込むべきかを表

します。データがシフトレジスタにコピーされると、SSITDRに書き込

まれたかどうかにかかわらず、この値は変化します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 SWNO 1 R シリアルワード番号 

現在のワード番号を示します。 

[TRMD＝0（受信モード）のとき] 

このビットは、SSIRDR内の現在のデータがどちらのシステムワードで

あるかを表します。SSIRDRが読み出されたかどうかにかかわらず、シ

フトレジスタからの転送により SSIRDR中のデータが更新されるとこの

値は変化します。 

[TRMD＝1（送信モード）のとき] 

このビットは、SSITDRにどちらのシステムワードを書き込むべきかを

表します。データがシフトレジスタにコピーされると、SSITDRに書き

込まれたかどうかにかかわらず、この値は変化します。 

0 IDST 1*2 R アイドルモードステータスフラグ 

本ステータスフラグはシリアルバスが停止した状態であることを示しま

す。 

EN＝1かつシリアルバスが動作中のとき、このビットはクリアされます。 

このビットは以下の条件のときに自動的に 1にセットされます。 

[SSIがマスタトランスミッタ（SWSD＝1かつ TRMD＝1）のとき] 

ENビットがクリアされ、SSITDRに書き込まれているデータがシリアル

データ入出力端子（SSIDATA）から出力を完了すると（システムワード

長の出力を完了すると）、このビットは 1にセットされます。 

[SSIがマスタレシーバ（SWSD＝1かつ TRMD＝0）のとき] 

ENビットがクリアされ、現在のシステムワードが終了すると、このビッ

トは 1にセットされます。 

[SSIがスレーブトランスミッタ／レシーバ（SWSD＝0）のとき] 

ENビットがクリアされ、現在のシステムワードが終了すると、このビッ

トは 1にセットされます。 

【注】 現在のシステムワードが終了する前に外部デバイスがシリアルバ

スクロックを停止すると、このビットはセットされません。 

【注】 *1 読み出し／書き込み可能。0を書き込むとビットは初期化されますが、1の書き込みは無視されます。 

 *2 SSIがアイドル状態を示すまで SSIクロックを供給し続けなければなりません。 
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18.3.3 トランスミットデータレジスタ（SSITDR） 

SSITDRは、32ビットのレジスタで、送信するデータを格納します。 

本レジスタに書き込まれたデータは、送信の要求があると、シフトレジスタに転送されます。データワード長

が 32ビット未満のとき、アラインメントは SSICRの PDTAコントロールビットの設定に従って行われます。 

本レジスタを読むことで、バッファ内のデータが得られます。 

SSITDRは、パワーオンリセットおよびディープスタンバイモード時に H'00000000に初期化されます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W  

 

18.3.4 レシーブデータレジスタ（SSIRDR） 

SSIRDRは、32ビットのレジスタで、受信したデータを格納します。 

本レジスタのデータは、データワードが受信されるごとにシフトレジスタから転送されます。データワード長

が 32ビット未満のとき、アラインメントは SSICRの PDTAコントロールビットの設定に従って行われます。 

SSIRDRは、パワーオンリセットおよびディープスタンバイモード時に H'00000000に初期化されます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R  
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18.4 動作説明 

18.4.1 バスフォーマット 

SSIモジュールは、トランスミッタとレシーバのいずれとしても動作でき、どちらのモードにおいても、多くの

シリアルバスフォーマットを使用できます。 

バスフォーマットは表 18.3に示す 4つの主要なモードから選択できます。 
 

表 18.3 SSIモジュールのバスフォーマット 

 

T
R

M
D

 

S
C

K
D

 

S
W

S
D

 

E
N

 

M
U

E
N

 

D
IE

N
 

IIE
N

 

O
IE

N
 

U
IE

N
 

D
E

L 

P
D

T
A

 

S
D

T
A

 

S
P

D
P

 

S
W

S
P

 

S
C

K
P

 

S
W

L 
[2

:0
] 

D
W

L 
[2

:0
] 

C
H

N
L 

[1
:0

] 

非圧縮スレーブレシーバ 0 0 0 

非圧縮スレーブトランスミッタ 1 0 0 

非圧縮マスタレシーバ 0 1 1 

非圧縮マスタトランスミッタ 1 1 1 

コントロールビット コンフィギュレーションビット 

 

18.4.2 非圧縮モード 

非圧縮モードは、チャネルに分割されるシリアルオーディオストリームをサポートします。I2S互換フォーマッ

トだけでなく、多数の改良版にも対応しています。 

（1） スレーブレシーバ 

このモードでは、別のデバイスからシリアルデータを受信できます。シリアルデータストリームに使われるク

ロックとワード選択信号は外部デバイスから供給されます。これらの信号が SSIモジュールに設定されたフォー

マットと一致しないとき、動作は保証されません。 
 

（2） スレーブトランスミッタ 

このモードでは、別のデバイスにシリアルデータを送信できます。シリアルデータストリームに使われるクロ

ックとワード選択信号は外部デバイスから供給されます。これらの信号が SSIモジュールに設定されたフォーマ

ットと一致しないとき、動作は保証されません。 
 

（3） マスタレシーバ 

このモードでは、別のデバイスからシリアルデータを受信できます。クロックとワード選択信号はオーバサン

プルクロックから内部生成されます。これらの信号のフォーマットは SSIモジュールの設定に従います。別デバ

イスから送信されるデータが、設定されたフォーマットと一致しないとき、動作は保証されません。 
 

（4） マスタトランスミッタ 

このモードでは、別のデバイスにシリアルデータを送信できます。クロックとワード選択信号はオーバサンプ

ルクロックから内部生成されます。これらの信号のフォーマットは SSIモジュールのコンフィギュレーションビ

ットの設定に従います。 
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（5） 動作設定－ワード長関連 

非圧縮モードでは、SSICRのワード長に関するすべてのビットが有効です。SSIモジュールは多数のコンフィギ

ュレーションをサポートできますが、ここでは I2S互換、MSBファースト・左詰め、MSBファースト・右詰めの

各フォーマットについて説明します。 
 

1. I2S互換フォーマット 

図 18.3、図 18.4に、パディングありとパディングなしの I2S互換フォーマットをそれぞれ示します。データワ

ード長がシステムワード長より短いときにパディングが発生します。 

prev. sample MSB LSB+1 LSB MSB LSB+1 LSB next sample

SSISCK

SSIWS

SSIDATA

システムワード2＝
データワード2 

SCKP=0、SWSP=0、DEL=0、CHNL=00
システムワード長=データワード長のとき

システムワード1＝
データワード1

 

図 18.3 I2S互換フォーマット（パディングなし） 

MSB LSB MSB LSB next

SCKP=0、SWSP=0、DEL=0、CHNL=00、SPDP=0、SDTA=0
システムワード長＞データワード長のとき

データワード1 データワード2パディング パディング

システムワード1 システムワード2

SSISCK

SSIWS

SSIDATA

 

図 18.4 I2S互換フォーマット（パディングあり） 

 

図 18.5にMSBファースト・左詰めフォーマットを、図 18.6にMSBファースト・右詰めフォーマットを示し

ます。 
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2. MSBファースト・左詰めフォーマット 

MSB LSB MSB LSB next

SSISCK

SSIWS

SSIDATA

SCKP=0、SWSP=0、DEL=1、CHNL=00、SPDP=0、SDTA=0
システムワード長＞データワード長のとき

データワード1 データワード2パディング パディング

システムワード1 システムワード2

 

図 18.5 MSBファースト・左詰めフォーマット（シリアルデータ、パディングビットの順に送受信） 

 

3. MSBファースト・右詰めフォーマット 

MSB LSB MSB LSBprev

SCKP=0、SWSP=0、DEL=1、CHNL=00、SPDP=0、SDTA=1
システムワード長＞データワード長のとき

データワード1 データワード2パディング パディング

システムワード1 システムワード2

SSISCK

SSIWS

SSIDATA

 

図 18.6 MSBファースト・右詰めフォーマット（パディングビット、シリアルデータの順に送受信） 

 

（6） マルチチャネルフォーマット 

I2Sバス仕様の定義を拡張し、2システムワード中に 2より多いチャネルの転送を行うデバイスタイプもありま

す。 

SSIモジュールは、CHNL、SWLおよび DWLビットを使って、4、6、および 8チャネルの転送を実行します。

ただし、システムワード長（SWL）が、データワード長（DWL）にチャネル数（CHNL）を掛けたもの以上の長

さの場合に限ります。 

表 18.4に有効な設定とパディングビット数を示します。有効ではない設定には数字の代わりに「－」が記入さ

れています。 
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表 18.4 有効な設定とパディングビット数 

システムワードごとのパディングビット数 DWL[2：0] 000 001 010 011 100 101 110 

CHNL 

[1：0] 

システムワードごとに

デコードされるチャネル

SWL 

[2：0]

デコードされ

たワード長 

8 16 18 20 22 24 32 

000 8 0 － － － － － － 

001 16 8 0 － － － － － 

010 24 16 8 6 4 2 0 － 

011 32 24 16 14 12 10 8 0 

100 48 40 32 30 28 26 24 16 

101 64 56 48 46 44 42 40 32 

110 128 120 112 110 108 106 104 96 

00 1 

111 256 248 240 238 236 234 232 224 

000 8 － － － － － － － 

001 16 0 － － － － － － 

010 24 8 － － － － － － 

011 32 16 0 － － － － － 

100 48 32 16 12 8 4 0 － 

101 64 48 32 28 24 20 16 0 

110 128 112 96 92 88 84 80 64 

01 2 

111 256 240 224 220 216 212 208 192 

000 8 － － － － － － － 

001 16 － － － － － － － 

010 24 0 － － － － － － 

011 32 8 － － － － － － 

100 48 24 0 － － － － － 

101 64 40 16 10 4 － － － 

110 128 104 80 74 68 62 56 32 

10 3 

111 256 232 208 202 196 190 184 160 

000 8 － － － － － － － 

001 16 － － － － － － － 

010 24 － － － － － － － 

011 32 0 － － － － － － 

100 48 16 － － － － － － 

101 64 32 0 － － － － － 

110 128 96 64 56 48 40 32 0 

11 4 

111 256 224 192 184 176 168 160 128 
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SSIモジュールがトランスミッタとして動作する場合、SSITDRに書き込まれた各ワードは書き込まれた順にシ

リアルオーディオバスに送信されます。SSIモジュールがレシーバとして動作する場合、シリアルオーディオバス

が受信した各ワードは SSIRDRから受信した順に読み出されます。 

図 18.7～図 18.9に、4、6、および 8チャネルのデータがどのようにシリアルオーディオバスに転送されるかを

示します。図 18.7はパディングビットがない場合、図 18.8は左詰めの場合、図 18.9は右詰めの場合を示します。

これらの例は、すべて任意の例です。 

MSB LSB MSB LSB MSB LSB MSB LSB MSB LSB MSB LSB MSB LSB MSB LSBLSB MSB

SCKP=0、SWSP=0、DEL=1、CHNL=01、SPDP=Don't care、SDTA=Don't care
システムワード長=データワード長×2のとき

データ
ワード1

データ
ワード2

データ
ワード3

データ
ワード4

システムワード1 システムワード2

データ
ワード1

データ
ワード2

データ
ワード3

データ
ワード4

システムワード1 システムワード2

SSISCK

SSIWS

SSIDATA

 

図 18.7 マルチチャネルフォーマット（4チャネル、パディングなし） 

 

MSB LSB MSB LSB MSB LSB MSBMSB LSB MSB LSB MSB LSB

SCKP=0、SWSP=0、DEL=1、CHNL=10、SPDP=1、SDTA=0
システムワード長=データワード長×3のとき

データ
ワード1

データ
ワード2

データ
ワード3

データ
ワード4

データ
ワード5

データ
ワード6

システムワード1 システムワード2

パ
デ
ィ
ン
グ

パ
デ
ィ
ン
グ

SSISCK

SSIWS

SSIDATA

 

図 18.8 マルチチャネルフォーマット（6チャネル、Highパディング） 
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MSB LSB MSB LSB MSB LSB MSB LSB MSB LSB MSB LSB MSB LSB MSB LSB

SCKP=0、SWSP=0、DEL=1、CHNL=11、SPDP=0、SDTA=1
システムワード長＞データワード長×4のとき

データ
ワード1

データ
ワード2

データ
ワード3

データ
ワード4

データ
ワード5

データ
ワード6

データ
ワード7

データ
ワード8

システムワード1 システムワード2

パ
デ
ィ
ン
グ

パ
デ
ィ
ン
グ

SSISCK

SSIWS

SSIDATA

 

図 18.9 マルチチャネルフォーマット 

（8チャネル、パディングビット、シリアルデータの順に送受信、パディングあり） 

 

（7） 動作設定フォーマット設定ビット 

非圧縮モードの他のコンフィギュレーションビットを以下に示します。これらのビットはお互いに排他的では

ありませんが、組み合わせによっては実用でない設定があります。 

図 18.10の基本のフォーマット例を参照しながら、これらのコンフィギュレーションビットを以下に説明しま

す。 

0000 00

0

1

TDn

TD28 TD31TD31 TD30 TD29 TD28 TD31 TD30 TD29 TD28

シリアルバスのハイレベル（パディング）

SWL=6ビット（SSIモジュールでは不可な参考例）
DWL=4ビット（SSIモジュールでは不可な参考例）
CHNL=00、SCKP=0、SWSP=0、SPDP=0、SDTA=0、PDATA=0、DEL=0、MUEN=0
SSITDRに連続書き込みされた4ビットのデータがシリアルオーディオバスに送信されます

第1のチャネル 第2のチャネル

【記号の説明】（以降の図に適用）

レシーバのサンプリングポイント

SSITDRのｎビット

シリアルバスのローレベル（パディングやミュート）

SSISCK

SSIWS

SSIDATA

 

図 18.10 基本フォーマット例（送信モード、任意のシステム／データワード長） 
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図 18.10の例では、6ビットのシステムワードと 4ビットのデータワードが使用されます。これらの設定は SSI

モジュールでは実現不可能ですが、その他の設定ビットの説明のためにここでは例として用いています。 
 

4. 反転クロック 

SSISCK

SSIWS

SSIDATA 0000 00TD28 TD31TD31 TD30 TD29 TD28 TD31 TD30 TD29 TD28

SCKP=1をのぞき、基本フォーマット例と同じ設定です。

 第1のチャネル  第2のチャネル

 

図 18.11 反転クロック 

 

5. 反転ワード選択信号 

0000 00TD28 TD31TD31 TD30 TD29 TD28 TD31 TD30 TD29 TD28

SWSP=1をのぞき、基本フォーマット例と同じ設定です。

 第1のチャネル  第2のチャネル

SSISCK

SSIWS

SSIDATA  

図 18.12 反転ワード選択信号 

 

6. 反転パディング極性 

TD28 TD311 1 1 1 1 1TD31 TD30 TD29 TD28 TD31 TD30 TD29 TD28

SPDP=1をのぞき、基本フォーマット例と同じ設定です。

 第1のチャネル  第2のチャネル

SSISCK

SSIWS

SSIDATA  

図 18.13 反転パディング極性 
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7. パディングビット、シリアルデータの順に送受信、遅延あり 

000TD28 0 0TD30 TD29 TD31 TD30 TD29 TD28 TD31 TD30 TD29 TD28

SDTA=1をのぞき、基本フォーマット例と同じ設定です。

 第1のチャネル  第2のチャネル

SSISCK

SSIWS

SSIDATA
 

図 18.14 パディングビット、シリアルデータの順に送受信、遅延あり 

 

8. パディングビット、シリアルデータの順に送受信、遅延なし 

000TD28 0 0TD29 0TD31 TD30 TD29 TD28 TD31 TD30 TD29 TD28

SDTA=1、DEL=1をのぞき、基本フォーマット例と同じ設定です。

 第1のチャネル  第2のチャネル

SSISCK

SSIWS

SSIDATA  

図 18.15 パディングビット、シリアルデータの順に送受信、遅延なし 

 

9. シリアルデータ、パディングビットの順に送受信、遅延なし 

0000 0 0 TD31 TD30TD31 TD30 TD29 TD28 TD31 TD30 TD29 TD28

DEL=1をのぞき、基本フォーマット例と同じ設定です。

 第1のチャネル  第2のチャネル

SSISCK

SSIWS

SSIDATA  

図 18.16 シリアルデータ、パディングビットの順に送受信、遅延なし 
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10. パラレルデータの右詰め、遅延あり 

0000 0 0 TD3TD0 TD3 TD2 TD1 TD0 TD3 TD2 TD1 TD0

PDTA=1をのぞき、基本フォーマット例と同じ設定です。

 第1のチャネル  第2のチャネル

SSISCK

SSIWS

SSIDATA  

図 18.17 パラレルデータの右詰め、遅延あり 

11. ミュート有効 

0000 0 00 00 00 00 00 000

MUEN=1（TDデータを無視）をのぞき、基本フォーマット例と同じ設定です。

 第1のチャネル  第2のチャネル

SSISCK

SSIWS

SSIDATA  

図 18.18 ミュート有効 

18.4.3 動作モード 

コンフィギュレーション、有効および無効の 3つの動作モードがあります。図 18.19に動作モードの遷移図を

示します。 

EN = 1
(IDST = 0)

EN = 0
(IDST = 0)

EN = 0
(IDST = 1)

リセット

モジュール�
コンフィギュ�
レーション�

（リセット後）

モジュール無効�
（バスの�

インアクティブ�
待ち）

モジュール有効�
（通常tx/rx）

 

図 18.19 動作モード遷移図 
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（1） コンフィギュレーションモード 

リセット解除後にこのモードになります。SSIモジュールが ENビットのセットで有効になる前に、このモード

でコントロールレジスタに必要な設定をする必要があります。 

ENビットをセットすると、SSIモジュールはモジュール有効モードに遷移します。 
 

（2） モジュール有効モード 

このモードの動作は選択された動作モードに依存しています。詳細については「18.4.4 送信動作」と「18.4.5 

受信動作」を参照してください。 
 

18.4.4 送信動作 

送信は DMAか割り込みで制御できます。 

CPU負荷を低減するという点では、DMA制御の方が優れています。DMA制御モードでは、データのアンダフ

ローやオーバフローの発生時、または DMACの転送終了は、割り込みによって通知されます。 

別の制御方法としては、必要に応じて SSIモジュールがデータ供給のために生成する割り込みを用いる方法が

あります。SSIモジュールは単にダブルバッファ構造であり、少なくともシステムワードごとにデータの書き込み

を必要とするため、割り込み制御モードの方が高い負荷が生じます。 

SSIモジュールを無効にする場合、IIRQビットが SSIのアイドル状態を示すまで SSIクロック*は供給され続け

なければなりません。 

図 18.20に DMA制御モードの送信動作を、図 18.21に割り込み制御モードの送信動作を示します。 

 

【注】 *  SCKD＝0のとき SSISCK端子からの入力クロック 

    SCKD＝1のときオーバサンプルクロック 



 

18. シリアルサウンドインタフェース（SSI） 

R01UH0025JJ0300  Rev.3.00  18-25 

2010.09.15  

 

SH7261グループ 

（1） DMAコントローラを使用した送信 

Yes

No

No

Yes

Yes

No

EN = 1、
DMEN = 1、
UIEN = 1、OIEN = 1

EN = 0、
DMEN = 0
UIEN = 0、OIEN = 0、
IIEN = 1

開始

リセット解除
SSICRの

コンフィギュレーションビット
を設定

必要に応じて送信用の
データを供給するように

DMAのセットアップ

SSIモジュールをイネーブル
 DMAをイネーブル

 エラー割り込みを許可

DMACやSSIからの割り込み待ち

SSI
 エラー割り込み?

DMAC
 Txデータの終了?

送信データ残っている?

SSIモジュールをディスエーブル
 DMAをディスエーブル
 エラー割り込みを禁止

 アイドル割り込みを許可

SSIモジュールからの
アイドル割り込み待ち

終了*

* SSI

TRMD、EN、SCKD、SWSD、
MUEN、DEL、PDTA、SDTA、
SPDP、SWSP、SCKP、SWL、
DWL、CHNLの設定

 

図 18.20 DMAコントローラを使用した送信 
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（2） 割り込みデータフロー制御を使用した送信 

No

Yes

Yes

No

EN = 1、
DIEN = 1、
UIEN = 1、OIEN = 1

EN = 0、�
DIEN = 0
UIEN = 0、OIEN = 0、
IIEN = 1

 n = ( (CHNL + 1) × 2)
ループ

SSIステータスレジスタビットで�
アンダフロー／オーバフロー�
後にデータの再アラインメント

開始

リセット解除
SSICRの

コンフィギュレーション
ビットを設定

SSIモジュールをイネーブル
データ割り込みをイネーブル
エラー割り込みを許可

SSIからの割り込み待ち

データ割り込み?

チャネルｎのデータをロード

次のチャネル

送信するデータ残っている?

SSIモジュールをディスエーブル
データ割り込みをディスエーブル

エラー割り込みを禁止
アイドル割り込みを許可

SSIモジュールからの�
アイドル割り込み待ち

終了

TRMD、EN、SCKD、SWSD、�
MUEN、DEL、PDTA、SDTA、�
SPDP、SWSP、SCKP、SWL、�
DWL、CHNLの設定

 

図 18.21 割り込みデータフロー制御を使用した送信 

 

18.4.5 受信動作 

送信同様、受信も DMAまたは割り込みで制御できます。 

図 18.22、図 18.23にそれぞれの動作フローチャートを示します。 

SSIモジュールを無効にする場合、IIRQビットが SSIのアイドル状態を示すまで SSIクロック*は供給され続け

なければなりません。 

【注】 *  SCKD＝0のとき SSISCK端子からの入力クロック 

    SCKD＝1のときオーバサンプルクロック 
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（1） DMAコントローラを使用した受信 

Yes

No

No

Yes

Yes

No

EN = 1、
DMEN = 1、
UIEN = 1、OIEN = 1

EN = 0、
DMEN = 0
UIEN = 0、OIEN = 0、
IIEN = 1

開始

リセット解除
SSICRの

コンフィギュレーション
ビットを設定

SSIモジュールからメモリ
にデータ転送するよう
DMAのセットアップ

SSIモジュールをイネーブル
DMAをイネーブル
エラー割り込みを許可

DMACやSSIからの
割り込み待ち

SSI
エラー割り込み?

DMAC
Rxデータの終了?

受信するデータ
残っている?

SSIモジュールをディスエーブル
DMAをディスエーブル
 エラー割り込みを禁止

 アイドル割り込みを許可

SSIモジュールからの
アイドル割り込み待ち

終了*

TRMD、EN、SCKD、SWSD、
MUEN、DEL、PDTA、SDTA、
SPDP、SWSP、SCKP、SWL、
DWL、CHNLの設定

* SSI
 

図 18.22 DMAコントローラを使用した受信 
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（2） 割り込みデータフロー制御を使用した受信 

Yes

No

Yes

No

EN = 1、
DIEN = 1、
UIEN = 1、OIEN = 1

EN = 0、
DIEN = 0
UIEN = 0、OIEN = 0、�
IIEN = 1

開始

リセット解除
SSICRの�

コンフィギュレーション�
ビットを設定�

SSIモジュールをイネーブル
データ割り込みをイネーブル
エラー割り込みを許可�

SSIからの割り込み待ち�

SSI
エラー割り込み?

レシーブデータレジスタ�
からデータの読み出し�

データをさらに�
受信する?

SSIモジュールをディスエーブル
データ割り込みをディスエーブル

エラー割り込みを禁止
アイドル割り込みを許可�

SSIモジュールからの�
アイドル割り込み待ち

終了

TRMD、EN、SCKD、SWSD、�
MUEN、DEL、PDTA、SDTA、�
SPDP、SWSP、SCKP、SWL、�
DWL、CHNLの設定�

SSIステータスレジスタビットで�
アンダフロー／オーバフロー�
後にデータの再アラインメント�

 

図 18.23 割り込みデータフロー制御を使用した受信 

 

アンダフローやオーバフロー条件が一致した場合、CHNO[1:0]ビットと SWNOビットを使って SSIモジュール

を一致する前の状態に回復できます。アンダフローやオーバフローが発生したら、ホスト CPUはチャネル数とシ

ステムワード数を読み出すことで、シリアルオーディオストリームの到達した位置を知ることができます。トラ

ンスミッタとして動作する場合、SSIモジュールが次に送信する予定のデータに到達するまでホスト CPUは送信

データをスキップすることが可能です。これにより、オーディオデータストリームと再び同期できます。レシー

バとして動作する場合、SSIモジュールが次に受信すると示しているデータを格納できるようになるまでホスト

CPUはヌルデータを格納することにより、受信データ数の整合性をとり、オーディオデータストリームと再び同

期できます。 
 



 

18. シリアルサウンドインタフェース（SSI） 

R01UH0025JJ0300  Rev.3.00  18-29 

2010.09.15  

 

SH7261グループ 

18.4.6 送信時における一時停止、再開手順 

以下の手順で実現することが可能です。 

（1） DMACの再設定なしで転送、停止を繰り返すための手順 

1. DMA転送を止めるために、SSICR.DMEN＝0（DMA要求を禁止）にします。 

2. SSISR.DIRQ＝1（送信モード：送信バッファは空き）になるのをポーリングまたは割り込みなどで待つ。 

3. SSICR.EN=0（SSIモジュール動作を禁止）で転送停止にします。 

4. 再転送する前に、SSISR.IDST＝1になっていることを確認します。 

5. SSICR.EN＝1（SSIモジュール動作を許可）にします。 

6. SSISR.DIRQ＝1になるのをポーリングまたは割り込みなどで待つ。 

7. SSICR.DMEN＝1（DMA要求を許可）にすることでDMA転送が再開されます。 

 

（2） SSI停止後、DMACを再設定する場合の転送手順 

1. DMA転送を止めるために、SSICR.DMEN＝0（DMA要求を禁止）にします。 

2. SSISR.DIRQ＝1（送信モード：送信バッファは空き）になるのをポーリングまたは割り込みなどで待つ。 

3. SSICR.EN＝0（SSIモジュール動作を禁止）で転送停止にします。 

4. DMACのDMSCNTにてDMACを停止させます。 

5. 再転送するまえに、SSISR.IDST＝1になっていることを確認します。 

6. SSICR.EN＝1（SSIモジュール動作を許可）にします。 

7. DMACの各レジスタ設定と転送開始を行います。 

8. SSICR.DMEN＝1（DMA要求を許可）にすることでDMA転送が再開されます。 

 

18.4.7 シリアルビットクロックコントロール 

シリアルビットクロック機能を用いて、シリアルバスインタフェースで使われるクロックの制御と選択を行っ

ています。 

シリアルビットクロック方向が入力に設定されている場合（SCKD＝0）、SSIモジュールはクロックスレーブ

モードであり、シフトレジスタが使うビットクロックは SSISCK端子に入力されたクロックです。 

シリアルビットクロック方向が出力に設定されている場合（SCKD＝1）、SSIモジュールはクロックマスタモ

ードであり、シフトレジスタが使うビットクロックはオーバサンプルクロックまたはそれを分周したクロックで

す。オーバサンプルクロックは、SSICRのシリアルオーバサンプルクロック分周比（CKDV）ビットで設定され

た比率で分周された後でシフトレジスタのビットクロックとして使われます。 

上記のいずれの場合でも、SSISCK端子の出力はビットクロックと同じになります。 
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18.5 使用上の注意事項 

18.5.1 受信 DMA動作中にオーバフローが起こった場合の制限事項 

受信 DMA動作中にオーバフローが起こった場合、モジュールの再起動が必要です。SSI内の受信バッファは L

チャネルと Rチャネルが共用の 32ビットのレジスタで構成しています。そのため、たとえばコントロールレジス

タ（SSICR）のデータワード長（DWL2～DWL0）が 32ビットの設定で、システムワード長（SWL2～SWL0）が

32ビットの設定の場合、オーバフローが一度発生すると、Lチャネルで受信すべきデータが、Rチャネルで受信

してしまうことがあります。 

そこで、オーバフローエラー割り込みまたはオーバフローエラーステータスフラグ（SSISRの OIRQビット）

によりオーバフローを確認した場合、SSICRの ENビットおよび DMENビットに 0を書き込むことにより、SSI

モジュールの DMAを禁止して動作を停止させてください（このとき DMAコントローラの設定も停止させてくだ

さい）。その後、OIRQビットに 0を書き込み、オーバフローステータスをクリアし、再度 DMAの設定を行い転

送を再開してください。 
 

18.5.2 オーバサンプルクロック使用時の注意 

オーバサンプルクロックに外部クロック入力を使用する場合は「4.6.1 外部クロック入力時の注意」の EXTAL、

XTAL端子を AUDIO_X1、AUDIO_X2端子に置き換えて参照してください。 

水晶発振子を使用する場合は「4.6.2 水晶発振子使用時の注意」の EXTAL、XTAL端子を AUDIO_X1、

AUDIO_X2端子に置き換えて参照してください。 

また、「4.6.3 発振子に関する注意」を参照してください。 
 

18.5.3 クロック供給停止の制限事項 

スタンバイコントロールレジスタ 5（STBCR5）のMSTP53、MSTP52ビットを 0クリアし、いったん SSIの動

作を開始した後は、これらのビットを 1にセット（SSIのクロック供給を停止）しないでください。 
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19. コントローラエリアネットワーク（RCAN-ET）
【R5S72611】【R5S72613】 

コントローラエリアネットワーク（RCAN-ET）は自動車および産業機器システム等でのリアルタイム通信を目

的とした CAN（Controller Area Network）を制御するためのモジュールです。 

本章は RCAN-ETのプログラムインタフェースについて説明します。 

また CANのデータリンクコントローラの機能については下記参考文献を参照してください。 
 

［参考文献］ 

1. CAN Specification Version 2.0 part A, Robert Bosch GmbH, 1991 

2. CAN Specification Version 2.0 part B, Robert Bosch GmbH, 1991 

3. Implementation Guide for the CAN Protocol, CAN Specification 2.0 Addendum, CAN In Automation, Erlangen, 

Germany, 1997 

4. Road vehicles-Controller area network（CAN）: Part 1: Data link layer and physical signaling 

（ISO-11898-1, 2003） 

19.1 特長 

• CAN規格2.0B対応 

• ビットタイミングはISO-11898規格に準拠 

• 16個のメールボックス 

• クロック周波数：16～40 MHz 

• プログラム可能な15個の送受信用メールボックスおよび1個の受信用メールボックス 

• 低消費電力のCANスリープモードおよびCANバスアクティビティを検出してCANスリープモードを自動解

除 

• すべてのメールボックスにも対応したプログラム可能な受信フィルタマスク（スタンダードIDおよびエクス

テンデッドID） 

• 最大1Mbpsのプログラム可能なCANデータレート 

• リアルタイムアプリケーション起因による優先順位逆転防止のために、優先順位の内部区分機能を備えた転

送メッセージのキューを用意 

• 豊富な割り込み要因 

• テスト機能を内蔵（リスンオンリモード、エラーパッシブモード） 
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19.2 構成 

19.2.1 ブロック図 

RCAN-ETは、CAN2.0B Activeと ISO-11898をサポートする CANフレームを構成、制御する自由度の大きい洗

練された方法を提供します。RCAN-ETは機能的に、マイクロプロセッサインタフェース（MPI）、メールボック

ス、メールボックスコントロール、および CANインタフェースの 4種類のブロックからなります。 

図 19.1に RCAN-ETのブロック図を示します。 

IRR

GSR

MCR

IMR

メールボックス0～15（RAM）

Mailbox8
Mailbox9
Mailbox10
Mailbox11
Mailbox12
Mailbox13
Mailbox14
Mailbox15

Mailbox0
Mailbox1
Mailbox2
Mailbox3
Mailbox4
Mailbox5
Mailbox6
Mailbox7

メールボックスコントロール

マイクロプロセッサ
インタフェース
（MPI）

コントロール0 
LAFM／データ

CANインタフェース 

CTxCRx

TXPR

TXCR

RXPR

TXACK

ABACK

MBIMR

TECREC

メールボックス0～15（レジスタ）

Mailbox8
Mailbox9
Mailbox10
Mailbox11
Mailbox12
Mailbox13
Mailbox14
Mailbox15

Mailbox0
Mailbox1
Mailbox2
Mailbox3
Mailbox4
Mailbox5
Mailbox6
Mailbox7

コントロール1 

RFPR

UMSR

32
ビ
ッ
ト
内
部
バ
ス

送信バッファ 受信バッファ コント
ロール
信号

ステータス
信号

CANコア

BCR

16ビット周辺バス

【注】  RCAN-ETのコアは32ビットのバスシステムをベースにデザインされていますが、RCAN-ET全体では
              CPU用のMPIを含め、CPUに対して16ビットのバスインタフェースを採用しています。
        ロングワード（32ビット）アクセスは、バスインタフェース部でアクセスに展開されます。  

図 19.1 RCAN-ETのブロック図 
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19.2.2 各ブロックの機能 

（1） マイクロプロセッサインタフェース（MPI） 

MPIは、CPUと RCAN-ETのレジスタやメールボックスとの間の通信を可能にし、メモリインタフェースを制

御します。またMPIは CANバスのアクティブを検出し、MPI自身や RCAN-ETの他のモジュールにも CANバス

のアクティブを通知するウェイクアップコントロールロジックを持っているので、RCAN-ETは自動的に CANス

リープモードを解除することができます。なおMPIのレジスタには、MCR、IRR、GSR、および IMRがあります。 
 

（2） メールボックス 

メールボックスは、メッセージバッファとして RAMおよびレジスタに配列されています。 

RAMとレジスタ内には、それぞれ 16個のメールボックスがあり、以下の情報を格納します。 
 

［RAM］ 

• CANメッセージコントロール（ID、RTR、IDEなど） 

• CANメッセージデータ（CANデータフレーム用） 

• 受信用のローカルアクセプタンスフィルタマスク（LAFM） 

［レジスタ］ 

• CANメッセージコントロール（DLC） 

• 3ビットのメールボックスコンフィギュレーション、自動再送信無効ビット、リモートリクエスト用自動送信

ビット、ニューメッセージコントロールビット 

 

（3） メールボックスコントロール 

メールボックスコントロールは以下のような機能を持ちます。 

• メッセージ受信時は、IDを比較しCANインタフェースからのメッセージをメールボックスに格納するための

RAMアドレスとデータを生成し、対応するレジスタをセット／クリアします。 

• メッセージ送信時は、RCAN-ETは内部アービトレーションを動作させて正しい優先順位のメッセージを選択

し、メールボックスからCANインタフェースの送信バッファにメッセージをロードします。その後、対応す

るレジスタをセット／クリアします。 

• CPUとメールボックスコントロール間のメールボックスアクセスのアービトレーションを行います。 

• レジスタは、TXPR、TXCR、TXACK、ABACK、RXPR、RFPR、MBIMR、およびUMSRがあります。 

 

（4） CANインタフェース 

本ブロックは参考文献[2]と[4]の CANバスデータリンクコントローラ仕様をサポートしています。これは OSI

モデルで規定されるデータリンクコントローラの全機能を満足します。また、CANバスに特化したレジスタやロ

ジックも提供します。具体的には、受信エラーカウンタ、送信エラーカウンタ、ビットタイミングコンフィギュ

レーションレジスタ、種々のテストモードなどです。さらに、CANデータリンクコントローラの送受信を格納す

る機能もあります。 
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19.2.3 端子構成 

RCAN-ETの端子構成を表 19.1に示します。 
 

表 19.1 端子構成 

チャネル 名称 端子名 入出力 機   能 

0 送信データ端子 CTx0 出力 CANバス送信用端子です。 

 受信データ端子 CRx0 入力 CANバス受信用端子です。 

1 送信データ端子 CTx1 出力 CANバス送信用端子です。 

 受信データ端子 CRx1 入力 CANバス受信用端子です。 

 

19.2.4 メモリマップ 

RCAN-ETのメモリマップを図 19.2に示します。 

H'000

H'002

H'004

H'006

H'008

H'00A

H'00C

H'020

H'022

H'02A

H'032

H'03A

H'042

H'04A

H'052

H'05A

H'0A0

H'0A4

H'100

H'104

H'108

H'10A

H'10C

H'10E

H'110

H'120

H'140

H'160

H'2E0

ビット15 ビット0 ビット15 ビット0

マスタコントロールレジスタ（MCR）

ジェネラルステータスレジスタ（GSR）

ビットタイミングコンフィギュレーションレジスタ1（BCR1）

ビットタイミングコンフィギュレーションレジスタ0（BCR0）

インタラプトリクエストレジスタ（IRR）

インタラプトマスクレジスタ（IMR）

メールボックス0 コントロール1（NMC、MBC、DLC）

メールボックス1 コントロール／LAFM／データ

メールボックス0 データ（8バイト）

メールボックス2 コントロール／LAFM／データ

メールボックス3 コントロール／LAFM／データ

メールボックス15 コントロール／LAFM／データ

送信待ちレジスタ1（TXPR1）

送信待ちレジスタ0（TXPR0）

送信キャンセルレジスタ0（TXCR0）

送信アクノリッジレジスタ0（TXACK0）

アボートアクノリッジレジスタ0（ABACK0）

データフレーム受信完了レジスタ0（RXPR0）

リモートフレーム受信完了レジスタ0（RFPR0）

メールボックスインタラプトマスクレジスタ0（MBIMR0）

未読メッセージステータスレジスタ0（UMSR0）

送信エラー
カウンタ（TEC）

受信エラー
カウンタ（REC）

0

2

4

6

1

3

5

7

メールボックス0 コントロール0
（STDID、EXTID、RTR、IDE）

LAFM

【注】 未使用領域（H'000～H'2F2）はリザーブビットです。アクセスしないでください。
       記載しているアドレスはオフセットアドレスです。実アドレスについては「第30章　レジスタ一覧」を参照してください。 

図 19.2 RCAN-ETのメモリマップ 
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19.3 メールボックス 

19.3.1 メールボックスの構成 

メールボックスは CANフレームを送受信するためのメッセージバッファとして動作します。各メールボックス

は、メッセージコントロール、ローカルアクセプタンスフィルタマスク（LAFM）、メッセージデータの 3個の格

納フィールドからなります。 

表 19.2に各メールボックスに対するメッセージコントロール、LAFM、メッセージデータのアドレスマップを

示します。 
 

表 19.2 各メールボックスのアドレスマップ 

アドレス 

コントロール 0 LAFM データ コントロール 1 

メールボックス 

4バイト 4バイト 8バイト 2バイト 

0（受信のみ） H'100－H'103 H'104－H'107 H'108－H'10F H'110－H'111 

1 H'120－H'123 H'124－H'127 H'128－H'12F H'130－H'131 

2 H'140－H'143 H'144－H'147 H'148－H'14F H'150－H'151 

3 H'160－H'163 H'164－H'167 H'168－H'16F H'170－H'171 

4 H'180－H'183 H'184－H'187 H'188－H'18F H'190－H'191 

5 H'1A0－H'1A3 H'1A4－H'1A7 H'1A8－H'1AF H'1B0－H'1B1 

6 H'1C0－H'1C3 H'1C4－H'1C7 H'1C8－H'1CF H'1D0－H'1D1 

7 H'1E0－H'1E3 H'1E4－H'1E7 H'1E8－H'1EF H'1F0－H'1F1 

8 H'200－H'203 H'204－H'207 H'208－H'20F H'210－H'211 

9 H'220－H'223 H'224－H'227 H'228－H'22F H'230－H'231 

10 H'240－H'243 H'244－H'247 H'248－H'24F H'250－H'251 

11 H'260－H'263 H'264－H'267 H'268－H'26F H'270－H'271 

12 H'280－H'283 H'284－H'287 H'288－H'28F H'290－H'291 

13 H'2A0－H'2A3 H'2A4－H'2A7 H'2A8－H'2AF H'2B0－H'2B1 

14 H'2C0－H'2C3 H'2C4－H'2C7 H'2C8－H'2CF H'2D0－H'2D1 

15 H'2E0－H'2E3 H'2E4－H'2E7 H'2E8－H'2EF H'2F0－H'2F1 

 

メールボックス 0は受信専用です。メールボックス 1～15は、メッセージコントロールのMBC（メールボック

ス構成）ビットの設定により、送信、受信ともに可能です。メールボックスの構成の詳細を図 19.3に示します。 
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【注】 1. 
2. 
3.
4.
5.

グレー表示のビットはリザーブビットです。書き込む値は0にしてください。読み出し値は必ずしも0ではなく、また保証もされません。
メールボックス0のMBC1ビットの値は常に1です。
ATXとDARTはメールボックス0ではサポートされません。また、メールボックス0のMBCの設定値は限られています。
MCR15ビットが1のときはメッセージコントロールおよびLAFMのSTDID、RTR、IDE、EXTIDの順序はHCAN2と異なる順序です。 
n：0～15（メールボックス番号）

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0RTRIDE

0 0 NMC 0 0 0 0 0 0 DLC[3:0]

EXTID[15:0]

STDID[10:0] EXTID[17:16]

MBC[2:0]

MSG_DATA_1

MSG_DATA_3

MSG_DATA_5

MSG_DATA_7

MSG_DATA_0 （最初のRx/Tx バイト）

MSG_DATA_2

MSG_DATA_4

MSG_DATA_6

EXTID_
LAFM[17:16]

IDE_
LAFM 0 0

0RTRIDE

IDE_
LAFM 0 0

アドレス データバス アクセスサイズ フィールド名

H'100 

H'102

H'104 

H'106 

H'108 

H'10A 

H'10C 

H'10E

H'110

STDID_LAFM[10:0]

16/32ビット

16ビット

16/32ビット

16ビット

8/16/32ビット

8/16ビット

8/16/32ビット

8/16ビット

8/16ビット

コントロール0

LAFM

データ

コントロール1

・ メールボックス0（受信用メールボックス）

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 NMC ATX DART 0 0 0 0 DLC[3:0]

EXTID[15:0]

STDID[10:0] EXTID[17:16]

MBC[2:0]

MSG_DATA_1

MSG_DATA_3

MSG_DATA_5

MSG_DATA_7

MSG_DATA_0 （最初のRx/Tx バイト）

MSG_DATA_2

MSG_DATA_4

MSG_DATA_6

アドレス データバス アクセスサイズ フィールド名

H'100+n 32 

H'102+n 32 

H'104+n 32 

H'106+n 32 

H'108+n 32 

H'10A+n 32 

H'10C+n 32 

H'10E+n 32 

H'110+n 32

16/32ビット

16ビット

16/32ビット

16ビット

8/16/32ビット

8/16ビット

8/16/32ビット

8/16ビット

8/16ビット

コントロール0

LAFM

データ

コントロール1

・ メールボックス1～15（送受信用メールボックス）

EXTID_LAFM[15:0]

EXTID_
LAFM[17:16]STDID_LAFM[10:0]

EXTID_LAFM[15:0]

レジスタ名

MB[n].CONTROL0H

MB[n].CONTROL0L

MB[n].LAFMH

MB[n].LAFML

MB[n].MSG_DATA[0][1]

MB[n].MSG_DATA[2][3]

MB[n].MSG_DATA[4][5]

MB[n].MSG_DATA[6][7]

MB[n].CONTROL1H、L

レジスタ名

MB[0].CONTROL0H

MB[0].CONTROL0L

MB[0].LAFMH

MB[0].LAFML

MB[0].MSG_DATA[0][1]

MB[0].MSG_DATA[2][3]

MB[0].MSG_DATA[4][5]

MB[0].MSG_DATA[6][7]

MB[0].CONTROL1H、L

 

図 19.3 メールボックスの構成 
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19.3.2 メッセージコントロールフィールド 
 
レジスタ名 アドレス ビット ビット名 説   明 

MB[n]. 

CONTROL0H 

H'100+n×32 15 IDE ID拡張 

CANデータフレームとリモートフレームがスタンダードフォーマット

かエクステンデッドフォーマットかを区別します。 

0：スタンダードフォーマット 

1：エクステンデッドフォーマット 

  14 RTR リモート送信リクエスト 

データフレームとリモートフレームを区別します。データフレームかリ

モートフレームかによって受信 CANフレームがこのビットを書き換え

ます。 

【重要】MBC＝B'001でデータフレーム自動送信（ATX）ビットをセッ

トすると RTRはセットできません。リモートフレームを受信す

ると、CPUは対応する RFPRビットまたは IRR2（リモートフ

レームリクエスト割り込み）ビットによって通知されますが、

RCAN-ETは現在のメッセージをデータフレームとして送信す

る必要があるので RTRビットは変化しません。 

【重要】MBC＝B'001で ATX＝1の場合にリモートフレームに自動的に

回答を対応させるために、データフレームの転送が許可される

ように RTRフラグは 0にプログラムしなくてはなりません。 

【注意】メールボックスがリモートフレームを送るように構成されてい

るとき、転送に用いられた DLCはメールボックスの中に格納さ

れたものとなります。 

0：データフレーム 

1：リモートフレーム 

  13 － リザーブビット 

書き込む値は 0にしてください。読み出し値は保証されません。 

  12～2 STDID 

[10:0] 

スタンダード ID 

データフレームとリモートフレームの ID（スタンダード ID）を設定する

ビットです。 

  1、0 EXTID 

[17:16] 

MB[n]. 

CONTROL0L 

H'102+n×32 15～0 EXTID 

[15:0] 

エクステンデッド ID 

データフレームとリモートフレームの ID（エクステンデッド ID）を設定

するビットです。 

【注】 n：0～15（メールボックス番号） 
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• メールボックス0 

 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W R R R/W R/W R/W R R R R R/W R/W R/W R/W

0 0 NMC 0 0 MBC[2:0] 0 0 0 0 DLC[3:0]

 
【注】  MBC1の値は常に 1です。 

 

• メールボックス1～15 

 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R/W R/W R/W R/W

0 0 NMC ATX DART MBC[2:0] 0 0 0 0 DLC[3:0]

 
 
レジスタ名 アドレス ビット ビット名 説   明 

MB[n]. 

CONTROL1H 

H'110+n×32 15、14 － リザーブビット 

書き込む値は 0にしてください。読み出し値は保証されません。 

  13 NMC ニューメッセージコントロール 

このビットが 0にセットされると、RXPRあるいは RFPRがすでにセ

ットされているメールボックスは新しいメッセージを格納せず、前の

メッセージを保持し UMSRの対応するビットをセットします。このビ

ットが 1にセットされると、RXPRあるいは RFPRがすでにセットさ

れているメールボックスは新しいメッセージをオーバライトし、UMSR

の対応するビットをセットします。 

【重要】 もしリモートフレームがデータフレームで書き換えられた

り、あるいはその逆の場合には、RXPRおよび RFPRフラグ

は（UMSRと一緒に）同一メールボックスにセットされる可

能性があります。この場合、メールボックスコントロールフ

ィールド内にある RTRビットも上書きされます。 

0：オーバランモード  

1：オーバライトモード 
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レジスタ名 アドレス ビット ビット名 説   明 

MB[n]. 

CONTROL1H 

H'110+n×32 12 ATX データフレーム自動送信 

本ビットが 1にセットされ、リモートフレームがメールボックスで受

信されると、DLCが格納されます。そして、TXPRをセットすること

で現在のメッセージデータと書き換えられた DLCを使って同じメール

ボックスから自動的にデータフレームが転送されます。送信のスケジ

ューリングは、メッセージ送信プライオリティビット（MCR2）で構成

されているように、ID優先順位あるいはメールボックス優先順位によ

って制御されます。本機能を使用するには MBC[2:0]を B'001に設定し

てください。この機能を用いて送信を行うとき、用いるデータ長コー

ド（DLC）は受信されたものが使用されます。これを適用するには、

リモートフレームの DLCは要求されているデータフレームの DLCに

対応したものであることが必要です。 

【重要】 ATXが使用され、MBCが B'001のとき、リモートフレーム

の IDは、応答メッセージの場合と同じく、データフレーム

の IDと完全に同じでなくてはならないため、IDEビットのフ

ィルタは使用できません。 

【重要】 本機能を使用する場合、リモートフレームを受信するにもか

かわらず、RTRビットはセットされません。リモートフレー

ムを受信すると CPUはセット済み RFPRによって通知され

ますが、RCAN-ETは現在のメッセージをデータフレームと

して送信する必要があるのでRTRビットは変更されません。 

【重要】 オーバラン状態（NMC=0に設定されたメッセージボックス

の UMSRがセット）では、受信メッセージは破棄されます。

ATX=1に設定されたメールボックスがリモートフレームに

よりオーバラン状態になった場合、旧メッセージの自動送信

の要求が受け付けられる場合があります。 

0：データフレームの自動送信無効 

1：データフレームの自動送信有効 

【注】 本ビットはメールボックス 1～15にのみあります。メールボッ

クス 0ではリザーブビットとなります。 

  11 DART 自動再送信無効 

このビットがセットされると、CANバスエラーのイベントが発生した

場合や、CANバスのアービトレーションで負けた場合、メッセージの

自動再送信を無効にします。実際に、本機能が使用されるときは、対

応する TXCRビットが送信の最初に自動的にセットされます。このビ

ットが 0にセットされると、RCAN-ETは送信が正常終了されるまで、

あるいは TXCRでキャンセルされるまで、要求された回数だけ送信し

続けます。 

0：再送信有効 

1：再送信無効 

【注】 本ビットはメールボックス 1～15にのみあります。メールボッ

クス 0ではリザーブビットとなります。 
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レジスタ名 アドレス ビット ビット名 説   明 

MB[n]. 

CONTROL1L 

H'110+n×32 10～8 MBC[2:0] メールボックス構成 

これらのビットは各メールボックスの機能を表 19.3のように設定し

ます。MBCが B'111のとき、メールボックスはアクティブでなくなり

ます。つまり TXPRやその他の設定にかかわらずメッセージの送受信

を行いません。 

MBCを B'100、B'101、B'110に設定することは禁止されています。

MBCをそれら以外の値に設定すればLAFMフィールドは使用可能とな

ります。 

MBCが受信にセットされているとき、TXPRは設定しないでください。

ハードウェア保護機能はなく、TXPRはセットされたままになります。

メールボックス 0のMBC[1]は受信専用のためハードウェアによって 1

に固定されます。 

  7～4 － リザーブビット 

書き込む値は 0にしてください。読み出し値は保証されません。 

  3～0 DLC[3:0] データ長コード 

データフレームで送信されるデータのバイト数（0～8）をエンコード

します。リモートフレーム要求が送信されるとき、これに使用される

DLCの値は要求されたデータフレームの DLCの値と等しいものでな

くてはなりません。 

0000：データ長 0バイト 

0001：データ長 1バイト 

0010：データ長 2バイト 

0011：データ長 3バイト 

0100：データ長 4バイト 

0101：データ長 5バイト 

0110：データ長 6バイト 

0111：データ長 7バイト 

1xxx：データ長 8バイト 

【注】 x：Don't care 

【注】 n：0～15（メールボックス番号） 
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表 19.3 メールボックスの機能の設定 

MBC2 MBC1 MBC0 データ 

フレーム送信

リモート 

フレーム送信

データ 

フレーム受信

リモート 

フレーム受信

説明 

0 0 0 可 可 不可 不可 • メールボックス 0は

使用禁止 

0 0 1 可 可 不可 可 • ATXで使用可能* 

• メールボックス 0は

使用禁止 

• LAFMは使用可能 

0 1 0 不可 不可 可 可 • メールボックス 0は

使用可能 

• LAFMは使用可能 

0 1 1 不可 不可 可 不可 • メールボックス 0は

使用可能 

• LAFMは使用可能 

1 0 0 設定禁止 

1 0 1 設定禁止 

1 1 0 設定禁止 

1 1 1 メールボックスインアクティブ（初期値） 

【注】 * 自動再送信をサポートするために、MBCが B'011で ATXが 1のとき RTRは 0にしてください。ATXが 1の設定で

使用されるときは IDEのフィルタは使用しないでください。 
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19.3.3 ローカルアクセプタンスフィルタマスク（LAFM） 

MBCが B'001、B'010、B'011の値の場合、このフィールドは受信用の LAFMとして使用されます。LAFMはメ

ールボックスが複数の受信 IDを受け入れることを許可します。LAFMは、図 19.4に示すとおり、2つの 16ビッ

トの読み出し／書き込み可能なエリアから成ります。 

16/32ビット

16ビット

H'104+n 32 

H'106+n 32
LAFM

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0アドレス アクセスサイズ フィールド名

EXTID_
LAFM[17:16]

IDE_
LAFM 0 0 STDID_LAFM[10:0]

EXTID_LAFM[15:0]

レジスタ名

MBn.LAFMH

MBn.LAFML

【注】n：0～15（メールボックス番号）  

図 19.4 ローカルアクセプタンスフィルタマスク（LAFM） 

 

1つのビットが LAFMにセットされている場合、RCAN-ETが一致する CAN-IDでメールボックスを検索すると

き、受信された CANの IDの対応するビットは無視されます。ビットがクリアされている場合、受信された CAN

の IDの対応するビットは格納されるメールボックスに設定されている STDID/IDE/EXTIDと一致していなくては

なりません。LAFMの構造はメールボックスのメッセージコントロールと同じです。この機能を使用しない場合

は 0で埋める必要があります。 

【注】 1. RCAN-ETは、メールボックス 15からメールボックス 0まで、一致する IDの検索を開始します。RCAN-ETは一

致する IDを検知すると、直ちに検索を終了し、そのメッセージは NMCや RXPR/RFPRフラグによらず格納され

ます。これは、LAFMを使用していても受信メッセージは1つのメールボックスにのみ格納されることを示します。 

 2. 1つのメッセージが受信され一致するメールボックスが見つかると、メッセージ全体がメールボックスに格納され

ます。LAFMを使用している場合、STDID、RTR、IDE、EXTIDは受信されたメッセージの STDID、RTR、IDE、

EXTIDに更新されるので、受信前に設定されていたものと異なります。 

 
レジスタ名 アドレス ビット ビット名 説   明 

MB[n]. 

LAFMH 

H'104+n×32 15 IDE_LAFM IDEビットのフィルタマスクビット 

0：対応する IDEビットが有効 

1：対応する IDEビットが無効 

  14、13 － リザーブビット 

書き込む値は 0にしてください。読み出し値は保証されません。 

  12～2 STDID_LAFM 

[10:0] 

STDID[10:0]のフィルタマスクビット 

0：対応する STDIDビットが有効 

1：対応する STDIDビットが無効 

  1、0 EXTID_LAFM 

[17:16] 

MB[n]. 

LAFML 

H'106+n×32 15～0 EXTID_LAFM 

[15:0] 

EXTID[17:0]のフィルタマスクビット 

0：対応する EXTIDビットが有効 

1：対応する EXTIDビットが無効 

【注】 n：0～15（メールボックス番号） 
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19.3.4 メッセージデータフィールド 

送受信される CANメッセージを格納します。MSG_DATA_0は送受信が行われる最初のデータバイトに対応し

ます。CANバス上のビットの並び順はビット 7からビット 0です。 
 

19.4 RCAN-ETのコントロールレジスタ 

RCAN-ETのコントロールレジスタについて説明します。RCAN-ETのコントロールレジスタはワードサイズ（16

ビット）でのみアクセスできます。 

表 19.4に RCAN-ETのコントロールレジスタを示します。 
 

表 19.4 RCAN-ETのコントロールレジスタの構成 

レジスタ名 略称 アクセスサイズ（ビット） 

マスタコントロールレジスタ MCR ワード 

ジェネラルステータスレジスタ GSR ワード 

ビットタイミングコンフィギュレーションレジスタ 1 BCR1 ワード 

ビットタイミングコンフィギュレーションレジスタ 0 BCR0 ワード 

インタラプトリクエストレジスタ IRR ワード 

インタラプトマスクレジスタ IMR ワード 

送信エラーカウンタ／受信エラーカウンタ TEC/REC ワード 

 

19.4.1 マスタコントロールレジスタ（MCR） 

MCRは、16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、RCAN-ETを制御します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
R/W R/W R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W

MCR15 MCR14 - - - TST[2:0] MCR7 MCR6 MCR5 - - MCR2 MCR1 MCR0

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 MCR15 1 R/W ID並べ替え 

本ビットは HCAN2と互換性のあるメッセージコントロールおよび LAFMの

STDID、RTR、IDE、EXTIDの順序を設定できます。なお本ビットはリセッ

トモードでのみ変更可能です。ID並び替えの順序については図 19.5を参照し

てください。 

0：RCAN-ETと HCAN2は同等の順序 

1：RCAN-ETと HCAN2は異なる順序 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

14 MCR14 0 R/W 自動バスオフホルト 

本ビットと MCR6がともに設定された場合、RCAN-ETがバスオフ状態に入

ると MCR1は直ちに自動的にセットされます。本ビットはリセットモードで

のみ変更可能です。 

0：通常の復帰シーケンス（128 × 11レセッシブビット）で RCAN-ETバ 

スオフ状態を維持 

1：MCR6がセットされると RCAN-ETはバスオフ状態のあと、直ちに 

ホルトモードに入ります 

13～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

10～8 TST[2:0] 000 R/W テストモード 

本ビットはテストモードを有効／無効にします。テストモードを起動する前

に、RCAN-ETをホルトモードあるいはリセットモードにする必要があります

ので注意してください。これは、テストモードへの遷移が進行中の送受信に

影響することを回避するためです。詳細については｢19.6.2 テストモードの

設定｣を参照してください。 

テストモードは診断およびテストのためだけに用いるもので、RCAN-ETが通

常動作時には使用できません。 

000：ノーマルモード 

001：リスンオンリモード（受信専用モード） 

010：セルフテストモード 1（外部） 

011：セルフテストモード 2（内部） 

100：ライトエラーカウンタ 

101：エラーパッシブモード 

110：設定禁止 

111：設定禁止 

7 MCR7 0 R/W 自動ウェイクモード 

本ビットは CANスリープモードの自動ウェイクモードを有効／無効にしま

す。本ビットが設定されると、RCAN-ETは CANバスアクティビティ（ドミ

ナントビット）を検出して自動的に CANスリープモード（MCR5）を解除し

ます。本ビットがクリアされると RCAN-ETは自動的には CANスリープモー

ドを解除しません。 

RCAN-ETは、RCAN-ETをウェイクアップしたメッセージを格納できません。 

0：CANバスのアクティビティによる自動ウェイクモードが無効 

1：CANバスのアクティビティによる自動ウェイクモードが有効 

【注】 CANスリープモード中は MCR7ビットを変更できません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6 MCR6 0 R/W バスオフ時ホルト 

本ビットは、バスオフ時に MCR1がセットされると直ちにホルトモードに入

ることを有効にするか無効にするかを設定します。本ビットはリセットある

いはホルトモードでのみ変更可能です。バスオフ時にホルトモードに入った

場合、CANコントローラも直ちにエラーアクティブモードに復帰するので注

意してください。 

0：MCR1がセットされても、バスオフ時にホルトモードには入らず、復帰

シーケンスが終了するのを待ちます 

1：バスオフ時に MCR1または MCR14がアサートされると、直ちにホ 

ルトモードに入ります 

5 MCR5 0 R/W CANスリープモード 

本ビットは CANスリープモードへの遷移を有効／無効にします。RCAN-ET

がホルトモード時に本ビットがセットされると、CANスリープモードへの遷

移が有効になります。本ビットの設定は、ホルトモードに入った後に許可さ

れます。2つのエラ－カウンタ（REC、TEC）は CANスリープモードの間は

変化しません。CANスリープモードを解除するには 2つの方法があります。 

• MCR5ビットに 0を書き込む 

• MCR7が有効の場合、CANバス上のドミナントビットを検出する 

自動ウェイクアップモードが無効であれば、CANスリープモードが終了する

まで RCAN-ETはすべての CANバスの動作を無視します。CANスリープモ

ードを解除するときは、RCAN-ETは CANバス動作に入る前に 11個のレセ

ッシブビットをチェックすることで CANバスと同期を取ります。これは 2番

目の方法が使用されているときに RCAN-ETが最初のメッセージを受信でき

ないことを意味します。同様に CANトランシーバもスタンバイモードを終了

するときには最初のメッセージを受信できませんので、ソフトウェアはこの

方法で設計する必要があります。 

CANスリープモード中は MCR、GSR、IRR、IMRレジスタだけがアクセス可

能です。 

0：CANスリープモードが解除されています 

1：CANスリープモードへの遷移が有効です 

【注】 RCAN-ETは、最初にホルトモードに設定してから CANスリープモー

ドに遷移することを推奨します。これにより、CANスリープモードに

遷移する前に CPUが待ち状態のすべての割り込みをクリアすること

ができます。すべての割り込みがクリアされてしまうと同時に

RCAN-ETはホルトモードからCANスリープモードに遷移しなければ

なりません。（具体的には MCR5に 1を、MCR1に 0を同時にライト

します。） 

4、3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 MCR2 0 R/W メッセージ送信プライオリティ 

本ビットはペンディング中の送信データの送信順序を選択します。本ビット

を 1にセットした場合、送信データは送信待ちレジスタ（TXPR）のビット順

で送信されます。送信はメールボックス 15を最優先で開始し、メールボック

ス 1まで続けます（メールボックスが送信用に設定されている場合）。もし

本ビットがクリアされると、すべての送信メッセージは（内部アービトレー

ションを走らせることにより）優先順位どおりキューに入ります。最優先の

メッセージは最小の数字のアービトレーションフィールド（STDID + IDEビ

ット+ EXTID（IDE＝1の場合）+ RTRビット）を持ち、最初に送信されます。

内部アービトレーションは RTRビットと IDEビットを含みます（内部アービ

トレーションは、2つの CANノード間の CANバス上にあるアービトレーシ

ョンが同時に遷移を開始するのと同じ方法で動作します）。本ビットはリセ

ットあるいはホルトモードでのみ変更可能です。 

0：メッセージ ID優先順に送信 

1：メールボックス番号順（メールボックス 15→メールボックス 1）に送信 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 MCR1 0 R/W ホルトリクエスト 

本ビットをセットするとCANコントローラは現在の動作を終了したのちホル

トモードに入ります（ここで CANバスからは切り離されます）。RCAN-ET

は本ビットがクリアされるまでホルトモードのままになります。ホルトモー

ド中、CANインタフェースは CANバス動作に関係せず、メッセージの格納

や送信も行いません。ホルト状態を自身に通知するための IRR0と GSR4を

除き、ユーザレジスタ（メールボックスの内容および TEC/RECを含みます）

の内容は保持されます。CANバスがアイドルまたはインタミッション状態の

場合は、MCR6にかかわりなく RCAN-ETは 1ビット時間内にホルトモード

になります。MCR6がセットされると、バスオフ中のホルトリクエストも 1

ビット時間内に動作します。それ以外ではバスオフ復帰シーケンスは事前に

完了します。ホルトモードになると IRR0と GSR4によって通知されます。 

MCR14と MCR6がセットされると、本ビットは RCAN-ETがバスオフ状態

になればすぐに自動的にセットされます。 

ホルトモード中、RCAN-ETはバス動作に関係しないため、ビットタイミング

設定を除き RCAN-ETの構成を変更することができます。CANバス動作に再

び参加するには、本ビットを 0にクリアする必要があります。クリア後、

RCAN-ETは 11個のレセッシブビットが検出されるまで待ち、CANバスに参

加します。 

0：ホルトモードリクエストをクリア 

1：ホルトモード遷移リクエスト 

【注】 1. ホルトリクエストが発行された後は、CPUはホルトモードへの遷

移が完了するまで（IRR0とGSR4で通知されます）TXPRと TXCR

にアクセスおよび本ビットをクリアすることができません。MCR1

がセットされた後、この状態はホルトモードに入ってからか、（ソ

フトウェアまたハードウェアでの）リセット動作でのみ解除でき

ます。 

 2. ホルトモードへのあるいはホルトモードからの遷移が可能なの

は、BCR1と BCR0レジスタが適切なボーレートに設定されてい

るときだけです。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 MCR0 1 R/W リセットリクエスト 

本ビットは RCAN-ETモジュールのリセットを制御します。本ビットが 0か

ら 1に変わったとき、RCAN-ETコントローラはリセットルーチンに入り、内

部ロジックを再び初期化して、リセットモードを通知するため GSR3と IRR0

をセットします。すべてのユーザレジスタが初期化されます。 

本ビットがセットされている間、RCAN-ETは再設定することができます。 

（コンフィグレーションモード） 

CANバスに参加するために本ビットは 0をライトしてクリアする必要があり

ます。クリア後、RCAN-ETは、11個のレセッシブビットの検出を待って CAN

バスに参加します。 

CANバス上の値をサンプリングするためにボーレートを適切な値にセットす

る必要があります。パワーオンリセット後には、このビットと GSR3は常に

セットされます。これはリセットがリクエストされ RCAN-ETを設定する必

要があることを示します。 

リセットリクエストはパワーオンリセットに相当しますがソフトウェアで制

御されます。 

0：リセットモードリクエストをクリア 

1：CANインタフェースのリセットモード遷移リクエスト 

 

0 STDID[10:0]

EXTID[15:0]

RTR IDE EXTID[17:16] 16/32ビット

16ビット

H'100+n 32 

H'102+n 32
コントロール0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 STDID_LAFM[10:0]

EXTID_LAFM[15:0]

0 IDE_
LAFM

EXTID_LAFM
[17:16] 16/32ビット

16ビット

H'104+n 32 

H'106+n 32
LAFMフィールド

0 STDID[10:0]

EXTID[15:0]

RTRIDE EXTID[17:16] 16/32ビット

16ビット

H'100+n 32 

H'102+n 32
コントロール0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 STDID_LAFM[10:0]

EXTID_LAFM[15:0]

EXTID_LAFM
[17:16] 16/32ビット

16ビット

H'104+n 32 

H'106+n 32
LAFMフィールド

0IDE_
LAFM

・ MCR15（ID並べ替え）＝0

・ MCR15（ID並べ替え）＝1

アドレス アクセスサイズ フィールド名

アドレス アクセスサイズ フィールド名

【注】　n：0～15（メールボックス番号）  

図 19.5 ID並べ替え 
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19.4.2 ジェネラルステータスレジスタ（GSR） 

GSRは、16ビットの読み出し専用レジスタで、RCAN-ETの状態を示します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

- - - - - - - - - - GSR5 GSR4 GSR3 GSR2 GSR1 GSR0

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～6 － すべて 0 R リザーブビット 

書き込む値は常に 0にしてください。読み出すと常に 0が読み出されます。 

5 GSR5 0 R エラーパッシブステータス 

CANインタフェースがエラーパッシブかどうかを示します。本ビットは

RCAN-ETがエラーパッシブ状態になるとすぐに 1にセットされ、再びエラー

アクティブ状態になるとクリアされます。これは、エラーパッシブ中とバス

オフ中は、GSR5は 1を保持することを意味します。したがって、正確な状

態を知るには GSR5と GSR0の両方を調べてください。 

0：RCAN-ETはエラーパッシブあるいはバスオフ状態ではありません 

［クリア条件］RCAN-ETがエラーアクティブ状態の間 

1：RCAN-ETがエラーパッシブ（ただし GSR0＝0の場合）あるいはバス

オフ（ただし GSR0＝1の場合）です 

［セット条件］TEC ≥ 128、REC ≥ 128、またはエラーパッシブテストモー

ドが選択されているとき 

4 GSR4 0 R ホルト／スリープステータス 

CANコントローラがホルト／スリープかどうかを示します。本フラグのクリ

ア時間は IRR12のセッティング時間とは同じではありませんので留意してく

ださい。このフラグは CANコントローラの状態を反映するもので、RCAN-ET

の状態をフルに反映するものではありません。RCAN-ETは CANスリープモ

ードを終了し MCR5がクリアされるとアクセス可能になります。CANコント

ローラの CANスリープモードは、転送クロック 2ビット分経過後に終了しま

す。 

0：RCAN-ETはホルトモードでも CANスリープモードでもありません 

1：ホルトモード（MCR1＝1の場合）または CANスリープモード（MCR 

5＝1の場合）です 

［セット条件］MCR1がセットされ CANバスがインタミッションまたは 

アイドルの場合、または MCR5がセットされ RCAN-ETが

ホルトモードのとき、または MCR14と MCR6が両者とも

セットされて RCAN-ETがバスオフへ遷移したとき 

3 GSR3 1 R リセットステータス 

RCAN-ETがリセット状態かどうかを示します。 

0：RCAN-ETはリセット状態ではありません 

1：RCAN-ETがリセット状態です 

［セット条件］RCAN-ETのソフトウェアまたはハードウェアリセットの後 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 GSR2 1 R メッセージ送信進行フラグ 

RCAN-ETがバスオフ状態にあるのか、メッセージを送信中なのかまたは送信

中に検出されたエラー起因によるエラー／オーバロードのフラグを送信中な

のかを CPUに示すフラグです。TXACKをセットするタイミングと GSR2を

クリアするタイミングとは異なります。TXACKはフレームエンドの 7番目の

ビットにセットされます。GSR2については、送信待ちのメッセージがない

場合には、インタミッションの 3番目のビットでセットされます。また、ア

ービトレーションロスト、バスアイドル、受信、リセット、ホルト遷移でも

セットされます。 

0：RCAN-ETはバスオフ状態またはメッセージを送信中です 

1：［セット条件］バスオフ状態でない、またはメッセージを送信中でない 

1 GSR1 0 R 送信／受信ワーニングフラグ 

エラーワーニングを示すフラグです。 

0：［クリア条件］TEC < 96かつ REC < 96またはバスオフのとき 

1：［セット条件］96 ≤ TEC < 256または 96 ≤ REC < 256のとき 

【注】 RECは、バスオフ復帰シーケンスに必要な 11個のレセッシブビット

の繰り返し回数をカウントするために、バスオフ中は増加します。た

だし、本ビットはバスオフ中にはセットされません。 

0 GSR0 0 R バスオフフラグ 

RCAN-ETがバスオフ状態であることを示します。 

0：［クリア条件］バスオフ状態から復帰またはハードウェアあるいはソフ

トウェアリセットの後 

1：［セット条件］TEC ≥ 256（バスオフ状態） 
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19.4.3 ビットタイミングコンフィギュレーションレジスタ 0、1（BCR0、BCR1） 

BCR0、BCR1は、それぞれ 16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、CANビットタイミングパラメ

ータと CANインタフェースのボーレートプリスケーラを設定します。 

以下、タイムクォンタを以下のとおり定義します。 
 
タイムクォンタ＝2 × BRP / fclk 

 

BRP（ボーレートプリスケーラ）は BCR格納値＋1の値です。fclkは周辺クロック周波数です。 
 

（1） BCR1 

TSEG1と TSEG2の設定については表 19.5を参照してください。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R R R/W R/W R R R R/W

TSG1[3:0] - TSG2[2:0] - - SJW[1:0] - - - BSP

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 TSG1[3:0] 0000 R/W タイムセグメント 1 

これらのビットは、CANバス上のエッジをポジティブフェーズエラーで補償

するため、セグメント TSEG1（＝PRSEG + PHSEG1）を設定することに使

用します。4～16タイムクォンタが設定できます。 

0000：設定禁止 

0001：設定禁止 

0010：設定禁止 

0011：PRSEG + PHSEG1＝4タイムクォンタ 

0100：PRSEG + PHSEG1＝5タイムクォンタ 

  ：                       ： 

1111：PRSEG + PHSEG1＝16タイムクォンタ 

11 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10～8 TSG2[2:0] 000 R/W タイムセグメント 2 

これらのビットは、CANバス上のエッジをネガティブフェーズエラーで補償

するため、セグメント TSEG2（＝PHSEG2）を設定することに使用します。

2～8タイムクォンタが設定できます。 

000：設定禁止 

001：PHSEG2＝2タイムクォンタ（条件によっては設定禁止です。 

表 19.5を参照してください） 

010：PHSEG2＝3タイムクォンタ 

011：PHSEG2＝4タイムクォンタ 

100：PHSEG2＝5タイムクォンタ 

101：PHSEG2＝6タイムクォンタ 

110：PHSEG2＝7タイムクォンタ 

111：PHSEG2＝8タイムクォンタ 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

5、4 SJW[1:0] 00 R/W 再同期ジャンプ幅 

同期ジャンプ幅を設定します。 

00：同期ジャンプ幅＝1タイムクォンタ 

01：同期ジャンプ幅＝2タイムクォンタ 

10：同期ジャンプ幅＝3タイムクォンタ 

11：同期ジャンプ幅＝4タイムクォンタ 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

0 BSP 0 R/W ビットサンプルポイント 

データがサンプリングされるポイントを設定します。 

0：1か所でビットサンプリングが行われます（タイムセグメント 1の最 

後） 

1：3か所でビットサンプリングが行われます（PHSEG1の最終 3クロッ 

クサイクルの立ち上がりエッジ） 
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（2） BCR0 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - - - - - - - BRP[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

7～0 BRP[7:0] 00000000 R/W ボーレートプリスケール 

これらのビットは、1タイムクォンタに対応する周辺クロック数を設定しま

す。 

00000000：2×周辺クロック 

00000001：4×周辺クロック 

00000010：6×周辺クロック 

   ：   ：2×（レジスタ値+1）×周辺クロック 

11111111：512×周辺クロック 

 

• ビットタイミングコンフィギュレーションレジスタについて 

 

1ビットタイム（8～25 タイムクォンタ）

SYNC_SEG PRSEG PHSEG1

TSEG1

1 4-16 2-8

TSEG2

PHSEG2

タイムクォンタ 
 

SYNC_SEG ：CANバス上のノードの同期をするセグメント（通常のビットエッジ遷移がこのセグメントで発生

します） 

PRSEG ：ネットワーク間の物理的な遅延を調整するセグメント 

PHSEG1 ：フェーズドリフト（正方向）のバッファセグメント（同期または再同期の際、拡張されます） 

PHSEG2 ：フェーズドリフト（負方向）のバッファセグメント（同期または再同期の際、縮小されます） 

TSEG1 ：TSG1 + 1 

TSEG2 ：TSG2 + 1 
 

RCAN-ETビットレートは以下のとおり計算されます。 
 

 ビットレート＝fclk / 2 × (BRP + 1) × (TSEG1 + TSEG2 + 1) 

 

BRPはレジスタ値で与えられ、また TSEG1および TSEG2は後述の表から算出した値です。上記ビットレート

計算式のタイムセグメント｢+1｣は SYNC_SEGの 1タイムクォンタであることによります。 
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fclk = 周辺クロック 

BCR設定上の制約となる事項 

 TSEG1（Min.）> TSEG2 ≥ SJW（Max.）       （SJW＝1～4） 

 8 ≤ TSEG1 + TSEG2 + 1 ≤ 25タイムクォンタ（TSEG1 + TSEG2 + 1＝7は不可） 

 TSEG2 ≥ 2 

ビットタイミングコンフィギュレーションレジスタの TSEG1および TSEG2の値が表 19.5に示される設定値の

範囲であれば、上述の制限事項を満たします。表 19.5の値は SJWの設定可能値を示したものです。｢不可｣で示

されたところは TSEG1と TSEG2との組み合わせがとれません。 
 

表 19.5 TSGと TSEGの設定 

001 010 011 100 101 110 111 TSG2  

2 3 4 5 6 7 8 TSEG2 

TSG1 TSEG1  

0011 4 不可 1-3 不可 不可 不可 不可 不可 

0100 5 1-2 1-3 1-4 不可 不可 不可 不可 

0101 6 1-2 1-3 1-4 1-4 不可 不可 不可 

0110 7 1-2 1-3 1-4 1-4 1-4 不可 不可 

0111 8 1-2 1-3 1-4 1-4 1-4 1-4 不可 

1000 9 1-2 1-3 1-4 1-4 1-4 1-4 1-4 

1001 10 1-2 1-3 1-4 1-4 1-4 1-4 1-4 

1010 11 1-2 1-3 1-4 1-4 1-4 1-4 1-4 

1011 12 1-2 1-3 1-4 1-4 1-4 1-4 1-4 

1100 13 1-2 1-3 1-4 1-4 1-4 1-4 1-4 

1101 14 1-2 1-3 1-4 1-4 1-4 1-4 1-4 

1110 15 1-2 1-3 1-4 1-4 1-4 1-4 1-4 

1111 16 1-2 1-3 1-4 1-4 1-4 1-4 1-4 

 

 

例 1：fclkが 40MHzでビットレートを 500kbpsとする場合、BRP＝3、TSEG1＝6、TSEG2＝3が条件を満たしま

す。この場合、BCR1には H'5200、BCR0には H'0003をライトすることになります。 

例 2：fclkが 35MHzでビットレートを 250kbpsとする場合、BRP＝4、TSEG1＝8、TSEG2＝5が条件を満たしま

す。この場合、BCR1には H'7400、BCR0には H'0004をライトすることになります。 

例 3：fclkが 32MHzでビットレートを 500kbpsとする場合、BRP＝1、TSEG1＝11、TSEG2＝4が条件を満たし

ます。この場合、BCR1には H'A300、BCR0には H'0001をライトすることになります。 

例 4：fclkが 20MHzでビットレートを 250kbpsとする場合、BRP＝1、TSEG1＝6、TSEG2＝3が条件を満たしま

す。この場合、BCR1には H'5200、BCR0には H'0001をライトすることになります。 
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19.4.4 インタラプトリクエストレジスタ（IRR） 

IRRは、16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、各種割り込み要因のステータスフラグで構成され

ています。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
R R R/W R/W R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W

－ － IRR13 IRR12 － － IRR9 IRR8 IRR7 IRR6 IRR5 IRR4 IRR3 IRR2 IRR1 IRR0

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 － すべて 0 R リザーブビット 

13 IRR13 0 R/W メッセージエラー割り込み 

本割り込みは、テストモードでメッセージエラーが発生したことを示します。

ただし、テストモード中にメッセージオーバロード条件が発生しても、本ビ

ットはセットされません。また、テストモード以外では機能しません。 

0：テストモードでメッセージエラーが発生していない 

［クリア条件］1を書き込む 

1：［セット条件］テストモードでメッセージエラーが発生 

12 IRR12 0 R/W CANスリープモード時バスアクティビティ 

本ビットは CANバスアクティビティの存在を示します。RCAN-ETが CAN

スリープモードのとき、CANバス上でドミナントビットを検出すると、本ビ

ットがセットされます。本ビットに 1を書き込むと割り込みがクリアされま

す。0を書き込むと無視されます。オートウェイクアップ機能を使用せず本割

り込みが要求されない場合は、対応するマスクビットで必ず本割り込みを無

効にしてください。オートウェイクアップ機能不使用時に本割り込みが要求

された場合は、CANスリープモードから復帰した後に本ビットをクリアして

ください。これは、受信ライン上の新しい立ち下がりエッジにより、再び割

り込みがセットされるのを防ぐためです。 

本割り込みのセット時間は、GSR4のクリア時間と異なりますので注意して

ください。 

0：バスアイドル状態 

［クリア条件］1を書き込む 

1：CANバスアクティビティが CANスリープモードで検出 

［セット条件］CANスリープモード中に CRx上でドミナントへのビット状

態変化を検出 

11、10 － すべて 0 R リザーブビット 

 



 

19. コントローラエリアネットワーク（RCAN-ET）【R5S72611】【R5S72613】 

19-26  R01UH0025JJ0300  Rev.3.00 

  2010.09.15 

SH7261グループ

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 IRR9 0 R メッセージオーバラン／オーバライト割り込みフラグ 

本ビットは、メッセージを受信したが、対応する RXPRまたは RFPRがすで

に 1にセットされているためメールボックス内のメッセージが読み出されず、

CPUによってクリアされていないことにより新しく受信されたメッセージは

NMCビットの設定によって、捨てられる（オーバラン）か上書き（オーバラ

イト）されたことを示します。本ビットは UMSRレジスタの対応するビット

に 1を書き込むとクリアされます。また、MBIMRの対応するすべてのビット

に 1を書き込むことでもクリアできます。本ビットに対する書き込みは無効

です。 

0：メッセージオーバラン／オーバライト通知がない 

［クリア条件］UMSRのすべてのビットがクリアまたはセットされたすべ

ての UMSRに対応する MBIMRがセット 

1：オーバランが発生したため、受信メッセージが捨てられた。または 

メッセージがオーバライトされた 

［セット条件］対応する PXPRまたは RFPR＝1かつ MBIMR＝0のときに

メッセージを受信 

8 IRR8 0 R メールボックスエンプティ割り込みフラグ 

送信用に設定されたメッセージの 1つが正常に送信（対応する TXACKフラグ

がセット）または送信アボート（送信キャンセルが実行されたメッセージに

対応する ABACKフラグがセット）されると本ビットがセットされます。 

このとき、対応する TXPRビットがクリアされ、メールボックスが次の送信

用のメッセージデータを受け入れられるようになります。 

実際には、本ビットは MBIMRフラグによってマスクされていない TXACKと

ABACKビットの ORを取った信号によってセットされます。したがって、す

べての TXACKおよび ABACKビットがクリアされると、本ビットは自動的に

クリアされます。また、MBIMRの対応するすべてのビットに 1を書き込むこ

とでもクリアできます。本ビットに対する書き込みは無効です。 

0：送信または送信キャンセルするメッセージが処理中でない 

［クリア条件］すべての TXACKおよび ABACKビットがクリアまたは、 

セットされたすべての TXACKおよびABACKビットに対応

する MBIMRがセット 

1：メッセージが送信または送信アボート（送信キャンセル）され、次のメ

ッセージの格納が 

可能となった 

［セット条件］TXACKまたは ABACKビットがセットされたとき（MBIMR

＝0の場合） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 IRR7 0 R/W オーバロードフレーム 

RCAN-ETがオーバロードフレームの送信を検出したことを示すフラグです。

IRR7に 1を書き込むとクリアされます。0を書き込むと無視されます。 

0：［クリア条件］1を書き込む 

1：［セット条件］オーバロード条件を検出 

6 IRR6 0 R/W バスオフ割り込みフラグ 

本ビットは、RCAN-ETがバスオフ状態になったとき、またはバスオフ状態か

らエラーアクティブ状態に戻ったときセットされます。したがって、ノードの

TEC ≥ 256、バスオフ復帰シーケンスの終了（11個のレセッシブビットを 128

回連続受信）またはバスオフから停止状態への遷移（オートまたはマニュアル）

が要因となります。本ビットは RCAN-ETがバスオフ解除となった後もセット

された状態となりますので、ソフトウェアでクリアする必要があります。ソフ

トウェアで GSR0をリードし RCAN-ETがバスオフ状態かエラーアクティブ

状態か判定してください。本ビットはノードがまだバスオフ状態であっても 1

を書き込むとクリアされます。0を書き込むと無視されます。 

0：［クリア条件］1を書き込む 

1：送信エラーによりバスオフ状態に遷移した、またはバスオフ状態から 

エラーアクティブ状態に復帰した 

［セット条件］TEC ≥ 256または 11個のレセッシブビットを 128回連続受

信した後バスオフ終了またはバスオフから停止状態へ遷移 

5 IRR5 0 R/W エラーパッシブ割り込みフラグ 

受信または送信エラーカウンタによるエラーパッシブ状態、またはテストモー

ドによって強制的にエラーパッシブ状態になったことを示します。本ビットに

1を書き込むとクリアされ、0を書き込むと無視されます。本ビットがクリア

されてもノードはエラーパッシブ状態のままとなる場合があります。ソフトウ

ェアで GSR0および GSR5をチェックし、RCAN-ETがエラーパッシブ状態

であるかバスオフ状態であるか判定する必要があります。 

0：［クリア条件］1を書き込む 

1：送信／受信エラーによるエラーパッシブ状態 

［セット条件］TEC ≥ 128または REC ≥ 128またはエラーパッシブテスト

モードを使用 

4 IRR4 0 R/W 受信エラーカウンタワーニング割り込みフラグ 

RCAN-ETがバスオフ状態でないときに受信エラーカウンタ（REC）が 95を

超えるとセットされます。本ビットに 1を書き込むと割り込みはクリアされ、

0を書き込むと無視されます。 

0：［クリア条件］1を書き込む 

1：受信エラーによるエラーワーニング状態 

［セット条件］RCAN-ETがバスオフ状態以外で REC ≥ 96 

 



 

19. コントローラエリアネットワーク（RCAN-ET）【R5S72611】【R5S72613】 

19-28  R01UH0025JJ0300  Rev.3.00 

  2010.09.15 

SH7261グループ

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 IRR3 0 R/W 送信エラーカウンタワーニング割り込みフラグ 

送信エラーカウンタ（TEC）が 95を超えるとセットされます。本ビットに 1

を書き込むと割り込みはクリアされ、0を書き込むと無視されます。 

0：［クリア条件］1を書き込む 

1：送信エラーによるエラーワーニング状態 

［セット条件］TEC ≥ 96 

2 IRR2 0 R リモートフレームリクエスト割り込みフラグ 

メールボックスがリモートフレームを受信したことを示します。対応する

MBIMRがセットされていない少なくとも 1つのメールボックスに、リモート

フレーム送信リクエストが格納されているとセットされます。本ビットは、

リモートフレーム受信完了レジスタ（RFPR）のすべてのビットがクリアされ

るとクリアされます。また、MBIMRの対応するすべてのビットに 1を書き込

むとクリアされます。本ビットに対する書き込みは無効です。 

0：［クリア条件］RFPRのすべてのビットがクリア 

1：少なくとも 1つのリモートフレームリクエストが処理待ち状態 

［セット条件］対応する MBIMR＝0のときリモートフレームを受信 

1 IRR1 0 R データフレーム受信割り込みフラグ 

処理待ち状態の受信データフレームが存在することを示します。本ビットが 1

のとき、少なくとも 1つのメールボックスに未処理のメッセージが格納され

ています。本ビットは、データフレーム受信完了レジスタ（RXPR）のすべて

のビットがクリアされると（どの受信メールボックスにも未処理のメッセー

ジがない）クリアされます。MBIMRが 0でない各受信メールボックスのRXPR

フラグの論理和が設定されます。 

また、MBIMRの対応するすべてのビットに 1を書き込むとクリアされます。

本ビットに対する書き込みは無効です。 

0：［クリア条件］RXPRのすべてのビットがクリア 

1：データフレームを受信しメールボックスに格納した 

［セット条件］対応する MBIMR＝0のときデータを受信 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 IRR0 1 R/W リセット／ホルト／スリープ割り込みフラグ 

下記の 3つの要因によってセットされます。 

• ソフトウェアリセット（MCR0）またはハードウェアリセット後、リセット

モードに遷移 

• ホルトリクエスト（MCR1）の後、ホルトモードに遷移 

• ホルトモードでスリープリクエスト（MCR5）発行後、CANスリープモー

ドに遷移 

本ビットがセットされた後 GSRをリードして、RCAN-ETの状態を知ること

ができます。 

【注】 スリープモードリクエストを発行する必要がある場合、事前にホルト

モードを使用してください。MCR5の説明および図 19.8を参照してく

ださい。 

IRR0は GSR3または GSR4が 0から 1に変化したとき、またはホル

トモードから CANスリープモードに遷移したときにセットされます。

したがって、RCAN-ETがホルトモード解除の直後に再びホルトモー

ドに遷移した場合は GSR4がクリアされないため、IRR0はセットさ

れません。同様に、CANスリープモードからホルトモードに直接遷移

した場合も IRR0はセットされません。ホルトモード／CANスリープ

モードから送信／受信動作に遷移する際、GSR4がクリアされるまで

に [1ビット時間－TSEG2]～[1ビット時間×2－TSEG2] の時間が必

要です。 

リセットモードの場合、IRR0はセットされますが初期化によって

IMR0が自動的にセットされるため、CPUへの割り込みはアサートさ

れません。 

0：［クリア条件］1を書き込む 

1：ソフトウェアリセットモードまたはホルトモードまたは CANスリープ

モードへ遷移 

［セット条件］リセット（MCR0またはハードウェア）またはホルトモー

ド（MCR1）または CANスリープモード（MCR5）リクエ

ストの後、リセット／ホルト／CANスリープモードへの遷

移が完了 
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19.4.5 インタラプトマスクレジスタ（IMR） 

IMRは、16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、インタラプトリクエストレジスタ（IRR）の各ビ

ットに対応する割り込みの IRQ出力信号の生成をマスクします。ビットを 1に設定すると対応する割り込み要求

がマスクされます。IMRは IRQの生成を直接制御しますが、IRRの対応するビットのセットを禁止しません。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

IMR15 IMR14 IMR13 IMR12 IMR11 IMR10 IMR9 IMR8 IMR7 IMR6 IMR5 IMR4 IMR3 IMR2 IMR1 IMR0

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 IMR[15:0] すべて 1 R/W IRR[15:0]の各ビットに対応する割り込み要因マスク 

本ビットをセットすると、IRRの対応するビットがセットされてもその割り

込み信号は生成されません。 

0：対応する IRRをマスクしない（割り込み要因が発生すると IRQが生成

される） 

1：IRRの対応する割り込みをマスクする 
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19.4.6 送信エラーカウンタ（TEC）／受信エラーカウンタ（REC） 

TECおよび RECは、読み出し／条件付き書き込み可能な 16ビットのレジスタで、CANインタフェースにおけ

る送信／受信メッセージエラー数を示すカウンタです。カウント値は前述した参考文献の[1]、[2]、[3]、[4]に規定

されています。ライトエラーカウンタテストモード以外では本レジスタはリード専用で、CANインタフェースに

よってのみ書き換え可能です。本レジスタは、リセットリクエスト（MCR0）またはバスオフ状態への遷移によっ

てクリアされます。 

ライトエラーカウンタテストモード（TST[2:0]＝B'100）では、本レジスタへの書き込みが可能です。TECおよ

び RECには同じ値しか書き込めません。TECに書き込まれた値は TECおよび RECに設定されます。本レジスタ

に書き込む際は、RCAN-ETをホルトモードにする必要があります。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W*

TEC7 TEC6 TEC5 TEC4 TEC3 TEC2 TEC1 TEC0 REC7 REC6 REC5 REC4 REC3 REC2 REC1 REC0

 
【注】 * MCRの TST[2:0]＝B'100によるテストモードのときのみ書き込み可能です。RECはバスオフ状態において、バス

オフ復帰シーケンスに必要な 11個のレセッシブビットの受信回数をカウントします。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 TEC[7:0] すべて 0 R/W* 送信エラーカウンタ 

送信中にCAN仕様に基づくエラーが検出されると本レジスタの値はインクリ

メントされます。 

7～0 REC[7:0] すべて 0 R/W* 受信エラーカウンタ 

受信中にCAN仕様に基づくエラーが検出されると本レジスタの値はインクリ

メントされます。 
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19.5 RCAN-ETのメールボックスレジスタ 

RCAN-ETのメールボックスレジスタについて説明します。RCAN-ETのメールボックスレジスタは、各メール

ボックスを制御し、メールボックスの状態を示します。 

表 19.6に RCAN-ETのメールボックスレジスタを示します。 

【重要】  ロングワードアクセスは、2つの連続したワードアクセスとして行われます。 

 

表 19.6 RCAN-ETのメールボックスレジスタ 

レジスタ名 略称 アドレス アクセスサイズ（ビット） 

送信待ちレジスタ 1 TXPR1 H'020 ロングワード 

送信待ちレジスタ 0 TXPR0 H'022 － 

  H'024  

  H'026  

  H'028  

送信キャンセルレジスタ 0 TXCR0 H'02A ワード 

  H'02C  

  H'02E  

  H'030  

送信アクノリッジレジスタ 0 TXACK0 H'032 ワード 

  H'034  

  H'036  

  H'038  

アボートアクノリッジレジスタ 0 ABACK0 H'03A ワード 

  H'03C  

  H'03E  

  H'040  

データフレーム受信完了レジスタ 0 RXPR0 H'042 ワード 

  H'044  

  H'046  

  H'048  

リモートフレーム受信完了レジスタ 0 RFPR0 H'04A ワード 

  H'04C  

  H'04E  

  H'050  

メールボックスインタラプトマスクレジスタ 0 MBIMR0 H'052 ワード 

  H'054  

  H'056  

  H'058  
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レジスタ名 略称 アドレス アクセスサイズ（ビット） 

未読メッセージステータスレジスタ 0 UMSR0 H'05A ワード 

  H'05C  

  H'05E  

 

19.5.1 送信待ちレジスタ 1、0（TXPR1、TXPR0） 

TXPR1とTXPR0は連結され、CANモジュールの送信待ちフラグを格納する 32ビットのレジスタを構成します。

16ビットバスインタフェースの場合、ロングワードアクセスは、2つの連続したワードアクセスとして行われま

す。 
 

＜ロングワードライト動作＞ 
 

Temp

TXPR1 TXPR0
H'020 H'022

＜上位ワードライト＞

16ビット周辺バス

データはTXPR1ではなくTempに格納される。

連続アクセス

＜下位ワードライト＞

16ビット周辺バス

下位ワードのデータはTXPR0に格納され、
TXPR1は常にH'0000｡

Temp

TXPR1 TXPR0
H'020 H'022

 
 

＜ロングワードリード動作＞ 
 

Temp

TXPR1 TXPR0
H'020 H'022

＜上位ワードリード＞

16ビット周辺バス

TXPR1（＝H'0000）をリードすると
TXPR0はTempに格納される。

連続アクセス

＜下位ワードリード＞

16ビット周辺バス

TXPR0でなくTempが読み出される。

Temp

TXPR1 TXPR0
H'020 H'022

常にH'0000
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TXPR1レジスタは常に 0固定で、TXPR1レジスタへの書き込みは無効です。TXPR0レジスタはメールボック

ス 15～1を制御します。CPUはビットに 1を書き込むことで対応する送信メッセージに対して操作することがで

きます。0書き込みは無効で、TXPRをクリアするには TXCRの対応するビットをセットしなければなりません。

CPUは TXPRをリードして、送信待ちのメールボックスおよび送信中のメールボックスを知ることができます。

実際には、メールボックス 0以外のすべてのメールボックスについて送信待ちビットが存在します。また、送信

に設定されていないメールボックスに対するビットに 1を書き込むことは禁止されています。 

メッセージが正常に送信された後、または TXCRからの送信アボートが行われた後、RCAN-ETは対応する送信

待ちフラグをクリアします。TXPRのフラグは、CANノードがアービトレーションに負けたり CANバス上にエラ

ーが発生したために、メッセージが送信されなかった場合はクリアされません。このとき対応するメールボック

スのメッセージコントロールフィールドの DART（自動再送信無効）ビットがセットされていなければ、RCAN-ET

は自動的に再送信を試みます。DARTがセットされていると送信はクリアされ、メールボックスエンプティ割り

込みフラグ（IRR8）とアボートアクノリッジレジスタ（ABACK）の対応するビットによって CPUに通知されま

す。 

TXPRの状態が変化したときは、バスアービトレーションに負けたりCANバス上にエラーが発生した場合でも、

IDが示す優先順位（MCR2＝0）が最も高いメッセージが常に送信されるように処理します。詳細については「19.6 

動作説明」を参照してください。 

RCAN-ETが TXPRのビットの状態を 0に変更したとき、メールボックスエンプティ割り込みフラグ（IRR8）

が生成されることがあります。これはメールボックスの送信が正常終了したかアボートされたことを示します。

メッセージの送信が正常終了した場合は、TXACKに示され、メッセージ送信がアボートされた場合は ABACKに

示されます。これらのレジスタをチェックすることによって対応するメールボックスのメッセージデータフィー

ルドの内容を次の送信用に書き換えることができます。 
 

（1） TXPR1 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W*

TXPR1[15:0]

 
【注】 * 常に H'0000が読み出されます。TXPR1/TXPR0のリード／ライトは、必ずロングワードアクセスで行ってくださ

い。TXPR1への書き込みは無効です。 
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（2） TXPR0 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R

TXPR0[15:1] －

 
【注】 * 送信用に設定されたメールボックスに対応するビットには、1のみ書き込むことができます。 

  常に H'0000が読み出されます。TXPR1/TXPR0のリード／ライトは、必ずロングワードアクセスで行ってくださ

い。ビット 0への書き込みは無効です。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～1 TXPR0[15:1] H'0000 R/W 対応するメールボックスにCANフレーム送信リクエストが発生していること

を示します。ビット 15～1はメールボックス 15～1に対応しています。複数

のビットがセットされた場合の送信順序は、MCR2ビットの設定によりメッ

セージ ID優先順またはメールボックス番号順に送信されます。 

0：対応するメールボックスが送信メッセージアイドル状態 

［クリア条件］メッセージ送信終了またはメッセージ送信アボート（自動

的にクリアされます） 

1：対応するメールボックスに送信リクエストが発生 

0 － 0 R リザーブビット 

受信専用メールボックスのため、本ビットは常に 0となります。1を書き込む

と無視されます。読み出し値は 0です。 
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19.5.2 送信キャンセルレジスタ 0（TXCR0） 

TXCR0は、16ビットの読み出し／条件付き書き込み可能なレジスタで、メールボックス 15～1を制御します。

CPUは TXCR0を使用して、TXPRの送信リクエストをキャンセルします。TXPRのビットをクリアするには、CPU

から対応する TXCRのビットに 1を書き込んでください。0を書き込むと無視されます。 

アボートが正常に行われると、CANコントローラは対応する TXPRと TXCRのビットをクリアし、ABACKの

ビットをセットします。しかし、メールボックスが送信を開始した後は、本レジスタのビットでキャンセルする

ことはできません。このような場合、送信が正常終了すると CANコントローラは TXPRと TXCRのビットをク

リアし、TXACKのビットをセットします。しかし、アービトレーションに負けたりバス上にエラーが発生したこ

とによって送信が行われなかった場合は、CANコントローラは対応する TXPRと TXCRのビットをクリアし、対

応する ABACKのビットをセットします。CPUが送信待ち状態でないメールボックスの送信をクリアしようとし

ても無視されます。この場合、CPUは TXCRのフラグをセットすることはできません。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0
R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W*

－TXCR0[15:1]

 
【注】 * 送信リクエストを受けた送信メールボックスに対応するビットには 1のみ書き込むことができます。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～1 TXCR0[15:1] H'0000 R/W 送信用キューに入っているメールボックスに対し、送信キャンセルをリクエ

ストします。ビット 15～1はメールボックス 15～1（および TXPR0[15:1]）

に対応しています。 

0：対応するメールボックスが送信メッセージキャンセルアイドル状態 

［クリア条件］送信メッセージキャンセルが終了（自動的にクリアされま

す） 

1：対応するメールボックスに対して送信キャンセルを要求 

0 － 0 R リザーブビット 

受信専用メールボックスのため、本ビットは常に 0となります。1を書き込む

と無視され、読み出し値は常に 0です。 
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19.5.3 送信アクノリッジレジスタ 0（TXACK0） 

TXACK0は、16ビットの読み出し／条件付き書き込み可能なレジスタで、メールボックスの送信が正常に行わ

れたことを CPUに通知するために使用します。送信が正常に行われると、RCAN-ETは TXACK0レジスタの対応

するビットをセットします。CPUは、1を書き込むことによって TXACK0のビットをクリアすることができます。

0を書き込むと無視されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0
R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W*

－TXACK0[15:1]

 
【注】 * ビットをクリアするために 1のみ書き込むことができます。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～1 TXACK0[15:1] H'0000 R/W 対応するメールボックスに要求された送信が正常に行われたことを通知しま

す。ビット 15～1はメールボックス 15～1に対応しています。 

0：［クリア条件］1を書き込む 

1：対応するメールボックスのメッセージ（データフレームまたはリモー 

トフレーム）が正常に送信された 

［セット条件］対応するメールボックスのメッセージ送信が完了 

0 － 0 R リザーブビット 

受信専用メールボックスのため、本ビットは常に 0となります。1を書き込む

と無視され、読み出し値は常に 0です。 
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19.5.4 アボートアクノリッジレジスタ 0（ABACK0） 

ABACK0は、16ビットの読み出し／条件付き書き込み可能なレジスタで、要求に応じてメールボックスの送信

がアボートされたことを CPUに通知するために使用します。アボートが行われると、RCAN-ETは ABACK0レジ

スタの対応するビットをセットします。CPUは、1を書き込むことによって ABACK0のビットをクリアすること

ができます。0を書き込むと無視されます。RCAN-ETが ABACK0のビットをセットすることにより、対応する

TXCRビットによって TXPRビットがクリアされたことを認識します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0
R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W*

－ABACK0[15:1]

 
【注】 * ビットをクリアするために 1のみ書き込むことができます。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～1 ABACK0[15:1] H'0000 R/W 対応するメールボックスに要求された送信キャンセルが正常に行われたこと

を通知します。ビット 15～1はメールボックス 15～1に対応しています。 

0：［クリア条件］1を書き込む 

1：対応するメールボックスのメッセージ（データフレームまたはリモー 

トフレーム）の送信がキャンセルされた 

［セット条件］対応するメールボックスのメッセージ送信をキャンセル 

0 － 0 R リザーブビット 

受信専用メールボックスのため、本ビットは常に 0となります。1を書き込む

と無視され、読み出し値は常に 0です。 
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19.5.5 データフレーム受信完了レジスタ 0（RXPR0） 

RXPR0は、16ビットの読み出し／条件付き書き込み可能なレジスタで、受信用に設定されたメールボックスが

データフレームを受信したことを示すフラグで構成されています。CANデータフレームが正常に受信メールボッ

クスに格納されると、RXPRの対応するビットがセットされます。1を書き込むと対応するビットがクリアされま

す。0を書き込むと無効とされます。ただし、メールボックスがMBC（メールボックスコンフィギュレーション）

によってデータフレームを受信するように設定されている場合のみビットがセットされます。RXPRのビットが

セットされると、対応するMBIMRがセットされていなければ IRR1（データフレーム受信割り込みフラグ）もセ

ットされ、さらに IMR1がセットされていなければ割り込み信号が生成されます。本レジスタのビットはデータ

フレームの受信によってのみセットされ、リモートフレーム受信ではセットされません。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W*

RXPR0[15:0]

 
【注】 * ビットをクリアするために 1のみ書き込むことができます。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 RXPR0[15:0] H'0000 R/W ビット 15～0はメールボックス番号 15～0の受信用に設定されたメールボッ

クスに対応します。 

0：［クリア条件］1を書き込む 

1：対応するメールボックスが CANデータフレームを受信した 

［セット条件］対応するメールボックスのデータフレーム受信終了 
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19.5.6 リモートフレーム受信完了レジスタ 0（RFPR0） 

RFPR0は、16ビットの読み出し／条件付き書き込み可能なレジスタで、受信用に設定されたメールボックスが

リモートフレームを受信したことを示すフラグで構成されています。CANリモートフレームが正常に受信メール

ボックスに格納されると、RFPRの対応するビットがセットされます。1を書き込むと対応するビットがクリアさ

れます。0を書き込むと無効されます。すべてのメールボックスに対してビットが存在しますが、メールボックス

がMBC（メールボックスコンフィギュレーション）によってリモートフレームを受信するように設定されている

場合のみビットがセットされます。RFPRのビットがセットされると、対応するMBIMRがセットされていなけれ

ば IRR2（リモートフレームリクエスト割り込みフラグ）もセットされ、さらに IMR2がセットされていなければ

割り込み信号が生成されます。本レジスタのビットはリモートフレームの受信によってのみセットされ、データ

フレーム受信ではセットされません。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W*

RFPR0[15:0]

 
【注】 * ビットをクリアするために 1のみ書き込むことができます。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 RFPR0[15:0] H'0000 R/W メールボックス 15～0のリモートリクエスト受信フラグです。 

0：［クリア条件］1を書き込む 

1：対応するメールボックスが CANリモートフレームを受信した 

［セット条件］対応するメールボックスのリモートフレーム受信終了 
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19.5.7 メールボックスインタラプトマスクレジスタ 0（MBIMR0） 

MBIMR0は、16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。MBIMR0は、メールボックスの動作に関連

する IRR（IRR1：データフレーム受信割り込み、IRR2：リモートフレームリクエスト割り込み、IRR8：メールボ

ックスエンプティ割り込み、IRR9：メッセージオーバラン割り込み）をマスクするレジスタです。メールボック

スが受信に設定されている場合、受信割り込みフラグ（IRR1、IRR2、IRR9）による割り込みをマスクします。RXPR、

RFPR、UMSRビットのセットには影響しません。メールボックスが送信に設定されている場合は、送信や送信ア

ボート（IRR8）による割り込みやメールボックスエンプティ割り込みをマスクします。送信による TXPR/TXCR

ビットのクリアと TXACKビットのセット、送信アボートによる TXPR/TXCRビットのクリアと ABACKビット

のセットには影響しません。 

マスクするメールボックスに対応するビットに 1を書き込むことでマスクが設定されます。リセット時はすべ

てのメールボックス割り込みがマスクされます 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MBIMR0[15:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 MBIMR0[15:0] H'FFFF R/W メールボックス 15～0からの割り込み要求を許可／禁止します。 

0：IRR1、IRR2、IRR8、IRR9の割り込み要求を許可 

1：IRR1、IRR2、IRR8、IRR9の割り込み要求を禁止 
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19.5.8 未読メッセージステータスレジスタ 0（UMSR0） 

UMSR0は、16ビットの読み出し／条件付き書き込み可能なレジスタで、新しいメッセージを受信する際に CPU

によって内容がアクセスされていない受信メールボックスを記録します。メールボックスの新しいメッセージを

受信するときに、RXPR0または RFPR0の対応するビットが CPUによってクリアされていないと、UMSR0のビ

ットがセットされます。1を書き込むとクリアされます。0を書き込むと無効とされます。 

メールボックスが送信に設定されている場合は、対応する UMSR0のビットはセットされません。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W*

UMSR0[15:0]

 
【注】 * ビットをクリアするために 1のみ書き込むことができます。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 UMSR0[15:0] H'0000 R/W メールボックス 15～0の未読受信メッセージがオーバライトされたかオーバ

ランが発生したことを示します。 

0：［クリア条件］1を書き込む 

1：未読受信メッセージが新しいメッセージでオーバライトされた、また 

はオーバランが発生した 

［セット条件］RXPR0または RFPR0がクリアされる前に新しいメッセー

ジを受信 

 

19.6 動作説明 

19.6.1 RCAN-ETの設定 

ハードウェアリセット（パワーオンリセット）またはソフトウェアリセット（MCR0）後のコンフィギュレーシ

ョンモードおよびホルトモード時の RCAN-ETの設定について説明します。どちらの場合も RCAN-ETは CANバ

スアクティビティに参加できません。また、RCAN-ETの設定の変更が CANバス上の通信に影響を与えることは

ありません。 
 

（1） リセットシーケンス 

図 19.6にソフトウェアリセットまたはハードウェアリセット後の RCAN-ETの設定手順を示します。リセット

後すべてのレジスタは初期化されます。したがって、CANバスアクティビティに参加する前に RCAN-ETを設定

する必要があります。詳細については図中の注を参照してください。 
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コンフィギュレーションモード

パワーオン／ソフトウェアリセット*1

IRR0をクリア

GSR3＝0？

11のレセッシブビットを検出して
CANバス通信に参加

RCAN-ETは送受信モード

TXPRを設定して送信開始
または、受信のためのアイ
ドル状態保持

MCR15を設定

MCR0をクリア

必要なIMRビットをクリア

ビットタイミングを設定（BCR）

メールボックス設定
（STDID、EXTID、LAFM、DLC、

RTR、IDE、MBC、MBIMR、DART、
ATX、NMC、メッセージデータ）*2

IRR0＝1、GSR3＝1（自動設定）

No*3

Yes

送受信モード

受信*4 送信*4

【注】 *1 ソフトウェアリセットは、MCR0＝1を設定することによりいつでも実行できます。
 *2 メールボックスはRAMで構成されていますので、未使用であってもMBCで有効にしたすべての
  メールボックスを初期化してください。
 *3 本判定が0になるまでに約1ビットタイムかかります。
 *4 TXPR0ビットが1つもセットされていないとRCAN-ETは次のメッセージの受信をします。
  TXPR0が設定されているとRCAN-ETはメッセージの送信を開始し、CANバスによって
  アービトレーションされます。アービトレーションをロストすると受信になります。

MCR0＝1
（ハードウェアリセット時のみ自動的にセット）

 

図 19.6 リセットシーケンス 

（2） ホルトモード 

RCAN-ETはホルトモードのとき、CANバスアクティビティに参加することができません。したがってユーザ

は、CANバス上の通信に影響を与えることなく必要なレジスタの設定を変更することができます。ここで重要な

のは、レジスタを変更する前に RCAN-ETがホルトモードになるまで待つことです。ホルトモードへの遷移はか

ならずしも即時に行われるとはかぎりません（CANバスがアイドルまたは休止状態のときに遷移します）。

RCAN-ETがホルトモードに遷移すると GSR4ビットがセットされます。 

設定終了後はホルトリクエストを解除する必要があります。RCAN-ETは CANバス上で 11個のレセッシブビッ

トを検出した後 CANバスアクティビティに参加します。 
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（3） CANスリープモード 

CANスリープモード中では、RCAN-ETの主要なモジュールのクロックは消費電流を低減するために停止しま

すが、MCR、GSR、IRR、および IMRレジスタのみアクセスできます。なお、送信と受信に関連する割り込みは、

CANスリープモード中ではクリアできませんので、あらかじめクリアしてください。 

図 19.7に RCAN-ETの CANスリープモードのフローチャートを示します。 

スリープモード

送信／受信モード

GSR4 = 1? ユーザによる監視

ユーザによる監視

Yes

IRR0 = 1

MCR1に1を書き込み

IRR0に1を書き込み

：ハードによる処理 

：ユーザによる設定 

IRR0 = 1

IRR0 = 0

IRR12 = 1

IRR0に1を書き込み

IRR0 = 0

MCR5 = 0

IRR12に1を書き込み

IRR12 = 0

Write MCR[1] = 0 & MCR[5] = 1

ホルトリクエスト

スリープリクエスト

IRR12に1を書き込み

IRR12 = 0

MCR5に0を書き込み

No

CANバス
アクティビティあり？

Yes

No

GSR4 = 0?

Yes

No

MCR7 = 1?

Yes

No

クロック
停止

MCR、GSR、IRR、
IMRレジスタのみ
アクセス可能

 

図 19.7 CANスリープモードのフローチャート 
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図 19.8に可能な状態遷移を示します。 

なお、ホルトモード以外でMCR5（CANスリープモード）ビットをセットしないでください。 

また、MCR1ビットをセットした後は、MCR1をクリアする前には必ず GSR4がセットされ RCAN-ETがホルト

モードになったことを確認してください。 

パワーオン／ソフトウェアリセット

リセット
（コンフィギュレーションモード）

MCR0をクリア
GSR3＝0

MCR1とMCR5をクリア 送信／受信
（エラーアクティブ、

エラーパッシブ、バスオフ）

MCR1をセット*3

ホルトリクエスト

MCR6＝0なら送信／受信／バスオフ以外
MCR6＝1ならバスオフまたは送信／受信以外

ホルトモード

MCR5をクリア*1

MCR5をクリア
MCR1をセット*4

CANスリープモード
MCR5をセット

MCR1をクリア*2

【注】*1   MCR5は、MCR7がセットされた状態でCANバス上にドミナントビットを検出すると自動的にクリア
          されます。また、0を書き込んでもクリアできます。
           *2   MCR1はソフトウェアでクリアします。MCR1のクリアおよびMCR5のセットは同じ命令で行う
          必要があります。
           *3   MCR1はGSR4がセットされる前にソフトウェアでクリアしないでください。MCR14およびMCR6が
          ともにセットされた状態でRCAN-ETがバスオフモードに遷移すると、MCR1はハードウェアで
          自動的にセットされます。
           *4   MCR5のクリアとMCR1のセットを同時に行うと、RCAN-ETはホルトリクエスト状態になります。
          その直後、送受信せずにホルトモードに遷移します。  

図 19.8 状態遷移図 
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各モードでのアクセスを許可する条件を表 19.7に示します。 
 

表 19.7 アクセス可能なレジスタ 

レジスタ ステータス 

モード  MCR、

GSR 

 IRR、 

IMR

BCR MBIMR フラグ 

レジスタ

メールボックス 

（コントロール 0、

LAFM） 

メール 

ボックス 

（データ） 

メールボックス 

（コントロール 1） 

リセット Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes 

送信／受信 Yes Yes No Yes Yes No Yes* Yes* No Yes* 

ホルトリクエスト Yes Yes No Yes Yes No Yes* Yes* No Yes* 

ホルトモード Yes Yes No Yes Yes Yes Yes Yes 

CANスリープモード Yes Yes No No No No No No 

【記号説明】 

Yes：アクセスを許可するレジスタ 

No：アクセスを禁止するレジスタ 

【注】 * TXPR0がセットされていない場合 

 

19.6.2 テストモードの設定 

RCAN-ETには種々のテストモードがあります。テストモードの選択はMCRレジスタの TST[2:0]ビットで行い

ます。RCAN-ETは、デフォルト（初期値）ではノーマルモードで動作します。 

表 19.8にテストモード設定を示します｡ 

テストモードの選択はコンフィギュレーションモードでのみ可能です。選択したテストモードを実行するには、

テストモードを選択した後コンフィギュレーションモードを解除（BCR0/BCR1が設定されていることを確認）し

てください。 
 

表 19.8 テストモードの設定 

TST2 TST1 TST0 モード 

0 0 0 ノーマルモード 

0 0 1 リスンオンリモード（受信専用モード） 

0 1 0 セルフテストモード 1（外部） 

0 1 1 セルフテストモード 2（内部） 

1 0 0 ライトエラーカウンタ 

1 0 1 エラーパッシブモード 

1 1 0 設定禁止 

1 1 1 設定禁止 
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• ノーマルモード  

RCAN-ETは通常の動作をします。 

• リスンオンリモード 

ボーレート検出用にISO-11898で要求されているモードです。エラーカウンタはクリアされた後に動作禁止と

なり、TEC/RECの値が増加しないようになります。また、CTx出力を禁止し、RCAN-ETによるエラーフレー

ムやアクノリッジビットの生成を抑止します。メッセージエラーが発生するとIRR13がセットされます。 

• セルフテストモード1  

RCAN-ET自身でアクノリッジビットを生成し、必要ならばメッセージをRCAN-ETの受信メールボックスに

格納します。CRx/CTx端子は必ずCANバスに接続してください。 

• セルフテストモード2  

RCAN-ET自身でアクノリッジビットを生成し、必要ならばメッセージをRCAN-ETの受信メールボックスに

格納します。内部CTxが内部CRxにループバックされるため、CRx/CTx端子をCANバスその他の外部デバイ

スに接続する必要はありません。CTx端子はレセッシブビットのみ出力し、CRx端子は無効となります。 

• ライトエラーカウンタ  

TEC/RECは本モードで書き込み可能です。エラーカウンタに127より大きい値を書き込むことにより、

RCAN-ETを強制的にエラーパッシブモードにすることができます。TECに書き込まれた値はRECに書き込ま

れるので、TECとRECは常に同じ値に設定されます。同様に、95より大きい値を書き込むことにより、

RCAN-ETを強制的にエラーワーニングモードにすることができます。 

TEC/RECに書き込む際はRCAN-ETがホルトモードでなければなりません（エラーカウンタ書き込み時に

MCR1＝1）。さらにCAN仕様により、ホルトモードを解除する前に本テストモードを解除してTEC/RECを再

び動作可能にする必要があります。 

• エラーパッシブモード 

RCAN-ETは強制的にエラーパッシブモードにすることができます。 

エラーパッシブモードを実行することによってRECの値が変わることはありませんが、一度エラーパッシブ

モードで動作すると、エラーを受信すればRECの値は通常どおり増加します。本モードでは、TECの値が256

に達するとRCAN-ETはバスオフ状態になりますが、本モードを使用するとRCAN-ETはエラーアクティブに

なることができません。したがってRCAN-ETはバスオフ復帰シーケンスの最後に、エラーアクティブではな

くエラーパッシブに遷移します。 

 

メッセージエラー発生時には、すべてのテストモードで IRR13ビットがセットされます。 
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19.6.3 メッセージ送信シーケンス 

（1） メッセージ送信リクエスト 

バス上に CANフレームを送信するシーケンスの例を図 19.9に示します。 

No

No

No

Yes

Yes

Yes

RCAN-ETがノーマルモード
（MBC[n]=0）

任意のタイミングで
TXPR[n]ビットに1を書き込み

内部
アービトレーション

'n'が最優先？

送信開始

再割り込み監視

再割り込み監視

メールボックス[n]が
次の送信用に更新可能状態

TXACK[n]をクリア

TXACK[n]はセット
されている?

CANバス
アービトレーション

アクノリッジビット

CANバス

IRR8はセット
されている?

メールボックス[n]の
メッセージデータ更新

【注】　n：0～15（メールボックス番号）  

図 19.9 メッセージ送信リクエスト 

 

レジスタの章で説明したとおり、TXACKまたは ABACKビットのいずれかがセットされると、IRR8がセット

されることにご注意ください。これはいずれかのメールボックスが送信または送信アボートを終了し、次の送信

用に更新可能状態であることを意味しています。一方、GSR2は現在送信リクエストが発生していない（すべての

TXPRフラグがセットされていない）ことを示しています｡ 
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（2） 送信用内部アービトレーション 

図 19.10は、RCAN-ETがどのようにしてメッセージ IDに従った順序で送信リクエストされたメッセージのス

ケジューリングを行うかを説明しています。内部アービトレーションでは、送信リクエストされたメッセージの

うち最も優先度の高いものを取り出します。 

SOFEOF IntermSOF SOFEOF Interm

RCAN-ET
スケジューラ

スケジューラ
スタートポイント

TXPR/TXCR/エラー/
アービトレーション
ロストセットポイント

Interm        ：インタミッションフィールド
SOF           ：Start Of Frame
EOF           ：End Of Frame
メッセージ：アービトレーション＋コントロール＋データ＋CRC＋ACK

送信
フレーム1

受信
フレーム2

送信
フレーム3

メッセージバスアイドルCANバス メッセージ

フレーム1
CTxアービト
レーション

フレーム1
CTx/CRxアービト
レーション

フレーム3/2
CTx/CRxアービト
レーション

フレーム3
CTxアービト
レーション

フレーム3
CTxアービト
レーション

フレーム3
CTx/CRxアービト
レーション

1-1 1-2 2-1 2-2 3-1 3-2

 

図 19.10 送信用内部アービトレーション 

 

1-1 ：CANバスがアイドル状態のとき TXPRビットがセットされると、直ちに内部アービトレーションを 

実行し、送信を開始します。 

1-2 ：SOFで送信、受信の両方の動作を開始します。受信フレームでないため、RCAN-ETは送信を行います｡ 

2-1 ：CRCのデリミッタで内部アービトレーションが開始し、次に送信するメッセージを探します。 

2-2 ：SOFで送信、受信の両方の動作を開始します。優先度の高い受信フレームであるため、RCAN-ETは受

信を行います。このため、フレーム 3を送信せずに受信を行います。 

3-1 ：CRCのデリミッタで内部アービトレーションが開始し、次に送信するメッセージを探します。 

3-2 ：SOFで送信、受信の両方の動作を開始します。送信フレームの優先度が受信フレームよりも高いため、

RCAN-ETは送信を行います｡ 
 

CANバス上でエラーが検出された場合、次の送信用の内部アービトレーションは各エラーデリミッタの先頭で

も行われます。また、オーバロードフレームの後のエラーデリミッタの先頭でも行われます。 

送信用アービトレーションは CRCのデリミッタで行われるため、ATX＝1のメールボックスがリモートフレー

ムリクエストを受信した場合、そのリクエストに応えて送信するメッセージが送信用アービトレーションに参加

するタイミングは、その後のバスアイドルまたは CRCデリミッタまたはエラーデリミッタになります。 

CANバスの状態により、TXCRがセットされてから最大 1CANフレームの遅延後に対応するメッセージのアボ

ート処理が行われます。 
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19.6.4 メッセージ受信シーケンス 

メッセージ受信シーケンスを図 19.11に示します。 

CANバス

RCAN-ET

End Of Arbitration Field End Of Frame

アイドル

有効なCAN-IDを受信

IDをメールボックス[n]＋
LAFM[n]と比較（MBCが

受信に設定されている場合）

メールボックスナンバ[n]を
格納し、アイドルステートに戻る

･オーバライトによる
 メッセージの格納
･UMSR設定
･IRR9セット（MBIMR[n]＝0の場合）
･割り込み信号生成
（IMR9＝0の場合）
･RXPR[n]（RFPR[n]）をセット
･IPR1（IPR2）をセット
 （MBIMR[n]＝0の場合）
･割り込み信号生成
（IMR1（IMR2）＝0の場合）

･メッセージを拒否
･UMSR設定
･IRR9セット（MBIMR[n]＝0の場合）
･割り込み信号生成
（IMR9＝0の場合）
･RXPR[n]（RFPR[n]）をセット*1

･メッセージを格納
･RXPR[N]（RFPR[n]）をセット
･IRR1（IRR2）をセット
（MBIMR[n]＝0の場合）
･割り込み信号生成
（IMR1（IMR2）＝0の場合）

有効なCANフレーム受信

割り込みサブルーチンをぬける

UMSR[n]*2を
判定してクリアする

RXPR[n]
に1を書き込む

メールボックス[n]
を読み出す

RXPR[n]＝1
を読み出す

IRR1が1？

IRRを読み出す

MSG
オーバライト

or オーバラン？
（NMC）

オーバライト

オーバラン

n＝0?

n＝n-1

No

No

No

No

Yes

Yes

Yes

UMSR[n]*2を
判定してクリアする

RFPR[n]
に1を書き込む

メールボックス[n]
を読み出す

RFPR[n]＝1
を読み出す

Yes

CPU受信割り込み

【注】 *1 オーバラン検出のUMSRのセットとCPUによるRXPR[n]/RFPR[n]クリアが同時だった場合に限り、メッセージが更新されないまま、
  RXPR[n]/RFPR[n]はセットされます。
 *2 オーバライト設定（NMC＝1）では、UMSR[n]＝1だった場合、メッセージを破棄してUMSR[n]をクリア後、割り込み処理の再開を
  行います。
  オーバラン設定（NMC＝0）では、UMSR[n]＝1だった場合、再度RXPR[n]/RFPR[n]を確認後セットされていれば、メッセージは
  古いものとみなしてフラグクリアを行います。
【記号説明】 n：0～15（メールボックス番号）

RXPR[n] 
（RFPR[n]）は

すでにセットされて
いる？

ID一致？

割り込み信号 割り込み信号割り込み信号

Loop（n＝15; n≥0; n＝n-1 

 

図 19.11 メッセージ受信シーケンス 
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メッセージを受信中に RCAN-ETがアービトレーションフィールドの最後を認識すると、受信した IDとメール

ボックスに設定された IDの比較を始めます。比較する順序はメールボックス 15からメールボックス 0の順です。

まずMBCをチェックし、メールボックスが受信に設定されているか調べます。その後 LAFMを読み込み、続い

てメールボックス 15（受信用に設定されている場合）の IDを読み込み、受信した IDと比較します。一致しない

場合は、メールボックス 14（受信用に設定されている場合）に対して同じチェックを行います。一致する IDを見

つけると RCAN-ETはそのメールボックス番号（n）を内部バッファに格納し、サーチを停止した後アイドル状態

に戻り EOF（End Of Frame）を待ちます。EOFの 6ビット目が通知されると、受信メッセージは NMCビットの設

定により書き込まれるか廃棄されます。 

通信中に RCAN-ETのメッセージ IDと LAFMの設定を変更することはできません。設定変更する手段の 1つと

してホルトモードおよびコンフィギュレーションモードがあります。メッセージを対応するメールボックスに書

き込むと、メッセージ IDを含めて書き込まれるため、使用する LAFMにより CAN-IDが受信メッセージの異な

る CAN-IDでオーバライトされる可能性があります。これはまた、受信したメッセージの IDが複数のメールボッ

クスの ID + LAFMと一致した場合に、受信メッセージは常にメールボックス番号の一番大きいメールボックスに

格納され、小さい番号のメールボックスにはメッセージが格納されなくなってしまうことを意味しています。し

たがって、IDと LAFMの設定値は注意深く選択する必要があります。 

図 19.11に示すデータおよびリモートフレームの受信で、IRRをリードした後に UMSRフラグをクリアするの

は、割り込みサービスルーチンの実行中にメッセージが同じメールボックスに格納された新しいメッセージでオ

ーバライトされることを検出するためです。UMSRの最後のチェック中にオーバライトが検出された場合、メッ

セージを破棄し再度読み込む必要があります。 

受信したリモートフレームがデータフレームでオーバライトされた場合、リモートフレームリクエスト割り込

み（IRR2）およびデータフレーム受信割り込み（IRR1）がセットされ、受信フラグ（RXPR、RFPR）もセットさ

れますので、ご注意ください。同様にデータフレームがリモートフレームでオーバライトされた場合も IRR2と

IRR1がセットされます。 

オーバランモード（NMC＝0）では、これらのフラグは最初のメールボックスによってのみセットされます。こ

のため、最初にデータフレーム受信すると RXPRと RFPRの両方がアサートされます。その後データフレームを

読み出す前にリモートフレームを受信すると、RFPRと IRR2はセットされません。この場合、対応するメールボ

ックスの UMSRがセットされます。 
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19.6.5 メールボックスの再設定 

メールボックスの再設定が必要な場合は、下記の手順に従ってください。 

（1） 送信ボックスの設定変更 

下記の 2つの場合があります。 

• ID、RTR、IDE、LAFM、データ、DLC、NMC、ATX、DARTの変更 

MBC＝B'000の場合のみ変更可能です。対応するTXPRビットがセットされていないことを確認してくださ

い。設定（MBCを除く）はいつでも変更することができます。 

• 送信ボックスから受信ボックスへの設定変更 

対応するTXPRビットがセットされていないことを確認してください。ホルトモードまたはリセット状態で

のみ変更可能です。RCAN-ETがメッセージを受信中または送信中の場合、ホルト状態に遷移するのに時間が

かかることがあります（受信／送信が終了するのを待ってからホルト状態に遷移するためです）。また、ホ

ルト状態ではメッセージの送受信ができませんのでご注意ください。 

RCAN-ETがバスオフ状態の場合、ホルト状態への遷移はMCRレジスタのビット6およびビット14の設定に従

います。 

 

（2） 受信ボックスの ID、RTR、IDE、LAFM、データ、DLC、NMC、ATX、DARTの設定変更および受信ボック

スから送信ボックスへの変更 

設定変更はホルトモードでのみ可能です。メッセージが CANバス上にあり RCAN-ETが受信モードの場合、そ

のメッセージを逃すことはありません。RCAN-ETは現在行っている受信を完了してからホルトモードに遷移しま

す。RCAN-ETがメッセージを受信中または送信中の場合、ホルト状態に遷移するのに時間がかかることがありま

す（受信／送信が終了するのを待ってからホルト状態に遷移するためです）。また、ホルト状態ではメッセージ

の送受信ができませんのでご注意ください。 

RCAN-ETがバスオフ状態の場合、ホルト状態への遷移はMCRレジスタのビット 6およびビット 14の設定に

従います。 
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ホルトモードによる方法

RCAN-ETが送受信モード

MCR1をセット（ホルトモード）

RCAN-ETは
送信中、受信中または
バスオフ状態？

割り込み生成（IRR0 ）

IRR0とGSR4が1
であることを読み出し

RCAN-ETがホルトモード

ID またはメールボックスの
MBCを変更

MCR1をクリア

RCAN-ETが送受信モード

Yes

No

【注】 グレー表示のボックスはソフトウェア（CPU）で行ってください。

現在の
セッション
終了

 

図 19.12 受信ボックスの ID変更／受信ボックスから送信ボックスへの変更 
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19.7 割り込み要因 

RCAN-ETには表 19.9に示す割り込み要因があります。これらの要因は、パワーオンリセットによるリセット

処理割り込み（IRR0）を除き、マスクすることができます。マスクには、メールボックスインタラプトマスクレ

ジスタ 0（MBIMR0）およびインタラプトマスクレジスタ（IMR）を使用します。各割り込み要求の割り込みベク

タについては「第 6章 割り込みコントローラ（INTC）」を参照してください。 
 

表 19.9 RCAN-ETの割り込み要因 

チャネル 名称 要   因 割り込みフラグ DMACの起動 

エラーパッシブ（TEC≧128または REC≧128） IRR5 

バスオフ（TEC≧256）／バスオフからの復帰 IRR6 

エラーワーニング（TEC≧96） IRR3 

ERS_0 

エラーワーニング（REC≧96） IRR4 

メッセージエラー検出 IRR13*1 

リセット／ホルト／CANスリープ遷移 IRR0 

オーバロードフレーム送信 IRR7 

未読メッセージのオーバライト（オーバラン） IRR9 

OVR_0 

CANスリープ中 CANバス動作の検出 IRR12 

SLE_0 メッセージの送信／送信取り消し（スロットエンプティ） IRR8 

RM1_0*2 データフレーム受信／ IRR1*3 

不可 0 

RM0_0*2 リモートフレーム受信 IRR2*3 可 

エラーパッシブ（TEC≧128または REC≧128） IRR5 

バスオフ（TEC≧256）／バスオフからの復帰 IRR6 

エラーワーニング（TEC≧96） IRR3 

ERS_1 

エラーワーニング（REC≧96） IRR4 

メッセージエラー検出 IRR13*1 

リセット／ホルト／CANスリープ遷移 IRR0 

オーバロードフレーム送信 IRR7 

未読メッセージのオーバライト（オーバラン） IRR9 

OVR_1 

CANスリープ中 CANバス動作の検出 IRR12 

SLE_1 メッセージの送信／送信取り消し（スロットエンプティ） IRR8 

RM1_1*2 データフレーム受信／ IRR1*3 

不可 1 

RM0_1*2 リモートフレーム受信 IRR2*3 可 

【注】 *1 テストモードでのみ有効です。 

 *2 RM0はメールボックス 0のリモートフレーム受信フラグ（RFPR0[0]）、またはデータフレーム受信フラグ

（RXPR0[0]）による割り込み、RM1はメールボックス n（n＝1～15）のリモートフレーム受信フラグ（RFPR0[n]）

またはデータフレーム受信フラグ（RXPR0[n]）による割り込みです。 

 *3 IRR1はメールボックス 0～15のデータフレーム受信フラグ、IRR2はメールボックス 0～15のリモートフレーム

受信フラグです。 
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19.8 CANバスインタフェース 

本 LSIと CANバスを接続するためにはバストランシーバ ICが必要になります。トランシーバ ICにはルネサス

HA13721を推奨します。HA13721以外の製品を使用する場合は、HA13721とコンパチブルな製品を使用してくだ

さい。また、CRx、CTx端子は 3V仕様のため、レベルシフタを外付けする必要があります。図 19.13に接続例を

示します。 

CTx

【注】NC：No Connection

CRx

本LSI

CANバス

120Ω

120Ω

Vcc

HA13721

MODE
3V→5V
レベル 
シフタ

Rxd

Txd

NC

CANH

Vcc

CANL

GND

 

図 19.13 HA13721を用いたハイスピードインタフェース 
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19.9 使用上の注意事項 

19.9.1 モジュールスタンバイモード 

スタンバイコントロールレジスタにより、RCAN-ETに対するクロックの動作／停止を設定することが可能です。

初期値では RCAN-ETのクロックは停止しています。レジスタのアクセスは、モジュールストップモードを解除

してから行ってください。 
 

19.9.2 リセット 

RCAN-ETのリセットにはハードウェアリセットとソフトウェアリセットがあります。 
 

• ハードウェアリセット 

パワーオンリセット、ディープスタンバイ、ソフトウェアスタンバイでは RCAN-ETは初期化されます。 

• ソフトウェアリセット 

マスタコントロールレジスタ（MCR）のMCR0ビットにより、MCR0ビット以外のレジスタおよび CAN通信

機能が初期化されます。 
 

リセット時にはインタラプトリクエストレジスタ（IRR）の IRR0ビットが初期化によりセットされますので、

リセットシーケンスに示されたコンフィギュレーションモード時にクリアしてください。 

メールボックスのメッセージコントロールフィールド 1（CONTROL1）を除いた領域は RAMで構成されていま

すので、リセットにより初期化されません。パワーオンリセット後は、リセットシーケンスに示されたコンフィ

ギュレーションモード時に全てのメールボックスを初期設定してください。 
 

19.9.3 CANスリープモード 

CANスリープモードでは、主要な部分のクロックをモジュール内部で停止しています。このため、CANスリー

プモードでMCR、GSR、IRR、IMRレジスタ以外へのアクセスはしないでください。 
 

19.9.4 レジスタアクセス 

RCAN-ET内部の CAN通信機能が CANバス受信フレームをメールボックスに格納している期間に、メールボ

ックス領域をアクセスすると 0～5周辺バスサイクル分のウェイトが発生します。 
 

19.9.5 割り込み 

メールボックス 0受信割り込みは、表 19.9に示したように DMACの起動が可能です。メールボックス 0受信

割り込みを起動要因にして DMA転送時の割り込み要因をクリアする設定を選択した場合には、ブロック転送モ

ードなどを利用して、メールボックス 0のメッセージコントロールフィールド 1（CONTROL1）までリードして

ください。 
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20. IEBusTMコントローラ（IEB）【R5S72612】【R5
S72613】 

本 LSIは、1チャネルの IEBusコントローラ（IEB）を内蔵しています。IEBusTM（Inter Equipment BusTM）*は、

装置間のデータ転送を目的とした小規模のデジタルデータ転送システムです。 

本 LSIは IEBusドライバ／レシーバを内蔵していないため、専用のドライバ／レシーバを外付けする必要があ

ります。また、IERxD、IETxD端子は 3V仕様のため、専用のレベルシフタを外付けする必要があります。 

【注】 * IEBusTM（Inter Equipment BusTM）はルネサス エレクトロニクスの商標です。 

 

20.1 特長 

• IEBusのプロトコル制御（レイア2）に対応 

半二重非同期通信 

マルチマスタ方式 

同報通信機能 

伝送速度の異なる3種類のモードが選択可能 

• データ送受信用バッファ内蔵 

送信バッファ／受信バッファは各128バイト 

モード2の最大伝送バイト数である128バイトまで連続送受信が可能 

• 動作周波数 

6MHz、6.29MHz（PφまたはAUDIO_X1*、AUDIO_X2*のクロックを使用） 

12MHz、12.58MHz（PφまたはAUDIO_X1*、AUDIO_X2*のクロックを1/2に分周して使用） 

18MHz、18.87MHz（PφまたはAUDIO_X1*、AUDIO_X2*のクロックを1/3に分周して使用） 

24MHz、25.16MHz（PφまたはAUDIO_X1*、AUDIO_X2*のクロックを1/4に分周して使用） 

30MHz、31.45MHz（PφまたはAUDIO_X1*、AUDIO_X2*のクロックを1/5に分周して使用） 

36MHz、37.74MHz（PφまたはAUDIO_X1*、AUDIO_X2*のクロックを1/6に分周して使用） 

【注】 * SSIオーディオ用のクロック入力として使用しない場合のみ、IEBのクロック入力として使用できます。 

 

• モジュールスタンバイモードの設定可能 
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20.1.1 IEBus通信プロトコル 

IEBusの概要は、以下のとおりです。 

• 通信方式：半2重非同期通信 

• マルチマスタ方式 

IEBusに接続しているすべてのユニットが他のユニットへデータの伝送が実現できます。 

• 同報通信機能（1ユニット対複数ユニットの通信） 

グループ同報通信：グループユニットに対しての同報通信 

一斉同報通信    ：すべてのユニットに対しての同報通信 

• 伝送速度の異なる3種類のモードが選択可能 

 

表 20.1 3種類のモード 

モード IEBφ*1＝6MHz、12MHz、18MHz、

24MHz、30MHz、36MHz*2 

IEBφ*1＝6.29MHz、12.58MHz、

18.87MHz、25.16MHz、

31.45MHz、37.74MHz*2 

最大伝送バイト数 

（バイト／フレーム） 

0 約 3.9kbps 約 4.1kbps 16 

1 約 17kbps 約 18kbps 32 

2 約 26kbps 約 27kbps 128 

【注】 *1 周辺クロック（Pφ）または AUDIO_X1、AUDIO_X2のクロック 

 *2 本 LSIを使用したときの発振周波数 

 

•  アクセス制御：CSMA/CD（Carrier Sense Multiple Access with Collision Detection） 

バス占有の優先順位は、次のとおりです。 

1. 同報通信（1ユニット対複数ユニットの通信）が通常通信（1ユニット対1ユニットの通信）より優先 

2. マスタアドレスの小さい方が優先 

• 通信規模 

ユニット数：最大50 

ケーブル長：最長150m（ツイストペアケーブルを使用した場合） 

【注】 実際のシステムにおける通信規模は、外付けの IEBusドライバ／レシーバの特性や使用するケーブルの特性により異

なります。 

 

（1） バス占有権の決定（アービトレーション） 

IEBusに接続された装置は他の装置を制御するときに、バスを占有するための動作を行います。この動作を、ア

ービトレーションと呼びます。アービトレーションでは、複数のユニットが同時に送信を開始した場合に、それ

らの中から 1つのユニットに対し、バスを占有する許可を与える処理が行われます。 

アービトレーションにより 1装置のみがバス占有権を得るため、次のようなバス占有の優先条件が決められて

います。 
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（a） 通信の種類による優先 

同報通信（1ユニット対複数ユニットの通信）が通常通信（1ユニット対 1ユニットの通信）より優先されます。 
 

（b） マスタアドレスによる優先 

通信種類が同じ場合には、マスタアドレスの最も小さいものが優先されます。 

例：マスタアドレスは 12ビットで構成され、H'000のユニットが最上位の優先順位を持ち、H'FFFのユニット

が最下位の優先順位を持ちます。 

【注】 アービトレーションに負けた場合、自動的に再送信モードに入ることができます（再送信回数は、IEMCRの RNビッ

トで 0～7回に設定可能です）。 

 

（2） 通信モード 

IEBusには、伝送速度の異なる 3種の通信モードが用意されています。各通信モードにおける伝送速度および 1

通信フレームの中の最大伝送バイト数を、表 20.2に示します。 
 

表 20.2 各通信モードにおける伝送速度、最大伝送バイト数 

通信モード 最大伝送バイト数 実効伝送速度*1（kbps） 

 （バイト／フレーム） IEBφ*2＝6MHz、12MHz、18MHz、24MHz、

30MHz、36MHz*3 

IEBφ*2＝6.29MHz、12.58MHz、18.87MHz、

25.16MHz、31.45MHz、37.74MHz*3 

0 16 約 3.9 約 4.1 

1 32 約 17 約 18 

2 128 約 26 約 27 

【注】 IEBusに接続した各装置は、通信を行う前にあらかじめ通信モードを選択しておきます。また、マスタユニットとその通

信相手局（スレーブユニット）の通信モードが同一でないと、通信は正しく行われません。 

 IEBφ＝6MHzの装置と IEBφ＝6.29MHzの装置間では、通信モードが同一でも通信は正しく行われません。必ず同じ発

振周波数で通信を行ってください。 

 *1 最大伝送バイト数を伝送したときの実行伝送速度 

 *2 周辺クロック（Pφ）または AUDIO_X1、AUDIO_X2のクロック 

 *3 本 LSIを使用したときの発振周波数 

 

（3） 通信アドレス 

IEBusでは、各装置に 12ビットの固有な通信アドレスが割り当てられます。通信アドレスは、次のように構成

されます。 

上位 4ビット：グループ番号（各装置の所属するグループを識別する番号） 

下位 8ビット：ユニット番号（グループ内の各装置を識別する番号） 
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（4） 同報通信 

通常の送信では、マスタユニットとその通信相手局となるスレーブユニットはともに 1ユニットで、1対 1の送

信または受信が行われます。それに対し、同報通信ではスレーブユニットが複数存在し、マスタユニットは複数

のスレーブユニットに対して送信を行います。スレーブユニットは複数存在するため、通信中スレーブユニット

からは、アクノリッジは返されません。 

また、同報通信を行うか通常の通信を行うかは、同報ビットによって決まります。（同報ビットについては、

「20.1.2（1）（b）同報ビット」を参照してください）。 

同報通信には、次の 2種類があります。 

（a） グループ同報通信 

通信アドレスの上位 4ビットのグループ番号が等しいグループ内の装置に対して同報通信を行います。 
 

（b） 一斉同報通信 

グループ番号の値にかかわらずすべての装置に対して同報通信を行います。 

グループ同報と一斉同報の識別は、スレーブアドレスの値で行われます（スレーブアドレスについては、「20.1.2

（3）スレーブアドレスフィールド」を参照してください）。 
 

20.1.2 伝送プロトコル 

IEBusの伝送信号フォーマットを図 20.1に示します。 

通信データは、通信フレームと呼ぶ一連の信号として伝送されます。1通信フレームで伝送可能なデータ数およ

び伝送速度は、通信モードによって異なります。 

フィールド名

ビット数

ヘッダ マスタアドレ
スフィールド

スレーブアドレス
フィールド

スタート
ビット

同報
ビット

マスタ
アドレス

スレーブ
アドレス

コントロー
ルビット

電文長
ビット

P P A P A P A データ
ビット

P A データ
ビット

P A

データフィールドコントロール
フィールド

電文長
フィールド

1 1 1 1 1 4 8 1 1 8 1 18 1 11 112 12

伝送時間

モード0

P： パリティビット（1ビット）
A：アクノリッジビット（1ビット）
　　　A = 0のとき：ACK
　　　A = 1のとき：NAK
N：データバイト数

【注】同報通信時には、アクノリッジビットの値は無視されます。

モード1

モード2

約7330µs

約2090µs

約1590µs

約1590×Nµs

（IEBφ＝ 6MHz、12MHz、18MHz、24MHz、30MHz、36MHz時）

約410×Nµs

約300×Nµs

 

図 20.1 伝送信号フォーマット 
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（1） ヘッダ 

ヘッダは、スタートビットおよび同報ビットで構成されています。 

（a） スタートビット 

スタートビットはデータ伝送の始まりを他のユニットに知らせるための信号です。 

データ伝送を開始しようとするユニットは、決められた時間ロウレベルの信号（スタートビット）を出力し、

同報ビットの出力へ移行します。 

スタートビットを出力しようとしたとき、すでに他のユニットがスタートビットを出力している場合には、ス

タートビットを出力しないでそのユニットのスタートビット出力終了を待ち、その終了タイミングに同期して同

報ビット出力へ移行します。 

送信を始めたユニット以外は、このスタートビットを検出し受信状態へ移行します。 
 

（b） 同報ビット 

同報ビットは、同報通信、または通常の通信の識別を行うビットです。 

同報ビットが 0の場合には同報通信、1の場合には通常の通信を表します。また同報通信には、グループ同報と

一斉同報があり、これらの識別はスレーブアドレスの値によって行われます（スレーブアドレスについては、

「20.1.2（3）スレーブアドレスフィールド」を参照してください）。 

同報通信の場合には通信相手局となるスレーブユニットが複数存在するため、(2)以降各フィールドでのアクノ

リッジビットは返されません。 

2つ以上のユニットが同じタイミングで通信フレームの送出を開始した場合には、同報通信が通常の通信より優

先し、アービトレーションに勝ち残ります。 
 

（2） マスタアドレスフィールド 

マスタアドレスフィールドは、自分のユニットアドレス（マスタアドレス）を他のユニットに送信するための

フィールドです。マスタアドレスフィールドはマスタアドレスビットとパリティビットで構成されています。 

マスタアドレスは 12ビットで構成されておりMSBより出力されます。 

2つ以上のユニットが、同じタイミングで同じ値の同報ビットの送信を開始した場合、アービトレーションの判

定は、マスタアドレスフィールドへ持ち越されます。 

マスタアドレスフィールドでは、1ビット送信するたびに自分が出力しているデータとバス上のデータとの比較

を行います。比較の結果、自分の出力しているマスタアドレスとバス上のデータが異なった場合、アービトレー

ションに負けたと判断し、送信を中止し受信状態へ移行します。 

IEBusはワイヤード ANDで構成されているため、アービトレーションに参加しているユニット（アービトレー

ションマスタ）の中で、最小のマスタアドレスを持つユニットがアービトレーションに勝ち残ります。 

最終的に 12ビットのマスタアドレス出力後、1つのユニットのみがマスタユニットとして送信状態で残ります。 

次に、このマスタユニットはパリティビット*を出力し、他のユニットに対してマスタアドレスを確定させ、ス

レーブアドレスフィールド出力へ移行します。 

【注】 * パリティは偶数パリティを使用しており、マスタアドレスビット中の 1のビットの数が奇数のとき、パリティビッ

トが 1となります。 
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（3） スレーブアドレスフィールド 

スレーブアドレスフィールドは、通信を行いたいユニット（スレーブユニット）のアドレス（スレーブアドレ

ス）を送信するためのフィールドです。スレーブアドレスフィールドはスレーブアドレスビット、パリティビッ

トおよびアクノリッジビットで構成されています。 

スレーブアドレスは 12ビットで構成されMSBから出力されます。12ビットのスレーブアドレス送信後、スレ

ーブアドレスが間違って受信されることを避けるため、パリティビットを出力します。次に、スレーブユニット

がバス上に存在することを確認するために、マスタユニットはスレーブユニットからのアクノリッジ信号の検出

を行います。アクノリッジ信号を検出した場合、コントロールフィールド出力へ移行します。ただし、同報通信

時には、アクノリッジビットを検出せずに、コントロールフィールド出力へ移行します。 

スレーブユニットは、スレーブアドレスが一致し、マスタアドレスとスレーブアドレスの両方のパリティが偶

数であることを検出した場合、アクノリッジ信号を出力します。スレーブユニットはパリティが奇数の場合、マ

スタアドレスまたはスレーブアドレスが正しく受信されなかったと判断し、アクノリッジ信号を出力しません。

このとき、マスタユニットは、待機（モニタ）状態になり通信が終了します。 

また、同報通信の場合は、スレーブアドレスは次のようにグループ同報か、一斉同報かの識別に使用されます。 

スレーブアドレスが H'FFFのとき  ：一斉同報通信 

スレーブアドレスが H'FFF以外のとき：グループ同報通信 

【注】 グループ同報通信時のグループ番号は、スレーブアドレスの上位 4ビットの値になります。 

 

（4） コントロールフィールド 

コントロールフィールドは、次のデータフィールドの種類や方向を送信するためのフィールドです。コントロ

ールフィールドはコントロールビット、パリティビットおよびアクノリッジビットで構成されています。 

コントロールビットは 4ビットで構成されMSBから出力されます。 

コントロールビットに続いて、パリティビットが出力されます。パリティが偶数でかつ、マスタユニットの要

求機能をスレーブが実行可能な場合は、スレーブユニットはアクノリッジ信号を出力し、次の電文長フィールド

へ移行します。ただし、パリティが偶数でもスレーブユニットがマスタユニットの要求を実行できない場合や、

パリティが奇数の場合は、スレーブユニットはアクノリッジ信号を出力せず、待機（モニタ）状態に戻ります。 

マスタユニットはアクノリッジ信号を確認後、次の電文長フィールドへ移行します。 

アクノリッジ信号の確認ができない場合は、マスタユニットは待機状態になり、通信が終了します。ただし同

報通信の場合には、マスタユニットはアクノリッジ信号を確認せずに、次の電文長フィールドへ移行します。 

コントロールビットの内容については表 20.4を参照してください。 
 

（5） 電文長フィールド 

電文長フィールドは、通信データのバイト数を指定するためのフィールドです。電文長フィールドは、電文長

ビットと、パリティビットおよびアクノリッジビットで構成されます。 

電文長ビットは 8ビットで構成され、MSBから出力されます。通信データのバイト数を表 20.3に示します。 
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表 20.3 電文長ビットの内容 

電文長ビット 送信データ・バイト数 

H'01 

H'02 

・ 

・ 

H'FF 

H'00 

1バイト 

2バイト 

・ 

・ 

255バイト 

256バイト 

【注】  通信モードにより、1フレームの最大伝送バイト数以上を設定すると、複数フレームでの通信となります。その際、

2回目以降は、電文長ビットは残りの通信データのバイト数となります。本 LSIでは電文長ビットの設定は 1フレームの

最大伝送バイト数以上は設定できません。以下に示す範囲内で設定してください。 

  モード 0：1～16バイト 

  モード 1：1～32バイト 

  モード 2：1～128バイト 

 

このフィールドの動作は、マスタ送信時（コントロールビットのビット 3が 1）とマスタ受信時（コントロール

ビットのビット 3が 0）で異なります。 
 

（a） マスタ送信時 

電文長ビットおよびパリティビットは、マスタユニットが出力します。スレーブユニットは、パリティが偶数

であることを検出した場合、アクノリッジ信号を出力し、次のデータフィールドへ移行します。ただし、同報通

信時では、スレーブユニットはアクノリッジ信号を出力しません。 

また、スレーブユニットは、パリティが奇数の場合、電文長ビットが正しく受信されなかったと判断し、アク

ノリッジ信号を出力せず、待機（モニタ）状態に戻ります。このとき、マスタユニットも待機状態に戻り、通信

が終了します。 
 

（b） マスタ受信時 

電文長ビットおよびパリティビットは、スレーブユニットが出力します。マスタユニットはパリティが偶数で

あることを検出した場合、アクノリッジ信号を出力します。 

マスタユニットは、パリティが奇数の場合、電文長ビットが正しく受信されなかったと判断し、アクノリッジ

信号を出力せず、待機状態に戻ります。このとき、スレーブユニットも待機状態に戻り、通信が終了します。 
 

（6） データフィールド 

データフィールドは、スレーブユニットに対しデータを送受信するためのフィールドです。マスタユニットは、

データフィールドを使用してスレーブユニットにデータを送信したり、スレーブユニットからデータを受信した

りします。データフィールドはデータビット、パリティビットおよびアクノリッジビットで構成されています。 

データユニットは 8ビットで構成されMSBから出力されます。 

データビットに続きパリティビットとアクノリッジビットが、それぞれマスタユニットおよびスレーブユニッ

トより出力されます。 

同報通信は、マスタユニットの送信動作のみに行われます。また、このときアクノリッジ信号は無視されます。 

マスタ送信時とマスタ受信時の動作は次のようになります。 
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（a） マスタ送信時 

マスタユニットからスレーブユニットへ書き込みを行う場合、マスタユニットは、スレーブユニットに対して

データビット、パリティビットを送信します。スレーブユニットはデータビット、パリティビットを受信し、パ

リティが偶数で、かつ受信バッファが空いていれば、アクノリッジ信号を出力します。パリティが奇数、または

受信バッファが空いていない場合には、スレーブユニットは対応するデータの受け付けを拒否し、アクノリッジ

信号出力を行いません。 

スレーブユニットからアクノリッジ信号が出力されなかった場合、マスタユニットは再び同じデータを送信し

ます。この動作はスレーブユニットからのアクノリッジ信号を検出するか、データ最大伝送バイト数を超えるま

で続けられます。 

パリティが偶数で、スレーブユニットからアクノリッジ信号が出力された場合は、データに続きがあり、かつ

最大伝送バイト数を超えていなければ、マスタユニットは次のデータを送信します。 

また、同報通信の場合では、スレーブユニットからはアクノリッジ信号は出力されず、マスタユニットはデー

タを 1バイトごとに転送します。 
 

（b） マスタ受信時 

マスタユニットがスレーブユニットから読み込みを行う場合、マスタユニットはすべての読み込みビットに対

応する同期信号を出力します。 

スレーブユニットは、データ、パリティビットの内容をマスタユニットからの同期信号に応じてバス上に出力

します。 

マスタユニットは、スレーブユニットの出力したデータパリティビットを読み込み、パリティを確認します。 

パリティが奇数の場合、または受信バッファが空いていない場合は、マスタユニットはそのデータ受け付けを

拒否し、アクノリッジ信号を出力しません。1通信フレームで送信可能な最大伝送バイト数以内であれば、マスタ

ユニットは同じデータの読み込み動作を繰り返します。また、パリティが偶数で、かつ受信バッファが空いてい

れば、マスタユニットはデータを受け付け、アクノリッジ信号を返します。1フレームで送信可能な最大バイト数

以内であればマスタユニットは次のデータを読み込みます。 
 

（7） パリティビット 

パリティビットは、伝送データに誤りがないことを確認するために使用されます。 

パリティビットは、マスタアドレスビット、スレーブアドレスビット、コントロールビット、電文長ビット、

データビットの各データに対して付加されます。 

パリティは、偶数パリティです。データの中の 1のビット数が奇数の場合は、パリティビットは 1となります。

データ中の 1の数が偶数の場合は、パリティビットは 0となります。 
 

（8） アクノリッジビット 

通常通信（1ユニット対 1ユニット間の通信）においては、データを正しく受け付けたかを確認するために、次

の箇所にアクノリッジビットが付加されます。 

• スレーブアドレスフィールドの最後 

• コントロールフィールドの最後 
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• 電文長フィールドの最後 

• データフィールドの最後 

アクノリッジビットの定義は次のとおりです。 

• 0：伝送データを認識したことを表します。（ACK） 

• 1：伝送データを認識しなかったことを表します。（NAK） 

ただし、同報通信の場合には、アクノリッジビットの内容は無視されます。 

（a） スレーブアドレスフィールドの最後のアクノリッジビット 

スレーブアドレスフィールドの最後のアクノリッジビットは、次の場合、NAKとなり、伝送は中止されます。 

• マスタアドレスビットまたはスレーブアドレスビットのパリティが正しくない場合 

• タイミングエラー（ビットフォーマットにエラー）が発生した場合 

• スレーブユニットが存在しなかった場合 

 

（b） コントロールフィールドの最後のアクノリッジビット 

コントロールフィールドの最後のアクノリッジビットは、次の場合、NAKとなり、伝送は中止されます。 

• コントロールビットのパリティが正しくない場合 

• スレーブ受信バッファ*が空でないのに、コントロールビットのビット3が1（書き込み動作）の場合 

• スレーブ送信バッファ*が空なのに、コントロールビットがデータの読み込み（H'3、H'7）の場合 

• ロックを設定されているのに、ロックを設定したユニット以外からコントロールビットのH'3、H'6、H'7、H'A、

H'B、H'E、H'Fを要求した場合 

• ロックを設定されていないのに、コントロールビットがロックアドレスの読み込み（H'4、H'5）の場合 

• タイミングエラーが発生した場合 

• 未定義のコントロールビットの場合 

【注】 * 「20.1.3（1）スレーブステータス（SSR）の読み込み（コントロールビット：H'0、H'6）」を参照してください。 

 

（c） 電文長フィールドの最後のアクノリッジビット 

電文長フィールドの最後のアクノリッジビットは、次の場合、NAKとなり、伝送は中止されます。 

• 電文長ビットのパリティが正しくない場合 

• タイミングエラーが発生した場合 

 

（d） データフィールドの最後のアクノリッジビット 

データフィールドの最後のアクノリッジビットは、次の場合、NAKとなり、伝送は中止されます。 

• データビットのパリティが正しくない場合* 

• タイミングエラーが前回のアクノリッジビット伝送以降で発生した場合 

• 受信バッファがフルの状態になり、それ以上のデータを受け付けることができない場合* 

【注】 * この場合、送信側では 1フレームで伝送可能な最大伝送バイト数以内であれば、最大伝送バイト数に達するまで

そのデータフィールドの送信を再実行します。 
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20.1.3 伝送データ（データフィールドの内容） 

データフィールドの内容は、コントロールビットで示されるデータになります。 
 

表 20.4 コントロールビットの内容 

設定値 ビット 3*1 ビット 2 ビット 1 ビット 0 機   能*2 

H'0 0 0 0 0 スレーブステータス（SSR）の読み込み 

H'1 0 0 0 1 未定義 

H'2 0 0 1 0 未定義 

H'3 0 0 1 1 データ読み込みとロック 

H'4 0 1 0 0 ロックアドレスの読み込み（下位 8ビット） 

H'5 0 1 0 1 ロックアドレスの読み込み（上位 4ビット） 

H'6 0 1 1 0 スレーブステータス（SSR）の読み込みとロック解除 

H'7 0 1 1 1 データ読み込み 

H'8 1 0 0 0 未定義 

H'9 1 0 0 1 未定義 

H'A 1 0 1 0 コマンド書き込みとロック 

H'B 1 0 1 1 データ書き込みとロック 

H'C 1 1 0 0 未定義 

H'D 1 1 0 1 未定義 

H'E 1 1 1 0 コマンド書き込み 

H'F 1 1 1 1 データ書き込み 

【注】 *1 ビット 3（MSB）の値により、以後の電文長フィールドの電文長ビットおよびデータフィールドのデータの転送方

向が変わります。 

  ビット 3が 1の場合：マスタユニットからスレーブユニットへ転送 

  ビット 3が 0の場合：スレーブユニットからマスタユニットへ転送 

 *2 H'3、H'6、H'A、H'Bはロックの設定、および解除を指定するコントロールビットです。 

  H'1、H'2、H'8、H'9、H'C、H'Dの未定義値が送信された場合はアクノリッジを返しません。 

 

マスタユニットによりロックを設定されたユニットは、ロックを要求したマスタユニット以外から受信したコ

ントロールビットが表 20.5以外の場合、受け付けを拒否し、アクノリッジビットを出力しません。 
 

表 20.5 ロックされたスレーブユニットに対するコントロールフィールド 

設定値 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 機   能 

H'0 0 0 0 0 スレーブステータスの読み込み 

H'4 0 1 0 0 ロックアドレスの読み込み（下位 8ビット） 

H'5 0 1 0 1 ロックアドレスの読み込み（上位 4ビット） 
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（1） スレーブステータス（SSR）の読み込み（コントロールビット：H'0、H'6） 

マスタユニットは、スレーブステータスの読み込み（H'0、H'6）を行うことにより、スレーブユニットが、ア

クノリッジビット（ACK）を返送しなかった理由を知ることができます。スレーブステータスは、スレーブユニ

ットが最後に行った通信結果に対して決定されます。すべてのスレーブユニットは、スレーブステータスの情報

を提供できます。スレーブステータスについて、図 20.2に示します。 

ビット7

ビット

ビット7 00 モード0

ビット6 01 モード1

 10 モード2

 11 将来の拡張用 

ビット5 0 0固定

ビット4 *2 0 スレーブ送信停止

 1 スレーブ送信動作可能

ビット3 0 0固定

ビット2 0 ユニットがロック状態でない

 1 ユニットがロック状態である

ビット1 *3 0 スレーブ受信バッファが空

 1 スレーブ受信バッファが空でない

ビット0 *4 0 スレーブ送信バッファが空

 1 スレーブ送信バッファが空でない

意　　味値

ビット6 ビット5 ビット4 ビット3 ビット2 ビット1 ビット0

ユニットがサポートしている

最高位のモードを表します *1

MSB LSB

【注】　*1　本LSIはモード2までサポート可能なので、ビット7、6は10に固定されています。
*2   ビット4の値は、IEBus自局アドレスレジスタ1（IEAR1）のSTEビットにより選択する
　　ことができます。   
*3   スレーブ受信バッファとは、データ書き込み処理時（コントロールビット：H'A、H'B、 
    H'E、H'F）にアクセスされるバッファのことです。
　　本LSIでは、IEBus受信バッファレジスタ（IERB001～128）に該当し、ビット1はIEBus 
       受信ステータスレジスタ（IERSR）のRXBSYビットの値となります。
*4　スレーブ送信バッファとは、データ読み込み処理時（コントロールビット：H'3、H'7）に
　　アクセスされるバッファのことです。
　　本LSIでは、IEBus送信バッファレジスタ（IETB001～128）に該当し、ビット0はIEBus 
      ゼネラルフラグレジスタ（IEFLG）SRQビットの値になります。  

図 20.2 スレーブステータス（SSR）のビット構成 

（2） データコマンド転送（コントロールビット：読み込み（H'3、H'7）、書き込み（H'A、H'B、H'E、H'F）） 

データ読み込み（H'3、H'7）の場合、スレーブユニットのデータバッファにあるデータが、マスタユニットに

読み込まれます。データ書き込み（H'B、H'F）またはコマンド書き込み（H'A、H'E）の場合、スレーブユニット

が受信したデータはそのスレーブユニットの動作規定に従って処理されます。 

【注】 1. データとコマンドの選択は、ユーザがシステムに応じて自由に決めることができます。 

 2. H'3、H'A、H'Bは通信条件、状態によりロックが設定されることがあります。 
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（3） ロックアドレスの読み込み（コントロールビット：H'4、H'5） 

ロックアドレスの読み込み処理時（H'4、H'5）には、ロック命令を発行したマスタユニットのアドレス（12ビ

ット）が、次に示すように 1バイト単位に構成されて、読み出されます。 

下位8ビットコントロールビット：H'4

コントロールビット：H'5 不定 上位4ビット

MSB LSB

 

図 20.3 ロックアドレスの構成 

 

（4） ロックの設定、解除（コントロールビット：設定（H'3、H'A、H'B）、解除（H'6） 

ロック機能は、メッセージを複数の通信フレームにわたって転送する場合に使用します。ロックを設定された

ユニットは、ロックをかけたユニット以外からは受信しません。 

ロックの設定および解除を、次に示します。 

（a） ロックの設定 

ロックを指定したコントロールビット（H'3、H'A、H'B）で、電文長フィールドのアクノリッジビット 0の送受

信終了後、電文長ビットにて指定されたバイト数分のデータの送受信を完了せずに通信フレームを終了した場合

に、スレーブユニットはマスタユニットにより、ロックを設定されます。また、このとき、スレーブステータス

を表すバイト中のロックに関するビット（ビット 2）が 1にセットされます。 

ロックが設定されるのは、フレーム最大伝送バイト数を超えたときのみで、他のエラー終了ではセットされま

せん。 
 

（b） ロックの解除 

ロックを指定したコントロールビット（H'3、H'A、H'B）または、ロックの解除を指定したコントロールビット

（H'6）で、1通信フレーム内に、電文長ビットで指定したバイト数分のデータの送受信完了後、スレーブユニッ

トは、マスタユニットによりロックを解除されます。また、このとき、スレーブステータスを表すバイト中のロ

ックに関するビット（ビット 2）が 0にリセットされます。 

なお、同報通信時にはロックの設定および解除は行われません。 

【注】 ロックの解除を指定されたユニット自身で解除するには、次の 3種類の方法があります。 

 ・パワーオンリセットをかける 

 ・ディープスタンバイをかける 

 ・IEBusコマンドレジスタ（IECMR）でロック状態解除コマンドを発行する 

 なお、ロック状態の有無は IEFLGの LCKビットで確認できます。 
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20.1.4 ビットフォーマット 

IEBusの通信フレームを構成するビットのフォーマット（概念）を図 20.4に示します。 

準備期間

負論理の場合：ロジック1：Lowレベル、ロジック0：Highレベル

正論理の場合：ロジック1：Highレベル、ロジック0：Lowレベル

同期期間 データ期間 停止期間

ロジック1

ロジック0

 

図 20.4 IEBusのビットフォーマット（概念） 

 

以下、正論理の場合のビットフォーマットの各期間を説明します。 

準備期間 ：最初のロジック 1期間（Highレベル） 

同期期間 ：次のロジック 0期間（Lowレベル） 

データ期間：ビットの値を表す期間（ロジック 1：Highレベル、ロジック 0：Lowレベル） 

停止期間 ：最後のロジック 1期間（Highレベル） 
 

負論理の場合、正論理から反転したレベルになります。 

同期期間とデータ期間の長さは、ほぼ等しくなっています。 

IEBusは、1ビットごとに同期がとられています。また、ビット全体の時間と、そのビット内に割り当てられて

いる期間の時間に関する仕様は、伝送ビットの種類、マスタユニットかスレーブユニットかの違いにより異なり

ます。 
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20.1.5 構成 

図 20.5に IEBの全体ブロック図を、表 20.6に各ブロックの機能を示します。 

送信データ
バッファ

バス 
インタ
フェース

IEBus
インタ
フェース

IEBus

受信データ
バッファ

送信コントローラ

レジスタ
周辺バス

受信コントローラ

 

図 20.5 IEBのブロック図 
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表 20.6 各ブロックの機能 

ブロック 機   能 

内部バスインタフェース 内部バスのインタフェース機能 

 • データ幅 8ビット 

• IEBレジスタアクセス 

IEBusインタフェース IEBus仕様に準拠したインタフェース機能 

 • 送信コントローラからデータを IEBus仕様のビットフォーマットで IEBus送出 

• IEBus仕様のビットフォーマットからフレームデータを抽出し受信コントローラへ転送 

レジスタ IEB制御レジスタ 

 • IEB制御のためのレジスタ 

• 内部バスよりリード／ライト可能 

送信コントローラ 送信バッファのデータ IEBusに送信 

 • レジスタからのヘッダ情報と送信バッファのデータにより送信フレームを生成し送信 

• 送信エラー検出 

受信コントローラ IEBusからのデータを受信バッファに格納 

 • 受信したフレームをヘッダ情報はレジスタにデータは受信バッファに格納 

• 受信エラー検出 

送信データバッファ データ送信用バッファ 

 • IEBusへ送信するデータを格納するバッファ 

• バッファ容量 128バイト 

受信データバッファ データ受信用バッファ 

 • IEBusから受信したデータを格納するバッファ 

• バッファ容量 128バイト 

 

20.2 入出力端子 
 

表 20.7 端子構成 

名  称 端子名 入出力 機   能 

IEB受信データ端子 IERxD 入力 受信データ入力端子 

IEB送信データ端子 IETxD 出力 送信データ出力端子 
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20.3 レジスタの説明 

IEBには以下のレジスタがあります。 

各レジスタは 8ビット長で、8ビット単位のアクセスを原則とします。 
 

表 20.8 レジスタ構成 

レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス アクセスサイズ 

IEBusコントロールレジスタ IECTR R/W H'00 H'FFFF1000 8 

IEBusコマンドレジスタ IECMR W H'00 H'FFFF1001 8 

IEBusマスタコントロールレジスタ IEMCR R/W H'00 H'FFFF1002 8 

IEBus自局アドレスレジスタ 1 IEAR1 R/W H'00 H'FFFF1003 8 

IEBus自局アドレスレジスタ 2 IEAR2 R/W H'00 H'FFFF1004 8 

IEBusスレーブアドレス設定レジスタ 1 IESA1 R/W H'00 H'FFFF1005 8 

IEBusスレーブアドレス設定レジスタ 2 IESA2 R/W H'00 H'FFFF1006 8 

IEBus送信電文長レジスタ IETBFL R/W H'00 H'FFFF1007 8 

IEBus受信マスタアドレスレジスタ 1 IEMA1 R H'00 H'FFFF1009 8 

IEBus受信マスタアドレスレジスタ 2 IEMA2 R H'00 H'FFFF100A 8 

IEBus受信コントロールフィールド 

レジスタ 

IERCTL R H'00 H'FFFF100B 8 

IEBus受信電文長レジスタ IERBFL R H'00 H'FFFF100C 8 

IEBusロックアドレスレジスタ 1 IELA1 R H'00 H'FFFF100E 8 

IEBusロックアドレスレジスタ 2 IELA2 R H'00 H'FFFF100F 8 

IEBusゼネラルフラグレジスタ IEFLG R H'00 H'FFFF1010 8 

IEBus送信ステータスレジスタ IETSR R/(W)* H'00 H'FFFF1011 8 

IEBus送信割り込み許可レジスタ IEIET R/W H'00 H'FFFF1012 8 

IEBus受信ステータスレジスタ IERSR R/(W)* H'00 H'FFFF1014 8 

IEBus受信割り込み許可レジスタ IEIER R/W H'00 H'FFFF1015 8 

IEBusクロック選択レジスタ IECKSR R/W H'00 H'FFFF1018 8 

IEBus送信データバッファ 001～128 IETB001～

IETB128 

W 不定 H'FFFF1100

～

H'FFFF117F 

8 

IEBus受信データバッファ 001～128 IERB001～

IERB128 

R 不定 H'FFFF1200

～

H'FFFF127F 

8 

【注】 * フラグをクリアするための 1ライトのみ可能です。 
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20.3.1 IEBusコントロールレジスタ（IECTR） 

IECTRは、IEBの動作の制御の設定を行うレジスタです。 

IECTRは、パワーオンリセットとディープスタンバイモードで初期化されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W R/W R R/W R R R

- IOL DEE - RE - - -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6 IOL 0 R/W 入出力レベル 

IERxD、IETxD端子の入出力端子のレベル（正論理、負論理）を選択します。 

0：端子の入出力は負論理 

（ロジック 1が Lowレベル、ロジック 0が Highレベル） 

1：端子の入出力は正論理 

（ロジック 1が Highレベル、ロジック 0が Lowレベル） 

5 DEE 0 R/W 同報受信エラー割り込みイネーブル 

本ビットを 1にセットすると、同報受信時に、受信バッファが受信可能状態にな

い場合（REビットが 1にセットされていない状態か、RXBSYフラグがセット

されている状態）、同報受信エラー割り込みが発生します。その際、IEBus受信

マスタアドレスレジスタ 1、2が格納されます。 

本ビットが 0のときは、同報受信時に、受信バッファが受信可能状態にない場合、

同報受信エラー割り込みは発生せず受信を中止して待機状態に入ります。マスタ

アドレスは保存されません。 

0：コントロールフィールドまでの同報受信エラーを発生させない。 

1：コントロールフィールドまでの同報受信エラーを発生させる。 

4 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3 RE 0 R/W レシーブイネーブル 

IEBの受信の許可／禁止を設定します。本ビットの設定は、フレーム受信前の初

期設定で行ってください。 

0：受信動作を禁止 

1：受信動作を許可 

2～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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20.3.2 IEBusコマンドレジスタ（IECMR） 

IECMRは、IEBの通信の制御を行うためのコマンドを発行するレジスタです。本レジスタはライト専用レジス

タです。リード値は不定です。 

IECMRは、パワーオンリセットとディープスタンバイモードで初期化されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
- - - - - W W W

- - - - - CMD

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～3 － すべて 0 － リザーブビット 

読み出すと不定が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてください。 

2～0 CMD 000 W コマンドビット 

IEBの通信制御を行うためのコマンドを発行します。本コマンド発行後、IEFLG

の CMXビットがセットされている間はコマンド実行中です。CMXが 0になっ

て、動作状態に移行します。 

000：ノーオペレーション（動作に影響なし） 

001：ロック状態（他局からの要求）を解除*1 

010：マスタとしての通信を要求 

011：マスタ通信を中止*2 

100：未定義*4 

101：スレーブからのデータ送信を要求 

110：スレーブからのデータ送信を中止*3 

111：未定義*4 

【注】 *1 スレーブ通信状態では、実行禁止です。 

 *2 マスタ通信中（MRQ＝1）のときのみ、本コマンドは有効です。それ以外では、コマンドを発行しても無視されま

す。マスタ通信中に本コマンドを発行すると、通信コントローラは直ちに待機状態に入ります。同時に、発行され

ていたマスタ送信要求は終了（MRQ＝0）します。 

 *3 スレーブ送信（SRQ＝1）のときのみ、本コマンドは有効です。それ以外では、コマンドを発行しても無視されま

す。スレーブ送信中に本コマンドを発行すると、スレーブ送信を行う前では、SRQ＝0となるため、マスタからの

送信要求に対応しなくなります。スレーブ送信を行っている状態でコマンドを発行すると、送信動作を中止し、待

機状態になります。（SRQ＝0） 

 *4 未定義ビットです。本コマンドを発行しても動作に影響ありません。 
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20.3.3 IEBusマスタコントロールレジスタ（IEMCR） 

IEMCRは、マスタ通信を行うときの通信条件を設定します。 

IEMCRは、パワーオンリセットとディープスタンバイモードで初期化されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

SS RN CTL

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 SS 0 R/W 同報／通常通信の選択 

マスタ通信時の、同報／通常通信の選択を行います。 

0：マスタ通信時、同報通信 

1：マスタ通信時、通常通信 

6～4 RN 000 R/W 再送回数 

マスタ通信中にアービトレーションに負けた場合に、自動的に再送信を行う回数

を設定します。アービトレーションに負けた場合、IETSRの TXEALビットがセ

ットされ、送信エラー終了となります。 

000：0回 

001：1回 

010：2回 

011：3回 

100：4回 

101：5回 

110：6回 

111：7回 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3～0 CTL*1 0000 R/W 

 

コントロールビット 

マスタ送信時の、コントロールフィールドのコントロールビットの設定を行いま

す。 

0000：スレーブステータスの読み込み 

0001：未定義*3 

0010：未定義*3 

0011：データ読み込みとロック*2 

0100：ロックアドレスの読み込み（下位 8ビット） 

0101：ロックアドレスの読み込み（上位 4ビット） 

0110：スレーブステータスの読み込みとロック解除*2 

0111：データ読み込み 

1000：未定義*3 

1001：未定義*3 

1010：コマンド書き込みとロック*2 

1011：データ書き込みとロック*2 

1100：未定義*3 

1101：未定義*3 

1110：コマンド書き込み 

1111：データ書き込み 

【注】 *1 ビット 3の値により、以後の電文長フィールドの電文長ビットおよびデータフィールドのデータ転送方向が変わりま

す。 

  ビット 3が 1の場合：マスタユニットからスレーブユニットへの転送 

  ビット 3が 0の場合：スレーブユニットからマスタユニットへの転送 

 *2 ロックの設定、および解除を指定するコントロールビットです。 

 *3 使用禁止です。 
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20.3.4 IEBus自局アドレスレジスタ 1（IEAR1） 

IEAR1は、自局アドレスの下位 4ビットと、通信モードを設定します。自局アドレスは、マスタ通信時には、

マスタアドレスフィールドの値となります。スレーブ通信時には、受信したスレーブアドレスフィールドとの比

較を行います。 

IEAR1は、パワーオンリセットとディープスタンバイモードで初期化されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R/W

IARL4 IMD - STE

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～4 IARL4 0000 R/W IEBus自局アドレス下位 4ビット 

自局アドレスの下位 4ビットを設定します。マスタアドレスフィールドの値とな

ります。スレーブ通信時には、受信したスレーブアドレスとの比較を行います。 

3、2 IMD 00 R/W IEBus通信モード 

IEBus通信モードの選択を行います。 

00：通信モード 0 

01：通信モード 1 

10：通信モード 2 

11：設定禁止 

1 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 STE 0 R/W スレーブ送信設定 

スレーブステータスレジスタのビット 4の値を設定します。本ビットを 1に設定

すると、マスタユニットに対して、スレーブステータスレジスタの送信により、

スレーブ送信可能状態である、という情報を与えます。本ビットはスレーブステ

ータスレジスタの値を設定するだけで、スレーブ送信の動作には直接影響しませ

ん。 

0：スレーブステータスのビット 4は 0（スレーブ送信停止状態） 

1：スレーブステータスのビット 4は 1（スレーブ送信可能状態） 
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20.3.5 IEBus自局アドレスレジスタ 2（IEAR2） 

IEAR2は、自局アドレスの上位 8ビットを設定します。本レジスタは、マスタ通信時には、マスタアドレスフ

ィールドの値となります。スレーブ通信時には、受信したスレーブアドレスフィールドとの比較を行います。 

IEAR2は、パワーオンリセットとディープスタンバイモードで初期化されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

IARU8

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 IARU8 すべて 0 R/W IEBus自局アドレス上位 8ビット 

自局アドレスの上位 8ビットを設定します。マスタアドレスフィールドの値

となります。スレーブ通信時には、受信したスレーブアドレスとの比較を行

います。 

 

20.3.6 IEBusスレーブアドレス設定レジスタ 1（IESA1） 

IESA1は、通信相手のスレーブユニットのアドレスの下位 4ビットを設定します。 

IESA1は、パワーオンリセットとディープスタンバイモードで初期化されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R R R R

ISAL4 - - - -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～4 ISAL4 0000 R/W IEBusスレーブアドレス下位 4ビット 

通信相手のスレーブユニットのアドレスの下位 4ビットを設定します。 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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20.3.7 IEBusスレーブアドレス設定レジスタ 2（IESA2） 

IESA2は、通信相手のスレーブユニットのアドレスの上位 8ビット設定します。 

IESA2は、パワーオンリセットとディープスタンバイモードで初期化されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ISAU8

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 ISAU8 すべて 0 R/W IEBusスレーブアドレス上位 8ビット 

通信相手のスレーブユニットのアドレスの上位 8ビットを設定します。 

 

20.3.8 IEBus送信電文長レジスタ（IETBFL） 

IETBFLは、マスタ送信、スレーブ送信を行う際の電文長を設定します。 

IETBFLは、パワーオンリセットとディープスタンバイモードで初期化されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TBFL

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 TBFL すべて 0 R/W 送信電文長ビット 

マスタ送信する際の電文長の値を設定します。通信モードの最大伝送バイト数以

内の値を設定してください。 

H'01：1バイト 

H'02：2バイト 

： 

H'7F：127バイト 

H'80：128バイト 

H'81：未定義* 

： 

H'FF：未定義* 

H'00：未定義* 

【注】 * 設定禁止です。 
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20.3.9 IEBus受信マスタアドレスレジスタ 1（IEMA1） 

IEMA1は、スレーブ／同報受信時の通信相手のマスタユニットのアドレスの下位 4ビットを表示します。 

IEMA1は、パワーオンリセットとディープスタンバイモードで初期化されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

IMAL4 - - - -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～4 IMAL4 0000 R IEBus受信マスタアドレス下位 4ビット 

スレーブ／同報受信時の通信相手のマスタユニットのアドレスの下位 4ビット

を表示します。本レジスタは、スレーブ／同報受信が開始されると有効になり

ます（RXSビットがセットされた時点で、内容が書き換えられます）。 

IECTRの DEEビットで同報受信エラーが選択されると、コントロールフィー

ルド受信時に、受信バッファが受信可能状態にない場合、受信エラー割り込み

が発生し、IEMA1にマスタアドレス下位 4ビットが格納されます。 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

20.3.10 IEBus受信マスタアドレスレジスタ 2（IEMA2） 

IEMA2は、スレーブ／同報受信時の通信相手のマスタユニットのアドレスの上位 8ビットが読み出されます。

本レジスタは、スレーブ／同報受信が開始すると有効になります（IERSRの RXSビットがセットされた時点で、

内容が書き換えられます）。 

IECTRの DEEビットで同報受信エラー割り込みが選択されると、コントロールフィールド受信時に、受信バッ

ファが受信可能状態にない場合、受信エラー割り込みが発生し、IEMA2にマスタアドレス上位 8ビットが格納さ

れます。本レジスタへのライトは無効です。 

IEMA2は、パワーオンリセットとディープスタンバイモードで初期化されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

IMAU8

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 IMAU8 すべて 0 R IEBus受信マスタアドレス上位 8ビット 

スレーブ／同報受信時の通信相手のマスタユニットのアドレスの上位 8ビット

を表示します。本レジスタは、スレーブ／同報受信が開始されると有効になり

ます（RXSビットがセットされた時点で、内容が書き換えられます）。 

IECTRの DEEビットで同報受信エラーが選択されると、コントロールフィー

ルド受信時に、受信バッファが受信可能状態にない場合、受信エラー割り込み

が発生し、IEMA2にマスタアドレス上位 8ビットが格納されます 
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20.3.11 IEBus受信コントロールフィールドレジスタ（IERCTL） 

IERCTLは、スレーブ／同報受信時のコントロールフィールドの値が読み出されます。本レジスタは、スレーブ

／同報受信が開始すると有効になります（IERSRのRXSビットがセットされた時点で、内容が書き換えられます）。 

 本レジスタへのライトは無効です。 

IERCTLは、パワーオンリセットとディープスタンバイモードで初期化されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

- - - - RCTL

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3～0 RCTL 0000 R IEBus受信コントロールフィールド 

スレーブ／同報受信時のコントロールフィールドの値を表示します。本レジス

タは、スレーブ／同報受信が開始されると有効になります（RXSビットがセッ

トされた時点で、内容が書き換えられます） 

 

20.3.12 IEBus受信電文長レジスタ（IERBFL） 

IERBFLは、スレーブ／同報受信時の電文長フィールドが読み出されます。本レジスタは、スレーブ／同報受信

が開始すると有効になります（IERSRの RXSビットがセットされた時点で、内容が書き換えられます）。 

本レジスタへのライトは無効です。 

IERBFLは、パワーオンリセットとディープスタンバイモードで初期化されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

RBFL

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 RBFL すべて 0 R IEBus受信電文長 

スレーブ／同報受信時の電文長フィールドの内容が読み出されます。 
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20.3.13 IEBusロックアドレスレジスタ 1（IELA1） 

IELA1は、ロックが設定されたときのロックアドレスの下位 8ビットを表示します。 

IELA1は、パワーオンリセットとディープスタンバイモードで初期化されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

ILAL8

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 ILAL8 すべて 0 R IEBusロックアドレス下位 8ビット 

ロックを設定したマスタユニットのアドレス下位 8ビットを表示します。

IEFLGの LCKビットがセットされているときのみ有効です。 

 

20.3.14 IEBusロックアドレスレジスタ 2（IELA2） 

IELA2は、ロックが設定されたときのロックアドレスの上位 4ビットを表示します。 

IELA2は、パワーオンリセットとディープスタンバイモードで初期化されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

- - - - ILAU4

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3～0 ILAU4 0000 R IEBusロックアドレス上位 4ビット 

ロックを設定したマスタユニットのアドレス上位 4ビットを格納します。

IEFLGの LCKビットがセットされているときのみ有効です。 

 



 

20. IEBusTMコントローラ（IEB）【R5S72612】【R5S72613】  

R01UH0025JJ0300  Rev.3.00  20-27 

2010.09.15  

 

SH7261グループ 

20.3.15 IEBusゼネラルフラグレジスタ（IEFLG） 

IEFLGは、IEBのコマンドの実行状態の表示、ロック状態の表示、スレーブアドレスの一致、同報受信の検出

を行います。 

IEFLGは、パワーオンリセットとディープスタンバイモードで初期化されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

CMX MRQ SRQ SRE LCK - RSS GG

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 CMX 0 R コマンド実行状態 

コマンドの実行状態を示します。 

0：コマンドの実行は終了 

1：コマンド実行中 

［セット条件］ 

• MRQ、SRQ、SREのいずれかがセットされた条件で、マスタ通信要求コマン

ドかスレーブ送信要求コマンドを発行時 

［クリア条件］ 

• コマンドが実行終了したとき。 

6 MRQ 0 R マスタ通信要求 

マスタユニットとして、通信要求期間中か期間中でないかを示します。 

0：マスタユニットとしての通信要求期間中ではない 

1：マスタユニットとしての通信要求期間中 

［セット条件］ 

• マスタ通信要求コマンドを発行し、CMXビットが 0になったとき。 

［クリア条件］ 

• マスタ通信が終了したとき。 

5 SRQ 0 R スレーブ送信要求 

スレーブユニットとして、送信要求期間中か期間中でないかを示します。 

0：スレーブユニットとして送信要求期間中ではない 

1：スレーブユニットとして送信要求期間中 

［セット条件］ 

• スレーブ送信要求コマンドを発行し、CMXビットが 0になったとき。 

［クリア条件］ 

• スレーブ送信が終了したとき。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 SRE 0 R スレーブ受信状態 

スレーブ／同報受信の実行状態を示します。 

0：スレーブ／同報受信中ではない 

1：スレーブ／同報受信中 

［セット条件］ 

• IECTRの REビットが 1の状態で、スレーブ／同報受信を開始したとき。 

［クリア条件］ 

• スレーブ／同報受信が終了したとき。 

3 LCK 0 R ロック状態表示 

マスタユニットからロック要求を受けて、ロックが設定された場合、セットさ

れます。IELA1、IELA2の値は本ビットがセットされているとき、有効です。 

0：ロックは解除 

1：ロック状態 

［セット条件］ 

• マスタからロック設定のコントロールビットを受信し、電文長で指定された

データを受信しなかったとき（LCKがセットされるのはフレーム最大伝送バ

イト数を超えたときのみで、他のエラー終了ではセットされません）。 

［クリア条件］ 

• ロック解除条件が成立するか、ロック解除コマンドを発行したとき。 

2 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 RSS 0 R 受信同報ビット 

受信した同報ビットの値を示します。スレーブ／同報受信開始時有効になりま

す（RXSビットがセットされた時点で内容が書き換えられます）。 

スレーブ／同報受信開始時までは、前回値を保持します。 

0：受信した同報ビットは 0 

1：受信した同報ビットは 1 

0 GG 0 R 一斉同報受信認識 

同報受信時、スレーブアドレスが H'FFFを認識したとき、セットされます。受

信同報ビットと同様に、スレーブ／同報受信開始時有効になります（RXSビッ

トがセットされた時点で、内容が書き換えられます）。 

スレーブ／同報受信開始時までは、前回値を保持します。スレーブ通常受信の

場合は、0になります。 

0：（1）スレーブ受信であった 

（2）同報受信時、スレーブアドレスフィールドでH'FFFを認識しなかった 

1：同報受信時、スレーブアドレスフィールドで H'FFFを認識した 
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20.3.16 IEBus送信ステータスレジスタ（IETSR） 

IETSRは、送信開始、送信正常終了、送信エラー終了等の状態を検出します。 

それぞれの要因は、IEBus送信割り込み許可レジスタ（IEIET）に対応したビットを持っており、割り込みの禁

止／許可を設定することができます。本ビットは各ビットに 1を書き込むことによりクリアされます。 

IETSRは、パワーオンリセットとディープスタンバイモードで初期化されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R/(W)* R/(W)* R R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)*

- TXS TXF - TXEAL TXETTME TXERO TXEACK

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 － 0 － リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6 TXS 0 R/(W)* 送信開始 

IEBが、送信開始したことを示します。 

［セット条件］ 

• マスタ送信時、アービトレーションに勝ち残って、マスタアドレスフィー

ルドまで送信終了したとき。 

［クリア条件］ 

• 1をライトしたとき 

5 TXF 0 R/(W)* 送信正常終了 

送信動作が、電文長ビットで指定されたデータ長分行われ、正常に終了した

ことを検出します。 

［セット条件］ 

• 電文長ビットで指定した送信データバイト数分の送信を終了したとき 

［クリア条件］ 

• 1をライトしたとき 

4 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3 TXEAL 0 R/(W)* アービトレーション負け 

IEBはマスタ通信時にアービトレーションに負けた場合、IEMCRの RNで設

定された回数だけ、再度スタートビットから送信を行います。設定回数すべ

て、アービトレーションに負けた場合には、本ビットをセットし待機状態に

なります。設定回数の再送時にアービトレーションに勝った場合、本ビット

は 1にセットされません。本ビットがセットされるのは、アービトレーショ

ンに負けて、通信が待機状態になったときです。 

［セット条件］ 

• データ送信中に、アービトレーション負けが発生し送信が終了したことを

示します。 

［クリア条件］ 

• 1をライトしたとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 TXETTME 0 R/(W)* 送信タイミングエラー 

データ送信中、IEBプロトコルで規定したタイミングでデータの転送が行わ

れなかったとき、本ビットがセットされます。IEBは、本ビットをセットし

て待機状態になります。 

［セット条件］ 

• データ送信中に、タイミングエラーが発生したことを示します。 

［クリア条件］ 

• 1をライトしたとき 

1 TXERO 0 R/(W)* 送信フレーム最大伝送バイト数オーバ 

データ送信時に、受信ユニットから NAKを受信し再送したため、通信モード

で定義される最大バイト長まで送信を行ったか、あるいは電文長の値が最大

伝送数より大きい値であったため、送信が終了しなかったことを示します。

IEBは本ビットをセットして待機状態になります。 

［セット条件］ 

• 通信モードで定義する最大バイト数まで送信したが、送信が終了しなかっ

たことを示します。 

［クリア条件］ 

• 1をライトしたとき 

0 TXEACK 0 R/(W)* アクノリッジビット 

データフィールドのアクノリッジビットで受信したデータを示します。 

• データフィールド以外のアクノリッジビット 

NAKを受信すると、送信を中止し待機状態に入ります。本ビットは 1にセ

ットされます。 

• データフィールドでのアクノリッジビット 

データフィールド送信時に、受信ユニットから NAKを受信すると、受信ユ

ニットから ACKを受信するまで、通信モードで定義される最大バイト数ま

で再送を行います。この場合、送信中に受信ユニットから、ACKを受信し

た場合には、本ビットは設定されず、そのまま送信を行います。ACKを受

信することができずに、通信を終了した場合に、本ビットは 1にセットさ

れます。 

【注】本フラグは同報通信では、無効です。 

［セット条件］ 

• アクノリッジビットで 1（NAK）を検出したことを示します。 

［クリア条件］ 

• 1をライトしたとき 

【注】 * フラグをクリアするための 1ライトのみ可能です。 
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20.3.17 IEBus送信割り込み許可レジスタ（IEIET） 

IEIETは、IETSRの送信開始、送信正常終了、送信エラー終了等の各要因について、割り込みの禁止／許可を設

定することができます。 

IEIETは、パワーオンリセットとディープスタンバイモードで初期化されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W R/W R R/W R/W R/W R/W

- TXSE TXFE - TXEALE
TXE 

TTMEE
TXEROE

TXE 
ACKE

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6 TXSE 0 R/W 送信開始割り込み許可 

送信開始（TXS）割り込みの禁止／許可を設定します。 

0：送信開始（TXS）割り込みを禁止 

1：送信開始（TXS）割り込みを許可 

5 TXFE 0 R/W 送信正常終了割り込み許可 

送信正常終了（TXF）割り込みの禁止／許可を設定します。 

0：送信正常終了（TXF）割り込みを禁止 

1：送信正常終了（TXF）割り込みを許可 

4 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3 TXEALE 0 R/W アービトレーション負け割り込み許可 

アービトレーション負け（TXEAL）割り込みの禁止／許可を設定します。 

0：アービトレーション負け（TXEAL）割り込みを禁止 

1：アービトレーション負け（TXEAL）割り込み許可 

2 TXE 

TTMEE 

0 R/W 送信タイミングエラー割り込み許可 

送信タイミングエラー（TXETTMEE）割り込みの禁止／許可を設定します。 

0：送信タイミングエラー（TXETTMEE）割り込みを禁止 

1：送信タイミングエラー（TXETTMEE）割り込みを許可 

1 TXEROE 0 R/W 送信フレーム最大伝送バイト数オーバ割り込み許可 

送信フレーム最大伝送バイト数オーバ（TXEROE）割り込みの禁止／許可を設

定します。 

0：送信連フレーム最大伝送バイト数オーバ（TXEROE）割り込みを禁止 

1：送信連フレーム最大伝送バイト数オーバ（TXEROE）割り込みを許可 

0 TXE 

ACKE 

0 R/W アクノリッジビット割り込み許可 

アクノリッジビット（TXEACKE）割り込みの禁止／許可を設定します。 

0：アクノリッジビット（TXEACKE）割り込みを禁止 

1：アクノリッジビット（TXEACKE）割り込みを許可 
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20.3.18 IEBus受信ステータスレジスタ（IERSR） 

IERSRは、受信ビジー、受信開始、受信正常終了、受信エラー終了等の状態を検出します。各要因は、IEIER

に対応したビットを持っており、割り込みの禁止／許可を設定することができます。本ビットは各ビットに 1を

書き込むことによりクリアされます。 

IERSRは、パワーオンリセットとディープスタンバイモードで初期化されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)*

RXBSY RXS RXF RXEDE RXEOVE
RXE 

RTME
RXEDLE RXEPE

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 RXBSY 0 R/(W)* 受信ビジー 

受信データバッファ（IERB001～IERB128）に受信したデータが格納されて

いることを示します。受信データをすべて読み出した後クリアしてください。

本ビットがセットされている間は、次の受信データを受信できません。 
［セット条件］ 

• 受信データが受信データバッファにすべて書き込まれたとき 

［クリア条件］ 

• 1をライトしたとき 

6 RXS 0 R/(W)* 受信開始 
IEBが受信開始したことを示します。 

［セット条件］ 

• スレーブ受信時、マスタユニットから、電文長フィールドまで正しく受信し

たとき 

［クリア条件］ 

• 1をライトしたとき 

5 RXF 0 R/(W)* 受信正常終了 

受信動作が、電文長ビットで指定されたデータ長分行われ、正常に終了した

ことを示します。 

［セット条件］ 

• 1：電文長ビットで指定した受信データバイト数分の受信を終了したとき 

［クリア条件］ 

• 1をライトしたとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 RXEDE 0 R/(W)* 同報受信エラー 
同報受信のコントロールフィールド受信時、受信バッファが受信可能状態で

ない（REビットが１にセットされていない状態か、RXBSYフラグがセット

されている状態）ためデータを受信できなかったことを示します。本ビット

は IECTRの DEEビットが 1のとき、機能します。 

［セット条件］ 

• 同報受信でデータを受信できなかったとき 

［クリア条件］ 

• 1をライトしたとき 

3 RXEOVE 0 R/(W)* 受信オーバランフラグ 
データ受信中のオーバラン発生を示すフラグです。 

IEBは、RXBSYフラグがクリアされていない状態、すなわち受信データが読

み出されていない状態で、次のデータ受信を開始すると、本フラグをセット

します。このとき IEBはオーバランエラーが発生したと判断し、通信相手に

NAKを返送します。この後、通信相手はフレーム最大伝送バイト数に達する

まで、再送を行いますが、RXBSYフラグがセットされたままだと、IEBは

NAKを送信し続けます。RXBSYフラグがクリアされると、IEBは ACKを送

信し次のデータを取り込みます。同報受信の場合、データ受信開始時に、

RXBSYビットがセットされていると、直ちに待機状態に入ります。このフラ

グは、受信開始フラグ（RXS）がセットされて初めて有効になります。 

［セット条件］ 

• RXBSYフラグがクリアされていない状態で、次のデータを受信したとき 

［クリア条件］ 

• 1をライトしたとき 

2 RXERTME 0 R/(W)* 受信タイミングエラー 
データ受信中、IEBプロトコルで規定したタイミングで正しくデータを受信で

きなかった場合、本ビットがセットされます。IEBは、本ビットをセットして

待機状態になります。このフラグは、受信開始フラグ（RXS）がセットされ

て初めて有効になります。受信開始フラグがセットされるまでの間に発生し

た場合、通信を中止して待機状態に入ります。このとき、このビットはセッ

トされません。 

［セット条件］ 

• データ受信中に、タイミングエラーが発生したことを示します 

［クリア条件］ 

• 1をライトしたとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 RXEDLE 0 R/(W)* 受信フレーム最大伝送バイト数オーバ 
データ受信時に、パリティエラーかオーバランエラーが発生し、再送による

受信を行ったため、通信モードで定義される最大バイト長内で、受信が終了

しなかったか、電文長の値が、最大伝送バイト数より大きい値であったため、

受信が終了しなかったことを示します。IEBは本ビットをセットして待機状態

になります。このフラグは、受信開始フラグ（RXS）がセットされて初めて

有効になります。受信開始フラグがセットされるまでの間に発生した場合、

通信を中止して待機状態に入ります。このときビットはセットされません。 

［セット条件］ 

• 通信モードで定義される最大バイト数内で、受信が終了しなかったことを示

します 

［クリア条件］ 

• 1をライトしたとき 

0 RXEPE 0 R/(W)* パリティエラー 
データフィールド受信中に、パリティエラーが発生したことを示します。デ

ータフィールド受信前にパリティエラーが発生した場合、IEBは直ちに待機状

態になります。RXEPEはセットされません。データフィールド受信中にパリ

ティエラーが発生し、フレーム最大伝送バイト数に達するまで受信を行って

いない場合、RXEPEはまだセットされません。パリティエラーが発生すると、

IEBはアクノリッジビットで通信相手に NAKを返送します。このとき、通信

相手はフレーム最大伝送バイト数に達するまで、再送を行いますが、再受信

中に、パリティエラーが解消され、正常に受信が行われると、RXEPEはセッ

トされません。電文長で設定されたバイト数だけ受信を行わずに受信を中止

し待機状態になったときに、パリティエラーが解消されていなかった場合、

RXEPEはセットされます。同報受信の場合、データフィールド受信中にパリ

ティエラーが発生すると、IEBは RXEPEをセットし、直ちに待機状態になり

ます。このフラグは、受信開始フラグ（RXS）がセットされて初めて有効に

なります。受信開始フラグがセットされるまでの間に発生した場合、通信を

中止して待機状態に入ります。このとき、このビットはセットされません。 

［セット条件］ 

• フレーム最大伝送バイト数に達するまで受信を行い、最終受信バイトの 

データフィールドのパリティビットが偶数パリティでなかったとき 

［クリア条件］ 

• 1をライトしたとき 

【注】 * フラグをクリアするための 1ライトのみ可能です。 
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20.3.19 IEBus受信割り込み許可レジスタ（IEIER） 

IEIERは、IERSRの受信ビジー、受信開始、受信正常終了、受信エラー終了等のそれぞれ要因について、割り

込みの禁止／許可を設定することができます。 

IEIERは、パワーオンリセットとディープスタンバイモードで初期化されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

RXBYSE RXSE RXFE RXEDEE
RXE 

OVEE
RXE 

RTMEE
RXE 

DLEE
RXEPEE

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 RXBSYE 0 R/W 受信ビジー割り込み許可 

受信ビジー（RXBSY）割り込みの禁止／許可を設定します。 

0：受信ビジー（RXBSY）割り込みを禁止 

1：受信ビジー（RXBSY）割り込みを許可  

6 RXSE 0 R/W 受信開始割り込み許可 

受信開始（RXS）割り込みの禁止／許可を設定します。 

0：受信開始（RXS）割り込みを禁止 

1：受信開始（RXS）割り込みを許可 

5 RXFE 0 R/W 受信正常終了割り込み許可 

受信正常終了（RXF）割り込みの禁止／許可を設定します。 

0：受信正常終了（RXF）割り込みを禁止 

1：受信正常終了（RXF）割り込みを許可 

4 RXEDEE 0 R/W 同報受信エラー割り込み許可 

同報受信エラー（RXEDE）割り込みの禁止／許可を設定します。 

0：同報受信エラー（RXEDE）割り込みを禁止 

1：同報受信エラー（RXEDE）割り込みを許可 

3 RXEOVEE 0 R/W オーバラン制御フラグ割り込み許可 

オーバラン制御フラグ（RXEOVE）割り込みの禁止／許可を設定します。 

0：オーバラン制御フラグ（RXEOVE）割り込みを禁止 

1：オーバラン制御フラグ（RXEOVE）割り込みを許可 

2 RXERTMEE 0 R/W 受信タイミングエラー割り込み許可 

受信タイミングエラー（RXERTME）割り込みの禁止／許可を設定します。 

0：受信タイミングエラー（RXERTME）割り込みを禁止 

1：受信タイミングエラー（RXERTME）割り込みを許可 

1 RXEDLEE 0 R/W 受信フレーム最大伝送バイト数オーバ割り込み許可 

受信フレーム最大伝送バイト数オーバ（RXEDLE）割り込みの禁止／許可を設

定します。 

0：受信フレーム最大伝送バイト数オーバ（RXEDLE）割り込みを禁止 

1：受信フレーム最大伝送バイト数オーバ（RXEDLE）割り込みを許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 RXEPEE 0 R/W パリティエラー割り込み許可 

パリティエラー（RXEPE）割り込みの禁止／許可を設定します。 

0：パリティエラー（RXEPE）割り込みを禁止 

1：パリティエラー（RXEPE）割り込みを許可 

 

20.3.20 IEBusクロック選択レジスタ（IECKSR） 

IECKSRは読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタです。IEBで使用するクロックの設定を行います。 

IECKSRは IEBモジュールストップ中も読み出し／書き込み可能です。 

IECKSRは、パワーオンリセットとディープスタンバイモードで初期化されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R R/W R/W R/W

- - - CKS3 - CKS[2:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 CKS3 0 R/W 入力クロック選択 3*1*2 

IEBで使用するクロックの選択を行います。 

0：周辺クロック（Pφ）を使用します。 

1：AUDIO_X1、AUDIO_X2のクロックを使用します。 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2～0 CKS[2:0] 

 

000 R/W 入力クロック選択 2～0*1 

IEBで使用するクロックの分周を選択します。 

000：CKS3で選択したクロック（IEBφ）を使用します。 

（IEBφ＝6MHz、6.29MHz） 

001：CKS3で選択したクロック（IEBφ）の 1/2のクロックを使用します。 

（IEBφ＝12MHz、12.58MHz） 

010：CKS3で選択したクロック（IEBφ）の 1/3のクロックを使用します。 

（IEBφ＝18MHz、18.87MHz） 

011：CKS3で選択したクロック（IEBφ）の 1/4のクロックを使用します。 

（IEBφ＝24MHz、25.16MHz） 

100：CKS3で選択したクロック（IEBφ）の 1/5のクロックを使用します。 

（IEBφ＝30MHz、31.45MHz） 

101：CKS3で選択したクロック（IEBφ）の 1/6のクロックを使用します。 

（IEBφ＝36MHz、37.74MHz） 

110：設定禁止 

111：設定禁止 

【注】 *1 IEBus送受信動作中は CKS3～CKS0ビットの設定を変更しないでください。 

 *2 CKS3ビットを 1に設定（AUDIO_X1、AUDIO_X2のクロックを使用）しているときで、STBCR2レジスタのMSTP4
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ビットを 0にクリアし、いったん IEBの動作を開始したあとは、MSTP4ビットを 1にセット（IECKSR以外の IEB

クロック供給を停止）しないでください。 

STBCR2レジスタの設定方法については「第 27章 低消費電力モード」を参照してください。 

 

20.3.21 IEBus送信データバッファ 001～128（IETB001～IETB128） 

マスタ送信時に送信するデータを書き込む 128バイト（8×128）バッファです。 

IETB001～IETB128は、パワーオンリセットとディープスタンバイモードで初期化されます。初期値は不定です。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

【記号説明】n＝001～128

W* W* W* W* W* W* W* W*

TBn

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 TBn 不定  W* IEBus送信データバッファ 

TB001から TB128は、マスタ送信時にデータフィールドで送信するデータを

書き込みます。TB001が先頭データ１バイトで、TB002、TB003･･･の順に送信

順に書き込みます。TB128が 128バイト送信時の最終データとなります。 

【注】 * マスタ送信中（IEFLGの MRQ＝1）のときは、書き込み禁止です。 

 

20.3.22 IEBus受信データバッファ 001～128（IERB001～IERB128） 

スレーブ受信時に送信するデータを格納する 128バイト（8×128）バッファです。 

IERB001～IERB128は、パワーオンリセットとディープスタンバイモードで初期化されます。初期値は不定で

す。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W： R* R* R* R* R* R* R* R*

RBn

【記号説明】n＝001～128  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 RBn 不定  R* IEBus受信データバッファ 

RB001から RB128は、IEBus受信ステータスレジスタ（IERSR）の RXBSY

ビットが 1のとき、読み出すことができます。RB001から RB128で読み出す

データはスレーブ受信時のデータフィールドの値になります。受信時のデータ

は RB001が先頭データ 1バイトで、RB002、RB003･･･の順に書き込まれます。

RB128が 128バイト受信時の最終データとなります。 

【注】 * スレーブ受信中（IEFLGの SRE＝1かつ IERSRの RXBSY＝0）のときは、読み出し禁止です。（リード値不定） 
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20.4 データフォーマット 

20.4.1 送信フォーマット 

図 20.6に IEBusデータ送信時の伝送フォーマットと各レジスタの関係を示します。 

【マスタ送信時】

【スレーブ送信時】

【注】 スレーブ送信時は、受信したマスタアドレスは保存しません。
ロック設定されているときは、アドレスの比較を行います。
受信したスレーブアドレスと、IEAR1、IEAR2の比較を行い、一致したとき、以降の動作を行います。
スレーブ送信時は、受信したコントロールビットは保存しません。
受信したコントロールビットの内容を解析して、以降の動作を決定します。

通信フレーム マスタアドレス スレーブアドレス コントロールビット 電文長ビット データビット

IEAR1、IEAR2 IESA1、IESA2 IEMCR IETBFL IETB001～128

（*1） IEAR1、IEAR2 （*3）

（*2）

IETBFL IETB001～128

マスタアドレス スレーブアドレス コントロールビット 電文長ビット データビット

レジスタ

通信フレーム

レジスタ

*1 

*2
*3

 

図 20.6 送信時の伝送信号フォーマットと各レジスタの関係 

 



 

20. IEBusTMコントローラ（IEB）【R5S72612】【R5S72613】  

R01UH0025JJ0300  Rev.3.00  20-39 

2010.09.15  

 

SH7261グループ 

20.4.2 受信フォーマット 

図 20.7に IEBusデータ受信時の伝送フォーマットと各レジスタの関係を示します。 

【スレーブ受信時】

【マスタ受信時】

通信フレーム マスタアドレス スレーブアドレス コントロールビット 電文長ビット データビット

IEMA1、IEMA2 IEAR1、IEAR2 IERCTL IERBFL IERB001～128

IEAR1、IEAR2 IESA1、IESA2 IEMCR IERBFL IERB001～128

マスタアドレス スレーブアドレス コントロールビット 電文長ビット データビット

レジスタ

通信フレーム

レジスタ

（*）

【注】 受信したスレーブアドレスと、IEAR1、IEAR2の比較を行い、一致したとき、以降の動作を行います。*

 

図 20.7 受信時の伝送信号フォーマットと各レジスタの関係 
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20.5 ソフト制御フロー 

20.5.1 初期設定 

図 20.8に初期設定フローを示します。 

[STBCR2レジスタ*2設定]

モジュールストップ解除

[PFCのPDCR4レジスタ*1設定]

IERxD、IETxD端子イネーブル

[IECKSRレジスタ設定]

IEBへ供給する 
クロックの選択

[IEAR1、IEAR2レジスタ設定]

通信モード
マスタアドレス

PFCのPDCR4レジスタの設定方法については、 
「第25章　ピンファンクションコントローラ（PFC）」を参照してください。
STBCR2レジスタの設定方法については、「第27章　低消費電力モード」を参照してください。

[IEIET、IEIERレジスタ設定]

割り込み許可

END

START

[IECTRレジスタ設定]

端子の正負選択
レシーブイネーブル

*1 

*2  

図 20.8 初期設定フロー 
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20.5.2 マスタ送信 

図 20.9にマスタ送信フローを示します。 

START

[IESA1,IESA2レジスタ設定]
スレーブアドレス

[IEMCRレジスタ設定]
同報／通常選択
再送回数

コントロールビット

[IETBFLレジスタ設定]
電文長ビット

[IETB001～128設定]
送信データ

初期設定

[IECMRレジスタ設定]
マスタ通信要求コマンド

送信開始
割り込み

割り込み処理
IETSR[TXS]クリア

送信終了
割り込み

割り込み処理
IETSR[TXF]クリア

END

割り込み処理
IETSR[TXE***]クリア

送信エラー割り込み 
（TXE***）

送信エラー割り込み
（TXE***）

送信開始割り込み（TXS）

送信終了割り込み（TXF）

 

図 20.9 マスタ送信フロー 

 



 

20. IEBusTMコントローラ（IEB）【R5S72612】【R5S72613】  

20-42  R01UH0025JJ0300  Rev.3.00 

  2010.09.15 

SH7261グループ

20.5.3 スレーブ受信 

図 20.10にスレーブ受信フローを示します。 

START

受信開始
割り込み

割り込み処理
IERSR[RXS]クリア

初期設定

受信終了
割り込み

割り込み処理
IERSR[RXF]クリア
受信データリード
（IERB001～128）

IERSR[RXBSY]クリア

END

割り込み処理
IERSR[RXE***]クリア

受信エラー割り込み 
（RXE***）

受信開始割り込み（RXS）

受信エラー割り込み
（RXE***）

受信終了割り込み（RXF）

 

図 20.10 スレーブ受信フロー 
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20.5.4 マスタ受信 

図 20.11にマスタ受信フローを示します。 

START

[IESA1,IESA2レジスタ設定]
スレーブアドレス

[IEMCRレジスタ設定]
同報／通常選択
再送回数

コントロールビット

[IECMRレジスタ設定]
マスタ通信要求コマンド

受信開始
割り込み

割り込み処理
IERSR[RXS]クリア

受信終了
割り込み

割り込み処理
IERSR[RXF]クリア
受信データリード
（IERB001～128）

IERSR[RXBSY]クリア

割り込み処理
IETSR[TXE***]クリア
IERSR[RXE***]クリア

END

受信エラー割り込み 
（RXE***）

受信エラー割り込み
（RXE***）

受信終了割り込み（RXF）

受信開始割り込み（RXS）

 

図 20.11 マスタ受信フロー 
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20.5.5 スレーブ送信 

図 20.12にスレーブ送信を示します。 

START

[IETBFLレジスタ設定]
電文長ビット

[IETB001～128設定]
送信データ

[IECMRレジスタ設定]
スレーブ送信要求コマンド

送信開始
割り込み

割り込み処理
IETSR[TXS]クリア

送信終了
割り込み

割り込み処理
IETSR[TXF]クリア

END

割り込み処理
IETSR[TXE***]クリア

送信エラー割り込み 
（TXE***）

送信開始割り込み（TXS）

送信エラー割り込み
（TXE***）

送信終了割り込み（TXF）

 

図 20.12 スレーブ送信フロー 
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20.6 動作タイミング 

20.6.1 マスタ送信 

図 20.13にマスタ送信動作タイミングを示します。 

HD：ヘッダ
MA：マスタアドレスフィールド
SA：スレーブアドレスフィールド
CT：コントロールフィールド
DL：電文長フィールド
Dn：データフィールド

スレーブ受信 マスタ送信

マスタ通信要求

IEFLG

IETSR

CMX

MRQ

SRQ

SRE

TXS

TXF

IECMR

DL Dn-1 Dn Dn-1 DnHD MA SA CT DL D1 D2

 

図 20.13 マスタ送信動作タイミング 

 



 

20. IEBusTMコントローラ（IEB）【R5S72612】【R5S72613】  

20-46  R01UH0025JJ0300  Rev.3.00 

  2010.09.15 

SH7261グループ

20.6.2 スレーブ受信 

図 20.14にスレーブ受信動作タイミングを示します。 

HD：ヘッダ
MA：マスタアドレスフィールド
SA：スレーブアドレスフィールド
CT：コントロールフィールド
DL：電文長フィールド
Dn：データフィールド

同報受信 スレーブ受信

IEFLG

IERSR

CMX

MRQ

SRQ

SRE

RXS

RXF

RSS

DL Dn-1 Dn Dn-1 DnHD MA SA CT DL D1 D2

 

図 20.14 スレーブ受信動作タイミング 
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20.6.3 マスタ受信 

図 20.15にマスタ受信動作タイミングを示します。 

HD：ヘッダ
MA：マスタアドレスフィールド
SA：スレーブアドレスフィールド
CT：コントロールフィールド
DL：電文長フィールド
Dn：データフィールド

スレーブ受信 マスタ受信

マスタ通信要求

IEFLG

IERSR

CMX

MRQ

SRQ

SRE

RXS

RXF

IECMR

DL Dn-1 Dn Dn-1 DnHD MA SA CT DL D1 D2

 

図 20.15 マスタ受信動作タイミング 
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20.6.4 スレーブ送信 

図 20.16にスレーブ送信動作タイミングを示します。 

HD：ヘッダ
MA：マスタアドレスフィールド
SA：スレーブアドレスフィールド
CT：コントロールフィールド
DL：電文長フィールド
Dn：データフィールド

スレーブ受信 スレーブ送信

スレーブ通信要求

IEFLG

IETSR

CMX

MRQ

SRQ

SRE

TXS

TXF

IECMR

DL Dn-1 Dn Dn-1 DnHD MA SA CT DL D1 D2

 

図 20.16 スレーブ送信動作タイミング 
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20.7 割り込み要因 

IEBの割り込みには、送信開始（TXS）、送信正常終了（TXF）、アービトレーション負け（TXEAL）送信タ

イミングエラー（TXETTME）、送信フレーム最大伝送バイト数オーバ（TXERO）、アクノリッジビット（TXEACK）、

受信ビジー（RXBSY）、受信開始（RXS）、受信正常終了（RXF）、同報受信エラー（RXEDE）、受信オーバラ

ンフラグ（RXEOVE）、受信タイミングエラー（RXERTME）、受信フレーム最大伝送バイト数オーバ（RXEDLE）、

パリティエラー（RXEPE）があります。 

各要因は、IEBus送信割り込み許可レジスタ（IEIET）、IEBus受信割り込み許可レジスタ（IEIER）に対応した

ビットを持っており、割り込みの禁止／許可を設定することができます。また、IEBus送信ステータスレジスタ

（IETSR）、IEBus受信ステータスレジスタ（IERSR）に対応したステータスフラグを持っており、ステータスフ

ラグをリードすることで要因の判定を行うことができます。 

図 20.17に IEBの割り込み要因の関係を示します。 
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IETSR

IERSR

IEIER

TXS

TXF

TXEAL

TXETTME

TXERO

TXEACK

IEIET

TXSE

TXFE

TXEALE

TXETTMEE

TXEROE

TXEACKE

CPU
IEBの割り込み

RXBSY

RXS

RXF

RXEDE

RXEOVE

RXERTME

RXEDLE

RXEPE

RXBSYE

RXSE

RXFE

RXDEE

RXEOVEE

RXERTMEE

RXEDLEE

RXEPEE
 

図 20.17 IEBの割り込み要因の関係 
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20.8 使用上の注意事項 

20.8.1 最大伝送バイト長内で通信が終了しなかったときの注意事項 

（1） データ送信 

データ送信時に、受信ユニットから NAKを受信したため、通信モードで定義される最大バイト長まで送信を行

ったか、あるいは電文長の値が最大伝送バイト数より大きい値であったため、最大バイト長内で送信が終了しな

かった場合、IETSRのエラーフラグをセットして待機状態に入りますが、このとき最大伝送バイト数＋1バイト目

まで送信を行います。その後、最大伝送バイト数＋1バイト目のアクノリッジビットで NAKを受信した場合、

TXER0フラグがセットされます。NAKでなく ACKを受信した場合は TXFフラグがセットされます。 

図 20.18に最大バイト長内で送信が終了しなかったときの動作タイミングを示します。 

HD：ヘッダ
MA：マスタアドレスフィールド
SA：スレーブアドレスフィールド
CT：コントロールフィールド
DL：電文長フィールド
Dn：データフィールド（n=最大伝送バイト数）

マスタ送信

Dn+1でNAKを受信した場合

Dn+1でACKを受信した場合

IETSR

IETSR

TXER0

TXF

Dn-1 Dn Dn+1HD MA SA CT DL D1 D2

 

図 20.18 最大バイト長内で送信が終了しなかったときの動作タイミング 

 

（2） データ受信 

データ受信時に、パリティエラーかオーバランエラーが発生し再送による受信を行ったため、通信モードで定

義される最大バイト長内で受信が終了しなかったか、電文長の値が最大伝送バイト数より大きい値であったため

受信が終了しなかった場合、IERSRのエラーフラグをセットして待機状態に入りますが、このとき最大伝送バイ

ト数＋1バイト目のデータ受信待ち状態に入ります。そのため、最大伝送バイト数＋1バイト目のデータを受信で

きなかった場合、受信タイミングエラーを検出し、RXERTMEフラグがセットされます。このとき RXEDLEフラ

グはセットされません。RXEDLEフラグは最大伝送バイト数＋1バイト目のデータを受信した場合にセットされ

ます。 

また、最大伝送バイト長まで受信し、パリティエラーが解消されていなかった場合も同様で、最大伝送バイト

数＋1バイト目のデータを受信できなかった場合、RXERTMEフラグがセットされます。このとき RXEPEフラグ

はセットされません。RXEPEフラグは最大伝送バイト数＋1バイト目のデータを受信した場合にセットされます。 

図 20.19に最大バイト長内で受信が終了しなかったときの動作タイミングを示します。 
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HD：ヘッダ
MA：マスタアドレスフィールド
SA：スレーブアドレスフィールド
CT：コントロールフィールド
DL：電文長フィールド
Dn：データフィールド（n=最大伝送バイト数）

スレーブ受信

Dn+1を受信した場合

Dn+1を受信した場合

IERSR

IERSR

RXEDLE

Dn+1を受信しなかった場合

IERSR
RXERTME

RXEPE

Dn-1 Dn Dn+1HD MA SA CT DL D1 D2

 

図 20.18 最大バイト長内で送信が終了しなかったときの動作タイミング 
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21. CD-ROMデコーダ（ROM-DEC） 

CD-ROMデコーダ（ROM-DEC）は、CD-DSPから転送されたストリームデータの ROMデコード処理を行いま

す。CD-DA*1の場合には、ストリームデータは PCMデータになっていますので、CD-ROMデコーダには入力さ

れません。CD-ROM*2の場合に、ストリームデータを入力し、同期コード検出・保護、デスクランブル、ECC訂

正、EDCチェックを行い、ストリームデータを出力します。 

ただし、ストリームデータは、SSIを経由して CD-ROMデータが転送されることを前提としています。したが

って、CD規格にあるサブコードの処理は行いません。 

【注】 *1 JIS S 8605（Red Book）に準拠 

 *2 JIS X 6281（Yellow Book）に準拠 

 

21.1 特長 

• 同期コード検出・保護 

CD-ROM同期コードを検出します。また、キズ等により同期コードを検出できなかったときは、同期コード

を保護（自動挿入）します。 

保護の種類としては、自動同期保護モード、外部同期保護モード、内挿同期モードおよび、内挿／外部同期

保護モードがあります。 

• デスクランブル 

• ECC訂正 

P訂正、Q訂正、PQ訂正、QP訂正が実施できます。 

PQ訂正、QP訂正は繰り返し訂正をすることができ、最大で3回訂正できます。ただし、CDの倍速に依存して

おり、例えば、CD-ROMデコーダの動作周波数を60MHz、CD2倍速とすると、最大で3回の繰り返し訂正がで

きます。 

ECC訂正には、2面のバッファを持っており、1面でストリームデータを受信しながら、もう1面でECC訂正を

行う並列動作が可能です。 

• EDCチェック 

EDCのチェックは、ECC訂正前後に行います。ECC前のEDCチェックがOKであった場合、シンドローム演算

結果によらずECC訂正を行わないモードもあります。 

• バッファリングデータ制御 

CD-ROMデコーダは、同期コードを先頭とする特定のフォーマットでバッファリング領域へデータを出力し

ます。 
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21.1.1 ROM-DECフォーマット 

本 LSIの CD-ROMデコーダは、図 21.1の 5種類のフォーマットをサポートしています。 

同期
（12バイト）

ヘッダ
（4バイト）

同期
（12バイト）

ヘッダ
（4バイト）

同期
（12バイト）

ヘッダ
（4バイト）

同期
（12バイト）

ヘッダ
（4バイト）

同期
（12バイト）

ヘッダ
（4バイト）

サブヘッダ
（8バイト）

サブヘッダ
（8バイト）

Qパリティ
（104バイト）

Pパリティ
（172バイト）

0
（8バイト）

EDC
（4バイト）

Qパリティ
（104バイト）

Pパリティ
（172バイト）

EDC
（4バイト）

EDC
（4バイト）

Mode1

Mode2 
（notXA）

Mode2 
Form1

Mode2 
Form2

Mode0 All 0

データ（2048バイト）

データ（2336バイト）

データ（2048バイト）

データ（2324バイト）
 

図 21.1 ROM-DECフォーマット 
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21.2 ブロック図 

図 21.2に CD-ROMデコーダ機能を実現するための、本 LSIでの CD-ROMデコーダ機能と、周辺バスに接続す

るためのバスブリッジを示します。 

バスブリッジ（ ⇔ROM-DECバス）

INTC割り込みおよびDMAC起動制御

INTC DMAC

レジスタデータストリームデータ ストリームデータ

ス
ト
リ
ー
ム
デ
ー
タ
入
力
制
御

ス
ト
リ
ー
ム
デ
ー
タ
出
力
制
御

デスクランブラ

EDC EDC

同期式コード 
検出･保護 モード判定

シンドローム

CD-ROMデコーダコア部

ECC2

メモリ制御

ECC制御

タイミング 
生成

SH-2A CPU

 

図 21.2 ROM-DECのブロック図 

 

CD-ROMデコーダコア部は、CD-ROMデコードをするため必要なデスクランブル機能、同期コードの検出、ECC

（P、Q訂正）機能、EDCチェック機能を実行します。メモリは 2セクタ分持っています。 
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周辺バスからのデータは入出力おのおの 1系統ですが、バスブリッジ論理で、レジスタアクセスポートとスト

リームデータポートに分岐します。 

CD-DSPからのストリームデータは、SSIを経由し、ストリームデータ入力制御ブロックに転送します。それか

ら CD-ROMデコーダを通過し、デスクランブル、ECC訂正、EDCチェック後、1セクタ分のデータがそろいます。

その後、ストリームデータ出力制御ブロックを経由し、ストリームデータバッファ内に転送します。ストリーム

データの転送は DMACによる方法と、CPUによる方法があります。 

図 21.3にバスブリッジ部のブロック図を示します。 

入力ストリームデータは SSIから転送されるため転送ピッチは遅いですが、出力ストリームデータはすでに

CD-ROMデコーダコア部内にあるため、高速での転送が可能です。また、出力ストリームデータは SDRAM等に

バッファリングするため、SDRAMビジー率を下げるために、高速で転送する必要があります。そこで、周辺バス

からの出力ストリームデータ読み出しリクエストが CD-ROMデコーダにくる前に、データを先読みし、バスブリ

ッジ内レジスタにストリームデータを蓄えておき、周辺バスからのリクエストがきたら、すぐにデータを周辺バ

スへ出力可能な状態にしています。それゆえ、すでに出力ストリームデータが先読みされ、レジスタに蓄えられ

ている状態で、他のレジスタ読み出しリクエストがくる場合もあります。そのため、ROM-DECは出力ストリー

ムデータ用レジスタと他のレジスタ読み出し用の中継レジスタを別々に持っています。 

入力データ

入力ストリーム
データ

出力ストリーム
データ

レジスタデータ
（書き込み）

レジスタデータ
（読み出し）

出力ストリーム
データ制御信号

出力ストリーム
データ部バッファ制御信号

出力データ

 

図 21.3 バスブリッジ部のブロック図 
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図 21.4にストリームデータ入力制御ブロック図を示します。ストリームデータ入力制御部は、入力ストリーム

データの制御論理と、CD-ROMデコーダの制御モードを変えるレジスタを持っています。 

SSIから転送されてきたデータは、SSIのモードによりエンディアンの違いで転送順番が変わったり、パディン

グデータが転送されたりします。こういった種々のデータに対応するために、動作モードを変えるレジスタを備

えていたり、CD-ROMデコーダコア部を制御する制御信号を生成したりします。入力ストリームデータ保持レジ

スタは、16ビット 2面のレジスタを持っています。レジスタで設定されたモードにより、先に SSIから転送され

てきた 16ビットデータを先に CD-ROMデコーダコア部に供給したり、後に送られてきた 16ビットを先に供給し

たりすることができます。また、パディングデータを CD-ROMデコーダコア部に供給しないようにすることも可

能です。 

入力ストリーム
データ

入力ストリーム制御部

C
D

-R
O

M
デ
コ
ー
ダ
コ
ア
部

レジスタデータ

レジスタアクセス制御部

選択

16

16

 

図 21.4 ストリームデータ入力制御ブロック図 
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図 21.5にストリームデータ出力制御ブロック図を示します。 

CD-ROMデコーダコア部から１セクタ分の CD-ROMデータがそろったことを認識し、バスブリッジ部にある出

力ストリームデータレジスタの空き状態を確認して、CD-ROMデコーダコア部から出力ストリームデータを取得

します。 

出力ストリーム
データ

入力ストリーム
データ制御信号

C
D

-R
O

M
デ
コ
ー
ダ
コ
ア
部

出力ストリームデータ 
プロトコル制御部

 

図 21.5 ストリームデータ出力制御ブロック図 

 

INTC割り込みおよび DMAC起動制御では、割り込みの保留やフラグクリア、割り込みのマスク、DMACへの

起動信号アサートと、転送データ量を検出し起動信号をネゲートする機能を持っています。 
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21.3 レジスタの説明 

ROM-DECは以下のレジスタがあります。 
 

表 21.1 レジスタ構成 

レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス アクセスサイズ 

ROMDECイネーブルコントロールレジスタ CROMEN R/W H'00 H'E8000000 8 

同期コードの同期制御コントロールレジスタ CROMSY0 R/W H'89 H'E8000001 8 

デコーディングモードコントロールレジスタ CROMCTL0 R/W H'82 H'E8000002 8 

EDC、ECCチェック制御コントロール 

レジスタ 

CROMCTL1 R/W H'D1 H'E8000003 8 

デコード処理自動停止コントロールレジスタ CROMCTL3 R/W H'00 H'E8000005 8 

デコードオプション設定コントロール 

レジスタ 

CROMCTL4 R/W H'00 H'E8000006 8 

HEAD20～22表示コントロールレジスタ CROMCTL5 R/W H'00 H'E8000007 8 

同期コードステータスレジスタ CROMST0 R H'00 H'E8000008 8 

ECC後のヘッダに対するエラーステータス 

レジスタ 

CROMST1 R H'00 H'E8000009 8 

ECC後のサブヘッダに対するエラー 

ステータスレジスタ 

CROMST3 R H'00 H'E800000B 8 

ヘッダ、サブヘッダデータ妥当性判定 

ステータスレジスタ 

CROMST4 R H'00 H'E800000C 8 

モード判定結果とリンクセクタ検出 

ステータスレジスタ 

CROMST5 R H'00 H'E800000D 8 

ECC、EDCエラーステータスレジスタ CROMST6 R H'00 H'E800000E 8 

バッファステータスレジスタ CBUFST0 R H'00 H'E8000014 8 

デコード中止要因ステータスレジスタ CBUFST1 R H'00 H'E8000015 8 

バッファオーバフローステータスレジスタ CBUFST2 R H'00 H'E8000016 8 

ECC訂正前ヘッダ部-MINUTESデータ 

レジスタ 

HEAD00 R H'00 H'E8000018 8 

ECC訂正前ヘッダ部-SECONDSデータ 

レジスタ 

HEAD01 R H'00 H'E8000019 8 

ECC訂正前ヘッダ部-FRAMES（1/75秒） 

データレジスタ 

HEAD02 R H'00 H'E800001A 8 

ECC訂正前ヘッダ部-MODEデータレジスタ HEAD03 R H'00 H'E800001B 8 

ECC訂正前サブヘッダ部-ファイルナンバ

（BYTE-16）データレジスタ 

SHEAD00 R H'00 H'E800001C 8 

ECC訂正前サブヘッダ部-チャネルナンバ

（BYTE-17）データレジスタ 

SHEAD01 R H'00 H'E800001D 8 
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レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス アクセスサイズ 

ECC訂正前サブヘッダ部-サブモード

（BYTE-18）データレジスタ 

SHEAD02 R H'00 H'E800001E 8 

ECC訂正前サブヘッダ部-データタイプ

（BYTE-19）データレジスタ 

SHEAD03 R H'00 H'E800001F 8 

ECC訂正前サブヘッダ部-ファイルナンバ

（BYTE-20）データレジスタ 

SHEAD04 R H'00 H'E8000020 8 

ECC訂正前サブヘッダ部-チャネルナンバ

（BYTE-21）データレジスタ 

SHEAD05 R H'00 H'E8000021 8 

ECC訂正前サブヘッダ部-サブモード

（BYTE-22）データレジスタ 

SHEAD06 R H'00 H'E8000022 8 

ECC訂正前サブヘッダ部-データタイプ

（BYTE-23）データレジスタ 

SHEAD07 R H'00 H'E8000023 8 

ECC訂正後ヘッダ部-MINUTESデータ 

レジスタ 

HEAD20 R H'00 H'E8000024 8 

ECC訂正後ヘッダ部-SECONDSデータ 

レジスタ 

HEAD21 R H'00 H'E8000025 8 

ECC訂正後ヘッダ部-FRAMES（1/75秒） 

データレジスタ 

HEAD22 R H'00 H'E8000026 8 

ECC訂正後ヘッダ部-MODEデータレジスタ HEAD23 R H'00 H'E8000027 8 

ECC訂正後サブヘッダ部-ファイルナンバ

（BYTE-16）データレジスタ 

SHEAD20 R H'00 H'E8000028 8 

ECC訂正後サブヘッダ部-チャネルナンバ

（BYTE-17）データレジスタ 

SHEAD21 R H'00 H'E8000029 8 

ECC訂正後サブヘッダ部-サブモード

（BYTE-18）データレジスタ 

SHEAD22 R H'00 H'E800002A 8 

ECC訂正後サブヘッダ部-データタイプ

（BYTE-19）データレジスタ 

SHEAD23 R H'00 H'E800002B 8 

ECC訂正後サブヘッダ部-ファイルナンバ

（BYTE-20）データレジスタ 

SHEAD24 R H'00 H'E800002C 8 

ECC訂正後サブヘッダ部-チャネルナンバ

（BYTE-21）データレジスタ 

SHEAD25 R H'00 H'E800002D 8 

ECC訂正後サブヘッダ部-サブモード

（BYTE-22）データレジスタ 

SHEAD26 R H'00 H'E800002E 8 

ECC訂正後サブヘッダ部-データタイプ

（BYTE-23）データレジスタ 

SHEAD27 R H'00 H'E800002F 8 

自動バッファリング設定コントロール 

レジスタ 

CBUFCTL0 R/W H'04 H'E8000040 8 

自動バッファリング開始セクタ設定

-MINUTESコントロールレジスタ 

CBUFCTL1 R/W H'00 H'E8000041 8 

自動バッファリング開始セクタ設定

-SECONDSコントロールレジスタ 

CBUFCTL2 R/W H'00 H'E8000042 8 
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レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス アクセスサイズ 

自動バッファリング開始セクタ設定-FRAMES

コントロールレジスタ 

CBUFCTL3 R/W H'00 H'E8000043 8 

ISY割り込み要因マスクコントロール 

レジスタ 

CROMST0M R/W H'00 H'E8000045 8 

CD-ROMデコーダモジュールリセット 

コントロールレジスタ 

ROMDECRST R/W H'00 H'E8000100 8 

CD-ROMデコーダモジュールリセット 

ステータスレジスタ 

RSTSTAT R/W H'00 H'E8000101 8 

SSIデータコントロールレジスタ SSI R/W H'18 H'E8000102 8 

割り込みフラグレジスタ INTHOLD R/W H'00 H'E8000108 8 

割り込み要因マスクコントロールレジスタ INHINT R/W H'00 H'E8000109 8 

バッファフルコントロールレジスタ RINGBUFCTL R/W H'00 H'E800010C 8 

CD-ROMデコーダストリームデータ入力 

レジスタ 

STRMDIN0 R/W H'00 H'E8000200 リード：16 

ライト：32 

CD-ROMデコーダストリームデータ入力 

レジスタ 

STRMDIN1 R/W H'00 H'E8000201  

CD-ROMデコーダストリームデータ入力 

レジスタ 

STRMDIN2 R/W H'00 H'E8000202  

CD-ROMデコーダストリームデータ入力 

レジスタ 

STRMDIN3 R/W H'00 H'E8000203  

CD-ROMデコーダストリームデータ出力 

レジスタ 

STRMDOUT0 R H'00 H'E8000204 16 

CD-ROMデコーダストリームデータ出力 

レジスタ 

STRMDOUT1 R H'00 H'E8000205  
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21.3.1 ROMDECイネーブルコントロールレジスタ（CROMEN） 

CROMENは、Subcode処理イネーブル、CD-ROMデコード処理イネーブル、CD-ROMデコード処理強制終了を

行います。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

SUBC_ 
EN

CROM_ 
EN

CROM_ 
STP - - - - -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 SUBC_EN 0 R/W Subcode処理イネーブル 

CROM_ENと同時にセット、クリアを行ってください。異常自動停止時および

CROM_STP＝1で自動的に 0になります。 

6 CROM_EN 0 R/W CD-ROMデコード処理イネーブル 

このビットを 1にすると、有効な同期コードを検出後、CD-ROMデコード処理

を開始します。このビットを 0にすると、現在のデコード中のセクタの処理が

終了した時点でデコード処理を中止します。 

自動デコード停止機能により停止したときおよびCROM_STP＝1で自動的に0

になります。 

5 CROM_STP 0 R/W CD-ROMデコード処理強制終了 

このビットを 1にすると即座に CD-ROMデコード処理が停止します。

SUBC_EN、CROM_ENビットは自動的に 0になります。デコード処理を再開

する前に、このビットを 0にする必要があります。 

4～0 － すべて 0 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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21.3.2 同期コードの同期制御コントロールレジスタ（CROMSY0） 

CROMSY0は同期コード保護機能を選択します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 0 0 0 1 0 0 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

SY_ 
AUT

SY_ 
IEN

SY_ 
DEN - - - - -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 SY_AUT 1 R/W CD-ROM同期コードの自動同期保護モード 

このビットを 1にすると、CD-ROM同期コードの同期保護（同期コードの挿入）

が自動になります。このビットが 1のとき、SY_IEN、SY_DENの設定は無効

です。 

6 SY_IEN 0 R/W 内部同期信号イネーブル 

CD-ROMデコーダ内部のカウンタによって作られる内部同期信号を有効にし

ます。 

SY_AUT＝0のとき、このビットを 1にすると、CD-ROMデータの同期は常に

内部カウンタによる内挿モードになります。 

5 SY_DEN 0 R/W 同期信号の外部同期コードとの同期化 

入力データから検出される同期コードを常時監視し、内部カウンタ値にかかわ

らず、常に同期化します。 

このビットの設定は、SY_AUT＝0のときに有効です。 

4 － 0 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3 － 1 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

2、1 － すべて 0 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 － 1 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

 

表 21.2 同期コード保護機能の設定 

SY_AUT SY_IEN SY_DEN 動作モード 

1 － － 自動同期保護モード 

0 0 1 外部同期モード 

0 1 0 内挿同期モード 

0 1 1 内挿／外部同期モード 

0 0 0 設定禁止 
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21.3.3 デコーディングモードコントロールレジスタ（CROMCTL0） 

CROMCTL0は各種機能の制御、Mode判定／Form判定の選択およびセクタタイプの設定を行います。なお、本

レジスタの設定は、セクタ切り替え時有効となります。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 0 0 0 0 0 1 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MD_ 
DESC

- MD_ 
AUTO

MD_ 
AUTOS1

MD_ 
AUTOS2

MD_SEC[2:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 MD_DESC 1 R/W デスクランブル機能制御 

0：デスクランブル機能 OFF 

1：デスクランブル機能 ON 

6 － 0 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5 MD_AUTO 0 R/W Mode Formの自動検出機能制御 

0：OFF 

1：ON 

検出可能なフォーマットは、Mode0、Mode1、Mode2（not XA）、Mode2 Form1、

Mode2 Form2です。Mode Formが検出できなかったとき、前セクタの Mode 

Formを継続します。デコード開始の最初のセクタの Mode Formが検出できな

かった場合は、MD_SEC[2:0]の設定値を初期値として使用します。 

4 MD_AUTOS1 0 R/W MD_AUTO＝1時の Mode判定基準 

0：同期コードが検出された場合のみ Mode判定を行う 

1：常に Mode判定を行う 

このビットの設定は、MD_AUTO＝1のときのみ有効です。判定不能の場合、

前セクタの Modeを引き継ぎます。このビットを 0とすると、当該セクタの同

期コードが検出された場合のみ Mode判定を行います。 

3 MD_AUTOS2 0 R/W MD_AUTO＝1時の Mode2の Form判定基準 

0：サブヘッダ内 2箇所の Formの内、コードが一致しなかったら、not XA

とします。 

1：XA判定は行いません。最初の Formを有効とします。ただし、2箇所の

Form一致チェックは行い、ステータスには反映します。 

このビットの設定は、MD_AUTO＝1のときのみ有効です。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2～0 MD_SEC[2:0] 010 R/W セクタタイプ設定 

000：設定禁止 

001：Mode0 

010：Mode1 

011：Long（Mode0、Mode1、Mode2 EDC/ECCデータなし） 

100：設定禁止 

101：Mode2 Form1 

110：Mode2 Form2 

111：Mode2自動フォーム検出 

B'111に設定した場合で、フォーム判定できなかった場合は、Mode2 not XAと

して処理します。 

 

21.3.4 EDC、ECCチェック制御コントロールレジスタ（CROMCTL1） 

CROMCTL1は、EDC、ECCチェックを制御するレジスタです。なお、本レジスタの設定は、セクタ切り替え時

有効となります。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 0 1 0 0 0 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

M2F2 
EDC

MD_DEC[2:0] MD_PQREP[1:0]- -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 M2F2EDC 

 

1 R/W Mode2 Form2において EDCコードが All 0ならば EDC機能を無効とします。 

このビットを１とすると、Mode2 Form2で EDCコードが 0の場合、EDCチェ

ックが NGとなっても IERR割り込みは発生しません。 

6～4 MD_DEC 

[2:0] 

101 R/W EDC、ECCチェックモード選択 

000：チェックなし 

001：EDCのみ 

010：Q＋EDC 

011：P＋EDC 

100：QP＋EDC 

101：PQ＋EDC 

110：設定禁止 

111：設定禁止 

3、2 － すべて 0 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1、0 MD_PQREP

[1:0] 

01 R/W PQ、QP訂正の訂正繰り返し回数 

MD_DECビットで、PQ、QP訂正を設定したときの訂正繰り返し回数を選択し

ます。 

00：設定禁止 

01：1回訂正 

10：2回繰り返し訂正 

11：3回繰り返し訂正 

 

21.3.5 デコード処理自動停止コントロールレジスタ（CROMCTL3） 

CROMCTL3はデコード異常発生時、自動的にデコード処理を停止することができます。停止した場合、IBUF

割り込みが発生し、CBUFST1レジスタで停止要因を確認することができます。なお、本レジスタの設定は、セク

タ切り替え時有効となります。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

STP_ 
ECC

STP_ 
EDC - STP_ 

MD
STP_ 
MIN - - -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 STP_ECC 0 R/W STP_ECCビットを 1にセットすると、ECC訂正不能となったとき、CD-ROM

デコード処理を中止します。 

6 STP_EDC 0 R/W STP_EDCビットを 1にセットすると、ECC後の EDCでエラーとなったとき、

CD-ROMデコード処理を中止します。 

5 － 0 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 STP_MD 0 R/W STP_MDビットを 1にセットすると、Mode Formが直前のセクタと異なって

いた場合、デコード処理を中止します。 

3 STP_MIN 0 R/W STP_MINビットを 1にセットすると、MINUTES、SECONDS、FRAME（1/75

秒）が途中でずれたときにデコード処理を中止します。 

2～0 － すべて 0 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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21.3.6 デコードオプション設定コントロールレジスタ（CROMCTL4） 

CROMCTL4は、リンクブロック検出制御、ステータスレジスタの表示選択および ECC訂正モードの制御を行

います。なお、本レジスタの設定は、セクタ切り替え時有効となります。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

LINKOFF LINK2 - ER0SEL NO_ECC - - -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 LINKOFF 0 R/W リンクブロック検出時のバッファリング制御 

0：ON 

1：OFF 

このビットを 1にすると、リンクブロック検出時にバッファリング制御を行い

ません。通常のセクタとして処理されます。 

ただし、リンクブロックの検出動作（CROMST5レジスタのビット 3～0の反

映）は行います。 

6 LINK2 0 R/W リンクブロック検出条件の選択 

0：ランアウト 1、2のいずれかと、ランイン 3、4の両方を検出した場合に

リンクブロックと判定 

1：ランアウト 1、2、リンクのうち、2つ検出でリンクブロックと判定 

このビットを 1にした場合、リンクブロックのバッファリング制御は無効（通

常のセクタとして処理）となります。また、LINK_ONがセットされる条件はリ

ンクセクタをデコードしたタイミングとなります。 

5 － 0 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 ER0SEL 0 R/W ROMデータ関連ステータスレジスタの設定条件選択 

0：現在デコード中のセクタの情報を表示 

1：バッファリングが完了した最新セクタの情報を表示 

CROMST0レジスタのビット 5～0、CROMST4、CROMST5レジスタのビット

7～1、HEAD00～02が対象です。 

3 NO_ECC 0 R/W ECC前 EDCチェックが OKであったときの ECC訂正モード選択 

このビットを 1にすると、ECC前 EDCチェックが OKだった場合、シンドロ

ーム演算結果に関係なく、ECC訂正を行いません。 

2～0 － すべて 0 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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21.3.7 HEAD20～22表示コントロールレジスタ（CROMCTL5） 

CROMCTL5は、HEAD20～22の表示方式を設定します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - - - - - - MSF_ 
LBA_SEL

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～1 － すべて 0 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 MSF_LBA_ 

SEL 

0 R/W HEAD20～22の表示方式 

0：ヘッダの MSFをそのまま BCD（10進数）表示 

1：トータルセクタ値を 16進数表示 

 

21.3.8 同期コードステータスレジスタ（CROMST0） 

CROMST0は、同期式コード保護機能時のステータスを示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

- - ST_ 
SYIL

ST_ 
SYNO

ST_ 
BLKS

ST_ 
BLKL

ST_ 
SESC

ST_ 
SECL

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みは無効です。 

5 ST_SYIL 0 R ワードカウンタ（同期コード間隔を計測）の正しくないところで、同期コード

が検出されたが、無視して同期化しなかったことを示します。 

このビットは、自動同期保護モードまたは内挿モード時のみ有効です。 

4 ST_SYNO 

 

0 R ワードカウンタが最終値になったにもかかわらず、同期コードが検出されず内

挿してデコーダを同期化したことを示します。 

このビットは、自動同期保護モードまたは内挿モード時のみ有効です。 

3 ST_BLKS 

 

0 R ワードカウンタの正しくないところで、同期コードが検出され、これによって

デコーダが同期化したことを示します。 

このビットは、自動同期保護モードまたは外部同期モード時のみ有効です。 

2 ST_BLKL 

 

0 R ワードカウンタが最終値になったにもかかわらず、同期コードが検出されず、1

セクタの期間が長くなったことを示します。 

このビットは、外部同期モードのときのみ有効です。 

1 ST_SECS 

 

0 R 同期コードと内挿した同期タイミングをショートセクタとして対応したことを

示します。このビットが 1になった場合、デコードを直ちに停止させ、現在デ

コード中の 1つ前のセクタからリトライを行ってください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 ST_SECL 

 

0 R 同期コードと内挿した同期タイミングをロングセクタとして対応したことを示

します。このビットが 1になった場合、デコードを直ちに停止させ、現在デコ

ード中の 2つ前のセクタからリトライを行ってください。 

 

21.3.9 ECC後のヘッダに対するエラーステータスレジスタ（CROMST1） 

CROMST1は、ECC後のヘッダに対するエラー状態を示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

- - - - ER2_ 
HEAD0

ER2_ 
HEAD1

ER2_ 
HEAD2

ER2_ 
HEAD3

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みは無効です。 

3 ER2_HEAD0 0 R ECC後のヘッダ部 MINUTESに対するエラー状態を示します。 

2 ER2_HEAD1 0 R ECC後のヘッダ部 SECONDSに対するエラー状態を示します。 

1 ER2_HEAD2 0 R ECC後のヘッダ部 FRAME(1/75秒)に対するエラー状態を示します。 

0 ER2_HEAD3 0 R ECC後のヘッダ部 MODEに対するエラー状態を示します。 

 

21.3.10 ECC後のサブヘッダに対するエラーステータスレジスタ（CROMST3） 

CROMST3は、ECC後のサブヘッダに対するエラー状態を示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

ER2_ 
SHEAD0

ER2_ 
SHEAD1

ER2_ 
SHEAD2

ER2_ 
SHEAD3

ER2_ 
SHEAD4

ER2_ 
HEAD5

ER2_ 
HEAD6

ER2_ 
HEAD7

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ER2_SHEAD0 0 R ECC後のサブヘッダ（ファイルナンバ）に対するエラー状態を示します。 

SHEAD20レジスタのエラーを示します。 

6 ER2_SHEAD1 0 R ECC後のサブヘッダ（チャネルナンバ）に対するエラー状態を示します。

SHEAD21レジスタのエラーを示します。 

5 ER2_SHEAD2 0 R ECC後のサブヘッダ（サブモード）に対するエラー状態を示します。 

SHEAD22レジスタのエラーを示します。 

4 ER2_SHEAD3 0 R ECC後のサブヘッダ（データタイプ）に対するエラー状態を示します。 

SHEAD23レジスタのエラーを示します。 

3 ER2_SHEAD4 0 R ECC後のサブヘッダ（ファイルナンバ）に対するエラー状態を示します。

SHEAD24レジスタのエラーを示します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 ER2_SHEAD5 0 R ECC後のサブヘッダ（チャネルナンバ）に対するエラー状態を示します。

SHEAD25レジスタのエラーを示します。 

1 ER2_SHEAD6 0 R ECC後のサブヘッダ（サブモード）に対するエラー状態を示します。 

SHEAD26レジスタのエラーを示します。 

0 ER2_SHEAD7 0 R ECC後のサブヘッダ（データタイプ）に対するエラー状態を示します。 

SHEAD27レジスタのエラーを示します。 

 

21.3.11 ヘッダ、サブヘッダデータ妥当性判定ステータスレジスタ（CROMST4） 

CROMST4は、自動モード判定、Mode2の Form判定のエラーを示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

NG_MD
NG_ 

MDCMP1
NG_ 

MDCMP2
NG_ 

MDCMP3
NG_ 

MDCMP4
NG_

MDDEF
NG_ 

MDTIM1
NG_ 

MDTIM2

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 NG_MD 0 R 自動モード判定基準で、モード判定ができなかったことを示します。 

6 NG_MDCMP1 0 R Mode2の Formを判定する際、ファイルナンバ（BYTE-16と BYTE-20）で 

コンペアエラーが発生したことを示します。 

5 NG_MDCMP2 0 R Mode2の Formを判定する際、チャネルナンバ（BYTE-17と BYTE-21）で 

コンペアエラーが発生したことを示します。 

4 NG_MDCMP3 0 R Mode2の Formを判定する際、サブモード（BYTE-18と BYTE-22）でコンペ

アエラーが発生したことを示します。 

3 NG_MDCMP4 0 R Mode2の Formを判定する際、データタイプ（BYTE-19と BYTE-23）でコン

ペアエラーが発生したことを示します。 

2 NG_MDDEF 0 R Mode、Formが直前のセクタと異なったことを示します。 

1 NG_MDTIM1 0 R ヘッダの MINUTES、SECONDS、FRAMES（1/75秒）が途中でずれたことを

示します。 

次セクタからの連続性チェックは、更新値を使用します。 

0 NG_MDTIM2 0 R ヘッダの MINUTES、SECONDS、FRAMESが BCD（10進）値以外だったこ

とを示します。 

このビットは、BCD以外の値（A～F）、HEAD01が H'59より大きい値、HEAD02

が H'74より大きい値であったことを意味します。 

次セクタからの連続性チェックは内挿値を使用します。 
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21.3.12 モード判定結果とリンクセクタ検出ステータスレジスタ（CROMST5） 

CROMST5は、自動モード判定結果およびリンクブロック検出を示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

ST_AMD[2:0] ST_MDX LINK_ON
LINK_ 
DET

LINK_ 
SDET

LINK_ 
OUT1

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～5 ST_AMD[2:0] 000 R 自動モード判定結果 

自動モード判定機能を利用した際のモード判定結果を示します。 

000：自動モード判定機能を利用していない 

001：Mode0 

010：Mode1 

011：- 

100：Mode2 not XA 

101：Mode2 Form1 

110：Mode2 Form2 

111：- 

4 ST_MDX 0 R 自動モード判定を使用せず、手動設定したとき、設定値と論理が認識した結果

が不一致であることを示します。手動設定値が優先です。 

3 LINK_ON 0 R リンクブロック判定でリンクブロックと認識できたとき 1となります。 

リンクブロック判定基準は CROMCTL4レジスタの LINK2ビットを参照してく

ださい。 

このビットが 1となったとき、CBUFCTL0レジスタの CBUF_LINKビットに従

い、バッファリング制御を行います。 

2 LINK_DET 0 R リンクブロック（ランアウト 1～ランイン 4）が検出されたことを示します。 

ECC訂正前のデータで検出しているため、リンクブロックと同じコードにデー

タが誤っていた場合、LINK_DET＝1となることがあります。 

1 LINK_SDET 0 R リンクブロックがデコード開始後７セクタ以内に検出されたことを示します。 

0 LINK_OUT1 0 R ECC処理後にランアウト１セクタと判定されたことを示します。 

このビットは、IERR割り込みが発生していない（ECC訂正が正しく行われた）

ときのみ有効です。 
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21.3.13 ECC、EDCエラーステータスレジスタ（CROMST6） 

CROMST6は、ECC処理エラーおよび ECC前後の EDCチェックエラーを示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

ST_ 
ERR

- ST_ 
ECCABT

ST_ 
ECCNG

ST_ 
ECCP

ST_ 
ECCQ

ST_ 
EDC1

ST_ 
EDC2

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ST_ERR 0 R ECC後のデコードブロックに 1バイトでもエラーがあることを示します。 

6 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みは無効です。 

5 ST_ECCABT 0 R ECC処理が途中で中断されたことを示します。 

このビットは、ECC訂正処理中にセクタ切り替えが発生したときに 1となりま

す。タイミングによっては、このビットが 1となっても、CBUFST2レジスタ

の BUF_NGビットが 0となっていれば ECC訂正動作に問題はありません。 

4 ST_ECCNG 0 R エラー訂正できなかったことを示します。 

このビットはショートセクタ検出時にも 1となります。 

3 ST_ECCP 0 R ECC処理で P系列の訂正ができなかったことを示します。 

このビットは同期状態が正常（ショートセクタまたはロングセクタではない）

時のみ有効です。 

P系列のシンドローム値が All0以外の場合、1となります。 

2 ST_ECCQ 0 R ECC処理で Q系列の訂正ができなかったことを示します。 

このビットは同期状態が正常（ショートセクタまたはロングセクタではない）

時のみ有効です。 

Q系列のシンドローム値が All0以外の場合、1となります。 

1 ST_EDC1 0 R ECC前の EDCチェックが NGだったことを示します。 

このビットは EDCが有効で、ショートセクタとなった場合も 1となります。 

0 ST_EDC2 0 R ECC後の EDCチェックが NGだったことを示します。 
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21.3.14 バッファステータスレジスタ（CBUFST0） 

CBUFST0は、バッファリング開始セクタ検索中またはバッファリング中であることを示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

BUF_ 
REF

BUF_ 
ACT - - - - - -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 BUF_REF 0 R バッファリング開始セクタを検索中であることを示します。 

このビットは自動バッファリング機能使用時（CBUF_AUT＝1）のみ有効です。 

6 BUF_ACT 0 R バッファリング中であることを示します。 

5～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みは無効です。 

 

21.3.15 デコード中止要因ステータスレジスタ（CBUFST1） 

CBUFST1は、各種エラーのためデコード／バッファリング処理が中止されたことを示します。 

本レジスタは CROMCTL3の対応するビットを 1としているときのみセットされます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

BUF_ 
ECC

BUF_ 
EDC - BUF_ 

MD
BUF_ 
MIN - - -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 BUF_ECC 0 R ECC訂正不能で ROMデコード／バッファリング処理を中止したことを示しま

す。 

6 BUF_EDC 0 R ECC訂正後 EDCチェックでエラーを検出したためデコード／バッファリング

処理を中止したことを示します。 

5 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みは無効です。 

4 BUF_MD 0 R Mode、Formが直前のセクタと異なったためにデコード／バッファリング処理

を中止したことを示します。 

3 BUF_MIN 0 R MINUTES、SECONDS、FRAMES（1/75秒）が途中でずれたためにデコード

／バッファリング処理を中止したことを示します。 

2～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みは無効です。 
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21.3.16 バッファオーバフローステータスレジスタ（CBUFST2） 

CBUFST2は、バッファへの転送が完了しないうちにセクタ切り替えが発生したことを示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

BUF_ 
NG - - - - - - -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 BUF_NG 0 R バッファへのデータ転送が完了しないうちにセクタの切り替えが発生したこと

を示します。出力ストリームデータを CD-ROMデコーダから引き出さずに 3

セクタ目のデータが入力されると本ビットが 1となります。割り込みは発生し

ません。本ビットが 1になった場合、ROMDECRSTレジスタの LOGICRSTビ

ットによるリセットのみ 0にクリアされます。 

6～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みは無効です。 

 

21.3.17 ECC訂正前ヘッダ部-MINUTESデータレジスタ（HEAD00） 

HEAD00は、ECC訂正前のヘッダ部MINUTES値を示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

HEAD00[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 HEAD00[7:0] H'00 R ECC訂正前のヘッダ部 MINUTES値 

 

21.3.18 ECC訂正前ヘッダ部-SECONDSデータレジスタ（HEAD01） 

HEAD01は、ECC訂正前のヘッダ部 SECONDS値を示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

HEAD01[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 HEAD01[7:0] H'00 R ECC訂正前のヘッダ部 SECONDS値 
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21.3.19 ECC訂正前ヘッダ部-FRAMES（1/75秒）データレジスタ（HEAD02） 

HEAD02は、ECC訂正前のヘッダ部 FRAMES（1/75秒）値を示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

HEAD02[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 HEAD02[7:0] H'00 R ECC訂正前のヘッダ部 FRAMES（1/75秒）値 

 

21.3.20 ECC訂正前ヘッダ部-MODEデータレジスタ（HEAD03） 

HEAD03は、ECC訂正前のヘッダ部MODE値を示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

HEAD03[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 HEAD03[7:0] H'00 R ECC訂正前のヘッダ部 MODE値 

 

21.3.21 ECC訂正前サブヘッダ部-ファイルナンバ（BYTE-16） 

データレジスタ（SHEAD00） 

SHEAD00は、ECC訂正前のサブヘッダ部ファイルナンバ値（BYTE-16）を示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

SHEAD00[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 SHEAD00 

[7:0] 

H'00 R ECC訂正前のサブヘッダ部ファイルナンバ値（BYTE-16） 

Mode2以外のときは、相当する位置のバイトデータを表示します。 
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21.3.22 ECC訂正前サブヘッダ部-チャネルナンバ（BYTE-17） 

データレジスタ（SHEAD01） 

SHEAD01は、ECC訂正前のサブヘッダ部チャネルナンバ値（BYTE-17）を示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

SHEAD01[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 SHEAD01 

[7:0] 

H'00 R ECC訂正前のサブヘッダ部チャネルナンバ値（BYTE-17） 

Mode2以外のときは、相当する位置のバイトデータを表示します。 

 

21.3.23 ECC訂正前サブヘッダ部-サブモード（BYTE-18）データレジスタ（SHEAD02） 

SHEAD02は、ECC訂正前のサブヘッダ部サブモード値（BYTE-18）を示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

SHEAD02[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 SHEAD02 

[7:0] 

H'00 R ECC訂正前のサブヘッダ部サブモード値（BYTE-18） 

Mode2以外のときは、相当する位置のバイトデータを表示します。 

 

21.3.24 ECC訂正前サブヘッダ部-データタイプ（BYTE-19） 

データレジスタ（SHEAD03） 

SHEAD03は、ECC訂正前のサブヘッダ部データタイプ値（BYTE-19）示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

SHEAD03[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 SHEAD03 

[7:0] 

H'00 R ECC訂正前のサブヘッダ部データタイプ値（BYTE-19） 

Mode2以外のときは、相当する位置のバイトデータを表示します。 
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21.3.25 ECC訂正前サブヘッダ部-ファイルナンバ（BYTE-20） 

データレジスタ（SHEAD04） 

SHEAD04は、ECC訂正前のサブヘッダ部ファイルナンバ値（BYTE-20）を示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

SHEAD04[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 SHEAD04 

[7:0] 

H'00 R ECC訂正前のサブヘッダ部ファイルナンバ値（BYTE-20） 

Mode2以外のときは、相当する位置のバイトデータを表示します。 

 

21.3.26 ECC訂正前サブヘッダ部-チャネルナンバ（BYTE-21） 

データレジスタ（SHEAD05） 

SHEAD05は、ECC訂正前のサブヘッダ部チャネルナンバ値（BYTE-21）を示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

SHEAD05[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 SHEAD05 

[7:0] 

H'00 R ECC訂正前のサブヘッダ部チャネルナンバ値（BYTE-21） 

Mode2以外のときは、相当する位置のバイトデータを表示します。 
 

21.3.27 ECC訂正前サブヘッダ部-サブモード（BYTE-22）データレジスタ（SHEAD06） 

SHEAD06は、ECC訂正前のサブヘッダ部サブモード値（BYTE-22）を示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

SHEAD06[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 SHEAD06 

[7:0] 

H'00 R ECC訂正前のサブヘッダ部サブモード値（BYTE-22） 

Mode2以外のときは、相当する位置のバイトデータを表示します。 
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21.3.28 ECC訂正前サブヘッダ部-データタイプ（BYTE-23）データレジスタ

（SHEAD07） 

SHEAD07は、ECC訂正前のサブヘッダ部データタイプ値（BYTE-23）を示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

SHEAD07[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 SHEAD07 

[7:0] 

H'00 R ECC訂正前のサブヘッダ部データタイプ値（BYTE-23） 

Mode2以外のときは、相当する位置のバイトデータを表示します。 

 

21.3.29 ECC訂正後ヘッダ部-MINUTESデータレジスタ（HEAD20） 

HEAD20は、ECC訂正後のヘッダ部MINUTES値を示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

HEAD20[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 HEAD20[7:0] H'00 R ECC訂正後のヘッダ部 MINUTES値 

MSF_LBA_SEL＝1のときは M、S、Fのトータルセクタ値（1/3）を表示します。 

 

21.3.30 ECC訂正後ヘッダ部-SECONDSデータレジスタ（HEAD21） 

HEAD21は、ECC訂正後のヘッダ部 SECONDS値を示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

HEAD21[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 HEAD21[7:0] H'00 R ECC訂正後のヘッダ部 SECONDS値 

MSF_LBA_SEL＝1のときは M、S、Fのトータルセクタ値（2/3）を表示します。 
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21.3.31 ECC訂正後ヘッダ部-FRAMES（1/75秒）データレジスタ（HEAD22） 

HEAD22は、ECC訂正後のヘッダ部 FRAMES（1/75秒）値を示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

HEAD22[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 HEAD22[7:0] H'00 R ECC訂正後のヘッダ部 FRAMES（1/75秒）値 

MSF_LBA_SEL＝1のときは M、S、Fのトータルセクタ値（3/3）を表示します。 

 

21.3.32 ECC訂正後ヘッダ部-MODEデータレジスタ（HEAD23） 

HEAD23は、ECC訂正後のヘッダ部MODE値を示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

HEAD23[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 HEAD23[7:0] H'00 R ECC訂正後のヘッダ部 MODE値 

 

21.3.33 ECC訂正後サブヘッダ部-ファイルナンバ（BYTE-16） 

データレジスタ（SHEAD20） 

SHEAD20は、ECC訂正後のサブヘッダ部ファイルナンバ値（BYTE-16）を示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

SHEAD20[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 SHEAD20 

[7:0] 

H'00 R ECC訂正後のサブヘッダ部ファイルナンバ値（BYTE-16） 
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21.3.34 ECC訂正後サブヘッダ部-チャネルナンバ（BYTE-17） 

データレジスタ（SHEAD21） 

SHEAD21は、ECC訂正後のサブヘッダ部チャネルナンバ値（BYTE-17）を示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

SHEAD21[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 SHEAD21 

[7:0] 

H'00 R ECC訂正後のサブヘッダ部チャネルナンバ値（BYTE-17） 

 

21.3.35 ECC訂正後サブヘッダ部-サブモード（BYTE-18）データレジスタ（SHEAD22） 

SHEAD22は、ECC訂正後のサブヘッダ部サブモード値（BYTE-18）を示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

SHEAD22[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 SHEAD22 

[7:0] 

H'00 R ECC訂正後のサブヘッダ部サブモード値（BYTE-18） 

 

21.3.36 ECC訂正後サブヘッダ部-データタイプ（BYTE-19） 

データレジスタ（SHEAD23） 

SHEAD23は、ECC訂正後のサブヘッダ部データタイプ値（BYTE-19）を示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

SHEAD23[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 SHEAD23 

[7:0] 

H'00 R ECC訂正後のサブヘッダ部データタイプ値（BYTE-19） 
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21.3.37 ECC訂正後サブヘッダ部-ファイルナンバ（BYTE-20） 

データレジスタ（SHEAD24） 

SHEAD24は、ECC訂正後のサブヘッダ部ファイルナンバ値（BYTE-20）を示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

SHEAD24[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 SHEAD24 

[7:0] 

H'00 R ECC訂正後のサブヘッダ部ファイルナンバ値（BYTE-20） 

 

 

21.3.38 ECC訂正後サブヘッダ部-チャネルナンバ（BYTE-21） 

データレジスタ（SHEAD25） 

SHEAD25は、ECC訂正後のサブヘッダ部チャネルナンバ値（BYTE-21）を示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

SHEAD25[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 SHEAD25 

[7:0] 

H'00 R ECC訂正後のサブヘッダ部チャネルナンバ値（BYTE-21） 

 
 

21.3.39 ECC訂正後サブヘッダ部-サブモード（BYTE-22）データレジスタ（SHEAD26） 

SHEAD26は、ECC訂正後のサブヘッダ部サブモード値（BYTE-22）を示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

SHEAD26[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 SHEAD26 

[7:0] 

H'00 R ECC訂正後のサブヘッダ部サブモード値（BYTE-22） 

 

 



 

21. CD-ROMデコーダ（ROM-DEC） 

21-30  R01UH0025JJ0300  Rev.3.00 

  2010.09.15 

SH7261グループ

21.3.40 ECC訂正後サブヘッダ部-データタイプ（BYTE-23）データレジスタ

（SHEAD27） 

SHEAD27は、ECC訂正後のサブヘッダ部データタイプ値（BYTE-23）を示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

SHEAD27[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 SHEAD27 

[7:0] 

H'00 R ECC訂正後のサブヘッダ部データタイプ値（BYTE-23） 

 

 

21.3.41 自動バッファリング設定コントロールレジスタ（CBUFCTL0） 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 1 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

CBUF_ 
AUT

CBUF_ 
EN

CBUF_ 
LINK

CBUF_MD[1:0]
CBUF_ 

TS
CBUF_ 

Q
-

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 CBUF_AUT 0 R/W 自動バッファリング機能制御 

CROM_EN＝1に設定した状態で、このビットを ON/OFFする場合には、

CBUF_ENも同時に ON/OFFを行ってください。行わない場合、CBUFST0、

CBUFST1、CBUFST2の表示は保証できません。 

0：自動バファリング OFF 

1：自動バファリング ON 

6 CBUF_EN 0 R/W バッファ RAMへのバファリング制御 

本ビットは、自動／マニュアル両バッファリングモードにおいて、バッファリ

ングの ON/OFFを行います。マニュアルバッファリング時には、ISEC割り込

みが発生した後、本ビットをセットしてください。 

自動バッファリング停止時には自動でリセットします。 

0：バッファリング OFF 

1：バッファリング ON 

5 CBUF_LINK 0 R/W リンクブロック検出時のバッファリング制御 

0：7セクタの領域を確保する 

1：リンクブロックを詰めてバッファリングする 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4、3 CBUF_MD 

[1:0] 

00 R/W 自動バッファリング機能を使用する際の開始セクタの検出モード設定 

00：前セクタ検出と現セクタ検出で連続性（ヘッダ値）OK 

01：現セクタ検出で内挿値との連続性 OK 

10：現セクタ検出 OK 

11：現セクタ未検出でも内挿値で判定 

2 CBUF_TS 1 R/W CBUFCTL1～3の設定方法 

0：CBUFCTL1～3：BCD（10進数） 

1：トータルセクタ値（16進数） 

1 CBUF_Q 0 R/W QCODEの CRC-NG時の QCODEバッファリングデータ指定 

0：CRC-OKだった最終セクタ値をバッファリング 

1：そのまま NGデータをバッファリング 

【注】 本 LSIではサブコードは入力されませんので、本ビットは常に 1を設定

してください。 

0 － 0 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

21.3.42 自動バッファリング開始セクタ設定-MINUTESコントロールレジスタ

（CBUFCTL1） 

CBUFCTL1は、バッファリング開始セクタのヘッダ-MINUTES値を示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

BS_MIN[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 BS_MIN[7:0] H'00 R/W バッファリング開始セクタのヘッダ-MINUTES値 

 

21.3.43 自動バッファリング開始セクタ設定-SECONDSコントロールレジスタ

（CBUFCTL2） 

CBUFCTL2は、バッファリング開始セクタのヘッダ-SECONDS値を示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

BS_SEC[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 BS_SEC[7:0] H'00 R/W バッファリング開始セクタのヘッダ-SECONDS値 
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21.3.44 自動バッファリング開始セクタ設定-FRAMESコントロールレジスタ

（CBUFCTL3） 

CBUFCTL3は、バッファリング開始セクタのヘッダ-FRAMES（1/75秒）値を示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

BS_FRM[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 BS_FRM[7:0] H'00 R/W バッファリング開始セクタのヘッダ-FRAMES（1/75秒）値 

 

21.3.45 ISY割り込み要因マスクコントロールレジスタ（CROMST0M） 

CROMST0Mは、同期コードステータスレジスタ（CROMST0）の各ビットによる ISY割り込み要因をマスクし

ます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- -
ST_

SYILM
ST_

SYNOM
ST_

BLKSM
ST_

BLKLM
ST_

SECSM
ST_

SECLM

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7、6 － すべて 0 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5 ST_SYILM 0 R/W ISY割り込み ST_SYIL（CROMST0レジスタのビット 5）要因マスク 

4 ST_SYNOM 0 R/W ISY割り込み ST_SYNO（CROMST0レジスタのビット 4）要因マスク 

3 ST_BLKSM 0 R/W ISY割り込み ST_BLKS（CROMST0レジスタのビット 3）要因マスク 

2 ST_BLKLM 0 R/W ISY割り込み ST_BLKL（CROMST0レジスタのビット 2）要因マスク 

1 ST_SECSM 0 R/W ISY割り込み ST_SECS（CROMST0レジスタのビット 1）要因マスク 

0 ST_SECLM 0 R/W ISY割り込み ST_SECL（CROMST0レジスタのビット 0）要因マスク 
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21.3.46 CD-ROMデコーダモジュールリセットコントロールレジスタ（ROMDECRST） 

ROMDECRSTは、CD-ROMデコーダのランダム論理部のリセット、CD-ROMデコーダの RAMクリアおよび

CD-ROMデコーダのリセットをマスクします。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

LOGI 
CRST

RAM 
RST

INHBUS 
CAN

- - - - -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 LOGICRST 0 R/W CD-ROMデコーダのランダム論理部のリセット信号 

本レジスタに 1をセットしている間、リセット信号が出力されます。 

6 RAMRST 0 R/W CD-ROMデコーダが持つ RAMのクリア信号 

RSTSTATレジスタの RAMCLRSTビットにより、RAMクリア完了を確認して

ください。 

5 INHBUSCAN 0 R/W バスキャンセル信号がアサートされたとき、本ビットに 1がセットされている

と、CD-ROMデコーダがリセットされるのをマスクします。 

4～0 － すべて 0 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

【注】 LOGICRSTを 1にセットする場合は、RAMRST、INHBUSCANビットがそれぞれ 0となっていることを確認後、本レジ

スタに B'10000000を書き込んでください。 

 

21.3.47 CD-ROMデコーダモジュールリセットステータスレジスタ（RSTSTAT） 

RSTSTATは、CD-ROMデコーダの RAMのクリア状態を示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

RAM
CLRST

- - - - - - -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 RAMCLRST 0 R ROMDECRSTレジスタのRAMRST＝1ライト後、RAMのクリアが完了すると、

本ビットが 1となります。RAMRST＝0ライトにより、本ビットがクリアされ

ます。 

6～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みは無効です。 
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21.3.48 SSIデータコントロールレジスタ（SSI） 

SSIはストリームデータに関する各種設定を行います。なお、本レジスタを設定したときの動作については

「21.4.1 入力ストリームデータエンディアン変換機能」を参照してください。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 1 1 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

BYTEND BITEND BUFEND0[1:0] BUFEND1[1:0] - -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 BYTEND 0 R/W SSIからのストリーム入力データのエンディアンを変更します。 

1がセットされると STRMDIN0、1、STRMDIN2、3のバイト 0とバイト 1を

入れ替えます。 

6 BITEND 0 R/W SSIからのストリーム入力データのビット並びを変更します。 

1がセットされると、バイト内のビット並びを 0→7を 7→0に入れ替えます。 

5、4 BUFEND0 

[1:0] 

01 R/W SSIから転送されるストリームデータの順番を入れ替える、あるいは、ストリ

ームデータを抑止することを選択します。SSIでは、「パディングありモード」

「パディングなしモード」が選択できます。「パディングなしモード」では、

SSIから 32ビットのデータが CD-ROMデータとして転送されます。CD-ROM

デコーダ内部では 16ビットの入力ストリームデータレジスタを 2組実装して

おり、この順番を入れ替えることができます。また、「パディングありモード」

ではパディングのついた 32ビットのデータが SSIから転送されます。パディ

ング部は意味を持ちませんので、ストリームデータとして抑止する必要があり、

本レジスタの設定で抑止することが可能です。CD-ROMデコードは 16ビット

のストリームデータとして扱い、本レジスタでは 32ビットの SSIからの転送

データの内、先に入力する 16ビットを制御します。 

00：先に処理するストリームデータを抑止します 

01：SSIからの 32ビットのストリームデータの内、上位の 16ビットデータ

を先にストリームデータとして処理します 

10：SSIからの 32ビットのストリームデータの内、下位の 16ビットデータ

を先にストリームデータとして処理します 

11：設定禁止 

 



 

21. CD-ROMデコーダ（ROM-DEC） 

R01UH0025JJ0300  Rev.3.00  21-35 

2010.09.15  

 

SH7261グループ 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3、2 BUFEND1 

[1:0] 

10 R/W SSIから転送されるストリームデータの順番を入れ替える、あるいは、ストリ

ームデータを抑止することを選択します。SSIでは、「パディングありモード」

「パディングなしモード」が選択できます。「パディングなしモード」では、

SSIから 32ビットのデータが CD-ROMデータとして転送されます。CD-ROM

デコーダ内部では 16ビットの入力ストリームデータレジスタを 2組実装して

おり、この順番を入れ替えることができます。また、「パディングありモード」

ではパディングのついた 32ビットのデータが SSIから転送されます。パディ

ング部は意味を持ちませんので、ストリームデータとして抑止する必要があり、

本レジスタの設定で抑止することが可能です。CD-ROMデコードは 16ビット

のストリームデータとして扱い、本レジスタでは 32ビットの SSIからの転送

データの内、後に入力する 16ビットを制御します。 

00：後に処理するストリームデータを抑止します 

01：SSIからの 32ビットのストリームデータの内、上位の 16ビットデータ

を後にストリームデータとして処理します 

10：SSIからの 32ビットのストリームデータの内、下位の 16ビットデータ

を後にストリームデータとして処理します 

11：設定禁止 

1、0 － すべて 0 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

21.3.49 割り込みフラグレジスタ（INTHOLD） 

INTHOLDは、各種割り込みフラグで構成されています。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ISEC ITARG ISY IERR IBUF IREADY - -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ISEC 0 R/W ISEC割り込みフラグ 

1を読み出さないと 0を書き込めません。 

6 ITARG 0 R/W ITARG割り込みフラグ 

1を読み出さないと 0を書き込めません。 

5 ISY 0 R/W ISY割り込みフラグ 

1を読み出さないと 0を書き込めません。 

4 IERR 0 R/W IERR割り込みフラグ 

1を読み出さないと 0を書き込めません。 

3 IBUF 0 R/W IBUF割り込みフラグ 

1を読み出さないと 0を書き込めません。 

2 IREADY 0 R/W IREADY割り込みフラグ 

1を読み出さないと 0を書き込めません。 

1、0 － すべて 0 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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21.3.50 割り込み要因マスクコントロールレジスタ（INHINT） 

INHINTは、CD-ROMデコーダの各種割り込み要求を制御します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

INH 
ISEC

INH 
ITARG

INH 
ISY

INH 
IERR

INH 
IBUF

INH 
IREADY

PREINH 
REQDM

PREINH 
IREADY

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 INHISEC 0 R/W ISEC割り込みマスク 

本ビットが 1のとき、ISEC割り込み要求を禁止します。 

6 INHITARG 0 R/W ITARG割り込みマスク 

本ビットが 1のとき、ITARG割り込み要求を禁止します。 

5 INHISY 0 R/W ISY割り込みマスク 

本ビットが 1のとき、ISY割り込み要求を禁止します。 

4 INHIERR 0 R/W IERR割り込みマスク 

本ビットが 1のとき、IERR割り込み要求を禁止します。 

3 INHIBUF 0 R/W IBUF割り込みマスク 

本ビットが 1のとき、IBUF割り込み要求を禁止します。 

2 INHIREADY 0 R/W IREADY割り込みマスク 

本ビットが 1のとき、IREADY割り込み要求を禁止します。 

1 PREINH 

REQDM 

0 R/W 出力ストリームデータのDMA転送要求割り込みフラグのセットを禁止します。 

本ビットが 1のとき、DMA転送要求割り込み要因を保持しなくなります。 

0 PREINH 

IREADY 

0 R/W IREADY割り込みのフラグのセットを禁止します。 

本ビットが 1のとき、IREADYフラグに割り込み要因を保持しなくなります。 
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21.3.51 バッファフルコントロールレジスタ（RINGBUFCTL） 

RINGBUFCTLは、DMA転送要求信号を遅延させ、ECC訂正時間の間、応答を返すことができない時間を短縮

します。 

CD-ROMデコーダの出力ストリームデータは、DMA転送要求信号がアサートさせることにより、DMA転送す

る方法と、IREADY割り込みから CPUにより転送する方法があります。CD-ROMデコーダは、入力ストリームデ

ータにエラーがあり ECC訂正されると、DMACまたは CPUが出力ストリームデータを取りに行っても、ECC訂

正している間、応答を返すことができず、リクエストが待たされることになります。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- DMREQDELAY[1:0] - - - - -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 － 0 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6、5 DMREQDELAY

[1:0] 

00 R/W 00：DMA転送要求信号のアサートタイミングを遅延させない 

01：DMA転送要求信号のアサ トタイミングを 256サイクル遅延させる 

10：DMA転送要求信号のアサ トタイミングを 512サイクル遅延させる 

11：DMA転送要求信号のアサートタイミングを 1024サイクル遅延させる 

4～0 － すべて 0 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

21.3.52 CD-ROMデコーダストリームデータ入力レジスタ（STRMDIN0） 

STRMDIN0は、CD-ROMデコーダに入力する 4バイトデータのMSB側 1バイトを示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

STRMDIN[31:24]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 STRMDIN 

[31:24] 

H'00 R/W CD-ROMデコーダに入力する 4バイトデータの MSB側 1バイト 

CD-ROMデコーダは 4バイト幅のデータウィンドをレジスタとしてもち、当核

レジスタに入力されるデータをストリームデータとして処理します。1セクタ

のデータ量は 2352バイトです。 
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21.3.53 CD-ROMデコーダストリームデータ入力レジスタ（STRMDIN1） 

STRMDIN1は、CD-ROMデコーダに入力する 4バイトデータの STRMDIN0の次の 1バイトを示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

STRMDIN[23:16]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 STRMDIN 

[23:16] 

H'00 R/W CD-ROMデコーダに入力する 4バイトデータの STRMDIN0の次の 1バイト 

CD-ROMデコーダは 4バイト幅のデータウィンドをレジスタとしてもち、当核

レジスタに入力されるデータをストリームデータとして処理します。1セクタ

のデータ量は 2352バイトです。 

 

21.3.54 CD-ROMデコーダストリームデータ入力レジスタ（STRMDIN2） 

STRMDIN2は、CD-ROMデコーダに入力する 4バイトデータの STRMDIN1の次の 1バイトを示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

STRMDIN[15:8]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 STRMDIN 

[15:8] 

H'00 R/W CD-ROMデコーダに入力する 4バイトデータの STRMDIN1の次の 1バイト 

CD-ROMデコーダは 4バイト幅のデータウィンドをレジスタとしてもち、当核

レジスタに入力されるデータをストリームデータとして処理します。1セクタ

のデータ量は 2352バイトです。 

 

21.3.55 CD-ROMデコーダストリームデータ入力レジスタ（STRMDIN3） 

STRMDIN3は、CD-ROMデコーダに入力する 4バイトデータの LSB側 1バイトを示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

STRMDIN[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 STRMDIN 

[7:0] 

H'00 R/W CD-ROMデコーダに入力する 4バイトデータの LSB側 1バイト 

CD-ROMデコーダは 4バイト幅のデータウィンドをレジスタとしてもち、当核

レジスタに入力されるデータをストリームデータとして処理します。1セクタ

のデータ量は 2352バイトです。 
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21.3.56 CD-ROMデコーダストリームデータ出力レジスタ（STRMDOUT0） 

STRMDOUT0は、CD-ROMデコーダに出力する 2バイトデータのMSB側 1バイトを示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

STRMDOUT[15:8]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 STRMDOUT 

[15:8] 

H'00 R CD-ROMデコーダから出力する 2バイトデータの MSB側 1バイト 

CD-ROMデコーダは 2バイト幅のデータウィンドをレジスタとしてもち、当核

レジスタから出力されるデータが ROMデコード処理後のデータとなります。

当核レジスタをアクセスするたびに別に定義する出力フォーマットに従ってデ

ータが順次出力されます。1セクタ分のデータは 2768バイトです。必ず 2768

バイト分読み出してください。 

 

21.3.57 CD-ROMデコーダストリームデータ出力レジスタ（STRMDOUT1） 

STRMDOUT1は、CD-ROMデコーダに出力する 2バイトデータの LSB側 1バイトを示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

STRMDOUT[7:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 STRMDOUT 

[7:0] 

H'00 R CD-ROMデコーダから出力する 2バイトデータの LSB側 1バイト 

CD-ROMデコーダは 2バイト幅のデータウィンドをレジスタとしてもち、当核

レジスタから出力されるデータが ROMデコード処理後のデータとなります。

当核レジスタをアクセスするたびに別に定義する出力フォーマットに従ってデ

ータが順次出力されます。1セクタ分のデータは 2768バイトです。必ず 2768

バイト分読み出してください。 
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21.4 動作説明 

21.4.1 入力ストリームデータエンディアン変換機能 

CD-ROMデコーダコア部には、CD-ROMデータフォーマット仕様順にストリームデータを入力する必要があり

ます。しかし、システムによっては、SSIからのデータの順番が入れ替わっていたり、パディング部を転送する必

要があったりすることがあります。そこで、ストリームデータ入力制御部には、データの順番を入れ替えたり、

パディングデータを CD-ROMデコーダコア部に入力しないようにする機能があります。 

これらは、SSIデータコントロールレジスタ（SSI）で制御します。図 21.6は、入力ストリームデータとして“パ

ディングデータ＋同期コード先頭 2バイト”、すなわち H'000000FFを 16ビット単位で順番が逆になったデータ

（H'00FF0000）が CD-ROMデコーダに入力された場合を示します。 

CD-ROMデコーダコア部

BUFEND1[1:0] 00

BYTEND 0

H'0000

BUFEND0[1:0] 01

H'00FF
H'00FF

H'00FF

STRMDIN0、1

STRMDIN2、3

H
'0

0
H

'0
0

H
'0

0
H

'F
F

 

図 21.6 パディングデータ付ストリームデータの SSIレジスタ制御例 
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図 21.7は、入力ストリームデータとしてパディングデータを持たない H'12345678を 16ビット単位で順番が逆

になったデータ（H'56781234）が CD-ROMデコーダに入力された場合を示します。 

CD-ROMデコーダコア部

先にH'1234を入力
後にH'5678を入力

BUFEND1[1:0]＝01

BYTEND＝0

BUFEND0[1:0]＝10

H'5678
H'1234

H'5678
H'1234

H'1234           H'5678

STRMDIN0、1

STRMDIN2、3

H
'5

6
H

'7
8

H
'1

2
H

'3
4

 

図 21.7 パディングデータなしストリームデータの SSIレジスタ制御例 

21.4.2 同期コード保護機能 

CD-ROMのデータは、H'00FFFFFFFFFFFFFFFFFFFF00（同期コード）で始まる 2352バイトが 1セクタのデータ

となりますが、キズ等により、同期コードが異常なタイミングで認識されたり、逆に、同期コードが検出される

べきタイミングに検出できなかったりする場合があります。そのため、本 CD-ROMデコーダには、異常なタイミ

ングで同期コードを検出したときには、その同期コードを無視する機能、同期コードが検出されるべきタイミン

グで検出できなかったときには、同期コードを保護する機能があります。 

同期コード保護機能には以下のモードがあります。設定についての詳細は、「21.3.2 同期コードの同期制御コ

ントロールレジスタ（CROMSY0）」および表 21.2を参照してください。 
 

• 自動同期保護モード 

• 外部同期モード 

• 内挿同期モード 

• 内挿／外部同期モード 
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（1） 自動同期保護モード 

自動同期保護モードは、1セクタ（2352バイト）期間内で検出した同期コードは無視し、次セクタの先頭で同

期コードが検出できなかった場合は、同期コードを保護します。また、同期タイミングが変化した場合、同期タ

イミングが変化後、2352バイト期間で同期検出したところで、再同期します。 

したがって、異常同期パターンを排除し、同期タイミング変更に追従する場合に有効です。ただし、同期タイ

ミング変更時の最初の 1セクタについては追従できません。 

図 21.8に、正常な場合、図 21.9に、1セクタ期間内で同期コードを検出した場合、図 21.10に、1セクタ期間

を超えたタイミングで同期コードを検出した場合の動作を示します。 

入力データ

同期コード検出

出力データ

セクタ１

セクタ１ セクタ2 セクタ3 セクタ4 セクタ6

セクタ2 セクタ3 セクタ4 セクタ5 セクタ6

 

図 21.8 正常タイミングでの自動同期保護モード動作 

入力データ

同期コード検出

出力データ

セクタ1

異常セクタ

異常セクタ

無視 保護 無視 保護
再同期

異常セクタ 異常セクタ

セクタ1 セクタ5

セクタ3 セクタ4 セクタ5 セクタ6

 

図 21.9 ショートセクタでの自動同期保護モード動作 

入力データ

同期コード検出

出力データ

セクタ1

異常セクタ

異常セクタ

保護 無視 保護
再同期

異常セクタ

セクタ1 セクタ4

セクタ3 セクタ4 セクタ5

 

図 21.10 ロングセクタでの自動同期保護モード動作 
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（2） 外部同期モード 

外部同期モードは、常に入力されるデータの同期コードで同期します。2352バイトで次の同期コードが見つか

らない場合は、同期コードを検出するまでデコードしません。 

したがって、外部同期タイミングに追従する場合に有効です。ただし、異常同期コードパターンが入力される

と正常にデコードできません。 

図 21.11に、外部同期モードでの動作を示します。 

入力データ

同期コード検出

出力データ

セクタ1

異常セクタ

異常セクタ

セクタ1 セクタ3 セクタ4

セクタ3 セクタ4 セクタ5

 

図 21.11 外部同期モード動作 

 

（3） 内挿同期モード 

内挿同期モードは、デコード開始時の同期コードパターンを検出した後は、内部カウンタによって、常に同期

します。したがって、同期パターンが壊れているような場合に有効です。 

ただし、同期コードタイミングが変化すると追従することができず、正しくデコードできません。 

図 21.12に、内挿同期モードでの動作を示します。 

入力データ

同期コード検出

出力データ

セクタ1

異常セクタ

異常セクタ

保護 無視 保護 無視 保護 保護無視

異常セクタ 異常セクタ 異常セクタ

セクタ1

セクタ3 セクタ4 セクタ5

 

図 21.12 内挿同期モード動作 
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（4） 内挿／外部同期モード 

内挿／外部同期モードは、同期コードパターンを検出すると、それに同期し、2352バイトで同期パターンが見

つからない場合には保護します。自動同期保護モードと比較して、同期タイミングの変更にすぐ追従できます。 

ただし、異常タイミングで同期パターンが入ってくると、正常にデコードできません。 

図 21.13に、ショートセクタが発生した場合の内挿／外部同期モードでの動作、図 21.14に、ロングセクタが

発生した場合の内挿／外部同期モードでの動作を示します。 

入力データ

同期コード検出

出力データ

セクタ1

異常セクタ

異常セクタ

保護

セクタ1 セクタ3 セクタ4 セクタ5

セクタ4セクタ3 セクタ5 セクタ6

 

図 21.13 ショートセクタでの内挿／外部同期モード動作 

 

入力データ

同期コード検出

出力データ

セクタ1

異常セクタ

異常セクタ

保護

異常セクタ

セクタ1 セクタ4セクタ3

セクタ3 セクタ4 セクタ5

 

図 21.14 ロングセクタでの内挿／外部同期モード動作 
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21.4.3 エラー訂正 

CD-ROMデコーダには、エラーを訂正するための EDC、Pパリティ、Qパリティ情報をもったフォーマットが

あります。本 CD-ROMデコーダにおいては、以下の機能があり、エラー訂正を行います。 
 

• シンドローム演算機能 

• ECC訂正機能 

• EDCチェック機能 

 

（1） シンドローム演算機能 

CD-ROMデコーダMode1および、Mode2 Form1の場合で、1セクタのデータが入力された後、エラーがあると

判断された（シンドローム演算結果が 0でなかった）場合、ECC訂正が行われます。ECC訂正後、修正されたデ

ータに対するシンドローム演算結果が、CROMST6レジスタの ST_ECCPビット（P系列）、ST_ECCQビット（Q

系列）に出力されます。 
 

（2） ECC訂正および EDCチェック 

EDC、Pパリティ、Qパリティを持つ CD-ROMフォーマットデータに対して、ECC訂正、EDCチェックを行い

ます。ECCの訂正モードは P訂正、Q訂正、PQ訂正（P訂正後、Q訂正）、QP訂正（Q訂正後、P訂正）に対

応しており、PQ訂正、QP訂正については、最大３回（倍速により制限あり）までの繰り返し訂正が可能です。 

EDCチェックは、ECC訂正前と後の２回行います。 

ECC訂正、EDCチェックのチェックモードは、CROMCTL1レジスタのMD_DEC[2:0]ビットで設定します。ま

た、PQ訂正、QP訂正モードを選択した際の訂正繰り返し回数は、CROMCTL1レジスタのMD_PQREP[1:0]ビッ

トで設定します。 

自動モード・フォーム検出機能使用時には、判定されたモードに従って、ECC訂正、EDCチェックが行われま

す。Pパリティ、Qパリティ、EDCのないMode0、Mode2と判断した際には、ECC訂正、EDCチェックは行われ

ません。また、Mode2 Form2と判断した際には、ECC訂正は行われません。 
 

（a） ECC訂正 

ECC訂正使用時は、訂正不能と判断すると、IERR割り込みを発生し、CROMST6レジスタの ST_ECCNGビッ

トが 1になります。また、当該ビットは、ショートセクタ検出時にも 1となります。 

CROMCTL4レジスタの NO_ECCビットが 1に設定されていたときは、ECC前 EDCチェックが OKであったな

ら、シンドローム演算結果にかかわらず ECC訂正を行いません。 
 

（b） EDCチェック 

EDCチェック使用時には、設定したモード・フォームに従って EDCチェックを行います。また、自動モード・

フォーム検出機能使用時には、判定されたモード・フォームに従って、EDCチェックを行います。 

ECC訂正前、訂正後の EDCチェック結果が、それぞれ CROMST6レジスタの ST_EDC1、2ビットに反映され

ます。また、ECC訂正後の EDCチェック結果が NGとなった場合、IERR割り込みを発生します。 
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21.4.4 自動デコード停止機能 

CD-ROMデータをデコード中に異常が発生した場合、自動的にデコードを停止することができます。 

自動停止する要因は、以下の場合があります。どの要因を有効にするかは、CROMCTL3レジスタで設定します。 
 

• ECC訂正が不能になった場合 

• ECC後のEDCチェックがNGになった場合 

• モード、フォームが変化した場合 

• MSF（分、秒、フレーム（1/75秒））が不連続となった場合 

 

上記要因で自動停止する場合には、要因が発生したセクタを出力した後、デコードを停止します。 

CROMCTL3レジスタで設定した要因が発生して、デコードが停止した場合、CBUFST1レジスタで、どの要因

で自動停止したかを確認することができます。 

また、CD-ROMデコーダ内には、2セクタ分のバッファを持っています。出力ストリームデータを読み出さず

に、ストリームデータを入力し続けると、3セクタ目のデータが入力された時点で、CD-ROMデコーダは停止し

ます。このとき、CBUFST2レジスタの BUF_NGビットが 1となります。割り込みは発生しません。CBUFST2レ

ジスタの BUF_NGビットが 1となったときには、ROMDECRSTレジスタの LOGICRSTビットにより CD-ROMデ

コーダ機能をクリアしないと回復できません。ROMDECRSTレジスタのLOGICRSTビットを1にすることにより、

リセット信号が出力され、設定されていたレジスタも初期値にクリアされます。 
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21.4.5 バッファリングフォーマット 

図 21.15は、CD-ROMデコード後の出力ストリームデータフォーマットを示しています。 

CD-ROMデコーダの出力は、2バイト幅のウィンドレジスタを持っており、CD-ROMデコード完了後、当該レ

ジスタをアクセスすると、同期コードから順に出力されます。 

同期コード

ヘッダ

サブヘッダ

データ

EDC

ECC

イレージャー

リザーブ

H'00 ブロックエラー

H'0000

H'0000

ステータス（次頁参照）

H'0000

リザーブ

格納フラグ

12バイト

4バイト

8バイト

2048バイト

27
68
バ
イ
ト

4バイト

276バイト

294バイト

108バイト

2バイト

2バイト

2バイト

2バイト

2バイト

2バイト

2バイト  

図 21.15 出力ストリームデータフォーマット 
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図 21.15のステータスの 2バイトは、以下の意味を持っています。アサインされていないビットは不定です。 
 

       ステータス        

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

PERR QERR EDCE － － － － － SD SY  FM[2:0]  HD － － 

PERR：P系列にエラーが残っていることを示します。 

QERR：Q系列にエラーが残っていることを示します。 

EDCE：ECC後の EDCチェックが NGであることを示します。 

SD：ショートセクタとなったことを示します。 

SY：同期コードを内挿したことを示します。 

FM：データフォーマットを意味しています。 

 001：Mode0 

 010：Mode1 

 011：Long（EDC、ECCなしフォーマット） 

 100：Mode2 notXA 

 101：Mode2 Form1 

 110：Mode2 Form2 

HD：ヘッダの連続性（分、秒、フレーム（1/75秒）で NG） 

 

図 21.15の格納フラグは 1セクタ分出力するごとに H'0000～H'FFFFまでカウントアップ（H'FFFF後、H'0000

にラップアラウンド）します。なお、格納フラグに限り 2バイトの上位バイトと下位バイトが入れ替わりますの

でご注意ください。 
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21.4.6 目標セクタバッファリング機能 

CD-ROMデコーダには、出力したいセクタを指定する方法として、目標セクタを事前に設定しておき CD-ROM

デコーダ自体が目標セクタを検出する、自動バッファリング機能と、CD-ROMデコーダ内にバッファリングされ

ているセクタをソフトウェアが認識しながら、ソフトウェアにより目標セクタの出力を指示する、手動バッファ

リング機能があります。 

以下に、自動・手動バッファリングを行うための CD-ROMデコーダ内レジスタの設定方法を示します。 

（1） 自動バッファリング設定 

図 21.16に自動バッファリングの設定例を示します。 

CD-ROMデコーダレジスタを設定し、ストリームデータを入力すれば、目標セクタを CD-ROMデコーダが検出

し、ストリームデータを出力開始します。 

CBUFCTL1を設定

CBUFCTL0のCBUF_AUT、 
CBUF_ENビットをそれぞれ 
1にセット

CROMENのSUBC_EN、 
CROM_ENビットをそれぞれ 
1にセット

自動バッファリング設定完了

自動バッファリング設定開始 自動バッファリング機能をONにし、 
バッファRAMへのバッファリングを許可します。

目標セクタのMINUTES値を設定します。

目標セクタのSECONDS値を設定します。

目標セクタのFRAMES値を設定します。

Subcode処理とCD-ROMデコード処理を 
それぞれイネーブルにします。

CBUFCTL2を設定

CBUFCTL3を設定

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

 

図 21.16 自動バッファリングの設定例 
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（2） 手動バッファリング設定 

図 21.17に手動バッファリングの設定例を示します。 

ISEC割り込みがかかるたびに、目標セクタであるかどうかを判定し、目標セクタとなってから、バッファリン

グを ONとします。 

CBUFCTL0のCBUF_AUT、 
CBUF_ENビットをそれぞれ 
0にクリア

CBUFCTL0のCBUF_EN
ビットを1にセット

手動バッファリング設定完了

手動バッファリング設定開始

自動バッファリング機能をOFFにし、 
バッファRAMへのバッファリングを禁止します。

Subcode処理とCD-ROMデコード処理を 
それぞれイネーブルにします。

Yes

No

ISEC割り込みが発生

HEAD02等の読み出し

CROMENのSUBC_EN、 
CROM_ENビット 
をそれぞれ1にセット

（1）

（3）

（2）

（1）

（2）

ストリームデータの入力が開始されます。（3）

目標セクタの判定

 

図 21.17 手動バッファリングの設定例 
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21.5 割り込み要因 

21.5.1 割り込みおよび DMA転送要求信号 

表 21.3は、CD-ROMデコーダが出力する割り込み信号と DMA転送を要求する信号の意味と接続先を示してい

ます。 
 

表 21.3 割り込みおよび DMA要求一覧 

名  称 条   件 接続先 

ISEC セクタが切り替わったとき INTC 

ITARG CD-ROMのアクセスセクタが目標セクタからずれたとき INTC 

ISY CD-ROM同期コード異常タイミング INTC 

IERR ECC訂正不能、もしくは ECC訂正後の EDCチェックでエラーが発生したとき INTC 

IBUF バッファへのデータ転送状況に変化があったとき INTC 

IREADY CD-ROMのバッファへのデータ転送要求 INTC 

DMA転送要求 CD-ROMのバッファへのデータ転送要求 DMAC 

 

（1） ISEC割り込み 

同期コードから始まる 1つのセクタから、次のセクタに切り替わったときに発生します。 
 

（2） ITARG割り込み 

CD-DSPから転送されるストリームデータが、目標セクタとずれていたときに発生します。CD-ROMデコーダ

ではサブコード内の時間をチェックし、正しい状態では、目標とするセクタの少し前からデータ転送が開始され

ることを期待しますが、以下の場合に割り込みを発生します。 

• 目標とするセクタのかなり以前のデータが転送されたとき 

• 目標とするセクタの後のデータが転送されたとき 

 

なお、本割り込みは、サブコードから ITARGを検出しますが、本 LSIでは SSIから CD-ROMデータが転送さ

れるので、本割り込みは意味を持ちません。 
 

（3） ISY割り込み 

以下の場合に割り込みを発生します。 

• ワードカウンタ（同期コード間隔チェックカウンタ）の正しくないところで同期コードを検出したが、当該

同期コードを無視したとき 

• ワードカウンタが最終値になったが同期コードが検出されず、内挿（保護）したとき 

• ワードカウンタの正しくないところで同期コードを検出し、当該同期コードにより再同期したとき 

• ワードカウンタが最終値になったが同期コードが検出されず、1セクタの期間が長くなったとき 

• 同期コードと内挿したタイミングがショートセクタとなったとき 

• 同期コードと内挿したタイミングがロングセクタとなったとき 
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（4） IERR割り込み 

以下の場合に割り込みを発生します。 

• ECCで訂正しきれなかったとき 

• ECCでは訂正OKとなったが、ECC訂正後のEDCチェックでエラーが発生したとき 

 

（5） IBUF割り込み 

以下切り替わりで割り込みを発生します。 

• リングバッファへデータ転送中→データ転送完了（次転送データ検索中） 

• リングバッファへの転送データ検索中→データ転送開始 
 

（6） IREADY割り込み 

1セクタ分の CD-ROMデコードが終了すると発生する割り込みです。出力ストリームデータを CPUで SDRAM

へバッファリングするときは、本割り込みを起動信号として使用します。 
 

（7） DMA転送要求 

DMAを起動する要因は、IREADYと同じです。1セクタ分の出力ストリームデータがそろうと割り込み要求を

発生し、図 21.15で示した 2768バイトのデータを転送し終わると、一度ネゲートします。これは、次の 1セクタ

分の出力ストリームデータがそろうまでに時間がかかりますので、DMACからのデータ転送要求を一度停止させ

るためです。 
 

21.5.2 ステータスレジスタの更新タイミング 

CD-ROMデコーダが持つスタータス情報のレジスタは ISEC割り込みごとに更新されます。どのセクタの情報

が反映されるかは、CROMCTL4レジスタの ER0SELビットで設定します。 
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21.6 使用上の注意事項 

21.6.1 デコード動作状態でバッファリングのみ停止／再開させる場合の注意 

CD-ROMデコーダを動作させたまま、出力ストリームデータを読み出さないと、CBUFST2レジスタの BUF_NG

ビットが 1となり、以降 CD-ROMデコーダは動作不能となります。 

バッファリングのみ停止する場合は、CBUFCTL0レジスタの CBUF_ENビットを 0に設定します。また、自動

バッファリング機能使用時には、同時に CBUFCTL0レジスタの CBUF_AUTビットを 0に設定します。このとき、

現在バッファリング中のセクタは読み出してください。 

バッファリングを再開するときには、自動バッファリング機能を使用している場合、CBUFCTL0レジスタの

CBUF_AUTビットと CBUF_ENビットを同時に 1にセットしてください。 
 

21.6.2 同期コードステータスレジスタ（CROMST0）設定時の注意 

1. CROMST0レジスタのST_SECSビットが1になった場合、デコードを直ちに停止させ、現在デコード中のセク

タの1つ前のセクタからリトライを行ってください。 

2. CROMST0レジスタのST_SECLビットが1になった場合、デコードを直ちに停止させ、現在デコード中のセク

タの2つ前のセクタからリトライを行ってください。 

 

21.6.3 リンクブロックでの注意 

本 CD-ROMデコーダのリンクブロック検出機能は、ECC訂正前のヘッダ情報を用いて判断しています。したが

って、入力ストリームデータが誤っていたとき、リンクブロックを誤検出する可能性があります。これを防ぐた

め、ソフトウェアにて以下の対策をしてください。 

• バッファリング中（CBUFST0レジスタBUF_ACT＝1）、ISEC割り込みのたびにCROMST5レジスタLINK_OUT1

ビットを確認し、1のとき、HEAD20～23レジスタ値からMSF値を記憶してください。このとき、IERR割り

込みが発生していないことを確認してください。発生していた場合は、MSF値をとらないでください。 

• 上記のLINK_OUT1ビットが1であることを確認した後、7セクタ間（ISEC割り込み7回）以下の処理を行って

ください。 

 

1. ISEC割り込みのたびに、CROMST5レジスタのLINK_ON＝1を確認し、その後の2セクタ間で再び、LINK_ON

＝1を検出したとき 

2. LINK_ON＝1が1度も検出されなかったとき 

 

上記 1.、2. の場合、デコードを強制終了し、CROMSY0レジスタを外部同期モードにして、目標セクタを上記

で記憶したMSF値＋7（リンクブロックの直後）を目標セクタとして、リトライしてください。 

開始セクタアドレスは、CBUFCTL0レジスタの CBUF_LINK＝0設定時は、ランアウトの格納アドレス＋7、

CBUF_LINK＝1設定時は、ランアウトの格納アドレスになります。 
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21.6.4 STRMDOUT0、1レジスタ読み出し時の注意 

入力ストリームデータに誤りがあり ECC訂正が実行されると、IREADY割り込みが発生した直後の

STRMDOUT0、1レジスタの読み出しや、DMA転送起動信号がかかった直後の STRMDOUT0、1レジスタの読み

出しでは、ECC処理が実行されるために、読み出しが待たされます。これは、1セクタの読み出しの最初の 1回

だけ発生します。 

待たされると CD-ROMデコード処理が成り立たない場合（例えば、STRMDOUT0、1レジスタの読み出しを DMA

転送で行い、SSIの入出力も DMA転送で行っており、SSIの DMA転送を定期的に実行しなければならないとい

った場合）は、RINGBUFCTLレジスタの DMAREQDELAY[1:0]ビットを用いて、DMA起動信号を遅らせ、

STRMDOUT0、1レジスタの読み出し時に待たされる時間を短縮することが可能です。表 21.4は、最初の

STRMDOUT0、1レジスタの読み出しで待たされるサイクル数の概算を表したものです。この待ちサイクル数は、

ECC処理を行うエラーの位置等により変化します。 
 

表 21.4 STRMDOUT0、1レジスタの読み出し待ちサイクル数 

ECC訂正回数 待ちサイクル数 遅延させた場合の待ちサイクル数 

  DMAREQDELAY[1:0]設定値 待ちサイクル数 

1 370～1400 0 370～1040 

  1 114～1144 

  2 0～888 

  3 0～376 

2 720～1900 0 720～1900 

  1 464～1644 

  2 208～1388 

  3 0～876 

3 1070～2400 0 1070～2400 

  1 814～2144 

  2 558～1888 

  3 46～1376 

 

ECC訂正回数を 1回、DMAREQDELAY[1:0]の設定値を 3とした場合、最大で 376サイクルの待ち時間が生じ

ます。この待ち時間により CD-ROMデコード処理が成り立たない場合、ソフトウェアにて待ち時間を考慮して

DMACを起動するようにしてください。 

また、DMAREQDELAY[1:0]で待ち時間を短縮できるのは、DMA起動信号のみです。IREADY割り込みは遅延

できませんので、CPUにて STRMDOUT0、1レジスタを読み出すときは、表 21.4を基準にソフトウェアで待ち時

間を考慮してください。 
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21.6.5 CD-DSP停止・再開時の注意点 

CD-ROMデコーダへの入力ストリームデータを停止・再開するときに、停止したときのストリームデータが同

期コードの直前で停止せず、その後再開すると、不当なストリームデータを認識してしまうことがあります。こ

れは、停止したとき途中まで入力されていたストリームデータと、再開したときに入力されていたストリームデ

ータが混在してしまうためです。入力ストリームデータを停止・再開するときは注意してください。 



 

21. CD-ROMデコーダ（ROM-DEC） 

21-56  R01UH0025JJ0300  Rev.3.00 

  2010.09.15 

SH7261グループ

 
 



R01UH0025JJ0300  Rev.3.00  22-1 

2010.09.15  

22.  A/D変換器（ADC） 

本 LSIは 10ビット精度の逐次比較方式 A/D変換器を内蔵しています。最大 8チャネルのアナログ入力を選択す

ることができます。 

22.1 特長 

• 分解能：10ビット 

• 入力チャネル：8チャネル 

• 最小変換時間：1チャネル当たり3.9μs 

• 動作モード：3種類 

シングルモード：1チャネルのA/D変換 

マルチモード：1～4チャネルのA/D変換または1～8チャネルのA/D変換 

スキャンモード：1～4チャネルの連続A/D変換または1～8チャネルの連続A/D変換 

• データレジスタ：8本 

変換結果を各チャネルに対応した16ビットデータレジスタに保持 

• サンプル＆ホールド機能付き 

• A/D変換開始方法：4種類 

ソフトウェア 

マルチファンクションタイマパルスユニット2（MTU2）による変換開始トリガ 

8ビットタイマ（TMR）による変換開始トリガ 

外部トリガ信号 

• 割り込み要因 

A/D変換終了時に、A/D変換終了割り込み（ADI）要求を発生可能 

• モジュールスタンバイモードの設定可能 
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図 22.1に A/D変換器のブロック図を示します。 
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図 22.1 A/D変換器のブロック図 
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22.2 入出力端子 

A/D変換器で使用する入力端子を表 22.1に示します。 
 

表 22.1 端子構成 

名称 端子名 入出力 機   能 

アナログ電源端子 AVcc 入力 アナログ部の電源端子 

アナロググランド端子 AVss 入力 アナログ部のグランド端子および A/D変換の基準グランド 

リファレンス電源端子 AVref 入力 A/D変換器の基準電圧端子 

アナログ入力端子 0 AN0 入力 

アナログ入力端子 1 AN1 入力 

アナログ入力端子 2 AN2 入力 

アナログ入力端子 3 AN3 入力 

アナログ入力端子 4 AN4 入力 

アナログ入力端子 5 AN5 入力 

アナログ入力端子 6 AN6 入力 

アナログ入力端子 7 AN7 入力 

アナログ入力 

A/D外部トリガ入力端子 ADTRG 入力 A/D変換開始のための外部トリガ入力 

 

22.3 レジスタの説明 

A/D変換器には以下のレジスタがあります。 
 

表 22.2 レジスタ構成 

レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス アクセスサイズ 

A/Dデータレジスタ A ADDRA R H'0000 H'FFFE5800 16 

A/Dデータレジスタ B ADDRB R H'0000 H'FFFE5802 16 

A/Dデータレジスタ C ADDRC R H'0000 H'FFFE5804 16 

A/Dデータレジスタ D ADDRD R H'0000 H'FFFE5806 16 

A/Dデータレジスタ E ADDRE R H'0000 H'FFFE5808 16 

A/Dデータレジスタ F ADDRF R H'0000 H'FFFE580A 16 

A/Dデータレジスタ G ADDRG R H'0000 H'FFFE580C 16 

A/Dデータレジスタ H ADDRH R H'0000 H'FFFE580E 16 

A/Dコントロール／ステータスレジスタ ADCSR R/W H'0040 H'FFFE5820 16 
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22.3.1 A/Dデータレジスタ A～H（ADDRA～ADDRH） 

ADDRは、A/D変換された結果を格納する 16ビットの読み出し専用レジスタで、ADDRA～ADDRHの 8本が

あります。 

A/D変換されたデータは 10ビットデータで、変換されたチャネルに対応する ADDRのビット 15～6に転送さ

れ、保持されます。ビット 5～0は読み出すと常に 0が読み出されます。 

ADDRの 8ビット単位でのアクセスは禁止です。常に 16ビット単位でアクセスしてください。 

ADDRは、パワーオンリセット、ディープスタンバイモード、ソフトウェアスタンバイモード、およびモジュ

ールスタンバイモードで H'0000に初期化されます。 

アナログ入力チャネルと ADDRの対応を表 22.3に示します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R

- - - - - -

R R R R R R R R R R R R  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～6  すべて 0 R ビットデータ（10ビット） 

5～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

表 22.3 アナログ入力チャネルと ADDRの対応 

アナログ入力チャネル 変換結果が格納される A/Dデータレジスタ 

AN0 ADDRA 

AN1 ADDRB 

AN2 ADDRC 

AN3 ADDRD 

AN4 ADDRE 

AN5 ADDRF 

AN6 ADDRG 

AN7 ADDRH 
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22.3.2 A/Dコントロール／ステータスレジスタ（ADCSR） 

ADCSRは、16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、動作モードの選択、A/D変換の動作制御、お

よび外部トリガ入力による A/D変換開始の許可または禁止の選択を行います。 

ADCSRは、パワーオンリセット、ディープスタンバイモード、ソフトウェアスタンバイモード、およびモジュ

ールスタンバイモードで H'0040に初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0
R/(W)* R/W R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

【注】 フラグをクリアするため、1を読み出した後に0を書き込むことのみ可能です。*

ADF ADIE ADST - TRGS[3:0] CKS[1:0] MDS[2:0] CH[2:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 ADF 0 R/(W)*1 A/Dエンドフラグ 

A/D変換の終了を示すステータスフラグです。 

［クリア条件］  

• ADF＝1の状態で ADFフラグを読み出した後、ADFフラグに 0を書き込ん

だとき 

• ADI割り込みにより DMACが起動され、ADDRを読み出したとき 

［セット条件］ 

• シングルモードで A/D変換が終了したとき 

• マルチモードで選択されたすべてのチャネルの A/D変換が終了したとき 

• スキャンモードで選択されたすべてのチャネルの A/D変換が終了したとき 

14 ADIE 0 R/W A/Dインタラプトイネーブル 

A/D変換の終了による割り込み（ADI）要求の許可または禁止を選択します。

ADIEビットの設定は変換停止中に行ってください。 

0：A/D変換の終了による割り込み（ADI）要求を禁止 

1：A/D変換の終了による割り込み（ADI）要求を許可 

13 ADST 0 R/W A/Dスタート 

A/D変換の開始または停止を選択します。A/D変換中は 1を保持します。 

0：A/D変換を停止 

1：シングルモード時：A/D変換を開始。指定したチャネルの A/D変換が終

了すると自動的にクリア。 

マルチモード時：A/D変換を開始。指定したすべてのチャネルを一巡し

て A/D変換が終了すると自動的に 0にクリア。 

スキャンモード時：A/D変換を開始。ソフトウェア、パワーオンリセッ

ト、ディープスタンバイモード、ソフトウェアスタ

ンバイモード、またはモジュールスタンバイモード

への遷移により 0にクリアされるまで連続変換しま

す。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

12 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11～8 TRGS[3:0] 0000 R/W タイマトリガセレクト 

トリガ信号による A/D変換開始の許可または禁止を選択します。 

0000：外部トリガによる A/D変換開始を禁止 

0001：MTU2からの変換トリガ TRGANによる A/D変換開始 

0010：MTU2からの変換トリガ TRG0Nによる A/D変換開始 

0011：MTU2からの変換トリガ TRG4ANによる A/D変換開始 

0100：MTU2からの変換トリガ TRG4BNによる A/D変換開始 

0101：設定禁止 

0110：設定禁止 

0111：設定禁止 

1000：設定禁止 

1001：ADTRGによる A/D変換開始 

1010：TMRからの変換トリガによる A/D変換開始 

1011～1111：設定禁止 

7、6 CKS[1:0] 01 R/W クロックセレクト 

A/D変換時間の設定を行います*2。変換時間の設定は変換停止中（ADST＝0）

に行ってください。 

00：変換時間＝138ステート（最大値） 

01：変換時間＝274ステート（最大値） 

10：変換時間＝546ステート（最大値） 

11：設定禁止 

5～3 MDS[2:0] 000 R/W マルチスキャンモード 

A/D変換の動作モードを選択します。 

0xx：シングルモード 

100：マルチモード。1～4チャネルの A/D変換 

101：マルチモード。1～8チャネルの A/D変換 

110：スキャンモード。1～4チャネルの A/D変換 

111：スキャンモード。1～8チャネルの A/D変換 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2～0 CH[2:0] 000 R/W チャネルセレクト 

ADCSRの MDSビットとともにアナログ入力を選択します。 

 MDS＝0xxのとき MDS＝100または MDS＝101または 

  MDS＝110のとき MDS＝111のとき 

 000：AN0 000：AN0 000：AN0 

 001：AN1 001：AN0、AN1 001：AN0、AN1 

 010：AN2 010：AN0～AN2 010：AN0～AN2 

 011：AN3 011：AN0～AN3 011：AN0～AN3 

 100：AN4 100：AN4 100：AN0～AN4 

 101：AN5 101：AN4、AN5 101：AN0～AN5 

 110：AN6 110：AN4～AN6 110：AN0～AN6 

 111：AN7 111：AN4～AN7 111：AN0～AN7 

【記号説明】 x：Don't care 

【注】 *1 フラグをクリアするため、1を読み出した後に 0を書き込むことのみ可能です。 

  ただし、以下の場合も 0書き込みによるクリアとなりますのでご注意ください。 

  （1）CPUで ADF＝1の状態を読み出す 

  （2）DMACによる ADDR読み出しによる ADFクリア 

  （3）A/D変換終了による ADFフラグセット 

  （4）CPUで ADFフラグに 0書き込み 

 *2 A/D変換器特性の絶対精度を満足するためには、最小変換時間以上となるよう設定してください。 
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22.4 動作説明 

A/D変換器は逐次比較方式で分解能は 10ビットです。動作モードにはシングルモードとマルチモードとスキャ

ンモードがあります。動作モードやアナログ入力チャネルの切り替えは、誤動作を避けるため ADCSRの ADST

ビットが 0の状態で行ってください。動作モードやアナログ入力チャネルの変更と ADSTビットのセットは同時

に行うことができます。 

22.4.1 シングルモード 

シングルモードは、1チャネルのみの A/D変換を行う場合に選択します。 

シングルモードは、指定された 1チャネルのアナログ入力を以下のように 1回 A/D変換します。 

1. ソフトウェア、MTU2、TMRまたは外部トリガ入力によってADCSRのADSTビットが1にセットされると、選

択されたチャネルのA/D変換を開始します。 

2. A/D変換が終了すると、A/D変換結果がそのチャネルに対応するA/Dデータレジスタに転送されます。 

3. A/D変換終了後、ADCSRのADFビットが1にセットされます。このとき、ADIEビットが1にセットされている

と、ADI割り込み要求を発生します。 

4. ADSTビットはA/D変換中は1を保持し、変換が終了すると自動的に0にクリアされてA/D変換器は待機状態に

なります。 

 

A/D変換中に、モードやアナログ入力チャネルの切り替えを行う場合は、誤動作を避けるために ADSTビット

を 0にクリアして、A/D変換を停止した状態で行ってください。更新した後、ADSTビットを 1にセットすると

（モードおよびチャネルの変換と ADSTビットのセットは同時に行うことができます）、再び A/D変換を開始し

ます。 
 

シングルモードでチャネル 1（AN1）が選択された場合の動作例を以下に示します。また、このときの動作タイ

ミングを図 22.2に示します（動作例におけるビットの指定は ADCSRレジスタです）。 

5. 動作モードをシングルモードに、入力チャネルをAN1に（CH2＝0、CH1＝0、CH0＝1）、A/D割り込み要求

許可（ADIE＝1）に設定して、A/D変換を開始（ADST＝1）します。 

6. A/D変換が終了すると、A/D変換結果がADDRBに転送されます。同時に、ADF＝1、ADST＝0となり、A/D変

換器は変換待機となります。 

7. ADF＝1、ADIE＝1となっているため、ADI割り込み要求が発生します。 

8. A/D割り込み処理ルーチンが開始されます。 

9. ADF=1を読み出した後、ADFに0を書き込みます。 

10. A/D変換結果（ADDRB）を読み出して、処理します。 

11. A/D割り込み処理ルーチンの実行を終了します。この後、ADSTビットを1にセットするとA/D変換が開始さ

れ2.～7.を行います。 

 



 

22. A/D変換器（ADC） 

R01UH0025JJ0300  Rev.3.00  22-9 

2010.09.15  

 

SH7261グループ 

A
D

IE

A
D

S
T

A
D

F

チ
ャ
ネ
ル

0(
A

N
0)

動
作
状
態

チ
ャ
ネ
ル

1(
A

N
1)

動
作
状
態

チ
ャ
ネ
ル

2(
A

N
2)

動
作
状
態

チ
ャ
ネ
ル

3(
A

N
3)

動
作
状
態

A
D

D
R

A

A
D

D
R

B

A
D

D
R

C

A
D

D
R

D

A
/D
変
換
開
始

変
換
待
機

変
換
待
機

変
換
待
機

変
換
結
果
の
読
み
出
し

変
換
結
果
の
読
み
出
し

変
換
待
機

変
換
時
間
（

1）
変
換
時
間
（

2）

A
/D
変
換
結
果
（

1）
A

/D
変
換
結
果
（

2）

変
換
待
機

変
換
待
機

セ
ッ
ト

*

セ
ッ
ト

*
セ
ッ
ト

*

ク
リ
ア

*
ク
リ
ア

*

【
注
】

*　
　
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
よ
る
命
令
実
行
を
示
し
ま
す
。

 

図 22.2 A/D変換器の動作例（シングルモード、チャネル 1選択時） 

 



 

22. A/D変換器（ADC） 

22-10  R01UH0025JJ0300  Rev.3.00 

  2010.09.15 

SH7261グループ

22.4.2 マルチモード 

マルチモードは、複数チャネル（1チャネルを含む）のアナログ入力をそれぞれ 1回順次変換します。 

マルチモードは指定された最大 8チャネルのアナログ入力を以下のように 1回 A/D変換します。 

1. ソフトウェア、MTU2、TMRまたは外部トリガ入力によってADCSRのADSTビットが1にセットされると、ア

ナログ入力チャネル番号の小さい順（たとえばAN0、AN1…AN3）にA/D変換を実行します。 

2. それぞれのチャネルのA/D変換が終了すると、A/D変換結果は順次そのチャネルに対応するA/Dデータレジス

タに転送されます。 

3. 選択されたすべてのチャネルのA/D変換が終了すると、ADCSRのADFビットが1にセットされます。このと

きADIEビットが1にセットされていると、ADI割り込み要求を発生します。 

4. ADSTビットはA/D変換中は1を保持し、変換が終了すると自動的に0にクリアされてA/D変換器は待機状態に

なります。A/D変換中にADSTビットを0にクリアすると変換を中止し、A/D変換器は待機状態になります。

ADFビットは、ADF＝1を読み出した後、ADFビットに0を書き込むとクリアされます。 
 

A/D変換は、指定したすべてのチャネルを一巡して変換します。変換された結果は、各チャネルに対応した

ADDRに転送され保持されます。 

A/D変換中に、モードやアナログ入力チャネルの切り替えを行う場合は、誤動作を避けるために ADSTビット

を 0にクリアして、A/D変換を停止した状態で行ってください。変更した後、ADSTビットに 1をセットすると

（モードおよびチャネルの変更と ADSTビットのセットは同時に行うことができます）、第 1チャネルが選択さ

れ、再び A/D変換を開始します。 

マルチモードで 3チャネル（AN0～AN2）を選択して A/D変換を行う場合の動作例を以下に示します。また、

このときの動作タイミングを図 22.3に示します。 

1. 動作モードをマルチモード（MDS2＝1、MDS1＝0）に、アナログ入力チャネルをAN0～AN2（CH2＝0、CH1

＝1、CH0＝0）に設定してA/D変換を開始（ADST＝1）します。 

2. 第1チャネル（AN0）のA/D変換が開始され、A/D変換が終了すると、変換結果をADDRAに転送します。 

3. 次に第2チャネル（AN1）が自動的に選択され、変換を開始します。 

4. 同様に第3チャネル（AN2）まで変換を行います。 

5. 選択されたすべてのチャネル（AN0～AN2）の変換が終了すると、ADF＝1となり、ADSTビットを0にして変

換を終了します。 

このときADIEビットが1であると、A/D変換終了後、ADI割り込みを発生します。 
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図 22.3 A/D変換器の動作例（マルチモード、AN0～AN2の 3チャネル選択時） 
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22.4.3 スキャンモード 

スキャンモードは、複数チャネル（1チャネルを含む）のアナログ入力を常にモニタするようなシステムに適し

ます。スキャンモードは、指定された最大 8チャネルのアナログ入力を以下のように順次連続して A/D変換しま

す。 

1. ソフトウェア、MTU2、TMRまたは外部トリガ入力によってADCSRのADSTビットが1にセットされると、ア

ナログ入力チャネル番号の小さい順（たとえばAN0、AN1…AN3）にA/D変換を実行します。 

2. それぞれのチャネルのA/D変換が終了すると、A/D変換結果は順次そのチャネルに対応するA/Dデータレジス

タに転送されます。 

3. 選択されたすべてのチャネルのA/D変換が終了すると、ADCSRのADFビットが1にセットされます。このと

きADIEビットが1にセットされていると、ADI割り込み要求を発生します。A/D変換器は再びチャネル番号の

小さい順にA/D変換を実行します。 

4. ADSTビットは自動的にクリアされず、1にセットされている間は2.～3.を繰り返します。ADSTビットを0に

クリアするとA/D変換を中止し、A/D変換器は待機状態になります。 

ADFビットは、ADF＝1を読み出したあと、ADFビットに0を書き込むとクリアされます。 

 

A/D変換中に、モードやアナログ入力チャネルの切り替えを行う場合は、誤動作を避けるために ADSTビット

を 0にクリアして、A/D変換を停止した状態で行ってください。変更した後、ADSTビットに 1をセットすると

（モードおよびチャネルの変更と ADSTビットのセットは同時に行うことができます）、第 1チャネルが選択さ

れ、再び A/D変換を開始します。 

スキャンモードで 3チャネル（AN0～AN2）を選択して A/D変換を行う場合の動作例を以下に示します。また、

このときの動作タイミングを図 22.4に示します。 

1. 動作モードをスキャンモード（MDS2＝1、MDS1＝1）に、アナログ入力チャネルをAN0～AN2（CH2＝0、

CH1＝1、CH0＝0）に設定してA/D変換を開始（ADST＝1）します。 

2. 第1チャネル（AN0）のA/D変換が開始され、A/D変換が終了すると、変換結果をADDRAに転送します。 

3. 次に第2チャネル（AN1）が自動的に選択され、変換を開始します。 

4. 同様に第3チャネル（AN2）まで変換を行います。 

5. 選択されたすべてのチャネル（AN0～AN2）の変換が終了すると、ADF＝1となり、再び、第1チャネル（AN0）

を選択し、連続して変換が行われます。このときADIEビットが1であると、A/D変換（第3チャネルの変換）

終了後、ADI割り込みを発生します。 

6. ADSTビットは自動的にクリアされず、ADSTビットが1にセットされている間は2.～4.を繰り返します。繰り

返している間はADF＝1を保持しています。ADSTビットを0にクリアすると、A/D変換が停止します。ADF

ビットは、ADF＝1を読み出した後、ADFビットに0を書き込むとクリアされます。 

 

2.～4.を繰り返している間 ADF＝1で ADIE＝1の場合、常に ADI割り込みを発生します。第 3チャネルの変換

終了時点で割り込みを発生させたい場合は、割り込み発生後、ADFビットを 0にクリアしてください。 
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図 22.4 A/D変換器の動作例（スキャンモード、AN0～AN2の 3チャネル選択時） 
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22.4.4 外部トリガ、MTU2、TMRによる A/D変換器の起動 

外部トリガ、MTU2、TMRからの A/D変換要求によって、A/D変換器を独立に起動することができます。外部

トリガ、MTU2、TMRから A/D変換器を起動するときには、A/Dトリガイネーブルビット（TRGS3～TRGS0）の

設定を行います。この状態で外部トリガ、MTU2、TMRの A/D変換要求が発生すると、ADSTビットを 1にセッ

トします。これで、A/D変換が開始されます。変換を行うチャネルは、ADCSRの CH2～CH0ビットで決まりま

す。ADSTビットが 1にセットされてから、A/D変換が開始されるまでのタイミングは、ソフトウェアで ADST

ビットに 1を書き込んだ場合と同じです。 
 

22.4.5 入力サンプリングと A/D変換時間 

A/D変換器には、サンプル＆ホールド回路が内蔵されています。A/D変換器は、ADCSRの ADSTビットが 1に

セットされてから A/D変換開始遅延時間（tD）経過後、入力のサンプリングを行い、その後変換を開始します。

A/D変換のタイミングを図 22.5に示します。また、A/D変換時間を表 22.4に示します。 

A/D変換時間（tCONV）は、図 22.5に示すように、tDと入力サンプリング時間（tSPL）を含めた時間となります。

ここで tDは、ADCSRへのライトタイミングにより決まり、一定値とはなりません。そのため、変換時間は表 22.4

に示す範囲で変化します。 

マルチモードおよびスキャンモードの変換時間は、表 22.4に示す値が 1回目の変換時間となります。2回目以

降の変換時間は表 22.5に示す値となります。 
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（1）

（2）

Pφ

ADIF

アドレス

ライト信号

入力サンプリング
タイミング

tD tSPL

tCONV

【記号説明】

（1）

（2）

tD
tSPL

tCONV

：ADCSRライトサイクル

：ADCSRのアドレス

：A/D変換開始遅延時間

：入力サンプリング時間

：A/D変換時間  

図 22.5 A/D変換タイミング 

 

表 22.4 A/D変換時間（シングルモード） 

CKS1＝0 CKS1＝1 

CKS0＝0 CKS0＝1 CKS0＝0 

項目 記号 

Min. Typ. Max. Min. Typ. Max. Min. Typ. Max. 

A/D変換開始遅延時間 tD 11 － 14 19 － 26 35 － 50 

入力サンプリング時間 tSPL － 33 － － 65 － － 129 － 

A/D変換時間 tCONV 135 － 138 267 － 274 531 － 546 

【注】 表中の数値の単位はステートです。 
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表 22.5 A/D変換時間（マルチモード／スキャンモード） 

CKS1 CKS0 変換時間（ステート） 

0 128（固定） 0 

1 256（固定） 

1 0 512（固定） 

【注】 表中の数値の単位はステートです。 

 

22.4.6 外部トリガ入力タイミング 

A/D変換は、外部トリガ入力により開始することも可能です。外部トリガ入力は、ADCSRの TRGS3～TRGS0

ビットがB'1001にセットされているとき、ADTRG端子から入力されます。ADTRGの立ち下がりエッジで、ADCSR

の ADSTビットが 1にセットされ、A/D変換が開始されます。その他の動作は、シングルモード／マルチモード

／スキャンモードによらず、ソフトウェアによって ADSTビットを 1にセットした場合と同じです。このタイミ

ングを図 22.6に示します。 

Pφ

ADST
A/D変換

ADTRG

内部トリガ信号

 

図 22.6 外部トリガ入力タイミング 
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22.5 割り込み要因と DMAC転送要求 

A/D変換器は、A/D変換が終了すると、A/D変換割り込み（ADI）を発生します。ADI割り込み要求は、A/D変

換終了後 ADCSRの ADFが 1にセットされ、このとき ADIEビットが 1にセットされていると ADI割り込み要求

を発生します。なお、ADI割り込みは、割り込みコントローラ（INTC）の設定により、DMACの起動ができます。

このとき、CPUへの割り込み要求は発生されません。DMACの起動設定を行わない場合は、CPUへの割り込み要

求が発生します。DMACを使用して ADI割り込みで変換されたデータのリードを行うと、連続変換がソフトウェ

アの負担なく実現できます。 

シングルモードでは、ADI割り込みによる DMA転送は 1回となるように設定してください。スキャンモード

またはマルチモードによる複数チャネルの A/D変換では DMA転送回数を 1回に設定すると、1チャネルのデータ

転送のみで DMA転送が終了してしまいます。DMACによりすべての変換データを転送するには、転送元アドレ

スが A/D変換データ格納先の ADDRとなるように設定し、転送バイト数を変換チャネル数×2バイトに設定し、

DMA転送条件を連続オペランド転送かノンストップ転送に設定してください。 

ADIで DMACを起動する場合、DMACによるデータ転送時に ADCSRの ADFビットは自動的にクリアされま

す。 
 

表 22.6 割り込み要因と DMAC転送要求の関係 

名称 割り込み要因 割り込みフラグ DMACの起動 

ADI A/D変換終了 ADCSRの ADF 可 
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22.6 A/D変換精度の定義 

A/D変換器は、アナログ入力チャネルから入力されたアナログ値をアナログ基準電圧と比較しながら、10ビッ

トのデジタル値に変換します。このときの A/D変換の絶対精度、すなわち、入力アナログ値と出力デジタル値と

の偏差は、以下の誤差を含んでいます。 

1. オフセット誤差 

2. フルスケール誤差 

3. 量子化誤差 

4. 非直線性誤差 
 

図 22.7に沿って、上記 1.～4.の誤差を説明します。ただし、図ではわかりやすいように、10ビットの中速 A/D

変換器を 3ビットの中速 A/D変換器に単純化しています。オフセット誤差とは、デジタル出力値が最小値（ゼロ

電圧）B'0000000000（図では 000）から B'0000000001（図では 001）に変化するときの、実際の A/D変換特性と理

想 A/D変換特性との偏差（図 22.7（1））です。フルスケール誤差とはデジタル出力値が B'1111111110（図では

110）から最大値（フルスケール電圧）B'1111111111（図では 111）に変化するときの、実際の A/D変換特性と理

想 A/D変換特性との偏差（図 22.7（2））です。量子化誤差とは、A/D変換器が本質的に有する誤差であり、1/2LSB

で表されます（図 22.7（3））。非直線性誤差とは、ゼロ電圧からフルスケール電圧までの間の実際の A/D変換

特性と理想 A/D変換特性との偏差（図 22.7（4））です。ただし、オフセット誤差、フルスケール誤差、量子化

誤差は含みません。 

0 FS

111

110

101

100

011

010

001

000

アナログ
入力電圧

（3）量子化誤差

（4）非直線性誤差

（2）フルスケール誤差

理想A/D変換特性

デジタル出力

FS：フルスケール電圧

FS
アナログ
入力電圧

実際のA/D変換特性

（1）オフセット誤差

理想A/D変換特性

デジタル出力

1024
1

1024
2

1024
1022

1024
1023

【記号説明】

 

図 22.7 A/D変換精度の定義 



 

22. A/D変換器（ADC） 

R01UH0025JJ0300  Rev.3.00  22-19 

2010.09.15  

 

SH7261グループ 

22.7 使用上の注意事項 

A/D変換器を使用する際は、以下のことに注意してください。 

22.7.1 モジュールスタンバイモードの設定 

スタンバイコントロールレジスタにより、A/D変換器の動作禁止／許可を設定することが可能です。初期値で

は、A/D変換器の動作は停止します。モジュールスタンバイモードを解除することにより、レジスタのアクセス

が可能になります。詳細は、「第 27章 低消費電力モード」を参照してください。 
 

22.7.2 アナログ電圧の設定 

以下に示す電圧の設定範囲を超えて LSIを使用した場合、LSIの信頼性に悪影響を及ぼすことがあります。 

1. アナログ入力電圧の範囲 

A/D変換中、アナログ入力端子ANnに印加する電圧はAVss≦ANn≦AVccの範囲としてください。（n＝0～7） 

2. AVcc、AVss入力電圧 

AVcc、AVss入力電圧は、PVcc－0.3V≦AVcc≦PVcc、AVss＝PVssとしてください。さらに、A/D変換器およ

びD/A変換器を使用しないときやソフトウェアスタンバイモード時でも、AVcc、AVss端子をオープンにしな

いでください。使用しないときは、必ずAVccは電源（PVcc）に、AVssはグランド（PVss）に接続してくだ

さい。 

3. AVrefの設定範囲 

AVref端子によるリファレンス電圧範囲は3.0V≦AVref≦AVccにしてください。 

 

22.7.3 ボード設計上の注意 

ボード設計時には、デジタル回路とアナログ回路をできるだけ分離してレイアウトしてください。また、デジ

タル回路の信号配線とアナログ回路の信号配線を交差させたり、近接させるようなレイアウトは極力避けてくだ

さい。誘導などにより、アナログ回路の誤動作や、A/D変換値に悪影響を及ぼします。 

なお、アナログ入力信号（AN0～AN7）、アナログ基準電圧（AVref）、アナログ電源（AVcc）は、アナロググ

ランド（AVss）で、デジタル回路を分離してください。さらに、アナロググランド（AVss）は、ボード上の安定

したデジタルグランド（PVss）に一点接続してください。 
 

22.7.4 アナログ入力端子の取り扱い 

アナログ入力端子（AN0～AN7）には、過大サージなどの異常電圧による破壊を防ぐために、図 22.8のような

保護回路を接続してください。この図の回路は、ノイズによる誤差を抑える CRフィルタの機能も兼ねています。

なお、図の回路はあくまでも設計例ですので、実際の使用条件を考慮の上、回路定数を決めてください。 

図 22.9にアナログ入力端子の等価回路を、表 22.7にアナログ入力端子の規格を示します。 
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本LSI

AVref

AVcc

AN0～AN7

AVss

100Ω

*1

*1 *1

*2

*2

【注】　数値は参考値です。

0.1μF

10μF 0.01μF

Rin：入力インピーダンス

Rin

 

図 22.8 アナログ入力端子の保護回路例 

 

AN0～AN7

3kΩ

20pF

A/D変換器へ

【注】　数値は参考値です。  

図 22.9 アナログ入力端子の等価回路 

 

表 22.7 アナログ入力端子の規格 

項目 Min. Max. 単位 

アナログ入力容量 － 20 pF 

許容信号源インピーダンス － 5 kΩ 
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22.7.5 許容信号源インピーダンス 

本 LSIのアナログ入力は、信号源インピーダンスが 5kΩ以下の入力信号に対し、変換精度が保証される設計と

なっております。これは A/D変換器のサンプル&ホールド回路の入力容量をサンプリング時間内に充電するため

の規格で、センサの出力インピーダンスが 5kΩを超える場合、充電不足が生じて、A/D変換精度が保証できなく

なります。シングルモードで変換を行うときに外部に大容量を設けている場合、入力の負荷は実質的に内部入力

抵抗の 3kΩだけになりますので、信号源インピーダンスは不問となります。ただし、ローパスフィルタとなりま

すので、微分係数の大きなアナログ信号（たとえば 5mV/μs以上）には追従できないことがあります（図 22.10）。

高速のアナログ信号を変換する場合やスキャンモードで変換を行う場合には、低インピーダンスのバッファを入

れてください。 

センサ入力

本LSI
A/D変換器の等価回路センサの

出力インピーダンス

ローパルス
フィルタ

C～0.1µF

～5kΩ

Cin＝
15pF

20pF

3kΩ

【注】　数値は参考値です。  

図 22.10 アナログ入力回路の例 

 

22.7.6 絶対精度への影響 

容量を付加することにより、GNDとのカップリングを受けることになります。GNDにノイズがあると絶対精

度が悪化する可能性がありますので、必ず AVss等は電気的に安定な GNDに接続してください。 

またフィルタ回路が実装基板上でデジタル信号と交渉したり、アンテナとならないように注意してください。 
 

22.7.7 スキャンモードおよびマルチモード使用時の注意 

スキャンモードおよびマルチモードの停止直後に変換を開始した場合、誤った変換結果を示すことがあります。 

連続して変換を行う場合は、ADST＝0とした後、1チャネル分の A/D変換時間以上経過してから起動（ADST

＝1）するようにしてください（1チャネル分の変換時間は分周レジスタ設定により異なります）。 
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23.  D/A変換器（DAC） 

23.1 特長 

• 分解能：8ビット 

• 出力チャネル：2チャネル 

• 最小変換時間：最大10μs（負荷容量20pF時） 

• 出力電圧：0V～AVref 

• ソフトウェアスタンバイモード時のD/A出力保持機能 

• モジュールスタンバイモードの設定可能 

D
A

D
R

0

AVcc
AVref

DA0

DA1 D
A

D
R

1

D
A

C
R8ビット

D/A

コントロール回路

周辺バス

【記号説明】
DADR0
DADR1
DACR

：D/Aデータレジスタ0
：D/Aデータレジスタ1
：D/Aコントロールレジスタ

AVss

モジュールデータバス
バ
ス
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

 

図 23.1 D/A変換器のブロック図 
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23.2 入出力端子 

D/A変換器で使用する入出力端子を表 23.1に示します。 
 

表 23.1 端子構成 

名称 端子名 入出力 機   能 

アナログ電源端子 AVcc 入力 アナログ部の電源端子 

アナロググランド端子 AVss 入力 アナログ部のグランド端子 

リファレンス電源端子 AVref 入力 D/A変換器の基準電圧端子 

アナログ出力端子 0 DA0 出力 チャネル 0のアナログ出力 

アナログ出力端子 1 DA1 出力 チャネル 1のアナログ出力 
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23.3 レジスタの説明 

D/A変換器には以下のレジスタがあります。 
 

表 23.2 レジスタ構成 

レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス アクセスサイズ 

D/Aデータレジスタ 0 DADR0 R/W H'00 H'FFFE6800 8、16 

D/Aデータレジスタ 1 DADR1 R/W H'00 H'FFFE6801 8、16 

D/Aコントロールレジスタ DACR R/W H'1F H'FFFE6802 8、16 

 

23.3.1 D/Aデータレジスタ 0、1（DADR0、DADR1） 

DADRは、D/A変換を行うデータを格納するための 8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。アナ

ログ出力許可すると、DADRの値が変換されアナログ出力端子に出力されます。 

DADRは、パワーオンリセット、ディープスタンバイモード、およびモジュールスタンバイモードで H'00に初

期化されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W  

 

23.3.2 D/Aコントロールレジスタ（DACR） 

DACRは、8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、D/A変換器の動作を制御します。 

DACRは、パワーオンリセット、ディープスタンバイモード、およびモジュールスタンバイモードで H'1Fに初

期化されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W - - - - -

DAOE1 DAOE0 DAE - - - - -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 DAOE1 0 R/W D/Aアウトプットイネーブル 1 

チャネル 1の D/A変換とアナログ出力を制御します。 

0：チャネル 1のアナログ出力（DA1）を禁止 

1：チャネル 1の D/A変換を許可。チャネル 1のアナログ出力（DA1）を許可 

6 DAOE0 0 R/W D/Aアウトプットイネーブル 0 

チャネル 0の D/A変換とアナログ出力を制御します。 

0：チャネル 0のアナログ出力（DA0）を禁止 

1：チャネル 0の D/A変換を許可。チャネル 0のアナログ出力（DA0）を許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 DAE 0 R/W D/Aイネーブル 

DAOE0、DAOE1ビットとの組み合わせで、D/A変換を制御します。変換結果の

出力は、DAOE0、DAOE1ビットにより制御されます。表 23.3を参照してくだ

さい。 

0：チャネル 0とチャネル 1の D/A変換を独立に制御する 

1：チャネル 0とチャネル 1の D/A変換を一括して制御する 

4～0 － すべて1 － リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込みは無効です。 

 

表 23.3 D/A変換の制御 

ビット 5 ビット 7 ビット 6 説   明 

DAE DAOE1 DAOE0  

0 D/A変換を禁止 0 

1 チャネル 0の D/A変換を許可。チャネル 1の D/A変換を禁止 

0 チャネル 1の D/A変換を許可。チャネル 0の D/A変換を禁止 

0 

1 

1 チャネル 0、1の D/A変換を許可 

0 D/A変換を禁止 0 

1 チャネル 0、1の D/A変換を許可 

0  

1 

1 

1  
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23.4 動作説明 

2チャネルの D/A変換は、それぞれ独立して変換を行うことができます。DACRの DAOEビットを 1にセット

すると、D/A変換が許可され変換結果が出力されます。 

チャネル 0のD/A変換を行う場合の動作例を以下に示します。このときの動作タイミングを図 23.2に示します。 

1. DADR0に変換データをライトします。 

2. DACRのDAOE0ビットを1にセットすると、D/A変換が開始されます。tDCONV時間経過後、変換結果がアナログ

出力端子DA0より出力されます。DADR0を書き換えるかDAOE0ビットを0にクリアするまで、この変換結果

が出力され続けます。出力値は以下の式で表されます。 

 
DADRの内容

256
× AVref

 

3. DADR0を書き換えると直ちに変換が開始されます。tDCONV時間経過後、変換結果が出力されます。 

4. DAOE0ビットを0にクリアするとアナログ出力を禁止します。 

DADR0 
ライトサイクル

DACR 
ライトサイクル

DADR0 
ライトサイクル

DACR 
ライトサイクル

アドレス

φ

DADR0

DAOE0

DA0

変換データ（1） 変換データ（2）

ハイインピーダンス
状態

変換結果（1） 変換結果（2）

tDCONVtDCONV

【記号説明】
tDCONV：D/A変換時間  

図 23.2 D/A変換器の動作例 
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23.5 使用上の注意事項 

23.5.1 モジュールスタンバイモードの設定 

スタンバイコントロールレジスタにより、D/A変換器の動作禁止／許可を設定することが可能です。初期値で

は、D/A変換の動作は停止します。モジュールスタンバイモードを解除することにより、レジスタのアクセスが

可能になります。詳細は、「第 27章 低消費電力モード」を参照してください。 
 

23.5.2 ソフトウェアスタンバイモード時の D/A出力保持機能 

D/A変換を許可した状態で本 LSIがソフトウェアスタンバイモードになると D/A出力は保持され、アナログ電

源電流は D/A変換中と同等になります。ソフトウェアスタンバイモードでアナログ電源電流を低減する必要があ

る場合は、DAOE0、DAOE1、DAEビットをすべて 0にクリアして D/A出力を禁止してください。 
 

23.5.3 ディープスタンバイモード時の D/A変換と D/A出力 

D/A変換を許可した状態で本 LSIがディープスタンバイモードになると D/A変換の動作が停止し、D/A出力も

停止します。ディープスタンバイモードに遷移する前に、DAOE0、DAOE1、および DAEビットをすべて 0にク

リアして D/A出力を禁止してください。 
 

23.5.4 アナログ電圧の設定 

以下に示す電圧の設定範囲を超えて LSIを使用した場合、LSIの信頼性に悪影響を及ぼすことがあります。 

1. AVcc、AVss入力電圧 

AVcc、AVss入力電圧は、PVcc－0.3V≦AVcc≦PVcc、AVss＝PVssとしてください。さらに、A/D変換器およ

びD/A変換器を使用しないときやソフトウェアスタンバイモード時でも、AVcc、AVss端子をオープンにしな

いでください。使用しないときは、必ずAVccは電源（PVcc）に、AVssはグランド（PVss）に接続してくだ

さい。 

2. AVrefの設定範囲 

AVref端子によるリファレンス電圧範囲は3.0V≦AVref≦AVccにしてください。 
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24. I/Oポート 

本 LSIのポートは、A、B、C、D、E、Fの６本から構成されています。 

それぞれのポートの端子は、すべて、その他の機能を兼ねているマルチプレクス端子です。マルチプレクス端

子の機能の選択は、ピンファンクションコントローラ（PFC）で行います。 

ポートにはそれぞれ、端子のデータを格納するためのデータレジスタおよび端子の値を読み出すためのポート

レジスタがあります。 

24.1 ポート A 

ポート Aは、図 24.1に示すような、32本の端子を持つ入出力ポートです。 

ポート A

PA31（入出力）/CRx1（入力）/DTEND0（出力） 
PA30（入出力）/CTx1（出力）/DACT0（出力） 
PA29（入出力）/CRx0（入力）/DACK0（出力） 
PA28（入出力）/CTx0（出力）/DREQ0（入力） 
PA27（入出力）/A27（出力）/PINT3（入力）/DTEND3（出力） 
PA26（入出力）/A26（出力）/PINT2（入力）/DACT3（出力） 
PA25（入出力）/A25（出力）/PINT1（入力）/DACK3（出力）
PA24（入出力）/A24（出力）/PINT0（入力）/DREQ3（入力） 
PA23（入出力）/A23（出力） 
PA22（入出力）/A22（出力） 
PA21（入出力）/A21（出力） 
PA20（入出力）/A20（出力） 
PA19（入出力）/A19（出力） 
PA18（入出力）/A18（出力） 
PA17（入出力）/A17（出力） 
PA16（入出力）/A16（出力） 
PA15（入出力）/A15（出力） 
PA14（入出力）/A14（出力） 
PA13（入出力）/A13（出力） 
PA12（入出力）/A12（出力） 
PA11（入出力）/A11（出力） 
PA10（入出力）/A10（出力）
PA9（入出力）/A9（出力） 
PA8（入出力）/A8（出力） 
PA7（入出力）/A7（出力） 
PA6（入出力）/A6（出力） 
PA5（入出力）/A5（出力） 
PA4（入出力）/A4（出力） 
PA3（入出力）/A3（出力） 
PA2（入出力）/A2（出力） 
PA1（入出力）/A1（出力） 
PA0（入出力）/A0（出力）  

図 24.1 ポート A 
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24.1.1 レジスタの構成 

ポート Aのレジスタ構成を表 24.1に示します。 
 

表 24.1 レジスタ構成 

名称 略称 R/W アドレス アクセスサイズ 

ポート Aデータレジスタ H PADRH R/W H'FFFE3800 8、16、32 

ポート Aデータレジスタ L PADRL R/W H'FFFE3802 8、16 

ポート Aポートレジスタ H PAPRH R H'FFFE3804 8、16、32 

ポート Aポートレジスタ L PAPRL R H'FFFE3806 8、16 

 

24.1.2 ポート Aデータレジスタ H、L（PADRH、PADRL） 

PADRH、PADRLは、それぞれ、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Aのデータを格納

します。PA31DR～PA0DRビットは、それぞれ、PA31～PA0端子に対応しています。 

端子機能が汎用出力の場合には、PADRHまたは PADRLに値を書き込むと端子からその値が出力され、PADRH

または PADRLを読み出すと端子の状態に関係なくレジスタの値が直接読み出されます。 

端子機能が汎用入力の場合には、PADRHまたは PADRLを読み出すとレジスタの値ではなく端子の状態が直接

読み出されます。また PADRHまたは PADRLに値を書き込むと、PADRHまたは PADRLにその値を書き込めま

すが、端子の状態には影響しません。表 24.2にポート Aデータレジスタの読み出し／書き込み動作を示します。 

PADRH、PADRLは、パワーオンリセットおよび、ディープスタンバイモードで H'0000に初期化されます。マ

ニュアルリセット、スリープモード、ソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
 

（1） ポート Aデータレジスタ H（PADRH） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PA31 
DR

PA30 
DR

PA29 
DR

PA28 
DR

PA27 
DR

PA26 
DR

PA25 
DR

PA24 
DR

PA23 
DR

PA22 
DR

PA21 
DR

PA20 
DR

PA19 
DR

PA18 
DR

PA17 
DR

PA16 
DR

 
 

（2） ポート Aデータレジスタ L（PADRL） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PA15 
DR

PA14 
DR

PA13 
DR

PA12 
DR

PA11 
DR

PA10 
DR

PA9 
DR

PA8 
DR

PA7 
DR

PA6 
DR

PA5 
DR

PA4 
DR

PA3 
DR

PA2 
DR

PA1 
DR

PA0 
DR
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表 24.2 ポート Aデータレジスタ H、L（PADRH、PADRL）の読み出し／書き込み動作 

PAIORH、L 端子機能 読み出し 書き込み 

汎用入力 端子の状態 PADRH、Lに書き込めるが、端子の状態に影響しない 0 

汎用入力以外 端子の状態 PADRH、Lに書き込めるが、端子の状態に影響しない 

汎用出力 PADRH、Lの値 書き込み値が端子から出力される 1 

汎用出力以外 PADRH、Lの値 PADRH、Lに書き込めるが、端子の状態に影響しない 

 

24.1.3 ポート Aポートレジスタ H、L（PAPRH、PAPRL） 

PAPRH、PAPRLは、それぞれ読み出し専用の 16ビットのレジスタで、PA31PR～PA0PRビットが、それぞれ、

PA31～PA0端子に対応しています。PAPRH、PAPRLは、PFCの設定にかかわらず常に端子の値を読み出すこと

ができます。 
 

（1） ポート Aポートレジスタ H（PAPRH） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

PA31 PA30 PA29 PA28 PA27 PA26 PA25 PA24 PA23 PA22 PA21 PA20 PA19 PA18 PA17 PA16
R R R R R R R R R R R R R R R R

PA31 
PR

PA30 
PR

PA29 
PR

PA28 
PR

PA27 
PR

PA26 
PR

PA25 
PR

PA24 
PR

PA23 
PR

PA22 
PR

PA21 
PR

PA20 
PR

PA19 
PR

PA18 
PR

PA17 
PR

PA16 
PR

 
 

（2） ポート Aポートレジスタ L（PAPRL） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

PA15 PA14 PA13 PA12 PA11 PA10 PA9 PA8 PA7 PA6 PA5 PA4 PA3 PA2 PA1 PA0
R R R R R R R R R R R R R R R R

PA15 
PR

PA14 
PR

PA13 
PR

PA12 
PR

PA11 
PR

PA10 
PR

PA9 
PR

PA8 
PR

PA7 
PR

PA6 
PR

PA5 
PR

PA4 
PR

PA3 
PR

PA2 
PR

PA1 
PR

PA0 
PR
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24.2 ポート B 

ポート Bは、図 24.2に示すような、32本の端子を持つ入出力ポートです。 

ポート B

PB31（入出力）/D31（入出力）/PINT7（入力） 
PB30（入出力）/D30（入出力）/PINT6（入力）/TMCI0（入力）/SCK3（入出力） 
PB29（入出力）/D29（入出力）/PINT5（入力）/TMRI0（入力）/RxD3（入力） 
PB28（入出力）/D28（入出力）/PINT4（入力）/TMO0（出力）/TxD3（出力） 
PB27（入出力）/D27（入出力）/PINT3（入力） 
PB26（入出力）/D26（入出力）/PINT2（入力）/TIC5W（入出力）/SCK6（入出力） 
PB25（入出力）/D25（入出力）/PINT1（入力）/TIC5V（入出力）/RxD6（入力） 
PB24（入出力）/D24（入出力）/PINT0（入力）/TIC5U（入出力）/TxD6（出力） 
PB23（入出力）/D23（入出力）/IRQ7（入力）/TIOC4D（入出力） 
PB22（入出力）/D22（入出力）/IRQ6（入力）/TIOC4C（入出力）/SCK2（入出力）
PB21（入出力）/D21（入出力）/IRQ5（入力）/TIOC4B（入出力）/RxD2（入力） 
PB20（入出力）/D20（入出力）/IRQ4（入力）/TIOC4A（入出力）/TxD2（出力） 
PB19（入出力）/D19（入出力）/IRQ3（入力）/TIOC3D（入出力） 
PB18（入出力）/D18（入出力）/IRQ2（入力）/TIOC3C（入出力） 
PB17（入出力）/D17（入出力）/IRQ1（入力）/TIOC3B（入出力） 
PB16（入出力）/D16（入出力）/IRQ0（入力）/TIOC3A（入出力） 
PB15（入出力）/D15（入出力） 
PB14（入出力）/D14（入出力） 
PB13（入出力）/D13（入出力） 
PB12（入出力）/D12（入出力） 
PB11（入出力）/D11（入出力） 
PB10（入出力）/D10（入出力） 
PB9（入出力）/D9（入出力） 
PB8（入出力）/D8（入出力） 
PB7（入出力）/D7（入出力） 
PB6（入出力）/D6（入出力） 
PB5（入出力）/D5（入出力） 
PB4（入出力）/D4（入出力） 
PB3（入出力）/D3（入出力） 
PB2（入出力）/D2（入出力） 
PB1（入出力）/D1（入出力） 
PB0（入出力）/D0（入出力）  

図 24.2 ポート B 

 

24.2.1 レジスタの構成 

ポート Bのレジスタ構成を表 24.3に示します。 
 

表 24.3 レジスタ構成 

名称 略称 R/W アドレス アクセスサイズ 

ポート Bデータレジスタ H PBDRH R/W H'FFFE3808 8、16、32 

ポート Bデータレジスタ L PBDRL R/W H'FFFE380A 8、16 

ポート Bポートレジスタ H PBPRH R H'FFFE380C 8、16、32 

ポート Bポートレジスタ L PBPRL R H'FFFE380E 8、16 
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24.2.2 ポート Bデータレジスタ H、L（PBDRH、PBDRL） 

PBDRH、PBDRLは、それぞれ、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Bのデータを格納

します。PB31DR～PB0DRビットは、それぞれ、PB31～PB0端子に対応しています。 

端子機能が汎用出力の場合には、PBDRHまたは PBDRLに値を書き込むと端子からその値が出力され、PBDRH

または PBDRLを読み出すと端子の状態に関係なくレジスタの値が直接読み出されます。 

端子機能が汎用入力の場合には、PBDRHまたは PBDRLを読み出すとレジスタの値ではなく端子の状態が直接

読み出されます。また PBDRHまたは PBDRLに値を書き込むと、PBDRHまたは PBDRLにその値を書き込めま

すが、端子の状態には影響しません。表 24.4にポート Bデータレジスタの読み出し／書き込み動作を示します。 

PBDRH、PBDRLは、パワーオンリセットおよび、ディープスタンバイモードで H'0000に初期化されます。マ

ニュアルリセット、スリープモード、ソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 

（1） ポート Bデータレジスタ H（PBDRH） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PB31 
DR

PB30 
DR

PB29 
DR

PB28 
DR

PB27 
DR

PB26 
DR

PB25 
DR

PB24 
DR

PB23 
DR

PB22 
DR

PB21 
DR

PB20 
DR

PB19 
DR

PB18 
DR

PB17 
DR

PB16 
DR

 
 

（2） ポート Bデータレジスタ L（PBDRL） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PB15 
DR

PB14 
DR

PB13 
DR

PB12 
DR

PB11 
DR

PB10 
DR

PB9 
DR

PB8 
DR

PB7 
DR

PB6 
DR

PB5 
DR

PB4 
DR

PB3 
DR

PB2 
DR

PB1 
DR

PB0 
DR

 
 

表 24.4 ポート Bデータレジスタ H、L（PBDRH、PBDRL）の読み出し／書き込み動作 

PBIORH、L 端子機能 読み出し 書き込み 

0 汎用入力 端子の状態 PBDRH、Lに書き込めるが、端子の状態に影響しない 

 汎用入力以外 端子の状態 PBDRH、Lに書き込めるが、端子の状態に影響しない 

汎用出力 PBDRH、Lの値 書き込み値が端子から出力される 1 

汎用出力以外 PBDRH、Lの値 PBDRH、Lに書き込めるが、端子の状態に影響しない 
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24.2.3 ポート Bポートレジスタ H、L（PBPRH、PBPRL） 

PBPRH、PBPRLは、それぞれ読み出し専用の 16ビットのレジスタで、PB31PR～PB0PRビットが、それぞれ、

PB31～PB0端子に対応しています。PBPRH、PBPRLは、PFCの設定にかかわらず常に端子の値を読み出すことが

できます。 

（1） ポート Bポートレジスタ H（PBPRH） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

PB31 PB30 PB29 PB28 PB27 PB26 PB25 PB24 PB23 PB22 PB21 PB20 PB19 PB18 PB17 PB16
R R R R R R R R R R R R R R R R

PB31 
PR

PB30 
PR

PB29 
PR

PB28 
PR

PB27 
PR

PB26 
PR

PB25 
PR

PB24 
PR

PB23 
PR

PB22 
PR

PB21 
PR

PB20 
PR

PB19 
PR

PB18 
PR

PB17 
PR

PB16 
PR

 
 

（2） ポート Bポートレジスタ L（PBPRL） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

PB15 PB14 PB13 PB12 PB11 PB10 PB9 PB8 PB7 PB6 PB5 PB4 PB3 PB2 PB1 PB0
R R R R R R R R R R R R R R R R

PB15 
PR

PB14 
PR

PB13 
PR

PB12 
PR

PB11 
PR

PB10 
PR

PB9 
PR

PB8 
PR

PB7 
PR

PB6 
PR

PB5 
PR

PB4 
PR

PB3 
PR

PB2 
PR

PB1 
PR

PB0 
PR
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24.3 ポート C 

ポート Cは、図 24.3に示すような、26本の端子を持つ入出力ポートです。 

ポート C

PC25（入力）/IRQ3（入力）/SDA1（入出力） 
PC24（入力）/IRQ2（入力）/SCL1（入出力） 
PC23（入力）/IRQ1（入力）/SDA0（入出力） 
PC22（入力）/IRQ0（入力）/SCL0（入出力）/DREQ2（入力） 
PC21（入出力）/BC3/DQM3（出力）/TCLKC（入力）/DACK2（出力） 
PC20（入出力）/BC2/DQM2（出力）/TCLKB（入力） 
PC19（入出力）/BC1/DQM1（出力） 
PC18（入出力）/BC0/DQM0（出力） 
PC17（入出力）/SDWE（出力） 
PC16（入出力）/SDCAS（出力） 

PC15（入出力）/SDRAS（出力） 
PC14（入出力）/SDCKE（出力） 
PC13（入出力）/WAIT（入力） 

PC12（入出力）/WR3（出力）/WR（出力）/TIOC2B（入出力）/DTEND2（出力） 
PC11（入出力）/WR2（出力）/TIOC2A（入出力）/DACT2（出力） 
PC10（入出力）/WR1（出力）/WR（出力） 

PC9（入出力）/WR0（出力）/WR（出力） 
PC8（入出力）/RD（出力） 
PC7（入出力）/SDCS0（出力） 
PC6（入出力）/CS6（出力）/TCLKA（入力）/SCK5（入出力） 
PC5（入出力）/CS5（出力）/TIOC1B（入出力）/RxD5（入力） 
PC4（入出力）/CS4（出力）/TIOC1A（入出力）/TxD5（出力） 
PC3（入出力）/CS3（出力）/UBCTRG（出力） 
PC2（入出力）/CS2（出力）/SDCS1（出力）/ADTRG（入力） 

PC1（入出力）/CS1（出力） 

PC0（入出力）/CS0（出力）  

図 24.3 ポート C 

 

24.3.1 レジスタの構成 

ポート Cのレジスタ構成を表 24.5に示します。 
 

表 24.5 レジスタ構成 

名称 略称 R/W アドレス アクセスサイズ 

ポート Cデータレジスタ H PCDRH R/W H'FFFE3810 8、16、32 

ポート Cデータレジスタ L PCDRL R/W H'FFFE3812 8、16 

ポート Cポートレジスタ H PCPRH R H'FFFE3814 8、16、32 

ポート Cポートレジスタ L PCPRL R H'FFFE3816 8、16 
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24.3.2 ポート Cデータレジスタ H、L（PCDRH、PCDRL） 

PCDRH、PCDRLは、それぞれ読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Cのデータを格納し

ます。PC21DR～PC0DRビットは、それぞれ、PC21～PC0端子に対応しています。 

端子機能が汎用出力の場合には、PCDRHまたは PCDRLに値を書き込むと端子からその値が出力され、PCDRH

または PCDRLを読み出すと端子の状態に関係なくレジスタの値が直接読み出されます。 

端子機能が汎用入力の場合には、PCDRHまたは PCDRLを読み出すとレジスタの値ではなく端子の状態が直接

読み出されます。また PCDRHまたは PCDRLに値を書き込むと、PCDRHまたは PCDRLにその値を書き込めま

すが、端子の状態には影響しません。表 24.6にポート Cデータレジスタの読み出し／書き込み動作を示します。 

PCDRHのビット 15～6はリザーブビットです。PCDRHのビット 15～6は読み出すと 0が読み出されます。書

き込む値は常に 0にしてください。 

PCDRH、PCDRLは、パワーオンリセットおよび、ディープスタンバイモードで H'0000に初期化されます。マ

ニュアルリセット、スリープモード、ソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 

（1） ポート Cデータレジスタ H（PCDRH） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - - - - - - - - - PC21 
DR

PC20 
DR

PC19 
DR

PC18 
DR

PC17 
DR

PC16 
DR

 
 

（2） ポート Cデータレジスタ L（PCDRL） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PC15 
DR

PC14 
DR

PC13 
DR

PC12 
DR

PC11 
DR

PC10 
DR

PC9 
DR

PC8 
DR

PC7 
DR

PC6 
DR

PC5 
DR

PC4 
DR

PC3 
DR

PC2 
DR

PC1 
DR

PC0 
DR

 
 

表 24.6 ポート Cデータレジスタ H、L（PCDRH、PCDRL）の読み出し／書き込み動作 

PCIORH、L 端子機能 読み出し 書き込み 

0 汎用入力 端子の状態 PCDRH、Lに書き込めるが、端子の状態に影響しない 

 汎用入力以外 端子の状態 PCDRH、Lに書き込めるが、端子の状態に影響しない 

汎用出力 PCDRH、Lの値 書き込み値が端子から出力される 1 

汎用出力以外 PCDRH、Lの値 PCDRH、Lに書き込めるが、端子の状態に影響しない 
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24.3.3 ポート Cポートレジスタ H、L（PCPRH、PCPRL） 

PCPRH、PCPRLは、それぞれ読み出し専用の 16ビットのレジスタで、PC25PR～PC0PRビットが、それぞれ、

PC25～PC0端子に対応しています。PCPRH、PCPRLは、PFCの設定にかかわらず常に端子の値を読み出すことが

できます。 

PCPRHのビット 15～10はリザーブビットです。読み出すと 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にして

ください。 
 

（1） ポート Cポートレジスタ H（PCPRH） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 PC25 PC24 PC23 PC22 PC21 PC20 PC19 PC18 PC17 PC16
R R R R R R R R R R R R R R R R

- - - - - - PC25 
PR

PC24 
PR

PC23 
PR

PC22 
PR

PC21 
PR

PC20 
PR

PC19 
PR

PC18 
PR

PC17 
PR

PC16 
PR

 
 

（2） ポート Cポートレジスタ L（PCPRL） 

 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

PC15 PC14 PC13 PC12 PC11 PC10 PC9 PC8 PC7 PC6 PC5 PC5 PC3 PC2 PC1 PC0
R R R R R R R R R R R R R R R R

PC15 
PR

PC14 
PR

PC13 
PR

PC12 
PR

PC11 
PR

PC10 
PR

PC9 
PR

PC8 
PR

PC7 
PR

PC6 
PR

PC5 
PR

PC5 
PR

PC3 
PR

PC2 
PR

PC1 
PR

PC0 
PR
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24.4 ポート D 

ポート Dは、図 24.4に示すような、17本の端子を持つ入出力ポートです。 

ポート D

PD16（入力）/SCL2（入出力） 
PD15（入力）/SDA2（入出力） 
PD14（入出力）/IERxD（入力）/DACK1（出力） 
PD13（入出力）/IETxD（出力）/DREQ1（入力） 
PD12（入出力）/TMCI1（入力）/SCK1（入出力） 
PD11（入出力）/TMRI1（入力）/RxD1（入力）
PD10（入出力）/TMO1（出力）/TIOC0D/TxD1（出力） 
PD9（入出力）/TIOC0C（入出力）/SCK0（入出力） 
PD8（入出力）/TIOC0B（入出力）/RxD0（入力）/DTEND1（出力） 
PD7（入出力）/TIOC0A（入出力）/TxD0（出力）/DACT1（出力）
PD6（入出力）/SCK4（入出力）/SSIWS1（入出力） 
PD5（入出力）/RxD4（入力）/SSISCK1（入出力） 
PD4（入出力）/TxD4（出力）/SSIDATA1（入出力） 
PD3（入出力）/SSIWS0（入出力） 
PD2（入出力）/SSISCK0（入出力） 
PD1（入出力）/SSIDATA0（入出力） 
PD0（入出力）/AUDIO_CLK（入力） 

 

図 24.4 ポート D 

 

24.4.1 レジスタの構成 

ポート Dのレジスタ構成を表 24.7に示します。 
 

表 24.7 レジスタ構成 

名称 略称 R/W アドレス アクセスサイズ 

ポート Dデータレジスタ PDDR R/W H'FFFE381A 8、16 

ポート Dポートレジスタ H PDPRH R H'FFFE381C 8、16、32 

ポート Dポートレジスタ L PDPRL R H'FFFE381E 8、16 
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24.4.2 ポート Dデータレジスタ（PDDR） 

PDDRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Dのデータを格納します。PD14DR～

PD0DRビットは、それぞれ、PD14～PD0端子に対応しています。 

端子機能が汎用出力の場合には、PDDRに値を書き込むと端子からその値が出力され、PDDRを読み出すと端

子の状態に関係なくレジスタの値が直接読み出されます。 

端子機能が汎用入力の場合には、PDDRを読み出すとレジスタの値ではなく端子の状態が直接読み出されます。

また PDDRに値を書き込むと、PDDRにその値を書き込めますが、端子の状態には影響しません。表 24.8にポー

ト Dデータレジスタの読み出し／書き込み動作を示します。 

PDDRのビット 15はリザーブビットです。PDDRのビット 15は読み出すと 0が読み出されます。書き込む値

は常に 0にしてください。 

PDDRは、パワーオンリセットおよび、ディープスタンバイモードで H'0000に初期化されます。マニュアルリ

セット、スリープモード、ソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- PD14 
DR

PD13 
DR

PD12 
DR

PD11 
DR

PD10 
DR

PD9 
DR

PD8 
DR

PD7 
DR

PD6 
DR

PD5 
DR

PD4 
DR

PD3 
DR

PD2 
DR

PD1 
DR

PD0 
DR

 
 

表 24.8 ポート Dデータレジスタ（PDDR）の読み出し／書き込み動作 

PDIOR 端子機能 読み出し 書き込み 

0 汎用入力 端子の状態 PDDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 

 汎用入力以外 端子の状態 PDDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 

汎用出力 PDDRの値 書き込み値が端子から出力される 1 

汎用出力以外 PDDRの値 PDDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 
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24.4.3 ポート Dポートレジスタ H、L（PDPRH、PDPRL） 

PDPRH、PDPRLは、それぞれ読み出し専用の 16ビットのレジスタで、PD16PR～PD0PRビットが、それぞれ、

PD16～PD0端子に対応しています。PDPRH、PDPRLは、PFCの設定にかかわらず常に端子の値を読み出すこと

ができます。 

PDPRHのビット 15～1はリザーブビットです。読み出すと 0が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてく

ださい。 

（1） ポート Dポートレジスタ H（PDPRH） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 PD16
R R R R R R R R R R R R R R R R

- - - - - - - - - - - - - - - PD16 
PR

 
 

（2） ポート Dポートレジスタ L（PDPRL） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

PD15 PD14 PD13 PD12 PD11 PD10 PD9 PD8 PD7 PD6 PD5 PD4 PD3 PD2 PD1 PD0
R R R R R R R R R R R R R R R R

PD15 
DR

PD14 
DR

PD13 
DR

PD12 
DR

PD11 
DR

PD10 
DR

PD9 
DR

PD8 
DR

PD7 
DR

PD6 
DR

PD5 
DR

PD4 
DR

PD3 
DR

PD2 
DR

PD1 
DR

PD0 
DR
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24.5 ポート E 

ポート Eは、図 24.5に示すような、8本の端子を持つ入出力ポートです。 

ポート E

PE7（入力）/IRQ7（入力）/AN7（入力）/DA1（出力）
PE6（入力）/IRQ6（入力）/AN6（入力）/DA0（出力）
PE5（入力）/IRQ5（入力）/AN5（入力）
PE4（入力）/IRQ4（入力）/AN4（入力）
PE3（入力）/PINT7（入力）/AN3（入力） 
PE2（入力）/PINT6（入力）/AN2（入力） 
PE1（入力）/PINT5（入力）/AN1（入力） 
PE0（入力）/PINT4（入力）/AN0（入力）  

図 24.5 ポート E 

 

24.5.1 レジスタの構成 

ポート Eのレジスタ構成を表 24.9に示します。 
 

表 24.9 レジスタ構成 

名称 略称 R/W アドレス アクセスサイズ 

ポート Eポートレジスタ PEPR R H'FFFE3826 8、16 

 

24.5.2 ポート Eポートレジスタ（PEPR） 

PEPRは、読み出し専用の 16ビットのレジスタで、PE7PR～PE0PRビットが、それぞれ、PE7～PE0端子に対応

しています。PEPRは、PFCの設定にかかわらず常に端子の値を読み出すことができます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 PE7 PE6 PE5 PE4 PE3 PE2 PE1 PE0
R R R R R R R R R R R R R R R R

- - - - - - - - PE7 
PR

PE6 
PR

PE5 
PR

PE4 
PR

PE3 
PR

PE2 
PR

PE1 
PR

PE0 
PR
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24.6 ポート F 

ポート Fは、図 24.6に示すような、8本の端子を持つ入出力ポートです。 

ポート F

PF7（入出力）/AUDATA3（入出力）
PF6（入出力）/AUDATA2（入出力）
PF5（入出力）/AUDATA1（入出力）
PF4（入出力）/AUDATA0（入出力）
PF3（入出力）/AUDSYNC（入力）
PF2（入出力）/TCLKD（入力）/SCK7（入出力）/AUDCK（入力）
PF1（入出力）/RxD7（入力）/AUDMD（入力）
PF0（入出力）/TxD7（出力）/AUDRST（入力）  

図 24.6 ポート F 

 

24.6.1 レジスタの構成 

ポート Fのレジスタ構成を表 24.10に示します。 
 

表 24.10 レジスタ構成 

名称 略称 R/W アドレス アクセスサイズ 

ポート Fデータレジスタ PFDR R/W H'FFFE382A 8、16 

ポート Fポートレジスタ PFPR R H'FFFE382E 8、16 

 

24.6.2 ポート Fデータレジスタ（PFDR） 

PFDRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Fのデータを格納します。PF7DR～PF0DR

ビットは、それぞれ、PF7～PF0端子に対応しています。 

端子機能が汎用出力の場合には、PFDRに値を書き込むと端子からその値が出力され、PFDRを読み出すと端子

の状態に関係なくレジスタの値が直接読み出されます。 

端子機能が汎用入力の場合には、PFDRを読み出すとレジスタの値ではなく端子の状態が直接読み出されます。

また PFDRに値を書き込むと、PFDRにその値を書き込めますが、端子の状態には影響しません。表 24.11にポー

ト Fデータレジスタの読み出し／書き込み動作を示します。 

PFDRは、パワーオンリセットおよび、ディープスタンバイモードで H'0000に初期化されます。マニュアルリ

セット、スリープモード、ソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - - - - - - - PF7 
DR

PF6 
DR

PF5 
DR

PF4 
DR

PF3 
DR

PF2 
DR

PF1 
DR

PF0 
DR
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表 24.11 ポート Fデータレジスタ（PFDR）の読み出し／書き込み動作 

PFIOR 端子機能 読み出し 書き込み 

0 汎用入力 端子の状態 PFDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 

 汎用入力以外 端子の状態 PFDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 

汎用出力 PFDRの値 書き込み値が端子から出力される 1 

汎用出力以外 PFDRの値 PFDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 

 

24.6.3 ポート Fポートレジスタ（PFPR） 

PFPRは、読み出し専用の 16ビットのレジスタで、PF7PR～PF0PRビットが、それぞれ、PF7～PF0端子に対応

しています。PFPRは、PFCの設定にかかわらず常に端子の値を読み出すことができます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 PF7 PF6 PF5 PF4 PF3 PF2 PF1 PF0
R R R R R R R R R R R R R R R R

- - - - - - - - PF7 
PR

PF6 
PR

PF5 
PR

PF4 
PR

PF3 
PR

PF2 
PR

PF1 
PR

PF0 
PR
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25. ピンファンクションコントローラ（PFC） 

ピンファンクションコントローラ（PFC）は、マルチプレクス端子の機能とその入出力の方向を選ぶためのレジ

スタで構成されています。表 25.1～表 25.6に本 LSIのマルチプレクス端子を示します。 
 

表 25.1 マルチプレクス一覧表（ポート A） 

ポート 機能 1  

PAnMD[2:0]＝000 

（関連モジュール）

機能 2  

PAnMD[2:0]＝001 

（関連モジュール） 

機能 3  

PAnMD[2:0]＝010 

（関連モジュール）

機能 4 

PAnMD[2:0]＝011 

（関連モジュール）

機能 5  

PAnMD[2:0]＝100 

（関連モジュール） 

PA31入出力 

（ポート） 

CRx1入力

（RCAN-ET） 

DTEND0出力

（DMAC） 

  

PA30入出力 

（ポート） 

CTx1出力

（RCAN-ET） 

DACT0出力

（DMAC） 

  

PA29入出力 

（ポート） 

CRx0入力

（RCAN-ET） 

DACK0出力

（DMAC） 

  

PA28入出力 

（ポート） 

CTx0出力

（RCAN-ET） 

DREQ0入力

（DMAC） 

  

PA27入出力 

（ポート） 

A27出力（BSC） DTEND3出力

（DMAC） 

PINT3B入力（INTC）  

PA26入出力 

（ポート） 

A26出力（BSC） DACT3出力

（DMAC） 

PINT2B入力（INTC）  

PA25入出力 

（ポート） 

A25出力（BSC） DACK3出力

（DMAC） 

PINT1B入力（INTC）  

PA24入出力 

（ポート） 

A24出力（BSC） DREQ3入力

（DMAC） 

PINT0B入力（INTC）  

PA23入出力 

（ポート） 

A23出力（BSC）    

PA22入出力 

（ポート） 

A22出力（BSC）    

PA21入出力 

（ポート） 

A21出力（BSC）    

PA20入出力 

（ポート） 

A20出力（BSC）    

PA19入出力 

（ポート） 

A19出力（BSC）    

A 

PA18入出力 

（ポート） 

A18出力（BSC）    
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ポート 機能 1  

PAnMD[2:0]＝000 

（関連モジュール）

機能 2  

PAnMD[2:0]＝001 

（関連モジュール） 

機能 3  

PAnMD[2:0]＝010 

（関連モジュール）

機能 4 

PAnMD[2:0]＝011 

（関連モジュール）

機能 5  

PAnMD[2:0]＝100 

（関連モジュール） 

A PA17入出力 

（ポート） 

A17出力（BSC）    

PA16入出力 

（ポート） 

A16出力（BSC）    

PA15入出力 

（ポート） 

A15出力（BSC）    

PA14入出力 

（ポート） 

A14出力（BSC）    

PA13入出力 

（ポート） 

A13出力（BSC）    

PA12入出力 

（ポート） 

A12出力（BSC）    

PA11入出力 

（ポート） 

A11出力（BSC）    

PA10入出力 

（ポート） 

A10出力（BSC）    

PA9入出力（ポート） A9出力（BSC）    

PA8入出力（ポート） A8出力（BSC）    

PA7入出力（ポート） A7出力（BSC）    

PA6入出力（ポート） A6出力（BSC）    

PA5入出力（ポート） A5出力（BSC）    

 

PA4入出力（ポート） A4出力（BSC）    

PA3入出力（ポート） A3出力（BSC）    

PA2入出力（ポート） A2出力（BSC）    

PA1入出力（ポート） A1出力（BSC）    

 

PA0入出力（ポート） A0出力（BSC）    
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表 25.2 マルチプレクス一覧表（ポート B） 

ポート 機能 1 

PBnMD[2:0]＝000 

（関連モジュール）

機能 2 

PBnMD[2:0]＝001 

（関連モジュール） 

機能 3 

PBnMD[2:0]＝010 

（関連モジュール）

機能 4 

PBnMD[2:0]＝011 

（関連モジュール） 

機能 5 

PBnMD[2:0]＝100 

（関連モジュール） 

PB31入出力 

（ポート） 

D31入出力（BSC） PINT7A入力（INTC）   

PB30入出力 

（ポート） 

D30入出力（BSC） PINT6A入力（INTC） SCK3入出力（SCIF） TMCI0入力（TMR） 

PB29入出力 

（ポート） 

D29入出力（BSC） PINT5A入力（INTC） RxD3入力（SCIF） TMRI0入力（TMR） 

PB28入出力 

（ポート） 

D28入出力（BSC） PINT4A入力（INTC） TxD3出力（SCIF） TMO0出力（TMR） 

PB27入出力 

（ポート） 

D27入出力（BSC） PINT3A入力（INTC）   

PB26入出力 

（ポート） 

D26入出力（BSC） PINT2A入力（INTC） TIC5W入力（MTU2） SCK6入出力（SCIF） 

PB25入出力 

（ポート） 

D25入出力（BSC） PINT1A入力（INTC） TIC5V入力（MTU2） RxD6入力（SCIF） 

PB24入出力 

（ポート） 

D24入出力（BSC） PINT0A入力（INTC） TIC5U入力（MTU2） TxD6出力（SCIF） 

PB23入出力 

（ポート） 

D23入出力（BSC） IRQ7A入力（INTC） TIOC4D入出力

（MTU2） 

 

PB22入出力 

（ポート） 

D22入出力（BSC） IRQ6A入力（INTC） TIOC4C入出力

（MTU2） 

SCK2入出力（SCIF） 

PB21入出力 

（ポート） 

D21入出力（BSC） IRQ5A入力（INTC） TIOC4B入出力

（MTU2） 

RxD2入力（SCIF） 

PB20入出力 

（ポート） 

D20入出力（BSC） IRQ4A入力（INTC） TIOC4A入出力

（MTU2） 

TxD2出力（SCIF） 

PB19入出力 

（ポート） 

D19入出力（BSC） IRQ3A入力（INTC） TIOC3D入出力

（MTU2） 

 

PB18入出力 

（ポート） 

D18入出力（BSC） IRQ2A入力（INTC） TIOC3C入出力

（MTU2） 

 

PB17入出力 

（ポート） 

D17入出力（BSC） IRQ1A入力（INTC） TIOC3B入出力

（MTU2） 

 

PB16入出力 

（ポート） 

D16入出力（BSC） IRQ0A入力（INTC） TIOC3A入出力

（MTU2） 

 

PB15入出力 

（ポート） 

D15入出力（BSC）    

PB14入出力 

（ポート） 

D14入出力（BSC）    

B 

PB13入出力 

（ポート） 

D13入出力（BSC）    
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ポート 機能 1 

PBnMD[2:0]＝000 

（関連モジュール）

機能 2 

PBnMD[2:0]＝001 

（関連モジュール） 

機能 3 

PBnMD[2:0]＝010 

（関連モジュール）

機能 4 

PBnMD[2:0]＝011 

（関連モジュール） 

機能 5 

PBnMD[2:0]＝100 

（関連モジュール） 

PB12入出力 

（ポート） 

D12入出力（BSC）    

PB11入出力 

（ポート） 

D11入出力（BSC）    

PB10入出力 

（ポート） 

D10入出力（BSC）    

PB9入出力（ポート） D9入出力（BSC）    

PB8入出力（ポート） D8入出力（BSC）    

PB7入出力（ポート） D7入出力（BSC）    

PB6入出力（ポート） D6入出力（BSC）    

PB5入出力（ポート） D5入出力（BSC）    

B 

PB4入出力（ポート） D4入出力（BSC）    

PB3入出力（ポート） D3入出力（BSC）     

PB2入出力（ポート） D2入出力（BSC）    

PB1入出力（ポート） D1入出力（BSC）     

PB0入出力（ポート） D0入出力（BSC）    

 

表 25.3 マルチプレクス一覧表（ポート C） 

ポート 機能 1 

PCnMD[2:0]＝000 

（関連モジュール）

機能 2 

PCnMD[2:0]＝001 

（関連モジュール） 

機能 3 

PCnMD[2:0]＝010 

（関連モジュール）

機能 4 

PCnMD[2:0]＝011 

（関連モジュール） 

機能 5 

PCnMD[2:0]＝100 

（関連モジュール） 

PC25入力（ポート） IRQ3B入力（INTC）  SDA1入出力（IIC3）  

PC24入力（ポート） IRQ2B入力（INTC）  SCL1入出力（IIC3）  

PC23入力（ポート） IRQ1B入力（INTC）  SDA0入出力（IIC3）  

PC22入力（ポート） IRQ0B入力（INTC） DREQ2入力

（DMAC） 

SCL0入出力（IIC3）  

PC21入出力 

（ポート） 

BC3/DQM3出力

（BSC） 

TCLKC入力（MTU2） DACK2出力

（DMAC） 

 

PC20入出力 

（ポート） 

BC2/DQM2出力

（BSC） 

TCLKB入力（MTU2）   

PC19入出力 

（ポート） 

BC1/DQM1出力

（BSC） 

   

C 

PC18入出力 

（ポート） 

BC0/DQM0出力

（BSC） 
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ポート 機能 1 

PCnMD[2:0]＝000 

（関連モジュール）

機能 2 

PCnMD[2:0]＝001 

（関連モジュール） 

機能 3 

PCnMD[2:0]＝010 

（関連モジュール）

機能 4 

PCnMD[2:0]＝011 

（関連モジュール）

機能 5 

PCnMD[2:0]＝100 

（関連モジュール） 

PC17入出力 

（ポート） 

SDWE出力（BSC）    

PC16入出力 

（ポート） 

SDCAS出力（BSC）    

PC15入出力 

（ポート） 

SDRAS出力（BSC）    

PC14入出力 

（ポート） 

SDCKE出力（BSC）    

PC13入出力 

（ポート） 

WAIT入力（BSC）    

PC12入出力 

（ポート） 

WR3出力（BSC） TIOC2B入出力

（MTU2） 

DTEND2出力

（DMAC） 

 

PC11入出力 

（ポート） 

WR2出力（BSC） TIOC2A入出力

（MTU2） 

DACT2出力

（DMAC） 

 

PC10入出力 

（ポート） 

WR1出力（BSC）    

PC9入出力（ポート） WR0出力（BSC）    

PC8入出力（ポート） RD出力（BSC）    

PC7入出力（ポート） SDCS0出力（BSC）    

PC6入出力（ポート） CS6出力（BSC） SCK5入出力（SCIF） TCLKA入力（MTU2）  

PC5入出力（ポート） CS5出力（BSC） RxD5入力（SCIF） TIOC1B入出力

（MTU2） 

 

PC4入出力（ポート） CS4出力（BSC） TxD5出力（SCIF） TIOC1A入出力

（MTU2） 

 

PC3入出力（ポート） CS3出力（BSC） UBCTRG出力

（UBC） 

  

PC2入出力（ポート） CS2出力（BSC） SDCS1出力（BSC） ADTRG入力（A/D）  

PC1入出力（ポート） CS1出力（BSC）    

C 

PC0入出力（ポート） CS0出力（BSC）    

 
 



 

25. ピンファンクションコントローラ（PFC） 

25-6  R01UH0025JJ0300  Rev.3.00 

  2010.09.15 

SH7261グループ

表 25.4 マルチプレクス一覧表（ポート D） 

ポート 機能 1 

PDnMD[2:0]＝000 

（関連モジュール）

機能 2 

PDnMD[2:0]＝001 

（関連モジュール） 

機能 3 

PDnMD[2:0]＝010 

（関連モジュール）

機能 4 

PDnMD[2:0]＝011 

（関連モジュール） 

機能 5 

PDnMD[2:0]＝100 

（関連モジュール） 

PD16入力（ポート） SCL2入出力（IIC3）    

PD15入力（ポート） SDA2入出力（IIC3）    

PD14入出力 

（ポート） 

IERxD入力（IEB） DACK1出力

（DMAC） 

  

PD13入出力 

（ポート） 

IETxD出力（IEB） DREQ1入力

（DMAC） 

  

PD12入出力 

（ポート） 

SCK1入出力（SCIF） TMCI1入力（TMR）   

PD11入出力 

（ポート） 

RxD1入力（SCIF） TMRI1入力（TMR）   

PD10入出力 

（ポート） 

TxD1出力（SCIF） TMO1出力（TMR） TIOC0D入出力

（MTU2） 

 

PD9入出力（ポート） SCK0入出力（SCIF）  TIOC0C入出力

（MTU2） 

 

PD8入出力（ポート） RxD0入力（SCIF） DTEND1出力

（DMAC） 

TIOC0B入出力

（MTU2） 

 

PD7入出力（ポート） TxD0出力（SCIF） DACT1出力

（DMAC） 

TIOC0A入出力

（MTU2） 

 

PD6入出力（ポート） SSIWS1入出力

（SSI） 

SCK4入出力（SCIF）   

PD5入出力（ポート） SSISCK1入出力

（SSI） 

RxD4入力（SCIF）   

PD4入出力（ポート） SSIDATA1入出力

（SSI） 

TxD4出力（SCIF）   

PD3入出力（ポート） SSIWS0入出力

（SSI） 

   

PD2入出力（ポート） SSISCK0入出力

（SSI） 
 

  

PD1入出力（ポート） SSIDATA0入出力

（SSI） 

   

D 

PD0入出力（ポート） AUDIO_CLK入力

（SSI） 
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表 25.5 マルチプレクス一覧表（ポート E）  

ポート 機能 1 

PEnMD[2:0]＝000 

（関連モジュール）

機能 2 

PEnMD[2:0]＝001 

（関連モジュール） 

機能 3 

PEnMD[2:0]＝010 

（関連モジュール）

機能 4 

PEnMD[2:0]＝011 

（関連モジュール） 

機能 5 

PEnMD[2:0]＝100 

（関連モジュール） 

PE7入力（ポート） IRQ7B入力（INTC）    

PE6入力（ポート） IRQ6B入力（INTC）    

PE5入力（ポート） IRQ5B入力（INTC）    

PE4入力（ポート） IRQ4B入力（INTC）    

PE3入力（ポート） PINT7B入力（INTC）    

PE2入力（ポート） PINT6B入力（INTC）    

PE1入力（ポート） PINT5B入力（INTC）    

E 

PE0入力（ポート） PINT4B入力（INTC）    

 

表 25.6 マルチプレクス一覧表（ポート F） 

ポート 機能 1 

PFnMD[2:0]＝000 

（関連モジュール）

機能 2 

PFnMD[2:0]＝001 

（関連モジュール） 

機能 3 

PFnMD[2:0]＝010 

（関連モジュール）

機能 4 

PFnMD[2:0]＝011 

（関連モジュール） 

機能 5 

PFnMD[2:0]＝100 

（関連モジュール） 

PF7入出力（ポート） AUDATA3入出力

（AUD-II） 
 

  

PF6入出力（ポート） AUDATA2入出力

（AUD-II） 
 

  

PF5入出力（ポート） AUDATA1入出力

（AUD-II） 

   

PF4入出力（ポート） AUDATA0入出力

（AUD-II） 

   

PF3入出力（ポート） AUDSYNC入力

（AUD-II） 

   

PF2入出力（ポート） AUDCK入力

（AUD-II） 

SCK7入出力（SCIF） TCLKD入力（MTU2）  

PF1入出力（ポート） AUDMD入力

（AUD-II） 

RxD7入力（SCIF）   

F 

PF0入出力（ポート） AUDRST入力

（AUD-II） 

TxD7出力（SCIF）   
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25.1 レジスタの説明 

PFCには以下のレジスタがあります。 
 

表 25.7 レジスタ構成 

レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス アクセス 

サイズ 

ポート A・IOレジスタ H PAIORH R/W H'0000 H'FFFE3880 8、16、32 

ポート A・IOレジスタ L PAIORL R/W H'0000 H'FFFE3882 8、16 

ポート Aコントロールレジスタ 8 PACR8 R/W H'0000 H'FFFE3884 8、16、32 

ポート Aコントロールレジスタ 7 PACR7 R/W H'0000 H'FFFE3886 8、16 

ポート Aコントロールレジスタ 6 PACR6 R/W H'1111 H'FFFE3888 8、16、32 

ポート Aコントロールレジスタ 5 PACR5 R/W H'1111 H'FFFE388A 8、16 

ポート Aコントロールレジスタ 4 PACR4 R/W H'1111 H'FFFE388C 8、16、32 

ポート Aコントロールレジスタ 3 PACR3 R/W H'1111 H'FFFE388E 8、16 

ポート Aコントロールレジスタ 2 PACR2 R/W H'1111 H'FFFE3890 8、16、32 

ポート Aコントロールレジスタ 1 PACR1 R/W H'1111 H'FFFE3892 8、16 

ポート B・IOレジスタ H PBIORH R/W H'0000 H'FFFE3898 8、16、32 

ポート B・IOレジスタ L PBIORL R/W H'0000 H'FFFE389A 8、16 

ポート Bコントロールレジスタ 8 PBCR8 R/W H'0000/ 

H'1111 

H'FFFE389C 8、16、32 

ポート Bコントロールレジスタ 7 PBCR7 R/W H'0000/ 

H'1111 

H'FFFE389E 8、16 

ポート Bコントロールレジスタ 6 PBCR6 R/W H'0000/ 

H’1111 

H'FFFE38A0 8、16、32 

ポート Bコントロールレジスタ 5 PBCR5 R/W H'0000/ 

H'1111 

H'FFFE38A2 8、16 

ポート Bコントロールレジスタ 4 PBCR4 R/W H'0000/ 

H'1111 

H'FFFE38A4 8、16、32 

ポート Bコントロールレジスタ 3 PBCR3 R/W H'0000/ 

H'1111 

H'FFFE38A6 8、16 

ポート Bコントロールレジスタ 2 PBCR2 R/W H'1111 H'FFFE38A8 8、16、32 

ポート Bコントロールレジスタ 1 PBCR1 R/W H'1111 H'FFFE38AA 8、16 

ポート C・IOレジスタ H PCIORH R/W H'0000 H'FFFE38B0 8、16、32 

ポート C・IOレジスタ L PCIORL R/W H'0000 H'FFFE38B2 8、16 

ポート Cコントロールレジスタ 7 PCCR7 R/W H'0000 H'FFFE38B6 8、16 

ポート Cコントロールレジスタ 6 PCCR6 R/W H'0000 H'FFFE38B8 8、16、32 

ポート Cコントロールレジスタ 5 PCCR5 R/W H'0000 H'FFFE38BA 8、16 
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レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス アクセス 

サイズ 

ポート Cコントロールレジスタ 4 PCCR4 R/W H'0000/ 

H'0001 

H'FFFE38BC 8、16、32 

ポート Cコントロールレジスタ 3 PCCR3 R/W H'0011/ 

H'0111/ 

H'1111 

H'FFFE38BE 8、16 

ポート Cコントロールレジスタ 2 PCCR2 R/W H'0000 H'FFFE38C0 8、16、32 

ポート Cコントロールレジスタ 1 PCCR1 R/W H'0001 H'FFFE38C2 8、16 

ポート D・IOレジスタ PDIOR R/W H'0000 H'FFFE38CA 8、16 

ポート Dコントロールレジスタ 5 PDCR5 R/W H'0000 H'FFFE38D2 8、16 

ポート Dコントロールレジスタ 4 PDCR4 R/W H'0000 H'FFFE38D4 8、16、32 

ポート Dコントロールレジスタ 3 PDCR3 R/W H'0000 H'FFFE38D6 8、16 

ポート Dコントロールレジスタ 2 PDCR2 R/W H'0000 H'FFFE38D8 8、16、32 

ポート Dコントロールレジスタ 1 PDCR1 R/W H'0000 H'FFFE38DA 8、16 

ポート Eコントロールレジスタ 2 PECR2 R/W H'0000 H'FFFE38F0 8、16、32 

ポート Eコントロールレジスタ 1 PECR1 R/W H'0000 H'FFFE38F2 8、16 

ポート F・IOレジスタ PFIOR R/W H'0000 H'FFFE38FA 8、16 

ポート Fコントロールレジスタ 2 PFCR2 R/W H'0000 H'FFFE3908 8、16、32 

ポート Fコントロールレジスタ 1 PFCR1 R/W H'0000 H'FFFE390A 8、16 

 

25.1.1 ポート A・IOレジスタ H、L（PAIORH、PAIORL） 

PAIORH、PAIORLは、それぞれ読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Aにある端子の入

出力方向を選びます。PA31IOR～PA0IORビットが、それぞれ、PA31～PA0端子に対応しています。PAIORHお

よび PAIORLは、PACRレジスタの設定によりポート Aの端子機能が汎用入出力（PA31～PA0）の場合に有効で、

その他の機能の場合は無効です。PAIORHおよび PAIORLのビットを 1にすると、対応する端子は出力になり、0

にすると入力になります。 

PAIORH、PAIORLは、パワーオンリセット、ディープスタンバイモードで H'0000に初期化されます。マニュ

アルリセット、スリープモード、ソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 

（1） ポート A・IOレジスタ H（PAIORH） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PA31 
IOR

PA30 
IOR

PA29 
IOR

PA28 
IOR

PA27 
IOR

PA26 
IOR

PA25 
IOR

PA24 
IOR

PA23 
IOR

PA22 
IOR

PA21 
IOR

PA20 
IOR

PA19 
IOR

PA18 
IOR

PA17 
IOR

PA16 
IOR
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（2） ポート A・IOレジスタ L（PAIORL） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PA15 
IOR

PA14 
IOR

PA13 
IOR

PA12 
IOR

PA11 
IOR

PA10 
IOR

PA9 
IOR

PA8 
IOR

PA7 
IOR

PA6 
IOR

PA5 
IOR

PA4 
IOR

PA3 
IOR

PA2 
IOR

PA1 
IOR

PA0 
IOR

 
 

25.1.2 ポート Aコントロールレジスタ 1～8（PACR1～PACR8） 

PACR1～PACR8は、それぞれ 16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、ポート Aにあるマルチプレ

クス端子の機能を選びます。PINT3B～PINT0Bを選択した場合、同一割り込みの A入力は設定しないでください。 

PACR8、PACR7は、パワーオンリセット、ディープスタンバイモードで H'0000に初期化され、PACR1～PACR6

はパワーオンリセット、ディープスタンバイモードで H'1111に初期化されます。マニュアルリセット、スリープ

モード、ソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 

（1） ポート Aコントロールレジスタ 8（PACR8） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W R/W R R R/W R/W R R R/W R/W R R R/W R/W

- - PA31MD[1:0] PA30MD[1:0] PA29MD[1:0] PA28MD[1:0]- - - - - -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13、12 PA31MD[1:0] 00 R/W PA31モード 

PA31/CRx1/DTEND0端子の機能を制御します。 

00：PA31入出力（ポート） 

01：CRx1入力（RCAN-ET） 

10：DTEND0出力（DMAC） 

11；設定禁止 

11、10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9、8 PA30MD[1:0] 00 R/W PA30モード 

PA30/CTx1/DACT0端子の機能を制御します。 

00：PA30入出力（ポート） 

01：CTx1出力（RCAN-ET） 

10：DACT0出力（DMAC） 

11：設定禁止 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5、4 PA29MD[1:0] 00 R/W PA29モード 

PA29/CRx0/DACK0端子の機能を制御します。 

00：PA29入出力（ポート） 

01：CRx0入力（RCAN-ET） 

10：DACK0出力（DMAC） 

11：設定禁止 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1、0 PA28MD[1:0] 00 R/W PA28モード 

PA28/CTx0/DREQ0端子の機能を制御します。 

00：PA28入出力（ポート） 

01：CTx0出力（RCAN-ET） 

10：DREQ0入力（DMAC） 

11：設定禁止 

 

（2） ポート Aコントロールレジスタ 7（PACR7） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R R R/W R/W

- PA27MD[2:0] PA26MD[2:0] PA25MD[2:0] PA24MD[2:0]- - - -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

14～12 PA27MD[2:0] 000 R/W PA27モード 

PA27/A27/DTEND3/PINT3B端子の機能を制御します。 

000：PA27入出力（ポート） 

001：A27出力（BSC） 

010：DTEND3出力（DMAC） 

011：PINT3B入力（INTC） 

100：設定禁止 

101：設定禁止 

110：設定禁止 

111：設定禁止 

11 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10～8 PA26MD[2:0] 000 R/W PA26モード 

PA26/A26/DACT3/PINT2B端子の機能を制御します。 

000：PA26入出力（ポート） 

001：A26出力（BSC） 

010：DACT3出力（DMAC） 

011：PINT2B入力（INTC） 

100：設定禁止 

101：設定禁止 

110：設定禁止 

111：設定禁止 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6～4 PA25MD[2:0] 000 R/W PA25モード 

PA25/A25/DACK3/PINT1B端子の機能を制御します。 

000：PA25入出力（ポート） 

001：A25出力（BSC） 

010：DACK3出力（DMAC） 

011：PINT1B入力（INTC） 

100：設定禁止 

101：設定禁止 

110：設定禁止 

111：設定禁止 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1、0 PA24MD[1:0] 00 R/W PA24モード 

PA24/A24/DREQ3/PINT0B端子の機能を制御します。 

00：PA24入出力（ポート） 

01：A24出力（BSC） 

10：DREQ3入力（DMAC） 

11：PINT0B入力（INTC） 
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（3） ポート Aコントロールレジスタ 6（PACR6） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1
R R R R/W R R R R/W R R R R/W R R R R/W

- - - PA23 
MD0 - - - PA22 

MD0 - - - PA21 
MD0 - - - PA20 

MD0

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12 PA23MD0 1 R/W PA23モード 

PA23/A23端子の機能を制御します。 

0：PA23入出力（ポート） 

1：A23出力（BSC） 

11～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 PA22MD0 1 R/W PA22モード 

PA22/A22端子の機能を制御します。 

0：PA22入出力（ポート） 

1：A22出力（BSC） 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 PA21MD0 1 R/W PA21モード 

PA21/A21端子の機能を制御します。 

0：PA21入出力（ポート） 

1：A21出力（BSC） 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 PA20MD0 1 R/W PA20モード 

PA20/A20端子の機能を制御します。 

0：PA20入出力（ポート） 

1：A20出力（BSC） 
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（4） ポート Aコントロールレジスタ 5（PACR5） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1
R R R R/W R R R R/W R R R R/W R R R R/W

- - - PA19 
MD0 - - - PA18 

MD0 - - - PA17 
MD0 - - - PA16 

MD0

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12 PA19MD0 1 R/W PA19モード 

PA19/A19端子の機能を制御します。 

0：PA19入出力（ポート） 

1：A19出力（BSC） 

11～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 PA18MD0 1 R/W PA18モード 

PA18/A18端子の機能を制御します。 

0：PA18入出力（ポート） 

1：A18出力（BSC） 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 PA17MD0 1 R/W PA17モード 

PA17/A17端子の機能を制御します。 

0：PA17入出力（ポート） 

1：A17出力（BSC） 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 PA16MD0 1 R/W PA16モード 

PA16/A16端子の機能を制御します。 

0：PA16入出力（ポート） 

1：A16出力（BSC） 
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（5） ポート Aコントロールレジスタ 4（PACR4） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1
R R R R/W R R R R/W R R R R/W R R R R/W

- - - PA15 
MD0 - - - PA14 

MD0 - - - PA13 
MD0 - - - PA12 

MD0

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12 PA15MD0 1 R/W PA15モード 

PA15/A15端子の機能を制御します。 

0：PA15入出力（ポート） 

1：A15出力（BSC） 

11～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 PA14MD0 1 R/W PA14モード 

PA14/A14端子の機能を制御します。 

0：PA14入出力（ポート） 

1：A14出力（BSC） 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 PA13MD0 1 R/W PA13モード 

PA13/A13端子の機能を制御します。 

0：PA13入出力（ポート） 

1：A13出力（BSC） 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 PA12MD0 1 R/W PA12モード 

PA12/A12端子の機能を制御します。 

0：PA12入出力（ポート） 

1：A12出力（BSC） 
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（6） ポート Aコントロールレジスタ 3（PACR3） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1
R R R R/W R R R R/W R R R R/W R R R R/W

- - - PA11 
MD0 - - - PA10 

MD0 - - - PA9 
MD0 - - - PA8 

MD0

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12 PA11MD0 1 R/W PA11モード 

PA11/A11端子の機能を制御します。 

0：PA11入出力（ポート） 

1：A11出力（BSC） 

11～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 PA10MD0 1 R/W PA10モード 

PA10/A10端子の機能を制御します。 

0：PA10入出力（ポート） 

1：A10出力（BSC） 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 PA9MD0 1 R/W PA9モード 

PA9/A9端子の機能を制御します。 

0：PA9入出力（ポート） 

1：A9出力（BSC） 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 PA8MD0 1 R/W PA8モード 

PA8/A8端子の機能を制御します。 

0：PA8入出力（ポート） 

1：A8出力（BSC） 
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（7） ポート Aコントロールレジスタ 2（PACR2） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1
R R R R/W R R R R/W R R R R/W R R R R/W

- - - PA7 
MD0 - - - PA6 

MD0 - - - PA5 
MD0 - - - PA4 

MD0

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12 PA7MD0 1 R/W PA7モード 

PA7/A7端子の機能を制御します。 

0：PA7入出力（ポート） 

1：A7出力（BSC） 

11～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 PA6MD0 1 R/W PA6モード 

PA6/A6端子の機能を制御します。 

0：PA6入出力（ポート） 

1：A6出力（BSC） 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 PA5MD0 1 R/W PA5モード 

PA5/A5端子の機能を制御します。 

0：PA5入出力（ポート） 

1：A5出力（BSC） 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 PA4MD0 1 R/W PA4モード 

PA4/A4端子の機能を制御します。 

0：PA4入出力（ポート） 

1：A4出力（BSC） 
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（8） ポート Aコントロールレジスタ 1（PACR1） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1
R R R R/W R R R R/W R R R R/W R R R R/W

- - - PA3 
MD0 - - - PA2 

MD0 - - - PA1 
MD0 - - - PA0 

MD0

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12 PA3MD0 1 R/W PA3モード 

PA3/A3端子の機能を制御します。 

0：PA3入出力（ポート） 

1：A3出力（BSC） 

11～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 PA2MD0 1 R/W PA2モード 

PA2/A2端子の機能を制御します。 

0：PA2入出力（ポート） 

1：A2出力（BSC） 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 PA1MD0 1 R/W PA1モード 

PA1/A1端子の機能を制御します。 

0：PA1入出力（ポート） 

1：A1出力（BSC） 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 PA0MD0 1 R/W PA0モード 

PA0/A0端子の機能を制御します。 

0：PA0入出力（ポート） 

1：A0出力（BSC） 
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25.1.3 ポート B・IOレジスタ H、L（PBIORH、PBIORL） 

PBIORH、PBIORLは、それぞれ読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Bにある端子の入

出力方向を選びます。PB31IOR～PB0IORビットが、それぞれ、PB31～PB0端子に対応しています。PBIORHおよ

び PBIORLは、PBCRレジスタの設定によりポート Bの端子機能が汎用入出力（PB31～PB0）およびMTU2の TIOC

入出力の場合に有効で、その他の機能の場合は無効です。PBIORHおよび PBIORLのビットを 1にすると、対応

する端子は出力になり、0にすると入力になります。 

PBIORH、PBIORLは、パワーオンリセット、ディープスタンバイモードで H'0000に初期化されます。マニュ

アルリセット、スリープモード、ソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 

（1） ポート B・IOレジスタ H（PBIORH） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PB31 
IOR

PB30 
IOR

PB29 
IOR

PB28 
IOR

PB27 
IOR

PB26 
IOR

PB25 
IOR

PB24 
IOR

PB23 
IOR

PB22 
IOR

PB21 
IOR

PB20 
IOR

PB19 
IOR

PB18 
IOR

PB17 
IOR

PB16 
IOR

 
 

（2） ポート B・IOレジスタ L（PBIORL） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PB15 
IOR

PB14 
IOR

PB13 
IOR

PB12 
IOR

PB11 
IOR

PB10 
IOR

PB9 
IOR

PB8 
IOR

PB7 
IOR

PB6 
IOR

PB5 
IOR

PB4 
IOR

PB3 
IOR

PB2 
IOR

PB1 
IOR

PB0 
IOR

 
 

25.1.4 ポート Bコントロールレジスタ 1～8（PBCR1～PBCR8） 

PBCR1～PBCR8は、それぞれ 16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、ポート Bにあるマルチプレ

クス端子の機能を選びます。IRQ7A～IRQ0A、PINT7A～PINT0Aを選択した場合、同一割り込みの B入力は設定

しないでください。 

PBCR1～PBCR2は、パワーオンリセット、ディープスタンバイモードで H'1111に初期化され、PBCR3～PBCR8

はパワーオンリセット、ディープスタンバイモードで表 25.8に示した値に初期化されます。マニュアルリセット、

スリープモード、ソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
 

表 25.8 ポート Bコントロールレジスタ初期値 

初期値 レジスタ名 

エリア 0：32ビットモード エリア 0：16ビットモード エリア 0：8ビットモード 

PBCR5～PBCR8 H'1111 H'0000 H'0000 

PBCR3、PBCR4 H'1111 H'1111 H'0000 
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（1） ポート Bコントロールレジスタ 8（PBCR8） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0/1* 0 0 0 0/1* 0 0 0 0/1* 0 0 0 0/1*
R R R/W R/W R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W

- - PB31MD[1:0] PB30MD[2:0] PB29MD[2:0] PB28MD[2:0]- - -

【注】 LSIの動作モードにより初期値が異なります。*  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13、12 PB31MD[1:0] 00/01* R/W PB31モード 

PB31/D31/PINT7A端子の機能を制御します。 

00：PB31入出力（ポート） 

01：D31入出力（BSC） 

10：PINT7A入力（INTC） 

11：設定禁止 

11 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10～8 PB30MD[2:0] 000/001* R/W PB30モード 

PB30/D30/PINT6A/SCK3/TMCI0端子の機能を制御します。 

000：PB30入出力（ポート） 

001：D30入出力（BSC） 

010：PINT6A入力（INTC） 

011：SCK3入出力（SCIF） 

100：TMCI0入力（TMR） 

101：設定禁止 

110：設定禁止 

111：設定禁止 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6～4 PB29MD[2:0] 000/001* R/W PB29モード 

PB29/D29/PINT5A/RxD3/TMRI0端子の機能を制御します。 

000：PB29入出力（ポート） 

001：D29入出力（BSC） 

010：PINT5A入力（INTC） 

011：RxD3入力（SCIF） 

100：TMRI0入力（TMR） 

101：設定禁止 

110：設定禁止 

111：設定禁止 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2～0 PB28MD[2:0] 000/001* R/W PB28モード 

PB28/D28/PINT4A/TxD3/TMO0端子の機能を制御します。 

000：PB28入出力（ポート） 

001：D28入出力（BSC） 

010：PINT4A入力（INTC） 

011：TxD3出力（SCIF） 

100：TMO0出力（TMR） 

101：設定禁止 

110：設定禁止 

111：設定禁止 

【注】 * LSIの動作モードにより初期値が異なります。 
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（2） ポート Bコントロールレジスタ 7（PBCR7） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0/1* 0 0 0 0/1* 0 0 0 0/1* 0 0 0 0/1*
R R R/W R/W R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W

- - PB27MD[1:0] PB26MD[2:0] PB25MD[2:0] PB24MD[2:0]- - -

【注】 LSIの動作モードにより初期値が異なります。*  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13、12 PB27MD[1:0] 00/01* R/W PB27モード 

PB27/D27/PINT3A端子の機能を制御します。 

00：PB27入出力（ポート） 

01：D27入出力（BSC） 

10：PINT3A入力（INTC） 

11：設定禁止 

11 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10～8 PB26MD[2:0] 000/001* R/W PB26モード 

PB26/D26/PINT2A/TIC5W/SCK6端子の機能を制御します。 

000：PB26入出力（ポート） 

001：D26入出力（BSC） 

010：PINT2A入力（INTC） 

011：TIC5W入力（MTU2） 

100：SCK6入出力（SCIF） 

101：設定禁止  

110：設定禁止 

111：設定禁止 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6～4 PB25MD[2:0] 000/001* R/W PB25モード 

PB25/D25/PINT1A/TIC5V/RxD6端子の機能を制御します。 

000：PB25入出力（ポート） 

001：D25入出力（BSC） 

010：PINT1A入力（INTC） 

011：TIC5V入力（MTU2） 

100：RxD6入力（SCIF） 

101：設定禁止 

110：設定禁止 

111：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2～0 PB24MD[2:0] 000/001* R/W PB24モード 

PB24/D24/PINT0A/TIC5U/TxD6端子の機能を制御します。 

000：PB24入出力（ポート） 

001：D24入出力（BSC） 

010：PINT0A入力（INTC） 

011：TIC5U入力（MTU2） 

100：TxD6出力（SCIF） 

101：設定禁止 

110：設定禁止 

111：設定禁止 

【注】 * LSIの動作モードにより初期値が異なります。 

 

（3） ポート Bコントロールレジスタ 6（PBCR6） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0/1* 0 0 0 0/1* 0 0 0 0/1* 0 0 0 0/1*
R R R/W R/W R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W

- - PB23MD[1:0] PB22MD[2:0] PB21MD[2:0] PB20MD[2:0]- - -

【注】 LSIの動作モードにより初期値が異なります。*  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13、12 PB23MD[1:0] 00/01* R/W PB23モード 

PB23/D23/IRQ7A/TIOC4D端子の機能を制御します。 

00：PB23入出力（ポート） 

01：D23入出力（BSC） 

10：IRQ7A入力（INTC） 

11：TIOC4D入出力（MTU2） 

11 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10～8 PB22MD[2:0] 000/001* R/W PB22モード 

PB22/D22/IRQ6A/TIOC4C/SCK2端子の機能を制御します。 

000：PB22入出力（ポート） 

001：D22入出力（BSC） 

010：IRQ6A入力（INTC） 

011：TIOC4C入出力（MTU2） 

100：SCK2入出力（SCIF） 

101：設定禁止 

110：設定禁止 

111：設定禁止 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6～4 PB21MD[2:0] 000/001* R/W PB21モード 

PB21/D21/IRQ5A/TIOC4B/RxD2端子の機能を制御します。 

000：PB21入出力（ポート） 

001：D21入出力（BSC） 

010：IRQ5A入力（INTC） 

011：TIOC4B入出力（MTU2） 

100：RxD2入力（SCIF） 

101：設定禁止 

110：設定禁止 

111：設定禁止 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2～0 PB20MD[2:0] 000/001* R/W PB20モード 

PB20/D20/IRQ4A/TIOC4A/TxD2端子の機能を制御します。 

000：PB20入出力（ポート） 

001：D20入出力（BSC） 

010：IRQ4A入力（INTC） 

011：TIOC4A入出力（MTU2） 

100：TxD2出力（SCIF） 

101：設定禁止 

110：設定禁止 

111：設定禁止 

【注】 * LSIの動作モードにより初期値が異なります。 
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（4） ポート Bコントロールレジスタ 5（PBCR5） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0/1* 0 0 0 0/1* 0 0 0 0/1* 0 0 0 0/1*
R R R/W R/W R R R/W R/W R R R/W R/W R R R/W R/W

- - PB19MD[1:0] PB18MD[2:0] PB17MD[2:0] PB16MD[2:0]- - - -- -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13、12 PB19MD[1:0] 00/01* R/W PB19モード 

PB19/D19/IRQ3A/TIOC3D端子の機能を制御します。 

00：PB19入出力（ポート） 

01：D19入出力（BSC） 

10：IRQ3A入力（INTC） 

11：TIOC3D入出力（MTU2） 

11、10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9、8 PB18MD[1:0] 00/01* R/W PB18モード 

PB18/D18/IRQ2A/TIOC3C端子の機能を制御します。 

00：PB18入出力（ポート） 

01：D18入出力（BSC） 

10：IRQ2A入力（INTC） 

11：TIOC3C入出力（MTU2） 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5、4 PB17MD[1:0] 00/01* R/W PB17モード 

PB17/D17/IRQ1A/TIOC3B端子の機能を制御します。 

00：PB17入出力（ポート） 

01：D17入出力（BSC） 

10：IRQ1A入力（INTC） 

11：TIOC3B入出力（MTU2） 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1、0 PB16MD[1:0] 00/01* R/W PB16モード 

PB16/D16/IRQ0A/TIOC3A端子の機能を制御します。 

00：PB16入出力（ポート） 

01：D16入出力（BSC） 

10：IRQ0A入力（INTC） 

11：TIOC3A入出力（MTU2） 

【注】 * LSIの動作モードにより初期値が異なります。 
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（5） ポート Bコントロールレジスタ 4（PBCR4） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0/1* 0 0 0 0/1* 0 0 0 0/1* 0 0 0 0/1*
R R R R/W R R R R/W R R R R/W R R R R/W

- - - PB15 
MD0 - - - PB14 

MD0 - - - PB13 
MD0 - - - PB12 

MD0

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12 PB15MD0 0/1* R/W PB15モード 

PB15/D15端子の機能を制御します。 

0：PB15入出力（ポート） 

1：D15入出力（BSC） 

11～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 PB14MD0 0/1* R/W PB14モード 

PB14/D14端子の機能を制御します。 

0：PB14入出力（ポート） 

1：D14入出力（BSC） 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 PB13MD0 0/1* R/W PB13モード 

PB13/D13端子の機能を制御します。 

0：PB13入出力（ポート） 

1：D13入出力（BSC） 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 PB12MD0 0/1* R/W PB12モード 

PB12/D12端子の機能を制御します。 

0：PB12入出力（ポート） 

1：D12入出力（BSC） 

【注】 * LSIの動作モードにより初期値が異なります。 
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（6） ポート Bコントロールレジスタ 3（PBCR3） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0/1* 0 0 0 0/1* 0 0 0 0/1* 0 0 0 0/1*
R R R R/W R R R R/W R R R R/W R R R R/W

- - - PB11 
MD0 - - - PB10 

MD0 - - - PB9 
MD0 - - - PB8 

MD0

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12 PB11MD0 0/1* R/W PB11モード 

PB11/D11端子の機能を制御します。 

0：PB11入出力（ポート） 

1：D11入出力（BSC） 

11～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 PB10MD0 0/1* R/W PB10モード 

PB10/D10端子の機能を制御します。 

0：PB10入出力（ポート） 

1：D10入出力（BSC） 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 PB9MD0 0/1* R/W PB9モード 

PB9/D9端子の機能を制御します。 

0：PB9入出力（ポート） 

1：D9入出力（BSC） 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 PB8MD0 0/1* R/W PB8モード 

PB8/D8端子の機能を制御します。 

0：PB8入出力（ポート） 

1：D8入出力（BSC） 

【注】 * LSIの動作モードにより初期値が異なります。 
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（7） ポート Bコントロールレジスタ 2（PBCR2） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1
R R R R/W R R R R/W R R R R/W R R R R/W

- - - PB7 
MD0 - - - PB6 

MD0 - - - PB5 
MD0 - - - PB4 

MD0

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12 PB7MD0 1 R/W PB7モード 

PB7/D7端子の機能を制御します。 

0：PB7入出力（ポート） 

1：D7入出力（BSC） 

11～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 PB6MD0 1 R/W PB6モード 

PB6/D6端子の機能を制御します。 

0：PB6入出力（ポート） 

1：D6入出力（BSC） 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 PB5MD0 1 R/W PB5モード 

PB5/D5端子の機能を制御します。 

0：PB5入出力（ポート） 

1：D5入出力（BSC） 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 PB4MD0 1 R/W PB4モード 

PB4/D4端子の機能を制御します。 

0：PB4入出力（ポート） 

1：D4入出力（BSC） 
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（8） ポート Bコントロールレジスタ 1（PBCR1） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1
R R R R/W R R R R/W R R R R/W R R R R/W

- - - PB3 
MD0 - - - PB2 

MD0 - - - PB1
MD0 - - - PB0 

MD0

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12 PB3MD0 1 R/W PB3モード 

PB3/D3端子の機能を制御します。 

0：PB3入出力（ポート） 

1：D3入出力（BSC） 

11～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 PB2MD0 1 R/W PB2モード 

PB2/D2端子の機能を制御します。 

0：PB2入出力（ポート） 

1：D2入出力（BSC） 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 PB1MD0 1 R/W PB1モード 

PB1/D1端子の機能を制御します。 

0：PB1入出力（ポート） 

1：D1入出力（BSC） 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 PB0MD0 1 R/W PB0モード 

PB0/D0端子の機能を制御します。 

0：PB0入出力（ポート） 

1：D0入出力（BSC） 
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25.1.5 ポート C・IOレジスタ H、L（PCIORH、PCIORL） 

PCIORH、PCIORLは、それぞれ読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Cにある端子の入

出力方向を選びます。PC21IOR～PC0IORビットが、それぞれ、PC21～PC0端子に対応しています。PCIORHおよ

び PCIORLは、PCCRレジスタの設定によりポート Cの端子機能が汎用入出力（PC21～PC0）およびMTU2の TIOC

入出力の場合に有効で、その他の機能の場合は無効です。PCIORH、PCIORLのビットを 1にすると、対応する端

子は出力になり、0にすると入力になります。 

PCIORHのビット 15～6はリザーブビットです。読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0に

してください。 

PCIORH、PCIORLは、パワーオンリセット、ディープスタンバイモードで H'0000に初期化されます。マニュ

アルリセット、スリープモード、ソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
 

（1） ポート C・IOレジスタ H（PCIORH） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - - - - - - - - - PC21 
IOR

PC20 
IOR

PC19 
IOR

PC18 
IOR

PC17 
IOR

PC16 
IOR

 
 

（2） ポート C・IOレジスタ L（PCIORL） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PC15 
IOR

PC14 
IOR

PC13 
IOR

PC12 
IOR

PC11 
IOR

PC10 
IOR

PC9 
IOR

PC8 
IOR

PC7 
IOR

PC6 
IOR

PC5 
IOR

PC4 
IOR

PC3 
IOR

PC2 
IOR

PC1 
IOR

PC0 
IOR

 
 

25.1.6 ポート Cコントロールレジスタ 1～7（PCCR1～PCCR7） 

PCCR1～PCCR7は、それぞれ 16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、ポート Cにあるマルチプレ

クス端子の機能を選びます。IRQ3B～IRQ0Bを選択した場合、同一割り込みの A入力は設定しないでください。 

パワーオンリセット、ディープスタンバイモードで PCCR2、PCCR5、PCCR6、PCCR7は H'0000に、PCCR1は

H'0001に PCCR3、PCCR4は表 25.9で示した値に初期化されます。マニュアルリセット、スリープモード、ソフ

トウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
 

表 25.9 ポート Cコントロールレジスタ初期値 

初期値 レジスタ名 

エリア 0：32ビットモード エリア 0：16ビットモード エリア 0：8ビットモード 

PCCR4 H'0001 H'0000 H'0000 

PCCR3 H'1111 H'0111 H'0011 
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（1） ポート Cコントロールレジスタ 7（PCCR7） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R/W R/W R R R/W R/W

- - - - - - - - - - PC25MD1[1:0] - - PC24MD1[1:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5、4 PC25MD[1:0] 00 R/W PC25モード 

PC25/IRQ3B/SDA1端子の機能を制御します。 

00：PC25入力（ポート） 

01：IRQ3B入力（INTC） 

10：設定禁止 

11：SDA1入出力（IIC3） 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1、0 PC24MD[1:0] 00 R/W PC24モード 

PC24/IRQ2B/SCL1端子の機能を制御します。 

00：PC24入力（ポート） 

01：IRQ2B入力（INTC） 

10：設定禁止 

11：SCL1入出力（IIC3） 
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（2） ポート Cコントロールレジスタ 6（PCCR6） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W R/W R R R/W R/W R R R/W R/W R R R/W R/W

- - PC23MD[1:0] PC22MD[1:0] PC21MD[1:0]- -- - - PC20MD[1:0]-

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13、12 PC23MD[1:0] 00 R/W PC23モード 

PC23/IRQ1B/SDA0端子の機能を制御します。 

00：PC23入力（ポート） 

01：IRQ1B入力（INTC） 

10：設定禁止 

11：SDA0入出力（IIC3） 

11、10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9、8 PC22MD[1:0] 00 R/W PC22モード 

PC22/IRQ0B/DREQ2/SCL0端子の機能を制御します。 

00：PC22入力（ポート） 

01：IRQ0B入力（INTC） 

10：DREQ2入力（DMAC） 

11：SCL0入出力（IIC3） 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5、4 PC21MD[1:0] 00 R/W PC21モード 

PC21/BC3/DQM3/TCLKC/DACK2端子の機能を制御します。 

00：PC21入出力（ポート） 

01：BC3/DQM3出力（BSC）  

10：TCLKC入力（MTU2） 

11：DACK2出力（DMAC） 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1、0 PC20MD[1:0] 00 R/W PC20モード 

PC20/BC2/DQM2/TCLKB端子の機能を制御します。 

00：PC20入出力（ポート） 

01：BC2/DQM2出力（BSC） 

10：TCLKB入力（MTU2） 

11：設定禁止 
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（3） ポート Cコントロールレジスタ 5（PCCR5） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R R R R/W R R R R/W R R R R/W

- - - PC19 
MD0 - - - PC18 

MD0 - - - PC17 
MD0 - - - PC16 

MD0

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12 PC19MD0 0 R/W PC19モード 

PC19/BC1/DQM1端子の機能を制御します。 

0：PC19入出力（ポート） 

1：BC1/DQM1出力（BSC） 

11～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 PC18MD0 0 R/W PC18モード 

PC18/BC0/DQM0端子の機能を制御します。 

0：PC18入出力（ポート） 

1：BC0/DQM0出力（BSC） 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 PC17MD0 0 R/W PC17モード 

PC17/SDWE端子の機能を制御します。 

0：PC17入出力（ポート） 

1：SDWE出力（BSC） 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 PC16MD0 0 R/W PC16モード 

PC16/SDCAS端子の機能を制御します。 

0：PC16入出力（ポート） 

1：SDCAS出力（BSC） 
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（4） ポート Cコントロールレジスタ 4（PCCR4） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0/1*
R R R R/W R R R R/W R R R R/W R R R/W R/W

- - - PC15 
MD0 - - - PC14 

MD0 - - - PC13 
MD0 - - PC12MD[1:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12 PC15MD0 0 R/W PC15モード 

PC15/SDRAS端子の機能を制御します。 

0：PC15入出力（ポート） 

1：SDRAS出力（BSC） 

11～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 PC14MD0 0 R/W PC14モード 

PC14/SDCKE端子の機能を制御します。 

0：PC14入出力（ポート） 

1：SDCKE出力（BSC） 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 PC13MD0 0 R/W PC13モード 

PC13/WAIT端子の機能を制御します。 

0：PC13入出力（ポート） 

1：WAIT入力（BSC） 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1、0 PC12MD[1:0] 00/01* R/W PC12モード 

PC12/WR3/TIOC2B/DTEND2端子の機能を制御します。 

00：PC12入出力（ポート） 

01：WR3出力（BSC） 

10：TIOC2B入出力（MTU2） 

11：DTEND2出力（DMAC） 

【注】 * LSIの動作モードにより初期値が異なります。 
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（5） ポート Cコントロールレジスタ 3（PCCR3） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0/1* 0 0 0 0/1* 0 0 0 1 0 0 0 1
R R R/W R/W R R R R/W R R R R/W R R R R/W

- - PC11MD[1:0] - - - PC10
MD0 - - - PC9 

MD0 - - - PC8 
MD0

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13、12 PC11MD[1:0] 00/01* R/W PC11モード 

PC11/WR2/TIOC2A/DACT2端子の機能を制御します。 

00：PC11入出力（ポート） 

01：WR2出力（BSC） 

10：TIOC2A入出力（MTU2） 

11：DACT2出力（DMAC） 

11～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 PC10MD0 0/1* R/W PC10モード 

PC10/WR1端子の機能を制御します。 

0：PC10入出力（ポート） 

1：WR1出力（BSC） 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 PC9MD0 1 R/W PC9モード 

PC9/WR0端子の機能を制御します。 

0：PC9入出力（ポート） 

1：WR0出力（BSC） 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 PC8MD0 1 R/W PC8モード 

PC8/RD端子の機能を制御します。 

0：PC8入出力（ポート） 

1：RD出力（BSC） 

【注】 * LSIの動作モードにより初期値が異なります。 
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（6） ポート Cコントロールレジスタ 2（PCCR2） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R R R/W R/W R R R/W R/W R R R/W R/W

- - - PC7
MD0 PC6MD[1:0] PC5MD[1:0]- -- - - PC4MD[1:0]-

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12 PC7MD0 0 R/W PC7モード 

PC7/SDCS0端子の機能を制御します。 

0：PC7入出力（ポート） 

1：SDCS0出力（BSC） 

11、10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9、8 PC6MD[1:0] 0 R/W PC6モード 

PC6/CS6/SCK5/TCLKA端子の機能を制御します。 

00：PC6入出力（ポート） 

01：CS6出力（BSC） 

10：SCK5入出力（SCIF） 

11：TCLKA入力（MTU2） 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5、4 PC5MD[1:0] 0 R/W PC5モード 

PC5/CS5/RxD5/TIOC1B端子の機能を制御します。 

00：PC5入出力（ポート） 

01：CS5出力（BSC） 

10：RxD5入力（SCIF） 

11：TICO1B入出力（MTU2） 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1、0 PC4MD[1:0] 0 R/W PC4モード 

PC4/CS4/TxD5/TIOC1A端子の機能を制御します。 

00：PC4入出力（ポート） 

01：CS4出力（BSC） 

10：TxD5出力（SCIF） 

11：TIOC1A入出力（MTU2）  
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（7） ポート Cコントロールレジスタ 1（PCCR1） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
R R R/W R/W R R R/W R/W R R R R/W R R R R/W

- - PC3MD[1:0] PC2MD[1:0] PC1
MD0- -- - - PC0

MD0-- -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13、12 PC3MD[1:0] 0 R/W PC3モード 

PC3/CS3/UBCTRG端子の機能を制御します。 

00：PC3入出力（ポート） 

01：CS3出力（BSC） 

10：UBCTRG出力（UBC） 

11：設定禁止 

11、10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9、8 PC2MD[1:0] 0 R/W PC2モード 

PC2/CS2/SDCS1/ADTRG端子の機能を制御します。 

00：PC2入出力（ポート） 

01：CS2出力（BSC） 

10：SDCS1出力（BSC） 

11：ADTRG入力（A/D） 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 PC1MD0 0 R/W PC1モード 

PC1/CS1端子の機能を制御します。 

0：PC1入出力（ポート） 

1：CS1出力（BSC） 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 PC0MD0 1 R/W PC0モード 

PC0/CS0端子の機能を制御します。 

0：PC0入出力（ポート） 

1：CS0出力（BSC） 
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25.1.7 ポート D・IOレジスタ（PDIOR） 

PDIORは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Dにある端子の入出力方向を選びます。

PD14IOR～PD0IORビットが、それぞれ、PD14～PD0端子に対応しています。PDIORは、PDCRレジスタの設定

によりポート Dの端子機能が汎用入出力（PD14～PD0）およびMTU2の TIOC入出力の場合に有効で、その他の

機能の場合は無効です。PDIORのビットを 1にすると、対応する端子は出力になり、0にすると入力になります。 

PDIORのビット 15はリザーブビットです。読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてく

ださい。 

PDIORは、パワーオンリセット、ディープスタンバイモードで H'0000に初期化されます。マニュアルリセット、

スリープモード、ソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- PD14 
IOR

PD13 
IOR

PD12 
IOR

PD11 
IOR

PD10 
IOR

PD9 
IOR

PD8 
IOR

PD7 
IOR

PD6 
IOR

PD5 
IOR

PD4 
IOR

PD3 
IOR

PD2 
IOR

PD1 
IOR

PD0 
IOR

 
 

25.1.8 ポート Dコントロールレジスタ 1～5（PDCR1～PDCR5） 

PDCR1～PDCR5は、それぞれ 16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、ポート Dにあるマルチプレ

クス端子の機能を選びます。 

PDCR1～PDCR5は、パワーオンリセット、ディープスタンバイモードで H'0000に初期化されます。マニュア

ルリセット、スリープモード、ソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 

（1） ポート Dコントロールレジスタ 5（PDCR5） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R/W R/W

- - - - - - - - -- - - - - PD16MD[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1、0 PD16MD[1:0] 00 R/W PD16モード 

PD16/SCL2端子の機能を制御します。 

00：PD16入力（ポート） 

01：SCL2入出力（IIC3） 

10：設定禁止 

11：設定禁止 
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（2） ポート Dコントロールレジスタ 4（PDCR4） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W R/W R R R/W R/W R R R/W R/W R R R/W R/W

- - PD15MD[1:0] - - PD14MD[1:0] - - PD13MD[1:0] - - PD12MD[1:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13、12 PD15MD[1:0] 00 R/W PD15モード 

PD15/SDA2端子の機能を制御します。 

00：PD15入力（ポート） 

01：SDA2入出力（IIC3） 

10：設定禁止 

11：設定禁止 

11、10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9、8 PD14MD[1:0] 00 R/W PD14モード 

PD14/IERxD/DACK1端子の機能を制御します。 

00：PD14入出力（ポート） 

01：IERxD入力（IEB） 

10：DACK1出力（DMAC） 

11：設定禁止 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5、4 PD13MD[1:0] 00 R/W PD13モード 

PD13/IETxD/DREQ1端子の機能を制御します。 

00：PD13入出力（ポート） 

01：IETxD出力（IEB） 

10：DREQ1入力（DMAC） 

11：設定禁止 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1、0 PD12MD[1:0] 00 R/W PD12モード 

PD12/SCK1/TMCI1端子の機能を制御します。 

00：PD12入出力（ポート） 

01：SCK1入出力（SCIF） 

10：TMCI1入力（TMR） 

11：設定禁止  
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（3） ポート Dコントロールレジスタ 3（PDCR3） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W R/W R R R/W R/W R R R/W R/W R R R/W R/W

- - PD11MD[1:0] - - PD10MD[1:0] - - PD9MD[1:0] - - PD8MD[1:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13、12 PD11MD[1:0] 00 R/W PD11モード 

PD11/RxD1/TMRI1端子の機能を制御します。 

00：PD11入出力（ポート） 

01：RxD1入力（SCIF） 

10：TMRI1出力（TMR） 

11：設定禁止  

11、10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9、8 PD10MD[1:0] 00 R/W PD10モード 

PD10/TxD1/TMO1/TIOC0D端子の機能を制御します。 

00：PD10入出力（ポート） 

01：TxD1出力（SCIF） 

10：TMO1出力（TMR） 

11：TIOC0D入出力（MTU2） 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5、4 PD9MD[1:0] 00 R/W PD9モード 

PD9/SCK0/TIOC0C端子の機能を制御します。 

00：PD9入出力（ポート） 

01：SCK0入出力（SCIF） 

10：設定禁止 

11：TIOC0C入出力（MTU2） 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1、0 PD8MD[1:0] 00 R/W PD8モード 

PD8/RxD0/DTEND1/TIOC0B端子の機能を制御します。 

00：PD8入出力（ポート） 

01：RxD0入力（SCIF） 

10：DTEND1出力（DMAC） 

11：TIOC0B入出力（MTU2）  
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（4） ポート Dコントロールレジスタ 2（PDCR2） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W R/W R R R/W R/W R R R/W R/W R R R/W R/W

- - PD7MD[1:0] - - PD6MD[1:0] - - PD5MD[1:0] - - PD4MD[1:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13、12 PD7MD[1:0] 00 R/W PD7モード 

PD7/TxD0/DACT1/TIOC0A端子の機能を制御します。 

00：PD7入出力（ポート） 

01：TxD0出力（SCIF） 

10：DACT1出力（DMAC） 

11：TIOC0A入出力（MTU2） 

11、10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9、8 PD6MD[1:0] 00 R/W PD6モード 

PD6/SSIWS1/SCK4端子の機能を制御します。 

00：PD6入出力（ポート） 

01：SSIWS1入出力（SSI） 

10：SCK4入出力（SCIF） 

11：設定禁止 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5、4 PD5MD[1:0] 00 R/W PD5モード 

PD5/SSICK1/RxD4端子の機能を制御します。 

00：PD5入出力（ポート） 

01：SSISCK1入出力（SSI） 

10：RxD4入力（SCIF） 

11：設定禁止 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1、0 PD4MD[1:0] 00 R/W PD4モード 

PD4/SSIDATA1/TxD4端子の機能を制御します。 

00：PD4入出力（ポート） 

01：SSIDATA1入出力（SSI） 

10：TxD4出力（SCIF） 

11：設定禁止  
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（5） ポート Dコントロールレジスタ 1（PDCR1） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R R R R/W R R R R/W R R R R/W

- - - PD3 
MD0 - - - PD2 

MD0 - - - PD1
MD0 - - - PD0 

MD0

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12 PD3MD0 0 R/W PD3モード 

PD3/SSIWS0端子の機能を制御します。 

0：PD3入出力（ポート） 

1：SSIWS0入出力（SSI） 

11～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 PD2MD0 0 R/W PD2モード 

PD2/SICK0端子の機能を制御します。 

0：PD2入出力（ポート） 

1：SSISCK0入出力（SSI） 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 PD1MD0 0 R/W PD1モード 

PD1/SSIDATA0端子の機能を制御します。 

0：PD1入出力（ポート） 

1：SSIDATA0入出力（SSI） 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 PD0MD0 0 R/W PD0モード 

PD0/AUDIO_CLK端子の機能を制御します。 

0：PD0入出力（ポート） 

1：AUDIO_CLK入力（SSI） 
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25.1.9 ポート Eコントロールレジスタ 1、2（PECR1、PECR2） 

PECR1、PECR2は、それぞれ 16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、ポート Eにあるマルチプレ

クス端子の機能を選びます。A/Dの入力、D/Aの出力はそれぞれモジュールの設定により端子状態が決定されま

す。IRQ7B～IRQ4B、PINT7B～PINT4Bを選択した場合、同一割り込みの A入力は設定しないでください。 

PECR1、PECR2は、パワーオンリセット、ディープスタンバイモードで H'0000に初期化されます。マニュアル

リセット、スリープモード、ソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 

（1） ポート Eコントロールレジスタ 2（PECR2） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R R R R/W R R R R/W R R R R/W

- - - PE7 
MD0 - - - PE6 

MD0 - - - PE5
MD0 - - - PE4 

MD0

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12 PE7MD0 0 R/W PE7モード 

PE7/IRQ7B端子の機能を制御します。 

0：PE7入力（ポート） 

1：IRQ7B入力（INTC） 

11～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 PE6MD0 0 R/W PE6モード 

PE6/IRQ6B端子の機能を制御します。 

0：PE6入力（ポート） 

1：IRQ6B入力（INTC） 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 PE5MD0 0 R/W PE5モード 

PE5/IRQ5B端子の機能を制御します。 

0：PE5入力（ポート） 

1：IRQ5B入力（INTC） 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 PE4MD0 0 R/W PE4モード 

PE4/IRQ4B端子の機能を制御します。 

0：PE4入力（ポート） 

1：IRQ4B入力（INTC） 
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（2） ポート Eコントロールレジスタ 1（PECR1） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R R R R/W R R R R/W R R R R/W

- - - PE3 
MD0 - - - PE2 

MD0 - - - PE1
MD0 - - - PE0 

MD0

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12 PE3MD0 0 R/W PE3モード 

PE3/PINT7B端子の機能を制御します。 

0：PE3入力（ポート） 

1：PINT7B入力（INTC） 

11～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 PE2MD0 0 R/W PE2モード 

PE2/PINT6B端子の機能を制御します。 

0：PE2入力（ポート） 

1：PINT6B入力（INTC） 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 PE1MD0 0 R/W PE1モード 

PE1/PINT5B端子の機能を制御します。 

0：PE1入力（ポート） 

1：PINT5B入力（INTC） 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 PE0MD0 0 R/W PE0モード 

PE0/PINT4B端子の機能を制御します。 

0：PE0入力（ポート） 

1：PINT4B入力（INTC） 
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25.1.10 ポート F・IOレジスタ（PFIOR） 

PFIORは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Fにある端子の入出力方向を選びます。

PF7IOR～PF0IORビットが、それぞれ、PF7～PF0端子に対応しています。PFIORは PFCRレジスタの設定により

ポート Fの端子機能が汎用入出力（PF7～PF0）の場合に有効で、その他の機能の場合は無効です。PFIORのビッ

トを 1にすると、対応する端子は出力になり、0にすると入力になります。 

PFIORのビット 15～8はリザーブビットです。読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にし

てください。 

PFIORは、パワーオンリセット、ディープスタンバイモードで H'0000に初期化されます。マニュアルリセット、

スリープモード、ソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - - - - - - - PF7 
IOR

PF6 
IOR

PF5 
IOR

PF4 
IOR

PF3 
IOR

PF2 
IOR

PF1 
IOR

PF0 
IOR

 
 

25.1.11 ポート Fコントロールレジスタ 1、2（PFCR1、PFCR2） 

PFCR1、PFCR2は、それぞれ 16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、ポート Fにあるマルチプレク

ス端子の機能を選びます。 

PFCR1、PFCR2は、パワーオンリセット、ディープスタンバイモードで H'0000に初期化されます。マニュアル

リセット、スリープモード、ソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 

（1） ポート Fコントロールレジスタ 2（PFCR2） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R R R/W R/W R R R/W R/W R R R/W R/W

- - - PF7
MD0 PF6MD[1:0] PF5MD[1:0]- -- - - PF4MD[1:0]-

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12 PF7MD0 0 R/W PF7モード 

PF7/AUDATA3端子の機能を制御します。 

0：PF7入出力（ポート） 

1：AUDATA3入出力（AUD-II） 

11、10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9、8 PF6MD[1:0] 00 R/W PF6モード 

PF6/AUDATA2端子の機能を制御します。 

00：PF6入出力（ポート） 

01：AUDATA2入出力（AUD-II） 

10：設定禁止 

11：設定禁止 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5、4 PF5MD[1:0] 00 R/W PF5モード 

PF5/AUDATA1端子の機能を制御します。 

00：PF5入出力（ポート） 

01：AUDATA1入出力（AUD-II） 

10：設定禁止 

11：設定禁止 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1、0 PF4MD[1:0] 00 R/W PF4モード 

PF4/AUDATA0端子の機能を制御します。 

00：PF4入出力（ポート） 

01：AUDATA0入出力（AUD-II） 

10：設定禁止 

11：設定禁止 
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（2） ポート Fコントロールレジスタ 1（PFCR1） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R R R/W R/W R R R/W R/W R R R/W R/W

- - - PF3
MD0 PF2MD[1:0] PF1MD[1:0]- -- - - PF0MD[1:0]-

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12 PF3MD0 0 R/W PF3モード 

PF3/AUDSYNC端子の機能を制御します。 

0：PF3入出力（ポート） 

1：AUDSYNC入力（AUD-II） 

11、10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9、8 PF2MD[1:0] 00 R/W PF2モード 

PF2/AUDCK/SCK7/TCLKD端子の機能を制御します。 

00：PF2入出力（ポート） 

01：AUDCK入力（AUD-II） 

10：SCK7入出力（SCIF） 

11：TCLKD入力（MTU2） 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5、4 PF1MD[1:0] 00 R/W PF1モード 

PF1/AUDMD/RxD7端子の機能を制御します。 

00：PF1入出力（ポート） 

01：AUDMD入力（AUD-II） 

10：RxD7入力（SCIF） 

11：設定禁止 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1、0 PF0MD[1:0] 00 R/W PF0モード 

PF0/AUDRST/TxD7端子の機能を制御します。 

00：PF0入出力（ポート） 

01：AUDRST入力（AUD-II） 

10：TxD7出力（SCIF） 

11：設定禁止 
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25.2 使用上の注意事項 

ポートコントロールレジスタの設定は出力端子のセレクトとして使用します。基本的に入力端子のセレクトと

しては使用しません。そのため、端子入力信号がマルチプレクスされているすべてのモジュールに伝播してしま

うので、不要な入力信号は各モジュールにて無効とする設定を行ってください。 

ただし、IRQ7A～IRQ0Aと IRQ7B～IRQ0B、PINT7A～PINT0Aと PINT7B～PINT0Bの有効／無効はポートコン

トロールレジスタの設定をデコードしています。必ずどちらか一方のみ選択してください。 
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26. 内蔵 RAM 

本 LSIは、高速アクセス可能な RAMモジュールを内蔵しており、命令やデータを格納することができます。 

RAMイネーブルおよびライトイネーブルにより、メモリの動作およびライト動作を禁止することが可能です。 

26.1 特長 

• ページ 

2ページ（ページ0、1）存在します。 

• メモリマップ 

本メモリは、表26.1のアドレス空間に配置されています。 

 

表 26.1 内蔵 RAMアドレス空間 

ページ アドレス 

ページ 0 H'FFF80000～H'FFF83FFF 

ページ 1 H'FFF84000～H'FFF87FFF 

 

• ポート 

各ページは2本の独立した読み出し／書き込みポートを持ち、内部バス（Iバス）、CPU命令フェッチバス（F

バス）、CPUメモリアクセスバス（Mバス）と接続されています（ただし、Fバスは読み出しポートのみに接

続されています）。 

CPUからのアクセスにはFバスおよびMバス、DMACからのアクセスには内部DMAライトバス／内部DMAリ

ードバス、バスブリッジを経由してIバスが使用されます。 

• 優先順位 

同じページに対して異なるバスから同時にアクセス要求があった場合には、優先順位に従ってアクセスが処

理されます。優先順位は高い順にIバス、Mバス、Fバスとなります。 
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26.2 使用上の注意事項 

26.2.1 ページ競合 

同じページに対して異なるバスから同時にアクセス要求が発生した場合、ページ競合となります。各アクセス

は正しく完了しますが、このような競合はメモリアクセスの性能低下を招きます。したがって、できるだけ競合

が起こらないようにソフトウェアでの対策を推奨いたします。たとえば、バスごとに異なるメモリ、異なるペー

ジをアクセスすると競合は発生しません。 
 

26.2.2 RAMEビット、RAMWEビットについて 

RAMEビットおよび RAMWEビットの設定をディスエーブルする場合には、RAMEビットおよび RAMWEビ

ット設定前に必ず各ページに対して任意の同一アドレスのリード／ライトを実行してください。実行しない場合、

最後に書かれたデータが RAMに書き込まれない可能性があります。 

  MOV.L   #H'FFF80000, R0
  MOV.L   @R0, R1
  MOV.L   R1, @R0

  //RAM0

  MOV.L   #H'FFF84000, R0
  MOV.L   @R0, R1
  MOV.L   R1, @R0

  //RAM1

 

図 26.1 実行例 
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27. 低消費電力モード 

本 LSIは、低消費電力モードとしてスリープモード、ソフトウェアスタンバイモード、ディープスタンバイモ

ード、モジュールスタンバイ機能をサポートしています。低消費電力モードでは、CPU、クロック、内蔵メモリ、

一部内蔵周辺モジュール等の機能を停止したり、電源をオフにしたりすることにより、消費電力を低減させるこ

とができます。低消費電力モードは、リセットまたは割り込み等によって解除されます。 

27.1 特長 

27.1.1 低消費電力モードの種類 

低消費電力モードには、次のようなモード、機能があります。 

1. スリープモード 

2. ソフトウェアスタンバイモード 

3. ディープスタンバイモード 

4. モジュールスタンバイ機能 

 

プログラム実行状態から各モードへ遷移する条件、各モードでの CPUや周辺モジュールなどの状態、および各

モードの解除方法を、表 27.1に示します。 
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表 27.1 低消費電力モードの状態 

 

低消費電力 
モード

遷移条件 状　　態*1 解除方法

スリープ 
モード

ソフトウェア 
スタンバイ 
モード

STBCRのSTBY 
ビットが0の状態 
でSLEEP命令を 
実行

STBCRのSTBY 
ビットが1、DEEP 
ビットが0の状態 
でSLEEP命令を 
実行

CPG CPU CPU 
レジスタ

内蔵RAM 内蔵周辺 
モジュール

外部メモリ電源RTC

動作

停止

停止

停止

保持

保持

動作

停止

動作

停止

動作*2

動作*2

動作

動作

オート 
リフレッシュ 
されます

セルフ 
リフレッシュ 
にしてください

・割り込み
・マニュアルリセット
・パワーオンリセット
・バスエラー

・NMI割り込み 
・IRQ割り込み
・マニュアルリセット
・パワーオンリセット

ディープ 
スタンバイ 
モード

STBCR STBY 
DEEP 
1  

SLEEP  

停止 停止 停止 停止

（内容は保持）

（内容は保持*3）
停止 動作*2 停止 セルフ 

リフレッシュ 
にしてください

・NMI割り込み*4

・IRQ割り込み*4 

  （ただしPE7～PE4、
     PC25～PC22のみ）
・マニュアルリセット*4 

・パワーオンリセット*4

モジュール 
スタンバイ 
機能

STBCR2  
STBCR3  
STBCR4  
STBCR5  
MSTP  
1

動作 動作 保持 動作 指定 
モジュール 
が停止

停止 動作 オート 
リフレッシュ 
されます

・MSTPビットを0に 
　クリア 
・パワーオンリセット 
 （ただしRTC、H-UDI、 
　 UBC、DMAC、

AUD-IIのみ）  
【注】 *1 端子状態は、保持またはハイインピーダンスです。詳細は「付録 A. 端子状態」を参照してください。 

 *2 RTCは RCR2レジスタの STARTビットが 1のとき動作します。詳細は「第 15章 リアルタイムクロック（RTC）」

を参照してください。 

 *3 RAMKPレジスタの RAMKP3～RAMKP0ビットを 1にセットすると内蔵 RAMの対象エリアの内容を、ディープ

スタンバイモード遷移時に保持することができます。ただし、パワーオンリセットにより解除された場合、RAMKP

ビットが 1にセットされていても、対象の内蔵 RAMエリアの内容は保持されません。 

 *4 ディープスタンバイモードは、割り込み（NMI、IRQ）およびリセット（マニュアルリセット、パワーオンリセッ

ト）により解除されます。ただし、IRQは PE7～PE4、PC25～PC22でのみ解除することができます。NMI割り

込みまたは、IRQ割り込みによってディープスタンバイモードを解除する場合、割り込み例外処理ではなくリセッ

ト例外処理が実行されます。マニュアルリセットを含めてパワーオンリセット例外処理となります。 
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27.2 レジスタの説明 

低消費電力モード関連で使用するレジスタには、以下のものがあります。 
 

表 27.2 レジスタ構成 

レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス アクセス 

サイズ 

スタンバイコントロールレジスタ STBCR R/W H'00 H'FFFE0014 8 

スタンバイコントロールレジスタ 2 STBCR2 R/W H'1E H'FFFE0018 8 

スタンバイコントロールレジスタ 3 STBCR3 R/W H'3F H'FFFE0408 8 

スタンバイコントロールレジスタ 4 STBCR4 R/W H'FF H'FFFE040C 8 

スタンバイコントロールレジスタ 5 STBCR5 R/W H'FF H'FFFE0410 8 

システムコントロールレジスタ 1 SYSCR1 R/W H'FF H'FFFE0402 8 

システムコントロールレジスタ 2 SYSCR2 R/W H'FF H'FFFE0404 8 

RAM保持エリア指定レジスタ RAMKP R/W H'00 H'FFFF1907 8 

ディープスタンバイ発振安定クロックセレクト

レジスタ 

DSCNT R/W H'00 H'FFFF1906 8 

ディープスタンバイ解除要因フラグレジスタ DSFR R/W H'0000 H'FFFF1904 16 
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27.2.1 スタンバイコントロールレジスタ（STBCR） 

STBCRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで、低消費電力モードの状態を指定します。パワー

オンリセットおよびディープスタンバイ時は H'00に初期化されますが、マニュアルリセットおよびソフトウェア

スタンバイモード時では前の値を保持します。バイトアクセスのみ有効です。 

【注】 本レジスタに書き込みを行う際は、「27.4 使用上の注意事項」を参照してください。 

 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R R R R R/W R

STBY DEEP - - - - MSTP1 -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

STBY 

DEEP 

0 

0 

R/W 

R/W 

ソフトウェアスタンバイ、ディープスタンバイ 

ソフトウェアスタンバイモード、ディープスタンバイモードへの遷移を指

定します。 

0x：SLEEP命令の実行で、スリープモードへ遷移 

10：SLEEP命令の実行で、ソフトウェアスタンバイモードへ遷移 

11：SLEEP命令の実行で、ディープスタンバイモードへ遷移 

5～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 MSTP1 0 R/W モジュールストップ 1 

MSTP1ビットを 1にセットすると RTCへのクロック供給を停止します。 

0：RTCは動作 

1：RTCへのクロックの供給を停止 

0 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

【注】 x：Don’t care 
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27.2.2 スタンバイコントロールレジスタ 2（STBCR2） 

STBCR2は、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで、低消費電力モード時の各モジュールの動作を

制御します。STBCR2は、パワーオンリセットおよびディープスタンバイ時に H'1Eに初期化されますが、マニュ

アルリセットおよびソフトウェアスタンバイモード時では前の値を保持します。バイトアクセスのみ有効です。 

【注】 本レジスタに書き込みを行う際は、「27.4 使用上の注意事項」を参照してください。 

 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 1 1 1 1 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MSTP
10

MSTP
9

MSTP
8

MSTP
7

MSTP
6

MSTP
5

MSTP
4

MSTP
3

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 MSTP10 0 R/W モジュールストップ 10 

MSTP10ビットを 1にセットするとH-UDIへのクロックの供給を停止しま

す。 

0：H-UDIは動作 

1：H-UDIへのクロックの供給を停止 

6 MSTP9 0 R/W モジュールストップ 9 

MSTP9ビットを 1にセットすると UBCへのクロックの供給を停止しま

す。 

0：UBCは動作 

1：UBCへのクロックの供給を停止 

5 MSTP8 0 R/W モジュールストップ 8 

MSTP8ビットを 1にセットすると DMACへのクロックの供給を停止しま

す。 

0：DMACは動作 

1：DMACへのクロックの供給を停止 

4 MSTP7 1 R/W モジュールストップ 7 

MSTP7ビットを 1にセットすると ROM-DECへのクロックの供給を停止

します。 

0：ROM-DECは動作 

1：ROM-DECへのクロックの供給を停止 

3 MSTP6 1 R/W モジュールストップ 6 

MSTP6ビットを 1にセットすると RCAN-ET0へのクロックの供給を停止

します。 

0：RCAN-ET0は動作 

1：RCAN-ET0へのクロックの供給を停止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 MSTP5 1 R/W モジュールストップ 5 

MSTP5ビットを 1にセットすると RCAN-ET1へのクロックの供給を停止

します。 

0：RCAN-ET1は動作 

1：RCAN-ET1へのクロックの供給を停止 

1 MSTP4 1 R/W モジュールストップ 4 

MSTP4ビットを 1にセットすると IECKSR以外の IEBへのクロックの供

給を停止します。 

0：IEBは動作 

1：IECKSR以外の IEBへのクロックの供給を停止 

0 MSTP3 0 R/W モジュールストップ 3 

MSTP3ビットを 1にセットすると AUD-IIへのクロックの供給を停止しま

す。 

0：AUD-IIは動作 

1：AUD-IIへのクロックの供給を停止 

 

27.2.3 スタンバイコントロールレジスタ 3（STBCR3） 

STBCR3は、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで、低消費電力モード時の各モジュールの動作を

制御します。STBCR3は、パワーオンリセットおよびディープスタンバイ時に H'3Fに初期化されますが、マニュ

アルリセットおよびソフトウェアスタンバイモード時では前の値を保持します。バイトアクセスのみ有効です。 

【注】 本レジスタに書き込みを行う際は、「27.4 使用上の注意事項」を参照してください。 

 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 1 1 1 1 1 1
R R R/W R R/W R/W R/W R

MSTP
35

MSTP
33

MSTP
32

MSTP
31- ---

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5 MSTP35 1 R/W モジュールストップ 35 

MSTP35ビットを 1にセットするとMTU2へのクロックの供給を停止しま

す。 

0：MTU2は動作 

1：MTU2へのクロックの供給を停止 

4 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 MSTP33 1 R/W モジュールストップ 33 

MSTP33ビットを 1にセットすると TMRへのクロックの供給を停止しま

す。 

0：TMRは動作 

1：TMRへのクロックの供給を停止 

2 MSTP32 1 R/W モジュールストップ 32 

MSTP32ビットを 1にセットすると ADCへのクロックの供給を停止しま

す。 

0：ADCは動作 

1：ADCへのクロックの供給を停止 

1 MSTP31 1 R/W モジュールストップ 31 

MSTP31ビットを 1にセットすると DACへのクロックの供給を停止しま

す。 

0：DACは動作 

1：DACへのクロックの供給を停止 

0 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

 

27.2.4 スタンバイコントロールレジスタ 4（STBCR4） 

STBCR4は、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで、低消費電力モード時の各モジュールの動作を

制御します。STBCR4は、パワーオンリセットおよびディープスタンバイ時に H'FFに初期化されますが、マニュ

アルリセットおよびソフトウェアスタンバイモード時では前の値を保持します。バイトアクセスのみ有効です。 

【注】 本レジスタに書き込みを行う際は、「27.4 使用上の注意事項」を参照してください。 

 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W

1
R/W

1
R/W

MSTP
46

MSTP
47

MSTP
45

MSTP
44

MSTP
43

MSTP
41

MSTP
40

MSTP
42

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 MSTP47 1 R/W モジュールストップ 47 

MSTP47ビットを1にセットするとSCIF0へのクロックの供給を停止しま

す。 

0：SCIF0は動作 

1：SCIF0へのクロックの供給を停止 

6 MSTP46 1 R/W モジュールストップ 46 

MSTP46ビットを1にセットするとSCIF1へのクロックの供給を停止しま

す。 

0：SCIF1は動作 

1：SCIF1へのクロックの供給を停止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 MSTP45 1 R/W モジュールストップ 45 

MSTP45ビットを1にセットするとSCIF2へのクロックの供給を停止しま

す。 

0：SCIF2は動作 

1：SCIF2へのクロックの供給を停止 

4 MSTP44 1 R/W モジュールストップ 44 

MSTP44ビットを1にセットするとSCIF3へのクロックの供給を停止しま

す。 

0：SCIF3は動作 

1：SCIF3へのクロックの供給を停止 

3 MSTP43 1 R/W モジュールストップ 43 

MSTP43ビットを1にセットするとSCIF4へのクロックの供給を停止しま

す。 

0：SCIF4は動作 

1：SCIF4へのクロックの供給を停止 

2 MSTP42 1 R/W モジュールストップ 42 

MSTP42ビットを1にセットするとSCIF5へのクロックの供給を停止しま

す。 

0：SCIF5は動作 

1：SCIF5へのクロックの供給を停止 

1 MSTP41 1 R/W モジュールストップ 41 

MSTP41ビットを1にセットするとSCIF6へのクロックの供給を停止しま

す。 

0：SCIF6は動作 

1：SCIF6へのクロックの供給を停止 

0 MSTP40 1 R/W モジュールストップ 40 

MSTP40ビットを1にセットするとSCIF7へのクロックの供給を停止しま

す。 

0：SCIF7は動作 

1：SCIF7へのクロックの供給を停止 
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27.2.5 スタンバイコントロールレジスタ 5（STBCR5） 

STBCR5は、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで、低消費電力モード時の各モジュールの動作を

制御します。STBCR5は、パワーオンリセットおよびディープスタンバイ時に H'FFに初期化されますが、マニュ

アルリセットおよびソフトウェアスタンバイモード時では前の値を保持します。バイトアクセスのみ有効です。 

【注】 本レジスタに書き込みを行う際は、「27.4 使用上の注意事項」を参照してください。 

 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R R/W R/W R/W

1
R

MSTP
55

MSTP
57

MSTP
56

MSTP
53

MSTP
52 CKDV3--

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 MSTP57 1 R/W モジュールストップ 57 

MSTP57ビットを 1にセットすると IIC30へのクロックの供給を停止しま

す。 

0：IIC30は動作 

1：IIC30へのクロックの供給を停止 

6 MSTP56 1 R/W モジュールストップ 56 

MSTP56ビットを 1にセットすると IIC31へのクロックの供給を停止しま

す。 

0：IIC31は動作 

1：IIC31へのクロックの供給を停止 

5 MSTP55 1 R/W モジュールストップ 55 

MSTP55ビットを 1にセットすると IIC32へのクロックの供給を停止しま

す。 

0：IIC32は動作 

1：IIC32へのクロックの供給を停止 

4 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

3 MSTP53 1 R/W モジュールストップ 53 

MSTP53ビットを 1にセットすると SSI0へのクロックの供給を停止しま

す。 

0：SSI0は動作 

1：SSI0へのクロックの供給を停止 

2 MSTP52 1 R/W モジュールストップ 52 

MSTP52ビットを 1にセットすると SSI1へのクロックの供給を停止しま

す。 

0：SSI1は動作 

1：SSI1へのクロックの供給を停止 

1 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 CKDV3 1 R/W SSIクロックセレクト 

SSIに入力するオーバサンプルクロックの分周率を選択します。 

0：SSIに入力するオーバサンプルクロックを×1/4に分周 

1：SSIに入力するオーバサンプルクロックを×1に分周 

 

27.2.6 システムコントロールレジスタ 1（SYSCR1） 

SYSCR1は、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで、内蔵 RAMへのアクセス許可／禁止を設定しま

す。SYSCR1は、パワーオンリセットおよびディープスタンバイ時に H'FFに初期化されますが、マニュアルリセ

ットおよびソフトウェアスタンバイモード時では前の値を保持します。バイトアクセスのみ有効です。 

RAMEビットを 1にセットすると内蔵 RAMが有効になります。0にクリアすると内蔵 RAMはアクセスできま

せん。このとき、内蔵 RAMからのリードおよび命令フェッチは不定値が読み出され、内蔵 RAMへのライトは無

視されます。初期値は 1です。 

なお、RAMEビットの設定をディスエーブルにする場合には、RAMEビット設定前に必ず各ページに対し任意

の同一アドレスのリード／ライトを実行してください。実行しない場合、最後に書かれたデータが内蔵 RAMに書

き込まれない可能性があります。さらに、SYSCR1へのライト命令の直後に内蔵 RAMをアクセスするような命令

を置かないでください。もし内蔵 RAMアクセス命令を置いた場合、正常なアクセスは保証できません。 

【注】 本レジスタに書き込みを行う際は、「27.4 使用上の注意事項」を参照してください。 

 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1
R R R R R R R/W R/W

- - - - - - RAME1 RAME0

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～2 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

1 

 

RAME1 

 

1 

 

R/W

 

RAMイネーブル 1（対象 RAMアドレス：H'FFF84000～H'FFF87FFF） 

0：内蔵 RAM無効 

1：内蔵 RAM有効 

0 RAME0 1 R/W RAMイネーブル 0（対象 RAMアドレス：H'FFF80000～H'FFF83FFF） 

0：内蔵 RAM無効 

1：内蔵 RAM有効 
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27.2.7 システムコントロールレジスタ 2（SYSCR2） 

SYSCR2は、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで、内蔵RAMへのライト許可／禁止を設定します。

SYSCR2は、パワーオンリセットおよびディープスタンバイ時に H'FFに初期化されますが、マニュアルリセット

およびソフトウェアスタンバイモード時では前の値を保持します。バイトアクセスのみ有効です。 

RAMWEビットを 1にセットすると内蔵 RAMへの書き込みが有効になります。0にクリアすると内蔵 RAMに

はライトできません。このとき、内蔵 RAMへのライトは無視されます。初期値は 1です。 

なお、RAMWEビットの設定をディスエーブルにする場合には、RAMWEビット設定前に必ず各ページに対し

任意の同一アドレスのリード／ライトを実行してください。実行しない場合、最後に書かれたデータが RAMに書

き込まれない可能性があります。さらに、SYSCR2へのライト命令の直後に内蔵 RAMをアクセスするような命令

を置かないでください。もし内蔵 RAMアクセス命令を置いた場合、正常なアクセスは保証できません。 

【注】 本レジスタに書き込みを行う際は、「27.4 使用上の注意事項」を参照してください。 

 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1
R R R R R R R/W R/W

- - - - - - RAM
WE0

RAM
WE1

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～2 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

1 RAMWE1 1 R/W RAMライトイネーブル 1（対象 RAMアドレス：H'FFF84000～H'FFF87FFF） 

0：内蔵 RAMへのライト無効 

1：内蔵 RAMへのライト有効 

0 RAMWE0 1 R/W RAMライトイネーブル 0（対象 RAMアドレス：H'FFF80000～H'FFF83FFF） 

0：内蔵 RAMへのライト無効 

1：内蔵 RAMへのライト有効 
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27.2.8 RAM保持エリア指定レジスタ（RAMKP） 

RAMKPは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで、ディープスタンバイモード時に対象の内蔵 RAM

エリアの内容を保持するかどうかを設定します。RAMKPは、パワーオンリセットおよびディープスタンバイ時に

H'00に初期化されますが、マニュアルリセットおよびソフトウェアスタンバイモード時では前の値を保持します。

バイトアクセスのみ有効です。 

RAMKPビットを 1にセットすると、対象の内蔵 RAMエリアの内容がディープスタンバイモード時に保持され

ます。0にクリアすると対象の内蔵 RAMエリアの内容がディープスタンバイモード時に保持されません。 

ディープスタンバイモードは、割り込み（NMI、IRQ）およびリセット（マニュアルリセット、パワーオンリセ

ット）により解除されますが、パワーオンリセットにより解除された場合、RAMKPビットが 1にセットされてい

ても、対象の内蔵 RAMエリアの内容は保持されません。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W

- - - - RAM
KP3

RAM
KP2

RAM
KP0

RAM
KP1

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3 RAMKP3 0 R/W RAM保持エリア 3（対象 RAMアドレス：H'FFF86000～H'FFF87FFF） 

0：ディープスタンバイモード時、RAM保持しない 

1：ディープスタンバイモード時、RAM保持する 

2 RAMKP2 0 R/W RAM保持エリア 2（対象 RAMアドレス：H'FFF84000～H'FFF85FFF） 

0：ディープスタンバイモード時、RAM保持しない 

1：ディープスタンバイモード時、RAM保持する 

1 RAMKP1 0 R/W RAM保持エリア 1（対象 RAMアドレス：H'FFF82000～H'FFF83FFF） 

0：ディープスタンバイモード時、RAM保持しない 

1：ディープスタンバイモード時、RAM保持する 

0 RAMKP0 0 R/W RAM保持エリア 0（対象 RAMアドレス：H'FFF80000～H'FFF81FFF） 

0：ディープスタンバイモード時、RAM保持しない 

1：ディープスタンバイモード時、RAM保持する 
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27.2.9 ディープスタンバイ発振安定クロックセレクトレジスタ（DSCNT） 

DSCNTは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで、ディープスタンバイモードから復帰する際に必

要な、発振安定時間のカウントに使用するクロックを選択します。 

DSCNTは、パワーオンリセットおよびディープスタンバイ時に H'00に初期化されますが、マニュアルリセッ

トおよびソフトウェアスタンバイモード時では前の値を保持します。バイトアクセスのみ有効です。 

DSCNTの CKS[2:0]ビットで設定する周辺クロック（Pφ）は、CPGの周波数制御レジスタ（FRQCR）がディー

プスタンバイモードにより初期化されてしまうため、FRQCRの初期値に対する周波数となります。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R/W R/W

- - - - - CKS[2:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2～0 CKS[2:0] 000 R/W クロックセレクト 

周辺クロック（Pφ）を分周して得られる 8種類のクロックから、発振安定時間

のカウントに使用するクロックを選択します。 

発振安定時間は以下の計算式で求められます。 

発振安定時間＝1/Pφ×CKS[2:0]で選択する分周比×255 [μs] 

下記に周辺クロック（Pφ）が 5MHz、10MHz、15MHz時の発振安定時間を示し

ます。 

    設定値 クロックセレクト 発振安定時間（ms） 

      5MHz 10MHz 15MHz 

    000： 

001： 

010： 

011： 

100： 

101： 

110： 

111： 

1×Pφ*1 

1/64×Pφ*1 

1/128×Pφ*1 

1/256×Pφ*2 

1/512×Pφ*2 

1/1024×Pφ 

1/4096×Pφ 

1/16384×Pφ 

0.05 

3.26 

6.53 

13.06 

26.11 

52.22 

208.90 

835.58 

0.03 

1.63 

3.26 

6.53 

13.06 

26.11 

104.45 

417.79 

0.02 

1.09 

2.18 

4.35 

8.70 

17.41 

69.63 

278.53 

【注】 *1 本設定を使用しないでください。 

 *2 スタンバイ復帰発振安定時間 2（tOSC3）以上となるように設定してください。 
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27.2.10 ディープスタンバイ解除要因フラグレジスタ（DSFR） 

DSFRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ディープスタンバイモードがどの割り込みで解

除されたのかを確認するフラグと、ディープスタンバイモード解除後の端子状態保持を解除するビットで構成さ

れます。DSFRは、RES端子によるパワーオンリセット時に H'0000に初期化されますが、WDTのオーバフローに

よるパワーオンリセット、マニュアルリセットおよびソフトウェアスタンバイモード時では前の値を保持します。

ディープスタンバイモードが割り込み（NMI、IRQ）およびマニュアルリセットにより解除された場合、パワーオ

ンリセット例外処理が実行されますが、このときも本レジスタは前の値を保持します。ワードアクセスのみ有効

です。 

割り込みコントローラ（INTC）およびピンファンクションコントローラ（PFC）で設定した NMI、IRQ端子の

割り込み入力は常に検出されているため、通常動作時の割り込み入力でもフラグがセットされてしまいます。そ

のため、ディープスタンバイモードに遷移する直前にすべてのフラグをクリアする必要があります。 

また、フラグクリア後 SLEEP命令を実行する直前に割り込みが発生した場合、フラグが再度セットされた状態

でディープスタンバイモードに遷移しています。これを防ぐため割り込み例外処理ルーチン内でも DSFRレジス

タのフラグクリアを行ってください。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/(W)*

【注】* フラグをクリアするため、1を読み出した後に0を書き込むことのみ可能です。
マニュアルリセットをディープスタンバイの解除要因として受け付けた後にIRQ入力があっても
IRQフラグはセットされません。

R R R R R R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)*

IOKEEP - - - - - MRESF NMIF IRQ7F IRQ6F IRQ5F IRQ4F IRQ3F IRQ2F IRQ1F IRQ0F

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 IOKEEP 0 R/(W)* 端子状態保持 

ディープスタンバイモード解除後に端子状態保持を解除するビットです。 

0：端子状態を保持しない 

【クリア条件】1リード後の 0ライト 

1：端子状態を保持する 

【セット条件】ディープスタンバイモードに遷移したとき 

14～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 MRESF 0 R/(W)* MRESフラグ 

0：MRES端子に割り込みなし 

1：MRES端子に割り込みあり 

8 NMIF 0 R/(W)* NMIフラグ 

0：NMI端子に割り込みなし 

1：NMI端子に割り込みあり 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 IRQ7F 0 R/(W)* IRQ7フラグ 

0：IRQ7端子に割り込みなし 

1：IRQ7端子に割り込みあり 

6 IRQ6F 0 R/(W)* IRQ6フラグ 

0：IRQ6端子に割り込みなし 

1：IRQ6端子に割り込みあり 

5 IRQ5F 0 R/(W)* IRQ5フラグ 

0：IRQ5端子に割り込みなし 

1：IRQ5端子に割り込みあり 

4 IRQ4F 0 R/(W)* IRQ4フラグ 

0：IRQ4端子に割り込みなし 

1：IRQ4端子に割り込みあり 

3 IRQ3F 0 R/(W)* IRQ3フラグ 

0：IRQ3端子に割り込みなし 

1：IRQ3端子に割り込みあり 

2 IRQ2F 0 R/(W)* IRQ2フラグ 

0：IRQ2端子に割り込みなし 

1：IRQ2端子に割り込みあり 

1 IRQ1F 0 R/(W)* IRQ1フラグ 

0：IRQ1端子に割り込みなし 

1：IRQ1端子に割り込みあり 

0 IRQ0F 0 R/(W)* IRQ0フラグ 

0：IRQ0端子に割り込みなし 

1：IRQ0端子に割り込みあり 

【注】 * フラグをクリアするため、1を読み出したあとに 0を書き込むことのみ可能です。 

マニュアルリセットをディープスタンバイの解除要因として受け付けた後に IRQ入力があっても IRQフラグはセッ

トされません。 
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27.3 動作説明 

27.3.1 スリープモード 

（1） スリープモードへの遷移 

STBCRの STBYビットが 0の状態で SLEEP命令を実行すると、プログラム実行状態からスリープモードに遷

移します。CPUは SLEEP命令実行後に停止しますが、CPUのレジスタ内容は保持されます。内蔵周辺モジュー

ルは、動作を続けます。CKIO端子には、クロックが出力され続けます。 
 

（2） スリープモードの解除 

スリープモードは、割り込み（NMI、H-UDI、IRQ、PINT、内蔵周辺）、バスエラーおよびリセット（マニュア

ルリセット、パワーオンリセット）により解除されます。 

• 割り込みによる解除 

NMI、H-UDI、IRQ、PINT、および内蔵周辺の各割り込みが発生すると、スリープモードが解除され割り込

み例外処理が実行されます。発生した割り込みの優先レベルがCPUのステータスレジスタ（SR）に設定され

ている割り込みマスクレベル以下の場合、および内蔵周辺モジュールによる割り込みがモジュール側で禁止

されている場合には、割り込み要求は受け付けられず、スリープモードは解除されません。 

• バスエラーによる解除 

バスエラーが発生するとスリープモードが解除され、バスエラー例外処理が実行されます。 

• リセットによる解除 

パワーオンリセットおよびマニュアルリセットにより、スリープモードは解除されます。 

 

27.3.2 ソフトウェアスタンバイモード 

（1） ソフトウェアスタンバイモードへの遷移 

STBCRの STBYビットが 1、DEEPビットが 0の状態で SLEEP命令を実行すると、プログラム実行状態からソ

フトウェアスタンバイモードに遷移します。ソフトウェアスタンバイモードでは、CPUだけでなくクロックや内

蔵周辺モジュールも停止します。クロックモード 0および 2のときは、CKIO端子からのクロック出力も停止しま

す。 

CPUおよびキャッシュのレジスタ内容は、保持されます。内蔵周辺モジュールのレジスタに関しては初期化さ

れるものがあります。ソフトウェアスタンバイモード時の周辺モジュールのレジスタ状態は「30.3 各動作モー

ドにおけるレジスタの状態」を参照してください。 

また、CPUは、STBCRへの書き込みを 1サイクルで実行を完了し次の命令処理を実行します。しかし、実際の

書き込みには 1サイクル以上かかります。したがって、CPUから STBCRへの書き込み値を SLEEP命令に確実に

反映するためには、STBCRを読み出してから SLEEP命令を実行してください。 
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ソフトウェアスタンバイモードへ遷移する手順を以下に示します。 

5. WDTのタイマコントロールレジスタ（WTCSR）のTMEビットを0にし、WDTを停止させます。 

6. WDTのタイマカウンタ（WTCNT）に0をセットし、WTCSRレジスタのCKS[2:0]ビットを発振安定時間以上

になるように、値を設定します。 

7. STBCRレジスタのSTBYビットに1、DEEPビットに0を設定した後にSTBCRレジスタを読み出します。その後、

SLEEP命令を実行させます。 

 

（2） ソフトウェアスタンバイモードの解除 

ソフトウェアスタンバイモードは、割り込み（NMI、IRQ）およびリセット（マニュアルリセット、パワーオン

リセット）により、解除されます。クロックモード 0および 2のときは、CKIO端子からクロックが出力され始め

ます。 

• 割り込みによる解除 

NMI端子の立ち下がりエッジまたは立ち上がりエッジ（割り込みコントローラ（INTC）の割り込みコントロ

ールレジスタ0（ICR0）のNMIエッジセレクトビット（NMIE）で選択）、IRQ端子（IRQ7～IRQ0）の立ち下

がりエッジまたは立ち上がりエッジ（割り込みコントローラ（INTC）の割り込みコントロールレジスタ1

（ICR1）のIRQnセンスセレクトビット（IRQn1S～IRQn0S）で選択）が検出されると、クロックの発振が開

始されます。このクロックは発振安定時間をカウントする発振安定カウンタ（WDT）にだけ供給されます。 

ソフトウェアスタンバイモードに遷移する前にWDTのウォッチドッグタイマコントロール／ステータスレ

ジスタ（WTCSR）のクロックセレクトビット（CKS[2:0]）に設定しておいた時間が経過すると、WDTのオ

ーバフローが発生します。このオーバフロー発生によってクロックが安定したと判断され本LSI全体にクロッ

クが供給されます。これによって、ソフトウェアスタンバイモードが解除され、NMI割り込み例外処理（IRQ

の場合、IRQ割り込み例外処理）が開始されます。ただし、IRQ割り込み優先レベルがCPUのステータスレジ

スタ（SR）に設定されている割り込みマスクレベル以下の場合、割り込み要求は受け付けられず、ソフトウ

ェアスタンバイモードは解除されません。 

NMI割り込みまたはIRQ割り込みによってソフトウェアスタンバイモードを解除する場合、WDTのオーバフ

ロー周期が発振安定時間以上となるように、CKS[2:0]ビットを設定してください。 

割り込み検出直後からソフトウェアスタンバイモードが解除されるまでの間には、CKIO端子のクロック出力

の位相が不安定になることがあります。なお、立ち下がりエッジに設定したNMI端子でソフトウェアスタン

バイモードを解除する場合、ソフトウェアスタンバイモードに入るとき（クロック停止時）のNMI端子のレ

ベルがハイレベルに、かつソフトウェアスタンバイモード復帰時（発振安定後のクロック起動時）のNMI端

子のレベルがローレベルになるようにしてください。また、立ち上がりエッジに設定したNMI端子でソフト

ウェアスタンバイモードを解除する場合、ソフトウェアスタンバイモードに入るとき（クロック停止時）の

NMI端子のレベルがローレベルに、かつソフトウェアスタンバイモード復帰時（発振安定後のクロック起動

時）のNMI端子のレベルがハイレベルになるようにしてください（IRQ端子の場合も同様です）。 
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• リセットによる解除 

RES端子をローレベルにすると、ソフトウェアスタンバイモードが解除され、パワーオンリセット状態に遷

移し、その後RES端子をハイレベルにすると、パワーオンリセット例外処理が開始されます。 

MRES端子をローレベルにすると、ソフトウェアスタンバイモードが解除され、マニュアルリセット状態に

遷移し、その後MRES端子をハイレベルにすると、マニュアルリセット例外処理が開始されます。 

RES端子またはMRES端子は、クロックの発振が安定するまでローレベルを保持してください。 

CKIO端子には、クロックモード0、2のとき内部のクロックが出力され続けます。 

 

（3） ソフトウェアスタンバイモード遷移時の注意事項 

DMACが転送中に、ソフトウェアスタンバイモードへ遷移するための SLEEP命令を実行すると、転送の終了を

待たずに DMACが停止するため、DMA転送が保証されません。したがって、ソフトウェアスタンバイモードに

遷移するときは、DMA転送の終了を待つか、もしくは DMA転送を停止してから SLEEP命令を実行してくださ

い。 
 

27.3.3 ソフトウェアスタンバイモードの応用例 

NMI信号の立ち下がりでソフトウェアスタンバイモードに遷移し、NMI信号の立ち上がりで解除を行う例を説

明します。この例のタイミングを図 27.1に示します。 

割り込みコントロールレジスタ（ICR）の NMIエッジセレクトビット（NMIE）を 0（立ち下がりエッジ検出）

にした状態で NMI端子をハイレベルからローレベルに変化させると、NMI割り込みが受け付けられます。NMI

例外サービスルーチンで NMIEビットを 1（立ち上がりエッジ検出）にセットし、STBCRの STBYビットが 1、

DEEPビットが 0の状態で SLEEP命令を実行すると、ソフトウェアスタンバイモードに遷移します。その後、NMI

端子をローレベルからハイレベルに変化させると、ソフトウェアスタンバイモードが解除されます。 
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CK

NMI端子

NMIEビット

STBYビット

LSIの状態

発振器

プログラム
実行状態

NMI
例外処理

NMI
例外処理

例外サービス
ルーチン

ソフトウェア
スタンバイモード

発振安定時間
 

図 27.1 ソフトウェアスタンバイモード時の NMIタイミング（応用例） 
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27.3.4 ディープスタンバイモード 

（1） ディープスタンバイモードへの遷移 

STBCRの STBYビットと DEEPビットが 1の状態で SLEEP命令を実行すると、プログラム実行状態からディ

ープスタンバイモードに遷移します。ディープスタンバイモードでは、CPU、クロック、および内蔵周辺モジュ

ールが停止するだけではなく、RAMKPレジスタの RAMKP3～RAMKP0ビットの設定により保持となる内蔵 RAM

エリア、RTCを除き電源がオフになり、消費電力を大幅に削減できます。そのため CPUおよびキャッシュのレジ

スタ内容、内蔵周辺モジュールのレジスタに関しても値は保持されません。ただし、端子の状態はディープスタ

ンバイモードに遷移する直前の値を保持することができます。 

CPUは、DSFRへの書き込みを 1サイクルで実行を完了し次の命令処理を実行します。しかし、実際の書き込

みには 1サイクル以上かかります。したがって、CPUから DSFRへの書き込み値を SLEEP命令に確実に反映する

ためには、DSFRを読み出してから SLEEP命令を実行してください。 
 

ディープスタンバイモードへ遷移する手順を以下に示します。また、そのフローを図 27.2に示します。 

1. 保持する必要のある内蔵RAMエリアに対して、RAMKPレジスタのRAMKP3～RAMKP0ビットを設定します。 

2. 保持する内蔵RAMの各ページに対し、任意の同一アドレスのリード／ライトを実行します。実行しない場合、

最後に書かれたデータが内蔵RAMに書き込まれない可能性があります。以後、内蔵RAMへのライトがある

場合には、最後の内蔵RAMライト後に、本処理を実行してください。 

3. DSCNTレジスタCKS[2:0]ビットをCPGのFRQCRの初期値に対して、発振安定時間以上になるように値を設定

します。 

4. STBCRレジスタのSTBYビットとDEEPビットに1を設定します。 

5. DSFRレジスタのフラグをクリアした後に、DSFRレジスタを読み出します。その後、SLEEP命令を実行しま

す。 
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プログラム実行状態

ディープスタンバイモード遷移

STBCRをリード

DSFRのフラグクリア

SLEEP命令実行

必要に応じてINTCの 
レジスタを設定

必要に応じてRAMKPの 
RAMKPビットを設定

保持するRAMの各ページ 
に対し、任意の同一 
アドレスのリード／ライト 
を実行

STBCRのSTBY、 
DEEPビットを1にセット

割り込み処理ルーチン

DSFRのフラグクリア

RTE命令実行

DSCNTのCKS2～CKS0 
ビットをFRQCRの初期値 
に対して発振安定時間以上 
になるように値を設定

 

図 27.2 ディープスタンバイモード遷移フロー 
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（2） ディープスタンバイモードの解除 

ディープスタンバイモードは、割り込み（NMI、IRQ）およびリセット（マニュアルリセット、パワーオンリセ

ット）により解除されます。ただし、IRQは PE7～PE4、PC25～PC22でのみ解除することができます。NMI割り

込みまたは IRQ割り込みによって解除する場合、割り込み例外処理ではなくパワーオンリセット例外処理が実行

されます。同様にマニュアルリセットもパワーオンリセット例外処理となります。ディープスタンバイモード解

除のフローを図 27.3に示します。 

ディープスタンバイモード

パワーオンリセット
例外処理ルーチン

DSFRのフラグチェック

Y

N

パワーオンリセット 
例外処理へ

周辺機能*の再設定

DSFRのIOKEEPビット 
をクリア

ディープスタンバイ 
モード遷移前の状態へ

割り込み（NMI、IRQ）検出

発振安定時間を
DSCNTによりカウント

パワーオンリセット？

【注】* 周辺機能はCPG、INTC、BSC、I/Oポート、PFC、周辺モジュール等、 
すべてを含みます。

リセット（MRES、RES）検出

発振安定時間の間、
リセット（MRES、RES） 
のローレベルを保持

 

図 27.3 ディープスタンバイモード解除フロー 
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• 割り込みによる解除 

NMI端子の立ち下がりエッジまたは立ち上がりエッジ（割り込みコントローラ（INTC）の割り込みコントロ

ールレジスタ0（ICR0）のNMIエッジセレクトビット（NMIE）で選択）、IRQ端子（IRQ7～IRQ0：PE7～PE4、

PC25～PC22）の立ち下がりエッジまたは立ち上がりエッジ（割り込みコントローラ（INTC）の割り込みコ

ントロールレジスタ1（ICR1）のIRQnセンスセレクトビット（IRQn1S～IRQn0S）で選択）が検出されると電

源安定待ち時間後、クロックの発振が開始されます。このクロックは発振安定時間をカウントする発振安定

カウンタ（DSCNT）にだけ供給されます。 

ディープスタンバイモードに遷移する前にDSCNTのクロックセレクトビット（CKS[2:0]）に設定しておいた

時間が経過すると、オーバフローが発生します。このオーバフロー発生によってクロックが安定したと判断

され本LSI全体にクロックが供給されます。これによって、ディープスタンバイモードが解除され、リセット

例外処理が実行されます。 

NMI割り込みまたはIRQ割り込みによってディープスタンバイモードを解除する場合、オーバフロー周期が

発振安定時間以上となるように、CKS[2:0]ビットを設定してください。 

割り込み検出直後からディープスタンバイモードが解除されるまでの間には、CKIO端子のクロック出力の位

相が不安定になることがあります。なお、立ち下がりエッジに設定したNMI端子でディープスタンバイモー

ドを解除する場合、ディープスタンバイモードに入るとき（クロック停止時）のNMI端子のレベルがハイレ

ベルに、かつディープスタンバイモード復帰時（発振安定後のクロック起動時）のNMI端子のレベルがロー

レベルになるようにしてください。また、立ち上がりエッジに設定したNMI端子でディープスタンバイモー

ドを解除する場合、ディープスタンバイモードに入るとき（クロック停止時）のNMI端子のレベルがローレ

ベルに、かつディープスタンバイモード復帰時（発振安定後のクロック起動時）のNMI端子のレベルがハイ

レベルになるようにしてください（IRQ端子の場合も同様です）。 

• リセットによる解除 

RES端子またはMRES端子をローレベルにすると、本LSIはパワーオンリセット状態に遷移し、ディープスタ

ンバイモードモードは解除されます。 

RES端子またはMRES端子は、電源、クロックの発振が安定するまでローレベルを保持してください。 

RES端子によりディープスタンバイモードが解除された場合、内蔵RAMエリアの内容は保持されません。 

 

（3） ディープスタンバイモード解除後の動作 

ディープスタンバイモードが、割り込み（NMI、IRQ）およびマニュアルリセットにより解除された場合、どの

割り込みで解除されたのかをディープスタンバイ解除要因フラグレジスタ（DSFR）により確認することができま

す。 

ディープスタンバイモードに遷移する際、端子は直前の状態を保持しますが、ディープスタンバイモード解除

時、表 27.3に示すバス系端子のみ、端子の状態保持を解除してプログラムフェッチ可能とします。その他の端子

は、ディープスタンバイモード解除後も端子の状態を保持したままで、どの割り込みでディープスタンバイモー

ドから復帰したのかを DSFRにより確認します。ディープスタンバイモード遷移前の状態にするには、周辺機能

の再設定を行います。周辺機能には、CPG、INTC、BSC、I/Oポート、PFC、周辺モジュール等のすべてを含みま

す。再設定後、DSFRの IOKEEPビットの 1を読み出した後に 0を書き込むことにより、端子の状態保持を解除す
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ることができます。 

表 27.3 動作モード別端子状態 

動作モード 1 

（外部 8ビットバス起動） 

動作モード 2 

（外部 16ビットバス起動） 

動作モード 3 

（外部 32ビットバス起動） 

PA[23:0] 

PB[7:0] 

PC[9:8]、PC[0] 

CKIO 

PA[23:0] 

PB[15:0] 

PC[10:8]、PC[0] 

CKIO 

PA[23:0] 

PB[31:0] 

PC[12:8]、PC[0] 

CKIO 

 

（4） ディープスタンバイモード遷移時の注意事項 

DMACが転送中に、ディープスタンバイモードへ遷移するための SLEEP命令を実行すると、転送の終了を待た

ずに DMACが停止するため、DMA転送が保証されません。したがって、ディープスタンバイモードに遷移する

ときは、DMA転送の終了を待つか、もしくは DMA転送を停止してから SLEEP命令を実行してください。 
 

27.3.5 モジュールスタンバイ機能 

（1） モジュールスタンバイ機能への遷移 

スタンバイコントロールレジスタの各MSTPビットに 1をセットすることで、それぞれ対応した内蔵周辺モジ

ュールへのクロック供給を停止させることができます。この機能を使用することで、ノーマルモード時およびス

リープモード時の消費電力を低減させることができます。遷移前には必ずそのモジュールをディスエーブル状態

にした後で、モジュールスタンバイ状態にしてください。また、モジュールスタンバイ状態のモジュールに対す

るレジスタアクセスなどは行わないでください。 

レジスタの状態は、ソフトウェアスタンバイモード時と同じです。 

ただし DACは例外です。DACは、ソフトウェアスタンバイモード時は全レジスタが保持されますが、モジュ

ールスタンバイ状態では全レジスタが初期化されます。 
 

（2） モジュールスタンバイ機能の解除 

モジュールスタンバイ機能の解除は、各MSTPビットを 0にクリアするか、パワーオンリセット（ただし RTC、

H-UDI、UBC、DMAC、AUD-IIのみ）により行います。各MSTPビットを 0にクリアしてモジュールスタンバイ

機能を解除する場合は、該当ビットを読み出して 0クリアされたことを確認してください。 
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27.4 使用上の注意事項 

27.4.1 レジスタ設定時の注意 

低消費電力モード関連のレジスタに書き込みを行う際には、以下のことに注意してください。 

CPUから低消費電力モード関連のレジスタに書き込みを行う際、CPUは書き込み命令実行後、実際のレジスタ

への書き込み完了まで待たされずに、後続の命令を実行します。 

後続命令実行時にレジスタへの書き込みによる変更を反映させたい場合には、レジスタ書き込み命令と後続命

令の間に同じレジスタに対するダミーリードを行ってください。 
 

27.4.2 外部クロック入力時におけるスタンバイモード解除の注意 

EXTAL端子または CKIO端子から外部クロックを入力して使用する場合、NMI割り込みまたは IRQ割り込み

によってスタンバイモードを解除する際、割り込み入力の前に必ず外部クロックを入力してください。入力して

いない場合、正しい発振安定時間をカウントすることができません。 
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28. ユーザデバッグインタフェース（H-UDI） 

本 LSIは、エミュレータのサポートのため、ユーザデバッグインタフェース（H-UDI）を内蔵しています。 

28.1 特長 

ユーザデバッグインタフェース（H-UDI）は、リセットおよび割り込み要求の機能を備えています。 

本 LSIの H-UDIはエミュレータの接続に使用されます。 

エミュレータとの接続方法は、エミュレータのマニュアルを参照してください。 

図 28.1に H-UDIのブロック図を示します。 

： バイパスレジスタ
： インストラクションレジスタ

【記号説明】

SDBPR
SDIR

SDIR

UDTCK

UDTDO

UDTDI

UDTMS

UDTRST

SDBPR

MUX

シ
フ
ト
レ
ジ
ス
タ

TAP制御回路 デコーダ
ローカル
パス

 

図 28.1 H-UDIのブロック図 
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28.2 入出力端子 
 

表 28.1 端子構成 

名称 端子名 入出力 機   能 

H-UDIシリアルデータ 

入出力用クロック端子 

UDTCK* 入力 データはこのクロックに同期してデータ入力端子（UDTDI）から

H-UDIにシリアルに供給され、データ出力端子（UDTDO）から出

力されます。未使用時はハイレベルに固定してください。 

モードセレクト入力端子 UDTMS* 入力 UDTCKに同期してこの信号を変化させることによって TAP制御

回路の状態が決まります。プロトコルは図 28.2を参照してくださ

い。未使用時はハイレベルに固定してください。 

H-UDIリセット入力端子 UDTRST* 入力 UDTCKとは非同期で入力を受け付けローレベルで H-UDIをリセ

ットします。H-UDI機能の利用の有無にかかわらず、電源投入時

に UDTRSTを発振安定期間の間ローレベルにしなければなりま

せん。リセット構成の詳細については、「28.4.2 リセットの種

類」を参照してください。 

H-UDIシリアルデータ入力端子 UDTDI* 入力 UDTCKに同期してこの端子を変化させることによって H-UDIに

データを送ります。未使用時はハイレベルに固定してください。 

H-UDIシリアルデータ出力端子 UDTDO 出力 UDTCKに同期してこの端子を読み出すことによって H-UDIから

データを読み取ります。データ出力タイミングの初期値は立ち下

がり同期ですが、SDIRに「UDTDO変化タイミング切り替え」コ

マンドを入力することにより立ち上がり同期に変更することがで

きます。詳細については、「28.4.3 UDTDO出力タイミング」を

参照してください。 

ASEモードセレクト端子 ASEMD 入力 ハイレベルに固定してください。 

【注】 * プルアップ付き端子です。 

 

28.3 レジスタの説明 

H-UDIには以下のレジスタがあります。 
 

表 28.2 レジスタ構成 

レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス アクセスサイズ 

バイパスレジスタ SDBPR － － － － 

イントラクションレジスタ SDIR R H'EFFD H'FFFD9000 16 

 

28.3.1 バイパスレジスタ（SDBPR） 

SDBPRは、CPUではアクセスすることができない 1ビットのレジスタです。SDIRを BYPASSモードにセット

すると、SDBPRは H-UDI端子の UDTDIと UDTDOの間に接続されます。初期値は不定です。 
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28.3.2 インストラクションレジスタ（SDIR） 

SDIRは、16ビットの読み出し専用のレジスタです。UDTRSTのアサートまたは TAPの Test-Logic-Reset状態の

ときあるいはディープスタンバイ時に初期化されます。また、H-UDIからは、CPUのモードに関係なく書き込み

を行うことができます。このレジスタに予約となっているコマンドをセットした場合の動作は保証しません。初

期値は H'EFFDです。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

【注】 TI[7:0]の初期値は予約値ですが、コマンドをセットする場合は必ず予約以外の値をセットしてください。*

1* 1* 1* 0* 1* 1* 1* 1* 1 1 1 1 1 1 0 1
R R R R R R R R R R R R R R R R

TI[7:0] - - - - - - - -

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 TI[7:0] 11101111* R テストインストラクション 

H-UDIのインストラクションは UDTDIからのシリアル入力によって SDIR

に転送されます。 

コマンドは表 28.3を参照してください。 

7～2 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。 

1 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

0 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。 

 

表 28.3 H-UDIコマンド 

ビット 15～8 

TI7 TI6 TI5 TI4 TI3 TI2 TI1 TI0 

説明 

0 1 1 0 － － － － H-UDIリセットネゲート 

0 1 1 1 － － － － H-UDIリセットアサート 

1 0 0 1 1 1 0 0 UDTDO変化タイミング切り替え 

1 0 1 1 － － － － H-UDI割り込み 

1 1 1 1 － － － － BYPASSモード 

上記以外 予約 
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28.4 動作説明 

28.4.1 TAPコントローラ 

図 28.2に TAPコントローラの内部状態を示します。 

Test -logic-reset

Capture-DR

Shift-DR

Exit1-DR

Pause-DR

Exit2-DR

Update-DR

Select-DRRun-test/idle

1

0

0

0

0
1 1 1

1

0

0

0

1

1 1

0

1

1

1 0

Capture-IR

Shift-IR

Exit1-IR

Pause-IR

Exit2-IR

Update-IR

Select-IR

0

0

1

0

0

0

1

0

1

1

1 0

 

図 28.2 TAPコントローラ状態遷移図 

【注】 遷移条件は UDTCKの立ち上がりエッジにおける UDTMS値です。UDTDI値は UDTCKの立ち上がりエッジでサンプ

リングし、UDTCKの立ち下がりエッジでシフトします。UDTDO値の変化タイミングについては、「28.4.3 UDTDO

出力タイミング」を参照してください。UDTDOは Shift-DR、Shift-IR状態以外ではハイインピーダンス状態です。

UDTRSTのアサートあるいはディープスタンバイモードにより UDTCKとは非同期で Test-Logic-Reset状態へ遷移し

ます。 
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28.4.2 リセットの種類 
 

表 28.4 リセットの種類 

ASEMD* RES UDTRST チップ状態 

L パワーオンリセットおよび H-UDIのリセット L 

H パワーオンリセット 

L H-UDIのみリセット 

H 

H 

H 通常動作 

【注】 * ASEMD＝H固定にしてください。 

 

28.4.3 UDTDO出力タイミング 

UDTDOの変化タイミングは、初期値では UDTCKの立ち下がりエッジ同期で出力されます。ただし、H-UDI

端子から SDIRに「UDTDO変化タイミング切り替え」コマンドをセットし、Update-IRを通過することで、UDTDO

の変化タイミングは UDTCKの立ち上がりエッジに同期します。これ以降、UDTDOの変化タイミングを UDTCK

の立ち下がりエッジ同期出力にする場合は、パワーオンリセットと同時に、UDTRST端子のアサートを行うか、

もしくはディープスタンバイモードに遷移する必要があります。RES端子によるパワーオンリセットの場合、RES

端子ネゲート後も、チップ内部は一定期間リセット状態となります。そのため、RES端子ネゲート後すぐに

UDTRST端子をアサートした場合、「UDTDO変化タイミング切り替え」コマンドはクリアされ、UDTDOの変化

タイミングが UDTCKの立ち下がりエッジ同期出力になります。これを防ぐため、RES端子と UDTRST端子の互

いの信号変化は必ず 20 tcyc以上間隔をあけてください。 

UDTDO
（初期値）

UDTCK

UDTDO
（UDTDO変化タイミング
コマンド実行後）

tTDOD

tTDOD

 

図 28.3 H-UDIデータ転送タイミング 

 

28.4.4 H-UDIリセット 

H-UDIリセットは、SDIRへ H-UDIリセットアサートコマンドをセットすることにより発生します。H-UDIリ

セットはパワーオンリセットと同様のリセットです。H-UDIリセットネゲートコマンドをセットすることにより、

H-UDIリセットが解除されます。H-UDIリセットアサートコマンドと H-UDIリセットネゲートコマンド間に必要

な時間は、パワーオンリセットをかけるために RES端子をローレベルに保つ時間と同じです。 
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H-UDIリセットアサート H-UDIリセットネゲート

PC、SRの初期値を例外処理
ベクタテーブルから取り出す

SDIR

チップ内部
リセット

CPU状態

 

図 28.4 H-UDIリセット 

 

28.4.5 H-UDI割り込み 

H-UDI割り込み機能は SDIRへH-UDIからのコマンドをセットすることにより割り込みを発生させます。H-UDI

割り込みは一般例外／割り込み動作であり、例外処理ベクタテーブルから例外サービスルーチン開始アドレスを

取り出し、そのアドレスにジャンプして実行します。この割り込み要求は固定優先順位 15を持っています。 

スリープモード中でも H-UDI割り込みは受け付けられますが、ソフトウェアスタンバイモードおよびディープ

スタンバイモードでは H-UDI割り込みは受け付けられません。 
 

28.5 使用上の注意事項 

1. H-UDIコマンドは、いったんセットされると他のコマンドがH-UDIから再セットされないかぎり変更されま

せん。同じコマンドを連続してセットする場合は、チップ動作に影響のないコマンド（BYPASSモード等）

をいったんセットしてから再度コマンドをセットする必要があります｡ 

2. ソフトウェアスタンバイモードまたはH-UDIモジュールスタンバイ状態中は、H-UDIのすべての機能を使用

することはできません。また、ソフトウェアスタンバイモードもしくはH-UDIモジュールスタンバイ状態の

前後でTAPの状態を保持するためには、ソフトウェアスタンバイモードもしくはH-UDIモジュールスタンバ

イ状態遷移の際、UDTCKをハイレベルにしておく必要があります。 

3. ディープスタンバイモードではH-UDIのすべての機能を使用することはできません。また、ディープスタン

バイモードでは、H-UDIは初期化されます。 

4. UDTDO変化タイミング切り替えコマンドをセットし、RES端子ネゲート後すぐにUDTRST端子をアサートし

た場合、UDTDO変化タイミング切り替えコマンドがクリアされることがあります。 

これを防ぐため、UDTDO変化タイミング切り替えコマンドをセットした場合、RES端子とUDTRST端子の互

いの信号変化は必ず20 tcyc以上間隔を空けてください。詳細は「28.4.3 UDTDO出力タイミング」を参照し

てください。 

5. UDTRST端子ネゲート後、TAPコントローラを動作させる際は、必ず200msec以上間隔を開けてください。 
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29.  アドバンストユーザデバッガ-II（AUD-II） 

AUD-II、最終製品に実装された状態でユーザプログラムのデバッグを支援するための機能を提供します。

AUD-IIを用いて内蔵RAMデータのモニタリング／チューニング等簡易エミュレータを構築することが可能です。 

29.1 特長 

AUD-IIは、AUDMDを設定することで、RAMモニタモードが使用できます。 
 

RAMモニタモード 

• 内部/外部バスに接続されているモジュール（キャッシュおよびH-UDIを除く）を読み出し／書き込みする機

能。 

• 外部からAUDATAにアドレスを書き込むと、そのアドレスに対応したデータ出力します。 

• 外部からAUDATAにアドレス，データを書き込むと、そのアドレスにデータを転送します。 
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29.2 入出力端子 

AUD-IIの端子構成を表 29.1に示します。 
 

表 29.1 端子構成 

名称 端子名 機   能 

AUD Reset AUDRST AUDリセット入力 

AUD Sync AUDSYNC データ先頭位置認識信号入力 

AUD Clock AUDCK 外部入力クロック 

AUD Mode AUDMD モード選択入力（H） 

AUD DATA AUDATA[3:0] モニタアドレス入力／データ入出力 

 

（1） 端子説明 
 

表 29.2 端子説明 

端  子 説   明 

AUDMD 本端子の入力レベルを切り替えることにより、モード選択します。 

L：設定禁止 

H：RAMモニタモード 

本端子の切り替えは AUDRSTが Lの状態で実施してください。 

AUDRST 本端子に Lを入力時は AUDがリセット状態となり、AUD内のバッファおよび処理状態はリセット 

されます。AUDMDのレベル確定後 Hに戻すと選択されたモードで動作します。 

AUDCK 本端子は外部クロック入力です。デバッグに使用するクロックを入力してください。 

入力できる周波数は、Bφ/2以下です。 

AUDSYNC AUDバスコマンド有効信号 

1：読み出しデータを出力 

0：書き込みアドレス、データ、DIRコマンドを入力 

【注】本端子は外部から AUDATAにコマンドが入力されて、必要なデータが準備できるまでアサート

しないでください。詳しくは後述のプロトコルを参照してください。 

AUDATA[3:0] 下記情報が時分割で出力される。 

• AUDバスコマンド 

• アドレス 

• データ 

外部からコマンドを入力すると Ready送信後データを出力します。出力は AUDSYNCがネゲート 

されてから開始します。詳しくは後述のプロトコルを参照してください。 
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29.3 RAMモニタモード 

本モードは、内部/外部バスに接続されているすべてのモジュール（キャッシュおよび H-UDIを除く）を読み出

し／書き込みする機能です。本機能により RAMモニタ／チューニングができます。 

29.3.1 通信プロトコル 

AUD-IIは AUDSYNCがアサートされると AUDATAを取り込みます。AUDATAは以下のフォーマットで入力

してください。 

0000 DIR A3～A0 A31～A28 D3～D0 Dn～Dn-3

リザーブビット（4ビット）：B'0000

コマンド

1固定 0：読み出し
1：書き込み

00：バイト
01：ワード
10：ロングワード

ビット3 ビット2 ビット1 ビット0

アドレス データ（書き込み時のみ）
バイト書き込み時      ：n＝7
ワード書き込み時      ：n＝15
ロングワード書き込み時：n＝31

 

図 29.1 AUDATA入力フォーマット 

 

29.3.2 動作説明 

AUDRSTをアサートした状態で AUDMDを Hにして AUDRSTをネゲートすると、RAMモニタモードで動作し

ます。図 29.2にリード動作の例を、図 29.3にライト動作の例を示します。 

AUDSYNCがアサートされると、AUDATAから入力を開始します。図 29.1に示すフォーマットでコマンド、

アドレス、データ（書き込み時のみ）が入力されると、指定されたアドレスの読み出し／書き込み実行を開始し

ます。内部実行中 AUD-IIは Not Ready（B'0000）を返します。実行が完了すると、Ready（B'0001）を返します（図

29.2、図 29.3）。表 29.3に Readyフラグのフォーマットを示します。 

読み出し時は、このフラグの検出後、AUDSYNCをネゲートすると指定されたサイズのデータを出力します（図

29.2）。DIRに上記以外のコマンドが入力された場合、AUD-IIはコマンドエラーとして処理を無効にし、Ready

フラグ内のビット 1を 1にセットします。また、DIR内で指定されたコマンドによる読み出し／書き込み動作が

バスエラーを起こすとき、処理を無効にし Readyフラグ内ビット 2を 1にセットします（図 29.4）。 
 



 

29. アドバンストユーザデバッガ-II（AUD-II） 

29-4  R01UH0025JJ0300  Rev.3.00 

  2010.09.15 

SH7261グループ

以下にバスエラー条件を示します。 

1. 4n+1、4n+3番地にワードアクセス 

2. 4n+1、4n+2、4n+3番地にロングワードアクセス 

 

表 29.3 Readyフラグフォーマット 

ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

0固定 0：正常状態 0：正常状態 0：not Ready 

 1：バスエラー発生 1：コマンドエラー発生 1：Ready 

 

0000 A3～
A0

AUDCK

AUDSYNC

AUDATA[3:0] 1000 000100010000 0001A31～
A28

D3～
D0

D7～
D4

DIR Not Ready Ready ReadyReady

入力 出力

入出力切り替え

 

図 29.2 リード動作例（バイトリード） 

0000 A3～
A0

AUDCK

AUDSYNC

AUDATA[3:0] 1110 000100010000 0001D3～
D0

A31～
A28

D31～
D28

DIR Not Ready ReadyReady Ready

入力 出力

入出力切り替え

 

図 29.3 ライト動作例（ロングワードライト）  

0000 A3～
A0

AUDCK

AUDSYNC

AUDATA[3:0] 1010 010101010000 0101A31～
A28

DIR Not Ready Ready
（バスエラー）

Ready
（バスエラー）

Ready
（バスエラー）

入力 出力

入出力切り替え

 

図 29.4 エラー発生例（ロングワードリード） 
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29.3.3 RAMモニタに関して使用上の注意事項 

（1） RAMモニタの初期化に関する規定 

本デバッガに内蔵しているバッファおよび処理状態は、以下の条件に入ると初期化されます。 

• パワーオンリセット 

• AUDRSTにLレベル印加 

• モジュールスタンバイ 

• ディープスタンバイモード 

 

（2） AUDCKの規定 

• AUDCKは、外部クロック入力です。クロックは、Bφ/2≧AUDCKを入力してください。 

 

（3） その他の注意事項 

• AUDSYNCはAUDATAにコマンドが入力されて、Readyが返されるまではネゲートしないでください。 

• RAMモニタ機能は、スリープ中は使用できますが、ソフトウェアスタンバイ、およびディープスタンバイモ

ード中は使用できません。 
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30. レジスタ一覧 

アドレス一覧では、内蔵 I/Oレジスタの情報を示し、次の構成になっています。 
 

1. レジスタアドレス一覧（アドレス順） 

• 割り付けアドレスの小さいレジスタから順に記載します。 

• レジスタアドレス一覧に記載されていないリザーブアドレスのアクセスはしないでください。 

• アドレスは、16ビットまたは32ビットの場合、ビッグエンディアンを前提として、MSB側のアドレスを記載

しています。 

 

2. レジスタのビット一覧 

• 「レジスタアドレス一覧（アドレス順）」の順序で、ビット構成を記載します。 

• リザーブビットは、ビット名称部に「－」で表記しています。 

• ビット名称部が空白のものは、そのレジスタ全体がカウンタやデータに割り付けられていることを示します。 

• 16ビットまたは32ビットのレジスタの場合、MSB側のビットから記載しています。 

バイトの記載順序はビッグエンディアンを前提としています。 

 

3. 各動作モードにおけるレジスタの状態 

• 「レジスタアドレス一覧（アドレス順）」の順序で、レジスタの状態を記載します。 

• 初期化の各ビットの状態は、該当する章のレジスタ説明を参照してください。 

• 基本的な動作モード時のレジスタの状態を示しており、内蔵モジュール固有のリセットなどがある場合は、

内蔵モジュールの章を参照してください。 
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30.1 レジスタアドレス一覧（アドレス順） 

アクセスサイズは、ビット数を示します。 

【注】 未定義、リザーブアドレスのアクセスは禁止します。これらのレジスタをアクセスしたときの動作および継続する動作

については保証できませんので、アクセスしないようにしてください。 

 
レジスタ名称 略称 ビット数 アドレス モジュール アクセスサイズ 

ROMDECイネーブルコントロール 

レジスタ 

CROMEN 8 H'E8000000 ROM-DEC 8 

同期制御コントロールレジスタ CROMSY0 8 H'E8000001  8 

デコーディングモードコントロール 

レジスタ 

CROMCTL0 8 H'E8000002  8 

EDC、ECCチェック制御コントロール 

レジスタ 

CROMCTL1 8 H'E8000003  8 

デコード処理自動停止コントロール 

レジスタ 

CROMCTL3 8 H'E8000005  8 

デコードオプション設定コントロール 

レジスタ 

CROMCTL4 8 H'E8000006  8 

HEAD20～22表示コントロールレジスタ CROMCTL5 8 H'E8000007  8 

同期コードステータスレジスタ CROMST0 8 H'E8000008  8 

ECC後のヘッダに対するエラーステータス 

レジスタ 

CROMST1 8 H'E8000009  8 

ECC後のサブヘッダに対するエラー 

ステータスレジスタ 

CROMST3 8 H'E800000B  8 

ヘッダ、サブヘッダデータ妥当性判定 

ステータスレジスタ 

CROMST4 8 H'E800000C  8 

モード判定結果とリンクセクタ検出 

ステータスレジスタ 

CROMST5 8 H'E800000D  8 

ECC、EDCエラーステータスレジスタ CROMST6 8 H'E800000E  8 

バッファステータスレジスタ CBUFST0 8 H'E8000014  8 

デコード中止要因ステータスレジスタ CBUFST1 8 H'E8000015  8 

バッファオーバフローステータスレジスタ CBUFST2 8 H'E8000016  8 

ECC訂正前ヘッダ部-MINUTESデータ 

レジスタ 

HEAD00 8 H'E8000018  8 

ECC訂正前ヘッダ部-SECONDSデータ 

レジスタ 

HEAD01 8 H'E8000019  8 

ECC訂正前ヘッダ部-FRAMES（1/75秒） 

データレジスタ 

HEAD02 8 H'E800001A  8 

ECC訂正前ヘッダ部-MODEデータ 

レジスタ 

HEAD03 8 H'E800001B  8 
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ECC訂正前サブヘッダ部-ファイルナンバ

（BYTE-16）データレジスタ 

SHEAD00 8 H'E800001C ROM-DEC 8 

ECC訂正前サブヘッダ部-チャネルナンバ

（BYTE-17）データレジスタ 

SHEAD01 8 H'E800001D  8 

ECC訂正前サブヘッダ部-サブモード

（BYTE-18）データレジスタ 

SHEAD02 8 H'E800001E  8 

ECC訂正前サブヘッダ部-データタイプ

（BYTE-19）データレジスタ 

SHEAD03 8 H'E800001F  8 

ECC訂正前サブヘッダ部-ファイルナンバ

（BYTE-20）データレジスタ 

SHEAD04 8 H'E8000020  8 

ECC訂正前サブヘッダ部-チャネルナンバ

（BYTE-21）データレジスタ 

SHEAD05 8 H'E8000021  8 

ECC訂正前サブヘッダ部-サブモード

（BYTE-22）データレジスタ 

SHEAD06 8 H'E8000022  8 

ECC訂正前サブヘッダ部-データタイプ

（BYTE-23）データレジスタ 

SHEAD07 8 H'E8000023  8 

ECC訂正後ヘッダ部-MINUTESデータ 

レジスタ 

HEAD20 8 H'E8000024  8 

ECC訂正後ヘッダ部-SECONDSデータ 

レジスタ 

HEAD21 8 H'E8000025  8 

ECC訂正後ヘッダ部-FRAMES（1/75秒） 

データレジスタ 

HEAD22 8 H'E8000026  8 

ECC訂正後ヘッダ部-MODEデータ 

レジスタ 

HEAD23 8 H'E8000027  8 

ECC訂正後サブヘッダ部-ファイルナンバ

（BYTE-16）データレジスタ 

SHEAD20 8 H'E8000028  8 

ECC訂正後サブヘッダ部-チャネルナンバ

（BYTE-17）データレジスタ 

SHEAD21 8 H'E8000029  8 

ECC訂正後サブヘッダ部-サブモード

（BYTE-18）データレジスタ 

SHEAD22 8 H'E800002A  8 

ECC訂正後サブヘッダ部-データタイプ

（BYTE-19）データレジスタ 

SHEAD23 8 H'E800002B  8 

ECC訂正後サブヘッダ部-ファイルナンバ

（BYTE-20）データレジスタ 

SHEAD24 8 H'E800002C  8 

ECC訂正後サブヘッダ部-チャネルナンバ

（BYTE-21）データレジスタ 

SHEAD25 8 H'E800002D  8 

ECC訂正後サブヘッダ部-サブモード

（BYTE-22）データレジスタ 

SHEAD26 8 H'E800002E  8 

ECC訂正後サブヘッダ部-データタイプ

（BYTE-23）データレジスタ 

SHEAD27 8 H'E800002F  8 
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自動バッファリング設定コントロール 

レジスタ 

CBUFCTL0 8 H'E8000040 ROM-DEC 8 

自動バッファリング開始セクタ設定

-MINUTESコントロールレジスタ 

CBUFCTL1 8 H'E8000041  8 

自動バッファリング開始セクタ設定

-SECONDSコントロールレジスタ 

CBUFCTL2 8 H'E8000042  8 

自動バッファリング開始セクタ設定

-FRAMESコントロールレジスタ 

CBUFCTL3 8 H'E8000043  8 

ISY割り込み要因マスクコントロール 

レジスタ 

CROMST0M 8 H'E8000045  8 

CD-ROMデコーダモジュールリセット 

コントロールレジスタ 

ROMDECRST 8 H'E8000100  8 

CD-ROMデコーダモジュールリセット 

ステータスレジスタ 

RSTSTAT 8 H'E8000101  8 

SSIデータコントロールレジスタ SSI 8 H'E8000102  8 

割り込みフラグレジスタ INTHOLD 8 H'E8000108  8 

割り込み要因マスクコントロールレジスタ INHINT 8 H'E8000109  8 

バッファフルコントロールレジスタ RINGBUFCTL 8 H'E800010C  8 

CD-ROMデコーダストリームデータ入力 

レジスタ 

STRMDIN0 8 H'E8000200  リード：16 

CD-ROMデコーダストリームデータ入力 

レジスタ 

STRMDIN1 8 H'E8000201  ライト：32 

CD-ROMデコーダストリームデータ入力 

レジスタ 

STRMDIN2 8 H'E8000202  リード：16 

CD-ROMデコーダストリームデータ入力 

レジスタ 

STRMDIN3 8 H'E8000203  ライト：32 

CD-ROMデコーダストリームデータ出力 

レジスタ 

STRMDOUT0 8 H'E8000204  16 

CD-ROMデコーダストリームデータ出力 

レジスタ 

STRMDOUT1 8 H'E8000205   

バス監視許可レジスタ SYCBEEN 32 H'FF400000 バス監視 8、16、32 

バス監視ステータスレジスタ 1 SYCBESTS1 32 H'FF400004  8、16、32 

バス監視ステータスレジスタ 2 SYCBESTS2 32 H'FF400008  8、16、32 

バスエラー制御レジスタ SYCBESW 32 H'FF40000C  8、16、32 

CS0制御レジスタ CS0CNT 32 H'FF420000 BSC 8、16、32 

CS0リカバリサイクル設定レジスタ CS0REC 32 H'FF420008  8、16、32 

CS1制御レジスタ CS1CNT 32 H'FF420010  8、16、32 

CS1リカバリサイクル設定レジスタ CS1REC 32 H'FF420018  8、16、32 

CS2制御レジスタ CS2CNT 32 H'FF420020  8、16、32 
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CS2リカバリサイクル設定レジスタ CS2REC 32 H'FF420028 BSC 8、16、32 

CS3制御レジスタ CS3CNT 32 H'FF420030  8、16、32 

CS3リカバリサイクル設定レジスタ CS3REC 32 H'FF420038  8、16、32 

CS4制御レジスタ CS4CNT 32 H'FF420040  8、16、32 

CS4リカバリサイクル設定レジスタ CS4REC 32 H'FF420048  8、16、32 

CS5制御レジスタ CS5CNT 32 H'FF420050  8、16、32 

CS5リカバリサイクル設定レジスタ CS5REC 32 H'FF420058  8、16、32 

CS6制御レジスタ CS6CNT 32 H'FF420060  8、16、32 

CS6リカバリサイクル設定レジスタ CS6REC 32 H'FF420068  8、16、32 

SDRAMC0制御レジスタ SDC0CNT 32 H'FF420100  8、16、32 

SDRAMC1制御レジスタ SDC1CNT 32 H'FF420110  8、16、32 

CS0モードレジスタ CSMOD0 32 H'FF421000  8、16、32 

CS0ウェイト制御レジスタ 1 CS1WCNT0 32 H'FF421004  8、16、32 

CS0ウェイト制御レジスタ 2 CS2WCNT0 32 H'FF421008  8、16、32 

CS1モードレジスタ CSMOD1 32 H'FF421010  8、16、32 

CS1ウェイト制御レジスタ 1 CS1WCNT1 32 H'FF421014  8、16、32 

CS1ウェイト制御レジスタ 2 CS2WCNT1 32 H'FF421018  8、16、32 

CS2モードレジスタ CSMOD2 32 H'FF421020  8、16、32 

CS2ウェイト制御レジスタ 1 CS1WCNT2 32 H'FF421024  8、16、32 

CS2ウェイト制御レジスタ 2 CS2WCNT2 32 H'FF421028  8、16、32 

CS3モードレジスタ CSMOD3 32 H'FF421030  8、16、32 

CS3ウェイト制御レジスタ 1 CS1WCNT3 32 H'FF421034  8、16、32 

CS3ウェイト制御レジスタ 2 CS2WCNT3 32 H'FF421038  8、16、32 

CS4モードレジスタ CSMOD4 32 H'FF421040  8、16、32 

CS4ウェイト制御レジスタ 1 CS1WCNT4 32 H'FF421044  8、16、32 

CS4ウェイト制御レジスタ 2 CS2WCNT4 32 H'FF421048  8、16、32 

CS5モードレジスタ CSMOD5 32 H'FF421050  8、16、32 

CS5ウェイト制御レジスタ 1 CS1WCNT5 32 H'FF421054  8、16、32 

CS5ウェイト制御レジスタ 2 CS2WCNT5 32 H'FF421058  8、16、32 

CS6モードレジスタ CSMOD6 32 H'FF421060  8、16、32 

CS6ウェイト制御レジスタ 1 CS1WCNT6 32 H'FF421064  8、16、32 

CS6ウェイト制御レジスタ 2 CS2WCNT6 32 H'FF421068  8、16、32 

SDRAMリフレッシュ制御レジスタ 0 SDRFCNT0 32 H'FF422000  8、16、32 

SDRAMリフレッシュ制御レジスタ 1 SDRFCNT1 32 H'FF422004  16、32 

SDRAM初期化レジスタ 0 SDIR0 32 H'FF422008  8、16、32 

SDRAM初期化レジスタ 1 SDIR1 32 H'FF42200C  8、16、32 

SDRAMパワーダウン制御レジスタ SDPWDCNT 32 H'FF422010  8、16、32 
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SDRAMディープパワーダウン制御 

レジスタ 

SDDPWDCNT 32 H'FF422014 BSC 8、16、32 

SDRAM0アドレスレジスタ SD0ADR 32 H'FF422020  8、16、32 

SDRAM0タイミングレジスタ SD0TR 32 H'FF422024  8、16、32 

SDRAM0モードレジスタ SD0MOD 32 H'FF422028  16、32 

SDRAM1アドレスレジスタ SD1ADR 32 H'FF422040  8、16、32 

SDRAM1タイミングレジスタ SD1TR 32 H'FF422044  8、16、32 

SDRAM1モードレジスタ SD1MOD 32 H'FF422048  16、32 

SDRAMステータスレジスタ SDSTR 32 H'FF4220E4  8、16、32 

SDRAMクロックストップ制御信号 

設定レジスタ 

SDCKSCNT 32 H'FF4220E8  8、16、32 

DMAカレントソースアドレスレジスタ 0 DMCSADR0 32 H'FF460000 DMAC 32 

DMAカレントデスティネーション 

アドレスレジスタ 0 

DMCDADR0 32 H'FF460004  32 

DMAカレントバイトカウントレジスタ 0 DMCBCT0 32 H'FF460008  32 

DMAモードレジスタ 0 DMMOD0 32 H'FF46000C  32 

DMAカレントソースアドレスレジスタ 1 DMCSADR1 32 H'FF460010  32 

DMAカレントデスティネーション 

アドレスレジスタ 1 

DMCDADR1 32 H'FF460014  32 

DMAカレントバイトカウントレジスタ 1 DMCBCT1 32 H'FF460018  32 

DMAモードレジスタ 1 DMMOD1 32 H'FF46001C  32 

DMAカレントソースアドレスレジスタ 2 DMCSADR2 32 H'FF460020  32 

DMAカレントデスティネーション 

アドレスレジスタ 2 

DMCDADR2 32 H'FF460024  32 

DMAカレントバイトカウントレジスタ 2 DMCBCT2 32 H'FF460028  32 

DMAモードレジスタ 2 DMMOD2 32 H'FF46002C  32 

DMAカレントソースアドレスレジスタ 3 DMCSADR3 32 H'FF460030  32 

DMAカレントデスティネーション 

アドレスレジスタ 3 

DMCDADR3 32 H'FF460034  32 

DMAカレントバイトカウントレジスタ 3 DMCBCT3 32 H'FF460038  32 

DMAモードレジスタ 3 DMMOD3 32 H'FF46003C  32 

DMAカレントソースアドレスレジスタ 4 DMCSADR4 32 H'FF460040  32 

DMAカレントデスティネーション 

アドレスレジスタ 4 

DMCDADR4 32 H'FF460044  32 

DMAカレントバイトカウントレジスタ 4 DMCBCT4 32 H'FF460048  32 

DMAモードレジスタ 4 DMMOD4 32 H'FF46004C  32 

DMAカレントソースアドレスレジスタ 5 DMCSADR5 32 H'FF460050  32 

DMAカレントデスティネーション 

アドレスレジスタ 5 

DMCDADR5 32 H'FF460054  32 
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DMAカレントバイトカウントレジスタ 5 DMCBCT5 32 H'FF460058 DMAC 32 

DMAモードレジスタ 5 DMMOD5 32 H’FF46005C  32 

DMAカレントソースアドレスレジスタ 6 DMCSADR6 32 H'FF460060  32 

DMAカレントデスティネーション 

アドレスレジスタ 6 

DMCDADR6 32 H'FF460064  32 

DMAカレントバイトカウントレジスタ 6 DMCBCT6 32 H'FF460068  32 

DMAモードレジスタ 6 DMMOD6 32 H'FF46006C  32 

DMAカレントソースアドレスレジスタ 7 DMCSADR7 32 H'FF460070  32 

DMAカレントデスティネーション 

アドレスレジスタ 7 

DMCDADR7 32 H'FF460074  32 

DMAカレントバイトカウントレジスタ 7 DMCBCT7 32 H'FF460078  32 

DMAモードレジスタ 7 DMMOD7 32 H'FF46007C  32 

DMAリロードソースアドレスレジスタ 0 DMRSADR0 32 H'FF460200  32 

DMAリロードデスティネーション 

アドレスレジスタ 0 

DMRDADR0 32 H'FF460204  32 

DMAリロードバイトカウントレジスタ 0 DMRBCT0 32 H'FF460208  32 

DMAリロードソースアドレスレジスタ 1 DMRSADR1 32 H'FF460210  32 

DMAリロードデスティネーション 

アドレスレジスタ 1 

DMRDADR1 32 H'FF460214  32 

DMAリロードバイトカウントレジスタ 1 DMRBCT1 32 H'FF460218  32 

DMAリロードソースアドレスレジスタ 2 DMRSADR2 32 H'FF460220  32 

DMAリロードデスティネーション 

アドレスレジスタ 2 

DMRDADR2 32 H'FF460224  32 

DMAリロードバイトカウントレジスタ 2 DMRBCT2 32 H'FF460228  32 

DMAリロードソースアドレスレジスタ 3 DMRSADR3 32 H'FF460230  32 

DMAリロードデスティネーション 

アドレスレジスタ 3 

DMRDADR3 32 H'FF460234  32 

DMAリロードバイトカウントレジスタ 3 DMRBCT3 32 H'FF460238  32 

DMAリロードソースアドレスレジスタ 4 DMRSADR4 32 H'FF460240  32 

DMAリロードデスティネーション 

アドレスレジスタ 4 

DMRDADR4 32 H'FF460244  32 

DMAリロードバイトカウントレジスタ 4 DMRBCT4 32 H'FF460248  32 

DMAリロードソースアドレスレジスタ 5 DMRSADR5 32 H'FF460250  32 

DMAリロードデスティネーション 

アドレスレジスタ 5 

DMRDADR5 32 H’FF460254  32 

DMAリロードバイトカウントレジスタ 5 DMRBCT5 32 H’FF460258  32 

DMAリロードソースアドレスレジスタ 6 DMRSADR6 32 H'FF460260  32 

DMAリロードデスティネーション 

アドレスレジスタ 6 

DMRDADR6 32 H'FF460264  32 
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DMAリロードバイトカウントレジスタ 6 DMRBCT6 32 H'FF460268 DMAC 32 

DMAリロードソースアドレスレジスタ 7 DMRSADR7 32 H'FF460270  32 

DMAリロードデスティネーション 

アドレスレジスタ 7 

DMRDADR7 32 H'FF460274  32 

DMAリロードバイトカウントレジスタ 7 DMRBCT7 32 H'FF460278  32 

DMA制御レジスタ A0 DMCNTA0 32 H'FF460400  8、16、32 

DMA制御レジスタ B0 DMCNTB0 32 H'FF460404  8、16、32 

DMA制御レジスタ A1 DMCNTA1 32 H'FF460408  8、16、32 

DMA制御レジスタ B1 DMCNTB1 32 H'FF46040C  8、16、32 

DMA制御レジスタ A2 DMCNTA2 32 H'FF460410  8、16、32 

DMA制御レジスタ B2 DMCNTB2 32 H'FF460414  8、16、32 

DMA制御レジスタ A3 DMCNTA3 32 H'FF460418  8、16、32 

DMA制御レジスタ B3 DMCNTB3 32 H'FF46041C  8、16、32 

DMA制御レジスタ A4 DMCNTA4 32 H'FF460420  8、16、32 

DMA制御レジスタ B4 DMCNTB4 32 H'FF460424  8、16、32 

DMA制御レジスタ A5 DMCNTA5 32 H'FF460428  8、16、32 

DMA制御レジスタ B5 DMCNTB5 32 H'FF46042C  8、16、32 

DMA制御レジスタ A6 DMCNTA6 32 H'FF460430  8、16、32 

DMA制御レジスタ B6 DMCNTB6 32 H'FF460434  8、16、32 

DMA制御レジスタ A7 DMCNTA7 32 H'FF460438  8、16、32 

DMA制御レジスタ B7 DMCNTB7 32 H'FF46043C  8、16、32 

DMA起動制御レジスタ DMSCNT 32 H'FF460500  8、16、32 

DMA割り込み制御レジスタ DMICNT 32 H'FF460508  8、16、32 

DMA共用割り込み制御レジスタ DMICNTA 32 H'FF46050C  8、16、32 

DMA割り込みステータスレジスタ DMISTS 32 H'FF460510  8、16、32 

DMA転送終了検出レジスタ DMEDET 32 H'FF460514  8、16、32 

DMAアービトレーションステータス 

レジスタ 

DMASTS 32 H'FF460518  8、16、32 

ブレークアドレスレジスタ_0 BAR_0 32 H'FFFC0400 UBC 32 

ブレークアドレスマスクレジスタ_0 BAMR_0 32 H'FFFC0404  32 

ブレークデータレジスタ_0 BDR_0 32 H'FFFC0408  32 

ブレークデータマスクレジスタ_0 BDMR_0 32 H'FFFC040C  32 

ブレークアドレスレジスタ_1 BAR_1 32 H'FFFC0410  32 

ブレークアドレスマスクレジスタ_1 BAMR_1 32 H'FFFC0414  32 

ブレークデータレジスタ_1 BDR_1 32 H'FFFC0418  32 

ブレークデータマスクレジスタ_1 BDMR_1 32 H'FFFC041C  32 

ブレークバスサイクルレジスタ_0 BBR_0 16 H'FFFC04A0  16 

ブレークバスサイクルレジスタ_1 BBR_1 16 H'FFFC04B0  16 

ブレークコントロールレジスタ BRCR 32 H'FFFC04C0  32 
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キャッシュ制御レジスタ 1 CCR1 32 H'FFFC1000 キャッシュ 32 

キャッシュ制御レジスタ 2 CCR2 32 H'FFFC1004  32 

AC特性切り替えレジスタ ACSWR 32 H'FFFD8808 BSC 8、16、32 

インストラクションレジスタ SDIR 16 H'FFFD9000 H-UDI 16 

割り込みコントロールレジスタ 0 ICR0 16 H'FFFD9400 INTC 16、32 

割り込みコントロールレジスタ 1 ICR1 16 H'FFFD9402  16、32 

割り込みコントロールレジスタ 2 ICR2 16 H'FFFD9404  16、32 

IRQ割り込み要求レジスタ IRQRR 16 H'FFFD9406  16、32 

PINT割り込みイネーブルレジスタ PINTER 16 H'FFFD9408  16、32 

PINT割り込み要求レジスタ PIRR 16 H'FFFD940A  16、32 

バンクコントロールレジスタ IBCR 16 H'FFFD940C  16、32 

バンク番号レジスタ IBNR 16 H'FFFD940E  16、32 

割り込み優先レベル設定レジスタ 01 IPR01 16 H'FFFD9418  16、32 

割り込み優先レベル設定レジスタ 02 IPR02 16 H'FFFD941A  16、32 

割り込み優先レベル設定レジスタ 05 IPR05 16 H'FFFD9420  16、32 

割り込み優先レベル設定レジスタ 06 IPR06 16 H'FFFD9800  16、32 

割り込み優先レベル設定レジスタ 07 IPR07 16 H'FFFD9802  16、32 

割り込み優先レベル設定レジスタ 08 IPR08 16 H'FFFD9804  16、32 

割り込み優先レベル設定レジスタ 09 IPR09 16 H'FFFD9806  16、32 

割り込み優先レベル設定レジスタ 10 IPR10 16 H'FFFD9808  16、32 

割り込み優先レベル設定レジスタ 11 IPR11 16 H'FFFD980A  16、32 

割り込み優先レベル設定レジスタ 12 IPR12 16 H'FFFD980C  16、32 

割り込み優先レベル設定レジスタ 13 IPR13 16 H'FFFD980E  16、32 

割り込み優先レベル設定レジスタ 14 IPR14 16 H'FFFD9810  16、32 

割り込み優先レベル設定レジスタ 15 IPR15 16 H'FFFD9812  16、32 

割り込み優先レベル設定レジスタ 16 IPR16 16 H'FFFD9814  16、32 

ウォッチドッグタイマコントロール／ 

ステータスレジスタ 

WTCSR 16 H'FFFE0000 WDT 16 

ウォッチドッグタイマカウンタ WTCNT 16 H'FFFE0002  16 

ウォッチドッグリセットコントロール／ 

ステータスレジスタ 

WRCSR 16 H'FFFE0004  16 

周波数制御レジスタ FRQCR 16 H'FFFE0010 CPG 16 

スタンバイコントロールレジスタ STBCR 8 H'FFFE0014 SYSTEM 8 

スタンバイコントロールレジスタ 2 STBCR2 8 H'FFFE0018  8 

システムコントロールレジスタ 1 SYSCR1 8 H'FFFE0402  8 

システムコントロールレジスタ 2 SYSCR2 8 H'FFFE0404  8 

スタンバイコントロールレジスタ 3 STBCR3 8 H'FFFE0408  8 

スタンバイコントロールレジスタ 4 STBCR4 8 H'FFFE040C  8 
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スタンバイコントロールレジスタ 5 STBCR5 8 H'FFFE0410 SYSTEM 8 

64Hzカウンタ R64CNT 8 H'FFFE0800 RTC 8 

秒カウンタ RSECCNT 8 H'FFFE0802  8 

分カウンタ RMINCNT 8 H'FFFE0804  8 

時カウンタ RHRCNT 8 H'FFFE0806  8 

曜日カウンタ RWKCNT 8 H'FFFE0808  8 

日カウンタ RDAYCNT 8 H'FFFE080A  8 

月カウンタ RMONCNT 8 H'FFFE080C  8 

年カウンタ RYRCNT 16 H'FFFE080E  16 

秒アラームレジスタ RSECAR 8 H'FFFE0810  8 

分アラームレジスタ RMINAR 8 H'FFFE0812  8 

時アラームレジスタ RHRAR 8 H'FFFE0814  8 

曜日アラームレジスタ RWKAR 8 H'FFFE0816  8 

日アラームレジスタ RDAYAR 8 H'FFFE0818  8 

月アラームレジスタ RMONAR 8 H'FFFE081A  8 

RTCコントロールレジスタ 1 RCR1 8 H'FFFE081C  8 

RTCコントロールレジスタ 2 RCR2 8 H'FFFE081E  8 

年アラームレジスタ RYRAR 16 H'FFFE0820  16 

RTCコントロールレジスタ 3 RCR3 8 H'FFFE0824  8 

ポート Aデータレジスタ H PADRH 16 H'FFFE3800 I/Oポート 8、16、32 

ポート Aデータレジスタ L PADRL 16 H'FFFE3802  8、16 

ポート Aポートレジスタ H PAPRH 16 H'FFFE3804  8、16、32 

ポート Aポートレジスタ L PAPRL 16 H'FFFE3806  8、16 

ポート Bデータレジスタ H PBDRH 16 H'FFFE3808  8、16、32 

ポート Bデータレジスタ L PBDRL 16 H'FFFE380A  8、16 

ポート Bポートレジスタ H PBPRH 16 H'FFFE380C  8、16、32 

ポート Bポートレジスタ L PBPRL 16 H'FFFE380E  8、16 

ポート Cデータレジスタ H PCDRH 16 H'FFFE3810  8、16、32 

ポート Cデータレジスタ L PCDRL 16 H'FFFE3812  8、16、32 

ポート Cポートレジスタ H PCPRH 16 H'FFFE3814  8、16 

ポート Cポートレジスタ L PCPRL 16 H'FFFE3816  8、16 

ポート Dデータレジスタ PDDR 16 H'FFFE381A  8、16 

ポート Dポートレジスタ H PDPRH 16 H'FFFE381C  8、16、32 

ポート Dポートレジスタ L PDPRL 16 H'FFFE381E  8、16 

ポート Eポートレジスタ PEPR 16 H'FFFE3826  8、16 

ポート Fデータレジスタ PFDR 16 H'FFFE382A  8、16 

ポート Fポートレジスタ PFPR 16 H'FFFE382E  8、16 
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ポート A・IOレジスタ H PAIORH 16 H'FFFE3880 PFC 8、16、32 

ポート A・IOレジスタ L PAIORL 16 H'FFFE3882  8、16 

ポート Aコントロールレジスタ 8 PACR8 16 H'FFFE3884  8、16、32 

ポート Aコントロールレジスタ 7 PACR7 16 H'FFFE3886  8、16 

ポート Aコントロールレジスタ 6 PACR6 16 H'FFFE3888  8、16、32 

ポート Aコントロールレジスタ 5 PACR5 16 H'FFFE388A  8、16 

ポート Aコントロールレジスタ 4 PACR4 16 H’FFFE388C  8、16、32 

ポート Aコントロールレジスタ 3 PACR3 16 H'FFFE388E  8、16 

ポート Aコントロールレジスタ 2 PACR2 16 H'FFFE3890  8、16、32 

ポート Aコントロールレジスタ 1 PACR1 16 H'FFFE3892  8、16 

CKIOコントロールレジスタ CKIOCR 16 H'FFFE3894  16 

ポート B・IOレジスタ H PBIORH 16 H'FFFE3898  8、16、32 

ポート B・IOレジスタ L PBIORL 16 H'FFFE389A  8、16 

ポート Bコントロールレジスタ 8 PBCR8 16 H'FFFE389C  8、16、32 

ポート Bコントロールレジスタ 7 PBCR7 16 H'FFFE389E  8、16 

ポート Bコントロールレジスタ 6 PBCR6 16 H'FFFE38A0  8、16、32 

ポート Bコントロールレジスタ 5 PBCR5 16 H'FFFE38A2  8、16 

ポート Bコントロールレジスタ 4 PBCR4 16 H'FFFE38A4  8、16、32 

ポート Bコントロールレジスタ 3 PBCR3 16 H'FFFE38A6  8、16 

ポート Bコントロールレジスタ 2 PBCR2 16 H'FFFE38A8  8、16、32 

ポート Bコントロールレジスタ 1 PBCR1 16 H'FFFE38AA  8、16 

ポート C・IOレジスタ H PCIORH 16 H'FFFE38B0  8、16、32 

ポート C・IOレジスタ L PCIORL 16 H'FFFE38B2  8、16 

ポート Cコントロールレジスタ 7 PCCR7 16 H'FFFE38B6  8、16 

ポート Cコントロールレジスタ 6 PCCR6 16 H'FFFE38B8  8、16、32 

ポート Cコントロールレジスタ 5 PCCR5 16 H'FFFE38BA  8、16 

ポート Cコントロールレジスタ 4 PCCR4 16 H'FFFE38BC  8、16、32 

ポート Cコントロールレジスタ 3 PCCR3 16 H'FFFE38BE  8、16 

ポート Cコントロールレジスタ 2 PCCR2 16 H'FFFE38C0  8、16、32 

ポート Cコントロールレジスタ 1 PCCR1 16 H'FFFE38C2  8、16 

ポート D・IOレジスタ PDIOR 16 H'FFFE38CA  8、16 

ポート Dコントロールレジスタ 5 PDCR5 16 H'FFFE38D2  8、16 

ポート Dコントロールレジスタ 4 PDCR4 16 H'FFFE38D4  8、16、32 

ポート Dコントロールレジスタ 3 PDCR3 16 H'FFFE38D6  8、16 

ポート Dコントロールレジスタ 2 PDCR2 16 H'FFFE38D8  8、16、32 

ポート Dコントロールレジスタ 1 PDCR1 16 H'FFFE38DA  8、16 

ポート Eコントロールレジスタ 2 PECR2 16 H'FFFE38F0  8、16、32 
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ポート Eコントロールレジスタ 1 PECR1 16 H'FFFE38F2 PFC 8、16 

ポート F・IOレジスタ PFIOR 16 H'FFFE38FA  8、16 

ポート Fコントロールレジスタ 2 PFCR2 16 H'FFFE3908  8、16、32 

ポート Fコントロールレジスタ 1 PFCR1 16 H'FFFE390A  8、16 

タイマコントロールレジスタ_3 TCR_3 8 H'FFFE4200 MTU2 8 

タイマコントロールレジスタ_4 TCR_4 8 H'FFFE4201  8 

タイマモードレジスタ_3 TMDR_3 8 H'FFFE4202  8 

タイマモードレジスタ_4 TMDR_4 8 H'FFFE4203  8 

タイマ I/Oコントロールレジスタ H_3 TIORH_3 8 H'FFFE4204  8 

タイマ I/Oコントロールレジスタ L_3 TIORL_3 8 H'FFFE4205  8 

タイマ I/Oコントロールレジスタ H_4 TIORH_4 8 H'FFFE4206  8 

タイマ I/Oコントロールレジスタ L_4 TIORL_4 8 H'FFFE4207  8 

タイマインタラプトイネーブルレジスタ_3 TIER_3 8 H'FFFE4208  8 

タイマインタラプトイネーブルレジスタ_4 TIER_4 8 H'FFFE4209  8 

タイマアウトプットマスタイネーブル 

レジスタ 

TOER 8 H'FFFE420A  8 

タイマゲートコントロールレジスタ TGCR 8 H'FFFE420D  8 

タイマアウトプットコントロール 

レジスタ 1 

TOCR1 8 H'FFFE420E  8 

タイマアウトプットコントロール 

レジスタ 2 

TOCR2 8 H'FFFE420F  8 

タイマカウンタ_3 TCNT_3 16 H'FFFE4210  16 

タイマカウンタ_4 TCNT_4 16 H'FFFE4212  16 

タイマ周期データレジスタ TCDR 16 H'FFFE4214  16 

タイマデッドタイムデータレジスタ TDDR 16 H'FFFE4216  16 

タイマジェネラルレジスタ A_3 TGRA_3 16 H'FFFE4218  16 

タイマジェネラルレジスタ B_3 TGRB_3 16 H'FFFE421A  16 

タイマジェネラルレジスタ A_4 TGRA_4 16 H'FFFE421C  16 

タイマジェネラルレジスタ B_4 TGRB_4 16 H'FFFE421E  16 

タイマサブカウンタ TCNTS 16 H'FFFE4220  16 

タイマ周期バッファレジスタ TCBR 16 H'FFFE4222  16 

タイマジェネラルレジスタ C_3 TGRC_3 16 H'FFFE4224  16 

タイマジェネラルレジスタ D_3 TGRD_3 16 H'FFFE4226  16 

タイマジェネラルレジスタ C_4 TGRC_4 16 H'FFFE4228  16 

タイマジェネラルレジスタ D_4 TGRD_4 16 H'FFFE422A  16 

タイマステータスレジスタ_3 TSR_3 8 H'FFFE422C  8 

タイマステータスレジスタ_4 TSR_4 8 H'FFFE422D  8 

タイマ割り込み間引き設定レジスタ TITCR 8 H'FFFE4230  8 
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タイマ割り込み間引き回数カウンタ TITCNT 8 H'FFFE4231 MTU2 8 

タイマバッファ転送設定レジスタ TBTER 8 H'FFFE4232  8 

タイマデッドタイムイネーブルレジスタ TDER 8 H'FFFE4234  8 

タイマアウトプットレベルバッファ 

レジスタ 

TOLBR 8 H'FFFE4236  8 

タイマバッファ動作転送モードレジスタ_3 TBTM_3 8 H'FFFE4238  8 

タイマバッファ動作転送モードレジスタ_4 TBTM_4 8 H'FFFE4239  8 

タイマ A/D変換開始要求コントロール 

レジスタ 

TADCR 16 H'FFFE4240  16 

タイマ A/D変換開始要求周期設定 

レジスタ A_4 

TADCORA_4 16 H'FFFE4244  16 

タイマ A/D変換開始要求周期設定 

レジスタ B_4 

TADCORB_4 16 H'FFFE4246  16 

タイマ A/D変換開始要求周期設定 

バッファレジスタ A_4 

TADCOBRA_4 16 H'FFFE4248  16 

タイマ A/D変換開始要求周期設定 

バッファレジスタ B_4 

TADCOBRB_4 16 H'FFFE424A  16 

タイマ波形コントロールレジスタ TWCR 8 H'FFFE4260  8 

タイマスタートレジスタ TSTR 8 H'FFFE4280  8 

タイマシンクロレジスタ TSYR 8 H'FFFE4281  8 

タイマカウンタシンクロスタートレジスタ TCSYSTR 8 H'FFFE4282  8 

タイマリードライトイネーブルレジスタ TRWER 8 H'FFFE4284  8 

タイマコントロールレジスタ_0 TCR_0 8 H'FFFE4300  8 

タイマモードレジスタ_0 TMDR_0 8 H'FFFE4301  8 

タイマ I/Oコントロールレジスタ H_0 TIORH_0 8 H'FFFE4302  8 

タイマ I/Oコントロールレジスタ L_0 TIORL_0 8 H'FFFE4303  8 

タイマインタラプトイネーブルレジスタ_0 TIER_0 8 H'FFFE4304  8 

タイマステータスレジスタ_0 TSR_0 8 H'FFFE4305  8 

タイマカウンタ_0 TCNT_0 16 H'FFFE4306  16 

タイマジェネラルレジスタ A_0 TGRA_0 16 H'FFFE4308  16 

タイマジェネラルレジスタ B_0 TGRB_0 16 H'FFFE430A  16 

タイマジェネラルレジスタ C_0 TGRC_0 16 H'FFFE430C  16 

タイマジェネラルレジスタ D_0 TGRD_0 16 H'FFFE430E  16 

タイマジェネラルレジスタ E_0 TGRE_0 16 H'FFFE4320  16 

タイマジェネラルレジスタ F_0 TGRF_0 16 H'FFFE4322  16 

タイマインタラプトイネーブル 

レジスタ 2_0 

TIER2_0 8 H'FFFE4324  8 

タイマステータスレジスタ 2_0 TSR2_0 8 H'FFFE4325  8 
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タイマバッファ動作転送モードレジスタ TBTM 8 H'FFFE4326 MTU2 8 

タイマコントロールレジスタ_1 TCR_1 8 H'FFFE4380  8 

タイマモードレジスタ_1 TMDR_1 8 H'FFFE4381  8 

タイマ I/Oコントロールレジスタ_1 TIOR_1 8 H'FFFE4382  8 

タイマインタラプトイネーブルレジスタ_1 TIER_1 8 H'FFFE4384  8 

タイマステータスレジスタ_1 TSR_1 8 H'FFFE4385  8 

タイマカウンタ_1 TCNT_1 16 H'FFFE4386  16 

タイマジェネラルレジスタ A_1 TGRA_1 16 H'FFFE4388  16 

タイマジェネラルレジスタ B_1 TGRB_1 16 H'FFFE438A  16 

タイマインプットキャプチャコントロール

レジスタ 

TICCR 8 H'FFFE4390  8 

タイマコントロールレジスタ_2 TCR_2 8 H'FFFE4000  8 

タイマモードレジスタ_2 TMDR_2 8 H'FFFE4001  8 

タイマ I/Oコントロールレジスタ_2 TIOR_2 8 H'FFFE4002  8 

タイマインタラプトイネーブルレジスタ_2 TIER_2 8 H'FFFE4004  8 

タイマステータスレジスタ_2 TSR_2 8 H'FFFE4005  8 

タイマカウンタ_2 TCNT_2 16 H'FFFE4006  16 

タイマジェネラルレジスタ A_2 TGRA_2 16 H'FFFE4008  16 

タイマジェネラルレジスタ B_2 TGRB_2 16 H'FFFE400A  16 

タイマカウンタ U_5 TCNTU_5 16 H'FFFE4080  16 

タイマジェネラルレジスタ U_5 TGRU_5 16 H'FFFE4082  16 

タイマコントロールレジスタ U_5 TCRU_5 8 H'FFFE4084  8 

タイマ I/Oコントロールレジスタ U_5 TIORU_5 8 H'FFFE4086  8 

タイマカウンタ V_5 TCNTV_5 16 H'FFFE4090  16 

タイマジェネラルレジスタ V_5 TGRV_5 16 H'FFFE4092  16 

タイマコントロールレジスタ V_5 TCRV_5 8 H'FFFE4094  8 

タイマ I/Oコントロールレジスタ V_5 TIORV_5 8 H'FFFE4096  8 

タイマカウンタW_5 TCNTW_5 8 H'FFFE40A0  8 

タイマジェネラルレジスタW_5 TGRW_5 16 H'FFFE40A2  16 

タイマコントロールレジスタW_5 TCRW_5 8 H'FFFE40A4  8 

タイマ I/OコントロールレジスタW_5 TIORW_5 8 H'FFFE40A6  8 

タイマステータスレジスタ_5 TSR_5 8 H’FFFE40B0  8 

タイマインタラプトイネーブルレジスタ_5 TIER_5 8 H'FFFE40B2  8 

タイマスタートレジスタ_5 TSTR_5 8 H'FFFE40B4  8 

タイマコンペアマッチクリアレジスタ TCNTCMPCLR 8 H'FFFE40B6  8 

タイマコントロールレジスタ_0 T8TCR_0 8 H'FFFE5400 TMR 8 

タイマコントロールレジスタ_1 T8TCR_1 8 H'FFFE5401  8 

タイマコントロール／ステータス 

レジスタ_0 

T8TCSR_0 8 H'FFFE5402  8 
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タイマコントロール／ステータス 

レジスタ_1 

T8TCSR_1 8 H'FFFE5403 TMR 8 

タイムコンスタントレジスタ A_0 T8TCORA_0 8 H'FFFE5404  8 

タイムコンスタントレジスタ A_1 T8TCORA_1 8 H'FFFE5405  8 

タイムコンスタントレジスタ B_0 T8TCORB_0 8 H'FFFE5406  8 

タイムコンスタントレジスタ B_1 T8TCORB_1 8 H'FFFE5407  8 

タイマカウンタ_0 T8TCNT_0 8 H'FFFE5408  8 

タイマカウンタ_1 T8TCNT_1 8 H'FFFE5409  8 

タイマカウンタコントロールレジスタ_0 T8TCCR_0 8 H'FFFE540A  8 

タイマカウンタコントロールレジスタ_1 T8TCCR_1 8 H'FFFE540B  8 

A/Dデータレジスタ A_0 ADDRA 16 H'FFFE5800 ADC 16 

A/Dデータレジスタ B_0 ADDRB 16 H'FFFE5802  16 

A/Dデータレジスタ C_0 ADDRC 16 H'FFFE5804  16 

A/Dデータレジスタ D_0 ADDRD 16 H'FFFE5806  16 

A/Dデータレジスタ E_0 ADDRE 16 H'FFFE5808  16 

A/Dデータレジスタ F_0 ADDRF 16 H'FFFE580A  16 

A/Dデータレジスタ G_0 ADDRG 16 H'FFFE580C  16 

A/Dデータレジスタ H_0 ADDRH 16 H'FFFE580E  16 

A/Dコントロール／ステータスレジスタ ADCSR 16 H'FFFE5820  16 

D/Aデータレジスタ 0 DADR0 8 H'FFFE6800 DAC 8、16 

D/Aデータレジスタ 1 DADR1 8 H'FFFE6801  8、16 

D/Aコントロールレジスタ DACR 8 H'FFFE6802  8、16 

シリアルモードレジスタ_0 SCSMR_0 16 H'FFFE8000 SCIF 16 

ビットレートレジスタ_0 SCBRR_0 8 H'FFFE8004  8 

シリアルコントロールレジスタ_0 SCSCR_0 16 H'FFFE8008  16 

送信 FIFOデータレジスタ_0 SCFTDR_0 8 H'FFFE800C  8 

シリアルステータスレジスタ SCFSR_0 16 H'FFFE8010  16 

受信 FIFOデータレジスタ_0 SCFRDR_0 8 H'FFFE8014  8 

FIFOコントロールレジスタ_0 SCFCR_0 16 H'FFFE8018  16 

FIFOデータカウントセットレジスタ_0 SCFDR_0 16 H'FFFE801C  16 

シリアルポートレジスタ_0 SCSPTR_0 16 H'FFFE8020  16 

ラインステータスレジスタ_0 SCLSR_0 16 H'FFFE8024  16 

シリアルモードレジスタ_1 SCSMR_1 16 H'FFFE8800  16 

ビットレートレジスタ_1 SCBRR_1 8 H'FFFE8804  8 

シリアルコントロールレジスタ_1 SCSCR_1 16 H'FFFE8808  16 

送信 FIFOデータレジスタ_1 SCFTDR_1 8 H'FFFE880C  8 

シリアルステータスレジスタ_1 SCFSR_1 16 H'FFFE8810  16 

受信 FIFOデータレジスタ_1 SCFRDR_1 8 H'FFFE8814  8 
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FIFOコントロールレジスタ_1 SCFCR_1 16 H'FFFE8818 SCIF 16 

FIFOデータカウントセットレジスタ_1 SCFDR_1 16 H'FFFE881C  16 

シリアルポートレジスタ_1 SCSPTR_1 16 H'FFFE8820  16 

ラインステータスレジスタ_1 SCLSR_1 16 H'FFFE8824  16 

シリアルモードレジスタ_2 SCSMR_2 16 H'FFFE9000  16 

ビットレートレジスタ_2 SCBRR_2 8 H'FFFE9004  8 

シリアルコントロールレジスタ_2 SCSCR_2 16 H'FFFE9008  16 

送信 FIFOデータレジスタ_2 SCFTDR_2 8 H'FFFE900C  8 

シリアルステータスレジスタ_2 SCFSR_2 16 H'FFFE9010  16 

受信 FIFOデータレジスタ_2 SCFRDR_2 8 H'FFFE9014  8 

FIFOコントロールレジスタ_2 SCFCR_2 16 H'FFFE9018  16 

FIFOデータカウントセットレジスタ_2 SCFDR_2 16 H'FFFE901C  16 

シリアルポートレジスタ_2 SCSPTR_2 16 H'FFFE9020  16 

ラインステータスレジスタ_2 SCLSR_2 16 H'FFFE9024  16 

シリアルモードレジスタ_3 SCSMR_3 16 H'FFFE9800  16 

ビットレートレジスタ_3 SCBRR_3 8 H'FFFE9804  8 

シリアルコントロールレジスタ_3 SCSCR_3 16 H'FFFE9808  16 

送信 FIFOデータレジスタ_3 SCFTDR_3 8 H'FFFE980C  8 

シリアルステータスレジスタ_3 SCFSR_3 16 H'FFFE9810  16 

受信 FIFOデータレジスタ_3 SCFRDR_3 8 H'FFFE9814  8 

FIFOコントロールレジスタ_3 SCFCR_3 16 H'FFFE9818  16 

FIFOデータカウントセットレジスタ_3 SCFDR_3 16 H'FFFE981C  16 

シリアルポートレジスタ_3 SCSPTR_3 16 H'FFFE9820  16 

ラインステータスレジスタ_3 SCLSR_3 16 H'FFFE9824  16 

シリアルモードレジスタ_4 SCSMR_4 16 H'FFFEA000  16 

ビットレートレジスタ_4 SCBRR_4 8 H'FFFEA004  8 

シリアルコントロールレジスタ_4 SCSCR_4 16 H'FFFEA008  16 

送信 FIFOデータレジスタ_4 SCFTDR_4 8 H'FFFEA00C  8 

シリアルステータスレジスタ_4 SCFSR_4 16 H'FFFEA010  16 

受信 FIFOデータレジスタ_4 SCFRDR_4 8 H'FFFEA014  8 

FIFOコントロールレジスタ_4 SCFCR_4 16 H'FFFEA018  16 

FIFOデータカウントセットレジスタ_4 SCFDR_4 16 H'FFFEA01C  16 

シリアルポートレジスタ_4 SCSPTR_4 16 H'FFFEA020  16 

ラインステータスレジスタ_4 SCLSR_4 16 H'FFFEA024  16 

シリアルモードレジスタ_5 SCSMR_5 16 H'FFFEA800  16 

ビットレートレジスタ_5 SCBRR_5 8 H'FFFEA804  8 

シリアルコントロールレジスタ_5 SCSCR_5 16 H'FFFEA808  16 
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レジスタ名称 略称 ビット数 アドレス モジュール アクセスサイズ 

送信 FIFOデータレジスタ_5 SCFTDR_5 8 H'FFFEA80C SCIF 8 

シリアルステータスレジスタ_5 SCFSR_5 16 H'FFFEA810  16 

受信 FIFOデータレジスタ_5 SCFRDR_5 8 H'FFFEA814  8 

FIFOコントロールレジスタ_5 SCFCR_5 16 H'FFFEA818  16 

FIFOデータカウントセットレジスタ_5 SCFDR_5 16 H'FFFEA81C  16 

シリアルポートレジスタ_5 SCSPTR_5 16 H'FFFEA820  16 

ラインステータスレジスタ_5 SCLSR_5 16 H'FFFEA824  16 

シリアルモードレジスタ_6 SCSMR_6 16 H'FFFEB000  16 

ビットレートレジスタ_6 SCBRR_6 8 H'FFFEB004  8 

シリアルコントロールレジスタ_6 SCSCR_6 16 H'FFFEB008  16 

送信 FIFOデータレジスタ_6 SCFTDR_6 8 H'FFFEB00C  8 

シリアルステータスレジスタ_6 SCFSR_6 16 H'FFFEB010  16 

受信 FIFOデータレジスタ_6 SCFRDR_6 8 H'FFFEB014  8 

FIFOコントロールレジスタ_6 SCFCR_6 16 H'FFFEB018  16 

FIFOデータカウントセットレジスタ_6 SCFDR_6 16 H'FFFEB01C  16 

シリアルポートレジスタ_6 SCSPTR_6 16 H'FFFEB020  16 

ラインステータスレジスタ_6 SCLSR_6 16 H'FFFEB024  16 

シリアルモードレジスタ_7 SCSMR_7 16 H'FFFEB800  16 

ビットレートレジスタ_7 SCBRR_7 8 H'FFFEB804  8 

シリアルコントロールレジスタ_7 SCSCR_7 16 H'FFFEB808  16 

送信 FIFOデータレジスタ_7 SCFTDR_7 8 H'FFFEB80C  8 

シリアルステータスレジスタ_7 SCFSR_7 16 H'FFFEB810  16 

受信 FIFOデータレジスタ_7 SCFRDR_7 8 H'FFFEB814  8 

FIFOコントロールレジスタ_7 SCFCR_7 16 H'FFFEB818  16 

FIFOデータカウントセットレジスタ_7 SCFDR_7 16 H'FFFEB81C  16 

シリアルポートレジスタ_7 SCSPTR_7 16 H'FFFEB820  16 

ラインステータスレジスタ_7 SCLSR_7 16 H'FFFEB824  16 

コントロールレジスタ_0 SSICR_0 32 H'FFFED000 SSI 32 

ステータスレジスタ_0 SSISR_0 32 H'FFFED004  32 

送信データレジスタ_0 SSITDR_0 32 H'FFFED008  32 

受信データレジスタ_0 SSIRDR_0 32 H'FFFED00C  32 

コントロールレジスタ_1 SSICR_1 32 H'FFFED080  32 

ステータスレジスタ_1 SSISR_1 32 H'FFFED084  32 

送信データレジスタ_1 SSITDR_1 32 H'FFFED088  32 

受信データレジスタ_1 SSIRDR_1 32 H'FFFED08C  32 

I2Cバスコントロールレジスタ 1_0 ICCR1_0 8 H'FFFEE000 IIC3 8 

I2Cバスコントロールレジスタ 2_0 ICCR2_0 8 H'FFFEE001  8 



 

30. レジスタ一覧 

30-18  R01UH0025JJ0300  Rev.3.00 

  2010.09.15 

SH7261グループ

 
レジスタ名称 略称 ビット数 アドレス モジュール アクセスサイズ 

I2Cバスモードレジスタ_0 ICMR_0 8 H'FFFEE002 IIC3 8 

I2Cバスインタラプトイネーブル 

レジスタ_0 

ICIER_0 8 H'FFFEE003  8 

I2Cバスステータスレジスタ_0 ICSR_0 8 H'FFFEE004  8 

スレーブアドレスレジスタ_0 SAR_0 8 H'FFFEE005  8 

I2Cバス送信データレジスタ_0 ICDRT_0 8 H'FFFEE006  8 

I2Cバス受信データレジスタ_0 ICDRR_0 8 H'FFFEE007  8 

NF2CYCレジスタ_0 NF2CYC_0 8 H'FFFEE008  8 

I2Cバスコントロールレジスタ 1_1 ICCR1_1 8 H'FFFEE080  8 

I2Cバスコントロールレジスタ 2_1 ICCR2_1 8 H'FFFEE081  8 

I2Cバスモードレジスタ_1 ICMR_1 8 H'FFFEE082  8 

I2Cバスインタラプトイネーブル 

レジスタ_1 

ICIER_1 
8 

H'FFFEE083
 

8 

I2Cバスステータスレジスタ_1 ICSR_1 8 H'FFFEE084  8 

スレーブアドレスレジスタ_1 SAR_1 8 H'FFFEE085  8 

I2Cバス送信データレジスタ_1 ICDRT_1 8 H'FFFEE086  8 

I2Cバス受信データレジスタ_1 ICDRR_1 8 H'FFFEE087  8 

NF2CYCレジスタ_1 NF2CYC_1 8 H'FFFEE088  8 

I2Cバスコントロールレジスタ 1_2 ICCR1_2 8 H'FFFEE100  8 

I2Cバスコントロールレジスタ 2_2 ICCR2_2 8 H'FFFEE101  8 

I2Cバスモードレジスタ_2 ICMR_2 8 H'FFFEE102  8 

I2Cバスインタラプトイネーブル 

レジスタ_2 

ICIER_2 8 H'FFFEE103  8 

I2Cバスステータスレジスタ_2 ICSR_2 8 H'FFFEE104  8 

スレーブアドレスレジスタ_2 SAR_2 8 H'FFFEE105  8 

I2Cバス送信データレジスタ_2 ICDRT_2 8 H'FFFEE106  8 

I2Cバス受信データレジスタ_2 ICDRR_2 8 H'FFFEE107  8 

NF2CYCレジスタ_2 NF2CYC_2 8 H'FFFEE108  8 

マスタコントロールレジスタ_0 MCR_0 16 H'FFFF0000 RCAN-ET 16 

ジェネラルステータスレジスタ_0 GSR_0 16 H'FFFF0002  16 

ビットタイミングコンフィギュレーション

レジスタ 1_0 

BCR1_0 16 H'FFFF0004  16 

ビットタイミングコンフィギュレーション

レジスタ 0_0 

BCR0_0 16 H'FFFF0006  16 

インタラプトリクエストレジスタ_0 IRR_0 16 H'FFFF0008  16 

インタラプトマスクレジスタ_0 IMR_0 16 H'FFFF000A  16 

送信エラーカウンタ_0／ 

受信エラーカウンタ_0 

TEC_0/ 

REC_0 

16 H'FFFF000C  16 
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レジスタ名称 略称 ビット数 アドレス モジュール アクセスサイズ 

送信待ちレジスタ 1_0 TXPR1_0 16 H'FFFF0020 RCAN-ET 32 

送信待ちレジスタ 0_0 TXPR0_0 16 H'FFFF0022   

送信キャンセルレジスタ 0_0 TXCR0_0 16 H'FFFF002A  16 

送信アクノリッジレジスタ 0_0 TXACK0_0 16 H'FFFF0032  16 

アボートアクノリッジレジスタ 0_0 ABACK0_0 16 H'FFFF003A  16 

データフレーム受信完了レジスタ 0_0 RXPR0_0 16 H'FFFF0042  16 

リモートフレーム受信完了レジスタ 0_0 RFPR0_0 16 H'FFFF004A  16 

メールボックスインタラプトマスク 

レジスタ 0_0 

MBIMR0_0 16 H'FFFF0052  16 

未読メッセージステータスレジスタ 0_0 UMSR0_0 16 H'FFFF005A  16 

メールボックス 0 コントロール 0 CONTROL0H 16 H'FFFF0100  16、32 

  CONTROL0L 16 H'FFFF0102  16 

 LAFM LAFMH 16 H'FFFF0104  16、32 

  LAFML 16 H'FFFF0106  16 

 データ MSG_DATA[0] 8 H'FFFF0108  8、16、32 

  MSG_DATA[1] 8 H'FFFF0109  8 

  MSG_DATA[2] 8 H'FFFF010A  8、16 

  MSG_DATA[3] 8 H'FFFF010B  8 

  MSG_DATA[4] 8 H'FFFF010C  8、16、32 

  MSG_DATA[5] 8 H'FFFF010D  8 

  MSG_DATA[6] 8 H'FFFF010E  8、16 

  MSG_DATA[7] 8 H'FFFF010F  8 

 コントロール 1 CONTROL1H 8 H'FFFF0110  8、16 

  CONTROL1L 8 H'FFFF0111  8 

メールボックス n 

（n＝1～15） 

コントロール 0 CONTROL0H 16 H'FFFF0100

＋n×32 

 16、32 

  CONTROL0L 16 H'FFFF0102

＋n×32 

 16 

 LAFM LAFMH 16 H'FFFF0104

＋n×32 

 16、32 

  LAFML 16 H'FFFF0106

＋n×32 

 16 

 データ MSG_DATA[0] 8 H'FFFF0108

＋n×32 

 8、16、32 

  MSG_DATA[1] 8 H'FFFF0109

＋n×32 

 8 

  MSG_DATA[2] 8 H'FFFF010A

＋n×32 

 8、16 
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レジスタ名称 略称 ビット数 アドレス モジュール アクセスサイズ 

メールボックス n 

（n＝1～15） 

データ MSG_DATA[3] 8 H'FFFF010B

＋n×32 

RCAN-ET 8 

  MSG_DATA[4] 8 H'FFFF010C

＋n×32 

 8、16、32 

  MSG_DATA[5] 8 H'FFFF010D

＋n×32 

 8 

  MSG_DATA[6] 8 H'FFFF010E

＋n×32 

 8、16 

  MSG_DATA[7] 8 H'FFFF010F

＋n×32 

 8 

 コントロール 1 CONTROL1H 8 H'FFFF0110

＋n×32 

 8、16 

  CONTROL1L 8 H'FFFF0111

＋n×32 

 8 

マスタコントロールレジスタ_1 MCR_1 16 H'FFFF0800  16 

ジェネラルステータスレジスタ_1 GSR_1 16 H'FFFF0802  16 

ビットタイミングコンフィギュ 

レーションレジスタ 1_1 

BCR1_1 16 H'FFFF0804  16 

ビットタイミングコンフィギュ 

レーションレジスタ 0_1 

BCR0_1 16 H'FFFF0806  16 

インタラプトリクエストレジスタ_1 IRR_1 16 H'FFFF0808  16 

インタラプトマスクレジスタ_1 IMR_1 16 H'FFFF080A  16 

送信エラーカウンタ_1／ 

受信エラーカウンタ_1 

TEC_1/ 

REC_1 

16 H'FFFF080C  16 

送信待ちレジスタ 1_1 TXPR1_1 16 H'FFFF0820  32 

送信待ちレジスタ 0_1 TXPR0_1 16 H'FFFF0822   

送信キャンセルレジスタ 0_1 TXCR0_1 16 H'FFFF082A  16 

送信アクノリッジレジスタ 0_1 TXACK0_1 16 H'FFFF0832  16 

アボートアクノリッジレジスタ 0_1 ABACK0_1 16 H'FFFF083A  16 

データフレーム受信完了レジスタ 0_1 RXPR0_1 16 H'FFFF0842  16 

リモートフレーム受信完了レジスタ 0_1 RFPR0_1 16 H'FFFF084A  16 

メールボックスインタラプトマスク 

レジスタ 0_1 

MBIMR0_1 16 H'FFFF0852  16 

未読メッセージステータスレジスタ 0_1 UMSR0_1 16 H'FFFF085A  16 

メールボックス 0 コントロール 0 CONTROL0H 16 H'FFFF0900  16、32 

  CONTROL0L 16 H'FFFF0902  16 

 LAFM LAFMH 16 H'FFFF0904  16、32 

  LAFML 16 H'FFFF0906  16 
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レジスタ名称 略称 ビット数 アドレス モジュール アクセスサイズ 

メールボックス 0 データ MSG_DATA[0] 8 H'FFFF0908 RCAN-ET 8、16、32 

  MSG_DATA[1] 8 H'FFFF0909  8 

  MSG_DATA[2] 8 H'FFFF090A  8、16 

  MSG_DATA[3] 8 H'FFFF090B  8 

  MSG_DATA[4] 8 H'FFFF090C  8、16、32 

  MSG_DATA[5] 8 H'FFFF090D  8 

  MSG_DATA[6] 8 H'FFFF090E  8、16 

  MSG_DATA[7] 8 H'FFFF090F  8 

 コントロール 1 CONTROL1H 8 H'FFFF0910  8、16 

  CONTROL1L 8 H'FFFF0911  8 

メールボックス n 

（n＝1～15） 

コントロール 0 CONTROL0H 16 H'FFFF0900

＋n×32 

 16、32 

  CONTROL0L 16 H'FFFF0902

＋n×32 

 16 

 LAFM LAFMH 16 H'FFFF0904

＋n×32 

 16、32 

  LAFML 16 H'FFFF0906

＋n×32 

 16 

 データ MSG_DATA[0] 8 H'FFFF0908

＋n×32 

 8、16、32 

  MSG_DATA[1] 8 H'FFFF0909

＋n×32 

 8 

  MSG_DATA[2] 8 H'FFFF090A

＋n×32 

 8、16 

  MSG_DATA[3] 8 H'FFFF090B

＋n×32 

 8 

  MSG_DATA[4] 8 H'FFFF090C

＋n×32 

 8、16、32 

  MSG_DATA[5] 8 H'FFFF090D

＋n×32 

 8 

  MSG_DATA[6] 8 H'FFFF090E

＋n×32 

 8、16 

  MSG_DATA[7] 8 H'FFFF090F

＋n×32 

 8 

 コントロール 1 CONTROL1H 8 H'FFFF0910

＋n×32 

 8、16 

  CONTROL1L 8 H'FFFF0911

＋n×32 

 8 
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レジスタ名称 略称 ビット数 アドレス モジュール アクセスサイズ 

IEBusコントロールレジスタ IECTR 8 H'FFFF1000 IEB 8 

IEBusコマンドレジスタ IECMR 8 H'FFFF1001  8 

IEBusマスタコントロールレジスタ IEMCR 8 H'FFFF1002  8 

IEBus自局アドレスレジスタ 1 IEAR1 8 H'FFFF1003  8 

IEBus自局アドレスレジスタ 2 IEAR2 8 H'FFFF1004  8 

IEBusスレーブアドレス設定レジスタ 1 IESA1 8 H'FFFF1005  8 

IEBusスレーブアドレス設定レジスタ 2 IESA2 8 H'FFFF1006  8 

IEBus送信電文長レジスタ IETBFL 8 H'FFFF1007  8 

IEBus受信マスタアドレスレジスタ 1 IEMA1 8 H'FFFF1009  8 

IEBus受信マスタアドレスレジスタ 2 IEMA2 8 H'FFFF100A  8 

IEBus受信コントロールフィールドレジスタ IERCTL 8 H'FFFF100B  8 

IEBus受信電文長レジスタ IERBFL 8 H'FFFF100C  8 

IEBusロックアドレスレジスタ 1 IELA1 8 H'FFFF100E  8 

IEBusロックアドレスレジスタ 2 IELA2 8 H'FFFF100F  8 

IEBusゼネラルフラグレジスタ IEFLG 8 H'FFFF1010  8 

IEBus送信ステータスレジスタ IETSR 8 H'FFFF1011  8 

IEBus送信割り込み許可レジスタ IEIET 8 H'FFFF1012  8 

IEBus受信ステータスレジスタ IERSR 8 H'FFFF1014  8 

IEBus受信割り込み許可レジスタ IEIER 8 H'FFFF1015  8 

IEBusクロック選択レジスタ IECKSR 8 H'FFFF1018  8 

IEBus送信データバッファ 001～128 IETB001 

～ 

IETB128 

8 H'FFFF1100

～

H'FFFF117F

 8 

IEBus受信データバッファ 001～128 IERB001 

～ 

IERB128 

8 H'FFFF1200

～

H'FFFF127F

 8 

DMA転送要求イネーブルレジスタ 0 DREQER0 8 H'FFFF1600 INTC 8、16、32 

DMA転送要求イネーブルレジスタ 1 DREQER1 8 H'FFFF1601  8 

DMA転送要求イネーブルレジスタ 2 DREQER2 8 H'FFFF1602  8、16 

DMA転送要求イネーブルレジスタ 3 DREQER3 8 H'FFFF1603  8 

ディープスタンバイ解除要因フラグ 

レジスタ 

DSFR 16 H'FFFF1904 SYSTEM 16 

ディープスタンバイ発振安定クロック 

セレクトレジスタ 

DSCNT 8 H'FFFF1906  8 

RAM保持エリア指定レジスタ RAMKP 8 H'FFFF1907  8 
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30.2 レジスタビット一覧 

内蔵周辺モジュールのレジスタのアドレスとビット名を以下に示します。 

16ビット、32ビットレジスタは、8ビットずつ 2段または 4段で表しています。 
 
レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7

ビット 

30/22/14/6

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4

ビット 

27/19/11/3

ビット 

26/18/10/2

ビット 

25/17/9/1

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

CROMEN SUBC_EN CROM_EN CROM_STP － － － － － ROM-DEC 

CROMSY0 SY_AUT SY_IEN SY_DEN － － － － －  

CROMCTL0 MD_DESC － MD_AUTO MD_AUTOS1 MD_AUTOS2 MD_SEC2 MD_SEC1 MD_SEC0  

CROMCTL1 M2F2EDC MD_DEC2 MD_DEC1 MD_DEC0 MD_PQREP3 MD_PQREP2 MD_PQREP1 MD_PQREP0  

CROMCTL3 STP_ECC STP_EDC － STP_MD STP_MIN － － －  

CROMCTL4 LINKOFF LINK2 － EROSEL NO_ECC － － －  

CROMCTL5 － － － － － － － MSF_LBA_SEL  

CROMST0 － － ST_SYIL ST_SYNO ST_BLKS ST_BLKL ST_SECS ST_SECL  

CROMST1 － － － － ER2_HEAD0 ER2_HEAD1 ER2_HEAD2 ER2_HEAD3  

CROMST3 ER2_SHEAD0 ER2_SHEAD1 ER2_SHEAD2 ER2_SHEAD3 ER2_SHEAD4 ER2_SHEAD5 ER2_SHEAD6 ER2_SHEAD7  

CROMST4 NG_MD NG_MDCMP1 NG_MDCMP2 NG_MDCMP3 NG_MDCMP4 NG_MDDEF NG_MDTIM1 NG_MDTIM2  

CROMST5 ST_AMD2 ST_AMD1 ST_AMD0 ST_MDX LINK_ON LINK_DET LINK_SDET LINK_OUT1  

CROMST6 ST_ERR － ST_ECCABT ST_ECCNG ST_ECCP ST_ECCQ ST_EDC1 ST_EDC2  

CBUFST0 BUF_REF BUF_ACT － － － － － －  

CBUFST1 BUF_ECC BUF_EDC － BUF_MD BUF_MIN － － －  

CBUFST2 BUF_NG － － － － － － －  

HEAD00 HEAD007 HEAD006 HEAD005 HEAD004 HEAD003 HEAD002 HEAD001 HEAD000  

HEAD01 HEAD017 HEAD016 HEAD015 HEAD014 HEAD013 HEAD012 HEAD011 HEAD010  

HEAD02 HEAD027 HEAD026 HEAD025 HEAD024 HEAD023 HEAD022 HEAD021 HEAD020  

HEAD03 HEAD037 HEAD036 HEAD035 HEAD034 HEAD033 HEAD032 HEAD031 HEAD030  

SHEAD00 SHEAD007 SHEAD006 SHEAD005 SHEAD004 SHEAD003 SHEAD002 SHEAD001 SHEAD000  

SHEAD01 SHEAD017 SHEAD016 SHEAD015 SHEAD014 SHEAD013 SHEAD012 SHEAD011 SHEAD010  

SHEAD02 SHEAD027 SHEAD026 SHEAD025 SHEAD024 SHEAD023 SHEAD022 SHEAD021 SHEAD020  

SHEAD03 SHEAD037 SHEAD036 SHEAD035 SHEAD034 SHEAD033 SHEAD032 SHEAD031 SHEAD030  

SHEAD04 SHEAD047 SHEAD046 SHEAD045 SHEAD044 SHEAD043 SHEAD042 SHEAD041 SHEAD040  

SHEAD05 SHEAD057 SHEAD056 SHEAD055 SHEAD054 SHEAD053 SHEAD052 SHEAD051 SHEAD050  

SHEAD06 SHEAD067 SHEAD066 SHEAD065 SHEAD064 SHEAD063 SHEAD062 SHEAD061 SHEAD060  

SHEAD07 SHEAD077 SHEAD076 SHEAD075 SHEAD074 SHEAD073 SHEAD072 SHEAD071 SHEAD070  

HEAD20 HEAD207 HEAD206 HEAD205 HEAD204 HEAD203 HEAD202 HEAD201 HEAD200  

HEAD21 HEAD217 HEAD216 HEAD215 HEAD214 HEAD213 HEAD212 HEAD211 HEAD210  

HEAD22 HEAD227 HEAD226 HEAD225 HEAD224 HEAD223 HEAD222 HEAD221 HEAD220  

HEAD23 HEAD237 HEAD236 HEAD235 HEAD234 HEAD233 HEAD232 HEAD231 HEAD230  
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レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7

ビット 

30/22/14/6

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4

ビット 

27/19/11/3

ビット 

26/18/10/2

ビット 

25/17/9/1

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

SHEAD20 SHEAD207 SHEAD206 SHEAD205 SHEAD204 SHEAD203 SHEAD202 SHEAD201 SHEAD200 ROM-DEC 

SHEAD21 SHEAD217 SHEAD216 SHEAD215 SHEAD214 SHEAD213 SHEAD212 SHEAD211 SHEAD210  

SHEAD22 SHEAD227 SHEAD226 SHEAD225 SHEAD224 SHEAD223 SHEAD222 SHEAD221 SHEAD220  

SHEAD23 SHEAD237 SHEAD236 SHEAD235 SHEAD234 SHEAD233 SHEAD232 SHEAD231 SHEAD230  

SHEAD24 SHEAD247 SHEAD246 SHEAD245 SHEAD244 SHEAD243 SHEAD242 SHEAD241 SHEAD240  

SHEAD25 SHEAD257 SHEAD256 SHEAD255 SHEAD254 SHEAD253 SHEAD252 SHEAD251 SHEAD250  

SHEAD26 SHEAD267 SHEAD266 SHEAD265 SHEAD264 SHEAD263 SHEAD262 SHEAD261 SHEAD260  

SHEAD27 SHEAD277 SHEAD276 SHEAD275 SHEAD274 SHEAD273 SHEAD272 SHEAD271 SHEAD270  

CBUFCTL0 CBUF_AUT CBUF_EN CBUF_LINK CBUF_MD1 CBUF_MD0 CBUF_TS CBUF_Q －  

CBUFCTL1 BS_MIN7 BS_MIN6 BS_MIN5 BS_MIN4 BS_MIN3 BS_MIN2 BS_MIN1 BS_MIN0  

CBUFCTL2 BS_SEC7 BS_SEC6 BS_SEC5 BS_SEC4 BS_SEC3 BS_SEC2 BS_SEC1 BS_SEC0  

CBUFCTL3 BS_FRM7 BS_FRM6 BS_FRM5 BS_FRM4 BS_FRM3 BS_FRM2 BS_FRM1 BS_FRM0  

CROMST0M － － ST_SYILM ST_SYNOM ST_BLKSM ST_BLKLM ST_SECSM ST_SECLM  

ROMDECRST LOGICRST RAMRST INHBUSCAN － － － － －  

RSTSTAT RAMCLRST － － － － － － －  

SSI BYTEND BITEND BUFEND01 BUFEND00 BUFEND11 BUFEND10 － －  

INTHOLD ISEC ITARG ISY IERR IBUF IREADY － －  

INHINT INHISEC INHITARG INHISY INHIERR INHIBUF INHIREADY PREINHREQDM PREINHIREADY  

RINGBUFCTL － DRMREQDELAY1 DRMREQDELAY0 － － － － －  

STRMDIN0 STRMDIN31 STRMDIN30 STRMDIN29 STRMDIN28 STRMDIN27 STRMDIN26 STRMDIN25 STRMDIN24  

STRMDIN1 STRMDIN23 STRMDIN22 STRMDIN21 STRMDIN20 STRMDIN19 STRMDIN18 STRMDIN17 STRMDIN16  

STRMDIN2 STRMDIN15 STRMDIN14 STRMDIN13 STRMDIN12 STRMDIN11 STRMDIN10 STRMDIN9 STRMDIN8  

STRMDIN3 STRMDIN7 STRMDIN6 STRMDIN5 STRMDIN4 STRMDIN3 STRMDIN2 STRMDIN1 STRMDIN0  

STRMDOUT0 STRMDOUT15 STRMDOUT14 STRMDOUT13 STRMDOUT12 STRMDOUT11 STRMDOUT10 STRMDOUT9 STRMDOUT8  

STRMDOUT1 STRMDOUT7 STRMDOUT6 STRMDOUT5 STRMDOUT4 STRMDOUT3 STRMDOUT2 STRMDOUT1 STRMDOUT0  

SYCBEEN STSCLR － － － － － － － バス監視 

 － － － － － TOEN IGAEN －  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

SYCBESTS1 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

 － PTO PER － － － PMST1 PMST0  

 － CTO CER － － － CMST1 CMST0  

SYCBESTS2 － ETO EER － － － EMST1 EMST0  

 － － － － － － － －  

 － － OER － － － OMST1 OMST0  

 － － SHER － － － SHMST1 SHMST0  
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モジュール 

SYCBESW 00CPEN － 10CPEN 11CPEN － － － － バス監視 

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

CS0CNT － － － － － － － － BSC 

 － － BSIZE1 BSIZE0 － － － EXENB  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

CS0REC － － － － WRCV3 WRCV2 WRCV1 WRCV0  

 － － － － RRCV3 RRCV2 RRCV1 RRCV0  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

CS1CNT － － － － － － － －  

 － － BSIZE1 BSIZE0 － － － EXENB  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

CS1REC － － － － WRCV3 WRCV2 WRCV1 WRCV0  

 － － － － RRCV3 RRCV2 RRCV1 RRCV0  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

CS2CNT － － － － － － － －  

 － － BSIZE1 BSIZE0 － － － EXENB  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

CS2REC － － － － WRCV3 WRCV2 WRCV1 WRCV0  

 － － － － RRCV3 RRCV2 RRCV1 RRCV0  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

CS3CNT － － － － － － － －  

 － － BSIZE1 BSIZE0 － － － EXENB  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

CS3REC － － － － WRCV3 WRCV2 WRCV1 WRCV0  

 － － － － RRCV3 RRCV2 RRCV1 RRCV0  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  
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モジュール 

CS4CNT － － － － － － － － BSC 

 － － BSIZE1 BSIZE0 － － － EXENB  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

CS4REC － － － － WRCV3 WRCV2 WRCV1 WRCV0  

 － － － － RRCV3 RRCV2 RRCV1 RRCV0  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

CS5CNT － － － － － － － －  

 － － BSIZE1 BSIZE0 － － － EXENB  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

CS5REC － － － － WRCV3 WRCV2 WRCV1 WRCV0  

 － － － － RRCV3 RRCV2 RRCV1 RRCV0  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

CS6CNT － － － － － － － －  

 － － BSIZE1 BSIZE0 － － － EXENB  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

CS6REC － － － － WRCV3 WRCV2 WRCV1 WRCV0  

 － － － － RRCV3 RRCV2 RRCV1 RRCV0  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

SDC0CNT － － － － － － － －  

 － － BSIZE1 BSIZE0 － － － EXENB  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

SDC1CNT － － － － － － － －  

 － － BSIZE1 BSIZE0 － － － EXENB  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

CSMOD0 PRMOD － PBCNT1 PBCNT0 － － PWENB PRENB  

 － － － － EWENB － － WRMOD  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  
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モジュール 

CS1WCNT0 － － － CSRWAIT4 CSRWAIT3 CSRWAIT2 CSRWAIT1 CSRWAIT0 BSC 

 － － － CSWWAIT4 CSWWAIT3 CSWWAIT2 CSWWAIT1 CSWWAIT0  

 － － － － － CSPRWAIT2 CSPRWAIT1 CSPRWAIT0  

 － － － － － CSPWWAIT2 CSPWWAIT1 CSPWWAIT0  

CS2WCNT0 － CSON2 CSON1 CSON0 － WDON2 WDON1 WDON0  

 － WRON2 WRON1 WRON0 － RDON2 RDON1 RDON0  

 － － － － － WDOFF2 WDOFF1 WDOFF0  

 － CSWOFF2 CSWOFF1 CSWOFF0 － CSROFF2 CSROFF1 CSROFF0  

CSMOD1 PRMOD － PBCNT1 PBCNT0 － － PWENB PRENB  

 － － － － EWENB － － WRMOD  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

CS1WCNT1 － － － CSRWAIT4 CSRWAIT3 CSRWAIT2 CSRWAIT1 CSRWAIT0  

 － － － CSWWAIT4 CSWWAIT3 CSWWAIT2 CSWWAIT1 CSWWAIT0  

 － － － － － CSPRWAIT2 CSPRWAIT1 CSPRWAIT0  

 － － － － － CSPWWAIT2 CSPWWAIT1 CSPWWAIT0  

CS2WCNT1 － CSON2 CSON1 CSON0 － WDON2 WDON1 WDON0  

 － WRON2 WRON1 WRON0 － RDON2 RDON1 RDON0  

 － － － － － WDOFF2 WDOFF1 WDOFF0  

 － CSWOFF2 CSWOFF1 CSWOFF0 － CSROFF2 CSROFF1 CSROFF0  

CSMOD2 PRMOD － PBCNT1 PBCNT0 － － PWENB PRENB  

 － － － － EWENB － － WRMOD  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

CS1WCNT2 － － － CSRWAIT4 CSRWAIT3 CSRWAIT2 CSRWAIT1 CSRWAIT0  

 － － － CSWWAIT4 CSWWAIT3 CSWWAIT2 CSWWAIT1 CSWWAIT0  

 － － － － － CSPRWAIT2 CSPRWAIT1 CSPRWAIT0  

 － － － － － CSPWWAIT2 CSPWWAIT1 CSPWWAIT0  

CS2WCNT2 － CSON2 CSON1 CSON0 － WDON2 WDON1 WDON0  

 － WRON2 WRON1 WRON0 － RDON2 RDON1 RDON0  

 － － － － － WDOFF2 WDOFF1 WDOFF0  

 － CSWOFF2 CSWOFF1 CSWOFF0 － CSROFF2 CSROFF1 CSROFF0  

CSMOD3 PRMOD － PBCNT1 PBCNT0 － － PWENB PRENB  

 － － － － EWENB － － WRMOD  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  
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モジュール 

CS1WCNT3 － － － CSRWAIT4 CSRWAIT3 CSRWAIT2 CSRWAIT1 CSRWAIT0 BSC 

 － － － CSWWAIT4 CSWWAIT3 CSWWAIT2 CSWWAIT1 CSWWAIT0  

 － － － － － CSPRWAIT2 CSPRWAIT1 CSPRWAIT0  

 － － － － － CSPWWAIT2 CSPWWAIT1 CSPWWAIT0  

CS2WCNT3 － CSON2 CSON1 CSON0 － WDON2 WDON1 WDON0  

 － WRON2 WRON1 WRON0 － RDON2 RDON1 RDON0  

 － － － － － WDOFF2 WDOFF1 WDOFF0  

 － CSWOFF2 CSWOFF1 CSWOFF0 － CSROFF2 CSROFF1 CSROFF0  

CSMOD4 PRMOD － PBCNT1 PBCNT0 － － PWENB PRENB  

 － － － － EWENB － － WRMOD  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

CS1WCNT4 － － － CSRWAIT4 CSRWAIT3 CSRWAIT2 CSRWAIT1 CSRWAIT0  

 － － － CSWWAIT4 CSWWAIT3 CSWWAIT2 CSWWAIT1 CSWWAIT0  

 － － － － － CSPRWAIT2 CSPRWAIT1 CSPRWAIT0  

 － － － － － CSPWWAIT2 CSPWWAIT1 CSPWWAIT0  

CS2WCNT4 － CSON2 CSON1 CSON0 － WDON2 WDON1 WDON0  

 － WRON2 WRON1 WRON0 － RDON2 RDON1 RDON0  

 － － － － － WDOFF2 WDOFF1 WDOFF0  

 － CSWOFF2 CSWOFF1 CSWOFF0 － CSROFF2 CSROFF1 CSROFF0  

CSMOD5 PRMOD － PBCNT1 PBCNT0 － － PWENB PRENB  

 － － － － EWENB － － WRMOD  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

CS1WCNT5 － － － CSRWAIT4 CSRWAIT3 CSRWAIT2 CSRWAIT1 CSRWAIT0  

 － － － CSWWAIT4 CSWWAIT3 CSWWAIT2 CSWWAIT1 CSWWAIT0  

 － － － － － CSPRWAIT2 CSPRWAIT1 CSPRWAIT0  

 － － － － － CSPWWAIT2 CSPWWAIT1 CSPWWAIT0  

CS2WCNT5 － CSON2 CSON1 CSON0 － WDON2 WDON1 WDON0  

 － WRON2 WRON1 WRON0 － RDON2 RDON1 RDON0  

 － － － － － WDOFF2 WDOFF1 WDOFF0  

 － CSWOFF2 CSWOFF1 CSWOFF0 － CSROFF2 CSROFF1 CSROFF0  

CSMOD6 PRMOD － PBCNT1 PBCNT0 － － PWENB PRENB  

 － － － － EWENB － － WRMOD  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  
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モジュール 

CS1WCNT6 － － － CSRWAIT4 CSRWAIT3 CSRWAIT2 CSRWAIT1 CSRWAIT0 BSC 

 － － － CSWWAIT4 CSWWAIT3 CSWWAIT2 CSWWAIT1 CSWWAIT0  

 － － － － － CSPRWAIT2 CSPRWAIT1 CSPRWAIT0  

 － － － － － CSPWWAIT2 CSPWWAIT1 CSPWWAIT0  

CS2WCNT6 － CSON2 CSON1 CSON0 － WDON2 WDON1 WDON0  

 － WRON2 WRON1 WRON0 － RDON2 RDON1 RDON0  

 － － － － － WDOFF2 WDOFF1 WDOFF0  

 － CSWOFF2 CSWOFF1 CSWOFF0 － CSROFF2 CSROFF1 CSROFF0  

SDRFCNT0 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － DSFEN  

SDRFCNT1 － － － － － － － －  

 － － － － － － － DRFEN  

 DREFW3 DREFW2 DREFW1 DREFW0 DRFC11 DRFC10 DRFC9 DRFC8  

 DRFC7 DRFC6 DRFC5 DRFC4 DRFC3 DRFC2 DRFC1 DRFC0  

SDIR0 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

 － － － － － DPC2 DPC1 DPC0  

 DARFC3 DARFC2 DARFC1 DARFC0 DARFI3 DARFI2 DARFI1 DARFI0  

SDIR1 － － － － － － － －  

 － － － － － － － DINIST  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － DINIRQ  

SDPWDCNT － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － DPWD  

SDDPWDCNT － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － DDPD  

SD0ADR － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － DDBW1 DDBW0  

 － － － － － DSZ2 DSZ1 DSZ0  
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SD0TR － － － － － － － － BSC 

 － － － － － DRAS2 DRAS1 DRAS0  

 － － DRCD1 DRCD0 DPCG2 DPCG1 DPCG0 DWR  

 － － － － － DCL2 DCL1 DCL0  

SD0MOD － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

 － DMR14 DMR13 DMR12 DMR11 DMR10 DMR9 DMR8  

 DMR7 DMR6 DMR5 DMR4 DMR3 DMR2 DMR1 DMR0  

SD1ADR － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － DDBW1 DDBW0  

 － － － － － DSZ2 DSZ1 DSZ0  

SD1TR － － － － － － － －  

 － － － － － DRAS2 DRAS1 DRAS0  

 － － DRCD1 DRCD0 DPCG2 DPCG1 DPCG0 DWR  

 － － － － － DCL2 DCL1 DCL0  

SD1MOD － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

 － DMR14 DMR13 DMR12 DMR11 DMR10 DMR9 DMR8  

 DMR7 DMR6 DMR5 DMR4 DMR3 DMR2 DMR1 DMR0  

SDSTR － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

 － － － DSRFST DINIST DPWDST DDPDST DMRSST  

SDCKSCNT － － － － － － － －  

 － － － － － － － DCKSEN  

 － － － － － － － －  

 DCKSC7 DCKSC6 DCKSC5 DCKSC4 DCKSC3 DCKSC2 DCKSC1 DCKSC0  

DMCSADR0 CSA31 CSA30 CSA29 CSA28 CSA27 CSA26 CSA25 CSA24 DMAC 

 CSA23 CSA22 CSA21 CSA20 CSA19 CSA18 CSA17 CSA16  

 CSA15 CSA14 CSA13 CSA12 CSA11 CSA10 CSA9 CSA8  

 CSA7 CSA6 CSA5 CSA4 CSA3 CSA2 CSA1 CSA0  

DMCDADR0 CDA31 CDA30 CDA29 CDA28 CDA27 CDA26 CDA25 CDA24  

 CDA23 CDA22 CDA21 CDA20 CDA19 CDA18 CDA17 CDA16  

 CDA15 CDA14 CDA13 CDA12 CDA11 CDA10 CDA9 CDA8  

 CDA7 CDA6 CDA5 CDA4 CDA3 CDA2 CDA1 CDA0  

 



 

30. レジスタ一覧 

R01UH0025JJ0300  Rev.3.00  30-31 

2010.09.15  

 

SH7261グループ 

レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7

ビット 

30/22/14/6

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4

ビット 

27/19/11/3

ビット 

26/18/10/2

ビット 

25/17/9/1

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

DMCBCT0 － － － － － － CBC25 CBC24 DMAC 

 CBC23 CBC22 CBC21 CBC20 CBC19 CBC18 CBC17 CBC16  

 CBC15 CBC14 CBC13 CBC12 CBC11 CBC10 CBC9 CBC8  

 CBC7 CBC6 CBC5 CBC4 CBC3 CBC2 CBC1 CBC0  

DMMOD0 － － － － OPSEL3 OPSEL2 OPSEL1 OPSEL0  

 － － － － － SZSEL2 SZSEL1 SZSEL0  

 － SAMOD2 SAMOD1 SAMOD0 － DAMOD2 DAMOD1 DAMOD0  

 － － － － SACT DACT DTCM1 DTCM0  

DMCSADR1 CSA31 CSA30 CSA29 CSA28 CSA27 CSA26 CSA25 CSA24  

 CSA23 CSA22 CSA21 CSA20 CSA19 CSA18 CSA17 CSA16  

 CSA15 CSA14 CSA13 CSA12 CSA11 CSA10 CSA9 CSA8  

 CSA7 CSA6 CSA5 CSA4 CSA3 CSA2 CSA1 CSA0  

DMCDADR1 CDA31 CDA30 CDA29 CDA28 CDA27 CDA26 CDA25 CDA24  

 CDA23 CDA22 CDA21 CDA20 CDA19 CDA18 CDA17 CDA16  

 CDA15 CDA14 CDA13 CDA12 CDA11 CDA10 CDA9 CDA8  

 CDA7 CDA6 CDA5 CDA4 CDA3 CDA2 CDA1 CDA0  

DMCBCT1 － － － － － － CBC25 CBC24  

 CBC23 CBC22 CBC21 CBC20 CBC19 CBC18 CBC17 CBC16  

 CBC15 CBC14 CBC13 CBC12 CBC11 CBC10 CBC9 CBC8  

 CBC7 CBC6 CBC5 CBC4 CBC3 CBC2 CBC1 CBC0  

DMMOD1 － － － － OPSEL3 OPSEL2 OPSEL1 OPSEL0  

 － － － － － SZSEL2 SZSEL1 SZSEL0  

 － SAMOD2 SAMOD1 SAMOD0 － DAMOD2 DAMOD1 DAMOD0  

 － － － － SACT DACT DTCM1 DTCM0  

DMCSADR2 CSA31 CSA30 CSA29 CSA28 CSA27 CSA26 CSA25 CSA24  

 CSA23 CSA22 CSA21 CSA20 CSA19 CSA18 CSA17 CSA16  

 CSA15 CSA14 CSA13 CSA12 CSA11 CSA10 CSA9 CSA8  

 CSA7 CSA6 CSA5 CSA4 CSA3 CSA2 CSA1 CSA0  

DMCDADR2 CDA31 CDA30 CDA29 CDA28 CDA27 CDA26 CDA25 CDA24  

 CDA23 CDA22 CDA21 CDA20 CDA19 CDA18 CDA17 CDA16  

 CDA15 CDA14 CDA13 CDA12 CDA11 CDA10 CDA9 CDA8  

 CDA7 CDA6 CDA5 CDA4 CDA3 CDA2 CDA1 CDA0  

DMCBCT2 － － － － － － CBC25 CBC24  

 CBC23 CBC22 CBC21 CBC20 CBC19 CBC18 CBC17 CBC16  

 CBC15 CBC14 CBC13 CBC12 CBC11 CBC10 CBC9 CBC8  

 CBC7 CBC6 CBC5 CBC4 CBC3 CBC2 CBC1 CBC0  

 



 

30. レジスタ一覧 

30-32  R01UH0025JJ0300  Rev.3.00 

  2010.09.15 

SH7261グループ

レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7

ビット 

30/22/14/6

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4

ビット 

27/19/11/3

ビット 

26/18/10/2

ビット 

25/17/9/1

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

DMMOD2 － － － － OPSEL3 OPSEL2 OPSEL1 OPSEL0 DMAC 

 － － － － － SZSEL2 SZSEL1 SZSEL0  

 － SAMOD2 SAMOD1 SAMOD0 － DAMOD2 DAMOD1 DAMOD0  

 － － － － SACT DACT DTCM1 DTCM0  

DMCSADR3 CSA31 CSA30 CSA29 CSA28 CSA27 CSA26 CSA25 CSA24  

 CSA23 CSA22 CSA21 CSA20 CSA19 CSA18 CSA17 CSA16  

 CSA15 CSA14 CSA13 CSA12 CSA11 CSA10 CSA9 CSA8  

 CSA7 CSA6 CSA5 CSA4 CSA3 CSA2 CSA1 CSA0  

DMCDADR3 CDA31 CDA30 CDA29 CDA28 CDA27 CDA26 CDA25 CDA24  

 CDA23 CDA22 CDA21 CDA20 CDA19 CDA18 CDA17 CDA16  

 CDA15 CDA14 CDA13 CDA12 CDA11 CDA10 CDA9 CDA8  

 CDA7 CDA6 CDA5 CDA4 CDA3 CDA2 CDA1 CDA0  

DMCBCT3 － － － － － － CBC25 CBC24  

 CBC23 CBC22 CBC21 CBC20 CBC19 CBC18 CBC17 CBC16  

 CBC15 CBC14 CBC13 CBC12 CBC11 CBC10 CBC9 CBC8  

 CBC7 CBC6 CBC5 CBC4 CBC3 CBC2 CBC1 CBC0  

DMMOD3 － － － － OPSEL3 OPSEL2 OPSEL1 OPSEL0  

 － － － － － SZSEL2 SZSEL1 SZSEL0  

 － SAMOD2 SAMOD1 SAMOD0 － DAMOD2 DAMOD1 DAMOD0  

 － － － － SACT DACT DTCM1 DTCM0  

DMCSADR4 CSA31 CSA30 CSA29 CSA28 CSA27 CSA26 CSA25 CSA24  

 CSA23 CSA22 CSA21 CSA20 CSA19 CSA18 CSA17 CSA16  

 CSA15 CSA14 CSA13 CSA12 CSA11 CSA10 CSA9 CSA8  

 CSA7 CSA6 CSA5 CSA4 CSA3 CSA2 CSA1 CSA0  

DMCDADR4 CDA31 CDA30 CDA29 CDA28 CDA27 CDA26 CDA25 CDA24  

 CDA23 CDA22 CDA21 CDA20 CDA19 CDA18 CDA17 CDA16  

 CDA15 CDA14 CDA13 CDA12 CDA11 CDA10 CDA9 CDA8  

 CDA7 CDA6 CDA5 CDA4 CDA3 CDA2 CDA1 CDA0  

DMCBCT4 － － － － － － CBC25 CBC24  

 CBC23 CBC22 CBC21 CBC20 CBC19 CBC18 CBC17 CBC16  

 CBC15 CBC14 CBC13 CBC12 CBC11 CBC10 CBC9 CBC8  

 CBC7 CBC6 CBC5 CBC4 CBC3 CBC2 CBC1 CBC0  

DMMOD4 － － － － OPSEL3 OPSEL2 OPSEL1 OPSEL0  

 － － － － － SZSEL2 SZSEL1 SZSEL0  

 － SAMOD2 SAMOD1 SAMOD0 － DAMOD2 DAMOD1 DAMOD0  

 － － － － SACT DACT DTCM1 DTCM0  

 



 

30. レジスタ一覧 

R01UH0025JJ0300  Rev.3.00  30-33 

2010.09.15  

 

SH7261グループ 

レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7

ビット 

30/22/14/6

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4

ビット 

27/19/11/3

ビット 

26/18/10/2

ビット 

25/17/9/1

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

DMCSADR5 CSA31 CSA30 CSA29 CSA28 CSA27 CSA26 CSA25 CSA24 DMAC 

 CSA23 CSA22 CSA21 CSA20 CSA19 CSA18 CSA17 CSA16  

 CSA15 CSA14 CSA13 CSA12 CSA11 CSA10 CSA9 CSA8  

 CSA7 CSA6 CSA5 CSA4 CSA3 CSA2 CSA1 CSA0  

DMCDADR5 CDA31 CDA30 CDA29 CDA28 CDA27 CDA26 CDA25 CDA24  

 CDA23 CDA22 CDA21 CDA20 CDA19 CDA18 CDA17 CDA16  

 CDA15 CDA14 CDA13 CDA12 CDA11 CDA10 CDA9 CDA8  

 CDA7 CDA6 CDA5 CDA4 CDA3 CDA2 CDA1 CDA0  

DMCBCT5 － － － － － － CBC25 CBC24  

 CBC23 CBC22 CBC21 CBC20 CBC19 CBC18 CBC17 CBC16  

 CBC15 CBC14 CBC13 CBC12 CBC11 CBC10 CBC9 CBC8  

 CBC7 CBC6 CBC5 CBC4 CBC3 CBC2 CBC1 CBC0  

DMMOD5 － － － － OPSEL3 OPSEL2 OPSEL1 OPSEL0  

 － － － － － SZSEL2 SZSEL1 SZSEL0  

 － SAMOD2 SAMOD1 SAMOD0 － DAMOD2 DAMOD1 DAMOD0  

 － － － － SACT DACT DTCM1 DTCM0  

DMCSADR6 CSA31 CSA30 CSA29 CSA28 CSA27 CSA26 CSA25 CSA24  

 CSA23 CSA22 CSA21 CSA20 CSA19 CSA18 CSA17 CSA16  

 CSA15 CSA14 CSA13 CSA12 CSA11 CSA10 CSA9 CSA8  

 CSA7 CSA6 CSA5 CSA4 CSA3 CSA2 CSA1 CSA0  

DMCDADR6 CDA31 CDA30 CDA29 CDA28 CDA27 CDA26 CDA25 CDA24  

 CDA23 CDA22 CDA21 CDA20 CDA19 CDA18 CDA17 CDA16  

 CDA15 CDA14 CDA13 CDA12 CDA11 CDA10 CDA9 CDA8  

 CDA7 CDA6 CDA5 CDA4 CDA3 CDA2 CDA1 CDA0  

DMCBCT6 － － － － － － CBC25 CBC24  

 CBC23 CBC22 CBC21 CBC20 CBC19 CBC18 CBC17 CBC16  

 CBC15 CBC14 CBC13 CBC12 CBC11 CBC10 CBC9 CBC8  

 CBC7 CBC6 CBC5 CBC4 CBC3 CBC2 CBC1 CBC0  

DMMOD6 － － － － OPSEL3 OPSEL2 OPSEL1 OPSEL0  

 － － － － － SZSEL2 SZSEL1 SZSEL0  

 － SAMOD2 SAMOD1 SAMOD0 － DAMOD2 DAMOD1 DAMOD0  

 － － － － SACT DACT DTCM1 DTCM0  

DMCSADR7 CSA31 CSA30 CSA29 CSA28 CSA27 CSA26 CSA25 CSA24  

 CSA23 CSA22 CSA21 CSA20 CSA19 CSA18 CSA17 CSA16  

 CSA15 CSA14 CSA13 CSA12 CSA11 CSA10 CSA9 CSA8  

 CSA7 CSA6 CSA5 CSA4 CSA3 CSA2 CSA1 CSA0  

 



 

30. レジスタ一覧 

30-34  R01UH0025JJ0300  Rev.3.00 

  2010.09.15 

SH7261グループ

レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7

ビット 

30/22/14/6

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4

ビット 

27/19/11/3

ビット 

26/18/10/2

ビット 

25/17/9/1

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

DMCDADR7 CDA31 CDA30 CDA29 CDA28 CDA27 CDA26 CDA25 CDA24 DMAC 

 CDA23 CDA22 CDA21 CDA20 CDA19 CDA18 CDA17 CDA16  

 CDA15 CDA14 CDA13 CDA12 CDA11 CDA10 CDA9 CDA8  

 CDA7 CDA6 CDA5 CDA4 CDA3 CDA2 CDA1 CDA0  

DMCBCT7 － － － － － － CBC25 CBC24  

 CBC23 CBC22 CBC21 CBC20 CBC19 CBC18 CBC17 CBC16  

 CBC15 CBC14 CBC13 CBC12 CBC11 CBC10 CBC9 CBC8  

 CBC7 CBC6 CBC5 CBC4 CBC3 CBC2 CBC1 CBC0  

DMMOD7 － － － － OPSEL3 OPSEL2 OPSEL1 OPSEL0  

 － － － － － SZSEL2 SZSEL1 SZSEL0  

 － SAMOD2 SAMOD1 SAMOD0 － DAMOD2 DAMOD1 DAMOD0  

 － － － － SACT DACT DTCM1 DTCM0  

DMRSADR0 RSA31 RSA30 RSA29 RSA28 RSA27 RSA26 RSA25 RSA24  

 RSA23 RSA22 RSA21 RSA20 RSA19 RSA18 RSA17 RSA16  

 RSA15 RSA14 RSA13 RSA12 RSA11 RSA10 RSA9 RSA8  

 RSA7 RSA6 RSA5 RSA4 RSA3 RSA2 RSA1 RSA0  

DMRDADR0 RDA31 RDA30 RDA29 RDA28 RDA27 RDA26 RDA25 RDA24  

 RDA23 RDA22 RDA21 RDA20 RDA19 RDA18 RDA17 RDA16  

 RDA15 RDA14 RDA13 RDA12 RDA11 RDA10 RDA9 RDA8  

 RDA7 RDA6 RDA5 RDA4 RDA3 RDA2 RDA1 RDA0  

DMRBCT0 － － － － － － RBC25 RBC24  

 RBC23 RBC22 RBC21 RBC20 RBC19 RBC18 RBC17 RBC16  

 RBC15 RBC14 RBC13 RBC12 RBC11 RBC10 RBC9 RBC8  

 RBC7 RBC6 RBC5 RBC4 RBC3 RBC2 RBC1 RBC0  

DMRSADR1 RSA31 RSA30 RSA29 RSA28 RSA27 RSA26 RSA25 RSA24  

 RSA23 RSA22 RSA21 RSA20 RSA19 RSA18 RSA17 RSA16  

 RSA15 RSA14 RSA13 RSA12 RSA11 RSA10 RSA9 RSA8  

 RSA7 RSA6 RSA5 RSA4 RSA3 RSA2 RSA1 RSA0  

DMRDADR1 RDA31 RDA30 RDA29 RDA28 RDA27 RDA26 RDA25 RDA24  

 RDA23 RDA22 RDA21 RDA20 RDA19 RDA18 RDA17 RDA16  

 RDA15 RDA14 RDA13 RDA12 RDA11 RDA10 RDA9 RDA8  

 RDA7 RDA6 RDA5 RDA4 RDA3 RDA2 RDA1 RDA0  

DMRBCT1 － － － － － － RBC25 RBC24  

 RBC23 RBC22 RBC21 RBC20 RBC19 RBC18 RBC17 RBC16  

 RBC15 RBC14 RBC13 RBC12 RBC11 RBC10 RBC9 RBC8  

 RBC7 RBC6 RBC5 RBC4 RBC3 RBC2 RBC1 RBC0  
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R01UH0025JJ0300  Rev.3.00  30-35 
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SH7261グループ 

レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7

ビット 

30/22/14/6

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4

ビット 

27/19/11/3

ビット 

26/18/10/2

ビット 

25/17/9/1

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

DMRSADR2 RSA31 RSA30 RSA29 RSA28 RSA27 RSA26 RSA25 RSA24 DMAC 

 RSA23 RSA22 RSA21 RSA20 RSA19 RSA18 RSA17 RSA16  

 RSA15 RSA14 RSA13 RSA12 RSA11 RSA10 RSA9 RSA8  

 RSA7 RSA6 RSA5 RSA4 RSA3 RSA2 RSA1 RSA0  

DMRDADR2 RDA31 RDA30 RDA29 RDA28 RDA27 RDA26 RDA25 RDA24  

 RDA23 RDA22 RDA21 RDA20 RDA19 RDA18 RDA17 RDA16  

 RDA15 RDA14 RDA13 RDA12 RDA11 RDA10 RDA9 RDA8  

 RDA7 RDA6 RDA5 RDA4 RDA3 RDA2 RDA1 RDA0  

DMRBCT2 － － － － － － RBC25 RBC24  

 RBC23 RBC22 RBC21 RBC20 RBC19 RBC18 RBC17 RBC16  

 RBC15 RBC14 RBC13 RBC12 RBC11 RBC10 RBC9 RBC8  

 RBC7 RBC6 RBC5 RBC4 RBC3 RBC2 RBC1 RBC0  

DMRSADR3 RSA31 RSA30 RSA29 RSA28 RSA27 RSA26 RSA25 RSA24  

 RSA23 RSA22 RSA21 RSA20 RSA19 RSA18 RSA17 RSA16  

 RSA15 RSA14 RSA13 RSA12 RSA11 RSA10 RSA9 RSA8  

 RSA7 RSA6 RSA5 RSA4 RSA3 RSA2 RSA1 RSA0  

DMRDADR3 RDA31 RDA30 RDA29 RDA28 RDA27 RDA26 RDA25 RDA24  

 RDA23 RDA22 RDA21 RDA20 RDA19 RDA18 RDA17 RDA16  

 RDA15 RDA14 RDA13 RDA12 RDA11 RDA10 RDA9 RDA8  

 RDA7 RDA6 RDA5 RDA4 RDA3 RDA2 RDA1 RDA0  

DMRBCT3 － － － － － － RBC25 RBC24  

 RBC23 RBC22 RBC21 RBC20 RBC19 RBC18 RBC17 RBC16  

 RBC15 RBC14 RBC13 RBC12 RBC11 RBC10 RBC9 RBC8  

 RBC7 RBC6 RBC5 RBC4 RBC3 RBC2 RBC1 RBC0  

DMRSADR4 RSA31 RSA30 RSA29 RSA28 RSA27 RSA26 RSA25 RSA24  

 RSA23 RSA22 RSA21 RSA20 RSA19 RSA18 RSA17 RSA16  

 RSA15 RSA14 RSA13 RSA12 RSA11 RSA10 RSA9 RSA8  

 RSA7 RSA6 RSA5 RSA4 RSA3 RSA2 RSA1 RSA0  

DMRDADR4 RDA31 RDA30 RDA29 RDA28 RDA27 RDA26 RDA25 RDA24  

 RDA23 RDA22 RDA21 RDA20 RDA19 RDA18 RDA17 RDA16  

 RDA15 RDA14 RDA13 RDA12 RDA11 RDA10 RDA9 RDA8  

 RDA7 RDA6 RDA5 RDA4 RDA3 RDA2 RDA1 RDA0  

DMRBCT4 － － － － － － RBC25 RBC24  

 RBC23 RBC22 RBC21 RBC20 RBC19 RBC18 RBC17 RBC16  

 RBC15 RBC14 RBC13 RBC12 RBC11 RBC10 RBC9 RBC8  

 RBC7 RBC6 RBC5 RBC4 RBC3 RBC2 RBC1 RBC0  

 



 

30. レジスタ一覧 

30-36  R01UH0025JJ0300  Rev.3.00 

  2010.09.15 

SH7261グループ

レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7

ビット 

30/22/14/6

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4

ビット 

27/19/11/3

ビット 

26/18/10/2

ビット 

25/17/9/1

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

DMRSADR5 RSA31 RSA30 RSA29 RSA28 RSA27 RSA26 RSA25 RSA24 DMAC 

 RSA23 RSA22 RSA21 RSA20 RSA19 RSA18 RSA17 RSA16  

 RSA15 RSA14 RSA13 RSA12 RSA11 RSA10 RSA9 RSA8  

 RSA7 RSA6 RSA5 RSA4 RSA3 RSA2 RSA1 RSA0  

DMRDADR5 RDA31 RDA30 RDA29 RDA28 RDA27 RDA26 RDA25 RDA24  

 RDA23 RDA22 RDA21 RDA20 RDA19 RDA18 RDA17 RDA16  

 RDA15 RDA14 RDA13 RDA12 RDA11 RDA10 RDA9 RDA8  

 RDA7 RDA6 RDA5 RDA4 RDA3 RDA2 RDA1 RDA0  

DMRBCT5 － － － － － － RBC25 RBC24  

 RBC23 RBC22 RBC21 RBC20 RBC19 RBC18 RBC17 RBC16  

 RBC15 RBC14 RBC13 RBC12 RBC11 RBC10 RBC9 RBC8  

 RBC7 RBC6 RBC5 RBC4 RBC3 RBC2 RBC1 RBC0  

DMRSADR6 RSA31 RSA30 RSA29 RSA28 RSA27 RSA26 RSA25 RSA24  

 RSA23 RSA22 RSA21 RSA20 RSA19 RSA18 RSA17 RSA16  

 RSA15 RSA14 RSA13 RSA12 RSA11 RSA10 RSA9 RSA8  

 RSA7 RSA6 RSA5 RSA4 RSA3 RSA2 RSA1 RSA0  

DMRDADR6 RDA31 RDA30 RDA29 RDA28 RDA27 RDA26 RDA25 RDA24  

 RDA23 RDA22 RDA21 RDA20 RDA19 RDA18 RDA17 RDA16  

 RDA15 RDA14 RDA13 RDA12 RDA11 RDA10 RDA9 RDA8  

 RDA7 RDA6 RDA5 RDA4 RDA3 RDA2 RDA1 RDA0  

DMRBCT6 － － － － － － RBC25 RBC24  

 RBC23 RBC22 RBC21 RBC20 RBC19 RBC18 RBC17 RBC16  

 RBC15 RBC14 RBC13 RBC12 RBC11 RBC10 RBC9 RBC8  

 RBC7 RBC6 RBC5 RBC4 RBC3 RBC2 RBC1 RBC0  

DMRSADR7 RSA31 RSA30 RSA29 RSA28 RSA27 RSA26 RSA25 RSA24  

 RSA23 RSA22 RSA21 RSA20 RSA19 RSA18 RSA17 RSA16  

 RSA15 RSA14 RSA13 RSA12 RSA11 RSA10 RSA9 RSA8  

 RSA7 RSA6 RSA5 RSA4 RSA3 RSA2 RSA1 RSA0  

DMRDADR7 RDA31 RDA30 RDA29 RDA28 RDA27 RDA26 RDA25 RDA24  

 RDA23 RDA22 RDA21 RDA20 RDA19 RDA18 RDA17 RDA16  

 RDA15 RDA14 RDA13 RDA12 RDA11 RDA10 RDA9 RDA8  

 RDA7 RDA6 RDA5 RDA4 RDA3 RDA2 RDA1 RDA0  

DMRBCT7 － － － － － － RBC25 RBC24  

 RBC23 RBC22 RBC21 RBC20 RBC19 RBC18 RBC17 RBC16  

 RBC15 RBC14 RBC13 RBC12 RBC11 RBC10 RBC9 RBC8  

 RBC7 RBC6 RBC5 RBC4 RBC3 RBC2 RBC1 RBC0  

 



 

30. レジスタ一覧 
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SH7261グループ 

レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7

ビット 

30/22/14/6

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4

ビット 

27/19/11/3

ビット 

26/18/10/2

ビット 

25/17/9/1

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

DMCNTA0 － － MDSEL1 MDSEL0 － － DSEL1 DSEL0 DMAC 

 － － － － － － STRG1 STRG0  

 － － － － － BRLOD SRLOD DRLOD  

 － － DCTG5 DCTG4 DCTG3 DCTG2 DCTG1 DCTG0  

DMCNTB0 － － － － － － － DEN  

 － － － － － － － DREQ  

 － － － － － － － ECLR  

 － － － － － － － DSCLR  

DMCNTA1 － － MDSEL1 MDSEL0 － － DSEL1 DSEL0  

 － － － － － － STRG1 STRG0  

 － － － － － BRLOD SRLOD DRLOD  

 － － DCTG5 DCTG4 DCTG3 DCTG2 DCTG1 DCTG0  

DMCNTB1 － － － － － － － DEN  

 － － － － － － － DREQ  

 － － － － － － － ECLR  

 － － － － － － － DSCLR  

DMCNTA2 － － MDSEL1 MDSEL0 － － DSEL1 DSEL0  

 － － － － － － STRG1 STRG0  

 － － － － － BRLOD SRLOD DRLOD  

 － － DCTG5 DCTG4 DCTG3 DCTG2 DCTG1 DCTG0  

DMCNTB2 － － － － － － － DEN  

 － － － － － － － DREQ  

 － － － － － － － ECLR  

 － － － － － － － DSCLR  

DMCNTA3 － － MDSEL1 MDSEL0 － － DSEL1 DSEL0  

 － － － － － － STRG1 STRG0  

 － － － － － BRLOD SRLOD DRLOD  

 － － DCTG5 DCTG4 DCTG3 DCTG2 DCTG1 DCTG0  

DMCNTB3 － － － － － － － DEN  

 － － － － － － － DREQ  

 － － － － － － － ECLR  

 － － － － － － － DSCLR  

DMCNTA4 － － MDSEL1 MDSEL0 － － DSEL1 DSEL0  

 － － － － － － STRG1 STRG0  

 － － － － － BRLOD SRLOD DRLOD  

 － － DCTG5 DCTG4 DCTG3 DCTG2 DCTG1 DCTG0  

 



 

30. レジスタ一覧 

30-38  R01UH0025JJ0300  Rev.3.00 

  2010.09.15 

SH7261グループ

レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7

ビット 

30/22/14/6

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4

ビット 

27/19/11/3

ビット 

26/18/10/2

ビット 

25/17/9/1

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

DMCNTB4 － － － － － － － DEN DMAC 

 － － － － － － － DREQ  

 － － － － － － － ECLR  

 － － － － － － － DSCLR  

DMCNTA5 － － MDSEL1 MDSEL0 － － DSEL1 DSEL0  

 － － － － － － STRG1 STRG0  

 － － － － － BRLOD SRLOD DRLOD  

 － － DCTG5 DCTG4 DCTG3 DCTG2 DCTG1 DCTG0  

DMCNTB5 － － － － － － － DEN  

 － － － － － － － DREQ  

 － － － － － － － ECLR  

 － － － － － － － DSCLR  

DMCNTA6 － － MDSEL1 MDSEL0 － － DSEL1 DSEL0  

 － － － － － － STRG1 STRG0  

 － － － － － BRLOD SRLOD DRLOD  

 － － DCTG5 DCTG4 DCTG3 DCTG2 DCTG1 DCTG0  

DMCNTB6 － － － － － － － DEN  

 － － － － － － － DREQ  

 － － － － － － － ECLR  

 － － － － － － － DSCLR  

DMCNTA7 － － MDSEL1 MDSEL0 － － DSEL1 DSEL0  

 － － － － － － STRG1 STRG0  

 － － － － － BRLOD SRLOD DRLOD  

 － － DCTG5 DCTG4 DCTG3 DCTG2 DCTG1 DCTG0  

DMCNTB7 － － － － － － － DEN  

 － － － － － － － DREQ  

 － － － － － － － ECLR  

 － － － － － － － DSCLR  

DMSCNT － － － － － － － －  

 － － － － － － － DMST  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

DMICNT DINTM_CH0 DINTM_CH1 DINTM_CH2 DINTM_CH3 DINTM_CH4 DINTM_CH5 DINTM_CH6 DINTM_CH7  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  
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レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7

ビット 

30/22/14/6
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29/21/13/5 
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28/20/12/4
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27/19/11/3

ビット 

26/18/10/2

ビット 

25/17/9/1

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

DMICNTA DINTA_CH0 DINTA_CH1 DINTA_CH2 DINTA_CH3 DINTA_CH4 DINTA_CH5 DINTA_CH6 DINTA_CH7 DMAC 

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

DMISTS DISTS_CH0 DISTS_CH1 DISTS_CH2 DISTS_CH3 DISTS_CH4 DISTS_CH5 DISTS_CH6 DISTS_CH7  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

DMEDET DEDET_CH0 DEDET_CH1 DEDET_CH2 DEDET_CH3 DEDET_CH4 DEDET_CH5 DEDET_CH6 DEDET_CH7  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

DMASTS DASTS_CH0 DASTS_CH1 DASTS_CH2 DASTS_CH3 DASTS_CH4 DASTS_CH5 DASTS_CH6 DASTS_CH7  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

BAR_0 BA0_31 BA0_30 BA0_29 BA0_28 BA0_27 BA0_26 BA0_25 BA0_24 UBC 

 BA0_23 BA0_22 BA0_21 BA0_20 BA0_19 BA0_18 BA0_17 BA0_16  

 BA0_15 BA0_14 BA0_13 BA0_12 BA0_11 BA0_10 BA0_9 BA0_8  

 BA0_7 BA0_6 BA0_5 BA0_4 BA0_3 BA0_2 BA0_1 BA0_0  

BAMR_0 BAM0_31 BAM0_30 BAM0_29 BAM0_28 BAM0_27 BAM0_26 BAM0_25 BAM0_24  

 BAM0_23 BAM0_22 BAM0_21 BAM0_20 BAM0_19 BAM0_18 BAM0_17 BAM0_16  

 BAM0_15 BAM0_14 BAM0_13 BAM0_12 BAM0_11 BAM0_10 BAM0_9 BAM0_8  

 BAM0_7 BAM0_6 BAM0_5 BAM0_4 BAM0_3 BAM0_2 BAM0_1 BAM0_0  

BDR_0 BD0_31 BD0_30 BD0_29 BD0_28 BD0_27 BD0_26 BD0_25 BD0_24  

 BD0_23 BD0_22 BD0_21 BD0_20 BD0_19 BD0_18 BD0_17 BD0_16  

 BD0_15 BD0_14 BD0_13 BD0_12 BD0_11 BD0_10 BD0_9 BD0_8  

 BD0_7 BD0_6 BD0_5 BD0_4 BD0_3 BD0_2 BD0_1 BD0_0  

BDMR_0 BDM0_31 BDM0_30 BDM0_29 BDM0_28 BDM0_27 BDM0_26 BDM0_25 BDM0_24  

 BDM0_23 BDM0_22 BDM0_21 BDM0_20 BDM0_19 BDM0_18 BDM0_17 BDM0_16  

 BDM0_15 BDM0_14 BDM0_13 BDM0_12 BDM0_11 BDM0_10 BDM0_9 BDM0_8  

 BDM0_7 BDM0_6 BDM0_5 BDM0_4 BDM0_3 BDM0_2 BDM0_1 BDM0_0  

BAR_1 BA0_31 BA0_30 BA0_29 BA0_28 BA0_27 BA0_26 BA0_25 BA0_24  

 BA0_23 BA0_22 BA0_21 BA0_20 BA0_19 BA0_18 BA0_17 BA0_16  

 BA0_15 BA0_14 BA0_13 BA0_12 BA0_11 BA0_10 BA0_9 BA0_8  

 BA0_7 BA0_6 BA0_5 BA0_4 BA0_3 BA0_2 BA0_1 BA0_0  
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レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7

ビット 
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ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

BAMR_1 BAM0_31 BAM0_30 BAM0_29 BAM0_28 BAM0_27 BAM0_26 BAM0_25 BAM0_24 UBC 

 BAM0_23 BAM0_22 BAM0_21 BAM0_20 BAM0_19 BAM0_18 BAM0_17 BAM0_16  

 BAM0_15 BAM0_14 BAM0_13 BAM0_12 BAM0_11 BAM0_10 BAM0_9 BAM0_8  

 BAM0_7 BAM0_6 BAM0_5 BAM0_4 BAM0_3 BAM0_2 BAM0_1 BAM0_0  

BDR_1 BD0_31 BD0_30 BD0_29 BD0_28 BD0_27 BD0_26 BD0_25 BD0_24  

 BD0_23 BD0_22 BD0_21 BD0_20 BD0_19 BD0_18 BD0_17 BD0_16  

 BD0_15 BD0_14 BD0_13 BD0_12 BD0_11 BD0_10 BD0_9 BD0_8  

 BD0_7 BD0_6 BD0_5 BD0_4 BD0_3 BD0_2 BD0_1 BD0_0  

BDMR_1 BDM0_31 BDM0_30 BDM0_29 BDM0_28 BDM0_27 BDM0_26 BDM0_25 BDM0_24  

 BDM0_23 BDM0_22 BDM0_21 BDM0_20 BDM0_19 BDM0_18 BDM0_17 BDM0_16  

 BDM0_15 BDM0_14 BDM0_13 BDM0_12 BDM0_11 BDM0_10 BDM0_9 BDM0_8  

 BDM0_7 BDM0_6 BDM0_5 BDM0_4 BDM0_3 BDM0_2 BDM0_1 BDM0_0  

BBR_0 － － UBID0 DBE0 － － CP0_1 CP0_0  

 CD0_1 CD0_0 ID0_1 ID0_0 RW0_1 RW0_0 SZ0_1 SZ0_0  

BBR_1 － － UBID1 DBE1 － － CP1_1 CP1_0  

 CD1_1 CD1_0 ID1_1 ID1_0 RW1_1 RW1_0 SZ1_1 SZ1_0  

BRCR － － － － － － － －  

 － － － － － － CKS1 CKS2  

 SCMFC0 SCMFC1 SCMFD0 SCMFD1 － － － BDI  

 － PCB1 PCB0 － － － － －  

CCR1 － － － － － － － － キャッシュ 

 － － － － － － － －  

 － － － － ICF － － ICE  

 － － － － OCF － WT OCE  

CCR2 － － － － － － － －  

 － － － － － － － LE  

 － － － － － － W3LOAD W3LOCK  

 － － － － － － W2LOAD W2LOCK  

ACSWR － － － － － － － － BSC 

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

 － － － － ACOSW3 ACOSW2 ACOSW1 ACOSW0  

SDIR TI7 TI6 TI5 TI4 TI3 TI2 TI1 TI0 H-UDI 

 － － － － － － － －  

ICR0 NMIL － － － － － － NMIE INTC 

 － － － － － － － －  
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25/17/9/1

ビット 
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モジュール 

ICR1 IRQ71S IRQ70S IRQ61S IRQ60S IRQ51S IRQ50S IRQ41S IRQ40S INTC 

 IRQ31S IRQ30S IRQ21S IRQ20S IRQ11S IRQ10S IRQ01S IRQ00S  

ICR2 － － － － － － － －  

 PINT7S PINT6S PINT5S PINT4S PINT3S PINT2S PINT1S PINT0S  

IRQRR － － － － － － － －  

 IRQ7F IRQ6F IRQ5F IRQ4F IRQ3F IRQ2F IRQ1F IRQ0F  

PINTER － － － － － － － －  

 PINT7E PINT6E PINT5E PINT4E PINT3E PINT2E PINT1E PINT0E  

PIRR － － － － － － － －  

 PINT7R PINT6R PINT5R PINT4R PINT3R PINT2R PINT1R PINT0R  

IBCR E15 E14 E13 E12 E11 E10 E9 E8  

 E7 E6 E5 E4 E3 E2 E1 －  

IBNR BE1 BE0 BOVE － － － － －  

 － － － － BN3 BN2 BN1 BN0  

IPR01 IP33 IP32 IP31 IP30 IP23 IP22 IP21 IP20  

 IP13 IP12 IP11 IP10 IP03 IP02 IP01 IP00  

IPR02 IP33 IP32 IP31 IP30 IP23 IP22 IP21 IP20  

 IP13 IP12 IP11 IP10 IP03 IP02 IP01 IP00  

IPR05 IP33 IP32 IP31 IP30 IP23 IP22 IP21 IP20  

 IP13 IP12 IP11 IP10 IP03 IP02 IP01 IP00  

IPR06 IP33 IP32 IP31 IP30 IP23 IP22 IP21 IP20  

 IP13 IP12 IP11 IP10 IP03 IP02 IP01 IP00  

IPR07 IP33 IP32 IP31 IP30 IP23 IP22 IP21 IP20  

 IP13 IP12 IP11 IP10 IP03 IP02 IP01 IP00  

IPR08 IP33 IP32 IP31 IP30 IP23 IP22 IP21 IP20  

 IP13 IP12 IP11 IP10 IP03 IP02 IP01 IP00  

IPR09 IP33 IP32 IP31 IP30 IP23 IP22 IP21 IP20  

 IP13 IP12 IP11 IP10 IP03 IP02 IP01 IP00  

IPR10 IP33 IP32 IP31 IP30 IP23 IP22 IP21 IP20  

 IP13 IP12 IP11 IP10 IP03 IP02 IP01 IP00  

IPR11 IP33 IP32 IP31 IP30 IP23 IP22 IP21 IP20  

 IP13 IP12 IP11 IP10 IP03 IP02 IP01 IP00  

IPR12 IP33 IP32 IP31 IP30 IP23 IP22 IP21 IP20  

 IP13 IP12 IP11 IP10 IP03 IP02 IP01 IP00  

IPR13 IP33 IP32 IP31 IP30 IP23 IP22 IP21 IP20  

 IP13 IP12 IP11 IP10 IP03 IP02 IP01 IP00  

IPR14 IP33 IP32 IP31 IP30 IP23 IP22 IP21 IP20  

 IP13 IP12 IP11 IP10 IP03 IP02 IP01 IP00  
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モジュール 

IPR15 IP33 IP32 IP31 IP30 IP23 IP22 IP21 IP20 INTC 

 IP13 IP12 IP11 IP10 IP03 IP02 IP01 IP00  

IPR16 IP33 IP32 IP31 IP30 IP23 IP22 IP21 IP20  

 IP13 IP12 IP11 IP10 IP03 IP02 IP01 IP00  

WTCSR IOVF WTIT TME － － CKS2 CKS1 CKS0 WDT 

 － － － － － － － －  

WTCNT TCNT7 TCNT6 TCNT5 TCNT4 TCNT3 TCNT2 TCNT1 TCNT0  

 － － － － － － － －  

WRCSR WOVF RSTE RSTS － － － － －  

 － － － － － － － －  

FRQCR － － － CKOEN － STC2 STC1 STC0 CPG 

 － IFC2 IFC1 IFC0 RNGS PFC2 PFC1 PFC0  

STBCR STBY DEEP － － － － MSTP1 － SYSTEM 

STBCR2 MSTP10 MSTP9 MSTP8 MSTP7 MSTP6 MSTP5 MSTP4 MSTP3  

SYSCR1 － － － － － － RAME1 RAME0  

SYSCR2 － － － － － － RAMWE1 RAMWE0  

STBCR3 － － MSTP35 － MSTP33 MSTP32 MSTP31 －  

STBCR4 MSTP47 MSTP46 MSTP45 MSTP44 MSTP43 MSTP42 MSTP41 MSTP40  

STBCR5 MSTP57 MSTP56 MSTP55 － MSTP53 MSTP52 － CKDV3  

R64CNT － 1Hz 2Hz 4Hz 8Hz 16Hz 32Hz 64Hz RTC 

RSECCNT －  10秒   1秒   

RMINCNT －  10分   1分   

RHRCNT － － 10時間  1時間   

RWKCNT － － － － －  曜日   

RDAYCNT － － 10日  1日   

RMONCNT － － － 10月  1月   

RYRCNT  1000年   100年   

  10年   1年   

RSECAR ENB  10秒   1秒   

RMINAR ENB  10分   1分   

RHRAR ENB － 10時間  1時間   

RWKAR ENB － － － －  曜日   

RDAYAR ENB － 10日  1日   

RMONAR ENB － － 10月  1月   

RCR1 CF － － CIE AIE － － AF  

RCR2 PEF PES2 PES1 PES0 RTCEN ADJ RESET START  
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モジュール 

RYRAR  1000年   100年  RTC 

  10年   1年   

RCR3 ENB － － － － － － －  

PADRH PA31DR PA30DR PA29DR PA28DR PA27DR PA26DR PA25DR PA24DR I/Oポート 

 PA23DR PA22DR PA21DR PA20DR PA19DR PA18DR PA17DR PA16DR  

PADRL PA15DR PA14DR PA13DR PA12DR PA11DR PA10DR PA9DR PA8DR  

 PA7DR PA6DR PA5DR PA4DR PA3DR PA2DR PA1DR PA0DR  

PAPRH PA31PR PA30PR PA29PR PA28PR PA27PR PA26PR PA25PR PA24PR  

 PA23PR PA22PR PA21PR PA20PR PA19PR PA18PR PA17PR PA16PR  

PAPRL PA15PR PA14PR PA13PR PA12PR PA11PR PA10PR PA9PR PA8PR  

 PA7PR PA6PR PA5PR PA4PR PA3PR PA2PR PA1PR PA0PR  

PBDRH PB31DR PB30DR PB29DR PB28DR PB27DR PB26DR PB25DR PB24DR  

 PB23DR PB22DR PB21DR PB20DR PB19DR PB18DR PB17DR PB16DR  

PBDRL PB15DR PB14DR PB13DR PB12DR PB11DR PB10DR PB9DR PB8DR  

 PB7DR PB6DR PB5DR PB4DR PB3DR PB2DR PB1DR PB0DR  

PBPRH PB31PR PB30PR PB29PR PB28PR PB27PR PB26PR PB25PR PB24PR  

 PB23PR PB22PR PB21PR PB20PR PB19PR PB18PR PB17PR PB16PR  

PBPRL PB15PR PB14PR PB13PR PB12PR PB11PR PB10PR PB9PR PB8PR  

 PB7PR PB6PR PB5PR PB4PR PB3PR PB2PR PB1PR PB0PR  

PCDRH － － － － － － － －  

 － － PC21DR PC20DR PC19DR PC18DR PC17DR PC16DR  

PCDRL PC15DR PC14DR PC13DR PC12DR PC11DR PC10DR PC9DR PC8DR  

 PC7DR PC6DR PC5DR PC4DR PC3DR PC2DR PC1DR PC0DR  

PCPRH － － － － － － PC25PR PC24PR  

 PC23PR PC22PR PC21PR PC20PR PC19PR PC18PR PC17PR PC16PR  

PCPRL PC15PR PC14PR PC13PR PC12PR PC11PR PC10PR PC9PR PC8PR  

 PC7PR PC6PR PC5PR PC4PR PC3PR PC2PR PC1PR PC0PR  

PDDR － PD14DR PD13DR PD12DR PD11DR PD10DR PD9DR PD8DR  

 PD7DR PD6DR PD5DR PD4DR PD3DR PD2DR PD1DR PD0DR  

PDPRH － － － － － － － －  

 － － － － － － － PD16PR  

PDPRL PD15PR PD14PR PD13PR PD12PR PD11PR PD10PR PD9PR PD8PR  

 PD7PR PD6PR PD5PR PD4PR PD3PR PD2PR PD1PR PD0PR  

PEPR － － － － － － － －  

 PE7PR PE6PR PE5PR PE4PR PE3PR PE2PR PE1PR PE0PR  
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モジュール 

PFDR － － － － － － － － I/Oポート 

 PF7DR PF6DR PF5DR PF4DR PF3DR PF2DR PF1DR PF0DR  

PFPR － － － － － － － －  

 PF7PR PF6PR PF5PR PF4PR PF3PR PF2PR PF1PR PF0PR  

PAIORH PA31IOR PA30IOR PA29IOR PA28IOR PA27IOR PA26IOR PA25IOR PA24IOR PFC 

 PA23IOR PA22IOR PA21IOR PA20IOR PA19IOR PA18IOR PA17IOR PA16IOR  

PAIORL PA15IOR PA14IOR PA13IOR PA12IOR PA11IOR PA10IOR PA9IOR PA8IOR  

 PA7IOR PA6IOR PA5IOR PA4IOR PA3IOR PA2IOR PA1IOR PA0IOR  

PACR8 － － PA31MD1 PA31MD0 － － PA30MD1 PA30MD0  

 － － PA29MD1 PA29MD0 － － PA28MD1 PA28MD0  

PACR7 － PA27MD2 PA27MD1 PA27MD0 － PA26MD2 PA26MD1 PA26MD0  

 － PA25MD2 PA25MD1 PA25MD0 － － PA24MD1 PA24MD0  

PACR6 － － － PA23MD0 － － － PA22MD0  

 － － － PA21MD0 － － － PA20MD0  

PACR5 － － － PA19MD0 － － － PA18MD0  

 － － － PA17MD0 － － － PA16MD0  

PACR4 － － － PA15MD0 － － － PA14MD0  

 － － － PA13MD0 － － － PA12MD0  

PACR3 － － － PA11MD0 － － － PA10MD0  

 － － － PA9MD0 － － － PA8MD0  

PACR2 － － － PA7MD0 － － － PA6MD0  

 － － － PA5MD0 － － － PA4MD0  

PACR1 － － － PA3MD0 － － － PA2MD0  

 － － － PA1MD0 － － － PA0MD0  

CKIOCR － － － － － － － CKIOOE  

PBIORH PB31IOR PB30IOR PB29IOR PB28IOR PB27IOR PB26IOR PB25IOR PB24IOR  

 PB23IOR PB22IOR PB21IOR PB20IOR PB19IOR PB18IOR PB17IOR PB16IOR  

PBIORL PB15IOR PB14IOR PB13IOR PB12IOR PB11IOR PB10IOR PB9IOR PB8IOR  

 PB7IOR PB6IOR PB5IOR PB4IOR PB3IOR PB2IOR PB1IOR PB0IOR  

PBCR8 － － PB31MD1 PB31MD0 － PB30MD2 PB30MD1 PB30MD0  

 － PB29MD2 PB29MD1 PB29MD0 － PB28MD2 PB28MD1 PB28MD0  

PBCR7 － － PB27MD1 PB27MD0 － PB26MD2 PB26MD1 PB26MD0  

 － PB25MD2 PB25MD1 PB25MD0 － PB24MD2 PB24MD1 PB24MD0  
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PBCR6 － － PB23MD1 PB23MD0 － PB22MD2 PB22MD1 PB22MD0 PFC 

 － PB21MD2 PB21MD1 PB21MD0 － PB20MD2 PB20MD1 PB20MD0  

PBCR5 － － PB19MD1 PB19MD0 － － PB18MD1 PB18MD0  

 － － PB17MD1 PB17MD0 － － PB16MD1 PB16MD0  

PBCR4 － － － PB15MD0 － － － PB14MD0  

 － － － PB13MD0 － － － PB12MD0  

PBCR3 － － － PB11MD0 － － － PB10MD0  

 － － － PB9MD0 － － － PB8MD0  

PBCR2 － － － PB7MD0 － － － PB6MD0  

 － － － PB5MD0 － － － PB4MD0  

PBCR1 － － － PB3MD0 － － － PB2MD0  

 － － － PB1MD0 － － － PB0MD0  

PCIORH － － － － － － － －  

 － － PC21IOR PC20IOR PC19IOR PC18IOR PC17IOR PC16IOR  

PCIORL PC15IOR PC14IOR PC13IOR PC12IOR PC11IOR PC10IOR PC9IOR PC8IOR  

 PC7IOR PC6IOR PC5IOR PC4IOR PC3IOR PC2IOR PC1IOR PC0IOR  

PCCR7 － － － － － － － －  

 － － PC25MD1 PC25MD0 － － PC24MD1 PC24MD0  

PCCR6 － － PC23MD1 PC23MD0 － － PC22MD1 PC22MD0  

 － － PC21MD1 PC21MD0 － － PC20MD1 PC20MD0  

PCCR5 － － － PC19MD0 － － － PC18MD0  

 － － － PC17MD0 － － － PC16MD0  

PCCR4 － － － PC15MD0 － － － PC14MD0  

 － － － PC13MD0 － － PC12MD1 PC12MD0  

PCCR3 － － PC11MD1 PC11MD0 － － － PC10MD0  

 － － － PC9MD0 － － － PC8MD0  

PCCR2 － － － PC7MD0 － － PC6MD1 PC6MD0  

 － － PC5MD1 PC5MD0 － － PC4MD1 PC4MD0  

PCCR1 － － PC3MD1 PC3MD0 － － PC2MD1 PC2MD0  

 － － － PC1MD0 － － － PC0MD0  

PDIOR － PD14IOR PD13IOR PD12IOR PD11IOR PD10IOR PD9IOR PD8IOR  

 PD7IOR PD6IOR PD5IOR PD4IOR PD3IOR PD2IOR PD1IOR PD0IOR  

PDCR5 － － － － － － － －  

 － － － － － － PD16MD1 PD16MD0  

PDCR4 － － PD15MD1 PD15MD0 － － PD14MD1 PD14MD0  

 － － PD13MD1 PD13MD0 － － PD12MD1 PD12MD0  
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PDCR3 － － PD11MD1 PD11MD0 － － PD10MD1 PD10MD0 PFC 

 － － PD9MD1 PD9MD0 － － PD8MD1 PD8MD0  

PDCR2 － － PD7MD1 PD7MD0 － － PD6MD1 PD6MD0  

 － － PD5MD1 PD5MD0 － － PD4MD1 PD4MD0  

PDCR1 － － － PD3MD0 － － － PD2MD0  

 － － － PD1MD0 － － － PD0MD0  

PECR2 － － － PE7MD0 － － － PE6MD0  

 － － － PE5MD0 － － － PE4MD0  

PECR1 － － － PE3MD0 － － － PE2MD0  

 － － － PE1MD0 － － － PE0MD0  

PFIOR － － － － － － － －  

 PF7IOR PF6IOR PF5IOR PF4IOR PF3IOR PF2IOR PF1IOR PF0IOR  

PFCR2 － － － PF7MD0 － － PF6MD1 PF6MD0  

 － － PF5MD1 PF5MD0 － － PF4MD1 PF4MD0  

PFCR1 － － － PF3MD0 － － PF2MD1 PF2MD0  

 － － PF1MD1 PF1MD0 － － PF0MD1 PF0MD0  

TCR_3 CCLR2 CCLR1 CCLR0 CKEG1 CKEG0 TPSC2 TPSC1 TPSC0 MTU2 

TCR_4 CCLR2 CCLR1 CCLR0 CKEG1 CKEG0 TPSC2 TPSC1 TPSC0  

TMDR_3 － BFE BFB BFA MD3 MD2 MD1 MD0  

TMDR_4 － BFE BFB BFA MD3 MD2 MD1 MD0  

TIORH_3 IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 IOA3 IOA2 IOA1 IOA0  

TIORL_3 IOD3 IOD2 IOD1 IOD0 IOC3 IOC2 IOC1 IOC0  

TIORH_4 IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 IOA3 IOA2 IOA1 IOA0  

TIORL_4 IOD3 IOD2 IOD1 IOD0 IOC3 IOC2 IOC1 IOC0  

TIER_3 TTGE － － TCIEV TGIED TGIEC TGIEB TGIEA  

TIER_4 TTGE TTGE2 － TCIEV TGIED TGIEC TGIEB TGIEA  

TOER － － OE4D OE4C OE3D OE4B OE4A OE3B  

TGCR － BDC N P FB WF VF UF  

TOCR1 － PSYE － － TOCL TOCS OLSN PLSP  

TOCR2 BF1 BF0 OLS3N OLS3P OLS2N OLS2P OLS1N OLS1P  

TCNT_3          

          

TCNT_4          

          

TCDR          
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TDDR         MTU2 

          

TGRA_3          

          

TGRB_3          

          

TGRA_4          

          

TGRB_4          

          

TCNTS          

          

TCBR          

          

TGRC_3          

          

TGRD_3          

          

TGRC_4          

          

TGRD_4          

          

TSR_3 TCFD － － TCFV TGFD TGFC TGFB TGFA  

TSR_4 TCFD － － TCFV TGFD TGFC TGFB TGFA  

TITCR T3AEN 3ACOR2 3ACOR1 3ACOR0 T4VEN 4VCOR2 4VCOR1 4VCOR0  

TITCNT － 3ACNT2 3ACNT1 3ACNT0 － 4VCNT2 4VCNT1 4VCNT0  

TBTCR － － － － － － BTE1 BTE0  

TDER － － － － － － － TDER  

TOLBR － － OLS3N OLS3P OLS2N OLS2P OLS1N OLS1P  

TBTM_3 － － － － － － TTSB TTSA  

TBTM_4 － － － － － － TTSB TTSA  

TADCR BF1 BF0 － － － － － －  

 UT4AE DT4AE UT4BE DT4BE ITA3AE ITA4VE ITB3AE ITB4VE  

TADCORA_4          

          

TADCORB_4          
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TADCOBRA_4         MTU2 

          

TADCOBRB_4          

          

TWCR CCE － － － － － － WRE  

TSTR CST4 CST3 － － － CST2 CST1 CST0  

TSYR SYNC4 SYNC3 － － － SYNC2 SYNC1 SYNC0  

TCSYSTR SCH0 SCH1 SCH2 SCH3 SCH4 － SCH3S SCH4S  

TRWER － － － － － － － RWE  

TCR_0 CCLR2 CCLR1 CCLR0 CKEG1 CKEG0 TPSC2 TPSC1 TPSC0  

TMDR_0 － BFE BFB BFA MD3 MD2 MD1 MD0  

TIORH_0 IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 IOA3 IOA2 IOA1 IOA0  

TIORL_0 IOD3 IOD2 IOD1 IOD0 IOC3 IOC2 IOC1 IOC0  

TIER_0 TTGE － － TCIEV TGIED TGIEC TGIEB TGIEA  

TSR_0 TCFD － － TCFV TGFD TGFC TGFB TGFA  

TCNT_0          

          

TGRA_0          

          

TGRB_0          

          

TGRC_0          

          

TGRD_0          

          

TGRE_0          

          

TGRF_0          

          

TIER2_0 TTGE2 － － － － － TGIEF TGIEE  

TSR2_0 － － － － － － TGFF TGFE  

TBTM － － － － － TTSE TTSB TTSA  

TCR_1 CCLR2 CCLR1 CCLR0 CKEG1 CKEG0 TPSC2 TPSC1 TPSC0  

TMDR_1 － BFE BFB BFA MD3 MD2 MD1 MD0  

TIOR_1 IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 IOA3 IOA2 IOA1 IOA0  

TIER_1 TTGE － TCIEU TCIEV － － TGIEB TGIEA  

TSR_1 TCFD － TCFU TCFV TGFD TGFC TGFB TGFA  
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TCNT_1         MTU2 

          

TGRA_1          

          

TGRB_1          

          

TICCR － － － － I2BE I2AE I1BE I1AE  

TCR_2 CCLR2 CCLR1 CCLR0 CKEG1 CKEG0 TPSC2 TPSC1 TPSC0  

TMDR_2 － BFE BFB BFA MD3 MD2 MD1 MD0  

TIOR_2 IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 IOA3 IOA2 IOA1 IOA0  

TIER_2 TTGE － TCIEU TCIEV － － TGIEB TGIEA  

TSR_2 TCFD － TCFU TCFV TGFD TGFC TGFB TGFA  

TCNT_2          

          

TGRA_2          

          

TGRB_2          

          

TCNTU_5          

          

TGRU_5          

          

TCRU_5 － － － － － － TPSC1 TPSC0  

TIORU_5 － － － IOC4 IOC3 IOC2 IOC1 IOC0  

TCNTV_5          

          

TGRV_5          

          

TCRV_5 － － － － － － TPSC1 TPSC0  

TIORV_5 － － － IOC4 IOC3 IOC2 IOC1 IOC0  

TCNTW_5          

          

TGRW_5          

          

TCRW_5 － － － － － － TPSC1 TPSC0  

TIORW_5 － － － IOC4 IOC3 IOC2 IOC1 IOC0  
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TSR_5 － － － － － CMFU5 CMFV5 CMFW5 MTU2 

TIER_5 － － － － － TGIE5U TGIE5V TGIE5W  

TSTR_5 － － － － － CSTU5 CSTV5 CSTW5  

TCNTCMPCLR － － － － － CMPCLR5U CMPCLR5V CMPCLR5W  

T8TCR_0 CMIEB CMIEA OVIE CCLR1 CCLR0 CKS2 CKS1 CKS0 TMR 

T8TCR_1 CMIEB CMIEA OVIE CCLR1 CCLR0 CKS2 CKS1 CKS0  

T8TCSR_0 CMFB CMFA OVF ADTE OS3 OS2 OS1 OS0  

T8TCSR_1 CMFB CMFA OVF ADTE OS3 OS2 OS1 OS0  

T8TCORA_0          

T8TCORA_1          

T8TCORB_0          

T8TCORB_1          

T8TCNT_0          

T8TCNT_1          

T8TCCR_0 － － － － TMRIS － ICKS1 ICKS0  

T8TCCR_1 － － － － TMRIS － ICKS1 ICKS0  

ADDRA         ADC 

    － － － － －  

ADDRB          

    － － － － －  

ADDRC          

    － － － － －  

ADDRD          

    － － － － －  

ADDRE          

    － － － － －  

ADDRF          

    － － － － －  

ADDRG          

    － － － － －  

ADDRH          

    － － － － －  

ADCSR ADF ADIE ADST － TRGS1 TRGS0 － －  

 CKS1 CKS0 MDS2 MDS1 MDS0 CH2 CH1 CH0  

DADR0         DAC 

DADR1          

DACR DAOE1 DAOE0 DAE － － － － －  

 



 

30. レジスタ一覧 

R01UH0025JJ0300  Rev.3.00  30-51 

2010.09.15  

 

SH7261グループ 

レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7

ビット 

30/22/14/6

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4

ビット 

27/19/11/3

ビット 

26/18/10/2

ビット 

25/17/9/1

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

SCSMR_0 － － － － － － － － SCIF 

 C/A CHR PE O/E STOP － CKS1 CKS0  

SCBRR_0          

SCSCR_0 － － － － － － － －  

 TIE RIE TE RE REIE － CKE1 CKE0  

SCFTDR_0          

SCFSR_0 PER3 PER2 PER1 PER0 FER3 FER2 FER1 FER0  

 ER TEND TDFE BRK FER PER RDF DR  

SCFRDR_0          

SCFCR_0 － － － － － RSTRG2 RSTRG1 RSTRG0  

 RTRG1 RTRG0 TTRG1 TTRG0 － TFRST RFRST LOOP  

SCFDR_0 － － － T4 T3 T2 T1 T0  

 － － － R4 R3 R2 R1 R0  

SCSPTR_0 － － － － － － － －  

 RTSIO RTSDT CTSIO CTSDT SCKIO SCKDT SPB2IO SPB2DT  

SCLSR_0 － － － － － － － －  

 － － － － － － － ORER  

SCSMR_1 － － － － － － － －  

 C/A CHR PE O/E STOP － CKS1 CKS0  

SCBRR_1          

SCSCR_1 － － － － － － － －  

 TIE RIE TE RE REIE － CKE1 CKE0  

SCFTDR_1          

SCFSR_1 PER3 PER2 PER1 PER0 FER3 FER2 FER1 FER0  

 ER TEND TDFE BRK FER PER RDF DR  

SCFRDR_1          

SCFCR_1 － － － － － RSTRG2 RSTRG1 RSTRG0  

 RTRG1 RTRG0 TTRG1 TTRG0 － TFRST RFRST LOOP  

SCFDR_1 － － － T4 T3 T2 T1 T0  

 － － － R4 R3 R2 R1 R0  

SCSPTR_1 － － － － － － － －  

 RTSIO RTSDT CTSIO CTSDT SCKIO SCKDT SPB2IO SPB2DT  

SCLSR_1 － － － － － － － －  

 － － － － － － － ORER  

SCSMR_2 － － － － － － － －  

 C/A CHR PE O/E STOP － CKS1 CKS0  
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SCBRR_2         SCIF 

SCSCR_2 － － － － － － － －  

 TIE RIE TE RE REIE － CKE1 CKE0  

SCFTDR_2          

SCFSR_2 PER3 PER2 PER1 PER0 FER3 FER2 FER1 FER0  

 ER TEND TDFE BRK FER PER RDF DR  

SCFRDR_2          

SCFCR_2 － － － － － RSTRG2 RSTRG1 RSTRG0  

 RTRG1 RTRG0 TTRG1 TTRG0 － TFRST RFRST LOOP  

SCFDR_2 － － － T4 T3 T2 T1 T0  

 － － － R4 R3 R2 R1 R0  

SCSPTR_2 － － － － － － － －  

 RTSIO RTSDT CTSIO CTSDT SCKIO SCKDT SPB2IO SPB2DT  

SCLSR_2 － － － － － － － －  

 － － － － － － － ORER  

SCSMR_3 － － － － － － － －  

 C/A CHR PE O/E STOP － CKS1 CKS0  

SCBRR_3          

SCSCR_3 － － － － － － － －  

 TIE RIE TE RE REIE － CKE1 CKE0  

SCFTDR_3          

SCFSR_3 PER3 PER2 PER1 PER0 FER3 FER2 FER1 FER0  

 ER TEND TDFE BRK FER PER RDF DR  

SCFRDR_3          

SCFCR_3 － － － － － RSTRG2 RSTRG1 RSTRG0  

 RTRG1 RTRG0 TTRG1 TTRG0 － TFRST RFRST LOOP  

SCFDR_3 － － － T4 T3 T2 T1 T0  

 － － － R4 R3 R2 R1 R0  

SCSPTR_3 － － － － － － － －  

 RTSIO RTSDT CTSIO CTSDT SCKIO SCKDT SPB2IO SPB2DT  

SCLSR_3 － － － － － － － －  

 － － － － － － － ORER  

SCSMR_4 － － － － － － － －  

 C/A CHR PE O/E STOP － CKS1 CKS0  

SCBRR_4          

SCSCR_4 － － － － － － － －  

 TIE RIE TE RE REIE － CKE1 CKE0  
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SCFTDR_4         SCIF 

SCFSR_4 PER3 PER2 PER1 PER0 FER3 FER2 FER1 FER0  

 ER TEND TDFE BRK FER PER RDF DR  

SCFRDR_4          

SCFCR_4 － － － － － RSTRG2 RSTRG1 RSTRG0  

 RTRG1 RTRG0 TTRG1 TTRG0 － TFRST RFRST LOOP  

SCFDR_4 － － － T4 T3 T2 T1 T0  

 － － － R4 R3 R2 R1 R0  

SCSPTR_4 － － － － － － － －  

 RTSIO RTSDT CTSIO CTSDT SCKIO SCKDT SPB2IO SPB2DT  

SCLSR_4 － － － － － － － －  

 － － － － － － － ORER  

SCSMR_5 － － － － － － － －  

 C/A CHR PE O/E STOP － CKS1 CKS0  

SCBRR_5          

SCSCR_5 － － － － － － － －  

 TIE RIE TE RE REIE － CKE1 CKE0  

SCFTDR_5          

SCFSR_5 PER3 PER2 PER1 PER0 FER3 FER2 FER1 FER0  

 ER TEND TDFE BRK FER PER RDF DR  

SCFRDR_5          

SCFCR_5 － － － － － RSTRG2 RSTRG1 RSTRG0  

 RTRG1 RTRG0 TTRG1 TTRG0 － TFRST RFRST LOOP  

SCFDR_5 － － － T4 T3 T2 T1 T0  

 － － － R4 R3 R2 R1 R0  

SCSPTR_5 － － － － － － － －  

 RTSDT CTSIO CTSDT SCKIO SCKDT SPB2IO SPB2DT RTSDT  

SCLSR_5          

        ORER  

SCSMR_6 － － － － － － － －  

 C/A CHR PE O/E STOP － CKS1 CKS0  

SCBRR_6          

SCSCR_6 － － － － － － － －  

 TIE RIE TE RE REIE － CKE1 CKE0  

SCFTDR_6          

SCFSR_6 PER3 PER2 PER1 PER0 FER3 FER2 FER1 FER0  

 ER TEND TDFE BRK FER PER RDF DR  

 



 

30. レジスタ一覧 

30-54  R01UH0025JJ0300  Rev.3.00 

  2010.09.15 

SH7261グループ

レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7

ビット 

30/22/14/6

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4

ビット 

27/19/11/3

ビット 

26/18/10/2

ビット 

25/17/9/1

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

SCFRDR_6         SCIF 

SCFCR_6 － － － － － RSTRG2 RSTRG1 RSTRG0  

 RTRG1 RTRG0 TTRG1 TTRG0 － TFRST RFRST LOOP  

SCFDR_6 － － － T4 T3 T2 T1 T0  

 － － － R4 R3 R2 R1 R0  

SCSPTR_6 － － － － － － － －  

 RTSIO RTSDT CTSIO CTSDT SCKIO SCKDT SPB2IO SPB2DT  

SCLSR_6 － － － － － － － －  

 － － － － － － － ORER  

SCSMR_7 － － － － － － － －  

 C/A CHR PE O/E STOP － CKS1 CKS0  

SCBRR_7          

SCSCR_7 － － － － － － － －  

 TIE RIE TE RE REIE － CKE1 CKE0  

SCFTDR_7          

SCFSR_7 PER3 PER2 PER1 PER0 FER3 FER2 FER1 FER0  

 ER TEND TDFE BRK FER PER RDF DR  

SCFRDR_7          

SCFCR_7 － － － － － RSTRG2 RSTRG1 RSTRG0  

 RTRG1 RTRG0 TTRG1 TTRG0 － TFRST RFRST LOOP  

SCFDR_7 － － － T4 T3 T2 T1 T0  

 － － － R4 R3 R2 R1 R0  

SCSPTR_7 － － － － － － － －  

 RTSIO RTSDT CTSIO CTSDT SCKIO SCKDT SPB2IO SPB2DT  

SCLSR_7 － － － － － － － －  

 － － － － － － － ORER  

SSICR_0 － － － DMEN UIEN OIEN IIEN DIEN SSI 

 CHNL1 CHNL0 DWL2 DWL1 DWL0 SWL2 SWL1 SWL0  

 SCKD SWSD SCKP SWSP SPDP SDTA PDTA DEL  

 － CKDV2 CKDV1 CKDV0 MUEN － TRMD EN  

SSISR_0 － － － DMRQ UIRQ OIEN IIRQ DIRQ  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

 － － － － CHNO1 CHNO0 SWNO IDST  

SSITDR_0          

          

          

          

 



 

30. レジスタ一覧 

R01UH0025JJ0300  Rev.3.00  30-55 

2010.09.15  

 

SH7261グループ 

レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7

ビット 

30/22/14/6

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4

ビット 

27/19/11/3

ビット 

26/18/10/2

ビット 

25/17/9/1

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

SSIRDR_0         SSI 

          

          

          

SSICR_1 － － － DMEN UIEN OIEN IIEN DIEN  

 CHNL1 CHNL0 DWL2 DWL1 DWL0 SWL2 SWL1 SWL0  

 SCKD SWSD SCKP SWSP SPDP SDTA PDTA DEL  

 － CKDV2 CKDV1 CKDV0 MUEN － TRMD EN  

SSISR_1 － － － DMRQ UIRQ OIEN IIRQ DIRQ  

 － － － － － － － －  

 － － － － － － － －  

 － － － － CHNO1 CHNO0 SWNO IDST  

SSITDR_1          

          

          

          

SSIRDR_1          

          

          

          

ICCR1_0 ICE RCVD MST TRS CKS3 CKS2 CKS1 CKS0 IIC3 

ICCR2_0 BBSY SCP SDAO SDAOP SCL － IICRST －  

ICMR_0 MLS WAIT － － BCWP BS2 BC1 BC0  

ICIER_0 TIE TEIE RIE NAKIE STIE ACKE ACKBR ACKBT  

ICSR_0 TDRE TEND RDRF NACKF STOP AL_OVE AAS ADZ  

SAR_0 SVA6 SVA5 SVA4 SVA3 SVA2 SVA1 SVA0 FS  

ICDRT_0          

ICDRR_0          

NF2CYC_0 － － － － － － － NF2CYC  

ICCR1_1 ICE RCVD MST TRS CKS3 CKS2 CKS1 CKS0  

ICCR2_1 BBSY SCP SDAO SDAOP SCL － IICRST －  

ICMR_1 MLS WAIT － － BCWP BS2 BC1 BC0  

ICIER_1 TIE TEIE RIE NAKIE STIE ACKE ACKBR ACKBT  

ICSR_1 TDRE TEND RDRF NACKF STOP AL_OVE AAS ADZ  

SAR_1 SVA6 SVA5 SVA4 SVA3 SVA2 SVA1 SVA0 FS  

ICDRT_1          

 



 

30. レジスタ一覧 

30-56  R01UH0025JJ0300  Rev.3.00 

  2010.09.15 

SH7261グループ

レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7

ビット 

30/22/14/6

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4

ビット 

27/19/11/3

ビット 

26/18/10/2

ビット 

25/17/9/1

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

ICDRR_1         IIC3 

NF2CYC_1 － － － － － － － NF2CYC  

ICCR1_2 ICE RCVD MST TRS CKS3 CKS2 CKS1 CKS0  

ICCR2_2 BBSY SCP SDAO SDAOP SCL － IICRST －  

ICMR_2 MLS WAIT － － BCWP BS2 BC1 BC0  

ICIER_2 TIE TEIE RIE NAKIE STIE ACKE ACKBR ACKBT  

ICSR_2 TDRE TEND RDRF NACKF STOP AL_OVE AAS ADZ  

SAR_2 SVA6 SVA5 SVA4 SVA3 SVA2 SVA1 SVA0 FS  

ICDRT_2          

ICDRR_2          

NF2CYC_2 － － － － － － － NF2CYC  

MCR_0 MCR15 MCR14 － － － TST2 TST1 TST0 RCAN-ET 

 MCR7 MCR6 MCR5 － － MCR2 MCR1 MCR0  

GSR_0 － － － － － － － －  

 － － GSR5 GSR4 GSR3 GSR2 GSR1 GSR0  

BCR1_0 TSG1_3 TSG1_2 TSG1_1 TSG1_0 － TSG2_2 TSG2_1 TSG2_0  

 － － SJW1 SJW0 － － － BSP  

BCR0_0 － － － － － － － －  

 BRP7 BRP6 BRP5 BRP4 BRP3 BRP2 BRP1 BRP0  

IRR_0 － － IRR13 IRR12 － － IRR9 IRR8  

 IRR7 IRR6 IRR5 IRR4 IRR3 IRR2 IRR1 IRR0  

IMR_0 IMR15 IMR14 IMR13 IMR12 IMR11 IMR10 IMR9 IMR8  

 IMR7 IMR6 IMR5 IMR4 IMR3 IMR2 IMR1 IMR0  

TEC_0/REC_0 TEC7 TEC6 TEC5 TEC4 TEC3 TEC2 TEC1 TEC0  

 REC7 REC6 REC5 REC4 REC3 REC2 REC1 REC0  

TXPR1_0 TXPR1_15 TXPR1_14 TXPR1_13 TXPR1_12 TXPR1_11 TXPR1_10 TXPR1_9 TXPR1_8  

 TXPR1_7 TXPR1_6 TXPR1_5 TXPR1_4 TXPR1_3 TXPR1_2 TXPR1_1 TXPR1_0  

TXPR0_0 TXPR0_15 TXPR0_14 TXPR0_13 TXPR0_12 TXPR0_11 TXPR0_10 TXPR0_9 TXPR0_8  

 TXPR0_7 TXPR0_6 TXPR0_5 TXPR0_4 TXPR0_3 TXPR0_2 TXPR0_1 －  

TXCR0_0 TXCR0_15 TXCR0_14 TXCR0_13 TXCR0_12 TXCR0_11 TXCR0_10 TXCR0_9 TXCR0_8  

 TXCR0_7 TXCR0_6 TXCR0_5 TXCR0_4 TXCR0_3 TXCR0_2 TXCR0_1 －  

TXACK0_0 TXACK0_15 TXACK0_14 TXACK0_13 TXACK0_12 TXACK0_11 TXACK0_10 TXACK0_9 TXACK0_8  

 TXACK0_7 TXACK0_6 TXACK0_5 TXACK0_4 TXACK0_3 TXACK0_2 TXACK0_1 －  

ABACK0_0 ABACK0_15 ABACK0_14 ABACK0_13 ABACK0_12 ABACK0_11 ABACK0_10 ABACK0_9 ABACK0_8  

 ABACK0_7 ABACK0_6 ABACK0_5 ABACK0_4 ABACK0_3 ABACK0_2 ABACK0_1 －  

RXPR0_0 RXPR0_15 RXPR0_14 RXPR0_13 RXPR0_12 RXPR0_11 RXPR0_10 RXPR0_9 RXPR0_8  

 RXPR0_7 RXPR0_6 RXPR0_5 RXPR0_4 RXPR0_3 RXPR0_2 RXPR0_1 RXPR0_0  

 



 

30. レジスタ一覧 

R01UH0025JJ0300  Rev.3.00  30-57 

2010.09.15  

 

SH7261グループ 

レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7

ビット 

30/22/14/6

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4

ビット 

27/19/11/3

ビット 

26/18/10/2

ビット 

25/17/9/1

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

RFPR0_0 RFPR0_15 RFPR0_14 RFPR0_13 RFPR0_12 RFPR0_11 RFPR0_10 RFPR0_9 RFPR0_8 RCAN-ET 

 RFPR0_7 RFPR0_6 RFPR0_5 RFPR0_4 RFPR0_3 RFPR0_2 RFPR0_1 RFPR0_0  

MBIMR0_0 MBIMR0_15 MBIMR0_14 MBIMR0_13 MBIMR0_12 MBIMR0_11 MBIMR0_10 MBIMR0_9 MBIMR0_8  

 MBIMR0_7 MBIMR0_6 MBIMR0_5 MBIMR0_4 MBIMR0_3 MBIMR0_2 MBIMR0_1 MBIMR0_0  

UMSR0_0 UMSR0_15 UMSR0_14 UMSR0_13 UMSR0_12 UMSR0_11 UMSR0_10 UMSR0_9 UMSR0_8  

 UMSR0_7 UMSR0_6 UMSR0_5 UMSR0_4 UMSR0_3 UMSR0_2 UMSR0_1 UMSR0_0  

IDE RTR － STDID10 STDID9 STDID8 STDID7 STDID6 MB[0]. 

CONTROL0H

（MCR15＝1） 

STDID5 STDID4 STDID3 STDID2 STDID1 STDID0 EXTID17 EXTID16 

 

－ STDID10 STDID9 STDID8 STDID7 STDID6 STDID5 STDID4 MB[0]. 

CONTROL0H

（MCR15＝0） 

STDID3 STDID2 STDID1 STDID0 RTR IDE EXTID17 EXTID16 

 

EXTID15 EXTID14 EXTID13 EXTID12 EXTID11 EXTID10 EXTID9 EXTID8  MB[0]. 

CONTROL0L EXTID7 EXTID6 EXTID5 EXTID4 EXTID3 EXTID2 EXTID1 EXTID:0  

IDE_LAFM － － STDID_ 

LAFM10 

STDID_ 

LAFM9 

STDID_ 

LAFM8 

STDID_ 

LAFM7 

STDID_ 

LAFM6 

MB[0]. 

LAFMH

（MCR15＝1） STDID_ 

LAFM5 

STDID_ 

LAFM4 

STDID_ 

LAFM3 

STDID_ 

LAFM2 

STDID_ 

LAFM1 

STDID_ 

LAFM0 

EXTID_ 

LAFM17 

EXTID_ 

LAFM16 

 

－ STDID_ 

LAFM10 

STDID_ 

LAFM9 

STDID_ 

LAFM8 

STDID_ 

LAFM7 

STDID_ 

LAFM6 

STDID_ 

LAFM5 

STDID_ 

LAFM4 

MB[0]. 

LAFMH

（MCR15＝0） STDID_ 

LAFM3 

STDID_ 

LAFM2 

STDID_ 

LAFM1 

STDID_ 

LAFM0 

－ IDE_ 

LAFM 

EXTID_ 

LAFM17 

EXTID_ 

LAFM16 

 

EXTID_ 

LAFM15 

EXTID_ 

LAFM14 

EXTID_ 

LAFM13 

EXTID_ 

LAFM12 

EXTID_ 

LAFM11 

EXTID_ 

LAFM10 

EXTID_ 

LAFM9 

EXTID_ 

LAFM8 

 MB[0]. 

LAFML 

EXTID_ 

LAFM7 

EXTID_ 

LAFM6 

EXTID_ 

LAFM5 

EXTID_ 

LAFM4 

EXTID_ 

LAFM3 

EXTID_ 

LAFM2 

EXTID_ 

LAFM1 

EXTID_ 

LAFM0 

 

MB[0]. 

MSG_DATA[0] 

   MSG_DATA_0     

MB[0]. 

MSG_DATA[1] 

   MSG_DATA_1     

MB[0]. 

MSG_DATA[2] 

   MSG_DATA_2     

MB[0]. 

MSG_DATA[3] 

   MSG_DATA_3     

MB[0]. 

MSG_DATA[4] 

   MSG_DATA_4     

MB[0]. 

MSG_DATA[5] 

   MSG_DATA_5     

MB[0]. 

MSG_DATA[6] 

   MSG_DATA_6     

 



 

30. レジスタ一覧 

30-58  R01UH0025JJ0300  Rev.3.00 

  2010.09.15 

SH7261グループ

レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7

ビット 

30/22/14/6

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4

ビット 

27/19/11/3

ビット 

26/18/10/2

ビット 

25/17/9/1

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

MB[0]. 

MSG_DATA[7] 

   MSG_DATA_7    RCAN-ET 

MB[0]. 

CONTROL1H 

－ － NMC － － MBC2 MBC1 MBC0  

MB[0]. 

CONTROL1L 

－ － － － DLC3 DLC2 DLC1 DLC0  

IDE RTR － STDID10 STDID9 STDID8 STDID7 STDID6 MB[1～15]  

CONTROL0H 

（MCR15＝1） 

STDID5 STDID4 STDID3 STDID2 STDID1 STDID0 EXTID17 EXTID16 

 

－ STDID10 STDID9 STDID8 STDID7 STDID6 STDID5 STDID4 MB[1～15]. 

CONTROL0H 

（MCR15＝0） 

STDID3 STDID2 STDID1 STDID0 RTR IDE EXTID17 EXTID16 

 

EXTID15 EXTID14 EXTID13 EXTID12 EXTID11 EXTID10 EXTID9 EXTID8  MB[1～15]. 

CONTROL0L EXTID7 EXTID6 EXTID5 EXTID4 EXTID3 EXTID2 EXTID1 EXTID:0  

IDE_LAFM － － STDID_ 

LAFM10 

STDID_ 

LAFM9 

STDID_ 

LAFM8 

STDID_ 

LAFM7 

STDID_ 

LAFM6 

MB[1～15]. 

LAFMH

（MCR15＝1） STDID_ 

LAFM5 

STDID_ 

LAFM4 

STDID_ 

LAFM3 

STDID_ 

LAFM2 

STDID_ 

LAFM1 

STDID_ 

LAFM0 

EXTID_ 

LAFM17 

EXTID_ 

LAFM16 

 

－ STDID_ 

LAFM10 

STDID_ 

LAFM9 

STDID_ 

LAFM8 

STDID_ 

LAFM7 

STDID_ 

LAFM6 

STDID_ 

LAFM5 

STDID_ 

LAFM4 

MB[1～15]. 

LAFMH

（MCR15＝0） STDID_ 

LAFM3 

STDID_ 

LAFM2 

STDID_ 

LAFM1 

STDID_ 

LAFM0 

－ IDE_ 

LAFM 

EXTID_ 

LAFM17 

EXTID_ 

LAFM16 

 

EXTID_ 

LAFM15 

EXTID_ 

LAFM14 

EXTID_ 

LAFM13 

EXTID_ 

LAFM12 

EXTID_ 

LAFM11 

EXTID_ 

LAFM10 

EXTID_ 

LAFM9 

EXTID_ 

LAFM8 

 MB[1～15]. 

LAFML 

EXTID_ 

LAFM7 

EXTID_ 

LAFM6 

EXTID_ 

LAFM5 

EXTID_ 

LAFM4 

EXTID_ 

LAFM3 

EXTID_ 

LAFM2 

EXTID_ 

LAFM1 

EXTID_ 

LAFM0 

 

MB[1～15]. 

MSG_DATA[0] 

   MSG_DATA_0     

MB[1～15]. 

MSG_DATA[1] 

   MSG_DATA_1     

MB[1～15]. 

MSG_DATA[2] 

   MSG_DATA_2     

MB[1～15]. 

MSG_DATA[3] 

   MSG_DATA_3     

MB[1～15]. 

MSG_DATA[4] 

   MSG_DATA_4     

MB[1～15]. 

MSG_DATA[5] 

   MSG_DATA_5     

MB[1～15]. 

MSG_DATA[6] 

   MSG_DATA_6     

 



 

30. レジスタ一覧 

R01UH0025JJ0300  Rev.3.00  30-59 

2010.09.15  

 

SH7261グループ 

レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7

ビット 

30/22/14/6

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4

ビット 

27/19/11/3

ビット 

26/18/10/2

ビット 

25/17/9/1

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

MB[1～15]. 

MSG_DATA[7] 

   MSG_DATA_7    RCAN-ET 

MB[1～15]. 

CONTROL1H 

－ － NMC ATX DART MBC2 MBC1 MBC0  

MB[1～15]. 

CONTROL1L 

－ － － － DLC3 DLC2 DLC1 DLC0  

MCR_1 MCR15 MCR14 － － － TST2 TST1 TST0  

 MCR7 MCR6 MCR5 － － MCR2 MCR1 MCR0  

GSR_1 － － － － － － － －  

 － － GSR5 GSR4 GSR3 GSR2 GSR1 GSR0  

BCR1_1 TSG1_3 TSG1_2 TSG1_1 TSG1_0 － TSG2_2 TSG2_1 TSG2_0  

 － － SJW1 SJW0 － － － BSP  

BCR0_1 － － － － － － － －  

 BRP7 BRP6 BRP5 BRP4 BRP3 BRP2 BRP1 BRP0  

IRR_1 － － IRR13 IRR12 － － IRR9 IRR8  

 IRR7 IRR6 IRR5 IRR4 IRR3 IRR2 IRR1 IRR0  

IMR_1 IMR15 IMR14 IMR13 IMR12 IMR11 IMR10 IMR9 IMR8  

 IMR7 IMR6 IMR5 IMR4 IMR3 IMR2 IMR1 IMR0  

TEC_1/REC_1 TEC7 TEC6 TEC5 TEC4 TEC3 TEC2 TEC1 TEC0  

 REC7 REC6 REC5 REC4 REC3 REC2 REC1 REC0  

TXPR1_1 TXPR1_15 TXPR1_14 TXPR1_13 TXPR1_12 TXPR1_11 TXPR1_10 TXPR1_9 TXPR1_8  

 TXPR1_7 TXPR1_6 TXPR1_5 TXPR1_4 TXPR1_3 TXPR1_2 TXPR1_1 TXPR1_0  

TXPR0_1 TXPR0_15 TXPR0_14 TXPR0_13 TXPR0_12 TXPR0_11 TXPR0_10 TXPR0_9 TXPR0_8  

 TXPR0_7 TXPR0_6 TXPR0_5 TXPR0_4 TXPR0_3 TXPR0_2 TXPR0_1 －  

TXCR0_1 TXCR0_15 TXCR0_14 TXCR0_13 TXCR0_12 TXCR0_11 TXCR0_10 TXCR0_9 TXCR0_8  

 TXCR0_7 TXCR0_6 TXCR0_5 TXCR0_4 TXCR0_3 TXCR0_2 TXCR0_1 －  

TXACK0_1 TXACK0_15 TXACK0_14 TXACK0_13 TXACK0_12 TXACK0_11 TXACK0_10 TXACK0_9 TXACK0_8  

 TXACK0_7 TXACK0_6 TXACK0_5 TXACK0_4 TXACK0_3 TXACK0_2 TXACK0_1 －  

ABACK0_1 ABACK0_15 ABACK0_14 ABACK0_13 ABACK0_12 ABACK0_11 ABACK0_10 ABACK0_9 ABACK0_8  

 ABACK0_7 ABACK0_6 ABACK0_5 ABACK0_4 ABACK0_3 ABACK0_2 ABACK0_1 －  

RXPR0_1 RXPR0_15 RXPR0_14 RXPR0_13 RXPR0_12 RXPR0_11 RXPR0_10 RXPR0_9 RXPR0_8  

 RXPR0_7 RXPR0_6 RXPR0_5 RXPR0_4 RXPR0_3 RXPR0_2 RXPR0_1 RXPR0_0  

RFPR0_1 RFPR0_15 RFPR0_14 RFPR0_13 RFPR0_12 RFPR0_11 RFPR0_10 RFPR0_9 RFPR0_8  

 RFPR0_7 RFPR0_6 RFPR0_5 RFPR0_4 RFPR0_3 RFPR0_2 RFPR0_1 RFPR0_0  

MBIMR0_1 MBIMR0_15 MBIMR0_14 MBIMR0_13 MBIMR0_12 MBIMR0_11 MBIMR0_10 MBIMR0_9 MBIMR0_8  

 MBIMR0_7 MBIMR0_6 MBIMR0_5 MBIMR0_4 MBIMR0_3 MBIMR0_2 MBIMR0_1 MBIMR0_0  

 



 

30. レジスタ一覧 

30-60  R01UH0025JJ0300  Rev.3.00 

  2010.09.15 

SH7261グループ

レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7

ビット 

30/22/14/6

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4

ビット 

27/19/11/3

ビット 

26/18/10/2

ビット 

25/17/9/1

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

UMSR0_1 UMSR0_15 UMSR0_14 UMSR0_13 UMSR0_12 UMSR0_11 UMSR0_10 UMSR0_9 UMSR0_8 RCAN-ET 

 UMSR0_7 UMSR0_6 UMSR0_5 UMSR0_4 UMSR0_3 UMSR0_2 UMSR0_1 UMSR0_0  

IDE RTR － STDID10 STDID9 STDID8 STDID7 STDID6 MB[0]. 

CONTROL0H

（MCR15＝1） 

STDID5 STDID4 STDID3 STDID2 STDID1 STDID0 EXTID17 EXTID16 

 

－ STDID10 STDID9 STDID8 STDID7 STDID6 STDID5 STDID4 MB[0]. 

CONTROL0H

（MCR15＝0） 

STDID3 STDID2 STDID1 STDID0 RTR IDE EXTID17 EXTID16 

 

EXTID15 EXTID14 EXTID13 EXTID12 EXTID11 EXTID10 EXTID9 EXTID8  MB[0]. 

CONTROL0L EXTID7 EXTID6 EXTID5 EXTID4 EXTID3 EXTID2 EXTID1 EXTID:0  

IDE_LAFM － － STDID_ 

LAFM10 

STDID_ 

LAFM9 

STDID_ 

LAFM8 

STDID_ 

LAFM7 

STDID_ 

LAFM6 

MB[0]. 

LAFMH

（MCR15＝1） STDID_ 

LAFM5 

STDID_ 

LAFM4 

STDID_ 

LAFM3 

STDID_ 

LAFM2 

STDID_ 

LAFM1 

STDID_ 

LAFM0 

EXTID_ 

LAFM17 

EXTID_ 

LAFM16 

 

－ STDID_ 

LAFM10 

STDID_ 

LAFM9 

STDID_ 

LAFM8 

STDID_ 

LAFM7 

STDID_ 

LAFM6 

STDID_ 

LAFM5 

STDID_ 

LAFM4 

MB[0]. 

LAFMH

（MCR15＝0） STDID_ 

LAFM3 

STDID_ 

LAFM2 

STDID_ 

LAFM1 

STDID_ 

LAFM0 

－ IDE_ 

LAFM 

EXTID_ 

LAFM17 

EXTID_ 

LAFM16 

 

EXTID_ 

LAFM15 

EXTID_ 

LAFM14 

EXTID_ 

LAFM13 

EXTID_ 

LAFM12 

EXTID_ 

LAFM11 

EXTID_ 

LAFM10 

EXTID_ 

LAFM9 

EXTID_ 

LAFM8 

 MB[0]. 

LAFML 

EXTID_ 

LAFM7 

EXTID_ 

LAFM6 

EXTID_ 

LAFM5 

EXTID_ 

LAFM4 

EXTID_ 

LAFM3 

EXTID_ 

LAFM2 

EXTID_ 

LAFM1 

EXTID_ 

LAFM0 

 

MB[0]. 

MSG_DATA[0] 

   MSG_DATA_0     

MB[0]. 

MSG_DATA[1] 

   MSG_DATA_1     

MB[0]. 

MSG_DATA[2] 

   MSG_DATA_2     

MB[0]. 

MSG_DATA[3] 

   MSG_DATA_3     

MB[0]. 

MSG_DATA[4] 

   MSG_DATA_4     

MB[0]. 

MSG_DATA[5] 

   MSG_DATA_5     

MB[0]. 

MSG_DATA[6] 

   MSG_DATA_6     

MB[0]. 

MSG_DATA[7] 

   MSG_DATA_7     

MB[0]. 

CONTROL1H 

－ － NMC － － MBC2 MBC1 MBC0  
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レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7

ビット 

30/22/14/6

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4

ビット 

27/19/11/3

ビット 

26/18/10/2

ビット 

25/17/9/1

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

MB[0]. 

CONTROL1L 

－ － － － DLC3 DLC2 DLC1 DLC0 RCAN-ET 

IDE RTR － STDID10 STDID9 STDID8 STDID7 STDID6 MB[1～15]. 

CONTROL0H 

（MCR15＝1） 

STDID5 STDID4 STDID3 STDID2 STDID1 STDID0 EXTID17 EXTID16 

 

－ STDID10 STDID9 STDID8 STDID7 STDID6 STDID5 STDID4 MB[1～15]. 

CONTROL0H

（MCR15＝0） 

STDID3 STDID2 STDID1 STDID0 RTR IDE EXTID17 EXTID16 

 

EXTID15 EXTID14 EXTID13 EXTID12 EXTID11 EXTID10 EXTID9 EXTID8  MB[1～15]. 

CONTROL0L EXTID7 EXTID6 EXTID5 EXTID4 EXTID3 EXTID2 EXTID1 EXTID:0  

IDE_LAFM － － STDID_ 

LAFM10 

STDID_ 

LAFM9 

STDID_ 

LAFM8 

STDID_ 

LAFM7 

STDID_ 

LAFM6 

MB[1～15]. 

LAFMH

（MCR15＝1） STDID_ 

LAFM5 

STDID_ 

LAFM4 

STDID_ 

LAFM3 

STDID_ 

LAFM2 

STDID_ 

LAFM1 

STDID_ 

LAFM0 

EXTID_ 

LAFM17 

EXTID_ 

LAFM16 

 

－ STDID_ 

LAFM10 

STDID_ 

LAFM9 

STDID_ 

LAFM8 

STDID_ 

LAFM7 

STDID_ 

LAFM6 

STDID_ 

LAFM5 

STDID_ 

LAFM4 

MB[1～15]. 

LAFMH

（MCR15＝0） STDID_ 

LAFM3 

STDID_ 

LAFM2 

STDID_ 

LAFM1 

STDID_ 

LAFM0 

－ IDE_ 

LAFM 

EXTID_ 

LAFM17 

EXTID_ 

LAFM16 

 

EXTID_ 

LAFM15 

EXTID_ 

LAFM14 

EXTID_ 

LAFM13 

EXTID_ 

LAFM12 

EXTID_ 

LAFM11 

EXTID_ 

LAFM10 

EXTID_ 

LAFM9 

EXTID_ 

LAFM8 

 MB[1～15]. 

LAFML 

EXTID_ 

LAFM7 

EXTID_ 

LAFM6 

EXTID_ 

LAFM5 

EXTID_ 

LAFM4 

EXTID_ 

LAFM3 

EXTID_ 

LAFM2 

EXTID_ 

LAFM1 

EXTID_ 

LAFM0 

 

MB[1～15]. 

MSG_DATA[0] 

   MSG_DATA_0     

MB[1～15]. 

MSG_DATA[1] 

   MSG_DATA_1     

MB[1～15]. 

MSG_DATA[2] 

   MSG_DATA_2     

MB[1～15]. 

MSG_DATA[3] 

   MSG_DATA_3     

MB[1～15]. 

MSG_DATA[4] 

   MSG_DATA_4     

MB[1～15]. 

MSG_DATA[5] 

   MSG_DATA_5     

MB[1～15]. 

MSG_DATA[6] 

   MSG_DATA_6     

MB[1～15]. 

MSG_DATA[7] 

   MSG_DATA_7     

MB[1～15]. 

CONTROL1H 

－ － NMC ATX DART MBC2 MBC1 MBC0  
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レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7

ビット 

30/22/14/6

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4

ビット 

27/19/11/3

ビット 

26/18/10/2

ビット 

25/17/9/1

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

MB[1～15]. 

CONTROL1L 

－ － － － DLC3 DLC2 DLC1 DLC0 RCAN-ET 

IECTR － IOL DEE － RE － － － IEB 

IECMR － － － － － CMD2 CMD1 CMD0  

IEMCR SS RN2 RN1 RN0 CTL3 CTL2 CTL1 CTL0  

IEAR1  IARL4  IMD1 IMD0 － STE  

IEAR2    IARU     

IESA1  ISAL4  － － － －  

IESA2    ISAU8     

IETBFL    TBFL     

IEMA1  IMAL4  － － － －  

IEMA2    IMAU8      

IERCTL － － － －  RCTL   

IERBFL    RBFL     

IELA1    ILAL8     

IELA2 － － － －  ILAU4   

IEFLG CMX MRQ SRQ SRE LCK － RSS GG  

IETSR － TXS TXF － TXEAL TXETTME TXERO TXEACK  

IEIET － TXSE TXFE － TXEALE TXETTMEE TXEROE TXEACKE  

IERSR RXBSY RXS RXF RXEDE RXEOVE RXERTME RXEDLE RXEPE  

IEIER RXBSYE RXSE RXFE RXEDEE RXEOVEE RXERTMEE RXEDLEE RXEPEE  

IECKSR － － － CKS3 － CKS2 CKS1 CKS0  

IETB001～

IETB128 

   TB001～TB128     

IERB001～

IERB128 

   RB001～RB128     

DREQER0 － － IIC2TX IIC2RX IIC1TX IIC1RX IIC0TX IIC0RX INTC 

DREQER1 SCIF3TX SCIF3RX SCIF2TX SCIF2RX SCIF1TX SCIF1RX SCIF0TX SCIF0RX  

DREQER2 SCIF7TX SCIF7RX SCIF6TX SCIF6RX SCIF5TX SCIF5RX SCIF4TX SCIF4RX  

DREQER3 ADC MTU4 MTU3 MTU2 MTU1 MTU0 RCAN1 RCAN0  

DSFR IOKEEP － － － － － MRESF NMIF SYSTEM 

 IRQ7F IRQ6F IRQ5F IRQ4F IRQ3F IRQ2F IRQ1F IRQ0F  

DSCNT － － － － － CKS2 CKS1 CKS0  

RAMKP － － － － RAMKP3 RAMKP2 RAMKP1 RAMKP0  
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30.3 各動作モードにおけるレジスタの状態 
 
レジスタ略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

スリープ モジュール 

CROMEN 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持 ROM-DEC 

CROMSY0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

CROMCTL0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

CROMCTL1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

CROMCTL3 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

CROMCTL4 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

CROMCTL5 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

CROMST0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

CROMST1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

CROMST3 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

CROMST4 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

CROMST5 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

CROMST6 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

CBUFST0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

CBUFST1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

CBUFST2 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

HEAD00 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

HEAD01 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

HEAD02 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

HEAD03 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SHEAD00 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SHEAD01 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SHEAD02 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SHEAD03 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SHEAD04 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SHEAD05 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SHEAD06 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SHEAD07 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

HEAD20 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

HEAD21 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

HEAD22 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

HEAD23 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SHEAD20 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SHEAD21 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

 



 

30. レジスタ一覧 

30-64  R01UH0025JJ0300  Rev.3.00 

  2010.09.15 

SH7261グループ

レジスタ略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

スリープ モジュール 

SHEAD22 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持 ROM-DEC 

SHEAD23 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SHEAD24 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SHEAD25 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SHEAD26 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SHEAD27 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

CBUFCTL0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

CBUFCTL1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

CBUFCTL2 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

CBUFCTL3 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

CROMST0M 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

ROMDECRST 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

RSTSTAT 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SSI 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

INTHOLD 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

INHINT 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

RINGBUFCTL 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

STRMDIN0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

STRMDIN1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

STRMDIN2 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

STRMDIN3 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

STRMDOUT0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

STRMDOUT1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SYCBEEN 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持 バス監視 

SYCBESTS1 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

SYCBESTS2 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

SYCBESW 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

CS0CNT 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持 BSC 

CS0REC 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

CS1CNT 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

CS1REC 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

CS2CNT 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

CS2REC 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

CS3CNT 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

CS3REC 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

CS4CNT 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  
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レジスタ略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

スリープ モジュール 

CS4REC 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持 BSC 

CS5CNT 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

CS5REC 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

CS6CNT 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

CS6REC 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

SDC0CNT 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

SDC1CNT 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

CSMOD0 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

CS1WCNT0 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

CS2WCNT0 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

CSMOD1 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

CS1WCNT1 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

CS2WCNT1 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

CSMOD2 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

CS1WCNT2 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

CS2WCNT2 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

CSMOD3 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

CS1WCNT3 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

CS2WCNT3 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

CSMOD4 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

CS1WCNT4 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

CS2WCNT4 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

CSMOD5 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

CS1WCNT5 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

CS2WCNT5 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

CSMOD6 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

CS1WCNT6 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

CS2WCNT6 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

SDRFCNT0 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

SDRFCNT1 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

SDIR0 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

SDIR1 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

SDPWDCNT 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

SDDPWDCNT 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

SD0ADR 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

SD0TR 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  
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レジスタ略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

スリープ モジュール 

SD0MOD 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持 BSC 

SD1ADR 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

SD1TR 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

SD1MOD 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

SDSTR 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

SDCKSCNT 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

DMCSADR0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持 DMAC 

DMCDADR0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMCBCT0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMMOD0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMCSADR1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMCDADR1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMCBCT1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMMOD1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMCSADR2 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMCDADR2 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMCBCT2 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMMOD2 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMCSADR3 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMCDADR3 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMCBCT3 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMMOD3 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMCSADR4 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMCDADR4 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMCBCT4 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMMOD4 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMCSADR5 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMCDADR5 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMCBCT5 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMMOD5 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMCSADR6 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMCDADR6 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMCBCT6 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMMOD6 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMCSADR7 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMCDADR7 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  
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レジスタ略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

スリープ モジュール 

DMCBCT7 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持 DMAC 

DMMOD7 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMRSADR0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMRDADR0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMRBCT0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMRSADR1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMRDADR1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMRBCT1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMRSADR2 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMRDADR2 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMRBCT2 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMRSADR3 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMRDADR3 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMRBCT3 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMRSADR4 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMRDADR4 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMRBCT4 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMRSADR5 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMRDADR5 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMRBCT5 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMRSADR6 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMRDADR6 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMRBCT6 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMRSADR7 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMRDADR7 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMRBCT7 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMCNTA0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMCNTB0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMCNTA1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMCNTB1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMCNTA2 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMCNTB2 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMCNTA3 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMCNTB3 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMCNTA4 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMCNTB4 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  
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DMCNTA5 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持 DMAC 

DMCNTB5 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMCNTA6 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMCNTB6 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMCNTA7 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMCNTB7 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMSCNT 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMICNT 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMICNTA 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMISTS 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMEDET 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DMASTS 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

BAR0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持 UBC 

BAMR0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

BDR0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

BDMR0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

BAR1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

BAMR1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

BDR1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

BDMR1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

BBR0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

BBR1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

BRCR 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

CCR1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持 キャッシュ 

CCR2 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

ACSWR 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持 BSC 

SDIR*2 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持 H-UDI 

ICR0 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持 INTC 

ICR1 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

ICR2 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

IRQRR 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PINTER 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PIRR 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

IBCR 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

IBNR 初期化 保持*3 保持 初期化*1 － 保持  

IPR01 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

IPR02 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  
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IPR05 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持 INTC 

IPR06 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

IPR07 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

IPR08 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

IPR09 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

IPR10 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

IPR11 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

IPR12 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

IPR13 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

IPR14 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

IPR15 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

IPR16 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

WTCSR 初期化 保持 初期化 初期化*1 － 保持 WDT 

WTCNT 初期化 保持 初期化 初期化*1 － 保持  

WRCSR 初期化*4 保持 初期化 初期化*1 － 保持  

FRQCR 初期化*4 保持 保持 初期化*1 － 保持 CPG 

STBCR 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持 SYSTEM 

STBCR2 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

SYSCR1 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

SYSCR2 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

STBCR3 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

STBCR4 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

STBCR5 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

R64CNT 保持*5 保持*5 保持*5 保持*5 保持 保持*5 RTC 

RSECCNT 保持*5 保持*5 保持*5 保持*5 保持 保持*5  

RMINCNT 保持*5 保持*5 保持*5 保持*5 保持 保持*5  

RHRCNT 保持*5 保持*5 保持*5 保持*5 保持 保持*5  

RWKCNT 保持*5 保持*5 保持*5 保持*5 保持 保持*5  

RDAYCNT 保持*5 保持*5 保持*5 保持*5 保持 保持*5  

RMONCNT 保持*5 保持*5 保持*5 保持*5 保持 保持*5  

RYRCNT 保持*5 保持*5 保持*5 保持*5 保持 保持*5  

RSECAR 保持*8 保持 保持 保持*8 保持 保持  

RMINAR 保持*8 保持 保持 保持*8 保持 保持  

RHRAR 保持*8 保持 保持 保持*8 保持 保持  

RWKAR 保持*8 保持 保持 保持*8 保持 保持  

RDAYAR 保持*8 保持 保持 保持*8 保持 保持  
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RMONAR 保持*8 保持 保持 保持*8 保持 保持 RTC 

RCR1 初期化 初期化 保持 初期化 保持 保持  

RCR2 初期化 初期化*6 保持 初期化 保持 保持  

RYRAR 保持 保持 保持 保持 保持 保持  

RCR3 初期化 保持 保持 初期化 保持 保持  

PADRH 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持 I/Oポート 

PADRL 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PAPRH 不定 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PAPRL 不定 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PBDRH 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PBDRL 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PBPRH 不定 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PBPRL 不定 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PCDRH 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PCDRL 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PCPRH 不定 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PCPRL 不定 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PDDRH 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PDDRL 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PDPRH 不定 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PDPRL 不定 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PEPRL 不定 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PFDR 不定 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PFPR 不定 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PAIORH 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持 PFC 

PAIORL 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PACR8 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PACR7 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PACR6 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PACR5 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PACR4 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PACR3 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PACR2 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PACR1 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

CKIOCR 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PBIORH 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  
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PBIORL 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持 PFC 

PBCR8 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PBCR7 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PBCR6 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PBCR5 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PBCR4 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PBCR3 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PBCR2 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PBCR1 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PCIORH 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PCIORL 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PCCR7 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PCCR6 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PCCR5 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PCCR4 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PCCR3 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PCCR2 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PCCR1 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PDIORH 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PDIORL 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PDCR5 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PDCR4 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PDCR3 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PDCR2 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PDCR1 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PECR2 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PECR1 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PFIOR 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PFCR2 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

PFCR1 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

TCR_3 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持 MTU2 

TCR_4 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TMDR_3 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TMDR_4 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TIORH_3 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TIORL_3 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  
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TIORH_4 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持 MTU2 

TIORL_4 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TIER_3 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TIER_4 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TOER 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TGCR 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TOCR1 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TOCR2 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TCNT_3 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TCNT_4 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TCDR 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TDDR 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TGRA_3 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TGRB_3 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TGRA_4 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TGRB_4 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TCNTS 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TCBR 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TGRC_3 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TGRD_3 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TGRC_4 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TGRD_4 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TSR_3 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TSR_4 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TITCR 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TITCNT 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TBTCR 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TDER 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TOLBR 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TBTM_3 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TBTM_4 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TADCR 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TADCORA_4 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TADCORB_4 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TADCOBRA_4 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TADCOBRB_4 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  
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TSYCR 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持 MTU2 

TWCR 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TSTR 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TSYR 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TCSYSTR 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TRWER 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TCR_0 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TMDR_0 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TIORH_0 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TIORL_0 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TIER_0 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TSR_0 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TCNT_0 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TGRA_0 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TGRB_0 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TGRC_0 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TGRD_0 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TGRE_0 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TGRF_0 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TIER2_0 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TSR2_0 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TBTM 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TCR_1 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TMDR_1 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TIOR_1 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TIER_1 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TSR_1 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TCNT_1 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TGRA_1 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TGRB_1 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TICCR 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TCR_2 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TMDR_2 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TIOR_2 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TIER_2 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TSR_2 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  
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TCNT_2 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持 MTU2 

TGRA_2 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TGRB_2 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TCNTU_5 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TGRU_5 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TCRU_5 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TIORU_5 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TCNTV_5 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TGRV_5 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TCRV_5 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TIORV_5 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TCNTW_5 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TGRW_5 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TCRW_5 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TIORW_5 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TSR_5 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TIER_5 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TSTR_5 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

TCNTCMPCLR 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

T8TCR_0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持 TMR 

T8TCR_1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

T8TCSR_0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

T8TCSR_1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

T8TCORA_0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

T8TCORA_1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

T8TCORB_0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

T8TCORB_1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

T8TCNT_0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

T8TCNT_1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

T8TCCR_0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

T8TCCR_1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

ADDRA 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持 ADC 

ADDRB 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

ADDRC 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

ADDRD 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

ADDRE 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  
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ADDRF 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持 ADC 

ADDRG 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

ADDRH 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

ADCSR 初期化 保持 初期化 初期化*1 初期化 保持  

DADR0 初期化 保持 保持 初期化*1 初期化 保持 DAC 

DADR1 初期化 保持 保持 初期化*1 初期化 保持  

DACR 初期化 保持 保持 初期化*1 初期化 保持  

SCSMR_0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持 SCIF 

SCBRR_0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCSCR_0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCFTDR_0 不定 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCFSR_0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCFRDR_0 不定 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCFCR_0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCFDR_0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCSPTR_0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCLSR_0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCSMR_1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCBRR_1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCSCR_1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCFTDR_1 不定 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCFSR_1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCFRDR_1 不定 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCFCR_1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCFDR_1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCSPTR_1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCLSR_1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCSMR_2 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCBRR_2 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCSCR_2 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCFTDR_2 不定 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCFSR_2 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCFRDR_2 不定 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCFCR_2 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCFDR_2 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCSPTR_2 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  
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SCLSR_2 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持 SCIF 

SCSMR_3 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCBRR_3 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCSCR_3 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCFTDR_3 不定 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCFSR_3 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCFRDR_3 不定 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCFCR_3 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCFDR_3 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCSPTR_3 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCLSR_3 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCSMR_4 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCBRR_4 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCSCR_4 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCFTDR_4 不定 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCFSR_4 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCFRDR_4 不定 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCFCR_4 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCFDR_4 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCSPTR_4 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCLSR_4 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCSMR_5 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCBRR_5 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCSCR_5 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCFTDR_5 不定 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCFSR_5 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCFRDR_5 不定 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCFCR_5 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCFDR_5 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCSPTR_5 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCLSR_5 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCSMR_6 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCBRR_6 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCSCR_6 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCFTDR_6 不定 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCFSR_6 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  
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SCFRDR_6 不定 保持 保持 初期化*1 保持 保持 SCIF 

SCFCR_6 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCFDR_6 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCSPTR_6 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCLSR_6 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCSMR_7 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCBRR_7 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCSCR_7 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCFTDR_7 不定 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCFSR_7 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCFRDR_7 不定 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCFCR_7 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCFDR_7 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCSPTR_7 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SCLSR_7 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SSICR_0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持 SSI 

SSISR_0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SSITDR_0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SSIRDR_0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SSICR_1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SSISR_1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SSITDR_1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SSIRDR_1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

ICCR1_0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持 IIC3 

ICCR2_0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

ICMR_0 初期化 保持 保持*7 初期化*1 保持*7 保持  

ICIER_0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

ICSR_0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SAR_0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

ICDRT_0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

ICDRR_0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

NF2CYC_0 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

ICCR1_1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

ICCR2_1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

ICMR_1 初期化 保持 保持*7 初期化*1 保持*7 保持  
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ICIER_1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持 IIC3 

ICSR_1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SAR_1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

ICDRT_1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

ICDRR_1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

NF2CYC_1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

ICCR1_2 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

ICCR2_2 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

ICMR_2 初期化 保持 保持*7 初期化*1 保持*7 保持  

ICIER_2 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

ICSR_2 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

SAR_2 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

ICDRT_2 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

ICDRR_2 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

NF2CYC_2 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

MCR_0 初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持 RCAN-ET 

GSR_0 初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

BCR1_0 初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

BCR0_0 初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

IRR_0 初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

IMR_0 初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

TEC_0/REC_0 初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

TXPR1_0 初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

TXPR0_0 初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

TXCR0_0 初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

TXACK0_0 初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

ABACK0_0 初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

RXPR0_0 初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

RFPR0_0 初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

MBIMR0_0 初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

UMSR0_0 初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

MB[0～15]. 

CONTROL0H 

初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

MB[0～15]. 

CONTROL0L 

初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  
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MB[0～15]. 

LAFMH 

初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持 RCAN-ET 

MB[0～15]. 

LAFML 

初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

MB[0～15]. 

MSG_DATA[0] 

初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

MB[0～15]. 

MSG_DATA[1] 

初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

MB[0～15]. 

MSG_DATA[2] 

初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

MB[0～15]. 

MSG_DATA[3] 

初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

MB[0～15]. 

MSG_DATA[4] 

初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

MB[0～15]. 

MSG_DATA[5] 

初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

MB[0～15]. 

MSG_DATA[6] 

初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

MB[0～15]. 

MSG_DATA[7] 

初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

MB[0～15]. 

CONTROL1H 

初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

MB[0～15]. 

CONTROL1L 

初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

MCR_1 初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

GSR_1 初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

BCR1_1 初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

BCR0_1 初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

IRR_1 初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

IMR_1 初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

TEC_1/REC_1 初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

TXPR1_1 初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

TXPR0_1 初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

TXCR0_1 初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

TXACK0_1 初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

ABACK0_1 初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

RXPR0_1 初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

RFPR0_1 初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

MBIMR0_1 初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  
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UMSR0_1 初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持 RCAN-ET 

MB[0～15]. 

CONTROL0H 

初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

MB[0～15]. 

CONTROL0L 

初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

MB[0～15]. 

LAFMH 

初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

MB[0～15]. 

LAFML 

初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

MB[0～15]. 

MSG_DATA[0] 

初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

MB[0～15]. 

MSG_DATA[1] 

初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

MB[0～15]. 

MSG_DATA[2] 

初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

MB[0～15]. 

MSG_DATA[3] 

初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

MB[0～15]. 

MSG_DATA[4] 

初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

MB[0～15]. 

MSG_DATA[5] 

初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

MB[0～15]. 

MSG_DATA[6] 

初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

MB[0～15]. 

MSG_DATA[7] 

初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

MB[0～15]. 

CONTROL1H 

初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

MB[0～15]. 

CONTROL1L 

初期化 保持 初期化 初期化*1 保持 保持  

IECTR 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持 IEB 

IECMR 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

IEMCR 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

IEAR1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

IEAR2 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

IESA1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

IESA2 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

IETBFL 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

IEMA1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

IEMA2 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  
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レジスタ略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

スリープ モジュール 

IERCTL 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持 IEB 

IERBFL 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

IELA1 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

IELA2 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

IEFLG 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

IETSR 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

IEIET 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

IERSR 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

IEIER 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

IECKSR 初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

IETB001～

IETB128 

初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

IERB001～

IERB128 

初期化 保持 保持 初期化*1 保持 保持  

DREQER0 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持 INTC 

DREQER1 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

DREQER2 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

DREQER3 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

DSFR 初期化 保持 保持 保持 － 保持 SYSTEM 

DSCNT 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

RAMKP 初期化 保持 保持 初期化*1 － 保持  

【注】 *1 ディープスタンバイモード中は初期化されませんが、ディープスタンバイモード解除時にパワーオンリセット例外

処理が実行されるため、ディープスタンバイモード解除後は初期化されます。 

 *2 UDTRSTのアサートまたは TAPの Test-Logic-Reset状態のときに初期化 

 *3 BN[3:0]ビットは初期化 

 *4 WDTによる内部パワーオンリセットでは保持 

 *5 カウントアップ続行 

 *6 RTCEN、STARTビットは保持 

 *7 BC[3:0]ビットは初期化 

 *8 ENBビットは初期化 
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31. 電気的特性 

31.1 絶対最大定格 

絶対最大定格を表 31.1に示します。 
 

表 31.1 絶対最大定格 

項   目 記号 定格値 単位 

電源電圧（I/O） PVcc －0.3～4.6 V 

電源電圧（内部電源） VccR   

電源電圧（PLL） PLLVcc   

アナログ電源電圧 AVcc －0.3～4.6 V 

アナログ基準電圧 AVref －0.3～AVcc＋0.3 V 

入力電圧 アナログ入力端子 V
AN

 －0.3～AVcc＋0.3 V 

 PC22～PC25、PD15、PD16 Vin －0.3～5.5 V 

 その他の端子 Vin －0.3～PVcc＋0.3 V 

動作温度 Topr －20～70（通常仕様品） ℃ 

  －40～85（広温度範囲仕様品）  

保存温度 Tstg －55～125 ℃ 

【使用上の注意】 

絶対最大定格を超えて LSIを使用した場合、LSIの永久破壊となることがあります。 
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31.2 DC特性 

DC特性を表 31.2、表 31.3に示します。 
 

表 31.2 DC特性（1）【共通項目】【通常仕様品】 

条件：PV
CC
＝V

CC
R＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、AV

CC
＝3.0～3.6V、PVcc-0.3V≦AVcc≦PVcc、AVref=3.0～AVcc、 

PV
SS
＝V

SS
R＝PLLV

SS
＝AV

SS
＝0V 

項   目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

通常動作時 ICC － 120 180 mA Iφ＝120MHz 

  － 100 160 mA Iφ＝100MHz 

  － 80 140 mA Iφ＝80MHz 

消費電流* 

スリープモード時 Isleep － 60 140 mA Iφ＝120MHz 

   － 50 130 mA Iφ＝100MHz 

   － 45 125 mA Iφ＝80MHz 

 ソフトウェアスタンバイモード時 Istby － 5 30 mA Ta＞50℃ 

   － 1.5 20 mA Ta≦50℃ 

 ディープスタンバイモード時 Idstby － 80 100 μA Ta＞50℃ 

RAM保持容量 0KB 

   － 300 750 μA Ta＞50℃ 

RAM保持容量 8KB 

   － 500 1500 μA Ta＞50℃ 

RAM保持容量 16KB 

   － 750 2250 μA Ta＞50℃ 

RAM保持容量 24KB 

   － 1000 3000 μA Ta＞50℃ 

RAM保持容量 32KB 

   － 50 75 μA Ta≦50℃ 

RAM保持容量 0KB 

   － 70 300 μA Ta≦50℃ 

RAM保持容量 8KB 

   － 80 500 μA Ta≦50℃ 

RAM保持容量 16KB 

   － 90 750 μA Ta≦50℃ 

RAM保持容量 24KB 

   － 100 1000 μA Ta≦50℃ 

RAM保持容量 32KB 

入力リーク電流 全入力端子（PC22～PC25、PD15、

PD16、PE0～PE7、EXTAL、

AUDIO_X1、RTC_X1除く） 

|Iin | － － 1.0 μA 

 PC22～PC25、PD15、PD16  － － 20 μA 

Vin＝0.5～ 

PVCC－0.5V 

 



 

31. 電気的特性 

R01UH0025JJ0300  Rev.3.00  31-3 

2010.09.15  

 

SH7261グループ 

項   目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

スリーステート 

リーク電流 

全入出力、出力端子（オフ状態） |ITSI | － － 1.0 μA Vin＝0.5～ 

PVCC－0.5V 

入力プルアップ

MOS電流 

UDTRST、UDTMS、UDTDI、

UDTCK、ASEBRK/ASEBRKAK 

-Ip 10 － 150 μA Vin=0V 

端子容量 全端子 Cin － － 20 pF  

A/D、D/A変換中 － 1 2 mA  アナログ電源 

電流 A/D、D/A変換待機時 

AICC 

－ 1 2 μA  

アナログ基準電圧電流 AIref － 2 3 mA  

【使用上の注意】A/D変換器および D/A変換器を使用しないときに、AV
CC
、AV

SS
端子を開放しないでください。 

【注】 * 消費電流は、すべての出力端子およびプルアップ付き端子（UDTRST、UDTMS、UDTDI、UDTCK、

ASEBRK/ASEBRKAK）を無負荷状態にした場合の値で、PVcc、VccR、PLLVcc系統で消費する電流の合計値です。

Typ.は参考値です。 

 

表 31.2 DC特性（2）【共通項目】【広温度範囲仕様品】 

条件：PV
CC
＝V

CC
R＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、AV

CC
＝3.0～3.6V、PVcc-0.3V≦AVcc≦PVcc、AVref=3.0～AVcc、 

PV
SS
＝V

SS
R＝PLLV

SS
＝AV

SS
＝0V 

項   目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

通常動作時 ICC － 100 160 mA Iφ＝100MHz 消費電流* 

  － 80 140 mA Iφ＝80MHz 

 スリープモード時 Isleep － 50 130 mA Iφ＝100MHz 

   － 45 125 mA Iφ＝80MHz 

 ソフトウェアスタンバイモード時 Istby － 5 40 mA Ta＞50℃ 

   － 1.5 20 mA Ta≦50℃ 

 ディープスタンバイモード時 Idstby － 80 100 μA Ta＞50℃ 

RAM保持容量 0KB 

   － 300 1000 μA Ta＞50℃ 

RAM保持容量 8KB 

   － 500 2000 μA Ta＞50℃ 

RAM保持容量 16KB 

   － 750 3000 μA Ta＞50℃ 

RAM保持容量 24KB 

   － 1000 4000 μA Ta＞50℃ 

RAM保持容量 32KB 

   － 50 75 μA Ta≦50℃ 

RAM保持容量 0KB 
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項   目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

消費電流* ディープスタンバイモード時 Idstby － 70 300 μA Ta≦50℃ 

RAM保持容量 8KB 

   － 80 500 μA Ta≦50℃ 

RAM保持容量 16KB 

   － 90 750 μA Ta≦50℃ 

RAM保持容量 24KB 

   － 100 1000 μA Ta≦50℃ 

RAM保持容量 32KB 

入力リーク電流 全入力端子（PC22～PC25、PD15、

PD16、PE0～PE7、EXTAL、

AUDIO_X1、RTC_X1除く） 

|Iin | － － 1.0 μA 

 PC22～PC25、PD15、PD16  － － 20 μA 

Vin＝0.5～ 

PVCC－0.5V 

スリーステート 

リーク電流 

全入出力、出力端子（オフ状態） |ITSI | － － 1.0 μA Vin＝0.5～ 

PVCC－0.5V 

入力プルアップ

MOS電流 

UDTRST、UDTMS、UDTDI、

UDTCK、ASEBRK/ASEBRKAK 

-Ip 10 － 150 μA Vin=0V 

端子容量 全端子 Cin － － 20 pF  

A/D、D/A変換中 － 1 2 mA  アナログ電源 

電流 A/D、D/A変換待機時 

AICC 

－ 1 2 μA  

アナログ基準電圧電流 AIref － 2 3 mA  

【使用上の注意】A/D変換器および D/A変換器を使用しないときに、AV
CC
、AV

SS
端子を開放しないでください。 

【注】 * 消費電流は、すべての出力端子およびプルアップ付き端子（UDTRST、UDTMS、UDTDI、UDTCK、

ASEBRK/ASEBRKAK）を無負荷状態にした場合の値で、PV
CC
、V

CC
R、PLLV

CC
系統で消費する電流の合計値です。

Typ.は参考値です。 
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表 31.2 DC特性（3）【I2C関連端子*1を除く】 

条件：PV
CC
＝V

CC
R＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、AV

CC
＝3.0～3.6V、PVcc-0.3V≦AVcc≦PVcc、AVref=3.0～AVcc、 

PV
SS
＝V

SS
R＝PLLV

SS
＝AV

SS
＝0V 

項   目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

入力 High 

レベル電圧 

RES、MRES、NMI、 

MD1、MD0、 

MD_CLK1、MD_CLK0、

ASEMD、UDTRST、

ASEBRK/ASEBRKAK、

EXTAL、CKIO、

AUDIO_X1、RTC_X1 

V
IH
 PV

CC
－0.5 － PV

CC
＋0.3 V  

 PE7～PE0  2.2 － AV
CC
＋0.3   

 その他の入力端子 

（シュミット端子除く）

 2.2 － PV
CC
＋0.3   

RES、MRES、NMI、 

MD1、MD0、 

MD_CLK1、MD_CLK0、

ASEMD、UDTRST、

ASEBRK/ASEBRKAK、

EXTAL、CKIO、

AUDIO_X1、RTC_X1 

V
IL
 －0.3 － 0.5 V  入力 Low 

レベル電圧 

その他の入力端子 

（シュミット端子除く）

－0.3 － 0.8   

V
T

+（V
IH
） PV

CC
－0.5 ― ― V  

V
T

-（V
IL
） ― ― 0.5 V  

シュミットトリガ 

入力特性 

TIOC0A～TIOC0D、

TIOC1A、TIOC1B、 

TIOC2A、TIOC2B、 

TIOC3A～TIOC3D、 

TIOC4A～TIOC4D、 

TIC5U～TIC5W、 

TCLKA～TCLKD、 

SCK7～SCK0、 

RxD7～RxD0、 

IRQ7～IRQ0*2、 

PINT7～PINT0 

V
T

+－V
T

- 0.2 ― ― V  

出力 High 

レベル電圧 

全出力端子 V
OH

 

 

PV
CC
－0.5 － － V I

OH
＝－200μA 

出力 Low 

レベル電圧 

全出力端子 V
OL

 － － 0.4 V I
OL
＝1.6mA 

RAM 

スタンバイ電圧 

 VRAM 3.0 － － V  

電源開始電圧  VCC
START

 － 0 0.8 V  

電源立ち上がり勾配  SVCC － － 20 ms/V  
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【注】 *1 PC22/IRQ0/SCL0/DREQ2、PC23/IRQ1/SDA0、PC24/IRQ2/SCL1、PC25/IRQ3/SDA1、PD15/SDA2、PD16/SCL2

端子（オープンドレイン端子） 

 *2 (PC22/)IRQ0、(PC23/)IRQ1、(PC24/)IRQ2、(PC25/)IRQ3を除く 

 

表 31.2 DC特性（4）【I2C関連端子*】 

条件：PV
CC
＝V

CC
R＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、AV

CC
＝3.0～3.6V、PVcc-0.3V≦AVcc≦PVcc、AVref=3.0～AVcc、 

PV
SS
＝V

SS
R＝PLLV

SS
＝AV

SS
＝0V 

項   目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

入力 High 

レベル電圧 

V
IH
 2.2 － PV

CC
＋0.3 V  

入力 Low 

レベル電圧 

PC22/DREQ2、 

PC23、PC24、PC25、

PD15、PD16 V
IL
 －0.3 － 0.8 V  

V
T

+（V
IH
） PV

CC
×0.7 － 5.5 V  シュミットトリガ 

入力特性 V
T

-（V
IL
） －0.3 － PV

CC
×0.3 V  

 

IRQ0/SCL0、

IRQ1/SDA0、

IRQ2/SCL1、

IRQ3/SDA1、 

SDA2、SCL2 

V
T

+－V
T

- PV
CC
×0.05 － － V  

出力 Low 

レベル電圧 

SCL0～SCL2、 

SDA0～SDA2 

V
OL

 － － 0.4 V I
OL
＝3.0mA時 

【注】 * PC22/IRQ0/SCL0/DREQ2、PC23/IRQ1/SDA0、PC24/IRQ2/SCL1、PC25/IRQ3/SDA1、PD15/SDA2、PD16/SCL2

端子（オープンドレイン端子） 

 

表 31.3 出力許容電流値（1）【通常仕様品】 

条件：PV
CC
＝V

CC
R＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、AV

CC
＝3.0～3.6V、PVcc-0.3V≦AVcc≦PVcc、AVref=3.0～AVcc、 

PV
SS
＝V

SS
R＝PLLV

SS
＝AV

SS
＝0V 

項   目 記号 Min. Typ. Max. 単位 

SCL0～SCL2、 

SDA0～SDA2 

10 出力ローレベル 

許容電流 

（1端子当たり） その他の端子 

IOL － － 

2 

mA 

出力ローレベル許容電流（総和） Σ IOL － － 150 mA 

出力ハイレベル許容電流（1端子当たり） -IOH － － 2 mA 

出力ハイレベル許容電流（総和） Σ -IOH － － 50 mA 

【使用上の注意】 

LSIの信頼性を確保するため、出力電流値は上記の値を超えないようにしてください。 
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表 31.3 出力許容電流値（2）【広温度範囲仕様品】 

条件：PV
CC
＝V

CC
R＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、AV

CC
＝3.0～3.6V、PVcc-0.3V≦AVcc≦PVcc、AVref=3.0～AVcc、 

PV
SS
＝V

SS
R＝PLLV

SS
＝AV

SS
＝0V、Iφ≦80MHz 

項   目 記号 Min. Typ. Max. 単位 

SCL0～SCL2、 

SDA0～SDA2 

10 出力ローレベル 

許容電流 

（1端子当たり） その他の端子 

IOL － － 

2 

mA 

出力ローレベル許容電流（総和） Σ IOL － － 150 mA 

出力ハイレベル許容電流（1端子当たり） -IOH － － 2 mA 

出力ハイレベル許容電流（総和） Σ -IOH － － 50 mA 

【使用上の注意】 

LSIの信頼性を確保するため、出力電流値は上記の値を超えないようにしてください。 

 

表 31.3 出力許容電流値（3）【広温度範囲仕様品】 

条件：PV
CC
＝V

CC
R＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、AV

CC
＝3.0～3.6V、PVcc-0.3V≦AVcc≦PVcc、AVref=3.0～AVcc、 

PV
SS
＝V

SS
R＝PLLV

SS
＝AV

SS
＝0V、80MHz＜Iφ≦100MHz 

項   目 記号 Min. Typ. Max. 単位 

SCL0～SCL2、 

SDA0～SDA2 

10 出力ローレベル 

許容電流 

（1端子当たり） その他の端子 

IOL － － 

2 

mA 

出力ローレベル許容電流（総和） Σ IOL － － 50 mA 

出力ハイレベル許容電流（1端子当たり） -IOH － － 2 mA 

出力ハイレベル許容電流（総和） Σ -IOH － － 50 mA 

【使用上の注意】 

LSIの信頼性を確保するため、出力電流値は上記の値を超えないようにしてください。 
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31.3 AC特性 

本 LSIの入力は原則としてクロック同期入力です。特にことわりがないかぎり、各入力信号のセットアップ・

ホールド時間は必ず守ってください。 
 

表 31.4 最大動作周波数 

条件：PV
CC
＝V

CC
R＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、AV

CC
＝3.0～3.6V、PVcc-0.3V≦AVcc≦PVcc、AVref=3.0～AVcc、 

PV
SS
＝V

SS
R＝PLLV

SS
＝AV

SS
＝0V 

項   目 記号 Min. Typ. Max. 単位 備考 

動作周波数 CPUクロック（Iφ） f 20 － 120 MHz 通常仕様品 

     100  広温度範囲仕様品 

 バスクロック（Bφ）  20 － 60   

 周辺クロック（Pφ）  5 － 40   

 

31.3.1 クロックタイミング 

表 31.5 クロックタイミング 

条件：PV
CC
＝V

CC
R＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、AV

CC
＝3.0～3.6V、PVcc-0.3V≦AVcc≦PVcc、AVref=3.0～AVcc、 

PV
SS
＝V

SS
R＝PLLV

SS
＝AV

SS
＝0V 

項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

EXTAL、XTAL水晶発振子周波数（クロックモード 0） － 10 15 MHz  

EXTAL、XTAL水晶発振子周波数（クロックモード 2） － 10 20 MHz  

AUDIO_X1、AUDIO_X2水晶発振子周波数 － 10 25 MHz  

EXTALクロック入力周波数（クロックモード 0） f
EX

 10 15 MHz 31.1 

EXTALクロック入力周波数（クロックモード 2） f
EX

 10 30 MHz  

EXTALクロック入力サイクル時間（クロックモード 0） f
EXcyc

 66.67 100 ns  

EXTALクロック入力サイクル時間（クロックモード 2） f
EXcyc

 33.33 100 ns  

AUDIO_X1、AUDIO_CLKクロック入力周波数 f
EX

 1 40 MHz  

AUDIO_X1、AUDIO_CLKクロック入力サイクル時間 t
EXcyc

 25 1000 ns  

EXTAL、AUDIO_X1、AUDIO_CLKクロック入力 Lowレベルパルス幅 t
EXL

 0.4 0.6 t
cyc

  

EXTAL、AUDIO_X1、AUDIO_CLKクロック入力 Highレベルパルス幅 t
EXH

 0.4 0.6 t
cyc

  

EXTAL、AUDIO_X1、AUDIO_CLKクロック入力立ち上がり時間 t
EXr

 － 4 ns  

EXTAL、AUDIO_X1、AUDIO_CLKクロック入力立ち下がり時間 t
EXf

 － 4 ns  

CKIOクロック入力周波数 f
CK

 20 60 MHz 31.2 

CKIOクロック入力サイクル時間 t
CKIcyc

 16.67 50 ns  

CKIOクロック入力 Lowレベルパルス幅 t
CKIL

 0.4 0.6 t
CKIcyc

  

CKIOクロック入力 Highレベルパルス幅 t
CKIH

 0.4 0.6 t
CKIcyc

  

CKIOクロック入力立ち上がり時間 t
CKIr

 － 3 ns  

CKIOクロック入力立ち下がり時間 t
CKIf

 － 3 ns  
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項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

CKIOクロック出力周波数 f
OP

 20 60 MHz 31.3 

CKIOクロック出力サイクル時間 t
cyc

 16.67 50 ns  

CKIOクロック出力 Lowレベルパルス幅 t
CKOL

 t
cyc

 /2－

t
CKOr

 

－ ns  

CKIOクロック出力 Highレベルパルス幅 t
CKOH

 t
cyc

 /2－

t
CKOf

 

－ ns  

CKIOクロック出力立ち上がり時間 t
CKOr

 － 3 ns  

CKIOクロック出力立ち下がり時間 t
CKOf

 － 3 ns  

パワーオン発振安定時間 t
OSC1

 10 － ms 31.4 

スタンバイ復帰発振安定時間 1 t
OSC2

 10 － ms 31.5 

スタンバイ復帰発振安定時間 2 t
OSC3

 10 － ms 31.6 

RTCクロック発振安定時間 t
ROSC

 3 － s 31.7 

 

tEXH

tEXf tEXr

tEXL

tEXcyc

VIH VIH
VIH

1/2 PVcc 1/2 PVcc
VIL VIL

EXTAL、 
AUDIO_X1、 
AUDIO_CLK*
（入力）

【注】* EXTAL、AUDIO_X1、AUDIO_CLK端子からクロックを入力する場合 

図 31.1 EXTAL、AUDIO_X1、AUDIO_CLKクロック入力タイミング 

tCKIH

tCKIf tCKIr

tCKIL

tCKIcyc

VIH VIH
VIH

1/2 PVcc 1/2 PVcc
VIL VIL

CKIO
（入力）

 

図 31.2 CKIOクロック入力タイミング 
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tcyc

tCKOLtCKOH

VOH
1/2 PVcc 1/2 PVcc

CKIO
（出力）

tCKOrtCKOf

VOH

VOL VOL

VOH

 

図 31.3 CKIOクロック出力タイミング 

Vcc Min.
tRESW/tMRESW

tOSC1

Vcc

RES

MRES

CKIO
内部クロック

安定発振期間

【注】 内蔵発振器を用いる場合の発振安定時間  

図 31.4 パワーオン発振安定時間 

CKIO
内部クロック

安定発振期間
スタンバイ期間

tOSC2

tRESW/tMRESW

RES

MRES

【注】 内蔵発振器を用いる場合の発振安定時間  

図 31.5 スタンバイ復帰時発振安定時間（リセットによる復帰） 
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CKIO
内部クロック

安定発振期間

スタンバイ期間

tOSC3

NMI、IRQ

【注】 内蔵発振器を用いる場合の発振安定時間  

図 31.6 スタンバイ復帰時発振安定時間（NMI、IRQによる復帰） 

RTCクロック（内部）

安定発振期間

PVCC

PVCCmin tROSC

 

図 31.7 RTCクロック発振安定時間 

31.3.2 制御信号タイミング 

表 31.6 制御信号タイミング 

条件：PV
CC
＝V

CC
R＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、AV

CC
＝3.0～3.6V、PVcc-0.3V≦AVcc≦PVcc、AVref=3.0～AVcc、 

PV
SS
＝V

SS
R＝PLLV

SS
＝AV

SS
＝0V 

Bφ＝60MHz 項   目 記号 

Min. Max. 

単位 参照図 

RESパルス幅 t
RESW

 20*2 － t
cyc

 

RESセットアップ時間*1 t
RESS

 200 － ns 

MRESパルス幅 t
MRESW

 20*3 － t
cyc

 

MRESセットアップ時間*1 t
MRESS

 200 － ns 

31.4、31.5、

31.8 

NMIパルス幅 t
NMIW

 20*4 － t
cyc

 

NMIセットアップ時間*1 t
NMIS

 150 － ns 

NMIホールド時間 t
NMIH

 10 － ns 

IRQ7～IRQ0パルス幅 t
IRQW

 20*4 － t
cyc

 

IRQ7～IRQ0セットアップ時間*1 t
IRQS

 150 － ns 

IRQ7～IRQ0ホールド時間 t
IRQH

 10 － ns 

PINT7～PINT0セットアップ時間*1 t
PINTS

 150 － ns 

31.6、31.9 

【注】 *1 RES、MRES、NMI、IRQ7～IRQ0および PINT7～PINT0は非同期信号です。ここに示されたセットアップ時間が

守られた場合、クロックの立ち上がりで変化が検出されます。セットアップ時間が守られない場合、次のクロック
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の立ち上がりエッジまで検出が遅れることがあります。 

 *2 ソフトウェアスタンバイモード時またはディープスタンバイモード時、クロック逓倍率が変化するときは、t
RESW
＝

t
OSC2
（min）になります。 

 *3 ソフトウェアスタンバイモード時またはディープスタンバイモード時は、t
MRESW
＝t

OSC2
（min）となります。 

 *4 ソフトウェアスタンバイモード時またはディープスタンバイモード時は、t
NMIW

/t
IRQW
＝t

OSC3
（min）となります。 

 

 

CKIO

tRESS/tMRESS tRESS/tMRESS

RES

MRES

tRESW/tMRESW

 

図 31.8 リセット入力タイミング 

CKIO

tIRQS

IRQ7～IRQ0 
エッジ入力

PINT7～PINT0

tIRQH

tNMIS tNMIH

tIRQS

IRQ

レベル入力

NMI

tPINTS

IRQ7～IRQ0

tNMIW

tIRQW

 

図 31.9 割り込み信号入力タイミング 
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31.3.3 バスタイミング 
 

表 31.7 バスタイミング*1 

条件：PV
CC
＝V

CC
R＝PLLV

CC
=3.0～3.6V、AV

CC
＝3.0～3.6V、PVcc-0.3V≦AVcc≦PVcc、AVref=3.0～AVcc、 

PV
SS
＝V

SS
R＝PLLV

SS
＝AV

CC
＝0V 

項   目 記号 Bφ＝60MHz*2 単位 参照図 

  Min Max.   

アドレス遅延時間 1（外部空間） t
AD1

 － 13 ns 31.10～31.14 

アドレス遅延時間 2（SDRAM空間） t
AD2

 1 13 ns 31.15～31.21 

バイトコントロール遅延時間 t
BCD

 － 13 ns 31.10～31.14 

チップセレクト遅延時間 1（外部空間） t
CSD1

 － 13 ns 31.10～31.14 

チップセレクト遅延時間 2（SDRAM空間） t
CSD2

 1 13 ns 31.15～31.21 

リードストローブ遅延時間 t
RSD

 － 13 ns 31.10～31.14 

リードデータセットアップ時間 1（外部空間） t
RDS1

 13 － ns 31.10～31.14 

リードデータセットアップ時間 2（SDRAM空間） t
RDS2

 8 － ns 31.15～31.21 

リードデータホールド時間 1（外部空間） t
RDH1

 0 － ns 31.10～31.14 

リードデータホールド時間 2（SDRAM空間） t
RDH2

 2 － ns 31.15～31.21 

ライトイネーブル遅延時間 1（外部空間） t
WED1

 － 13 ns 31.10～31.14 

ライトイネーブル遅延時間 2（SDRAM空間） t
WED2

 1 13 ns 31.15～31.21 

ライトデータ遅延時間 1（外部空間） t
WDD1

 － 13 ns 31.10～31.14 

ライトデータ遅延時間 2（SDRAM空間） t
WDD2

 － 13 ns 31.15～31.21 

ライトデータホールド時間 1（外部空間） t
WDH1

 1 － ns 31.10～31.14 

ライトデータホールド時間 2（SDRAM空間） t
WDH2

 1 － ns 31.15～31.21 

外部ウェイトセットアップ時間 t
WTS

 8 － ns 31.14 

外部ウェイトホールド時間 t
WTH

 5 － ns 31.14 

SDRAS遅延時間 t
RASD

 1 13 ns 31.15～31.21 

SDCAS遅延時間 t
CASD

 1 13 ns 31.15～31.21 

DQM遅延時間 t
DQMD

 1 13 ns 31.15～31.21 

CKE遅延時間 t
CKED

 1 13 ns 31.21 

【注】 *1 パワーオンリセット例外処理、ディープスタンバイモードの解除処理内で、外部アドレス空間に対してライトする

前および SDRAMの設定を行う前に、必ず ACSWRの ACOSW[3:0]ビットを B'0011に設定してください。 

 *2 Bφ（バスクロック）の f
max
は、使用するシステム構成に応じてウェイト数とあわせて検討してください。 
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Tn1

tAD1

tCSD1

TsTw1 Tw2 Tw3 Tend（Trd）

tAD1

tCSD1

tRDS1

tWDD1

CKIO

A27～A0

BC3～BC0

CSn

RD

D31～D0

リード時

WR3～WR0

D31～D0

ライト時

tRSD tRSD

tRDH1

tWED1 tWED1

tBCD tBCD

tWDH1

 

図 31.10（1） 外部アドレス空間基本バスタイミング 

（ノーマルアクセス、リード／ライトサイクルウェイト 3、CSアサートウェイト 1、 

ライトデータ出力ウェイト 1、WR/RDアサートウェイト 2、ライトデータ出力遅延サイクル 0、 

リード時／ライト時 CS遅延サイクル 1） 
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Tw1Ts1Tn1Tend（Trd） TsTn1Tend（Trd）Tw1Ts

tAD1tAD1

CKIO

A27～A0

・リード時

BC3～BC0

CSn

RD

D31～D0

tBCDtBCD

tAD1

tBCD

tCSD1 tCSD1 tCSD1tCSD1

tRSDtRSD

tRDS1

・ライト時

WR3～WR0

D31～D0

tWED1

tWDH1

tWED1 tWED1tWED1

tRDH1

tRSDtRSD

tRDS1

tRDH1

tWDD1 tWDH1tWDD1

 

図 31.10（2） 外部アドレス空間基本バスタイミング 

（ノーマルアクセス、データリカバリサイクル 0、リード／ライトサイクルウェイト 1、 

リード時／ライト時 CS延長サイクル 1、他ウェイト設定は 0） 
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Tw1TsTrcw1 Trcw2Tn1Tend（Trd） Trcw1Tn1Tend（Trd）Tw1Ts

tAD1tAD1

CKIO

A27～A0

・リード時

BC3～BC0

CSn

RD

D31～D0

tBCDtBCD

tCSD1 tCSD1 tCSD1tCSD1

tRSDtRSD

tRDS1

・ライト時

WR3～WR0

D31～D0

tWED1

tWDH1

tWED1 tWED1tWED1

tRDH1

tRSDtRSD

tRDS1

tRDH1

tWDD1 tWDH1tWDD1

 

図 31.10（3） 外部アドレス空間基本バスタイミング 

（ノーマルアクセス、データリカバリサイクル 2、リード／ライトサイクルウェイト 1、 

リード時／ライト時 CS延長サイクル 1、他ウェイト設定は 0） 

tAD1 tAD1 tAD1 tAD1 tAD1

tBCD

tCSD1

tRSD

tCSD1

tBCD tBCD tBCD tBCD

tRDS1 tRDS1 tRDS1 tRDS1

tRSD tRSD tRSD tRSD tRSD tRSD tRSD

CKIO

A27～A0

BC3～BC0

CSn

RD

D31～D0

Tn1 TsTw1 Tw2 Tpw1 Tpw2 Tpw1 Tpw2 Tpw1 Tpw2 （Trd）Tend（Trd）Tend（Trd）Tend（Trd）Tend

tRDH1 tRDH1 tRDH1 tRDH1

 

図 31.11 外部アドレス空間基本バスタイミング 

（ページリードアクセス、ノーマルアクセス互換モード、リードサイクルウェイト 2、 

ページリードサイクルウェイト 2、CSアサートウェイト 1、RDアサートウェイト 1、 

リード時 CS延長サイクル 1） 
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tAD1 tAD1 tAD1 tAD1 tAD1

tBCD

tCSD1

tRSD

tCSD1

tBCD tBCD tBCD tBCD

tAD1

tBCD

tRSD

tRDS1 tRDS1 tRDS1 tRDS1

CKIO

A27～A0

BC3～BC0

CSn

RD

D31～D0

Tn1Tw1 Tw2 Tpw1 （Trd）Tend Tpw1 （Trd）Tend Tpw1 （Trd）Tend（Trd）Tend

tRDH1 tRDH1 tRDH1 tRDH1

tRDH1

 

図 31.12 外部アドレス空間基本バスタイミング 

（ページリードアクセス、外部リードデータ連続アサートモード、リードサイクルウェイト 2、 

ページリードサイクルウェイト 1、CSアサートウェイト 1、RDアサートウェイト 1、 

リード時 CS延長サイクル 1） 

tAD1 tAD1 tAD1 tAD1 tAD1

tBCD

tCSD1

tWED1 tWED1 tWED1 tWED1 tWED1 tWED1 tWED1 tWED1

tCSD1

tBCD
tBCD tBCD tBCD

tWDD1

tWDD1

tWDH1 tWDH1

tWDD1

tWDH1

tWDD1

tWDH1

CKIO

A27～A0

BC3～BC0

CSn

WR3～WR0

D31～D0

TsTw1 Tw2 Tdw1 Tpw1 Tdw1 Tpw1 Tdw1 Tpw1 Tdw1（Tn1）Tend Tend Tend Tend

 

図 31.13 外部アドレス空間基本バスタイミング（ページライトアクセス、ライトサイクルウェイト 2、 

CSアサートウェイト 1、WRアサートウェイト 1、ライトデータ出力遅延サイクル 1、他ウェイト設定は 0） 
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tAD1 tAD1 tAD1

tBCD

tCSD1 tCSD1

tBCD tBCD

tRSD tRSD

tRDS1 tRDS1

CKIO

A27～A0

BC1、BC0

CSn

RD

tWTH tWTHtWTS tWTS

WAIT

D15～D0

Tw1 Tw2 Tw3 Tend Tend（Tend） Tpw1 Tpw2 Tpw3 （Tend）

tRDH1

tRDH1

 

図 31.14 外部アドレス空間 外部ウェイトタイミング 

（16ビット幅チャネルへのページリードアクセス、外部リードデータ連続アサートモード、 

リードサイクルウェイト 3、ページリードサイクルウェイト 3、他ウェイト設定は 0、外部ウェイトサイクル 2） 
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T2T1 T3 T4 T5 T6

（RD command） （PRA command）（ACT command）

Row 
Address

CKIO

A16～A2

A12*

SDCSn

SDRAS

SDCAS

SDWE

SDCKE

DQMn

D31～D0

tAD2 tAD2tAD2 tAD2 tAD2

tAD2 tAD2 tAD2 tAD2

【注】*  SDRAMのA10に接続するアドレス端子　　　

PRA
command

Column Address

(High)

tDQMD tDQMD

tRDH2tRDS2

tCSD2 tCSD2 tCSD2 tCSD2 tCSD2 tCSD2

tCASD tCASD

tRASD tRASD tRASD tRASD

tWED2 tWED2

tAD2

tCSD2

tRASD

 

図 31.15 SDRAM空間シングルリードバスタイミング 

（DCL＝2（2サイクル）、DRCD＝1（2サイクル）、DPCG＝1（2サイクル）） 
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T2T1 T3 T4 T5 T6

（WR command） （PRA command）（ACT command）

Row 
Address

Row 
Address

CKIO

A16～A2

A12*

SDCSn

SDRAS

SDCAS

SDWE

SDCKE

DQMn

D31～D0

tAD2 tAD2tAD2 tAD2 tAD2

tAD2 tAD2 tAD2 tAD2

【注】*  SDRAMのA10に接続するアドレス端子　　　

PRA
command

Column Address

(High)

tDQMD

tWDH2tWDD2

tCSD2 tCSD2 tCSD2 tCSD2 tCSD2 tCSD2

tWED2 tWED2 tWED2 tWED2

tCASDtCASD

tCSD2

tDQMD

tAD2 tAD2

tCSD2

tRASD tRASD tRASD tRASD tRASDtRASD

tAD2

 

図 31.16 SDRAM空間シングルライトバスタイミング 

（DCL＝2（2サイクル）、DRCD＝1（2サイクル）、DPCG＝1（2サイクル）） 

 



 

31. 電気的特性 

R01UH0025JJ0300  Rev.3.00  31-21 

2010.09.15  

 

SH7261グループ 

T2T1（ACT） T3（RD） T4（RD） T5（RD） T6（RD） T7（PRA）

Row 
Address

CKIO

A16～A2

A12*

SDCSn

SDRAS

SDCAS

SDWE

SDCKE

DQMn

D31～D0

tAD2 tAD2tAD2 tAD2 tAD2

tAD2 tAD2 tAD2 tAD2

【注】*  SDRAMのA10に接続するアドレス端子　　　

PRA
command

C0 Column
                 Address 0

(High)

tDQMD

tRDH2tRDS2

tCSD2 tCSD2 tCSD2 tCSD2 tCSD2

tWED2 tWED2

tCASDtCASD tCASD

tDQMD

tRDH2tRDS2

tAD2

tRASD tRASD tRASD tRASD tRASD

tAD2 tAD2 tAD2

C1 C3C2

 

図 31.17 SDRAM空間複数リードバスタイミング 

（4データアクセス、DCL＝2（2サイクル）、DRCD＝1（2サイクル）、DPCG＝1（2サイクル）） 
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T2T1（ACT） T3（WR） T4（WR） T5（WR） T6（WR） T7（PRA）

Row 
Address

CKIO

A16～A2

A12*

SDCSn

SDRAS

SDCAS

SDWE

SDCKE

DQMn

D31～D0

tAD2tAD2 tAD2 tAD2

tAD2 tAD2 tAD2 tAD2

【注】*  SDRAMのA10に接続するアドレス端子　　　

PRA
command

C0 Column
                 Address 0

(High)

tDQMD

tCSD2 tCSD2 tCSD2 tCSD2 tCSD2

tWED2 tWED2

tCASDtCASD tCASD

tDQMD

tAD2

tRASD tRASD tRASD tRASD tRASD

tAD2 tAD2 tAD2 tAD2

C1 C3C2

tWDD2 tWDH2

tWDD2

tWDH2tWDH2

tWDD2 tWDD2

tWDD2

 

図 31.18 SDRAM空間複数ライトバスタイミング 

（4データアクセス、DCL＝2（2サイクル）、DRCD＝1（2サイクル）、DPCG＝1（2サイクル）） 
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T2T1（ACT） T3（RD）T4（RD）T5（RD）T6（RD）T7（PRA）

Row 
Address

CKIO

A16～A2

A12*

SDCSn

SDRAS

SDCAS

SDWE

SDCKE

DQMn

D31～D0

tAD2tAD2 tAD2 tAD2

tAD2 tAD2 tAD2 tAD2

【注】*  SDRAMのA10に接続するアドレス端子　　　

PRA
command

C0 Column
                 Address 0

(High)

tDQMD

tRDH2tRDS2

T10T8 T9（ACT） T11（RD）T12（RD）T13（RD）T14（RD）T15（PRA）

tCSD2 tCSD2 tCSD2 tCSD2 tCSD2 tCSD2 tCSD2tCSD2

tWED2 tWED2 tWED2 tWED2

tCASDtCASD tCASDtCASD

tRDH2tRDS2 tRDH2tRDS2 tRDH2tRDS2

tAD2 tAD2 tAD2 tAD2

PRA
command

tRASD tRASD tRASD tRASD tRASD tRASD tRASD tRASD

tAD2 tAD2 tAD2

C1 C3C2

tAD2tAD2 tAD2 tAD2 tAD2

C4R1 C6 C7C5

 

図 31.19 SDRAM空間複数リード行またぎバスタイミング 

（8データアクセス、DCL＝2（2サイクル）、DRCD＝1（2サイクル）、DPCG＝1（2サイクル）） 
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T1（MRS command）

CKIO

A16～A2

A12*

SDCSn

SDRAS

SDCAS

SDWE

SDCKE

DQMn

D31～D0

tAD2 tAD2

【注】*  SDRAMのA10に接続するアドレス端子　　　

(High)

(Hi-Z)

tCSD2 tCSD2

tRASD tRASD

tCASD tCASD

tWED2 tWED2

tAD2 tAD2

 

図 31.20 SDRAM空間モードレジスタセットバスタイミング 
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（RFA） （RFS） （RFX） （RFA）

CKIO

A16～A2

A12*

SDCSn

SDRAS

SDCAS

SDWE

SDCKE

DQMn

D31～D0

tAD2tAD2

【注】*  SDRAMのA10に接続するアドレス端子　　　

(High)

(Hi-Z)

tDQMD

tCSD2 tCSD2 tCSD2 tCSD2 tCSD2

tCKED tCKED

tCASD tCASD tCASD tCASD tCASD tCASD tCASD

tCSD2 tCSD2

tDQMD

tRASD tRASD tRASD tRASD tRASD tRASD tRASD

tAD2tAD2

 

図 31.21 SDRAM空間セルフリフレッシュバスタイミング 

 

31.3.4 DMACモジュールタイミング 

表 31.8 DMACモジュールタイミング 

条件：PV
CC
＝V

CC
R＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、AV

CC
＝3.0～3.6V、PVcc-0.3V≦AVcc≦PVcc、AVref=3.0～AVcc、 

PV
SS
＝V

SS
R＝PLLV

SS
＝AV

SS
＝0V 

項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

DREQセットアップ時間 t
DRQS

 15 － ns 31.22 

DREQホールド時間 t
DRQH

 15 －   

DACK、DACT、DTEND遅延時間 t
DACD

 － 15  31.23 
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tDRQS tDRQH

CKIO

DREQn

【注】 n＝0～3  

図 31.22 DREQ入力タイミング 

【注】 n＝0～3

CKIO

DACKn 
DACTn
DTENDn

t
DACD

t
DACD

 

図 31.23 DACK、DACT、DTEND出力タイミング 

31.3.5 UBCトリガタイミング 

表 31.9 UBCトリガタイミング 

条件：PV
CC
＝V

CC
R＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、AV

CC
＝3.0～3.6V、PVcc-0.3V≦AVcc≦PVcc、AVref=3.0～AVcc、 

PV
SS
＝V

SS
R＝PLLV

SS
＝AV

SS
＝0V 

項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

UBCTRG遅延時間 t
UBCTGD

 － 14 ns 31.24 

 

CKIO

UBCTRG

tUBCTGD

 

図 31.24 UBCトリガタイミング 
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31.3.6 MTU2モジュールタイミング 
 

表 31.10 MTU2モジュールタイミング 

条件：PV
CC
＝V

CC
R＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、AV

CC
＝3.0～3.6V、PVcc-0.3V≦AVcc≦PVcc、AVref=3.0～AVcc、 

PV
SS
＝V

SS
R＝PLLV

SS
＝AV

SS
＝0V 

項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

アウトプットコンペア出力遅延時間 t
TOCD

 － 100 ns 31.25 

インプットキャプチャ入力セットアップ時間 t
TICS

 20 － ns  

タイマ入力セットアップ時間 t
TCKS

 20 － ns 31.26 

タイマクロックパルス幅（単エッジ指定） t
TCKWH/L

 1.5 － t
pcyc

  

タイマクロックパルス幅（両エッジ指定） t
TCKWH/L

 2.5 － t
pcyc

  

タイマクロックパルス幅（位相計数モード） t
TCKWH/L

 2.5 － t
pcyc

  

【注】  tpcycは周辺クロック（Pφ）の周期を示します。 

 

CKIO

アウトプット
コンペア出力

インプット
キャプチャ入力

tTOCD

tTICS

 

図 31.25 MTU2入出力タイミング 

 

CKIO

TCLKA
～TCLKD

tTCKS tTCKS

tTCKWHtTCKWL  

図 31.26 MTU2クロック入力タイミング 
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31.3.7 8ビットタイマタイミング 
 

表 31.11 8ビットタイマタイミング 

条件：PV
CC
＝V

CC
R＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、AV

CC
＝3.0～3.6V、PVcc-0.3V≦AVcc≦PVcc、AVref=3.0～AVcc、 

PV
SS
＝V

SS
R＝PLLV

SS
＝AV

SS
＝0V 

項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

タイマ出力遅延時間 t
TMOD

 － 40 ns 31.27 

タイマリセット入力セットアップ時間 t
TMRS

 （n-1）× t
cyc
＋25 － ns 31.28 

タイマクロック入力セットアップ時間 t
TMCS

 （n-1）× t
cyc
＋25 － ns 31.29 

単エッジ指定 t
TMCWH

 1.5 － t
pcyc

  タイマクロックパルス幅 

両エッジ指定 t
TMCWL

 2.5 － t
pcyc

  

【注】 B：Pクロック比＝n：1の場合（n＝1、2、3、4、6、8、12） 

 t
pcyc
は周辺クロック（Pφ）の周期を示します。 

 

CKIO

TMO0、TMO1

tTMOD

 

図 31.27 8ビットタイマ出力タイミング 

 

CKIO

TMRI0、TMRI1

tTMRS

 

図 31.28 8ビットタイマリセット入力タイミング 

 

CKIO

TMCI0、TMCI1

tTMCWL tTMCWH

tTMCS tTMCS

 

図 31.29 8ビットタイマクロック入力タイミング 
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31.3.8 ウォッチドッグタイマタイミング 

表 31.12にウォッチドッグタイマタイミングを示します。 
 

表 31.12 ウォッチドッグタイマタイミング 

条件：PV
CC
＝V

CC
R＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、AV

CC
＝3.0～3.6V、PVcc-0.3V≦AVcc≦PVcc、AVref=3.0～AVcc、 

PV
SS
＝V

SS
R＝PLLV

SS
＝AV

SS
＝0V 

項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

WDTOVF遅延時間 t
WOVD

 － 100 ns 31.30 

 

tWOVD

CKIO

WDTOVF

tWOVD

 

図 31.30 ウォッチドッグタイマタイミング 
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31.3.9 SCIFモジュールタイミング 
 

表 31.13 SCIFモジュールタイミング 

条件：PV
CC
＝V

CC
R＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、AV

CC
＝3.0～3.6V、PVcc-0.3V≦AVcc≦PVcc、AVref=3.0～AVcc、 

PV
SS
＝V

SS
R＝PLLV

SS
＝AV

SS
＝0V 

項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

入力クロックサイクル クロック同期 t
Scyc

 12 － t
pcyc

 

 調歩同期  4 － t
pcyc

 

入力クロック立ち上がり時間 t
SCKr

 － 1.5 t
pcyc 

入力クロック立ち下がり時間 t
SCKf

 － 1.5 t
pcyc

 

入力クロック幅 t
SCKW

 0.4 0.6 t
Scyc

 

31.31 

送信データ遅延時間（クロック同期） t
TXD

 － 3tpcyc＋15 ns
 

受信データセットアップ時間（クロック同期） t
RXS

 4tpcyc＋15 － ns
 

受信データホールド時間（クロック同期） t
RXH

 1tpcyc＋15 － ns 

31.32 

【注】 tpcycは周辺クロック（Pφ）の周期を示します。 

 

tSCKW tSCKr tSCKf

tScyc

SCK

 

図 31.31 SCK入力クロックタイミング 

 

tScyc

tTXD

SCK

TxD
（データ送信）

RxD
（データ受信）

tRXHtRXS

 

図 31.32 クロック同期式モード時の SCIF入出力タイミング 
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31.3.10 IIC3モジュールタイミング 
 

表 31.14 I2Cバスインタフェース 3タイミング 

条件：PV
CC
＝V

CC
R＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、AV

CC
＝3.0～3.6V、PVcc-0.3V≦AVcc≦PVcc、AVref=3.0～AVcc、 

PV
SS
＝V

SS
R＝PLLV

SS
＝AV

SS
＝0V 

規格値 項   目 記号 測定条件 

Min. Typ. Max. 

単位 参照図 

SCL入力サイクル時間 t
SCL

  12tpcyc*1＋600 － － ns 31.33 

SCL入力 Highパルス幅 t
SCLH

  3tpcyc*1＋300 － － ns  

SCL入力 Lowパルス幅 t
SCLL

  5tpcyc*1＋300 － － ns  

SCL、SDA入力立ち上がり時間 t
Sr
  － － 300 ns  

SCL、SDA入力立ち下がり時間 t
Sf
  － － 300 ns  

SCL、SDA入力スパイクパルス除去時間*2 t
SP

  － － 1.2 tpcyc*1  

SDA入力バスフリー時間 t
BUF

  5 － － tpcyc*1  

開始条件入力ホールド時間 t
STAH

  3 － － tpcyc*1  

再送開始条件入力セットアップ時間 t
STAS

  3 － － tpcyc*1  

停止条件入力セットアップ時間 t
STOS

  3 － － tpcyc*1  

データ入力セットアップ時間 t
SDAS

  1tpcyc*1＋20 － － ns  

データ入力ホールド時間 t
SDAH

  0 － － ns  

SCL、SDAの容量性負荷 Cb  0 － 400 pF  

SCL、SDA出力立ち下がり時間*3 t
of
 PVcc＝3.0～3.6V － － 250 ns  

【注】 *1 tpcycは周辺クロック（Pφ）の周期を示します。 

 *2 NF2CYCレジスタの値に依存します。 

 *3 I/Oバッファの特性を示しています。 
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SCL

VIH

VIL

tSTAH

tBUF

P* S*

tSf tSr

tSCL
tSDAH

tSCLH

tSCLL

SDA

Sr*

tSTAS

tSP tSTOS

tSDAS

P*

*  S、P、Sr はそれぞれ以下のことを示します。
S：開始条件
P：停止条件
Sr：再送「開始」条件  

図 31.33 I2Cバスインタフェース 3入出力タイミング 
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31.3.11 SSIモジュールタイミング 
 

表 31.15 SSIモジュールタイミング 

条件：PV
CC
＝V

CC
R＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、AV

CC
＝3.0～3.6V、PVcc-0.3V≦AVcc≦PVcc、AVref=3.0～AVcc、 

PV
SS
＝V

SS
R＝PLLV

SS
＝AV

SS
＝0V 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 備考 参考図 

出力クロック周期 t
O
 80 － 64000 ns 出力 31.34 

入力クロック周期 t
I
 80 － 64000 ns 入力  

クロック High t
HC

 32 － － ns 双方向  

クロック Low t
LC

 32 － － ns   

クロック立ち上がり時間 t
RC

 － － 20 ns 出力（100pF）  

遅延 t
DTR

 － － 50 ns 送信 31.35、31.36 

セットアップ時間 t
SR

 15 － － ns 受信 31.37、31.38 

ホールド時間 t
HTR

 5 － － ns 受信 31.37、31.38 

AUDIO_CLK入力周波数 f
AUDIO

 1 － 40 MHz  31.39 

 

tI ,tO

tHC

SSISCKn
tLC

tRC

 

図 31.34 クロック入出力タイミング 

 

tDTR

SSISCKn

SSIWSn
SSIDATAn

 

図 31.35 SSI送信タイミング（1） 
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tDTR

SSISCKn

SSIWSn
SSIDATAn

 

図 31.36 SSI送信タイミング（2） 

 

tSR tHTR

SSISCKn

SSIWSn
SSIDATAn

 

図 31.37 SSI受信タイミング（1） 

 

tSR tHTR

SSISCKn

SSIWSn
SSIDATAn  

図 31.38 SSI受信タイミング（2） 

 

fAUDIO

AUDIO_CLK

 

図 31.39 AUDIO_CLK入力タイミング 
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31.3.12 RCAN-ETモジュールタイミング【R5S72611】【R5S72613】 
 

表 31.16 RCAN-ETモジュールタイミング 

条件：PV
CC
＝V

CC
R＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、AV

CC
＝3.0～3.6V、PVcc-0.3V≦AVcc≦PVcc、AVref=3.0～AVcc、 

PV
SS
＝V

SS
R＝PLLV

SS
＝AV

SS
＝0V 

項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

送信データ遅延時間 t
CTXD

 － 100 ns 31.40 

受信データセットアップ時間 t
CRXS

 100 －   

受信データホールド時間 t
CRXH

 100 －   

 

tCRXS

CKIO

CRx 
（受信データ）

CTx 
（送信データ）

tCRXH

tCTXD

 

図 31.40 RCAN-ET入出力タイミング 

 

31.3.13 A/Dトリガ入力タイミング 
 

表 31.17 A/Dトリガ入力タイミング 

条件：PV
CC
＝V

CC
R＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、AV

CC
＝3.0～3.6V、PVcc-0.3V≦AVcc≦PVcc、AVref=3.0～AVcc、 

PV
SS
＝V

SS
R＝PLLV

SS
＝AV

SS
＝0V 

モジュール 項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

A/D変換器 トリガ入力セットアップ時間 t
TRGS

 （n-1）× t
cyc

+17 － ns 31.41 

【注】 B：Pクロック比＝n：1の場合（n＝1、2、3、4、6、8、12） 

 

CKIO

ADTRG

tTRGS

 

図 31.41 A/D変換器外部トリガ入力タイミング 
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31.3.14 I/Oポートタイミング 
 

表 31.18 I/Oポートタイミング 

条件：PV
CC
＝V

CC
R＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、AV

CC
＝3.0～3.6V、PVcc-0.3V≦AVcc≦PVcc、AVref=3.0～AVcc、 

PV
SS
＝V

SS
R＝PLLV

SS
＝AV

SS
＝0V 

項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

出力データ遅延時間 t
PORTD

 － 100 ns 31.42 

入力データセットアップ時間 t
PORTS

 100 －   

入力データホールド時間 t
PORTH

 100 －   

 

tPORTS

CKIO

ポート
（リード時）

ポート
（ライト時）

tPORTH

tPORTD

 

図 31.42 I/Oポートタイミング 
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31.3.15 H-UDI関連端子のタイミング 
 

表 31.19 H-UDI関連端子のタイミング 

条件： PV
CC
＝V

CC
R＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、AV

CC
＝3.0～3.6V、PVcc-0.3V≦AVcc≦PVcc、AVref=3.0～AVcc、 

PV
SS
＝V

SS
R＝PLLV

SS
＝AV

SS
＝0V 

項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

UDTCKサイクル時間 t
TCKcyc

 50* － ns 31.43 

UDTCK Highレベルパルス幅 t
TCKH

 0.4 0.6 t
TCKcyc

  

UDTCK Lowレベルパルス幅 t
TCKL

 0.4 0.6 t
TCKcyc

  

UDTRSTパルス幅 t
TRSW

 20 － t
TCKcyc

 31.44 

UDTRSTセットアップ時間 t
TRSS

 200 － ns  

UDTDIセットアップ時間 t
TDIS

 10 － ns 31.45 

UDTDIホールド時間 t
TDIH

 10 － ns  

UDTMSセットアップ時間 t
TMSS

 10 － ns  

UDTMSホールド時間 t
TMSH

 10 － ns  

UDTDO遅延時間 t
TDOD

 － 16 ns  

【注】 * 周辺クロックのサイクル時間より大きくなるようにしてください。 

 

tTCKcyc

VIH

1/2 PVccUDTCK 1/2 PVcc

VIH

VIL VIL

VIH

tTCKLtTCKH

 

図 31.43 UDTCK入力タイミング 

UDTCK

UDTRST

tTRSS tTRSS

tTRSW

 

図 31.44 UDTRST入力タイミング 
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UDTCK

UDTMS

UDTDI

UDTDO

UDTDO変化タイミング
切り換えコマンドセット後

初期値

tTDIS tTDIH

tTCKcyc

tTMSS tTMSH

tTDOD

tTDOD

 

図 31.45 H-UDIデータ転送タイミング 

 

31.3.16 AUD-IIタイミング 
 

表 31.20 AUD-IIタイミング 

条件：PV
CC
＝V

CC
R＝PLLV

CC
＝3.0～3.6V、AV

CC
＝3.0～3.6V、PVcc-0.3V≦AVcc≦PVcc、AVref=3.0～AVcc、 

PV
SS
＝V

SS
R＝PLLV

SS
＝AV

SS
＝0V 

項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

AUDRSTパルス幅 t
AUDRSTW

 5 － t
RMCYC

 31.46 

AUDMDセットアップ時間 t
AUDMDS

 5 － t
RMCYC

  

RAMモニタクロックサイクル t
RMCYC

 33.33 － ns 31.47 

RAMモニタクロック Lowレベルパルス幅 t
RMCKWL

 0.4 0.6 t
RMCYC

  

RAMモニタクロック Highレベルパルス幅 t
RMCKWH

 0.4 0.6 t
RMCYC

  

RAMモニタ出力データ遅延時間 t
RMDD

 2 14 ns  

RAMモニタ入力データセットアップ時間 t
RMDS

 15 － ns  

RAMモニタ入力データホールド時間 t
RMDH

 5 － ns  

RAMモニタ SYNCセットアップ時間 t
RMSS

 15 － ns  

RAMモニタ SYNCホールド時間 t
RMSH

 5 － ns  
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AUDCK（入力）

AUDRST

AUDMD

tRMCYC

tAUDRSTW

tAUDMDS

 

図 31.46 AUDリセットタイミング 

 

AUDCK
（入力）

AUDATA3～0
（出力）

AUDSYNC 

（入力）

tRMCYC

tRMDD

tRMCKWH

VIH VIH

VIL VIL

1/2PVCC

tRMCKWL

tRMDHtRMDS

tRMSS
tRMSH

AUDATA3～0
（入力）

 

図 31.47 RAMモニタタイミング 
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31.3.17 AC特性測定条件 

• 入力信号参照レベル ：Highレベル VIHmin値、Lowレベル VILmax値 

• 出力信号参照レベル ：PVCC/2（PVCC＝3.0～3.6V） 

• 入力パルスレベル ：PVSS～3.0V（ただし、RES、MRES、NMI、MD1、MD0、MD_CLK1、MD_CLK0、ASEMD、

UDTRST、およびシュミットトリガ入力端子はPVSS～PVCC） 

• 入力立ち上がり、立ち下がり時間 ：1ns 

CL

LSI出力端子

CMOS出力

測定ポイント 【注】 CLは測定装置の容量も含んだ合計値です。
各端子は以下のように設定されています。
30pF：CKIO、SDRAS、SDCAS、CS0～CS6、
 SDCS0、SDCS1、SDCKE、SDWE、
 DQM0～DQM3 
50pF：上記以外の端子  

図 31.48 測定回路 
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31.4 A/D変換器特性 

A/D変換器特性を表 31.21に示します。 
 

表 31.21 A/D変換器特性 

条件：PVcc＝VccR＝PLLVcc＝3.0～3.6V、AVcc＝3.0～3.6V、PVcc－0.3V≦AVcc≦PVcc、AVref＝3.0～AVcc、 

PVss＝VssR＝PLLVss＝AVss＝0V 

項   目 Min. Typ. Max. 単位 

分解能 10 10 10 ビット 

変換時間 3.9*2 － － μs 

アナログ入力容量 － － 20 pF 

許容信号源インピーダンス － － 5 kΩ 

非直線性誤差 － － ±3.0*1 LSB 

オフセット誤差 － － ±2.0*1 LSB 

フルスケール誤差 － － ±2.0*1 LSB 

量子化誤差 － － ±0.5*1 LSB 

絶対精度 － － ±4.0 LSB 

【注】 *1 参考値 

 *2 絶対精度を満足するためには変換時間を 3.9μs以上としてください。 

 

31.5 D/A変換器特性 

D/A変換器特性を表 31.22に示します。 
 

表 31.22 D/A変換器特性 

条件：PVcc＝VccR＝PLLVcc＝3.0～3.6V、AVcc＝3.0～3.6V、PVcc－0.3V≦AVcc≦PVcc、AVref＝3.0～AVcc、 

PVss＝VssR＝PLLVss＝AVss＝0V 

項   目 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

分解能 8 8 8 ビット  

変換時間 － － 10 μs 負荷容量 20pF 

絶対精度 － ±2.0* ±3.0 LSB 負荷抵抗 2MΩ 

 － － ±2.5 LSB 負荷抵抗 4MΩ 

【注】 * 参考値 
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31.6 使用上の注意事項 

PVcc端子と PVss端子、VccR端子と VssR端子、および PLLVcc端子と PLLVss端子のペアごとに積層セラミ

ックコンデンサをバイパスコンデンサとして入れてください。バイパスコンデンサはできるかぎり LSIの電源端

子の近くに実装してください。 

また、VCL端子と VSS端子の間には内部降圧電源安定化用のコンデンサを接続する必要があります。 

図 31.49に外付けコンデンサ配置例を示します。 
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図 31.49 外付けコンデンサ配置例 
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A. 端子状態 
 

表 A.1 端子状態 

端子機能 端子状態 

分類 端子名 リセット状態 低消費電力状態 

  パワーオンリセット*2 マニュアル スリープ ソフトウェア ディープ 

  エリア 0データバス幅 リセット モード スタンバイ スタンバイ 

  8ビット 16ビット 32ビット   モード モード 

クロック CKIO（クロックモード 0､2）  O  O O L/Z*5 L/Z*5 

 CKIO（クロックモード 3）  I  I I I I 

 XTAL（クロックモード 0､2）  O  O O L L 

 XTAL（クロックモード 3）*1  O  O O L L 

 EXTAL（クロックモード 0､2）  I  I I I I 

 EXTAL（クロックモード 3）*1  Z  Z Z Z Z 

システム RES  I  I I I I 

制御 MRES  －  I I I I 

 WDTOVF  O  O O K K 

 ASEBRK /ASEBRKAK  H  O O I K 

モード MD1、MD0  I  I I I I 

 MD_CLK1、MD_CLK0  I  I I I I 

 ASEMD  I  I I I I 

割り込み NMI  I  I I I I 

 IRQ7～IRQ0  －  I I I I*3 

 PINT7～PINT0  －  I I I - 

アドレス A27～A24  Z  O O K K 

データ A23～A0  L  O O K K 

 D31～D16 － － Z I/O I/O Z K 

 D15～D8 － Z Z I/O I/O Z K 

 D7～D0 Z Z Z I/O I/O Z K 
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端子機能 端子状態 

分類 端子名 リセット状態 低消費電力状態 

  パワーオンリセット*2 マニュアル スリープ ソフトウェア ディープ 

  エリア 0データバス幅 リセット モード スタンバイ スタンバイ 

  8ビット 16ビット 32ビット   モード モード 

バス制御 WAIT  －  I I Z Z 

 CS0  H  O O K K 

 CS6～CS1  －  O O K K 

 RD  H  O O K K 

 WR3 － － H O O K K 

 WR2 － － H O O K K 

 WR1 - H H O O K K 

 WR0 H H H O O K K 

 BC3～BC0  －  O O K K 

 SDCS1、SDCS0  －  O O K K 

 SDRAS  －  O O K K 

 SDCAS  －  O O K K 

 SDWE  －  O O K K 

 DQM3～DQM0  －  O O K K 

 SDCKE  －  O O K K 

DMAC DREQ3～DREQ0  －  I I Z Z 

 DACK3～DACK0  －  O O K K 

 DACT3～DACT0  －  O O K K 

 DTEND3～DTEND0  －  O O K K 

MTU2 TCLKA～TCLKD  －  I I Z Z 

 TIOC0A～TIOC0D  －  I/O I/O K K 

 TIOC1A、TIOC1B  －  I/O I/O K K 

 TIOC2A、TIOC2B  －  I/O I/O K K 

 TIOC3A～TIOC3D  －  I/O I/O K K 

 TIOC4A～TIOC4D  －  I/O I/O K K 

 TIC5U、TIC5V、TIC5W  －  I I Z Z 

TMR TMO1、TMO0  －  O O K K 

 TMCI1、TMCI0  －  I I Z Z 

 TMRI1、TMRI0  －  I I Z Z 

SCIF SCK7～SCK0  －  I/O I/O K K 

 RxD7～RxD0  －  I I Z Z 

 TxD7～TxD0  －  O O K K 
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端子機能 端子状態 

分類 端子名 リセット状態 低消費電力状態 

  パワーオンリセット*2 マニュアル スリープ ソフトウェア ディープ 

  エリア 0データバス幅 リセット モード スタンバイ スタンバイ 

  8ビット 16ビット 32ビット   モード モード 

IIC3 SCL2～SCL0  －  I/O I/O Z Z 

 SDA2～SDA0  －  I/O I/O Z Z 

SSI SSIDATA1、SSIDATA0  －  I/O I/O K K 

 SSISCK1、SSISCK0  －  I/O I/O K K 

 SSIWS1、SSIWS0  －  I/O I/O K K 

 AUDIO_CLK  －  I I Z Z 

 AUDIO_X1*1  I  I I I I 

 AUDIO_X2*1  O  O O O O 

RCAN-ET CRx1、CRx0  －  I I Z Z 

 CTx1、CTx0  －  O O K K 

IEB IERxD  －  I I Z Z 

 IETxD  －  O O K K 

A/D変換器 AN7～AN0  －  I I Z Z 

 ADTRG  －  I I Z Z 

D/A変換器 DA1、DA0  －  O O O Z 

RTC RTC_X1*1  I  I I I I 

 RTC_X2*1  O  O O O O 

AUD-II AUDRST  －  I I I Z 

 AUDMD  －  I I I Z 

 AUDSYNC  －  I/O I/O I/O K 

 AUDCK  －  I/O I/O I/O K 

 AUDATA3～AUDATA0  －  I/O I/O I/O K 

H-UDI UDTCK  I  I I I I 

 UDTMS  I  I I I I 

 UDTDI  I  I I I I 

 UDTDO  O/Z*4  O/Z*4 O/Z*4 O/Z*4 K 

 UDTRST  I  I I I I 

UBC UBCTRG  －  O O O K 
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端子機能 端子状態 

分類 端子名 リセット状態 低消費電力状態 

  パワーオンリセット*2 マニュアル スリープ ソフトウェア ディープ 

  エリア 0データバス幅 リセット モード スタンバイ スタンバイ 

  8ビット 16ビット 32ビット   モード モード 

IOポート PA31～PA28  I  I/O I/O K K 

 PA27～PA0  L  I/O I/O K K 

 PB31～PB16 I I Z I/O I/O K K 

 PB15～PB8 I Z Z I/O I/O K K 

 PB7～PB0 Z Z Z I/O I/O K K 

 PC25～PC22  I  I I Z Z 

 PC21～PC13  I  I/O I/O K K 

 PC12、PC11 I H I/O I/O K K 

 PC10 I H I/O I/O K K 

 PC9  H  I/O I/O K K 

 PC8  H  I/O I/O K K 

 PC7～PC1  I  I/O I/O K K 

 PC0  H  I/O I/O K K 

 PD16、PD15  I  I I Z Z 

 PD14～PD0  I  I/O I/O K K 

 PE7～PE0  I  I I Z Z 

 PF7～PF0  I  I/O I/O K K 

【記号説明】 

 I： 入力 

 O： 出力 

 H： ハイレベル出力 

 L： ローレベル出力 

 Z： ハイインピーダンス 

 K： 入力端子はハイインピーダンス、出力端子は状態保持 

【注】 *1 水晶発振子接続用の端子を使用しない場合は、EXTAL、AUDIO_X1端子はプルアップ、XTAL、AUDIO_X2端子は

オープンにしてください。RTC_X1端子は GNDに接続し、RTC_X2端子はオープンにしてください。 

 *2 RES端子へのローレベル入力によるパワーオンリセットを指します。H-UDIリセットアサートコマンドおよび

WDTオーバフローによるパワーオンリセットの場合、各端子における初期機能の通常動作時と同じ端子状態にな

ります（「第 25章 ピンファンクションコントローラ（PFC）」参照）。 

 *3 ディープスタンバイモードを解除できる IRQ端子は PE7～PE4、PC25～PC22端子のみです。 

 *4 H-UDIの TPAコントローラが Shift-DR、Shift-IR状態以外では Zとなります。 

 *5 CKIOCRレジスタの設定で CKIO出力にした場合は L、CKIO出力を停止した場合は Zとなります。 
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B. 外形寸法図 
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修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

1.2 製品一覧 

表 1.2 製品一覧 

1-8 表を修正 

略称 製品型名 RCAN-ET IEB 動作温度 

R5S72611 R5S72611RB120FP 搭載 非搭載 －20～70℃（通常仕様品） 

 R5S72611RP100FP   －40～85℃（広温度範囲仕様品） 

R5S72612 R5S72612RB120FP 非搭載 搭載 －20～70℃（通常仕様品） 

 R5S72612RP100FP   －40～85℃（広温度範囲仕様品） 

R5S72613 R5S72613RB120FP 搭載 搭載 －20～70℃（通常仕様品） 

 R5S72613RP100FP   －40～85℃（広温度範囲仕様品）  

2.1.3 システムレジスタ 2-3 説明を修正 

MACH、MACLは、乗算または積和演算の結果を格納します。PRはサブ

ルーチンプロシージャからの戻り先アドレスを格納します。PCは現在

実行中の命令の 4バイト先を示し、処理の流れを制御します。 

（3）プログラムカウンタ（PC） 2-4 説明を修正 

PCは現在実行中の命令の 4バイト先を示します。 

2.4.2 データ転送命令 

表 2.11 データ転送命令 

2-26 表を修正 

適用命令 命   令 命令コード 動   作 実行 

ステート 

Tビット 

SH2、 

SH2E 

SH4 SH-2A 

MOVML.L @R15+, Rn 0100nnnn11110101 (R15)→R0, R15+4→R15 

(R15)→R1, R15+4→R15 

     : 

(R15)→Rn 

※Rn=R15のとき、Rnを PRに

読み替え 

1～16 －   ○ 

MOVMU.L @R15+, Rn 0100nnnn11110100 (R15)→Rn, R15+4→R15 

(R15)→Rn+1, R15+4→R15 

     : 

(R15)→R14, R15+4→R15 

(R15)→PR 

※Rn=R15のとき、Rnを PRに

読み替え 

1～16 －   ○ 

 

3.2.2 非数（NaN） 3-4 説明を修正 

• FPSCRの EN.Vビットが 1の場合、無効演算例外による FPU例外処

理が発生します。この場合、演算のデスティネーションレジスタの内

容は変更しません。 

3.3.2 浮動小数点ステータス／コン

トロールレジスタ（FPSCR） 

3-6 表を修正 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

17～12 Cause すべて 0 R/W 

11～7 Enable すべて 0 R/W 

6～2 Flag すべて 0 R/W 

FPU例外要因フィールド 

FPU例外イネーブルフィールド 

FPU例外フラグフィールド 

浮動小数点演算命令を実行すると、FPU例外要因フィールドは最初に 0にク

リアされます。次に、浮動小数点演算によって FPU例外が発生すると、FPU

例外要因フィールドおよび FPU例外フラグフィールドに該当するビットは 1

にセットされます。FPU例外フラグフィールドは、ソフトウェアによって 0

にクリアされるまで 1の値を保持します。 

FPU例外イネーブルフィールドの該当するビットが 1にセットされていると

き、FPU例外処理が発生します。 

各フィールドのビットの割り付けについては表 3.3を参照してください。  

3.5 FPU例外 3-8 タイトル修正 
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修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

3.5.1 FPU例外要因 3-8 説明を修正 

FPU例外は浮動小数点演算命令で発生する可能性があり、その要因は次

のとおりです。 

3.5.2 FPU例外処理 3-8 説明を修正 

FPU例外処理は次の場合に発生します。 

 3-9 説明を修正 

浮動小数点演算による各例外処理の可能性については各命令の説明で示

します。浮動小数点演算に起因するすべての例外事象は、同一の FPU例

外処理事象として割り付けられています。浮動小数点演算によって発生

した例外の意味内容は、FPSCRを読み出して、保持されている情報を

解釈することでソフトウェアにより決定します。また、FPU例外処理が

発生した場合は、デスティネーションレジスタは変更されません。 

4. クロックパルス発振器（CPG） 4-1～4-3、

4-6～4-11、

4-13 

説明を修正 

内部クロック→CPUクロック 

4.1 特長 

（1）PLL回路 1 

4-3 説明を修正 

PLL回路 1は、CKIO端子からのクロック周波数を 1倍、2倍、3倍、4

倍、6倍、または 8倍に逓倍する機能を持ちます。逓倍率は、周波数制

御レジスタで設定します。このとき、バスクロックの立ち上がりエッジ

の位相は CKIO端子の立ち上がりエッジの位相に一致するように制御さ

れます。 

4.3 クロック動作モード 

表 4.3 クロック動作モードと設定可

能な周波数範囲 

4-9 注を修正 

【注意事項】 

  表 4.3以外の周波数設定で本 LSIを使用しないでください。 

5.1.2 例外処理の動作 

表 5.2 例外要因検出と例外処理開始

タイミング 

5-2 表を修正 

例外処理 要因検出および処理開始タイミング 

命令 整数除算例外 ゼロによる除算例外、または負の最大値（H'80000000）を－1で除算することによ

るオーバフロー例外が検出されると開始されます。  

 5-3 表を修正 

例外処理 要因検出および処理開始タイミング 

命令 FPU例外 浮動小数点演算命令の無効演算例外（IEEE754規定）、ゼロによる除算例外、オー

バフロー、アンダフローまたは、不正確例外により開始されます。また、FPSCR

の QISビットがセットされているとき、qNaNもしくは±∽を浮動小数点演算命令

のソースに入力すると開始されます。  

5.2.4 マニュアルリセット 

（3）マニュアルリセット時の注意事

項 

5-8 説明を修正 

マニュアルリセット発生時、バスサイクルは保持されます。そのため、

CPUがバス権を獲得するまでマニュアルリセット例外処理は保留され

ます。     マニュアルリセットでは CPUおよび INTCの IBNRの

BNビットを初期化します。FPUやその他のモジュールは初期化されま

せん。 
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修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

5.3.1 アドレスエラー発生要因 

表 5.7 バスサイクルとアドレスエラ

ー 

5-9 表を修正 

バスサイクル 

種類 バスマスタ 

バスサイクルの内容 アドレスエラーの発生 

ワードデータを偶数アドレスからアクセス なし（正常） 

ワードデータを奇数アドレスからアクセス アドレスエラー発生 

ロングワードデータをロングワード境界からアクセス なし（正常） 

ロングワードデータをロングワード境界以外からアクセス アドレスエラー発生 

ダブルロングワードデータをダブルロングワード境界から 

アクセス 

なし（正常） 

ダブルロングワードデータをダブルロングワード境界以外から 

アクセス 

アドレスエラー発生 

ワードデータ、バイトデータを内蔵周辺モジュール空間*2で 

アクセス 

なし（正常） 

ロングワードデータを 16ビットの内蔵周辺モジュール空間*2で 

アクセス 

なし（正常） 

データ読み出し

／書き込み 

CPU 

ロングワードデータを 8ビットの内蔵周辺モジュール空間*2で 

アクセス 

なし（正常） 

 

5.3.2 アドレスエラー例外処理 5-10 説明を修正 

アドレスエラーが発生すると、アドレスエラーを起こしたバスサイクル

が終了し*、実行中の命令が完了してからアドレスエラー例外処理が開始

されます。 

5.3.2 アドレスエラー例外処理 5-10 注を追加 

【注】* データ読み出し／書き込みによるアドレスエラー時、命令フェ

ッチによるアドレスエラー時は、上記動作終了までにアドレス

エラーを起こしたバスサイクルが終了しない場合、当該バスサ

イクル終了まで、CPUは再度アドレスエラー例外処理を開始し

ます。 

5.7.1 命令による例外の種類 5-15 説明を修正 

例外処理を起動する命令には、表 5.10に示すように、トラップ命令、ス

ロット不当命令、一般不当命令、整数除算例外、FPU例外があります。 

表 5.10 命令による例外の種類 5-15 表を修正 

種類 要因となる命令 備考 

FPU例外 IEEE754規格で定義された無効演算例外ま

たは、ゼロによる除算例外を引き起こす命

令、オーバフロー、アンダフローおよび不

正確例外を引き起こす可能性のある命令 

FADD、FSUB、FMUL、FDIV、FMAC、FCMP/EQ、

FCMP/GT、FLOAT、FTRC、FCNVDS、FCNVSD、FSQRT 

 

5.7.5 整数除算例外 5-16 タイトル、説明を修正 

1. 発生した整数除算  例外に対応する例外サービスルーチン開始ア

ドレスを、例外処理ベクタテーブルから取り出します。 
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5.7.6 FPU例外 5-17 タイトル、説明を修正 

浮動小数点ステータス／コントロールレジスタ（FPSCR）の FPU例外

イネーブルフィールド（Enable）中の V、Z、O、U、または Iビットが

セットされているとき、FPU例外処理が発生します。これは浮動小数点

演算命令が IEEE754規格で定義された無効演算例外、ゼロによる除算例

外、オーバフロー（可能性のある命令）、アンダフロー（可能性のある

命令）、および不正確例外（可能性のある命令）を引き起こしたことを

示します。 

FPU例外処理の発生要因となる浮動小数点演算命令には以下の命令が

あります。 

           ・ 

           ・ 

該当する FPU例外イネーブルビット（Enable）がセットされているとき

のみ、FPU例外処理が発生します。FPUが浮動小数点演算による例外要

因を検出すると、FPUの動作は中断されて CPUに FPU例外処理の発生

を通知します。CPUは例外処理を開始すると次のように動作します。 

1. 発生した FPU例外処理に対応する例外サービスルーチンの開始ア

ドレスを、例外処理ベクタテーブルから取り出します。 

           ・ 

           ・ 

FPSCRの FPU例外フラグフィールド（Flag）は、FPU例外処理が受け

付けられたか否かにかかわらず常に更新され、ユーザが明示的に命令で

クリアするまでセットされたままです。FPSCRの FPU例外要因フィー

ルド（Cause）は浮動小数点演算命令が実行されるごとに変化します。 

また、FPSCRの FPU例外イネーブルフィールド（Enable）中の Vビッ

トがセットされ、かつ FPSCRの QISビットがセットされているとき、

qNaNまたは±∞を浮動小数点演算命令のソースに入力すると FPU例外

処理が発生します。 

5.9 例外処理後のスタックの状態 

表 5.12 例外処理終了後のスタック

の状態 

5-18 表を修正 

種類 スタックの状態 種類 スタックの状態 

一般不当

命令 

整数除算

例外 
SP

SR

当該整数除算
命令の先頭アドレス

（32ビット）

（32ビット）

SP

SR

一般不当命令の
先頭アドレス

（32ビット）

（32ビット）
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6.8 レジスタバンク 

図 6.10 レジスタバンクの構成の概

要 

6-31 図を修正 

レジスタバンク

バンク0
バンク1
……
バンク14

R0
R1

:
:

R14

GBR

MACH
MACL

PR

VTO

 

8.4.4 注意事項 8-16 説明を修正 

1. オペランドキャッシュのメモリ割り付けキャッシュをアクセスする

プログラムは、キャッシュ無効空間に配置してください。命令キャ

ッシュのメモリ割り付けキャッシュをアクセスするプログラムは、

キャッシュ無効空間に配置し、その先頭と最後でそれぞれ 2回以上、

内蔵周辺モジュールまたは外部アドレス空間（キャッシュ無効アド

レス）へのリードアクセスを実行してください。 

9.4.8 SDRAMリフレッシュ制御レ

ジスタ 1（SDRFCNT1） 

（a）オートリフレッシュ要求間隔と

DRFC設定値の関係 

9-20 説明を修正 

DRFC＝（オートリフレッシュ要求間隔／   バスクロック周期）- 1 

11.4.1 DMA転送モード 

図 11.2 DMA転送モードと

DMAC/CPUのバス権の状態例 

11-33 説明を追加 

⑥ DMACのライト側 BIU以外への CPUアクセスは可 

ただし、CPUが外部アドレス空間にアクセスし、かつ直前の DMAアク

セスが外部アドレス空間へのアクセスであった場合には、CPUアクセス

が受け付けられない場合があります。 

11.4.2 DMA転送条件 

（1）単一オペランド転送 

11-34 説明を追加 

DMA転送条件が単一オペランド転送かつ DMA要求の入力センスモード

がレベルセンスの場合、1オペランド転送終了後のチャネル調停期間に

て DMA要求のマスク期間が存在します（詳細は「11.7.3 DMA要求の

センスモード」を参照ください）。そのため、1オペランド転送終了後

のチャネル調停期間において、転送中のチャネルよりも優先順位の高い

チャネルのDMA要求がなく優先順位の低いチャネルのDMA要求が有効

な場合、優先順位の低いチャネルの DMA転送が開始します。優先順位

の高いチャネルを連続して転送する場合には、DMA転送条件を連続オペ

ランド転送かノンストップ転送に設定してください。 
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11.4.2 DMA転送条件 

（2）連続オペランド転送 

11-34 説明を追加 

DMA転送条件が連続オペランド転送の場合、DMA要求の入力センスモ

ードがレベルセンスであっても、バイトカウントが 0になるまではマス

ク期間がありません。そのため、転送中のチャネルよりも優先順位の低

いチャネルの転送が開始されることはありません。 

12.1 特長 

表 12.1 MTU2の機能一覧 

12-3 表を修正 

項   目 チャネル 0 チャネル 1 チャネル 2 チャネル 3 チャネル 4 チャネル 5 

DMACの起動 TGRの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャと

TCNT 

オーバフロー／ 

アンダフロー 

－ 

 

12.3.5 タイマインタラプトイネー

ブルレジスタ（TIER） 

• TIER_5 

12-40 表を修正 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 TGIE5U 0 R/W TGRインタラプトイネーブル 5U 

TSR_5の CMFU5ビットに 1がセットされたとき、CMFU5ビットによる割り

込み要求（TGIU_5）を許可または禁止します。 

0：TGIU_5割り込み要求を禁止 

1：TGIU_5割り込み要求を許可 

1 TGIE5V 0 R/W TGRインタラプトイネーブル 5V 

TSR_5の CMFV5ビットに 1がセットされたとき、CMFV5ビットによる割り

込み要求（TGIV_5）を許可または禁止します。 

0：TGIV_5割り込み要求を禁止 

1：TGIV_5割り込み要求を許可 

0 TGIE5W 0 R/W TGRインタラプトイネーブル 5W 

TSR_5の CMFW5ビットに 1がセットされたとき、CMFW5ビットによる割り

込み要求（TGIW_5）を許可または禁止します。 

0：TGIW_5割り込み要求を禁止 

1：TGIW_5割り込み要求を許可  

12.3.31 タイマ波形コントロールレ

ジスタ（TWCR） 

12-71 表を修正 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 WRE 0 R/(W) 初期出力抑止イネーブル 

相補 PWMモードで同期カウンタクリアが起きたときの出力波形を選択します。 

本機能によって初期出力が抑止されるのは、相補 PWMモードの谷の Tb区間で

同期クリアが発生したときのみです。それ以外のときに同期クリアが発生した

場合は、WREビットの設定によらず、TOCRレジスタで設定した初期値を出力

します。また、TCNT_3、TCNT_4スタート直後の谷の Tb区間で同期クリアが

発生した場合も、TOCRレジスタで設定した初期値を出力します。 

相補 PWMモードの谷の Tb区間については、図 12.40を参照してください。 

0：TOCRレジスタで設定した初期出力値を出力 

1：初期出力を抑止する 

［セット条件］ 

 WRE＝0の状態でWREをリード後、WREに 1をライトしたとき  

12.4.5 PWMモード 

（2）PWMモードの動作例 

12-92 説明を修正 

この場合、TGRB_1に設定した値が周期となり、他の TGRに設定した

値がデューティになります。 

12.4.8 相補 PWMモード 

（n）相補 PWMモードでの同期カウ

ンタクリア時出力波形制御 

12-123 説明を追加 

初期出力を抑止する場合、コンペアレジスタ TGRB_3、TGRA_4、

TGRB_4のすべてが、デットタイムデータレジスタ TDDRの 2倍以上に

なるように設定してください。TDDRが 2倍未満の状態で同期クリアす

ると、PWM出力のデッドタイムが短くなる（消失）、もしくは、初期

出力の抑止期間中に PWM逆相出力から、不正なアクティブレベルが出

力される場合があります。詳細は、「12.7.23 相補 PWMモードで

の同期カウンタクリア時出力波形制御における注意事項」を参

照してください。 
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12.4.8 相補 PWMモード 

（3）相補 PWMモードの割り込み間

引き機能 

（c）割り込み間引きと連動したバッ

ファ転送制御 

図 12.71 バッファ転送を割り込み間

引きと連動する設定（BTE1＝1、BTE0

＝0）にした場合の動作例 

12-133 図を差し替え 

図 12.72 タイマ割り込み間引き設定

レジスタ（TITCR）の T3AEN、T4VEN

ビットの設定とバッファ転送許可期

間の関係 

12-134 図を差し替え 

12.5.3 A/D変換器の起動 

（3）A/D変換開始要求ディレイド機

能による A/D起動 

12-145 説明を修正 

A/D変換開始要求コントロールレジスタ（TADCR）の UT4AE、DT4AE、

UT4BE、DT4BEビットに 1をセットした場合、TADCORA、TADCORB

と TCNT_4の一致によって、TRG4AN、TRG4BNを発生し、A/D変換器

を起動することができます。 

12.7.23 相補 PWMモードでの同期

カウンタクリア時出力波形制御にお

ける注意事項 

12-173 新規追加 

14.5.3 インターバルタイマオーバ

フローフラグ 

14-12 新規追加 

14.5.5 ウォッチドッグタイマモー

ドのマニュアルリセット 

14-13 説明を削除 

ウォッチドッグタイマモードによるマニュアルリセット発生時、バスサ

イクルは保持されます。DMACバースト転送中にマニュアルリセットが

発生すると、CPUがバス権を獲得するまでマニュアルリセット例外処理

は保留されます。      

15.5.3 レジスタ設定後のスタンバ

イ遷移について 

15-23 説明を修正 

RTC内のレジスタ設定後にスタンバイ状態へ遷移すると、正しくカウン

トできない場合があります。必ずレジスタ設定後は、2カウントクロッ

ク以上待ってからスタンバイ状態に遷移してください。 

15.5.4 RTC用水晶発振回路 

図 15.6 RTC用水晶発振回路接続例

15-24 注を修正 

7. RTC用水晶発振回路を使用しない場合は、RTC_X1端子を固定（プ

ルアップ／プルダウン／電源接続／グランド接続）し、RTC_X2端

子をオープンとしてください。 

16.3.6 シリアルコントロールレジ

スタ（SCSCR） 

16-11 表を修正 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 REIE 0 R/W 受信エラーインタラプトイネーブル 

受信エラー割り込み（ERI）要求、ブレーク割り込み（BRI）要求の発生を許可

／禁止します。ただし、REIEビットの設定は RIEビットが 0のときのみ有効で

す。 

0：受信エラー割り込み（ERI）要求、ブレーク割り込み（BRI）要求を禁止 

1：受信エラー割り込み（ERI）要求、ブレーク割り込み（BRI）要求を許可* 

【注】* ERI、BRI割り込み要求の解除は、ER、BRK、または ORERフラグ

の 1を読み出した後、0にクリアするか、RIE、REIEビットを 0にク

リアすることで行えます。RIEを 0に設定しても、REIEを 1に設定

すれば、ERI、BRI割り込み要求は発生します。         
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16.3.8 ビットレートレジスタ

（SCBRR） 

表 16.4 ビットレートに対する

SCBRRの設定例〔調歩同期式モード〕

（2） 

16-19 表を修正 

Pφ（MHz） 

8 9.8304 10 
 
  12 

ビットレート 

(bit/s) 

n N 誤差 

(％) 

n N 誤差 

(％) 

n N 誤差 

(％) 

n N 誤差 

(％) 

19200 0 12 0.16 0 15 0.00 0 15 1.73 0 19 －2.34  

表 16.4 ビットレートに対する

SCBRRの設定例〔調歩同期式モード〕

（5） 

16-20 表を修正 

Pφ（MHz） 

30 33 36 38 40 

ビット 

レート 

(bit/s) 
n N 誤差 

(％) 

n N 誤差 

(％) 

n N 誤差 

(％) 

n N 誤差 

(％) 

n N 誤差 

(％) 

4800 0 194 0.16 0 214 -0.07 0 233 0.16 0 246 0.16 1 64 0.16  

表 16.5 ビットレートに対する

SCBRRの設定例〔クロック同期式モ

ード〕（1） 

16-21 表を修正 

Pφ（MHz） 

5 8 16 28.7 30 

ビットレート 

(bit/s) 

n N n N n N n N n N 

250 3 77 3 124 3 249         

1M ― ―     0 3 ― ― ― ― 

2M           ― ― ― ―  

表 16.5 ビットレートに対する

SCBRRの設定例〔クロック同期式モ

ード〕（2） 

16-21 表を修正 

Pφ（MHz） 

33 36 38 40 

ビットレート 

(bit/s) 

n N n N n N n N 

250                 

500 3 255 ― ―         

1k 3 128 3 140 3 147 3 155 

2.5k 2 205 2 224 2 237 2 249 

5k 2 102 2 112 2 118 2 124 

10k 1 205 1 224 1 237 1 249 

25k 1 82 1 89 1 94 1 99 

50k 0 164 0 179 0 189 0 199 

100k 0 82 0 89 0 94 0 99 

250k 0 32 0 35 0 37 0 39 

500k ― ― 0 17 0 18 0 19 

1M ― ― 0 8 ― ― 0 9 

2M ― ― ― ― ― ― 0 4  

 16-22 注、説明を修正 

【記号説明】 

 空欄 ：設定できません。または、通信相手にかかわらず本 LSI自

身の電気的特性を満たすことができません。 

 － ：設定可能ですが誤差がでます。 

                  

表 16.6にボーレートジェネレータを使用する場合の調歩同期式モード

の各周波数における最大ビットレートを示します。また、表 16.7と表

16.8に外部クロック入力（t
Scyc
＝12t

pcyc
時*）の最大ビットレートを示しま

す。 

【注】* 本 LSIと通信相手先の電気的特性を満足することを確認してく

ださい。 
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16.4.2 調歩同期式モード時の動作 

（3）データの送信／受信動作 

図 16.3 SCIF初期化フローチャート

の例 

16-33 図を修正 

（3）

（4）

SCBRRに値を設定

SCFCRのRTRG[1:0]、TTRG[1:0]　　　ビットを
設定しTFRST、RFRSTビットを0にクリア

使用する外部端子のPFC設定
SCK、TxD、RxD

 

16.5 SCIFの割り込み 16-47 説明を修正 

SCSCRの RIEビットを 0に設定し、REIEビットを 1に設定すると、

RXI割り込み要求を出さずに ERI割り込み要求または BRI割り込み要求

を出すことができます。 

16.6.6 調歩同期式モードの受信デ

ータサンプリングタイミングと受信

マージン 

16-50 図を修正 

M ＝　（0.5－　　 ）－（L－0.5）F－　　　　 （1＋Ｆ）　×100[％]　　…式（1）
2N
1

N

|D－0.5|

17.3.1 I2Cバスコントロールレジス

タ 1（ICCR1） 

17-5 表を修正 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ICE 0 R/W I2Cバスインタフェース 3イネーブル 

0：SCL/SDAの出力禁止（SCL/SDAへの入力は有効） 

1：本モジュールは転送動作可能状態  

17.3.2 I2Cバスコントロールレジス

タ 2（ICCR2） 

17-8 表を修正 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 IICRST 0 R/W IICコントロール部リセット 

IICRSTは ICMRの BC[2:0]ビットと内部回路をリセットします。I2Cバスの動

作中に通信不具合等によりハングアップしたとき、IICRSTビットを 1にセッ

トすると ICMRの BC[2:0]ビットと内部回路をリセットすることができます。  

17.3.3 I2Cバスモードレジスタ

（ICMR） 

17-9 表を修正 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

ビットカウンタ 

次に転送するデータのビット数を指定します。リードすると残りの転送ビット

数を知ることができます。I2Cバスフォーマットでは、データにアクノリッジ 1

ビットが加算されて転送されます。設定は転送フレーム間で行ってください。

また、B'000以外の値を設定する場合は、SCLが Low状態で行ってください。

これらのビットはアクノリッジを含むデータ転送終了後、自動的に B'000に戻

ります。また、停止条件検出後は自動的に B'111になります。本ビットは、パ

ワーオンリセット、ディープスタンバイモード、ソフトウェアスタンバイモー

ド、モジュールスタンバイモード、および ICCR2の IICRSTを 1セットするこ

とによりクリアされます。クロック同期式シリアルフォーマットを選択した場

合は書き換えないでください。 

I2Cバスフォーマット クロック同期式シリアルフォーマット 

2～0 BC[2:0] 000 R/W 

000：9ビット 

001：2ビット 

010：3ビット 

011：4ビット 

100：5ビット 

101：6ビット 

110：7ビット 

111：8ビット 

000：8ビット 

001：1ビット 

010：2ビット 

011：3ビット 

100：4ビット 

101：5ビット 

110：6ビット 

111：7ビット  
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17.3.4 I2Cバスインタラプトイネー

ブルレジスタ（ICIER） 

17-10 表を修正 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 RIE 0 R/W レシーブインタラプトイネーブル 

RIEは受信データが ICDRSから ICDRRに転送され、ICSRの RDRFが 1にセ

ットされたとき、受信データフル割り込み要求（RXI）の許可／禁止    を

選択します。なお RXIは、RDRFを 0にクリアするか、または RIEを 0にクリ

アすることで解除できます。 

0：受信データフル割り込み要求（RXI）の禁止 

1：受信データフル割り込み要求（RXI）の許可 

4 NAKIE 0 R/W NACK受信インタラプトイネーブル 

NAKIEは、ICSRの NACKFまたは AL/OVEがセットされたとき、NACK検出

アービトレーションロスト／オーバランエラー割り込み要求（NAKI）の許可／

禁止    を選択します。なお NAKIは、NACKFまたは AL/OVEを 0にク

リアするか、NAKIEを 0にクリアすることで解除できます。 

0：NACK受信割り込み要求（NAKI）の禁止 

1：NACK受信割り込み要求（NAKI）の許可  

17.4.5 レーブ受信動作 

図 17.12 スレーブ受信モード動作タ

イミング（2） 

17-23 図を差し替え 

17.6 ビット同期回路 

表 17.5 SCLをモニタする時間 

17-34 表を修正 

CKS[3] CKS[2] SCLをモニタする時間*1 

0 39tpcyc*2 1 

1 87tpcyc*2  

17.7.1 停止条件の発行および開始

条件（再送）の発行 

17-34 説明を削除 

下記 1.または 2.の条件下で、かつ特定のタイミングで停止条件の発行お

よび開始条件（再送）の発行を行ったとき、停止条件および開始条件（再

送）が正常に出力されない場合があります。      

17.7.2 マルチマスタで使用時の注

意 

17-34 差し替え 

17.7.3 マスタ受信モード時の注意 17-34 差し替え 

17.7.4 マスタ受信モード、ACKBT

設定時の注意 

17-35 新規追加 

17.7.5 アービトレーションロスト

時のMSTとTRNビットの状態につい

ての注意 

17-35 新規追加 

17.7.6 IICRST、BBSYビットに関す

る注意事項 

17-35 新規追加 

18. シリアルサウンドインタフェー

ス（SSI） 

18-1 説明を修正 

シリアルサウンドインタフェース（SSI）は、I2Sバス方式と互換性のあ

るさまざまなデバイスと音声データの送受信を行うモジュールです。 

18.2 入出力端子 

表 18.1 端子構成 

18-3 表を修正 

名称 本数 入出力 機   能 

AUDIO_CLK 1 入力 オーディオ用外部クロック（オーバサンプルクロック    ） 

AUDIO_X1 1 入力 オーディオ用水晶発振子（オーバサンプルクロック    ） 

AUDIO_X2 1 出力   
改訂-10  R01UH0025JJ0300  Rev.3.00 

  2010.09.15 



 

本版で改訂された箇所 

 

SH7261グループ 
修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

18.3.1 コントロールレジスタ

（SSICR） 

18-5 表を修正 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 SCKD 0 R/W シリアルビットクロック方向 

0：シリアルビットクロック入力、スレーブモード 

1：シリアルビットクロック出力、マスタモード 

【注】     （SCKD、SWSD）＝（0、0）と（1、1）の 

設定のみ可能です。それ以外の設定は禁止です。 

14 SWSD 0 R/W シリアルWS方向 

0：シリアルワード選択入力、スレーブモード 

1：シリアルワード選択出力、マスタモード 

【注】     （SCKD、SWSD）＝（0、0）と（1、1）の 

設定のみ可能です。それ以外の設定は禁止です。  

18.4.1 バスフォーマット 

表 18.3 SSIモジュールのバスフォ

ーマット 

18-15 表を修正 

 

T
R

M
D

 

S
C

K
D

 

S
W

S
D

 

非圧縮スレーブレシーバ 0 0 0 

非圧縮スレーブトランスミッタ 1 0 0 

非圧縮マスタレシーバ 0 1 1 

非圧縮マスタトランスミッタ 1 1 1 

  

18.4.2 非圧縮モード 18-15 説明を修正 

非圧縮モードは、チャネルに分割されるシリアルオーディオストリーム

をサポートします。I2S互換フォーマットだけでなく、多数の改良版にも

対応しています。 

（3）マスタレシーバ 18-15 説明を修正 

このモードでは、別のデバイスからシリアルデータを受信できます。ク

ロックとワード選択信号はオーバサンプルクロックから内部生成されま

す。 

（4）マスタトランスミッタ 18-15 説明を修正 

このモードでは、別のデバイスにシリアルデータを送信できます。クロ

ックとワード選択信号はオーバサンプルクロックから内部生成されま

す。 

（5）動作設定－ワード長関連 

1. I2S互換フォーマット 

18-16 説明を修正 

SSIモジュールは多数のコンフィギュレーションをサポートできます

が、ここでは I2S互換、MSBファースト・左詰め、MSBファースト・右

詰めの各フォーマットについて説明します。 

図 18.3、図 18.4に、パディングありとパディングなしの I2S互換フォー

マットをそれぞれ示します。 

図 18.3 I2S互換フォーマット（パデ

ィングなし） 

18-16 図タイトルを修正 
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図タイトルを修正 18.4.2 非圧縮モード 

（5）動作設定－ワード長関連 

1. I2S互換フォーマット 

図 18.4 I2S互換フォーマット（パデ

ィングあり） 

18-16 

説明を修正 

図 18.5に MSBファースト・左詰めフォーマットを、図 18.6に MSBフ

ァースト・右詰めフォーマットを示します。      

2. MSBファースト・左詰めフォー

マット 

18-17 説明を修正 

 

図 18.5 MSBファースト・左詰めフ

ォーマット（シリアルデータ、パディ

ングビットの順に送受信） 

18-17 図タイトルを修正 

3. MSBファースト・右詰めフォー

マット 

18-17 説明を修正 

図 18.6 MSBファースト・右詰めフ

ォーマット（パディングビット、

シリアルデータの順に送受信） 

18-17 図タイトルを修正 

（6）マルチチャネルフォーマット 18-17 説明を修正 

I2Sバス仕様の定義を拡張し、2システムワード中に 2より多いチャネル

の転送を行うデバイスタイプもあります。 

SSIモジュールは、CHNL、SWLおよび DWLビットを使って、4、6、

および 8チャネルの転送を実行します。ただし、システムワード長（SWL）

が、データワード長（DWL）にチャネル数（CHNL）を掛けたもの以上

の長さの場合に限ります。 

 18-19 説明を修正 

図 18.7～図 18.9に、4、6、および 8チャネルのデータがどのようにシ

リアルオーディオバスに転送されるかを示します。 

図 18.7 マルチチャネルフォーマッ

ト（4チャネル、パディングなし） 

18-19 図タイトルを修正 

図 18.8 マルチチャネルフォーマッ

ト（6チャネル、Highパディング） 

18-19 図タイトルを修正 

図 18.9 マルチチャネルフォーマッ

ト（8チャネル、パディングビット、

シリアルデータの順に送受信、パディ

ングあり） 

18-20 図タイトルを修正 

図 18.13 反転パディング極性 18-21 図を修正 
SPDP=1をのぞき、基本フォーマット例と同じ設定です。

 第1のチャネル  第2のチャネル

SSISCK

SSIWS

 

18.4.4 送信動作 18-24 注を修正 

【注】*  SCKD＝0のとき SSISCK端子からの入力クロック 

     SCKD＝1のときオーバサンプルクロック 
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18.4.5 受信動作 18-26 注を修正 

【注】*  SCKD＝0のとき SSISCK端子からの入力クロック 

     SCKD＝1のときオーバサンプルクロック 

18.4.7 シリアルビットクロックコ

ントロール 

18-29 説明を修正 

シリアルビットクロック方向が出力に設定されている場合（SCKD＝1）、

SSIモジュールはクロックマスタモードであり、シフトレジスタが使う

ビットクロックはオーバサンプルクロックまたはそれを分周したクロッ

クです。オーバサンプルクロックは、SSICRのシリアルオーバサンプル

クロック分周比（CKDV）ビットで設定された比率で分周された後でシ

フトレジスタのビットクロックとして使われます。 

18.5.1 受信 DMA動作中にオーバフ

ローが起こった場合の制限事項 

18-30 説明を修正 

そのため、たとえばコントロールレジスタ（SSICR）のデータワード長

（DWL2～DWL0）が 32ビットの設定で、システムワード長（SWL2～

SWL0）が 32ビットの設定の場合、オーバフローが一度発生すると、L

チャネルで受信すべきデータが、Rチャネルで受信してしまうことがあ

ります。 

19.2.1 ブロック図 

図 19.1 RCAN-ETのブロック図 

19-2 注を修正 

【注】  ロングワード（32ビット）アクセスは、バスインタフェース部

でアクセスに展開されます。 

19.4.3 ビットタイミングコンフィ

ギュレーションレジスタ 0、1（BCR0、

BCR1） 

19-21 説明を修正 

BRP（ボーレートプリスケーラ）は BCR格納値＋1の値です。fclkは周

辺  クロック周波数です。 

19.6.1 RCAN-ETの設定 

（1）リセットシーケンス 

図 19.6 リセットシーケンス 

19-43 注を修正 

【注】 *3 本判定が 0になるまでに約 1ビットタイムかかります。 

20.6.4 スレーブ送信 

図 20.16 スレーブ送信動作タイミン

グ 

20-48 図を修正 

IETSR

TXS

TXF

 

21.2 ブロック図 21-5 説明を修正 

こういった種々のデータに対応するために、動作モードを変えるレジス

タを備えていたり、CD-ROMデコーダコア部を制御する制御信号を生成

したりします。入力ストリームデータ保持レジスタは、16ビット 2面の

レジスタを持っています。 

21.3 レジスタの説明 

表 21.1 レジスタ構成 

21-7 図を修正 

レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス アクセスサイズ 

デコード処理自動停止    コントロール

レジスタ 

CROMCTL3 R/W H'00 H'E8000005 8 

  同期コードステータスレジスタ CROMST0 R H'00 H'E8000008 8  

 21-9 図を修正 

レジスタ名 略称 R/W 初期値 アドレス アクセスサイズ 

CD-ROMデコーダストリームデータ出力 

レジスタ 

STRMDOUT0 R H'00 H'E8000204 16 

CD-ROMデコーダストリームデータ出力 

レジスタ 

STRMDOUT1 R H'00 H'E8000205  
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21.3.5 デコード処理自動停止  

コントロールレジスタ（CROMCTL3）

21-14 タイトルを修正 

21.3.17 ECC訂正前ヘッダ部

-MINUTESデータレジスタ

（HEAD00）～ 

21.3.40 ECC訂正後サブヘッダ部-

データタイプ（BYTE-23）データレジ

スタ（SHEAD27） 

21-22～

21-30 

表を修正 

ビット 初期値 

7～0 H'00 
 

21.3.42 自動バッファリング開始セ

クタ設定-MINUTESコントロールレ

ジスタ（CBUFCTL1）～ 

21.3.44 自動バッファリング開始セ

クタ設定-FRAMESコントロールレジ

スタ（CBUFCTL3） 

21-31、

21-32 

表を修正 

ビット 初期値 

7～0 H'00 
 

21.3.52 CD-ROMデコーダストリー

ムデータ入力レジスタ（STRMDIN0）

～ 

21.3.57 CD-ROMデコーダストリー

ムデータ出力レジスタ

（STRMDOUT1） 

21-37～

21-39 

表を修正 

ビット 初期値 

7～0 H'00 
 

21.4.2 同期コード保護機能 21-41 説明を修正 

そのため、本 CD-ROMデコーダには、異常なタイミングで同期コードを

検出したときには、その同期コードを無視する機能、同期コードが検出

されるべきタイミングで検出できなかったときには、同期コードを保護

する機能があります。 

21.4.5 バッファリングフォーマッ

ト 

21-48 説明を修正 

FM：データフォーマットを意味しています。 

 110：Mode2 Form2 

図 21.15の格納フラグは 1セクタ分出力するごとに H'0000～H'FFFFま

でカウントアップ（H'FFFF後、H'0000にラップアラウンド）します。

なお、格納フラグに限り 2バイトの上位バイトと下位バイトが入れ替わ

りますのでご注意ください。 

22.3.2 A/Dコントロール／ステータ

スレジスタ（ADCSR） 

22-7 表を修正 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2～0 CH[2:0] 000 R/W チャネルセレクト 

ADCSRの MDSビットとともにアナログ入力を選択します。 

 MDS＝0xxのとき MDS＝100または MDS＝101または 

  MDS＝110のとき MDS＝111のとき 

 000：AN0 000：AN0 000：AN0 

 001：AN1 001：AN0、AN1 001：AN0、AN1 

 010：AN2 010：AN0～AN2 010：AN0～AN2 

 011：AN3 011：AN0～AN3 011：AN0～AN3 

 100：AN4 100：AN4 100：AN0～AN4 

 101：AN5 101：AN4、AN5 101：AN0～AN5 

 110：AN6 110：AN4～AN6 110：AN0～AN6 

 111：AN7 111：AN4～AN7 111：AN0～AN7  
改訂-14  R01UH0025JJ0300  Rev.3.00 

  2010.09.15 



 

本版で改訂された箇所 

 

SH7261グループ 
修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

22.3.2 A/Dコントロール／ステータ

スレジスタ（ADCSR） 

22-7 注を追加 

【注】*1 フラグをクリアするため、1を読み出した後に 0を書き込む

ことのみ可能です。 

 ただし、以下の場合も 0書き込みによるクリアとなりますの

でご注意ください。 

 （1）CPUで ADF＝1の状態を読み出す 

 （2）DMACによる ADDR読み出しによる ADFクリア 

 （3）A/D変換終了による ADFフラグセット 

 （4）CPUで ADFフラグに 0書き込み 

22.5 割り込み要因と DMAC転送要

求 

22-17 説明を修正 

ADI割り込み要求は、A/D変換終了後 ADCSRの ADFが 1にセットされ、

このとき ADIEビットが 1にセットされていると ADI割り込み要求を発

生します。なお、ADI割り込みは、割り込みコントローラ（INTC）の設

定により、DMACの起動ができます。このとき、CPUへの割り込み要求

は発生されません。 

           ・ 

           ・ 

DMACによりすべての変換データを転送するには、転送元アドレスが

A/D変換データ格納先の ADDRとなるように設定し、転送バイト数を変

換チャネル数×2バイトに設定し、DMA転送条件を連続オペランド転送

かノンストップ転送に設定してください。 

22.7.7 スキャンモードおよびマル

チモード使用時の注意 

22-21 差し替え 

28.4.5 使用上の注意事項 28-6 説明を修正 

4. UDTDO変化タイミング切り替えコマンドをセットし、RES端子ネ

ゲート後すぐに UDTRST端子をアサートした場合、UDTDO変化タ

イミング切り替えコマンドがクリアされることがあります。 

これを防ぐため、UDTDO変化タイミング切り替えコマンドをセッ

トした場合、RES端子と UDTRST端子の互いの信号変化は必ず

20tcyc以上間隔を空けてください。詳細は「28.4.3 UDTDO出力

タイミング」を参照してください。 

30.2 レジスタビット一覧 30-51 表を修正 

レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7 

ビット 

30/22/14/6 

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4 

ビット 

27/19/11/3 

ビット 

26/18/10/2 

ビット 

25/17/9/1 

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

SCFCR_0 － － － － － RSTRG2 RSTRG1 RSTRG0 SCIF 

 RTRG1 RTRG0 TTRG1 TTRG0 －  TFRST RFRST LOOP 

SCFCR_1 － － － － － RSTRG2 RSTRG1 RSTRG0 

 RTRG1 RTRG0 TTRG1 TTRG0 －  TFRST RFRST LOOP   

 30-52 表を修正 

レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7 

ビット 

30/22/14/6 

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4 

ビット 

27/19/11/3 

ビット 

26/18/10/2 

ビット 

25/17/9/1 

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

SCFCR_2 － － － － － RSTRG2 RSTRG1 RSTRG0 SCIF 

 RTRG1 RTRG0 TTRG1 TTRG0 －  TFRST RFRST LOOP 

SCFRDR_3         

SCFCR_3 － － － － － RSTRG2 RSTRG1 RSTRG0  

 RTRG1 RTRG0 TTRG1 TTRG0 －  TFRST RFRST LOOP   
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30.2 レジスタビット一覧 30-53 表を修正 

レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7 

ビット 

30/22/14/6 

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4 

ビット 

27/19/11/3 

ビット 

26/18/10/2 

ビット 

25/17/9/1 

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

SCFCR_4 － － － － － RSTRG2 RSTRG1 RSTRG0 SCIF 

 RTRG1 RTRG0 TTRG1 TTRG0 －  TFRST RFRST LOOP  

SCFCR_5 － － － － － RSTRG2 RSTRG1 RSTRG0  

 RTRG1 RTRG0 TTRG1 TTRG0 －  TFRST RFRST LOOP   

 30-54 表を修正 

レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7 

ビット 

30/22/14/6 

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4 

ビット 

27/19/11/3 

ビット 

26/18/10/2 

ビット 

25/17/9/1 

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

SCFCR_6 － － － － － RSTRG2 RSTRG1 RSTRG0 SCIF 

 RTRG1 RTRG0 TTRG1 TTRG0 －  TFRST RFRST LOOP  

SCFCR_7 － － － － － RSTRG2 RSTRG1 RSTRG0  

 RTRG1 RTRG0 TTRG1 TTRG0 －  TFRST RFRST LOOP   

 30-56 表を修正 

レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7 

ビット 

30/22/14/6 

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4 

ビット 

27/19/11/3 

ビット 

26/18/10/2 

ビット 

25/17/9/1 

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

BCR1_0 TSG1_3 TSG1_2 TSG1_1 TSG1_0 － TSG2_2 TSG2_1 TSG2_0 RCAN-ET 

 － － SJW1 SJW0 － － － BSP   

 30-59 表を修正 

レジスタ略称 ビット 

31/23/15/7 

ビット 

30/22/14/6 

ビット 

29/21/13/5 

ビット 

28/20/12/4 

ビット 

27/19/11/3 

ビット 

26/18/10/2 

ビット 

25/17/9/1 

ビット 

24/16/8/0 

モジュール 

BCR1_1 TSG1_3 TSG1_2 TSG1_1 TSG1_0 － TSG2_2 TSG2_1 TSG2_0 RCAN-ET 

 － － SJW1 SJW0 － － － BSP   

30.3 各動作モードにおけるレジス

タの状態 

30-69 表を修正 

レジスタ略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

スリープ モジュール 

RSECAR 保持*8 保持 保持 保持*8 保持 保持 RTC 

RMINAR 保持*8 保持 保持 保持*8 保持 保持  

RHRAR 保持*8 保持 保持 保持*8 保持 保持  

RWKAR 保持*8 保持 保持 保持*8 保持 保持  

RDAYAR 保持*8 保持 保持 保持*8 保持 保持   

 30-70 表を修正 

レジスタ略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア 

スタンバイ 

ディープ 

スタンバイ 

モジュール 

スタンバイ 

スリープ モジュール 

RMONAR 保持*8 保持 保持 保持*8 保持 保持 RTC 

RCR1 初期化 初期化 保持 初期化 保持 保持  

RCR2 初期化 初期化*6 保持 初期化 保持 保持  

RYRAR 保持 保持 保持 保持 保持 保持  

RCR3 初期化 保持 保持 初期化 保持 保持   

 30-81 注を追加 

【注】*8 ENBビットは初期化 

31.3 AC特性 

表 31.4 最大動作周波数 

31-8 表を修正 

項   目 記号 

動作周波数 CPUクロック（Iφ） f 

   

 バスクロック（Bφ）  

 周辺クロック（Pφ）  
 

31.3.1 クロックタイミング 

表 31.5 クロックタイミング 

31-9 表を修正 
項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

CKIOクロック出力周波数 f
OP

 20 60 MHz 31.3 

CKIOクロック出力サイクル時間 t
cyc

 16.67 50 ns  

CKIOクロック出力 Lowレベルパルス幅 t
CKOL

 t
cyc

 /2－

t
CKOr

 

－ ns  

CKIOクロック出力 Highレベルパルス幅 t
CKOH

 t
cyc

 /2－

t
CKOf

 

－ ns  
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31.3.3 バスタイミング 

表 31.7 バスタイミング 

31-13 注を修正 

【注】*2 Bφ（  バスクロック）の f
max
は、使用するシステム構成に

応じてウェイト数とあわせて検討してください。 

図タイトルを修正 図 31.10（1） 外部アドレス空間基

本バスタイミング（ノーマルアクセ

ス、リード／ライトサイクルウェイト

3、CSアサートウェイト 1、ライトデ

ータ出力ウェイト 1、WR/RDアサー

トウェイト 2、ライトデータ出力遅延

サイクル 0、リード時／ライト時 CS

遅延サイクル 1） 

31-14 

図を修正 
Tn1 TsTw1 Tw2 Tw3 Tend（Trd）

CKIO

図 31.10（2） 外部アドレス空間基

本バスタイミング（ノーマルアクセ

ス、データリカバリサイクル 0、リー

ド／ライトサイクルウェイト 1、リー

ド時／ライト時 CS延長サイクル 1、

他ウェイト設定は 0） 

31-15 図を追加 

図 31.10（3） 外部アドレス空間基

本バスタイミング（ノーマルアクセ

ス、データリカバリサイクル 2、リー

ド／ライトサイクルウェイト 1、リー

ド時／ライト時 CS延長サイクル 1、

他ウェイト設定は 0） 

31-16 図を追加 

図 31.11 外部アドレス空間基本バス

タイミング（ページリードアクセス、

ノーマルアクセス互換モード、リード

サイクルウェイト 2、ページリードサ

イクルウェイト 2、CSアサートウェ

イト 1、RDアサートウェイト 1、リ

ード時 CS延長サイクル 1） 

31-16 図タイトルを修正 

図タイトルを修正 図 31.12 外部アドレス空間基本バス

タイミング（ページリードアクセス、

外部リードデータ連続アサートモー

ド、リードサイクルウェイト 2、ペー

ジリードサイクルウェイト 1、CSア

サートウェイト 1、RDアサートウェ

イト 1、リード時 CS延長サイクル 1）

31-17 

図を修正 

tRSD tRSD

tRDS1 tRDS1 tRDS1 tRDS1

RD

D31～D0

tRDH1

図タイトルを修正 図 31.13 外部アドレス空間基本バス

タイミング（ページライトアクセス、

ライトサイクルウェイト 2、 

CSアサートウェイト 1、WRアサー

トウェイト 1、ライトデータ出力遅延

サイクル 1、他ウェイト設定は 0） 

31-17 

図を修正 

CKIO

TsTw1 Tw2 Tdw1 Tpw1 Tdw1 Tpw1 Tdw1 Tpw1 Tdw1（Tn1）Tend Tend Tend Tend
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図タイトルを修正 31.3.3 バスタイミング 

図 31.14 外部アドレス空間 外部ウ

ェイトタイミング（16ビット幅チャ

ネルへのページリードアクセス、外部

リードデータ連続アサートモード、リ

ードサイクルウェイト 3、ページリー

ドサイクルウェイト 3、他ウェイト設

定は 0、外部ウェイトサイクル 2） 

31-18 

図を修正 

BC3～BC0 → BC1、BC0 

D31～D0 → D15～D0 

図 31.15 SDRAM空間シングルリー

ドバスタイミング（DCL＝2（2サイ

クル）、DRCD＝1（2サイクル）、

DPCG＝1（2サイクル）） 

31-19 図タイトルを修正 

図 31.16 SDRAM空間シングルライ

トバスタイミング 

（DCL＝2（2サイクル）、DRCD＝1

（2サイクル）、DPCG＝1（2サイク

ル）） 

31-20 図タイトルを修正 

図 31.17 SDRAM空間複数リードバ

スタイミング 

（4データアクセス、DCL＝2（2サイ

クル）、DRCD＝1（2サイクル）、

DPCG＝1（2サイクル）） 

31-21 図タイトルを修正 

図 31.18 SDRAM空間複数ライトバ

スタイミング（4データアクセス、

DCL＝2（2サイクル）、DRCD＝1（2

サイクル）、DPCG＝1（2サイクル））

31-22 図タイトルを修正 

図 31.19 SDRAM空間複数リード行

またぎバスタイミング（8データアク

セス、DCL＝2（2サイクル）、DRCD

＝1（2サイクル）、DPCG＝1（2サ

イクル）） 

31-23 図タイトルを修正 

表を修正 

項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

インプットキャプチャ入力セットアップ時間 t
TICS

 20 － ns 31.25 

タイマ入力セットアップ時間 t
TCKS

 20 － ns 31.26  

31.3.6 MTU2モジュールタイミング

表 31.10 MTU2モジュールタイミン

グ 

31-27 

注を削除 

【注】                 

 tpcycは周辺クロック（Pφ）の周期を示します。 

31.6 使用上の注意事項 

図 31.49 外付けコンデンサ配置例 

31-42 図を修正 
57 
56 
55 
54 
53 
52 
51

PC24/IRQ2/SCL1 
PC25/IRQ3/SDA1 

PVSS 
PA31/CRx1/DTEND0 

PVCC 
PA30/CTx1/DACT0 
PA29/CRx0/DACK0

PVCC電源
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